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                        変更個所
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                        また，初期情報（-eオプション）だけ取得できるようになりました。
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                              CURRENT_ROLE値関数によって，現在使用しているロール名を検索できるようにしました。

                           

                           	
                              埋込み型UAP，ODBCからSET ROLE文を発行できるようにしました。

                           

                        

                     
                     	
                        表 24-2，表 24-20，表 24-21，24.14

                     
                  

                  
                     	
                        システムログが複製又は共有される環境で，更新DBの更新情報を自動的に参照DBに反映する機能をサポートしました。

                        また，プラグインインデクスやユティリティによるインデクス一括作成時の更新情報の反映もサポートしました。

                        これらによって，HiRDBのすべての表形式に対して，ユーザ操作なしで自動反映できるようになります。

                     
                     	
                        32.1.2，32.1.3，表 32-5，表 32-6，32.2.2，32.2.3，32.3.2，32.3.3，32.3.5，32.3.6，32.3.7，32.3.8，32.3.9

                     
                  

                  
                     	
                        HiRDBの適用OSにRed Hat Enterprise Linux 10を追加しました。

                     
                     	
                        −

                     
                  

               
            

            
               単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
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                        追加・変更内容

                     
                  

               
               
                  
                     	
                        表のアクセス権限を一括で管理できるロール機能をサポートしました。これによって，権限の管理や移行が容易になるだけでなく，アクセス制御の一貫性が向上し，セキュリティの強化にもつながります。

                     
                  

                  
                     	
                        リードレプリカ機能はFIX表の表データの反映だけをサポートしていましたが，非FIX表の表データ及びFIX表と非FIX表のインデクスデータも反映できるようになります。
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                        追加・変更内容

                     
                  

               
               
                  
                     	
                        データベースの内容を複製した参照専用のデータベースを構築できるようにしました。

                        これによって，アプリケーション側で更新用DBと参照用DB（リードレプリカ）を使い分け，負荷分散及びシステム全体のスループット向上につながります。

                     
                  

               
            

         
         変更内容(3020-6-556-80)　HiRDB Version 10 10-08

         
            
               
                  
               
               
                  
                     	
                        追加・変更内容

                     
                  

               
               
                  
                     	
                        デッドロック検知時に，デッドロックSQL情報ファイルにユーザ識別子ごとのSQLオブジェクト情報を出力できるようにしました。

                        これによって，デッドロック情報ファイルとデッドロックSQL情報ファイルに出力されるユーザ識別子を対応づけて，デッドロック発生要因のSQL文を確認できます。

                     
                  

                  
                     	
                        クライアントとサーバ間のネットワーク上で送受信するデータを暗号化する機能をサポートしました。

                        これによって，パケットスニファリングなどで悪意のあるユーザが不正にデータを参照することを防止できます。

                     
                  

                  
                     	
                        デッドロック監視処理が長時間化した場合に，デッドロック監視を中断する機能をサポートしました。

                        デッドロック監視を中断することで，排他取得や排他解除ができるようになり，トランザクション処理を続行できます。

                     
                  

                  
                     	
                        一つのグローバルバッファを複数に分割する機能をサポートしました。

                        これによって，一つの大きなグローバルバッファを定義してもグローバルバッファの競合を減らすことができ，グローバルバッファの設計を容易にできます。

                     
                  

                  
                     	
                        クラスタソフトウェアCLUSTERPRO X5.0以降のバージョンに対応しました。

                     
                  

               
            

         
      
   
      
         はじめに

         このマニュアルは，プログラムプロダクト ノンストップデータベース　HiRDB Version 10のシステム運用方法について説明したものです。なお，ここに記載されていない前提情報については，マニュアル「HiRDB
            Version 10 解説」を参照してください。

         
            対象読者

            HiRDB Version 10（以降，HiRDBと表記します）を使ってリレーショナルデータベースシステムを構築または運用する方々を対象にしています。

            このマニュアルは次に示す知識があることを前提に説明しています。

            
               	
                  UNIXまたはLinuxのシステム管理の基礎的な知識

               

               	
                  SQLの基礎的な知識

               

            

            また，このマニュアルは，マニュアル「HiRDB Version 10 解説」を前提としていますので，あらかじめお読みいただくことをお勧めします。

         
         
            図中で使用している記号

            このマニュアルの図中で使用している記号を，次のように定義します。

            [image: [図データ]]

         
         
            このマニュアルで使用している記号

            形式および説明で使用している記号を次に示します。ここで説明する文法記述記号は，説明のための記号なので実際には記述しないでください。

            
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           記号

                        
                        	
                           意味

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           〔　〕

                        
                        	
                           この記号で囲まれている項目は省略できます。

                           （例）pdbuffer 〔-p〕

                           　これは，pdbufferと指定するか，またはpdbuffer -pと指定することを示します。

                        
                     

                     
                        	
                           …

                        
                        	
                           この記号の直前の項目を繰り返して指定できます。

                           （例）pdbuffer -r RDエリア名 〔，RDエリア名〕…

                           　これは，-rオプションのRDエリア名を繰り返し指定できることを示します。

                        
                     

                     
                        	
                           ｛｛　｝｝

                        
                        	
                           この記号で囲まれた複数の項目を一つの単位として，繰り返して指定できます。

                           （例）｛｛pdbuffer -a バッファ名｝｝

                           　これは，pdbuffer -a バッファ名

                           　　　　　pdbuffer -a バッファ名

                           と指定できることを示します。

                        
                     

                     
                        	
                           ｜

                        
                        	
                           この記号で区切られた項目は選択できます。

                           （例）pdlogadfg -d sys｜spd

                           　これは，-dオプションにsysかspdのどちらかを指定できることを示します。

                        
                     

                     
                        	
                           ｛　｝

                        
                        	
                           この記号で囲まれている複数の項目のうちから，一つを選択できます。

                           （例）pdbuffer 〔｛-r RDエリア名｜-i 認可識別子．インデクス識別子｜-o｝〕

                           　これは，-r RDエリア名，-i 認可識別子．インデクス識別子，-oの三つのオプションのうち，どれか一つを指定することを示します。

                        
                     

                     
                        	
                           ＿

                           （下線）

                        
                        	
                           この記号で示す項目は，省略時の解釈値です。

                           （例）〔 pd_rpc_trace = Y｜N 〕

                           　これは，オペランドの指定を省略した場合，Nが仮定されることを示します。

                        
                     

                     
                        	
                           〜

                        
                        	
                           この記号のあとにユーザ指定値の属性を示します。

                        
                     

                     
                        	
                           《　》

                        
                        	
                           ユーザが指定しなかった場合に仮定される値を示します。

                        
                     

                     
                        	
                           〈　〉

                        
                        	
                           ユーザ指定値の構文要素を示します。

                        
                     

                     
                        	
                           ((　))

                        
                        	
                           ユーザ指定値の指定範囲を示します。
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         1　HiRDBの開始及び終了方法

         
            この章では，HiRDBの開始及び終了方法について説明します。

            なお，HiRDB/パラレルサーバの場合，ユニット単位又はサーバ単位でも，開始及び終了操作ができます。

         

         
            1.1　開始方法

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDBはpdstartコマンドで開始します。ここでは，HiRDBの開始モード及び開始方法について，次の項目を説明します。

            
               	
                  開始モード

               

               	
                  pdstartコマンドを実行するサーバマシン

               

               	
                  自動開始

               

               	
                  縮退起動（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               

               	
                  例題（HiRDBを正常開始する場合）

               

               	
                  開始処理完了の確認

               

            

            
               1.1.1　開始モード

               HiRDBには，次の表に示す開始モードという概念があります。開始モードによって，pdstartコマンドのオプションが異なります。

               
                  表1‒1　HiRDBの開始モード
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              開始モード

                           
                           	
                              実行コマンド

                           
                           	
                              開始モードの説明

                           
                           	
                              前回の終了モード

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              正常開始

                           
                           	
                              pdstart

                           
                           	
                              通常の開始モードです。正常開始では，前回稼働時の情報を引き継ぎません。

                              ただし，次に示す情報は引き継ぎます。

                              
                                 	
                                    レプリカRDエリアのレプリカステータス

                                 

                                 	
                                    障害閉塞しているRDエリアの状態

                                 

                              

                           
                           	
                              正常終了

                           
                        

                        
                           	
                              再開始※１

                           
                           	
                              前回の終了モードが右記の場合，HiRDBは（自動的に）再開始となります。再開始では，前回稼働時の情報を引き継ぎます。再開始時に引き継ぐ情報の詳細は，「HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報」を参照してください。

                           
                           	
                              計画停止

                              強制終了

                              異常終了

                           
                        

                        
                           	
                              強制開始※２

                           
                           	
                              pdstart dbdestroy

                           
                           	
                              通常は使用しないでください。HiRDBを再開始できないときに使用します。HiRDBを強制的に開始します。

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              −※３

                           
                           	
                              pdstart - i

                           
                           	
                              通常は使用しないでください。データベースを再度初期設定するときの開始方法です。

                           
                        

                        
                           	
                              pdstart -r 〔-t〕

                           
                           	
                              通常は使用しないでください。マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの開始方法です。

                           
                        

                        
                           	
                              pdstart -R 〔-t〕※４

                           
                           	
                              pdstart -rコマンドでHiRDB/パラレルサーバを開始した後，システムマネジャがあるユニットに障害が発生し，異常終了した場合に使用します。このコマンドを実行すると，異常終了したシステムマネジャがあるユニットをいったん強制的に開始し，その後HiRDB/パラレルサーバを強制終了します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdstart -a

                           
                           	
                              通常は使用しないでください。フロントエンドサーバがSUSPEND状態のときの開始方法です。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※１

                  	
                     再開始をする前に，必ず「計画停止，強制終了，又は異常終了したときの注意事項」を参照してください。

                  

                  	注※２

                  	
                     強制開始をする前に，必ず「HiRDB（ユニット）を強制開始するときの注意事項」を参照してください。

                  

                  	注※３

                  	
                     これらの開始方法の利用方法については，「特別な開始方法」を参照してください。

                  

                  	注※４

                  	
                     このコマンドの使用については，「マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの開始方法（pdstart -r〔-t〕）」の「pdstart -rコマンドで開始した場合に障害が発生したときの対処」を参照してください。

                  

               

            
            
               1.1.2　pdstartコマンドを実行するサーバマシン

               HiRDB/シングルサーバを開始する場合は，シングルサーバを定義したサーバマシンでpdstartコマンドを実行してください。ユティリティ専用ユニットを開始する場合は，ユティリティ専用ユニットを定義したサーバマシンでpdstartコマンドを実行してください。

               HiRDB/パラレルサーバを開始する場合は，システムマネジャを定義したサーバマシンでpdstartコマンドを実行してください。

            
            
               1.1.3　自動開始

               システム共通定義のpd_mode_confオペランドの指定で，HiRDBを自動開始できます。自動開始とは，OSを起動すると，HiRDBも自動的に開始する方法のことです。また，pdstartコマンドでHiRDBを開始する方法を手動開始といいます。

               
                  	注意事項

                  	
                     
                        	
                           pd_mode_confオペランドでHiRDBを自動開始する設定をしておくと，HiRDB（ユニット）が異常終了した場合も，自動的にHiRDB（ユニット）が再開始されます。ただし，再開始時に3回連続して異常終了すると，自動的に再開始しなくなります。

                        

                        	
                           pd_mode_confオペランドにAUTOやMANUAL1を指定した場合でも，HiRDBの開始処理中又は終了処理中にHiRDBが異常終了したときは，次回の開始は必ず手動開始となります。異常終了時のメッセージを確認して対処したあと，手動でHiRDBを開始してください。

                        

                        	
                           HiRDB/パラレルサーバで自動開始（pd_mode_conf=AUTO）をする場合は，最初のユニットを開始してから20分以内に全ユニットを開始するようにしてください。20分以内に全ユニットを開始しないと，HiRDBの開始処理を中止します。この20分という制限時間はpd_reduced_check_timeオペランドで変更できます。なお，ユニットの異常終了，又はOSの異常終了後の再起動ではこのような制限時間はありません。

                        

                     

                  

               

            
            
               1.1.4　縮退起動（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               障害などで起動できないユニットがある場合，縮退起動機能を使用すると，残りの正常なユニットだけでHiRDBを開始できます。これを縮退起動といいます。縮退起動をするには次に示すオペランドを指定します。

               
                  	
                     pd_start_level

                  

                  	
                     pd_start_skip_unit

                  

               

               なお，縮退起動の運用方法については，「縮退起動をするときの運用方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照してください。

            
            
               1.1.5　例題（HiRDBを正常開始する場合）

               HiRDBを正常開始します。

               
                  (1)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (2)　pdstartコマンドの実行結果が表示されます

                  139 14:56:33 unt1 _rdm     KFPS05210-I HiRDB system initialization
 process complete

               
               
                  (3)　pdlsコマンドでHiRDBの稼働状況を調べます

                  pdls

               
               
                  (4)　pdlsコマンドの実行結果が表示されます

                  HOSTNAME(145750)     UNITID  SVID      STATUS   STARTTIME
k95x620              unt1    ********  ACTIVE   145632
k95x620              unt1    sds01     ACTIVE   145632

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        STATUSにACTIVEが表示されているので，HiRDBが開始しました。

                        pdlsコマンドの実行結果はHiRDB/シングルサーバの例です。

                     

                  

               
            
            
               1.1.6　開始処理完了の確認

               次の手順でHiRDB（又はユニット）の開始処理が完了したかを確認してください。

               
                  	
                     HiRDB/シングルサーバの場合

                     pdstartコマンドの終了ステータスが0であることを確認してください。

                  

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合

                     pdstartコマンドを実行してHiRDBシステムを開始した場合，pdstartコマンドの終了ステータスが0であることを確認してください。

                     各HiRDBユニットでpdstart -qコマンドを実行してHiRDBユニットを開始した場合，システムマネジャユニットがあるサーバマシンのsyslogfileにKFPS05210-Iメッセージが出力されていることを確認してください。

                     なお，HiRDB/パラレルサーバは，一つでも起動できないユニットがあると開始できません※。

                  

               

               
                  	注※

                  	
                     拡張ユニットを使用している場合は異なります。詳細は，「HiRDBの開始」を参照してください。

                  

               

               上記の方法で開始状態が確認できた場合，AP（SQL）を実行できます。

               なお，pdstartコマンドの終了ステータスが0以外，又はKFPS05210-Iメッセージが出力されていない場合，HiRDBの開始処理でエラーが発生しているおそれがあるため，次に示すどれかの方法で，状態を確認してください。

               
                  (1)　HiRDBの開始処理の状態を確認する

                  
                     (a)　pdstartコマンドの終了ステータスで確認する

                     pdstartコマンドの終了ステータスが0以外の場合，HiRDBの開始処理中に障害が発生しています。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後，HiRDBが開始処理中の場合はHiRDBシステム，又は開始中のHiRDBユニットを強制終了（pdstop -fコマンド，又はpdstop
                        -zコマンドで終了）してpdstartコマンドを再度実行してください。

                  
                  
                     (b)　pdls -d svrコマンドの終了ステータスで確認する

                     pdstartコマンドの実行後，任意のユニットからpdls -d svrコマンドを実行してください。pdls -d svrコマンドの終了ステータスによって次の表に示すように操作が異なります。

                     
                        表1‒2　pdls -d svrコマンドの終了ステータスとそのときの操作（HiRDB/シングルサーバの場合）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d svrコマンドの

                                    終了ステータス

                                 
                                 	
                                    HiRDB管理者の処置

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    0

                                 
                                 	
                                    HiRDBが稼働状態のため，対応不要です。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    HiRDBが開始処理中の可能性があるため，5秒程度の間隔でpd_system_complete_wait_timeオペランドに指定した時間又は省略値を目安に，pdls
                                       -d svrコマンドを繰り返し実行してください。

                                    pd_system_complete_wait_timeオペランドの時間を経過しても状態が変わらない場合は，syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                    障害原因を取り除いた後，HiRDBが開始処理中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop -fコマンドで終了）してpdstartコマンドを再度実行してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    HiRDBの開始処理中に障害が発生しています。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                    障害原因を取り除いた後，HiRDBが開始処理中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop -fコマンドで終了）してpdstartコマンドを再度実行してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表1‒3　pdls -d svrコマンドの終了ステータスとそのときの操作（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d svrコマンドの

                                    終了ステータス

                                 
                                 	
                                    HiRDB管理者の処置

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    0

                                 
                                 	
                                    HiRDBが稼働状態のため，対応不要です。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    一部のHiRDBユニットが開始処理中の可能性があるため，5秒程度の間隔でpd_system_complete_wait_timeオペランドに指定した時間又は省略値を目安に，pdls
                                       -d svrコマンドを繰り返し実行してください。

                                    pd_system_complete_wait_timeオペランドの時間を経過しても状態が変わらない場合は，システムマネジャユニットがあるサーバマシン，又は非システムマネジャユニットがあるサーバマシンのsyslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                    障害原因を取り除いた後，HiRDBシステム又はHiRDBユニットが開始中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop -fコマンド，又はpdstop -zコマンドで終了）してpdstartコマンドを再度実行してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    HiRDBの開始処理中に障害が発生しています。システムマネジャユニットがあるサーバマシン，又は非システムマネジャユニットがあるサーバマシンのsyslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。障害原因を取り除いた後，HiRDBシステム又はHiRDBユニットが開始中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop
                                       -fコマンド，又はpdstop -zコマンドで終了）してpdstartコマンドを再度実行してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (c)　pdstartコマンドの終了ステータスで確認する

                     システムマネジャがあるユニットからHiRDBを開始する場合，pdstartコマンドを実行します。pdstartコマンドの終了ステータスが0の場合，AP（SQL）を実行できます。

                  
               
               
                  (2)　ユニットの開始処理の状態を確認する

                  pdstartコマンド，又はpdstart -qコマンドの実行後，各ユニットでpdls -d ustコマンドを実行してください。pdls -d ustコマンドの終了ステータスによって次の表に示すように操作が異なります。

                  
                     表1‒4　pdls -d ustコマンドの終了ステータスとそのときの操作（HiRDB/シングルサーバの場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 pdls -d ustコマンドの

                                 終了ステータス

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 HiRDBが稼働状態のため，対応不要です。

                              
                           

                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 pdls -d ustコマンド実行中に障害が発生しています。出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後に，再度pdls -d ustコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 HiRDBが開始処理中の可能性があるため，5秒程度の間隔でpd_system_complete_wait_timeオペランドに指定した時間又は省略値を目安に，pdls
                                    -d ustコマンドを繰り返し実行してください。

                                 pd_system_complete_wait_timeオペランドの時間を経過しても状態が変わらない場合は，syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                 障害原因を取り除いた後，HiRDBが開始処理中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop -fコマンドで終了）してpdstartコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 8又は12

                              
                              	
                                 HiRDBの開始処理中に障害が発生しています。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                 障害原因を取り除いた後，HiRDBが開始処理中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop -fコマンドで終了）してpdstartコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 実行するHiRDBの環境変数が間違っている可能性があります。HiRDBの環境変数を見直した上で，pdls -d ustコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表1‒5　pdls -d ustコマンドの終了ステータスとそのときの操作（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 pdls -d ustコマンドの

                                 終了ステータス

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 ユニットが稼働状態のため，対応不要です。

                              
                           

                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 pdls -d ustコマンド実行中に障害が発生しています。出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後に，再度pdls -d ustコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 HiRDBユニットが開始処理中の可能性があるため，5秒程度の間隔でpd_system_complete_wait_timeオペランドに指定した時間又は省略値を目安に，pdls
                                    -d ustコマンドを繰り返し実行してください。

                                 pd_system_complete_wait_timeオペランドの時間を経過しても状態が変わらない場合は，システムマネジャユニットがあるsyslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                 障害原因を取り除いた後，HiRDBユニットが開始中の場合はHiRDBユニットを強制終了（pdstop -zコマンドで終了）してpdstart -qコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 8又は12

                              
                              	
                                 HiRDBユニットの開始処理中に障害が発生しています。システムマネジャユニットがあるサーバマシン，又は非システムマネジャユニットがあるサーバマシンのsyslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。障害原因を取り除いた後，HiRDBユニットが開始処理中の場合はHiRDBユニットを強制終了（pdstop
                                    -zコマンドで終了）してpdstart -qコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 実行するHiRDBユニットの環境変数が間違っている可能性があります。HiRDBユニットの環境変数を見直した上で，pdls -d ustコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
         
         
            1.2　終了方法

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDBはpdstopコマンドで終了します。ここでは，HiRDBの終了モード及び終了方法について，次の項目を説明します。

            
               	
                  終了モード

               

               	
                  pdstopコマンドを実行するサーバマシン

               

               	
                  例題（HiRDBを正常終了する場合）

               

               	
                  OSシャットダウン時にHiRDBを正常終了する方法

               

               	
                  停止処理完了の確認

               

            

            
               1.2.1　終了モード

               HiRDBには，次の表に示す終了モードという概念があります。終了モードによって，pdstopコマンドのオプションが異なります。

               
                  表1‒6　HiRDBの終了モード
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              終了モード

                           
                           	
                              入力コマンド

                           
                           	
                              終了モードの説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              正常終了※１

                           
                           	
                              pdstop

                           
                           	
                              通常の終了モードです。CONNECT要求を禁止し，すべてのユーザの処理が終了した後にHiRDBを終了します。ただし，ユティリティが実行中の場合はHiRDBを終了しないで，KFPS05074-Eメッセージを出力します。このとき，pdstopコマンドはリターンコード8で終了します。

                           
                        

                        
                           	
                              計画停止※１※２※３

                           
                           	
                              pdstop -P

                           
                           	
                              トランザクションの受け付けを禁止し，ユティリティを含むすべてのトランザクションが終了した後に，HiRDBを終了します。

                           
                        

                        
                           	
                              強制終了

                           
                           	
                              pdstop -f

                           
                           	
                              処理中のトランザクションの完了を待たずに，HiRDBを直ちに終了します。処理中のトランザクションは，再開始時にロールバックの対象※４となります。

                           
                        

                        
                           	
                              異常終了

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              何らかの異常によってHiRDBが終了する場合の終了モードです（OSが異常終了する場合も該当します）。処理中のトランザクションの完了を待たずに，HiRDBは直ちに終了します。処理中のトランザクションは，再開始時にロールバックの対象※４となります。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※１

                  	
                     OLTPシステムと連携している場合，OLTPシステムを終了した後にHiRDBを正常終了又は計画停止してください。OLTPシステムを終了する前にHiRDBを正常終了又は計画停止すると，OLTPシステムのトランザクションが処理できなくなるため，HiRDBが正常終了又は計画停止できないことがあります。

                  

                  	注※２

                  	
                     HiRDBを計画停止する場合，シングルサーバ又はフロントエンドサーバで動作中のすべてのトランザクションが終了した後に，HiRDBサーバプロセスが保有していたシステムリソースを解放します。このため，ユニット内のすべてのトランザクションが終了した後に，この解放処理で約1分程度費やすことがあります。

                  

                  	注※３

                  	
                     ユティリティ又はトランザクションが実行中のため，pdstop -Pコマンド入力後15分たってもHiRDBが計画停止しない場合，KFPS05072-Wメッセージが出力されます。そして，pdstop -Pコマンドはリターンコード4で終了します。ただし，計画停止処理は続行され，ユティリティ又はトランザクションが終了したら計画停止します。

                  

                  	注※４

                  	
                     処理中のトランザクションは，再開始時にロールバックの対象となります。ただし，次に示す場合のトランザクションはロールバックの対象となりません。

                     
                        	
                           データベース作成ユティリティ又はデータベース再編成ユティリティをログレスモードで実行している場合

                        

                        	
                           ログレスモードでUAPを実行している場合

                        

                     

                     したがって，HiRDBを再開始した後に，HiRDB管理者がRDエリアをバックアップから回復するか，又はユティリティを再実行する必要があります。このときのRDエリアの回復方法については，「データベースをバックアップ取得時点に回復する方法」を参照してください。

                  

               

            
            
               1.2.2　pdstopコマンドを実行するサーバマシン

               HiRDB/シングルサーバを終了する場合は，シングルサーバを定義したサーバマシンでpdstopコマンドを実行してください。ユティリティ専用ユニットを終了する場合は，ユティリティ専用ユニットを定義したサーバマシンでpdstopコマンドを実行してください。

               HiRDB/パラレルサーバを終了する場合は，システムマネジャを定義したサーバマシンでpdstopコマンドを実行してください。

            
            
               1.2.3　例題（HiRDBを正常終了する場合）

               現在稼働中のHiRDB/シングルサーバを正常終了します。

               
                  (1)　pdlsコマンドでHiRDBの稼働状況を調べます

                  pdls

               
               
                  (2)　pdlsコマンドの実行結果が表示されます

                  HOSTNAME(140814)    UNITID  SVID      STATUS   STARTTIME
k95x620             unt1    ********  ACTIVE   140812
k95x620             unt1    sds01     ACTIVE   140812

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        STATUSにACTIVEが表示されているので，HiRDBが稼働中です。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdlsコマンドでHiRDBに接続中のユーザがいるかどうかを調べます

                  pdls -d prc

               
               
                  (4)　pdlsコマンドの実行結果が表示されます

                  HOSTNAME : k95x620(141028)
STATUS   PID   UID   GID   SVID   TIME      PROGRAM    C-PID
 
  L      205   0     0     sds01  999999
  L      201   0     0     sds01  999999
  L      194   0     0     sds01  999999
  L      206   0     0     sds01  999999
  L      198   0     0     sds01  999999
  L      142   0     0     sds01  999999
  L      209   0     0     sds01  999999
  L      212   0     0     sds01  999999

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              HiRDBに接続中のユーザがいると，PROGRAMにUAPの識別名称が表示されます。したがって，現在HiRDBに接続中のユーザはいません。HiRDBに接続中のユーザがいると，HiRDBを終了できません。

                           

                           	
                              例えば，HiRDB SQL Executerを使用したままにしていると（HiRDBに接続したままにしていると），HiRDBを終了できません。HiRDBを終了するには，HiRDB
                                 SQL Executerを終了してください。

                           

                           	
                              PROGRAMには，クライアント環境定義のPDCLTAPNAMEオペランドに指定したUAPの識別名称が表示されます。PDCLTAPNAMEオペランドを省略すると，Unknownが表示されます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (6)　pdstopコマンドの実行結果が表示されます

                  129 14:15:20 unt1 _rdm     KFPS01841-I HiRDB unit unt1 terminated.
 mode = NORMAL
129 14:15:20 unt1 _rdm     KFPS01850-I HiRDB system terminated.
 mode = NORMAL

               
            
            
               1.2.4　OSシャットダウン時にHiRDBを終了する方法

               HiRDBの稼働中にOSをシャットダウンした場合，HiRDBが強制終了されます。そのため，OSをシャットダウンする前にHiRDBを終了してください。

               
                  (1)　OSシャットダウン時にHiRDBを終了させる

                  ユーザ運用で自動的にHiRDBを終了する例として，OSのrcスクリプト機能を使用してHiRDBを終了する手順を示します。HiRDBを正常終了させる場合，特定の条件を満たしている必要があります（HiRDB/パラレルサーバではrcスクリプト機能は使用しないで，ほかのユーザ運用手段で正常終了してください）。

                  
                     	正常終了させる場合の条件

                     	
                        正常終了させる場合は，次の条件を満たしている必要があります。

                        
                           	
                              HiRDBに接続しているユーザがいない

                           

                           	
                              未決着のトランザクションがない

                           

                           	
                              HiRDB/パラレルサーバの場合，システムマネジャがあるユニット以外のユニットが強制終了又は異常終了していない

                           

                        

                     

                     	rcスクリプトの作成，登録の手順

                     	
                        次の内容のrcスクリプトを作成し，登録します。スクリプトの登録方法についてはOSのマニュアルを参照してください。

                        
                           	＜rcスクリプトの内容＞

                           	
                              次の手順を実行するrcスクリプトを作成してください。

                              
                                 	
                                    HiRDBに接続しているすべてのクライアントを終了してください。

                                 

                                 	
                                    pdstopコマンドでHiRDBを正常終了してください。

                                 

                                 	
                                    2で正常終了に失敗した場合（リターンコードが0以外の場合），HiRDBが終了していないおそれがあるため，pdstop -fコマンドでHiRDBを強制終了してください。

                                 

                              

                           

                           	＜rcスクリプトの登録場所＞

                           	
                              HiRDBは，OSシャットダウン時にHiRDBが稼働中であれば，次のrcスクリプトでHiRDBを強制終了する処理をします。そのため，HiRDBを正常終了するrcスクリプトを登録する場合は，HiRDBが使用するrcスクリプトよりも前に実行するように，rcスクリプトを登録してください。強制終了後に実行されるように登録するとHiRDBが強制終了済みとなるため，正常終了処理がエラーになるおそれがあります（AIXは，OSシャットダウンで強制終了されてもデータベースが破壊されないため，強制終了しません）。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             プラットフォーム

                                          
                                          	
                                             HiRDBが強制終了のために使用するrcスクリプトの登録場所

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             Linux

                                          
                                          	
                                             /etc/rc0.d/K09HiRDB_x

                                             /etc/rc1.d/K09HiRDB_x

                                             /etc/rc6.d/K09HiRDB_x

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             AIX

                                          
                                          	
                                             なし

                                          
                                       

                                    
                                 

                                 
                                    
                                       	（凡例）

                                       	
                                          x：HiRDB/シングルサーバの場合S，HiRDB/パラレルサーバの場合はP

                                       

                                    

                                 

                              
                           

                        

                     

                  

               
            
            
               1.2.5　停止処理完了の確認

               次の手順でHiRDB（又はユニット）の停止処理が完了したかを確認してください。

               
                  	
                     HiRDB/シングルサーバの場合

                     pdstopコマンドの終了ステータスが0であることを確認してください。

                  

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合

                     pdstopコマンドの終了ステータスが0であることを確認してください。又はpdstopコマンドを実行してHiRDBシステムを停止した場合，システムマネジャユニットがあるサーバマシンのsyslogfileにKFPS01850-Iメッセージが出力されていることを確認してください。

                  

               

               pdstopコマンド終了後，HiRDBが使用する共有リソース（ディスクやIPアドレス）を無効化する場合は，各ユニットでpdls -d ustコマンドを実行します。終了ステータスが12であることを確認した後に，共有リソースを無効化してください。

               なお，pdstartコマンドの終了ステータスが0以外，又はKFPS05210-Iメッセージが出力されていない場合，HiRDBの開始処理でエラーが発生しているおそれがあるため，次に示すどれかの方法で，状態を確認してください。

               
                  (1)　HiRDBの停止処理の状態を確認する

                  
                     (a)　pdstopコマンドの終了ステータスで確認する

                     
                        	
                           pdstopコマンドの終了ステータスが4の場合

                           ユティリティ又はトランザクションが実行中のため，pdstopコマンドが異常終了しています。pdstopコマンドは異常終了しましたが，計画停止処理は継続しています。ユティリティ又はトランザクションの終了を待ち合わせるか，キャンセルしてください。

                        

                        	
                           pdstopコマンドの終了ステータスが8の場合

                           HiRDBの停止処理中に障害が発生しています。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後，HiRDBが停止処理中の場合はHiRDBシステム又は停止中のHiRDBユニットを強制終了（pdstop -fコマンド，又はpdstop
                              -zコマンドで終了）してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　ユニットの停止処理の状態を確認する

                  pdstopコマンド実行後，各ユニットでpdls -d ustコマンドを実行してください。pdls -d ustコマンドの終了ステータスによって次の表に示すように操作が異なります。

                  
                     表1‒7　pdls -d ustコマンドの終了ステータスとそのときの操作（HiRDB/シングルサーバの場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 pdls -d ustコマンドの終了ステータス

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 HiRDBの停止処理が行われていない可能性があります。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                 障害原因を取り除いた後，pdstopコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 pdls -d ustコマンド実行中に障害が発生しています。出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後に，再度pdls -d ustコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 HiRDBが停止処理中の可能性があるため，5秒程度の間隔で一定期間の間，pdls -d ustコマンドを繰り返し実行してください。一定期間経過しても状態が変わらない場合は，syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。障害原因を取り除いた後，HiRDBが停止処理中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop -fコマンドで終了）してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 HiRDBの停止処理中に障害が発生してHiRDBが異常終了しました。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                 障害原因を取り除いた後，pdrpauseコマンドを実行してプロセスサーバプロセスを再起動してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 HiRDBは停止状態のため，対応不要です。

                              
                           

                           
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 実行するHiRDBの環境変数が間違っている可能性があります。HiRDBの環境変数を見直した上で，pdls -d ustコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表1‒8　pdls -d ustコマンドの終了ステータスとそのときの操作（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 pdls -d ustコマンドの終了ステータス

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 HiRDBユニットの停止処理が行われていない可能性があります。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                 障害原因を取り除いた後，pdstopコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 pdls -d ustコマンド実行中に障害が発生しています。出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後に，再度pdls -d ustコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 HiRDBユニットが停止処理中の可能性があるため，5秒程度の間隔で一定期間の間，pdls -d ustコマンドを繰り返し実行してください。一定期間経過しても状態が変わらない場合は，syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。障害原因を取り除いた後，HiRDBユニットが停止処理中の場合はHiRDBシステム，又はHiRDBユニットを強制終了（pdstop
                                    -f又はpdstop -zコマンドで終了）してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 HiRDBユニットの停止処理中に障害が発生してHiRDBユニットが異常終了しました。syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いてください。

                                 障害原因を取り除いた後，pdrpauseコマンドを実行してプロセスサーバプロセスを再起動してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 HiRDBユニットは停止状態のため，対応不要です。

                              
                           

                           
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 実行するHiRDBユニットの環境変数が間違っている可能性があります。HiRDBユニットの環境変数を見直した上で，pdls -d ustコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
         
         
            1.3　特別な開始方法

            正常開始，再開始，強制開始のほかに，次に示す特別な開始方法があります。

            
               	
                  データベースを再度初期設定するときの開始方法

               

               	
                  マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの開始方法

               

               	
                  データディクショナリ用RDエリアに障害が発生したときの開始方法

                  
                     	注意事項

                     	
                        AIX版のHiRDB/パラレルサーバでHAモニタによる系切り替え機能を使用している場合は注意が必要です。次に示す手順でHAモニタによる監視状態を解除してください。その後，特別な開始方法を実行してください。

                        〈手順〉

                        
                           	
                              各ユニットの状態（実行系であるか待機系であるか）を調べます。※

                           

                           	
                              現用系のユニットが待機系になっている場合は，HAモニタのmonswapコマンドで系を切り替えて，現用系のユニットが実行系となるようにします。すなわち，系切り替え機能を使用し始めたときの状態に，系の状態を戻します。

                           

                           	
                              pdstopコマンドで，実行系のHiRDBを終了します。

                           

                           	
                              HAモニタとのインタフェースを持たないサーバシステム（モニタモード）としてHiRDBを起動している場合は，HAモニタのmonendコマンドで待機系のHiRDBを停止します。

                           

                        

                        注※　IPアドレスを引き継がない場合は，pdls -d haコマンドで調べられます。

                     

                  

               

            

            
               1.3.1　データベースを再度初期設定するときの開始方法（pdstart -i）

               データベースを再度初期設定する場合（データベース初期設定ユティリティを再実行する場合），pdstart -iコマンドでHiRDBを開始してください。

               
                  	●プラグインを使用している場合

                  	
                     プラグインを使用している場合，pdstart -iコマンドを実行する前にシステム共通定義のpdpluginオペランドを削除してください。削除しないと，レジストリに関する情報が失われます。したがって，データベース初期設定ユティリティの実行後，レジストリに関する環境設定を再度する必要が生じます。

                  

               

            
            
               1.3.2　マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの開始方法（pdstart -r〔-t〕）

               マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生すると，通常の開始モードではHiRDBを開始できません。この場合，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始してください。

               pdstart -rコマンドでHiRDBを開始した場合，次に示すユティリティ及びコマンドだけを実行できます。そのほかの操作はできません。

               
                  	
                     データベース回復ユティリティ（pdrstr）

                  

                  	
                     データベース複写ユティリティ（pdcopy）

                  

                  	
                     pdlsコマンド

                  

                  	
                     pdstopコマンド

                  

                  	
                     HiRDBの稼働状態に関係なく実行できるユティリティ及びコマンド

                  

               

               HiRDB管理者は，これらのユティリティを使用して，マスタディレクトリ用RDエリアを回復してください。その後，HiRDBを再開始して，業務を続行してください。

               なお，HAモニタによるサーバモードの系切り替え機能を使用している場合で，HiRDBの開始と同時に共有リソース（共有ディスク，IPアドレスなど）の活性化を行うときは，pdstart -r -tコマンドを実行してください。

               マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したため，HiRDBを再開始できない場合の対処方法については，「HiRDBが再開始できないときの対処方法」を参照してください。

               
                  	pdstart -rコマンドで開始した場合に障害が発生したときの対処

                  	
                     pdstart -rコマンドによるHiRDBの開始は，データベースの回復を目的とするため，システム障害，及びシステムマネジャがあるユニットとシステムマネジャがないユニット間の通信障害を認識できません。このため，pdstart
                        -rコマンドで開始したHiRDBで障害が発生した場合，実行中だったデータベース回復ユティリティ（pdrstr），又はデータベース複写ユティリティ（pdcopy）が終了しないことがあります。

                     この場合，次に示す手順で対処してください。

                     [image: [図データ]]

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 HiRDBを一度強制終了してから再開始します。HiRDB/パラレルサーバの場合，システムマネジャがあるユニットに障害が発生すると，HiRDBを終了できません。そのため，pdstart
                                    -Rコマンドを実行します。このコマンドを実行すると，システムマネジャがあるユニットをいったん強制的に開始し，その後HiRDB/パラレルサーバを強制終了します。

                              

                              	
                                 HiRDBの再開始後，ユティリティを再実行してください。データベースの回復を行う場合，データベース回復ユティリティ（pdrstr）の再実行だけでは回復できないことがあります。「データベースの回復方法」を参照し，必要な操作を確認してください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               1.3.3　データディクショナリ用RDエリアに障害が発生して，フロントエンドサーバがSUSPEND状態のときの開始方法（pdstart -a）

               HiRDBの開始時にデータディクショナリ用RDエリアに障害が発生すると，フロントエンドサーバがSUSPEND状態※となります。HiRDB管理者は，データディクショナリ用RDエリアを回復した後に，フロントエンドサーバのSUSPEND状態を解除する必要があります。

               このとき，pdstart -aコマンドでHiRDBを開始します。そうすれば，フロントエンドサーバのSUSPEND状態を解除できます。

               注※　データディクショナリ用RDエリアの回復待ちでWAITしている状態のことです。

            
         
         
            1.4　ユニット単位の開始及び終了方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDB/パラレルサーバの場合，ユニット単位で開始及び終了操作ができます。

            
               1.4.1　ユニット単位の開始方法

               次の表に示すコマンドを実行すると，HiRDBをユニット単位に開始できます。

               
                  表1‒9　ユニット単位の開始方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              開始モード

                           
                           	
                              実行コマンド

                           
                           	
                              開始モードの説明

                           
                           	
                              前回の終了モード

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              正常開始

                           
                           	
                              pdstart -u

                              pdstart -x

                           
                           	
                              HiRDBの稼働中に，特定のユニットを正常終了させて，再度そのユニットを開始するときの方法です。正常開始では，前回稼働時の情報を引き継ぎません。

                              ただし，次に示す情報は引き継ぎます。

                              
                                 	
                                    レプリカRDエリアのレプリカステータス

                                 

                                 	
                                    障害閉塞しているRDエリアの状態

                                 

                              

                           
                           	
                              正常終了

                           
                        

                        
                           	
                              再開始※１

                           
                           	
                              前回の終了モードが右記の場合，HiRDBは（自動的に）再開始となります。再開始では，前回稼働時の情報を引き継ぎます。再開始時に引き継ぐ情報の詳細は，「HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報」を参照してください。

                           
                           	
                              強制終了

                              異常終了

                           
                        

                        
                           	
                              強制開始※２

                           
                           	
                              pdstart -u dbdestroy

                              pdstart -x dbdestroy

                           
                           	
                              通常は使用しないでください。ユニットを再開始できないときに使用します。データベースの回復処理をしないで，ユニットを強制的に開始します。

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※１

                  	
                     再開始をする前に，必ず「計画停止，強制終了，又は異常終了したときの注意事項」を参照してください。

                  

                  	注※２

                  	
                     強制開始をする前に，必ず「HiRDB（ユニット）を強制開始するときの注意事項」を参照してください。

                  

               

            
            
               1.4.2　ユニット単位の終了方法

               次の表に示すコマンドを実行すると，HiRDBをユニット単位に終了できます。

               
                  表1‒10　ユニット単位の終了方法
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              終了モード

                           
                           	
                              入力コマンド

                           
                           	
                              終了モードの説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              正常終了

                           
                           	
                              pdstop -u

                              pdstop -x

                           
                           	
                              このユニットに対するCONNECT要求を禁止し，このユニットに接続中のすべてのUAPを切り離した後にユニットを終了します。

                              ユティリティが実行中のため，pdstop -u又はpdstop -xコマンドを実行してもユニットを終了できない場合は，KFPS05070-Eメッセージが出力されます。pdstop
                                 -u又はpdstop -xコマンドはリターンコード8で終了します。

                           
                        

                        
                           	
                              強制終了※１

                           
                           	
                              pdstop -f -u

                              pdstop -f -x

                           
                           	
                              このユニットで処理中のトランザクションの完了を待たずに，ユニットを直ちに終了します。処理中のトランザクションは，再開始時にロールバックの対象※２となります。

                           
                        

                        
                           	
                              異常終了

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              何らかの異常によってユニットが終了する場合の終了モードです。このユニットで処理中のトランザクションの完了を待たずに，ユニットは直ちに終了します。処理中のトランザクションは，再開始時にロールバックの対象※２となります。

                           
                        

                     
                  

               
               （凡例）−：該当しません。

               
                  	注※１

                  	
                     強制終了する前に，必ず「計画停止，強制終了，又は異常終了したときの注意事項」を参照してください。

                  

                  	注※２

                  	
                     処理中のトランザクションは，再開始時にロールバックの対象となります。ただし，次に示す場合のトランザクションはロールバックの対象となりません。

                     
                        	
                           データベース作成ユティリティ又はデータベース再編成ユティリティをログレスモードで実行している場合

                        

                        	
                           ログレスモードでUAPを実行している場合

                        

                     

                     したがって，HiRDBを再開始した後に，HiRDB管理者がRDエリアをバックアップから回復するか，又はユティリティを再実行する必要があります。この場合のRDエリアの回復方法については，「データベースをバックアップ取得時点に回復する方法」を参照してください。

                  

               

            
            
               1.4.3　ユニット単位で開始及び終了するときの運用

               ユニット単位で開始及び終了するときの運用手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを開始して運用します。

                           pdstart

                        

                        	
                           ユニット内で障害が発生したため，pdstop -uコマンドでこのユニットを正常終了します。又はユニットが異常終了しました。

                           pdstop -u ユニット識別子

                        

                        	
                           障害の原因を取り除いた後，pdstart -uコマンドでこのユニットを再開始します。

                           pdstart -u ユニット識別子

                        

                     

                  

               

            
         
         
            1.5　サーバ単位の開始及び終了方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDB/パラレルサーバの場合，サーバ単位で開始及び終了操作ができます。ここでは，サーバ単位の開始及び終了方法について説明します。サーバ単位の開始及び終了の対象となるサーバを次に示します。

            
               	
                  フロントエンドサーバ

               

               	
                  ディクショナリサーバ

               

               	
                  バックエンドサーバ

               

            

            
               1.5.1　サーバ単位の開始方法

               次の表に示すコマンドを実行すると，HiRDBをサーバ単位に開始できます。

               
                  表1‒11　サーバ単位の開始方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              開始モード

                           
                           	
                              実行コマンド

                           
                           	
                              開始モードの説明

                           
                           	
                              前回の終了モード

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              正常開始

                           
                           	
                              pdstart -s

                           
                           	
                              HiRDBの稼働中に，特定のサーバを正常終了させて，再度そのサーバを開始するときの方法です。正常開始では，前回稼働時の情報を引き継ぎません。

                              ただし，次に示す情報は引き継ぎます。

                              
                                 	
                                    レプリカRDエリアのレプリカステータス

                                 

                                 	
                                    障害閉塞しているRDエリアの状態

                                 

                              

                           
                           	
                              正常終了

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               1.5.2　サーバ単位の終了方法

               次の表に示すコマンドを実行すると，HiRDBをサーバ単位に終了できます。

               
                  表1‒12　サーバ単位の終了方法
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              終了モード

                           
                           	
                              入力コマンド

                           
                           	
                              終了モードの説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              正常終了

                           
                           	
                              pdstop -s

                           
                           	
                              このサーバに対するトランザクションの受け付けを禁止し，このサーバで処理中のトランザクションを完了した後に，サーバを終了します。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               1.5.3　サーバ単位で開始及び終了するときの運用

               サーバ単位で開始及び終了するときの運用手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを開始して運用します。

                           pdstart

                        

                        	
                           サーバ内で障害が発生したため，pdstop -sコマンドでこのサーバを正常終了します。

                           pdstop -s サーバ名

                        

                        	
                           障害の原因を取り除いた後，pdstart -sコマンドでこのサーバを正常開始します。

                           pdstart -s サーバ名

                        

                     

                  

               

            
         
         
            1.6　開始時の注意事項

            ここでは，HiRDBを開始するときの注意事項について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  HiRDB開始時の注意事項

               

               	
                  HiRDB（ユニット）を強制開始するときの注意事項

               

               	
                  HiRDBの開始処理に失敗したときの注意事項（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               

            

            
               1.6.1　HiRDB開始時の注意事項

               
                  (1)　pdstartコマンドを強制停止しないでください

                  
                     	現象

                     	
                        pdstartコマンドを入力したがなかなか応答が返らないため，pdstartコマンドを入力したウィンドウを閉じました。この直後にHiRDBが異常終了しました。

                     

                     	原因

                     	
                        pdstartコマンドを強制停止すると，共用資源の整合性が保てなくなるため，HiRDBは異常終了します。同様にpdstartコマンドの応答待ちの状態でウィンドウを閉じると，HiRDBは異常終了します。

                     

                     	対策

                     	
                        pdstartコマンドを入力したウィンドウはコマンドが終了するまで閉じないでください。

                        そのほかの運用コマンド及びユティリティについても，応答待ち状態や実行中にウィンドウを閉じないでください。

                     

                  

               
            
            
               1.6.2　HiRDB（ユニット）を強制開始するときの注意事項

               HiRDB（ユニット）を強制開始すると，前回稼働時の情報を引き継ぎません。このため，HiRDBはデータベースを前回稼働時の状態に回復できません。したがって，HiRDB管理者がデータベースの状態を回復する必要があります。

               HiRDBを強制開始すると，前回稼働時に更新したすべてのRDエリア（システム用RDエリアも含みます）が破壊されます。

               したがって，強制開始後に，破壊されたRDエリアをデータベース回復ユティリティで回復する必要があります。RDエリアを回復しないと，その後のHiRDBの動作を保証できません。破壊されたRDエリアを回復する手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           HiRDBの再開始に失敗したときに出力されたKFPS01262-Iメッセージを参照してください。

                        

                        	
                           KFPS01262-Iメッセージに表示されているシステムログ読み込み開始のファイルグループ名，及びそれ以降に発生したシステムログ※を調べます。

                        

                        	
                           2．で調べたシステムログをデータベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）の入力情報にして，RDエリアを回復してください。RDエリアはシステムログだけで回復できます。

                        

                     

                     注※　「それ以降に発生したシステムログ」は，pdlogls -d sysコマンドで調べられます。

                     pdlogls -d sys
 
Group    Type Server   Gen No.  Status  Run ID    Block No.
logfg01  sys  sds             1 cnu---u 35108db8        1        2
logfg02  sys  sds             4 cn---cu 3510ecba       10        0
logfg03  sys  sds             1 cn----- 3510ecba        1        3
logfg04  sys  sds             2 cn----- 3510ecba        4        8
logfg05  sys  sds             3 cn----- 3510ecba        9        f
logfg06  sys  sds             0 cn----- 00000000        0        0

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           例えば，KFPS01262-Iメッセージのfg名が"logfg04"，ブロック番号が"5"だった場合，Run ID，Gen No.とBlock No.からシステムログファイルの使用順序が次の順序であることが分かります。

                           logfg04 → logfg05 → logfg02

                           つまり，KFPS01262-Iメッセージに出力されたファイルグループのRun IDと同じで，かつGen Noより大きいものを使用すればよいということです。ただし，HiRDB/パラレルサーバでサーバ単位の開始及び終了をしていると，この方法では求められません。

                        

                     

                  

               

            
            
               1.6.3　HiRDBの開始処理に失敗したときの注意事項（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               ここでは，ユニットの開始処理に失敗したときの注意事項について説明します。

               
                  (1)　システムログファイルの処置

                  
                     	前提条件

                     	
                        2.と3.の条件については，どちらかを満たしていればよいです。

                        
                           	
                              開始処理に失敗したユニットに複数のサーバを定義しています。

                           

                           	
                              開始モードが，正常開始又は計画停止後の再開始です。

                           

                           	
                              開始モードが強制終了又は異常終了後の再開始で，かつpd_log_rerun_swap=Yを指定しています。

                           

                        

                     

                     	現象

                     	
                        ユニットを開始するとき，HiRDBはユニット内のサーバを並列に起動しています。このとき，一部のサーバでHiRDBシステム定義のオペランド不正，又は何らかの障害が発生すると，そのユニット全体の開始に失敗します。このとき，次に示す現象が起きることがあります。

                        
                           	
                              開始処理が完了したサーバでは，現用のシステムログファイルの割り当てが完了しています（KFPS01221-Iメッセージが出力されます）。

                           

                           	
                              開始処理が完了していないサーバでは，現用のシステムログファイルが割り当てられていない状態になっています（KFPS01221-Iメッセージが出力されません）。

                           

                        

                     

                     	対策

                     	
                        このとき，HiRDBは次のユニット開始時に，新たな現用ファイルを割り当てます。したがって，前回のユニット開始時に割り当てられた現用ファイルをクローズ状態にします（再使用しません）。このクローズ状態になったシステムログファイルを，再度現用ファイルとして割り当てるために，HiRDB管理者は(a)，又は(b)の，どちらかの方法で処置をしてください。

                     

                  

                  
                     (a)　システムログファイルを再初期化しない方法

                     該当するシステムログファイルにpdlogunld又はpdlogchgコマンドを実行した後に，HiRDBの稼働状況に応じて次の処置をします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    HiRDBの稼働状況

                                 
                                 	
                                    HiRDB管理者の処置

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    HiRDBが稼働中の場合

                                 
                                 	
                                    該当するシステムログファイルにpdlogopenコマンドを実行します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニットを正常開始する前の場合

                                 
                                 	
                                    処置をする必要はありません。ユニット開始時に現用として割り当てできるシステムログファイルとして認識されます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニットを再開始する前の場合

                                 
                                 	
                                    ユニットを再開始した後に，該当するシステムログファイルにpdlogopenコマンドを実行してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　システムログファイルを再初期化する方法

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 該当するシステムログファイルに，pdlogunld又はpdlogchgコマンドを実行します。

                                 pdlogunld -d sys -s b001 -g syslogfgp03 -o /unld/unldlog01

                              

                              	
                                 pdlogrmコマンドでシステムログファイルを削除します。

                                 pdlogrm -d sys -s b001 -f /unt1/sysfile01/log01

                              

                              	
                                 pdloginitコマンドで，該当するシステムログファイルを初期化します。

                                 pdloginit -d sys -s b001 -f /unt1/sysfile01/log01 -n 5000

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　ディクショナリサーバの開始

                  
                     	現象

                     	
                        次に示す操作後にユニットを開始すると，ディクショナリサーバがRDエリア構成情報を取得します。

                        
                           	
                              BESの正常停止

                           

                           	
                              データベース構成変更ユティリティ（pdmod）

                              ・RDエリアの追加（create rdarea）

                              ・RDエリアの拡張（expand rdarea）

                              ・with reconstructionを指定したRDエリアの再初期化（initialize rdarea）

                              ・RDエリアの属性変更（alter rdarea）

                              ・RDエリアの移動（move rdarea）

                              ・RDエリアのレプリカ定義（replicate rdarea）

                              ・RDエリアの構成情報複写（define copy rdarea）

                              ・RDエリアの統合（recast rdarea）

                           

                           	
                              レプリカRDエリアのレプリカステータスの切り替え（pddbchg）

                           

                           	
                              オンライン再編成のカレントRDエリアの切り替え（pdorchg）

                           

                           	
                              オンライン再編成の追い付き反映（pdorend）

                           

                        

                        このとき，ディクショナリサーバを開始していないと，最大60回RDエリア構成情報の取得をリトライします。60回リトライしても情報を取得できないとき，RDエリア構成情報の取得処理を中断し，BESユニットの開始処理が失敗します。

                     

                     	対策

                     	
                        ディクショナリサーバを開始してから，BESユニットを開始してください。

                     

                  

               
            
         
         
            1.7　終了時の注意事項

            ここでは，HiRDBを終了するときの注意事項について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  HiRDB終了時の注意事項

               

               	
                  計画停止，強制終了，又は異常終了したときの注意事項

               

            

            
               1.7.1　HiRDB終了時の注意事項

               
                  (1)　未決着状態のトランザクションや接続ユーザがいるとHiRDBを正常終了できません

                  
                     	現象

                     	
                        HiRDBを正常終了できません。

                     

                     	原因

                     	
                        未決着状態のトランザクションや接続ユーザがいると，HiRDBを正常終了できません。

                     

                     	対策

                     	
                        接続ユーザやトランザクションの状態を確認してから，HiRDBを正常終了させてください。

                        
                           	
                              pdls -d prcコマンドで接続ユーザを確認できます。

                           

                           	
                              pdls -d trnコマンドでトランザクションの状態を確認できます。

                           

                        

                        接続ユーザがいないのに，未決着状態のトランザクションがある場合は，次に示すコマンドで決着してください。

                        
                           	
                              pdcmtコマンドでトランザクションをコミットできます。

                           

                           	
                              pdrbkコマンドでトランザクションをロールバックできます。

                           

                        

                        未決着状態のトランザクションや接続ユーザがいるときにHiRDBを正常終了させる方法については，「未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　pdstopコマンドを強制停止しないでください

                  
                     	現象

                     	
                        pdstopコマンドを入力したがなかなか応答が返らないため，pdstopコマンドを入力したウィンドウを閉じました。この直後にHiRDBが異常終了しました。

                     

                     	原因

                     	
                        pdstopコマンドを強制停止すると，共用資源の整合性が保てなくなるため，HiRDBは異常終了します。同様にpdstopコマンドの応答待ちの状態でウィンドウを閉じると，HiRDBは異常終了します。

                     

                     	対策

                     	
                        pdstopコマンドを入力したウィンドウはコマンドが終了するまで閉じないでください。

                        そのほかの運用コマンド及びユティリティについても，応答待ち状態や実行中にウィンドウを閉じないでください。

                     

                  

               
               
                  (3)　shutdownコマンドの実行タイミングを考慮してください

                  
                     	現象

                     	
                        シェルスクリプトでpdstopコマンド，shutdownコマンドと連続して実行したら，システムサーバが異常終了しました。

                     

                     	原因

                     	
                        pdstopコマンドが終了しても，システムサーバはまだ終了していません。システムサーバが終了処理中にshutdownコマンドが実行されると，システムサーバが異常終了します。

                     

                     	対策

                     	
                        pdstopコマンドの実行後，すぐにshutdownコマンドを実行しないでください。例えば，pdstopコマンド実行後にshutdownコマンドを実行する場合は，次に示すような手順でコマンドを実行してください。

                        
                           	
                              pdstop

                           

                           	
                              sleep 60

                           

                           	
                              shutdown

                           

                        

                        なお，システムサーバが異常終了した場合，次回OSブート後のHiRDBの開始モードは再開始になります。HiRDBは再開始時にシステムの状態をOSシャットダウン時点に回復するため，再開始に掛かる時間が長くなることがあります。HiRDBの再開始時の注意事項については，「計画停止，強制終了，又は異常終了したときの注意事項」を参照ください。

                     

                  

               
            
            
               1.7.2　計画停止，強制終了，又は異常終了したときの注意事項

               HiRDBが計画停止，強制終了，又は異常終了したときは，次に示すことに注意してください。

               
                  (1)　HiRDBのバージョンは変更はできません

                  HiRDBが計画停止，強制終了，又は異常終了したときに，HiRDBのバージョンは変更できません。変更するとHiRDBの再開始に失敗します。HiRDBのバージョンを変更する場合は，必ずHiRDBを正常終了させてください。

               
               
                  (2)　HiRDBシステム定義の変更は一部だけできます

                  HiRDBが計画停止，強制終了，又は異常終了したときに，HiRDBシステム定義のオペランドで変更できないものがあります。変更できないオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                     システム定義」を参照してください。

                  
                     	●HiRDB/パラレルサーバの場合

                     	
                        HiRDBの正常終了又は計画停止時に一部のユニットが異常終了した場合，次回のHiRDB開始前にHiRDBシステム定義を変更しないでください。変更すると，HiRDBの開始に失敗します。失敗しなくても，開始後に正常に稼働できなくなります。

                     

                  

               
               
                  (3)　サーバ構成の変更はできません（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  HiRDBが計画停止，強制終了，又は異常終了したときに，HiRDBのサーバ構成を変更しないでください。再開始前にはシステム共通定義のpdstartオペランドとpdunitオペランドは変更できません。変更すると，HiRDBの再開始に失敗します。

                  HiRDBのサーバ構成を変更する場合は，必ずHiRDBを正常終了させてください。正常終了後であれば，HiRDBのサーバの構成を変更できます。その場合は，次に示すファイルを再初期化してください。再初期化をしないと，HiRDBの開始に失敗することがあります。

                  
                     	
                        すべてのシステムログファイル

                     

                     	
                        すべてのシンクポイントダンプファイル

                     

                     	
                        すべてのユニット用ステータスファイル

                     

                     	
                        すべてのサーバ用ステータスファイル

                     

                  

               
               
                  (4)　グローバルバッファの追加，削除，変更について

                  HiRDBが強制終了又は異常終了したときには，次の表に示すグローバルバッファの操作ができません。

                  
                     表1‒13　強制終了，異常終了したときにできないグローバルバッファの操作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 グローバルバッファの操作

                              
                              	
                                 正常終了，計画停止

                              
                              	
                                 強制終了，異常終了

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 グローバルバッファの追加

                                 （pdbufferオペランドの追加）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 グローバルバッファの削除

                                 （pdbufferオペランドの削除）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 グローバルバッファの変更

                                 （pdbufferオペランドの変更）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：操作できます。

                        ×：操作できません。

                     

                  

               
               
                  (5)　HiRDB稼働中に追加したRDエリアに割り当てたグローバルバッファについて

                  HiRDB稼働中に追加したRDエリアに割り当てたグローバルバッファは，終了モードによって，次回開始時に引き継がれるかどうかが決まります。詳細を次の表に示します。

                  
                     表1‒14　HiRDB稼働中に追加したRDエリアに割り当てたグローバルバッファを引き継ぐかどうか
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 正常終了，計画停止

                              
                              	
                                 強制終了，異常終了

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDB稼働中に追加したRDエリアに割り当てたグローバルバッファを引き継ぐかどうか

                              
                              	
                                 引き継ぎません

                              
                              	
                                 引き継ぎます

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (6)　ステータスファイルの削除，変更，初期化はできません

                  HiRDBが計画停止，強制終了，又は異常終了したときには，次の表に示すステータスファイルの操作ができません。

                  
                     表1‒15　計画停止，強制終了，異常終了したときにできないステータスファイルの操作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 ステータスファイルの操作

                              
                              	
                                 正常終了

                              
                              	
                                 計画停止，強制終了，異常終了

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 ステータスファイルの追加

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ステータスファイルの削除

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 ステータスファイルの変更

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 ステータスファイルの初期化

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：操作できます。

                        ×：操作できません。実行すると再開始できなくなります。

                     

                     	●計画停止，強制停止，異常終了後には

                     	
                        次に示すオペランドの追加はできます。

                        
                           	
                              pd_syssts_file_name_1〜7

                           

                           	
                              pd_sts_file_name_1〜7

                           

                        

                        しかし，これらのオペランドの削除，指定値の変更はできません。削除又は変更した場合，該当ユニットの再開始は失敗します。

                     

                  

               
               
                  (7)　シンクポイントダンプファイルの追加，削除，変更，初期化はできません

                  HiRDBが計画停止，強制終了，異常終了したときには，次の表に示すシンクポイントダンプファイルの操作ができません。

                  
                     表1‒16　計画停止，強制終了，異常終了したときにできないシンクポイントダンプファイルの操作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイルの操作

                              
                              	
                                 正常終了

                              
                              	
                                 計画停止，強制終了，異常終了

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイルの追加

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイルの削除

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイルの変更

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイルの初期化

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：操作できます。

                        ×：操作できません。実行すると再開始できなくなります。

                     

                     	●計画停止，強制停止，異常終了後には

                     	
                        次に示すオペランドの追加，削除，指定値の変更はできません。

                        
                           	
                              pdlogadfg -d spd

                           

                           	
                              pdlogadpf -d spd

                           

                        

                        誤って追加，削除，指定値を変更した場合，該当ユニットの再開始は失敗します。

                        なお，前回のHiRDB稼働中に追加したシンクポイントダンプファイルは再開始後のHiRDBにも引き継がれます。

                     

                  

               
               
                  (8)　システムログファイルの削除，変更はできません

                  HiRDBが計画停止，強制終了，異常終了したときには，次の表に示すシステムログファイルの操作ができません。

                  
                     表1‒17　計画停止，強制終了，異常終了したときにできないシステムログファイルの操作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 システムログファイルの操作

                              
                              	
                                 正常終了

                              
                              	
                                 計画停止，強制終了，異常終了

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システムログファイルの追加

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルの削除

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルの変更

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルの初期化

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○※

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：操作できます。

                        ×：操作できません。実行すると再開始できなくなります。

                     

                     	注※

                     	
                        次に示すシステムログファイルは初期化しないでください。誤って初期化すると，該当ユニットの再開始が失敗するか，再開始に成功してもデータベースの内容が不正になります。

                        
                           	
                              前回のHiRDB稼働中，最後に使用したシステムログファイル

                           

                           	
                              上書き禁止状態のシステムログファイル

                           

                        

                     

                     	●計画停止，強制停止，異常終了後には

                     	
                        次に示すオペランドの追加はできます。

                        
                           	
                              pdlogadfg -d sys

                           

                           	
                              pdlogadpf -d sys

                           

                        

                        しかし，これらのオペランドの削除，指定値の変更はできません。削除又は変更した場合，該当ユニットの再開始は失敗します。

                     

                  

               
               
                  (9)　現用のシステムログファイルのスワップについて

                  HiRDBが再開始するときに，現用のシステムログファイルがスワップするかどうかは，pd_log_rerun_swapオペランドの指定によります。現用のシステムログファイルがスワップする条件を次の表に示します。

                  
                     表1‒18　現用のシステムログファイルがスワップする条件
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 pd_log_rerun_swapオペランドの指定

                              
                              	
                                 正常終了，計画停止

                              
                              	
                                 強制終了，異常終了

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pd_log_rerun_swap＝Y

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_log_rerun_swap＝N

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_log_rerun_swapオペランドを省略

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        
                           	○：

                           	
                              HiRDBの再開始時に現用のシステムログファイルをスワップします。前回終了時の現用ファイルをスワップさせ，新たな現用ファイルを割り当てます。

                           

                           	×：

                           	
                              HiRDBの再開始時に現用のシステムログファイルをスワップしません。前回終了時の現用ファイルをそのまま現用として使用します。ただし，次に示す場合は，HiRDBの再開始時に現用のシステムログファイルをスワップします。

                              
                                 	
                                    前回終了時の現用ファイルに障害が発生した場合

                                 

                                 	
                                    HiRDBの停止中にアンロードをした（pdlogunld又はpdlogchgコマンドを実行した）場合

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　再開始するときのシステムログファイルの入力障害について

                  HiRDBを再開始するとき，HiRDBは前回稼働中の最後に有効化したシンクポイント時点をシステムログの入力開始時点とします。そして，最新のシステムログまでを順次入力してデータベース及びトランザクションを回復します。このとき，入力対象となったシステムログファイルのうち，一つ以上のシステムログファイルを障害によって失うと（システムログを二重化している場合はA，Bの両系とも失うと），再開始に失敗するか，又は再開始に成功してもデータベースの内容が不正になってしまいます。

                  この場合，失われたシステムログファイルのアンロードログファイルを取得していれば，バックアップ及びアンロードログファイルを入力情報にしてデータベース回復ユティリティでデータベースを回復できます。しかし，アンロードログファイルがない場合には，システムログを使用した回復はできません。データベースのバックアップ取得時点の状態に回復し，その後の業務を再実行して回復するか，又はデータベースを再作成する必要があります。

               
               
                  (11)　計画停止後の再開始での注意事項

                  HiRDBを再開始するとき，前回のHiRDB稼働中の最後に有効化したシンクポイント時点をシステムログの入力開始位置とします。この最後に有効化したシンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルに障害が発生すると，HiRDB再開始時のシステムログの入力開始位置がもう一つ前に有効化したシンクポイント時点まで戻ってしまうことがあります。システムログ入力開始位置が戻ってしまう例を次の図に示します。

                  
                     図1‒1　システムログ入力開始位置が戻ってしまう例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        このようにして決定したシステムログ入力開始位置から，最新のシステムログファイルまでの間に計画停止をした場合には，次の点に注意してください。

                        
                           	
                              計画停止後の再開始前に，HiRDBシステム定義を変更すると，再開始に失敗します。この場合，この後にHiRDBシステム定義の内容を計画停止前の内容に戻しても，再開始に失敗します。

                           

                        

                        このような場合は，ユニットを強制的に正常開始した後に，データベースのバックアップ及びアンロードログファイルからデータベース回復ユティリティを実行して回復する必要があります。

                     

                  

               
               
                  (12)　強制終了するとユニットが異常終了することがあります

                  HiRDBを強制終了（pdstop -fコマンド）すると，アボートコードPolkcrtでHiRDBのユニットが異常終了することがあります。

                  これは，強制終了処理でクリティカル状態のプロセスを終了するためです。運用上の問題はありません。この現象を無視してください。強制終了処理では，クリティカル状態のサーバプロセスであっても即時停止します。そのため，この現象が発生することはありますが，次回のpdstartコマンド入力で再開始（システムログからデータベースを回復）するため問題ありません。

               
            
         
         
            1.8　HiRDBの開始処理時間を短縮する方法

            
               1.8.1　開始処理時間を短縮する方法，及び運用例

               実行者　HiRDB管理者

               通常，常駐プロセスの起動処理はHiRDBの開始処理中に行われます。このため，常駐プロセス数が多くなると，それに比例してHiRDBの開始処理時間が長くなります。目安として，100MIPS程度のサーバマシンでプロセスを一つ起動するのに約1秒掛かります。

               系切り替え機能を使用しているときなど，HiRDBの開始処理時間をなるべく短くしたい場合は，HiRDBの開始処理時間を短縮することを検討してください。

               なお，常駐プロセス数はpd_process_countオペランドの第１パラメタの値によって決定されます。

               
                  (1)　開始処理時間を短縮する方法

                  開始処理時間を短縮するには，pd_process_countオペランドの第２パラメタを指定してください。第２パラメタの指定有無による処理の違いを次に示します。

                  
                     (a)　第２パラメタを指定しない場合（pd_process_count = 500と指定した場合）

                     すべての常駐プロセスの起動処理をHiRDBの開始処理中に行います。この場合，常駐プロセスがすべて起動されないと（この場合は500個），HiRDBが開始できません。この場合，100MIPS程度のサーバマシンで，HiRDB開始処理時の常駐プロセスの起動に約500秒掛かります。

                  
                  
                     (b)　第２パラメタを指定する場合（pd_process_count = 500,50と指定した場合）

                     一部の常駐プロセスの起動処理をHiRDBの開始処理中に行い，残りの常駐プロセスの起動処理をHiRDBの開始処理終了後に行います。この場合，一部の常駐プロセスが起動されれば（この場合は50個），HiRDBが開始できます。この場合，100MIPS程度のサーバマシンで，HiRDB開始処理時の常駐プロセスの起動に約50秒掛かります。残りの常駐プロセス（この場合は450個の常駐プロセス）は，HiRDBの開始処理終了後に起動されます。

                  
               
               
                  (2)　運用例

                  運用されているシステムは次のとおりとします。

                  
                     	
                        常駐プロセスは200個必要とします。

                     

                     	
                        OpenTP1のSPP（50個）については，HiRDBの開始処理終了と同時に処理をします。

                     

                  

                  
                     	●システム定義の指定

                     	
                        pd_process_count = 200,50

                        
                           	〔説明〕

                           	
                              
                                 	
                                    第１パラメタには全常駐プロセス数200を指定します。

                                 

                                 	
                                    HiRDBの開始直後にOpenTP1のSPP用の常駐プロセスを確保するため，第２パラメタに50を指定します。

                                 

                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合は，フロントエンドサーバ定義のpd_process_countオペランドに指定します。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  この機能を使用する場合は，クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドの値を見直してください。

                  
                     	理由

                     	
                        HiRDBの開始直後に，pd_process_countの第２パラメタの値を超えるUAPが実行されると，残りの常駐プロセスが起動した後にトランザクション処理が実行されます。したがって，クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドの値が小さいと，一部のUAPがタイムアウトで処理できない場合があります。PDCWAITTIMEオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                           UAP開発ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         2　機密保護の設定方法

         
            HiRDBではデータベースの内容破壊，及び機密の漏えいを防ぐために機密保護機能を備えています。この章では，機密保護の設定方法について説明します。

         

         
            2.1　機密保護とは

            データベースを外部の人にアクセスされないように，HiRDBでは機密保護機能を用意しています。機密保護機能ではユーザ権限という概念を使用していて，必要な権限を持っていないとデータベースにアクセスできないようになっています。

            
               2.1.1　ユーザ権限の種類

               ユーザ権限の種類を次の表に示します。

               
                  表2‒1　ユーザ権限の種類
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ユーザ権限の種類

                           
                           	
                              説明

                           
                           	
                              この権限を持っているとできること

                           
                           	
                              権限付与者

                           
                        

                        
                           	
                              H

                           
                           	
                              D

                           
                           	
                              ス

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              DBA権限

                           
                           	
                              DBA権限，CONNECT権限，及びスキーマ定義権限を与えたり，取り消したりするのに必要な権限です。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    ほかの人にDBA権限，CONNECT権限，及びスキーマ定義権限を与えられます。

                                 

                                 	
                                    与えたDBA権限，CONNECT権限，及びスキーマ定義権限を取り消せます。

                                 

                                 	
                                    ほかの人のスキーマも定義できます。

                                 

                                 	
                                    ほかの人のスキーマに対して定義系SQL操作ができます。対象となるSQLは表「権限を持つと実行できる定義系SQLの操作」を参照してください。

                                 

                                 	
                                    CONNECT関連セキュリティ機能に関する項目を定義できます。

                                 

                                 	
                                    HiRDBに接続できます（CONNECT権限を持っています）。

                                 

                              

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              監査権限

                           
                           	
                              監査人に必要な権限です。セキュリティ監査機能を使用する場合に監査権限を設定します。セキュリティ監査機能については，「セキュリティ監査機能の運用」を参照してください。

                              監査権限を持つユーザは次に示す権限を持っています。

                              
                                 	
                                    CONNECT権限

                                 

                                 	
                                    スキーマ定義権限※

                                 

                              

                           
                           	
                              表「監査権限を持っていることで操作できること」を参照してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              CONNECT権限

                           
                           	
                              HiRDBを利用するために必要な権限です。CONNECT権限を持たないユーザがHiRDBを利用しようとするとエラーになります。

                           
                           	
                              データベースに接続（CONNECT）できるようになります。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              スキーマ定義権限

                           
                           	
                              スキーマを定義するために必要な権限です。

                           
                           	
                              自分のスキーマを定義できます。

                              スキーマを定義すると，自分のスキーマに対する定義系SQL操作ができます。対象となる定義系SQLは表「権限を持つと実行できる定義系SQLの操作」を参照してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              スキーマ操作権限

                           
                           	
                              他ユーザが所有しているスキーマに対して，定義系SQL操作を行うために必要な権限です。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    スキーマ所有者が，自分のスキーマ操作権限を他ユーザに付与・削除できます。

                                 

                                 	
                                    スキーマ所有者は，複数のユーザにスキーマ操作権限を付与できます。

                                 

                                 	
                                    DBA権限，又はCONNECT権限のあるユーザにスキーマ操作権限を付与できます。

                                 

                                 	
                                    ユーザは，1つのスキーマに対するスキーマ操作権限だけを持つことができます。

                                 

                                 	
                                    監査人が所有するスキーマに対するスキーマ操作権限は付与できません。

                                 

                                 	
                                    監査人には，スキーマ操作権限を付与できません。

                                 

                                 	
                                    対象となる定義系SQLは表「権限を持つと実行できる定義系SQLの操作」を参照してください。

                                 

                              

                              
                                 	留意事項

                                 	
                                    スキーマ操作権限を使用して他ユーザのスキーマ上に作成したリソースであっても，リソースの所有者は，作成者ではなくスキーマ所有者です。また，アクセス権限もスキーマ所有者にしか与えられません。

                                 

                              

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリア利用権限

                           
                           	
                              私用RDエリアを利用するために必要な権限です。

                              公用RDエリアに表又はインデクスを作成する場合は，RDエリア利用権限は不要です。

                           
                           	
                              私用RDエリアに表及びインデクスを作成できます。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              アクセス権限

                           
                           	
                              表（実表及びビュー表）をアクセスするために必要な権限です。アクセス権限は表単位に設定し，次に示す４種類があります。また，ロール機能によって必要な権限をロールに集約できます。

                           
                           	
                              ほかの人の表をアクセスできます。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              SELECT権限

                           
                           	
                              表の検索（SELECT）ができます。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              INSERT権限

                           
                           	
                              表に行データを追加（INSERT）できます。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              DELETE権限

                           
                           	
                              表の行データを削除（DELETE）できます。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              UPDATE権限

                           
                           	
                              表の行データを更新（UPDATE）できます。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              ロール利用権限

                           
                           	
                              ロールを使用するための権限です。ユーザ又はロールに対してロール利用権限を付与できます。

                           
                           	
                              ほかの人の表をアクセスできます。

                           
                           	
                              〇

                           
                           	
                              〇

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     H：HiRDB管理者

                     D：DBA権限保持者

                     ス：スキーマ所有者

                     ○：権限を与えられます。

                     ×：権限を与えられません。

                  

                  	注※

                  	
                     副監査人はスキーマ定義権限を持ちません。

                  

               

               
                  表2‒2　監査権限を持っていることで操作できること
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              操作

                           
                           	
                              主監査人

                           
                           	
                              副監査人

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              監査証跡表へのアクセス※1

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡表へのデータロード

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡表のSELECT権限の付与及び削除

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡表の削除

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              監査人のパスワード変更※2

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              監査対象イベントの定義及び削除

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡ファイルのスワップ

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：操作できます。

                     ×：操作できません。

                  

                  	注※1

                  	
                     監査証跡表へのデータの追加及び変更（INSERT及びUPDATE）はできません。

                  

                  	注※2

                  	
                     監査人が自分のパスワードを変更できます。ほかの監査人のパスワードは変更できません。

                  

               

               
                  表2‒3　権限を持つと実行できる定義系SQLの操作
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              定義系SQL※1

                           
                           	
                              DBA権限

                           
                           	
                              スキーマ

                              定義権限

                              （スキーマ所有者）

                           
                           	
                              スキーマ

                              操作権限

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ALTER INDEX

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              ALTER PROCEDURE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              ALTER ROUTINE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              ALTER TABLE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              ALTER TRIGGER

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              COMMENT

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○※2

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE 〔PUBLIC〕FUNCTION

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○※2

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE INDEX

                              形式1〜3

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE 〔PUBLIC〕PROCEDURE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○※2

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE ROLE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE SCHEMA

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE SEQUENCE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE TABLE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE TRIGGER

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE TYPE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE 〔PUBLIC〕VIEW

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○※2

                           
                        

                        
                           	
                              DROP DATA TYPE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP 〔PUBLIC〕FUNCTION

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP INDEX

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP 〔PUBLIC〕PROCEDURE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP ROLE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP SCHEMA

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP SEQUENCE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP TABLE

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP TRIGGER

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP 〔PUBLIC〕VIEW

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              GRANT

                              アクセス権限

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              REVOKE

                              アクセス権限

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              GRANT

                              ロール利用権限

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              REVOKE

                              ロール利用権限

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：操作できます。

                     ×：操作できません。

                  

                  	注※1

                  	
                     スキーマ定義権限の場合は，自スキーマに対する操作，DBA権限，及びスキーマ操作権限のときは，操作対象スキーマ内に対する操作を示します。

                  

                  	注※2

                  	
                     PUBLIC指定のSQL操作はできません。

                  

               

            
            
               2.1.2　改竄防止表との関係

               表のアクセス権限以外にも，表に対するセキュリティ機能の一つに改竄防止機能があります。表を定義するときに改竄防止オプション（INSERT ONLY）を指定すると，その表は改竄防止表になります。改竄防止表の目的と特徴を次に示します。

               
                  	目的

                  	
                     
                        	
                           人為的なミスによるデータの削除又は更新を防げます。

                        

                        	
                           不正なデータ更新又は削除からデータを守ることができます。

                        

                     

                  

                  	特徴

                  	
                     
                        	
                           UPDATE権限がある場合でも表を更新できません。また，表の所有者も表を更新できません。

                        

                        	
                           DELETE権限がある場合でも，行削除禁止期間を過ぎていないデータは削除できません。表の所有者も削除できません。

                        

                        	
                           INSERT権限があれば行を挿入できます。

                        

                        	
                           SELECT権限があれば表を検索できます。

                        

                     

                  

               

               改竄防止機能については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

            
            
               2.1.3　監査証跡表との関係

               HiRDBのリソースにアクセスするイベントが発生したとき，セキュリティに関してチェックした内容を監査証跡として監査証跡表に登録する機能（セキュリティ監査機能）をHiRDBではサポートしています。監査証跡表には，だれが，いつ，どのリソースにアクセスし，セキュリティ上のチェックが成功又は失敗したかが記録されるため，不正なアクセスなどを監査するときの資料として利用できます。

               また，監査証跡表を不正に改竄できないように監査証跡表を操作できるユーザが次の表に示すように制限されています。

               
                  表2‒4　監査証跡表を操作できるユーザ
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              監査証跡表に対する操作

                           
                           	
                              操作できるユーザ

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              データを参照（SELECT）する

                           
                           	
                              
                                 	
                                    監査人

                                 

                                 	
                                    監査証跡表にSELECT権限があるユーザ

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              データを削除（DELETE及びPURGE）する

                           
                           	
                              監査人

                           
                        

                        
                           	
                              データを追加又は変更（INSERT又はUPDATE）する

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                     
                  

               
               セキュリティ監査機能については，「セキュリティ監査機能の運用」を参照してください。

            
         
         
            2.2　ユーザ権限を設定するには

            ユーザ権限を設定する手順を次の図に示します。

            
               図2‒1　ユーザ権限を設定する手順
               [image: [図データ]]

            
            
               	監査権限を設定する場合

               	
                  監査権限の設定方法については，「監査人の登録」を参照してください。

               

               	スキーマ操作権限を設定する場合

               	
                  スキーマ操作権限の設定方法については，「他ユーザにスキーマ操作権限を与えます」を参照してください。

               

            

            
               2.2.1　ユーザ権限を管理する人にDBA権限を与えます

               実行者　HiRDB管理者

               ユーザ権限を管理する人に定義系SQLのGRANT文でDBA権限を与えます。なお，DBA権限の付与は，ユーザ権限を管理する人がHiRDB管理者以外の場合に必要となる作業です。

               
                  	例題

                  	
                     ユーザ権限を管理する人（認可識別子：USER001，パスワード：HIRDB001）に，DBA権限を与えます。

                       GRANT DBA TO USER001 IDENTIFIED BY HIRDB001

                  

               

            
            
               2.2.2　表を作成する人にCONNECT権限，スキーマ定義権限，RDエリア利用権限を与えます

               実行者　HiRDB管理者又はユーザ権限を管理する人（DBA権限保持者）

               表を作成する人に，定義系SQLのGRANT文で次に示す権限を与えます。

               
                  	
                     CONNECT権限

                  

                  	
                     スキーマ定義権限

                  

                  	
                     RDエリア利用権限※

                  

               

               
                  	注※

                  	
                     私用RDエリアに表を作成する場合に必要です。

                     公用RDエリアに表を作成する場合は不要です。

                  

                  	例題

                  	
                     表を作成するユーザ（認可識別子：USER002，パスワード：HIRDB002）に，CONNECT権限，スキーマ定義権限，RDエリア利用権限（RDエリア名：RDAREA01）を与えます。

                       GRANT CONNECT TO USER002 IDENTIFIED BY HIRDB002
  GRANT SCHEMA TO USER002
  GRANT RDAREA RDAREA01 TO USER002

                  

               

               
                  (1)　GRANT文以外でスキーマ定義権限を与える方法

                  スキーマ定義権限を与えたい人のスキーマを定義します。そうすると，スキーマを定義した人に，スキーマ定義権限が与えられます。

               
               
                  (2)　GRANT文以外でRDエリア利用権限を与える方法

                  HiRDB管理者が私用RDエリアを定義するとき※に，その私用RDエリアに対してRDエリア利用権限を与えられます。

                  
                     	注※

                     	
                        次に示すユティリティの制御文で指定します。

                        
                           	
                              データベース初期設定ユティリティのcreate rdarea文のUSER USED BYオペランド

                           

                           	
                              データベース構成変更ユティリティのcreate rdarea文のUSER USED BYオペランド

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　私用RDエリアを公用RDエリアにする方法

                  私用RDエリアのRDエリア利用権限を削除した後に，定義系SQLのGRANT文で変更します。私用RDエリアのRDエリア利用権限の削除方法については，「RDエリア利用権限を取り消すには」を参照してください。

                  
                     	例題

                     	
                        RDエリア（RDエリア名：RDAREA02）を公用RDエリアにします。

                          GRANT RDAREA RDAREA02 TO PUBLIC

                     

                  

               
            
            
               2.2.3　表（データベース）をアクセスする人にCONNECT権限，アクセス権限を与えます

               
                  (1)　CONNECT権限を与えます

                  実行者　HiRDB管理者又はユーザ権限を管理する人（DBA権限保持者）

                  表をアクセスする人に，定義系SQLのGRANT文でCONNECT権限を与えます。

                  
                     	例題

                     	
                        表をアクセスする人（認可識別子：USER003，パスワード：HIRDB003）に，CONNECT権限を与えます。

                          GRANT CONNECT TO USER003 IDENTIFIED BY HIRDB003

                     

                  

               
               
                  (2)　アクセス権限を与えます

                  実行者　表の所有者

                  表（自分の表）をアクセスする人に，定義系SQLのGRANT文でアクセス権限を与えます。

                  
                     	例題１

                     	
                        検索だけを許す人（認可識別子：USER004）には，表（認可識別子．表識別子：USER002.T001）のSELECT権限だけを与えます。

                          GRANT SELECT ON USER002.T001 TO USER004

                     

                     	例題２

                     	
                        検索及び更新を許す人（認可識別子：USER005）には，表（認可識別子．表識別子：USER002.T001）のSELECT権限及びUPDATE権限を与えます。

                          GRANT SELECT,UPDATE ON USER002.T001 TO USER005

                     

                     	例題３

                     	
                        検索，更新，追加，及び削除を許す人（認可識別子：USER006）には，表（認可識別子．表識別子：USER002.T001）のSELECT権限，UPDATE権限，INSERT権限，及びDELETE権限を与えます。

                          GRANT ALL ON USER002.T001 TO USER006

                        
                           	注意事項

                           	
                              
                                 	
                                    表の所有者が持っているアクセス権限だけを，ほかの人に与えられます。表の所有者が持つアクセス権限を表「表の所有者が持つアクセス権限」に示します。

                                 

                                 	
                                    ほかの人の表から定義したビュー表のアクセス権限は，ほかの人に与えられません。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

                  
                     表2‒5　表の所有者が持つアクセス権限
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 表の種類

                              
                              	
                                 表の所有者が持つアクセス権限

                              
                              	
                                 アクセス権限の付与

                                 及び取り消しの可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 実表

                              
                              	
                                 すべてのアクセス権限

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 自分の実表から定義した読み込み専用のビュー表※１

                              
                              	
                                 SELECT権限

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 自分の実表から定義した更新可能なビュー表※２

                              
                              	
                                 すべてのアクセス権限

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 他人の実表から定義した読み込み専用のビュー表※１※３

                              
                              	
                                 SELECT権限

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 他人の実表から定義した更新可能なビュー表※２※３

                              
                              	
                                 実表に対して持っているすべてのアクセス権限

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：アクセス権限をほかのユーザに与えたり，取り消したりできます。

                        ×：アクセス権限をほかのユーザに与えたり，取り消したりできません。

                     

                     	注※１

                     	
                        読み込み専用のビュー表とは，ビュー定義中に次に示す指定をしているビュー表のことです。

                        
                           	
                              SELECT句中にDISTINCT，集合関数，定数，又は四則演算を指定している場合

                           

                           	
                              SELECT句に実表の同一列を複数指定している場合

                           

                           	
                              表の結合をしている場合

                           

                           	
                              GROUP BY句を指定している場合

                           

                           	
                              HAVING句を指定している場合

                           

                           	
                              READ ONLY句を指定している場合

                           

                        

                     

                     	注※２

                     	
                        更新可能なビュー表とは，読み込み専用でないビュー表のことです。

                     

                     	注※３

                     	
                        ほかの人の表からビュー表を定義するには，その表のSELECT権限が必要です。

                     

                  

               
            
            
               2.2.4　他ユーザにスキーマ操作権限を与えます

               実行者　スキーマ所有者

               スキーマ操作権限は，定義系SQLのGRANT文で付与します。スキーマ操作権限の付与は，自分が所有しているリソースの定義や変更を，自分以外がする場合に必要な作業です。

               また，スキーマ操作権限対象のスキーマ上のリソースを作成・変更する場合は，定義系SQLで，リソースの認可識別子にスキーマ操作権限対象のスキーマ名を指定します。

               
                  	例題

                  	
                     スキーマ操作権限を使用して他人の表及びインデクスを作成します。次の手順で作成してください。

                     
                        	
                           実行者（認可識別子：USER007）が所有しているスキーマに対して，リソースの定義や変更を行うユーザ（認可識別子：USER008，USER009）にスキーマ操作権限を与えます。

                             GRANT SCHEMA OPERATION TO USER008,USER009

                        

                        	
                           ユーザ（認可識別子：USER007）からスキーマ操作権限を付与されたユーザ（認可識別子：USER008）が，スキーマ操作権限対象のスキーマ上に表（T002）を作成します。

                             CREATE TABLE USER007.T002(C001 INT)

                        

                        	
                           ユーザ（認可識別子：USER007）からスキーマ操作権限を付与されたユーザ（認可識別子：USER009）が，スキーマ操作権限対象のスキーマ上の表（T002）にインデクス（I001）を作成します。

                             CREATE INDEX USER007.I001 ON USER007.T002(C001)

                        

                     

                  

               

            
         
         
            2.3　ユーザ権限を取り消すには

            
               2.3.1　DBA権限を取り消すには

               実行者　HiRDB管理者

               定義系SQLのREVOKE文で，DBA権限を取り消します。

               
                  	例題

                  	
                     ユーザ権限を管理する人（認可識別子：USER001）のDBA権限を取り消します。

                       REVOKE DBA FROM USER001

                  

               

            
            
               2.3.2　CONNECT権限を取り消すには

               実行者　HiRDB管理者又はユーザ権限を管理する人（DBA権限保持者）

               定義系SQLのREVOKE文で，CONNECT権限を取り消します。

               
                  	例題

                  	
                     認可識別子USER003のCONNECT権限を取り消します。

                       REVOKE CONNECT FROM USER003

                  

               

            
            
               2.3.3　スキーマ定義権限を取り消すには

               実行者　HiRDB管理者又はユーザ権限を管理する人（DBA権限保持者）

               定義系SQLのREVOKE文で，スキーマ定義権限を取り消します。

               
                  	例題

                  	
                     認可識別子USER002のスキーマ定義権限を取り消します。

                       REVOKE SCHEMA FROM USER002

                     
                        	注意事項

                        	
                           スキーマを定義している人のスキーマ定義権限は取り消せません。スキーマ定義権限を取り消す場合は，取り消す人のスキーマが定義されていないかを確認してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               2.3.4　RDエリア利用権限を取り消すには

               実行者　HiRDB管理者又はユーザ権限を管理する人（DBA権限保持者）

               定義系SQLのREVOKE文で，RDエリア利用権限を取り消します。

               
                  	例題

                  	
                     認可識別子USER002のRDエリア利用権限（RDエリア名：RDAREA01）を取り消します。

                       REVOKE RDAREA RDAREA01 FROM USER002

                     
                        	注意事項

                        	
                           RDエリアに自分の表又はインデクスを定義している場合，その人のRDエリア利用権限は取り消せません。RDエリア利用権限を取り消す場合は，対象ユーザの表又はインデクスが定義されていないかを確認してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               2.3.5　アクセス権限を取り消すには

               実行者　表の所有者

               定義系SQLのREVOKE文で，アクセス権限を取り消します。

               
                  	例題

                  	
                     認可識別子USER004に与えていた，表（認可識別子．表識別子：USER002.T001）のDELETE権限を取り消します。

                       REVOKE DELETE ON USER002.T001 FROM USER004

                     
                        	注意事項

                        	
                           表のアクセス権限（SELECT権限）を取り消すと，その表を基にして作成したビュー表が削除されます。

                        

                     

                  

               

            
            
               2.3.6　スキーマ操作権限を取り消すには

               実行者　スキーマ所有者

               定義系SQLのREVOKE文で削除します。

               
                  	例題

                  	
                     実行者が他ユーザ（認可識別子：USER008，USER009）に与えたスキーマ操作権限を削除します。

                       REVOKE SCHEMA OPERATION FROM USER008,USER009

                  

               

            
         
         
            2.4　ディクショナリ表の参照権限を設定するには

            実行者　HiRDB管理者

            システムのセキュリティを強化する場合は，ディクショナリ表の参照権限を設定し，参照できるディクショナリ表を制限してください。次に示すユティリティの制御文でlimitedを指定すると，ディクショナリ表の参照権限を設定できます。

            
               	
                  データベース初期設定ユティリティのdefine system文のdicinfオペランド

               

               	
                  データベース構成変更ユティリティのalter system文のdicinfオペランド

               

            

            dicinfオペランドの指定値と参照できるディクショナリ表の関係を次の表に示します。

            
               表2‒6　dicinfオペランドの指定値と参照できるディクショナリ表の関係
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ディクショナリ表の種類

                        
                        	
                           dicinfオペランドの指定値

                        
                     

                     
                        	
                           limited

                        
                        	
                           unlimited

                        
                     

                     
                        	
                           DBA権限保持者

                        
                        	
                           監査人

                        
                        	
                           一般ユーザ

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           SQL_PHYSICAL_FILES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDエリア利用権限があるRDエリアを構成するHiRDBファイルの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_RDAREAS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDエリア利用権限があるRDエリアの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TABLES

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_COLUMNS

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の列の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEXES

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           アクセス権限がある表のインデクスの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_USERS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_RDAREA_PRIVILEGES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDエリア利用権限があるRDエリアの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TABLE_PRIVILEGES

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_DIV_TABLE

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_COLINF

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           アクセス権限がある表のインデクスの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TABLE_STATISTICS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の表統計情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_COLUMN_STATISTICS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の列統計情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_STATISTICS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表のインデクス統計情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_VIEW_TABLE_USAGE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限があるビュー表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_VIEWS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_DIV_INDEX

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           アクセス権限がある表のインデクスの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_DIV_COLUMN

                        
                        	
                           ○※２

                        
                        	
                           ○※２

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_REFERENTIAL_CONSTRAINTS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の制約情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_ALIASES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_ROUTINES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_ROUTINE_RESOURCES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_ROUTINE_PARAMS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_DATATYPES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_DATATYPE_DESCRIPTORS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TABLE_RESOURCES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_PLUGINS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_PLUGIN_ROUTINES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_PLUGIN_ROUTINE_PARAMS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_REGISTRY

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_TYPES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_DATATYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TYPE_RESOURCES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_RESOURCES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_TYPE_FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_EXCEPT

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           ○※１

                        
                        	
                           アクセス権限がある表のインデクスの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_IOS_GENERATIONS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_PARTKEY

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_PARTKEY_DIVISION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TRIGGERS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           自分で定義したトリガの情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TRIGGER_COLUMNS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TRIGGER_DEF_SOURCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TRIGGER_USAGE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_AUDITS

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_KEYCOLUMN_USAGE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_TABLE_CONSTRAINTS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_CHECKS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_CHECK_COLUMNS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_DIV_TYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_SYSPARAMS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_INDEX_XMLINF

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           アクセス権限がある表の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_SEQUENCES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           自分で定義した順序数生成子の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_ACCESS_SECURITY

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_ROLES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQL_ROLE_PRIVILEGES

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           自分で定義したロール利用権限の情報だけを参照できます。

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  ○：すべての列を参照できます。

                  ×：すべての列を参照できません。

               

            

            注※1　ディクショナリ表の実表は参照できません。

            注※2　ディクショナリ表の実表も参照できます。

         
         
            2.5　OSログインユーザの簡易認証機能とは

            OSログインユーザの簡易認証機能とは，HiRDBクライアントから，そのクライアントが動作するOSにログインしているユーザ名でHiRDBサーバに接続する機能です。また，OSログインユーザの簡易認証機能を使用するユーザを簡易認証ユーザといいます。OSログインユーザの簡易認証機能は，簡易認証ユーザとしてDBA権限，又はCONNECT権限を付与されたユーザが利用できます。OSログインユーザの簡易認証機能を使用した場合のHiRDBサーバへの接続時の流れを次の図に示します。

            
               図2‒2　OSログインユーザの簡易認証機能を使用した際のHiRDBサーバへの接続時の流れ
               [image: [図データ]]

            
            なお，簡易認証ユーザに対しては，スキーマ定義権限の付与ができません。また，DBA権限保持者が簡易認証ユーザのスキーマを作成することもできません。OSログインユーザの簡易認証機能を使用する場合は，スキーマは簡易認証ユーザ以外のユーザで作成し，これらに対するアクセス権限を簡易認証ユーザに付与してください。簡易認証ユーザはスキーマを所有できないため，与えられたアクセス権限を使用して，簡易認証ユーザ以外が所有する表などのリソースにアクセスする運用となります。

            
               2.5.1　OSログインユーザの簡易認証機能を使用するための準備

               
                  (1)　システム定義によるOSログインユーザの簡易認証機能の有効化

                  OSログインユーザの簡易認証機能を有効にするためには，システム共通定義pd_os_authenticateを指定します。

                  pd_os_authenticateの指定内容については，マニュアル「HiRDB システム定義」の「オペランドの説明」を参照してください。

               
               
                  (2)　簡易認証ユーザの設定

                  簡易認証ユーザとして登録するユーザを，SQLのGRANT文で設定します。

                  GRANT文による簡易認証ユーザの指定方法については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「GRANT　形式1（権限定義）」を参照してください。

               
            
            
               2.5.2　OSログインユーザの簡易認証機能によるHiRDBサーバへの接続方法

               サーバに接続する際，認可識別子及びパスワードの両方に，この機能を使用して認証することを示す半角ハイフン（-）を指定します。これを簡易認証キーワードといいます。

               簡易認証キーワードは次の方法で指定できます。

               
                  	
                     クライアント環境定義PDUSER

                     環境変数グループ，ユーザ環境変数，デフォルト設定（HiRDB.ini）で指定できます。

                     
                        	（指定例）

                        	
                           UNIXシェルの環境変数PDUSER

                        

                     

                     　export PDUSER='"-"/"-"'

                  

                  	
                     HiRDBが提供するコマンドのオプション

                     運用コマンド，ユティリティなどで指定できます。

                  

                  	
                     HiRDBが提供するサーバ接続関数の引数，プロパティ

                     ODBCドライバ，JDBCドライバ，HiRDBデータプロバイダ for .NET Framework，及びOLEデータプロバイダで指定できます。

                     
                        	（指定例）

                        	
                           ODBCドライバのサーバ接続関数

                        

                     

                     　SQLConnect(hdbc, "DSN", 3, "-", 1, "-", 1); // 認可識別子 "-", パスワード "-"

                  

                  	
                     ソースファイルへ埋め込んだSQL文の引数

                     C/C++，COBOL，SQLJのSQL文埋め込みソースファイルで指定できます。

                     
                        	（指定例）

                        	
                           C/C++の埋め込みSQL文

                        

                     

                     　char xuserid[31] = "-";    // 認可識別子 "-"
　char xpasswd[31] = "-";    // パスワード "-"
　EXEC SQL CONNECT USER :xuserid IDENTOFIED :xpasswd; // Connect実行

                  

               

               
                  	注意事項

                  	
                     次の場合は，HiRDBサーバへの接続に失敗します。

                     
                        	
                           OSにログインしているユーザ名の長さが，簡易認証ユーザとして使用できるユーザ名の文字数より長い場合（KFPA11564-Eメッセージが出力されます）。

                        

                        	
                           OSにログインしているユーザ名の取得に失敗した場合（KFPA11731-Eメッセージが出力されます）。

                        

                     

                  

               

            
            
               2.5.3　HiRDBのパスワード認証とOSログインユーザの簡易認証の適用条件

               システム共通定義pd_os_authenticateと，認可識別子及びパスワードの組み合わせによって適用される認証方法を次の表に示します。

               
                  表2‒7　適用される認証方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              HiRDBクライアントのバージョン，及び認可識別子，パスワードの指定方法

                           
                           	
                              HiRDBサーバのバージョンとpd_os_authenticateの指定方法

                           
                        

                        
                           	
                              バージョン09-50より前

                           
                           	
                              バージョン09-50以降

                           
                        

                        
                           	
                              pd_os_authenticateの指定

                           
                        

                        
                           	
                              Y

                           
                           	
                              N

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              バージョン09-50より前

                           
                           	
                              認可識別子，パスワードの指定あり

                           
                           	
                              HiRDBのパスワード認証

                           
                           	
                              HiRDBのパスワード認証

                           
                           	
                              HiRDBのパスワード認証

                           
                        

                        
                           	
                              認可識別子，パスワードの指定が-/-

                           
                           	
                              認証不可（KFPA11564-Eメッセージを出力）

                           
                           	
                              認証不可（KFPA11564-Eメッセージを出力）

                           
                           	
                              認証不可（KFPA11564-Eメッセージを出力）

                           
                        

                        
                           	
                              バージョン09-50以降

                           
                           	
                              認可識別子, パスワードの指定あり

                           
                           	
                              HiRDBのパスワード認証

                           
                           	
                              HiRDBのパスワード認証

                           
                           	
                              HiRDBのパスワード認証

                           
                        

                        
                           	
                              認可識別子, パスワードの指定が-/-

                           
                           	
                              認証不可（KFPA11564-Eメッセージを出力）

                           
                           	
                              OSログインユーザの簡易認証

                           
                           	
                              認証不可（KFPA19632-Eメッセージを出力）

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               2.5.4　簡易認証ユーザに付与できる権限

               簡易認証ユーザに付与できる権限を次の表に示します。

               
                  表2‒8　簡易認証ユーザに付与できる権限
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              付与できる権限

                           
                        

                        
                           	
                              監査権限

                           
                           	
                              DBA権限

                           
                           	
                              CONNECT権限

                           
                           	
                              スキーマ定義権限

                           
                           	
                              RDエリア利用権限

                           
                           	
                              アクセス権限

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：権限を付与できます。

                     ×：権限を付与できません。

                  

               

            
            
               2.5.5　OSログインユーザの簡易認証機能を使用する際の注意事項

               
                  	
                     簡易認証ユーザとして使用できるユーザ名の制約（使用文字，文字数の最大）は，認可識別子の制約に従います。

                  

                  	
                     OSログインユーザの簡易認証機能を使用する場合，ファイアウォールによって意図しないマシンからの接続を遮断する運用を推奨します。

                  

                  	
                     OpenTP1などOLTP下のUAPをクライアントとして使用する場合は，UAPプロセスがOLTP下で動作するため，OSログインユーザの簡易認証機能を使用しない運用を推奨します。

                  

                  	
                     OSログインユーザの簡易認証機能は，サーバ接続時のユーザ認証の場合だけ使用できます。その他の用途には使用できません。

                     
                        	
                           認可識別子の指定には使用できません。

                           SQL文での表の所有者，SQLの実行者，操作の対象などを指定する用途で，認可識別子に簡易認証キーワード"-"（半角ハイフン）を指定しても，認可識別子のOSユーザ名への置き換えは実施しません。

                        

                        	
                           ユーザ切り替え（SQLのSET SESSION AUTHORIZATION文）には使用できません。

                           SQL文でのユーザ切り替え時に簡易認証キーワード"-"を指定しても，HiRDBサーバへの接続に失敗します（KFPA11564-Eメッセージを出力）。

                        

                     

                  

                  	
                     Type4 JDBCドライバでOSログインユーザの簡易認証機能を使用する場合は，Type4 JDBCドライバがOSログインユーザをJavaVMのシステムプロパティuser.nameから取得します。そのため，システムプロパティuser.nameの値の取得に失敗した場合，または取得した値がnullの場合は，HiRDBサーバへの接続に失敗します（KFPJ80004-Eメッセージを出力）。

                  

                  	
                     OSログインユーザの簡易認証機能を使用する場合，HiRDBクライアントからLDAPサーバへ接続できない状態，又はLDAPサーバのホスト名解決に失敗する状態が発生していると，HiRDBサーバへの接続に時間が掛かることがあります。

                  

                  	
                     コマンド，ユティリティについての注意事項は，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「OSログインユーザの簡易認証機能使用時の規則」を参照してください。

                  

                  	
                     HiRDBの関連製品については，この機能を使用できるのは次の表に示す製品だけです。

                     
                        表2‒9　OSログインユーザの簡易認証機能が使用できるHiRDB関連製品 
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    カテゴリ

                                 
                                 	
                                    製品名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    クライアント製品

                                 
                                 	
                                    HiRDB/Developer's Kit

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/Run Time

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDBの付加PP

                                 
                                 	
                                    HiRDB Data Convert Type1 Option

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB Accelerator

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB Advanced High Availability

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB Disaster Recovery Light Edition

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB Non Recover Front End Server

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB Staticizer Option

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用支援製品

                                 
                                 	
                                    HiRDB SQL Executer

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB SQL Tuning Advisor

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

               

            
         
         
            2.6　データベースの機密保護での認可識別子

            認可識別子とは，権限を識別する上での識別子でありユーザ識別子とロール名のことを指します。ただし，特に断りがない場合には，認可識別子はユーザ識別子のことを指します。

            認可識別子がロール名を指す個所については，「ユーザ識別子とロール名の指定できる個所」のロール名を指定できる個所を参照してください。

            
               2.6.1　ユーザ識別子

               ユーザ識別子とは，HiRDBに接続するユーザの識別子のことです。

               ユーザは，HiRDBへの接続時にユーザ識別子とパスワードによってユーザ認証を受けたり，ユーザ識別子単位にスキーマを所有したりすることができます。ユーザ識別子が持つ権限によって，SQL文，UAP，及びユティリティなどを実行できます。

               ユーザ識別子はすべてのユーザ権限を持ちます。ただし，ユーザ識別子が持つ権限を，ほかのユーザ識別子やロール名に使用させることはできません。

            
            
               2.6.2　ロール名

               ロール名とは，権限の集合であるロールの識別子のことです。

               ロールはアクセス権限，及びロール利用権限を持ちます。また，ユーザ識別子及びほかのロール名にロール利用権限を付与することで，ロールが持つ権限をユーザ識別子及びほかのロール名に使用させることができます。

               ロール名は，HiRDBへの接続時のユーザ認証を受けられません。また，ロール名を実行者として，SQL文，UAP，及びユティリティなどを実行できません。

               ロールの詳細や運用については「ロールを使用した権限の設定」を参照してください。

            
            
               2.6.3　ユーザ識別子とロール名の指定できる個所

               ユーザ識別子とロール名では，指定できる個所が異なります。ユーザ識別子とロール名を指定できる個所を次の表に示します

               
                  表2‒10　ユーザ識別子とロール名を指定できる個所
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              指定個所

                           
                           	
                              ユーザ識別子

                           
                           	
                              ロール名

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              次のSQL文でTOに続けて指定する認可識別子

                              
                                 	
                                    GRANT アクセス権限

                                 

                                 	
                                    GRANT ロール利用権限

                                 

                              

                           
                           	
                              〇

                           
                           	
                              〇

                           
                        

                        
                           	
                              次のSQL文でFROMに続けて指定する認可識別子

                              
                                 	
                                    REVOKE アクセス権限

                                 

                                 	
                                    REVOKE ロール利用権限

                                 

                              

                           
                           	
                              〇

                           
                           	
                              〇

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE ROLEで指定するロール名

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              〇

                           
                        

                        
                           	
                              DROP ROLEで指定するロール名

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              〇

                           
                        

                        
                           	
                              GRANTでロール利用権限を付与するロール名

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              〇

                           
                        

                        
                           	
                              REVOKEでロール利用権限を取り消すロール名

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              〇

                           
                        

                        
                           	
                              上記以外の認可識別子 ○ ×

                           
                           	
                              〇

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：指定できます。

                     ×：指定できません。

                  

               

            
         
         
            2.7　ロールを使用した権限の設定

            
               2.7.1　ロールとは

               ロールとは権限の集合のことです。

               権限をロールに付与して，必要な権限をロールに集約しておくと，そのロールのロール利用権限を付与，取り消しすることで，ロールが持つ権限をまとめて付与，取り消しできるため，権限の管理や移行が容易になります。

               例えば，業務Aに必要なアクセス権限をすべてロールAに付与しておくと，その業務に関するユーザへのアクセス権限の付与，取り消しは，ロールAのロール利用権限の付与，取り消しだけになります。このため，ある業務で使用する多くの表へのアクセス権限の一つ一つをユーザごとに付与，取り消ししなくてもよくなります。また，ロール利用権限はほかのロールに付与できます。

               業務Aと業務Bの両方のアクセス権限が必要な場合，業務Aに必要なアクセス権限を集約したロールAのロール利用権限と業務Bに必要なアクセス権限を集約したロールBのロール利用権限を，別のロールABに付与することで効率よく管理できます。

               ロールを使用して設定できる権限を次に示します。

               
                  	
                     アクセス権限

                  

               

               ロールを使用する場合には，使用するロールを現在ロールに指定する必要があります。現在ロールとは，現在有効とするロールのことを指します。また，使用するロールのロール利用権限を持っているだけではロールが持つ権限を使用できません。

               現在ロールを設定している場合，ユーザが持つ権限と現在ロールが持つ権限を包含する権限を持ちます。

               ロールの概要を次の図に示します。図中の番号は説明の番号と対応します。

               
                  図2‒3　ロールの概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           業務用のアクセス権限を各業務用のロールに付与します。

                        

                        	
                           各業務用のロールのロール利用権限を両方の業務用のロールに付与します。

                        

                        	
                           各ロールのロール利用権限をユーザに付与します。

                        

                     

                  

               

               この例では，次の表のようにアクセス権限を持ちます。

               
                  表2‒11　ユーザが持つアクセス権限
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ユーザ名

                           
                           	
                              使用できるアクセス権限

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ユーザ1（USER1）

                           
                           	
                              現在ロールにROLEAを指定すると，業務A用テーブルにアクセスするために必要なアクセス権限を持ちます。

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザ2（USER2）

                           
                           	
                              現在ロールにROLEBを指定すると，業務B用テーブルにアクセスするために必要なアクセス権限を持ちます。

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザ3（USER3）

                           
                           	
                              現在ロールにROLEABを指定すると，業務A用，業務B用テーブルにアクセスするために必要なアクセス権限を持ちます（両方を同時に使用できます）。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               2.7.2　ロールの運用手順

               次の3つのロールを作成してUSER1，USER2，USER3の権限を設定する場合の，ロールの運用手順を，図「ロールの概要」に基づいて説明します。

               
                  	
                     業務A用テーブル（TA1，TA2）にアクセスできる権限を持つロール（ロール名：ROLEA）

                  

                  	
                     業務B用テーブル（TB1，TB2）にアクセスできる権限を持つロール（ロール名：ROLEB）

                  

                  	
                     業務A用テーブル，業務B用テーブルのどちらもアクセスできる権限を持つロール（ロール名：ROLEAB）

                  

               

               ロールの運用手順（使用するSQL文，及び操作）を次に示します。

               
                  表2‒12　ロールの運用手順
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              運用手順

                           
                           	
                              使用するSQL文概要

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              定義系SQLによるロールの定義

                           
                           	
                              表・インデクスなどリソース定義

                           
                           	
                              定義系SQL

                           
                        

                        
                           	
                              ロールの定義

                           
                           	
                              CREATE ROLE

                           
                        

                        
                           	
                              ロールへのアクセス権限付与

                           
                           	
                              GRANT アクセス権限

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザへのロール利用権限付与

                           
                           	
                              GRANT ロール名 TO ユーザ名

                           
                        

                        
                           	
                              ロールへのロール利用権限付与

                           
                           	
                              GRANT ロール名 TO ロール名

                           
                        

                        
                           	
                              ロールの使用

                           
                           	
                              使用するロールの設定，現在ロールの無効化

                           
                           	
                              SET ROLE

                           
                        

                        
                           	
                              ロールが持つアクセス権限の変更

                           
                           	
                              ロールからのアクセス権限取り消し

                           
                           	
                              REVOKE アクセス権限

                           
                        

                        
                           	
                              ロールへのアクセス権限付与

                           
                           	
                              GRANT アクセス権限

                           
                        

                        
                           	
                              ロール利用権限の取り消し

                           
                           	
                              ユーザからのロール利用権限取り消し

                           
                           	
                              REVOKE ロール名 FROM ユーザ

                           
                        

                        
                           	
                              ロールからのロール利用権限取り消し

                           
                           	
                              REVOKE ロール名 FROM ロール名

                           
                        

                        
                           	
                              ロールの削除

                           
                           	
                              ロールの削除

                           
                           	
                              DROP ROLE

                           
                        

                     
                  

               
               
                  (1)　表・インデクスなどのリソース定義

                  ロールでアクセス権限を管理する表・インデクスなどリソースを定義します。

               
               
                  (2)　ロールの定義

                  実行者　HiRDB管理者又はユーザ権限を管理する人（DBA権限保持者）

                  定義系SQLのCREATE ROLE文で，次に示すロールを作成します。

                  
                     	
                        表TA1及び表TA2へのSELECT権限を持ったロールROLEA

                     

                     	
                        表TB1及び表TB2へのSELECT権限を持ったロールROLEB

                     

                     	
                        表TA1及び表TA2へのSELECT権限を持ったロールROLEA，並びに表TB1及び表TB2へのSELECT権限を持ったロールROLEBの両方のアクセス権限を持ったロールROLEAB

                     

                  

                  
                     	例題1

                     	
                        ロールROLEAを定義します。

                          CREATE ROLE ROLEA

                     

                     	例題2

                     	
                        ロールROLEBを定義します。

                          CREATE ROLE ROLEB

                     

                     	例題3

                     	
                        ロールROLEABを定義します。

                          CREATE ROLE ROLEAB

                     

                  

               
               
                  (3)　ロールへのアクセス権限付与

                  実行者　表の所有者

                  ロールを作成した後に，定義系SQLのGRANT文でロールにアクセス権限を付与します。

                  
                     	例題1

                     	
                        実行者（認可識別子：USER001）が所有している表（TA1,TA2）に対して，ロール（ROLEA）にSELECT権限を与えます。

                          GRANT SELECT ON USER001.TA1 TO ROLEA
  GRANT SELECT ON USER001.TA2 TO ROLEA

                     

                     	例題2

                     	
                        実行者（認可識別子：USER002）が所有している表（TB1,TB2）に対して，ロール（ROLEB）にUPDATE権限を与えます。

                          GRANT UPDATE ON USER002.TB1 TO ROLEB
  GRANT UPDATE ON USER002.TB2 TO ROLEB

                     

                  

               
               
                  (4)　ユーザへのロール利用権限付与

                  実行者　ロールの作成者

                  ロールを作成してアクセス権限を付与した後に，定義系SQLのGRANT文でユーザにロールの利用権限を付与します。

                  
                     	例題1

                     	
                        ロール（ROLEA）のロール利用権限をユーザ（USER001）に与えます。

                          GRANT ROLEA TO USER001

                     

                     	例題2

                     	
                        ロール（ROLEB）のロール利用権限をユーザ（USER002）に与えます。

                          GRANT ROLEB TO USER002

                     

                  

               
               
                  (5)　ロールへのロール利用権限付与

                  実行者　ロールの作成者

                  ロールを作成してアクセス権限を付与した後に，ロールに対して定義系SQLのGRANT文でロールの利用権限を付与します。また，付与したロール（ROLEAB）の利用権限を，ユーザ（USER003）に付与します。

                  
                     	例題

                     	
                        ロール（ROLEA，ROLEB）のロール利用権限をロール（ROLEAB）に与えます。

                          GRANT ROLEA,ROLEB TO ROLEAB

                        ロール（ROLEAB）のロール利用権限をユーザ（USER003）に与えます。

                          GRANT ROLEAB TO USER003

                     

                  

               
               
                  (6)　使用するロールの設定

                  ロールを使用する場合，使用するロールを現在ロールに設定するとロールが持つ権限を使用できます。現在ロールの設定をしないとロール利用権限を持っていてもロールが持つ権限を使用できません。

                  また，複数のロールのロール利用権限を持っている場合は，SET ROLE文を実行することで現在ロールを変更できます。なお，トランザクション実行中は，現在ロールを変更できません。

                  次の方法で，使用する現在ロールを設定します。なお，複数のロールを一度に使用することはできません。

                  実行者　ロール利用権限保持者

                  制御系SQLのSET ROLE文で次に示すロールを設定します。

                  
                     	
                        表TA1及び表TA2へのSELECT権限を持ったロールROLEAを現在ロールに設定します。

                     

                  

                  
                     	例題

                     	
                        ロールROLEAを現在ロールに設定します。

                          SET ROLE ROLEA

                     

                  

               
               
                  (7)　現在ロールの無効化

                  実行者　ロール利用権限保持者

                  制御系SQLのSET ROLE文（NONE指定）で設定されている現在ロールを無効化します。

                  
                     	
                        SET ROLE文（NONE指定）で設定した現在ロール（ROLEA）を無効化します。

                     

                  

                  例題

                  現在ロール（ROLEA）を無効化します。

                    SET ROLE NONE

               
               
                  (8)　ロールからのアクセス権限取り消し

                  実行者　表の所有者

                  定義系SQLのREVOKE文で，ロールからアクセス権限を取り消します。

                  
                     	例題

                     	
                        表TA1，TA2のSELECT権限をロール（ROLEA）から取り消します。

                          REVOKE SELECT ON USER001.TA1 FROM ROLEA
  REVOKE SELECT ON USER001.TA2 FROM ROLEA

                     

                  

               
               
                  (9)　ロールへのアクセス権限付与

                  実行者　表の所有者

                  定義系SQLのGRANT文で，ロールにアクセス権限を付与します。

                  
                     	例題1

                     	
                        実行者（認可識別子：USER001）が所有している表（TA1）に対して，ロール（ROLEA）にDELETE権限を与えます。

                          GRANT DELETE ON USER001.TA1 TO ROLEA

                     

                     	例題2

                     	
                        実行者（認可識別子：USER001）が所有している表（TA2）に対して，ロール（ROLEA）に全アクセス権限を与えます。

                          GRANT ALL ON USER001.TA2 TO ROLEA

                     

                  

               
               
                  (10)　ユーザからのロール利用権限取り消し

                  実行者　ロールの作成者

                  定義系SQLのREVOKE文で，ユーザに付与されたロール利用権限を取り消します。

                  
                     	例題

                     	
                        ユーザ（USER001）に付与された，ロール（ROLEA）のロール利用権限を取り消します。

                          REVOKE ROLEA FROM USER001

                     

                  

               
               
                  (11)　ロールからのロール利用権限取り消し

                  実行者　ロールの作成者

                  定義系SQLのREVOKE文で，ロールに付与されたロール利用権限を取り消します。

                  
                     	例題

                     	
                        ロール（ROLEAB）に付与された，ロール（ROLEA，ROLEB）のロール利用権限を取り消します。

                          REVOKE ROLEA,ROLEB FROM ROLEAB

                     

                  

               
               
                  (12)　ロールの削除

                  ロールを定義系SQLのDROP ROLE文で削除します。

                  なお，ロールが持つアクセス権限の取り消しやロール利用権限の取り消しを事前に行っていない場合は，関連するリソース（アクセス権限，ロール利用権限）を同時に削除します。

                  実行者　ロールの作成者

                  ロールを，定義系SQLのDROP ROLE文で削除します。

                  
                     	例題

                     	
                        ロール（ROLEA）を削除します。

                          DROP ROLE ROLEA

                     

                  

               
            
            
               2.7.3　ロール使用時の留意事項

               ロール使用時の留意事項を説明します。

               
                  (1)　ロールが持つ権限を適用できない処理

                  ロールが持つ権限は，定義系SQL，プリプロセス，コンパイル時は適用できません。

                  
                     	例題

                     	
                        ロール（ROLEA）が持つ表TA1のSELECT権限を使用してビュー表VA1は定義できません。

                          SET ROLE ROLEA 
  CREATE VIEW USER001.VA1 AS SELECT * FROM USER001.TA1

                     

                  

               
               
                  (2)　処理時間及び使用メモリ量に影響があるロール

                  大量のロール・ロール利用権限が定義されている環境では，SQLの処理時間及び使用メモリ量に影響があります。

                  例えば，次のようなケースです。

                  
                     	
                        GRANTロール利用権限文でロール利用権限を付与する場合，指定したロール数，及び定義済みのロール・ロール利用権限付与数に比例して処理時間が長くなったり，使用メモリ量が増加したりするおそれがあります。

                     

                     	
                        SET ROLE文で現在ロールを設定する場合，ロールに他のロールが含まれるなど複雑なロールを指定すると，処理時間が長くなったり，使用メモリ量が増加したりするおそれがあります。

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         3　システムログファイルの運用

         
            この章では，システムログファイルの運用方法について説明します。

         

         
            3.1　基本項目

            ここでは，システムログファイルを運用する前に理解して欲しいことについて説明します。

            
               3.1.1　システムログは障害の回復又はチューニング情報に使用されます

               システムログファイルにはデータベースの更新履歴情報（システムログ）が格納されます。このシステムログは次に示す目的に使用されます。

               
                  	
                     HiRDB又はUAPが異常終了した場合，HiRDBがデータベース及びトランザクションを回復するのに使用されます。

                  

                  	
                     データベースに障害が発生した場合，HiRDB管理者がデータベース回復ユティリティでデータベースを回復するのに使用されます。データベース回復ユティリティの入力情報になります。

                  

                  	
                     HiRDB管理者がシステムのチューニングをする場合，チューニング情報の入力情報になります（統計解析ユティリティの入力情報になります）。

                  

               

            
            
               3.1.2　HiRDBはシステムログファイルを各種の状態に分けて管理しています

               HiRDBはシステムログファイルを次の表に示す状態に分けて管理しています。

               
                  表3‒1　システムログファイルの状態
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              状態

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              現用

                           
                           	
                              システムログの出力対象になっているファイルです。この状態のファイルは常に一つです。

                           
                        

                        
                           	
                              待機（スワップ先にできる状態）

                           
                           	
                              現時点ではシステムログの出力対象ファイルになっていませんが，次に示す場合に現用ファイルとスワップするファイルです。

                              ・現用ファイルの容量が一杯になった場合

                              ・現用ファイルに障害が発生した場合

                              ・pdlogswapコマンドを入力した場合

                              この状態は次に示す条件をすべて満たしている必要があります。

                           
                        

                        
                           	
                              上書きできる状態

                           
                           	
                              ファイル中にシステムの全面回復に必要なシステムログ（有効保証世代数分のシンクポイントダンプに対応するシステムログ）を含んでいない状態です。

                           
                        

                        
                           	
                              アンロード済み状態

                           
                           	
                              取得したシステムログをアンロードログファイルにアンロードした後の状態です。

                           
                        

                        
                           	
                              抽出完了状態（HiRDB Datareplicator）

                           
                           	
                              抽出側HiRDB Datareplicatorがシステムログファイル中のシステムログを完全に読み出した状態です。HiRDB Datareplicatorを使用する場合にこの状態になります。なお，HiRDBではシンクポイントダンプを取得するときに抽出状態を確認しています。つまり，抽出側HiRDB
                                 Datareplicatorがシステムログを完全に読み出した後に発生するシンクポイント時点で抽出完了状態になります。

                           
                        

                        
                           	
                              オンライン再編成上書き可能状態（HiRDB Staticizer Option）

                           
                           	
                              システムログファイル中に追い付き反映処理に必要なシステムログを含んでいない状態です。更新可能なオンライン再編成をする場合にこの状態になります。

                           
                        

                        
                           	
                              待機（スワップ先にできない状態）

                           
                           	
                              この状態のファイルはシステムログの出力対象になりません（現用ファイルになりません）。現用ファイルがスワップした後の状態です。この状態は次に示す条件のどれかを満たしている必要があります。

                           
                        

                        
                           	
                              上書きできない状態

                           
                           	
                              ファイル中にシステムの全面回復に必要なシステムログ（有効保証世代数分のシンクポイントダンプに対応するシステムログ）を含んでいる状態です。

                           
                        

                        
                           	
                              アンロード待ち状態

                           
                           	
                              取得したシステムログをアンロードログファイルにアンロードしていない状態です。

                           
                        

                        
                           	
                              抽出未完了状態（HiRDB Datareplicator）

                           
                           	
                              抽出側HiRDB Datareplicatorがシステムログファイル中のシステムログを完全に読み出していない（残りがある）状態です。HiRDB Datareplicatorを使用する場合にこの状態になります。

                           
                        

                        
                           	
                              オンライン再編成上書き禁止状態（HiRDB Staticizer Option）

                           
                           	
                              システムログファイル中に追い付き反映処理に必要なシステムログを含んでいる状態です。更新可能なオンライン再編成をする場合にこの状態になります。

                           
                        

                        
                           	
                              予約

                           
                           	
                              この状態のファイルはシステムログの出力対象になりません。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               3.1.3　HiRDB管理者がすることは

               HiRDBを稼働するとシステムログが出力されます。一つのシステムログファイルの容量一杯にシステムログが出力されると，スワップ先にできる状態のファイルにシステムログの出力先が変更されます。このとき，現用ファイルはスワップ先にできない状態に，スワップ先にできる状態のファイルは現用になります。これをシステムログファイルのスワップといいます。このようにHiRDBを稼働すると，システムログファイルの状態が変わっていきます。

               HiRDB管理者は，スワップ先にできる状態のファイルが常にあるようにシステムログファイルを運用してください。スワップ先にできる状態のファイルがないときにスワップ処理が発生すると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。

               なお，HiRDBでは次の機能を用意しています。

               
                  	
                     システムログファイルの空き容量を監視する機能（システムログファイルの空き容量監視機能）

                     システムログファイルの空き容量監視機能については，「システムログファイルの空き容量監視機能の運用方法」を参照してください。

                  

                  	
                     自動的にシステムログファイルの容量を拡張する機能（システムログファイルの自動拡張機能）

                     システムログファイルの自動拡張機能については，「システムログファイルの自動拡張機能の運用方法」を参照してください。

                  

               

            
            
               3.1.4　システムログファイルの状態の変わり方

               HiRDBの稼働時，次に示すようにシステムログファイルの状態が変わります。なお，ここではHiRDB Staticizer Optionの更新可能なオンライン再編成を使用していないとします。したがって，システムログファイルの状態にオンライン再編成上書き可能状態及びオンライン再編成上書き禁止状態はでてきません。更新可能なオンライン再編成中のシステムログファイルの状態については，マニュアル「インナレプリカ機能
                  HiRDB Staticizer Option」を参照してください。

               
                  (1)　HiRDBを正常開始します

                  HiRDBを正常開始すると，pdlogadfg -d sysオペランドで指定したシステムログファイルのうち，ONLと指定したファイルがすべてオープンされます。オープンされたファイルのうち，最初に指定したファイルが現用となります。そのほかはスワップ先にできる状態になります。オープン処理に失敗したファイル，及びONLと指定しなかったファイルは予約の状態になります。なお，HiRDBを再開始した場合は前回稼働時の現用ファイルが引き継がれます。

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (2)　システムログファイルがスワップするとファイルの状態が変わります

                  現用ファイルが一杯になると，スワップ先にできる状態のファイルに出力先が変わります（システムログファイルがスワップします）。ファイルの状態は次のように変わります。

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (3)　シンクポイントダンプが有効化されるとファイルの状態が変わります

                  システムログファイルがスワップすると，HiRDBはシンクポイントダンプの有効化処理を実施します。シンクポイントダンプが有効化されると，シンクポイントダンプ有効化以前に取得されたシステムログは，HiRDBの再開始のときに不要になります。ファイルに格納されているすべてのシステムログが不要になると，そのファイルは上書きできない状態から，上書きできる状態に変わります。

                  [image: [図データ]]

                  なお，実行中のトランザクションがあると，そのトランザクションが終了するまで，シンクポイントダンプは有効化されません。次に示すような長時間掛かるトランザクションの実行中は，そのトランザクションが終了するまでシンクポイントダンプが有効化されないため，ほかのトランザクションとの同時実行を避けてください。

                  
                     	
                        表への行挿入（INSERT），データ更新（UPDATE），又は行削除（DELETE）などの更新系SQLを実行してからコミットまでの時間が長いトランザクション

                     

                     	
                        大量のデータを対象としたデータベース作成ユティリティ（pdload），データベース再編成ユティリティ（pdrorg），又は空きページ解放ユティリティ（pdreclaim）を実行するトランザクション

                     

                     	
                        大量のデータが格納されている表に対するCREATE INDEXを実行するトランザクション

                     

                  

               
               
                  (4)　システムログをアンロードするか，又はシステムログファイルを解放するとファイルの状態が変わります

                  ここで説明する操作はHiRDB管理者が行います。

                  アンロード待ち状態のファイルに格納されているシステムログをアンロードすると，そのファイルはアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わります。ここでアンロードしたシステムログは，データベースを回復するときに使用されます。

                  アンロードレスシステムログ運用をする場合は，pdlogchg -zコマンドでシステムログファイルを解放すると，ファイルの状態がアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わります。

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (5)　抽出側HiRDB Datareplicatorがシステムログの抽出を完了するとファイルの状態が変わります

                  抽出側HiRDB Datareplicatorがシステムログの抽出を完了すると，ファイルの状態が抽出未完了状態から抽出完了状態に変わります。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	注意事項

                     	
                        HiRDBではシンクポイントダンプを取得するときに，抽出状態を確認します。つまり，抽出側HiRDB Datareplicatorがシステムログを完全に読み出した後，次のシンクポイントで抽出完了状態になります。

                     

                  

               
               
                  (6)　これでファイルの状態がスワップ先にできる状態になります

                  ファイルの状態が次に示す状態になったため，スワップ先にできない状態からスワップ先にできる状態に変わります。

                  
                     	
                        上書きできる状態

                     

                     	
                        アンロード済み状態

                     

                     	
                        抽出完了状態

                     

                  

                  HiRDB管理者は，このようにスワップ先にできる状態のファイルを常に作るようにシステムログファイルを運用してください。

                  [image: [図データ]]

               
            
            
               3.1.5　システムログファイルの運用方法を選択しましょう

               システムログファイルの運用方法には，次の表に示す方法があります。HiRDB管理者はどれかの運用方法を選択してください。

               
                  表3‒2　システムログファイルの運用方法
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              運用の種類

                           
                           	
                              運用方法

                           
                           	
                              データベースの回復方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              システムログをアンロードする運用※

                           
                           	
                              
                                 	
                                    アンロード待ち状態のファイルをアンロードします。

                                 

                                 	
                                    詳細については，「システムログをアンロードする運用」を参照してください。

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    バックアップ及びアンロードログファイルを入力情報にしてデータベースを回復します。

                                 

                                 	
                                    データベースは，バックアップ取得時点，及びバックアップ取得時点以降の任意の同期点に回復できます。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              アンロードレスシステムログ運用

                           
                           	
                              
                                 	
                                    アンロード待ち状態のファイルを解放します（アンロードする必要はありません）。

                                 

                                 	
                                    サーバ単位にバックアップを取得する必要があります。

                                 

                                 	
                                    詳細については，「アンロードレスシステムログ運用」を参照してください。

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    バックアップ及びバックアップ取得以降のシステムログを入力情報にしてデータベースを回復します。

                                 

                                 	
                                    データベースは，バックアップ取得時点，及びバックアップ取得時点以降の任意の同期点に回復できます。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              アンロード状態のチェックを解除する運用

                           
                           	
                              
                                 	
                                    アンロード待ち状態がなくなります。したがって，システムログをアンロードする必要はありません。

                                 

                                 	
                                    詳細については，「アンロード状態のチェックを解除する運用」を参照してください。

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    バックアップを入力情報にしてデータベースを回復します。

                                 

                                 	
                                    データベースは，バックアップ取得時点にしか回復できません。

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     系切り替え機能を使用する場合は，共有ディスク（キャラクタ型スペシャルファイル）にアンロードログファイルを作成します。

                     アンロードログファイルを通常ファイルに作成する場合は，アンロードログファイルを現用系及び予備系で共用できるようにする必要があります。

                  

               

            
            
               3.1.6　システムログファイルに障害が発生したとき

               システムログファイルに障害が発生したときの対処方法については，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」を参照してください。

               なお，システムログファイルの障害対策で，よくある質問をＱ＆Ａにまとめました。システムログファイルのＱ＆Ａについては，「システムログファイルに関する質問」を参照してください。

            
            
               3.1.7　システムログファイルを操作するコマンド

               システムログファイルを操作するコマンドを次の表に示します。HiRDB管理者は，これらのコマンドを使用してシステムログファイルを操作します。

               
                  表3‒3　システムログファイルを操作するコマンド
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              コマンド名

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              pdloginit

                           
                           	
                              システムログファイルを初期設定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogls

                           
                           	
                              システムログファイルの情報を表示します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogunld

                           
                           	
                              
                                 	
                                    システムログファイルの内容をアンロードログファイルにアンロードします。

                                 

                                 	
                                    システムログファイルの状態をアンロード待ち状態からアンロード済み状態にします。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogchg

                           
                           	
                              システムログファイルの状態を強制的に，次に示す状態にします。

                              
                                 	
                                    アンロード済み状態

                                 

                                 	
                                    抽出完了状態

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogswap

                           
                           	
                              システムログファイルをスワップさせます。現用ファイルをスワップ先にできない状態にします。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogopen

                           
                           	
                              クローズ状態のシステムログファイルをオープンします。

                              予約ファイルを上書きできる状態にします。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogcls

                           
                           	
                              オープン状態のシステムログファイルをクローズします。

                              上書きできる状態のファイルを予約にします。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogrm

                           
                           	
                              システムログファイルを削除します。

                           
                        

                     
                  

               
            
         
         
            3.2　システムログをアンロードする運用

            実行者　HiRDB管理者

            データベースの回復に必要な情報（システムログ）をアンロードログファイルにアンロードします。データベースに障害が発生した場合，このアンロードログファイルを入力情報にして，データベース回復ユティリティでデータベースを回復します。したがって，HiRDB管理者は，アンロード待ち状態のファイルを常にアンロードする必要があります。

            システムをログアンロードする運用は，次の二つの方法があります。通常は，自動ログアンロード機能を使用することを推奨します。

            
               	自動ログアンロード機能を用いて，自動でアンロードする

               	
                  システムログファイルを自動でアンロードしてアンロードファイルを作成する機能があります。これを自動ログアンロード機能といいます。自動ログアンロード機能については，「自動ログアンロード機能の運用方法」を参照してください。

               

               	pdlogunldコマンドを用いて，手動でアンロードする

               	
                  pdlogunldコマンドを実行して，システムログファイルをアンロードし，アンロードファイルを作成します。

               

            

            
               	注意事項

               	
                  系切り替え機能を使用する場合は，共有ディスクにアンロードログファイルを作成します。共有ディスクは，キャラクタ型スペシャルファイルを推奨します。ただし，系切り替えが発生してもOSがデータを保証する通常ファイル（ジャーナルファイルシステム）であれば，通常ファイルでもかまいません。

               

            

            
               3.2.1　HiRDB/シングルサーバの場合

               
                  	データベースに障害が発生した場合の回復方法

                  	
                     システムログをアンロードする運用中にデータベースに障害が発生した場合，バックアップ及びアンロードログファイル（バックアップ取得以降のシステムログを格納したアンロードログファイル）を入力情報にしてデータベースを回復します。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                  

                  	運用例

                  	
                     HiRDB/シングルサーバの場合のシステムログをアンロードする運用の手順を次の図に示します。

                     
                        図3‒1　システムログをアンロードする運用の手順（HiRDB/シングルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  

               

               
                  (1)　システムログファイルがスワップしたらファイルの状態を確認します

                  システムログファイルにシステムログが一杯に書き込まれると，システムログファイルがスワップします。システムログファイルがスワップすると，KFPS01221-I及びKFPS01222-Iメッセージがメッセージログファイル及びsyslogfileに出力されます。このとき，pdloglsコマンドでシステムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        log01のファイルにシステムログが一杯に書き込まれたため，システムログの出力先がlog01からlog02に変更されます（システムログファイルがスワップします）。このため，log01は次に示す状態となります。

                        
                           	
                              上書きできない状態

                           

                           	
                              アンロード待ち状態

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログをアンロードします

                  pdlogunldコマンドで，アンロード待ち状態のファイル（log01）をアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -g log01 -o /unld/unldlog01

               
               
                  (3)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，システムログファイル（log01）の状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              システムログをアンロードしたため，ファイルの状態がアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わります。

                           

                           	
                              システムログファイルがスワップすると，シンクポイントダンプの有効化処理が実施されます。シンクポイントダンプが有効化されると，ファイルの状態が上書きできない状態から上書きできる状態に変わります。

                           

                           	
                              したがって，ファイルの状態がスワップ先にできない状態からスワップ先にできる状態に変わります。

                           

                        

                     

                     	重要

                     	
                        スワップ先にできる状態のファイルがないときにシステムログファイルのスワップ処理が発生すると，HiRDB/シングルサーバが異常終了します。したがって，HiRDB管理者はスワップ先にできる状態のファイルが常にあるように運用してください。なお，スワップ先にできる状態のファイルがなくなると，HiRDBはKFPS01224-Iメッセージをメッセージログファイル及びsyslogfileに出力します。

                     

                  

               
               
                  (4)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップさせてください。データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。データベース回復時に必要なシステムログを格納しているシステムログファイルは，これ以降現用になったシステムログファイルです。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　バックアップを取得します

                  pdcopyコマンド（データベース複写ユティリティ）で，全RDエリアを対象としたバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードには，ｒ又はｓを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得する指定をします。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                     

                     	重要

                     	
                        ここで取得したバックアップを使用してRDエリアを回復する場合，データベース回復ユティリティの入力情報となるアンロードログファイルは，現在の現用ファイル以降のシステムログを格納したアンロードログファイルとなります。

                     

                  

               
               
                  (6)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，システムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (7)　システムログをアンロードします

                  アンロード待ち状態のファイル（log02）をpdlogunldコマンドでアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -g log02 -o /unld/unldlog02

               
            
            
               3.2.2　HiRDB/パラレルサーバの場合

               
                  	データベースに障害が発生した場合の回復方法

                  	
                     システムログをアンロードする運用中にデータベースに障害が発生した場合，バックアップ及びアンロードログファイル（バックアップ取得以降のシステムログを格納したアンロードログファイル）を入力情報にしてデータベースを回復します。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                  

                  	フロントエンドサーバのシステムログについて

                  	
                     フロントエンドサーバのシステムログは，データベースの回復作業に必要ないため，アンロードする必要はありません。したがって，フロントエンドサーバ定義にpd_log_unload_check＝Nを指定して，フロントエンドサーバのシステムログファイルのアンロード状態のチェックを解除してください。そうすると，フロントエンドサーバのシステムログファイルをアンロードしなくても良くなります。pd_log_unload_check＝Nを指定しない場合は，フロントエンドサーバのアンロード待ち状態のファイルに対して，次に示すどちらかの操作が必要になります。

                     
                        	
                           pdlogunldコマンドで，システムログをアンロードしてファイルの状態をアンロード済み状態にします。

                        

                        	
                           pdlogchgコマンドで，ファイルの状態を強制的にアンロード済み状態にします。

                        

                     

                  

                  	運用例

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合のシステムログをアンロードする運用の手順を次の図に示します。

                     
                        図3‒2　システムログをアンロードする運用の手順（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  

               

               
                  (1)　システムログファイルがスワップしたらファイルの状態を確認します

                  システムログファイルにシステムログが一杯に書き込まれると，システムログファイルがスワップします。システムログファイルがスワップすると，KFPS01221-I及びKFPS01222-Iメッセージがメッセージログファイル及びsyslogfileに出力されます。このとき，pdloglsコマンドでシステムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys -s bes1

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        log01のファイルにシステムログが一杯に書き込まれたため，システムログの出力先がlog01からlog02に変更されます（システムログファイルがスワップします）。このため，log01は次に示す状態となります。

                        
                           	
                              上書きできない状態

                           

                           	
                              アンロード待ち状態

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログをアンロードします

                  アンロード待ち状態のファイル（log01）をpdlogunldコマンドでアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log01 -o /unld/unldlog01

               
               
                  (3)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，システムログファイル（log01）の状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys -s bes1

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              システムログをアンロードしたため，ファイルの状態がアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わります。

                           

                           	
                              システムログファイルがスワップすると，シンクポイントダンプの有効化処理が実施されます。シンクポイントダンプが有効化されると，ファイルの状態が上書きできない状態から上書きできる状態に変わります。

                           

                           	
                              したがって，ファイルの状態がスワップ先にできない状態からスワップ先にできる状態に変わります。

                           

                        

                     

                     	重要

                     	
                        スワップ先にできる状態のファイルがない状態でシステムログファイルがスワップすると，ユニットが異常終了します。したがって，HiRDB管理者はスワップ先にできる状態のファイルが常にあるように運用してください。なお，スワップ先にできる状態のファイルがなくなると，HiRDBはKFPS01224-Iメッセージをメッセージログファイル及びsyslogfileに出力します。

                     

                  

               
               
                  (4)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップさせてください。この例ではバックエンドサーバ（bes1）下のRDエリアのバックアップを取得するので，bes1のシステムログファイルをスワップさせます。

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。データベース回復時に必要なシステムログを格納しているシステムログファイルは，これ以降現用になったシステムログファイルです。

                  pdlogswap -d sys -s bes1 -w

               
               
                  (5)　バックアップを取得します

                  pdcopyコマンド（データベース複写ユティリティ）で，サーバ単位のバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -s bes1 -b /pdcopy/backup01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードには，ｒ又はｓを指定します。

                        -s：バックエンドサーバ（bes1）下の全RDエリアのバックアップを取得する指定をします。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                     

                     	重要

                     	
                        ここで取得したバックアップを使用してRDエリアを回復する場合，データベース回復ユティリティの入力情報となるアンロードログファイルは，現在の現用ファイル以降のシステムログを格納したアンロードログファイルとなります。

                     

                  

               
               
                  (6)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，バックエンドサーバ（bes1）のシステムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys -s bes1

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (7)　システムログをアンロードします

                  アンロード待ち状態のファイル（log02）をpdlogunldコマンドでアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log02 -o /unld/unldlog02

               
            
         
         
            3.3　アンロードレスシステムログ運用

            実行者　HiRDB管理者

            システムログのアンロード運用では，データベースの障害発生に備えてシステムログを常にアンロードする必要があります。しかし，この運用はCPU及び入出力の負荷が大きく，HiRDB管理者の運用も煩雑となります。システムログをアンロードしなくても，データベースの障害発生時に，直接システムログをデータベース回復ユティリティの入力情報としてデータベースを回復できます。この運用方法をアンロードレスシステムログ運用といいます。アンロードレスシステムログ運用には，次に示す利点があります。

            
               	利点

               	
                  
                     	
                        システムログのアンロード操作がなくなるため，CPU及び入出力の負荷を削減でき，HiRDB管理者の運用を簡易化できます。

                     

                     	
                        アンロードログファイルを保管するためのディスク容量が必要なくなります。

                     

                     	
                        HiRDB管理者はアンロード待ち状態のファイルをアンロードする必要はありません。ただし，アンロードする代わりに定期的にデータベースのバックアップを取得する必要があります。そして，そこで取得したログポイント情報ファイルでシステムログファイルを解放する必要があります。

                     

                  

               

               	ログポイントという概念があります

               	
                  アンロードレスシステムログ運用には，ログポイントという概念があります。

                  データベースに障害が発生してデータベースを回復する場合，バックアップ取得時点よりも前のシステムログは必要ありません。このデータベースの回復に必要なシステムログと必要のないシステムログを区別する位置をログポイントといいます。ログポイントは，データベース複写ユティリティでバックアップを取得すると設定されます。

                  データベース複写ユティリティでバックアップを取得してログポイントを設定するときに，ログポイント情報ファイルに次の図に示すログポイント情報が出力されます。この情報は，システムログファイルを解放するときに使用します。

                  
                     図3‒3　ログポイント情報
                     [image: [図データ]]

                  
               

               	〔説明〕

               	
                  
                     	
                        HiRDB識別子

                     

                     	
                        ユニット識別子

                     

                     	
                        ログ種別

                     

                     	
                        ログ取得対象サーバ名

                     

                     	
                        ログ取得対象サーバのLAN-ID

                     

                     	
                        ログポイント情報を設定したログサーバのLAN-ID

                     

                     	
                        ログポイント以降のログが格納されている先頭ファイルグループ名

                     

                     	
                        ログポイント以降のログが格納されている先頭ファイルグループ世代番号

                     

                     	
                        ログポイント以降のログが格納されている先頭ブロック番号

                     

                     	
                        現用割り当て時のヘッダ更新回数

                     

                     	
                        使用開始時刻

                     

                  

               

            

            
               3.3.1　HiRDB/シングルサーバの場合

               
                  	バックアップの取得単位について

                  	
                     バックアップの取得は，システム単位に実施してください（全RDエリアを対象としてバックアップを取得します）。そこで取得したログポイント情報ファイルで，システムログファイルを解放してください。

                  

                  	バックアップの取得間隔について

                  	
                     バックアップは毎日決まった時間に取得することをお勧めします。

                     なお，バックアップの取得間隔はシステムログファイルの容量に依存します。システムログファイルの容量が多いほど，バックアップの取得間隔を長くできます。スワップ先にできる状態のファイルがなくならないように，バックアップの取得間隔を決めてください。

                  

                  	システムログファイルの個数について

                  	
                     全システムログファイルの個数は，１日に使用するシステムログファイルの個数の倍以上にすることをお勧めします。

                     例えば，１日に使用するシステムログファイルの個数が２個の場合，全システムログファイルの個数は４個以上にしてください。

                  

                  	データベースに障害が発生した場合の回復方法

                  	
                     アンロードレスシステムログ運用中にデータベースに障害が発生した場合，バックアップ及びシステムログ（バックアップ取得以降のシステムログ）を入力情報にしてデータベースを回復します。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                  

                  	運用例

                  	
                     HiRDB/シングルサーバの場合のアンロードレスシステムログ運用の手順を次の図に示します。

                     
                        図3‒4　アンロードレスシステムログ運用の手順（HiRDB/シングルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  

               

               
                  (1)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップさせてください。

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。データベース回復時に必要なシステムログを格納しているシステムログファイルは，これ以降現用になったシステムログファイルです。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (2)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，システムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              今日1日でlog01及びlog02のファイルを使用しました。したがって，両ファイルともアンロード待ち状態になっています。

                           

                           	
                              pdlogswap -wコマンドでシステムログファイルをスワップしたので，シンクポイントダンプが有効化されています。このため，log01及びlog02のファイルは上書きできる状態になっています。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　バックアップを取得します

                  pdcopyコマンド（データベース複写ユティリティ）で，全RDエリアを対象としたバックアップを取得します。このとき，-ｚオプションを指定してログポイント情報ファイルも同時に取得してください。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 
-z /pdcopy/logpoint01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードにはｒを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得する指定をします。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。

                     

                     	ログポイント情報ファイルに障害が発生した場合

                     	
                        ログポイント情報ファイルに障害が発生した場合，ここで取得したバックアップファイルからログポイント情報ファイルを再作成してください。pdrstr -zコマンド（データベース回復ユティリティ）で，ログポイント情報ファイルを再作成できます。

                        pdrstr -b /pdcopy/backup01 -z /pdcopy/logpoint01

                     

                  

               
               
                  (4)　システムログファイルを解放します

                  pdlogchgコマンドで，ログポイント以前のシステムログファイル（log01，log02）を解放してください。-zオプションには，(3)で取得したログポイント情報ファイルを指定します。

                  pdlogchg -z /pdcopy/logpoint01

               
               
                  (5)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，システムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              システムログファイルを解放したため，ファイルの状態がアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わります。

                           

                           	
                              したがって，ファイルの状態が上書きできる状態かつ，アンロード済み状態になったため，スワップ先にできない状態からスワップ先にできる状態に変わります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　スワップ先にできる状態のファイルがあるかを確認します

                  pdloglsコマンドで，スワップ先にできる状態のファイルがあるかを確認してください。

                  pdlogls -d sys

                  
                     	重要

                     	
                        スワップ先にできる状態のファイルがない状態でシステムログファイルがスワップすると，HiRDB/シングルサーバが異常終了します。したがって，HiRDB管理者はスワップ先にできる状態のファイルが常にあるように運用してください。なお，スワップ先にできる状態のファイルがなくなると，HiRDBはKFPS01224-Iメッセージをメッセージログファイル及びsyslogfileに出力します。

                     

                  

               
            
            
               3.3.2　HiRDB/パラレルサーバの場合

               
                  	バックアップの取得単位について

                  	
                     バックアップの取得は，必ずサーバ単位（バックエンドサーバ，ディクショナリサーバごと）に実施してください。サーバごとにログポイント情報ファイルを取得して，サーバごとにシステムログファイルを解放してください。

                  

                  	バックアップの取得間隔について

                  	
                     バックアップは毎日決まった時間に取得することをお勧めします。

                     なお，バックアップの取得間隔はシステムログファイルの容量に依存します。システムログファイルの容量が多いほど，バックアップの取得間隔を長くできます。スワップ先にできる状態のファイルがなくならないように，バックアップの取得間隔を決めてください。

                  

                  	システムログファイルの個数について

                  	
                     各サーバのシステムログファイルの個数は，各サーバで１日に使用するシステムログファイルの個数の倍以上にすることをお勧めします。

                     例えば，あるバックエンドサーバで１日に使用するシステムログファイルの個数が２個の場合，そのバックエンドサーバのシステムログファイルの個数は４個以上にしてください。

                  

                  	フロントエンドサーバのシステムログファイルについて

                  	
                     フロントエンドサーバのシステムログは，データベースの回復作業に必要ありません。そこで，フロントエンドサーバ定義にpd_log_unload_check＝Nを指定することをお勧めします。そうすると，フロントエンドサーバのシステムログファイルのアンロード状態のチェックが解除されます。このため，フロントエンドサーバのシステムログファイルを解放する必要がなくなります。

                     pd_log_unload_check＝Nを指定しない場合は，フロントエンドサーバのアンロード待ち状態のファイルに対して，pdlogchgコマンドでファイルの状態を強制的にアンロード済み状態にする必要があります。

                  

                  	データベースに障害が発生した場合の回復方法

                  	
                     アンロードレスシステムログ運用中にデータベースに障害が発生した場合，バックアップ及びシステムログ（バックアップ取得以降のシステムログ）を入力情報にしてデータベースを回復します。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                  

                  	運用例

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合のアンロードレスシステムログ運用の手順を次の図に示します。

                     
                        図3‒5　アンロードレスシステムログ運用の手順（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  

               

               
                  (1)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドで，バックアップを取得するサーバのシステムログファイルをスワップさせてください。

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。データベース回復時に必要なシステムログを格納しているシステムログファイルは，これ以降現用になったシステムログファイルです。

                  pdlogswap -d sys -s bes1 -w

               
               
                  (2)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，システムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys -s bes1

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              今日1日でlog01及びlog02のファイルを使用しました。したがって，両ファイルともアンロード待ち状態になっています。

                           

                           	
                              pdlogswap -wコマンドでシステムログファイルをスワップしたので，シンクポイントダンプが有効化されています。このため，log01及びlog02のファイルは上書きできる状態になっています。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　バックアップを取得します

                  pdcopyコマンド（データベース複写ユティリティ）でバックエンドサーバ（bes1）下のRDエリアのバックアップを取得します。このとき，-ｚオプションを指定してログポイント情報ファイルも同時に取得してください。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -s bes1 -b /pdcopy/bes1bkup01 
-z /pdcopy/bes1logp01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードにはｒを指定します。

                        -s：バックエンドサーバ（bes1）下のRDエリアのバックアップを取得する指定をします。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。

                     

                     	ログポイント情報ファイルに障害が発生した場合

                     	
                        ログポイント情報ファイルに障害が発生した場合，ここで取得したバックアップファイルからログポイント情報ファイルを再作成してください。pdrstr -zコマンド（データベース回復ユティリティ）で，ログポイント情報ファイルを再作成できます。

                        pdrstr -b /pdcopy/bes1bkup01 -z /pdcopy/bes1logp01

                     

                  

               
               
                  (4)　システムログファイルを解放します

                  pdlogchgコマンドで，ログポイント以前のシステムログファイル（log01，log02）を解放してください。-zオプションには，(3)で取得したログポイント情報ファイルを指定します。

                  pdlogchg -z /pdcopy/bes1logp01 -x host01

               
               
                  (5)　システムログファイルの状態を確認します

                  pdloglsコマンドで，バックエンドサーバ（bes1）のシステムログファイルの状態を確認してください。

                  pdlogls -d sys -s bes1

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              システムログファイルを解放したため，ファイルの状態がアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わります。

                           

                           	
                              したがって，ファイルの状態が上書きできる状態かつ，アンロード済み状態になったため，スワップ先にできない状態からスワップ先にできる状態に変わります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　スワップ先にできる状態のファイルがあるかを確認します

                  pdloglsコマンドで，スワップ先にできる状態のファイルがあるかを確認してください。

                  pdlogls -d sys -s bes1
pdlogls -d sys -s bes2
pdlogls -d sys -s bes3
pdlogls -d sys -s bes4
pdlogls -d sys -s dic

                  
                     	重要

                     	
                        スワップ先にできる状態のファイルがない状態でシステムログファイルがスワップすると，そのユニットが異常終了します。したがって，HiRDB管理者はスワップ先にできる状態のファイルが常にあるように運用してください。なお，スワップ先にできる状態のファイルがなくなると，HiRDBはKFPS01224-Iメッセージをメッセージログファイル及びsyslogfileに出力します。

                     

                  

               
            
         
         
            3.4　アンロード状態のチェックを解除する運用

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDBは，システムログファイルのアンロード状態を常にチェックしています。アンロード待ち状態のファイルは上書きできないようにしています。HiRDB管理者は，このアンロード待ち状態のファイルをアンロードするか，又はこのファイルを解放するかして，ファイルの状態をアンロード済み状態にする必要があります。

            しかし，データベースの回復にシステムログ（アンロードログ）を使用しない場合は，このシステムログのアンロード操作又は解放操作（pdlogunldコマンド又はpdlogchgコマンドの実行）はむだな作業になります。このような場合は，HiRDBが行っているアンロード状態のチェックを解除することをお勧めします。そうすれば，HiRDB管理者のシステムログファイルのアンロード操作又は解放操作が不要になります。

            
               3.4.1　スワップ先にできる条件が変わります

               アンロード状態のチェックを解除すると，スワップ先にできる条件は次の三つだけになります。

               
                  	
                     上書きできる状態

                  

                  	
                     抽出完了状態（HiRDB Datareplicator）

                  

                  	
                     オンライン再編成上書き可能状態（HiRDB Staticizer Option）

                  

               

               アンロードの状態は，システムログファイルをスワップ先にできるかどうかの条件に関係がなくなります。

            
            
               3.4.2　利点

               
                  	
                     システムログファイルのアンロード操作又は解放操作がなくなるため，運用方法が簡単になります。

                  

                  	
                     アンロードログファイルを保管するためのファイル容量が必要なくなります。

                  

               

            
            
               3.4.3　適用基準

               主に，参照系のデータベースの場合に適用します。

               例えば，次に示すように，システムログを使用しなくてもデータベースを回復できる場合にこの運用をお勧めします。

               
                  	
                     データを再ロードするだけでデータベースを回復できる場合

                  

                  	
                     バックアップだけでデータベースを回復できる場合

                  

                  	
                     データベースのバックアップを取得した時点以降の更新については，実行したUAP，ユティリティを再実行すればデータベースを回復できる場合

                  

               

               
                  	HiRDB/パラレルサーバの場合

                  	
                     
                        	
                           この運用は，サーバ単位に実行できます。したがって，適用基準を満たしているバックエンドサーバごとにこの運用を適用してもかまいません。

                        

                        	
                           フロントエンドサーバのシステムログは，データベースの回復作業に必要ないのでアンロードする必要はありません。このため，フロントエンドサーバについてはこの運用を適用することをお勧めします。

                        

                     

                  

               

            
            
               3.4.4　注意事項

               
                  (1)　データベースの回復について

                  データベースの回復にシステムログが必要なのにこの運用をした場合は，データベースの回復手段がなくなります。

               
               
                  (2)　システムログファイルの容量について

                  更新量が多いトランザクションを実行すると，トランザクションの開始から終了までの間にすべてのシステムログファイルを使用することが考えられます。この場合，HiRDBはすべてのシステムログファイルの上書きを禁止します（上書きできない状態にします）。そうすると，現用として割り当てられるシステムログファイルがなくなるため注意してください。

               
               
                  (3)　pdlogunld及びpdlogchgコマンドに制限事項が発生します

                  
                     	
                        HiRDBの稼働中は次に示すコマンドが使用できなくなります。

                        
                           	
                              pdlogunld（-fオプションを指定する場合だけは使用できます）

                           

                           	
                              pdlogchg（-Rオプションを指定する場合だけは使用できます）

                           

                        

                        HiRDBの停止中はこれらのコマンドを通常通り使用できます（全オプションを指定できます）。

                     

                     	
                        pdlogunld又はpdlogchgコマンドの実行処理中にHiRDBを開始しないでください。開始すると，pdlogunld又はpdlogchgコマンドがエラーになります。なお，pdlogunldコマンドがエラーになっても，アンロードログファイルが作成されることがあります。しかし，このアンロードログファイルはデータベースを回復するときに使用できません。

                     

                  

               
            
            
               3.4.5　環境設定

               この運用をする場合は，HiRDBシステム定義の各サーバ定義に次に示す指定をしてください。

               
                  	
                     pd_log_unload_check＝N

                  

               

               HiRDB/シングルサーバの場合は，シングルサーバ定義でこのオペランドを指定します。

               HiRDB/パラレルサーバの場合は，サーバ共通定義で一括して指定するか，又は次に示す各サーバ定義でそれぞれ指定してください。

               
                  	
                     フロントエンドサーバ定義

                  

                  	
                     バックエンドサーバ定義

                  

                  	
                     ディクショナリサーバ定義

                  

               

            
            
               3.4.6　運用方法

               スワップ先にできる状態のファイルがあるかどうかを，pdloglsコマンドで確認してください。システムログファイルのアンロード操作又は解放操作は不要です。

               
                  	●データベースを更新するUAPを実行するときの運用方法

                  	
                     データベースを更新するUAPを実行するときは，次に示す手順に従ってください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdlogswapコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                                 pdlogswap -d sys -s b001

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドでRDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                                 pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01

                              

                              	
                                 UAPを実行します。

                              

                           

                           障害発生時，表にデータを再度格納し，UAPとその後の処理が再実行できるような場合は，上記の〈手順〉は必要ありません。

                           コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               3.4.7　システムログファイルに障害が発生した場合

               システムログファイルに障害が発生すると，障害の発生したシステムログファイルは予備となり，以降のHiRDB稼働時に現用として割り当てられません。ここでいう障害の発生したシステムログファイルとは，物理的な障害が発生したシステムログファイルのほかに，次に示すようなシステムログファイルも含まれます。

               
                  	
                     HiRDBの異常終了後に強制正常開始（pdstart dbdestroy又はpdstart -i）をしたときに，前回のHiRDB稼働時に現用として使用したシステムログファイル

                  

                  	
                     正常開始中に何らかの要因でユニットが開始できなかったときに，前回開始時に現用として割り当てられたシステムログファイル（開始完了までに現用ファイルを割り当てていたサーバに限ります）

                  

               

               上記のように，障害の発生したシステムログファイルは現用として割り当てられません。

               なお，前回のHiRDB稼働時に現用として割り当てていたシステムログファイルは，pdlogchg又はpdlogunldコマンドを実行すると，再度現用ファイルとして割り当てられます。

               ただし，物理的に障害の発生したシステムログファイルであっても，pdlogchg又はpdlogunldコマンドを実行すると，次回のHiRDB稼働時に現用ファイルの割り当て対象になります。障害の発生したシステムログファイルが現用になると，HiRDBの異常終了の原因となります。したがって，障害要因を取り除いた後にpdlogchg又はpdlogunldコマンドを実行してください。

            
         
         
            3.5　システムログファイルの操作方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，システムログファイルの操作方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  スワップ先にできる状態のファイルを確認する場合

               

               	
                  スワップ先にできる状態のファイルがない場合

               

               	
                  現用ファイルをアンロードする場合

               

               	
                  アンロード済み状態のファイルをアンロードする場合

               

               	
                  アンロード待ち状態のファイルに格納されているシステムログが必要ない場合

               

               	
                  ファイルの状態を変更する場合

               

               	
                  HiRDBの稼働中にシステムログファイルの容量を大きく（小さく）する場合

               

               	
                  システムログファイルを新規追加する場合

               

               	
                  システムログファイルを削除する場合

               

            

            
               3.5.1　スワップ先にできる状態のファイルを確認する場合

               pdloglsコマンドで，スワップ先にできる状態のファイルがあるかどうかを確認できます。スワップ先にできる状態のファイルがない場合はスワップ先にできる状態のファイルを追加してください。追加方法については，「スワップ先にできる状態のファイルがない場合」を参照してください。

               スワップ先にできる状態のファイルがない状態でシステムログファイルのスワップが発生すると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。なお，スワップ先にできる状態のファイルがなくなると，HiRDBはその旨のメッセージを出力します。

            
            
               3.5.2　スワップ先にできる状態のファイルがない場合

               pdloglsコマンドで，上書きできる状態のファイルがあるかどうかを確認してください。

               
                  (1)　上書きできる状態のファイルがある場合

                  上書きできる状態のファイルがある場合は，そのファイルをアンロード済み状態にしてスワップ先にできる状態のファイルを作成してください。アンロード待ち状態のファイルをアンロード済み状態にするには，次に示す二つの方法があります。

                  
                     	
                        pdlogunldコマンドでシステムログファイルをアンロードします。

                     

                     	
                        pdlogchgコマンドでシステムログを破棄します。

                     

                  

                  ただし，システム及びデータベースの回復に必要なシステムログを格納しているファイルに対して，pdlogchgコマンドを実行するときは注意してください。そのファイルが上書きされると，システム及びデータベースの回復に必要なシステムログがなくなり，障害発生時にデータベースが回復できなくなることがあります。

                  なお，HiRDB Datareplicatorを使用している場合は抽出未完了状態を解除する必要があります。また，HiRDB Staticizer Optionの更新可能なオンライン再編成機能を使用している場合はオンライン再編成上書き禁止状態を解除する必要があります。この状態を解除しないとスワップ先にできる状態になりません。

               
               
                  (2)　上書きできる状態のファイルがない場合

                  システムログファイルを追加してください。システムログファイルの追加方法については，「システムログファイルを新規追加する場合」を参照してください。

               
            
            
               3.5.3　現用ファイルをアンロードする場合

               データベースの回復処理などで現用ファイルをアンロードする場合は，pdlogunld -fコマンドを実行してください。ただし，pdlogunld -fコマンドを実行しても，ファイルの状態は変わりません。

            
            
               3.5.4　アンロード済み状態のファイルをアンロードする場合

               アンロード済み状態のファイルをアンロードする場合は，次に示す手順でアンロードを実行してください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdlogclsコマンドでアンロード対象のファイルをクローズします（予約状態にします）。

                           pdlogcls -d sys -s b001 -g syslog01

                        

                        	
                           pdlogunld -fコマンドでアンロードを実行します。なお，ファイルの状態は変わりません。

                           pdlogunld -d sys -s b001 -g syslog01 -f 

                        

                     

                     コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  

               

            
            
               3.5.5　アンロード待ち状態のファイルに格納されているシステムログが必要ない場合

               アンロード待ち状態のファイルに格納されているシステムログが必要ない場合は，pdlogchgコマンドでファイルの状態をアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変えてください。

            
            
               3.5.6　ファイルの状態を変更する場合

               
                  (1)　現用ファイルを変更する場合

                  現用ファイルを変更する場合は，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップさせます。現用ファイルはスワップ先にできない状態になり，スワップ先にできる状態のファイルの一つが現用ファイルになります。現用ファイル中のシステムログが必要な場合にこのコマンドを実行します。

                  なお，スワップ先にできる状態のファイルがない場合はpdlogswapコマンドを実行できません。

               
               
                  (2)　予約ファイルを上書きできる状態にする場合

                  pdlogopenコマンドで予約ファイルを上書きできる状態にできます。ただし，HiRDBを正常開始した場合は上書きできない状態になります。

               
               
                  (3)　上書きできる状態のファイルを予約にする場合

                  pdlogclsコマンドで上書きできる状態のファイルを予約にできます。ただし，上書きできる状態のファイルが一つしかない場合は，そのファイルを予約にできません。また，上書きできない状態のファイルは，ファイル中にシステムの回復に必要なシステムログを含んでいるため，予約にできません。

               
               
                  (4)　抽出未完了状態のファイルを抽出完了状態にする場合

                  pdlogchg -Rコマンドで抽出未完了状態のファイルを抽出完了状態にできます。強制的にファイルの状態を変更すると，HiRDB Datareplicatorが必要なシステムログを抽出できなくなり，反映側データベースとの同期が取れない，又はデータ連動ができないことがあります。障害発生によってシステムログファイルの再作成が必要なときなどにpdlogchg
                     -Rコマンドを実行し，それ以外の場合はpdlogchg -Rコマンドを実行しないでください。

               
               
                  (5)　オンライン再編成上書き禁止状態のファイルをオンライン再編成上書き可能状態にする場合

                  pdlogchg -Gコマンドでオンライン再編成上書き禁止状態のファイルをオンライン再編成上書き可能状態にできます。強制的にファイルの状態を変更すると，追い付き反映処理に必要なシステムログがなくなり更新可能なオンライン再編成ができないことがあります。障害発生によってシステムログファイルの再作成が必要なときなどにpdlogchg
                     -Gコマンドを実行し，それ以外の場合はpdlogchg -Gコマンドを実行しないでください。

               
            
            
               3.5.7　HiRDBの稼働中にシステムログファイルの容量を大きく（小さく）する場合

               次に示す手順でシステムログファイルの容量を大きくしてください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdloglsコマンドでシステムログファイルの状態を確認します。

                           pdlogls -d sys -s b001

                        

                        	
                           pdlogclsコマンドで，スワップ先にできる状態のファイルを予約にします。

                           pdlogcls -d sys -s b001 -g syslog01

                        

                        	
                           pdlogrmコマンドで予約ファイルを削除します。

                           pdlogrm -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1a

                           pdlogrm -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1b

                        

                        	
                           pdloginitコマンドで，3で削除したシステムログファイルを再作成します。

                           このとき，レコード数を変更前のシステムログファイルより大きくしてください。ファイル容量を小さくする場合はレコード数を小さくしてください。

                           pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1a -n 5000

                           pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1b -n 5000

                        

                        	
                           pdlogopenコマンドで，4で作成したファイルをスワップ先にできる状態にします。

                           pdlogopen -d sys -s b001 -g syslog01

                        

                     

                     コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           スワップ先にできる状態のファイルを予約に変更するとき，すべてのスワップ先にできる状態のファイルを予約に変更しないでください。スワップ先にできる状態のファイルがないときにシステムログファイルのスワップが発生すると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。したがって，スワップ先にできる状態のファイルを一つ以上残した状態でシステムログファイルの容量を変更してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               3.5.8　システムログファイルを新規追加する場合

               システムログファイルを新規追加する手順を次に示します。なお，ファイルを追加する前に，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」で，システムログファイルの設計について読むことをお勧めします。

               
                  (1)　HiRDBを正常終了できる場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfstatfsコマンドで，システムログファイルを作成するHiRDBファイルシステム領域に空きがあるかを確認します。

                              pdfstatfs /sysfile01

                              空きがない場合はHiRDBファイルシステム領域を新規作成してください。HiRDBファイルシステム領域の作成方法については，「HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                           

                           	
                              HiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには4で追加するシステムログファイルを指定します。

                              ・pdlogadfg -d sysオペランド

                              ・pdlogadpf -d sysオペランド

                           

                           	
                              pdloginitコマンドでシステムログファイルを追加（初期設定）します。

                              pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1a -n 5000

                              pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1b -n 5000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBを正常終了できない場合

                  HiRDBシステム定義を変更するときにシステム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用します。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                     High Availabilityが必要になります。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfstatfsコマンドで，システムログファイルを作成するHiRDBファイルシステム領域に空きがあるかを確認します。

                              pdfstatfs /sysfile01

                              空きがない場合はHiRDBファイルシステム領域を新規作成してください。HiRDBファイルシステム領域の作成方法については，「HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを2で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには5で追加するシステムログファイルを指定します。

                              ・pdlogadfg -d sysオペランド

                              ・pdlogadpf -d sysオペランド

                           

                           	
                              pdloginitコマンドでシステムログファイルを追加（初期設定）します。

                              pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1a -n 5000

                              pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile01/syslog1b -n 5000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドで，$PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdchgconfコマンドで，HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                     	備考

                     	
                        ここで説明する方法でシステムログファイルを追加する場合，pdchgconfコマンドの実行中にシステムログファイルがスワップします。スワップ先にできる状態のファイルがない場合は，追加したシステムログファイルにスワップします。

                     

                  

               
            
            
               3.5.9　システムログファイルを削除する場合

               pdlogrmコマンドで予約ファイルを削除できます。予約以外の状態のシステムログファイルは削除できません。

               必要に応じて次に示すオペランドを削除してください。pdlogrmコマンドで削除したシステムログファイルに対応するオペランドを削除します。

               
                  	
                     pdlogadfg -d sysオペランド

                  

                  	
                     pdlogadpf -d sysオペランド

                  

               

               これらのオペランドを削除しないと，削除したシステムログファイルは実体のないファイルになります。

            
         
         
            3.6　システムログファイルの状態遷移

            HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移を次の表に示します。

            
               	
                  表「HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が1〜9）」

               

               	
                  表「HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が10〜17）」

               

               	
                  表「HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が18〜25）」

               

               	
                  表「HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が26〜33）」

               

            

            
               	備考

               	
                  
                     	
                        表中の状態遷移はイベントが正常に処理されることを前提としています。

                     

                     	
                        HiRDBは稼働中のときだけシステムログファイルの状態を管理しています。

                     

                     	
                        予約ファイルに対してpdlogunld及びpdlogchgコマンドを実行しても，pdloglsコマンドで表示されるシステムログファイルの状態は変化しません。システムログファイルの状態を知りたい場合は，pdlogopenコマンドを実行した後にpdloglsコマンドを実行してください。

                     

                  

               

            

            
               表3‒4　HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が1〜9）
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベント

                        
                        	
                           システムログファイルの状態

                        
                     

                     
                        	
                           現用

                        
                        	
                           待機（アンロード待ち状態）

                        
                     

                     
                        	
                           上書きできる状態

                        
                        	
                           上書きできない状態

                        
                     

                     
                        	
                           可能

                        
                        	
                           禁止

                        
                        	
                           可能

                        
                        	
                           禁止

                        
                     

                     
                        	
                           完了

                        
                        	
                           未完

                        
                        	
                           完了

                        
                        	
                           未完

                        
                        	
                           完了

                        
                        	
                           未完

                        
                        	
                           完了

                        
                        	
                           未完

                        
                     

                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           7

                        
                        	
                           8

                        
                        	
                           9

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システムログファイルの容量満杯でスワップ発生

                        
                        	
                           →9

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           現用ファイルの障害でスワップ発生

                        
                        	
                           非二重化で障害発生，又は二重化でＡ系とＢ系共に障害発生

                        
                        	
                           →25

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           二重化で片系に障害発生

                        
                        	
                           片系運転可

                        
                        	
                           →9

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           片系運転不可

                        
                        	
                           →25

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogswapコマンドの実行

                        
                        	
                           →9

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           シンクポイントダンプの有効化

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           →4

                        
                        	
                           →5

                        
                     

                     
                        	
                           自動ログアンロード機能によるアンロード完了

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           →11

                        
                        	
                           →12

                        
                        	
                           →13

                        
                        	
                           →14

                        
                        	
                           →15

                        
                        	
                           →16

                        
                        	
                           →17

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDB Datareplicatorによる全データ抽出完了

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →4

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →8

                        
                     

                     
                        	
                           更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理によるシステムログファイル内の全データ読み込み完了（pd_log_org_reflected_logpoint＝release指定時）

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           →7

                        
                     

                     
                        	
                           更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理完了

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           →7

                        
                     

                     
                        	
                           システムログファイルの満杯検知によるオンライン再編成上書き禁止状態の解除発生（pd_log_org_no_standby_file_opr＝continue指定時）

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           →7

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogunldコマンドの実行

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           →11

                        
                        	
                           →12

                        
                        	
                           →13

                        
                        	
                           →14

                        
                        	
                           →15

                        
                        	
                           →16

                        
                        	
                           →17

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogchgコマンドの実行

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           →11

                        
                        	
                           →12

                        
                        	
                           →13

                        
                        	
                           →14

                        
                        	
                           →15

                        
                        	
                           →16

                        
                        	
                           →17

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogchg -Rの実行

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →4

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →8

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogchg -Gの実行

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           →7

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogopenコマンドの実行※

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogclsコマンドの実行※

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →18

                        
                        	
                           →19

                        
                        	
                           →20

                        
                        	
                           →21

                        
                        	
                           →22

                        
                        	
                           →23

                        
                        	
                           →24

                        
                        	
                           →25

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  可能：オンライン再編成上書き可能状態

                  禁止：オンライン再編成上書き禁止状態

                  完了：抽出完了状態

                  未完：抽出未完了状態

                  −：該当しない，又は状態が遷移しないことを示しています。

                  →n：イベント後のシステムログファイルの状態を示しています。

                  例えば，→1の場合はイベント後にシステムログファイルの状態は現用になります。

               

               	注※　-a及び-bオプションの指定を省略した場合に適用されます。

               	
                  
                     表3‒5　HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が10〜17）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 イベント

                              
                              	
                                 システムログファイルの状態

                              
                           

                           
                              	
                                 待機（アンロード済み状態）

                              
                           

                           
                              	
                                 上書きできる状態

                              
                              	
                                 上書きできない状態

                              
                           

                           
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                           
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                           

                           
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 11

                              
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 13

                              
                              	
                                 14

                              
                              	
                                 15

                              
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 17

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システムログファイルの容量満杯でスワップ発生

                              
                              	
                                 →1

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 現用ファイルの障害でスワップ発生

                              
                              	
                                 非二重化で障害発生，又は二重化でＡ系とＢ系共に障害発生

                              
                              	
                                 →1

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 二重化で片系に障害発生

                              
                              	
                                 片系運転可

                              
                              	
                                 →1

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 片系運転不可

                              
                              	
                                 →1

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogswapコマンドの実行

                              
                              	
                                 →1

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプの有効化

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 →11

                              
                              	
                                 →12

                              
                              	
                                 →13

                              
                           

                           
                              	
                                 自動ログアンロード機能によるアンロード完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB Datareplicatorによる全データ抽出完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →12

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →14

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →16

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理によるシステムログファイル内の全データ読み込み完了（pd_log_org_reflected_logpoint＝release指定時）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 →11

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →14

                              
                              	
                                 →15

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 →11

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →14

                              
                              	
                                 →15

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルの満杯検知によるオンライン再編成上書き禁止状態の解除発生（pd_log_org_no_standby_file_opr＝continue指定時）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 →11

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →14

                              
                              	
                                 →15

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogunldコマンドの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchgコマンドの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchg -Rの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →12

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →14

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →16

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchg -Gの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 →11

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →14

                              
                              	
                                 →15

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogopenコマンドの実行※

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogclsコマンドの実行※

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 →28

                              
                              	
                                 →29

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                              	
                                 →32

                              
                              	
                                 →33

                              
                           

                        
                     

                  
               

               	（凡例）

               	
                  可能：オンライン再編成上書き可能状態

                  禁止：オンライン再編成上書き禁止状態

                  完了：抽出完了状態

                  未完：抽出未完了状態

                  −：該当しない，又は状態が遷移しないことを示しています。

                  →n：イベント後のシステムログファイルの状態を示しています。

                  例えば，→1の場合はイベント後にシステムログファイルの状態は現用になります。

               

               	注※　-a及び-bオプションの指定を省略した場合に適用されます。

               	
                  
                     表3‒6　HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が18〜25）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 イベント

                              
                              	
                                 システムログファイルの状態

                              
                           

                           
                              	
                                 予約かつアンロード待ち状態

                              
                           

                           
                              	
                                 上書きできる状態

                              
                              	
                                 上書きできない状態

                              
                           

                           
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                           
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                           

                           
                              	
                                 18

                              
                              	
                                 19

                              
                              	
                                 20

                              
                              	
                                 21

                              
                              	
                                 22

                              
                              	
                                 23

                              
                              	
                                 24

                              
                              	
                                 25

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システムログファイルの容量満杯でスワップ発生

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 現用ファイルの障害でスワップ発生

                              
                              	
                                 非二重化で障害発生，又は二重化でＡ系とＢ系共に障害発生

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 二重化で片系に障害発生

                              
                              	
                                 片系運転可

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 片系運転不可

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogswapコマンドの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプの有効化

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →18

                              
                              	
                                 →19

                              
                              	
                                 →20

                              
                              	
                                 →21

                              
                           

                           
                              	
                                 自動ログアンロード機能によるアンロード完了

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 →28

                              
                              	
                                 →29

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                              	
                                 →32

                              
                              	
                                 →33

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB Datareplicatorによる全データ抽出完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →18

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →20

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →22

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →24

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理によるシステムログファイル内の全データ読み込み完了（pd_log_org_reflected_logpoint＝release指定時）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →18

                              
                              	
                                 →19

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →22

                              
                              	
                                 →23

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →18

                              
                              	
                                 →19

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →22

                              
                              	
                                 →23

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルの満杯検知によるオンライン再編成上書き禁止状態の解除発生（pd_log_org_no_standby_file_opr＝continue指定時）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →18

                              
                              	
                                 →19

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →22

                              
                              	
                                 →23

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogunldコマンドの実行

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 →28

                              
                              	
                                 →29

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                              	
                                 →32

                              
                              	
                                 →33

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchgコマンドの実行

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 →28

                              
                              	
                                 →29

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                              	
                                 →32

                              
                              	
                                 →33

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchg -Rの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →18

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →20

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →22

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →24

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchg -Gの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →18

                              
                              	
                                 →19

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →22

                              
                              	
                                 →23

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogopenコマンドの実行※

                              
                              	
                                 →2

                              
                              	
                                 →3

                              
                              	
                                 →4

                              
                              	
                                 →5

                              
                              	
                                 →6

                              
                              	
                                 →7

                              
                              	
                                 →8

                              
                              	
                                 →9

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogclsコマンドの実行※

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                        
                     

                  
               

               	（凡例）

               	
                  可能：オンライン再編成上書き可能状態

                  禁止：オンライン再編成上書き禁止状態

                  完了：抽出完了状態

                  未完：抽出未完了状態

                  −：該当しない，又は状態が遷移しないことを示しています。

                  →n：イベント後のシステムログファイルの状態を示しています。

                  例えば，→1の場合はイベント後にシステムログファイルの状態は現用になります。

               

               	注※　-a及び-bオプションの指定を省略した場合に適用されます。

               	
                  
                     表3‒7　HiRDB稼働中のシステムログファイルの状態遷移（システムログファイルの状態が26〜33）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 イベント

                              
                              	
                                 システムログファイルの状態

                              
                           

                           
                              	
                                 予約かつアンロード済み状態

                              
                           

                           
                              	
                                 上書きできる状態

                              
                              	
                                 上書きできない状態

                              
                           

                           
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                           
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                              	
                                 完了

                              
                              	
                                 未完

                              
                           

                           
                              	
                                 26

                              
                              	
                                 27

                              
                              	
                                 28

                              
                              	
                                 29

                              
                              	
                                 30

                              
                              	
                                 31

                              
                              	
                                 32

                              
                              	
                                 33

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システムログファイルの容量満杯でスワップ発生

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 現用ファイルの障害でスワップ発生

                              
                              	
                                 非二重化で障害発生，又は二重化でＡ系とＢ系共に障害発生

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 二重化で片系に障害発生

                              
                              	
                                 片系運転可

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 片系運転不可

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogswapコマンドの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプの有効化

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 →28

                              
                              	
                                 →29

                              
                           

                           
                              	
                                 自動ログアンロード機能によるアンロード完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB Datareplicatorによる全データ抽出完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →28

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →32

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理によるシステムログファイル内の全データ読み込み完了（pd_log_org_reflected_logpoint＝release指定時）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理完了

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルの満杯検知によるオンライン再編成上書き禁止状態の解除発生（pd_log_org_no_standby_file_opr＝continue指定時）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogunldコマンドの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchgコマンドの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchg -Rの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →28

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →32

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogchg -Gの実行

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →26

                              
                              	
                                 →27

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 →30

                              
                              	
                                 →31

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogopenコマンドの実行※

                              
                              	
                                 →10

                              
                              	
                                 →11

                              
                              	
                                 →12

                              
                              	
                                 →13

                              
                              	
                                 →14

                              
                              	
                                 →15

                              
                              	
                                 →16

                              
                              	
                                 →17

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogclsコマンドの実行※

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                        
                     

                  
               

               	（凡例）

               	
                  可能：オンライン再編成上書き可能状態

                  禁止：オンライン再編成上書き禁止状態

                  完了：抽出完了状態

                  未完：抽出未完了状態

                  −：該当しない，又は状態が遷移しないことを示しています。

                  →n：イベント後のシステムログファイルの状態を示しています。

                  例えば，→1の場合はイベント後にシステムログファイルの状態は現用になります。

               

            

            注※　-a及び-bオプションの指定を省略した場合に適用されます。

         
         
            3.7　システムログファイルのレコード長の変更方法

            実行者　HiRDB管理者

            システムログファイルのレコード長を変更できます。選択できるレコード長は1024，2048，4096バイトのどれかを選択できます。例えば，レコード長を短くすると，システムログの容量を減らせます。

            なお，現在のレコード長は，pdloglsコマンドで調べられます。

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        システムログファイルのレコード長は統一してください。

                     

                     	
                        システムログファイルのレコード長に2048又は4096を選択した場合は，pd_log_rec_lengオペランドに選択したレコード長を指定してください。pd_log_rec_lengの指定と異なるレコード長のシステムログファイルはオープンされません。

                     

                     	
                        システムログファイルのレコード長を変更すると，次の点も変更になります。

                        ・全システムログファイルの総容量

                        ・ユニットコントローラが使用する共用メモリサイズ

                        これらの見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                  

               

            

            
               3.7.1　例題１（システムログをアンロードする運用をしている場合）

               システムログファイルのレコード長を4096バイトから1024バイトに変更します。

               
                  	前提条件

                  	
                     
                        	
                           HiRDBは正常終了した状態です。

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorとデータ連携している場合は，最新のシステムログファイルの抽出が完了した後に，HiRDB Datareplicatorを終了させておいてください。

                        

                     

                  

                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M x -a -b /pdcopy/backup01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。pdstart -rでHiRDBを開始しているため，xを指定する場合でも，RDエリアを閉塞かつクローズ状態にする必要がありません。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (4)　アンロード待ち状態のシステムログファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  pdlogunld -d sys -g log1 -o /unld/unldlog1

               
               
                  (5)　pd_log_rec_lengオペランドを削除します

                  サーバ定義にpd_log_rec_lengオペランドを指定していれば削除します。

               
               
                  (6)　pdlogrmコマンドでシステムログファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log1a
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log1b
pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log2a
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log2b
pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log3a
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log3b
pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log4a
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log4b

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        システムログファイルを二重化している場合，Ｂ系のシステムログファイルも忘れずに削除してください。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdloginitコマンドでシステムログファイルを再作成します

                  pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log1a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log1b -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log2a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log2b -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log3a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log3b -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log4a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log4b -n 2000

               
               
                  (8)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

                  HiRDB Datareplicatorとデータ連携している場合は，HiRDB Datareplicatorを開始してください。

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               3.7.2　例題２（アンロードレスシステムログ運用をしている場合）

               システムログファイルのレコード長を4096バイトから1024バイトに変更します。

               
                  	前提条件

                  	
                     
                        	
                           HiRDBは正常終了した状態です。

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorとデータ連携している場合は，最新のシステムログファイルの抽出が完了した後に，HiRDB Datareplicatorを終了させておいてください。

                        

                     

                  

                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01
-z /pdcopy/logpoint01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。HiRDB/パラレルサーバの場合は，-a指定でバックアップを取得できません。-s指定でサーバ単位に全RDエリアのバックアップを取得してください。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (4)　アンロード待ち状態のシステムログファイルをpdlogchgコマンドで解放します

                  pdlogchg -d sys -g log1 -z /pdcopy/logpoint01

               
               
                  (5)　pd_log_rec_lengオペランドを削除します

                  サーバ定義にpd_log_rec_lengオペランドを指定していれば削除します。

               
               
                  (6)　pdlogrmコマンドでシステムログファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log1a -u
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log1b -u
pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log2a -u
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log2b -u
pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log3a -u
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log3b -u
pdlogrm -d sys -f /sysfile_a/log4a -u
pdlogrm -d sys -f /sysfile_b/log4b -u

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              強制削除のオプション-uを指定してください。

                           

                           	
                              システムログファイルを二重化している場合，Ｂ系のシステムログファイルも忘れずに削除してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　pdloginitコマンドでシステムログファイルを再作成します

                  pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log1a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log1b -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log2a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log2b -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log3a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log3b -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log4a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_b/log4b -n 2000

               
               
                  (8)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

                  HiRDB Datareplicatorとデータ連携している場合は，HiRDB Datareplicatorを開始してください。

               
               
                  (9)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02
-z /pdcopy/logpoint02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。HiRDB/パラレルサーバの場合は，-a指定でバックアップを取得できません。-s指定でサーバ単位に全RDエリアのバックアップを取得してください。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            3.8　自動ログアンロード機能の運用方法

            実行者　HiRDB管理者

            システムログをアンロードする運用では，pdlogunldコマンドでアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードする必要があります。この作業を忘れるとスワップ先にできる状態のシステムログファイルがなくなり，HiRDBが異常終了します。

            HiRDBではシステムログファイルのアンロード作業を自動化する機能（自動ログアンロード機能）を提供しています。

            なお，ここでの説明はシステムログをアンロードする運用を理解していることを前提にしています。

            
               3.8.1　自動ログアンロード機能とは

               アンロード待ち状態のシステムログファイルをHiRDBが自動的にアンロードする機能をシステムログファイルの自動ログアンロード機能といいます。HiRDB管理者が事前に作成したディレクトリ（これをアンロードログファイル作成ディレクトリといいます）下にアンロードログファイルが作成されます。自動ログアンロード機能を次の図に示します。

               
                  図3‒6　自動ログアンロード機能
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           アンロード待ち状態のシステムログファイルができると，自動的にシステムログのアンロードが行われます。アンロードログファイルはアンロードログファイル作成ディレクトリ下に作成されます。

                        

                        	
                           HiRDB管理者は定期的にアンロードログファイルを別の媒体に移動してください。

                        

                        	
                           アンロードログファイル作成ディレクトリを二つ以上作成した場合，ディレクトリのディスク容量が満杯になったら，ほかのディレクトリにアンロードログファイルの出力先を切り替えます。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　HiRDB管理者がすること

                  ディスク容量満杯又はディスク障害などで，アンロードログファイル作成ディレクトリにアンロードログファイルを作成できない場合，自動ログアンロード機能を停止します。したがって，HiRDB管理者は定期的にアンロードログファイル作成ディレクトリ内のアンロードログファイルを別の媒体に移動してください。また，不要なアンロードログファイルを削除してください。

                  なお，アンロードログファイル作成ディレクトリを二つ以上作成した場合は，全ディレクトリでアンロードログファイルを作成できないときに自動ログアンロード機能を停止します。

               
               
                  (2)　ほかの機能との関係

                  システムログファイルのアンロード状態をHiRDBがチェックしない場合（pd_log_unload_check = Nを指定している場合）は，自動ログアンロード機能は使用できません。

               
               
                  (3)　作成されるアンロードログファイルの名称

                  自動ログアンロード機能で作成されるアンロードログファイルの名称は，次に示す形式になります。なお，作成されたアンロードログファイルの名称は，KFPS01212-Iメッセージで表示されます。

                  サーバ名_サーバランIDと世代番号_ファイルグループ名称

                  
                     	（例）

                     	
                        [image: [図データ]]

                     

                  

                  自動ログアンロード機能で作成されるアンロードログファイルの名称は，pdlogatulコマンドで確認できます。

               
               
                  (4)　アンロードログファイル作成ディレクトリを二つ以上作成した場合

                  ディスク容量満杯又はディスク障害などで，アンロードログファイル作成ディレクトリ内にアンロードログファイルを作成できない場合，ほかのディレクトリ下にアンロードログファイルを作成します。このとき，HiRDBはpd_log_auto_unload_pathオペランドに指定した順番にディレクトリを使用します。

                  例えば，pd_log_auto_unload_path＝"ディレクトリ1"，"ディレクトリ2"，"ディレクトリ3"，…と指定した場合，HiRDBはディレクトリ1，ディレクトリ2，ディレクトリ3，…の順番にディレクトリを使用します。ただし，ディレクトリ2がディスク障害などで使用できない場合，ディレクトリ1の次にディレクトリ3を使用します。

                  アンロードログファイルの作成失敗でディレクトリが切り替わる場合は，KFPS01155-W（reason=1667）メッセージを出力します。

                  アンロードログファイルの作成が失敗してもディレクトリが切り替わらない場合は，KFPS01155-W（reason=1667）メッセージを出力しないで，自動ログアンロード機能を停止します。

                  なお，HiRDBの正常開始時はディレクトリ1から使用します。ただし，これはディレクトリ1にアンロードログファイルがない場合です。ディレクトリ1にアンロードログファイルがある場合はディレクトリ2を使用します。

                  HiRDBの再開始時（システムログファイルのスワップも含む）はHiRDB終了時に使用していたディレクトリを使用します。

                  
                     	注意事項

                     	
                        アンロードログファイル作成ディレクトリを二つ以上作成している場合の注意事項を次に示します。

                        
                           	
                              HiRDBを正常開始したときに空のディレクトリがないと自動ログアンロード機能を停止します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               3.8.2　環境設定

               自動ログアンロード機能を使用するには，次に示す環境設定が必要です。

               
                  	
                     アンロードログファイル作成ディレクトリの作成

                  

                  	
                     pd_log_auto_unload_pathオペランドの指定

                  

                  	
                     pd_log_auto_unload_restartオペランドの指定（障害時にリトライさせる場合）

                  

               

               
                  (1)　アンロードログファイル作成ディレクトリの作成

                  HiRDB管理者がアンロードログファイル作成ディレクトリを作成してください。ディレクトリを作成する前に，空きディスク容量を確認してください。空きディスク容量が少ないと，アンロードログファイルの作成によってディスク容量不足が発生することがあります。

                  また，作成するディレクトリには，HiRDB管理者に対して読み込み権限，書き込み権限，及び実行権限を与えてください。

                  アンロードログファイルをHiRDBファイルシステム領域に作成する場合は，ユティリティ用のHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  なお，HiRDB/パラレルサーバの場合は，サーバごとに異なるディレクトリを作成してください。

                  
                     (a)　必要な空きディスク容量

                     必要な空きディスク容量を次に示します。

                     必要なディスク容量（単位：バイト）
　＝（アンロードするシステムログファイルの総レコード数※１
　　×システムログファイルのレコード長）※２
　　×ディレクトリ内に作成するアンロードログファイル数×1.2

                     
                        	注

                        	
                           
                              	
                                 ここで計算する空きディスク容量は1ディレクトリの容量ではありません。ディレクトリを二つ以上作成する場合は，全ディレクトリの空きディスク容量です。

                              

                              	
                                 一つのディレクトリではディスク容量が不足する場合は，ディレクトリを二つ以上作成してください。

                              

                           

                        

                        	注※1

                        	
                           システムログファイルの自動拡張機能を適用している場合，pd_log_auto_expand_sizeオペランドの拡張上限サイズに指定した値で計算してください。

                        

                        	注※2

                        	
                           システムログファイルの概算値です。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　アンロードログファイル作成ディレクトリを幾つ作成するか

                     アンロードログファイル作成ディレクトリは最大128個作成できますが，多く作成することはお勧めしません。管理が大変にならないよう多くても4個ぐらいにすることをお勧めします。1個だと管理が楽になりますが，ディスク容量満杯又はディスク障害などが発生した場合，自動ログアンロード機能が停止します。

                     ディレクトリを二つ以上作成しておけば，すべてのディレクトリでアンロードログファイルの作成が失敗しないかぎり自動ログアンロード機能が停止しません。このとき，異なるパーティションにディレクトリを作成してください。

                  
                  
                     (c)　注意事項（重要）

                     
                        	
                           マルチHiRDBの場合は，HiRDBごとに異なるディレクトリを作成してください。同じディレクトリを指定すると，どのアンロードログファイルがどのHiRDBに対応しているか分からなくなる可能性があります。

                        

                        	
                           ディレクトリ内にアンロードログファイル以外のファイルを作成しないでください。アンロードログファイル以外のファイルを作成した場合，そのファイルをHiRDBが削除することがあります。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　アンロードログファイルをHiRDBファイルシステム領域に作成する場合

                     アンロードログファイルをHiRDBファイルシステム領域に作成する場合は，pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成してください。pdfmkfsコマンドに指定するオプションの目安を次の表に示します。

                     
                        表3‒8　pdfmkfsコマンドに指定するオプションの目安（アンロードログファイルをHiRDBファイルシステム領域に作成する場合）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    pdfmkfsコマンド

                                    のオプション

                                 
                                 	
                                    指定値の目安

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    -k

                                 
                                 	
                                    使用目的にはUTLを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -n

                                 
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域長には次に示す計算式の値を指定します。

                                    アンロードするシステムログファイルの総レコード数×システムログファイルのレコード長×作成するアンロードログファイル数×1.2÷1048576

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -l

                                 
                                 	
                                    最大ファイル数には，作成するアンロードログファイル数を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -e

                                 
                                 	
                                    最大増分回数には，作成するアンロードログファイル数×23を指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (2)　pd_log_auto_unload_pathオペランドの指定

                  作成したアンロードログファイル作成ディレクトリをpd_log_auto_unload_pathオペランドに指定してください。

                  アンロードログファイルをHiRDBファイルシステム領域に作成する場合は，そのHiRDBファイルシステム領域名を指定してください。

               
               
                  (3)　pd_log_auto_unload_restartオペランドの指定（障害時にリトライさせる場合）

                  pd_log_auto_unload_restartオペランドにYを指定，又は指定を省略すると，一時的な障害でアンロードが失敗した場合，次回のシステムログファイルのスワップを契機にアンロードをリトライします。

               
            
            
               3.8.3　運用例1（アンロードログファイル作成ディレクトリが一つの場合）

               アンロードログファイル作成ディレクトリが一つの場合は，次に示すような運用が考えられます。

               
                  (1)　1週間ごとにアンロードログファイルを別媒体に移動する運用

                  アンロードログファイル作成ディレクトリに1週間分のアンロードログファイルが格納できる場合，1週間ごとにアンロードログファイルを別媒体に移動します。このように定期的にアンロードログファイルを別媒体に移動します。

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (2)　自動ログアンロード機能を停止して，アンロードログファイルを別媒体に移動する運用

                  自動ログアンロード機能を停止して，自動作成したアンロードログファイルをディレクトリ単位に移動することでHiRDBを連続稼働させます。

                  [image: [図データ]]

                  この運用をする場合の手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              pdlogatul -t -wコマンドを実行して，自動ログアンロード機能を停止します。

                           

                           	
                              ディレクトリ内の全アンロードログファイルを別の媒体に移動します。

                           

                           	
                              別の媒体へのデータ移動が正常に完了したかどうか，次の2点を確認します。

                              ・表「自動ログアンロード機能の使用時に障害が発生したときの対策方法」にあるメッセージが出力されていないこと

                              ・pdlogucatコマンドを実行し，対象のアンロードログファイルのシステムログのアンロードの完了状態が「completed」であること

                           

                           	
                              データ移動が正常に完了した後，アンロードログファイル作成先ディレクトリ内にファイルが残っている場合は全ファイルを削除します。

                           

                           	
                              pdlogatul -bコマンドを実行し，自動ログアンロード機能を再開始します。

                           

                        

                     

                  

                  バックアップファイルとアンロードログファイルからデータベースを回復する場合，別の媒体に移動したアンロードログファイルをいったん磁気ディスク上に回復した後，アンロードログファイルの指定順を確認し，pdrstrコマンドを実行してください。

               
               
                  (3)　自動ログアンロード機能を停止しないで，アンロードログファイルを別媒体に移動する運用

                  自動ログアンロード機能を停止しないで，自動作成したアンロードログファイルを別の媒体に移動することで，HiRDBを連続稼働させます。

                  [image: [図データ]]

                  この運用をする場合の手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              次のどちらかの方法で操作可能なアンロードログファイルの名称を確認してください。

                              ・KFPS01212-Iメッセージのアンロードログファイルの名称

                              ・pdlogatul -iコマンドの実行結果に表示される現用世代のシステムログ世代番号より若い世代番号のアンロードログファイルの名称

                              アンロードログファイルの名称については，「作成されるアンロードログファイルの名称」を参照してください。なお，世代番号がffff以上の場合は，pdlogucatコマンドで確認します。

                           

                           	
                              1.で取得した名称のアンロードログファイルを別の媒体に移動します。

                           

                           	
                              別の媒体へのデータ移動が正常に完了したかどうか，次の2点を確認します。

                              ・表「自動ログアンロード機能の使用時に障害が発生したときの対策方法」にあるメッセージが出力されていないこと

                              ・pdlogucatコマンドを実行し，対象のアンロードログファイルのシステムログのアンロードの完了状態が「completed」であること

                           

                           	
                              データ移動が正常に完了した後，アンロードログファイル作成先ディレクトリ内に2.で移動したアンロードログファイルがある場合は削除します。

                           

                        

                     

                  

                  バックアップファイルとアンロードログファイルからデータベースを回復する場合，別の媒体に移動したアンロードログファイルをいったん磁気ディスク上に回復した後，アンロードログファイルの指定順を確認し，pdrstrコマンドを実行してください。

               
            
            
               3.8.4　運用例2（アンロードログファイル作成ディレクトリが二つの場合）

               ここでは，次に示す条件下での自動ログアンロード機能の運用例を説明します。

               
                  	
                     アンロードログファイル作成ディレクトリを二つ作成します。

                  

                  	
                     片方のディレクトリの容量が満杯になってディレクトリが切り替わったら，そのディレクトリ内のアンロードログファイルをほかの媒体に移動します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　ディスクが満杯になるとアンロードログファイル作成ディレクトリが切り替わります

                  ディスクが満杯になるとアンロードログファイル作成ディレクトリ2に切り替わります。このとき，KFPS01151-Iメッセージが出力されます。

                  KFPS01151-I bes1 changed auto log unload directory from /unlddir1/bes1
to /unlddir2/bes1.reason=1665

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードログファイル作成ディレクトリが，/unlddir1/bes1から/unlddir2/bes1に切り替わりました。

                     

                  

               
               
                  (2)　ディレクトリ内の全アンロードログファイルをほかの媒体に移動します

                  /unlddir1/bes1内の全アンロードログファイルをほかの媒体に移動してください。

                  (1)と(2)の作業を繰り返して，アンロードログファイルを別の媒体に格納していきます。

               
            
            
               3.8.5　障害発生時の対策方法

               自動ログアンロード機能の使用時に障害が発生したときの対策方法を次の表に示します。

               
                  表3‒9　自動ログアンロード機能の使用時に障害が発生したときの対策方法
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害内容

                           
                           	
                              対策方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              KFPS01157-W (reason=1662)メッセージが出力された場合

                           
                           	
                              pd_log_auto_unload_pathオペランドに指定したディレクトリパス長，又はディレクトリの指定数に誤りがあります。

                              pd_log_auto_unload_pathオペランドの指定値を見直し，HiRDBを再開始してください。

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01155-W (reason=1667)メッセージが出力された場合

                           
                           	
                              アンロードログファイル作成ディレクトリがあるディスクに障害が発生しました。

                              アンロードログファイルがなくなる可能性があるため，いったん運用を停止してバックアップを取得してください。ディスク障害が発生したアンロードログファイル作成ディレクトリを使用している全サーバ下のRDエリアのバックアップを取得してください。

                              なお，障害が発生したディスクを回復すれば，自動ログアンロード機能を再実行できます。

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01151-I (reason=1665)メッセージが出力された場合

                           
                           	
                              アンロードログファイル作成ディレクトリがあるディスクの容量が満杯です。

                              ディレクトリが一つの場合は自動ログアンロード機能を停止します。ディレクトリ内のアンロードログファイルを別の媒体に移動するか，不要なファイルを削除してください。その後，pdlogatulコマンドで自動ログアンロード機能を開始してください。

                              ディレクトリが二つ以上の場合はディレクトリを切り替えます。全ディレクトリのディスク容量が満杯になると，自動ログアンロード機能を停止します。この場合，ディレクトリ内のアンロードログファイルを別の媒体に移動してください。その後，pdlogatulコマンドで自動ログアンロード機能を開始してください。

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01150-Eメッセージが出力された場合

                           
                           	
                              自動ログアンロード機能が停止しました。

                              
                                 	
                                    pd_log_auto_unload_restartオペランドにYを指定しているか，指定を省略した場合

                                    障害原因を取り除いてください。システムログファイルのスワップを契機にHiRDBは自動的にアンロードをリトライします。

                                 

                                 	
                                    pd_log_auto_unload_restartオペランドにNを指定している場合

                                    障害原因を取り除いた後にpdlogatul -bコマンドで自動ログアンロード機能を再実行してください。

                                 

                              

                              障害の原因としては，すべてのアンロードログファイル作成ディレクトリが次に示す状態になったため，アンロードログファイル作成ディレクトリが使用できなくなったことが考えられます。

                              
                                 	
                                    ディスク満杯※

                                 

                                 	
                                    ディスク障害

                                 

                                 	
                                    パーミッション不正

                                 

                                 	
                                    ディレクトリが存在しない

                                 

                                 	
                                    前回のHiRDB稼働時に作成されたアンロードログファイルがある

                                 

                              

                              上記の要因に当てはまらない場合は，次に示す資料を取得して保守員に連絡してください。

                              
                                 	
                                    syslogfile

                                 

                                 	
                                    $PDDIR/spool下の全ファイル

                                 

                                 	
                                    pdloglsコマンドの実行結果

                                 

                                 	
                                    HiRDBシステム定義ファイルのバックアップ

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01280-Eメッセージが出力された場合

                           
                           	
                              自動ログアンロード処理に失敗しました。

                              KFPS01280-Eメッセージの直後にKFPS01271-Iメッセージが出力されているかを確認してください。

                              
                                 	
                                    KFPS01271-Iメッセージが出力されている場合

                                    アンロードログファイルは正常に作成されているため，対策は必要ありません。

                                 

                                 	
                                    KFPS01271-Iメッセージが出力されていない場合

                                    次の2点を確認してください。次のようになっていれば，対策する必要はありません。

                                    ・アンロードログファイル作成ディレクトリに，該当する世代のアンロードログファイルがある

                                    ・pdlogucatコマンドの実行結果から，該当するアンロードログファイルのアンロードの完了状態が「completed」となっている

                                    上記のようになっていない場合，一部のアンロードログファイルが消失しているため，アンロードログファイルを使用したデータベース回復を行うことができません。この場合，一度運用を停止してHiRDBのバックアップを取得してください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01158-Wメッセージが出力された場合

                           
                           	
                              自動ログアンロードの再開始に失敗しました。

                              システムマネジャユニットのsyslogfileに出力されたKFPS01150-Eメッセージを確認し，メッセージの理由コードから原因を特定して対策してください。

                              また，自動ログアンロード機能が停止しているため，アンロード待ち状態のシステムログファイルグループが残っています。次のどちらかのコマンドを実行し，アンロード済み状態にしてください。

                              
                                 	
                                    pdlogunldコマンド

                                 

                                 	
                                    pdstartコマンド（次回のHiRDB開始時に行われる自動ログアンロード機能によるアンロード）

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     ディスク容量不足などでアンロード処理に失敗した場合，HiRDBは未完成のアンロードログファイルを削除します。アンロードログファイルの作成中にいったんディスク容量が満杯になった後にそのファイルを削除するため，ディスク容量に空きがあるように見えることがあります。

                  

               

            
            
               3.8.6　HiRDB終了時の注意事項

               アンロード処理中にpdstopコマンドを実行した場合，アンロード処理が終了した後にHiRDBの正常終了又は計画停止処理を行います。アンロード処理を待ち合わせないで早急にHiRDBを正常終了又は計画停止する場合は，pdlogatul
                  -tコマンドで自動ログアンロード機能を停止し，その後pdstopコマンドを実行してください。この場合，アンロード待ち状態のシステムログファイルは次回のHiRDB開始時に自動的にアンロードされます。

               なお，HiRDBを強制終了した場合は，アンロード処理中でもアンロード処理を中断します。

            
         
         
            3.9　システムログファイルの空き容量監視機能の運用方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，システムログファイルの空き容量監視機能の運用方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  システムログファイルの空き容量監視機能とは

               

               	
                  環境設定

               

               	
                  空き率が警告値未満になったときのHiRDBの処理

               

               	
                  空き率が警告値未満になったときのHiRDB管理者の処置

               

               	
                  注意事項

               

               	
                  システムログファイルの状態情報ファイルの出力（空き容量監視機能）

               

            

            
               3.9.1　システムログファイルの空き容量監視機能とは

               
                  (1)　機能概要

                  HiRDBの運用を続けると，データベースの更新ログがシステムログファイルに蓄積されていきます。すべてのシステムログファイルが満杯になると，データベースの更新ログが出力できなくなり，HiRDBの運用が続行できなくなるため，HiRDBは異常終了します。この異常終了によるサービス停止を回避するために，HiRDB管理者はシステムログファイルの使用状況を常に監視する必要があります。

                  HiRDBではシステムログファイルの空き容量を監視する機能として，システムログファイルの空き容量監視機能を提供しています。この機能を使用すると，システムログファイルの空き率をHiRDBが監視し，HiRDB管理者が指定したレベルに従い，状況に応じて警告メッセージを出力したり，又はデータベースの利用を制限したりします。システムログファイルの空き容量監視機能は次に示す二つのレベルのどちらかを選択できます。

                  
                     	レベル1：

                     	
                        システムログファイルの空き率が警告値未満になった場合，警告メッセージKFPS01162-Wを出力します。

                     

                     	レベル2：

                     	
                        システムログファイルの空き率が警告値未満になった場合，新規トランザクションのスケジューリングを抑止して，サーバ内の全トランザクションを強制終了します。このとき，KFPS01160-Eメッセージを出力します。これによって，システムログの出力量を抑えます。

                     

                  

               
               
                  (2)　レベル1とレベル2の機能差

                  レベル1とレベル2の機能差を次の表に示します。

                  
                     表3‒10　レベル1とレベル2の機能差
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 機能の項目

                              
                              	
                                 レベル1

                              
                              	
                                 レベル2

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システムログファイルの空き率の監視

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 エラー又は警告メッセージの出力

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 新規トランザクションのスケジューリング抑止

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバ内の全トランザクションの強制終了

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントの取得

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：処理を行います。

                        ×：処理を行いません。

                     

                  

               
               
                  (3)　システムログファイルの空き率について

                  システムログファイルの空き率は，次に示す計算式を基にしてHiRDBが算出します。

                  
                     	システムログファイルの空き率（単位：％）＝

                     	
                        システムログファイルの空き容量÷（システムログファイルの空き容量＋更新ログ量）×100％

                     

                  

                  システムログファイルの空き容量とは，現用ファイルのシステムログ出力可能領域とスワップ先にできる状態のファイルの全領域を加算したものです。更新ログ量とは，シンクポイントから最新ログブロックまでのシステムログ量のことです。システムログファイルの空き率の概念を次の図に示します。

                  
                     図3‒7　システムログファイルの空き率の概念
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              ファイルの薄い網掛け部分が更新ログ量となります。

                           

                           	
                              ファイルの白い部分がシステムログファイルの空き容量となります。

                           

                           	
                              ファイルの濃い網掛け部分は上書きできない状態のシステムログで，ロールバック処理の対象になりません。よって，更新ログ量，又はシステムログファイルの空き容量のどちらにも含まれません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　監視機能が警告するシステムログファイルの空き率（警告値）は

                  システムログファイルの空き容量監視監視機能が警告するシステムログファイルの空き率（警告値）は，システム障害が発生したときにデータベースの回復を安全に行える値です（データベースの回復時にシステムログファイルの容量不足が発生しない値です）。警告値はサーバの種類によって異なります。システムログファイルの空き容量監視機能が警告するシステムログファイルの空き率（警告値）を次の表に示します。

                  
                     表3‒11　システムログファイルの空き容量監視機能が警告するシステムログファイルの空き率（警告値）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 サーバの種類

                              
                              	
                                 システムログファイルの空き容量監視機能が警告

                                 するシステムログファイルの空き率（警告値）

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 67％

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバ

                              
                              	
                                 30％

                              
                           

                           
                              	
                                 ディクショナリサーバ

                              
                              	
                                 67％

                              
                           

                           
                              	
                                 バックエンドサーバ

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               3.9.2　環境設定

               
                  (1)　どちらのレベルを選択するか

                  システムログファイルの空き容量不足によるHiRDBの異常終了の可能性を低くするため，レベル2の設定を推奨します。ただし，レベル2の場合，システムログファイルの空き容量が不足したときに，サーバ内の全トランザクションが強制終了されます。このため，システムログファイルの設計をより正確に行う必要があります。システムログファイルの設計については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　レベルの設定

                  どちらのレベルを使用するかをpd_log_remain_space_checkオペランドで指定します。このオペランドにwarn（省略値）を指定するとレベル1が，safeを指定するとレベル2が設定されます。

               
            
            
               3.9.3　空き率が警告値未満になったときのHiRDBの処理

               
                  (1)　レベル1の場合

                  システムログファイルの空き率が警告値未満になると，警告メッセージKFPS01162-Wを出力します。

               
               
                  (2)　レベル2の場合

                  
                     (a)　新規トランザクションのスケジューリング抑止

                     KFPS01160-Eメッセージを出力して，該当するサーバの新規トランザクションのスケジューリングを抑止します。運用コマンド及びユティリティの内部で発生するトランザクションも抑止対象になります。以後，このサーバでトランザクション処理を行うUAPには，KFPA19703-E（reason=TRNPAUSE）メッセージを出力してエラーリターンします。運用コマンド及びユティリティは異常終了します。このサーバ以外ではトランザクションを処理できますが，ほかのサーバからこのサーバにトランザクションがブランチした場合，UAPにはKFPA19703-E（reason=TRNPAUSE）メッセージを出力してエラーリターンします。

                  
                  
                     (b)　サーバ内の全トランザクションの強制終了

                     該当するサーバで処理中のトランザクションを強制終了します。強制終了したトランザクションにはKFPA11722-E（reason=SERVER PROCESS DOWN）メッセージを出力してエラーリターンします。なお，次に示すトランザクションは強制終了対象外になります。この場合，KFPS01163-Wメッセージを出力してトランザクションの処理が終了するまで待ち合わせます。

                     
                        	
                           コミット又はロールバック中のトランザクション

                        

                        	
                           コミット2相目決着指示待ちのトランザクション

                        

                        	
                           ログレスモードのトランザクション

                        

                     

                     また，上記以外のトランザクション以外でも，システムログファイルに障害が発生している場合は，トランザクションを強制終了しないことがあります。

                  
                  
                     (c)　シンクポイントの取得

                     シンクポイントを「有効保証世代数＋1」回取得します。シンクポイントがすぐに有効化できない場合は，シンクポイントの取得をスキップしないでシンクポイントの有効化が完了するまで待ち合わせます。シンクポイントを取得するとシステムログファイルの空き率が増えます。空き率が警告値以上になると，新規トランザクションのスケジューリングを開始します。このとき，KFPS01161-Iメッセージを出力します。

                  
               
            
            
               3.9.4　空き率が警告値未満になったときのHiRDB管理者の処置

               HiRDB管理者は次に示すことをしてください。

               
                  (1)　空き率が不足したサーバを特定する

                  KFPS01160-E又はKFPS01162-Wメッセージを参照して空き率が不足したサーバを特定してください。pdlogclsコマンドのエラーの場合は，pdlogclsコマンドに指定したサーバが対象サーバになります。

                  
                     	レベル2限定の処置

                     	
                        このサーバは新規トランザクションのスケジューリング抑止状態になっています。コマンドで新規トランザクションのスケジューリング抑止状態のサーバを確認する場合は，pdls
                           -d svrコマンドを実行してください。スケジューリング抑止状態のサーバは，コマンドの実行結果のSTATUSにTRNPAUSEと表示されます。

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログファイルの状態を確認する

                  該当するサーバのシステムログファイルに対してpdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。

               
               
                  (3)　システムログファイルをスワップ先にできる状態にする

                  スワップ先にできる状態のシステムログファイルを増やすために次に示す処置をしてください。

                  
                     	
                        予約ファイルがある場合は，そのファイルをスワップ先にできる状態にしてください。

                     

                     	
                        アンロード待ち状態のファイルがある場合は，そのファイルをアンロード済み状態にしてください。

                     

                     	
                        抽出未完了状態のファイルがある場合は，そのファイルを抽出完了状態にしてください。

                     

                     	
                        オンライン再編成上書き禁止状態のファイルがある場合は，そのファイルをオンライン再編成上書き可能状態にしてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　強制終了されたトランザクションを確認する（レベル2限定）

                  強制終了されたトランザクションはKFPS00993-Iメッセージで確認できます。このメッセージ中のREQUESTにlog_remain_checkと表示されたトランザクションが強制終了の対象になっています。KFPS01161-Iメッセージが出力されると，新規トランザクションがスケジューリングされます。このメッセージが出力された後に，強制終了されたトランザクションを再実行してください。

               
               
                  (5)　KFPS01163-Wメッセージが出力された場合（レベル2限定）

                  強制終了対象外のトランザクションがある場合は，KFPS01163-Wメッセージを出力してトランザクションの処理が終了するまで待ち合わせます。このトランザクションをコマンドなどで強制終了するとRDエリアが障害閉塞になる可能性があるため，pdcancelコマンドなどで強制終了しないでください。

                  なお，このトランザクションを発生させたUAP，運用コマンド，又はユティリティは次に示す手順で特定できます。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS01160-E又はKFPS01163-Wメッセージを参照して対象サーバ名を特定します。

                           

                           	
                              pdls -d trn -a -s サーバ名コマンドでトランザクション情報を取得します。-s サーバ名には1で特定したサーバ名を指定します。

                           

                           	
                              コマンドの実行結果中のPROGRAM又はC-PIDを参照して，このトランザクションを発生させたUAP，運用コマンド，又はユティリティを特定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　システムログファイルの容量不足の原因を特定する

                  システムログファイルの容量不足の原因をシステムログファイルの状態情報ファイルを利用して特定してください。特定方法については，「システムログファイルの状態情報ファイルの出力（空き容量監視機能）」を参照してください。

               
               
                  (7)　システムログファイルの設計を見直す

                  システムログファイルの空き容量監視機能によって何度も警告が発生する場合，システムログファイルの設計（個数，ファイル容量など）に不備があると考えられます。したがって，システムログファイルの設計をし直してください。システムログファイルの設計については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (8)　pdlogswapコマンドを実行しないようにする

                  空き率が警告値未満になったときにpdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップすると，スワップ先にできる状態のファイルがないため，HiRDBが異常終了する可能性が高くなります。したがって，pdlogswapコマンドを実行しないようにしてください。

               
            
            
               3.9.5　注意事項

               
                  (1)　レベル1及びレベル2共通の注意事項

                  
                     	
                        pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップすると，システムログファイルの空き率が減ります。システムログファイルの個数が少ない場合は空き率が極端に減るため注意してください。

                     

                     	
                        pdlogswapコマンドを連続実行すると，システムログファイルの空き率が減るため注意してください。

                     

                     	
                        スワップ先にできる状態のファイルに障害が発生すると，システムログファイルの空き率が減ります。システムログファイルの個数が少ない場合は空き率が極端に減るため注意してください。

                     

                     	
                        HiRDBの再開始中にHiRDBが異常終了した場合，再びHiRDBの再開始処理を行います。このとき，スワップ先にできる状態のシステムログファイルを更に必要とするため，システムログファイルの容量不足によってHiRDBが異常終了することがあります。これについては，システムログファイルの空き容量監視機能を使用しても防げないため，このような異常事態も想定してシステムログファイルを設計してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　レベル2限定の注意事項

                  pdlogclsコマンドでスワップ先にできる状態のファイルをクローズすると，システムログファイルの空き率が減ります。この結果，空き率が警告値未満となる場合はそのファイルをクローズしません。このとき，KFPS01280-E（理由コード712）メッセージを出力してコマンドを異常終了します。

               
               
                  (3)　システムログファイルの自動拡張機能との関連

                  システムログファイルの空き容量監視機能とシステムログファイルの自動拡張機能を同時に使用している場合，スワップ先にできる状態のシステムログファイルがあれば，システムログファイルの自動拡張機能が適用されます。スワップ先にできる状態のシステムログファイルがないときは，システムログファイルの空き容量監視機能が適用されます。システムログファイルの自動拡張機能については，「システムログファイルの自動拡張機能の運用方法」を参照してください。

               
            
            
               3.9.6　システムログファイルの状態情報ファイルの出力（空き容量監視機能）

               ここでは，システムログファイルの容量不足の原因をシステムログファイルの状態情報ファイルを利用して特定する方法について説明します。

               
                  (1)　システムログファイルの状態情報ファイルの内容

                  システムログファイルの空き率が警告値未満になった場合，システムログファイルの状態情報ファイルが出力されます。このファイルにはシステムログファイル，シンクポイント，及びトランザクションの状態が取得されます。システムログファイルの状態情報ファイルは$PDDIR/spool/pdjnlinf下に作成されます。ファイル名称は次に示す規則に従って付けられます。

                  　pdsnap．サーバ名．発生時刻

                  
                     	備考

                     	
                        
                           	
                              日付及び時刻情報の取得に失敗した場合は，発生時刻が999999999999になります。

                           

                           	
                              同じ名称のファイルがある場合は，そのファイルは上書きされます。

                           

                           	
                              ファイル名を変更している場合は，pdcspoolコマンドでファイルを削除できないことがあります。

                           

                        

                     

                     	システムログファイルの状態情報ファイルの出力内容

                     	
                        システムログファイルの状態情報ファイルの出力内容を次に示します。バックエンドサーバbes1で空き率が警告値未満になった例です。

                        pdsnap.bes1.030415124350     ←ファイル名※１
Date：2003/04/15             ←発生日※１
Time：12:43:50               ←発生時刻※１
pdlogls -d sys -e -s bes1    ←HiRDBが内部発行したコマンド
　pdloglsコマンドの実行結果
　　　　　　：
 
pdlogls -d spd -e -s bes1
　pdloglsコマンドの実行結果
　　　　　　：
 
pdls -d trn -a -s bes1
　pdlsコマンドの実行結果
　　　　　　：
 
pdls -d svr
　pdlsコマンドの実行結果※２
　　　　　　：

                     

                     	注※１

                     	
                        日付及び時刻情報の取得に失敗した場合，99…99が表示されます。必要に応じてファイル名を変更してください。

                     

                     	注※２

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，該当するサーバのユニットについての情報だけを表示します。

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログファイルの容量不足の原因を特定する方法

                  システムログファイルの状態情報ファイルを利用して，システムログファイルの空き容量不足の原因を特定します。特定方法を次に説明します。

                  
                     (a)　システムログファイルの状態情報ファイルの特定

                     KFPS01160-E又はKFPS01162-Wメッセージからシステムログファイルの状態情報ファイルを特定します。

                     
                        	（例）KFPS01160-Eが出力されていた場合

                        	
                           KFPS01160-E Insufficient system log space. Transaction service stopped. Transactions
                                 terminate by force, server = bes1, output file name = pdsnap.bes1.030401084500

                           この場合のシステムログファイルの状態情報ファイル名は次のとおりになります。

                           $PDDIR/spool/pdjnlinf/pdsnap.bes1.030401084500

                        

                     

                  
                  
                     (b)　システムログファイルの状態の取得

                     システムログファイルの状態情報ファイルの内容を参照して，システムログファイルの状態を確認してください。システムログファイルの状態はpdlogls -d sysコマンドの出力結果のStatusに表示されています。

                  
                  
                     (c)　システムログファイルの空き容量不足の発生原因

                     システムログファイルの状態から発生原因を推測できます。システムログファイルの空き容量不足の発生原因を次の表に示します。

                     
                        表3‒12　システムログファイルの空き容量不足の発生原因
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    システムログファイルの状態

                                 
                                 	
                                    システムログファイルの空き容量不足の発生原因

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    アンロード待ち状態のファイルが多い場合

                                 
                                 	
                                    システムログファイルをアンロードしていなかったと考えられます。定期的にシステムログファイルをアンロードしてください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    上書きできない状態のファイルが多い場合

                                 
                                 	
                                    次に示す原因が考えられます。

                                    
                                       	
                                          1トランザクションで大量更新を行うと，更新ログ量が増えてシステムログファイルの空き率が減ります。このようなトランザクションは複数のトランザクションに分割してください。できない場合はシステムログファイルの容量を大きくしてください。

                                       

                                       	
                                          長時間決着しないトランザクションがあるとシンクポイントを取得できないため，その間の更新ログ量が増えてシステムログファイルの空き率が減ります。このようなトランザクションがある場合，サーバの最大待ち時間（クライアント環境定義のPDSWAITTIMEオペランドの値又はpd_watch_pc_client_timeオペランドの値）を見直すか，又はシンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能を使用してください。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    抽出未完了状態のファイルが多い場合

                                 
                                 	
                                    システムログファイルの抽出処理が追い付かなかったと考えられます。システムログファイルの設計を見直すか，又はHiRDB Datareplicatorを使用したデータ連動の運用方法を見直してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オンライン再編成上書き禁止状態のファイルが多い場合

                                 
                                 	
                                    更新可能なオンライン再編成の追い付き反映処理が追い付かなかったと考えられます。システムログファイルの設計を見直すか，又はインナレプリカ機能の更新可能なオンライン再編成の運用方法を見直してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
            
         
         
            3.10　システムログファイルの残量警告機能の運用

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，システムログファイルの残量警告機能の運用方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  システムログファイルの残量警告機能とは

               

               	
                  環境設定

               

               	
                  空きシステムログファイルの数がしきい値未満になったときのHiRDBの処理

               

               	
                  空きシステムログファイルの数がしきい値未満になったときのHiRDB管理者の処置

               

            

            
               3.10.1　システムログファイルの残量警告機能とは

               
                  (1)　機能概要

                  HiRDBでは空きシステムログファイルの数を監視する機能として，システムログファイルの残量警告機能を提供しています。この機能を使用すると，空きシステムログファイル数を監視し，ユーザが指定したしきい値以下になった場合に使用状況をユーザに通知することができます。

                  
                     図3‒8　システムログファイルの残量警告機能の概要
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (2)　空きシステムログファイルについて

                  スワップ先にできるシステムログファイルグループを空きシステムログファイルといいます。システムログファイルの状態が次のすべての条件を満たす場合，空きシステムログファイルとなります。

                  
                     	
                        オープン状態である。

                     

                     	
                        現用のシステムログファイルではない。

                     

                     	
                        上書き禁止状態ではない。

                     

                     	
                        pd_log_unload_checkオペランドに'Y'を指定している場合で，かつ未アンロード状態ではない。

                     

                     	
                        HiRDB Datareplicator と連携している場合で，かつ抽出未完了状態ではない。

                     

                     	
                        オンライン再編成機能を使用している場合で，かつオンライン再編成上書き禁止状態ではない。

                     

                  

               
            
            
               3.10.2　環境設定

               pd_log_fg_warning_pointオペランドに警告メッセージを出力したい空きシステムログファイルの数を指定してください。pd_log_fg_warning_pointオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                  システム定義」を参照してください。

            
            
               3.10.3　空きシステムログファイルの数がしきい値以下になった場合のHiRDBの処理

               数秒間隔で空きシステムログファイル数の判定を行い，その数がしきい値以下になると，警告メッセージKFPS01165-Wを出力します。

               警告メッセージは，空きシステムログファイル数がしきい値以下になったときに1回出力します。その後，空きシステムログファイル数が警告メッセージ出力のしきい値＋2以上まで回復し，再び空きシステムログファイル数がしきい値以下になった場合は，再度警告メッセージを出力します。

               再度警告メッセージ出力する場合の例を次の図に示します。

               
                  図3‒9　再度警告メッセージ出力する場合の例
                  [image: [図データ]]

               
               また，運用しているシステムログファイルグループ数−2以上の値を指定した場合，一度警告メッセージを出力すると，そのあとは警告メッセージを出力しなくなります。

               なお，1回の判定契機で複数のしきい値以下になった場合は，条件を満たした数分の警告メッセージを出力します。

            
            
               3.10.4　空きシステムログファイルの数がしきい値以下になった場合のHiRDB管理者の処置

               KFPS01166-Iメッセージの情報からスワップ先にできない要因を調査して，「システムログファイルの空き容量不足の発生原因」を参照して対策を検討してください。

            
         
         
            3.11　システムログファイルの自動拡張機能の運用方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，システムログファイルの自動拡張機能の運用方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  システムログファイルの自動拡張機能とは

               

               	
                  環境設定

               

               	
                  自動拡張時のHiRDBの処理

               

               	
                  自動拡張できなくなった場合のHiRDB管理者の処置

               

               	
                  ほかの機能との関連

               

               	
                  注意事項

               

               	
                  システムログファイルの状態情報ファイルの出力（自動拡張機能）

               

            

            
               3.11.1　システムログファイルの自動拡張機能とは

               システムログファイルの容量不足が発生すると，HiRDBシステム（又はユニット）が異常終了します。これを回避するため，自動的にシステムログファイルの容量を拡張する機能（システムログファイルの自動拡張機能）を提供しています。この機能を適用することで，システムログファイルの容量不足によるHiRDBシステム（又はユニット）の異常終了の頻度を低減できます。

               
                  (1)　自動拡張する契機

                  システムログファイルを自動拡張する契機には，次の二つがあります。

                  
                     	契機1：

                     	
                        システムログファイルの空き容量監視機能によって，システムログファイルの空き率が警告値未満になったことをHiRDBが検知したとき

                     

                     	契機2：

                     	
                        現用のシステムログファイルが満杯になってスワップする時に，スワップ先にできる状態の待機ファイルがないとき

                     

                  

                  システムログファイルを自動拡張する契機になった場合，KFPS01391-Iメッセージとシステムログファイルの状態情報ファイルが出力されます。システムログファイルの状態情報ファイルについては，「システムログファイルの状態情報ファイルの出力（自動拡張機能）」を参照してください。

                  なお，契機1でシステムログファイルを自動拡張する場合，警告メッセージの出力や，新規トランザクションのスケジューリング抑止などは行いません。

               
               
                  (2)　自動拡張する方法

                  システムログファイルを拡張する契機ごとに自動拡張する方法を説明します。

                  
                     	契機1の場合：

                     	
                        HiRDBはスワップ先にできる状態の待機ファイルを一つずつ順番に拡張します。拡張契機になってから，拡張対象のシステムログファイルを1回ずつ拡張したら，1回目の自動拡張を終了します。契機1の場合の自動拡張の概要を次の図に示します。

                        
                           図3‒10　システムログファイルの自動拡張の概要（契機1の場合）
                           [image: [図データ]]

                        
                        
                           	〔説明〕

                           	
                              契機1の場合，HiRDBは待機ファイルを順番に拡張します。1回で拡張するサイズは，pd_log_auto_expand_sizeオペランドで指定します。現用ファイル，スワップ先にできない待機ファイル，及び予約ファイル（閉塞も含む）は拡張対象外となります。

                           

                        

                     

                     	契機2の場合：

                     	
                        HiRDBは現用ファイルを拡張します。契機2の場合の自動拡張の概要を次の図に示します。

                        
                           図3‒11　システムログファイルの自動拡張の概要（契機2の場合）
                           [image: [図データ]]

                        
                        
                           	〔説明〕

                           	
                              契機2の場合，HiRDBは現用ファイルを拡張します。1回で拡張するサイズは，pd_log_auto_expand_sizeオペランドで指定します。待機ファイル，及び予約ファイル（閉塞も含む）は拡張対象外となります。

                           

                        

                     

                  

                  なお，システムログファイルを二重化している場合，ファイルグループごとに両系のシステムログファイルを拡張します。

                  自動拡張時のHiRDBの処理の詳細については，「自動拡張時のHiRDBの処理」を参照してください。

               
               
                  (3)　自動拡張できなくなる契機

                  システムログファイルの自動拡張機能を適用している場合でも，次に示す契機でシステムログファイルは自動拡張できなくなります。

                  
                     	
                        システムログファイルを作成しているHiRDBファイルシステム領域があるディスクが満杯になった

                     

                     	
                        システムログファイルの容量が，システムログファイルの上限（100ギガバイト）に達した

                     

                     	
                        システムログファイルの容量が，pd_log_auto_expand_sizeオペランドで指定した拡張上限に達した

                     

                     	
                        入出力エラーが発生し，システムログファイルの拡張に失敗した

                     

                     	
                        メモリ不足でシステムログファイルの拡張に失敗した

                     

                     	
                        ロックセグメント不足でシステムログファイルの拡張に失敗した

                     

                  

                  1.以外の場合，システムログファイルは拡張対象外となります。自動拡張できなくなった場合のHiRDB管理者の処置については，「自動拡張できなくなった場合のHiRDB管理者の処置」を参照してください。

               
            
            
               3.11.2　環境設定

               システムログファイルの自動拡張機能を適用するための環境設定について説明します。

               
                  (1)　HiRDBシステム定義

                  HiRDBシステム定義で次のように指定してください。

                  
                     	
                        pd_log_auto_expand_sizeオペランドで，1回当たりに拡張するサイズに1以上の値を指定

                        0を指定すると，システムログファイルの自動拡張機能は適用されません。

                     

                  

                  pd_log_auto_expand_sizeオペランドについては，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域

                  自動拡張機能を適用するシステムログファイルを作成するHiRDBファイルシステム領域を作成する場合，-aオプション指定でpdfmkfsコマンドを実行してください。pdfmkfsコマンドについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (3)　システムログファイルの配置

                  pdfmkfs -aコマンドで作成した一つのHiRDBファイルシステム領域に，システムログファイルを一つだけ配置してください。ファイルを複数作成しようとすると，エラーになります。

               
            
            
               3.11.3　自動拡張時のHiRDBの処理

               
                  (1)　契機1で自動拡張する場合

                  システムログファイルの空き容量監視機能で，システムログファイルの空き率が警告値未満になったことをHiRDBが検知した場合に自動拡張するときのHiRDBの処理の詳細を次に示します。

                  
                     	
                        スワップ先にできる状態の待機ファイルが複数ある場合，現用ファイルに割り当てる順番が最後のシステムログファイルから順に拡張します。

                     

                     	
                        システムログファイルの拡張中に，そのファイルにスワップした場合，拡張をやめて現用ファイルになるため，拡張対象外となります。このとき，スワップに時間が掛かることがあります。

                     

                     	
                        システムログファイルの拡張中に，待機ファイルがスワップ先にできる状態になった場合，そのファイルも拡張対象となります。

                     

                     	
                        システムログファイルの拡張中に，現用状態，スワップ先にできない状態，又は予約状態になったシステムログファイルは拡張対象外となります。

                     

                     	
                        すべてのスワップ先にできる状態の待機ファイルを1回ずつ拡張したら，拡張を終了します。

                     

                  

               
               
                  (2)　契機2で自動拡張する場合

                  現用のシステムログファイル満杯によるスワップ時に，スワップ先にできる状態の待機ファイルがない場合に自動拡張するときのHiRDBの処理の詳細を次に示します。

                  
                     	
                        現用ファイルを拡張します。このとき，システムログの入出力に時間が掛かることがあります。

                     

                     	
                        現用ファイルの拡張中に，拡張対象のファイルが増えた場合（待機ファイルがスワップ先にできる状態になったなど），現用ファイルの拡張をやめ，拡張対象となったシステムログファイルを拡張します。なお，現用ファイルの拡張をやめるまでに時間が掛かることがあります。

                     

                     	
                        現用ファイルの拡張中に，現用状態，スワップ先にできない状態，又は予約状態になったシステムログファイルは拡張対象外となります。

                     

                     	
                        すべてのスワップ先にできる状態の待機ファイルを1回ずつ拡張したら，拡張を終了します。

                     

                  

               
               
                  (3)　拡張中にユニットが異常終了した場合

                  システムログファイルの自動拡張中にユニットが異常終了した場合，ユニット再開始後に自動拡張可否の状態を引き継ぎます。

                  なお，ユニットが異常終了したタイミングによっては，拡張中だったシステムログファイルがあるHiRDBファイルシステム領域に不整合が発生するおそれがあります。その場合，pdffsckコマンドでHiRDBファイルシステム領域の整合性の検証及び修復を行う必要があります。

               
            
            
               3.11.4　自動拡張できなくなった場合のHiRDB管理者の処置

               HiRDB管理者は，システムログファイルの状態を確認し，原因に応じて対処します。

               
                  (1)　自動拡張できなくなったシステムログファイルを特定する

                  KFPS01390-Iメッセージを参照し，自動拡張できなくなったシステムログファイルを特定してください。KFPS01390-Iメッセージには，自動拡張できなくなったシステムログファイルがあるサーバ名，ファイルグループ名，二重化している場合は系種別が表示されます。

               
               
                  (2)　自動拡張できなくなった原因を特定する

                  KFPS01390-Iメッセージに表示される理由コードを参照し，自動拡張できなくなった原因を特定してください。また，該当するサーバのシステムログファイルに対してpdlogls
                     -d sys -e -Eコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。pdlogls -d sys -e -Eコマンドを実行すると，次の点を確認できます。

                  
                     	
                        システムログファイルの自動拡張機能を適用しているかどうか

                     

                     	
                        該当するシステムログファイルグループが拡張対象かどうか

                     

                     	
                        該当するシステムログファイルグループが拡張中かどうか

                     

                     	
                        該当するシステムログファイルグループ，又は要素ファイルが拡張できるかどうか

                     

                     	
                        該当する要素ファイルの使用できない領域の容量

                     

                  

               
               
                  (3)　特定した原因に応じてシステムログファイルを見直す

                  自動拡張できなくなった原因に応じて，対処してください。

                  
                     	システムログファイルを作成しているHiRDBファイルシステム領域があるディスクが満杯になった場合

                     	
                        自動拡張できなくなった原因が，システムログファイルを作成しているHiRDBファイルシステム領域があるディスクが満杯になったという場合（KFPS01390-Iメッセージの理由コードが205）の対処を次に示します。

                        
                           	
                              OSのコマンドで，該当するシステムログファイルを作成しているディスクが満杯になったことを確認してください。

                           

                           	
                              不要なファイルを削除するなどして，ディスクの空き容量を増やしてください。

                           

                        

                     

                     	システムログファイルの容量が，システムログファイルの上限に達した場合

                     	
                        自動拡張できなくなった原因が，システムログファイルの上限に達したという場合（KFPS01390-Iメッセージの理由コードが1692）の対処を次に示します。

                        
                           	
                              pdflsコマンドで，該当するシステムログファイルがシステムログファイルの上限（100ギガバイト）に達したことを確認してください。

                           

                           	
                              システムログファイルの総容量及び世代数を見直してください。システムログファイルの総容量及び世代数については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「システムログファイルの設計」を参照してください。

                           

                           	
                              システムログファイルグループを追加してください。

                           

                        

                     

                     	システムログファイルの容量が，pd_log_auto_expand_sizeオペランドで指定した拡張上限に達した場合

                     	
                        自動拡張できなくなった原因が，pd_log_auto_expand_sizeオペランドで指定した拡張上限に達したという場合（KFPS01390-Iメッセージの理由コードが1694）の対処を次に示します。

                        
                           	
                              pdflsコマンドで，該当するシステムログファイルがpd_log_auto_expand_sizeオペランドで指定した拡張上限に達したことを確認してください。

                           

                           	
                              pd_log_auto_expand_sizeオペランドに指定する拡張上限サイズを見直すか，指定を省略してください。

                              HiRDBシステム定義を変更する場合，次のどちらかの方法で変更してください。

                              ・pdchgconfコマンドを使用して変更する

                              ・HiRDBを正常終了し，HiRDBシステム定義を変更してからHiRDBを再開始する

                           

                        

                     

                     	入出力エラーが発生し，システムログファイルの拡張に失敗した場合

                     	
                        自動拡張できなくなった原因が，入出力エラーが発生し，システムログファイルの拡張に失敗したという場合（KFPS01390-Iメッセージの理由コードが209）の対処を次に示します。

                        
                           	
                              pdlogls -d sysコマンドで，該当するシステムログファイルが障害閉塞していることを確認してください。

                           

                           	
                              KFPS01390-Iメッセージの前後に出力されたメッセージを参照し，入出力エラーの発生原因を特定し，対策してください。

                           

                           	
                              再度拡張できる状態にするには，該当するシステムログファイルを再作成してください。

                              
                                 	参考

                                 	
                                    システムログファイルは，次の手順で再作成します。

                                    
                                       	
                                          pdlogclsコマンドで該当するシステムログファイルをクローズします。

                                       

                                       	
                                          pdlogrmコマンドで該当するシステムログファイルを削除します。

                                       

                                       	
                                          pdloginitコマンドでシステムログファイルを再作成します。

                                       

                                       	
                                          pdlogopenコマンドでシステムログファイルをオープンします。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                     	メモリ不足でシステムログファイルの拡張に失敗した場合

                     	
                        自動拡張できなくなった原因が，メモリ不足が発生し，システムログファイルの拡張に失敗したという場合（KFPS01390-Iメッセージの理由コードが101）の対処を次に示します。

                        
                           	
                              OSのコマンドで，メモリ不足が発生したことを確認してください。

                           

                           	
                              メモリ所要量を見直してください。不要なプログラムを起動している場合は停止し，メモリ消費量を減らしてください。

                           

                           	
                              再度拡張できる状態にするには，該当するシステムログファイルをいったんクローズして，再度オープンしてください。

                           

                        

                     

                     	ロックセグメント不足でシステムログファイルの拡張に失敗した場合

                     	
                        自動拡張できなくなった原因が，ロックセグメント不足が発生し，システムログファイルの拡張に失敗したという場合（KFPS01390-Iメッセージの理由コードが221）の対処を次に示します。

                        
                           	
                              OSのコマンドで，ロックセグメント不足が発生したことを確認してください。

                           

                           	
                              OSのロックセグメント数を見直してください。

                              ロックセグメント数を変更する場合，HiRDBを正常終了し，OSのオペレーティングシステムパラメタを変更してから，HiRDBを再開始してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               3.11.5　ほかの機能との関連

               
                  (1)　システムログファイルを二重化している場合

                  システムログファイルを二重化している場合，どちらかの系のシステムログファイルが自動拡張できなくなったとき，該当するファイルグループを拡張できない状態にして，拡張対象外とします。このとき，該当するファイルグループが使用できるシステムログファイルのサイズは，サイズが小さい方の系のサイズとし，差異となる領域はシステムログファイルが使用できない領域とします。

                  なお，システムログファイルの片系運転を適用している場合，システムログファイルに障害が発生しても，HiRDBは正常な系の自動拡張を続行します。ただし，自動拡張で拡張できない状態になった場合は，HiRDBはシステムログファイルに障害が発生したと判断しません。そのため，この場合は片系運転は行いません。自動拡張できなくなったファイルグループを拡張できない状態にした後で，さらにシステムログファイルに障害が発生した場合は片系運転を行いますが，障害が発生したのが拡張できない状態になった系のときは，ファイルグループを拡張できる状態に戻し，障害が発生しなかった正常な系を自動拡張します。このように，システムログファイルの片系運転を続けると，障害が発生した系と正常な系とでファイルサイズが異なっていきます。そのため，障害の要因を取り除いた後で，障害が発生した系を回復するには，正常な系のファイルサイズ以上の大きさで，障害が発生した系のファイルを再作成することをお勧めします。

               
               
                  (2)　システムログファイルの自動オープンをしている場合

                  システムログファイルの自動オープンをしていて，HiRDBシステム（又はユニット）の再開始時にスワップ先にできる状態の待機ファイルがない場合，予約ファイルがあれば，HiRDBが予約ファイルをオープンしてスワップ先にできる状態にして，処理を続行します。予約ファイルがない場合，又はオープンしたファイルもすべて満杯になった場合は，現用ファイルを拡張します。

               
               
                  (3)　自動ログアンロード機能を使用している場合

                  システムログファイルの自動ログアンロード機能を使用していて，HiRDBシステム（又はユニット）の再開始時にシステムログファイルが次の状態の場合，HiRDBは1世代のログアンロードが完了するまで待ちます。

                  
                     	
                        スワップ先にできる状態の待機ファイル及び予約ファイルがない

                     

                     	
                        アンロード待ち状態のシステムログファイルがある

                     

                  

                  アンロードが完了したら，そのシステムログファイルが現用状態になります。そのファイルが満杯になり，スワップ先にできる状態の待機ファイルがない場合は，現用ファイルを拡張します。

               
            
            
               3.11.6　注意事項

               
                  	
                     通常ファイル上のHiRDBファイルシステム領域に自動拡張するシステムログファイルを配置する場合，そのHiRDBファイルシステム領域を作成するディスクには，十分な空き容量を確保してください。

                  

                  	
                     システムログファイルの自動拡張に伴って，HiRDBファイルシステム領域が拡張される場合，HiRDBは拡張した領域を初期化するため，ディスク入出力の負荷が上昇します。

                  

                  	
                     拡張中のシステムログファイルにスワップする場合，スワップに時間が掛かることがあります。この場合，pd_log_swap_timeoutオペランドの指定値，又はpdlogswapコマンドの-tオプションの指定値を見直してください。

                  

                  	
                     現用ファイルを拡張する場合，拡張中はHiRDBファイルシステム領域に排他が掛かるため，システムログの入出力に時間が掛かることがあります。

                  

               

            
            
               3.11.7　システムログファイルの状態情報ファイルの出力（自動拡張機能）

               システムログファイルを自動拡張する契機になった場合，システムログファイルの状態情報ファイルが出力されます。このファイルにはシステムログファイル，シンクポイント，及びトランザクションの状態が取得されます。システムログファイルの状態情報ファイルは$PDDIR/spool/pdjnlinf下に作成されます。ファイル名称は次に示す規則に従って付けられます。

               　pdsnap．サーバ名．世代番号

               
                  	備考

                  	
                     
                        	
                           世代番号は，サーバ開始後の最初の自動拡張契機では，1になります。それ以外では2になります。

                        

                        	
                           同じ名称のファイルがある場合は，そのファイルは上書きされます。

                        

                        	
                           ファイル名を変更している場合は，pdcspoolコマンドでファイルを削除できないことがあります。

                        

                     

                  

               

               システムログファイルの状態情報ファイルの出力内容などについては，「システムログファイルの状態情報ファイルの出力（空き容量監視機能）」を参照してください。

            
         
         
            3.12　データベース回復時に必要なアンロードログファイルの特定方法

            データベース回復ユティリティ（pdrstr）でデータベースを最新の同期点に回復する場合，-dオプションでディレクトリを指定してpdrstrコマンドを実行するときは，アンロードログファイルの順序を意識する必要はありません。しかし，-lオプションでファイル名を指定してpdrstrコマンドを実行するときは，アンロードログファイルを時系列（世代順）に指定する必要があります。ここでは，データベース回復時の入力情報となるアンロードログファイルの特定方法について説明します。

            次の図に示す例の場合，データベースを最新の同期点まで回復するには，バックアップファイル1とアンロードログファイル2〜4を使用します。このとき，pdrstrコマンドの-lオプションに，アンロードログファイル2，3，4の順序で指定する必要があります。

            
               図3‒12　障害が発生した場合の例
               [image: [図データ]]

            
            pdrstrコマンドの-lオプションに最初に指定するアンロードログファイル（例ではアンロードログファイル2）を特定するには，バックアップ取得時に情報を取得します。また，-lオプションの最後に指定するアンロードログファイル（例ではアンロードログファイル4）は，データベース回復時に作成したアンロードログファイルになります。最初と最後のファイルが特定できたら，時系列になるよう並べ替え，pdrstrコマンドの-lオプションに指定します。データベース回復時に使用するアンロードログファイルを特定して，データベースを回復する手順を次の図に示します。

            
               図3‒13　データベース回復時に使用するアンロードログファイルの特定手順
               [image: [図データ]]

            
            
               	注※1

               	
                  手順は，「最初に指定するアンロードログファイルの情報取得（バックアップ取得時）」を参照してください。

               

               	注※2

               	
                  手順は，「最後に指定するアンロードログファイルの情報取得（データベース回復時）」を参照してください。

               

               	注※3

               	
                  手順は，「アンロードログファイルの並び替え（時系列リストの作成）」を参照してください。

               

            

            
               3.12.1　最初に指定するアンロードログファイルの情報取得（バックアップ取得時）

               pdrstrコマンドの-lオプションに最初に指定するアンロードログファイルを特定するために，バックアップ取得時に情報を取得します。

               
                  (1)　HiRDBの稼働中にバックアップを取得する場合

                  HiRDBの稼働中にバックアップを取得する場合に，最初に指定するアンロードログファイルの情報を取得する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlogswap -d sys -wコマンドを実行し，システムログファイルをスワップし，シンクポイントダンプを取得します。HiRDB/パラレルサーバの場合は，バックアップ取得対象の全サーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                           

                           	
                              pdlogls -d sys，及びpdlogatul -d sys -iコマンドを実行し，実行結果から，現用のシステムログファイルの次の情報を記録します。

                              ・サーバ名

                              ・ファイルグループ名

                              ・サーバランID

                              ・世代番号

                              ここで確認したシステムログファイルが，最初に指定するアンロードログファイルになります。

                           

                           	
                              データベース複写ユティリティ（pdcopy），又はほかの製品のバックアップ機能でバックアップを取得します。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        手順3.でpdcopyコマンドを実行する時に-zオプション及び-pオプションを指定すると，pdcopyコマンドの処理結果リストにデータベース回復時に必要なシステムログファイルの情報を出力します。pdcopyコマンド実行時に取得する情報は，それ以前にpdlogls
                           -d sys及びpdlogatul -d sys -iコマンドから得られる情報より正確なため，指定できる場合はpdcopyコマンド実行時に-zオプション及び-pオプションを指定することをお勧めします。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBの停止中，又はpdstart -rコマンドでHiRDBを開始している場合にバックアップを取得するとき

                  HiRDBの停止中，又はpdstart -rコマンドでHiRDBを開始している場合にバックアップを取得するときに，最初に指定するアンロードログファイルの情報を取得する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース複写ユティリティ（pdcopy），又はほかの製品のバックアップ機能でバックアップを取得します。

                           

                           	
                              HiRDBを正常開始します（pdstart -rコマンドで開始している場合はいったん正常終了してから，正常開始します）。

                           

                           	
                              HiRDBの正常開始直後にpdlogls -d sys，及びpdlogatul -d sys -iコマンドを実行し，実行結果から，現用のシステムログファイルの次の情報を記録します。

                              ・サーバ名

                              ・ファイルグループ名

                              ・サーバランID

                              ・世代番号

                              ここで確認したシステムログファイルが，最初に指定するアンロードログファイルになります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　運用例1

                  自動ログアンロード機能を使用している場合，HiRDBの稼働中にバックエンドサーバ（bes1）のバックアップを取得するときの例を示します。

                  
                     	
                        pdlogswap -d sys -wコマンドを実行し，システムログファイルをスワップし，シンクポイントダンプを取得します。

                        pdlogswap -d sys -s bes1 -w

                        pdlogswapコマンドの戻り値が4の場合，シンクポイントダンプが有効化されていないため，KFPS02183-Iメッセージが出力され，シンクポイントダンプが有効化されるまで待ってください。

                     

                     	
                        pdlogls -d sys，及びpdlogatul -d sys -iコマンドを実行します。

                        pdlogls -d sys -s bes1
 
HOSTNAME : dbhost1(153027)
Group    Type Server  Gen No.  Status  Run ID   Block No.       Ex-Status
logfg01  sys  bes1          13 os----u 3a765d6d     eff    fc8  --------
logfg02  sys  bes1          14 os----u 3a765d6d     fc9   1092  --------
logfg03  sys  bes1          15 os----u 3a765d6d    1093   115b  --------
logfg04  sys  bes1          16 osu---u 3a765d6d    115c   1226  --------
logfg05  sys  bes1          17 oc-d--u 3a765d6d    1227   1227  --------
logfg06  sys  bes1          12 os----u 3a765d6d     e35    efe  --------

                        pdlogatul -d sys -s bes1 -i
 
HOSTNAME : dbhost1(153153)
SERVER_NAME:bes1
AUTO_LOG_UNLOAD  NOW_UNLOAD_LOG_GROUP  CREATE_DIR
         ACTIVE                  ****  /unload_dir
CURRENT LOG GENERATION INFO.
LOG_GROUP GEN_NO.  SERVER_RUN_ID RUN_ID   UNLOAD_FILE_NAME
logfg05          17 3a765d82      3a765d6d bes1_3a765d820017_logfg05

                        上記の結果から，現用のシステムログファイルの次の情報を記録します（下線部分）。

                        
                           	
                              サーバ名：bes1

                           

                           	
                              ファイルグループ名：logfg05

                           

                           	
                              サーバランID：3a765d82

                           

                           	
                              世代番号：17

                           

                        

                        なお，ここで確認するのはサーバランID（SERVER_RUN_ID）です。ランID（RUN_ID）と間違えないように注意してください。

                     

                     	
                        データベース複写ユティリティ（pdcopy）でバックアップを取得します。

                        pdcopy -m /rdarea/mast_rdarea/mast_rdarea01 -M r -s bes1 -b /pdcopy/backup/bes1bkup01 
-z /pdcopy/logpoint/bes1logp01 -p /pdcopy/result/bes1result01

                        
                           	〔説明〕

                           	
                              -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                              -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                              -s：バックエンドサーバ（bes1）のRDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                              -b：バックアップファイル名を指定します。

                              -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。

                              -p：pdcopyコマンドの処理結果リストのファイル名を指定します。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        pdcopyコマンドの処理結果リストから最初に指定するアンロードログファイルを特定するためには，《LOG FILE INFORMATION》の情報を記録してください。出力例を次に示します。記録する情報は下線部分です。

                        *** DB BACKUP INFORMATION LIST ***       BACKUPMODE : EXCLUSIVE
<<LOG FILE INFORMATION>>
  SYSTEM ID     : HRD1
  UNIT ID       : UNT1
  TYPE          : sys
  SERVER NAME   : bes1
  SERVER RUN ID : 3a765d82
  LOG SERVER RUN ID : 3a765d6d
  FILE NAME     : logfg05
  GENERATION NO : 17
  BLOCK NO      : 1227
  HEADER WRITE COUNTER : 3
  HEADER WRITE TIME : 3a765d7a

                        
                           	
                              サーバ名：bes1

                           

                           	
                              ファイルグループ名：logfg05

                           

                           	
                              サーバランID：3a765d82

                           

                           	
                              世代番号：17

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　運用例2

                  自動ログアンロード機能を使用している場合，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始しているときにディクショナリサーバ（dic）のバックアップを取得するときの例を示します。

                  
                     	
                        データベース複写ユティリティ（pdcopy）でバックアップを取得します。

                        pdcopy -m /rdarea/mast_rdarea/mast_rdarea01 -M x -s dic -b /pdcopy/backup/dicbkup01

                        
                           	〔説明〕

                           	
                              -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                              -M：バックアップ取得モードに参照・更新不可能モードを指定します。

                              -s：ディクショナリサーバ（dic）のRDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                              -b：バックアップファイル名を指定します。

                           

                        

                     

                     	
                        HiRDBをいったん正常終了してから，正常開始します。

                        pdstop
 
pdstart

                     

                     	
                        HiRDBの正常開始直後にpdlogls -d sys，及びpdlogatul -d sys -iコマンドを実行します。

                        pdlogls -d sys -s dic
 
HOSTNAME : dbhost1(152953)
Group    Type Server   Gen No.  Status  Run ID    Block No.         Ex-Status
logfg01  sys  dic             1 oc-d--u 3a7a6090        1        1  --------
logfg02  sys  dic             5 os----u 3a765d6d       85       99  --------
logfg03  sys  dic             2 os----u 3a765d6d      100      109  --------
logfg04  sys  dic             3 os----u 3a765d6d      110      121  --------
logfg05  sys  dic             3 os----u 3a765d6d      122      130  --------

                        pdlogatul -d sys -s dic -i
 
HOSTNAME : dbhost1(152953)
SERVER_NAME:dic
AUTO_LOG_UNLOAD  NOW_UNLOAD_LOG_GROUP  CREATE_DIR
         ACTIVE                  ****  /unload_dir
CURRENT LOG GENERATION INFO.
LOG_GROUP GEN_NO.  SERVER_RUN_ID RUN_ID   UNLOAD_FILE_NAME
logfg01           1 3a7a60ae      3a7a6090 dic_3a7a60ae0007_logfg01

                        上記の結果から，現用のシステムログファイルの次の情報を記録します（下線部分）。

                        
                           	
                              サーバ名：dic

                           

                           	
                              ファイルグループ名：logfg01

                           

                           	
                              サーバランID：3a7a60ae

                           

                           	
                              世代番号：1

                           

                        

                        なお，ここで確認するのはサーバランID（SERVER_RUN_ID）です。ランID（RUN_ID）と間違えないように注意してください。

                     

                  

               
            
            
               3.12.2　最後に指定するアンロードログファイルの情報取得（データベース回復時）

               pdrstrコマンドの-lオプションに最後に指定するアンロードログファイルを特定するために，データベース回復時に行う手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdlogswap -d sysコマンドを実行して，現用のシステムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           自動ログアンロード機能を使用している場合はシステムログのアンロード処理が終了したことを確認します。自動ログアンロード機能を使用していない場合や停止している場合は手動でアンロードします。

                           ここで作成するアンロードログファイルが，pdrstrに入力する最後のアンロードログファイルとなります。

                        

                     

                  

               

            
            
               3.12.3　アンロードログファイルの並び替え（時系列リストの作成）

               時系列リストを作成し，「最初に指定するアンロードログファイルの情報取得（バックアップ取得時）」で記録したアンロードログファイルから，「最後に指定するアンロードログファイルの情報取得（データベース回復時）」で作成したアンロードログファイルまでを時系列に並び替えます。データベースを回復するときにこのリストを参照して，pdrstrコマンドの-lオプションにアンロードログファイルを時系列に指定してください。

               
                  (1)　自動ログアンロード機能を使用している場合

                  自動ログアンロード機能を使用している場合の並び替え手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlogatul -d sys -iコマンドを実行して，自動ログアンロード機能が動作していることを確認します。HiRDB/パラレルサーバの場合は，回復対象の全サーバについて確認してください。動作していない場合，pdlogatul
                                 -bコマンドで自動ログアンロード機能を再開始してください。

                           

                           	
                              pdlogls -d sysコマンドでシステムログファイルの状態を確認します。アンロード待ち状態のシステムログファイルがあれば，アンロード待ち状態のシステムログファイルがなくなるまで待ってください。

                           

                           	
                              「最初に指定するアンロードログファイルの情報取得（バックアップ取得時）」で記録した「サーバ名」，「サーバランID」，「ログファイルグループ名」，及び「世代番号」を確認します。

                           

                           	
                              回復対象となるHiRDBサーバごとにすべてのアンロードログファイルの昇順の時系列リストを作成します。

                              アンロードログファイル名は次に示す形式に従って決められているため，アンロードログファイル作成ディレクトリ内のアンロードログファイルは時系列に並んでいます。

                              サーバ名_サーバランIDと世代番号※_ファイルグループ名

                              注※

                              世代番号は下4けただけであり，4けたに満たない場合は，世代番号の値が4けたになるように左側に0が入った値になります。

                              アンロードログファイルの時系列リストの作成方法を次の図に示します。

                              
                                 図3‒14　アンロードログファイルの時系列リストの作成方法
                                 [image: [図データ]]

                              
                              〔説明〕

                              アンロードログファイル作成ディレクトリ内のファイル一覧をそのままアンロードログファイルの時系列リストに追加してください。アンロードログファイル作成ディレクトリが二つ以上の場合，ファイル名を比べて時系列に並び替えてください。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    4.で作成した時系列リストで，世代番号が0000からffffになると，アンロードログファイルが時系列に並びません。この場合，サーバランIDが同じで世代番号が0000から通番になるファイルをサーバランIDが同じで世代番号がffffのファイルの下に移動してください。アンロードログファイルが時系列に並ばない例を次に示します。

                                    
                                       	●アンロードログファイル作成ディレクトリ内のファイル一覧

                                       	
                                          bes1_3a765d820000_logfg04    ← 0000がある
bes1_3a765d820001_logfg01
bes1_3a765d820002_logfg02
bes1_3a765d82fffe_logfg02
bes1_3a765d82ffff_logfg03

                                          この場合，アンロードログファイルの作成順序は次のとおりになります。この順にアンロードログファイルの時系列リストを作成してください。

                                       

                                    

                                    
                                       	
                                          bes1_3a765d82fffe_logfg02

                                       

                                       	
                                          bes1_3a765d82ffff_logfg03

                                       

                                       	
                                          bes1_3a765d820000_logfg04

                                       

                                       	
                                          bes1_3a765d820001_logfg01

                                       

                                       	
                                          bes1_3a765d820002_logfg02

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                           	
                              昇順に並べた時系列リストから，3.で確認したアンロードログファイルを先頭とする昇順リストを抽出します。ここで抽出した昇順リストがデータベース回復時に指定するアンロードログファイルの指定順序となります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　自動ログアンロード機能を使用していない場合

                  自動ログアンロード機能を使用していない場合の並び替え手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              アンロード待ち状態のシステムログファイルがないことを確認します。アンロード待ち状態のシステムログファイルがある場合，pdlogunldコマンドでアンロードします。

                           

                           	
                              「最初に指定するアンロードログファイルの情報取得（バックアップ取得時）」で記録した「サーバ名」，「サーバランID」，「ログファイルグループ名」，及び「世代番号」を確認します。

                           

                           	
                              すべてのアンロードログファイルに対してpdlogucatコマンドを実行し，各アンロードログファイルの「サーバ名」，「サーバランID」，「ログファイルグループ名」，及び「世代番号」を確認します。

                           

                           	
                              3.で確認した「サーバ名」，「サーバランID」，「世代番号」，「ログファイルグループ名」をキーにして昇順に並び替え，時系列リストを作成します。

                           

                           	
                              4.で作成した昇順の時系列リストから，2.で確認したアンロードログファイルを先頭とする昇順リストを抽出します。ここで抽出した昇順リストがデータベース回復時に指定するアンロードログファイルの指定順序となります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  アンロードログファイルの時系列リストでアンロードログファイルの抜けに注意してください。サーバランIDが同じ場合は世代番号が１ずつ加算されるか，又は同一世代番号で異なるファイルグループ名称になっています。

                  これに該当しない場合はアンロードログファイルが抜けている可能性があります。該当するアンロードログファイルがない場合，抜けている分のシステムログファイルを再度アンロードする必要があります。システムログファイルが既に上書きされていてアンロードログファイルを作成できない場合は，最新の同期点にデータベースを回復できません。この場合，データベースをバックアップ取得時点にしか回復できません。

               
               
                  (4)　運用例1

                  自動ログアンロード機能を使用している場合，HiRDBの稼働中にバックエンドサーバ（bes1）を回復するときの例を示します。なお，ここでは「最後に指定するアンロードログファイルの情報取得（データベース回復時）」の手順も合わせて説明します。

                  
                     	
                        pdlogswap -d sysコマンドを実行して，現用のシステムログファイルをスワップします。

                        pdlogswap -d sys -s bes1 -w

                     

                     	
                        pdlogatul -d sys -iコマンドを実行して，自動ログアンロード機能が動作していることを確認します。

                        pdlogatul -d sys -s bes1 -i
 
HOSTNAME : dbhost1(101653)
SERVER_NAME:bes1
AUTO_LOG_UNLOAD  NOW_UNLOAD_LOG_GROUP  CREATE_DIR
         ACTIVE               logfg05  /unload_dir2
CURRENT LOG GENERATION INFO.
LOG_GROUP  GEN_NO.  USER_RUN_ID RUN_ID   UNLOAD_FILE_NAME
logfg01           7 3a7a60ae    3a7a6090 bes1_3a7a60ae0007_logfg01

                        AUTO_LOG_UNLOADがACTIVEと表示されていることから，自動ログアンロード機能が動作中であると確認できます。

                     

                     	
                        pdlogls -d sysコマンドでシステムログファイルの状態を確認します。

                        pdlogls -d sys -s bes1
 
HOSTNAME : dbhost1(101724)
Group    Type Server   Gen No.  Status  Run ID    Block No.         Ex-Status
logfg01  sys  bes1            7 oc-d--u 3a7a0690      43f      43f  --------
logfg02  sys  bes1            2 os----u 3a7a0690       cb      194  --------
logfg03  sys  bes1            3 os----u 3a7a0690      195      25e  --------
logfg04  sys  bes1            4 os----u 3a7a0690      25f      328  --------
logfg05  sys  bes1            5 osu-b-u 3a7a0690      329      3f2  --------
logfg06  sys  bes1            6 osu---u 3a7a0690      3f3      43e  --------

                        上記結果から，logfg05及びlogfg06がアンロード待ち状態で，logfg05のアンロード中であることが確認できます。一定時間待ち，再度pdlogls -d
                           sysコマンドを実行します。

                        pdlogls -d sys -s bes1
 
HOSTNAME : dbhost1(103519)
Group    Type Server   Gen No.  Status  Run ID    Block No.         Ex-Status
logfg01  sys  bes1            7 oc-d--u 3a7a0690      43f      43f  --------
logfg02  sys  bes1            2 os----u 3a7a0690       cb      194  --------
logfg03  sys  bes1            3 os----u 3a7a0690      195      25e  --------
logfg04  sys  bes1            4 os----u 3a7a0690      25f      328  --------
logfg05  sys  bes1            5 os----u 3a7a0690      329      3f2  --------
logfg06  sys  bes1            6 os----u 3a7a0690      3f3      43e  --------

                        上記結果から，アンロードログファイルの作成が完了したことが確認できます。

                     

                     	
                        バックアップ時に取得した最初に指定するアンロードログファイルの情報から，「サーバ名」，「サーバランID」，「ログファイルグループ名」，及び「世代番号」を確認します。この例での情報を次に示します。

                        
                           	
                              サーバ名：bes1

                           

                           	
                              ファイルグループ名：logfg05

                           

                           	
                              サーバランID：3a765d82

                           

                           	
                              世代番号：17

                           

                        

                        このことから，最初に指定するアンロードログファイルはbes1_3a765d820017_logfg05です。

                     

                     	
                        昇順の時系列リストを作成します。

                        まず，アンロードログファイル作成ディレクトリ内のファイル一覧を作成します。ここでは，アンロードログファイル作成ディレクトリが二つあるとします。

                        [image: [図データ]]

                        最初に指定するアンロードログファイルがbes1_3a765d820017_logfg05なので，bes1_3a765d820017_logfg05があるアンロードログファイル作成ディレクトリ1のファイル一覧からbes1_3a765d820017_logfg05より前の世代番号のファイル名を削除します。

                        [image: [図データ]]

                        二つのアンロードログファイル作成ディレクトリのファイル一覧を昇順に並び替えてから，一つの時系列リストを作成します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        5.で作成した時系列リストの順でアンロードログファイルを指定して，pdrstrコマンドを実行します。

                        pdrstr -m /rdarea/mast_rdarea/mast_rdarea01 -s bes1 -b /pdcopy/backup/bes1bkup01 
-l /unload_dir1/bes1_3a765d820017_logfg05,/unload_dir1/bes1_3a765d820018_logfg06,
/unload_dir1/bes1_3a765d820019_logfg01,/unload_dir2/bes1_3a7a06ae0001_logfg01,
/unload_dir2/bes1_3a7a06ae0002_logfg02,/unload_dir2/bes1_3a7a06ae0003_logfg03,
/unload_dir2/bes1_3a7a06ae0004_logfg04,/unload_dir2/bes1_3a7a06ae0005_logfg05,
/unload_dir2/bes1_3a7a06ae0006_logfg06

                        
                           	〔説明〕

                           	
                              -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                              -s：回復対象となるサーバ（bes1）を指定します。

                              -b：回復に使用するバックアップファイルを指定します。

                              -l：回復に使用するアンロードログファイルを時系列に指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　運用例2

                  自動ログアンロード機能を使用している場合，マスタ用RDエリアに障害が発生し，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始してディクショナリサーバ（dic）を回復するときの例を示します。

                  
                     	
                        HiRDBをpdstart -rコマンドで開始する前に，pdlogls -d sysコマンドを実行して，現用のシステムログファイルを確認します。

                        pdlogls -d sys -s dic
 
HOSTNAME : dbhost1(103519)
***** Off-line Information *****
Group    Type Server   Gen No.  Status  Run ID    Block No.         Ex-Status
logfg01  sys  dic             1 cn----u 3a7a6090        1        b  --------
logfg02  sys  dic             2 cn----u 3a7a6090        c       18  --------
logfg03  sys  dic             3 cn----u 3a7a6090       19       24  --------
logfg04  sys  dic             4 cn---cu 3a7a6090       25       2c  --------
logfg05  sys  dic            11 cn----u 3a765d82      122      130  --------

                        上記結果から，logfg04以外はアンロードが完了していることが確認できます。

                     

                     	
                        HiRDBが再開始していない場合，自動ログアンロード機能でアンロードできないため，-fオプション指定でpdlogunld -d sysコマンドを実行して，手動でlogfg04をアンロードします。

                        pdlogunld -d sys -s dic -g logfg04 -o /unload_dir2/dic_unload_logfg04 -f

                     

                     	
                        pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します。

                        pdstart -r

                     

                     	
                        バックアップ時に取得した最初に指定するアンロードログファイルの情報から，「サーバ名」，「サーバランID」，「ログファイルグループ名」，及び「世代番号」を確認します。この例での情報を次に示します。

                        
                           	
                              サーバ名：dic

                           

                           	
                              ファイルグループ名：logfg01

                           

                           	
                              サーバランID：3a7a60ae

                           

                           	
                              世代番号：1

                           

                        

                        このことから，最初に指定するアンロードログファイルはdic_3a7a60ae0001_logfg01です。

                     

                     	
                        時系列リストを作成し，昇順に並び替えます。

                        まず，アンロードログファイル作成ディレクトリ内のファイル一覧を作成します。ここでは，アンロードログファイル作成ディレクトリが二つあるとします。

                        [image: [図データ]]

                        それぞれのアンロードログファイル作成ディレクトリのファイル一覧の最初のファイルを比べると，アンロードログファイル作成ディレクトリ1のファイルはアンロードログファイル作成ディレクトリ2のファイルより古いため，アンロードログファイル作成ディレクトリ2のファイルだけを使用します。

                        さらに，2.で手動でアンロードしたファイルを最後に追加して，時系列リストを作成します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        5.で作成した時系列リストの順でアンロードログファイルを指定して，pdrstrコマンドを実行します。

                        pdrstr -m /rdarea/mast_rdarea/mast_rdarea01 -r RDMASTER -b /pdcopy/backup/dicbkup01
-l /unload_dir2/dic_3a7a06ae0001_logfg01,/unload_dir2/dic_3a7a06ae0002_logfg02,
/unload_dir2/dic_3a7a06ae0003_logfg03,/unload_dir2/dic_unload_logfg04

                        
                           	〔説明〕

                           	
                              -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                              -r：マスタ用RDエリア名を指定します。

                              -b：回復に使用するバックアップファイルを指定します。

                              -l：回復に使用するアンロードログファイルを時系列に指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　不要なアンロードログファイルの削除

                  時系列リストは，不要なアンロードログファイルを特定する場合も使用できます。降順の時系列リストを作成し，最初に指定するアンロードログファイルより古いファイルが不要なアンロードログファイルです。時系列リストの例を次に示します。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        この例では，最初に指定するアンロードログファイルがbes1_3a765d820017_logfg05なので，不要なアンロードログファイルはbes1_3a765d820016_logfg04，bes1_3a765d820015_logfg03，及びbes1_3a765d820014_logfg02です。

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         4　シンクポイントダンプファイルの運用

         
            この章では，シンクポイントダンプファイルの運用方法について説明します。

         

         
            4.1　基本項目

            ここでは，シンクポイントダンプファイルを運用する前に理解して欲しいことについて説明します。

            
               4.1.1　シンクポイントとは

               HiRDBが異常終了した場合，システムログだけで回復処理をすると，HiRDB開始からのすべてのシステムログが必要となり，システムの回復に多大な時間が掛かります。そこで，HiRDB稼働中に一定の間隔でポイントを設け，そのポイントで回復する必要のあるHiRDB管理情報を保存することで，ポイント以前のシステムログは不要になり，システムの回復時間を短縮できます。このポイントをシンクポイント，シンクポイントで取得するHiRDB管理情報をシンクポイントダンプ，シンクポイントダンプを格納するファイルをシンクポイントダンプファイルといいます。

               HiRDBは前回のシンクポイント以降又はHiRDB開始以降のデータベース更新内容をシンクポイント時にデータベースに反映します。HiRDB管理者は，障害発生に備えてシンクポイントダンプファイルを作成してください。

            
            
               4.1.2　シンクポイントダンプファイルの状態

               HiRDBはシンクポイントダンプファイルを次の表に示す状態に分けて管理しています。

               
                  表4‒1　シンクポイントダンプファイルの状態
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              状態

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              書き込み中

                           
                           	
                              シンクポイントダンプが出力されているファイルです。

                           
                        

                        
                           	
                              上書きできる状態

                           
                           	
                              ファイル中にシステムの回復に必要なシンクポイントダンプを含まないため，上書きできる状態のファイルです。有効保証世代の対象外となるファイルの状態です。

                           
                        

                        
                           	
                              上書きできない状態

                           
                           	
                              ファイル中にシステムの回復に必要なシンクポイントダンプを含んでいるため，上書きできない状態のファイルです。有効保証世代の対象となるファイルの状態です。

                           
                        

                        
                           	
                              予約

                           
                           	
                              この状態のファイルは，シンクポイントダンプの出力対象になりません。ファイルはクローズ中の状態です。

                              また，HiRDBシステム定義にシンクポイントダンプファイル名称を指定しただけで，その名称に対応するシンクポイントダンプファイルを作成していない場合もこの状態となります。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               4.1.3　HiRDB開始時のシンクポイントダンプファイルの状態

               HiRDBを開始すると，pdlogadfg -d spdオペランドで指定したシンクポイントダンプファイルのうち，ONLと指定したファイルがすべてオープンされて，上書きできる状態になります。

               なお，オープン処理に失敗したファイル，及びONLと指定しなかったファイルは予約の状態になります。

            
            
               4.1.4　シンクポイントダンプファイルの状態が変わるときは？

               シンクポイントダンプが取得されて有効化※されると，シンクポイントダンプファイルの状態が変わります。シンクポイントダンプは，次に示すときに取得されます。

               
                  	
                     サーバの開始，又は再開始処理が完了したとき

                  

                  	
                     サーバの終了準備処理が完了したとき

                  

                  	
                     システムログファイルがスワップしたとき

                  

                  	
                     前回のシンクポイントダンプを取得してから，pd_log_sdintervalオペランドで指定したログブロック数のシステムログを取得したとき

                  

                  	
                     前回のシンクポイントダンプを取得してから，pd_log_sdintervalオペランドで指定した時間が経過したとき

                  

                  	
                     pdlogsyncコマンドを実行したとき

                  

               

               
                  	注※

                  	
                     シンクポイントダンプが有効化されると，メッセージKFPS02183-Iが出力されます。ただし，pd_spd_assurance_msgオペランドでNを指定すると，メッセージKFPS02183-Iは出力されません。

                  

               

            
            
               4.1.5　有効保証世代数とファイルの状態との関係

               HiRDBは，1世代のシンクポイントダンプを一つのシンクポイントダンプファイルに格納します。用意したファイルすべてにシンクポイントダンプを取得すると，最初のファイルに戻ってデータを上書きします。

               HiRDBは，１世代前のシンクポイントダンプファイルを上書きできない状態にします。ただし，有効保証世代数を2世代にした場合，過去2世代のファイルを上書きできない状態にします。シンクポイントダンプの出力によるファイルの状態変化を次の図に示します。

               
                  図4‒1　シンクポイントダンプの出力によるファイルの状態変化（有効保証世代数を1世代にした場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  図4‒2　シンクポイントダンプの出力によるファイルの状態変化（有効保証世代数を2世代にした場合）
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               4.1.6　シンクポイントダンプファイルを操作するコマンド

               シンクポイントダンプファイルを操作するコマンドを次の表に示します。

               
                  表4‒2　シンクポイントダンプファイルを操作するコマンド
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              コマンド名

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              pdloginit

                           
                           	
                              シンクポイントダンプファイルを初期設定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogadpf

                           
                           	
                              シンクポイントダンプファイルを，HiRDBシステム定義で指定したファイルグループに割り当てます。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogopen

                           
                           	
                              クローズ状態のシンクポイントダンプファイルをオープンします。上書きできる状態のファイルを予約にします。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogcls

                           
                           	
                              オープン状態のシンクポイントダンプファイルをクローズします。予約ファイルを上書きできる状態にします。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogls

                           
                           	
                              シンクポイントダンプファイルの情報を表示します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogrm

                           
                           	
                              シンクポイントダンプファイルを削除します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogsync

                           
                           	
                              シンクポイントダンプを取得します。

                           
                        

                     
                  

               
            
         
         
            4.2　シンクポイントダンプの取得間隔の設定方法

            実行者　HiRDB管理者

            
               4.2.1　取得間隔はpd_log_sdintervalオペランドで設定します

               シンクポイントダンプの取得間隔をpd_log_sdintervalオペランドで設定してください。シンクポイントダンプの取得間隔は，次に示す条件で設定できます。

               
                  	・システムログの出力量による設定

                  	
                     pd_log_sdintervalオペランドで指定したログブロック数分のシステムログが出力されるたびに，シンクポイントダンプを取得します。

                  

                  	・経過時間による設定

                  	
                     前回シンクポイントダンプを取得してから，pd_log_sdintervalオペランドで指定した経過時間が過ぎるとシンクポイントダンプを取得します。

                  

               

            
            
               4.2.2　取得間隔を決める目安

               シンクポイントダンプの取得間隔を短くすれば，HiRDBを再開始するときのデータベース回復に掛かる所要時間が短くなります。ただし，シンクポイントダンプの取得回数が増えるため，オンライン中の性能が低下する場合があります。

               逆に，シンクポイントダンプの取得間隔を長くすれば，HiRDBを再開始するときのデータベース回復に掛かる所要時間が長くなります。ただし，シンクポイントダンプの取得回数が減るため，オンライン中の性能が向上する場合があります。

               シンクポイントダンプがどの程度の間隔で取得されているかは，統計解析ユティリティのシステムの稼働に関する統計情報の「シンクポイントダンプ取得間隔時間（SYNC POINT
                  GET INTERVAL）」で確認できます。

               シンクポイントダンプの取得間隔のチューニング方法については，「シンクポイントダンプの取得間隔のチューニング」を参照してください。

            
            
               4.2.3　シンクポイントダンプの取得間隔の設定例

               昼間（9：00〜18：00）は更新系トランザクションが少なく，夜間（18:00〜9:00）は更新系トランザクションが多い場合のシステムを例にします。

               
                  	（例）

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           更新系トランザクションが少ない時間帯（9：00〜18：00）は，経過時間を目安にシンクポイントダンプを取得します。

                        

                        	
                           更新系トランザクションが多い時間帯（18：00〜9：00）は，システムログの出力量を目安にシンクポイントダンプを取得します。

                        

                        	
                           そのほかに，必要ならば，pdlogsyncコマンドでシンクポイントダンプを取得します。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            4.3　シンクポイントダンプファイルの操作方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，シンクポイントダンプファイルの操作方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  シンクポイントダンプファイルの状態が変わった場合

               

               	
                  上書きできる状態のファイルがない場合

               

               	
                  HiRDBの稼働中にシンクポイントダンプファイルの容量を大きく（小さく）する場合

               

               	
                  ファイルの状態を変更する場合

               

               	
                  シンクポイントダンプファイルを新規追加する場合

               

               	
                  シンクポイントダンプファイルを削除する場合

               

               	
                  ファイル中のシンクポイントダンプに対応するシステムログファイルを知りたい場合

               

               	
                  シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数を増やす場合

               

            

            なお，シンクポイントダンプファイルの運用で，よくある質問をＱ＆Ａにまとめました。シンクポイントダンプファイルのＱ＆Ａについては，「シンクポイントダンプファイルに関する質問」を参照してください。

            
               4.3.1　シンクポイントダンプファイルの状態が変わった場合

               HiRDB管理者は，上書きできる状態のファイルがあるかどうかをpdloglsコマンドで確認してください。上書きできる状態のファイルがない場合は予約ファイルを上書きできる状態にしてください。上書きできる状態のファイルがない状態でシンクポイントダンプが出力されると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。なお，上書きできる状態のファイルがなくなると，HiRDBはその旨のメッセージを出力します。

            
            
               4.3.2　上書きできる状態のファイルがない場合

               次に示すどちらかの方法で予約ファイルを上書きできる状態にしてください。予約ファイルがない場合はシンクポイントダンプファイルを追加してください。追加方法については，「シンクポイントダンプファイルを新規追加する場合」を参照してください。

               
                  (1)　シンクポイントダンプファイルの実体がある場合

                  シンクポイントダンプファイルの実体があるとは，pdloginitコマンドでシンクポイントダンプファイルを作成しているという意味です。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlloglsコマンドで予約ファイルを確認してください。

                              pdlogls -d spd -s b001

                           

                           	
                              pdlogopenコマンドで，実体がある予約ファイルを上書きできる状態にしてください。

                              pdlogopen -d spd -s b001 -g syncfg01

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　シンクポイントダンプファイルの実体がない場合

                  シンクポイントダンプファイルの実体がないとは，pdloginitコマンドでシンクポイントダンプファイルを作成しないで，pdlogadfgオペランドにファイルグループ名を指定しただけの状態のことです。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlloglsコマンドで予約ファイルを確認してください。

                              pdlogls -d spd -s b001

                           

                           	
                              pdloginitコマンドでシンクポイントダンプファイルを作成します。作成するシンクポイントダンプファイルの名称は，HiRDBシステム定義で指定したシンクポイントダンプファイル名称と同じにしてください。

                              pdloginit -d spd -s b001 -f /sysfile01/sync01 -n 5000

                           

                           	
                              pdlogadpfコマンドで，1で作成したシンクポイントダンプファイルとpdlogadfgオペランドで指定したファイルグループを対応付けます。

                              pdlogadpf -d spd -s b001 -g syncfg01 -a /sysfile01/sync01

                           

                           	
                              pdlogopenコマンドで，1で作成したシンクポイントダンプファイルを上書きできる状態にします。

                              pdlogopen -d spd -s b001 -g syncfg01

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               4.3.3　HiRDBの稼働中にシンクポイントダンプファイルの容量を大きく（小さく）する場合

               シンクポイントダンプファイルの容量不足が発生した場合，次に示す手順でシンクポイントダンプファイルの容量を大きくしてください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdloglsコマンドでシンクポイントダンプファイルの状態を確認します。

                           pdlogls -d spd -s b001

                        

                        	
                           pdlogclsコマンドで上書きできる状態のファイルを予約にします。

                           pdlogcls -d spd -s b001 -g syncfg01

                        

                        	
                           pdlogrmコマンドで予約ファイルを削除します。

                           pdlogrm -d spd -s b001 -f /sysfile01/sync01

                        

                        	
                           pdloginitコマンドで，3で削除したシンクポイントダンプファイルを再作成します。

                           このとき，レコード数を変更前のシンクポイントダンプファイルより大きくしてください。ファイル容量を小さくする場合はレコード数を小さくしてください。

                           pdloginit -d spd -s b001 -f /sysfile01/sync01 -n 5000

                        

                        	
                           pdlogopenコマンドで，4で作成したシンクポイントダンプファイルを上書きできる状態にします。

                           pdlogopen -d spd -s b001 -g syncfg01

                        

                     

                     コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           上書きできる状態のファイルを予約に変更するとき，すべての上書きできる状態のファイルを予約に変更しないでください。上書きできる状態のファイルがないときにシンクポイントダンプが出力されると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。したがって，上書きできる状態のファイルを一つ以上残した状態でシンクポイントダンプファイルの容量を変更してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               4.3.4　ファイルの状態を変更する場合

               pdlogopenコマンドで予約ファイルを上書きできる状態にできます。pdlogclsコマンドで上書きできる状態のファイルを予約にできます。

            
            
               4.3.5　シンクポイントダンプファイルを新規追加する場合

               シンクポイントダンプファイルを新規追加する手順を次に示します。なお，シンクポイントダンプファイルを追加する前に，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」で，シンクポイントダンプファイルの設計について読むことをお勧めします。

               
                  (1)　HiRDBを正常終了できる場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfstatfsコマンドで，シンクポイントダンプを作成するHiRDBファイルシステム領域に空きがあるかを確認します。

                              pdfstatfs /sysfile01

                              空きがない場合はHiRDBファイルシステム領域を新規作成してください。HiRDBファイルシステム領域の作成方法については，「HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                           

                           	
                              HiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには4で追加するシンクポイントダンプファイルを指定します。

                              ・pdlogadfg -d spdオペランド

                              ・pdlogadpf -d spdオペランド

                           

                           	
                              pdloginitコマンドでシンクポイントダンプファイルを追加（初期設定）します。

                              pdloginit -d spd -s b001 -f /sysfile01/sync01 -n 5000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBを正常終了できない場合

                  HiRDBシステム定義を変更するときにシステム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用します。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                     High Availabilityが必要になります。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfstatfsコマンドで，シンクポイントダンプを作成するHiRDBファイルシステム領域に空きがあるかを確認します。

                              pdfstatfs /sysfile01

                              空きがない場合はHiRDBファイルシステム領域を新規作成してください。HiRDBファイルシステム領域の作成方法については，「HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを2で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには5で追加するシンクポイントダンプファイルを指定します。

                              ・pdlogadfg -d spdオペランド

                              ・pdlogadpf -d spdオペランド

                           

                           	
                              pdloginitコマンドでシンクポイントダンプファイルを追加（初期設定）します。

                              pdloginit -d spd -s b001 -f /sysfile01/sync01 -n 5000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドで，$PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdchgconfコマンドで，HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               4.3.6　シンクポイントダンプファイルを削除する場合

               pdlogrmコマンドで予約ファイルを削除できます。なお，予約以外の状態のシンクポイントダンプファイルは削除できません。

               必要に応じて次に示すオペランドを削除してください。pdlogrmコマンドで削除したシンクポイントダンプファイルに対応するオペランドを削除します。

               
                  	
                     pdlogadfg -d spdオペランド

                  

                  	
                     pdlogadpf -d spdオペランド

                  

               

               これらのオペランドを削除しないと，削除したシンクポイントダンプファイルは実体のないファイルになります。

            
            
               4.3.7　ファイル中のシンクポイントダンプに対応するシステムログファイルを知りたい場合

               pdloglsコマンドで，シンクポイントダンプファイル中のシンクポイントダンプに対応するシステムログファイルが分かります。

            
            
               4.3.8　シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数を増やす場合

               シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数を増やす手順を次に示します。

               
                  (1)　HiRDBを正常終了できる場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドで，シンクポイントダンプファイルの数を確認してください。ファイル数が「変更後の有効保証世代数＋１」以上あるかを確認します。ない場合はシンクポイントダンプファイルを新規追加します。

                              pdlogls -d spd -s b001

                           

                           	
                              pdstopコマンドでHiRDBを正常終了させます。

                           

                           	
                              HiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには4で追加するシンクポイントダンプファイルを指定します。

                              ・pdlogadfg -d spdオペランド

                              ・pdlogadpf -d spdオペランド

                              また，pd_spd_assurance_countオペランドに有効保証世代数を指定します。

                           

                           	
                              pdloginitコマンドでシンクポイントダンプファイルを追加（初期設定）します。

                              pdloginit -d spd -s b001 -f /sysfile01/sync01 -n 5000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBを正常終了できない場合

                  HiRDBシステム定義を変更するときにシステム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用します。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                     High Availabilityが必要になります。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドで，シンクポイントダンプファイルの数を確認してください。ファイル数が「変更後の有効保証世代数＋１」以上あるかを確認します。ない場合はシンクポイントダンプファイルを新規追加します。

                              pdlogls -d spd -s b001

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを2で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには5で追加するシンクポイントダンプファイルを指定します。

                              ・pdlogadfg -d spdオペランド

                              ・pdlogadpf -d spdオペランド

                              また，pd_spd_assurance_countオペランドに有効保証世代数を指定します。

                           

                           	
                              pdloginitコマンドでシンクポイントダンプファイルを追加（初期設定）します。

                              pdloginit -d spd -s b001 -f /sysfile01/sync01 -n 5000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドで，$PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdchgconfコマンドで，HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
            
         
         
            4.4　シンクポイントダンプファイルの状態遷移

            HiRDB稼働中のシンクポイントダンプファイルの状態遷移を次の表に示します。

            
               表4‒3　HiRDB稼働中のシンクポイントダンプファイルの状態遷移（シンクポイントダンプファイルを二重化していない場合）
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベント

                        
                        	
                           シンクポイントダンプファイルの状態

                        
                     

                     
                        	
                           オープン

                        
                        	
                           クローズ

                        
                     

                     
                        	
                           上書きできる状態

                        
                        	
                           書き込み中

                        
                        	
                           上書きできない状態

                        
                        	
                           予約

                        
                     

                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           4

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           シンクポイントダンプの出力中

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           シンクポイントダンプの有効化

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           →1※

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           シンクポイントダンプの出力障害

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →4

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogclsコマンドの実行※

                        
                        	
                           →4

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogopenコマンドの実行※

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →1

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  −：該当しない，又は状態が遷移しないことを示しています。

                  →n：イベント後のシンクポイントダンプファイルの状態を示しています。

                  例えば，→1の場合はイベント後にシンクポイントダンプファイルの状態は上書きできる状態になります。

               

            

            注　表中の状態遷移はイベントが正常に処理されることを前提としています。

            注※　上書きできない状態のファイルのうち，一番古い世代のファイルの状態遷移です。

            
               表4‒4　HiRDB稼働中のシンクポイントダンプファイルの状態遷移（シンクポイントダンプファイルを二重化している場合）
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベント

                        
                        	
                           シンクポイントダンプファイルの状態

                        
                     

                     
                        	
                           上書きできる状態

                        
                        	
                           書き込み中

                        
                        	
                           上書きできない状態

                        
                        	
                           予約

                        
                     

                     
                        	
                           両系オープン

                        
                        	
                           A系オープン

                        
                        	
                           A系クロ

                           ーズ

                        
                        	
                           両系オープン

                        
                        	
                           A系オープン

                        
                        	
                           A系クロ

                           ーズ

                        
                        	
                           両系オープン

                        
                        	
                           A系オープン

                        
                        	
                           A系クロ

                           ーズ

                        
                        	
                           両系クロ

                           ーズ

                        
                     

                     
                        	
                           B系クロ

                           ーズ

                        
                        	
                           B系オープン

                        
                        	
                           B系クロ

                           ーズ

                        
                        	
                           B系オープン

                        
                        	
                           B系クロ

                           ーズ

                        
                        	
                           B系オープン

                        
                     

                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           7

                        
                        	
                           8

                        
                        	
                           9

                        
                        	
                           10

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           シンクポイントダンプの取得直前

                        
                        	
                           →4

                        
                        	
                           →5

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           シンクポイントダンプの有効化

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →7

                        
                        	
                           →8

                        
                        	
                           →9

                        
                        	
                           →1※

                        
                        	
                           →2※

                        
                        	
                           →3※

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           A系ファイルの出力障害

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →6

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           B系ファイルの出力障害

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogclsコマンドの実行

                        
                        	
                           -a及び-bオプション省略

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           -aオプション指定

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           -bオプション指定

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →10

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogopenコマンドの実行

                        
                        	
                           -a及び-bオプション省略

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →1

                        
                        	
                           →1

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →7

                        
                        	
                           →7

                        
                        	
                           →1

                        
                     

                     
                        	
                           -aオプション指定

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →1

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →7

                        
                        	
                           →2

                        
                     

                     
                        	
                           -bオプション指定

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →1

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →7

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →3

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  −：該当しない，又は状態が遷移しないことを示しています。

                  →n：イベント後のシンクポイントダンプファイルの状態を示しています。

                  例えば，→1の場合はイベント後にシンクポイントダンプファイルの状態は上書きできる状態（両系オープン）になります。

               

            

            注　表中の状態遷移はイベントが正常に処理されることを前提としています。

            注※　上書きできない状態のファイルのうち，一番古い世代のファイルの状態遷移です。

         
      
   
      
         5　ステータスファイルの運用

         
            この章では，ステータスファイルの運用方法について説明します。

         

         
            5.1　基本項目

            HiRDBを再開始するときに必要な情報をステータスファイルに格納します。ここでは，ステータスファイルを運用する前に理解してほしいことについて説明します。

            
               5.1.1　ステータスファイルの状態

               HiRDBはステータスファイルを次の表に示す状態に分けて管理しています。

               
                  表5‒1　ステータスファイルの状態
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              状態

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              現用

                           
                           	
                              システムステータス情報が出力されているファイルです。

                           
                        

                        
                           	
                              予備

                           
                           	
                              現時点では，システムステータス情報の出力対象になっていませんが，現用ファイルが入出力障害などで使用できなくなった場合，現用ファイルにスワップするファイルです。ファイルはオープン中の状態です。

                           
                        

                        
                           	
                              予約

                           
                           	
                              この状態のステータスファイルは，システムステータス情報の出力対象になりません。ファイルはクローズ中の状態です。

                              また，HiRDBシステム定義にステータスファイル名称を指定しただけで，その名称に対応するステータスファイルを作成していない場合もこの状態となります。

                           
                        

                        
                           	
                              閉塞

                           
                           	
                              ステータスファイルに障害が発生して閉塞している状態です。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               5.1.2　HiRDB開始時のステータスファイルの状態

               HiRDBを正常開始すると，システム定義の次に示すオペランドで最初に指定したステータスファイルが現用となります。残りのステータスファイルは予備になります。

               
                  	
                     pd_syssts_file_name_1〜7（ユニット用ステータスファイル）

                  

                  	
                     pd_sts_file_name_1〜7（サーバ用ステータスファイル）

                  

               

               
                  	参考

                  	
                     
                        	
                           オープン処理に失敗したファイルは予約となります。また，障害のためオープンできなかったファイルは閉塞状態になります。

                        

                        	
                           HiRDBを再開始した場合は，前回稼働時の現用ファイルが引き継がれます。

                        

                     

                  

               

            
            
               5.1.3　ステータスファイルの状態が変わるときは？

               ステータスファイルがスワップすると，ステータスファイルの状態が変わります。次に示すときに，ステータスファイルはスワップします。

               
                  	
                     ステータスファイルに障害が発生したとき

                  

                  	
                     ステータスファイルの容量が不足したとき

                  

                  	
                     pdstsswapコマンドを実行したとき

                  

               

            
            
               5.1.4　ステータスファイルのスワップとは

               HiRDBは，A系，B系のどちらかの現用ファイルに障害が発生した場合，障害が発生しなかった系のファイルの内容を予備ファイルに複写します（現用ファイルには，A系とB系の両方に同じ内容が書き込まれています）。その後，予備ファイルを現用に切り替えます。現用だったファイルは閉塞になります。これをステータスファイルのスワップといいます。このとき，予備ファイルがないとユニットが異常終了します。ステータスファイルのスワップを次の図に示します。

               
                  図5‒1　ステータスファイルのスワップ
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               5.1.5　ステータスファイルを操作するコマンド

               ステータスファイルを操作するコマンドを次の表に示します。

               
                  表5‒2　ステータスファイルを操作するコマンド
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              コマンド名

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              pdstsinit

                           
                           	
                              ステータスファイルを初期設定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdstsopen

                           
                           	
                              
                                 	
                                    クローズ状態のステータスファイルをオープンします。予約ファイルを予備にします。

                                 

                                 	
                                    初期設定したステータスファイルをオープンします。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              pdstscls

                           
                           	
                              オープン状態のステータスファイルをクローズします。予備ファイルを予約にします。

                           
                        

                        
                           	
                              pdstsswap

                           
                           	
                              ステータスファイルをスワップさせます。現用ファイルを予備にします。

                           
                        

                        
                           	
                              pdstsrm

                           
                           	
                              ステータスファイルを削除します。

                           
                        

                     
                  

               
            
         
         
            5.2　ステータスファイルの操作方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，ステータスファイルの運用方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  ステータスファイルがスワップした場合

               

               	
                  予備ファイルがない場合

               

               	
                  HiRDBの稼働中にステータスファイルの容量を大きく（小さく）する場合

               

               	
                  ファイルの状態を変える場合

               

               	
                  現用ファイルを変更する場合

               

               	
                  ステータスファイルを新規追加する場合

               

               	
                  ステータスファイルを削除する場合

               

               	
                  ステータスファイルの情報を調べる場合

               

            

            なお，ステータスファイルの運用で，よくある質問をＱ＆Ａにまとめました。ステータスファイルのＱ＆Ａについては，「ステータスファイルに関する質問」を参照してください。

            
               5.2.1　ステータスファイルがスワップした場合

               HiRDB管理者は，ステータスファイルがスワップしたときに，pdls -d stsコマンドで次に示すことを確認してください。

               
                  	
                     予備ファイルがあるかを確認してください。

                  

                  	
                     ファイル内のレコード使用率を確認してください。

                  

               

               
                  (1)　予備ファイルがあるかを確認してください

                  HiRDB管理者は予備ファイルがあるかどうかを確認してください。予備ファイルがない場合，予約ファイルを予備の状態にしてください。予備ファイルがない状態でステータスファイルに障害が発生すると，ステータスファイルが片系運転になるか，又はユニットが異常終了します。

               
               
                  (2)　ファイル内のレコード使用率を確認してください

                  ステータスファイルの容量が不足すると，HiRDBが予備ファイルの中から，現用ファイルより容量の大きいファイルを選択して，自動的にスワップします。しかし，現用ファイルより容量の大きい予備ファイルがないと，ユニットが異常終了します。したがって，容量が最も大きいファイルを現用として使用している場合，ステータスファイル内のレコード使用率を調べてください。

               
            
            
               5.2.2　予備ファイルがない場合

               次に示すどちらかの方法で予約ファイルを予備にしてください。予約ファイルがない場合はステータスファイルを追加してください。追加方法については，「ステータスファイルを新規追加する場合」を参照してください。

               
                  (1)　ステータスファイルの実体がある場合

                  ステータスファイルの実体があるとは，pdstsinitコマンドでステータスファイルを作成しているという意味です。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlsコマンドで実体がある予約ファイルを確認してください。ファイルの状態がCLOSEと表示されます。

                              pdls -d sts -s b001

                           

                           	
                              pdstsopenコマンドで予約ファイルを予備にしてください。

                              pdstsopen -s b001 -n sstsfg01

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　ステータスファイルの実体がない場合

                  ステータスファイルの実体がないとは，pdstsinitコマンドでステータスファイルを作成しないで，HiRDBシステム定義にステータスファイルの定義をしただけの状態のことです。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlsコマンドで実体がない予約ファイルを確認してください。ファイルの状態がNONEと表示されます。

                              pdls -d sts -s b001

                           

                           	
                              pdstsinitコマンドでステータスファイルを作成します。作成するステータスファイルの名称は，HiRDBシステム定義で定義したステータスファイル名称と同じにしてください。

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1a -l 4096 -c 1000

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1b -l 4096 -c 1000

                           

                           	
                              pdstsopenコマンドで，2で作成したステータスファイルをオープンします。

                              pdstsopen -s b001 -n sstsfg01

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               5.2.3　HiRDBの稼働中にステータスファイルの容量を大きく（小さく）する場合

               レコード使用率が高くなった場合，次に示す手順でステータスファイルの容量を大きくしてください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdlsコマンドで次に示すことを確認してください。

                           ・予備のステータスファイル（ファイルの状態がSTANDBYと表示されます）

                           ・ステータスファイルのレコード数

                           pdls -d sts -s b001

                        

                        	
                           pdstsclsコマンドで予備ファイルを予約にします。

                           pdstscls -s b001 -n sstsfg01

                        

                        	
                           pdstsrmコマンドで予約ファイルを削除します。

                           pdstsrm -s b001 -f /sysfile01/ssts1a

                           pdstsrm -s b001 -f /sysfile01/ssts1b

                        

                        	
                           pdstsinitコマンドで，3で削除したステータスファイルを再作成します。

                           このとき，レコード数を変更前のステータスファイルより大きくしてください。ファイル容量を小さくする場合はレコード数を小さくしてください。

                           pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1a -l 4096 -c 1000

                           pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1b -l 4096 -c 1000

                        

                        	
                           pdstsopenコマンドで，4で作成したステータスファイルを予備にします。

                           pdstsopen -s b001 -n sstsfg01

                        

                        	
                           pdstsswapコマンドで現用ファイルをスワップします。スワップ後，1〜5の手順で現用ファイルの容量を大きくしてください。

                           pdstsswap -s b001

                        

                     

                     コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 予備ファイルを予約に変更するとき，すべての予備ファイルを予約に変更しないでください。予備ファイルがないときにステータスファイルのスワップが発生すると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。したがって，最低一つの予備ファイルを残した状態でステータスファイルの容量を変更してください。

                              

                              	
                                 pd_syssts_last_active_file又はpd_sts_last_active_fileオペランドを指定している場合は注意が必要です。手順6で現用ファイルを変更しているため，これらのオペランドの指定値を次回のHiRDB開始時までに変更してください。変更しないと，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を開始できません。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               5.2.4　ファイルの状態を変える場合

               pdstsopenコマンドで予約ファイルを予備にできます。pdstsclsコマンドで予備ファイルを予約にできます。

            
            
               5.2.5　現用ファイルを変更する場合

               現用ファイルを変更したい場合は，pdstsswapコマンドでステータスファイルをスワップさせます。現用ファイルは予備になります。

            
            
               5.2.6　ステータスファイルを新規追加する場合

               ステータスファイルを新規に追加する手順を次に示します。なお，ステータスファイルを追加する前に，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」で，ステータスファイルの設計について読むことをお勧めします。

               
                  (1)　HiRDBを正常終了できる場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfstatfsコマンドで，ステータスファイルを作成するHiRDBファイルシステム領域に空きがあるかを確認します。

                              pdfstatfs /sysfile01

                              空きがない場合はHiRDBファイルシステム領域を新規作成してください。HiRDBファイルシステム領域の作成方法については，「HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                           

                           	
                              HiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには4で追加するステータスファイルを指定します。

                              ・pd_syssts_file_nameオペランド（ユニット用ステータスファイルの場合）

                              ・pd_sts_file_nameオペランド（サーバ用ステータスファイルの場合）

                           

                           	
                              pdstsinitコマンドでステータスファイルを追加（初期設定）します。

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1a -l 4096 -c 1000

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1b -l 4096 -c 1000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドで，HiRDBを正常開始します。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBを正常終了できない場合

                  HiRDBシステム定義を変更するときにシステム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用します。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                     High Availabilityが必要になります。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfstatfsコマンドで，ステータスファイルを作成するHiRDBファイルシステム領域に空きがあるかを確認します。

                              pdfstatfs /sysfile01

                              空きがない場合はHiRDBファイルシステム領域を新規作成してください。HiRDBファイルシステム領域の作成方法については，「HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを2で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義に次に示すオペランドを追加します。このオペランドには5で追加するステータスファイルを指定します。

                              ・pd_syssts_file_nameオペランド（ユニット用ステータスファイルの場合）

                              ・pd_sts_file_nameオペランド（サーバ用ステータスファイルの場合）

                           

                           	
                              pdstsinitコマンドでステータスファイルを追加（初期設定）します。

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1a -l 4096 -c 1000

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile01/ssts1b -l 4096 -c 1000

                           

                           	
                              pdconfchkコマンドで，$PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdchgconfコマンドで，HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               5.2.7　ステータスファイルを削除する場合

               pdstsrmコマンドで予約及び閉塞ファイルを削除できます。現用及び予備ファイルは削除できません。

               必要に応じて次に示すオペランドを削除してください。pdstsrmコマンドで削除したステータスファイルに対応するオペランドを削除します。

               
                  	
                     pd_syssts_file_nameオペランド（ユニット用ステータスファイルの場合）

                  

                  	
                     pd_sts_file_nameオペランド（サーバ用ステータスファイルの場合）

                  

               

               これらのオペランドを削除しないと，削除したステータスファイルは実体のないファイルになります。このため，次に示すオペランドにstopを指定していると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を開始できなくなります。

               
                  	
                     pd_syssts_initial_error

                  

                  	
                     pd_sts_initial_error

                  

               

            
            
               5.2.8　ステータスファイルの情報を調べる場合

               
                  (1)　論理ファイルの情報を調べる場合

                  pdls -d stsコマンドを実行すると，次に示す情報が表示されます。

                  
                     	
                        論理ファイル名

                     

                     	
                        論理ファイルの状態

                     

                     	
                        ファイル内のレコード使用率

                     

                     	
                        ファイル内の連続空きレコード数

                     

                     	
                        ファイル内の管理レコード数

                     

                     	
                        物理ファイルの稼働系

                     

                     	
                        物理ファイルの状態

                     

                     	
                        レコード長

                     

                     	
                        レコード数

                     

                     	
                        物理ファイル名

                     

                  

               
               
                  (2)　物理ファイルの情報を調べる場合

                  pdcat -d stsコマンドを実行すると，次に示す情報が表示されます。

                  
                     	
                        初期設定年月日と時刻

                     

                     	
                        現用決定年月日と時刻

                     

                     	
                        レコード長

                     

                     	
                        レコード数

                     

                     	
                        ファイル内のレコード使用率

                     

                     	
                        ファイル内の連続空きレコード数

                     

                     	
                        ファイル内の管理レコード数

                     

                  

               
            
         
         
            5.3　ステータスファイルの状態遷移

            HiRDB稼働中のステータスファイルの状態遷移を次の図，及び次の表に示します。

            
               図5‒2　HiRDB稼働中のステータスファイルの状態遷移
               [image: [図データ]]

            
            
               表5‒3　HiRDB稼働中のステータスファイルの状態遷移
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベント

                        
                        	
                           ステータスファイルの状態

                        
                     

                     
                        	
                           オープン

                        
                        	
                           クローズ

                        
                     

                     
                        	
                           現用

                        
                        	
                           予備

                        
                        	
                           予約

                        
                        	
                           閉塞

                        
                     

                     
                        	
                           ACTIVE※

                        
                        	
                           STAND

                           BY※

                        
                        	
                           CLOSE※

                        
                        	
                           NONE※

                        
                        	
                           BLOCK

                           ADE※

                        
                     

                     
                        	
                           １

                        
                        	
                           ２

                        
                        	
                           ３

                        
                        	
                           ４

                        
                        	
                           ５

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           ステータスファイルの容量不足

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           →1

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdstsswapコマンドの実行

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           →1

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdstsclsコマンドの実行

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →3

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           pdstsopenコマンドの実行

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           →2

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           出力

                           障害

                        
                        	
                           両系障害

                        
                        	
                           →5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           片系障害

                        
                        	
                           予備ファイルあり

                        
                        	
                           →5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           予備ファイルなし

                        
                        	
                           片系運転可

                        
                        	
                           両系運転中

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           片系運転中

                        
                        	
                           →5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           片系運転不可

                        
                        	
                           →5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  −：該当しない，又は状態が遷移しないことを示しています。

                  →n：イベント後のステータスファイルの状態を示しています。

                  例えば，→1の場合はイベント後にステータスファイルの状態は現用になります。

               

               	注

               	
                  
                     	
                        表中の状態遷移はイベントが正常に処理されることを前提としています。

                     

                     	
                        予約又は閉塞ファイルに対してpdstsinit又はpdstsrmコマンドを実行しても，pdlsコマンドで表示されるステータスファイルの状態は変わりません。

                     

                  

               

               	注※

               	
                  pdls -d stsコマンドの実行結果（ステータスファイルの状態）です。

               

            

         
      
   
      
         6　バックアップの取得方法

         
            障害の発生に備えて，HiRDB管理者はデータベースのバックアップを取得しておいてください。この章では，バックアップの取得方法について説明します。

         

         
            6.1　バックアップについて

            HiRDB管理者は，データベースの障害に備えてバックアップを取得しておく必要があります。バックアップは，データベース複写ユティリティ（pdcopyコマンド）で取得します。ここでは，バックアップを取得するときに知っておいて欲しい基本的なことについて説明します。

            また，バックアップを取得するときのオプション機能（バックアップ取得時間の短縮を目的とした機能など）についても「オプション項目」で説明します。

            
               6.1.1　基本項目

               
                  (1)　バックアップの取得単位

                  バックアップの取得単位は，データベース複写ユティリティのオプションで指定します。バックアップは次に示す単位で取得できます。

                  
                     	
                        システム単位（すべてのRDエリア）

                     

                     	
                        ユニット単位（ユニット下のすべてのRDエリア）※

                     

                     	
                        サーバ単位（サーバ下のすべてのRDエリア）※

                     

                     	
                        RDエリア単位（個々のRDエリア）

                     

                  

                  注※　HiRDB/パラレルサーバ限定の機能です。

               
               
                  (2)　バックアップの取得時期

                  バックアップは定期的に取得してください。ただし，次に示す作業をする場合は必ずバックアップを取得してください。このタイミングで取得していないと，障害が発生したときに最新の同期点までデータベースを回復できなくなります。

                  
                     	
                        ログレスモードのUAP又はユティリティを実行する場合，その実行前後

                     

                     	
                        更新前ログ取得モードのUAP又はユティリティを実行した場合，その実行後

                     

                     	
                        RDエリアに対してデータベース構成変更ユティリティを実行した場合，その実行後

                        なお，RDエリアの移動を実行する場合，その実行前にも取得してください。

                     

                     	
                        システムログを使用した回復を実行した後

                     

                     	
                        アンロードログファイルだけを使用して回復を実行する前

                     

                     	
                        HiRDBのバージョンアップをする場合，その実行前後

                     

                     	
                        プラグインの登録後（pdplgrgstコマンドの実行後）

                     

                     	
                        プラグインの使用を中止した後（pdpluginオペランドを削除した後）

                     

                     	
                        RDエリアをインメモリ化した場合，又はインメモリデータバッファとインメモリRDエリアの同期を取った場合，その実行後

                     

                  

                  また，次に示す作業をする場合にバックアップを取得しておくと，障害が発生したときに回復に掛かる時間を短縮できます。

                  
                     	
                        システム用RDエリアのバックアップを取得する必要がある処理の実行後

                        システム用RDエリアのバックアップを取得する必要がある処理とは，表「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で，マスタディレクトリ用RDエリア，データディレクトリ用RDエリア，又はデータディクショナリ用RDエリアのバックアップ取得が必要と記載されている処理です。

                     

                     	
                        表のデータを大量更新した後

                     

                  

               
               
                  (3)　バックアップファイルを格納するサーバマシン

                  バックアップファイルは，HiRDBが稼働するサーバマシンであればどこにでも作成できます。バックアップを取得したRDエリアと同じサーバマシンに作成する必要はありません。CMT又はDATなどのデバイスが，ほかのサーバマシンにある場合に適用してください。

                  バックアップファイルを格納するサーバマシンは，データベース複写ユティリティ(pdcopyコマンド)のオプションで指定できます。

               
               
                  (4)　データベース複写ユティリティ以外でRDエリアのバックアップを取得する場合の注意事項

                  データベース複写ユティリティ以外でRDエリアのバックアップを取得する場合は，次に示すどれかの操作をしてからバックアップを取得してください。

                  
                     	
                        pdhold -cコマンドでRDエリアを閉塞かつクローズ状態にしてください。

                     

                     	
                        pdhold -bコマンドでRDエリアをバックアップ閉塞状態にしてください。

                     

                     	
                        HiRDBを正常終了させてください。

                     

                  

               
               
                  (5)　リスト用RDエリアについて

                  リスト用RDエリアのバックアップは取得できません。リストの基になった表があればリストを再作成できるため，バックアップを取得する必要はありません。

               
               
                  (6)　キャラクタ型スペシャルファイル上にバックアップファイルを作成する場合

                  キャラクタ型スペシャルファイル上にバックアップファイルを作成する場合は，そのキャラクタ型スペシャルファイルをユティリティ用のHiRDBファイルシステム領域にしておいてください。ユティリティ用のHiRDBファイルシステム領域にするには，pdfmkfsコマンドの-kオプションにUTLを指定します。

               
               
                  (7)　バックアップファイルのサイズについて（重要）

                  ディスクの残容量に余裕があるのに，データベース複写ユティリティ実行時にディスク容量不足を示す旨のメッセージが出力された場合は，次に示す原因が考えられます。

                  
                     	
                        カーネルパラメタの上限を超えている

                     

                  

                  この場合，カーネルパラメタの値を変更してください。また，バックアップファイルを複数個指定しても対応できます。ただし，ラージファイルをサポートしていないOSの場合は，ディスクのパーティションのサイズを2ギガバイト以下にしないと，複数個のファイルを扱うことはできません。

               
               
                  (8)　バックアップファイルの内容確認

                  データベース複写ユティリティで取得したバックアップの情報をpdbkuplsコマンドで確認できます。例えば，次に示す情報を確認できます。確認できる情報の詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  
                     	
                        バックアップの取得日時

                     

                     	
                        バックアップ取得対象RDエリアの名称

                     

                     	
                        バックアップ取得モード（-Mオプション）の指定値

                     

                  

               
            
            
               6.1.2　オプション項目

               
                  (1)　差分バックアップ機能

                  差分バックアップ機能とは，前回のバックアップ取得時点からの差分情報だけをバックアップとして取得する機能です。このため，バックアップの取得処理時間を短縮できます。データベースの容量が多くてデータ更新量が少ない場合に，差分バックアップ機能の使用を検討してください。差分バックアップ機能の運用方法については，「差分バックアップの取得」を参照してください。

               
               
                  (2)　バックアップ閉塞

                  次に示す場合は，バックアップ取得対象RDエリアをバックアップ閉塞する必要があります。

                  
                     	
                        pdcopyコマンド以外でバックアップを取得する場合（ほかの製品の機能でバックアップを取得する場合）

                     

                     	
                        データベースにLVM（論理ボリューム・マネージャー）を使用している場合（pdcopyコマンドを更新可能モードで実行する場合，対象RDエリアをバックアップ閉塞する必要があります）

                     

                  

                  バックアップ閉塞については，「バックアップ閉塞を使用してバックアップを取得する場合（pdcopyコマンド以外でバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (3)　更新凍結コマンド（pddbfrzコマンド）

                  更新凍結コマンドとは，ユーザLOB用RDエリア中の満杯データページ（すべて割り当て済み）のHiRDBファイルを更新凍結状態にする機能です。更新凍結状態のHiRDBファイルはバックアップを再度取得する必要がなくなります。このため，ユーザLOB用RDエリアのバックアップ取得時間を短縮できることがあります。更新凍結コマンドを使用したバックアップの取得方法については，「更新凍結コマンド（pddbfrzコマンド）を使用してバックアップを取得する場合」を参照してください。

               
               
                  (4)　NetBackup連携機能

                  NetBackup連携機能を使用すると，データベース複写ユティリティ（pdcopy）又はデータベース回復ユティリティ（pdrstr）で使用するバックアップファイルをNetBackupサーバが管理する媒体上に作成できます。NetBackup連携機能を使用する場合はJP1/VERITAS NetBackup Agent for HiRDB Licenseが必要になります。NetBackup連携機能については，マニュアル「JP1/VERITAS
                     NetBackup v4.5 Agent for HiRDB License」を参照してください。

                  なお，NetBackup連携機能を使用していて，HiRDB稼働中に標準ホスト名（コンピュータ名）を変更する場合は，「NetBackup連携機能使用時に標準ホスト名（コンピュータ名）を変更する場合」を，系切り替え構成でNetBackup連携機能を使用する場合は，次の箇所を参照して設定してください。

                  
                     	
                        スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                     

                     	
                        スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                     

                     	
                        1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                     

                  

               
            
         
         
            6.2　バックアップ取得モード

            
               6.2.1　バックアップ取得モードの種類

               データベース複写ユティリティ(pdcopyコマンド)の-Ｍオプションでバックアップ取得モードを選択できます。バックアップ取得モードを次の表に示します。

               
                  表6‒1　バックアップ取得モード
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              バックアップ取得モード（-Ｍオプションの指定値）

                           
                           	
                              モードの説明

                           
                           	
                              バックアップ取得時点への

                              RDエリアの回復方法の違い

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              参照・更新不可能モード（ｘ）

                           
                           	
                              バックアップ取得中に，バックアップ対象RDエリアを参照及び更新できません。バックアップを取得する前に，対象RDエリアをpdhold -cコマンドで閉塞かつクローズ状態にする必要があります。

                           
                           	
                              ここで取得したバックアップを使用して，データベースをバックアップ取得時点に回復できます。

                              また，システムログを使用すれば，バックアップ取得時点以降の任意の同期点に回復できます。

                           
                        

                        
                           	
                              参照可能モード（ｒ）

                           
                           	
                              バックアップ取得中に，バックアップ対象RDエリアは参照だけできます。更新はできません。

                           
                        

                        
                           	
                              更新可能モード（ｓ）※１

                           
                           	
                              バックアップ取得中に，バックアップ対象RDエリアを参照及び更新できます。

                           
                           	
                              データベースをバックアップ取得時点には回復できません。バックアップ取得時点以降の任意の同期点への回復だけとなります。したがって，データベースを回復するには，バックアップ及びバックアップ取得直前のシンクポイントからのシステムログ※２が必要になります。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※１

                  	
                     
                        	
                           更新可能モードを指定する場合は，バックアップ取得対象RDエリアがキャラクタ型スペシャルファイル上に作成されている必要があります。通常ファイル上に作成されているRDエリアは更新可能モードでバックアップを取得できません。

                        

                        	
                           ログレスモード又は更新前ログ取得モードのUAP（ユティリティを含む）の実行中に，更新可能モードでバックアップを取得しないでください。

                        

                        	
                           データベースにLVM（論理ボリューム・マネージャー）を使用している場合，pdcopyコマンドを更新可能モードで実行するには，対象RDエリアをバックアップ閉塞する必要があります。バックアップ閉塞については，「バックアップ閉塞を使用してバックアップを取得する場合（pdcopyコマンド以外でバックアップを取得する場合）」を参照してください。

                        

                     

                  

                  	注※２

                  	
                     データベース複写ユティリティの処理結果出力ファイルに，RDエリアを回復するときに必要なシステムログファイルのランID及び世代番号が出力されます。

                  

               

               
                  	ポイント

                  	
                     RDエリアの構成変更後に取得するバックアップは，次に示すバックアップ取得モードで取得してください。

                     
                        	
                           参照・更新不可能モード（ｘ）

                        

                        	
                           参照可能モード（ｒ）

                        

                     

                  

               

            
            
               6.2.2　データベースの更新ログ取得方式との関係

               データベースの更新ログ取得方式によって，バックアップ取得時に指定できるバックアップ取得モードが異なります。更新ログ取得方式によって指定できるバックアップ取得モードを次の表に示します。データベースの更新ログ取得方式については，「データベースの更新ログを取得しないときの運用」を参照してください。

               
                  表6‒2　更新ログ取得方式によって指定できるバックアップ取得モード
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              データベースの

                              更新ログ取得方式

                           
                           	
                              指定するバックアップ取得モード

                              （-Ｍオプションの指定値）

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ログ取得モード

                           
                           	
                              参照・更新不可能モード（ｘ）

                              参照可能モード（ｒ）

                              更新可能モード（ｓ）

                           
                        

                        
                           	
                              更新前ログ取得モード

                           
                           	
                              参照・更新不可能モード（ｘ）

                              参照可能モード（ｒ）

                           
                        

                        
                           	
                              ログレスモード

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注意事項

                  	
                     
                        	
                           ログレスモード又は更新前ログ取得モードのUAP（又はユティリティ）の実行中に，更新可能モード（-M s指定）でバックアップを取得しないでください。

                        

                        	
                           ログレスモード又は更新前ログ取得モードのUAP（又はユティリティ）の実行後は，次に示すモードでバックアップを取得してください。

                           ・参照・更新不可能モード（-M ｘ指定）

                           ・参照可能モード（-M ｒ指定）

                        

                     

                  

               

            
         
         
            6.3　同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア

            バックアップを取得するRDエリアは，処理対象のRDエリアだけではなく，その処理によって更新されたRDエリアについても必要です。同時にバックアップを取得する必要があるRDエリアを次の表に示します。

            
               表6‒3　同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           前回のバックアップ取得以降に実行した処理

                        
                        	
                           バックアップを取得するRDエリアの種類

                        
                     

                     
                        	
                           MST

                        
                        	
                           DIR

                        
                        	
                           DIC

                        
                        	
                           DIC

                           LOB

                        
                        	
                           USR

                        
                        	
                           USR

                           LOB

                        
                        	
                           LOB

                           indx

                        
                        	
                           LOB

                           data

                        
                        	
                           REG

                        
                        	
                           REG

                           LOB

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※３７

                        
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                        
                        	
                           ○

                           ※１

                        
                        	
                           ○

                           ※１

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※１５

                        
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※２

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※３４

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※１６

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※２４

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※２４

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※１７

                        
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                           ※３

                        
                        	
                           ○

                           ※３

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※１４

                        
                        	
                           ○

                           ※３８

                        
                        	
                           ○

                           ※１０

                        
                        	
                           ○

                           ※１８

                        
                        	
                           ○

                           ※１９

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※８

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※３４

                        
                        	
                           ○

                           ※３８

                        
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                           ○

                           ※２０

                        
                        	
                           ○

                           ※２１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           上記以外の定義系SQL

                        
                        	
                           ○

                           ※７

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※１３，３８，３９

                        
                        	
                           ○

                           ※１３

                        
                        	
                           ○

                           ※２２

                        
                        	
                           ○

                           ※２３

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※３５

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※３８

                        
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                           ○

                           ※２０

                        
                        	
                           ○

                           ※２１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※１３，３８，３９

                        
                        	
                           ○

                           ※１３

                        
                        	
                           ○

                           ※２２

                        
                        	
                           ○

                           ※２３

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           上記以外の操作系SQL

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※１３，３８

                        
                        	
                           ○

                           ※１３

                        
                        	
                           ○

                           ※２２

                        
                        	
                           ○

                           ※２３

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DBPARTNERによる表の定義及び削除

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※２，

                           ※８

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           DBPARTNERによる表データの抽出及び更新

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※１３，３８

                        
                        	
                           ○

                           ※１３

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           データベース作成ユティリティ

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※３５

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※３９

                        
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                           ○

                           ※２０

                        
                        	
                           ○

                           ※２１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           データベース構成変更ユティリティ

                        
                        	
                           RDエリアの追加

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※３０

                        
                        	
                           ○

                           ※５

                        
                        	
                           ○

                           ※１１

                        
                        	
                           ○

                           ※１１

                        
                        	
                           ○

                           ※１１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           RDエリアの拡張

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※３０

                        
                        	
                           ○

                           ※５

                        
                        	
                           ○

                           ※１１

                        
                        	
                           ○

                           ※１１

                        
                        	
                           ○

                           ※１１

                        
                        	
                           ○

                           ※２５

                        
                        	
                           ○

                           ※２６

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリアの削除

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           RDエリアの再初期化

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※４

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※３０

                        
                        	
                           ○

                           ※５

                        
                        	
                           ○

                           ※１１，

                           ※１２

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※２５

                        
                        	
                           ○

                           ※２６

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリアの属性変更

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※４０

                        
                        	
                           ○

                           ※４０

                        
                        	
                           ○

                           ※４０

                        
                        	
                           ○

                           ※４０

                        
                        	
                           ○

                           ※４０

                        
                        	
                           ○

                           ※４０

                        
                        	
                           ○

                           ※４０

                        
                     

                     
                        	
                           データベース再編成ユティリティ

                        
                        	
                           リロード

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※６，

                           ※３５，

                           ※３６

                        
                        	
                           ○

                           ※６

                        
                        	
                           ○

                           ※５，

                           ※３６

                        
                        	
                           ○

                           ※２０

                        
                        	
                           ○

                           ※２１

                        
                        	
                           ○

                           ※３１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           再編成

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※６，

                           ※３５，

                           ※３６

                        
                        	
                           ○

                           ※６

                        
                        	
                           ○

                           ※５，

                           ※３６

                        
                        	
                           ○

                           ※２０

                        
                        	
                           ○

                           ※２１

                        
                        	
                           ○

                           ※３１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           インデクス再作成

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※３２

                        
                        	
                           ○

                           ※３３

                        
                        	
                           ○

                           ※３３

                        
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           インデクス再編成

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           ディクショナリ表のメンテナンス

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ディクショナリ搬出入ユティリティ

                        
                        	
                           表定義情報の搬入

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※３４

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           ストアドプロシジャの搬入

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           整合性チェックユティリティ

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※３５

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※３５

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           最適化情報収集ユティリティ

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           レジストリ機能初期設定ユティリティ

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※２５

                        
                        	
                           ○

                           ※２６

                        
                     

                     
                        	
                           リバランスユティリティ

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                           ○

                           ※２０

                        
                        	
                           ○

                           ※２１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           データベース定義ユティリティ

                        
                        	
                           定義系SQLと同じ

                        
                     

                     
                        	
                           pddbchgコマンド

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           pdparaloadコマンド

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                           ※３５

                        
                        	
                        	
                           ○

                           ※３９

                        
                        	
                           ○

                           ※９

                        
                        	
                           ○

                           ※２０

                        
                        	
                           ○

                           ※２１

                        
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           pdplgrgstコマンド

                        
                        	
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           pdorchgコマンド

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※４１

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           pdorendコマンド

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※４１

                        
                        	
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           プラグインの削除

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                           ※２７

                        
                        	
                           ○

                           ※２８

                        
                        	
                           ○

                           ※２９

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBのバージョンアップ

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  ○：同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア（空白の欄は，バックアップを取得する必要がないことを示します）

                  MST：マスタディレクトリ用RDエリア

                  DIR：データディレクトリ用RDエリア

                  DIC：データディクショナリ用RDエリア

                  DIC LOB：データディクショナリLOB用RDエリア

                  USR：ユーザ用RDエリア（一時表用RDエリアは除きます）

                  USR LOB：ユーザLOB用RDエリア

                  REG：レジストリ用RDエリア

                  REG LOB：レジストリLOB用RDエリア

                  LOB indx：ユーザLOB用RDエリア（プラグインインデクスを格納している場合）

                  LOB data：ユーザLOB用RDエリア（抽象データ型を格納している場合）

               

               	注

               	
                  オブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアのバックアップを取得する場合は，データベース複写ユティリティの-Mオプションを省略するか，-Mオプションにｘ又はｒを指定してください。

               

               	注※１

               	
                  インデクスを構成する列を削除した場合，又はインデクスを構成する列より列IDが小さい列を削除した場合に必要です。列IDは，ディクショナリ表（SQL_COLUMNS表）のCOLUMN_ID列を検索すれば分かります。

               

               	注※２

               	
                  横分割表又はクラスタキーを定義した場合に必要です。

               

               	注※３

               	
                  削除対象のスキーマに，表又はインデクスが定義されていた場合に必要です。

               

               	注※４

               	
                  対象RDエリアにインデクスを格納している場合に必要です。

               

               	注※５

               	
                  ユーザ用RDエリアを対象とする場合に必要です。

               

               	注※６

               	
                  ディクショナリ表を再編成した場合に必要です。

               

               	注※７

               	
                  基表に対するREVOKEアクセス権限によって，アクセス権限を失ったビュー表が削除された場合に必要です。

               

               	注※８

               	
                  次に示す場合に必要です。

                  
                     	
                        横分割表を削除した場合

                     

                     	
                        削除対象の表にインデクスが定義されている場合

                     

                     	
                        削除対象の表にクラスタキーが定義されている場合

                     

                  

               

               	注※９

               	
                  対象表がLOB列を定義している場合に必要です。

               

               	注※10

               	
                  削除対象のスキーマに，LOB列を定義した表がある場合に必要です。

               

               	注※11

               	
                  ユーザLOB用RDエリアを対象とする場合に必要です。

               

               	注※12

               	
                  LOB列を定義している表を格納しているユーザ用RDエリアを再初期化した場合に必要です。

               

               	注※13

               	
                  更新した表にLOB列が定義されていない場合は，更新した表を格納するユーザ用RDエリアのバックアップを取得します。更新した表にLOB列が定義されている場合は，表「更新した表にLOB列が定義されている場合にバックアップを取得するRDエリア」に示すRDエリアのバックアップを取得します。

               

               	注※14

               	
                  削除対象のスキーマに，ルーチン，参照制約動作がCASCADEで定義されている表，又はトリガが定義されている場合に必要です。

               

               	注※15

               	
                  プラグインインデクスを作成する場合に必要です。

               

               	注※16

               	
                  表に定義した抽象データ型にLOB属性がある場合に必要です。

               

               	注※17

               	
                  プラグインインデクスを削除する場合に必要です。

               

               	注※18

               	
                  削除するスキーマにプラグインインデクスを定義した表がある場合に必要です。

               

               	注※19

               	
                  削除するスキーマにLOB属性を定義した表がある場合に必要です。

               

               	注※20

               	
                  処理対象の表がプラグインインデクスを定義している場合に必要です。

               

               	注※21

               	
                  処理対象の表がLOB属性を定義している場合に必要です。

               

               	注※22

               	
                  プラグインインデクスを定義した属性を更新した場合に必要です。

               

               	注※23

               	
                  LOB属性を更新した場合に必要です。

               

               	注※24

               	
                  SQL手続きで記述された関数定義がある場合に必要です。

               

               	注※25

               	
                  レジストリ用RDエリアが処理対象の場合に必要です。

               

               	注※26

               	
                  レジストリLOB用RDエリアが処理対象の場合に必要です。

               

               	注※27

               	
                  プラグインが提供する抽象データ型を定義した表に，LOB属性を定義した場合に必要です。

               

               	注※28

               	
                  プラグインインデクスを定義している場合に必要です。

               

               	注※29

               	
                  プラグインが提供する抽象データ型にLOB属性を定義した場合に必要です。

               

               	注※30

               	
                  データディクショナリLOB用RDエリアを対象とする場合に必要です。

               

               	注※31

               	
                  対象表がLOB列を定義している場合に必要です。なお，LOB列構成基表だけを再編成する場合（-jオプション指定なし)もユーザ用RDエリアと一緒に取得する必要があります。

               

               	注※32

               	
                  表格納RDエリア及びインデクス格納RDエリアを対で取得する必要があります。

               

               	注※33

               	
                  プラグインインデクスを処理対象とする場合も，ログレス閉塞に備えて表格納RDエリア（ユーザ用RDエリア）を取得する必要があります。

               

               	注※34

               	
                  参照制約動作がCASCADEの場合に必要です。

               

               	注※35

               	
                  参照表，被参照表，又は検査制約を定義した表が処理対象にある場合に必要です。

               

               	注※36

               	
                  検査保留状態を変更した場合に必要です。

               

               	注※37

               	
                  プラグインインデクスを変更する場合に必要です。

               

               	注※38

               	
                  処理対象となる表にインデクスを定義している場合，表を格納しているRDエリアだけでなく，インデクスを格納しているRDエリアも必要です。

               

               	注※39

               	
                  順序数生成子を使用してデータの更新をした場合，表やインデクスを格納しているRDエリアだけなく，順序数生成子格納RDエリアも必要です。

               

               	注※40

               	
                  構成変更対象のRDエリアの場合に必要です。

               

               	注※41

               	
                  更新可能なオンライン再編成の対象RDエリアにユーザLOB用RDエリアが含まれている場合に必要です。

               

            

            
               表6‒4　更新した表にLOB列が定義されている場合にバックアップを取得するRDエリア
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           更新種別及び更新条件

                        
                        	
                           ユーザ用

                        
                        	
                           ユーザLOB用

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           INSERT文

                        
                        	
                           LOB列以外の列にデータあり

                        
                        	
                           LOB列がnull

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           LOB列にデータあり

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE文

                        
                        	
                           LOB列以外の列にデータあり

                        
                        	
                           LOB列がnull

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           LOB列にデータあり

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE文

                        
                        	
                           LOB列以外の列に更新あり

                        
                        	
                           LOB列に更新なし

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           LOB列に更新あり

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOB列以外の列に更新なし

                        
                        	
                           LOB列に更新あり

                        
                        	
                           null→データありに更新

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           データあり→nullに更新

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           データＡ→データＢに更新

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  ○：バックアップを取得する必要があります。

                  −：バックアップを取得する必要がありません。

               

            

         
         
            6.4　バックアップの取得例

            実行者　HiRDB管理者

            
               6.4.1　例題１（HiRDB Control Managerのウィザードでシステム単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDB Control Managerのバックアップウィザードを使用して，システム単位のバックアップを取得します。

               なお，手順の画面はWindows版HiRDBサーバで実行した例です。UNIX版HiRDBサーバで実行する場合は，パス名の表記が異なります。

               〈手順〉

               
                  	
                     HiRDB Control Manager - Consoleを起動します。

                     起動方法については，「HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法」を参照してください。

                  

                  	
                     操作対象のHiRDBサーバを登録します。

                     既に登録されている場合は，この手順は必要ありません。登録方法については，「管理HiRDBの登録方法」を参照してください。

                  

                  	
                     タブメニューの［バックアップ］−［ウィザード］を選択して，［バックアップウィザード - 取得対象の検索］画面を表示します。

                     取得対象として，「HiRDBシステム」を選択します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - HiRDBシステムの表示］画面を表示します。

                     ［HiRDBシステム］欄から，バックアップ対象のHiRDBシステム名を選択します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - システムログ運用方法の指定］画面を表示します。

                     システムログ運用方法の選択については，システムが自動的に正しい値を設定するため，変更する必要はありません。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - バックアップ取得先の指定］画面を表示します。

                     ここでは，次の内容を指定します。

                     
                        	
                           バックアップファイルのファイル種別

                        

                        	
                           格納先のホスト名

                        

                        	
                           バックアップファイル名

                           バックアップファイル名は，［バックアップ取得先］をクリックして指定します。

                           [image: [図データ]]

                        

                     

                  

                  	
                     バックアップファイルの格納先が登録されていない場合は，次のポップアップが表示されます。

                     バックアップファイルの格納先が登録済みの場合は，この画面は表示されません。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［はい］をクリックして，［バックアップファイル格納先の登録］画面を表示します。

                     ［格納先ディレクトリ名］欄に，バックアップファイルの格納先ディレクトリを指定します。

                     バックアップファイルの格納先が登録済みの場合は，この画面は表示されません。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［登録］をクリックして，［バックアップファイル格納先の指定］画面を表示します。

                     ［バックアップファイル名］欄に，バックアップファイル名を入力します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［追加］をクリックします。

                     ［バックアップ取得先］欄に，追加したバックアップファイル名が表示されます。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［OK］をクリックして，［バックアップウィザード - バックアップ取得先の指定］画面に戻ります。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - 確認］画面を表示します。

                     設定した条件を確認します。問題があれば［戻る］をクリックして，該当する箇所を修正します。

                     
                        	
                           このバックアップを繰り返し実行する場合は，［カタログ］をクリックしてカタログ登録をすると，次回以降バックアップを実行するときのウィザードの入力が省略できます。カタログ登録したバックアップは，日時指定でスケジュールすることもできます。詳細については，HiRDB
                              Control Managerのヘルプを参照してください。

                           [image: [図データ]]

                        

                     

                  

                  	
                     ［実行］をクリックすると，バックアップ処理が始まります。

                  

               

               
                  	
                     バックアップ取得モードを変更する場合は，タブメニューの［バックアップ］−［ウィザード環境設定］で変更してください。

                  

               

            
            
               6.4.2　例題２（HiRDB Control ManagerのウィザードでRDエリア単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDB Control Managerのバックアップウィザードで，任意の表を選択してバックアップを取得します。バックアップウィザードでバックアップを取得する表を選択すると，その表に関連するRDエリア（同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア）がリストアップされ，それらのRDエリアも同時にバックアップを取得できます。

               なお，手順の画面はWindows版HiRDBサーバで実行した例です。UNIX版HiRDBサーバで実行する場合は，パス名の表記が異なります。

               〈手順〉

               
                  	
                     HiRDB Control Manager - Consoleを起動します。

                     起動方法については，「HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法」を参照してください。

                  

                  	
                     操作対象のHiRDBサーバを登録します。

                     既に登録されている場合は，この手順は必要ありません。登録方法については，「管理HiRDBの登録方法」を参照してください。

                  

                  	
                     タブメニューの［バックアップ］−［ウィザード］を選択して，［バックアップウィザード - 取得対象の検索］画面を表示します。

                     取得対象として，「表/インデクス」を選択します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - 表/インデクスの表示］画面を表示します。

                     ［表/インデクス］欄から，バックアップを取得する表を選択します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - 関連するRDエリアの追加］画面を表示します。

                     [image: [図データ]]

                     ［関連するRDエリア］欄には，表に定義されているインデクスの格納RDエリアなど，表を回復するときに同時に回復する必要があるRDエリアが表示されます。これらのRDエリアも同時にバックアップを取得する場合は，［関連するRDエリア］欄から該当するRDエリアを選択し，［追加］をクリックしてください。そうすると，［バックアップ対象RDエリア］欄に，関連するRDエリアが追加されます。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - バックアップ取得先の指定］画面を表示します。

                     ここでは，次の内容を指定します。

                     
                        	
                           バックアップファイルのファイル種別

                        

                        	
                           格納先のホスト名

                        

                        	
                           バックアップファイル名

                           バックアップファイル名は，［バックアップ取得先］をクリックして指定します。

                           [image: [図データ]]

                        

                     

                  

                  	
                     バックアップファイルの格納先が登録されていない場合は，次のポップアップが表示されます。

                     バックアップファイルの格納先が登録済みの場合は，この画面は表示されません。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［はい］をクリックして，［バックアップファイル格納先の登録］画面を表示します。

                     ［格納先ディレクトリ名］欄に，バックアップファイルの格納先ディレクトリを指定します。

                     バックアップファイルの格納先が登録済みの場合は，この画面は表示されません。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［登録］をクリックして，［バックアップファイル格納先の指定］画面を表示します。

                     ［バックアップファイル名］欄に，バックアップファイル名を入力します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［追加］をクリックします。

                     ［バックアップ取得先］欄に，追加したバックアップファイル名が表示されます。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［OK］をクリックして，［バックアップウィザード - バックアップ取得先の指定］画面に戻ります。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［バックアップウィザード - 確認］画面を表示します。

                     設定した条件を確認します。問題があれば［戻る］をクリックして，該当する箇所を修正します。

                     
                        	
                           このバックアップを繰り返し実行する場合は，［カタログ］をクリックしてカタログ登録をすると，次回以降バックアップを実行するときのウィザードの入力が省略できます。カタログ登録したバックアップは，日時指定でスケジュールすることもできます。詳細については，HiRDB
                              Control Managerのヘルプを参照してください。

                           [image: [図データ]]

                        

                     

                  

                  	
                     ［実行］をクリックすると，バックアップ処理が始まります。

                  

               

               
                  	
                     バックアップ取得モードを変更する場合は，タブメニューの［バックアップ］−［ウィザード環境設定］で変更してください。

                  

               

            
            
               6.4.3　例題３（システム単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDB/シングルサーバの稼働中に，全RDエリアを対象としたバックアップを取得します。

               
                  (1)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップさせます

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。(2)で取得するバックアップを使用してRDエリアを回復する場合は，これ以降に取得したシステムログ（これ以降，現用になったファイルのシステムログ）が入力情報になります。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01
-z /pdcopy/logpoint01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。アンロードレスシステムログ運用又は自動ログアンロード機能を使用している場合に指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               6.4.4　例題４（システム単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDB/パラレルサーバの稼働中に，全RDエリアを対象としたバックアップを取得します。

               
                  (1)　全バックエンドサーバ及びディクショナリサーバのシステムログファイルをpdlogswapコマンドでスワップさせます

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。(2)で取得するバックアップを使用してRDエリアを回復する場合は，これ以降に取得したシステムログ（これ以降，現用になったファイルのシステムログ）が入力情報になります。

                  pdlogswap -d sys -s bes1 -w
pdlogswap -d sys -s bes2 -w
pdlogswap -d sys -s dic -w

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                     

                     	備考

                     	
                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatulコマンドを実行してバックアップ取得時点の現用システムログファイルに対するアンロードログファイル名を記録しておいてください。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               6.4.5　例題５（システム単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDBを一度終了した後にpdstart -rコマンドでHiRDBを開始し，全RDエリアを対象としたバックアップを取得します。

               
                  	注意事項

                  	
                     この方法でバックアップを取得する場合は，ログポイント情報ファイルを作成できません。したがって，アンロードレスシステムログ運用をしている場合は，この方法をとらないでください。

                  

               

               
                  (1)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了させます

                  pdstop

               
               
                  (2)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (3)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M x -a -b /pdcopy/backup01 -p pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照・更新不可能モードを指定します。pdstart -rでHiRDBを開始しているため，x（参照・更新不可能モード）を指定する場合でも，RDエリアを閉塞かつクローズ状態にする必要がありません。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                     

                     	備考

                     	
                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatulコマンドを実行してバックアップ取得時点の現用システムログファイルに対するアンロードログファイル名を記録しておいてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了させます

                  pdstop

               
               
                  (5)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               6.4.6　例題６（ユニット単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDB/パラレルサーバの稼働中に，ユニット下のRDエリアを対象としたバックアップを取得します。

               
                  (1)　pdlogswapコマンドでユニット下の全システムログファイルをスワップさせます

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。(2)で取得するバックアップを使用してRDエリアを回復する場合は，これ以降に取得したシステムログ（これ以降，現用になったファイルのシステムログ）が入力情報になります。

                  pdlogswap -d sys -s bes1 -w
pdlogswap -d sys -s bes2 -w

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでユニット単位のバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -u UNT1 -b /pdcopy/backup01 
-p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        -u：ユニット（UNT1）下の全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                     

                     	備考

                     	
                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatulコマンドを実行してバックアップ取得時点の現用システムログファイルに対するアンロードログファイル名を記録しておいてください。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               6.4.7　例題７（サーバ単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDB/パラレルサーバの稼働中に，バックエンドサーバ（bes1）下のRDエリアを対象としたバックアップを取得します。アンロードレスシステムログ運用をしているため，同時にログポイント情報ファイルも取得します。

               
                  (1)　バックアップ取得対象サーバのシステムログファイルをpdlogswapコマンドでスワップさせます

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。(2)で取得するバックアップを使用してRDエリアを回復する場合は，これ以降に取得したシステムログ（これ以降，現用になったファイルのシステムログ）が入力情報になります。

                  pdlogswap -d sys -s bes1 -w

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでサーバ単位のバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -s bes1 -b /pdcopy/backup01
-z /pdcopy/logpoint01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        -s：バックエンドサーバ（bes1）下のRDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。アンロードレスシステムログ運用及び自動ログアンロード機能を使用している場合に指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               6.4.8　例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）

               HiRDBの稼働中に，RDエリア（rdarea01，rdarea02）のバックアップを取得します。なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時にバックアップを取得する必要があります。バックアップ対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　バックアップ対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  バックアップ対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　バックアップ取得対象のRDエリアをpdhold -cコマンドで閉塞かつクローズ状態にします

                  この操作は，バックアップ取得モードにｘ（参照・更新不可能モード）を指定する場合に必要です。バックアップ取得モードにｒ（参照可能モード）又はｓ（更新可能モード）を指定する場合は，この操作は必要ありません。

                  pdhold -r rdarea01,rdarea02 -c 

               
               
                  (3)　バックアップ取得対象RDエリアがあるサーバのシステムログファイルをpdlogswapコマンドでスワップさせます

                  データベース回復時に必要なシステムログを物理的に分けるために，システムログファイルをスワップさせます。(4)で取得するバックアップを使用してRDエリアを回復する場合は，これ以降に取得したシステムログ（これ以降，現用になったファイルのシステムログ）が入力情報になります。

                  pdlogswap -d sys -s bes1 -w

               
               
                  (4)　pdcopyコマンドでRDエリア単位のバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M x -r rdarea01,rdarea02
-b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照・更新不可能モードを指定します。

                        -r：RDエリア（rdarea01，rdarea02）のバックアップを取得することを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                     

                     	備考

                     	
                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatulコマンドを実行してバックアップ取得時点の現用システムログファイルに対するアンロードログファイル名を記録しておいてください。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdrels -oコマンドでRDエリアの閉塞を解除してオープンします

                  この操作は，バックアップ取得モードにｘ（参照・更新不可能モード）を指定する場合に必要です。バックアップ取得モードにｒ（参照可能モード）又はｓ（更新可能モード）を指定する場合は，この操作は必要ありません。

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            6.5　差分バックアップの取得

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，差分バックアップ機能を使用したバックアップの取得方法について説明します。ここで説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  差分バックアップ機能とは

               

               	
                  差分バックアップ機能を使用するための準備

               

               	
                  差分バックアップ機能の運用例

               

               	
                  累積差分バックアップの作成

               

               	
                  差分バックアップの履歴情報ファイルの参照

               

               	
                  差分バックアップ管理ファイルの回復

               

            

            
               6.5.1　差分バックアップ機能とは

               通常，バックアップはRDエリア単位に取得するため，更新したページも更新しないページもバックアップの取得対象になります。差分バックアップ機能を使用すると，前回のバックアップ取得時点から現在までに更新したページだけがバックアップの取得対象になります。このように，前回のバックアップ取得時点からの差分だけをバックアップとして取得するため，バックアップの取得処理時間を短縮できます。データベースの容量が多くてデータ更新量が少ない場合に，差分バックアップ機能の使用を検討してください。差分バックアップ機能の概要を次の図に示します。

               
                  図6‒1　差分バックアップ機能の概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           日曜日にRDエリア1〜3のバックアップを取得します。このとき，RDエリア1〜3内の使用中ページがバックアップの対象になります。このバックアップをフルバックアップといい，グループ化したRDエリア群を差分バックアップグループといいます。

                        

                        	
                           月曜日の業務で更新処理を行います。

                        

                        	
                           月曜日の業務終了後にRDエリア1〜3のバックアップを取得します。このとき，RDエリア1〜3内の更新ページがバックアップの対象になります。このバックアップを差分バックアップといいます。

                        

                        	
                           火曜日の業務で更新処理を行います。

                        

                        	
                           火曜日の業務終了後にRDエリア1〜3のバックアップを取得します。このとき，RDエリア1〜3内の更新ページがバックアップの対象になります。

                        

                     

                  

                  	データベースの回復方法

                  	
                     差分バックアップ機能使用時のデータベースの回復方法については，「差分バックアップ機能使用時のデータベースの回復方法」を参照してください。

                     
                        	参考

                        	
                           アンロードレスシステムログ運用の場合でも，差分バックアップ機能を使用できます。

                        

                     

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 同じ差分バックアップグループのバックアップファイル（フルバックアップファイル，差分バックアップファイル，及び累積差分バックアップファイル）は，同じサーバマシンに格納してください。累積差分バックアップファイルについては，「累積差分バックアップの作成」を参照してください。

                              

                              	
                                 LOB用RDエリアに対しては差分バックアップを取得できません。毎回，全使用中のページがバックアップの対象になります。

                              

                              	
                                 RDエリアの構成変更をした場合は，RDエリアのフルバックアップを取得し直す必要があります。RDエリアの構成変更後にRDエリアを回復する場合は，RDエリアの構成変更前のバックアップを使用できません。

                              

                              	
                                 テープ装置にバックアップを取得する場合は，NetBackup連携機能を使用してバックアップを取得してください。NetBackup連携機能を使用しないとテープ装置にバックアップを取得できません。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               6.5.2　差分バックアップ機能を使用するための準備

               
                  (1)　差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域の作成

                  バックアップを取得したときに差分バックアップ管理ファイルが出力されます。この差分バックアップファイルには差分バックアップ取得時の情報が格納されていて，バックアップの取得時及びバックアップを使用したデータベースの回復時にHiRDBが使用します。

                  この差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域をpdfmkfsコマンドで作成してください。HiRDB/パラレルサーバの場合，システムマネジャを定義したユニットにHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  pdfmkfs -n 10 -l 4096 -e 60000 -k UTL /pdcopy/admfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -n：HiRDBファイルシステム領域長をメガバイト単位で指定します。

                        -l：最大ファイル数を指定します。

                        -e：増分回数を指定します。

                        -k：HiRDBファイルシステム領域の使用目的（ユティリティ用）を指定します。

                        
                           	/pdcopy/admfile：

                           	
                              HiRDBファイルシステム領域名を指定します。このHiRDBファイルシステム領域内に差分バックアップ管理ファイルが作成されます。差分バックアップ管理ファイルの名称は，差分バックアップグループ名と同じになります。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              差分バックアップ管理ファイルは，差分バックアップ取得時の情報が格納されている重要なファイルです。このファイルがないと差分バックアップ機能が使用できなくなり，データベースを回復できなくなります。したがって，このHiRDBファイルシステム領域及びこのファイルを誤って削除しないようにしてください。バックアップの取得後，pdfbkupコマンドで差分バックアップ管理ファイルのバックアップを取得してください。

                           

                           	
                              系切り替え機能を使用する場合，現用系と予備系で共用するハードディスク（キャラクタ型スペシャルファイル）にHiRDBファイルシステム領域を作成してください。通常ファイル上にHiRDBファイルシステム領域を作成すると次に示す運用が必要になります。

                           

                        

                        〈手順〉

                        
                           	
                              現用系と予備系に同じ名称のHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                           

                           	
                              バックアップの取得後，pdfbkupコマンドで差分バックアップ管理ファイルのバックアップを取得します。

                           

                           	
                              2で取得した差分バックアップ管理ファイルのバックアップをftpなどを使用して予備系にコピーします。

                           

                           	
                              pdfrstrコマンドで予備系のシステムに差分バックアップ管理ファイルをリストアします。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        同じHiRDBファイルシステム領域内にバックアップファイルと差分バックアップ管理ファイルを格納できます。

                     

                  

               
               
                  (2)　差分バックアップグループ化するRDエリアについて

                  差分バックアップ機能を適用するRDエリア群（RDエリアのグループ）を差分バックアップグループといいます。ここでは，どのようにRDエリアをグループ化するかを説明します。

                  
                     (a)　最新の差分バックアップ取得時点に回復する場合，又はアンロードログファイル（システムログファイル）を使用した回復をする場合

                     この場合，差分バックアップグループ内の特定のRDエリアを回復できます。データベースのデータ量が多い場合に全RDエリアのバックアップを一つのグループにすると，特定のRDエリアを回復するときに時間が掛かります。これは，バックアップファイルをシーケンシャルに読み込むための時間を必要とするからです。

                     このため，適当な数のRDエリアをグループ化してバックアップを取得することをお勧めします。例えば，ディスク障害になった場合はディスク単位にRDエリアを回復するため，同じディスクに格納されているRDエリアを一つのグループにします。

                  
                  
                     (b)　最新でない差分バックアップ取得時点に回復する場合（バックアップファイルだけを使用して回復する場合）

                     この場合，差分バックアップグループ内の特定のRDエリアを回復できません。回復する場合はグループ内の全RDエリアが回復の対象になります。

                     このため，関連のあるRDエリアをグループ化することをお勧めします。例えば，同一表のデータを格納しているRDエリアとその表のインデクスを格納しているRDエリアをグループ化してください。そうすれば，RDエリアを回復する場合にpdrstrコマンドを1回実行すれば，表格納RDエリア及びインデクス格納RDエリアを同時に回復できます。

                     
                        	注意事項

                        	
                           バックアップファイルだけを使用して，最新でない差分バックアップ取得時点にRDエリアを回復した場合，差分バックアップ管理ファイル中の回復時点以降の差分バックアップ情報が無効になります。このため，最新の差分バックアップ取得時点にRDエリアを回復できなくなります。なお，回復中にエラーが発生した場合は，差分バックアップ情報を無効にしません。

                        

                     

                  
               
            
            
               6.5.3　差分バックアップ機能の運用例

               差分バックアップ機能の運用の流れを次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           差分バックアップ機能を適用するRDエリアを選びます（差分バックアップグループを決めます）。

                        

                        	
                           バックアップ対象RDエリアのフルバックアップを取得します。

                        

                        	
                           バックアップ対象RDエリアの差分バックアップを取得します。例えば，1日に1回取得してください。

                        

                        	
                           バックアップ対象RDエリアのフルバックアップを定期的に取得します。例えば，1週間に1回取得してください。

                        

                     

                  

               

               次に示す条件下での差分バックアップ機能の運用例を説明します。

               
                  	〈条件〉

                  	
                     
                        	
                           ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）に対して差分バックアップ機能を適用します。

                        

                        	
                           1週間に一度（日曜日），フルバックアップを取得します。

                        

                        	
                           毎日（月曜日〜土曜日）の更新情報を差分バックアップとして取得します。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　フルバックアップの取得（日曜日に行うこと）

                  pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップしてから，pdcopyコマンドでフルバックアップを取得します。

                  pdlogswap -d sys -w
 
pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -r rdarea01,rdarea02 -g 'backupg1(S)'
-b /pdcopy/backup01 -d a -K /pdcopy/admfile -L 5 -o /pdcopy/rfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        
                           	-r：バックアップ取得対象RDエリアを指定します。

                           	
                              ここで指定したRDエリア群が差分バックアップグループになります。バックアップ取得対象RDエリアは途中で変更できません。

                           

                           	-g：差分バックアップグループ名を指定します。

                           	
                              最初のフルバックアップ取得時には，必ず差分バックアップグループ名に(S)を指定してください。次回以降の差分バックアップ取得時に，ここで指定した差分バックアップグループ名を指定します。

                              (S)を指定する場合は，アポストロフィで囲んで指定してください。'backupg1(S)'という形式で指定します。ただし，制御文ファイル中に-gオプションを指定する場合は，アポストロフィを指定しないでください。

                           

                        

                        -b：バックアップファイル名（フルバックアップファイル名）を指定します。

                        
                           	-d：バックアップ種別を指定します。

                           	
                              a：フルバックアップを取得します。

                              b：最新のフルバックアップからの累積差分バックアップを取得します。

                              c：前回取得した累積差分バックアップ，又は前回取得したフルバックアップのどちらか最新のものから，累積差分バックアップを取得します。

                              d：差分バックアップを取得します。

                              累積差分バックアップについては，「累積差分バックアップの作成」を参照してください。

                           

                        

                        -K：差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                        -L：差分バックアップ管理ファイルの容量をメガバイト単位で指定します。

                        
                           	-o：差分バックアップの履歴情報ファイル名を指定します。

                           	
                              差分バックアップの履歴情報ファイルについては，「差分バックアップの履歴情報ファイルの参照」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　差分バックアップ管理ファイルのバックアップの取得（日曜日に行うこと）

                  作成された差分バックアップ管理ファイルのバックアップをpdfbkupコマンドで取得してください。

                  pdfbkup /pdcopy/admfile/backupg1 /backup/pdcopy/admfile/backupg1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	/pdcopy/admfile/backupg1：

                           	
                              差分バックアップ管理ファイル名を指定します。差分バックアップ管理ファイル名は差分バックアップグループ名と同じになります。

                           

                           	/backup/pdcopy/admfile/backupg1：

                           	
                              差分バックアップ管理ファイルのバックアップファイル名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　差分バックアップの取得（月曜日〜土曜日に行うこと）

                  pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップしてから，pdcopyコマンドで差分バックアップを取得します。

                  pdlogswap -d sys -w
 
pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -g backupg1 -b /pdcopy/backup02
-d d -K /pdcopy/admfile -o /pdcopy/rfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        -g：差分バックアップグループ名を指定します。(S)の指定は必要ありません。

                        -b：バックアップファイル名（差分バックアップファイル名）を指定します。

                        
                           	-d：バックアップ種別を指定します。

                           	
                              a：フルバックアップを取得します。

                              b：最新のフルバックアップからの累積差分バックアップを取得します。

                              c：前回取得した累積差分バックアップ，又は前回取得したフルバックアップのどちらか最新のものから，累積差分バックアップを取得します。

                              d：差分バックアップを取得します。

                              累積差分バックアップについては，「累積差分バックアップの作成」を参照してください。

                           

                        

                        -K：差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                        
                           	-o：差分バックアップの履歴情報ファイル名を指定します。

                           	
                              差分バックアップの履歴情報ファイルについては，「差分バックアップの履歴情報ファイルの参照」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　差分バックアップ管理ファイルのバックアップの取得（月曜日〜土曜日に行うこと）

                  作成された差分バックアップ管理ファイルのバックアップをpdfbkupコマンドで取得してください。

                  pdfbkup -r /pdcopy/admfile/backupg1 /backup/pdcopy/admfile/backupg1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -r：差分バックアップ管理ファイルのバックアップを上書きする指定をします。

                        
                           	/pdcopy/admfile/backupg1：

                           	
                              差分バックアップ管理ファイル名を指定します。差分バックアップ管理ファイル名は差分バックアップグループ名と同じになります。

                           

                           	/backup/pdcopy/admfile/backupg1：

                           	
                              差分バックアップ管理ファイルのバックアップファイル名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               6.5.4　累積差分バックアップの作成

               pdcopyコマンド（-dオプションにcを指定）を実行して累積差分バックアップを作成できます。累積差分バックアップを作成すると，回復時に使用するバックアップファイルの容量を削減できることがあります。例えば，毎日同一ページを更新している場合，同一ページの更新情報をマージするため，その分，回復時に使用するバックアップファイルの容量を削減できます。累積差分バックアップの概念を次の図に示します。

               
                  図6‒2　累積差分バックアップの概念
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           水曜日に累積差分バックアップを取得すると，データベースの回復時には月曜日と火曜日に取得した差分バックアップを使用しません。データベースの回復時に必要なバックアップは，フルバックアップと水曜日に取得した累積差分バックアップになります。

                        

                        	
                           フルバックアップからの累積差分バックアップを取得するか，又は前回取得した累積差分バックアップからの累積差分バックアップを取得するかは，pdcopyコマンドの-dオプションで指定します。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　注意事項

                  累積差分バックアップの作成後，pdfbkupコマンドで差分バックアップ管理ファイルのバックアップを取得してください。

               
               
                  (2)　累積差分バックアップの運用例

                  累積差分バックアップを使用すると，例えば，次に示すような運用ができます。

                  
                     	
                        日曜日にフルバックアップを取得します。

                     

                     	
                        月曜日〜火曜日に差分バックアップを取得します。

                     

                     	
                        水曜日に，月曜日〜水曜日の分の累積差分バックアップを取得します。※

                     

                     	
                        木曜日〜金曜日に差分バックアップを取得します。

                     

                     	
                        土曜日に，木曜日〜土曜日の分の累積差分バックアップを取得します。※

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        このときのpdcopyコマンドの指定例を次に示します。なお，pdcopyコマンドを実行する前にpdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップしてください。

                        pdlogswap -d sys -w
pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -g backupg1 -b /pdcopy/backup03
-d c -K /pdcopy/admfile -o /pdcopy/rfile

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        -g：差分バックアップグループ名を指定します。(S)の指定は必要ありません。

                        -b：バックアップファイル名（累積差分バックアップファイル名）を指定します。

                        
                           	-d：バックアップ種別を指定します。

                           	
                              a：フルバックアップを取得します。

                              b：最新のフルバックアップからの累積差分バックアップを取得します。

                              c：前回取得した累積差分バックアップ，又は前回取得したフルバックアップのどちらか最新のものから，累積差分バックアップを取得します。

                              d：差分バックアップを取得します。

                           

                        

                        -K：差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                        -o：差分バックアップの履歴情報ファイル名を指定します。

                     

                  

               
            
            
               6.5.5　差分バックアップの履歴情報ファイルの参照

               差分バックアップの履歴情報ファイルには，差分バックアップの取得情報が時系列に格納されています。pdcopyコマンドで差分バックアップの履歴情報ファイルを参照できます。履歴情報ファイルはOSのテキストエディタなどで参照してください。差分バックアップの履歴情報ファイルの出力例を次に示します。

               [image: [図データ]]

               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           pdcopyコマンドの実行日時

                        

                        	
                           HiRDB識別子

                        

                        	
                           差分バックアップ管理ファイルを格納しているHiRDBファイルシステム領域名

                        

                        	
                           バックアップグループ名

                        

                        	
                           バックアップグループの作成日時

                        

                        	
                           バックアップグループの最終更新日時

                        

                        	
                           バックアップグループに属するRDエリア名

                        

                        	
                           バックアップ種別

                           a：フルバックアップ

                           b：最新のフルバックアップからの累積差分バックアップ

                           c：前回取得した累積差分バックアップ又は前回取得したフルバックアップのどちらか最新のものからの累積差分バックアップ

                           d：差分バックアップ

                        

                        	
                           バックアップ取得開始日時

                        

                        	
                           バックアップ取得終了日時

                        

                        	
                           バックアップ取得モード

                           x：参照・更新不可能モード

                           r：参照可能モード

                           s：更新可能モード

                        

                        	
                           バックアップファイルの種別

                           u：通常ファイル

                           i：バックアップファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           バックアップファイル名

                           ホスト名：バックアップファイル名の形式で表示されます。

                        

                     

                  

               

            
            
               6.5.6　差分バックアップ管理ファイルの回復

               差分バックアップ管理ファイルに障害が発生すると，差分バックアップ機能が使用できなくなります。したがって，差分バックアップ管理ファイルに障害が発生した場合は，次に示すどちらかの処置をしてください。

               
                  	
                     差分バックアップ管理ファイルのバックアップから差分バックアップ管理ファイルを回復してください。

                  

                  	
                     差分バックアップグループ名に(S)を指定して，フルバックアップを取得し直してください。

                  

               

            
         
         
            6.6　シンクポイントダンプの有効化後にバックアップを取得するシェルの例

            
               	例題

               	
                  アンロードレスシステムログ運用をしているときに，バックアップ取得以前のシステムログファイルが解放できるように，シンクポイントダンプが有効化された後にバックアップを取得します。

                  #!/bin/sh
$PDDIR/bin/pdlogsync -d sys -w
if [ $status = 0 ] ; then
    $PDDIR/bin/pdcopy -m host2:/dbarea/area1/rdmt1 -i -p /usr/ofile
    -f /usr/seifile/cofl01 -z /usr/logpoint/logp01
else
    echo "シンクポイント有効化失敗"
fi

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        pdlogsyncコマンドに-wオプションを指定しているため，リターンコードが０の場合はシンクポイントダンプが有効化されています。

                        シンクポイントダンプが有効化された場合は，データベース複写ユティリティ（pdcopyコマンド）でバックアップを取得します。有効化に失敗した場合はバックアップを取得しません。

                     

                  

               

            

         
         
            6.7　バックアップ閉塞を使用してバックアップを取得する場合（pdcopyコマンド以外でバックアップを取得する場合）

            ここでは，主にpdcopyコマンド以外でバックアップを取得する方法（ほかの製品の機能でバックアップを取得する方法）について説明します。pdcopyコマンド以外でバックアップを取得する場合は，RDエリアをバックアップ閉塞する必要があります。

            pdcopyコマンド以外でバックアップを取得したときのデータベースの回復方法については，「pdcopyコマンド以外でバックアップを取得した場合の回復方法」を参照してください。

            
               6.7.1　バックアップ閉塞とは

               次に示す場合に，バックアップ対象RDエリアをバックアップ閉塞してください。

               
                  	
                     pdcopyコマンド以外（ほかの製品の機能）でバックアップを取得する場合

                  

                  	
                     pdcopyコマンドを更新可能モードで実行する場合

                  

               

               RDエリアをバックアップ閉塞すると，オンライン中でもバックアップを取得できます。RDエリアをバックアップ閉塞するには，pdholdコマンドで-bオプションを指定します。

               
                  (1)　バックアップ閉塞の種類

                  バックアップ閉塞には次の表に示す四つの種類があります。

                  
                     表6‒5　バックアップ閉塞の種類
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 バックアップ閉塞の種類

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 参照可能バックアップ閉塞

                              
                              	
                                 バックアップ閉塞中，バックアップ閉塞RDエリアの参照はできるが，更新はSQLエラー（−920）になります。

                                 特徴及び注意事項

                                 
                                    	
                                       ここで取得したバックアップを使用して，データベースをバックアップ取得時点に回復できます。

                                    

                                    	
                                       更新トランザクションとのデッドロックは発生しません。

                                    

                                    	
                                       参照可能バックアップ閉塞中のRDエリアに対してログレスモードの更新トランザクションを実行すると，更新トランザクションはRDエリアで排他待ち状態になり，排他解除後にエラーになるため，RDエリアが障害閉塞状態になります。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）

                              
                              	
                                 バックアップ閉塞中，バックアップ閉塞RDエリアを参照できます。更新はバックアップ閉塞が解除されるまで排他待ち状態になります。

                                 特徴及び注意事項

                                 
                                    	
                                       ここで取得したバックアップを使用して，データベースをバックアップ取得時点に回復できます。

                                    

                                    	
                                       pd_lck_wait_timeoutオペランド又はクライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドには，バックアップ閉塞中の時間以上を指定してください。更新トランザクションがタイムアウトになると，SQLエラー（−770）になります。

                                    

                                    	
                                       更新トランザクションとの間でデッドロックが発生する場合があります。更新トランザクションをエラーにしないようにするには，pd_deadlock_priority_use
                                          = Yを指定してください。デッドロックが発生した場合は，pdholdコマンドが取得したバックアップ閉塞の排他をすべて解除し，再度同じバックアップ閉塞処理が繰り返されます。このリトライ処理は，最大5回繰り返されます。5回目のリトライ処理でもデッドロックが発生する場合は，pdholdコマンドが取得したバックアップ閉塞の排他をすべて解除して，pdholdコマンドをエラーにします。

                                    

                                    	
                                       ログレスモードの更新トランザクションがタイムアウト又はデッドロックでエラーになった場合，更新したRDエリアが障害閉塞状態になります。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能バックアップ閉塞

                              
                              	
                                 バックアップ閉塞中，バックアップ取得対象RDエリアの参照及び更新ができます。更新トランザクションが実行中でも，pdholdコマンドを待ち状態にしないで，RDエリアをすぐに更新可能バックアップ閉塞状態にします。

                                 特徴及び注意事項

                                 
                                    	
                                       データベースをバックアップ取得時点には回復できません。バックアップ取得時点以降の任意の同期点への回復だけとなります。したがって，データベースを回復するには，バックアップ及びバックアップ取得直前のシンクポイントからのシステムログが必要になります。

                                    

                                    	
                                       前回のシンクポイント時点から現時点の間に，更新前ログ取得モード又はログレスモードの更新トランザクションを実行した場合は，更新可能バックアップ閉塞を適用しないでください。このバックアップを使用してデータベースを回復できません。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）

                              
                              	
                                 バックアップ閉塞中，バックアップ取得対象RDエリアの参照及び更新ができます。更新トランザクションが実行中の場合は，更新トランザクションが終了するまでpdholdコマンドを待ち状態にします。

                                 特徴及び注意事項

                                 
                                    	
                                       バックアップ閉塞中に発生した更新トランザクションによって更新されたバッファの内容がRDエリアに反映された場合は，バックアップ閉塞を解除したときにKFPH00157-Wメッセージを出力します。このメッセージが出力された場合は，データベースをバックアップ取得時点に回復できません。バックアップ取得時点以降の任意の同期点への回復だけとなります。したがって，データベースを回復するには，バックアップ閉塞コマンド実行開始時点からのシステムログが必要になります。

                                    

                                    	
                                       KFPH00157-Wメッセージが出力されなかった場合は，ここで取得したバックアップを使用して，データベースをバックアップ取得時点に回復できます。

                                       ただし，pdcopyコマンドの更新可能モード（-M s指定）でバックアップを取得した場合は，データベースをバックアップ取得時点に回復できません。バックアップ取得時点以降の任意の同期点への回復だけになります。したがって，データベースを回復するには，バックアップ及びバックアップ取得直前のシンクポイントからのシステムログが必要になります。

                                    

                                    	
                                       更新前ログ取得モード又はログレスモードの更新トランザクションは，バックアップ閉塞RDエリアで排他待ちになります。したがって，pd_lck_wait_timeoutオペランド又はクライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドには，バックアップ閉塞中の時間以上を指定してください。更新トランザクションがタイムアウトになった場合，更新トランザクションがエラーになります。

                                    

                                    	
                                       更新前ログ取得モード又はログレスモードの更新トランザクションとの間でデッドロックが発生する場合があります。更新トランザクションをエラーにしないようにするには，pd_deadlock_priority_use
                                          = Yを指定してください。デッドロックが発生した場合は，pdholdコマンドが取得したバックアップ閉塞の排他をすべて解除し，再度同じバックアップ閉塞処理が繰り返されます。このリトライ処理は，最大5回繰り返されます。5回目のリトライ処理でもデッドロックが発生する場合は，pdholdコマンドが取得したバックアップ閉塞の排他をすべて解除して，pdholdコマンドをエラーにします。

                                    

                                    	
                                       更新前ログ取得モード又はログレスモードの更新トランザクションがタイムアウト又はデッドロックでエラーになった場合，更新したRDエリアが障害閉塞状態になります。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	参考

                     	
                        参照可能バックアップ閉塞，及び参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）はデータベースの静止化ともいい，インナレプリカ機能を使用するときに必要になります。インナレプリカ機能については，マニュアル「インナレプリカ機能 HiRDB Staticizer Option」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　前提条件（RDエリアの構成について）

                  バックアップ取得対象RDエリアの全構成ファイルが一回のバックアップで取得できるように，RDエリアの構成ファイルをディスクに配置してください。

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        HiRDBが使用しているディスクのバックアップを取得している場合，HiRDBが異常終了又は強制終了するとそのバックアップは無効になります。この場合，再度バックアップを取得してください。

                     

                     	
                        RDエリアの状態が，更新可能バックアップ閉塞又は更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）の場合，RDエリアの自動増分が抑止されます。そのため，これらの閉塞状態中に新規ページの確保が発生する大量データの追加又は更新業務の実行は避けてください。RDエリアの自動増分の抑止を解除するには，pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除してください。

                     

                     	
                        pdcopyコマンド以外（ほかの製品の機能）でバックアップを取得する場合，バックアップ取得中にデータベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）を実行しないでください。

                     

                     	
                        バックアップ閉塞中にHiRDBが異常終了又は強制終了した場合，バックアップ閉塞の種類によってはHiRDBの再開始時にバックアップ閉塞を引き継ぎません。この場合，再度バックアップ閉塞を実施してバックアップを取得してください。HiRDB再開始時のバックアップ閉塞の引き継ぎ状態を次の表に示します。

                        
                           表6‒6　HiRDB再開始時のバックアップ閉塞の引き継ぎ状態
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       バックアップ閉塞の種類

                                    
                                    	
                                       再開始時に状態を引き継ぐかどうか

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       参照可能バックアップ閉塞

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       更新可能バックアップ閉塞

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：状態を引き継ぎます。

                        ×：状態を引き継ぎません。

                     

                  

               
               
                  (4)　排他との関係

                  
                     (a)　バックアップ閉塞中の排他待ちタイムアウト

                     次に示すモードでバックアップ閉塞をする場合，排他待ちタイムアウトに注意してください。

                     
                        	
                           参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）

                        

                        	
                           更新可能バックアップ閉塞

                        

                        	
                           更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）

                        

                     

                     参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）ではバックアップ閉塞を解除するまで，更新トランザクションがバックアップ閉塞RDエリア（資源種別0602）で排他待ちになります。更新可能バックアップ閉塞及び更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）ではバックアップ閉塞を解除するまで，ログレスモード又は更新前ログ取得モードの更新トランザクションがバックアップ閉塞RDエリア（資源種別0602）で排他待ちになります。

                     このため，pd_lck_wait_timeoutオペランド又はクライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドの指定値がバックアップ閉塞から閉塞解除までの時間より短いと更新トランザクションがエラーになります。エラーになる場合はこれらのオペランドの指定値を変更してください。

                     これらのモードでバックアップを取得する場合は，閉塞から閉塞解除までの時間が短かい（論理ボリュームを分割する間だけでよい）ミラーディスクの機能を利用してバックアップを取得するときにお勧めします。

                  
                  
                     (b)　バックアップ閉塞時のデッドロック

                     複数のRDエリアを次に示すモードでバックアップ閉塞する場合，デッドロックに注意してください。

                     
                        	
                           参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）

                        

                        	
                           更新可能バックアップ閉塞

                        

                        	
                           更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）

                        

                     

                     参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）では，更新トランザクションとの間でデッドロックになることがあります。更新可能バックアップ閉塞及び更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）では，ログレスモード又は更新前ログ取得モードの更新トランザクションとの間でデッドロックになることがあります。更新トランザクションをエラーにしたくない場合は，pd_deadlock_priority_use
                        = Yを指定してください。この場合，デッドロックが発生するとpdholdコマンドがエラーになるため，一定時間後にpdholdコマンドを再度実行してください。なお，pdholdコマンドに複数のRDエリアを指定した場合，全RDエリアのバックアップ閉塞処理を無効にします。

                     また，複数のRDエリアを複数回のpdholdコマンドでバックアップ閉塞すると，バックアップ閉塞RDエリアでデッドロックになることがあります。この場合，バックアップ閉塞したRDエリアを閉塞解除した後にpdholdコマンドを再度実行してください。このため，複数のRDエリアをバックアップ閉塞する場合は，1回のpdholdコマンドで複数のRDエリアを指定してください（成功するまで繰り返し実行してください）。

                     HiRDB/パラレルサーバの場合，異なるサーバにあるRDエリアを指定すると，グローバルデッドロックになることがあります。HiRDBではグローバルデッドロックを検知できないため，トランザクションがタイムアウトエラーになります。グローバルデッドロックを避けるには，複数のRDエリアを指定するとき，サーバ単位にpdholdコマンドを実行してください。

                  
               
               
                  (5)　更新可能バックアップ閉塞中に出力されるシステムログ量

                  更新可能バックアップ閉塞中にデータベースを更新すると，追加のシステムログが出力されます。追加で出力されるシステムログ量の見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」の「更新可能バックアップ閉塞中に出力されるシステムログ量」を参照してください。ただし，バックアップ閉塞中にHiRDBが異常終了又は強制終了した場合，HiRDBの再開始時にバックアップ閉塞を引き継ぎません（参照可能バックアップ閉塞を除く）。このため，システムログが追加で出力されることはありません。

               
               
                  (6)　データベースの回復に必要なシステムログの求め方

                  データベースを最新の同期点に回復する場合（範囲指定の回復も含む），バックアップ取得後のシステムログが必要になります。データベースの回復に必要なシステムログの求め方を次の表に示します。

                  
                     表6‒7　データベースの回復に必要なシステムログの求め方（バックアップ閉塞使用時）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 データベースの回復に必要なシステムログの求め方

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 
                                    	
                                       参照可能バックアップ閉塞の場合

                                    

                                    	
                                       参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）の場合

                                    

                                 

                              
                              	
                                 バックアップ取得以降のシステムログが必要になります。バックアップの取得前にpdloglsコマンドを実行して，現用のシステムログについて次に示す情報を記録しておいてください。

                                 
                                    	
                                       ログサーバプロセスのランID（Run ID）

                                    

                                    	
                                       システムログファイルの世代番号（Gen No.）

                                    

                                    	
                                       システムログファイルのファイルグループ名称（Group）

                                    

                                 

                                 また，バックアップの取得日時を記録しておいてください。pdrstrコマンドに-Tオプションを指定する場合はこの時刻を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）の場合

                              
                              	
                                 バックアップ閉塞コマンド実行開始時点からのシステムログが必要になります。バックアップ閉塞の実行前にpdloglsコマンドを実行して，次に示す情報を記録しておいてください。

                                 
                                    	
                                       ログサーバプロセスのランID（Run ID）

                                    

                                    	
                                       システムログファイルの世代番号（Gen No.）

                                    

                                    	
                                       システムログファイルのファイルグループ名称（Group）

                                    

                                 

                                 また，バックアップ閉塞実行開始日時を記録しておいてください。pdrstrコマンドに-Tオプションを指定する場合はこの時刻を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 更新可能バックアップ閉塞の場合

                              
                              	
                                 データベースの回復に必要なシステムログの開始位置を表示するKFPS02183-Iメッセージを参照してください。※

                                 更新可能バックアップ閉塞前のKFPS02183-Iメッセージに表示されたシステムログファイルのファイルグループ名，世代番号，シンクポイントダンプ取得開始時刻がデータベースの回復に必要なシステムログの開始位置を示しています。ログサーバプロセスのランIDはpdloglsコマンドで確認してください。

                                 pdrstrコマンドに-Tオプションを指定する場合は，シンクポイントダンプ取得開始時刻を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 LVM（論理ボリューム・マネージャー）を使用していて，更新可能モードでpdcopyコマンドを実行する場合

                              
                              	
                                 pdcopyコマンドの処理結果リストを参照してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　pd_spd_assurance_msg=Nを指定すると，KFPS02183-Iメッセージは出力されません。

               
            
            
               6.7.2　例題１（ほかの製品のバックアップ機能を使用する場合）

               HiRDBの稼働中にRDエリア（rdarea01，rdarea02）のバックアップを取得します。ほかの製品のバックアップ機能を使用して，RDエリア（rdarea01，rdarea02）を構成するHiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得します。

               
                  (1)　pdholdコマンドでバックアップ取得対象RDエリアをバックアップ閉塞します

                  pdhold -r rdarea01,rdarea02 -b -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -r：バックアップ取得対象RDエリア名を指定します。

                        -b -w：参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (3)　バックアップを取得します

                  ほかの製品のバックアップ機能を使用して，RDエリア（rdarea01，rdarea02）を構成するHiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得します。

                  
                     	備考

                     	
                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatulコマンドを実行してバックアップ取得時点の現用システムログファイルに対するアンロードログファイル名を記録しておいてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDエリアのバックアップ閉塞を解除します

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               6.7.3　例題２（ミラーディスクの機能を使用する場合）

               ここでの例は，ミラー機能でLVM（論理ボリューム・マネージャー）を使用したデータのミラー化をしていることを前提としています。したがって，LVMを理解していることを前提としています。LVMを使用したデータのミラー化，及び論理ボリュームの分割によるオンライン・バックアップの実行については，OSのマニュアルを参照してください。ミラー機能を使用したバックアップの例を次の図に示します。

               なお，ミラー化してバックアップとオンラインのディスクの入出力の競合を防ぐためには，I/Oチャネル分離の実施を行ってください。

               
                  図6‒3　ミラー機能を使用したバックアップの例
                  [image: [図データ]]

               
               HiRDBの稼働中にRDエリア（rdarea01，rdarea02）のバックアップを取得します。

               
                  (1)　pdholdコマンドでバックアップ取得対象RDエリアをバックアップ閉塞します

                  pdhold -r rdarea01,rdarea02 -b -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -r：バックアップ取得対象RDエリア名を指定します。

                        -b -w：参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログファイルをスワップします

                  pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (3)　ミラー化した論理ボリュームの分割を行います

                  バックアップ対象RDエリアを構成するHiRDBファイルを格納する論理ボリュームの分割を行います。

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDエリアのバックアップ閉塞を解除します

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (5)　オフラインの論理ボリュームでバックアップ取得します

                  オフラインの論理ボリュームでバックアップ取得します。ミラー機能を利用してバックアップを取得する場合は，バックアップ閉塞期間が論理ボリューム分割時だけになるため，ページの物理ログの出力量が少なくなります。

                  
                     	備考

                     	
                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatulコマンドを実行してバックアップ取得時点の現用システムログファイルに対するアンロードログファイル名を記録しておいてください。

                     

                  

               
            
         
         
            6.8　更新凍結コマンド（pddbfrzコマンド）を使用してバックアップを取得する場合

            ユーザLOB用RDエリアのバックアップ取得時間の短縮を支援する機能に更新凍結コマンド（pddbfrzコマンド）があります。ここでは，更新凍結コマンドを使用してバックアップを取得する方法について説明します。

            
               6.8.1　更新凍結コマンドの対象となる運用

               次に示す運用をする場合に更新凍結コマンド（pddbfrzコマンド）を使用して，ユーザLOB用RDエリアのバックアップ取得時間の短縮を図ってください。

               
                  	
                     データベース複写ユティリティ（pdcopyコマンド）以外の方法で，ユーザLOB用RDエリアのバックアップを取得している

                  

                  	
                     バックアップの取得単位はHiRDBファイル単位である

                  

                  	
                     登録済みのLOBデータの更新又は削除処理は通常発生しない運用である（LOBデータの追加処理が通常の運用である）

                  

                  	
                     バックアップ取得対象のユーザLOB用RDエリアは複数のHiRDBファイルから構成されている

                  

               

            
            
               6.8.2　更新凍結コマンド（pddbfrzコマンド）とは

               更新凍結コマンドを実行すると，ユーザLOB用RDエリア中の満杯データページ（すべて割り当て済み）のHiRDBファイルを更新凍結状態にします。更新凍結状態のHiRDBファイル中のデータを更新及び削除できません。更新凍結コマンドの処理概要を次の図に示します。

               
                  図6‒4　更新凍結コマンドの処理概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           HiRDBファイル1〜4で構成されるユーザLOB用RDエリアがあります。HiRDBファイル2，3が満杯データページです。満杯データページの調査方法については，「満杯データページの調査方法」を参照してください。

                        

                        	
                           このユーザLOB用RDエリアに更新凍結コマンドを実行すると，HiRDBファイル2，3が更新凍結状態になります。更新凍結状態になったHiRDBファイルはKFPH27024-Iメッセージに表示されます。

                        

                        	
                           HiRDBファイル1及びHiRDBファイル4は更新可能状態になります。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　更新凍結コマンドのバックアップ取得への利用方法

                  更新凍結コマンドのバックアップ取得への利用方法を次の図に示します。

                  
                     図6‒5　更新凍結コマンドのバックアップ取得への利用方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックアップ取得前に更新凍結コマンドを実行します。その結果，HiRDBファイル2，3が更新凍結状態になりました。

                        
                           	
                              初回のバックアップ取得時には全HiRDBファイル（HiRDBファイル1〜4）のバックアップを取得します。

                           

                           	
                              HiRDBファイル2〜3は更新凍結状態のため，初回のバックアップ取得時と内容が変わっていません。したがって，次回のバックアップ取得時にはHiRDBファイル2，3のバックアップを取得する必要はありません。HiRDBファイル1及びHiRDBファイル4のバックアップだけを取得します。

                           

                        

                     

                     	備考

                     	
                        先頭HiRDBファイル（図「更新凍結コマンドのバックアップ取得への利用方法」の場合はHiRDBファイル1）には管理レコードがあるため，データ部が満杯になっても常に書き込みが発生します。このため，更新凍結状態になることはありません。したがって，先頭HiRDBファイルのバックアップは常に取得することになります。

                     

                  

               
               
                  (2)　バックアップ取得時の手順

                  バックアップ取得時の手順を次に示します。バックアップ取得時の運用例については，「運用例」を参照してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              更新凍結コマンドで，満杯データページのHiRDBファイルを更新凍結状態にします。

                           

                           	
                              KFPH27024-Iメッセージ又はデータベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）で，更新凍結状態のHiRDBファイルを確認します。

                           

                           	
                              バックアップを取得します。1回目のバックアップ取得時には全HiRDBファイルのバックアップを取得します。2回目以降のバックアップ取得時には，更新可能状態のHiRDBファイルのバックアップだけを取得します。更新凍結状態のHiRDBファイルはバックアップを取得する必要はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　更新凍結状態を解除するには

                  HiRDBファイルの更新凍結状態を解除するには，pddbfrz -dコマンドを実行します。

                  また，RDエリアを再初期化すると，更新凍結状態は解除されます。

               
               
                  (4)　更新凍結状態のHiRDBファイルを調べるには

                  データベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）を実行すると，HiRDBファイルが更新凍結状態かどうかが分かります。

               
               
                  (5)　更新凍結状態にできないHiRDBファイル

                  次に示すHiRDBファイルは更新凍結状態にできません。

                  
                     	
                        ユーザLOB用RDエリア以外のHiRDBファイル

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリアの先頭HiRDBファイル

                     

                     	
                        プラグインインデクス格納用のユーザLOB用RDエリアのHiRDBファイル

                     

                     	
                        未使用（表定義がない）のユーザLOB用RDエリアのHiRDBファイル

                     

                     	
                        データ型プラグインが作成する論理ファイルがあるHiRDBファイル※

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        データ型プラグインが使用するユーザLOB用RDエリアの場合，プラグインが使用する論理ファイルがあるHiRDBファイルは更新凍結状態になりません。論理ファイルは通常先頭HiRDBファイルにありますが，論理ファイルの拡張が発生すると，先頭以外のHiRDBファイルに作成されことがあります。そのため，データ型プラグインを使用する場合，CREATE
                           TABLEで作成されるプラグインの論理ファイルが先頭HiRDBファイルに格納できるように先頭HiRDBファイルの容量を見積もってください。

                     

                  

               
            
            
               6.8.3　運用例

               次に示す条件で運用されているユーザLOB用RDエリア（LOB001）のバックアップ取得例を説明します。

               
                  	
                     ユーザLOB用RDエリア（LOB001）は三つのHiRDBファイルから構成されている

                  

                  	
                     データの追加に伴いHiRDBファイルを追加してユーザLOB用RDエリア（LOB001）を拡張する

                  

               

               
                  (1)　ユーザLOB用RDエリア（LOB001）に対して更新凍結コマンドを実行します

                  pddbfrz -r LOB001

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        満杯データページのHiRDBファイル（file02）が更新凍結状態になりました。更新凍結状態になったHiRDBファイルをKFPH27024-Iメッセージ又はデータベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）で確認してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　バックアップを取得します

                  データベース複写ユティリティ（pdcopyコマンド）以外の方法で，ユーザLOB用RDエリア（LOB001）のバックアップを取得してください。ユーザLOB用RDエリア（LOB001）を構成するHiRDBファイル単位にバックアップを取得します。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        全HiRDBファイル（file01〜file03）のバックアップを取得します。

                     

                  

                  データベース複写ユティリティ（pdcopyコマンド）以外の方法でバックアップを取得する方法については，「バックアップ閉塞を使用してバックアップを取得する場合（pdcopyコマンド以外でバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (3)　定期的にバックアップを取得します

                  1週間に一度など定期的にバックアップを取得します。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        更新可能状態のHiRDBファイル（file01，file03）のバックアップを取得します。更新凍結状態のHiRDBファイル（file02）はバックアップを取得する必要はありません。

                     

                  

               
               
                  (4)　HiRDBファイルを追加してユーザLOB用RDエリア（LOB001）を拡張します

                  ユーザLOB用RDエリア（LOB001）の拡張方法については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDBファイル（file04）を追加してユーザLOB用RDエリア（LOB001）を拡張しました。

                     

                  

               
               
                  (5)　バックアップを取得します

                  ユーザLOB用RDエリア（LOB001）の拡張後，ユーザLOB用RDエリアのバックアップを取得します。ファイルの使用中セグメント数が0の場合も，必ずバックアップを取得してください。理由については，「注意事項」の(1)を参照してください。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        更新可能状態のHiRDBファイル（file01，file03，file04）のバックアップを取得します。更新凍結状態のHiRDBファイル（file02）はバックアップを取得する必要はありません。

                     

                  

               
               
                  (6)　データベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）で満杯データページが発生したかどうかを確認します

                  LOBデータを追加していくと，満杯データページのHiRDBファイルが新たに発生します。データベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）で満杯データページが発生したかどうかを確認してください。満杯データページの調査方法については，「満杯データページの調査方法」を参照してください。

                  pddbst -r LOB001

               
               
                  (7)　満杯データページが新たに発生していたら更新凍結コマンドを実行します

                  (6)の結果，満杯データページが新たに発生していたら凍結コマンドを実行してください。

                  pddbfrz -r LOB001

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        満杯データページのHiRDBファイル（file02，file03）が更新凍結状態になります。更新凍結状態になったHiRDBファイルをKFPH27024-Iメッセージ又はデータベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）で確認してください。

                     

                  

               
               
                  (8)　バックアップを取得します

                  ユーザLOB用RDエリアのバックアップを取得します。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDBファイル（file02）以外のHiRDBファイル（file01，file03，file04）のバックアップを取得します。

                     

                  

               
               
                  (9)　定期的にバックアップを取得します

                  1週間に一度など定期的にバックアップを取得します。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        更新可能状態のHiRDBファイル（file01，file04）のバックアップを取得します。更新凍結状態のHiRDBファイル（file02，file03）はバックアップを取得する必要はありません。

                     

                  

               
            
            
               6.8.4　満杯データページの調査方法

               HiRDBファイルが満杯状態かどうかは，データベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）のRDエリアの物理的解析を実行すると分かります。

               ●データベース状態解析ユティリティの出力例

               RD Area Name   : LOB001
    :
    :
 Freeze Specified : Y
  HiRDB File Name : /rdarea/lob001/file01
   File Size      :       8192 segments   Extent Count :   1/ 24
   Segment        :       8190/      8192
   Freeze Status  : U
  HiRDB File Name : /rdarea/lob001/file02
   File Size      :       8192 segments   Extent Count :   1/ 24
   Segment        :       8000/      8192
   Freeze Status  : F    2001/12/06    20:37:05
  HiRDB File Name : /rdarea/lob001/file03
   File Size      :       8192 segments   Extent Count :   1/ 24
   Segment        :       1000/      8192
   Freeze Status  : U

               
                  	〔説明〕

                  	
                     下線部分の情報から現在使用中の（データを格納する）HiRDBファイルが/rdarea/lob001/file03ということが分かります。したがって，その一つ前のHiRDBファイル（/rdarea/lob001/file02）が満杯データページのHiRDBファイルということになります。

                     
                        	備考

                        	
                           
                              	
                                 LOBデータはできるかぎり連続ページに確保されるため，データが1ページに収まらない場合は，この例のようにHiRDBファイルの最後の数ページが使用されないことがあります。

                              

                              	
                                 LOBデータを削除すると，使用中ページが100％になりません。そのため，この例のように8000 / 8192となります。

                              

                              	
                                 最終HiRDBファイル（/rdarea/lob001/file03）の使用中ページが最終ページになると，最終HiRDBファイルも満杯データページのHiRDBファイルとみなします。

                              

                           

                        

                     

                     そのほか更新凍結状態に関係する項目を説明します。

                     
                        	Freeze Specified：更新凍結コマンドを実行したRDエリアかどうかを示します

                        	
                           Y：更新凍結コマンド実行済み

                           N：更新凍結コマンド未実行

                        

                        	Freeze Status：HiRDBファイルが更新凍結状態かどうかを示しています。

                        	
                           F：更新凍結状態

                           U：更新可能状態

                        

                     

                  

               

            
            
               6.8.5　更新凍結コマンドを実行したユーザLOB用RDエリアの操作

               更新凍結コマンドを実行したユーザLOB用RDエリアに対してできない操作があります。更新凍結コマンドを実行したユーザLOB用RDエリアに対する操作の実行可否を次の表に示します。次の表で実行できない操作が必要な場合は，更新凍結コマンド（-dオプション指定）で，ユーザLOB用RDエリアの更新凍結状態を解除してから操作をしてください。なお，その操作後，ユーザLOB用RDエリアの全HiRDBファイルのバックアップを取得し直す必要があります。

               
                  表6‒8　更新凍結コマンドを実行したユーザLOB用RDエリアに対する操作の実行可否
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              操作

                           
                           	
                              HiRDBファイルの状態

                           
                        

                        
                           	
                              更新凍結状態

                           
                           	
                              更新可能状態

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              SQL（データ操作）

                           
                           	
                              INSERT

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              UPDATE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              DELETE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              SQL（表操作）

                           
                           	
                              PURGE TABLE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              DROP TABLE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              データベース作成ユティリティ

                           
                           	
                              追加モード

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              作成モード

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（表の再編成，リロード）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              リバランスユティリティ

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              データベース構成変更ユティリティ

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              データベース回復ユティリティ

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              運用コマンド

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行できます。

                     ×：実行できません。

                     −：処理が発生しません。

                  

               

            
            
               6.8.6　RDエリアの自動増分との関係

               自動増分を設定しているユーザLOB用RDエリアの最終HiRDBファイルが更新凍結状態の場合は，RDエリアの自動増分が動作しません。この場合，HiRDBファイルを追加してユーザLOB用RDエリアを拡張すると自動増分が動作します。

               また，最終HiRDBファイルが更新凍結状態のユーザLOB用RDエリアに対しては，RDエリアの自動増分を設定できません。この場合，HiRDBファイルを追加してユーザLOB用RDエリアを拡張します。このユーザLOB用RDエリアの拡張時にRDエリアの自動増分を設定してください。

            
            
               6.8.7　注意事項

               
                  (1)　バックアップ取得対象のHiRDBファイルについて

                  更新凍結状態のHiRDBファイルは最低１回バックアップを取得してください。更新凍結状態でないHiRDBファイルの管理領域はデータページの使用の有無と関係なく使用されます。このため，データベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）の結果，HiRDBファイルの使用中セグメント数が０であっても必ずバックアップを取得してください。

               
               
                  (2)　更新凍結状態へ変わるタイミングについて

                  HiRDBファイルの状態が変わるのは更新凍結コマンドの実行時だけです。更新凍結コマンドの実行時に満杯データページでないHiRDBファイルが，その後のデータ追加で満杯データページになってもHiRDBファイルの状態は変わりません（更新凍結状態にはなりません）。満杯データページ後に更新凍結コマンドを実行しないと，HiRDBファイルの状態は変わりません（更新凍結状態にはなりません）。

               
            
         
      
   
      
         7　データベースの更新ログを取得しないときの運用

         
            この章では，次に示すモードでUAP又はユティリティを実行するときの運用方法について説明します。

            ・更新前ログ取得モード

            ・ログレスモード

         

         
            7.1　データベースの更新ログ取得方式

            
               7.1.1　データベースの更新ログ取得方式の概要

               HiRDBは，UAP又はユティリティ※によって更新されたデータベースの履歴情報（システムログ中のデータベースの更新ログ）をシステムログファイルに取得しています。ただし，ユーザの指定によっては，このデータベースの更新ログを取得しないこともできます。データベースの更新ログを取得しないと，その分の処理時間が短縮されます。したがって，UAP又はユティリティの実行時間を短縮できます。

               
                  	注※　ここでいうユティリティとは，次に示すユティリティのことです。

                  	
                     
                        	
                           データベース作成ユティリティ

                        

                        	
                           データベース再編成ユティリティ

                        

                        	
                           リバランスユティリティ

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　データベースの更新ログ取得方式

                  UAP又はユティリティを実行するときのデータベースの更新ログ取得方式には，次に示す三つのモードがあります。

                  
                     	ログ取得モード

                     	
                        ロールバック及びロールフォワードに必要なデータベース更新ログを取得します。

                     

                     	更新前ログ取得モード

                     	
                        ロールバックに必要なデータベース更新ログだけを取得します。

                     

                     	ログレスモード

                     	
                        データベース更新ログを取得しません。

                     

                  

               
               
                  (2)　データベースの更新ログ取得方式の指定方法

                  データベースの更新ログ取得方式の指定方法を次の表に示します。

                  
                     表7‒1　データベースの更新ログ取得方式の指定方法
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 データベースの更新ログ取得方式の指定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 UAPの場合

                              
                              	
                                 クライアント環境定義のPDDBLOGオペランドで，データベースの更新ログ取得方式を指定します。PDDBLOGオペランドでは，ログ取得モード又はログレスモードを指定できます。更新前ログ取得モードは指定できません。

                              
                           

                           
                              	
                                 データベース作成ユティリティの場合

                              
                              	
                                 データベース作成ユティリティの -lオプションで，データベースの更新ログ取得方式を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 データベース再編成ユティリティの場合

                              
                              	
                                 データベース再編成ユティリティの -lオプションで，データベースの更新ログ取得方式を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 リバランスユティリティ

                              
                              	
                                 リバランスユティリティの -lオプションで，データベースの更新ログ取得方式を指定します。リバランスユティリティの-lオプションでは，ログ取得モード又はログレスモードを指定できます。更新前ログ取得モードは指定できません。

                              
                           

                           
                              	
                                 ユーザLOB用RDエリアを使用している場合

                              
                              	
                                 ユーザLOB用RDエリアに格納されているデータについては，CREATE TABLEのRECOVERYオペランドで，データベースの更新ログ取得方式を指定します。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (3)　RECOVERYオペランドに関する注意事項

                  RECOVERYオペランドで指定したデータベースの更新ログ取得方式は，PDDBLOGオペランド又は-lオプションの指定によって変更される場合があります。RECOVERYオペランドとPDDBLOGオペランド又は-lオプションの関係を次の表に示します。

                  
                     表7‒2　RECOVERYオペランドとPDDBLOGオペランド又は-lオプションの関係
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 PDDBLOGオペランド

                                 又は-lオプションの指定

                              
                              	
                                 RECOVERY

                                 オペランドの指定

                              
                              	
                                 UAP（又はユティリティ）

                                 実行時に仮定される値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 ALL

                                 ａ

                                 ログ取得モード

                              
                              	
                                 ALL

                              
                              	
                                 ALL

                              
                           

                           
                              	
                                 PARTIAL

                              
                              	
                                 PARTIAL

                              
                           

                           
                              	
                                 NO

                              
                              	
                                 NO

                              
                           

                           
                              	
                                 ｐ

                                 更新前ログ取得モード※

                              
                              	
                                 ALL

                              
                              	
                                 PARTIAL

                              
                           

                           
                              	
                                 PARTIAL

                              
                              	
                                 PARTIAL

                              
                           

                           
                              	
                                 NO

                              
                              	
                                 NO

                              
                           

                           
                              	
                                 NO

                                 ｎ

                                 ログレスモード

                              
                              	
                                 ALL

                              
                              	
                                 NO

                              
                           

                           
                              	
                                 PARTIAL

                              
                              	
                                 NO

                              
                           

                           
                              	
                                 NO

                              
                              	
                                 NO

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ALL又はａ：ログ取得モード

                        PARTIAL又はｐ：更新前ログ取得モード

                        NO又はｎ：ログレスモード

                     

                  

                  注※　PDDBLOGオペランドでは，更新前ログ取得モードを指定できません。

               
               
                  (4)　データベースの更新ログ取得方式による運用方法の違い

                  データベースの更新ログ取得方式によって次に示す運用方法が異なります。

                  
                     	
                        UAP又はユティリティが異常終了したときのHiRDBの処理とHiRDB管理者の処置

                     

                     	
                        データベースを回復できる時点

                     

                  

                  
                     (a)　UAP又はユティリティが異常終了したときのHiRDBの処理とHiRDB管理者の処置

                     UAP又はユティリティが異常終了したときのHiRDBの処理とHiRDB管理者の処置を次の表に示します。

                     
                        表7‒3　UAP又はユティリティが異常終了したときのHiRDBの処理とHiRDB管理者の処置
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    データベースの

                                    更新ログ取得方式

                                 
                                 	
                                    HiRDBの処理

                                 
                                 	
                                    HiRDB管理者の処置

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ログ取得モード

                                 
                                 	
                                    更新したRDエリアの状態をUAP実行前の状態又は異常終了直前の同期点にロールバックします。

                                 
                                 	
                                    UAP実行前の状態にロールバックされた場合は，UAPを再実行してください。異常終了直前の同期点にロールバックされた場合は，同期点以降の処理を実行してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    更新前ログ取得モード

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ログレスモード

                                 
                                 	
                                    ロールバックしません。更新したRDエリアを障害閉塞（ログレス閉塞）します。RDエリアの内容は破壊されます。

                                 
                                 	
                                    UAP実行前に取得したバックアップを入力情報として，データベース回復ユティリティでRDエリアを回復してください。その後，UAP又はユティリティを再実行してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　データベースを回復できる時点

                     データベース回復ユティリティを使用してデータベースを回復できる時点を次の表に示します。

                     
                        表7‒4　データベースを回復できる時点
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    データベースの

                                    更新ログ取得方式

                                 
                                 	
                                    データベースを回復できる時点

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ログ取得モード

                                 
                                 	
                                    バックアップ取得時点又はバックアップ取得時点以降の任意の同期点

                                 
                              

                              
                                 	
                                    更新前ログ取得モード

                                 
                                 	
                                    バックアップ取得時点

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ログレスモード

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (5)　バックアップについての注意（重要）

                  
                     	
                        ログレスモード又は更新前ログ取得モードのUAP又はユティリティの実行中に，更新可能モード（-M s指定）でバックアップを取得しないでください。

                     

                     	
                        ログレスモード又は更新前ログ取得モードのUAP又はユティリティの実行後は，次に示すモードでバックアップを取得してください。

                        
                           	
                              参照・更新不可能モード（-M ｘ指定）

                           

                           	
                              参照可能モード（-M ｒ指定）

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            7.2　更新前ログ取得モードでUAP又はユティリティを実行するときの運用

            
               7.2.1　更新前ログ取得モードでUAP又はユティリティを実行するときの運用方法

               実行者　HiRDB管理者

               更新前ログ取得モードでUAP又はユティリティを実行するときの運用方法について説明します。なお，UAPの場合は，ユーザLOB用RDエリアに対してだけ（CREATE TABLEのRECOVERYオペランド），更新前ログ取得モードを実行できます。

               ここでは，主にユティリティを更新前ログ取得モードで実行するときの運用方法について説明します。

               
                  (1)　利点

                  更新後のデータベース更新ログを取得しないため，その分の処理時間が短縮されます。したがって，ログ取得モードを適用したときに比べて，UAP又はユティリティの実行時間を短縮できます。

               
               
                  (2)　適用基準

                  データベース作成ユティリティ又はデータベース再編成ユティリティを実行するときの推奨値（省略値）です。

               
               
                  (3)　注意事項（重要）

                  
                     (a)　UAP又はユティリティの実行後に，更新したRDエリアのバックアップを取得してください

                     pdrstrコマンドでRDエリアを回復するとき，入力情報のシステムログ中に更新前ログ取得モードで取得したログが入っているとpdrstrコマンドがエラーになります。したがって，UAP又はユティリティの実行後にバックアップを取得しないと，pdrstrコマンドでRDエリアを回復する必要が生じた場合，RDエリアを最新の状態に回復できません（UAP又はユティリティ実行後の反映処理を回復できません）。RDエリアはUAP又はユティリティ実行前の状態にしか回復できません。

                  
                  
                     (b)　ほかのユーザが更新対象RDエリアを更新しないようにしてください

                     RDエリア1に表T1，T2を格納しているとします。T1を更新前ログ取得モードで更新し，T2をログ取得モードで更新した場合，pdrstrコマンドでRDエリアを回復する必要が生じた場合，RDエリアを最新の状態に回復できません。入力情報のシステムログ中に更新前ログ取得モードで取得したログが入っているとpdrstrコマンドがエラーになるため，T1更新前の同期点にしか回復できません。

                     したがって，ユティリティの場合はユティリティを実行する前にpdholdコマンドで更新対象RDエリアを閉塞してください。UAPの場合はほかのユーザが更新対象RDエリアを更新しないようにしてください。

                  
               
               
                  (4)　運用方法

                  
                     (a)　ユティリティ（データベース再編成ユティリティ）を更新前ログ取得モードで実行する場合の運用方法

                     ユティリティ（データベース再編成ユティリティ）を更新前ログ取得モードで実行する場合の運用方法については，「データベースの更新ログ取得方式の選択」及び「表の再編成（例題）」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　更新前ログ取得モードでユーザLOB用RDエリアを更新するUAPを実行する場合の運用方法

                     更新前ログ取得モードでユーザLOB用RDエリアを更新するUAPを実行する場合の運用方法を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードでユーザLOB用RDエリアを更新するUAPを実行します。

                              

                              	
                                 pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドで，更新対象RDエリアのバックアップを取得します。

                                 バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
         
         
            7.3　ログレスモードでUAP又はユティリティを実行するときの運用

            
               7.3.1　ログレスモードでUAP又はユティリティを実行するときの運用方法

               実行者　HiRDB管理者

               ログレスモードでUAP又はユティリティを実行するときの運用方法について説明します。

               
                  (1)　利点

                  データベース更新ログを取得しないため，その分の処理時間が短縮されます。したがって，UAP又はユティリティの実行時間を短縮できます。

               
               
                  (2)　適用基準

                  
                     	
                        大量のデータを追加，更新，又は削除するUAPを実行する場合

                     

                     	
                        大量のデータをデータロードする場合

                     

                     	
                        表データが多い表を再編成（リロード）する場合

                     

                     	
                        ログレスモードのUAPが更新するRDエリアを占有できる場合

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項（重要）

                  
                     	
                        クライアント環境定義にPDDBLOG＝NOを指定している場合，このUAPで更新する表は排他モード（EX）で排他制御します。このため，同じ表をほかのUAPで同時に更新しないでください。

                     

                     	
                        クライアント環境定義にPDDBLOG＝ALLを指定（又は省略）していて，かつそのUAPで更新するRDエリアにユーザLOB用RDエリアが含まれている場合，表定義でRECOVERYオペランドにNOを指定したユーザLOB用RDエリアを更新するときは，ほかのUAPがそのRDエリアを更新しないようにしてください。ほかのUAPが更新すると，ログレスモードのUAPが異常終了したときに，ほかのUAPによるRDエリアの更新内容が無効になります。

                     

                     	
                        ログレスモードのUAP又はユティリティが異常終了すると，UAP又はユティリティが更新した表を格納するRDエリアが障害閉塞（ログレス閉塞）します。HiRDBはそのRDエリアを回復しません。HiRDB管理者がRDエリアを回復する必要があります。したがって，ログレスモードのUAP又はユティリティが異常終了すると，障害閉塞したRDエリアを回復するまで，そのRDエリアはほかのUAP又はユティリティからアクセスできなくなります。なお，RDエリアはバックアップ取得時点にしか回復できません。

                     

                     	
                        ログレスモードのUAP又はユティリティの実行中は，シンクポイントダンプを取得しません。このため，ログレスモードのUAP又はユティリティと同時にほかのUAP又はユティリティを実行しているときに，システム障害が発生すると，再開始に必要な時間が増大します。したがって，ログレスモードでUAP又はユティリティを実行する場合は，そのほかのUAP又はユティリティを実行しないようにしてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　ほかの機能との関連

                  
                     	
                        データベース定義ユティリティでCREATE INDEXを実行する場合，インデクスを作成する表に行データが格納されていると，CREATE INDEXを実行するときにインデクスを一括作成します。このとき，クライアント環境定義にPDDBLOG＝NOと指定していると，データベースの更新ログを取得しないでインデクスを一括作成します。したがって，このときHiRDB管理者はログレスモードの運用を実行してください。

                     

                     	
                        RDエリアの障害閉塞は，HiRDBの次回正常開始時にも引き継がれます。オープン状態又はクローズ状態も引き継がれます。

                     

                  

               
               
                  (5)　運用方法

                  
                     (a)　ユティリティ（データベース再編成ユティリティ）をログレスモードで実行する場合の運用方法

                     ユティリティ（データベース再編成ユティリティ）をログレスモードで実行する場合の運用方法については，「データベースの更新ログ取得方式の選択」及び「例題７（ログレスモードで再編成する場合）」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　ログレスモードでUAPを実行する場合の運用方法

                     ログレスモードでUAPを実行する場合の運用方法を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドで，更新対象RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

                              

                              	
                                 ログレスモードのUAPを実行します。

                              

                              	
                                 pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドで，更新対象RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

                              

                           

                           
                              	注

                              	
                                 バックアップとシステムログを使用してUAP実行前の状態にRDエリアを回復できる場合は，手順2.のバックアップを取得する必要はありません。ただし，プラグインインデクスの一括作成をする場合は，ユーザLOB用RDエリアのバックアップを必ず取得してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (6)　UAP又はユティリティが異常終了した場合

                  UAP又はユティリティが異常終了すると，そのUAP又はユティリティが更新したRDエリアは障害閉塞（ログレス閉塞）となります。HiRDB管理者は，障害閉塞をしたRDエリアを回復してください。RDエリアの回復方法については，「データベースをバックアップ取得時点に回復する方法」を参照してください。

                  
                     (a)　障害閉塞となったRDエリアを知るには

                     pddblsコマンドを実行すると，どのRDエリアが障害閉塞になっているかが分かります。

                  
                  
                     (b)　UAP又はユティリティを実行する前にバックアップを取得しなかった場合

                     UAP又はユティリティを実行する前にバックアップを取得しなかった場合は，範囲指定の回復でRDエリアを回復してください。範囲指定の回復については，「データベースを最新の同期点に回復する方法」を参照してください。

                     
                        	
                           このときの入力情報は，障害閉塞となったRDエリアの最新のバックアップとそのバックアップ以降のシステムログを格納したアンロードログファイル（システムログファイル）となります。

                        

                        	
                           データベース回復ユティリティの-Tオプションの回復終了時刻には，UAPを開始した時刻を指定してください。

                        

                        	
                           上記の方法でデータベースを回復した後に再度UAP又はユティリティを実行してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　初期データからRDエリアを回復する場合（UAPが異常終了した場合）

                     データベース回復ユティリティを使用しないで，初期データからRDエリアを回復する場合の手順を次に示します。なお，ユティリティが異常終了した場合は，この手順でRDエリアを回復できません。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 PURGE TABLE文で，UAPが更新したすべての表の行データを削除します。※

                              

                              	
                                 pdrelsコマンドで，障害閉塞となったRDエリアの閉塞状態を解除します。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで初期データを表に格納し直します。

                              

                           

                           
                              	注※

                              	
                                 一時表用RDエリアが障害閉塞になった場合，一時表に対してPURGE TABLE文は実行できません。そのため，一時表用RDエリアを回復する場合は，pdmodコマンドで一時表用RDエリアを再初期化してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (d)　初期データからRDエリアを回復する場合（ユティリティが異常終了した場合）

                     データベース回復ユティリティを使用しないで，初期データからRDエリアを回復する場合の手順を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdcloseコマンドで回復対象のRDエリアをクローズします。

                              

                              	
                                 pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              

                              	
                                 pdopenコマンドでRDエリアをオープンします。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで初期データを表に格納し直します。

                              

                              	
                                 pdrelsコマンドで，障害閉塞となったRDエリアの閉塞状態を解除します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
         
      
   
      
         8　システムの稼働環境を知る方法（システムの状態監視）

         
            この章では，システムの稼働環境を知る方法（システムの状態監視）について説明します。

         

         
            8.1　メッセージログでシステムの実行状況を確認する

            実行者　HiRDB管理者

            システムの実行状況をメッセージログで確認してください。メッセージログは，HiRDBが出力するメッセージの履歴情報として，次に示す場合に利用します。

            
               	
                  HiRDBが出力したメッセージを確認する場合

               

               	
                  HiRDBに異常が発生したときに異常箇所及び原因を調べる場合

               

            

            
               8.1.1　メッセージログを参照する（メッセージログの出力先）

               HiRDBが出力したメッセージは，メッセージログとしてメッセージログファイル（ファイル名は$PDDIR/spool/pdlog1又はpdlog2）とsyslogfileに出力されます。

               メッセージログファイルに出力されたメッセージは，pdcatコマンドを実行すると参照できます。syslogfileに出力されたメッセージは，各OSで決められた手順に従って参照してください。

               
                  	参考

                  	
                     
                        	
                           pdcatコマンドを実行した場合，メッセージログファイル中のメッセージログをマージし，古い方のメッセージログから順に表示します。

                        

                        	
                           HiRDB/パラレルサーバの場合，メッセージログの出力方式（システムマネジャのサーバマシンに出力するか，各サーバマシンに出力するか）を選択できます。詳細については，「メッセージログの出力方式の選択（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               8.1.2　メッセージログファイルの運用

               HiRDBは二つのメッセージログファイル（pdlog1とpdlog2）を交互に使用します。片方のメッセージログファイルの容量が一杯になると，HiRDBはそのメッセージログファイルへのメッセージログの出力をやめて，もう片方のメッセージログファイルに出力します。このとき，切り替え先のメッセージログファイルに格納されている古いメッセージログは消去されます。

               メッセージログファイルの切り替えを次の図に示します。

               
                  図8‒1　メッセージログファイルの切り替え
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     pdlog1が一杯になると，メッセージログの出力先ファイルがpdlog2に切り替わります。そのとき，pdlog2に格納されていた古いメッセージログは消去されます。

                     
                        	参考

                        	
                           
                              	
                                 メッセージログが出力されているメッセージログファイルを知りたい場合は，OSのlsコマンドなどでファイルの最終更新日時を確認してください。最終更新日時が新しい方が，現在使用しているメッセージログファイルです。

                              

                              	
                                 HiRDBの開始時（すべての開始モード）には，メッセージログファイルの切り替えは行われません。HiRDBの終了時に出力先となっていたメッセージログファイルに続けて出力されます。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  	
                     メッセージログファイルが切り替わった場合にHiRDB管理者がすること

                     メッセージログファイルが切り替わった場合，KFPS01910-Iメッセージが切り替え前のメッセージログファイルに出力されます。切り替え前のメッセージログファイル中のメッセージログを保存する場合は，メッセージログファイルのバックアップを取得してください。

                  

                  	
                     メッセージログファイルの容量を変更する場合

                     pd_mlg_file_sizeオペランドでメッセージログファイルの容量を設定します。必要に応じて容量を変更してください。

                  

               

            
            
               8.1.3　メッセージログの出力方式の選択（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               システムマネジャのユニットが停止したり，システムマネジャのユニットとほかのユニット間で通信障害が発生したりすると，メッセージログが正しく出力されないで，次に示す不具合が発生することがあります。

               
                  	
                     メッセージが出力されない

                  

                  	
                     メッセージの出力順序が変わる

                  

                  	
                     メッセージ発行元のユニットのsyslogfileにメッセージログが出力されるが，その出力が遅延する

                  

               

               これらの不具合を防ぐためにメッセージログの出力分散化を検討してください。

               
                  	参考

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合，通常はシステムマネジャがあるサーバマシンにメッセージログが出力されます。

                  

               

               
                  (1)　メッセージログの出力分散化とは

                  HiRDB/パラレルサーバの場合，メッセージログの出力方式（メッセージログの出力先）を次に示すどちらかに選択できます。

                  
                     	
                        メッセージログの出力先は，システムマネジャがあるサーバマシンのメッセージログファイル及びsyslogfileになります。

                     

                     	
                        メッセージログの出力先は，各サーバマシンのメッセージログファイル及びsyslogfileになります。メッセージ出力元のサーバマシンに出力されます。

                     

                  

                  通常は1の方式でメッセージログが出力されます。必要に応じて2の方式に変更してください。2の方式をメッセージログの出力分散化といいます。

                  pd_mlg_msg_log_unitオペランドで方式を選択します。このオペランドを省略した場合は，1の方式が適用されます。

                  1の方式の場合と2の方式の場合のメッセージログの出力方式をそれぞれ次の図に示します。

                  
                     図8‒2　通常のメッセージログの出力方式（1の方式の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図8‒3　出力分散化したときのメッセージログの出力方式（2の方式の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	参考

                     	
                        pdcatコマンドでメッセージログを参照する場合，pdcatコマンドを実行したユニットのメッセージログだけが参照できます。このため，メッセージログの出力分散化をした場合，参照したいメッセージログがあるユニットでpdcatコマンドを実行してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　メッセージログの出力方式の選択基準

                  メッセージログの出力方式とメッセージログの出力方式のメリット及びデメリットを次の表に示します。

                  
                     表8‒1　メッセージログの出力方式
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 選択する方式※

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 メッセージログの出力先

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1の方式（manager）

                              
                              	
                                 通常時

                              
                              	
                                 システムマネジャがあるサーバマシンのメッセージログファイル及びsyslogfileに出力されます。

                              
                           

                           
                              	
                                 MGRユニットの障害時又は通信障害時

                              
                              	
                                 各サーバマシンのsyslogfileに出力されます。出力されるメッセージログは一部のメッセージログだけです。また，メッセージログが正しく出力されないことがあります。

                              
                           

                           
                              	
                                 2の方式（local）

                              
                              	
                                 通常時

                              
                              	
                                 各サーバマシンのメッセージログファイル及びsyslogfileに出力されます。

                              
                           

                           
                              	
                                 MGRユニットの障害時又は通信障害時

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　（　）内はpd_mlg_msg_log_unitオペランドの指定値です。

                  
                     表8‒2　メッセージログの出力方式のメリット及びデメリット
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 選択する方式※

                              
                              	
                                 メリット

                              
                              	
                                 デメリット

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1の方式（manager）

                              
                              	
                                 メッセージログをシステムマネジャのサーバマシンで一元管理できるため，メッセージの監視作業がlocal指定時より簡単になります。

                              
                              	
                                 システムマネジャのユニットが停止したり，システムマネジャのユニットとほかのユニット間で通信障害が発生したりした場合，メッセージログが正しく出力されないことがあります。

                              
                           

                           
                              	
                                 2の方式（local）

                              
                              	
                                 システムマネジャのユニットが停止したり，システムマネジャのユニットとほかのユニット間で通信障害が発生したりした場合でも，メッセージログが正しく出力されます。

                              
                              	
                                 メッセージログが各サーバマシンに出力されるため，メッセージの監視作業がmanager指定時より煩雑になります。

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　（　）内はpd_mlg_msg_log_unitオペランドの指定値です。

               
               
                  (3)　環境設定

                  メッセージログの出力分散化をする場合の環境設定手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              各サーバマシンにメッセージログファイルが作成されるため，メッセージログファイルの容量を見積もり直してください。容量見積もりの結果をpd_mlg_file_sizeオペランドに指定します。

                           

                           	
                              pd_mlg_msg_log_unitオペランドにlocalを指定します。

                           

                           	
                              各サーバマシンの時刻を同じに設定します。

                              
                                 	参考

                                 	
                                    各サーバマシンの時刻が異なる場合，各サーバマシンに出力されるメッセージログの付加情報の時刻が異なります。このため，メッセージログを参照する場合は，サーバマシン間の時刻のずれを考慮する必要があります。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　メッセージログの出力分散化を選択するときの注意事項

                  
                     	
                        JP1/BASE（又はJP1/SES）を使用してメッセージの監視をする場合，全サーバマシンのsyslogfileを監視対象にする必要があります。

                     

                     	
                        JP1/Performance Management - Agent Option for HiRDBで収集するレコードにPD_MLOGを指定する場合，システムマネジャがあるサーバマシンに出力されるメッセージログだけが収集対象になります。

                     

                  

               
            
            
               8.1.4　syslogfileへのメッセージ出力抑止

               HiRDBはシステムの稼働状況を知らせるメッセージとして，障害情報やトランザクション情報，システムファイルの情報などをsyslogfileに出力します。これらのメッセージは，HiRDBの稼働状況を知るための重要な情報ですが，稼働環境によっては大量のメッセージが出力されるため，必要なメッセージを見付けるのに時間が掛かります。この場合，syslogfileに出力されるメッセージのうち，必要のないメッセージの出力を抑止して，メッセージ検索時の運用性向上を図ることができます。

               
                  (1)　環境設定

                  出力抑止するメッセージをpdmlgputオペランドで指定します。このオペランドでは次に示すような指定もできます。

                  
                     	
                        全メッセージを出力抑止する

                     

                     	
                        出力対象とするメッセージを指定する

                     

                     	
                        指定したメッセージの重要度表示を変更して出力する（「syslogfileに出力するメッセージの重要度の変更」を参照）

                     

                  

               
               
                  (2)　メッセージの出力抑止時の処理

                  メッセージの出力抑止を行った場合，syslogfileに出力されるメッセージが出力抑止されます。出力抑止されたメッセージは，メッセージログファイルに出力されます。メッセージの出力抑止の使用有無によるメッセージ出力処理の違いを次の表に示します。

                  
                     表8‒3　メッセージの出力抑止の使用有無によるメッセージ出力処理の違い
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 出力抑止の指定

                              
                              	
                                 システムマネジャが

                                 あるサーバマシン

                              
                              	
                                 システムマネジャが

                                 ないサーバマシン

                              
                           

                           
                              	
                                 syslogfile

                              
                              	
                                 メッセージ

                                 ログファイル

                              
                              	
                                 syslogfile

                              
                              	
                                 メッセージ

                                 ログファイル

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 出力抑止を指定しない場合

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×※１

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 出力抑止を指定する場合

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○※２

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○※１※３

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：メッセージを出力します。

                        ×：メッセージを出力しません。

                     

                     	注

                     	
                        HiRDB/シングルサーバの場合はシステムマネジャがあるサーバマシンの欄が該当します。

                     

                     	注※1

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，システムマネジャがあるサーバマシンのsyslogfile及びメッセージログファイルにメッセージが出力されます。ただし，次に示す場合は，メッセージは出力されないか，又はメッセージ出力元サーバマシンのsyslogfileに出力されることがあります。

                        
                           	
                              システムマネジャユニットの開始完了前，又は障害が発生している場合

                           

                           	
                              メッセージログサーバの異常終了後，又は再起動前

                           

                           	
                              待機系システム

                           

                        

                     

                     	注※2

                     	
                        syslogfile及びメッセージログファイルの両方に出力されているメッセージについては，メッセージログファイルにだけ出力されます。

                     

                     	注※3

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，システムマネジャがないサーバマシンの$PDDIR/spool下にpdlog1及びpdlog2ファイル（メッセージログファイル）を作成し，そこにsyslogfileに出力していたメッセージが出力されます。

                     

                  

               
               
                  (3)　メッセージの出力抑止の例外について

                  次に示す場合はメッセージの出力を抑止しません。syslogfileに出力します。

                  
                     (a)　メッセージログファイルに障害が発生した場合

                     メッセージログファイルに障害が発生した場合，障害発生を示すメッセージをsyslogfileに出力します。また，障害発生のため，メッセージログファイルに出力できなかったメッセージもsyslogfileに出力します。

                  
                  
                     (b)　HiRDBシステム定義の定義エラーがある場合

                     HiRDBシステム定義ファイルの内容に誤りがあるときに出力されるメッセージは出力抑止されません。この場合，syslogfileにエラーメッセージが出力されます。

                  
                  
                     (c)　コマンド実行時に出力されるメッセージ

                     次に示すコマンドの実行時に出力されるメッセージは出力抑止の対象になりません。

                     
                        	
                           pdsetup

                        

                        	
                           pdplgset

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　使用例

                  
                     (a)　例1

                     すべてのメッセージをsyslogfileに出力しないで，メッセージログファイルに出力します。この場合のpdmlgputオペランドの指定例を次に示します。

                     pdmlgput -s N -c ALL

                  
                  
                     (b)　例2

                     KFPS01820及びKFPS00105メッセージをsyslogfileに出力しないで，メッセージログファイルに出力します。この場合のpdmlgputオペランドの指定例を次に示します。

                     pdmlgput -s N -m KFPS01820,KFPS00105

                  
                  
                     (c)　例3

                     KFPH00211及びKFPH00212メッセージだけをsyslogfileに出力し，そのほかのメッセージはメッセージログファイルに出力します。この場合のpdmlgputオペランドの指定例を次に示します。

                     pdmlgput -s N -c ALL                          ...1
pdmlgput -s Y -m KFPH00211,KFPH00212         ...2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 すべてのメッセージをsyslogfileに出力しないで，メッセージログファイルに出力します。

                              

                              	
                                 KFPH00211及びKFPH00212メッセージは，syslogfile及びメッセージログファイルに出力します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (5)　注意事項

                  
                     (a)　メッセージログファイルの容量が一杯になったときの処理について

                     メッセージログファイルの容量（pd_mlg_file_sizeオペランドの値）が一杯になった場合，メッセージログの出力先をもう一方のメッセージログファイルに切り替えます。切り替えを行う場合，KFPS01910-Iメッセージがsyslogfileに出力されます。KFPS01910-Iメッセージの出力を抑止している場合，KFPS01910-Iメッセージは切り替え前のメッセージログファイルに出力されます。メッセージログファイルを監視している場合，KFPS01910-Iメッセージが出力された後に，監視対象のメッセージログファイルをもう一方のメッセージログファイルに変えてください。

                  
                  
                     (b)　メッセージログファイルの容量について

                     メッセージの出力抑止を適用する場合，メッセージログファイルの容量を十分に確保してください。メッセージログファイルの容量は，pd_mlg_file_sizeオペランドで指定します。

                     メッセージの出力抑止を適用すると，稼働環境によってはメッセージログファイルに大量のメッセージが出力されることがあります。このため，メッセージログファイルの容量を十分に確保しないと，メッセージログファイルが短い間隔で上書きされて，メッセージログファイルだけに出力されているシステムの稼働状況や，トラブルシュート情報などの重要なメッセージが消去されてしまう可能性があります。

                  
               
               
                  (6)　ほかの機能との関連（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  メッセージの出力抑止とメッセージログの出力分散化を組み合わせて使用するときのHiRDBの処理を次の表に示します。

                  
                     表8‒4　メッセージの出力抑止とメッセージログの出力分散化を組み合わせて使用するときのHiRDBの処理
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 メッセージの出力先

                              
                           

                           
                              	
                                 メッセージの出力抑止

                                 を適用しない場合

                              
                              	
                                 メッセージの出力抑止

                                 を適用する場合

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 メッセージログの出力分散化

                              
                              	
                                 適用しない場合

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       システムマネジャがあるサーバマシンのメッセージログファイル

                                    

                                    	
                                       システムマネジャがあるサーバマシンのsyslogfile

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       システムマネジャがあるサーバマシンのメッセージログファイル

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 適用する場合

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       各サーバマシンのメッセージログファイル

                                    

                                    	
                                       各サーバマシンのsyslogfile

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       各サーバマシンのメッセージログファイル

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               8.1.5　syslogfileに出力するメッセージの重要度の変更

               HiRDBをsyslogfileに出力されるメッセージの重要度で監視したり，OSの機能でsyslogfileへのメッセージ出力抑止をしたりしている場合，監視対象の重要度ではないメッセージも監視するために，ユーザが監視が必要と判断するメッセージの重要度表示を変更して，そのメッセージをsyslogfileに出力できます。例えば，HiRDBのメッセージの重要度がW（警告）のメッセージだけを監視している場合，システムの状況を表す，重要度がI（インフォメーション）のメッセージを監視できないことがあります。このようなとき，メッセージの重要度表示をWに変更して，syslogfileに出力し，監視漏れを防ぎます。

               
                  (1)　環境設定

                  重要度表示を変更するメッセージIDと，変更後の重要度をpdmlgputオペランドに指定します。なお，このオペランドでは，メッセージの出力抑止も指定できるため，-sオプションにはYを指定します。

                  
                     	注意事項

                     	
                        重要度を変更できるのは，syslogfileに出力されるメッセージだけです。そのため，同じメッセージがメッセージログファイルに出力されている場合，メッセージログファイルのメッセージの重要度は変更されません。

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        HiRDBのメッセージの重要度と，OSがsyslogfileに出力するメッセージの優先度との対応を次の表に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       HiRDBのメッセージの重要度

                                    
                                    	
                                       syslogfileに出力されるメッセージの優先度

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       E

                                    
                                    	
                                       err(error)

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       W

                                    
                                    	
                                       warning(warn)

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       Q

                                    
                                    	
                                       notice

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       I

                                    
                                    	
                                       info

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        syslogfileに出力されるメッセージの優先度の詳細については，各OSのマニュアルを参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　例題

                  インフォメーションメッセージのKFPH00211-I及びKFPH00212-Iメッセージの重要度表示を警告メッセージに変更し，KFPH00211-W及びKFPH00212-Wメッセージとしてsyslogfileに出力します（メッセージログファイルに出力されるメッセージの重要度はインフォメーションのままです）。この場合のpdmlgputオペランドの指定例を次に示します。

                  pdmlgput -s Y -l W -m KFPH00211,KFPH00212

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -s：syslogfileにメッセージを出力するため，Yを指定します。

                        -l：変更後の重要度W（警告メッセージ）を指定します。

                        -m：重要度表示を変更したいメッセージIDを指定します。

                     

                  

               
            
            
               8.1.6　ユティリティ実行時のインフォメーションメッセージ出力抑止

               ユティリティを実行した場合，ユティリティの処理状況を知らせるインフォメーションメッセージが，端末の標準出力，syslogfile，及びメッセージログファイルに大量に出力されることがあります。これによって，標準出力の画面がスクロールしたり，ファイルがラップアラウンドしたりして，重要なメッセージが消えてしまうなどの不具合が発生するおそれがあります。

               このような不具合が発生する場合，ユティリティが出力するインフォメーションメッセージの出力を抑止してください。なお，インフォメーションメッセージの出力を抑止できるのは，次に示すユティリティです。

               
                  	
                     データベース作成ユティリティ（pdload）

                  

                  	
                     データベース再編成ユティリティ（pdrorg）

                  

                  	
                     リバランスユティリティ（pdrbal）

                  

               

               
                  (1)　インフォメーションメッセージ出力抑止レベルの指定

                  ユティリティが出力するメッセージの出力を抑止するには，ユティリティ実行時，次に示すオプションにインフォメーションメッセージ出力抑止レベル（lvl0，lvl1，又はlvl2）を指定します。

                  
                     	
                        pdloadの-mオプション

                     

                     	
                        pdrorgの-mオプション

                     

                     	
                        pdrbalの-mオプション

                     

                  

                  オプションの指定値と，メッセージの出力先を次の表に示します。

                  
                     表8‒5　オプションの指定値とメッセージの出力先
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オプションの指定値

                              
                              	
                                 意味

                              
                              	
                                 出力先

                              
                           

                           
                              	
                                 標準出力

                              
                              	
                                 syslogfile及びメッセージログファイル

                              
                              	
                                 ワークファイル※

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 lvl0

                              
                              	
                                 出力を抑止しない

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 lvl1

                              
                              	
                                 標準出力への出力を抑止する

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 lvl2

                              
                              	
                                 標準出力，syslogfile及びメッセージログファイルへの出力を抑止する

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：メッセージを出力します。

                        ×：メッセージを出力しません。

                     

                     	注※

                     	
                        ワークファイル出力先ディレクトリ（pd_tmp_directoryオペランドで指定したディレクトリ）直下に作成されるファイルです。pd_tmp_directoryオペランドを省略している場合，HiRDBがワークファイル出力先を決定します。詳細については，マニュアル「HiRDB
                           システム定義」を参照してください。

                        ワークファイル名については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」で，それぞれのユティリティの-mオプションの説明を参照してください。

                     

                  

                  ワークファイルにメッセージを出力するのはトラブルシュート目的（ユティリティの動作を確認するため）であり，通常，メッセージを確認する必要がない場合はlvl1を指定することをお勧めします。

               
               
                  (2)　出力を抑止するメッセージ

                  ユティリティは，次に示す基準に従って出力を抑止するメッセージを決定します。

                  
                     	
                        大量に出力されるインフォメーションメッセージ（メッセージIDが「-I」）

                        
                           	
                              トランザクション単位に処理の開始又は終了を示すメッセージ

                           

                           	
                              生成したワークファイルの名称を示すメッセージ

                           

                           	
                              生成したワークファイルの削除を示すメッセージ

                           

                           	
                              RDエリア数に比例して増加するメッセージ

                           

                           	
                              インデクス数に比例して増加するメッセージ

                           

                           	
                              サーバ数に比例して増加するメッセージ

                           

                        

                     

                     	
                        1.で出力を抑止したメッセージと同意のメッセージ（出力が少ない場合でも出力抑止の対象とする）

                     

                  

               
            
            
               8.1.7　syslogfileの信頼性向上と文字コード変換（Linux版限定）

               Linux版HiRDBの場合，拡張SYSLOG機能※を適用できます。拡張SYSLOG機能をインストールして，機能を適用することで，syslogfileの信頼性向上，及びsyslogfileの文字コード変換ができます。

               
                  	注※

                  	
                     拡張SYSLOG機能は，日立サポート360のログ環境強化サポートオプションで提供されるプログラムです。

                  

               

               
                  (1)　syslogfileの信頼性向上

                  syslogfileに大量にメッセージが出力され，メモリ不足になった場合など，メッセージが正しくsyslogfileに出力されないで，消失するおそれがあります。拡張SYSLOG機能を適用すると，syslogfileへのメッセージ出力に失敗したとき，出力をリトライします。これによって，メッセージの消失を防ぎます。

               
               
                  (2)　syslogfileの文字コード変換

                  syslogfileに出力するメッセージの文字コードをSJISからUTF-8に変換します。文字コードを変換することで，syslogfileに出力されるメッセージの文字コードがUTF-8に統一されるため，次のメリットがあります。

                  
                     	
                        メッセージの監視や管理が容易になる

                     

                     	
                        syslogfileを参照するとき，メッセージが文字化けしない

                     

                  

                  なお，syslogfileの文字コード変換機能を適用するには，拡張SYSLOG機能に加えて，日立コード変換が必要です。

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        HiRDBを開始する前に拡張SYSLOG機能（syslogfileの文字コード変換を行う場合は日立コード変換も同様）をインストールしておく必要があります。HiRDBの稼働中にインストールしても，拡張SYSLOG機能は適用されません。

                     

                     	
                        拡張SYSLOG機能をインストールしている場合，HiRDB開始時にKFPS01921-Iメッセージがsyslogfileに出力されます。

                     

                     	
                        pdmlgputオペランドの指定で，KFPS01921-Iメッセージの出力を抑止している場合で，KFPS01921-Iの詳細コードが03（syslogfileの文字コード変換をしません）のとき，メッセージログファイルに詳細コード02が出力されます。詳細コードが02で，syslogfileの参照時にメッセージが文字化けしている場合は，マニュアル「HiRDB
                           メッセージ」でKFPS01921-Iの[対策]を参照し，詳細コード03に従って対処してください。

                     

                  

               
            
         
         
            8.2　UAP又はユティリティの実行時間が長い場合

            実行者　HiRDB管理者

            UAP又はユティリティの処理時間が予想より長い場合，UAP又はユティリティの実行状況を運用コマンドで調べてください。UAP又はユティリティの実行状況を調べる方法を次の図に示します。

            なお，次に示すユティリティは，次の図に示す方法では調査できません。

            
               	
                  データベース初期設定ユティリティ

               

               	
                  データベース複写ユティリティ

               

               	
                  データベース回復ユティリティ

               

            

            これらのユティリティは，pdls -d prc -aコマンドでユティリティの処理が実行中かどうかが分かるだけです。

            
               図8‒4　UAP又はユティリティの実行状況を調べる方法
               [image: [図データ]]

            
            
               	注

               	
                  説明文中のUAPとはユティリティを含んでいます。

               

               	注※

               	
                  手順は，次の図を参照してください。

                  
                     図8‒5　WAIT要因のユーザを調べる方法
                     [image: [図データ]]

                  
               

            

         
         
            8.3　HiRDBの開始又は終了処理が長い場合

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDBの開始又は終了処理が長い場合，pdls -d svrコマンドでHiRDBの開始又は終了処理の実行状況が分かります。このコマンドの実行結果の見方については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

         
         
            8.4　RDエリアの状態を知りたい場合

            実行者　HiRDB管理者

            UAP又はユティリティを実行する前に，対象となるRDエリアが，UAP又はユティリティを実行できる状態かどうかを調べる必要があります。RDエリアの状態を調べるには，pddblsコマンドを実行します。

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        定義しているRDエリア数が多い場合，pddblsコマンドのオプションにALLを指定すると，コマンド処理時間が長くなります。この場合は，オプションにRDエリア名を指定するか，又はサーバ名を指定してください。

                     

                     	
                        閉塞しているRDエリアだけを知りたい場合は，オプションに-bを指定すると，閉塞しているRDエリアが表示されます。

                     

                  

               

            

         
         
            8.5　共用メモリの使用状況を知りたい場合

            
               8.5.1　共用メモリの使用状況の調査方法

               実行者　HiRDB管理者

               
                  (1)　共用メモリの使用状況を調べる方法

                  pdls -d memコマンドで，共用メモリの使用状況が分かります。

               
               
                  (2)　共用メモリを節約できるかどうかを調べる方法

                  共用メモリが不足しているため，プロセスが実行できない場合，共用メモリの使用状況を調べてください。OSの問題であれば，OSの機能で対策できないかを検討してください。

                  例えば，OSのオペレーティングシステムパラメタの問題であれば，オペレーティングシステムパラメタを修正してください。オペレーティングシステムパラメタに指定する値については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  OSの機能で対策できない場合は，HiRDBが使用する共用メモリを節約できるかどうかを次の図に示す方法で検討してください。

                  
                     図8‒6　HiRDBが使用する共用メモリを節約できるかどうかを調べる方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※１

                     	
                        pdls -d memコマンドの実行結果です。

                     

                     	注※２

                     	
                        グローバルバッファの設計については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                     	注※３

                     	
                        これらのオペランドの指定値の目安については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

                     

                     	注※４

                     	
                        システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できます。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                           Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                     

                  

               
            
         
         
            8.6　デッドロックが発生した場合

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，デッドロック又はタイムアウトが発生したときに出力される情報について説明します。ここで説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  基本項目

               

               	
                  デッドロック情報の出力内容

               

               	
                  タイムアウト情報の出力内容

               

               	
                  資源種別と資源情報

               

               	
                  資源情報の見方

               

            

            
               8.6.1　基本項目

               デッドロック又はタイムアウトが発生すると，HiRDBは次の表に示す情報を出力します。

               
                  表8‒6　デッドロック又はタイムアウトが発生したときに出力される情報
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              出力する条件

                           
                           	
                              出力される情報

                           
                           	
                              内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              pd_lck_deadlcok_checkオペランドにYを指定し，かつpd_lck_deadlock_infoオペランドにYを指定する

                           
                           	
                              デッドロック情報

                           
                           	
                              
                                 	
                                    サーバ内の複数のトランザクション間に発生したデッドロックの情報です。

                                 

                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合，サーバ間でデッドロックが発生したときは，タイムアウト情報として出力されます。

                                 

                                 	
                                    デッドロックについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              pd_lck_deadlock_infoオペランドにYを指定する

                           
                           	
                              タイムアウト情報

                           
                           	
                              排他待ち限界経過時間を超えたことを示す情報です。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_lck_deadlock_checkオペランドにYを指定し，かつpd_lck_deadlock_infoオペランドにYを指定し，かつpd_lck_deadlock_sql_infoオペランドにYを指定する

                           
                           	
                              デッドロックSQL情報

                           
                           	
                              
                                 	
                                    サーバ内で発生したデッドロックに関連するトランザクションが実行したSQLの情報です。

                                 

                                 	
                                    デッドロックについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  (1)　デッドロック情報，タイムアウト情報，及びデッドロックSQL情報の出力先は？

                  
                     (a)　デッドロック情報及びタイムアウト情報

                     デッドロック情報及びタイムアウト情報は，次のファイルに出力されます。このファイルを，デッドロック・タイムアウト情報ファイルといいます。

                     
                        	
                           $PDDIR/spool/pdlckinf/ファイル名

                        

                     

                     「ファイル名」は，デッドロック又はタイムアウトが発生した日時を基に，HiRDBが次のように決定します。

                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (b)　デッドロックSQL情報

                     デッドロックSQL情報は，次のファイルに出力されます。このファイルを，デッドロックSQL情報ファイルといいます。

                     
                        	
                           $PDDIR/spool/pdlckinf/ファイル名

                        

                     

                     「ファイル名」は，デッドロックが発生した日時，サーバ，デッドロックエラーになるトランザクションのトランザクション識別子，デッドロックエラーになるトランザクションのスレッドIDを基に，HiRDBが次のように決定します。

                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (2)　HiRDB管理者がすることは？

                  これらの情報を出力するには，システム共通定義で次の指定が必要です。

                  
                     	
                        pd_lck_deadlock_checkオペランドでデッドロックの発生を監視することを指定します。

                     

                     	
                        pd_lck_deadlock_infoオペランドでデッドロック情報及びタイムアウト情報を出力することを指定します。

                     

                     	
                        pd_lck_deadlock_sql_infoオペランドでデッドロックSQL情報を出力することを指定します。

                     

                     	
                        pd_lck_wait_timeoutオペランドで排他待ち限界経過時間を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　デッドロック情報，タイムアウト情報，及びデッドロックSQL情報の参照方法は？

                  次のメッセージが出力された場合に，デッドロック情報，タイムアウト情報，又はデッドロックSQL情報を参照してください。

                  
                     	
                        KFPA11911-E（デッドロックの発生を示すメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS00441-I（デッドロック情報の出力を示すメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS00451-I（タイムアウト情報の出力を示すメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS00455-I（デッドロックSQL情報の出力を示すメッセージ）

                     

                  

                  デッドロック情報，タイムアウト情報，及びデッドロックSQL情報は，OSのコマンド（catコマンド又はviコマンドなど）で参照できます。これらのコマンドに指定するファイル名は，上記のKFPS00441-Iメッセージ，KFPS00451-Iメッセージ，及びKFPS00455-Iメッセージに出力されます。catコマンド又はviコマンドについては，OSのマニュアルを参照してください。

                  デッドロック情報の出力内容については，「デッドロック情報の出力内容」を参照してください。

                  タイムアウト情報の出力内容については，「タイムアウト情報の出力内容」を参照してください。

                  デッドロックSQL情報の出力内容については，「デッドロックSQL情報の出力内容」を参照してください。

               
               
                  (4)　デッドロック情報，タイムアウト情報，及びデッドロックSQL情報への対処方法は？

                  デッドロック又はタイムアウトの発生頻度は，UAPのアクセス順序を変更することや，UAPで排他の範囲を広くしてアクセスすることなどで低減できます。このため，参照したデッドロック情報，タイムアウト情報，又はデッドロックSQL情報を基に，デッドロック又はタイムアウトの要因となった資源及びSQLを見直すことが重要です。デッドロック又はタイムアウトの要因となった資源ごとの対処方法については，マニュアル「HiRDB
                     UAP開発ガイド」を参照してください。デッドロック情報とデッドロックSQL情報を突き合わせる方法については，「デッドロック情報とデッドロックSQL情報を突き合わせる方法」を参照してください。

               
               
                  (5)　不要なデッドロック・タイムアウト情報ファイル及びデッドロックSQL情報ファイルを削除しましょう

                  HiRDB管理者は不要となったデッドロック・タイムアウト情報ファイル及びデッドロックSQL情報ファイルを次に示す(a)，(b)又は(c)の方法で削除してください。

                  
                     (a)　HiRDBのコマンドで削除する方法

                     pdcspoolコマンドで削除します。pdcspoolコマンドを実行すると，$PDDIR/spool下にあるトラブルシュート情報ファイルが削除されます。したがって，デッドロック・タイムアウト情報ファイル又はデッドロックSQL情報ファイルだけを削除する場合は，「OSの機能で削除する方法」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDBの機能で削除する方法

                     pd_spool_cleanup_interval_levelオペランドを省略するかallを指定すると，定期的にHiRDBがデッドロック・タイムアウト情報ファイル及びデッドロックSQL情報ファイルを削除します。通常は24時間ごとに削除します。この削除間隔をpd_spool_cleanup_intervalオペランドで変更できます。

                     また，pd_spool_cleanup_levelオペランドを省略するかallを指定すると，HiRDBの開始時にHiRDBがデッドロック・タイムアウト情報ファイル及びデッドロックSQL情報ファイルを削除します。

                  
                  
                     (c)　OSの機能で削除する方法

                     OSの機能（OSのrmコマンドなど）で削除してください。rmコマンドについては，OSのマニュアルを参照してください。

                  
               
            
            
               8.6.2　デッドロック情報の出力内容

               デッドロック情報の出力内容を次の図に示します。

               
                  図8‒7　デッドロック情報の出力内容
                  [image: [図データ]]

               
               デッドロック情報の出力内容を以下に説明します。

               
                  	（1）デッドロック検知日時

                  	
                     HiRDBがデッドロックを検知した日付と時刻（月　日　時:分:秒 西暦）を示します。

                  

                  	●デッドロックとなったトランザクションを送信したサーバの情報

                  	
                     （2）〜（14）の情報は，デッドロックとなったトランザクションが最初に資源を占有したときの情報です。

                  

                  	（2）UAP識別情報

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションを送信したサーバに接続しているUAPの識別情報を示します。

                     ここで表示する情報はpdls -d prc又はpdls -d trnコマンドで表示されるPROGRAMに該当します。ただし，一部のユティリティでは表示できません。表示できない場合は"********"を表示します。また，再開始処理で回復中のトランザクションの場合は"Rerun"が表示されます。

                  

                  	（3）サーバ名

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションを送信したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（4）プロセスID

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションを送信したサーバプロセスのプロセスIDを示します。

                  

                  	（5）トランザクション識別子

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションの識別子を示します。

                     先頭が_cmdの場合はpdholdコマンドで確保した排他です。

                     先頭が_utlの場合はpdcopyコマンドで確保した排他です。

                  

                  	●デッドロックとなったトランザクションが占有したすべての資源の情報

                  	
                     （6）〜（9）の情報は，デッドロックの原因となったすべての資源の情報です。このトランザクションが資源を占有していなかった場合，各情報には空白が出力されます。

                  

                  	（6）サーバ名

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（7）排他制御モード

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが占有した資源に掛けた排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（8）占有資源種別

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが占有した資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（9）占有資源情報

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが占有した資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	●デッドロックとなったトランザクションが排他待ちとなった資源の情報

                  	
                     （10）〜（14）の情報は，デッドロックの原因となった資源の情報です。

                  

                  	（10）サーバ名

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（11）排他制御モード

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが排他待ちとなっている資源に掛けようとした排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（12）待ち資源種別

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが排他待ちとなっている資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（13）待ち資源情報

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが排他待ちとなっている資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（14）排他待ち発生時刻

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションが排他待ちとなった時刻（時：分：秒）を示します。

                  

                  	●デッドロックを構成したトランザクションを送信したサーバの情報

                  	
                     （15）〜（29）の情報は，デッドロックを構成したトランザクションが最初に資源を占有したときの情報です。複数出力される場合があります。

                  

                  	（15）UAP識別情報

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションを送信したサーバに接続しているUAPの識別情報を示します。

                     ここで表示する情報はpdls -d prc又はpdls -d trnコマンドで表示されるPROGRAMに該当します。ただし，一部のユティリティでは表示できません。表示できない場合は"********"を表示します。また，再開始処理で回復中のトランザクションの場合は"Rerun"が表示されます。

                  

                  	（16）サーバ名

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションを送信したサーバの識別子を示します。

                  

                  	（17）プロセスID

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションを送信したサーバプロセスのプロセスIDを示します。

                  

                  	（18）トランザクション識別子

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションの識別子を示します。

                  

                  	●デッドロックを構成したトランザクションが占有したすべての資源の情報

                  	
                     （19）〜（22）の情報は，デッドロックの原因となったすべての資源の情報です。このトランザクションが資源を占有していなかった場合，各情報には空白が出力されます。

                  

                  	（19）サーバ名

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（20）排他制御モード

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが占有した資源に掛けた排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（21）占有資源種別

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが占有した資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（22）占有資源情報

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが占有した資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	●デッドロックを構成したトランザクションが排他待ちとなった資源の情報

                  	
                     （23）〜（29）の情報は，デッドロックの原因となった資源の情報です。

                  

                  	（23）サーバ名

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（24）排他制御モード

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが排他待ちとなっている資源に掛けようとした排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（25）待ち資源種別

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが排他待ちとなっている資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（26）待ち資源情報

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが排他待ちとなっている資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（27）排他待ち発生時刻

                  	
                     デッドロックを構成したトランザクションが排他待ちとなった時刻（時：分：秒）を示します。

                  

                  	（28）ユーザ識別子

                  	
                     HiRDBに接続しているユーザを一意に識別するために，HiRDBが動的に割り当てる通番を示します。なお，ユーザ識別子を使ってSQL文を特定できる場合があります。マニュアル「HiRDB
                        コマンドリファレンス」の「pdobils（SQLオブジェクト用バッファの統計情報表示）」を参照してください。

                  

                  	（29）デッドロックプライオリティ値

                  	
                     デッドロックとなったトランザクションのデッドロックプライオリティ値を示します。

                  

               

               デッドロック情報の出力例を次の図に示します。

               
                  図8‒8　デッドロック情報の出力例
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               8.6.3　タイムアウト情報の出力内容

               タイムアウト情報の出力内容を次の図に示します。

               
                  図8‒9　タイムアウト情報の出力内容
                  [image: [図データ]]

               
               タイムアウト情報の出力内容を以下に説明します。

               
                  	（1）タイムアウト発生日時

                  	
                     HiRDBがタイムアウトを検知した日付と時刻（月　日　時：分：秒　西暦）を示します。

                  

                  	●タイムアウトとなったトランザクションを送信したサーバの情報

                  	
                     （2）〜（13），（26）〜（27）の情報は，タイムアウトとなったトランザクションが占有した資源の情報です。

                  

                  	（2）UAP識別情報

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションを送信したサーバに接続しているUAPの識別情報を示します。トランザクションを送信したのがユティリティの場合，ユティリティ名を示します。

                     ここで表示する情報はpdls -d prc又はpdls -d trnコマンドで表示されるPROGRAMに該当します。ただし，一部のユティリティでは表示できません。表示できない場合は"********"を表示します。また，再開始処理で回復中のトランザクションの場合は"Rerun"が表示されます。

                  

                  	（3）サーバ名

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションを送信したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（4）プロセスID

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションを送信したサーバプロセスのプロセスIDを示します。

                  

                  	（5）トランザクション識別子

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションの識別子を示します。

                     先頭が_cmdの場合はpdholdコマンドで確保した排他です。

                     先頭が_utlの場合はpdcopyコマンドで確保した排他です。

                  

                  	（26）ユーザ識別子

                  	
                     HiRDBに接続しているユーザを一意に識別するために，HiRDBが動的に割り当てる通番を示します。

                  

                  	（27）デッドロックプライオリティ値

                  	
                     トランザクションのデッドロックプライオリティ値を示します。

                  

                  	●タイムアウトとなったトランザクションが占有したすべての資源の情報

                  	
                     （6）〜（9）の情報は，タイムアウトとなったトランザクションが占有したすべての資源の情報です。このトランザクションが資源を占有していなかった場合，各情報には空白が出力されます。

                  

                  	（6）サーバ名

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（7）排他制御モード

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが占有した資源に掛けた排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（8）占有資源種別

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが占有した資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（9）占有資源情報

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが占有した資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	●タイムアウトとなったトランザクションが排他待ちとなった資源の情報

                  	
                     （10）〜（13）の情報は，タイムアウトとなったトランザクションが排他待ちとなった資源の情報です。

                  

                  	（10）サーバ名

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（11）排他制御モード

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが排他待ちとなっている資源に掛けようとした排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（12）待ち資源種別

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが排他待ちとなっている資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（13）待ち資源情報

                  	
                     タイムアウトとなったトランザクションが排他待ちとなっている資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	●タイムアウトの要因となったトランザクションを送信したサーバの情報

                  	
                     （14）〜（21），（28）〜（29）の情報は，タイムアウトの要因となったトランザクションが占有した資源の情報です。複数出力される場合があります。

                  

                  	（14）UAP識別情報

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションを送信したサーバに接続しているUAPの識別情報を示します。トランザクションを送信したのがユティリティの場合，ユティリティ名を示します。

                     ここで表示する情報はpdls -d prc又はpdls -d trnコマンドで表示されるPROGRAMに該当します。ただし，一部のユティリティでは表示できません。表示できない場合は"********"を表示します。また，再開始処理で回復中のトランザクションの場合は"Rerun"が表示されます。

                  

                  	（15）サーバ名

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションを送信したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（16）プロセスID

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションを送信したサーバプロセスのプロセスIDを示します。

                  

                  	（17）トランザクション識別子

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションの識別子を示します。

                  

                  	（28）ユーザ識別子

                  	
                     HiRDBに接続しているユーザを一意に識別するために，HiRDBが動的に割り当てる通番を示します。なお，ユーザ識別子を使ってSQL文を特定できる場合があります。マニュアル「HiRDB
                        コマンドリファレンス」の「pdobils（SQLオブジェクト用バッファの統計情報表示）」を参照してください。

                  

                  	（29）デッドロックプライオリティ値

                  	
                     トランザクションのデッドロックプライオリティ値を示します。

                  

                  	●タイムアウトの要因となったトランザクションが占有したすべての資源の情報

                  	
                     （18）〜（21）の情報は，タイムアウトの要因となったすべての資源の情報です。このトランザクションが資源を占有していなかった場合，各情報には空白が出力されます。

                  

                  	（18）サーバ名

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（19）排他制御モード

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションが占有した資源に掛けた排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（20）占有資源種別

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションが占有した資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（21）占有資源情報

                  	
                     タイムアウトの要因となったトランザクションが占有した資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	●タイムアウトとなったトランザクションと同じ資源で排他待ちになっているトランザクションを送信したサーバの情報

                  	
                     （30）〜（39）の情報は，タイムアウトとなったトランザクションと同じ資源で排他待ちになっているトランザクションの情報です。複数出力される場合があります。

                  

                  	（30）UAP識別情報

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションを送信したサーバに接続しているUAPの識別情報を示します。トランザクションを送信したのがユティリティの場合，ユティリティ名を示します。

                     ここで表示する情報はpdls -d prc又はpdls -d trnコマンドで表示されるPROGRAMに該当します。ただし，一部のユティリティでは表示できません。表示できない場合は"********"を表示します。また，再開始処理で回復中のトランザクションの場合は"Rerun"が表示されます。

                  

                  	（31）サーバ名

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションを送信したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（32）プロセスID

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションを送信したサーバプロセスのプロセスIDを示します。

                  

                  	（33）トランザクション識別子

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションの識別子を示します。

                  

                  	（34）ユーザ識別子

                  	
                     HiRDBに接続しているユーザを一意に識別するために，HiRDBが動的に割り当てる通番を示します。

                  

                  	（35）デッドロックプライオリティ値

                  	
                     トランザクションのデッドロックプライオリティ値を示します。

                  

                  	●タイムアウトとなったトランザクションと同じ資源で排他待ちになっているトランザクションが排他待ちとなった資源の情報

                  	
                     （36）〜（39）の情報は，タイムアウトとなったトランザクションと同じ資源で排他待ちになっているトランザクションの資源の情報です。

                  

                  	（36）サーバ名

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションが資源の占有を要求したサーバのサーバ名を示します。

                  

                  	（37）排他制御モード

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションが排他待ちとなっている資源に掛けようとした排他制御モードを示します。排他制御モードについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

                  	（38）待ち資源種別

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションが排他待ちとなっている資源の種別を示します。資源種別については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

                  	（39）待ち資源情報

                  	
                     排他待ちになっているトランザクションが排他待ちとなっている資源の情報を示します。資源情報については，「資源種別と資源情報」を参照してください。

                  

               

               タイムアウト情報の出力例を次の図に示します。

               
                  図8‒10　タイムアウト情報の出力例
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               8.6.4　資源種別と資源情報

               デッドロック情報又はタイムアウト情報に出力される資源種別と資源情報を次の表に示します。

               
                  表8‒7　資源種別と資源情報
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              資源

                              種別

                           
                           	
                              種別名

                           
                           	
                              資源名称1※１

                           
                           	
                              資源名称2※１

                           
                           	
                              資源情報

                           
                           	
                              内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              0001

                           
                           	
                              RDAR

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              RDエリア

                           
                        

                        
                           	
                              0002

                           
                           	
                              TABL

                           
                           	
                              表名又は順序数生成子名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：表番号又は順序数生成子番号

                              9〜16けた：世代番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              表又は順序数生成子

                           
                        

                        
                           	
                              0003

                           
                           	
                              INDX

                           
                           	
                              インデクス名

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              1〜8けた：インデクス番号

                              9〜16けた：RDエリア番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              インデクス

                           
                        

                        
                           	
                              0004

                           
                           	
                              PAGE

                           
                           	
                              表名又はインデクス名

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              ●AIX版の場合

                              1〜6けた：RDエリア番号

                              7〜8けた：ファイル番号

                              9〜16けた：ページ番号

                              17〜24けた：表番号又はインデクス番号

                              25〜28けた：00固定

                              ●Linux版の場合

                              1〜2けた：ファイル番号

                              3〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：ページ番号

                              17〜24けた：表番号又はインデクス番号

                              25〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ページ

                           
                        

                        
                           	
                              0007

                           
                           	
                              ROW

                           
                           	
                              表名

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              ●AIX版の場合

                              1〜6けた：RDエリア番号

                              7〜8けた：ファイル番号

                              9〜14けた：ページ番号

                              15〜16けた：スロット番号

                              17〜24けた：表番号

                              25〜28けた：00固定

                              ●Linux版の場合

                              1〜2けた：ファイル番号

                              3〜8けた：RDエリア番号

                              9〜10けた：スロット番号

                              11〜16けた：ページ番号

                              17〜24けた：表番号

                              25〜28けた：00固定

                           
                           	
                              行

                           
                        

                        
                           	
                              0008

                           
                           	
                              NWROW

                           
                           	
                              表名

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              ●AIX版の場合

                              1〜6けた：RDエリア番号

                              7〜8けた：ファイル番号

                              9〜14けた：ページ番号

                              15〜16けた：スロット番号

                              17〜24けた：表番号

                              25〜28けた：00固定

                              ●Linux版の場合

                              1〜2けた：ファイル番号

                              3〜8けた：RDエリア番号

                              9〜10けた：スロット番号

                              11〜16けた：ページ番号

                              17〜24けた：表番号

                              25〜28けた：00固定

                           
                           	
                              行（WITHOUT LOCK NOWAIT検索制御用）

                           
                        

                        
                           	
                              000B

                           
                           	
                              TABN

                           
                           	
                              表名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：表番号

                              9〜16けた：世代番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              表（NOWAIT検索時）

                           
                        

                        
                           	
                              000C

                           
                           	
                              NKEY

                           
                           	
                              インデクス名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：インデクス番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              キー値（NULL）

                           
                        

                        
                           	
                              000D

                           
                           	
                              DKEY

                           
                           	
                              インデクス名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：インデクス番号

                              9〜28けた：キー値又はエンコードされたキー値

                           
                           	
                              キー値（非NULL）

                           
                        

                        
                           	
                              000E

                           
                           	
                              LFID

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              論理ファイル番号

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：論理ファイル番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              論理ファイル

                           
                        

                        
                           	
                              000F

                           
                           	
                              IXIF

                           
                           	
                              インデクス名

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              1〜8けた：インデクス番号

                              9〜16けた：RDエリア番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              インデクス情報ファイル

                           
                        

                        
                           	
                              0010

                           
                           	
                              TRWT

                           
                           	
                              表名

                           
                           	
                              インデクス格納RDエリア名

                           
                           	
                              1〜8けた：表番号

                              9〜16けた：インデクス格納RDエリア番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              トランザクション決着待ち

                           
                        

                        
                           	
                              0011

                           
                           	
                              SHWT

                           
                           	
                              表名

                              （RDエリア更新完了待ちの場合は，"****"を出力します）

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              ●AIX版の場合

                              1〜6けた：RDエリア番号

                              7〜8けた：ファイル番号

                              9〜14けた：ページ番号

                              15〜16けた：スロット番号

                              17〜24けた：表番号

                              25〜28けた：00固定

                              ●Linux版の場合

                              1〜2けた：ファイル番号

                              3〜8けた：RDエリア番号

                              9〜10けた：スロット番号

                              11〜16けた：ページ番号

                              17〜24けた：表番号

                              25〜28けた：00固定

                              RDエリア更新完了待ちの場合は，RDエリア番号以外は0となります。

                           
                           	
                              共用RDエリアトランザクション決着待ち

                           
                        

                        
                           	
                              0012

                           
                           	
                              UCWT

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜16けた：トランザクション情報

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ユニークチェックのトランザクション待ち

                           
                        

                        
                           	
                              0102

                           
                           	
                              RRAMB

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              RDエリア管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              0111

                           
                           	
                              MFCB

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：ページ番号

                              9〜12けた：ファイル番号

                              13〜28けた：00固定

                           
                           	
                              マスタディレクトリセグメント情報

                           
                        

                        
                           	
                              0112

                           
                           	
                              MTCB

                           
                           	
                              表名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：表番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              マスタディレクトリ表情報

                           
                        

                        
                           	
                              0113

                           
                           	
                              MICB

                           
                           	
                              インデクス名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：インデクス番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              マスタディレクトリインデクス情報

                           
                        

                        
                           	
                              0121

                           
                           	
                              RATM

                           
                           	
                              表名

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：表番号又は表管理番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ディクショナリ表情報又はユーザディレクトリ表情報

                           
                        

                        
                           	
                              0122

                           
                           	
                              RAIM

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：インデクス番号又はインデクス管理番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ディクショナリインデクス情報又はユーザディレクトリインデクス情報

                           
                        

                        
                           	
                              0132

                           
                           	
                              SBMB

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：セグメント番号

                              17〜20けた：ファイル番号

                              21〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ディクショナリセグメント情報又はユーザディレクトリセグメント情報

                           
                        

                        
                           	
                              0143

                           
                           	
                              RDLF

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              最終ファイル番号

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜12けた：最終ファイル番号

                              13〜28けた：00固定

                           
                           	
                              RDエリア増分

                           
                        

                        
                           	
                              0152

                           
                           	
                              SGMB

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：ページ番号

                              17〜20けた：ファイル番号

                              21〜28けた：00固定

                           
                           	
                              データベース複写ユティリティ

                           
                        

                        
                           	
                              0300

                           
                           	
                              MENT

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：ページ番号

                              17〜20けた：ファイル番号

                              21〜24けた：エントリ番号

                              25〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ユーザLOB用RDエリアの管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              0301

                           
                           	
                              LOBID

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：LOB番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ユーザLOB用RDエリアの管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              0502

                           
                           	
                              TEMP

                           
                           	
                              サーバ名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              先頭から8バイトがサーバ名を示しています。サーバ名が8バイトに満たない場合は，NULLを埋めます。

                           
                           	
                              一時表実体化管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              0503

                           
                           	
                              TPID

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：ユーザ固有番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ユーザ固有ID管理（一時表）

                           
                        

                        
                           	
                              0601

                           
                           	
                              RDAS

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              データベース状態解析ユティリティ

                           
                        

                        
                           	
                              0602

                           
                           	
                              HOLD

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              バックアップ閉塞RDエリア

                           
                        

                        
                           	
                              0603

                           
                           	
                              INRP

                           
                           	
                              サーバ名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              先頭から8バイトがサーバ名を示しています。サーバ名が8バイトに満たない場合は，NULLを埋めます。

                           
                           	
                              インナレプリカ構成管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              0604

                           
                           	
                              RPGP

                           
                           	
                              オリジナルRDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              レプリカグループ構成管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              0605

                           
                           	
                              MDBS

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              インメモリデータ処理の同期情報

                           
                        

                        
                           	
                              0606

                           
                           	
                              RDAH

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              pdholdコマンド受付状態

                           
                        

                        
                           	
                              0900

                           
                           	
                              PLGR

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：プラグインID

                              9〜28けた：プラグインの独自資源番号

                           
                           	
                              プラグイン資源番号

                           
                        

                        
                           	
                              0D00

                              〜

                              0FFF

                           
                           	
                              UNCH

                           
                           	
                              資源種別

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：内部情報

                              9〜16けた：インデクスID

                              17〜28けた：分割したインデクスキー値

                           
                           	
                              ユニークチェック

                           
                        

                        
                           	
                              2002

                           
                           	
                              ROMB

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜14けた：SQLオブジェクト番号

                              15〜28けた：00固定

                           
                           	
                              SQLオブジェクト管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              2003

                           
                           	
                              SPCH

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              'SPCH'固定

                              余った末尾には0を埋めます。

                           
                           	
                              SQLオブジェクトキャッシュ

                           
                        

                        
                           	
                              2004

                           
                           	
                              TRAL

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              'TMPRDAREA'固定

                              余った末尾には0を埋めます。

                           
                           	
                              一時表用RDエリア管理情報

                           
                        

                        
                           	
                              2005

                           
                           	
                              TRAI

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              1〜8けた：一時表用RDエリア管理ブロックの番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              一時表用RDエリア情報

                           
                        

                        
                           	
                              3001

                           
                           	
                              PTBL

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              1〜8けた：表番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              前処理表

                           
                        

                        
                           	
                              3005

                           
                           	
                              DICT

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              'DICT'固定

                              余った末尾には0を埋めます。

                           
                           	
                              ディクショナリ表

                           
                        

                        
                           	
                              3006

                           
                           	
                              VIEW

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              1〜8けた：ビュー表番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ビュー表

                           
                        

                        
                           	
                              3008

                           
                           	
                              TBPL

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              先頭から5バイト※２が認可識別子を示しています。

                              6〜14バイト※３が表識別子を示しています。

                           
                           	
                              表定義情報バッファ

                           
                        

                        
                           	
                              3010

                           
                           	
                              AUTH

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              先頭から14バイトが認可識別子を示しています。

                           
                           	
                              ユーザ権限情報バッファ

                           
                        

                        
                           	
                              3011

                           
                           	
                              OBJI

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              ルーチンオブジェクト番号

                           
                           	
                              ルーチンオブジェクト

                           
                        

                        
                           	
                              3012

                           
                           	
                              DTYP

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              'DTYP'固定

                              余った末尾には0を埋めます。

                           
                           	
                              データ型定義情報

                           
                        

                        
                           	
                              3013

                           
                           	
                              RTPL

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              先頭から12バイトがルーチン識別子を示しています。

                              13〜14バイトがパラメタ数を示しています。

                           
                           	
                              ルーチン定義情報用バッファ

                           
                        

                        
                           	
                              3014

                           
                           	
                              TPPL

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              先頭から5バイト※２が認可識別子を示しています。

                              6〜14バイト※３がデータ型識別子を示しています。

                           
                           	
                              ユーザ定義型情報バッファ

                           
                        

                        
                           	
                              3015

                           
                           	
                              DICR

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              'DICR'固定

                           
                           	
                              ディクショナリ用RDエリア変更

                           
                        

                        
                           	
                              3016

                           
                           	
                              CONS

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              'CONSEC'固定

                           
                           	
                              CONNECT関連セキュリティ定義情報

                           
                        

                        
                           	
                              3017

                           
                           	
                              SQID

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              1〜8けた：順序数生成子番号※４

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              順序数生成子

                           
                        

                        
                           	
                              3018

                           
                           	
                              SQPL

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              "****"

                           
                           	
                              先頭から5バイト※２が認可識別子を示しています。

                              6〜14バイト※３が順序数生成子識別子を示しています。

                           
                           	
                              順序数生成子定義情報

                           
                        

                        
                           	
                              5001

                           
                           	
                              DICU

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ’DICTMODUTL’固定

                              余った末尾には0を埋めます。

                           
                           	
                              データベース構成変更ユティリティ

                           
                        

                        
                           	
                              5002

                           
                           	
                              LCBF

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              5003

                           
                           	
                              EXP1

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ’EXPIMPMDL’固定

                              余った末尾には0を埋めます。

                           
                           	
                              データベース搬出入ユティリティ

                           
                        

                        
                           	
                              5004

                           
                           	
                              RBAL

                           
                           	
                              表名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜8けた：表番号

                              9〜28けた：00固定

                           
                           	
                              リバランスユティリティ

                           
                        

                        
                           	
                              5005

                           
                           	
                              RRAMB

                           
                           	
                              サーバ名

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              1〜16けた：サーバ名

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              ZRRAMB更新

                           
                        

                        
                           	
                              5006

                           
                           	
                              RCLM

                           
                           	
                              RDエリア名

                           
                           	
                              表名又はインデクス名

                           
                           	
                              1〜8けた：RDエリア番号

                              9〜16けた：表番号又はインデクス番号

                              17〜28けた：00固定

                           
                           	
                              空きページ解放ユティリティ

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     −：該当しません。

                  

                  	注

                  	
                     
                        	
                           資源種別は16進形式（4けた）で出力されます。

                        

                        	
                           資源情報は16進形式（28けた）で出力されます。資源情報の見方については，「資源情報の見方」を参照してください。

                        

                        	
                           RDエリア番号に対応するRDエリア名は，pddblsコマンドで調査できます。

                        

                        	
                           世代番号は表がインナレプリカ機能で複製されている場合に表示されます。

                        

                     

                  

                  	注※１

                  	
                     資源名称1及び資源名称2の表名，順序数生成子名，又はRDエリア名を表示できない場合，"****"を表示します。その場合，資源情報の表番号，順序数生成子番号，又はRDエリア番号から対象資源を特定してください。

                  

                  	注※２

                  	
                     ６バイト以上の認可識別子は次の形式で出力されます。

                     認可識別子の先頭３バイト＋認可識別子の後ろ２バイト

                     例えば，認可識別子がk87m341の場合は，"k8741"となります。

                     なお，情報はASCIIコードで，１バイトが２けたで出力されます。

                  

                  	注※３

                  	
                     10バイト以上の表識別子，データ型識別子，及び順序数生成子識別子は次の形式で出力されます。

                     表識別子，データ型識別子，又は順序数生成子識別子の先頭5バイト＋表識別子，データ型識別子，又は順序数生成子識別子の後ろ4バイト

                     例えば，表識別子がTABLE002498の場合は，"TABLE2498"となります。

                     なお，情報はASCIIコードで，１バイトが２けたで出力されます。

                  

                  	注※４

                  	
                     順序数生成子番号は，ディクショナリ表SQL_SEQUENCESのSEQUENCE_ID列を参照してください。

                  

               

            
            
               8.6.5　資源情報の見方

               資源情報は16進形式（28けた）で出力されます。複数記載されている資源情報は，記載順に連続して出力されます。資源情報が28けたに満たない場合，余った末尾には0を埋めます。キャラクタ文字はすべてASCIIコードで，1バイトが2けたで出力されます。

               
                  	注意事項

                  	
                     AIX版の場合，資源情報はビッグエンディアン形式で出力されます。Linux版の場合，資源情報はリトルエンディアン形式で出力されます。

                  

               

               資源情報の出力例（資源種別0007の場合）を次の図に示します。

               
                  図8‒11　資源情報の出力例（資源種別0007の場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　RDエリア番号からRDエリア名を調べる方法

                  資源情報に出力されたRDエリア番号からRDエリア名を調べる手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              リトルエンディアン形式の場合は，ビッグエンディアン形式に変換します。RDエリア番号に03000000が出力されたとします。この場合，次のようにビッグエンディアン形式に変換します。

                              [image: [図データ]]

                              RDエリア番号は3になります。

                           

                           	
                              資源情報に出力されたRDエリア番号は16進形式のため，10進形式に変換してください。

                           

                           	
                              pddblsコマンドで，RDエリア番号に対応するRDエリア名を調べてください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　インデクス番号からインデクス名を調べる方法

                  資源情報に出力されたインデクス番号からインデクス名を調べる手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              リトルエンディアン形式の場合は，ビッグエンディアン形式に変換します。インデクス番号に0a010300が出力されたとします。この場合，次のようにビッグエンディアン形式に変換します。

                              [image: [図データ]]

                              インデクス番号は3010aになります。

                           

                           	
                              資源情報に出力されたインデクス番号は16進形式のため，10進形式に変換してください。

                           

                           	
                              ディクショナリ表SQL_INDEXESのINDEX_ID列を検索して，インデクス番号に対応するインデクス名を調べてください。

                              ディクショナリ表SQL_INDEXESの検索方法については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　表番号（ビュー表番号）から表名（ビュー表名）を調べる方法

                  資源情報に出力された表番号（ビュー表番号）から表名（ビュー表名）を調べる手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              リトルエンディアン形式の場合は，ビッグエンディアン形式に変換します。表番号に7c000200が出力されたとします。この場合，次のようにビッグエンディアン形式に変換します。

                              [image: [図データ]]

                              表番号は2007cになります。

                           

                           	
                              資源情報に出力された表番号（ビュー表番号）は16進形式のため，10進形式に変換してください。

                           

                           	
                              ディクショナリ表SQL_TABLESのTABLE_ID列を検索して，表番号（ビュー表番号）に対応する表名（ビュー表名）を調べてください。

                              ディクショナリ表SQL_TABLESの検索方法については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               8.6.6　デッドロックSQL情報の出力内容

               デッドロックSQL情報はpdobilsコマンドの使用中情報出力形式で出力します。出力形式の詳細はマニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。

               
                  	注

                  	
                     
                        	
                           デッドロックに関連するトランザクションのSQL情報を出力します。

                        

                        	
                           最大64トランザクションの情報を出力します。

                           デッドロックに関連するトランザクションの数が64を超える場合は，デッドロックSQL情報の末尾に下記に示す情報を出力します。

                           [image: [図データ]]

                        

                        	
                           PDCWAITTIME，PDLCKWAITTIMEに指定した時間を超過するなどでエラーになったトランザクションの情報は出力しません。

                        

                        	
                           HiRDBパラレルサーバで，サーバ間でデッドロックが発生した場合は出力しません。

                        

                        	
                           クライアント環境定義PDVWOPTMODE又はPDUAPREPLVLで，SQLオブジェクトの作成を行う指定をした場合など，SQL情報が出力されないときがあります。詳細については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」の「pdobils（SQLオブジェクト用バッファの統計情報表示）」の「オペランド」の「-A」を参照してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               8.6.7　デッドロック情報とデッドロックSQL情報を突き合わせる方法

               デッドロックが発生した場合は，デッドロック情報に出力されている排他資源の情報とデッドロックSQL情報に出力されているSQLの情報からデッドロックの原因を特定して対処してください。

               対応するデッドロック情報とデッドロックSQL情報を付き合わせる方法を以下に示します。

               
                  (1)　対応するファイルを特定します

                  デッドロックが発生した日時を基に，対応するデッドロック・タイムアウト情報ファイルとデッドロックSQL情報ファイルを特定します。

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (2)　対応するトランザクションを特定します

                  ユーザ識別子を基に，対応するデッドロック情報のトランザクションとデッドロックSQL情報のトランザクションを特定します。

                  ユーザ識別子は，デッドロック情報ではactid，デッドロックSQL情報ではACTIDで示しています。

                  [image: [図データ]]

                  [image: [図データ]]

               
            
         
         
            8.7　排他資源管理テーブル不足が発生した場合

            
               8.7.1　排他資源管理テーブル不足が発生した場合の対処方法

               実行者　HiRDB管理者

               排他資源管理テーブル不足が発生すると，HiRDBはKFPS00443-Iメッセージと，排他資源管理テーブル情報を出力します。排他資源管理テーブル情報は，排他資源管理テーブル不足が発生したユニットのディレクトリ（$PDDIR/spool/pdlckinf）に出力されます。HiRDB管理者はその情報を参照して，排他資源管理テーブル不足解消のための対策を立ててください。

               注　排他制御処理の分散を適用している場合は，「排他資源管理テーブル」を「排他制御用プールパーティション」に読み替えてください。

               
                  (1)　排他資源管理テーブル情報のファイル名は

                  排他資源管理テーブル情報は，排他資源管理テーブル不足が発生するたびにファイルに出力されます。出力ファイル名は，「出力日時.mem」となります。memはファイル記述子です。例えば，10月3日9時16分2秒に，排他資源管理テーブル不足が発生すると，その出力ファイル名はOct3091602.memとなります。ファイル名は，KFPS00447-Iメッセージに表示されます。

               
               
                  (2)　不要な排他資源管理テーブル情報ファイルを削除しましょう

                  HiRDB管理者は不要となった排他資源管理テーブル情報ファイルを次に示す(a)，(b)又は(c)の方法で削除してください。

                  
                     (a)　HiRDBのコマンドで削除する方法

                     pdcspoolコマンドで削除します。pdcspoolコマンドを実行すると，$PDDIR/spool下にあるトラブルシュート情報ファイルが削除されます。したがって，排他資源管理テーブル情報ファイルだけを削除する場合は，「OSの機能で削除する方法」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDBの機能で削除する方法

                     pd_spool_cleanup_interval_levelオペランドを省略するかallを指定すると，定期的にHiRDBが排他資源管理テーブル情報ファイルを削除します。通常は24時間ごとに削除します。この削除間隔をpd_spool_cleanup_intervalオペランドで変更できます。

                     また，pd_spool_cleanup_levelオペランドを省略するかallを指定すると，HiRDBの開始時にHiRDBが排他資源管理テーブル情報ファイルを削除します。

                  
                  
                     (c)　OSの機能で削除する方法

                     OSの機能（OSのrmコマンドなど）で削除してください。rmコマンドについては，OSのマニュアルを参照してください。

                  
               
               
                  (3)　排他資源管理テーブル情報の出力内容

                  排他資源管理テーブル情報の出力内容を次の図に示します。

                  
                     図8‒12　排他資源管理テーブル情報の出力内容
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        （1）排他資源管理テーブル不足の検知日時（月　日　時:分:秒 西暦）

                        （2）不足した排他資源管理テーブルの種別（次のどちらかを出力します）

                        
                           	
                              RESOURCE

                              使用する資源名称を管理するときに使用するテーブルです。複数ユーザで共有します。そのため，全ユーザの使用しているテーブルの合計数がテーブルの総数を超えることがあります。

                           

                           	
                              OCP/WAIT

                              共有，待ちの状態を管理するときに使用するテーブルです。複数ユーザで共有しません。

                           

                        

                        RESOURCEとOCP/WAITの違いを次に示します。

                        [image: [図データ]]

                        （3）使用できる排他資源管理テーブルの総数

                     

                     	排他資源管理テーブル不足が発生したユーザの情報

                     	
                        （4）UAP識別情報 ※１

                        （5）サーバ名

                        （6）プロセスID

                        （7）トランザクション識別子

                        （8）ユーザ識別通番

                        （9）デッドロックプライオリティ値

                        （10）クライアントのIPアドレス ※３

                        （11）クライアントのプロセスID ※２，※３

                        （12）現在使用しているテーブル数

                     

                     	排他資源管理テーブル不足が発生したときのほかのユーザの情報（排他資源管理テーブル使用率が10％以上のユーザ）

                     	
                        （13）UAP識別情報 ※１

                        （14）サーバ名

                        （15）プロセスID

                        （16）トランザクション識別子

                        （17）ユーザ識別通番

                        （18）デッドロックプライオリティ値

                        （19）クライアントのIPアドレス ※３

                        （20）クライアントのプロセスID ※２，※３

                        （21）現在使用しているテーブル数

                     

                     	排他資源管理テーブル不足が発生したときのほかのユーザの情報（排他資源管理テーブル使用率が10％未満のユーザ）

                     	
                        （22）排他資源管理テーブルの使用率が10%に満たないユーザの数

                     

                     	注※１

                     	
                        CONNECTしていたクライアントUAPの名称を30バイトで表示します。

                        ここで表示する情報はpdls -d prcやpdls -d trnで出力されるPROGRAMに該当します。ただし，一部のユティリティは表示できません。この場合，「********」が表示されます。また，再開始処理でトランザクションを回復中のときは”Rerun”を表示します。

                     

                     	注※２

                     	
                        CONNECTしていたクライアントUAPがリンケージしているクライアントライブラリのバージョンがHiRDB Version 4.0 04-00より前の場合，及びType4
                           JDBCドライバから接続している場合は，プロセスIDに0が表示されます。

                     

                     	注※３

                     	
                        バックエンドサーバ及びディクショナリサーバでは，表示できないことがあります。表示できない場合，クライアントのIPアドレスは「*.*.*.*」，プロセスIDは0を表示します。

                     

                  

               
               
                  (4)　調査方法

                  排他資源管理テーブル情報の次の情報を参照します。

                  
                     	
                        （3）使用できる排他資源管理テーブルの総数

                     

                     	
                        （21）現在使用しているテーブル数

                     

                  

                  この情報から，どのUAPがどれだけの排他資源管理テーブルを使用しているかが分かります。排他資源管理テーブルの使用数は，UAPが行う排他要求数と一致します。したがって，「（21）現在使用しているテーブル数」の値が大きいUAPは，不当に多くの排他要求をしている可能性があります。UAPが行う排他要求数はSQLによって異なります。各SQLの排他要求数（排他資源数の見積もり）については，マニュアル「HiRDB
                     システム定義」を参照してください。

               
               
                  (5)　対策方法

                  
                     (a)　不当に多くの排他要求を行っているUAPがある場合

                     多くの排他要求をしないようにUAPを修正してください。

                     また，クライアント環境定義のPDLOCKLIMITオペランドを指定すると，１UAPの排他要求数の上限を設定できます。

                  
                  
                     (b)　不当に多くの排他要求を行っているUAPがない場合

                     排他資源管理テーブル数が少な過ぎると思われます。次に示すどちらかの対策をとってください。

                     
                        	●ユニットで使用する共用メモリに余裕がない場合（共用メモリを大きくできない場合）

                        	
                           排他資源管理テーブル数をたくさん使用するUAPを同時に実行しないでください。

                        

                        	●ユニットで使用する共用メモリに余裕がある場合（共用メモリを大きくできる場合）

                        	
                           HiRDBシステム定義を修正します。修正するオペランドはサーバの種類によって異なります。排他資源管理テーブルが不足したサーバは，排他資源管理テーブル情報の「（5）サーバ名」を参照すれば分かります。

                           排他資源管理テーブルが不足したサーバがフロントエンドサーバの場合は，エラーが発生したフロントエンドサーバ定義のpd_fes_lck_pool_sizeオペランドの値を大きくしてください。

                           排他資源管理テーブルが不足したサーバがフロントエンドサーバ以外の場合は，エラーが発生したサーバ定義のpd_lck_pool_sizeオペランドの値を大きくしてください。

                           
                              	注意事項

                              	
                                 HiRDBシステム定義を変更する場合は，HiRDB全体又は変更する定義があるユニットを正常終了させてください。その後，HiRDBシステム定義を変更してください。pdstop
                                    -sで該当するサーバだけを正常終了させても変更した定義は有効になりません。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
         
         
            8.8　UAPの状態監視（シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能）

            
               8.8.1　シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能の概要

               UAPが無限ループしてデータベースを更新し続けるとシンクポイントが有効化できないため，上書きできない状態のシステムログファイルが増えてしまいます。上書きできない状態のシステムログファイルが増えて全システムログファイルが上書きできない状態になると，HiRDBが異常終了します。

               また，上書きできない状態のシステムログファイルが，全システムログファイルの1/3以上になったときにHiRDBが異常終了又は強制終了すると，HiRDBを再開始するときのロールバック処理でシステムログファイルが不足する場合があります。この場合，システムログファイルを新規追加しないと，HiRDBを再開始できません。そして，この再開始処理に要する時間も長くなります。

               このようなことを防ぐために，HiRDBではシンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能を設けています。

               
                  (1)　シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能とは

                  UAPの無限ループなどが発生すると，シンクポイントダンプの有効化処理が連続してできないことがあります（シンクポイントダンプの有効化処理が連続してスキップされることがあります）。このスキップ回数がある一定の回数に達した場合，対象トランザクションを強制的に中断してロールバック処理を行います。これをシンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能といいます。この機能を使用する場合はpd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドを指定します。

               
               
                  (2)　pd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドに指定する値

                  通常はpd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドに0を指定してください。0を指定すると，スキップ回数の上限値をHiRDBが自動計算します。0を指定して不都合が発生した場合は，(3)に示すどちらかの方法でこのオペランドの値を計算してください。

                  次に示す条件を一つでも満たす場合は，自動計算よりも(3)の方法で計算した方が，精度が高くなります。

                  
                     	
                        現用ファイルとして使用可能なシステムログファイルが5世代以下である

                     

                     	
                        処理時間が掛かるトランザクションを並列実行する

                     

                     	
                        反映側HiRDBのデータ反映トランザクション処理に時間が掛かる（HiRDB Datareplicatorとの連携時）

                     

                  

                  KFPS02101-Iメッセージが出力される場合は，自動計算をやめて(3)の方法で計算してください。

                  次に示す場合は，自動計算で算出されたスキップ回数の上限値で運用を続行するかどうか検討してください。自動計算をやめる場合は，「出力されるシステムログ量から計算する方法」に示す方法で計算してください。

                  
                     	
                        上書きできない状態のシステムログファイルのシステムログ量（HiRDBを再開始するときに読み込むシステムログ量）が，スキップしている間に増加して，HiRDBの再開始処理に要する時間が長くなる場合

                        なお，この場合，HiRDBの再開始処理時間を短縮するために，補正してから自動計算します（KFPS02103-Iメッセージが出力されます）。

                     

                     	
                        自動計算で算出されたスキップ回数の上限値が100,000回を超える場合

                        なお，この場合，100,000回を仮定します（KFPS02103-Iメッセージが出力されます）。

                     

                  

               
               
                  (3)　計算方法

                  計算方法には次に示す二つの方法があります。どちらかの方法で計算してください。

                  
                     	
                        出力されるシステムログ量から計算する方法

                     

                     	
                        全システムログファイルの容量から計算する方法

                     

                  

                  ここで求めた値より多少小さい値をpd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドに指定してください。

                  
                     (a)　出力されるシステムログ量から計算する方法

                     次に示す計算式から求めます。

                     
                        	〈計算式〉

                        	
                           ｛（↑ａ÷ｂ↑÷ｃ）÷ｄ｝−１

                           
                              	ａ：

                              	
                                 データベースの更新量が最も多いトランザクション処理で出力されるシステムログ量と，このトランザクションが稼働中に同時実行するトランザクション処理で出力されるシステムログ量の合計です（単位：バイト）。システムログ量の求め方については，マニュアル「HiRDB
                                    システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                                 ●HiRDB Datareplicatorを使用している場合

                                 反映側HiRDBのデータ反映トランザクション処理に時間が掛かる場合，この機能によって反映側HiRDBがデータ反映トランザクションをロールバックすることがあります。したがって，データ反映トランザクション処理で出力されるシステムログ量を加算する必要があります。次に示す計算式で求めた値を加算してください。

                                 データ反映トランザクション処理で出力されるシステムログ量

                                 ＝Σ（データベースの更新量が最も多いトランザクション処理で出力されるシステムログ量）

                                 ΣはHiRDB Datareplicatorの反映環境定義のcmtintvl（trncmtintvl，tblcmtintvl）オペランドに指定したトランザクション数分の合計を意味しています。

                              

                              	ｂ：

                              	
                                 システムログファイルのレコード長です。レコード長はpdloglsコマンドで調べられます。

                              

                              	ｃ：

                              	
                                 システムログブロックの平均レコード数です。通常，3×4096÷b程度を目安にしてください。なお，次に示す計算式から正確に求められます。

                                 ↑システムログ出力ブロック長の平均値÷ｂ↑

                                 システムログ出力ブロック長の平均値は，統計解析ユティリティのシステムの稼働に関する統計情報（OUTPUT BLOCK LENGTH）から分かります。

                              

                              	ｄ：

                              	
                                 pd_log_sdintervalオペランドの第１パラメタ（シンクポイントダンプの取得間隔をシステムログの出力量で指定）の値です。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　全システムログファイルの容量から計算する方法

                     次に示す計算式から求めます。

                     
                        	〈計算式〉

                        	
                           ｛（ａ×ｂ×ｃ）÷ｄ｝÷ｅ

                           
                              	ａ：

                              	
                                 HiRDBの稼働中に，スワップ先にできる状態にできるシステムログファイル数です。

                              

                              	ｂ：

                              	
                                 システムログファイルのレコード数です。レコード数が各ファイルで異なる場合は平均値を求めてください。

                              

                              	ｃ：

                              	
                                 シンクポイントダンプの有効化をスキップしてよい割合です。全システムログファイルに対して，上書きできない状態にしてよいファイルの割合を代入します。

                                 
                                    	
                                       HiRDB/シングルサーバの場合は0.333以下の値にしてください。有効保証世代数が2の場合は0.167以下の値にしてください。

                                    

                                    	
                                       バックエンドサーバの場合は0.333以下の値にしてください。有効保証世代数が2の場合は0.167以下の値にしてください。

                                    

                                    	
                                       ディクショナリサーバの場合は0.5程度にしてください。

                                    

                                    	
                                       フロントエンドサーバの場合は0.7程度にしてください。

                                    

                                 

                              

                              	ｄ：

                              	
                                 システムログブロックの平均レコード数です。通常，3×4096÷f程度を目安にしてください。なお，次に示す計算式から正確に求められます。

                                 ↑システムログ出力ブロック長の平均値÷ｆ↑

                                 システムログ出力ブロック長の平均値は，統計解析ユティリティのシステムの稼働に関する統計情報（OUTPUT BLOCK LENGTH）から分かります。

                              

                              	ｅ：

                              	
                                 pd_log_sdintervalオペランドの第１パラメタ（シンクポイントダンプの取得間隔をシステムログの出力量で指定）の値です。

                              

                              	ｆ：

                              	
                                 システムログファイルのレコード長です。レコード長はpdloglsコマンドで調べられます。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　pd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドの値を確認する方法

                  稼働中のHiRDBが適用しているシンクポイントダンプ有効化のスキップ回数の上限値は，pdlogls -d spdコマンドで確認できます。pdlogls -d spdコマンドについては，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (5)　pd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドに指定する値が適切でないと

                  指定値が大き過ぎると，全システムログファイルが上書きできない状態になる可能性があります。この場合，HiRDBは異常終了します。このとき，新規のシステムログファイルを追加しないと，HiRDBを再開始できません。

                  指定値が小さ過ぎると，強制的にロールバックされるトランザクションが増える可能性があります。

               
               
                  (6)　シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能を使用してはいけない場合

                  次に示す場合は，シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能を使用しないでください。

                  
                     	
                        大量更新のバッチ処理で，commit文を発行するまでに出力されるシステムログ量が，全システムログファイルの合計容量の1/3以上となる場合

                     

                     	
                        データベースの更新量が最も多いトランザクションで出力するシステムログ量と，このトランザクションが稼働中に同時実行するトランザクションで出力するシステムログ量の合計が，全システムログファイルの合計容量の1/3以上となる場合

                     

                     	
                        100,000回を超えるシンクポイントダンプの有効化スキップ回数を監視する場合

                     

                  

                  なお，システムログ量の求め方については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (7)　ロールバックの対象にならないトランザクション

                  シンクポイントの連続スキップ回数がpd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドに指定した値を超えても，次に示すトランザクションはロールバックの対象とはなりません。

                  
                     	
                        既にロールバック中のトランザクション

                     

                     	
                        OpenTP1からのcommit２相目決着指示待ちのトランザクション

                     

                     	
                        ユティリティが生成したトランザクション

                     

                  

               
               
                  (8)　スキップ回数にカウントされないケース

                  次に示す場合に実施されるシンクポイントダンプの有効化処理がスキップされたときは，そのスキップは連続スキップ回数としてカウントされません。

                  
                     	
                        前回のシンクポイントダンプ有効化から，pd_log_sdintervalオペランドで指定した時間が経過した場合

                     

                     	
                        pdlogswapコマンドを実行してシステムログファイルをスワップした場合

                     

                     	
                        pdlogsyncコマンドを実行した場合

                        
                           	参考

                           	
                              これらの場合，連続スキップ回数としてはカウントされませんが，KFPS02179-Iメッセージに表示される「シンクポイントダンプ取得契機を無視した回数の累計」にはカウントされます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (9)　注意事項

                  HiRDBの稼働中にpdlogswapコマンドを連続して実行すると，上書きできない状態のシステムログファイルが増えてしまうため，現用として使用可能なシステムログファイルが少なくなります。このため，システムログファイル不足によるユニットの異常終了が起こり易くなります。

               
               
                  (10)　HiRDB Datareplicatorを使用している場合の注意事項

                  反映側HiRDBのデータ反映トランザクション処理に時間が掛かる場合，シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能によってデータ反映トランザクションを強制的にロールバックすることがあります。このとき，反映側HiRDBではKFPS00993-I（REQUEST=
                     abnormal_tran_end）メッセージを出力し，反映側HiRDB DatareplicatorではKFRB03007-Wメッセージ及びKFRB03013-Iメッセージを出力します。このときの対処方法を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdstopコマンドで反映側HiRDBを正常終了します。※

                           

                           	
                              pd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドの値を変更します。指定値については，「出力されるシステムログ量から計算する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              システムログファイルの世代数が次に示す条件式を満たすかどうかを確認してください。満たさない場合は，この条件式を満たすようにシステムログファイルを追加してください。

                              変更後のpd_spd_syncpoint_skip_limitオペランドの値≦システムログファイルの世代数÷3

                           

                           	
                              pdstartコマンドで反映側HiRDBを正常開始します。

                           

                           	
                              反映側HiRDB Datareplicatorのhdsrfctlコマンドで，データ反映トランザクションを再度実行します。

                           

                        

                        
                           	注※

                           	
                              システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できるため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                                 Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

                  シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能によってデータ反映トランザクションが強制的にロールバックされるときの流れを次の図に示します。

                  
                     図8‒13　シンクポイントダンプ有効化のスキップ回数監視機能によってデータ反映トランザクションが強制的にロールバックされるときの流れ
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
         
         
            8.9　SQL実行時間についての警告情報の出力（SQL実行時間警告出力機能）

            SQLの実行時間が次に示す，ある一定時間以上になった場合，そのSQLに対して警告情報を出力できます。

            
               	
                  クライアントの最大待ち時間（PDCWAITTIMEオペランドの値）に対するある比率以上の時間

               

               	
                  警告をファイルに出力する契機となる時間

               

            

            なお，ここではクライアントの最大待ち時間をPDCWAITTIMEと表記し，クライアントの最大待ち時間を超えることをPDCWAITTIMEオーバと表記します。

            
               8.9.1　SQL実行時間警告出力機能とは

               SQLの実行後にHiRDBがSQLの実行時間を調べます。その結果，SQLの実行時間が設定した警告時間以上であった場合，そのSQLに対して次に示す警告情報を出力します。これをSQL実行時間警告出力機能といいます。

               
                  	
                     SQL実行時間警告情報ファイル

                  

                  	
                     警告メッセージ（KFPA20009-W）

                  

               

               
                  (1)　SQL実行時間警告出力機能の使用目的

                  SQL実行時間警告出力機能は次に示す目的などに使用します。

                  
                     	
                        データ量の増加などでHiRDBのサーバプロセスからの応答時間が長くなるUAPについて，PDCWAITTIMEオーバが発生する可能性があることを事前に検知する

                     

                     	
                        SQL応答待ち時間が一定時間以上のSQLに関する情報を取得してチューニングの資料にする

                     

                  

               
               
                  (2)　警告時間の設定方法

                  警告情報を出力する時間を警告時間と呼びます。SQL実行時間が警告時間以上になった場合，警告情報を出力します。警告時間は，次の値で決定されます。

                  
                     	
                        PDCWAITTIMEに対する比率

                     

                     	
                        警告をファイルに出力する契機となる時間：出力の契機となる時間を短い時間（ミリ秒単位など）で厳密に指定できます。

                     

                  

               
               
                  (3)　SQL実行時間警告出力機能の対象となるSQL

                  CONNECT以外のSQLをSQL実行時間警告出力機能の対象とします。

               
               
                  (4)　警告情報が出力されたときの対処方法

                  警告情報が出力されてPDCWAITTIMEオーバになる可能性がある場合は，出力された情報を参考にして次に示す対処をしてください。

                  
                     	
                        排他競合が発生しているかを見直す

                     

                     	
                        ネットワーク障害が発生していないかを見直す

                     

                     	
                        SQLをチューニングする

                     

                     	
                        PDCWAITTIMEオペランドの指定値を大きくする

                     

                     	
                        データ件数の増加によってSQLの実行時間が長くなっていないかを確認する

                     

                  

               
               
                  (5)　警告情報の出力条件

                  SQL実行時間警告出力機能を使用する場合，SQLの実行時間が設定した時間以上のとき以外にも警告情報を出力します。また，SQL実行時間警告出力機能を使用しない場合でも警告情報を出力（メッセージだけ出力）するときがあります。SQL実行時間警告出力機能の警告情報の出力条件を次の表に示します。

                  
                     表8‒8　SQL実行時間警告出力機能の警告情報の出力条件
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 警告情報の出力可否

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL実行時間

                                 警告情報

                                 ファイル

                              
                              	
                                 KFPA20009-W

                                 メッセージ

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 SQL実行時間警告出力機能を使用する場合

                              
                              	
                                 SQLの実行時間が設定した時間以上である

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 PDCWAITTIMEオーバによってサーバプロセスが強制終了された

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 そのほかの要因によってサーバプロセスが強制終了された

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL実行時間警告出力機能を使用しない場合

                              
                              	
                                 SQLの実行時間が設定した時間以上である

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PDCWAITTIMEオーバによってサーバプロセスが強制終了された

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 そのほかの要因によってサーバプロセスが強制終了された

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：出力します。

                        
                           	△：出力しますが，一部の情報を出力しません。

                           	
                              また，強制終了のタイミングによっては，SQL実行時間警告情報ファイル又はKFPA20009-Wメッセージを出力しません。

                              なお，SQL実行時間警告情報ファイル及びKFPA20009-Wメッセージの再出力をpd_dump_suppress_watch_timeオペランドで抑止できます。

                           

                        

                        ×：出力しません。

                     

                     	注

                     	
                        SQLの実行時間がPDCWAITTIMEオペランドの値を超えた場合は，SQL実行時間警告出力機能の使用に関係なくサーバプロセスを強制終了します。

                     

                  

               
               
                  (6)　PDCWAITTIMEとSQL実行時間警告出力機能の関係

                  PDCWAITTIMEとSQL実行時間警告出力機能の関係を次の図に示します。

                  
                     図8‒14　PDCWAITTIMEとSQL実行時間警告出力機能の関係（1/2）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図8‒15　PDCWAITTIMEとSQL実行時間警告出力機能の関係（2/2）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              クライアントからサーバに要求を受け渡したときから，要求に対する実行結果を返すまでをSQL実行時間の計測範囲としています。

                           

                           	
                              SQLの実行結果をクライアントに返すときに，SQLの実行時間をHiRDBが調べます。SQLの実行時間が設定した警告時間以上の場合は警告情報を出力します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               8.9.2　SQL実行時間警告出力機能の使用方法

               SQL実行時間警告出力機能を使用する場合は次に示すことをしてください。

               
                  	
                     PDCWAITTIMEオペランドの指定

                  

                  	
                     PDCWAITTIMEに対する比率の指定，又は警告をファイルに出力する契機となる時間の指定

                  

                  	
                     SQL実行時間警告情報ファイルの出力先ディレクトリの指定

                  

                  	
                     SQL実行時間警告情報ファイルの最大容量の指定

                  

               

               
                  (1)　PDCWAITTIMEの指定

                  クライアント環境定義のPDCWAITTIMEにクライアントの最大待ち時間を指定してください。PDCWAITTIMEに0を指定するか又は省略した場合，そのHiRDBクライアントから実行されるSQLについてはSQL実行時間警告出力機能が適用されません。

                  ただし，PDCWAITTIMEWRNPNT，又はpd_cwaittime_wrn_pntオペランドに「秒数sec,auto」を指定した場合は，PDCWAITTIMEオペランドを省略したときでもSQL実行時間警告出力機能が適用されます。

                  PDCWAITTIMEについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　PDCWAITTIMEに対する比率の指定，又は警告をファイルに出力する契機となる時間の指定

                  警告情報を出力する条件を次に示すオペランドで指定します。

                  
                     	
                        PDCWAITTIMEWRNPNT（クライアント環境定義）

                     

                     	
                        pd_cwaittime_wrn_pntオペランド（HiRDBシステム定義）

                     

                  

                  
                     (a)　PDCWAITTIMEに対する比率の指定

                     PDCWAITTIMEWRNPNT及びpd_cwaittime_wrn_pntオペランドでPDCWAITTIMEに対する比率（0％〜100％未満）を指定します。例えば，PDCWAITTIMEに100（秒）を指定し，PDCWAITTIMEWRNPNT又はpd_cwaittime_wrn_pntオペランドに90（％）を指定すると，SQLの実行後にHiRDBがSQLの実行時間を調べます。その結果，SQLの実行時間が90秒以上100秒未満の場合に警告情報が出力されます。

                     符号なし整数，又は符号なし10進数（小数点を含む数，小数第6位まで）で指定できます。

                  
                  
                     (b)　警告をファイルに出力する契機となる時間の指定

                     上記のオペランドでSQL実行時間の警告を出力する契機となる時間を，0からPDCWAITTIMEの設定値未満で指定します。

                     なお，PDCWAITTIMEWRNPNTの設定値にPDCWAITTIMEの指定値より大きな時間を設定した場合には，CONNECT要求時にエラーになります。

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 pd_cwaittime_wrn_pntオペランドの指定よりもPDCWAITTIMEWRNPNTの指定の方が優先されます。

                              

                              	
                                 PDCWAITTIMEWRNPNTに0%を指定した場合，そのHiRDBクライアントから実行されるSQLについてはSQL実行時間警告出力機能が適用されません。

                              

                           

                        

                     

                     
                        	参考

                        	
                           警告時間は，前記に示すオペランドの値から次に示す計算式を使用してHiRDBが決定します。

                           
                              	
                                 符号なし整数でPDCWAITTIMEに対する比率を設定した場合

                                 警告時間＝MAX（↓（ａ×ｂ）÷100↓，1）

                                 ａ：PDCWAITTIMEの値

                                 ｂ：PDCWAITTIMEWRNPNT又はpd_cwaittime_wrn_pntオペランドの値（これらのオペランドの優先度に従い適用された値が代入されます）

                              

                              	
                                 符号なし10進数でPDCWAITTIMEに対する比率を設定した場合

                                 警告時間＝（ａ×ｂ）÷100

                                 ａ：PDCWAITTIMEの値

                                 ｂ：PDCWAITTIMEWRNPNT又はpd_cwaittime_wrn_pntオペランドの値（これらのオペランドの優先度に従い適用された値が代入されます）

                                 ただし，警告時間は小数第6位まで有効です。小数第7位以下は切り捨てられます。

                              

                              	
                                 警告をファイルに出力する契機となる時間を設定した場合

                                 警告時間＝警告をファイルに出力する契機となる時間の絶対値

                              

                           

                           なお，HiRDBサーバ内部で使用するタイマの精度がプラットフォームに依存するため，タイマの精度が低い場合，実際のSQLの実行時間が警告時間を超えても警告情報が出力されないことがあります。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　SQL実行時間警告情報ファイルの出力先ディレクトリの指定

                  SQL実行時間警告情報ファイルの出力先ディレクトリをpd_cwaittime_report_dirオペランドに指定します。このディレクトリ下に二つのファイル（pdcwwrn1及びpdcwwrn2）を作成します。

                  なお，SQL実行時間警告情報ファイルへの出力時に，ファイルシステム障害，ディレクトリ又はファイルへの書き込み権限がないなどのエラーをOSが検知すると，SQL実行時間警告情報ファイルへの出力を行いません。この場合でもSQLの実行処理は継続されます。

               
               
                  (4)　SQL実行時間警告情報ファイルの最大容量の指定

                  SQL実行時間警告情報ファイルの最大容量を変更する場合にpd_cwaittime_report_sizeオペランドを指定します。このオペランドに指定した値はSQL実行時間警告情報ファイル一つ分の容量です。SQL実行時間警告情報ファイルは二つ作成されるため，指定値に注意してください。例えば，10000を指定すると，ディレクトリ下に最大10000バイトのファイルが二つ作成されます。

                  
                     	備考

                     	
                        
                           	
                              ファイルへの出力容量がこのオペランドの値を超えた場合，出力先をもう片方のファイルに切り替えます。これを繰り返して二つのファイルを交互に使用します。このとき，切り替え先の古い情報は削除されます。

                           

                           	
                              1回で出力するSQL実行時間警告情報の大きさがファイル容量を超えた場合，SQL実行時間警告情報をすべて出力しません。ファイル容量までのSQL実行時間警告情報を出力します。この場合，SQL実行時間警告情報の最後に#を付加します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               8.9.3　SQL実行時間警告情報ファイルの出力

               
                  (1)　SQL実行時間警告情報ファイルの参照方法

                  SQL実行時間警告情報は，テキストエディタなどテキストファイルを参照できるソフトウェアで参照できます。

                  なお，HiRDB/パラレルサーバの場合は，警告対象となったSQLを発行するUAPが接続するフロントエンドサーバがあるサーバマシンに出力されます。

                  
                     	備考

                     	
                        
                           	
                              使用中のSQL実行時間警告情報ファイルを知りたい場合，OSのコマンドなど（lsコマンドなど）でファイルの最終更新日時を調べてください。最終更新日時の新しいファイルが使用中のSQL実行時間警告情報ファイルです。

                           

                           	
                              HiRDBを開始した後の出力先ファイルは，最終更新日時が新しいファイルになります。

                           

                           	
                              SQL実行時間警告情報はファイルの最終位置から追加書きされるため，SQL実行時間警告情報はファイル内で時系列順に表示されます。

                           

                           	
                              SQLの実行後，SQL実行時間警告情報ファイルはクローズされているため，SQLが実行されていないときにOSのコマンドを利用してバックアップを取得したり，ファイルを参照したりしても，書き込み中のファイルを使用することはありません。また，SQLの実行中であっても出力先でないファイルであれば，書き込み中のファイルを使用することはありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　SQL実行時間警告情報の出力形式

                  SQL実行時間警告情報の出力形式（符号なし整数でPDCWAITTIMEに対する比率を設定した場合，又は警告をファイルに出力する契機となる時間にautoを指定した場合）を次に示します。

                  ** SQL CWAITTIME WARNING INFORMATION 07-01    2002/07/04 14:32:22 **
  REASON(01)
  CWAITIME(600) CWAITTIME_WRN_PNT(70) CWAITTIME_WRN_TIME(420)
 
* UAP INFORMATION *
  UAP_NAME(userprog1) CLTPID(408) 
  IP_ADDR(196.12.42.146) SERVICE_NAME(service1)
  USERID(hiuser01) START_TIME(2002/07/03 20:24:42)
 
* SERVER INFORMATION *
  HOST(host03) PORT(1146)
  SVRNAME(fes1) SVRPID(905)
 
* SQL INFORMATION *
  OPTIMIZE_LEVEL(132768) ADDITIONAL_OPTIMIZE_LEVEL(3)
  ISOLATION_LEVEL(2)
  SQLOBJ_SIZE(2608) SQLCOUNT(1)
 
CNCTNO     SQL-       OP   SEC  SQL   SQL   START-TIME          END-TIME EXEC-
           COUNTER    CODE NO   CODE  WARN                               TIME
---------- ---------- ---- ---- ----- ----- ------------------- -------- -----
        10         10 AUI2 1890     0 -0000 2002/07/04 14:32:22 14:39:30   428
 
* SQL MESSAGE *
  "*" [*]
 
* SQL STATEMENT *
  DELETE FROM ZAIKO WHERE ZNO=1

                  SQL実行時間警告情報の出力形式（符号なし10進数でPDCWAITTIMEに対する比率を設定した場合，又は警告をファイルに出力する契機となる時間を設定した場合）を次に示します。

                  ** SQL CWAITTIME WARNING INFORMATION 07-01    2002/07/04 14:32:22.100000 **
  REASON(01)
  CWAITIME(600) CWAITTIME_WRN_PNT(70.001000) CWAITTIME_WRN_TIME(420.006000)
 
* UAP INFORMATION *
  UAP_NAME(userprog1) CLTPID(408) 
  IP_ADDR(196.12.42.146) SERVICE_NAME(service1)
  USERID(hiuser01) START_TIME(2002/07/03 20:24:42)
 
* SERVER INFORMATION *
  HOST(host03) PORT(1146)
  SVRNAME(fes1) SVRPID(905)
 
* SQL INFORMATION *
  OPTIMIZE_LEVEL(132768) ADDITIONAL_OPTIMIZE_LEVEL(3)
  ISOLATION_LEVEL(2)
  SQLOBJ_SIZE(2608) SQLCOUNT(1)
 
CNCTNO     SQL-       OP   SEC  SQL   SQL   
           COUNTER    CODE NO   CODE  WARN  
---------- ---------- ---- ---- ----- ----- 
        10         10 AUI2 1890     0 -0000 
 
START-TIME                 END-TIME        EXEC-TIME
 
-------------------------- --------------- ------------
2002/07/04 14:32:22.122222 14:39:30.822223   428.700001
 
* SQL MESSAGE *
  "*" [*]
 
* SQL STATEMENT *
  DELETE FROM ZAIKO WHERE ZNO=1

                  SQL実行時間警告情報の出力内容を次の表に示します。

                  
                     表8‒9　SQL実行時間警告情報の出力内容
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 出力項目

                              
                              	
                                 ヘッダ名

                              
                              	
                                 説明

                              
                              	
                                 最大出力

                                 文字数

                                 (バイト)

                              
                              	
                                 出力可否

                              
                           

                           
                              	
                                 条件1

                              
                              	
                                 条件2

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDBのバージョン

                              
                              	
                                 SQL 

                                 CWAITTIME 

                                 WARNING

                                 INFORMATION

                              
                              	
                                 HiRDBのバージョンをVV-RR-ZZの形式で表示します。ZZがない場合はZZを表示しません。

                              
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 出力日時

                              
                              	
                                 SQL実行時間警告情報ファイルの出力日時を次のどちらかの形式で表示します。

                                 YYYY/MM/DD hh:mm:ss

                                 （YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時，mm：分，ss：秒）

                                 YYYY/MM/DD hh:mm:ss.uuuuuu

                                 （YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時，mm：分，ss：秒，uuuuuu：マイクロ秒）

                              
                              	
                                 19又は26

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 理由コード

                              
                              	
                                 REASON

                              
                              	
                                 SQL実行時間警告情報ファイルの出力理由を表示します。

                                 
                                    	
                                       00：UAPの強制終了などでサーバプロセスが強制終了しました。

                                    

                                    	
                                       01：SQLの実行時間が設定した時間以上になりました。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 PDCWAITTIMEオペランドの値

                              
                              	
                                 CWAITIME

                              
                              	
                                 クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドの値を表示します（単位：秒）。

                              
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 オペランドに指定した比率，又は時間

                              
                              	
                                 CWAITTIME_

                                 WRN_PNT

                              
                              	
                                 PDCWAITTIMEWRNPNTオペランド又はpd_cwaittime_wrn_pntオペランドに指定した比率（単位：％），又は時間（単位：秒）を表示します。これらのオペランドの優先度に従い適用された値を表示します。

                              
                              	
                                 2又は12

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 警告時間

                              
                              	
                                 CWAITTIME_

                                 WRN_TIME

                              
                              	
                                 警告情報の出力条件となる時間※１を表示します（単位：秒）。

                              
                              	
                                 5又は12

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 UAP名称

                              
                              	
                                 UAP_NAME

                              
                              	
                                 クライアント環境定義のPDCLTAPNAMEオペランドに指定したUAP名称を表示します。

                              
                              	
                                 30

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 プロセス番号

                              
                              	
                                 CLTPID

                              
                              	
                                 クライアントのプロセス番号を表示します。Type4 JDBCドライバから接続している場合は，0が表示されます。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 IPアドレス

                              
                              	
                                 IP_ADDR

                              
                              	
                                 UAPを実行したクライアントのIPアドレスを表示します。

                              
                              	
                                 15

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 サービス名称

                              
                              	
                                 SERVICE_

                                 NAME

                              
                              	
                                 UAPの種類によって，表示されるサービス名称が次のようになります。

                                 
                                    	
                                       OpenTP1のUAPの場合

                                       OpenTP1のSUP（サービス利用プログラム）がSPP（サービス提供プログラム）に要求したサービスの場合，又はTP1/Message ControlがMHP（メッセージ処理プログラム）に要求したサービスの場合は，該当するサービス名称を表示します。

                                       上記以外の場合は，＊を表示します。

                                    

                                    	
                                       OpenTP1のUAP以外の場合

                                       ＊を表示します。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 31

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 認可識別子

                              
                              	
                                 USERID

                              
                              	
                                 コネクトユーザ名を表示します。

                              
                              	
                                 30

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 UAP開始時間

                              
                              	
                                 START_TIME

                              
                              	
                                 UAPの実行開始時刻をYYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で表示します（YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時，mm：分，ss：秒）。

                              
                              	
                                 19

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ホスト名

                              
                              	
                                 HOST

                              
                              	
                                 サーバプロセスが稼働しているホスト名を表示します。

                              
                              	
                                 30

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ポート番号

                              
                              	
                                 PORT

                              
                              	
                                 サーバプロセスの通信ポート番号を表示します。

                              
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバ名

                              
                              	
                                 SVRNAME

                              
                              	
                                 サーバ名を表示します。HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバ名を，HiRDB/パラレルサーバの場合はフロントエンドサーバ名を表示します。

                              
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 プロセス番号

                              
                              	
                                 SVRPID

                              
                              	
                                 サーバプロセスのプロセス番号を表示します。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL最適化オプション

                              
                              	
                                 OPTIMIZE_

                                 LEVEL

                              
                              	
                                 SQL最適化オプションの値を10進形式で表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL拡張最適化オプション

                              
                              	
                                 ADDITIONAL_

                                 OPTIMIZE_LEVEL

                              
                              	
                                 SQL拡張最適化オプションの値を10進形式で表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 データ保証レベル

                              
                              	
                                 ISOLATION_

                                 LEVEL

                              
                              	
                                 データ保証レベルの値を表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLオブジェクトのサイズ

                              
                              	
                                 SQLOBJ_SIZE

                              
                              	
                                 SQLオブジェクトのサイズ（単位：バイト）を表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLの処理行数

                              
                              	
                                 SQLCOUNT

                              
                              	
                                 SQLの処理行数（SELECT文で取り出した行数など）を表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                                 出力内容については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」のSQLERRDを参照してください。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 コネクト通番

                              
                              	
                                 CNCTNO

                              
                              	
                                 サーバがCONNECTを受け付けるごとにカウントしている通番を表示します。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLカウンタ

                              
                              	
                                 SQL-COUNTER

                              
                              	
                                 SQL文を受け付けるごとにカウントしている通番を表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 オペレーションコード

                              
                              	
                                 OP CODE

                              
                              	
                                 SQLに対応するオペレーションコードを表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 セクション番号

                              
                              	
                                 SEC NO

                              
                              	
                                 SQLに対応するセクション番号を表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLCODE

                              
                              	
                                 SQL CODE

                              
                              	
                                 SQLを実行した結果のSQLCODEを表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 警告情報

                              
                              	
                                 SQL WARN

                              
                              	
                                 警告情報を16進※２で表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL開始時間

                              
                              	
                                 START-TIME

                              
                              	
                                 クライアントからのSQLの実行要求を受け付けた日時を次のどちらかの形式で表示します。

                                 YYYY/MM/DD hh:mm:ss

                                 （YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時，mm：分，ss：秒）

                                 YYYY/MM/DD hh:mm:ss.uuuuuu

                                 （YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時，mm：分，ss：秒，uuuuuu：マイクロ秒）

                                 取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 19又は26

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL終了時間

                              
                              	
                                 END-TIME

                              
                              	
                                 クライアントからの要求に対する処理が終了した時刻を次のどちらかの形式で表示します。

                                 hh:mm:ss（hh：時，mm：分，ss：秒）

                                 hh:mm:ss.uuuuuu（hh：時，mm：分，ss：秒，uuuuuu：マイクロ秒）

                                 サーバプロセスが強制終了した場合は，処理を中断した時刻を表示します。

                              
                              	
                                 8又は15

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL実行時間

                              
                              	
                                 EXEC-TIME

                              
                              	
                                 クライアントからの要求に対する処理時間を表示します（単位：秒）。サーバプロセスが強制終了した場合は，処理を中断するまでの時間を表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 5又は12

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLメッセージ

                              
                              	
                                 SQL MESSAGE

                              
                              	
                                 SQLの実行中に出力されたメッセージを表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 254

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 ［　］内の情報はシステムの保守情報です。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 21

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL文

                              
                              	
                                 SQL STATEMENT

                              
                              	
                                 SQL文を表示します。SQL文中に注釈（コメント）や，SQL最適化指定をしている場合は，それらも含めて表示します。取得できない場合は＊を表示します。

                              
                              	
                                 2,000,000

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        条件1：SQLの実行時間が設定した時間以上になった場合

                        条件2：SQLの実行時間が設定した時間以上になる前にサーバプロセスが強制終了した場合

                        ○：常に出力されます。

                        △：出力されないことがあります。

                        ×：出力されません。

                     

                     	注※１

                     	
                        警告時間は次に示す計算式から求められます。

                        
                           	
                              符号なし整数でPDCWAITTIMEに対する比率を設定した場合

                           

                        

                        警告時間＝MAX（↓（ａ×ｂ）÷100↓，1）

                        ａ：PDCWAITTIMEオペランドの値

                        ｂ：PDCWAITTIMEWRNPNTオペランド又はpd_cwaittime_wrn_pntオペランドの値（これらのオペランドの優先度に従い適用された値が代入されます）

                        
                           	
                              符号なし10進数でPDCWAITTIMEに対する比率を設定した場合

                           

                        

                        警告時間＝（ａ×ｂ）÷100

                        ａ：PDCWAITTIMEオペランドの値

                        ｂ：PDCWAITTIMEWRNPNTオペランド又はpd_cwaittime_wrn_pntオペランドの値（これらのオペランドの優先度に従い適用された値が代入されます）

                        ただし，警告時間は小数第6位まで有効です。小数第7位以下は切り捨てられます。

                        
                           	
                              警告をファイルに出力する契機となる時間を設定した場合

                           

                        

                        警告時間＝警告をファイルに出力する契機となる時間の絶対値

                     

                     	注※２

                     	
                        SQLWARN0〜SQLWARNFの各警告情報の左から１ビットを割り当て，警告フラグが設定されているものは１，設定されていないものは０として16ビットの数値を求めます。この値を４けたの16進数値として表示します。一つ以上の警告フラグが設定されている場合は先頭にWを，警告フラグが設定されていない場合は−を表示します。

                     

                     	（例１）警告情報の内容が次に示す場合は，WC040が表示されます。

                     	
                        [image: [図データ]]

                     

                     	（例２）警告情報の内容が次に示す場合は，-0000が表示されます。

                     	
                        [image: [図データ]]

                     

                  

               
            
            
               8.9.4　KFPA20009-Wメッセージの出力

               KFPA20009-Wメッセージはメッセージログファイル及びsyslogfileに出力されます。

               なお，ユニット内で過去5分以内にKFPA20009-Wメッセージ（理由コード＝01）が出力された場合は，KFPA20009-Wメッセージ（理由コード＝01）を再度出力しません。

               ただし，複数のサーバプロセスで同時にSQL実行時間警告情報の出力条件を満たした場合，5分間に複数回KFPA20009-Wメッセージを出力することがあります。

            
            
               8.9.5　注意事項

               
                  	
                     PDCWAITTIMEWRNPNT，pd_cwaittime_wrn_pntオペランドともに「秒数sec,auto」を指定しないでSQL実行時間警告出力機能を使用すると，警告情報を出力しない場合でもSQLの開始時間と実行時間を取得するため，システムコールを発行する処理が余計に発生します。性能への影響を最小限にしたい場合は，「秒数sec,auto」を使用してください。

                  

                  	
                     SQL実行時間警告情報を出力するタイミングによっては，「警告情報の出力条件」で説明したSQL実行時間警告情報ファイルの出力条件の両方を満たすことがあります。そのため，同じSQLのSQL実行時間警告情報を2回出力することがあります。

                  

                  	
                     クライアントが処理要求をしてからSQL実行時間の計測を開始するまでの間，及びSQL実行時間の計測を終えてから実行結果がクライアントに届くまでの間に，この機能の出力処理や通信処理が発生します。そのため，ネットワーク負荷又は入出力負荷によってこれらの処理時間が長くなると，次に示す現象が発生することがあります。

                     
                        	
                           クライアント側の待ち時間がSQL実行時間警告情報ファイルの出力条件を満たしているのに，SQL実行時間警告情報ファイルが出力されない

                        

                        	
                           PDCWAITTIMEオーバでサーバプロセスが強制終了されたが，SQL実行時間警告情報ファイルに出力されているSQL実行時間はSQL実行時間警告情報ファイルの出力条件を満たしていない

                        

                     

                  

               

            
         
         
            8.10　UAP又はユティリティの実行時間の監視（無応答障害時の影響を抑える方法）

            ここでは，UAP，ユティリティ，又は運用コマンドに無応答障害が発生したときにその影響を最小限に抑える方法について説明します。

            夜間に実行するバッチジョブなどで障害（通信障害，瞬断を含む一時的な障害，ディスク障害など）が発生してUAP，ユティリティ，又は運用コマンドが無応答状態になると，そのほかのUAP，ユティリティ，又は運用コマンドもその影響を受けて停滞してしまい，最悪，翌日のオンライン業務に支障をきたすことがあります。UAP，ユティリティ，又は運用コマンドの無応答障害の影響を最小限に抑えるために，次に示すオペランド又はオプションを指定してください。

            
               	
                  クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランド

               

               	
                  システム共通定義の運用コマンド及びユティリティの実行時間監視オペランド（pd_utl_exec_time，pd_cmd_exec_time）

               

               	
                  各運用コマンド及びユティリティの実行時間監視オプション

               

               	
                  各ユティリティのexec_timeオペランド

               

            

            これらのオペランド又はオプションで指定した時間を過ぎてもUAP，ユティリティ，又は運用コマンドの実行が終了しない場合，そのUAP，ユティリティ，又は運用コマンドを強制終了します。これによって，そのほかの業務に与える影響を最小限に抑えられます。これらのオペランド又はオプションには無応答障害が発生した可能性が高いと考えられる時間を指定してください。

            クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

            システム共通定義のpd_utl_exec_timeとpd_cmd_exec_timeは，実行時間を監視する対象の運用コマンド及びユティリティが異なるため，必要に応じてどちらかのオペランドを指定してください。なお，監視できる運用コマンド及びユティリティについては，マニュアル「HiRDB
               システム定義」の各オペランドの説明を参照してください。

            各運用コマンド及びユティリティのオプション，各ユティリティのオペランドについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

         
         
            8.11　リソースの使用率の監視

            次の表に示すリソースの使用率がある一定の値に達した場合に，警告メッセージを出力できます。警告メッセージを出力するかどうかは，システム共通定義のオペランドで指定します。また，これらのオペランドで警告メッセージの出力契機を指定できます。例えば，リソースの使用率が90％に達したときに警告メッセージを出力できます。

            
               表8‒10　使用率を監視できるリソース
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           指定するオペランド※

                        
                        	
                           使用率を監視できるリソース

                        
                        	
                           出力する警告

                           メッセージ

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           pd_max_users_wrn_pnt

                        
                        	
                           pd_max_usersオペランドで指定した最大同時接続数

                        
                        	
                           KFPS05123-W

                        
                     

                     
                        	
                           pd_max_access_tables_wrn_pnt

                        
                        	
                           pd_max_access_tablesオペランドで指定した同時アクセス可能実表数

                        
                     

                     
                        	
                           pd_max_rdarea_no_wrn_pnt

                        
                        	
                           pd_max_rdarea_noオペランドで指定したRDエリアの最大数

                        
                     

                     
                        	
                           pd_max_file_no_wrn_pnt

                        
                        	
                           pd_max_file_noオペランドで指定したRDエリアを構成するHiRDBファイルの最大数

                        
                     

                     
                        	
                           pdwork_wrn_pnt

                        
                        	
                           pdworkオペランドで指定した作業表用ファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        
                     

                     
                        	
                           pd_max_list_users_wrn_pnt

                        
                        	
                           pd_max_list_usersで指定したリスト作成ユーザ数

                        
                     

                     
                        	
                           pd_max_list_count_wrn_pnt

                        
                        	
                           pd_max_list_countで指定した1ユーザ当たりのリスト作成数

                        
                     

                     
                        	
                           pd_aud_file_wrn_pnt

                        
                        	
                           スワップ先にできない監査証跡ファイル数

                        
                     

                     
                        	
                           pd_rdarea_list_no_wrn_pnt

                        
                        	
                           サーバ内のリスト作成数

                        
                        	
                           KFPH22023-W

                        
                     

                  
               

            
            
               	注※

               	
                  pd_watch_resource = AUTOを指定すると，表「使用率を監視できるリソース」に示すリソースの使用率が80％を超えるとメッセージが出力されます。この場合，表「使用率を監視できるリソース」に示す各オペランドを指定する必要はありません。メッセージの出力契機を変更したい場合（80％以外にしたい場合）に，各オペランドで出力契機を指定してください。

               

            

         
         
            8.12　サーバプロセスの状態監視（メッセージキュー監視機能）

            
               8.12.1　メッセージキュー監視機能の概要

               サーバプロセスの沈み込みが発生したサーバでは，UAPのレスポンスの低下やシステムのハングアップなどが起こることがあります。ここでは，メッセージキュー監視機能を使用してサーバプロセスの沈み込みを監視する方法について説明します。

               なお，サーバプロセスの沈み込みとは，CPU負荷による処理性能低下，又は入出力障害による入出力遅延によって，サーバプロセスが処理されない状態のままになることです。

               
                  (1)　メッセージキュー監視機能とは

                  HiRDBでは，サーバプロセスの割り当て処理でメッセージキューを使用しています。サーバプロセスの沈み込みが発生すると，メッセージキューからメッセージを取り出せなくなります。HiRDBでは，ある一定時間（これをメッセージキュー監視時間といいます）を超えてもメッセージキューからメッセージを取り出せない場合，警告メッセージ及びエラーメッセージ（KFPS00888-W及びKFPS00889-E）を出力します。これをメッセージキュー監視機能といいます。このメッセージが出力されると，サーバプロセスが沈み込んでいる可能性があります。

                  メッセージキュー監視時間は，通常600秒間（10分間）です。この監視時間をpd_queue_watch_timeオペランドで変更できます。

               
               
                  (2)　警告メッセージが出力された場合の対処方法

                  警告メッセージが出力された場合，サーバプロセスが沈み込んでいる可能性があります。この場合，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                  
                     	
                        ユニットを再開始する

                     

                     	
                        トランザクションをキャンセルする

                     

                  

                  
                     (a)　ユニットを再開始する場合

                     サーバプロセスの沈み込みが発生したユニットを再開始すると，サーバプロセスの沈み込みを解決できることがあります。通常，メッセージキュー監視時間を過ぎると，HiRDBは沈み込みが発生したユニットを異常終了させます。

                     なお，ユニットを異常終了させたくない場合は，pd_queue_watch_timeover_actionオペランドにcontinueを指定してください。

                  
                  
                     (b)　トランザクションをキャンセルする場合

                     (a)の方法で対処しない場合（できない場合も含む），サーバプロセスの沈み込みが発生したサーバで実行中のトランザクションをpdcancelコマンドなどで終了させてください。トランザクションが発生していない場合は，サーバプロセスの沈み込みが発生したサーバをOSのkillコマンドなどで終了させた後，沈み込み要因を特定して対策してください。

                  
               
               
                  (3)　サーバプロセスの沈み込みの対策方法

                  メッセージキュー監視対象サーバの，メッセージキュー滞留要因と対策を次の表に示します。

                  
                     表8‒11　メッセージキュー滞留要因と対策
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 要因

                              
                              	
                                 監視対象サーバプロセス

                              
                              	
                                 対策

                              
                           

                           
                              	
                                 FES

                              
                              	
                                 BES

                              
                              	
                                 DS

                              
                              	
                                 SDS

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 CPU負荷が高いため，メッセージキューからメッセージを取り出せません。

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 CPU負荷になっている要因を調査して，対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 入出力障害によって入出力が遅延しているため，メッセージキューからメッセージを取り出せません。

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 入出力障害になっている要因を調査して，対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_max_usersオペランドの値を超えて同時に接続要求が発生した場合に，メッセージを取り出すプロセス数が不足しています（高速接続機能を使用した場合に発生しやすい）。

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 同時接続数を減らすか，又は高速接続機能を使用しないで通常接続を行ってください。若しくは，pd_max_usersオペランドの値を大きくしてください。

                              
                           

                           
                              	
                                 フロントエンドサーバ，又はユティリティサーバの起動数に比べて，バックエンドサーバ，及びディクショナリサーバの起動数が少ない場合に，メッセージを取り出すプロセス数が不足しています（マルチフロントエンドサーバ環境で発生しやすい）。

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 pd_max_bes_process，pd_max_dic_process，及びpd_max_usersオペランドの値が正しく指定されているか確認してください。又は，接続数を減らしてください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：該当します。

                        −：該当しません。

                        
                           	参考

                           	
                              HiRDBサーバプロセス数は次に示すオペランドで制限されています。

                              
                                 	
                                    pd_max_server_process

                                    ユニット内で稼働するサーバ数が多い場合は，このオペランドの指定値を詳細に見積もってください。また，スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，系切り替えが発生したときを想定した見積もりが必要になります。

                                 

                                 	
                                    pd_max_bes_process

                                    マルチフロントエンドサーバ，又は1：1スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，このオペランドの指定値を詳細に見積もってください。

                                 

                                 	
                                    pd_max_dic_process

                                    マルチフロントエンドサーバを使用する場合は，このオペランドの指定値を詳細に見積もってください。

                                 

                                 	
                                    pd_ha_max_server_process

                                    影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，このオペランドの指定値を詳細に見積もってください。

                                 

                                 	
                                    pd_max_users

                                    同時接続数が多い場合は，適切な値を指定する必要があります。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　備考

                  メッセージキューから最後に取り出したメッセージの取り出し時間をpdls -d scdコマンドで調べられます。

               
            
         
         
            8.13　サーバプロセスの異常終了回数の監視（プロセスの異常終了回数監視機能）

            サーバプロセスの異常終了が多発すると，新たなサービスを受け付けられないことがあります。しかし，サーバプロセスの異常終了ではHiRDBを異常終了しないため，実質オンライン停止状態になります。この実質オンライン停止状態を防ぐためにプロセスの異常終了回数監視機能があります。

            
               8.13.1　プロセスの異常終了回数監視機能とは

               サーバプロセスの異常終了回数が一定時間内にpd_down_watch_procオペランドの値を超えた場合，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合は該当するユニット）を異常終了します。これをプロセスの異常終了回数監視機能といいます。

               この機能は系切り替え機能を使用する場合に使用することをお勧めします。サーバプロセスの異常終了が多発した場合にHiRDBを異常終了するため，すぐに系を切り替えられます。この機能を使用しないとHiRDBが異常終了しないため，系が切り替わりません。

               また，系切り替え機能を使用しない場合でも，HiRDBの再開始によってメモリ及びリソース状態がリフレッシュされて処理効率が向上します。

               なお，プロセスの異常終了回数監視機能によってHiRDBが異常終了する場合，KFPS01821-E及びKFPS00729-Eメッセージが出力されます。

            
            
               8.13.2　プロセスの異常終了回数監視機能の適用範囲

               この機能では，PDCWAITTIMEオーバ，又はアボートによって異常終了するサーバプロセスを監視対象とします。HiRDB/シングルサーバの場合は，シングルサーバプロセスの異常終了回数がカウントされます。HiRDB/パラレルサーバの場合は，ユニット内のフロントエンドサーバ，バックエンドサーバ，及びディクショナリサーバプロセスの異常終了回数の合計値がカウントされます。サーバプロセスが異常終了する要因と異常終了回数のカウント対象を次の表に示します。

               
                  表8‒12　サーバプロセスが異常終了する要因と異常終了回数のカウント対象
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              サーバプロセスが

                              異常終了する要因

                           
                           	
                              異常終了回数のカウント対象

                           
                        

                        
                           	
                              シングルサーバプロセス

                           
                           	
                              フロントエンドサーバプロセス

                           
                           	
                              ディクショナリサーバプロセス

                           
                           	
                              バックエンドサーバプロセス

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドの値を超えた

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×※１

                           
                           	
                              ×※１

                           
                        

                        
                           	
                              pdcancelコマンド

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×※２

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              内部強制終了（HiRDBが内部的にSIGKILLを発行してサーバプロセスを終了させる場合）

                           
                           	
                              ○※３

                           
                           	
                              ○※３

                           
                           	
                              ×※１

                           
                           	
                              ×※１

                           
                        

                        
                           	
                              アボート

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              OLTPシステムのトランザクション回復処理によるサーバプロセスの異常終了

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              上記以外のサーバプロセス異常終了

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：サーバプロセスの異常終了回数にカウントされます。

                     ×：サーバプロセスの異常終了回数にカウントされません。

                  

                  	注※1

                  	
                     トランザクションブランチが発生した状態で障害を検知した場合，同一トランザクションブランチから発生したフロントエンドサーバプロセスの異常終了がカウントの対象になります。

                  

                  	注※2

                  	
                     pdcancelコマンドでバックエンドサーバプロセス又はディクショナリサーバプロセスを強制終了すると，フロントエンドサーバプロセスを内部的に強制終了します。この場合，フロントエンドサーバプロセスの異常終了がカウントされることがあります。

                  

                  	注※3

                  	
                     OLTPシステムによるグローバルトランザクションが発生した状態で障害を検知した場合，同一グローバルトランザクションから発生したシングルサーバプロセス又はフロントエンドサーバプロセスの異常終了がカウントの対象になります。

                  

               

            
            
               8.13.3　プロセスの異常終了回数監視機能の指定方法

               pd_down_watch_procオペランドで，サーバプロセスの異常終了回数を監視する時間と異常終了回数の上限を指定します。

               
                  	（例）pd_down_watch_proc = 1000，60

                  	
                     この場合，60秒間隔でサーバプロセスの異常終了回数を監視します。60秒以内にサーバプロセスの異常終了回数が1000を超えると，HiRDBを異常終了します。

                  

               

            
            
               8.13.4　備考

               
                  	
                     サーバプロセスが異常終了すると，KFPS01820-Eメッセージが出力されます。pdcancelコマンドでサーバプロセスが異常終了したときにもKFPS01820-Eメッセージが出力されますが，これは異常終了回数のカウントに含まれません。

                  

                  	
                     相互系切り替え構成の場合，系を切り替えると同一サーバマシンで複数のHiRDBを稼働するため，逆にトラフィックが上昇して効果が得られないことがあります。プロセスの異常終了回数監視機能を使用する場合は，HiRDBが異常終了した系で再開始することをお勧めします。

                  

               

            
         
         
            8.14　サーバプロセスのメモリサイズの監視（サーバプロセスのメモリサイズ監視機能）

            ここでは，サーバプロセスのメモリサイズ監視機能を使用して，サーバプロセスのメモリサイズを監視する方法について説明します。

            
               8.14.1　サーバプロセスのメモリサイズ監視機能とは

               1サーバプロセスが使用した作業用メモリサイズがある値を超えた場合に，次の表に示す契機でサーバプロセスを終了させます。これをサーバプロセスのメモリサイズ監視機能といいいます。

               
                  表8‒13　サーバプロセスのメモリサイズ監視機能がサーバプロセスを終了させる契機
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              サーバの種類

                           
                           	
                              プロセス名称

                           
                           	
                              プロセスの終了契機

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              シングルサーバ

                           
                           	
                              pdsds

                           
                           	
                              UAPの切り離し時※１

                              ユティリティの終了時

                           
                        

                        
                           	
                              フロントエンドサーバ

                           
                           	
                              pdfes

                           
                        

                        
                           	
                              ディクショナリサーバ

                           
                           	
                              pddic

                           
                           	
                              トランザクション決着時※２

                              ユティリティの終了時

                           
                        

                        
                           	
                              バックエンドサーバ

                           
                           	
                              pdbes

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※１

                  	
                     この機能が適用されるUAPの切り離し時とは，次に示す場合です。

                     
                        	
                           UAPが終了した場合

                        

                        	
                           UAPがDISCONNECT文を発行した場合

                        

                        	
                           HiRDBのXA接続用クライアントライブラリを使用したOpenTP1のユーザサーバプロセスが終了した場合

                        

                        	
                           HiRDBのXA接続用クライアントライブラリを使用したOpenTp1のユーザサーバで，trn_rm_open_close_scopeオペランドにtransactionを指定しているときに，ユーザサーバプロセス上で実行されるトランザクションが決着（コミット又はロールバック）した場合

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorによるデータの反映時，反映情報キューファイルの終端検知後，一定時間（反映システム定義discintvlパラメタ指定値）までに次の反映要求がなかった場合

                        

                     

                  

                  	注※２

                  	
                     この機能が適用されるトランザクションの決着時とは，次に示す場合です。

                     
                        	
                           注※１で説明したUAPの切り離しが発生した場合

                        

                        	
                           UAPがCOMMIT文又はROLLBACK文を発行した場合

                        

                        	
                           SQLエラーによってUAPが内部ロールバックした場合

                        

                        	
                           HiRDBのXA接続用クライアントライブラリを使用したOpenTp1のユーザサーバで，ユーザサーバプロセス上で実行されるトランザクションが決着（コミット又はロールバック）した場合

                        

                     

                  

               

               SQL処理などで使用するメモリサイズがこの機能の監視対象になります。HiRDB開始時に確保するメモリサイズは監視対象外になります。サーバプロセスのメモリサイズ監視機能の対象範囲を次の図に示します。

               
                  図8‒16　サーバプロセスのメモリサイズ監視機能の対象範囲
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               8.14.2　利点

               サーバプロセスのメモリサイズ監視機能を適用すると，次に示すような問題を解決できます。

               
                  	
                     特定のSQL処理でサーバの常駐プロセスのメモリサイズが大きくなり，システムの空きメモリを圧迫している場合

                  

                  	
                     ユティリティ実行時，ローカルバッファサイズやソート用ワークバッファサイズに大きな値を指定して，サーバの常駐プロセスのメモリサイズが大きくなり，システムの空きメモリを圧迫している場合

                  

               

               HiRDBは不要となったメモリを解放しますが，OSはプログラムがメモリを解放しても，領域自体は該当するサーバプロセス内のメモリ管理機構で保持しています。このため，一度でも大量の領域を使用して大きくなったプロセスサイズは小さくなることはなく，特に常駐プロセスの場合はシステムを圧迫し続けます。この機能を適用すると，常駐プロセスであってもプロセスを終了させるため，メモリを圧迫する問題を回避できます。

               なお，この機能の適用によって，現在使用中のジョブの実行に影響を与えることはありません。

            
            
               8.14.3　適用基準

               HiRDBのサーバプロセスが使用するメモリサイズが大きくなり，メモリを圧迫する場合に適用します。ただし，ユティリティやコマンドには，無条件にサーバプロセスを終了するものがあります。

            
            
               8.14.4　サーバプロセスのメモリサイズ監視機能の指定方法

               サーバプロセスのメモリサイズ監視機能を適用する場合，サーバ定義のpd_svr_castoff_sizeオペランドでサーバプロセスの使用メモリの上限値を指定します。

            
            
               8.14.5　注意事項

               
                  	
                     pd_work_buff_modeオペランドを省略するか又はpoolを指定すると，pd_work_buff_sizeオペランドの値がHiRDBの開始時に確保するメモリサイズに含まれます。このため，pd_work_buff_sizeオペランドの値はこの機能の監視対象外になります。したがって，pd_work_buff_sizeオペランドに大きな値を指定すると，この機能を適用しても効果がでないことがあります。

                  

                  	
                     次の表に示す場合はサーバプロセスのメモリサイズ監視機能を適用しても，メモリサイズが大きいサーバプロセスを終了できないため，効果がありません。

                     
                        表8‒14　サーバプロセスのメモリサイズ監視機能を適用しても効果がない場合
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    条件

                                 
                                 	
                                    効果がない場合

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    シングルサーバ又はフロントエンドサーバの場合

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          メモリサイズが大きいサーバプロセスに接続しているUAPが，DISCONNECT文を発行しない場合（HiRDB SQL ExecuterがHiRDBとの接続を切り離さない場合も含みます）

                                       

                                       	
                                          HiRDBのXA接続用クライアントライブラリを使用しないOpenTP1のユーザサーバプロセスが，DISCONNECT文を発行しないで多数残り，接続するサーバプロセスのメモリサイズが大きい場合

                                       

                                       	
                                          HiRDBのXA接続用クライアントライブラリを使用し，trn_rm_open_close_scopeオペランドにprocessを適用するOpenTP1のユーザサーバプロセスが多数残り，接続するサーバプロセスのメモリサイズが大きい場合（この場合，ユーザサーバプロセスを終了して接続するサーバプロセスとの接続を切り離したときに，サーバプロセスのメモリサイズ監視機能が適用されます）

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ディクショナリサーバ又はバックエンドサーバの場合

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          メモリサイズが大きいサーバプロセスに接続しているUAPが，COMMIT文やROLLBACK文を発行しない場合（HiRDB SQL ExecuterがCOMMIT文やROLLBACK文を発行しない場合も含みます）

                                       

                                       	
                                          HiRDBのXA接続用クライアントライブラリを使用しないOpenTP1のユーザサーバプロセスが， COMMIT文やROLLBACK文を発行しないで多数残り，接続するサーバプロセスのメモリサイズが大きい場合

                                       

                                       	
                                          HiRDBのXA接続用クライアントライブラリを使用するOpenTP1のユーザサーバプロセス上で実行されるトランザクションが決着（コミット又はロールバック）しないで多数残り，接続するサーバプロセスのメモリサイズが大きい場合（この場合，トランザクションが決着したときに，サーバプロセスのメモリサイズ監視機能が適用されます）

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

               

            
         
         
            8.15　ロールバック処理が進行中であることを確認する方法

            ロールバックしているトランザクションがある場合，次の情報を基にロールバック処理が進行中であることを確認できます。

            
               	
                  pdls -d trn -aコマンドの実行結果

               

               	
                  KFPS02235-Iメッセージ

               

            

            
               8.15.1　pdls -d trn -aコマンドの実行結果

               pdls -d trn -aコマンドの実行結果に表示される入力中のシステムログのブロック番号を確認します。pdls -d trn -aコマンドを時間をおいて複数回実行し，実行結果に表示されている入力中のシステムログのブロック番号が前回の番号と異なっていればロールバック処理は進行中です。

               ロールバック処理が進行中の例を次の図に示します。

               
                  図8‒17　ロールバック処理が進行中の例（pdls -d trn -aコマンドの場合）
                  [image: [図データ]]

               
               ロールバック処理が進行中であることを確認できない状態が続く場合は，何らかの障害によってロールバック処理が止まっている可能性があります。「障害調査のために必要な情報」を参照し，無応答の障害時に必要な情報を取得後，保守員に連絡してください。

            
            
               8.15.2　KFPS02235-Iメッセージ

               KFPS02235-Iメッセージに表示される入力中のシステムログのブロック番号を確認します。KFPS02235-Iメッセージは，pd_trn_rollback_msg_intervalオペランドに指定した値の間隔で出力されます。メッセージに表示されている入力中のシステムログのブロック番号が，前回の番号と異なっていればロールバック処理は進行中です。

               ロールバック処理が進行中の例を次の図に示します。

               
                  図8‒18　ロールバック処理が進行中の例（KFPS02235-Iメッセージの場合）
                  [image: [図データ]]

               
               ロールバック処理が進行中であることを確認できない状態が続く場合は，何らかの障害によってロールバック処理が止まっている可能性があります。「障害調査のために必要な情報」を参照し，無応答の障害時に必要な情報を取得後，保守員に連絡してください。

            
            
               8.15.3　ロールバック完了の目安

               ロールバック処理は，最大で前回のシンクポイントダンプ取得位置までログブロックを読み込むことがあります。そのため，前回のシンクポイントダンプ取得時点のシステムログのブロック番号を，ロールバック完了の目安としてください。ロールバック完了の目安の確認方法を次の表に示します。

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              ロールバックの契機

                           
                           	
                              ロールバック処理で最大に読み込むシステムログのブロック番号

                           
                           	
                              確認方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              HiRDBの再開始時のロールバック以外

                           
                           	
                              前回のシンクポイントダンプ取得時点のシステムログのブロック番号

                           
                           	
                              シンクポイントダンプの取得時に出力される，KFPS02183-Iメッセージで確認できます。

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              HiRDBの再開始時のロールバック

                           
                           	
                              ログ入力開始時点のシステムログのブロック番号

                           
                           	
                              ログの読み込み開始時に出力される，KFPS01262-Iメッセージで確認できます。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               8.15.4　注意事項

               データベース回復ユティリティ（pdrstr）を実行すると，回復の対象になるトランザクションの中で無効にするトランザクションもロールバックされます。このロールバック処理の場合，pdls
                  -d trn -aコマンドを実行してもロールバック処理の進行状況は確認できません。また，KFPS02235-Iメッセージも出力されません。

               このロールバック処理が進行しているかどうかは，データベース回復ユティリティが出力する次のメッセージで確認できます。

               
                  	
                     KFPR26281-Iメッセージ

                     処理の内容が"Roll back"のとき，ロールバックが開始，又は終了したことを表します。

                  

                  	
                     KFPR26282-Iメッセージ

                     アンロードログファイル，又はシステムログファイルを5ギガバイト読み込むたびにメッセージを出力し，現在までに読み込んだファイルサイズを表示します。

                  

               

            
         
      
   
      
         9　システムの稼働環境を変更する方法

         
            この章では，システムの稼働環境を変更する方法について説明します。

         

         
            9.1　HiRDBシステム定義を変更する方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDBシステム定義（UAP環境定義を除く）の変更方法を説明します。UAP環境定義の変更方法については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

            
               9.1.1　変更手順

               HiRDBの実行環境を変更するには，HiRDBシステム定義を変更します。HiRDBシステム定義を変更するときの手順を次に示します。なお，$PDDIR/confはユニット制御情報定義ファイルを格納しているディレクトリを意味しています。$PDCONFPATHはそれ以外のHiRDBシステム定義ファイルを格納しているディレクトリを意味しています。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           $PDDIR/conf及び$PDCONFPATH下にサブディレクトリを作成します。この例ではサブディレクトリとしてworkを作成します。

                        

                        	
                           ユニット制御情報定義ファイルを$PDDIR/conf/work下にコピーします。そのほかのHiRDBシステム定義ファイルを$PDCONFPATH/work下にコピーします。

                        

                        	
                           $PDDIR/conf/work及び$PDCONFPATH/work下にコピーしたHiRDBシステム定義を変更します。

                        

                        	
                           pdconfchk -d workコマンドで，$PDDIR/conf/work及び$PDCONFPATH/work下のHiRDBシステム定義の内容をチェックします。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                        

                        	
                           pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                        

                        	
                           pdlogunldコマンドで，アンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードします。

                        

                        	
                           3で変更したHiRDBシステム定義ファイルを$PDDIR/conf又は$PDCONFPATH下にコピーして，HiRDBシステム定義ファイルを置き換えます。

                        

                        	
                           次に示すオペランドの指定値を変更した場合は，pdloginitコマンドでシステムログファイルを初期化します。

                           ・pd_log_dual

                           ・pdstart

                        

                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                        

                     

                  

               

            
            
               9.1.2　注意事項

               
                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合はユニットごとに$PDDIR/conf及び$PDCONFPATH下にサブディレクトリを作成して，HiRDBシステム定義の内容をチェックしてください。

                  

                  	
                     稼働中のHiRDBが使用しているHiRDBシステム定義は変更又は削除しないでください。変更又は削除した場合はそのHiRDBの動作を保証できません。

                  

                  	
                     HiRDBが計画停止，強制終了，又は異常終了した場合，HiRDBシステム定義のオペランドで変更できるものと変更できないものがあります。変更できないオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        システム定義」を参照してください。

                  

                  	
                     HiRDBシステム定義を変更した後に，$PDDIR/conf下のファイルのバックアップを取得してください。HiRDB運用ディレクトリがあるディスクの障害などに備えて，HiRDB運用ディレクトリ下のファイル（$PDDIR/conf下のファイル）のバックアップを取得します。HiRDB運用ディレクトリを回復するには，$PDDIR/conf下のファイルのバックアップが必要になります。また，$PDCONFPATHがHiRDB運用ディレクトリ下にある場合は，同様にバックアップを取得してください。

                  

                  	
                     システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できるため，HiRDBを正常終了する必要はありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                        Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  

                  	
                     スタンバイレス型系切り替え機能使用時の注意事項です。正規BESユニットのHiRDBシステム定義を変更する場合は，正規BESユニット及び代替BESユニットをpdstop
                        -uコマンドで正常終了してから変更してください。HiRDBシステム定義の変更後，正規BESユニットのユニット制御情報定義ファイル及びバックエンドサーバ定義ファイルを代替BESユニットにコピーしてください。詳細については，「HiRDBシステム定義ファイルの構成」を参照してください。

                  

               

            
            
               9.1.3　HiRDB/パラレルサーバ固有の注意事項

               
                  	
                     システム共通定義を修正する場合はすべてのサーバマシンのシステム共通定義を同じように修正してください。

                  

                  	
                     正常終了又は計画停止したときに一部のユニットが異常終了した場合，次回開始前にHiRDBシステム定義を変更しないでください。変更すると，HiRDBの開始に失敗します。失敗しなくても，開始後に正常に稼働できなくなります。

                  

               

            
            
               9.1.4　HiRDB Datareplicatorと連携している場合

               次に示すオペランドを追加，変更，又は削除する場合はHiRDB Datareplicatorを終了してください。そして，オペランドの追加，変更，又は削除後にHiRDB
                  Datareplicatorを開始してください。

               
                  	
                     pd_log_dual

                  

                  	
                     pd_log_max_data_size

                  

                  	
                     pdlogadfg -d sys

                  

                  	
                     pdlogadpf -d sys

                  

               

               HiRDB Datareplicatorを稼働したまま，これらのオペランドを追加，変更，又は削除した場合，HiRDB Datareplicatorによる抽出が失敗することがあります。

            
         
         
            9.2　HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用したHiRDBシステム定義の変更方法について説明します。システム構成変更コマンドを使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できるため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced High Availabilityが必要になります。

            
               9.2.1　変更手順

               システム構成変更コマンドを使用したHiRDBシステム定義の変更方法を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                        

                        	
                           使用中のHiRDBシステム定義ファイルを1で作成したディレクトリ下にコピーします。

                        

                        	
                           $PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義を変更します。

                        

                        	
                           pdconfchk -d chgconfコマンドで，$PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

                        

                        	
                           pdchgconfコマンドで，HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

                           pdchgconfコマンドを実行すると，使用中（変更前）のHiRDBシステム定義ファイルが$PDDIR/conf/backconf下に退避されます。そして，$PDDIR/conf/chgconf下の変更後のHiRDBシステム定義ファイルが$PDDIR/conf下にコピーされます。

                        

                     

                     コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 $PDDIR/conf，$PDDIR/conf/chgconf，$PDDIR/conf/backconfディレクトリ，及びこれらディレクトリ下のすべてのファイルにHiRDB管理者の書き込み権限と参照権限を与えてください。

                              

                              	
                                 クライアント環境定義のPDAUTORECONNECTにYESを指定し，自動再接続機能を使用するようにしてください。自動再接続機能を使用すると，HiRDBサーバとの接続が切断してもUAPにエラーを返却しないで処理を続行できます。

                              

                              	
                                 pdchgconfコマンドの入力後，15分以上トランザクション又はユティリティが動き続けた場合，pdchgconfコマンドが異常終了します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               9.2.2　オペランドの指定値を変更するときの注意事項

               
                  (1)　指定値を変更できないオペランド

                  次に示すオペランドの指定値は変更できません。

                  
                     	
                        pd_system_id

                     

                     	
                        pd_master_file_name

                     

                  

                  これらのオペランドの指定値を変更するとデータベースを初期化する必要があるため，システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更できません。

               
               
                  (2)　削除できないオペランド

                  次に示すオペランドは削除できません。

                  
                     	
                        pdlogadfg -d sys及びpdlogadpf -d sys（現用及び上書きできない状態のシステムログファイルに対応するオペランドだけが削除できません）

                     

                     	
                        pdlogadfg -d spd及びpdlogadpf -d spd（書き込み中及び上書きできない状態のシンクポイントダンプファイルに対応するオペランドだけが削除できません）

                     

                     	
                        pd_syssts_file_name_1〜7（現用のユニット用ステータスファイルに対応するオペランドだけが削除できません）

                     

                     	
                        pd_sts_file_name_1〜7（現用のサーバ用ステータスファイルに対応するオペランドだけが削除できません）

                     

                  

               
               
                  (3)　無効になるオペランド

                  縮退起動に関するオペランドの指定は無効になります。

               
               
                  (4)　指定値を変更するときに注意が必要なオペランド

                  指定値を変更すると，OSのオペレーティングシステムパラメタの指定値も変更する必要があるオペランドがあります。例えば，pd_max_users，SHMMAXオペランドが該当します。オペレーティングシステムパラメタの変更を有効にするにはマシンリブートが必要なため，システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更しないで，HiRDBを正常終了させて変更してください。

               
               
                  (5)　pd_rpl_init_startオペランド変更時の注意事項

                  pdrplstart又はpdrplstopコマンドでHiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能の実行状況を変更した場合は注意が必要です。pd_rpl_init_startオペランドの値によってはシステム構成変更コマンドが実行できません。pd_rpl_init_startオペランドの値とシステム構成変更コマンドの実行可否を次の表に示します。

                  
                     表9‒1　pd_rpl_init_startオペランドの値とシステム構成変更コマンドの実行可否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 変更前の

                                 pd_rpl_init_start

                                 オペランドの値

                              
                              	
                                 HiRDB Datareplicator

                                 のデータ抽出機能

                                 の実行状況

                              
                              	
                                 変更後の

                                 pd_rpl_init_start

                                 オペランドの値

                              
                              	
                                 システム構成変更

                                 コマンドの

                                 実行可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 Y

                              
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 Y

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 N（省略値）

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrplstopコマンドによって停止中

                              
                              	
                                 Y

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 N（省略値）

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 N（省略値）

                              
                              	
                                 停止中

                              
                              	
                                 Y

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 N（省略値）

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrplstartコマンドによって実行中

                              
                              	
                                 Y

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 N（省略値）

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：pd_rpl_init_startオペランドの値を変更できます。

                        ×：pd_rpl_init_startオペランドの値を変更できません。

                     

                  

               
               
                  (6)　前提製品が必要なオペランド

                  付加PP又はプラグインのセットアップや削除をする場合はHiRDBを終了する必要があります。このため，付加PP又はプラグインなどの前提製品が必要なオペランドを削除したり，指定値を変更したりできないことがあります。

               
            
            
               9.2.3　システム構成変更コマンド実行時の注意事項

               
                  	システムログファイルについて（重要）

                  	
                     システム構成変更コマンドを実行すると，システムログファイルがスワップします。このため，スワップ先にできる状態のファイルがあることを確認してからシステム構成変更コマンドを実行してください。スワップ先にできる状態のファイルがないときにシステム構成変更コマンドを実行すると，HiRDBが異常終了します。この場合，スワップ先にできる状態のファイルを準備した後にpdstartコマンドでHiRDBを開始してください。

                  

                  	システム構成変更コマンドを実行できない環境

                  	
                     次に示す条件を一つでも満たす場合はシステム構成変更コマンドを実行できません。

                     
                        	
                           pdstart -rコマンドでHiRDBを開始した場合

                        

                        	
                           一部のユニット又はサーバが停止中の場合（縮退起動も含む）※

                        

                        	
                           ユニット間のネットワークに通信障害が発生中の場合※

                        

                        	
                           更新可能なオンライン再編成が実行中の場合

                        

                        	
                           pdrplstopコマンドが実行中の場合

                        

                        	
                           インメモリRDエリアがある場合

                        

                        	
                           SQLセッション固有一時表が実体化している場合

                        

                        	
                           拡張ユニットを使用する場合（pd_system_expand_unitオペランドを指定している場合）※

                        

                     

                     注※　HiRDB/パラレルサーバ限定の条件です。

                     
                        	参考

                        	
                           回復不要FESを使用している場合，システム構成変更コマンドを実行できない条件が変わります。詳細については，「回復不要FESとの関連（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照してください。

                        

                     

                  

                  	システム構成変更コマンド実行時の制限事項

                  	
                     
                        	
                           システム構成変更コマンドの実行中は，コマンド及びユティリティを実行しないでください。実行した場合，HiRDBが停止している旨のエラーメッセージが出力されることがあります。

                        

                        	
                           システム構成変更コマンドを実行するとカーソルを保持できなくなるため，ホールダブルカーソルを使用するUAPの実行中にシステム構成変更コマンドを実行しないでください。

                        

                        	
                           システム構成変更コマンドを実行するとUNTIL DISCONNECT指定の排他を保持できなくなるため，UNTIL DISCONNECT指定のLOCK文を使用するUAPの実行中にシステム構成変更コマンドを実行しないでください。

                        

                        	
                           システム構成変更コマンドの実行中はUAPのレスポンスが通常より遅くなります。

                        

                        	
                           07-00より前のHiRDBクライアントを使用している場合，システム構成変更コマンドを実行するとHiRDBサーバとHiRDBクライアントの接続が切断されます。このため，07-00より前のHiRDBクライアントを使用している場合は，業務に支障がないように配慮してください。

                        

                     

                  

                  	HiRDB Datareplicator連携時の注意事項

                  	
                     HiRDB Datareplicatorとの連携中に，ユニット又はサーバの追加，削除をする場合，HiRDB Datareplicatorの抽出環境を再構築する必要があります。また，HiRDB
                        Datareplicatorの抽出環境の再構築中にHiRDBのトランザクションが動作して抽出側DBの追加，更新，又は削除を行うと，反映側DBとの不整合が発生します。このため，HiRDB
                        Datareplicatorの抽出環境の再構築中にシステム構成変更コマンドを実行しないでください。

                  

               

            
            
               9.2.4　システム構成変更コマンド実行後のHiRDBの状態

               システム構成変更コマンドを実行すると，HiRDBは正常開始したときと同じ状態になるため，次に示すことが発生します。

               
                  	
                     システムログファイルがスワップします。

                  

                  	
                     メッセージログファイルがスワップします。メッセージログファイル中のメッセージを保存する場合は，システム構成変更コマンドの実行前にメッセージログファイルのバックアップを取得してください。

                  

                  	
                     データベース構成変更ユティリティで割り当てたグローバルバッファが無効になります。

                  

                  	
                     pdbufmodコマンドで動的変更したグローバルバッファが無効になります。

                  

                  	
                     pd_spool_cleanup_intervalオペランドで指定するトラブルシュート情報の削除処理間隔の時間カウントが0に戻ります。

                  

                  	
                     pd_spool_cleanupオペランドにnormal又はforce（省略値）を指定している場合，出力済みのトラブルシュート情報が削除されます。

                  

                  	
                     pdstbeginコマンド又はpdstendコマンドで変更した統計情報の取得が無効になり，pd_statistics及びpdstbeginオペランドの指定値が有効になります。

                  

                  	
                     pdchprcコマンドで変更した常駐プロセス数が無効になり，HiRDBシステム定義の指定が有効になります。

                  

                  	
                     HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）の異常終了後に再度入出力エラーが発生したため，pd_db_io_error_action＝unitdownの指定が無効になっている場合，unitdownの指定が有効になります。

                  

                  	
                     絞込み検索で使用しているリストがなくなります。

                  

               

            
            
               9.2.5　ほかの機能との関連

               
                  (1)　HiRDB Datareplicatorとの関連（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  ユニット構成又はバックエンドサーバ構成を変更すると，HiRDB Datareplicatorの定義などを修正するためにHiRDB Datareplicatorを終了する必要があります。ユニット構成又はバックエンドサーバ構成を変更するときの手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdrplstopコマンドでHiRDB Datareplicatorとの連携を停止します。

                           

                           	
                              HiRDB Datareplicatorのhdestopコマンドでデータ抽出機能を停止します。

                           

                           	
                              pd_rpl_init_startオペランドにYを指定している場合はNに変更します。

                           

                           	
                              ユニット構成又はバックエンドサーバ構成を変更し，システム構成変更コマンドを実行します。ユニット構成又はバックエンドサーバ構成の変更方法については，「システム構成を変更する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              HiRDB Datareplicatorの抽出環境を再構築します。

                           

                           	
                              HiRDB Datareplicatorのhdestartコマンドでデータ抽出機能を開始します。

                           

                           	
                              pdrplstartコマンドでHiRDB Datareplicatorとの連携を開始します。

                           

                           	
                              3でpd_rpl_init_start＝Nに変更した場合は，NからYに再変更してシステム構成変更コマンドを実行します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　系切り替え機能との関連

                  
                     (a)　スタンバイ型系切り替え機能の場合

                     現用系と実行系が同じときだけシステム構成変更コマンドを実行できます。また，システム構成変更コマンドは現用系（実行系）のHiRDBシステム定義だけを対象にします。予備系のHiRDBシステム定義は現用系から予備系へHiRDBシステム定義ファイルをコピーして変更してください。スタンバイ型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義の変更手順を次に示します。

                     
                        	〈手順1〉クラスタソフトウェアがHAモニタで，サーバモードの場合

                        	
                           
                              	
                                 現用系でシステム構成変更コマンドを実行します。このとき，予備系HiRDBは自動停止します。

                              

                              	
                                 システム構成変更コマンドの処理終了後，現用系から予備系にHiRDBシステム定義ファイルをコピーします。

                              

                              	
                                 待機系でpdstartコマンド（HiRDB/パラレルサーバの場合はpdstart -qコマンド）を実行して予備系HiRDBを開始します。

                              

                           

                        

                        	〈手順2〉Hitachi HA Toolkit Extensionを使用している場合

                        	
                           
                              	
                                 予備系HiRDBを終了します。

                              

                              	
                                 現用系でシステム構成変更コマンドを実行します。

                              

                              	
                                 システム構成変更コマンドの処理終了後，現用系から予備系にHiRDBシステム定義ファイルをコピーします。

                              

                              	
                                 予備系でpdstartコマンド（HiRDB/パラレルサーバの場合はpdstart -qコマンド）を実行して予備系HiRDBを開始します。

                              

                           

                        

                        	〈手順3〉モニタモードの場合

                        	
                           
                              	
                                 現用系でシステム構成変更コマンドを実行します。

                              

                              	
                                 システム構成変更コマンドの処理終了後，現用系から予備系にHiRDBシステム定義ファイルをコピーします。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　スタンバイレス型系切り替え機能の場合

                     スタンバイレス型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義の変更手順を次に示します。なお，代替中はシステム構成変更コマンドを使用できません。

                     
                        	〈手順1〉クラスタソフトウェアがHAモニタの場合

                        	
                           
                              	
                                 次に示すHiRDBシステム定義を代替BESユニットの$PDDIR/conf/chgconf下にコピーします。

                                 ・正規BESのバックエンドサーバ定義

                                 ・正規BESユニットのユニット制御情報定義

                              

                              	
                                 システム構成変更コマンドを実行します。

                              

                           

                        

                        	〈手順2〉Hitachi HA Toolkit Extensionを使用している場合

                        	
                           
                              	
                                 次に示すHiRDBシステム定義を代替BESユニットの$PDDIR/conf/chgconf下にコピーします。

                                 ・正規BESのバックエンドサーバ定義

                                 ・正規BESユニットのユニット制御情報定義

                              

                              	
                                 pdstop -q -cコマンドで代替部の待機状態を解除します。

                              

                              	
                                 システム構成変更コマンドを実行します。なお，システム構成変更コマンドを実行すると，2で待機状態を解除した代替部は自動的に待機状態になります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　注意事項（スタンバイ型及びスタンバイレス型共通）

                     1はスタンバイ型系切り替え機能使用時の注意事項で，2はスタンバイレス型系切り替え機能使用時の注意事項です。3は共通の注意事項です。

                     
                        	
                           システム構成変更コマンドの実行中は，現用系と予備系でHiRDBシステム定義の内容が不一致になるため，計画系切り替え及びサーバ障害による系切り替えができません。

                        

                        	
                           システム構成変更コマンドの実行中は，正規BESユニットと代替BESユニットで，正規BESのバックエンドサーバ定義と正規BESユニットのユニット制御情報定義の内容が不一致になるため，計画系切り替え及びサーバ障害による系切り替えができません。

                        

                        	
                           次に示す条件をすべて満たす場合はIPアドレスのup，downを行うシェルを実行しないようにしてから，システム構成変更コマンドを実行してください。

                           ・HiRDB/パラレルサーバである

                           ・クラスタソフトウェアがHAモニタである

                           ・サーバモードである

                           ・IPアドレスを引き継ぐ構成である

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　回復不要FESとの関連（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  
                     (a)　システム構成変更コマンドを実行できる条件

                     回復不要FESを使用する場合，システム構成変更コマンドを実行できる条件が変わります。次に示す条件を一つでも満たす場合はシステム構成変更コマンドを実行できません。

                     
                        	
                           pdstart -rコマンドでHiRDBを開始した場合

                        

                        	
                           一部のユニット又はサーバが停止中の場合（縮退起動も含む）※

                        

                        	
                           ユニット間のネットワークに通信障害が発生中の場合

                        

                        	
                           更新可能なオンライン再編成が実行中の場合

                        

                        	
                           pdrplstopコマンドが実行中の場合

                        

                        	
                           pd_mode_confオペランドの値がAUTOの場合

                        

                        	
                           システム定義の変更後，停止中のユニット内のフロントエンドサーバが回復不要FESでなくなる場合

                        

                        	
                           インメモリRDエリアがある場合

                        

                        	
                           拡張ユニットを使用する場合（pd_system_expand_unitオペランドを指定している場合）

                        

                     

                     注※　回復不要FESユニットは対象外になります。

                     
                        	ポイント

                        	
                           回復不要FESユニットが稼働していなくてもシステム構成変更コマンドを実行できます。回復不要FESユニット以外のユニットはすべて稼働している必要があります。また，稼働中のユニット内のサーバがすべて稼働している必要があります。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　注意事項

                     システム構成変更コマンドを実行した場合，停止中のユニット（回復不要FESユニット）のHiRDBシステム定義も変更されます。このとき，HiRDBシステム定義の変更を行うため，停止中のユニットが開始されます。

                  
               
            
            
               9.2.6　障害発生時の対処方法

               
                  (1)　システム構成変更コマンド実行時にエラーが発生した場合

                  システム構成変更コマンド実行時にエラーが発生した場合の対処方法を次の図に示します。

                  
                     図9‒1　システム構成変更コマンド実行時にエラーが発生した場合の対処方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※1

                     	
                        この区間でエラーが発生した場合は「構成変更の前準備でエラーが発生した場合」を参照してください。

                     

                     	注※2

                     	
                        この区間でエラーが発生した場合は「HiRDBシステム定義の変更処理でエラーが発生した場合」を参照してください。

                     

                     	注※3

                     	
                        この区間でエラーが発生した場合は「HiRDBシステム定義の変更後の処理でエラーが発生した場合」を参照してください。

                     

                  

                  
                     (a)　構成変更の前準備でエラーが発生した場合

                     この区間でエラーが発生した場合は，出力されたメッセージからエラー原因を調査して対処してください。また，pdlsコマンドでHiRDBが停止していないかを確認してください。停止している場合はpdstartコマンドでHiRDBを開始してください。この場合，変更前のHiRDBシステム定義でHiRDBが開始します。

                     なお，HiRDBの終了処理失敗に伴うメッセージ及びアボートコードが出力されることがあります。この場合，メッセージ及びアボートコードの対処方法に従ってください。

                  
                  
                     (b)　HiRDBシステム定義の変更処理でエラーが発生した場合

                     この区間でエラーが発生した場合は，HiRDB運用ディレクトリがあるディスクの使用状況や，HiRDBシステム定義ファイルのアクセス権を確認してください。また，pdlsコマンドでHiRDBが停止していないかを確認してください。停止している場合は，$PDDIR/conf/backconf下の変更前のHiRDBシステム定義ファイルを$PDDIR/conf下にコピーして回復してください。その後，pdstartコマンドでHiRDBを開始してください。

                     ユニット又はサーバを移動した場合はディスクの接続状態を確認してください。

                  
                  
                     (c)　HiRDBシステム定義の変更後の処理でエラーが発生した場合

                     この区間でエラーが発生した場合はシステム構成変更コマンドが自動的に変更前のHiRDBシステム定義に戻します。出力されたメッセージからエラー原因を調査して対処してください。その後，$PDDIR/conf下のHiRDBシステム定義を確認してください。

                     また，pdlsコマンドでHiRDBが停止していないかを確認してください。停止している場合はpdstartコマンドでHiRDBを開始してください。変更後のHiRDBシステム定義でHiRDBを開始する場合は，$PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義ファイルを$PDDIR/conf下にコピーした後にHiRDBを開始してください。

                     なお，HiRDBの開始処理失敗に伴うメッセージ及びアボートコードを表示することがあります。この場合，変更後のHiRDBシステム定義及び環境に問題があると考えられるため，次に示す対処をしてください。

                     
                        	
                           pdconfchkコマンドで変更後のHiRDBシステム定義を確認してください。

                        

                        	
                           メッセージに従って，変更後のシステム構成で必要なリソースを確保してください。

                        

                        	
                           OSのオペレーティングシステムパラメタに変更が必要な場合はシステム構成変更コマンドを実行できません。

                        

                     

                     ユニット又はサーバを移動した場合，変更前のHiRDBシステム定義に戻さないことがあります。ディスクの接続状態を確認して，変更前のHiRDBシステム定義で開始する場合は$PDDIR/conf/backconf下から，変更後のHiRDBシステム定義で開始する場合は$PDDIR/conf/chgconf下からHiRDBシステム定義をコピーして，pdstartコマンドでHiRDBを開始してください。

                  
               
               
                  (2)　変更後のHiRDBシステム定義でHiRDBが稼働できない場合

                  変更後のHiRDBシステム定義でHiRDBが稼働できない状態が発生した場合，自動的に変更前の定義に戻してHiRDBを稼働しようとします。変更前のHiRDBシステム定義でもHiRDBが稼働しない場合，エラーメッセージに従って対処してください。

               
               
                  (3)　KFPS04665-Wメッセージが出力された場合

                  KFPS04665-Wメッセージが出力された場合，次に示す手順で対処してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS04665-Wメッセージに表示されたユニットを確認します。

                           

                           	
                              pdls -d svrコマンドを実行してユニットの状態を確認します。実行結果のSTATUSを確認して，STOP(A)のユニットがあるか確認します。

                           

                           	
                              STOP(A)のユニットがある場合，そのユニットをpdstop -zコマンドで強制終了してください。

                           

                           	
                              KFPS04665-Wメッセージに表示されたユニットの$PDDIR/conf及び$PDCONFPATH下のHiRDBシステム定義ファイルを，変更後のHiRDBシステム定義ファイルに置き換えます。

                           

                           	
                              pdstart -uコマンドでユニットを再開始します。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            9.3　HiRDBの稼働中にグローバルバッファを追加，変更，又は削除する方法（グローバルバッファの動的変更）

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDBの稼働中にpdbufmodコマンドでグローバルバッファを追加，変更，又は削除する方法について説明します。

            
               9.3.1　グローバルバッファの動的変更とは

               HiRDBの稼働中にpdbufmodコマンドでグローバルバッファを追加，変更，又は削除できます。これをグローバルバッファの動的変更といいます。例えば，次に示す場合にグローバルバッファを動的変更してください。

               
                  	
                     追加したRDエリアにグローバルバッファを割り当てる場合

                  

                  	
                     RDエリアの割り当て先グローバルバッファを変更する場合

                  

                  	
                     グローバルバッファのチューニングの結果，グローバルバッファの定義を変更する場合

                  

               

               なお，グローバルバッファを動的変更するにはHiRDB Advanced High Availabilityが必要になります。

               
                  (1)　動的変更したグローバルバッファの有効期限

                  動的変更したグローバルバッファはHiRDBを正常終了又は計画停止すると無効になります。このため，HiRDBを終了したときに，動的変更したグローバルバッファをpdbufferオペランドで定義してください。なお，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にpdbufferオペランドの指定値を変更できます。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  また，HiRDBを正常終了又は計画停止する前に，pdbufls -k defコマンドの実行結果（グローバルバッファの定義情報）を保存してください。それを参考にしてpdbufferオペランドを修正してください。

               
               
                  (2)　準備作業

                  グローバルバッファを動的変更するには次に示す準備が必要です。

                  
                     (a)　HiRDBシステム定義の指定

                     
                        	
                           pd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定してください。

                        

                        	
                           pd_dbbuff_attributeオペランドにfixed又はhugepageを指定した場合，この機能で追加又は変更したグローバルバッファが使用する共用メモリも実メモリ上に固定されます。そのため，実メモリサイズを十分考慮してグローバルバッファを追加又は変更してください。実メモリサイズに余裕がない場合はpd_dbbuff_attributeオペランドを省略するか，又はfreeを指定してください。

                        

                        	
                           SHMMAXオペランドの指定値を見積もり直してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　メモリに関する準備作業

                     
                        	
                           次に示す共用メモリが増加するため，共用メモリの必要量を見積もり直してください。共用メモリの見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           ・グローバルバッファが使用する共用メモリ

                           ・シングルサーバが使用する共用メモリ

                           ・ディクショナリサーバが使用する共用メモリ

                           ・バックエンドサーバが使用する共用メモリ

                        

                        	
                           ステータスファイルの必要量が増加するため，ステータスファイルの容量を見積もり直してください。ステータスファイルの容量見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                        

                        	
                           次のオペレーティングシステムパラメタを見積もり直してください。

                           
                              	
                                 Linuxの場合：shmmax，shmmni，及びshmall

                              

                           

                           オペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                        

                        	
                           pd_dbbuff_attributeオペランドにhugepageを指定した場合，オペレーティングシステムパラメタvm.nr_hugepagesを見積もり直してください。vm.nr_hugepagesの見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                              システム導入・設計ガイド」の「LinuxのHugepage機能の指定」を参照してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     (a)　ほかの機能との関連

                     高速系切り替え機能又はスタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，グローバルバッファの動的変更機能を使用できません。これらの機能を使用する場合は，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）でpdbufferオペランドの指定値を変更してグローバルバッファを割り当ててください。pdchgconfコマンドを使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できます。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                        Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　排他制御

                     グローバルバッファの動的変更時（pdbufmodコマンドの実行時）は，関連するRDエリアに対して排他モード（EX）で排他が掛かります。このため，関連するRDエリアにアクセスするトランザクションは待ち状態になります。

                  
                  
                     (c)　グローバルバッファ数の上限

                     グローバルバッファ数の上限は，pd_max_add_dbbuff_noオペランド，及びpd_max_add_dbbuff_shm_noオペランドで設定します。

                     pdbufls -k defコマンドの実行結果で表示されるグローバルバッファを数えることで，グローバルバッファ数を確認できます。HiRDB/パラレルサーバの場合はサーバ名（ヘッダ名：SVID）が一致するグローバルバッファを数えてください。

                  
                  
                     (d)　グローバルバッファ用の共用メモリセグメント数の上限

                     グローバルバッファを動的変更（追加及びメモリ所要量が増加する変更）すると，新規の共用メモリセグメントを確保し，動的変更したグローバルバッファをその共用メモリセグメントに割り当てます。この共用メモリセグメントは，pd_max_add_dbbuff_noオペランド，及びpd_max_add_dbbuff_shm_noオペランドで設定します。なお，HiRDB/パラレルサーバの場合は1サーバ当たりで設定します。pdls
                        -d memコマンドの実行結果で表示される共用メモリセグメントを数えることで，共用メモリセグメント数を確認できます。HiRDB/パラレルサーバの場合はサーバ名（ヘッダ名：SHM-OWNER）が一致するグローバルバッファを数えてください。

                     共用メモリセグメント数が上限を超えた場合は，動的変更したグローバルバッファの定義情報をpdbufferオペランドに反映してください。その後，HiRDBを正常開始すると共用メモリセグメント数を減らせます。

                     なお，動的変更したグローバルバッファが使用する共用メモリサイズがSHMMAXオペランドの値より大きい場合，グローバルバッファが使用する共用メモリが複数の共用メモリセグメントに確保されます。確保される共用メモリセグメント数は次に示す計算式から求められます。

                     ↑動的変更したグローバルバッファが使用する共用メモリサイズ÷SHMMAXオペランドの値↑

                     グローバルバッファが使用する共用メモリについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
               
            
            
               9.3.2　運用例

               pdbufmodコマンドでグローバルバッファを追加，変更，又は削除します。

               
                  (1)　例題1（グローバルバッファの追加）

                  グローバルバッファ（gbuf01）を追加して，そのグローバルバッファに追加したRDエリア（RDAREA1）を割り当てます。

                  pdbufmod -k add -a gbuf01 -r RDAREA1 -n 1000

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k add：グローバルバッファを追加する場合に指定します。

                        -a：追加するグローバルバッファの名称を指定します。

                        -r：割り当てるRDエリアを指定します。

                        -n：グローバルバッファのバッファ面数を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　例題2（グローバルバッファの追加，及びRDエリアの割り当て先グローバルバッファの変更）

                  グローバルバッファ（gbuf02）を追加します。同時に，RDエリア（RDAREA1）の割り当て先グローバルバッファをgbuf01からgbuf02に変更します。

                  pdbufmod -k add -a gbuf02 -r RDAREA1 -n 1000

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k add：グローバルバッファを追加する場合に指定します。

                        -a：追加するグローバルバッファの名称を指定します。

                        -r：割り当てるRDエリアを指定します。

                        -n：グローバルバッファのバッファ面数を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　例題3（RDエリアの割り当て先グローバルバッファの設定）

                  既存のグローバルバッファ（gbuf01）に，追加したRDエリア（RDAREA1）を割り当てます。

                  pdbufmod -k add -a gbuf01 -r RDAREA1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k add：既存のグローバルバッファにRDエリアを割り当てる場合に指定します。

                        -a：割り当て先のグローバルバッファの名称を指定します。

                        -r：割り当てるRDエリアを指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　例題4（RDエリアの割り当て先グローバルバッファの変更）

                  RDエリア（RDAREA1）の割り当て先グローバルバッファをgbuf01からgbuf02に変更します。gbuf01及びgbuf02は既存のグローバルバッファとします。

                  pdbufmod -k add -a gbuf02 -r RDAREA1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k add：既存のグローバルバッファにRDエリアを割り当てる場合に指定します。

                        -a：割り当て先のグローバルバッファの名称を指定します。

                        -r：割り当てるRDエリアを指定します。

                     

                  

               
               
                  (5)　例題5（グローバルバッファの削除）

                  RDエリアを割り当てていないグローバルバッファ（gbuf01）を削除します。

                  pdbufmod -k del -a gbuf01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k del：グローバルバッファを削除する場合に指定します。

                        -a：削除するグローバルバッファの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　例題6（RDエリアを割り当てているグローバルバッファの削除）

                  RDエリア（RDAREA1）を割り当てているグローバルバッファ（gbuf01）を削除します。

                  pdhold -r RDAREA1 -c                              1
pdbufmod -k del -a gbuf01                         2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              RDエリアを閉塞クローズ状態にします。ただし，gbuf01がインデクス用グローバルバッファの場合はインデクス格納RDエリアを閉塞クローズ状態にします。また，インナレプリカ機能使用時は全世代のインデクス格納RDエリアを閉塞クローズ状態にします。

                           

                           	
                              グローバルバッファを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　例題7（RDエリアをグローバルバッファから切り離す）

                  RDエリア（RDAREA1）をグローバルバッファ（gbuf01）から切り離します。

                  pdhold -r RDAREA1 -c                              1
pdbufmod -k del -r RDAREA1                        2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              RDエリアを閉塞クローズ状態にします。

                           

                           	
                              RDエリアをグローバルバッファから切り離します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　例題8（グローバルバッファの定義変更）

                  グローバルバッファ（gbuf01）のバッファ面数を1000から2000に変更します。

                  pdbufmod -k upd -a gbuf01 -n 2000

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k upd：グローバルバッファの定義を変更する場合に指定します。

                        -a：定義を変更するグローバルバッファの名称を指定します。

                        -n：変更後のバッファ面数を指定します。

                     

                  

                  なお，pdbufmodコマンドで次に示す項目を変更できます。

                  
                     	
                        バッファ面数

                     

                     	
                        バッファサイズ

                     

                     	
                        同時実行最大プリフェッチ数

                     

                     	
                        一括入力最大ページ数

                     

                     	
                        デファードライトトリガ時の更新ページ出力比率

                     

                  

               
            
         
         
            9.4　サーバプロセス数を変更する方法

            
               9.4.1　サーバプロセス数の変更方法

               ここでは，サーバプロセス数の変更方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

               
                  	
                     サーバプロセス数を指定するオペランド

                  

                  	
                     サーバプロセス数を変更する方法

                  

                  	
                     サーバプロセス数を変更するときの運用例

                  

                  	
                     注意事項（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  

               

               
                  (1)　サーバプロセス数を指定するオペランド

                  
                     (a)　最大起動プロセス数を指定するオペランド

                     HiRDBが起動するサーバプロセスの最大数（最大起動プロセス数）は，次の表に示すHiRDBシステム定義のオペランドによって決まります。

                     
                        表9‒2　最大起動プロセス数を指定するオペランド
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバの種類

                                 
                                 	
                                    指定する定義

                                 
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    シングルサーバ

                                 
                                 	
                                    システム共通定義

                                 
                                 	
                                    pd_max_users

                                 
                              

                              
                                 	
                                    フロントエンドサーバ

                                 
                                 	
                                    システム共通定義

                                 
                                 	
                                    pd_max_users

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ディクショナリサーバ

                                 
                                 	
                                    ディクショナリサーバ定義，又はサーバ共通定義

                                 
                                 	
                                    pd_max_dic_process※１

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バックエンドサーバ

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバ定義，又はサーバ共通定義

                                 
                                 	
                                    pd_max_bes_process※２

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注１

                        	
                           マルチフロントエンドサーバの場合，ディクショナリサーバやバックエンドサーバには複数のフロントエンドサーバから処理要求が送られます。したがって，システム共通定義のpd_max_usersオペランドの指定値を超える処理が集中することがあります（最大でpd_max_usersオペランドの指定値×フロントエンドサーバ数の処理が集中します）。マルチフロントエンドサーバの場合は，処理の集中度に見合った最大プロセス数を算出し，pd_max_dic_processオペランド及びpd_max_bes_processオペランドに指定してください。

                        

                        	注２

                        	
                           マルチフロントエンドサーバでない場合も，RDエリアやグローバルバッファに関連する運用コマンド（pdbufls，pddbls，pdopen，pdclose，pdhold，又はpdrels）をpd_max_usersの指定値以上同時に実行すると，ディクショナリサーバにpd_max_usersの指定値を超える処理が集中することがあります。この場合も，処理の集中度に見合った最大プロセス数をpd_max_dic_processオペランドに指定してください。

                        

                        	注※１

                        	
                           pd_max_dic_processオペランドを省略した場合は，システム共通定義のpd_max_usersオペランドの値を仮定します。

                        

                        	注※２

                        	
                           pd_max_bes_processオペランドを省略した場合は，システム共通定義のpd_max_usersオペランドの値を仮定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　常駐プロセス数を指定するオペランド

                     HiRDBを開始するときに生成するサーバプロセス数（常駐プロセス数）は，pd_process_countオペランドの値によって決まります。

                     処理要求の集中度が高いシステムでは，常駐プロセス数を大きめの値に設定すれば，処理をすぐに始められます。常駐プロセス数を少ない値で設定すると，常駐プロセス数よりも多い処理要求が集中した場合に，HiRDBは最大起動プロセス数を上限としてサーバプロセスを起動し要求に応じますが，プロセス起動の分だけ処理開始が遅くなります。ただし，常駐プロセス数を大きく設定すると，常にサーバプロセスが起動しているため，数に応じてメモリ占有量が大きくなります。そのため，常駐プロセス数の設定は，処理の集中度とメモリ占有量を考慮してするようにしてください。

                  
               
               
                  (2)　サーバプロセス数を変更する方法

                  サーバプロセス数を変更するには次に示す方法があります。

                  
                     	
                        pdchprcコマンドで変更する

                     

                     	
                        HiRDBシステム定義で変更する

                     

                  

                  
                     (a)　pdchprcコマンドで変更する方法

                     pdchprcコマンドで，最大起動プロセス数及び常駐プロセス数を変更できます。ただし，pdchprcコマンドでのプロセス数の変更は一時的なものです。HiRDBが終了するか，又はpdchprcコマンドが実行されるまでの間だけ有効です。

                  
                  
                     (b)　HiRDBシステム定義で変更する方法

                     表「最大起動プロセス数を指定するオペランド」に示すオペランドとpd_process_countオペランドの値を変更してください。なお，表「最大起動プロセス数を指定するオペランド」に示すオペランドの値を変更する場合は，正常終了又は計画停止させてください。HiRDBを強制終了，又は異常終了した後に表「最大起動プロセス数を指定するオペランド」に示すオペランドの値を変更すると，HiRDBの再開始時にエラーとなり，HiRDBが再開始できないことがあります。ただし，pd_process_countオペランドの値だけを変更する場合，終了モードは関係ありません。

                     システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できます。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                        Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  
               
               
                  (3)　サーバプロセス数を変更するときの運用例

                  pdchprcコマンドで，HiRDB稼働中に最大起動プロセス数及び常駐プロセス数を一時的に変更できます。運用例を次に示します。

                  
                     (a)　バッチ処理でサーバプロセス数を減少させる運用

                     オンライン業務終了後，夜間バッチ処理をするときに，サーバプロセスの常駐プロセス数を一時的に減少させます。夜間バッチ処理では，オンライン業務のように同時に処理要求が発生することは少ないと考えられます。そのため，オンライン業務中のようにサーバプロセスを多数起動しておく必要はなく，夜間バッチ処理が必要とする分だけ，サーバプロセスを起動しておけばよいことになります。バッチ処理でサーバプロセス数を減少させる運用を次の図に示します。

                     
                        図9‒2　バッチ処理でサーバプロセス数を減少させる運用
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　相互系切り替え環境でのシステム縮退運用

                     相互系切り替え環境では，系切り替えが発生すると一つのサーバマシンで複数のHiRDBを運用する事態が発生し，一時的にメモリ占有量が拡大します。この場合，pdchprcコマンドを使用してHiRDBのサーバプロセス数を少なくするように設定すると，メモリ占有量の拡大を最小限に抑え込めます。相互系切り替え環境でのシステム縮退運用を次の図に示します。

                     
                        図9‒3　相互系切り替え環境でのシステム縮退運用
                        [image: [図データ]]

                     
                  
               
               
                  (4)　注意事項（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  pdchprcコマンドで，サーバプロセスの最大数を０にするときは注意してください。システムマネジャと同じユニットに配置したフロントエンドサーバのサーバプロセスの最大数を０にすると，次に示すユティリティが実行できなくなります。

                  
                     	
                        データベース構成変更ユティリティ

                     

                     	
                        データベース作成ユティリティ

                     

                     	
                        データベース再編成ユティリティ

                     

                     	
                        データベース状態解析ユティリティ

                     

                     	
                        最適化情報収集ユティリティ

                     

                  

               
            
         
         
            9.5　ユーザ数を増やすときにすること

            
               9.5.1　ユーザ数が増えた場合に見直す項目

               ここでは，ユーザ数が増えた場合に見直す項目について説明します。

               
                  (1)　HiRDBシステム定義のオペランド

                  ユーザ数が増えた場合，次に示すオペランドの指定値を見直す必要があります。

                  
                     	
                        pd_max_users

                     

                     	
                        pd_max_server_process※

                     

                     	
                        pd_utl_exec_mode

                     

                     	
                        pd_system_complete_wait_time

                     

                     	
                        pd_process_terminator_max

                     

                     	
                        pd_queue_watch_time

                     

                     	
                        pd_process_count

                     

                     	
                        pd_lck_pool_size

                     

                     	
                        pd_fes_lck_pool_size

                     

                     	
                        pd_sql_object_cache_size

                     

                     	
                        pd_table_def_cache_size

                     

                     	
                        pd_view_def_cache_size

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        pd_max_server_processオペランドを省略すると，このオペランドの値をHiRDBが自動計算します。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBが使用する共用メモリ

                  HiRDBが使用する共用メモリが増加します。そのため共用メモリが取得できなくなる可能性があります。その場合，KFPO00113-Eメッセージでshmget()システムコールのエラーが通知されるのでメッセージを基に対策してください。

                  
                     	
                        errno=22の場合は，OSのオペレーティングシステムパラメタ（shmmax，shminfo_shmmax，又はSHMMAX）を大きくする必要があります。

                     

                     	
                        errno=12の場合は，メモリを増設するか又はほかのプログラムを停止する必要があります。

                     

                  

                  OSのオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  OSのオペレーティングシステムパラメタの変更方法については，各OSのマニュアルを参照してください。なお，オペレーティングシステムパラメタ変更後は，一度OSをリブートしないとその値は有効にならないため注意してください。

                  共用メモリ及びセマフォに関する数値が実際にどのくらいになるかは，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (3)　HiRDBが使用するポート数

                  ユーザ数が増えた場合，HiRDBが使用するポート数が増加します。ポート数が不足すると，処理が中断したり，ほかのプログラムの通信処理に影響を与えたりします。OSが自動的に割り当てるポート数はOSによって異なるため，各サーバマシンのネットワークに関する設定を確認してください。HiRDBが使用するポート数については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  OSが自動的に割り当てるポート数で足りない場合は，pd_registered_portオペランドでHiRDBが使用するポート番号を範囲指定してください。詳細については，「通信処理で使用するポート番号を範囲指定する方法」を参照してください。

               
               
                  (4)　排他制御用プールサイズ

                  ユーザ数が増えた場合，排他要求数が増加します。その結果，排他制御用プールサイズの不足によるエラーが発生することがあります（KFPS00443-Iメッセージが出力されます）。この場合，pd_lck_pool_sizeオペランドの指定値を見直してください。

                  なお，排他制御用プールサイズ不足がフロントエンドサーバで発生した場合は，pd_fes_lck_pool_sizeオペランドの指定値を見直してください。排他制御用プールサイズ不足がどのサーバで発生したかは，KFPS00443-Iメッセージに表示されます。

               
               
                  (5)　使用するセマフォ数及びセマフォ識別子数（HiRDB/シングルサーバ限定）

                  HiRDB/シングルサーバの場合は，使用するセマフォ数及びセマフォ識別子数が増加します。その場合，KFPS01815-E又はKFPO00107-Eメッセージによって，semget()システムコールのエラーが通知されるのでメッセージから対策を行ってください。

                  
                     	
                        errno=22の場合は，OSのオペレーティングシステムパラメタ（semmns，seminfo_semmns，又はSEMMNS）を大きくする必要があります。

                     

                     	
                        errno=28の場合は，OSのオペレーティングシステムパラメタ（semmni，seminfo_semmni，又はSEMMNI）を大きくする必要があります。

                     

                  

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，セマフォ数及びセマフォ識別子数に影響を及ぼしません。

                  OSのオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (6)　ステータスファイルの容量

                  ステータスファイルの容量が増加します。ステータスファイルの容量見積もりは，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  容量見積もりの後に，ステータスファイルを再作成してください。

                  ステータスファイルを再作成する場合，pdstsinitコマンドの-cオプションの指定値（レコード数）を大きくしてください。

                  なお，ユニット用ステータスファイル，及びサーバ用ステータスファイルの両方とも再作成してください。

               
               
                  (7)　OSのオペレーティングシステムパラメタ

                  ユーザ数が増えた場合，OSのオペレーティングシステムパラメタを見積もり直してください。OSのオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  また，AIX版の場合，次に示すOSのオペレーティングシステムパラメタの値も大きくする必要があります。

                  
                     	
                        somaxconn

                     

                     	
                        maxuproc

                     

                  

               
               
                  (8)　HiRDB購入時の契約ユーザ数を超える場合

                  HiRDB購入時の契約ユーザ数を超える場合は，新たにHiRDBアップグレードが必要となります。

               
            
         
         
            9.6　HiRDBに接続できないクライアントが発生するときの対処方法（クライアントグループの接続枠保証機能）

            
               9.6.1　クライアントグループの接続枠保証機能の概要

               pd_max_usersで指定した数（最大同時接続数）のクライアントがHiRDBに接続していると，新たなクライアントはHiRDBに接続できなくなります。このため，重要な業務を実施するクライアントがHiRDBに接続できないことがあります。このような場合，クライアントグループの接続枠保証機能を使用してください。

               
                  (1)　クライアントグループの接続枠保証機能とは

                  HiRDBに接続するクライアントを次に示すようにグループ化して，各クライアントグループのHiRDBへの接続枠を保証できます。

                  
                     	X/Open XAインタフェースのクライアントグループ（XA）

                     	
                        X/Open XAインタフェースでHiRDBにアクセスするクライアントのグループです。クライアントがPC又はWSであっても，X/Open XAインタフェースでHiRDBにアクセスすると，X/Open
                           XAインタフェースのクライアントグループとなります。

                     

                     	PCクライアントのクライアントグループ（PC）

                     	
                        Windows系及びLinux系クライアントのグループです。

                     

                     	WSクライアントのクライアントグループ（WS）

                     	
                        UNIX系クライアントのグループです。

                     

                  

                  注　（　）内の文字列はクライアントグループの名称です。

                  接続枠を指定したクライアントグループに所属するクライアントは，ほかのクライアントグループのクライアントによるHiRDBへのアクセスが集中したときでも，接続最低保証数まではHiRDBに確実に接続できます。クライアントグループの接続枠保証機能を次の図に示します。

                  
                     図9‒4　クライアントグループの接続枠保証機能
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (2)　ユーザが任意にクライアントグループを決められます

                  （1）で説明したクライアントグループは，HiRDBが決めているクライアントグループです。このほかにユーザが任意にクライアントグループを決められます。ユーザが任意に決めたクライアントグループは，10グループまで指定できます。

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (3)　環境設定方法

                  クライアントグループの接続枠保証機能を使用する場合は，次に示すオペランドを指定します。

                  
                     	
                        システム共通定義のpdcltgrpオペランド

                     

                     	
                        クライアント環境定義のPDCLTGRPオペランド※

                     

                  

                  注※　ユーザ任意のクライアントグループを定義する場合に指定します。

                  環境設定方法を例題形式で説明します。

                  
                     	例題１

                     	
                        WSクライアント５ユーザ分，PCクライアント10ユーザ分の接続枠を保証するようにします。

                        なお，pd_max_users=100を指定しているとします。

                        [image: [図データ]]

                        ●システム共通定義の指定

                        pdcltgrp -g WS -u 5
pdcltgrp -g PC -u 10

                     

                     	例題２

                     	
                        ユーザ任意のクライアントグループを設定し，グループＡは５ユーザ分，グループＢは15ユーザ分の接続枠を保証するようにします。

                        なお，pd_max_users=100を指定しているとします。

                        [image: [図データ]]

                        ●システム共通定義の指定

                        pdcltgrp -g A -u 5
pdcltgrp -g B -u 15

                        ●グループＡのクライアント環境定義の指定

                        PDCLTGRP = A

                        ●グループBのクライアント環境定義の指定

                        PDCLTGRP = B

                     

                     	例題３

                     	
                        PCクライアント5ユーザ分の接続枠を保証するようにします。また，ユーザ任意のクライアントグループを設定し，グループＡは５ユーザ分，グループＢは15ユーザ分の接続枠を保証するようにします。

                        なお，pd_max_users=100を指定しているとします。

                        [image: [図データ]]

                        ●システム共通定義の指定

                        pdcltgrp -g PC -u 5
pdcltgrp -g A -u 5
pdcltgrp -g B -u 15

                        ●グループＡのクライアント環境定義の指定

                        PDCLTGRP = A

                        ●グループBのクライアント環境定義の指定

                        PDCLTGRP = B

                        
                           	参考

                           	
                              pdcltgrpオペランドとPDCLTGRPオペランドの指定値が合っていない場合，ユーザ任意のクライアントグループは無視されます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　注意事項

                  
                     	
                        自由利用枠を小さく設定しないでください。小さく設定すると，ユティリティ又はUAPが接続ユーザ数オーバになる確率が高くなります。

                     

                     	
                        pdcltgrpオペランドの-uオプションで指定した接続保障ユーザ数の合計がpd_max_usersオペランドの値以上にならないようにしてください。pd_max_usersオペランドの値以上になった場合，HiRDB開始処理が中止します。

                     

                     	
                        ユティリティ（データベース定義ユティリティを除く）は，クライアントグループ化できません。

                     

                     	
                        X/Open XAインタフェースのクライアントグループ（XA）を指定するには，HiRDBクライアントのバージョンが次に示すどちらかの条件を満たす必要があります。

                        
                           	
                              04-05（05-00及び05-01では指定できません）

                           

                           	
                              05-02以降

                           

                        

                     

                     	
                        PCクライアントのクライアントグループ（PC）又はWSクライアントのクライアントグループ（WS）を指定するには，HiRDBクライアントのバージョンが次に示す条件を満たす必要があります。

                        
                           	
                              04-00以降

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　リソースの使用率の監視との関連

                  pd_max_usersの使用率の監視をしている場合※，クライアントグループの接続枠保証機能を使用すると，pd_max_usersオペランドの使用率のほかに自由利用枠の使用率についても監視を適用します。ただし，自由利用枠が10ユーザ以上あることが条件となります。

                  
                     	注※

                     	
                        次に示すどちらかのオペランドを指定している場合です。

                        
                           	
                              pd_watch_resource = AUTO

                           

                           	
                              pd_max_users_wrn_pnt

                           

                        

                     

                  

                  次に，pd_max_usersの使用率の監視をしている場合に，エラーメッセージが出力されるタイミングの例を示します。

                  
                     	（例）

                     	
                        pd_max_usersの使用率が80％になったときにメッセージを出力する指定をしています。

                        [image: [図データ]]

                     

                  

               
            
         
         
            9.7　通信処理で使用するポート番号を範囲指定する方法

            
               9.7.1　ポート番号を範囲指定する方法及び注意事項

               HiRDBサーバとHiRDBクライアント間，又はHiRDBサーバ間の通信処理で使用するポート番号は，OSが自動的に割り当てています。通信処理が大量に発生すると，ポート番号の不足によって処理が中断したり，又はほかのプログラムの通信処理に影響を及ぼしたりします。これを防ぐために，HiRDBが通信処理で使用するポート番号を範囲指定できます。

               なお，通信処理で使用するポート番号が少ない場合には，この機能を使用する必要はありません。また，この機能はサーバ間通信に該当します。HiRDB下のすべてのプロセスに有効となるものではありません。コマンドなどの通信処理ではOSが割り当てるポート番号を使用します。

               Linux版の場合にポート番号を範囲指定するかどうかを検討してください。そのほかのOS版ではポート番号の範囲指定は必要ありません。

               
                  (1)　HiRDBが使用するポート数

                  HiRDBが使用するポート数については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　ポート番号を範囲指定するには

                  pd_registered_portオペランドでポート番号を範囲指定します。

               
               
                  (3)　注意事項

                  pd_registered_portオペランドで範囲指定するポート番号は，次に示すポート番号と重複しないようにしてください。重複すると，HiRDBを開始できないなどの不具合が発生することがあります。

                  
                     	
                        pd_name_portオペランドで指定したポート番号

                     

                     	
                        pd_service_portオペランドで指定したポート番号

                     

                     	
                        pdunitオペランドの-pオプションで指定したポート番号

                     

                     	
                        pd_crypto_service_portオペランドで指定したポート番号

                     

                     	
                        /etc/servicesに登録されているポート番号

                     

                     	
                        クライアント環境定義のPDCLTRCVPORTオペランドで指定したポート番号（HiRDBクライアントがHiRDBサーバと同一サーバマシン上に存在する場合）

                     

                     	
                        ほかのプログラムで使用しているポート番号

                     

                  

                  pd_registered_port_checkオペランドにY，C，又はWを指定すると，5のポート番号の重複チェックをHiRDBが行います。このオペランドにNを指定した場合は，ポート番号の重複チェックをHiRDBは行いません。この場合，HiRDB管理者がポート番号の重複チェックを行う必要があります。

                  
                     	ポイント

                     	
                        
                           	
                              マルチHiRDB環境の場合，各HiRDBのポート番号の予約範囲（pd_registered_portオペランドの指定範囲）が重複しないようにしてください。

                           

                           	
                              系切り替え機能を使用していて，一つのサーバマシンに複数のユニットが存在する場合は，システム共通定義ではなく，ユニット制御情報定義のpd_registered_portオペランドを指定してください。そのとき，各ユニットのポート番号の予約範囲が重複しないようにしてください。

                           

                           	
                              pd_registered_port_levelオペランドでHiRDB予約ポート機能の対象範囲を指定できます。詳細については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。
                                 

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            9.8　ホスト名を変更する方法

            
               9.8.1　HiRDBの稼働中にホスト名を変更する手順

               実行者　HiRDB管理者

               ここでは，HiRDBの稼働中にホスト名（コンピュータ名）を変更する方法について説明します。

               HiRDBの稼働中にホスト名を変更する場合は，次の手順に従ってください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

                  	注※

                  	
                     指定値がAUTOのままの場合，OSの再起動が行われるとHiRDBも自動的に開始しますが，HiRDBシステムが起動に失敗します。

                  

                  	NetBackup連携機能使用時に標準ホスト名（コンピュータ名）を変更する場合

                  	
                     NetBackup連携機能を使用していて，HiRDBの稼働中に標準ホスト名（コンピュータ名）を変更する場合は，NetBackupに添付されているドキュメントを参照して，NetBackupサーバ，及びNetBackupクライアントの設定を行ってください。また，HiRDBでは，次のどちらかを実施する必要があります。

                     
                        	
                           標準ホスト名（コンピュータ名）を変更した後，初回のHiRDB開始直後にバックアップを取得し直します。

                        

                        	
                           1.が実施できない場合で，標準ホスト名（コンピュータ名）を変更する前のバックアップを使用して回復を行うときは，次の箇所を参照して，環境設定，及び運用を実施します。

                           ・スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                           ・スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                           ・1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                           ・影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項」

                        

                     

                  

               

            
         
         
            9.9　コマンドのデッドロックプライオリティ値を変更する方法

            ここでは，次に示すコマンドのデッドロックプライオリティ値を変更する方法について説明します。

            
               	
                  pdhold -b（バックアップ閉塞）

               

               	
                  pdhold -s（同期化閉塞）

               

               	
                  pddbchg（レプリカRDエリアのレプリカステータスの切り替え）

               

               	
                  pdorbegin（オンライン再編成のデータベース静止化）

               

               	
                  pdorend（オンライン再編成の追い付き反映）

               

            

            
               9.9.1　コマンドのデッドロックプライオリティ値

               コマンドのデッドロックプライオリティ値は通常UAPより低いため，デッドロックが発生した場合，コマンドがエラーになります。コマンドをエラーにしたくない場合は，UAPよりコマンドのデッドロックプライオリティ値を高くしてください。なお，コマンドのデッドロックプライオリティ値を高くした場合，デッドロックが発生するとトランザクションがエラーになります。

               
                  (1)　デッドロックプライオリティ値を変更できるコマンド

                  次に示すコマンドのデッドロックプライオリティ値を変更できます。

                  
                     	
                        pdhold -b（バックアップ閉塞）

                     

                     	
                        pdhold -s（同期化閉塞）

                     

                     	
                        pddbchg（レプリカRDエリアのレプリカステータスの切り替え）

                     

                     	
                        pdorbegin（オンライン再編成のデータベース静止化）

                     

                     	
                        pdorend（オンライン再編成の追い付き反映）

                     

                  

               
               
                  (2)　デッドロックプライオリティ値の一覧

                  デッドロックプライオリティ値の一覧を次の表に示します。

                  
                     表9‒3　デッドロックプライオリティ値の一覧
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 種別及び条件

                              
                              	
                                 デッドロックプライオリティ値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 UAP

                              
                              	
                                 クライアント環境定義のPDDLKPRIOの値

                              
                              	
                                 96

                              
                              	
                                 96

                              
                           

                           
                              	
                                 64

                              
                              	
                                 64

                              
                           

                           
                              	
                                 32

                              
                              	
                                 32

                              
                           

                           
                              	
                                 省略

                              
                              	
                                 X/Open XAインタフェースを使用する場合

                              
                              	
                                 96

                              
                           

                           
                              	
                                 X/Open XAインタフェースを使用しない場合

                              
                              	
                                 64

                              
                           

                           
                              	
                                 ユティリティ

                              
                              	
                                 64

                              
                           

                           
                              	
                                 コマンド

                              
                              	
                                 pdhold -b，pdhold -s，pddbchg，pdorbegin，pdorend

                              
                              	
                                 pd_command_deadlock_priorityの値※

                              
                           

                           
                              	
                                 上記以外のコマンド

                              
                              	
                                 64

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        このオペランドにデッドロックプライオリティ値として32，64，96，120のどれかを指定できます。このオペランドを省略した場合，排他資源の種別によってデッドロックプライオリティ値が次のとおりに設定されます。

                        
                           	
                              64に設定される排他資源

                              ディクショナリ表（DICT）

                           

                           	
                              120に設定される排他資源

                              RDエリア（RDAR）

                              RDエリア増分（RDLF）

                              RDエリア状態（RDAS）

                              バックアップ閉塞（HOLD）

                              インナレプリカ構成（INRP）

                              レプリカグループ構成（RPGP）

                           

                        

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              デッドロックプライオリティ値が小さい方が処理の優先度が高くなります。デッドロックプライオリティ値が大きくなるほど優先度が低くなります。

                           

                           	
                              デッドロックプライオリティ値が同じ場合は，先に実行したトランザクションが優先されます。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               9.9.2　環境設定

               コマンドのデッドロックプライオリティ値を変更する場合，次に示すオペランドを指定してください。

               
                  	
                     pd_deadlock_priority_use

                     コマンドのデッドロックプライオリティ値を変更するかどうかを指定します。変更する場合はYを指定します。

                  

                  	
                     pd_command_deadlock_priority

                     コマンドのデッドロックプライオリティ値を指定します。指定できる値は32，64，96，120のどれかです。

                  

               

            
            
               9.9.3　運用方法

               
                  (1)　コマンドのデッドロックプライオリティ値を変更するときの運用手順

                  コマンドのデッドロックプライオリティ値を変更するときの運用手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              デッドロックを発生する可能性があるトランザクションのデッドロックプライオリティ値（クライアント環境定義のPDDLKPRIOオペランドの値）を確認します。

                           

                           	
                              pd_deadlock_priority_useオペランドにYを指定します。

                           

                           	
                              pd_command_deadlock_priorityオペランドにコマンドのデッドロックプライオリティ値を指定します。

                              
                                 	ポイント

                                 	
                                    pd_command_deadlock_priorityオペランドの指定値の目安を次に示します。

                                    
                                       	
                                          デッドロック発生時にトランザクションをエラーにする場合は，オペランドの指定値を次に示す条件を満たすようにしてください。

                                          pd_command_deadlock_priorityの値＜PDDLKPRIOの値

                                       

                                       	
                                          デッドロック発生時にコマンドをエラーにする場合は，オペランドの指定値を次に示す条件を満たすようにしてください。

                                          pd_command_deadlock_priorityの値＞PDDLKPRIOの値

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　オペランドの指定例

                  次に示す運用をするときのオペランドの指定例を説明します。

                  
                     	
                        UAP1のトランザクションとコマンドでデッドロックが発生した場合，コマンドをエラーにする

                     

                     	
                        UAP2のトランザクションとコマンドでデッドロックが発生した場合，UAP2をエラーにする

                     

                  

                  このときのオペランドの指定例を次に示します。

                  UAP1を実行するクライアント環境定義の指定

                  PDDLKPRIO 32

                  UAP2を実行するクライアント環境定義の指定

                  PDDLKPRIO 96

                  システム共通定義の指定

                  pd_deadlock_priority_use = Y
pd_command_deadlock_priority = 64

               
            
         
         
            9.10　排他制御用プールを分割する方法

            
               9.10.1　排他制御用プールの分割の概要

               通常，排他制御の処理はサーバごとに一元管理されており，排他制御用プールは一つです。そのため，トランザクションの多重実行数と稼働率が高いシステムでは，排他制御処理のためのスレッド間ロック待ち数がトランザクションの常時多重実行数と同じになり，排他制御の操作に時間が掛かってしまいます。

               この状態は，排他制御用プールを複数に分割して，排他制御の処理を分散させることで回避できます。排他制御用プールを分割したものを排他制御用プールパーティションといいます。

               それぞれの排他資源が，異なる排他制御用プールパーティションを使用すると，排他制御処理が分散され，排他制御処理のためのスレッド間ロック待ち数が少なくなる場合があります。これによって，排他制御に掛かる時間が減るため，SQLの実行時間が短縮できます。排他制御処理の分散の例を次の図に示します。

               
                  図9‒5　排他制御処理の分散
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	［説明］

                  	
                     排他制御用プールが一つの場合は，排他資源Aの排他操作が終わるまで，排他資源B及びCの排他操作は待たされます。一方，排他制御用プールが複数ある場合は，排他資源A，排他資源B，排他資源Cそれぞれの排他操作が同時に行われます。

                  

               

               ただし，特定の排他資源に対して処理が集中した場合は，排他制御処理は分散されません。この場合，排他制御用プールパーティションのスレッド間ロック待ち数は変わらないため，SQLの実行時間は短縮できません。

               
                  (1)　指定方法

                  pd_lck_pool_partitionオペランド（フロントエンドサーバの場合はpd_fes_lck_pool_partitionオペランド）に排他制御用プールの分割数を指定します。これによって，排他制御処理を分散させることができます。

                  pd_lck_pool_partitionオペランド及びpd_fes_lck_pool_partitionオペランドについては，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

                  指定値を決定する手順を次の図に示します。

                  
                     図9‒6　pd_lck_pool_partitionオペランドの指定値を決定する手順
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　初期構築時

                     pd_lck_pool_partitionオペランド（フロントエンドサーバの場合，pd_fes_lck_pool_partitionオペランド）を省略します。

                     また，初期構築以降にチューニングした場合，共用メモリの使用量が変わります。そのため，チューニングする可能性がある場合は，事前に共用メモリの使用量を計算して必要な物理メモリの確保，及びOSパラメタの設定をすることを推奨します。

                  
                  
                     (b)　チューニング

                     排他制御用プールパーティション数をチューニングする場合は，次の情報が必要になります。

                     
                        	
                           SQL実行時間（SQLトレースに出力されます）

                        

                        	
                           サーバごとの排他制御用プールパーティションのスレッド間ロック待ち数（システムの稼働に関する統計情報に出力されます）

                        

                        	
                           排他制御用プールパーティションごとの排他制御用プールパーティションのスレッド間ロック待ち数（pdls -d lck -Tコマンドで表示されます）

                        

                     

                     実際に業務内容を想定した多重実行数と稼働率でアプリケーションを実行し，チューニング情報を取得してください。取得したチューニング情報を基に排他制御用プールパーティション数を徐々に増加しながら，業務アプリケーション全体でSQL実行時間の合計が最も短くなる排他制御用プールパーティション数を設定してください。

                     ただし，次に示す場合は排他制御用プールパーティション数をチューニング前の値に戻して，ほかの方法で性能向上を図ってください。

                     
                        	
                           排他制御用プールパーティション数を増やしたが，排他制御用プールパーティションのスレッド間ロック待ち数が減少しない場合

                        

                        	
                           排他制御用プールパーティション数を増やしたことによって排他制御用プールパーティションのスレッド間ロック待ち数が減少したが，SQLの実行時間が短くならない場合

                        

                     

                     なお，排他制御処理を分散させた場合，ハッシュ分割によって排他資源ごとに使用する排他制御用プールパーティションを決定します。そのため，対象となる排他資源によっては，使用する排他制御用プールパーティションに偏りが発生することがあります。使用する排他制御用プールパーティションが偏ると，次の現象が発生するおそれがあります。

                     
                        	
                           排他制御の性能が改善しない

                           pdls -d lck -Tコマンドを実行し，排他制御用プールパーティションごとのスレッド間ロック待ち数の平均値に偏りがあるかどうか確認してください。偏りがある場合は，pd_lck_pool_partitionオペランド（フロントエンドサーバの場合はpd_fes_lck_pool_partitionオペランド）の値を，現在の指定値より大きい素数に変更してください。これによって，ハッシュ分割の偏りを解消します。

                        

                        	
                           排他制御用プールパーティションのサイズ不足

                           pdls -d lck -p -eコマンドを実行し，排他制御用プールパーティションごとに使用した排他資源の使用率の最高値が，パーティションごとに大きく異なるかどうか確認してください。大きく異なっている場合は，pd_lck_pool_partitionオペランド（フロントエンドサーバの場合はpd_fes_lck_pool_partitionオペランド）の値を，現在の指定値より大きい素数に変更してください。これによって，ハッシュ分割の偏りを解消します。又は，pd_lck_pool_sizeオペランド（フロントエンドサーバの場合はpd_fes_lck_pool_sizeオペランド）の値を増やしてください。これによって，排他資源管理テーブルの容量を増やします。

                           
                              	参考

                              	
                                 排他制御用プールのサイズは，pd_lck_pool_sizeオペランドで変更します。排他制御用プールはHiRDBによって排他制御用プールパーティションに割り当てられるため，排他制御用プールパーティションのサイズは排他制御用プールのサイズに比例します。排他制御用プールパーティションの利用率は，システムの稼働に関する統計情報に出力されます。利用率が高い場合は，より多くの排他資源を必要とするトランザクションを実行すると排他制御用プールパーティションのサイズ不足が発生し，トランザクションが実行できなくなります。その場合は，pd_lck_pool_sizeオペランドの指定値を増加することを検討してください。なお，システムの稼働に関する統計情報については，マニュアル「HiRDB
                                    コマンドリファレンス」を参照してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　排他制御処理を分散させた場合のメリット及びデメリット

                  排他制御処理を分散させた場合のSQLごとのメリット及びデメリットを次の表に示します。

                  
                     表9‒4　排他制御処理を分散させた場合のメリット及びデメリット
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 SQL

                              
                              	
                                 排他制御用プールパーティション数を増やした場合

                              
                              	
                                 排他制御用プールパーティション数を減らした場合

                              
                           

                           
                              	
                                 メリット

                              
                              	
                                 デメリット

                              
                              	
                                 メリット

                              
                              	
                                 デメリット

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 処理完了時にCOMMIT及びROLLBACKをしないSQL（ほとんどの操作系SQL及び制御系SQLの一部など）

                              
                              	
                                 多重実行時のSQL性能が向上します。

                              
                              	
                                 SQL単体の性能が劣化します。

                              
                              	
                                 SQL単体の性能が向上します。

                              
                              	
                                 多重実行時のSQLの性能が劣化します。

                              
                           

                           
                              	
                                 処理完了と同時にCOMMIT又はROLLBACKをするSQL（COMMIT，ROLLBACK，定義系SQL，PURGE TABLEなど）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 多重実行時のSQLの性能が劣化します。また，SQL単体の性能も劣化します。

                              
                              	
                                 多重実行時のSQLの性能が向上します。また，SQL単体での性能も向上します。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                        
                     

                     
                        （凡例）　−：該当しません。

                     

                  
               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        排他制御処理を分散させると，排他制御が使用する管理情報を排他制御用プールパーティション数分追加するため，ユニットコントローラ用共用メモリのサイズが増加します。ユニットコントローラが使用する共用メモリの計算式については，マニュアル「HiRDB
                           システム導入・設計ガイド」を参照してください。排他制御用プールパーティション数を増やす場合は，ユニットコントローラ用共用メモリのサイズの増加によって，物理メモリやOSパラメタの指定値が不足しないよう，必要に応じてシステム構成を変更してください。

                     

                     	
                        排他制御用プールパーティションのスレッド間ロック待ち数が0，又は0に近い値の場合でも，スレッド間ロック待ちが発生していることがあります。その場合は，「チューニング」を行っても性能が向上しないことがあります。性能が向上しないときは，次を実施してください。

                        ・同時実行するUAP又はユティリティの数を減らす

                        ・業務又はHiRDBシステム定義を見直して，排他要求数を減らす

                     

                  

               
            
         
         
            9.11　トランザクション回復メッセージキューサイズを変更する方法

            
               9.11.1　トランザクション回復メッセージキューサイズの適用基準，及び変更方法

               トランザクション回復メッセージキューとは，回復対象となるトランザクションを一時的に格納しておくための領域です。HiRDBは，トランザクションの回復処理を行うとき，回復対象となるトランザクションをトランザクション回復メッセージキューに登録します。登録されたトランザクションは，トランザクション回復メッセージキューから取り出され，回復処理が行われます。

               トランザクションがトランザクション回復メッセージキューに登録されるときに，多数の回復待ちトランザクションがあると，トランザクション回復メッセージキューへの登録待ちが発生し，トランザクションの回復に時間が掛かります。これを防ぐために，トランザクション回復メッセージキューのサイズを大きくすることができます。

               
                  (1)　適用基準

                  HiRDBは，トランザクション回復メッセージキューが不足すると，次のようにKFPS00854-Wメッセージを出力します。このメッセージが出力された場合は，トランザクション回復メッセージキューサイズの変更を検討してください。

                  KFPS00854-W　Insufficient memory in message buffer pool. server=_trnrcv

               
               
                  (2)　トランザクション回復メッセージキューサイズの変更方法

                  トランザクション回復メッセージキューサイズは，システム定義のpd_trn_rcvmsg_store_buflenオペランドで指定します。このオペランドの指定値の目安については，マニュアル「HiRDB
                     システム定義」を参照してください。

               
            
         
         
            9.12　OSの時刻を変更する方法

            HiRDBではシステムログファイル，ステータスファイル，及びディクショナリの中に日付・時間を格納しており，HiRDBの再開始時などにその情報を利用します。また，ユティリティの作業用ファイル中にも日付・時刻情報を持ち，チェック処理などに使用しています。そのため，OSの時刻を変更する場合は，HiRDBが持つ日付・時刻情報に影響がないようにする必要があります。OSの時刻を変更する場合の影響や注意について，次に示します。

            
               	時刻を進める場合

               	
                  統計情報が正しく表示されない，メッセージ中の時刻表示が一定時間更新されないなどの影響があります。

                  なお，HiRDB開始処理中に日時を変更すると，結果を保証できません。また，各OSによる制約事項もあるため，注意してください。

               

               	時刻を遅らせる場合

               	
                  再開始の失敗，データベース回復不正，不当なシステムウェイトなど様々な問題を引き起こすおそれがあります。時刻を遅らせる場合，手順を誤るとこのような問題を引き起こすおそれがあるため，この節で示す手順に従ってください。

               

            

            この節では，特に注意を必要とする，時刻を遅らせる場合について説明します。

            
               9.12.1　時刻を遅らせる方法

               時刻を遅らせる場合，次の二つの方法があります。システムの運用に応じてどちらかを選択してください。

               
                  	方法1：

                  	
                     時刻を遅らせた時間（例えば，1時間遅らせた場合は，1時間）が経過するのを待ってからHiRDBを開始する方法です。次のような場合にこの方法を選択してください。

                     
                        	
                           時刻を遅らせた時間が経過するのを待つ間，サービスを停止できる

                        

                        	
                           時刻を遅らせた時間が短時間である

                        

                        	
                           ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用している

                        

                        	
                           NetBackup連携機能を使用してバックアップ取得及び回復をしている

                        

                     

                  

                  	方法2：

                  	
                     時刻を遅らせた時間が経過するのを待たない方法です。ただし，HiRDBが持つ日付・時刻情報に影響がないように対処しながら時刻を遅らせる必要があります。サービス停止時間を短くする必要がある場合にこの方法を選択してください。

                  

               

               なお，これらの方法で時刻を遅らせる場合，HiRDBの運用に支障をきたさないように対処する必要があります。対処が必要な条件，対処，及び対処を誤った場合の影響を次の表に示します。

               
                  表9‒5　時刻を遅らせる場合に対処が必要な条件，対処，及び対処を誤ったときの影響
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              対処が必要な条件

                           
                           	
                              時刻を遅らせる方法

                           
                           	
                              対処

                           
                           	
                              対処を誤ったときの影響

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を使用している場合

                           
                           	
                              方法1及び方法2

                           
                           	
                              HiRDB Datareplicatorは，システムログ中の時刻情報を参照しています。そのため，時刻を遅らせることでHiRDB Datareplicatorが誤動作しないよう対処します。

                           
                           	
                              反映側のデータベースが破壊されるなどの障害が発生するおそれがあります。

                           
                        

                        
                           	
                              アンロードレスシステムログ運用をしている場合

                           
                           	
                              方法1及び方法2

                           
                           	
                              ログポイントを取得するため，時刻を遅らせた後で-zオプション指定でデータベース複写ユティリティ（pdcopy）を実行することで対処します。

                           
                           	
                              ログポイントを取得していないと，障害が発生したときに，最新の状態まで回復できません。

                           
                        

                        
                           	
                              pdcatコマンドでメッセージログファイルを表示している場合

                           
                           	
                              方法2

                           
                           	
                              メッセージログファイルは，HiRDBが出力したメッセージを時系列に記録するファイルです。pdcatコマンドはメッセージログファイルを読み込み，時刻順に表示します。時刻を遅らせることで，時刻が不正になり，pdcatコマンドの表示結果が不正にならないよう対処します。

                           
                           	
                              時刻を遅らせる以前のメッセージをHiRDBで参照できなくなります。

                           
                        

                        
                           	
                              統計情報を取得している場合

                           
                           	
                              方法2

                           
                           	
                              統計ログファイルに出力される統計情報が，時刻を遅らせることで時刻順に並ばなくなります。統計解析ユティリティ（pdstedit）による統計情報の集計結果が不正にならないよう対処します。

                           
                           	
                              時刻を遅らせる以前の統計情報を解析できなくなります。

                           
                        

                        
                           	
                              方法2で時刻を遅らせた場合

                           
                           	
                              方法2

                           
                           	
                              時刻を遅らせる前にシステムログファイルをアンロードしたり，アンロードしたファイルを退避し，削除する必要があります。

                           
                           	
                              障害発生時の回復ができなくなります。

                           
                        

                        
                           	
                              時刻を遅らせた後で，HiRDBの障害に備えてバックアップを取得し，システムログファイル及びシンクポイントダンプファイルを初期化する必要があります。

                           
                           	
                              時刻を遅らせた後で障害が発生した場合，時刻を遅らせた後の状態に回復できなくなります。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               9.12.2　方法1で時刻を遅らせる場合

               方法1で時刻を遅らせる場合，次の手順に従ってください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                     
                        	注

                        	
                           処理ボックスの左にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。 

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　HiRDBを正常終了します

                  pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

               
               
                  (2)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を使用している場合の対処（その1）

                  次の対処をしてください。なお，(b)と(c)の順序はどちらが先でもかまいません。HiRDB Datareplicatorのコマンドについては，マニュアル「HiRDBデータ連動機能
                     HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                  
                     (a)　HiRDB Datareplicatorがすべてのシステムログの抽出を完了してから，抽出したシステムログのすべてが反映側のデータベースに反映されるまで待ちます

                     すべてのシステムログの抽出が完了したかどうかの確認方法，及びすべてのシステムログが反映されたかどうかの確認方法については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能 HiRDB
                        Datareplicator」の「抽出側システムの構成変更」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を停止します

                     hdestopコマンドで，HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を停止します。

                  
                  
                     (c)　反映側のデータ連携機能を停止します

                     反映側のデータ連携機能を停止します。反映側のデータ連携機能がHiRDB Datareplicatorの場合は，hdsstopコマンドで停止します。

                  
               
               
                  (3)　システム時刻を遅らせます

                  OSの設定で時刻を遅らせます。HiRDB/パラレルサーバの場合，各サーバマシンの時刻が異なると，メッセージの突き合わせなどが煩雑になるため，各サーバマシンの時刻を同じに設定します。

               
               
                  (4)　HiRDBを正常終了した時刻になるまで待ちます

                  遅らせた分だけ（例えば，1時間遅らせた場合は，1時間），時間が経過するのを待ちます。

               
               
                  (5)　HiRDBを正常開始します

                  pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

               
               
                  (6)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を使用している場合の対処（その2）

                  次の対処をしてください。なお，(a)と(b)の順序はどちらが先でもかまいません。

                  
                     (a)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を起動します

                     hdestartコマンドで，(2)(b)で停止したHiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を起動します。

                  
                  
                     (b)　反映側のデータ連携機能を起動します

                     (2)(c)で停止した反映側データ連携機能を起動します。反映側のデータ連携機能がHiRDB Datareplicatorの場合は，hdsstartコマンドで起動します。

                  
               
               
                  (7)　アンロードレスシステムログ運用をしている場合の対処

                  ログポイントを取得するために，-zオプション指定でデータベース複写ユティリティ（pdcopy）を実行して，全RDエリアのバックアップを取得します。なお，HiRDB/パラレルサーバで全RDエリアのバックアップを取得するには，サーバごとに-zオプション指定のpdcopyコマンドを実行する必要があります。

               
            
            
               9.12.3　方法2で時刻を遅らせる場合

               方法2で時刻を遅らせる場合，次の手順に従ってください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                     [image: [図データ]]

                     
                        	注

                        	
                           処理ボックスの左にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。 

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　HiRDBを正常終了します

                  pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

               
               
                  (2)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を使用している場合の対処（その1）

                  次の対処をしてください。なお，(b)と(c)の順序はどちらが先でもかまいません。HiRDB Datareplicatorのコマンドについては，マニュアル「HiRDBデータ連動機能
                     HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                  
                     (a)　HiRDB Datareplicatorがすべてのシステムログの抽出を完了してから，抽出したシステムログのすべてが反映側のデータベースに反映されるまで待ちます

                     すべてのシステムログの抽出が完了したかどうかの確認方法，及びすべてのシステムログが反映されたかどうかの確認方法については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能 HiRDB
                        Datareplicator」の「抽出側システムの構成変更」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を停止します

                     hdestopコマンドで，HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を停止します。

                  
                  
                     (c)　反映側のデータ連携機能を停止します

                     反映側のデータ連携機能を停止します。反映側のデータ連携機能がHiRDB Datareplicatorの場合は，hdsstopコマンドで停止します。

                  
               
               
                  (3)　pdcatコマンドでメッセージログファイルを表示している場合の対処

                  
                     (a)　pdcatコマンドを実行し，出力結果を退避します

                     pdcatコマンドを実行し，出力結果をリダイレクトしてファイルに取得します。これによって，時刻を遅らせる前にメッセージログファイル（$PDDIR/spool/pdlog1，pdlog2）に出力したメッセージを退避します。HiRDB/パラレルサーバで，pd_mlg_msg_log_unitオペランドにlocalを指定している場合，すべてのユニットに対してpdcatコマンドを実行してください。

                     なお，時刻を遅らせる前のメッセージを参照する必要がない場合は，この手順は省略してかまいません。

                  
                  
                     (b)　メッセージログファイルを削除します

                     メッセージログファイル（$PDDIR/spool/pdlog1，pdlog2）をOSのコマンドで削除します。HiRDB/パラレルサーバで，pd_mlg_msg_log_unitオペランドにlocalを指定している場合，すべてのユニットでメッセージログファイルを削除してください。

                  
               
               
                  (4)　統計情報を取得している場合の対処

                  統計ログファイル（$PDDIR/spool/pdstj1，pdstj2）をOSのコマンドでほかのディレクトリにコピーし，コピー元の統計ログファイルをOSのコマンドで削除します。これによって，時刻を遅らせる前の統計ログファイルを退避します。HiRDB/パラレルサーバの場合，すべてのユニットで統計ログファイルを退避してください。

                  なお，時刻を遅らせる以前の統計情報が不要の場合は，この手順は省略してかまいません。

               
               
                  (5)　時刻を遅らせる前の対処

                  
                     (a)　システムログファイルをアンロードします

                     すべてのアンロード待ち状態のシステムログファイルをpdlogunldコマンドでアンロードします。ここでアンロードしたシステムログファイルは，障害が発生してデータベースを回復する場合に，時刻を遅らせる前の状態にするときに使用します。

                  
                  
                     (b)　アンロードログファイルを退避します

                     時刻を遅らせる前後のアンロードログファイルを異なるディレクトリで管理するため，(a)でアンロードしたアンロードログファイルをOSのコマンドでほかのディレクトリにコピーし，コピー元のすべてのアンロードログファイルをOSのコマンドで削除します。

                     
                        	注意事項

                        	
                           時刻を遅らせる前後のアンロードログファイルが同じディレクトリに混在していると，次に示す現象が発生するおそれがあります。

                           
                              	
                                 アンロードログファイル格納ディレクトリを指定してデータベースを回復する場合，データベースが破壊される

                              

                              	
                                 自動ログアンロード機能を使用している場合，作成されるアンロードログファイルのパス名に時刻情報が含まれるため，上書きされる

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (6)　システム時刻を遅らせます

                  OSの設定で時刻を遅らせます。HiRDB/パラレルサーバの場合，各サーバマシンの時刻が異なると，メッセージの突き合わせなどが煩雑になるため，各サーバマシンの時刻を同じに設定します。

               
               
                  (7)　時刻を遅らせた後の対処

                  
                     (a)　HiRDBシステムの全RDエリアのバックアップを取得します

                     HiRDBシステムの全RDエリアのバックアップを取得します。ここで取得したバックアップファイルは，障害が発生してデータベースを回復する場合に，時刻を遅らせた後の状態にするときに使用します。バックアップの取得手順を次に示します。

                     
                        	データベース複写ユティリティ（pdcopy）でバックアップを取得する場合

                        	
                           
                              	
                                 pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します。差分バックアップ機能を使用している場合，-gオプションの差分バックアップグループ名の最後に(S)を付けてください。

                              

                              	
                                 pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                              

                           

                        

                        	データベース複写ユティリティ（pdcopy）以外でバックアップを取得する場合

                        	
                           pdcopyコマンド以外（ほかの製品の機能）で，HiRDBシステムの全RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　システムログファイルを初期化します

                     時刻を遅らせた後で，時刻を遅らせる前のシステムログファイルを使用すると，HiRDBが誤動作するおそれがあるため，システムログファイルを初期化します。手順を次に示します。

                     
                        	
                           pdlogrm -d sysコマンドでシステムログファイルを削除します。

                        

                        	
                           pdloginit -d sysコマンドでシステムログファイルを再作成します。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　シンクポイントダンプファイルを初期化します

                     次に示す理由から，HiRDBが誤動作するおそれがあるため，シンクポイントダンプファイルを初期化します。

                     
                        	
                           時刻を遅らせた後で，時刻を遅らせる前のシンクポイントダンプファイルを使用すると，前回のシンクポイントダンプ取得時刻が未来の時刻になる

                        

                        	
                           シンクポイントダンプに対応したシステムログファイルが(b)で初期化されている

                        

                     

                     シンクポイントダンプファイルを初期化する手順を次に示します。

                     
                        	
                           pdlogrm -d spdコマンドでシンクポイントダンプファイルを削除します。

                        

                        	
                           pdloginit -d spdコマンドでシンクポイントダンプファイルを再作成します。

                        

                     

                  
               
               
                  (8)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を使用している場合の対処（その2）

                  次の対処をしてください。なお，(a)と(b)の順序はどちらが先でもかまいません。

                  
                     (a)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を初期化します

                     時刻を遅らせた後もHiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を正しく動作させるために，hdestart -iコマンドでHiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を初期化します。

                  
                  
                     (b)　反映側のデータ連携機能を初期化します

                     (a)でHiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を初期化したため，反映側のデータ連携機能も初期化します。反映側のデータ連携機能がHiRDB Datareplicatorの場合は，hdsstart
                        -i -qコマンドで初期化します。

                  
               
               
                  (9)　HiRDBを正常開始します

                  pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

               
               
                  (10)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を使用している場合の対処（その3）

                  次の対処をしてください。なお，(b)と(c)の順序はどちらが先でもかまいません。

                  
                     (a)　HiRDB Datareplicatorの抽出定義プリプロセスファイルを再作成します

                     (8)でHiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を初期化したため，hdeprepコマンドで抽出定義プリプロセスファイルを再作成します。

                  
                  
                     (b)　HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を起動します

                     hdestartコマンドで，(2)(b)で停止したHiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を起動します。

                  
                  
                     (c)　反映側のデータ連携機能を起動します

                     (2)(c)で停止した反映側データ連携機能を起動します。反映側のデータ連携機能がHiRDB Datareplicatorの場合は，hdsstartコマンドで起動します。

                  
               
               
                  (11)　アンロードレスシステムログ運用をしている場合の対処

                  ログポイントを取得するために，-zオプション指定でデータベース複写ユティリティ（pdcopy）を実行して，全RDエリアのバックアップを取得します。なお，HiRDB/パラレルサーバで全RDエリアのバックアップを取得するには，サーバごとに-zオプション指定のpdcopyコマンドを実行する必要があります。

               
            
            
               9.12.4　方法2で時刻を遅らせた後で障害が発生した場合のデータベースの回復

               「方法2で時刻を遅らせる場合」の手順に従って時刻を遅らせた後で障害が発生した場合の回復の方法について説明します。

               時刻を遅らせた後で障害が発生した場合の例を次の図に示します。この例を使用して説明します。

               
                  図9‒7　時刻を遅らせた後で障害が発生した場合の例
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　最新の同期点までデータベースを回復する場合の対処

                  障害発生直前の最新の同期点までデータベースを回復するには，次のように対処します。

                  
                     	アンロードレスシステムログ運用をしていないとき

                     	
                        時刻を遅らせた後に取得したバックアップファイル2，及びバックアップ取得後のログ2のアンロードログファイルを使用して，pdrstrコマンドを実行します。

                     

                     	アンロードレスシステムログ運用をしているとき

                     	
                        時刻を遅らせ，HiRDBを開始した後で取得したバックアップファイル3，及びログ2のシステムログファイルを使用して，pdrstrコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (2)　バックアップファイルを使用できない場合の対処

                  時刻を遅らせた後でバックアップの取得を忘れたり，取得したバックアップファイルが破損したりして，バックアップを使用できない場合，次の手順で回復できます。

                  
                     	アンロードレスシステムログ運用をしていないとき

                     	
                        
                           	
                              時刻を遅らせる前に取得したバックアップファイル1，及びログ1のアンロードログファイルを使用して，pdrstrコマンドで時刻を遅らせる状態までデータベースを回復します。

                           

                           	
                              時刻を遅らせた後のログ2のアンロードログファイルを使用して，pdrstrコマンドで障害発生直前の最新の同期点までデータベースを回復します。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    基本的には，ログだけを使用したデータベースの回復は，バックアップだけを使用した回復の後で実行する必要があります。上記に示したバックアップを使用できない場合の回復手順は，この節に記載している手順どおりに時刻を変更した場合にだけ実行してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                     	アンロードレスシステムログ運用をしているとき

                     	
                        バックアップファイル3が使用できないときは，バックアップファイル2を使用してバックアップファイル2取得時点までデータベースを回復します。バックアップファイル2も使用できないときは，バックアップファイル1を使用してバックアップファイル1取得時点までデータベースを回復します。

                     

                  

               
            
            
               9.12.5　方法2で時刻を遅らせる場合の制限事項

               方法2で時刻を遅らせる場合の制限事項と対策を次の表に示します。

               
                  表9‒6　方法2で時刻を遅らせる場合の制限事項と対策
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              制限事項

                           
                           	
                              対策

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用できません。

                           
                           	
                              方法1で時刻を遅らせてください。

                           
                        

                        
                           	
                              NetBackup連携機能を使用したバックアップ取得及び回復はできません。

                           
                           	
                              方法1で時刻を遅らせてください。

                           
                        

                        
                           	
                              pdfrstrコマンド実行時，-tオプションを指定していても，タイムスタンプを比較できません。

                           
                           	
                              次に示すどちらかの対策をしてください。

                              
                                 	
                                    -tオプションを使用しないで，バックアップファイルをユーザが管理するようにしてください。

                                 

                                 	
                                    時刻を遅らせた後で，pdfbkupコマンドを再度実行し，取得したバックアップファイルを使用して，pdfrstrコマンドを実行してください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              pdcspoolコマンドで一部のファイルが削除できません。

                           
                           	
                              次に示すどちらかの対策をしてください。

                              
                                 	
                                    時刻を遅らせる前にHiRDBを終了した時刻まで待ってから，pdcspoolコマンドを再度実行してください。

                                 

                                 	
                                    -dオプションに0を指定してpdcspoolコマンドを実行してください。すべてのファイルを削除できます。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDB Datareplicatorのデータ抽出機能を使用している場合，抽出対象の表を生成した時刻より遅い時刻に遅らせることはできません。

                           
                           	
                              OSの時刻を遅らせた後でHiRDB Datareplicatorの抽出機能を起動するまでに，抽出対象の表に対して次に示す手順を実行してください。

                              
                                 	
                                    データベース再編成ユティリティ（pdrorg -k unld）で表のデータをアンロードします。

                                 

                                 	
                                    DROP TABLEで表を削除します。

                                 

                                 	
                                    CREATE TABLEで表を再定義します。

                                 

                                 	
                                    データベース再編成ユティリティ（pdrorg -l reld）で表のデータをリロードします。

                                 

                                 	
                                    hdeprepコマンドでHiRDB Datareplicatorの抽出プリプロセス定義ファイルを再生成します。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/PFM-Agent for HiRDBを使用している場合，OSの時刻を遅らせてから，前回HiRDBを終了した時刻になるまでパフォーマンスデータを取得できません。

                           
                           	
                              次に示す手順を実行してください。

                              
                                 	
                                    OSの時刻を進めて，運用又はテストをする前に，JP1/PFM-Agent for HiRDBを停止してください。

                                 

                                 	
                                    運用又はテスト終了後，OSの時刻を遅らせてからJP1/PFM-Agent for HiRDBを再起動してください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDB CMを使用している場合，HiRDB CMのバックアップファイル及びアンロードログファイル管理機能を使用できません。

                           
                           	
                              次に示すどちらかの対策をしてください。

                              対策1

                              
                                 	
                                    OSの時刻を進めて，運用又はテストをする前に，HiRDB CMを停止してください。

                                 

                                 	
                                    運用又はテスト終了後，OSの時刻を遅らせてからHiRDB CMを再起動してください。

                                 

                              

                              対策2

                              
                                 	
                                    OSの時刻を遅らせる前にHiRDB CMが記憶しているバックアップファイル及びアンロードログファイルの情報を削除してください。

                                 

                                 	
                                    OSの時刻を遅らせた後で，HiRDB CMが記憶しているバックアップファイル及びアンロードログファイルの情報を再取得してください。

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               9.12.6　方法2で時刻を遅らせる場合の注意事項

               方法2で時刻を遅らせる場合の注意事項を次に示します。

               
                  (1)　コマンド又はユティリティの出力結果

                  時刻を遅らせた後で，時刻を遅らせる前にHiRDBのファイル中に記録された時刻を表示した場合，未来の時刻が表示されることがあります。

               
               
                  (2)　データベース再編成ユティリティ（pdrorg）によるインデクスの一括作成

                  HiRDBはRDエリア中の表管理情報とインデクス情報ファイルに，インデクス情報ファイルの作成時刻を保持します。インデクスの一括作成実行時，インデクス情報ファイルのデータと表のデータの整合性を確保するために，HiRDBは保持した時刻が一致しているか確認し，一致しない場合はエラー終了します。

                  システムの時刻を遅らせた後でインデクス情報ファイルを作成し，時刻を遅らせる前に作成したインデクス情報ファイルを指定した場合，RDエリア中の表管理情報の時刻が一致すると，インデクスの一括作成を実行してもエラーにならないで，表とインデクスが不整合な状態になります。不整合な状態になった場合，回復するには，インデクスの再作成（-k
                     ixrc）が必要になります。

               
               
                  (3)　再編成時期予測機能によるDBメンテナンス予定日

                  時刻を遅らせた後で，データベース状態解析ユティリティ（pddbst）による再編成時期予測機能を実行すると，DBメンテナンス予定日が時刻を遅らせる前より早まったり，不要なメンテナンスを指示したりすることがあります。

               
               
                  (4)　時刻を遅らせる前後のアンロードログファイルの管理

                  時刻を遅らせた後で，-T，-d，及び-lオプション指定でデータベース回復ユティリティ（pdrstr）を実行する場合，ログの入力順序が正しくないとデータベースが破壊されるため，時刻を遅らせる前後のアンロードログファイルは別々に管理する必要があります。

               
            
         
         
            9.13　通信情報ファイルディレクトリの変更方法

            
               9.13.1　通信情報ファイルディレクトリ変更機能の概要

               この機能は通信情報ファイルディレクトリのパスを変更できます。この機能を適用することで，マルチHiRDBシステムごとに専用の通信情報ファイルディレクトリを使用できます。

               通信情報ファイルディレクトリは，システム共通定義のpd_ipc_file_dirオペランド及びクライアント環境定義PDIPCFILEDIRに指定します。詳細は，マニュアル「HiRDB
                  システム定義」及び「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

               この機能の概念を次の図に示します。

               
                  図9‒8　通信情報ファイルディレクトリ変更機能の概念
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               9.13.2　通信情報ファイルディレクトリ変更機能の適用

               実行者　スーパユーザ及びHiRDB管理者

               この機能の適用手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                        

                        	
                           pdsetup -dコマンドを実行してHiRDBをOSから登録削除します。

                        

                        	
                           ほかのHiRDBが使用していなければ，/dev下のHiRDB/pthディレクトリを削除します。Linuxの場合，/etc/udev/devices下，又は/lib/udev/devices下にHiRDB/pthディレクトリが存在する場合は削除します。

                        

                        	
                           通信情報ファイルディレクトリを作成します。詳細は，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「通信情報ファイルディレクトリの作成」を参照してください。

                        

                        	
                           pdsetup -Iコマンドを実行してHiRDBをOSに登録し直します。

                        

                        	
                           pd_ipc_file_dirオペランド及びクライアント環境定義PDIPCFILEDIRに通信情報ファイルディレクトリを設定します。

                        

                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                        

                     

                  

               

            
            
               9.13.3　通信情報ファイルディレクトリ変更機能の適用解除

               実行者　スーパユーザ及びHiRDB管理者

               この機能の適用解除手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                        

                        	
                           pd_ipc_file_dirオペランド及びクライアント環境定義PDIPCFILEDIRの設定を削除します。

                        

                        	
                           pdsetup -dコマンドを実行してHiRDBをOSから登録削除します。

                        

                        	
                           pd_ipc_file_dirオペランドに指定していた通信情報ファイルディレクトリを削除します。

                        

                        	
                           pdsetupコマンドを実行してHiRDBをOSに登録し直します。

                        

                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                        

                     

                  

               

            
            
               9.13.4　通信情報ファイルディレクトリの変更

               実行者　スーパユーザ及びHiRDB管理者

               この機能を適用しながら通信情報ファイルディレクトリを変更する手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                        

                        	
                           変更元の通信情報ファイルディレクトリを削除します。

                        

                        	
                           変更先の通信情報ファイルディレクトリを作成します。

                           詳細は，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「通信情報ファイルディレクトリの作成」を参照してください。

                        

                        	
                           pd_ipc_file_dirオペランド及びクライアント環境定義PDIPCFILEDIRに変更先の通信情報ファイルディレクトリを設定します。

                        

                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            9.14　デッドロック監視処理時間を変更する方法

            
               9.14.1　デッドロック監視処理時間の変更方法

               デッドロックの検出方法がインターバル監視方式の場合（pd_lck_pool_partition又はpd_fes_lck_pool_partitionオペランドに2以上を指定した場合），デッドロックの監視間隔の間にデッドロックが多発するおそれがあり，デッドロックが多発すると，デッドロック監視処理にて検出するまでに長時間掛かることがあります。デッドロック監視処理中は，排他取得や排他解除を行えないため，トランザクションが長時間無応答になります。

               pd_lck_deadlock_check_timeoutオペランドに0以外の値を指定することで，デッドロック監視処理に時間が掛かる場合に監視処理を中断し，排他取得や排他解除ができるようになり，トランザクション処理を続行できます。

               トランザクションとデッドロック監視処理の関係について，次の図に示します。

               
                  図9‒9　トランザクションとデッドロック監視処理の関係
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　デッドロック監視中断後の監視処理正常化までの流れ

                  デッドロック監視処理を中断した場合，デッドロックに関連しているトランザクションは，排他待ち限界経過時間（PDLCKWAITTIMEやpd_lck_wait_timeoutなど）やHiRDBクライアントの最大待ち時間（PDCWAITTIME）経過後にロールバックすることで，デッドロックが解消されます。

                  また，デッドロックに関連していないトランザクションもデッドロック監視処理中は排他取得や排他解除ができないが，デッドロック監視中断後には排他取得や排他解除ができ，トランザクションを続行できます。

                  上記により，デッドロックの数が少なくなることでデッドロック監視処理が監視時間内に正常に終了するようになります。

               
               
                  (2)　関連する設定

                  各UAPやユティリティは排他待ち限界経過時間やHiRDBクライアントの最大待ち時間などのトランザクションのタイムアウト時間を指定してください。タイムアウトすることでデッドロックが解消し，この機能によって中断したデッドロック監視処理を正常化します。関連する各オペランドの指定の目安については，マニュアル「HiRDB
                     システム定義」を参照してください。

                  
                     	
                        pd_lck_deadlock_check_timeout

                     

                     	
                        pd_lck_deadlock_check_pause

                     

                  

               
               
                  (3)　デッドロック監視処理再開までの流れ

                  デッドロック監視処理が中断する際，KFPS00453-Eメッセージを出力します。その後，pd_lck_deadlock_check_pauseオペランド指定値時間スリープした後デッドロック監視処理を実行します。連続してデッドロック監視処理が中断した場合，KFPS00453-Eメッセージは最初の１回だけ出力します。

                  デッドロック監視処理が中断した後にデッドロック監視処理が完了した場合，KFPS00454-Iメッセージを出力します。その後，pd_lck_deadlock_check_interval指定値ごとに監視する処理に戻ります。

                  デッドロック監視処理を中断してから再開するまでの動作を次の図に示します。

                  
                     図9‒10　デッドロック監視処理を中断してから再開するまでの動作
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
         
      
   
      
         10　HiRDBファイルシステム領域の運用

         
            この章では，HiRDBファイルシステム領域，及びHiRDBファイルの運用方法について説明します。

         

         
            10.1　HiRDBファイルシステム領域に関する情報を知る方法

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDBファイルシステム領域に関する情報を知るには，次の表に示すコマンドを利用します。

            
               表10‒1　HiRDBファイルシステム領域に関する情報を表示するコマンド
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           コマンド名

                        
                        	
                           利用するときの状況

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           pdfstatfs

                        
                        	
                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域の領域長を知りたい場合

                              

                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域の未使用領域長を知りたい場合

                              

                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域内に作成したHiRDBファイル数を知りたい場合

                              

                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域内にこれから作成できるHiRDBファイル数を知りたい場合

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           pdfls

                        
                        	
                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域内にどのようなHiRDBファイルがあるか知りたい場合

                              

                              	
                                 HiRDBファイルの所有者，アクセス権，レコード長，レコード数，又は更新クローズ日時を知りたい場合

                              

                              	
                                 HiRDBファイルの排他制御の状態を知りたい場合

                              

                           

                        
                     

                  
               

            
            pdfstatfs及びpdflsコマンドを実行して表示される内容の詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

         
         
            10.2　HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法

            ここでは，HiRDBファイルシステム領域を作成（初期設定）する方法について説明します。

            
               10.2.1　作成手順

               キャラクタ型スペシャルファイル又は通常ファイルをpdfmkfsコマンドで初期設定すると，HiRDBファイルシステム領域として使用できるようになります。HiRDBファイルシステム領域を作成するときの手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           ファイル名をシンボリックリンクします。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域の所有者及びアクセス権を変更します（キャラクタ型スペシャルファイルの場合）。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を初期設定します。

                        

                        	
                           OS又はデバイスドライバの機能で，物理ボリューム及び論理ボリュームの入出力エラーを検知するまでの時間を指定します。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　ファイル名をシンボリックリンクします

                  実行者　スーパユーザ

                  HiRDBファイルシステム領域の名称には，キャラクタ型スペシャルファイル又は通常ファイルの実体名称をそのまま使用しないで，OSのlnコマンドで実体名称にシンボリックリンクした名称を使用することをお勧めします。こうすると，次に示す場合の運用が容易になります。

                  
                     	
                        ハードディスクの障害時，別のハードディスクにHiRDBファイルシステム領域を回復する場合

                     

                     	
                        RDエリアの構成変更

                     

                  

                  lnコマンドについては，OSのマニュアルを参照してください。

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域の所有者及びアクセス権を変更します（キャラクタ型スペシャルファイルの場合）

                  実行者　スーパユーザ

                  HiRDBファイルシステム領域の所有者及びアクセス権を変更してください。そうすれば，権限を持たないユーザからの不当なアクセスを防止できます。HiRDBファイルシステム領域に設定する所有者及びアクセス権を次の表に示します。

                  
                     表10‒2　HiRDBファイルシステム領域に設定する所有者及びアクセス権
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 所有者，アクセス権

                              
                              	
                                 設定する情報

                              
                              	
                                 実行するコマンド※

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 所有者

                              
                              	
                                 ユーザID

                              
                              	
                                 HiRDB管理者

                              
                              	
                                 chownコマンド

                              
                           

                           
                              	
                                 グループID

                              
                              	
                                 HiRDBグループ

                              
                              	
                                 chgrpコマンド

                              
                           

                           
                              	
                                 アクセス権

                              
                              	
                                 所有者

                              
                              	
                                 ｒｗ（読み書きができます）

                              
                              	
                                 chmodコマンド

                              
                           

                           
                              	
                                 グループ

                              
                              	
                                 ｒｗ（読み書きができます）

                              
                           

                           
                              	
                                 その他

                              
                              	
                                 −−（アクセスできません）

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　OSのコマンドです。OSのマニュアルを参照してください。

               
               
                  (3)　HiRDBファイルシステム領域を初期設定します

                  実行者　HiRDB管理者

                  pdfmkfsコマンドで，キャラクタ型スペシャルファイル又は通常ファイルをHiRDBファイルシステム領域用に初期設定します。HiRDBファイルシステム領域の設計方法については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  コマンド実行例を次に示します。

                  
                     	（例）

                     	
                        pdfmkfs -n 25 -l 5 -k DB -e 5 /svr01DB001

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	-n：HiRDBファイルシステム領域の領域長をメガバイト単位で指定します。

                           	
                              ここで指定する領域長は，パーティションの領域長と同じにするか，又は小さくしてください。パーティションの領域長より大きくすると，そのパーティションに物理的に続くパーティションを破壊する場合があります。

                           

                        

                        -l：HiRDBファイルシステム領域に作成するHiRDBファイルの最大数を指定します。

                        
                           	-k：HiRDBファイルシステム領域の使用目的を指定します。

                           	
                              DB：RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域とします。

                              SYS：システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域とします。

                              WORK：作業表用ファイル用のHiRDBファイルシステム領域とします。

                              UTL：ユティリティ用のHiRDBファイルシステム領域とします。

                              SVR：すべての目的で使用できるHiRDBファイルシステム領域とします（ユティリティ用を除く）。

                           

                        

                        -e：HiRDBファイルの増分回数の最大値を指定します。

                        /svr01DB001：作成するHiRDBファイルシステム領域（キャラクタ型スペシャルファイル又は通常ファイル）の名称を指定します。キャラクタ型スペシャルファイルの場合は，シンボリックリンクした名称を指定してください。

                     

                  

                  pdfmkfsコマンドの実行後，pdfstatfsコマンドで実行結果を確認することをお勧めします。pdfstatfsコマンドについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (4)　OS又はデバイスドライバの機能で，物理ボリューム及び論理ボリュームの入出力エラーを検知するまでの時間を指定します。

                  実行者　スーパユーザ

                  詳細については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「HiRDBファイルシステム領域を作成する準備」を参照してください。

               
            
         
         
            10.3　HiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得する方法

            実行者　HiRDB管理者

            pdfbkupコマンドで，HiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得できます。次に示す場合にpdfbkupコマンドを使用します。

            
               	
                  HiRDBファイルシステム領域内の断片化した空き領域をなくす場合

               

               	
                  HiRDBファイルシステム領域の容量やファイル数などの属性を変更する場合

               

               	
                  障害発生に備えて，HiRDBファイルシステムの内容を保存しておく場合(データベースのバックアップをRDエリア単位ではなく，HiRDBファイルシステム単位に取得したい場合)

               

            

            コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

         
         
            10.4　HiRDBファイルシステム領域を回復する方法

            実行者　HiRDB管理者

            pdfbkupコマンドで取得したバックアップからHiRDBファイルシステム領域をリストア（回復）できます。pdfrstrコマンドで，HiRDBファイルシステム領域をリストアします。次に示す場合にpdfrstrコマンドを使用します。

            
               	
                  HiRDBファイルシステム領域内の断片化した空き領域をなくす場合

               

               	
                  HiRDBファイルシステム領域の容量やファイル数などの属性を変更する場合

               

               	
                  障害発生時に，以前取得したバックアップからHiRDBファイルシステム領域の内容を回復する場合※

               

            

            
               	注※

               	
                  障害発生直前の同期点にデータベースを回復する場合，HiRDBファイルシステム領域をリストアした後，データベース回復ユティリティでアンロードログだけを使用した回復をする必要があります。

               

            

            コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

         
         
            10.5　HiRDBファイルを削除する方法

            
               10.5.1　HiRDBファイルの削除方法

               実行者　HiRDB管理者

               
                  (1)　RDエリアを構成するHiRDBファイルを削除する方法

                  RDエリアを構成するHiRDBファイルの削除及びHiRDBファイルの容量変更は，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）で実行します。

                  なお，削除したHiRDBファイルは，HiRDBを終了しなくてもデータベース構成変更ユティリティで再作成できます。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              pdfrmコマンドでHiRDBファイルを削除する場合は，RDエリアの構成に関係なく強制的に削除できるため，その実行には十分注意してください。

                           

                           	
                              pdfrmコマンドでHiRDBファイルを削除する場合，HiRDB稼働中はHiRDBが使用しているHiRDBファイルシステム領域中にあるHiRDBファイルは削除できません。HiRDBを終了した後に，pdfrmコマンドを実行してください。

                           

                        

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (2)　システムファイルを削除する方法

                  システムファイルは，次の表に示す運用コマンドで削除してください。

                  
                     表10‒3　システムファイルを削除するコマンド
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 使用するコマンド名

                              
                              	
                                 システムファイルの種類

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pdlogrm -d sys

                              
                              	
                                 システムログファイルの場合

                              
                           

                           
                              	
                                 pdlogrm -d spd

                              
                              	
                                 シンクポイントダンプファイルの場合

                              
                           

                           
                              	
                                 pdstsrm

                              
                              	
                                 ステータスファイルの場合

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              これらの運用コマンドでシステムファイルを削除できない場合は，削除できない原因を調査し，削除することに問題がなければpdfrmコマンドで削除してください。

                           

                           	
                              削除したシステムファイルは，HiRDBを終了しなくても運用コマンドで再作成できます。

                           

                        

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            10.6　ファイルアクセスエラー検知時ユニットダウン機能

            ここでは，ファイルアクセスエラー検知時ユニットダウン機能を使用する方法について説明します。なお，ここでいうファイルアクセスエラーとは，HiRDBがファイルを操作したときにアクセス権がないためファイル操作に失敗したエラーを意味し，HiRDBファイルシステムに対するアクセス要求から返されるエラーコードに-1540が出力されるエラーのことです。詳細については，マニュアル「HiRDB
               メッセージ」の「HiRDBファイルシステムのエラーコード一覧」を参照してください。

            
               10.6.1　ファイルアクセスエラー検知時ユニットダウン機能とは

               RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域のアクセス権を誤って設定すると，HiRDBはRDエリアに対するファイルアクセスエラーを検知し，そのRDエリアを障害閉塞します。ファイルアクセスエラー検知時ユニットダウン機能を使用すると，RDエリアに対するファイルアクセスエラーを検知した場合，RDエリアを閉塞しないでユニットダウンさせることができます（ただし，マスタディレクトリ用RDエリアの場合はファイルアクセスエラー検知時ユニットダウン機能を使用していなくても，障害閉塞しないでユニットダウンします）。これによって，HiRDBを再開始する前にファイルアクセスエラーの原因を取り除くことができ，RDエリアが障害閉塞することによる回復作業を回避できます。

            
            
               10.6.2　注意事項

               次に示す運用でUAP又はユティリティを実行中に，ファイルアクセスエラーを検知してユニットダウンした場合，処理対象のRDエリアが閉塞することがあります。

               
                  	
                     更新前ログ取得モード又はログレスモードで実行している場合

                  

                  	
                     CREATE TABLEのRECOVERYオペランドでNO（ログレスモード）を指定しているユーザLOB用RDエリアに対して，UAP又はユティリティを実行している場合

                  

               

               ファイルアクセスエラー検知時ユニットダウン機能を使用する場合は，できるだけこれらの運用は避けてください。もし，これらの運用が必要な場合は，RDエリアが閉塞しても最新の状態に回復できるよう，UAP又はユティリティの実行前にバックアップを取得してください。

            
            
               10.6.3　準備作業

               この機能を使用するには，システム共通定義（pdsys）を次のように指定してください。

               
                  	
                     pd_db_access_error_actionオペランドにunitdownを指定します。

                     この値を指定すると，ファイルアクセスエラーを検知した場合，KFPH23040-Iメッセージを出力し，ユニットダウンします。この場合，RDエリアの障害閉塞は発生しないため，HiRDBの再開始だけで回復します。

                  

                  	
                     pd_mode_confオペランドにMANUAL2を指定します。

                     この値を指定すると，ユニットダウン後にHiRDBを自動開始しないようにできます。

                     なお，AUTO又はMANUAL1を指定すると，ファイルアクセスエラーを検知してユニットダウンしても，原因を取り除く前にHiRDBが再開始してしまうおそれがあります。この場合，再びファイルアクセスエラーを検知してしまい，ユニットダウンと再開始が繰り返されますので注意してください。

                  

               

            
            
               10.6.4　ファイルアクセスエラーが発生した場合の対処方法

               ファイルアクセスエラー検知時ユニットダウン機能を使用していてユニットダウンが発生した場合，HiRDB管理者は次の図に示す手順に従って対応してください。

               
                  図10‒1　ファイルアクセスエラーが発生した場合の対処方法
                  [image: [図データ]]

               
            
         
         
            10.7　HDP機能を使用したHiRDBファイルシステム領域の仮想化

            
               10.7.1　HDP機能とは

               HDP機能とは，サーバマシンに仮想ボリュームを提供し，サーバマシンからのデータの書き込み要求に対して，必要な分だけの実容量を割り当てる機能のことをいいます。

               仮想ボリュームにHiRDBファイルシステム領域を作成することで，実ボリュームにHiRDBファイルシステム領域を作成する場合に比べて，容易にファイルサイズを拡張できるようになります。

               HDP機能の詳細については，HDP機能のドキュメントを参照してください。

               HDP機能の概要を次の図に示します。

               
                  図10‒2　HDP機能の概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注意事項

                  	
                     DPプールが容量不足の状態でデータの書き込み要求を行うと，入出力エラーが発生します。このため，DPプールが容量不足にならないように容量を監視する必要があります。DPプールの容量を確認する方法については，HDP機能のドキュメントを参照してください。

                  

               

            
            
               10.7.2　HiRDBファイルシステム領域を効率良く仮想化するためには

               HiRDBファイルシステム領域を効率良く仮想化する（HDP機能を有効にする）ためには，次の条件でHiRDBファイルシステム領域，及びRDエリアを作成することをお勧めします。

               
                  (1)　HiRDBファイルシステム領域

                  次の条件をすべて満たすように，pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  
                     	
                        -i及び-aオプションを指定しない

                     

                     	
                        -nオプションには，今後使用する可能性がある最大サイズを指定する

                     

                     	
                        キャラクタ型スペシャルファイルで作成する

                        
                           	参考

                           	
                              -iオプションを指定すると，HiRDBファイルシステム領域全体を初期化するため，-nオプションに指定したサイズ分の実ディスクが割り当てられます。そのため，仮想化していないことになります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリア

                  RDエリアの自動増分の適用有無によって，RDエリアの初期サイズを決めてください。RDエリアの自動増分については，「RDエリアの自動増分」を参照してください。

                  
                     	
                        RDエリアの自動増分を適用する場合

                        初期サイズを必要最低限の大きさにしてください。また，自動増分の方式は「HiRDBファイルシステム領域内でHiRDBファイルを増分する方式」を適用してください。この場合，RDエリアを自動増分するタイミングで，増分したサイズだけDPプールを使用します。

                     

                     	
                        RDエリアの自動増分を適用しない場合

                        初期サイズを，今後予想される最大使用サイズにしてください。この場合，RDエリアを作成した時点でRDエリアサイズ分のDPプールを使用します。

                        RDエリア使用量が最大使用サイズに達した場合，RDエリアの拡張を行ってください。RDエリアの拡張については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               10.7.3　ストレージを効率良く使用するための運用

               HiRDBファイルシステム領域内のHiRDBファイルを削除すると，HiRDBファイルが割り当てられていた領域は使用済み領域となります。この使用済み領域は，DPプール上のディスク割り当てが解除されないかぎり，DPプール上の実ボリュームが使われないまま確保され続けます。ここでは，使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順と，解除をお勧めする操作について説明します。

               
                  (1)　使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順

                  使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfstatfs -dコマンドで，使用済み領域のディスク割り当てを解除できるかどうか確認する。※

                           

                           	
                              pdfzeroinitコマンドで使用済み領域にゼロデータを書き込む。

                           

                           	
                              HDP機能のゼロデータ破棄を行う。

                           

                        

                        
                           	注※

                           	
                              pdfstatfs -dコマンドの実行結果の例を次に示します。

                               user area capacity               262129[kB]
 remain user area capacity        262129[kB]
 peak capacity                    131072[kB] ......1
 available file size              262129[kB]
 available file count             20
 current file count                0
 remain file count                20
 free area count                   0
 available expand count           20
 current expand count              0 ..............2
 initialize area kind       WORK
 initialize user id         hirman
 initialize time            Wed Nov 11 15:41:26 2009
 area auto expand           NOUSE

                              〔説明〕

                              
                                 	
                                    現時点でのユーザ最大使用量が割り当て単位より大きいことを確認してください。例えば，割り当て単位が32MBと仮定すると，現時点でのユーザ最大使用量は128MBであるため，ディスク割り当てを解除できることになります。

                                 

                                 	
                                    HiRDBファイル数が0であることを確認してください。

                                    
                                       	注意事項

                                       	
                                          
                                             	
                                                pdfzeroinitコマンドを実行すると，現時点で使用しているHiRDBファイルシステム領域全体にゼロデータを書き込みます。そのため，オンライン業務への影響を考慮して実行するようにしてください。

                                             

                                             	
                                                ユーザ最大使用量とDPプール上のディスク割り当て量には差異があります。ユーザ最大使用量よりDPプール上のディスク割り当て量が少ない場合にpdfzeroinitコマンドを実行すると，初期化によってDPプール上のディスク割り当て量が，ユーザ最大使用量にDPプールの割り当て単位を加算した値まで増加します。このため，DPプールが容量不足にならないように容量を監視し，DPプールの残容量がユーザ最大使用量とDPプール上のディスク割り当て量の差より十分に多い場合だけ，pdfzeroinitコマンドを実行してください。

                                             

                                             	
                                                pdfzeroinitコマンドは，初期化するサイズによって書き込み処理に時間が掛かります。なお，業務でアクセス中のHiRDBファイルシステム領域に対しては，pdfzeroinitコマンドを実行しないでください。実行した場合，業務に影響を与えるおそれがあります。

                                             

                                             	
                                                HiRDBファイルシステム領域の種別がWORKのHiRDBファイルシステム領域に対してpdfzeroinitコマンドを実行する場合は，HiRDBが停止した状態で実行してください。HiRDB稼働中に実行すると，作業表用ファイルを必要とするSQL及びユティリティに影響を与えるおそれがあります。

                                             

                                             	
                                                初期化対象の領域に対して，pdfstatfs-cコマンドを実行しないでください。実行した場合，pdfzeroinitコマンドで使用済みの領域を初期化できなくなります。

                                             

                                          

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　使用済み領域のディスク割り当て解除をお勧めする操作

                  一時的に大きなサイズのHiRDBファイルシステム領域を使用する業務で，使用済み領域のディスク割り当てを解除すると，ストレージを有効に利用できるため，効果があります。なお，効果的に使用済み領域のディスク割り当てを解除するためには，次の条件を満たしている必要があります。

                  
                     	RDエリア，共用RDエリア，システムファイル，及びリスト用RDエリアの場合：

                     	
                        一つのHiRDBファイルシステム領域に一つのHiRDBファイルを作成している。

                     

                     	RDエリア，及び共用RDエリアの場合：

                     	
                        一つのRDエリアに一つの表又は一つのインデクスだけを定義している。

                     

                  

                  使用済み領域のディスク割り当て解除をお勧めする操作を次の表に示します。

                  
                     表10‒4　使用済み領域のディスク割り当て解除をお勧めする操作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 pdfmkfsの-kオプションの指定値

                              
                              	
                                 操作の対象となるHiRDBファイルシステム領域の種類

                              
                              	
                                 操作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 DB及びSDB

                              
                              	
                                 RDエリア及び共用RDエリア

                              
                              	
                                 RDエリアの削除

                              
                           

                           
                              	
                                 RDエリアの再初期化

                              
                           

                           
                              	
                                 表の全行削除

                              
                           

                           
                              	
                                 表，インデクスの削除

                              
                           

                           
                              	
                                 表の再編成

                              
                           

                           
                              	
                                 SYS

                              
                              	
                                 システムファイル

                              
                              	
                                 システムログファイルの削除

                              
                           

                           
                              	
                                 WORK

                              
                              	
                                 作業表用ファイル

                              
                              	
                                 大きな作業表を使用する結合処理などを伴うバッチ処理

                              
                           

                           
                              	
                                 リスト用RDエリア

                              
                              	
                                 RDエリアの削除

                              
                           

                           
                              	
                                 RDエリアの再初期化

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     (a)　RDエリア削除時の使用済み領域のディスク割り当て解除

                     RDエリアを削除するときに，使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順を次の図に示します。

                     
                        図10‒3　使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順（RDエリアの削除時）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           HiRDBが稼働中の場合は，ほかのプロセスからHiRDBファイルシステム領域をアクセスしていない状態で実行する必要があります。そのため，事前にサーバプロセスのリフレッシュ（pdpfresh）を行っておくことをお勧めします。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　RDエリア再初期化時の使用済み領域のディスク割り当て解除

                     RDエリアを再初期化するときに，使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順を次の図に示します。

                     
                        図10‒4　使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順（RDエリアの再初期化時）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           HiRDBファイルの削除からRDエリアの再初期化までの間に障害が発生した場合，回復用として使用するバックアップです。なお，このバックアップの取得は任意です。

                        

                        	注※2

                        	
                           HiRDBが稼働中の場合は，ほかのプロセスからHiRDBファイルシステム領域をアクセスしていない状態で実行する必要があります。そのため，事前にサーバプロセスのリフレッシュ（pdpfresh）を行っておくことをお勧めします。

                        

                        	注※3

                        	
                           ゼロデータ破棄は，次の二つの条件を満たす場合に実行できます。

                           
                              	
                                 該当するディスクの領域にアクセスしていない

                              

                              	
                                 HiRDBが停止状態，又はRDエリアがクローズ状態である

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　表の全行削除時の使用済み領域のディスク割り当て解除

                     表の全行削除をするときに，使用済み領域のディスク割り当てを解除するには，表の全行削除（PURGE TABLE文）を実行した後に，「RDエリア再初期化時の使用済み領域のディスク割り当て解除」を実施してください。

                  
                  
                     (d)　表，インデクスの削除時の使用済み領域のディスク割り当て解除

                     表，インデクスを削除するときに，使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 「RDエリア再初期化時の使用済み領域のディスク割り当て解除」を実施する

                              

                              	
                                 表又はインデクスを削除する

                                 
                                    	参考

                                    	
                                       表又はインデクスの削除を先に実施してもエラーにはなりませんが，RDエリアの再初期化を先に実施した方が，表又はインデクスを削除するためにHiRDBが使用するリソース（排他資源，システムログ量）を少なくできます。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (e)　表の再編成時の使用済み領域のディスク割り当て解除

                     表を再編成するときに，使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順を次の図に示します。

                     
                        図10‒5　使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順（表の再編成時）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           HiRDBファイルの削除からRDエリアの再初期化までの間に障害が発生した場合，回復用として使用するバックアップです。なお，このバックアップの取得は任意です。

                        

                        	注※2

                        	
                           HiRDBが稼働中の場合は，ほかのプロセスからHiRDBファイルシステム領域をアクセスしていない状態で実行する必要があります。そのため，事前にサーバプロセスのリフレッシュ（pdpfresh）を行っておくことをお勧めします。

                        

                        	注※3

                        	
                           ゼロデータ破棄は，次の二つの条件を満たす場合に実行できます。

                           
                              	
                                 該当するディスクの領域にアクセスしていない

                              

                              	
                                 HiRDBが停止状態，又はRDエリアがクローズ状態である

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (f)　システムログファイルの削除時の使用済み領域のディスク割り当て解除

                     システムログファイルを削除するときに，使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順を次の図に示します。

                     
                        図10‒6　使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順（システムログファイルの削除時）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (g)　作業表用ファイルを作成するSQL，ユティリティ実行後の使用済み領域のディスク割り当て解除

                     作業表用ファイルを作成するSQL，ユティリティの実行後に，使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順を次の図に示します。

                     
                        図10‒7　使用済み領域のディスク割り当てを解除する手順（作業表用ファイルを作成するSQL，ユティリティの実行後）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注

                        	
                           系切り替え機能を適用している場合で，現用系，予備系のそれぞれのサーバマシンに作業表用ファイルのHiRDBファイルシステム領域を作成しているときは，系を切り替えた後，待機系で手順2.〜4.を実施してください。

                        

                     

                  
               
            
         
         
            10.8　複製ディスク機能

            複製ディスク機能は，2つのディスクに対して同一の書き込みを行う機能です。書き込みは並列に行います。この機能は，共有ディスクを使用しないで，高速系切り替え機能で現用系と予備系のディスクの同期を取るために使用します。この機能はLinux限定機能です。

            系切り替えの構成については，「複製ディスク機能を用いた系切り替え構成の準備」を参照してください。

            
               10.8.1　複製ディスク機能の使用方法

               複製ディスク機能の使用方法について説明します。

               複製ディスク機能を使用した高速系切り替え時のディスクの配置を次の図に示します。

               
                  図10‒8　複製ディスク機能を使用した高速系切り替え時のディスクの配置
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　デバイスの準備

                  複製ディスク機能で使用するキャラクタ型スペシャルファイル又はブロック型スペシャルファイルを用意します。通常ファイルには作成できません。

               
               
                  (2)　システム定義の設定

                  複製ディスク機能を使用するためには，システム定義のpd_duplicated_fs_suffixオペランドに"セカンダリパスのサフィックス"を指定します。

                  
                     	（例）

                     	
                        set pd_duplicated_fs_suffix = "_R"

                     

                  

                  システム定義は，pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成する前に定義する必要があります。

               
               
                  (3)　シンボリックリンクの作成

                  (1)のデバイスに，HiRDBのコマンドに指定するHiRDBファイルシステム領域名と，その名称に(2)のサフィックスを付加したHiRDBファイルシステム領域名のシンボリックリンクを作成します。

                  
                     	（例）

                     	
                        ln -s /dev/nvme0n1 /hirdb/RDAREA
ln -s /dev/nvme1n1 /hirdb/RDAREA_R

                     

                  

                  HiRDBのコマンドに指定するHiRDBファイルシステム領域名をプライマリパスといいます。サフィックスを付加したHiRDBファイルシステム領域名をセカンダリパスといいます。

               
               
                  (4)　HiRDBファイルシステム領域の作成

                  pdfmkfsコマンドに-mオプションを指定し，HiRDBファイルシステム領域を作成します。

                  
                     	（例）

                     	
                        pdfmkfs -n 4096 -l 10 -e 230 -k DB -m /hirdb/RDAREA

                     

                  

                  -mオプションを指定してHiRDBファイルシステム領域を作成することで，プライマリパスのHiRDBファイルの更新時に，セカンダリパスのHiRDBファイルにも同一の更新を行います。

               
            
            
               10.8.2　HiRDBファイルシステム領域の複製ディスク適用の変更方法

               
                  (1)　複製ディスク機能を適用する方法

                  複製ディスク機能を適用する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              HiRDBを停止します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルシステムのバックアップコマンド（pdfbkup）でHiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得します。

                           

                           	
                              複製ディスク機能を使用するデバイスを用意し，セカンダリパスのHiRDBファイルシステム領域名でシンボリックリンクを作成します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルシステム領域の初期設定コマンド（pdfmkfs）に複製ディスクの指定（-m）をして，HiRDBファイルシステム領域を作成します。

                           

                           	
                              2.のバックアップファイルを，HiRDBファイルシステムのリストアコマンド（pdfrstr）を使用して，4.のHiRDBファイルシステム領域に格納します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　複製ディスク機能の適用を解除する方法

                  複製ディスク機能の適用を解除する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              HiRDBを停止します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルシステムのバックアップコマンド（pdfbkup）でHiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルシステム領域の初期設定コマンド（pdfmkfs）に複製ディスクの指定をしないで（-mオプションなし），HiRDBファイルシステム領域を作成します。

                           

                           	
                              2.のバックアップファイルを，HiRDBファイルシステムのリストアコマンド（pdfrstr）を使用して，4.のHiRDBファイルシステム領域に格納します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               10.8.3　注意事項

               
                  	
                     Linux限定機能です。

                  

                  	
                     この機能を使用するにはaioライブラリ（libaio）が必要です。

                  

                  	
                     複製ディスク機能は，使用目的がDB，SYS，UTL，又はWORKのHiRDBファイルシステム領域に適用できます。

                  

                  	
                     通常ファイルにHiRDBファイルシステム領域を作成する場合，複製ディスク機能を適用できません。

                  

                  	
                     システム定義のpd_duplicated_fs_suffixオペランドを指定した場合，システム定義のpd_log_dual_write_methodオペランドにparallelを指定しても，serialを指定したとみなします。

                  

                  	
                     デバイスのサイズが異なるディスクで複製ディスク機能を使用する場合，小さいディスクのサイズに収まるように作成してください。

                  

                  	
                     パスを指定するシステム定義やコマンドラインには，プライマリパスを指定してください。指定したパスをプライマリパスとして処理するため，セカンダリパスを指定した場合，エラーや複製ディスク間の不整合が発生することがあります。

                  

               

            
         
      
   
      
         11　システム構成を変更する方法

         
            この章では，HiRDB/パラレルサーバのユニット構成又はサーバ構成を変更する方法について説明します。また，HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行方法について説明します。

         

         
            11.1　ユニットの追加

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDB/パラレルサーバのユニットを追加する方法を説明します。

            
               11.1.1　HiRDBの稼働中にユニットを追加する場合

               HiRDB/パラレルサーバにユニット3を追加して，そのユニット内にフロントエンドサーバ（FES3）とバックエンドサーバ（BES3）を定義します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用するため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                  High Availabilityが必要になります。

               
                  (1)　新規サーバマシンを準備します

                  新規サーバマシンを準備して，HiRDBをインストールしてセットアップしてください。HiRDBのインストール及びセットアップについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，次に示すことを既存のユニットに合わせてください。

                  
                     	
                        HiRDBのバージョン

                     

                     	
                        アドレシングモード（32ビットモード又は64ビットモード）

                     

                     	
                        POSIXライブラリ版かどうか

                     

                     	
                        文字コード種別

                     

                     	
                        付加PP及び関連製品のインストール状況

                     

                  

               
               
                  (2)　変更後のHiRDBシステム定義を作成します

                  次に示す手順で，ユニット構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。また，(6)でRDエリアを追加又は移動する場合はグローバルバッファの定義も修正してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを1で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義を変更します。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義ファイルを$PDDIR/conf下にコピーします。4の操作は追加するユニットのサーバマシンに対してだけ行ってください。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        既存ユニット（ユニット1及びユニット2）内の各サーバに対応しているpdstartオペランドの指定値を変更しないでください。変更すると，システムファイルの初期化などを行う必要があります。pdstartオペランドの指定値を変更したときに行う操作については，マニュアル「HiRDB
                           システム定義」のpdstartオペランドの説明を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでユニット3に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01 -n 5000 -D         1
   :
pdloginit -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01 -n 5000 -D        2
   :
pdstsinit -s fes3 -f /sysarea/ssts01 -c 3000 -D               3
   :
pdstsinit -u UNT3 -f /sysarea/usts01 -c 3000 -D               4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3及びBES3のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                        これらのコマンドはユニット1（システムマネジャのユニット）からではなくユニット3から実行するため，pdloginit及びpdstsinitコマンドに-Dオプションを指定してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdconfchkコマンドで変更後のHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk -d chgconf

                  $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (5)　pdchgconfコマンドでHiRDBシステム定義を変更します

                  pdchgconf

                  HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

               
               
                  (6)　pdmodコマンドでRDエリアを追加又は移動します

                  必要に応じてBES3にRDエリアを追加又は移動してください。RDエリアの追加については，「RDエリアを作成する方法（RDエリアの追加）」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

                  (2)でグローバルバッファの定義を変更しなかった場合は，pdbufmodコマンドでグローバルバッファを動的変更してください。

               
               
                  (7)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義の次に示すオペランドに，追加したフロントエンドサーバ（FES3）を必要に応じて指定してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.1.2　HiRDBを終了してユニットを追加する場合

               HiRDB/パラレルサーバにユニット3を追加して，そのユニット内にフロントエンドサーバ（FES3）とバックエンドサーバ（BES3）を定義します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　新規サーバマシンを準備します

                  新規サーバマシンを準備して，HiRDBをインストールしてセットアップしてください。HiRDBのインストール及びセットアップについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，次に示すことを既存のユニットに合わせてください。

                  
                     	
                        HiRDBのバージョン

                     

                     	
                        アドレシングモード（32ビットモード又は64ビットモード）

                     

                     	
                        POSIXライブラリ版かどうか

                     

                     	
                        文字コード種別

                     

                     	
                        付加PP及び関連製品のインストール状況

                     

                  

               
               
                  (2)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (3)　HiRDBシステム定義を変更します

                  ユニット構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。また，(7)でRDエリアを追加又は移動する場合はグローバルバッファの定義も修正してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        既存ユニット（ユニット1及びユニット2）内の各サーバに対応しているpdstartオペランドの指定値を変更しないでください。変更すると，システムファイルの初期化などを行う必要があります。pdstartオペランドの指定値を変更したときに行う操作については，マニュアル「HiRDB
                           システム定義」のpdstartオペランドの説明を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでユニット3に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01 -n 5000          1
   :
pdloginit -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01 -n 5000         2
   :
pdstsinit -s fes3 -f /sysarea/ssts01 -c 3000                3
   :
pdstsinit -u UNT3 -f /sysarea/usts01 -c 3000                4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3及びBES3のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (6)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (7)　pdmodコマンドでRDエリアを追加又は移動します

                  必要に応じてBES3にRDエリアを追加又は移動してください。RDエリアの追加については，「RDエリアを作成する方法（RDエリアの追加）」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

               
               
                  (8)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義の次に示すオペランドに，追加したフロントエンドサーバ（FES3）を必要に応じて指定してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            11.2　ユニットの削除

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDB/パラレルサーバのユニットを削除する方法を説明します。

            
               11.2.1　HiRDBの稼働中にユニットを削除する場合

               HiRDB/パラレルサーバのユニット3を削除します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用するため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                  High Availabilityが必要になります。

               
                  	ポイント

                  	
                     
                        	
                           システムマネジャ又はディクショナリサーバのユニットは削除できません。

                        

                        	
                           フロントエンドサーバが0個になるようなユニットの削除はできません。

                        

                        	
                           バックエンドサーバが0個になるようなユニットの削除はできません。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdmodコマンドでBES3のRDエリアを削除又は移動します

                  RDエリアの削除については，「RDエリアを削除する方法」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

               
               
                  (2)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに削除対象のフロントエンドサーバ（FES3）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

               
               
                  (3)　変更後のHiRDBシステム定義を作成します

                  次に示す手順で，ユニット構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを1で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義を変更します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdconfchkコマンドで変更後のHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk -d chgconf

                  $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (5)　pdchgconfコマンドでHiRDBシステム定義を変更します

                  pdchgconf

                  HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

               
               
                  (6)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドでユニット3のシステムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01 -D          1
   :
pdlogrm -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01 -D         2
   :
pdstsrm -s fes3 -f /sysarea/ssts01 -D                3
   :
pdstsrm -u UNT3 -f /sysarea/usts01  -D               4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3及びBES3のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                        これらのコマンドはユニット1（システムマネジャのユニット）からではなくユニット3から実行するため，pdlogrm及びpdstsrmコマンドに-Dオプションを指定してください。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.2.2　HiRDBを終了してユニットを削除する場合

               HiRDB/パラレルサーバのユニット3を削除します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  	ポイント

                  	
                     
                        	
                           システムマネジャ又はディクショナリサーバのユニットは削除しないでください。

                        

                        	
                           フロントエンドサーバが0個になるようなユニットの削除はしないでください。

                        

                        	
                           バックエンドサーバが0個になるようなユニットの削除はしないでください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdmodコマンドでBES3のRDエリアを削除又は移動します

                  RDエリアの削除については，「RDエリアを削除する方法」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

               
               
                  (2)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに削除対象のフロントエンドサーバ（FES3）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

               
               
                  (3)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (4)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドでユニット3のシステムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01           1
   :
pdlogrm -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01          2
   :
pdstsrm -s fes3 -f /sysarea/ssts01                 3
   :
pdstsrm -u UNT3 -f /sysarea/usts01                 4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3及びBES3のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3及びBES3のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　HiRDBシステム定義を変更します

                  ユニット構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

               
               
                  (6)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (7)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            11.3　ユニットの移動

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDB/パラレルサーバのユニットを移動する方法を説明します。

            
               11.3.1　HiRDBの稼働中にユニットを移動する場合

               HiRDB/パラレルサーバのユニットを移動します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用するため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                  High Availabilityが必要になります。

               
                  	ポイント

                  	
                     
                        	
                           システムマネジャのユニットは移動できません。

                        

                        	
                           移動対象ユニットのシステムファイル及びRDエリアを作成しているディスクが移動元のサーバマシンと移動先のサーバマシンとの間で，SANなどによって共用化されている必要があります。

                        

                        	
                           AIX版のときだけユニットを移動できます。構成変更の途中で共用化しているディスクの切り離し及び接続をOSのコマンドで実行するため，そのコマンドをサポートしているOS（AIX）だけが対象になります。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　新規サーバマシンを準備します

                  新規サーバマシンを準備して，HiRDBをインストールしてセットアップしてください。HiRDBのインストール及びセットアップについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，次に示すことを既存のユニットに合わせてください。

                  
                     	
                        HiRDBのバージョン

                     

                     	
                        アドレシングモード（32ビットモード又は64ビットモード）

                     

                     	
                        POSIXライブラリ版かどうか

                     

                     	
                        文字コード種別

                     

                     	
                        付加PP及び関連製品のインストール状況

                     

                  

               
               
                  (2)　共用化しているディスクの切り離し及び接続を行うシェルを用意します

                  共用化しているディスクの切り離し及び接続を行うシェルを用意してください。シェルはスーパユーザが実行します。安全のため，ディスクの切り離し及び接続を行うシェルには，ディスクを接続するコマンド又はディスクを切り離すコマンド以外を記述しないでください。

                  
                     	移動元サーバマシン側のシェル

                     	
                        システムファイル及びRDエリアを移動元サーバマシンから切り離すコマンドを記述したシェル（$PDDIR/conf/chgconf/diskdiscon.sh）を作成してください。AIXの場合の例を次に示します。

                        　/usr/sbin/varyoffvg ボリュームグループ名

                     

                     	移動先サーバマシン側のシェル

                     	
                        システムファイル及びRDエリアを移動先サーバマシンに接続するコマンドを記述したシェル（$PDDIR/conf/chgconf/diskcon.sh）を作成してください。AIXの場合の例を次に示します。

                        　/usr/sbin/varyonvg ボリュームグループ名

                     

                  

               
               
                  (3)　変更後のHiRDBシステム定義を作成します

                  次に示す手順で，ユニット構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを1で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconf/下のHiRDBシステム定義を変更します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdconfchkコマンドで変更後のHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk -d chgconf

                  $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (5)　pdchgconfコマンドでHiRDBシステム定義を変更します

                  pdchgconf

                  HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。このとき，(2)で作成したディスクの切り離し及び接続を行うシェルが実行されます。

                  
                     	注意事項

                     	
                        システムの構成変更処理が失敗した場合，HiRDBシステム定義が置き換わらないでpdchgconfコマンドがエラー終了することがあります。pdchgconfコマンドがエラー終了した場合，ディスクの接続状態及び$PDDIR/conf下のファイルの内容を確認してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに移動対象のフロントエンドサーバ（FES1）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.3.2　HiRDBを終了してユニットを移動する場合（RDエリアを再作成する場合）

               HiRDB/パラレルサーバのユニットを移動します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  	参考

                  	
                     システムマネジャのユニットを移動すると影響が大きいため，移動しないことをお勧めします。

                  

               

               
                  (1)　新規サーバマシンを準備します

                  新規サーバマシンを準備して，HiRDBをインストールしてセットアップしてください。HiRDBのインストール及びセットアップについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，次に示すことを既存のユニットに合わせてください。

                  
                     	
                        HiRDBのバージョン

                     

                     	
                        アドレシングモード（32ビットモード又は64ビットモード）

                     

                     	
                        POSIXライブラリ版かどうか

                     

                     	
                        文字コード種別

                     

                     	
                        付加PP及び関連製品のインストール状況

                     

                  

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでBES1の表データをRDエリア単位にアンロードします

                  RDエリア単位のアンロードについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (4)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (5)　pdloglsコマンドでユニット1のシステムログファイルの状態をチェックします

                  pdlogls -d sys -s bes1

               
               
                  (6)　pdlogunldコマンドでアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードします

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log01 -o /unld/unldlog01

               
               
                  (7)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドで移動元ユニットのシステムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01           1
   :
pdlogrm -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01          2
   :
pdstsrm -s fes1 -f /sysarea/ssts01                 3
   :
pdstsrm -u UNT1 -f /sysarea/usts01                 4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移動元ユニット（FES1及びBES1）のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              移動元ユニット（FES1及びBES1）のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              移動元ユニット（FES1及びBES1）のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              移動元ユニットのユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　HiRDBシステム定義を変更します

                  ユニット構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

               
               
                  (9)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでユニット1に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01 -n 5000          1
   :
pdloginit -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01 -n 5000         2
   :
pdstsinit -s fes1 -f /sysarea/ssts01 -c 3000                3
   :
pdstsinit -u UNT1 -f /sysarea/usts01 -c 3000                4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES1及びBES1のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1及びBES1のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1及びBES1のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット1のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (11)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (12)　pdmodコマンドでユニット1のRDエリアを再初期化します

                  RDエリアの再初期化については，「RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）」を参照してください。

               
               
                  (13)　pdrorgコマンドでユニット1の表データをRDエリア単位にリロードします

                  (2)で作成したアンロードデータファイルを入力データにします。RDエリア単位のリロードについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (14)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (15)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに移動対象のフロントエンドサーバ（FES1）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.3.3　HiRDBを終了してユニットを移動する場合（RDエリアを再作成しない場合）

               HiRDB/パラレルサーバのユニットを移動します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  	参考

                  	
                     システムマネジャのユニットを移動すると影響が大きいため，移動しないことをお勧めします。

                  

               

               
                  (1)　新規サーバマシンを準備します

                  新規サーバマシンを準備して，HiRDBをインストールしてセットアップしてください。HiRDBのインストール及びセットアップについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，次に示すことを既存のユニットに合わせてください。

                  
                     	
                        HiRDBのバージョン

                     

                     	
                        アドレシングモード（32ビットモード又は64ビットモード）

                     

                     	
                        POSIXライブラリ版かどうか

                     

                     	
                        文字コード種別

                     

                     	
                        付加PP及び関連製品のインストール状況

                     

                  

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (3)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (4)　pdloglsコマンドでユニット1のシステムログファイルの状態をチェックします

                  pdlogls -d sys -s bes1

               
               
                  (5)　pdlogunldコマンドでアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードします

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log01 -o /unld/unldlog01

               
               
                  (6)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドで移動元ユニットのシステムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01           1
   :
pdlogrm -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01          2
   :
pdstsrm -s fes1 -f /sysarea/ssts01                 3
   :
pdstsrm -u UNT1 -f /sysarea/usts01                 4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移動元ユニット（FES1及びBES1）のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              移動元ユニット（FES1及びBES1）のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              移動元ユニット（FES1及びBES1）のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              移動元ユニットのユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　HiRDBシステム定義を変更します

                  ユニット構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

               
               
                  (8)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでユニット1に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01 -n 5000          1
   :
pdloginit -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01 -n 5000         2
   :
pdstsinit -s fes1 -f /sysarea/ssts01 -c 3000                3
   :
pdstsinit -u UNT1 -f /sysarea/usts01 -c 3000                4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES1及びBES1のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1及びBES1のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1及びBES1のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット1のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (9)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (10)　RDエリアのHiRDBファイルシステム領域を移動元のユニットから移動します

                  HiRDBファイルシステム領域のファイルパス名称を移動元ユニットと異なるパス名にする場合，pdchpathfコマンドを使用して変更してください。pdchpathfコマンドについては，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (11)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (12)　(10)でpdchpathfコマンドを実行した場合，pdchpathnコマンドを実行します

                  pdchpathnコマンドについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (13)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (14)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに移動対象のフロントエンドサーバ（FES1）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            11.4　サーバの追加

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDB/パラレルサーバのサーバを追加する方法を説明します。

            
               11.4.1　HiRDBの稼働中にサーバを追加する場合

               HiRDB/パラレルサーバのユニット3にフロントエンドサーバ（FES3）とバックエンドサーバ（BES4）を追加します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用するため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                  High Availabilityが必要になります。

               
                  (1)　ユニット3のメモリ所要量を確認します

                  サーバを追加するため，ユニット3のメモリ所要量を見積もり直してください。また，OSのオペレーティングシステムパラメタを必要に応じて変更してください。メモリ所要量，及びオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，オペレーティングシステムパラメタの変更を有効にするには，OSをリブートする必要があるため，HiRDBを正常終了する必要があります。ここでは，オペレーティングシステムパラメタの変更はないとします。

               
               
                  (2)　変更後のHiRDBシステム定義を作成します

                  次に示す手順で，サーバ構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。また，(6)でRDエリアを追加又は移動する場合はグローバルバッファの定義も修正してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを1で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義を変更します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでFES3及びBES4に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01 -n 5000 -D         1
   :
pdloginit -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01 -n 5000 -D        2
   :
pdstsinit -s fes3 -f /sysarea/ssts01 -c 3000 -D               3
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3及びBES4のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3及びBES4のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3及びBES4のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                        これらのコマンドはユニット1（システムマネジャのユニット）からではなくユニット3から実行するため，pdloginit及びpdstsinitコマンドに-Dオプションを指定してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdconfchkコマンドで変更後のHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk -d chgconf

                  $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (5)　pdchgconfコマンドでHiRDBシステム定義を変更します

                  pdchgconf

                  HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

               
               
                  (6)　pdmodコマンドでRDエリアを追加又は移動します

                  必要に応じてBES4にRDエリアを追加又は移動してください。RDエリアの追加については，「RDエリアを作成する方法（RDエリアの追加）」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

                  (2)でグローバルバッファの定義を変更しなかった場合は，pdbufmodコマンドでグローバルバッファを動的変更してください。

               
               
                  (7)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義の次に示すオペランドに，追加したフロントエンドサーバ（FES3）を必要に応じて指定してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.4.2　HiRDBを終了してサーバを追加する場合

               HiRDB/パラレルサーバのユニット3にフロントエンドサーバ（FES3）とバックエンドサーバ（BES4）を追加します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　ユニット3のメモリ所要量を確認します

                  サーバを追加するため，ユニット3のメモリ所要量を見積もり直してください。また，OSのオペレーティングシステムパラメタを必要に応じて変更してください。メモリ所要量，及びオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (3)　pdloglsコマンドでユニット3のシステムログファイルの状態をチェックします

                  pdlogls -d sys -s bes3

               
               
                  (4)　pdlogunldコマンドでアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードします

                  pdlogunld -d sys -s bes3 -g log01 -o /unld/unldlog01

                  システムログをアンロードする運用をしていない場合は，pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドでユニット3のシステムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s bes3 -f /sysarea/log01           1
   :
pdlogrm -d spd -s bes3 -f /sysarea/sync01          2
   :
pdstsrm -s bes3 -f /sysarea/ssts01                 3
   :
pdstsrm -u UNT3 -f /sysarea/usts01                 4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              BES3のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              BES3のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              BES3のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　HiRDBシステム定義を変更します

                  サーバ構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。また，(10)でRDエリアを追加又は移動する場合はグローバルバッファの定義も修正してください。

               
               
                  (7)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでユニット3に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01 -n 5000          1
   :
pdloginit -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01 -n 5000         2
   :
pdstsinit -s fes3 -f /sysarea/ssts01 -c 3000                3
   :
pdstsinit -u UNT3 -f /sysarea/usts01 -c 3000                4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3，BES3，及びBES4のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3，BES3，及びBES4のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES3，BES3，及びBES4のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

                  ステータスファイルを再作成したため，RDエリアの障害閉塞状態は引き継がれません。したがって，HiRDBの正常開始後，必要に応じてpdholdコマンドでRDエリアを再度閉塞してください。

               
               
                  (8)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (9)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDエリアを追加又は移動します

                  必要に応じてBES4にRDエリアを追加又は移動してください。RDエリアの追加については，「RDエリアを作成する方法（RDエリアの追加）」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

               
               
                  (11)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義の次に示すオペランドに，追加したフロントエンドサーバ（FES3）を必要に応じて指定してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            11.5　サーバの削除

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDB/パラレルサーバのサーバを削除する方法を説明します。

            
               11.5.1　HiRDBの稼働中にサーバを削除する場合

               HiRDB/パラレルサーバのフロントエンドサーバ（FES3）とバックエンドサーバ（BES4）を削除します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用するため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                  High Availabilityが必要になります。

               
                  	ポイント

                  	
                     
                        	
                           システムマネジャ又はディクショナリサーバは削除できません。

                        

                        	
                           フロントエンドサーバが0個になるようなサーバの削除はできません。

                        

                        	
                           バックエンドサーバが0個になるようなサーバの削除はできません。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdmodコマンドでBES4のRDエリアを削除又は移動します

                  RDエリアの削除については，「RDエリアを削除する方法」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

               
               
                  (2)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに削除対象のフロントエンドサーバ（FES3）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

               
               
                  (3)　変更後のHiRDBシステム定義を作成します

                  次に示す手順で，サーバ構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを1で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconf下のHiRDBシステム定義を変更します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdconfchkコマンドで変更後のHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk -d chgconf

                  $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (5)　pdchgconfコマンドでHiRDBシステム定義を変更します

                  pdchgconf

                  HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。

               
               
                  (6)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドでFES3及びBES4のシステムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01 -D          1
   :
pdlogrm -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01 -D         2
   :
pdstsrm -s fes3 -f /sysarea/ssts01 -D                3
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3及びBES4のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3及びBES4のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3及びBES4のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                        これらのコマンドはユニット1（システムマネジャのユニット）からではなくユニット3から実行するため，pdlogrm及びpdstsrmコマンドに-Dオプションを指定してください。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.5.2　HiRDBを終了してサーバを削除する場合

               HiRDB/パラレルサーバのフロントエンドサーバ（FES3）とバックエンドサーバ（BES4）を削除します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  	ポイント

                  	
                     
                        	
                           システムマネジャ又はディクショナリサーバは削除しないでください。

                        

                        	
                           フロントエンドサーバが0個になるようなサーバの削除はしないでください。

                        

                        	
                           バックエンドサーバが0個になるようなサーバの削除はしないでください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdmodコマンドでBES4のRDエリアを削除又は移動します

                  RDエリアの削除については，「RDエリアを削除する方法」を参照してください。RDエリアの移動については，「RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）」を参照してください。

               
               
                  (2)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに削除対象のフロントエンドサーバ（FES3）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

               
               
                  (3)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (4)　pdloglsコマンドでユニット3のシステムログファイルの状態をチェックします

                  pdlogls -d sys -s bes3

               
               
                  (5)　pdlogunldコマンドでアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードします

                  pdlogunld -d sys -s bes3 -g log01 -o /unld/unldlog01

               
               
                  (6)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドでユニット3のシステムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes3 -f /sysarea/log01            1
   :
pdlogrm -d spd -s fes3 -f /sysarea/sync01           2
   :
pdstsrm -s fes3 -f /sysarea/ssts01                  3
   :
pdstsrm -u UNT3 -f /sysarea/usts01                  4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES3，BES3，及びBES4のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3，BES3，及びBES4のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES3，BES3，及びBES4のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　HiRDBシステム定義を変更します

                  サーバ構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

               
               
                  (8)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでユニット3に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s bes3 -f /sysarea/log01 -n 5000          1
   :
pdloginit -d spd -s bes3 -f /sysarea/sync01 -n 5000         2
   :
pdstsinit -s bes3 -f /sysarea/ssts01 -c 3000                3
   :
pdstsinit -u UNT3 -f /sysarea/usts01 -c 3000                4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              BES3のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              BES3のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              BES3のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット3のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

                  ステータスファイルを再作成したため，RDエリアの障害閉塞状態は引き継がれません。したがって，HiRDBの正常開始後，必要に応じてpdholdコマンドでRDエリアを再度閉塞してください。

               
               
                  (9)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (10)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            11.6　サーバの移動

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDB/パラレルサーバのサーバを移動する方法を説明します。

            
               11.6.1　HiRDBの稼働中にサーバを移動する場合

               HiRDB/パラレルサーバのフロントエンドサーバ（FES1）及びバックエンドサーバ（BES1）を移動します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用するため，HiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB Advanced
                  High Availabilityが必要になります。

               
                  	ポイント

                  	
                     
                        	
                           システムマネジャは移動できません。

                        

                        	
                           移動対象サーバのシステムファイル及びRDエリアを作成しているディスクが移動元のサーバマシンと移動先のサーバマシンとの間で，SANなどによって共用化されている必要があります。

                        

                        	
                           AIX版のときだけサーバを移動できます。構成変更の途中で共用化しているディスクの切り離し及び接続をOSのコマンドで実行するため，そのコマンドをサポートしているOS（AIX）だけが対象になります。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　ユニット2のメモリ所要量を確認します

                  サーバを移動するため，ユニット2のメモリ所要量を見積もり直してください。また，OSのオペレーティングシステムパラメタを必要に応じて変更してください。メモリ所要量，及びオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，オペレーティングシステムパラメタの変更を有効にするには，OSをリブートする必要があるため，HiRDBを正常終了する必要があります。ここでは，オペレーティングシステムパラメタの変更はないとします。

               
               
                  (2)　共用化しているディスクの切り離し及び接続を行うシェルを用意します

                  共用化しているディスクの切り離し及び接続を行うシェルを用意してください。シェルはスーパユーザが実行します。安全のため，ディスクの切り離し及び接続を行うシェルには，ディスクを接続するコマンド又はディスクを切り離すコマンド以外を記述しないでください。

                  
                     	移動元サーバマシン側のシェル

                     	
                        システムファイル，RDエリアを移動元サーバマシンから切り離すコマンドを記述したシェル（$PDDIR/conf/chgconf/diskdiscon.sh）を作成してください。AIXの場合の例を次に示します。

                        　/usr/sbin/varyoffvg ボリュームグループ名

                     

                     	移動先サーバマシン側のシェル

                     	
                        システムファイル，RDエリアを移動先サーバマシンに接続するコマンドを記述したシェル（$PDDIR/conf/chgconf/diskcon.sh）を作成してください。AIXの場合の例を次に示します。

                        　/usr/sbin/varyonvg ボリュームグループ名

                     

                  

               
               
                  (3)　変更後のHiRDBシステム定義を作成します

                  次に示す手順で，サーバ構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              $PDDIR/conf/chgconfディレクトリを作成します。

                           

                           	
                              使用中のHiRDBシステム定義ファイルを1で作成したディレクトリ下にコピーします。

                           

                           	
                              $PDDIR/conf/chgconf/下のHiRDBシステム定義を変更します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdconfchkコマンドで変更後のHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk -d chgconf

                  $PDDIR/conf/chgconfディレクトリ下のHiRDBシステム定義のチェックを行います。エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (5)　pdchgconfコマンドでHiRDBシステム定義を変更します

                  pdchgconf

                  HiRDBシステム定義を変更後のHiRDBシステム定義に置き換えます。このとき，(1)で作成したディスクの切り離し及び接続を行うシェルが実行されます。

                  
                     	注意事項

                     	
                        システムの構成変更処理が失敗した場合，HiRDBシステム定義が置き換わらないでpdchgconfコマンドがエラー終了することがあります。pdchgconfコマンドがエラー終了した場合，ディスクの接続状態及び$PDDIR/conf下のファイルの内容を確認してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに移動対象のフロントエンドサーバ（FES1）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.6.2　HiRDBを終了してサーバを移動する場合(RDエリアを再作成する場合)

               HiRDB/パラレルサーバのフロントエンドサーバ（FES1）及びバックエンドサーバ（BES1）を移動します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  	参考

                  	
                     システムマネジャを移動すると影響が大きいため，移動しないことをお勧めします。

                  

               

               
                  (1)　ユニット2のメモリ所要量を確認します

                  サーバを移動するため，ユニット2のメモリ所要量を見積もり直してください。また，OSのオペレーティングシステムパラメタを必要に応じて変更してください。メモリ所要量，及びオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでBES1の表データをRDエリア単位にアンロードします

                  RDエリア単位のアンロードについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (4)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (5)　pdloglsコマンドで，移動元ユニット内のシステムログファイルの状態をチェックします

                  pdlogls -d sys -s bes1
pdlogls -d sys -s bes2

               
               
                  (6)　pdlogunldコマンドでアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードします

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log01 -o /unld/unldlog01
pdlogunld -d sys -s bes2 -g log02 -o /unld/unldlog02

                  システムログをアンロードする運用をしていない場合は，pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (7)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドでユニット1及びユニット2の全システムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01           1
   :
pdlogrm -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01          2
   :
pdstsrm -s fes1 -f /sysarea/ssts01                 3
   :
pdstsrm -u UNT1 -f /sysarea/usts01                 4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              ユニット1及びユニット2のユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　HiRDBシステム定義を変更します

                  サーバ構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

               
               
                  (9)　pdloginit及びpdstsinitコマンドでユニット1及びユニット2に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01 -n 5000          1
   :
pdloginit -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01 -n 5000         2
   :
pdstsinit -s fes1 -f /sysarea/ssts01 -c 3000                3
   :
pdstsinit -u UNT1 -f /sysarea/usts01 -c 3000                4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット1及びユニット2のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

                  ステータスファイルを再作成したため，RDエリアの障害閉塞状態は引き継がれません。したがって，HiRDBの正常開始後，必要に応じてpdholdコマンドでRDエリアを再度閉塞してください。

               
               
                  (10)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (11)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (12)　pdmodコマンドでBES1のRDエリアを再初期化します

                  RDエリアの再初期化については，「RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）」を参照してください。

               
               
                  (13)　pdrorgコマンドで，移動したユニット内の表データをRDエリア単位にリロードします

                  (2)で作成したアンロードデータファイルを入力データにします。RDエリア単位のリロードについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (14)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (15)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに移動対象のフロントエンドサーバ（FES1）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               11.6.3　HiRDBを終了してサーバを移動する場合(RDエリアを再作成しない場合)

               HiRDB/パラレルサーバのフロントエンドサーバ（FES1）及びバックエンドサーバ（BES1）を移動します。このときの手順を説明します。

               [image: [図データ]]

               
                  	参考

                  	
                     システムマネジャを移動すると影響が大きいため，移動しないことをお勧めします。

                  

               

               
                  (1)　ユニット2のメモリ所要量を確認します

                  サーバを移動するため，ユニット2のメモリ所要量を見積もり直してください。また，OSのオペレーティングシステムパラメタを必要に応じて変更してください。メモリ所要量，及びオペレーティングシステムパラメタの見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (3)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  必ず正常終了させてください。

               
               
                  (4)　pdloglsコマンドで，移動元ユニット内のシステムログファイルの状態をチェックします

                  pdlogls -d sys -s bes1
pdlogls -d sys -s bes2

               
               
                  (5)　pdlogunldコマンドでアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロードします

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log01 -o /unld/unldlog01
pdlogunld -d sys -s bes2 -g log02 -o /unld/unldlog02

                  システムログをアンロードする運用をしていない場合は，pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (6)　pdlogrm及びpdstsrmコマンドで，ユニット1及びユニット2の全システムファイルを削除します

                  pdlogrm -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01           1
   :
pdlogrm -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01          2
   :
pdstsrm -s fes1 -f /sysarea/ssts01                 3
   :
pdstsrm -u UNT1 -f /sysarea/usts01                 4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシステムログファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシンクポイントダンプファイルを削除します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のサーバ用ステータスファイルを削除します。

                           

                           	
                              ユニット1及びユニット2のユニット用ステータスファイルを削除します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　HiRDBシステム定義を変更します

                  サーバ構成の変更を反映したHiRDBシステム定義を作成してください。

               
               
                  (8)　pdloginit及びpdstsinitコマンドで，ユニット1及びユニット2に必要なシステムファイルを作成します

                  pdloginit -d sys -s fes1 -f /sysarea/log01 -n 5000          1
   :
pdloginit -d spd -s fes1 -f /sysarea/sync01 -n 5000         2
   :
pdstsinit -s fes1 -f /sysarea/ssts01 -c 3000                3
   :
pdstsinit -u UNT1 -f /sysarea/usts01 -c 3000                4
   :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシステムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のシンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              FES1，BES1〜BES3のサーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット1及びユニット2のユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

                  ステータスファイルを再作成したため，RDエリアの障害閉塞状態は引き継がれません。したがって，HiRDBの正常開始後，必要に応じてpdholdコマンドでRDエリアを再度閉塞してください。

               
               
                  (9)　pdconfchkコマンドでHiRDBシステム定義をチェックします

                  pdconfchk

                  エラーがある場合はHiRDBシステム定義を修正して，再度pdconfchkコマンドを実行してください。

               
               
                  (10)　RDエリアのHiRDBファイルシステム領域を移動元のユニットから移動します

                  HiRDBファイルシステム領域のファイルパス名称を移動元ユニットと異なるパス名にする場合，pdchpathfコマンドを使用して変更してください。pdchpathfコマンドについては，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (11)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (12)　(10)でpdchpathfコマンドを実行している場合は，pdchpathnコマンドを実行します

                  pdchpathnコマンドについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (13)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得については，「バックアップの取得例」を参照してください。

               
               
                  (14)　クライアント環境定義を変更します

                  クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定している場合は注意が必要です。これらのオペランドに移動対象のフロントエンドサーバ（FES1）を指定している場合は指定値を変更してください。

                  
                     	
                        PDFESHOST

                     

                     	
                        PDSERVICEGRP

                     

                     	
                        PDSERVICEPORT

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            11.7　HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行方法

            ここでは，HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  移行作業をする前に

               

               	
                  移行手順

               

               	
                  複数のユーザ用RDエリアを異なるバックエンドサーバに移行する場合の注意事項

               

            

            
               11.7.1　移行作業をする前に

               
                  (1)　移行はデータベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）の機能を使用します

                  HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行は，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）の機能を使用します。データベース構成変更ユティリティのalter HiRDB mode to parallel文を実行して，シングルサーバに設置しているRDエリアをディクショナリサーバ及びバックエンドサーバに移行します。

                  データベース構成変更ユティリティによるRDエリアの移行を次の図に示します。

                  
                     図11‒1　データベース構成変更ユティリティによるRDエリアの移行
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (2)　注意事項

                  
                     (a)　移行をする前にバックアップを取得します

                     移行をする前に，次に示すRDエリアを構成するHiRDBファイル又はHiRDBファイルシステム領域のバックアップをpdfbkupコマンドで取得してください。

                     
                        	
                           ユーザ用RDエリア

                        

                        	
                           ユーザLOB用RDエリア

                        

                     

                  
                  
                     (b)　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションがある場合

                     移行をすると，HiRDB/シングルサーバのときに作成したストアドプロシジャ及びストアドファンクション（ユーザ定義関数のストアドファンクション）が無効になります。したがって，移行後に，ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを再作成してください。

                     ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを再作成するには，HiRDB/パラレルサーバに移行後，ALTER ROUTINEを実行してください。

                  
                  
                     (c)　ユーザLOB用RDエリアがある場合

                     LOBデータを格納しているユーザLOB用RDエリアと，そのLOBデータのLOB列構成基表が格納されているユーザ用RDエリアを同じバックエンドサーバに配置してください。同じバックエンドサーバに配置しないと，RDエリアをアクセスしたときにバックエンドサーバが異常終了することがあります。

                     したがって，移行後に，ディクショナリ表（SQL_RDAREA，SQL_TABLES，SQL_DIV_COLUMN）を参照して，同じバックエンドサーバにRDエリアが配置されているかどうかを確認してください。

                  
                  
                     (d)　リスト用RDエリアがある場合

                     リスト用RDエリアと，リストの基表が格納されているユーザ用RDエリアを同じバックエンドサーバに配置してください。

                  
               
            
            
               11.7.2　移行手順

               実行者　HiRDB管理者及びスーパユーザ

               HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行モデルを次の図に示します。

               
                  図11‒2　HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行モデル
                  [image: [図データ]]

               
               HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行手順を次に示します。

               
                  (1)　データベース構成変更ユティリティを実行します

                  データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のalter HiRDB mode to parallel文で，RDエリアをHiRDB/パラレルサーバ用に構成変更します。このときのユティリティ使用例については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (2)　HiRDBを正常終了させます

                  pdstopコマンドで，HiRDB/シングルサーバを正常終了させます。必ず正常終了させてください。

               
               
                  (3)　HiRDB/パラレルサーバの環境設定をします

                  HiRDB/パラレルサーバの環境設定をします。HiRDB/パラレルサーバの環境設定については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  また，環境設定するときの注意事項を次に示します。

                  
                     	
                        HiRDB運用ディレクトリは，HiRDB/シングルサーバと異なるディレクトリにしてください。

                     

                     	
                        HiRDB/シングルサーバで使用していたシステムファイルを使用しないで，HiRDB/パラレルサーバ用にシステムファイルを新規作成してください。

                     

                     	
                        ディクショナリサーバは，HiRDB/シングルサーバが使用したサーバマシン（既存のサーバマシン）に定義してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　ユーザ用RDエリア，ユーザLOB用RDエリア，及びリスト用RDエリアを別サーバマシンに移行します

                  この時点では，ユーザ用RDエリア，ユーザLOB用RDエリア，及びリスト用RDエリアは，HiRDB/シングルサーバとして使用したサーバマシン（既存のサーバマシン）にあります。別のサーバマシンにユーザ用RDエリア，ユーザLOB用RDエリア，及びリスト用RDエリアを移行する方法には，次に示す方法があります。

                  
                     	
                        HiRDBの運用コマンドを使用する方法

                     

                     	
                        OSのコマンドを使用する方法

                     

                  

                  
                     (a)　HiRDBの運用コマンドを使用する方法

                     HiRDBの運用コマンドを使用すると，HiRDBファイルシステム領域単位又はHiRDBファイル単位に移行できます。

                     HiRDBの運用コマンドを使用して，RDエリアの内容を別サーバマシンに移行する方法を次の図に示します。

                     
                        図11‒3　RDエリアの内容を別サーバマシンに移行する方法（HiRDBの運用コマンドを使用する場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	●移行のときの規則及び留意事項

                        	
                           
                              	
                                 HiRDB識別子は変更できません（システム共通定義のpd_system_idオペランドの指定値は変更できません）。

                              

                              	
                                 移行先のサーバマシンに作成するHiRDBファイルシステム領域名称は，移行元のHiRDBファイルシステム領域名称と同じにしてください。

                              

                              	
                                 移行先のサーバマシンに作成するHiRDBファイルシステム領域長は，移行元のHiRDBファイルシステム領域長と同じか，又は大きくしてください。

                              

                              	
                                 HiRDBファイル単位でリストアする場合，移行先のサーバマシンに作成するHiRDBファイルシステム領域長には，そのHiRDBファイルを格納できるだけの大きさが必要です。

                              

                              	
                                 移行が完了しても，移行元のHiRDBファイルシステム領域をすぐに削除しないでください。HiRDB/パラレルサーバの開始及び動作確認後に，移行元のHiRDBファイルシステム領域を削除してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　OSのコマンドを使用する方法

                     次に示すOSのコマンドを使用して，RDエリアの内容を別のサーバマシンに移行できます。

                     
                        	
                           tar又はcpコマンド

                        

                        	
                           rcpコマンド

                        

                     

                     OSのコマンドを使用すると，HiRDBファイルシステム領域単位に移行できます。

                     
                        	●tar又はcpコマンドを使用する場合

                        	
                           tar又はcpコマンドを使用して，RDエリアの内容を別のサーバマシンに移行する方法を次の図に示します。

                           
                              図11‒4　RDエリアの内容を別のサーバマシンに移行する方法（tar又はcpコマンドを使用する場合）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              	ポイント

                              	
                                 
                                    	
                                       移行先のサーバマシンに作成するHiRDBファイルシステム領域名称は，移行元のHiRDBファイルシステム領域名称と同じにしてください。

                                    

                                    	
                                       移行するファイルがキャラクタ型スペシャルファイルの場合，移行先のサーバマシンに設定するパーティションサイズは，移行元のパーティションサイズと同じか，又は大きくしてください。

                                    

                                    	
                                       移行が完了しても，移行元のHiRDBファイルシステム領域をすぐに削除しないでください。HiRDB/パラレルサーバの開始及び動作確認後に，移行元のHiRDBファイルシステム領域を削除してください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	●rcpコマンドを使用する場合

                        	
                           rcpコマンドを使用して，RDエリアの内容を別のサーバマシンに移行する方法を次の図に示します。

                           
                              図11‒5　RDエリアの内容を別のサーバマシンに移行する方法(rcpコマンドを使用する場合）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              	ポイント

                              	
                                 
                                    	
                                       移行先のサーバマシンに作成するHiRDBファイルシステム領域名称は，移行元のHiRDBファイルシステム領域名称と同じにしてください。

                                    

                                    	
                                       移行するファイルがキャラクタ型スペシャルファイルの場合，移行先のサーバマシンに設定するパーティションサイズは，移行元のパーティションサイズと同じか，又は大きくしてください。

                                    

                                    	
                                       移行が完了しても，移行元のHiRDBファイルシステム領域をすぐに削除しないでください。HiRDB/パラレルサーバの開始及び動作確認後に，移行元のHiRDBファイルシステム領域を削除してください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (5)　HiRDBを正常開始します

                  pdstartコマンドで，HiRDB/パラレルサーバを正常開始します。

               
               
                  (6)　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを再作成します

                  ストアドプロシジャ及びストアドファンクション（ユーザ定義関数のストアドファンクション）を作成していた場合，ALTER ROUTINEでストアドプロシジャ及びストアドファンクションを再作成します。

                  HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバに移行すると，すべてのストアドプロシジャ及びストアドファンクションが無効になるため，この操作が必要になります。

               
            
            
               11.7.3　複数のユーザ用RDエリアを異なるバックエンドサーバに移行する場合の注意事項

               
                  (1)　非横分割表の場合

                  表とインデクスを格納するRDエリアが異なる場合，それらのRDエリアを同じバックエンドサーバに設置してください。データベース構成変更ユティリティの実行後，ディクショナリ表（SQL_RDAREAS表，SQL_TABLES表，及びSQL_INDEXES表）を検索して，同じバックエンドサーバにRDエリアが移行されていることを確認してください。

               
               
                  (2)　横分割表の場合

                  
                     	
                        表とインデクスを格納するRDエリアが異なる場合，それらのRDエリアを同じバックエンドサーバに設置してください。データベース構成変更ユティリティの実行後，ディクショナリ表（SQL_RDAREAS表，SQL_TABLES表，SQL_DIV_TABLE表，SQL_INDEXES表，及びSQL_DIV_INDEX表）を検索して，同じバックエンドサーバにRDエリアが移行されていることを確認してください。

                     

                     	
                        表に非横分割インデクスを定義している場合，その表は複数のバックエンドサーバに移行できません。したがって，複数のバックエンドサーバに移行する場合は，移行する前に非横分割インデクスを削除し，移行した後に非横分割インデクスを定義し直してください。表に非横分割インデクスを定義している場合の移行方法を次の図に示します。

                        
                           図11‒6　表に非横分割インデクスを定義している場合の移行方法
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        ZAIKO表はRDAREA1とRDAREA2に横分割されています。インデクス1は横分割されています。インデクス2は横分割されていません。ZAIKO表を複数のバックエンドサーバに移行する場合は，インデクス2を削除した後に移行します。その後，インデクス2を定義します。

                     

                  

               
            
         
         
            11.8　負荷均等化を目的としたバックエンドサーバの移動

            ここでは，バックエンドサーバの負荷均等化を目的としたバックエンドサーバの移動方法について説明します。

            
               11.8.1　シナリオによるバックエンドサーバの負荷均等化

               月末などにピークを迎える業務がある場合，特定のバックエンドサーバに負荷が集中し，業務の処理速度が遅くなることがあります。この場合，バックエンドサーバの負荷変動に応じてバックエンドサーバの配置を動的に変更し，各ユニットに掛かる負荷を均等化できます。

               なお，ここで説明するバックエンドサーバの負荷均等化は，次に示す方法で行うことを想定しています。

               
                  	
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用してバックエンドサーバを移動する

                  

                  	
                     JP1/AJS2-SOで生成したシナリオをJP1/AJS3（JP1/AJS2も含みます）で実行する

                  

                  	
                     HiRDB CMを使用したシナリオを実行する

                  

               

               HiRDBのポリシー運用の場合，シナリオテンプレートは次の図に示すようにシナリオ化されて実行されます。

               
                  	用語の説明

                  	
                     
                        	
                           シナリオ：シナリオジョブに実行順序を付けてネットワーク化したオブジェクトです。シナリオにシナリオ登録を実行するとJP1/AJS3に登録され，実行できます。

                        

                        	
                           シナリオテンプレート：シナリオの実行に必要な環境情報（パラメータ）をシナリオ変数として定義した，手順だけで構成されるシナリオのひな形です。シナリオを作成するときの部品となります。

                        

                        	
                           シナリオ変数の値：シナリオテンプレートからシナリオを生成するときに補完するユーザ（システム）固有の情報です（HiRDB識別子，ホスト名，サーバ名，移動先のユニット識別子など）。

                        

                        	
                           ジョブネット：JP1/AJS3で実行順序を関連づけたジョブの集まりです。ジョブネットを実行すると，ジョブネット中のジョブが実行順序に従って自動的に実行されます。

                           
                              図11‒7　バックエンドサーバの負荷均等化のシナリオ運用形態
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  

                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           JP1/AJS2-SOにシナリオテンプレートとシナリオ変数の値を入力してシナリオ（JP1/AJS3のジョブネット）を生成します。シナリオを最初に実行するときに1回だけ行います。

                        

                        	
                           生成したシナリオ（ジョブネット）をJP1/AJS3に登録して実行します。

                        

                        	
                           ジョブネットはHiRDB CMのコマンドを実行します。

                        

                        	
                           HiRDB CMのコマンドはHiRDB CMサーバに処理を要求します。

                        

                        	
                           HiRDB CMサーバは，システムマネジャがあるサーバマシンのHiRDB CM Agentに処理要求をします。

                        

                        	
                           システムマネジャがあるサーバマシンのHiRDB CM Agentは，HiRDBのコマンドやHAモニタのコマンドなどを実行したり，ほかのユニットのHiRDB CM Agentに処理要求をしたりします。

                        

                     

                     HiRDB CMについては，HiRDB CMのヘルプを参照してください。

                  

               

            
            
               11.8.2　前提条件及び対象とする業務の条件

               シナリオによるバックエンドサーバの負荷均等化を行う場合の前提条件，及び対象とする業務の条件を次に示します。

               
                  	前提条件

                  	
                     
                        	
                           複数ユニット構成のHiRDB/パラレルサーバである

                        

                        	
                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用している（又は適用可能である）

                        

                     

                  

                  	対象とする業務の条件

                  	
                     
                        	
                           一つのHiRDBで二つ以上の異なる業務を実行する

                        

                        	
                           各業務で主に使用するバックエンドサーバ（負荷が掛かるバックエンドサーバ）が全バックエンドサーバのうちの一部である

                        

                        	
                           各業務で主に使用するバックエンドサーバ（負荷が掛かるバックエンドサーバ）が業務ごとに互いに排他的である※

                        

                        	
                           各業務の負荷のピーク期間（時間）が重ならない

                        

                        	
                           各業務の負荷変動が予測又は想定できる

                        

                        	
                           移動対象のバックエンドサーバを使用する業務のトランザクションは短時間で終了する（少なくともバックエンドサーバ移動時に長時間決着しないトランザクションがない）

                        

                        	
                           バックエンドサーバの移動中にそのバックエンドサーバを使用するトランザクションが一時的に滞留したり，又はキャンセルされたりすることを許容できる

                        

                     

                     
                        	注※

                        	
                           バックエンドサーバの移動による各ユニットの負荷均等化が目的のため，各業務が完全に排他的である必要はありません。

                        

                     

                  

               

               
                  	参考

                  	
                     
                        	
                           バックエンドサーバの移動をするときはバックエンドサーバの負荷が高い状態です。バックエンドサーバの負荷が高いときにバックエンドサーバを移動するため，トランザクションが一時保留されたり，又はキャンセルされたりして業務に影響が出ます。

                        

                        	
                           バックエンドサーバの移動先ユニットも想定以上に負荷が高い可能性があります。このため，バックエンドサーバを移動しても，バックエンドサーバの負荷が均等化されないことがあります。

                        

                     

                  

               

            
            
               11.8.3　シナリオ運用方法

               バックエンドサーバの負荷均等化のシナリオについて説明します。

               
                  (1)　JP1/AJS3によるシナリオ定期実行

                  JP1/AJS3を使用し，バックエンドサーバの負荷均等化を行う時期や，時間帯を設定してシナリオを実行します。JP1/AJS3によるシナリオ定期実行を次の図に示します。

                  
                     図11‒8　JP1/AJS3によるシナリオ定期実行
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	特徴

                     	
                        
                           	
                              バックエンドサーバの負荷に偏りが生じる時期や，時間帯が予測できる場合に有効です。

                           

                           	
                              バックエンドサーバを移動する時期や，時間帯を設定できるため，運用計画が立てやすいです。

                           

                           	
                              ポリシー運用の最小製品構成でこの運用が行えます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　JP1/PFMによるバックエンドサーバの負荷監視とユーザ操作によるシナリオ実行

                  JP1/PFMを使用してバックエンドサーバの負荷を監視します。負荷が設定値を超えた場合，それをイベントとしてJP1/IM-CCに通知してJP1/IM-Viewに表示します。これをオペレータが監視してGUI操作でシナリオを実行します。JP1/PFMによるバックエンドサーバの負荷監視とユーザ操作によるシナリオ実行を次の図に示します。

                  
                     図11‒9　JP1/PFMによるバックエンドサーバの負荷監視とユーザ操作によるシナリオ実行
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	特徴

                     	
                        
                           	
                              バックエンドサーバの負荷均等化を動的に行えます。

                           

                           	
                              バックエンドサーバの負荷を半自動的に変更できます。

                           

                           	
                              バックエンドサーバの移動要否をオペレータが最終確認した後に，バックエンドサーバの移動をするため，柔軟かつ安全な運用ができます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　JP1/PFMによるバックエンドサーバの負荷監視と自動シナリオ実行

                  JP1/PFMを使用してバックエンドサーバの負荷を監視します。負荷が設定値を超えた場合，自動的にJP1/AJS3でシナリオを実行します。JP1/PFMによるバックエンドサーバの負荷監視と自動シナリオ実行を次の図に示します。

                  
                     図11‒10　JP1/PFMによるバックエンドサーバの負荷監視と自動シナリオ実行
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	特徴

                     	
                        
                           	
                              バックエンドサーバの負荷均等化を動的に行えます。

                           

                           	
                              オペレータの操作を必要としません。バックエンドサーバの負荷を自動で変更できます。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               11.8.4　バックエンドサーバの構成例

               負荷均等化を行うときのバックエンドサーバの構成例について説明します。

               
                  (1)　構成例1（2業務，3ユニット，4バックエンドサーバで構成する）

                  
                     	想定する業務

                     	
                        
                           	
                              勤休業務と旅費清算業務の2業務が存在する

                           

                           	
                              勤休業務と旅費清算業務にそれぞれバックエンドサーバを二つずつ割り当てて，業務間で排他的に利用する

                           

                           	
                              通常時は旅費清算業務の性能が求められる

                           

                           	
                              月末は勤休業務の負荷が高くなる

                           

                           	
                              月末は旅費清算業務より勤休業務を優先する

                           

                        

                     

                  

                  負荷均等化を行うときのバックエンドサーバの構成例を次の図に示します。

                  
                     図11‒11　負荷均等化を行うときのバックエンドサーバの構成例1（2業務，3ユニット，4バックエンドサーバの場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注

                     	
                        （　）内の数字は各バックエンドサーバのユニット内の切り替え優先順位を示しています。この数字は，各サーバマシンのHAモニタのservers定義で指定する各サーバの予備系サーバ（initalオペランドにstandbyを指定）のstandbypriオペランドの値と同じです。

                        なお，（0）は現用系を意味しています。この場合，該当するサーバマシン，又はサーバのservers定義のinitalオペランドにはonlineを指定し，standbypriオペランドは指定しません。

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              勤休業務の負荷が高くなる月末には，バックエンドサーバを移動して負荷均等化を行います。

                           

                           	
                              バックエンドサーバ移動の基本シナリオを2個組み合わせてこのシナリオを実現します。

                           

                           	
                              図中に示す優先順位を指定すると，バックエンドサーバの移動後に障害が発生した場合，バックエンドサーバの負荷アンバランスを避けられます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　構成例2（2業務，4ユニット，14バックエンドサーバで構成する）

                  
                     	想定する業務

                     	
                        
                           	
                              勤休業務と旅費清算業務の2業務が存在する

                           

                           	
                              勤休業務にバックエンドサーバを八つ，旅費清算業務にバックエンドサーバを六つ割り当てて，業務間で排他的に利用する

                           

                           	
                              通常時，勤休業務と旅費清算業務は同等の性能が求められる

                           

                           	
                              月末は勤休業務の負荷が高くなる

                           

                           	
                              月末も旅費清算業務の性能低下は極力避ける

                           

                        

                     

                  

                  負荷均等化を行うときのバックエンドサーバの構成例を次の図に示します。

                  
                     図11‒12　負荷均等化を行うときのバックエンドサーバの構成例2（2業務，4ユニット，14バックエンドサーバの場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注

                     	
                        （　）内の数字は各バックエンドサーバのユニット内の切り替え優先順位を示しています。この数字は，各サーバマシンのHAモニタのservers定義で指定する各サーバの予備系サーバ（initalオペランドにstandbyを指定）のstandbypriオペランドの値と同じです。

                        なお，（0）は現用系を意味しています。この場合，該当するサーバマシン，又はサーバのservers定義のinitalオペランドにはonlineを指定し，standbypriオペランドは指定しません。

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              勤休業務の負荷が高くなる月末には，バックエンドサーバを移動して負荷均等化を行います。

                           

                           	
                              バックエンドサーバ移動の基本シナリオを3個組み合わせてこのシナリオを実現します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               11.8.5　HiRDBに関する準備

               HiRDBに関する準備作業を次に示します。

               
                  (1)　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用する

                  影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用してください。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能については，「系切り替え機能の運用」を参照してください。

               
               
                  (2)　トランザクションキューイング機能の適用要否を選択する

                  トランザクションキューイング機能を適用するかどうかを選択してください。適用要否の目安を次に示します。トランザクションキューイング機能については，次の箇所を参照してください。

                  
                     	
                        スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「トランザクションキューイング機能（高速系切り替え機能限定）」

                     

                     	
                        1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「トランザクションキューイング機能」

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「トランザクションキューイング機能」

                     

                  

                  
                     (a)　トランザクションキューイング機能を適用する場合の処理方式

                     トランザクションキューイング機能を適用する場合の処理方式を次に示します。

                     
                        	処理方式

                        	
                           
                              	
                                 バックエンドサーバの移動時，移動対象のバックエンドサーバに対する新規トランザクションの開始を保留します。

                              

                              	
                                 移動対象のバックエンドサーバで処理中のトランザクションの終了を待ち合わせます。移動対象のバックエンドサーバで処理中のトランザクションがなくなった時点でバックエンドサーバを移動します。

                              

                              	
                                 1で保留中のトランザクションを開始します。

                              

                           

                        

                     

                     なお，トランザクションのキューイング待ち時間をpd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドで指定できます。長時間実行するトランザクションがあるため，バックエンドサーバの終了に時間が掛かる場合，この時間を超えるとトランザクションのキューイングが解除されて，バックエンドサーバの移動を中止します。この場合，1で保留中のトランザクションは再開されます。

                  
                  
                     (b)　トランザクションキューイング機能を適用しない場合の処理方式

                     新規トランザクションの開始保留，及び実行中トランザクションの終了待ち合わせをしないで，バックエンドサーバを移動します。

                  
                  
                     (c)　トランザクションキューイング機能のメリット及びデメリット

                     トランザクションキューイング機能のメリット及びデメリットを次の表に示します。

                     
                        表11‒1　トランザクションキューイング機能のメリット及びデメリット
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    トランザクション

                                    キューイング機能

                                    の適用可否

                                 
                                 	
                                    メリット

                                 
                                 	
                                    デメリット

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    適用する場合

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバ移動時のトランザクションエラーを回避できます（バックエンドサーバの開始に時間が掛かる場合を除く）。

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          バックエンドサーバの移動中にトランザクションが滞留します。

                                       

                                       	
                                          バックエンドサーバの移動に掛かる時間が適用しない場合に比べて長くなります。

                                       

                                       	
                                          長時間実行するトランザクションがある場合，バックエンドサーバの移動を中止します。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    適用しない場合

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          バックエンドサーバの移動中にトランザクションが滞留しません。

                                       

                                       	
                                          長時間実行するトランザクションがある場合でも，バックエンドサーバを移動できます。

                                       

                                       	
                                          バックエンドサーバの移動に掛かる時間が適用する場合に比べて短くなります。

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          バックエンドサーバの移動時に実行中のトランザクションがエラーになります。

                                       

                                       	
                                          バックエンドサーバの移動時に開始したトランザクションがエラーになります。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	参考

                        	
                           トランザクションキューイング機能は，障害発生時の系切り替えにも適用されるため，系切り替え機能の運用も考慮して検討してください。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　トランザクションキューイング機能の設定方法

                     トランザクションキューイング機能を適用する場合は，pd_ha_transactionオペランドにqueuingを指定してください。

                     また，次に示す時間の合計をトランザクションのキューイング待ち時間としてpd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドに指定してください。

                     
                        	
                           バックエンドサーバの移動時に発生するトランザクションの最大滞留時間

                        

                        	
                           バックエンドサーバの移動シナリオのサーバ強制終了（pdstop -s -f コマンド入力時：KFPS01843-Iメッセージ出力とほぼ同時と考えてよい）から，サーバ開始完了（KFPS01813-Iメッセージ出力）までの時間

                        

                     

                     トランザクションキューイング機能を適用しない場合は，pd_ha_transactionオペランドにerrorを指定するか，又はこのオペランドを省略してください。

                  
               
            
            
               11.8.6　ユーザが行うバックエンドサーバの負荷均等化

               ユーザが，コマンドを実行してバックエンドサーバの負荷を均等化できます。

               
                  (1)　操作手順

                  HAモニタ使用時とHitachi HA Toolkit Extension使用時とで，操作手順が異なります。操作手順を次に示します。なお，複数のバックエンドサーバを移動する場合は，「バックエンドサーバの移動の自動化」を参照してください。

                  
                     (a)　HAモニタ使用時

                     
                        	1.移動するサーバの状態を確認する

                        	
                           システムマネジャがあるユニットで，pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドを実行し，その表示内容（標準出力）から次の項目を確認してください。

                           
                              	
                                 移動対象となるバックエンドサーバが，移動元ユニットで稼働状態（ONL）である

                              

                              	
                                 移動対象となるバックエンドサーバが，移動先ユニットで待機状態（SBY）又は停止状態（STP）である

                              

                           

                        

                        	2.移動するバックエンドサーバのトランザクションキューイングを開始する

                        	
                           バックエンドサーバの移動元ユニットで，pdtrnqing -s サーバ名コマンドを実行し，トランザクションキューイング機能を開始してください。pd_ha_transactionオペランドにqueuingを指定していない場合は，この操作を行う必要はありません。

                           コマンドがリターンコード0で正常終了，又はリターンコード4で警告終了したことを確認してください。リターンコードが0の場合は，トランザクションキューイング機能が正常に開始されたことを意味します。リターンコードが4の場合は，pd_ha_transactionオペランドの指定値がerrorであることを意味します。リターンコードが8及び12の場合は，障害が発生しているため手順を終了してください。

                        

                        	3.移動するバックエンドサーバを強制終了する

                        	
                           システムマネジャがあるユニットで，pdstop -f -s サーバ名コマンドを実行し，強制終了してください。このとき，コマンドのリターンコードが0であることを確認してください。リターンコードが0でない場合は，障害が発生しているため手順を終了してください。

                        

                        	4.移動するバックエンドサーバを移動先ユニットで開始する

                        	
                           システムマネジャがあるユニットで，pdstart -s サーバ名 -u 移動先ユニット識別子コマンドを実行してください。このとき，コマンドのリターンコードが0であることを確認してください。リターンコードが0でない場合は，障害が発生しているため手順を終了してください。

                        

                        	5.移動するバックエンドサーバの状態を確認する

                        	
                           システムマネジャがあるユニットで，pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドを実行し，その表示内容（標準出力）及びリターンコードから次の項目を確認してください。

                           
                              	
                                 バックエンドサーバが，移動先ユニットで実行系起動待ち状態（WIT）であるか確認してください。バックエンドサーバが，移動先ユニットで実行系起動待ち状態（WIT）の場合は手順6.へ進んでください。

                              

                              	
                                 バックエンドサーバが，移動先ユニットで稼働状態（ONL）であるか確認してください。バックエンドサーバが，移動先ユニットで稼働状態（ONL）の場合は手順7.へ進んでください。

                              

                              	
                                 上記に該当しない場合，障害が発生しているため手順を中止してください。

                              

                           

                        

                        	6.移動先ユニットでバックエンドサーバの開始を続行する

                        	
                           移動先ユニットで，スーパユーザがmonact サーバ名コマンドを実行し，コマンドのリターンコードが0であることを確認してください。リターンコードが0でない場合，障害が発生しているため手順を終了してください。

                        

                        	7.移動するバックエンドサーバのトランザクションキューイング機能を解除する

                        	
                           バックエンドサーバの移動先ユニットで，pdtrnqing -d -s サーバ名コマンドを実行し，トランザクションキューイング機能を解除してください。pd_ha_transactionオペランドにqueuingを指定していない場合は，この操作をする必要はありません。

                           コマンドのリターンコードが0であることを確認してください。リターンコードが0でない場合，障害が発生しているため手順を終了してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　Hitachi HA Toolkit Extension使用時

                     
                        	1.移動するサーバの状態を確認する

                        	
                           「HAモニタ使用時」の1.を参照してください。

                        

                        	2.移動するバックエンドサーバのトランザクションキューイング機能を開始する

                        	
                           「HAモニタ使用時」の2.を参照してください。

                        

                        	3.クラスタソフトウェアの系切り替えコマンドでバックエンドサーバを移動する

                        	
                           クラスタソフトウェアの系切り替えコマンドを使用して，移動先ユニットに系を切り替えてください。

                        

                        	4.バックエンドサーバの状態を確認する

                        	
                           システムマネジャがあるユニットで，pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドを実行し，その表示内容（標準出力）及びリターンコードから次の項目を確認してください。

                           
                              	
                                 バックエンドサーバが，移動先ユニットで稼働状態（ONL）である

                              

                           

                        

                        	5.移動するバックエンドサーバのトランザクションキューイング機能を解除する

                        	
                           「HAモニタ使用時」の7.を参照してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　障害発生時の対処

                  バックエンドサーバの移動中にエラーが発生した場合，syslogfile，及び標準出力・標準エラー出力のメッセージを参照し，原因を取り除いてください。

                  また，トランザクションキューイング機能開始以降に障害が発生した場合は，トランザクションキューイング機能を中断するため，システムマネジャがあるユニットで次のコマンドを実行してください。

                  　pdtrnqing -d -f -s サーバ名

                  上記コマンドを実行すると，トランザクションキューイング機能は解除されます。ただし，障害によって不当にトランザクションキューイング機能が動作することを防ぐための対処であるため，開始されていないバックエンドサーバに対して処理要求が発生し，SQLエラーとなります。

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     (a)　バックエンドサーバの移動の自動化

                     トランザクションキューイング機能を使用して，複数のバックエンドサーバを移動する場合は，次の手順で自動化してください。

                     
                        	
                           トランザクションキューイング機能の開始

                        

                        	
                           バックエンドサーバの移動

                        

                        	
                           トランザクションキューイング機能の解除

                        

                     

                     ユーザが手作業で行うと，バックエンドサーバの移動処理に時間が掛かり，トランザクションキューイング機能のタイムアウトが発生し，トランザクションがエラーとなることがあります。

                  
                  
                     (b)　複数のバックエンドサーバを移動する場合

                     トランザクションキューイング機能を使用して，複数のバックエンドサーバを移動する場合，1サーバごとに「操作手順」を実行してください。複数同時には実行しないでください。複数のバックエンドサーバを同時に移動させると，それらのバックエンドサーバにアクセスするトランザクションがキューイングされ，トランザクションが終了できなくなることがあります。この場合，pdtrnqingコマンドがエラーとなることがあります。

                  
               
            
         
      
   
      
         12　システム間で資源を移行する方法

         
            この章では，ほかのHiRDBシステムへの表，及びストアドプロシジャの移行方法について説明します。

         

         
            12.1　表をほかのHiRDBシステムに移行する方法

            ディクショナリ搬出入ユティリティ，データベース再編成ユティリティ，及びデータベース作成ユティリティを使用して，現在使用している表をほかのHiRDBシステムに移行できます。この機能を使用すると，次に示すことができます。

            
               	
                  テスト系で使用していたデータベースを本番系に移行できます。

               

               	
                  あるHiRDBシステムで作成したデータベースを，ほかのHiRDBシステムに移行できます。

               

               	
                  システムを再構築するときに既存のデータベース情報を保存でき，システムを再構築した後にそのデータベース情報を回復できます。

               

            

            次の表に示すように，表をほかのHiRDBに移行する方法は二つあります。

            
               表12‒1　表の移行方法
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           条件

                        
                        	
                           移行方法

                        
                     

                     
                        	
                           移行元システムと移行先システムのRDエリア構成

                        
                        	
                           プラグインが提供する抽象データ型の列の有無

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           同じ

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           表定義情報と表データを同時に移行する。

                        
                     

                     
                        	
                           あり

                        
                        	
                           移行先で表・インデクス定義をしてデータだけ移行する。

                        
                     

                     
                        	
                           異なる

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           表定義情報と表データを別々に移行する。

                        
                     

                     
                        	
                           あり

                        
                        	
                           移行先で表・インデクス定義をしてデータだけ移行する。

                        
                     

                  
               

            
            それぞれの移行方法について，説明します。

            
               	表定義情報と表データを同時に移行する方法

               	
                  
                     	実行者　HiRDB管理者，及び表の所有者

                     	
                        データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティを使用して，表定義情報と表データを同時に移行する方法です。移行できる情報や詳細については，「表定義情報と表データを同時に移行する方法」を参照してください。

                     

                  

               

               	表定義情報と表データを別々に移行する方法

               	
                  
                     	実行者　HiRDB管理者

                     	
                        ディクショナリ搬出入ユティリティ，データベース再編成ユティリティ，及びデータベース作成ユティリティを使用して，表定義情報と表データを別々に移行する方法です。

                        移行できる情報や詳細については，「表定義情報と表データを別々に移行する方法」を参照してください。

                     

                  

               

            

            
               12.1.1　表をほかのHiRDBシステムに移行する前に

               
                  (1)　制限事項

                  
                     	
                        ディクショナリ搬出入ユティリティでは，抽象データ型を定義している表の定義情報をほかのHiRDBシステムに移行できません。移行できる情報や詳細については，「表定義情報と表データを別々に移行する方法」を参照してください。

                     

                     	
                        表定義情報と表データを同時に移行する方法では，スキーマ単位で移行できません（表単位の移行だけができます）。表定義情報と表データを別々に移行する方法では，スキーマ単位又は表単位に移行できます。

                     

                     	
                        移行元システムと移行先システムの文字コードが異なる場合で，文字コード変換が必要な列を持つ表を移行するときは，まず文字コード変換をしてから，移行先へデータロードしてください。

                        文字コード変換が不要な列（数値型の列など）だけの表を移行するときは，移行元システムでデータベース再編成ユティリティを使用してデータベース作成ユティリティ用の入力データファイルを作成し，移行先システムでデータベース作成ユティリティを使用してデータロードしてください。

                        データベース再編成ユティリティは，移行元システムのアンロードデータファイルの文字コードと，移行先システムの文字コードが異なる時点でエラーとなりますが，この方法で移行すると，エラーになりません。

                     

                     	
                        改竄防止表はほかのHiRDBシステムに移行できません。また，移行先システムで表データをリロードできません。

                     

                     	
                        データベース複写ユティリティとデータベース回復ユティリティを使用したデータの移行はできません。移行元システムで取得したバックアップを移行先システムでリストア（回復）しないでください。

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリアに関する注意事項（重要）

                  
                     	
                        表定義情報を移行する場合，移行先システムに移行元システムと同じ名称のRDエリアを作成しておく必要があります。

                     

                     	
                        表定義情報と表データを同時に移行する方法で，非分割表を移行する場合，移行元システムと移行先システムでRDエリア名が異なるとき，移行先システムでデータベース作成ユティリティ実行時に-w
                           rdaomitオプションを指定すれば，移行ができます。ただし，表にBLOB列が定義されている場合は，表定義エラーとなります。

                     

                     	
                        表定義情報と表データを別々に移行する方法で，移行対象の表が格納されているRDエリア名とRDエリアを格納するサーバ構成が，移行元システムと移行先システムで異なる場合，データベース再編成ユティリティ実行時に-gオプションを指定する必要があります。-gオプションを指定する必要があるシステム構成例を次の図に示します。

                        
                           図12‒1　-gオプションを指定する必要があるシステム構成例
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

               
               
                  (3)　表定義（データ型及び列の定義長）を変更する場合の注意事項

                  データ型又は列の定義長を変更できるのは，データベース再編成ユティリティで移行元システムの表データをDAT形式又はバイナリ形式でアンロードしたファイルを，移行先システムでデータロードするときです。DAT形式及びバイナリ形式の入力データファイルの制限事項については，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」を参照してください。

                  
                     (a)　表定義を変更して表データを移行できない場合

                     表定義を変更して表データを移行できないのは，次の場合です。

                     
                        	
                           移行元システムと移行先システムのデータ型の組み合わせによって，移行に使用する入力データファイルの形式（DAT形式かバイナリ形式か）が異なります。このため，一つの表内にDAT形式だけで移行できるデータ型とバイナリ形式だけで移行できるデータ型が混在していると，移行できません。この場合はUAPなどで移行用のデータを作成する必要があります。

                        

                        	
                           DAT形式のファイルで移行する場合，アンロードするときに文字列に変換するため，文字列に変換できないデータが含まれている表は移行できません。

                           移行先システムで表データをデータロードする場合，移行元システムのデータが移行先システムのデータ型に対応した形式でないと，エラーになったり，データが切り捨てられるおそれがあります。このため，移行元システムのデータが，移行先システムのデータ型に対応している必要があります。詳細は，マニュアル「HiRDB
                              コマンドリファレンス」を参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　移行できるデータ型の組み合わせと入力データファイルの形式

                     移行元システムと移行先システムで，移行できるデータ型の組み合わせと，その場合に作成する入力データファイルの形式を次の表に示します。

                     
                        表12‒2　移行できるデータ型の組み合わせと入力データファイルの形式
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    移行できるデータ型の組み合わせ

                                 
                                 	
                                    入力データファイルの形式

                                 
                              

                              
                                 	
                                    移行元システム

                                 
                                 	
                                    移行先の列

                                 
                                 	
                                    DAT形式

                                 
                                 	
                                    バイナリ形式

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    数データ

                                 
                                 	
                                    数データ

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                              

                              
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    数データ

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日付データ

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日間隔データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時間隔データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻印データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                                 	
                                    数データ

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日付データ

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日間隔データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時間隔データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻印データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日付データ

                                 
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日付データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻データ

                                 
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日付データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日間隔データ

                                 
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日間隔データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時間隔データ

                                 
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時間隔データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻印データ

                                 
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻印データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                                 	
                                    数データ

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日付データ

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    日間隔データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時間隔データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻印データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：移行できます。

                           △：データ値が移行先システムのデータ型に対応した値であれば，移行できます。

                           ×：移行できません。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　列の定義長を変更する場合の入力データファイルの形式

                     移行先システムで定義長をどのように変更するかと，その場合に作成する入力データファイルの形式を次の表に示します。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    移行元システム

                                 
                                 	
                                    移行先システム

                                 
                                 	
                                    入力データファイル

                                 
                              

                              
                                 	
                                    定義長を変更する列のデータ型

                                 
                                 	
                                    変更後の定義長

                                    （変更前と比べて）

                                 
                                 	
                                    DAT形式

                                 
                                 	
                                    バイナリ形式

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    数データ

                                 
                                 	
                                    DECIMAL型

                                 
                                 	
                                    長い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    短い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    DECIMAL型以外

                                 
                                 	
                                    −※１

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    固定長文字データ

                                 
                                 	
                                    長い

                                 
                                 	
                                    ○※2

                                 
                                 	
                                    ○※２，※３

                                 
                              

                              
                                 	
                                    短い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長文字データ

                                 
                                 	
                                    長い

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    短い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    時刻印データ

                                 
                                 	
                                    長い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    短い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    長大データ

                                 
                                 	
                                    長い

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    短い

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バイナリデータ

                                 
                                 	
                                    長い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    短い

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：移行できます。

                           △：データ値が移行先システムのデータ型に対応した値であれば，移行できます。

                           ×：移行できません。

                           −：該当しません。

                        

                        	注※1

                        	
                           DECIMAL型以外の数データは，定義長が固定のため，対象外です。

                        

                        	注※2

                        	
                           左詰めで入力され，余りは空白で埋められます。

                        

                        	注※3

                        	
                           HiRDBのバージョンが08-04より前の場合は，移行できません。

                        

                     

                  
               
            
            
               12.1.2　表定義情報と表データを同時に移行する方法

               データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）及びデータベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）で，現在使用している表の表定義情報と表データをほかのHiRDBシステムに移行します。データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティを使用した表定義情報及び表データの移行を次の図に示します。

               
                  図12‒2　データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティを使用した表定義情報及び表データの移行
                  [image: [図データ]]

               
               移行元システムで，データベース再編成ユティリティを使用してディクショナリ表から逆生成した定義情報と表データを表移行用アンロードファイルに出力します。このことを，エクスポートといいます。移行先システムで，データベース作成ユティリティを使用して，表移行用アンロードファイルを入力として表を定義し，表データを格納することをインポートといいます。エンディアンが異なるシステムに表を移行する場合，インポート時にエンディアンを変換します。

               
                  (1)　移行する情報

                  
                     	
                        表定義情報

                        
                           	
                              実表の定義（抽象データ型を含まない表に限ります）

                           

                           	
                              インデクスの定義（プラグインインデクス及び部分構造インデクスは除きます）

                           

                        

                     

                     	
                        表データ

                     

                  

               
               
                  (2)　移行手順

                  表定義情報と表データを同時にほかのHiRDBシステムに移行する手順の概略を次の図に示します。

                  
                     図12‒3　表定義情報と表データを同時にほかのHiRDBシステムに移行する手順
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
            
               12.1.3　表定義情報と表データを別々に移行する方法

               まず，pddefrev（定義系SQLの生成）を使用して定義系SQLを生成します。移行先でデータベース定義ユティリティ（pddef）を使用して，生成した定義系SQLによって表・インデクスを定義します。pddefrev（定義系SQLの生成）を使用した表定義情報の移行を次の図に示します。

               
                  図12‒4　pddefrev（定義系SQLの生成）を使用した表定義情報の移行
                  [image: [図データ]]

               
               次に，データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティで，現在使用している表データをほかのHiRDBシステムに移行します。データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティを使用した表データの移行を次の図に示します。

               
                  図12‒5　データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティを使用した表データの移行
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　移行する情報

                  
                     	
                        表定義情報

                        
                           	
                              実表の定義（抽象データ型を含まない表に限ります）

                           

                           	
                              ビュー表の定義

                           

                           	
                              インデクスの定義

                           

                           	
                              コメント情報

                           

                        

                     

                     	
                        表データ

                     

                  

               
               
                  (2)　移行手順

                  表定義情報と表データを別々にほかのHiRDBシステムに移行する手順の概略を次の図に示します。

                  
                     図12‒6　表定義情報と表データを別々にほかのHiRDBシステムに移行する手順
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (3)　エンディアンが異なるシステムに表データを移行する場合

                  移行先システムでデータロードするときにエンディアン変換を行います。

                  ビッグエンディアンのシステムからリトルエンディアンのシステムに，バイナリデータを含む表を移行した場合の例を次の図に示します。

                  
                     図12‒7　エンディアンが異なるシステム間の表データの移行
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注意事項

                     	
                        移行対象の表データに含まれるバイナリデータ（LOB型，BLOB型又はBINARY型）の有無に応じて，移行元のデータを抽出するpdrorgコマンド，及び移行先でデータをロードするpdloadコマンドのオプションを次のように指定してください。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       表データのバイナリデータの有無

                                    
                                    	
                                       pdrorgコマンドのオプション指定

                                    
                                    	
                                       pdloadコマンド

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       オプション指定

                                    
                                    	
                                       制御文ファイルでの指定

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       -k unld -W dat

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       -k unld -W bin

                                    
                                    	
                                       -W -b

                                    
                                    	
                                       option文のsrcendianオペランドに，移行元システムのエンディアン形式を指定します。

                                       big：ビッグエンディアン

                                       little：リトルエンディアン

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        
                           	（凡例）

                           	
                              −：指定する必要はありません。

                           

                        

                        コマンドの実行例については，「例題４（エンディアンが異なるシステムに，バイナリデータを含む表を移行する場合）」を参照してください。pdrorgコマンド及びpdloadコマンドについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

                  
                     (a)　移行元の表データにBLOB型のデータが含まれる場合

                     移行元のデータを抽出するpdrorgコマンド，及び移行先でデータをロードするpdloadコマンドのオプションを，移行元のHiRDBのバージョンに応じて次のように指定してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    HiRDBのバージョン

                                 
                                 	
                                    BLOB列の有無

                                 
                                 	
                                    pdrorgコマンド

                                 
                                 	
                                    pdloadコマンドのオプション指定

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オプション指定

                                 
                                 	
                                    アンロードファイルの種類

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    02-00〜02-04

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    -k unld

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    -U

                                 
                              

                              
                                 	
                                    03-00〜04-02

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    -k unld -W bin

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    -W -b

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    04-03〜05-04

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    -k unld -W bin

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    -W -b

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    -k unld -j

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    -U

                                 
                              

                              
                                 	
                                    05-05以降

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    -k unld -W bin

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    -W -b

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    -k unld -W bin -j

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    -W -b

                                 
                              

                           
                        

                        
                           
                              	（凡例）

                              	
                                 −：該当しません。

                                 ×：移行できません。

                                 ●：pdrorg用アンロードファイルが作成されます。

                                 ○：pdload用アンロードファイルが作成されます。

                              

                           

                        

                     
                  
                  
                     (b)　移行元の表データに抽象データ型が含まれる場合

                     移行元のデータを抽出するpdrorgコマンドのオプションを，移行元のHiRDBのバージョンに応じて次のように指定してください。

                     移行先でデータをロードするときは，移行元で作成されたアンロードファイルの種類に応じて，pdrorg又はpdloadコマンドを使用してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    HiRDBのバージョン

                                 
                                 	
                                    抽象データ型の種別

                                 
                                 	
                                    pdrorgコマンド

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オプション指定

                                 
                                 	
                                    アンロードファイルの種類

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    05-00〜05-03

                                 
                                 	
                                    BLOB属性

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BLOB属性以外

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    05-04

                                 
                                 	
                                    BLOB属性

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BLOB属性以外

                                 
                                 	
                                    -k unld

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                              

                              
                                 	
                                    05-05〜05-06

                                 
                                 	
                                    BLOB属性

                                 
                                 	
                                    -k unld -j

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BLOB属性以外

                                 
                                 	
                                    -k unld

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                              

                              
                                 	
                                    06-00以降

                                 
                                 	
                                    BLOB属性

                                 
                                 	
                                    -k unld -W bin -j

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BLOB属性以外

                                 
                                 	
                                    -k unld -W bin

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                           
                        

                        
                           
                              	（凡例）

                              	
                                 ×：移行できません。

                                 ●：pdrorg用アンロードファイルが作成されます。

                                 　　移行先ではpdrorgコマンドでデータをロードしてください。

                                 ○：pdload用アンロードファイルが作成されます。

                                 　　移行先ではpdloadコマンドでデータをロードしてください。

                              

                           

                        

                     
                  
                  
                     (c)　移行元の表データに繰返し列又はBINARY列が含まれる場合

                     移行元のデータを抽出するpdrorgコマンド，及び移行先でデータをロードするpdloadコマンドのオプションを，次のように指定してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    pdrorgコマンド

                                 
                                 	
                                    pdloadコマンドのオプション指定

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オプション指定

                                 
                                 	
                                    アンロードファイルの種類

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    -k unld -W bin

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    -W -b

                                 
                              

                           
                        

                        
                           
                              	（凡例）

                              	
                                 ○：pdload用アンロードファイルが作成されます。

                              

                              	注

                              	
                                 繰返し列はバージョン05-03以降，BINARY列はバージョン07-00以降のHiRDBで使用できるデータ型です。

                              

                           

                        

                     
                  
               
               
                  (4)　固定長文字データの定義長を拡張して表データを移行する場合

                  移行先システムの表定義（データ型又は列の定義長）が，移行元システムと異なっていても，移行先システムでデータロードできます。

                  固定長文字データの列の定義長を拡張して，移行先システムに表を移行する場合の例を次の図に示します。

                  
                     図12‒8　固定長文字データの列の定義長を拡張する表データの移行
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
            
               12.1.4　移行先で表・インデクス定義を行いデータだけ移行する方法

               移行先でデータベース定義ユティリティ（pddef）を使用して，定義系SQLによって表・インデクスを定義します。データベース定義ユティリティを使用した表・インデクス定義を次の図に示します。

               
                  図12‒9　データベース定義ユティリティを使用した表・インデクス定義
                  [image: [図データ]]

               
               次に，データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティで，現在使用している表データをほかのHiRDBシステムに移行します。移行方法については，「表定義情報と表データを別々に移行する方法」を参照してください。

            
            
               12.1.5　例題１（表定義情報と表データを同時に移行する場合）

               HiRDBシステムＡの表（TABLE1）をHiRDBシステムＢに移行します。

               
                  	
                     TABLE1にはLOB列が定義されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。

                  

               

               なお，移行先システムには，同じ名称のRDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）が作成されているとします。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /file/export_file

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           表移行用アンロードファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/file/export_file

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           表移行用アンロードファイル（bes1用）の名称を指定します。-gオプションが仮定されるため，表移行用アンロードファイルを1か所に作成します。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでTABLE1をエクスポートします

                  pdrorg -k unld -W bin -w -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：エクスポート（アンロード）をするためunldを指定します。

                        -W：表移行用アンロードファイルを作成するためbin -wを指定します。

                        -t：エクスポートする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA6の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (5)　表移行用アンロードファイルをCMTなどの媒体に格納します

                  (3)で作成した表移行用アンロードファイルをCMTなどの媒体に格納します。

                  移行元システム（HiRDBシステムＡ）での作業はこれで終わりです。

               
               
                  (6)　移行先システムに表移行用アンロードファイルを格納します

                  これ以降は移行先システム（HiRDBシステムＢ）での作業になります。

                  CMTなどの媒体に格納した表移行用アンロードファイルを移行先システムに格納します。

               
               
                  (7)　インポートを実行するユーザのスキーマをpddefコマンドで定義します

                  pddef
   CREATE SCHEMA AUTHORIZATION USR01;

               
               
                  (8)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (9)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース移行中の障害発生に備えてバックアップを取得します。バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              表をインポートするユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (10)　pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdload/load01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     source /file/export_file                         1
idxwork /idxwork                                 2
sort /sortwork                                   3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 表移行用アンロードファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     source bes1:/file/export_file            1
idxwork bes1 /idxwork                    2
sort bes1 /sortwork                      3
idxwork bes2 /idxwork                    4
sort bes2 /sortwork                      5

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 表移行用アンロードファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (11)　pdloadコマンドでTABLE1をインポートします

                  pdload -b -W -w all TABLE1 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -b：表移行用アンロードファイルを入力するため，-W -wを指定します。また，表定義情報と表データを同時にインポートするため，allを指定します。

                        /pdload/load01：(11)で作成したpdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

                  このとき，移行元システムと移行先システムでエンディアンが異なる場合，インポート時にエンディアン変換をします。なお，インポート時に障害が発生した場合の対処については，「インポート時に障害が発生した場合の対処方法」を参照してください。

               
               
                  (12)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (13)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              表をインポートするユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               12.1.6　例題２（表単位に定義情報とデータを別々に移行する場合）

               HiRDBシステムＡの表（TABLE1）をHiRDBシステムＢに移行します。

               
                  	
                     TABLE1にはLOB列が定義されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。

                  

               

               なお，データの格納先や表定義変更がある場合は，pddefrevで生成した定義系SQLを変更します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -g -t TABLE1 -j /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE1をサーバ間横分割している場合に指定してください。アンロードデータファイルが一つになります。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -j：LOB列のデータも同時にアンロードします。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA6の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (5)　pddefrevコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pddefrev/exp01）の内容を次に示します。

                  -t USR01.TABLE1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        USR01：TABLE1を所有するスキーマの名称です。

                        TABLE1：搬出する表の名称です。

                     

                  

               
               
                  (6)　pddefrevコマンドでTABLE1の表定義情報を搬出します

                  pddefrev -o /pddefrev/sql1 -f /pddefrev/exp01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -o：定義系SQLを出力するファイルの名称を指定します。

                        -f：(5)で作成したpddefrevコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　アンロードデータファイル及び搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します

                  (3)で作成したアンロードデータファイル，及び(6)で作成した搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します。

                  移行元システム（HiRDBシステムＡ）での作業はこれで終わりです。

               
               
                  (8)　移行先システムにアンロードデータファイル及び搬出ファイルを格納します

                  これ以降は移行先システム（HiRDBシステムＢ）での作業になります。

                  CMTなどの媒体に格納したアンロードデータファイル及び搬出ファイルを移行先システムに格納します。

               
               
                  (9)　TABLE1を所有するユーザのスキーマをpddefコマンドで定義します

                  pddef
   CREATE SCHEMA AUTHORIZATION USR01;

               
               
                  (10)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース移行中の障害発生に備えてバックアップを取得します。バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (12)　pddefコマンドでTABLE1の表定義をします

                  pddef /pddefrev/sql1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        定義系SQLのファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (13)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (14)　pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdload/load01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     source /pdrorg/unfile1                           1
idxwork /pdrorg/idxwork                          2
sort /sortwork                                   3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     source bes1:/pdrorg/unfile1                     1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                    2
sort bes1 /sortwork                             3
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                    4
sort bes2 /sortwork                             5

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (15)　pdloadコマンドでTABLE1のデータをデータロードします

                  pdload -b -W TABLE1 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE1：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (16)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (17)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (18)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA6の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               12.1.7　例題３（スキーマ単位に表を移行する場合）

               HiRDBシステムＡの認可識別子USR01が所有するすべての表をHiRDBシステムＢに移行します。なお，移行先システムには，同じ名称のRDエリアが作成されているとします。また，表のアンロード及びリロードをスキーマ単位で行います。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドで移行対象のデータを格納しているRDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイルの名称を指定します。-gオプションが仮定されるため，アンロードデータファイルを1か所に作成します。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでスキーマ単位のアンロードします

                  pdrorg -k unld -t USR01.all /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -t：アンロード対象のスキーマの認可識別子を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                        
                           	備考

                           	
                              スキーマ単位のアンロードでは-jオプション（LOBデータがあるときのアンロード）が仮定されています。また，HiRDB/パラレルサーバの場合は-gオプション（アンロードデータファイルの一元化）も仮定されています。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,…

               
               
                  (5)　pdexpコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdexp/exp01）の内容を次に示します。

                  -t USR01.TABLE1
-t USR01.TABLE2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        USR01：TABLE1，TABLE2を所有するスキーマの名称です。

                        TABLE1，TABLE2：搬出する表の名称です。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdexpコマンドですべての表の表定義情報を搬出します

                  pdexp -e /pdexp/expfile1 -f /pdexp/exp01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -e：搬出ファイルの名称を指定します。

                        -f：(5)で作成したpdexpコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　アンロードデータファイル及び搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します

                  (3)で作成したアンロードデータファイル，及び(6)で作成した搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します。

                  移行元システム（HiRDBシステムＡ）での作業はこれで終わりです。

               
               
                  (8)　移行先システムにアンロードデータファイル及び搬出ファイルを格納します

                  これ以降は移行先システム（HiRDBシステムＢ）での作業になります。

                  CMTなどの媒体に格納したアンロードデータファイル及び搬出ファイルを移行先システムに格納します。

               
               
                  (9)　スキーマ（認可識別子：USR01）をpddefコマンドで定義します

                  別スキーマ（USR01以外）に表を移行する場合は，この操作は必要ありません。

                  pddef
   CREATE SCHEMA AUTHORIZATION USR01;

               
               
                  (10)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース移行中の障害発生に備えてバックアップを取得します。バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (12)　pdexpコマンドで表定義情報を搬入します

                  pdexp -i /pdexp/expfile1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -i：搬出ファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (13)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,…

               
               
                  (14)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  別スキーマ（USR01以外）に表を移行する場合は，制御文ファイルの内容が変わります。別スキーマに表を移行する場合の制御文ファイルの例については，「別スキーマに表を移行する場合の制御文ファイルの例」を参照してください。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                        1
idxwork /pdrorg/idxwork                       2
sort /sortwork                                3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                     1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                    2
sort bes1 /sortwork                             3
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                    4
sort bes2 /sortwork                             5

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。-gオプションが仮定されるため，アンロードデータファイルを１か所に作成します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (15)　pdrorgコマンドですべての表のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -t USR01.all /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：リロードをするためreldを指定します。

                        -t：アンロード対象のスキーマの認可識別子を指定します。別スキーマ（USR01以外）に表を移行する場合は，移行先のスキーマの認可識別子を指定してください。認可識別子USR02に移行する場合は-t USR02.allと指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(14)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                        
                           	備考

                           	
                              スキーマ単位のアンロードでは-jオプション（LOBデータがあるときのアンロード）が仮定されています。また，HiRDB/パラレルサーバの場合は-gオプション（アンロードデータファイルの一元化）も仮定されています。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (16)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (17)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (18)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               12.1.8　別スキーマに表を移行する場合の制御文ファイルの例

               別スキーマに表を移行する場合のデータベース再編成ユティリティの制御文ファイルの例を次に示します。移行元のスキーマの認可識別子をUSR01とし，移行先のスキーマの認可識別子をUSR02とします。

               
                  (1)　HiRDB/シングルサーバの場合

                  unload /pdrorg/unfile1                           1
idxwork /pdrorg/idxwork                          2
sort /sortwork                                   3
tblname USR01                                    4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードデータファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                           	
                              移行元のスキーマの認可識別子を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                  unload bes1:/pdrorg/unfile1                     1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                    2
sort bes1 /sortwork                             3
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                    4
sort bes2 /sortwork                             5
tblname USR01                                   6

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードデータファイルの名称を指定します。-gオプションが仮定されるため，アンロードデータファイルを１か所に作成します。

                           

                           	
                              インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                           

                           	
                              移行元のスキーマの認可識別子を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドの例

                  pdrorg -k reld -t USR02.all /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -t：アンロード対象のスキーマの認可識別子を指定します。

                     

                  

               
            
            
               12.1.9　例題４（エンディアンが異なるシステムに，バイナリデータを含む表を移行する場合）

               HiRDBシステムＡ（ビッグエンディアン）の表（TABLE1）をHiRDBシステムＢ（リトルエンディアン）に移行します。

               
                  	
                     TABLE1にはLOB列が定義されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。

                  

               

               なお，移行先システムには，同じ名称のRDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）が作成されているとします。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -g -W bin -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE1をサーバ間横分割している場合に指定してください。アンロードデータファイルが一つになります。

                        -W：pdload用の入力データファイルを作成する場合に指定します。この場合，TABLE1にはバイナリ形式の列を含むため，バイナリ形式のbinを指定します。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA6の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (5)　pddefrevコマンドで定義系SQLを生成します

                  pddefrev -f ctrl1 -o /pddefrev/expfile1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -f：定義系SQLを生成したい表やストアドプロシジャを指定した制御文ファイルを指定します。

                        -o：生成した定義系SQLを出力するファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　アンロードデータファイル及び搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します

                  (3)で作成したアンロードデータファイル，及び(5)で生成したファイルをCMTなどの媒体に格納します。

                  移行元システム（HiRDBシステムＡ）での作業はこれで終わりです。

               
               
                  (7)　移行先システムにアンロードデータファイル及び搬出ファイルを格納します

                  これ以降は移行先システム（HiRDBシステムＢ）での作業になります。

                  CMTなどの媒体に格納したアンロードデータファイル及び搬出ファイルを移行先システムに格納します。

               
               
                  (8)　TABLE1を所有するユーザのスキーマをpddefコマンドで定義します

                  pddef
   CREATE SCHEMA AUTHORIZATION USR01;

               
               
                  (9)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (10)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース移行中の障害発生に備えてバックアップを取得します。バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (11)　pddefコマンドで定義系SQLを実行します

                  pddef < expfile1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        (5)で生成した定義系SQLを記述した入力ファイルを指定します。

                     

                  

               
               
                  (12)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (13)　pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdload/load01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     source /pdrorg/unfile1                           1
option srcendian=big                             2
idxwork /pdrorg/idxwork                          3
sort /sortwork                                   4

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 1.で指定した，アンロードデータファイルのエンディアン形式を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                     1
option srcendian=big                            2
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                    3
sort bes1 /sortwork                             4
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                    5
sort bes2 /sortwork                             6

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 1.で指定した，アンロードデータファイルのエンディアン形式を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (14)　pdloadコマンドでTABLE1のデータをロードします

                  pdload -b -W TABLE1 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -b：pdrorgコマンドで-Wオプションを指定して，バイナリ形式で出力したファイルを入力データファイルとするため，-Wを指定します。

                        /pdload/load01：(13)で作成したpdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (15)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (16)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6
-b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (17)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA6の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               12.1.10　例題５（固定長文字データの列の定義長を拡張して，表を移行する場合）

               HiRDBシステムＡの表（TABLE1）をHiRDBシステムＢに移行します。

               
                  	
                     TABLE1にはLOB列が定義されています。

                  

               

               なお，移行先システムには，同じ名称のRDエリア（RDAREA1〜RDAREA4）が作成されているとします。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA4を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -g -W bin -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE1をサーバ間横分割している場合に指定してください。アンロードデータファイルが一つになります。

                        -W：pdload用の入力データファイルを作成する場合に指定します。この場合，バイナリ形式の入力データファイルを作成するため，binを指定します。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA4の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

               
               
                  (5)　アンロードデータファイル及び搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します

                  (3)で作成したアンロードデータファイルをCMTなどの媒体に格納します。

                  移行元システム（HiRDBシステムＡ）での作業はこれで終わりです。

               
               
                  (6)　移行先システムにアンロードデータファイル及び搬出ファイルを格納します

                  これ以降は移行先システム（HiRDBシステムＢ）での作業になります。

                  CMTなどの媒体に格納したアンロードデータファイル及び搬出ファイルを移行先システムに格納します。

               
               
                  (7)　TABLE1を所有するユーザのスキーマをpddefコマンドで定義します

                  pddef
   CREATE SCHEMA AUTHORIZATION USR01;

               
               
                  (8)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (9)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4
-b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース移行中の障害発生に備えてバックアップを取得します。バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              移行する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA4）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (10)　列の定義長を拡張したTABLE1をpddefコマンドで定義します

                  pddef
   CREATE TABLE TABLE1
     (商品コード CHAR(10) NOT NULL,
      商品イメージ BLOB(10K) IN ((RDAREA3),(RDAREA4))
     ) IN ((RDAREA1) 商品コード = ’00000001’,(RDAREA2));

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        移行元システムでの表定義を次に示します。

                        CREATE TABLE TABLE1
  (商品コード CHAR(8) NOT NULL,
   商品イメージ BLOB(10K) IN ((RDAREA3),(RDAREA4))
  ) IN ((RDAREA1) 商品コード = ’00000001’,(RDAREA2))

                        移行先システムでは，商品コードの列の定義長を拡張しています。

                     

                  

                  なお，HiRDBシステムBに既にTABLE1が定義されている場合は，DROP TABLEで表を削除してから定義してください。

               
               
                  (11)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA4を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

               
               
                  (12)　pdloadコマンドの列構成情報ファイルを作成します

                  列構成情報ファイル（/pdload/column01）の内容を次に示します。

                  商品コード,type=char(8)                      1.
商品イメージ                                 2.

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移行元システムでの列名及びデータ型を指定します。

                           

                           	
                              移行元システムでの列名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdload/load01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     source /pdrorg/unfile1                           1
idxwork /pdrorg/idxwork                          2
sort /sortwork                                   3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                     1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                    2
sort bes1 /sortwork                             3
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                    4
sort bes2 /sortwork                             5

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (14)　pdloadコマンドでTABLE1のデータをロードします

                  pdload -b -W -c /pdload/column01 TABLE1 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：pdrorgコマンドで-Wオプションを指定して，バイナリ形式で出力したファイルを入力データファイルとするため，-Wを指定します。

                        -c：列の定義長を変更するため，列構成情報ファイルを指定します。

                        /pdload/load01：(13)で作成したpdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (15)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (16)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4
-b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              移行する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA4）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (17)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA4の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               12.1.11　インポート時に障害が発生した場合の対処方法

               移行先システムで，pdloadコマンドで表をインポートする場合に障害が発生したときに考えられる要因と対処を次の表に示します。

               
                  表12‒3　インポートする場合に障害が発生したときに考えられる要因と対処
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害

                           
                           	
                              考えられる要因

                           
                           	
                              対処

                           
                           	
                              再度実行するpdloadのオプション

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              定義エラー

                           
                           	
                              移行先システムでインポートするユーザのスキーマが定義されていません。

                           
                           	
                              インポートするユーザのスキーマを定義して，インポートを再度実行してください。

                           
                           	
                              -b -W -w all

                           
                        

                        
                           	
                              移行先システムで，インポートしようとする表が既に定義されています。

                           
                           	
                              
                                 	移行元システムと同じ定義の表をインポートする場合：

                                 	
                                    移行先システムで既に定義されている表定義を削除してから，インポートを再度実行してください。

                                 

                                 	移行元システムと異なる定義の表をインポートする場合：

                                 	
                                    表定義情報と表データを別々に移行する方法で移行してください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              移行先システムに，インポートする表を格納するRDエリアがありません。

                           
                           	
                              次のどちらかの対処をしてから，表データだけインポートしてください。

                              
                                 	
                                    SQL定義ファイル※中の格納RDエリアを修正して，pddefで再度定義

                                 

                                 	
                                    移行先システムに格納RDエリアを追加

                                 

                              

                           
                           	
                              -b -W -w data

                           
                        

                        
                           	
                              表定義が2MBを超えています。

                           
                           	
                              SQL定義ファイル※中のSQLを修正して2MB以内になるようにして，pddefで再度定義してください。その後，表データだけインポート（-b -W -w dataオプション指定でpdloadを実行）してください。

                              SQL定義ファイルの修正方法については，「SQL定義ファイルの修正例」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              データロードのエラー

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「エラー時のデータベースの状態とその回復方法」を参照して，対処してください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     SQL定義ファイルとは，pdloadコマンドでインポートした表定義情報を基に表やインデクスを定義したSQL文を出力するファイルです。インポート時に障害が発生した場合に出力されます。ファイル名は次のとおりです。

                     出力先ディレクトリ/SQLFILE-表名-xxxxxxx

                     
                        	出力先ディレクトリ：pd_tmp_directoryに指定したディレクトリ

                        	
                           環境変数TMPDIRの指定があればTMPDIRに指定したディレクトリ，指定がなければ/tmpディレクトリになります。詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「データベース作成ユティリティ（pdload）」の「制御文で指定しない場合のファイル出力先ディレクトリ」を参照してください。

                        

                     

                     表名：インポートする表名

                     xxxxxxx：ファイル作成時刻とプロセスIDを文字列に変換した値

                  

               

               
                  (1)　SQL定義ファイルの修正例

                  インポート時に作成するSQLには，省略時仮定値も作成されるため，表定義が2MBを超えることがあります。この場合，HiRDBは2MBを超えないように列IDの大きいものから列定義部分を削除してCREATE
                     TABLEを作成し，その後でALTER TABLEで列定義部分を追加します。このとき，SQLエラーが発生するおそれがあります。

                  SQL定義ファイルのSQLを次のように修正してください。

                  
                     	
                        CREATE TABLEの省略時仮定値の部分を削除します。

                     

                     	
                        ALTER TABLEで追加している列定義をCREATE TABLEに移動します。

                     

                  

                  具体的なSQLの例は，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「搬入時に作成される定義系SQLが2,000,000バイトを超えた場合の修正例」を参照してください。

               
            
         
         
            12.2　ストアドプロシジャをほかのHiRDBシステムに移行する方法

            実行者　HiRDB管理者

            ディクショナリ搬出入ユティリティを使用すると，現在使用しているストアドプロシジャをほかのHiRDBシステムに移行できます。この機能を使用すると，次に示すことができます。

            
               	
                  テスト用システムで使用していたストアドプロシジャを本番用システムに移行できます。

               

               	
                  あるHiRDBシステムで作成したストアドプロシジャを，ほかのHiRDBシステムに移行できます。

               

               	
                  システムを再構築するときに既存のストアドプロシジャを保存でき，システムを再構築した後にそのストアドプロシジャを回復できます。

               

            

            
               12.2.1　ストアドプロシジャをほかのHiRDBシステムに移行する前に

               
                  (1)　制限事項

                  CREATE TYPE中で指定する手続き（ストアドプロシジャ）は，ほかのHiRDBシステムに移行できません。

               
               
                  (2)　移行する情報

                  移行する情報は次のとおりです。

                  
                     	
                        表定義情報及び表データ

                     

                     	
                        ストアドプロシジャ

                     

                  

                  
                     (a)　表定義情報及び表データの移行方法

                     ストアドプロシジャが使用する表の表定義情報及び表データを移行先システムに移行します。移行方法については，「表をほかのHiRDBシステムに移行する方法」を参照してください。

                     ただし，移行先システムにストアドプロシジャが使用する表の表定義情報及び表データがある場合は，この操作は不要です。

                  
                  
                     (b)　ストアドプロシジャの移行方法

                     ディクショナリ搬出入ユティリティ（pdexpコマンド）で，データディクショナリLOB用RDエリア中のストアドプロシジャをほかのHiRDBシステムに移行します。ディクショナリ搬出入ユティリティを使用したストアドプロシジャの移行を次の図に示します。

                     
                        図12‒10　ディクショナリ搬出入ユティリティを使用したストアドプロシジャの移行
                        [image: [図データ]]

                     
                  
               
               
                  (3)　移行するときの規則

                  
                     	
                        ストアドプロシジャと表定義情報を同時に移行できません。表定義情報を移行した後にストアドプロシジャを移行してください。

                     

                     	
                        移行先システムに，移行する表及びストアドプロシジャのスキーマを定義しておいてください。

                     

                     	
                        移行先システムに，データディクショナリLOB用RDエリアを作成しておいてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　移行手順

                  ストアドプロシジャの移行手順の概略を次の図に示します。

                  
                     図12‒11　ストアドプロシジャの移行手順
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
            
               12.2.2　例題

               ストアドプロシジャ（ルーチン識別子：PROC1）及びストアドプロシジャが使用している表（TABLE1）をHiRDBシステムＡからHiRDBシステムＢに移行します。

               
                  	
                     TABLE1にはLOB列が定義されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。

                  

               

               なお，移行先システムには，同じ名称のRDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）が作成されているとします。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           アンロードデータファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1              1
unload bes2:/pdrorg/unfile2              2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -g -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE1をサーバ間横分割している場合に指定してください。アンロードデータファイルが一つになります。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA6の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (5)　pdexpコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdexp/exp01）の内容を次に示します。

                  -t USR01.TABLE1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        USR01：TABLE1を所有するスキーマの名称です。

                        TABLE1：搬出する表の名称です。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdexpコマンドでTABLE1の表定義情報を搬出します

                  pdexp -e /pdexp/expfile1 -f /pdexp/exp01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -e：搬出ファイルの名称を指定します。

                        -f：(5)で作成したpdexpコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdexpコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdexp/exp02）の内容を次に示します。

                  -p USR01.PROC1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        USR01：PROC1を所有するスキーマの名称です。

                        PROC1：搬出するストアドプロシジャの名称です。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdexpコマンドでストアドプロシジャを搬出します

                  pdexp -e /pdexp/expfile2 -f /pdexp/exp02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -e：搬出ファイルの名称を指定します。

                        -f：(7)で作成したpdexpコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (9)　アンロードデータファイル及び搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します

                  (3)で作成したアンロードデータファイル，及び(6)，(8)で作成した搬出ファイルをCMTなどの媒体に格納します。移行元システム（HiRDBシステムＡ）での作業はこれで終わりです。

               
               
                  (10)　移行先システムにアンロードデータファイル及び搬出ファイルを格納します

                  これ以降は移行先システム（HiRDBシステムＢ）での作業になります。CMTなどの媒体に格納したアンロードデータファイル及び搬出ファイルを移行先システムに格納します。

               
               
                  (11)　PROC1及びTABLE1を所有するユーザのスキーマをpddefコマンドで定義します

                  pddef
   CREATE SCHEMA AUTHORIZATION USR01;

               
               
                  (12)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (13)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,DICLOB,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,
RDAREA6 -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース移行中の障害発生に備えてバックアップを取得します。バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリLOB用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (14)　pdexpコマンドでTABLE1の表定義情報を搬入します

                  pdexp -i /pdexp/expfile1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -i：搬出ファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (15)　pdholdコマンドでRDAREA1〜RDAREA6を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (16)　pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdload/load01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     source /pdrorg/unfile1                           1
idxwork /pdrorg/idxwork                          2
sort /sortwork                                   3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     source bes1:/pdrorg/unfile1                     1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                    2
sort bes1 /sortwork                             3
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                    4
sort bes2 /sortwork                             5

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (17)　pdloadコマンドでTABLE1のデータをデータロードします

                  pdload -b -W TABLE1 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE1：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (18)　システムログファイルをスワップします

                  バックアップを取得する前に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします。

                  pdlogswap -d sys -w

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，-sオプションを指定して，バックアップ対象の全サーバ分pdlogswapコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (19)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r
-r RDMAST,RDDIR,RDDIC,DICLOB,RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,
RDAREA6 -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックアップを取得するRDエリアを次に示します。

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              データディクショナリLOB用RDエリア

                           

                           	
                              搬入する表を格納するユーザ用RDエリア及びユーザLOB用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）

                           

                        

                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (20)　pdrelsコマンドでRDAREA1〜RDAREA6の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (21)　pdexpコマンドでストアドプロシジャを搬入します

                  pdexp -i /pdexp/expfile2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -i：搬出ファイルの名称を指定します。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
      
   
      
         13　表の運用

         
            この章では，表の運用方法について説明します。

         

         
            13.1　表の格納効率を調べる方法

            実行者　HiRDB管理者又はDBA権限保持者

            データの追加又は削除を繰り返すと，行の配置が乱れてデータの検索効率や格納効率が低下します。したがって，HiRDB管理者はデータの格納効率が低下していないかどうかを確認する必要があります。データの格納効率が低下している場合は次に示すどれかの処置をしてください。

            
               	
                  表を再編成する

               

               	
                  RDエリアの容量を大きくする

               

               	
                  使用中空きページ及び使用中空きセグメントを解放する

                  
                     	参考

                     	
                        これらの作業を行う必要がある表，インデクス，又はRDエリアをHiRDBが特定してくれます。詳細については，「表の再編成時期を予測する方法（再編成時期予測機能）」を参照してください。

                     

                  

               

            

            
               13.1.1　定期的にデータベース状態解析ユティリティを実行します

               データベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）を定期的に実行して，データの格納効率を確認してください。

               
                  (1)　表の格納効率を確認するには

                  表の格納効率を確認するには，次のどちらかの方法を実施してください。

                  
                     	
                        HiRDB Control Managerのデータベース状態解析

                     

                     	
                        データベース状態解析ユティリティの「表単位の状態解析」

                     

                  

                  上記の方法で確認した情報から，次に示す作業が必要かどうかを判断してください。

                  
                     	
                        表の再編成

                     

                     	
                        使用中空きページ及び使用中空きセグメントの解放

                     

                     	
                        不要な行の削除

                     

                     	
                        表の分割格納条件の変更

                     

                     	
                        ハッシュ関数の変更

                     

                     	
                        インデクスの再作成又は再編成

                     

                     	
                        RDエリアの拡張，再初期化，追加，又は削除

                     

                  

                  抽象データ型を定義した表については，表単位の状態解析はできません。抽象データ型を定義した表については，RDエリア単位の状態解析（物理的解析）で表データの格納効率を確認してください。

               
               
                  (2)　インデクスの格納効率を確認するには

                  インデクスの格納効率を確認するには，次のどちらかの方法を実施してください。

                  
                     	
                        HiRDB Control Managerのデータベース状態解析

                     

                     	
                        データベース状態解析ユティリティの「インデクス単位の状態解析」

                     

                  

                  上記の方法で確認した情報から，次に示す作業が必要かどうかを判断してください。

                  
                     	
                        インデクスの再作成又は再編成

                     

                     	
                        使用中空きページ及び使用中空きセグメントの解放

                     

                     	
                        インデクスページスプリット発生回数の削減

                     

                  

                  なお，インデクス単位の状態解析はプラグインインデクスに関する情報を取得しません。

               
               
                  (3)　クラスタキー及びクラスタリングデータページの格納効率を確認するには

                  クラスタキー及びクラスタリングデータページの格納効率を確認するには，データベース状態解析ユティリティの「クラスタキー及びクラスタリングデータページの格納状態解析」を実施してください。ここで確認した情報から，次に示す作業が必要かどうかを判断してください。

                  
                     	
                        表の再編成

                     

                     	
                        インデクス構成列中のデータ重複度の高い列を除いて，クラスタキーを指定した表の再定義

                     

                     	
                        インデクス定義の列構成の見直し

                     

                  

               
               
                  (4)　RDエリア内のデータ格納効率を確認するには

                  RDエリア内のデータ格納効率を確認するには，次のどちらかの方法を実施してください。

                  
                     	
                        HiRDB Control Managerのデータベース状態解析

                     

                     	
                        データベース状態解析ユティリティの「RDエリア単位の状態解析」

                     

                  

                  上記の方法で確認した情報から，次に示す作業が必要かどうかを判断してください。

                  
                     	
                        表の再編成

                     

                     	
                        インデクスの再作成又は再編成

                     

                     	
                        使用中空きページ及び使用中空きセグメントの解放

                     

                     	
                        表の分割格納条件の変更

                     

                     	
                        ハッシュ関数の変更

                     

                     	
                        RDエリアの拡張，再初期化，追加，又は削除

                     

                  

                  
                     	●そのほかの方法でもRDエリアの使用状況が確認できます

                     	
                        
                           	
                              pddbls -aコマンドでもRDエリアの使用状況が確認できます。

                           

                           	
                              データベース複写ユティリティ（pdcopyコマンド）でバックアップを取得したときに出力されるRDエリアの使用状況でも，RDエリアの格納効率が確認できます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　HiRDB Control Managerを使用してデータベースの状態解析をする場合

                  HiRDB Control Managerのデータベース状態解析機能を使用すると，データベースの格納状態を視覚的に確認できます。機能の使用手順を次に示します。

                  
                     	
                        HiRDB Control Manager - Consoleを起動します。

                        起動方法については，「HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法」を参照してください。

                     

                     	
                        操作対象のHiRDBサーバを登録します。

                        既に登録されている場合は，この手順は必要ありません。登録方法については，「管理HiRDBの登録方法」を参照してください。

                     

                     	
                        タブメニューの［データメンテナンス］−［データベース状態解析］を選択して，［データベース状態解析ユティリティ］画面を表示します。

                     

                     	
                        確認する対象を「情報種別」で選択します。

                        
                           	
                              表の格納効率を確認する場合

                              「ユーザ表」を選択してください。

                           

                           	
                              インデクスの格納効率を確認する場合

                              「ユーザインデクス」を選択してください。

                           

                           	
                              RDエリアの格納効率を確認する場合

                              「RDエリア」を選択してください。

                           

                        

                        「情報種別」を選択すると，対象資源の一覧が表示されます。この一覧から，確認したい資源（表，インデクス又はRDエリア）を選択します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ［状態解析］（[image: [図データ]]）をクリックします。

                        「ページ使用状態」に，状態解析結果が表示されます。

                        画面上部の各ボタンから，表の再編成や空きページの解放などが実行できます。ページ使用状態の傾向と対策については，HiRDB Control Managerのヘルプを参照してください。

                        [image: [図データ]]

                     

                  

               
            
            
               13.1.2　データの格納効率が悪くなるとメッセージが出力されます

               データの格納効率が悪くなると，HiRDBは次に示すメッセージを出力します。

               
                  	
                     KFPA12300-I又はKFPH00211-I

                  

                  	
                     KFPH00212-I

                  

                  	
                     KFPH22017-I

                  

               

               
                  (1)　KFPA12300-I又はKFPH00211-Iが出力された場合

                  RDエリアの容量が不足気味になると，KFPA12300-I又はKFPH00211-Iメッセージ（RDエリアの最終ファイル，又はRDエリア全体の容量の使用率を示すメッセージ）が出力されます。

                  
                     	HiRDB管理者の処置

                     	
                        pddbls -aコマンド又はデータベース状態解析ユティリティの「RDエリア単位の状態解析」を実施して，RDエリアの構成を変更するかどうかを決めてください。RDエリアの構成を変更する場合は，「RDエリアの運用」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　KFPH00212-Iが出力された場合

                  表の検索効率や格納効率が低下すると，KFPH00212-Iメッセージが出力されます。

                  
                     	HiRDB管理者の処置

                     	
                        データベース状態解析ユティリティの「表単位の状態解析」を実施して，次に示すどちらかの処置をしてください。

                        
                           	
                              表を再編成する

                           

                           	
                              使用中空きページ及び使用中空きセグメントを解放する

                           

                        

                        表を再編成する場合は，「表の再編成」及び「表の再編成（例題）」を参照してください。使用中空きページ及び使用中空きセグメントを解放する場合は，「使用中空きページ及び使用中空きセグメントを再利用する方法」を参照してください。

                        ただし，次の場合は，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）でRDエリアの構成を変更する必要があります。RDエリアの構成を変更する場合は，「RDエリアの運用」を参照してください。

                        
                           	
                              同じRDエリア内の表に対してこのメッセージが頻繁に出力される場合

                           

                           	
                              表の再編成中又は表の再編成の直後にこのメッセージが出力される場合

                           

                           	
                              インデクスの再編成中又はインデクスの再編成の直後にこのメッセージが出力される場合

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　KFPH22017-Iが出力された場合

                  LOBデータの検索効率や格納効率が低下すると，KFPH22017-Iメッセージが出力されます。

                  
                     	HiRDB管理者の処置

                     	
                        データベース状態解析ユティリティの「表単位の状態解析」を実施して，表を再編成するかどうかを決めてください。表を再編成する場合は，「表の再編成」及び「表の再編成（例題）」を参照してください。

                        ただし，KFPH22017-Iメッセージに表示されたRDエリアの種類によって，再編成するRDエリアが異なります。

                        
                           	
                              ユーザLOB用RDエリアの場合

                              ユーザLOB用RDエリアのLOBデータを再編成してください。

                           

                           	
                              データディクショナリLOB用RDエリアの場合

                              次に示すストアドプロシジャ及びストアドファンクションに関するディクショナリ表を再編成してください。

                              ・SQL_ROUTINES

                              ・SQL_ROUTINE_RESOURCES

                              ・SQL_ROUTINE_PARAMS

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               13.1.3　検索性能などに期待した効果が得られない場合

               検索性能などに期待した効果が得られない場合は，データベース状態解析ユティリティを実行して，データの格納状態を確認することをお勧めします。これによって，データの格納状態を改善するかどうかを決めます。

               なお，システムの性能を向上させるには，次に示すコマンドを実行して取得した統計情報に基づいた，システムのチューニングが必要な場合があります。

               
                  	
                     統計解析ユティリティ（pdsteditコマンド）

                  

                  	
                     pdbuflsコマンド

                  

               

               システムのチューニング方法については，「チューニング情報の取得方法」及び「チューニング」を参照してください。

            
         
         
            13.2　表の再編成

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

            
               13.2.1　表の再編成とは

               データの追加及び削除を繰り返すと，データの格納効率が悪くなり，データを検索するときの性能が低下します。これを防ぐために，定期的にpdrorgコマンド（データベース再編成ユティリティ）で表の再編成を実施してください。表の再編成の処理概要を次の図に示します。

               
                  図13‒1　表の再編成の処理概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           表データをアンロードデータファイルに吸い上げます。これを表データのアンロードといいます。その後，表にデータを格納し直します。これを表データのリロードといいます。これら全体の処理を表の再編成といいます。

                        

                        	
                           表にインデクスが定義されていると，データをリロードするときにインデクス情報ファイルにインデクス情報が出力されます。その情報を基にしてHiRDBがインデクスを一括作成します。これによって，インデクスも再編成されます。

                        

                     

                  

               

            
            
               13.2.2　表の再編成の実行単位

               表の再編成は次に示す単位で実行できます。

               
                  	
                     表単位の再編成

                  

                  	
                     RDエリア単位の再編成

                  

                  	
                     スキーマ単位の再編成

                  

               

               
                  (1)　表単位の再編成

                  再編成処理を表単位に行います。通常はこの方法を実施してください。データベース状態解析ユティリティの結果から，表全体を再編成する必要がある場合に表単位の再編成を実行します。表単位の再編成を次の図に示します。

                  
                     図13‒2　表単位の再編成
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース再編成ユティリティの-tオプションで再編成対象の表を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリア単位の再編成

                  表を格納するRDエリア単位に再編成処理を行います。この方法は表を横分割しているときだけ有効です。データベース状態解析ユティリティの結果から，横分割表のある部分だけを再編成すればよい場合にRDエリア単位の再編成を実行します。この場合，表単位の再編成に比べて，処理時間を短縮できます。RDエリア単位の再編成を次の図に示します。

                  
                     図13‒3　RDエリア単位の再編成
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース再編成ユティリティの-tオプションで再編成対象の表を指定して，かつ-rオプションで再編成対象のRDエリアを指定します。

                        
                           	参考

                           	
                              次に示す条件をすべて満たす表をRDエリア単位で再編成すると，非分割キーインデクスが作成されません。非分割キーインデクスを作成するには，もう一度データベース再編成ユティリティ（インデクスの再作成）を実行する必要があります。

                              
                                 	
                                    再編成対象の表がサーバ内横分割されている

                                 

                                 	
                                    再編成対象の表に非分割キーインデクスが定義されている

                                 

                                 	
                                    非分割キーインデクスを横分割していない

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

                  RDエリア単位の再編成時に非分割キーインデクスが作成されない例を次の図に示します。

                  
                     図13‒4　RDエリア単位の再編成時に非分割キーインデクスが作成されない例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDエリア１に対してRDエリア単位の再編成をしても，非分割キーインデクスは作成されません。インデクス情報ファイルにインデクス情報が出力されるだけです。非分割キーインデクスを作成するには，データベース再編成ユティリティでインデクスを再作成する必要があります。

                        したがって，この場合はRDエリア単位ではなく，表単位で再編成することをお勧めします。

                     

                  

               
               
                  (3)　スキーマ単位の再編成

                  スキーマ内のすべての表を一括して再編成します。所有する表の再編成を一括して行う場合にスキーマ単位の再編成を実行します。スキーマ単位の再編成を次の図に示します。

                  
                     図13‒5　スキーマ単位の再編成
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        データベース再編成ユティリティの-tオプションで再編成対象のスキーマの認可識別子を指定します。指定形式は-t 認可識別子.allです。

                     

                  

               
            
            
               13.2.3　データベースの更新ログ取得方式の選択

               データベース再編成ユティリティを実行するときのデータベースの更新ログ取得方式には，次に示す三つのモードがあります。

               
                  	
                     ログ取得モード

                  

                  	
                     更新前ログ取得モード（省略値）

                  

                  	
                     ログレスモード

                  

               

               これらのモードの機能については，「データベースの更新ログ取得方式」を参照してください。

               
                  (1)　モードの選択基準

                  基本的には省略値である更新前ログ取得モードを選択してください。ただし，次に示す条件を満たすような場合はほかのモードの選択を検討してください。

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 選択するモード

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 再編成対象の表データが多く，再編成に時間が掛かる

                              
                              	
                                 ログレスモード

                              
                           

                           
                              	
                                 再編成対象の表データが少ない

                              
                              	
                                 ログ取得モード

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　運用方法の違い

                  選択したモードによってデータベースを再編成するときの運用が異なります。運用方法の違いを次の図に示します。

                  
                     図13‒6　データベースの更新ログ取得方式による運用方法の違い（表の再編成）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※１

                     	
                        ログレスモードを選択したときに必要な操作です。ログレスモードのpdrorgコマンドが異常終了した場合，このバックアップを使用してRDエリアを回復します。ただし，「再編成の前にバックアップを取得しないでよい場合」で説明している条件を満たすときはバックアップを取得する必要はありません。

                     

                     	注※２

                     	
                        更新前ログ取得モード又はログレスモードを選択したときに必要な操作です。ここでバックアップを取得しないと，pdrstrコマンドでRDエリアを回復する必要が生じた場合，RDエリアを最新の状態に回復できません（pdrorgコマンド実行後の反映処理を回復できません）。RDエリアはpdrorgコマンドの実行前の状態にしか回復できません。

                     

                     	補足事項

                     	
                        更新前ログ取得モード又はログレスモードを選択した場合，図「データベースの更新ログ取得方式による運用方法の違い（表の再編成）」の手順1〜4の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。手順4でバックアップを取得する前にRDエリアの内容が更新された場合，pdrstrコマンドでRDエリアを回復する必要が生じたときにその更新内容を回復できません。RDエリアはpdrorgコマンドの実行前の状態にしか回復できません。pdrstrコマンドでRDエリアを回復するとき，入力情報のシステムログ中に更新前ログ取得モード又はログレスモードで取得したログが入っているとpdrstrコマンドがエラーになります。

                     

                  

               
               
                  (3)　再編成の前にバックアップを取得しないでよい場合

                  ログレスモードでpdrorgコマンドを実行する場合は，pdrorgコマンドの実行前にバックアップを取得する必要があります。ただし，次に示す1，2の条件のうちどちらかを満たす場合は，pdrorgコマンドが異常終了したときにRDエリアの状態をpdrorgコマンドの実行前の状態に戻せるため，バックアップの取得を省略できます。ただし，バックアップを取得した方がRDエリアを回復するときの運用が簡単なため，基本的にはバックアップを取得することをお勧めします。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 障害発生時のRDエリア回復方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 アンロードデータを使用してpdrorgコマンド実行前の状態にRDエリアを回復できる場合

                              
                              	
                                 RDエリア内に再編成対象の表，及びその表のインデクスだけを格納している場合

                              
                              	
                                 再編成対象のRDエリアをデータベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）で再初期化した後に，再度リロードすると回復できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 次に示す条件をすべて満たす場合

                                 
                                    	
                                       再編成対象の表にLOBデータがある

                                    

                                    	
                                       RDエリア内に再編成対象のLOB列構成基表だけを格納している

                                    

                                    	
                                       -ｊオプションを指定してアンロードデータを取得している

                                    

                                 

                              
                              	
                                 再編成対象のRDエリアをデータベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）で再初期化した後に，-ｊオプションを指定したリロードをすると回復できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 バックアップとシステムログを使用してpdrorgコマンド実行前の状態にRDエリアを回復できる場合

                              
                              	
                                 pdcloseコマンドで再編成対象のRDエリアをクローズした後に，pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップして，データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）にここまでのシステムログを入力すれば回復できます。

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               13.2.4　表を再編成する前に

               
                  (1)　LOB列が定義されている表を再編成する場合

                  LOB列構成基表とLOBデータを同時に再編成できます。また，LOB列構成基表だけを再編成したり，又はLOBデータだけを再編成したりできます。なお，LOB列構成基表とLOBデータを同時に再編成する場合は，pdrorgコマンド実行時に-jオプションを指定することをお勧めします。

               
               
                  (2)　抽象データ型が定義されている表を再編成する場合

                  抽象データ型の種類によって，再編成できる場合とできない場合があります。再編成可否を次の表に示します。

                  
                     表13‒1　抽象データ型が定義されている表の再編成可否
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 再編成可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 プラグインが提供する抽象データ型

                              
                              	
                                 LOB属性なし

                              
                              	
                                 再編成できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 LOB属性あり

                              
                              	
                                 抽象データ型列構成基表だけを再編成できます。※

                              
                           

                           
                              	
                                 ユーザが定義した抽象データ型

                              
                              	
                                 再編成できません。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        プラグインにUNLOAD機能又はコンストラクタパラメタ逆生成機能がある場合，-jオプションを指定すれば表全体を再編成できます。

                     

                  

               
               
                  (3)　大量データを格納した表を再編成する場合

                  大量データを格納した表を再編成する場合，同期点指定の再編成を実施するかどうかを検討してください。

                  通常，表の再編成処理では全データの格納処理を完了するまでトランザクションを決着できません。このため，データベース再編成ユティリティ実行中はシンクポイントダンプを有効化できません。したがって，大量データの再編成処理中にHiRDBが異常終了すると，HiRDBの再開始処理に長い時間を必要とします。これを防ぐために，データ格納時（リロード処理時）に任意の件数で同期点を設定してトランザクションを決着できます。これを同期点指定の再編成といいます。

                  また，データベースの更新ログ取得方式がログ取得モード又は更新前ログ取得モードの場合，同期点指定の再編成中にユティリティが異常終了すると，異常終了直前にコミットした次のデータからデータロードを再開始するため，処理時間が短縮できます。

                  同期点指定の再編成をするには，データベース再編成ユティリティのoption文で同期点行数（何件データを格納したら同期点を取得するか）を指定してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              この機能を適用しない場合よりも同期点処理が実行される分，処理性能が低下します。

                           

                           	
                              ユティリティが異常終了したとき，そのタイミングによって対処方法が異なります。異常終了時の対処方法については，「同期点指定の再編成実行中にユティリティが異常終了したときの対処方法」を参照してください。

                           

                           	
                              表を複数のバックエンドサーバに横分割している場合，アンロードデータファイルを一元化してください（データベース再編成ユティリティで-gオプションを指定してください）。アンロードデータファイルを一元化しないと，ユティリティが異常終了した場合に対処方法が複雑になります。このときの対処方法については，「アンロードデータファイルを一元化しないときに異常終了した場合の対処方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照してください。

                           

                           	
                              同期点ごとに新規ページからデータの格納を開始するため，この機能を使用しないときに比べてデータを格納するために必要なページ数が多くなります。したがって，満杯状態の表を再編成する場合はこの機能を使用しないようにしてください。使用した場合，容量不足でデータベース再編成ユティリティがエラーになることがあります。

                           

                           	
                              改竄防止表に対して同期点指定の再編成はできません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　満杯状態のRDエリア内の表を再編成する場合

                  表の再編成時，ページ内の未使用領域の比率はCREATE TABLEのPCTFREEオペランドの指定が適用されます。したがって，満杯状態のRDエリア内の表を再編成すると，表の再編成時にRDエリアの容量不足が発生することがあります。これを防ぐには，データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）のoption文でtblfree及びidxfreeオペランドを指定して，CREATE TABLEのPCTFREEオペランドで指定したページ内の未使用領域の比率を変更してください。

                  tblfreeオペランドには表の未使用領域の比率を指定します。idxfreeオペランドにはインデクスの未使用領域の比率を指定します。

                  なお，これはあくまで再編成前にRDエリアの拡張がすぐにできないときの暫定的な処置です。データの更新に備えて，CREATE TABLEのPCTFREEオペランドの値を考慮した再編成ができるように，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）でRDエリアを拡張してください。

               
               
                  (5)　HiRDB Datareplicatorによるデータ連携をしている場合

                  抽出側データべースに対してデータべース再編成ユティリティを実行する場合，-lオプションにはn又はpを指定してください（ログレスモード又は更新前ログ取得モードでデータべース再編成ユティリティを実行してください）。

                  ログ取得モードでデータべース再編成ユティリティを実行した場合，抽出側データべースに対して実行された一部の更新情報だけが反映側データべースに転送されるため，抽出側と反映側のデータべースの内容が不整合になります。

               
               
                  (6)　キャラクタ型スペシャルファイル上にアンロードデータファイルを作成する場合

                  キャラクタ型スペシャルファイル上にアンロードデータファイルを作成する場合は，そのキャラクタ型スペシャルファイルをユティリティ用のHiRDBファイルシステム領域にしておいてください。ユティリティ用のHiRDBファイルシステム領域にするには，pdfmkfsコマンドの-kオプションにUTLを指定します。

               
               
                  (7)　再編成時に使用するファイルの容量について

                  ディスクの残容量に余裕があるのに，データベース再編成ユティリティ実行時にディスク容量不足を示す旨のメッセージが出力された場合は，次に示す原因が考えられます。

                  
                     	
                        カーネルパラメタの上限を超えている

                     

                  

                  この場合，カーネルパラメタの値を変更してください。また，アンロードデータファイルを複数個指定しても対応できます。ただし，ラージファイルをサポートしていないOSの場合は，ディスクのパーティションのサイズを2ギガバイト以下にしないと，複数個のファイルを扱うことはできません。

               
               
                  (8)　再編成した後にすること

                  再編成した後に，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            13.3　表の再編成（例題）

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

            ここでは，表を再編成するときの運用例を説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  例題１（表単位で再編成する場合：HiRDB/シングルサーバの場合）

               

               	
                  例題２（表単位で再編成する場合：HiRDB/パラレルサーバの場合）

               

               	
                  例題３（RDエリア単位で再編成する場合）

               

               	
                  例題４（スキーマ単位で再編成する場合）

               

               	
                  例題５（LOB列が定義されている表を再編成する場合）

               

               	
                  例題６（ディクショナリ表を再編成する場合）

               

               	
                  例題７（ログレスモードで再編成する場合）

               

               	
                  例題８（抽象データ型を定義した表を再編成する場合）

               

            

            
               13.3.1　例題１（表単位で再編成する場合：HiRDB/シングルサーバの場合）

               横分割表（TABLE1）を表単位で再編成します。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     TABLE1はユーザ用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA2）に横分割されています。

                  

                  	
                     TABLE1には，横分割インデクス（INDEX1）及び非分割キーインデクス（INDEX2）が定義されています。

                  

                  	
                     INDEX1はユーザ用RDエリア（RDAREA3〜RDAREA4）に横分割されています。

                  

                  	
                     INDEX2はユーザ用RDエリア（RDAREA5）に格納されています。

                  

                  	
                     表を再編成するときにインデクスを一括作成（省略値）します。

                  

                  	
                     更新前ログ取得モード（省略値）で表を再編成します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで表を再編成します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行後（手順4）にバックアップを取得する必要があります。

                              

                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順1〜4の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  unload /pdrorg/unfile1                        1
idxwork /pdrorg/idxwork                       2
sort /sortwork                                3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードデータファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドで表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1及びINDEX2）も同時に一括作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -t：再編成する表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1〜RDAREA5）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.3.2　例題２（表単位で再編成する場合：HiRDB/パラレルサーバの場合）

               横分割表（TABLE1）を表単位で再編成します。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     TABLE1はユーザ用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA2）に横分割されています。

                  

                  	
                     TABLE1には，横分割インデクス（INDEX1）が定義されています。INDEX1はユーザ用RDエリア（RDAREA3〜RDAREA4）に横分割されています。

                  

                  	
                     表を再編成するときにインデクスを一括作成（省略値）します。

                  

                  	
                     更新前ログ取得モード（省略値）で表を再編成します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで表を再編成します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行後（手順4）にバックアップを取得する必要があります。

                              

                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順1〜4の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  unload bes1:/pdrorg/unfile1                  1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                 2
sort bes1 /sortwork                          3
unload bes2:/pdrorg/unfile2                  4
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                 5
sort bes2 /sortwork                          6

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                           

                           	
                              アンロードデータファイル（bes2用）の名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドで表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1及びINDEX2）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -t：再編成する表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1〜RDAREA4）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.3.3　例題３（RDエリア単位で再編成する場合）

               横分割表（TABLE1）をRDエリア単位で再編成します。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     TABLE1はユーザ用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA2）に横分割されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。INDEX1はユーザ用RDエリア（RDAREA3〜RDAREA4）に横分割されています。

                  

                  	
                     再編成するデータはRDAREA1の表データ，及びRDAREA3のインデクスデータです。

                  

                  	
                     更新前ログ取得モード（省略値）で表を再編成します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで表を再編成します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行後（手順4）にバックアップを取得する必要があります。

                              

                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順1〜4の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA3

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                        1
idxwork /pdrorg/idxwork                       2
sort /sortwork                                3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                    1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                   2
sort bes1 /sortwork                            3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドで表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -t TABLE1 -r RDAREA1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA3に格納されているINDEX1のインデクスデータも同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -t：再編成する表の名称を指定します。

                        -r：再編成対象の表（TABLE1）が格納されているRDエリアの名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1，RDAREA3）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA3

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.3.4　例題４（スキーマ単位で再編成する場合）

               認可識別子USR01のユーザが所有するすべての表を再編成します。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     表を再編成するときにインデクスを一括作成（省略値）します。

                  

                  	
                     更新前ログ取得モード（省略値）で表を再編成します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           SQLで再編成対象RDエリアを調べます。

                        

                        	
                           pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで表を再編成します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行後（手順5）にバックアップを取得する必要があります。

                              

                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順2〜5の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　SQLで再編成対象RDエリアを調べます

                  SELECT DISTINCT(RDAREA_NAME) FROM MASTER.SQL_TABLES            1
     WHERE TABLE_SCHEMA=USR01 AND RDAREA_NAME IS NOT NULL;
SELECT DISTINCT(RDAREA_NAME) FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE         2
     WHERE TABLE_SCHEMA=USR01;
SELECT DISTINCT(RDAREA_NAME) FROM MASTER.SQL_INDEXES           3
     WHERE TABLE_SCHEMA=USR01 AND RDAREA_NAME IS NOT NULL;
SELECT DISTINCT(RDAREA_NAME) FROM MASTER.SQL_DIV_INDEX         4
     WHERE TABLE_SCHEMA=USR01;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              非横分割表を格納するRDエリアを検索します。

                           

                           	
                              横分割表を格納するRDエリアを検索します。

                           

                           	
                              非横分割インデクスを格納するRDエリアを検索します。

                           

                           	
                              横分割インデクスを格納するRDエリアを検索します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,…

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                        1
idxwork /pdrorg/idxwork                       2
sort /sortwork                                3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                  1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                 2
sort bes1 /sortwork                          3
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                 4
sort bes2 /sortwork                          5

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。-gオプションが仮定されるため，アンロードデータファイルを１か所に作成します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　pdrorgコマンドで表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -t USR01.all /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1及びINDEX2）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -t：再編成対象のスキーマの認可識別子を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(3)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                        
                           	備考

                           	
                              スキーマ単位の再編成では-jオプション（LOBデータがあるときの再編成）及び-gオプション（アンロードデータファイルの一元化）が仮定されています。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1〜RDAREA8）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (6)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.3.5　例題５（LOB列が定義されている表を再編成する場合）

               LOB列が定義されている表（TABLE1）を表単位で再編成します。このとき，LOBデータも一緒に再編成します。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     LOB列構成基表は，ユーザ用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA2）に横分割されています。

                  

                  	
                     LOBデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA3〜RDAREA4）に横分割されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。INDEX1は，ユーザ用RDエリア（RDAREA5〜RDAREA6）に横分割されています。

                  

                  	
                     表を再編成するときにインデクスを一括作成（省略値）します。

                  

                  	
                     更新前ログ取得モード（省略値）で表を再編成します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで表を再編成します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行後（手順4）にバックアップを取得する必要があります。

                              

                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順1〜4の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                        1
idxwork /pdrorg/idxwork                       2
sort /sortwork                                3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                   1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                  2
sort bes1 /sortwork                           3
unload bes2:/pdrorg/unfile2                   4
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                  5
sort bes2 /sortwork                           6

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 アンロードデータファイル（bes2用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドで表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -j -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -j：LOB列がある表を再編成する場合に指定します。

                        -t：再編成する表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.3.6　例題６（ディクショナリ表を再編成する場合）

               データディクショナリ用RDエリア（DATADIC）及びデータディクショナリLOB用RDエリア（DATALOB）に格納されているディクショナリ表を再編成します。更新前ログ取得モード（省略値）でディクショナリ表を再編成します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdholdコマンドでデータディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでディクショナリ表を再編成します。

                        

                        	
                           データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでデータディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順1〜5の間はデータディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアを閉塞したままにしてください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドでデータディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアを閉塞します

                  RDエリアを閉塞した状態でバックアップを取得してください。バックアップを取得した後に，ほかのユーザがRDエリアの内容を更新しないようにRDエリアの閉塞を解除しないでください。

                  pdhold -r DATADIC,DATALOB

               
               
                  (2)　データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成中の異常終了に備えて，データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアのバックアップを取得してください。RDエリアの拡張に必要となるディクショナリ表の再編成中にデータディクショナリ用RDエリア又はデータディクショナリLOB用RDエリアに容量不足が発生すると，RDエリアを拡張する対処が取れないため，RDエリアをバックアップから回復する必要があります。また，ディクショナリ表の再編成中にユニットがダウンすると，HiRDB起動時にディクショナリ表を参照できないで，フロントエンドサーバがSUSPEND状態となるため，RDエリアをバックアップから回復する必要があります。バックアップからの回復が必要かどうかの判断は，「注意事項」の条件を参照してください。

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  unload /pdrorg/unfile1                       1
lobunld /pdrorg/unfile2                      2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              データディクショナリ用RDエリア用のアンロードデータファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              データディクショナリLOB用RDエリア用のアンロードデータファイルの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdrorgコマンドでディクショナリ表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -c dic /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -c：ディクショナリ表を再編成する場合に指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(3)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (5)　データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアのバックアップを取得します

                  データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリア（DATADIC及びDATALOB）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (6)　pdrelsコマンドでデータディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r DATADIC,DATALOB

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (7)　注意事項

                  ディクショナリ表の再編成時，次に示すエラーが発生した場合は注意が必要です。

                  
                     	
                        アンロードは完了しましたが，リロード中にデータディクショナリ用RDエリアの容量不足が発生しました。

                     

                  

                  この場合，次に示す条件に応じて対処してください。

                  
                     	条件１：

                     	
                        データベース再編成ユティリティを更新ログ取得モード，又は更新前ログ取得モードで実行していて，SQL_PHYSICAL_FILES表及びSQL_RDAREAS表のリロードが完了しているとき

                        
                           	
                              データベース構成変更ユティリティでデータディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアを拡張又は追加します。

                           

                           	
                              オプションや制御文の指定を変更しないで，データベース再編成ユティリティを再度実行します。

                           

                        

                     

                     	条件２：

                     	
                        データベース再編成ユティリティを更新ログ取得モード，又は更新前ログ取得モードで実行していて，SQL_PHYSICAL_FILES表及びSQL_RDAREAS表のリロードが完了していないとき，又は，データベース再編成ユティリティをログレスモードで実行しているとき

                        
                           	
                              再編成前に取得したバックアップを使用して，データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアをデータベース回復ユティリティで回復します。

                           

                           	
                              データベース構成変更ユティリティでデータディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアを拡張又は追加します。

                           

                           	
                              ディクショナリ表の再編成を再度実施します。

                              エラー発生時（RDエリアの拡張又は追加前）に作成したアンロードデータファイルを使用してリロード処理だけをしないでください。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	
                        リロード中にユニットがダウンし，HiRDBを再開始しましたが，ディクショナリ用RDエリアの障害と認識してフロントエンドサーバがSUSPEND状態となりました（HiRDB/パラレルサーバの場合）。

                     

                  

                  この場合，次のように対処してください。

                  
                     	
                        再編成前に取得したバックアップを使用して，データディクショナリ用RDエリア及びデータディクショナリLOB用RDエリアをデータベース回復ユティリティで回復します。

                     

                     	
                        pdstart -aコマンドでHiRDBを開始します。

                        詳細については，「データディクショナリ用RDエリアに障害が発生して，フロントエンドサーバがSUSPEND状態のときの開始方法（pdstart -a）」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               13.3.7　例題７（ログレスモードで再編成する場合）

               横分割表（TABLE1）を表単位で再編成します。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     TABLE1はユーザ用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA2）に横分割されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。INDEX1はユーザ用RDエリア（RDAREA3〜RDAREA4）に横分割されています。

                  

                  	
                     表を再編成するときにインデクスを一括作成（省略値）します。

                  

                  	
                     ログレスモードで表を再編成します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで表を再編成します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 ログレスモードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行前にバックアップを取得する必要があります。pdrorgコマンドが異常終了した場合，このバックアップを使用してRDエリアを回復します。ただし，ある条件下ではバックアップを取得する必要がありません。その条件については，「再編成の前にバックアップを取得しないでよい場合」を参照してください。

                              

                              	
                                 ログレスモードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行後（手順5）にバックアップを取得する必要があります。

                              

                              	
                                 ログレスモードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順1〜5の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

               
               
                  (2)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1〜RDAREA4）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                        1
idxwork /pdrorg/idxwork                       2
sort /sortwork                                3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                  1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                 2
sort bes1 /sortwork                          3
unload bes2:/pdrorg/unfile2                  4
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                 5
sort bes2 /sortwork                          6

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 アンロードデータファイル（bes2用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　pdrorgコマンドで表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -t TABLE1 -l n /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に再作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -t：再編成する表の名称を指定します。

                        -l：ログ取得方式にｎ（ログレスモード）を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(3)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (5)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1〜RDAREA4）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (6)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.3.8　例題８（抽象データ型を定義した表を再編成する場合）

               LOB属性がない抽象データ型（GEOMETRY型，又はXML型）を定義した表（TABLE1）を再編成します。LOB属性がある抽象データ型（SGMLTEXT型）の再編成方法については，「例題５（LOB列が定義されている表を再編成する場合）」を参照してください。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     TABLE1はユーザ用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA2）に横分割されています。

                  

                  	
                     更新前ログ取得モード（省略値）で表を再編成します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで表を再編成します。

                        

                        	
                           再編成対象RDエリアのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，pdrorgコマンドの実行後（手順4）にバックアップを取得する必要があります。

                              

                              	
                                 更新前ログ取得モードでpdrorgコマンドを実行するため，前記の手順1〜4の間は再編成対象RDエリアを閉塞したままにしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                        1
idxwork /pdrorg/idxwork                       2
sort /sortwork                                3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                  1
idxwork bes1 /pdrorg/idxwork                 2
sort bes1 /sortwork                          3
unload bes2:/pdrorg/unfile2                  4
idxwork bes2 /pdrorg/idxwork                 5
sort bes2 /sortwork                          6

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイル（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes1用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes1用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 アンロードデータファイル（bes2用）の名称を指定します。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイル作成用（bes2用）のディレクトリ名を指定します。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                              

                              	
                                 ソート用ワークディレクトリ（bes2用）の名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドで表を再編成します

                  pdrorg -k rorg -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：再編成をするためrorgを指定します。

                        -t：再編成する表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：(2)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  再編成対象RDエリア（RDAREA1〜RDAREA6）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5,RDAREA6

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            13.4　表の再編成時期を予測する方法（再編成時期予測機能）

            実行者　DBA権限保持者

            ここでは，表（インデクスを含む）の再編成時期，又はRDエリアの拡張時期を予測する方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  再編成時期を予測するには

               

               	
                  再編成時期予測機能を使用するための準備

               

               	
                  運用の流れ

               

               	
                  再編成時期予測機能使用時の注意事項

               

               	
                  再編成時期の予測をやめる場合

               

               	
                  再編成時期予測のカスタマイズ

               

            

            
               13.4.1　再編成時期を予測するには

               表やインデクスの再編成をするかどうか，又はRDエリアを拡張するかどうかは，出力されたメッセージや，pddbstコマンドの実行結果から，再編成する表はどれか，いつ再編成する必要があるかなど，ユーザが総合的に判断する必要がありました。そのため，再編成する必要がない表を再編成したり，出力されたメッセージを見逃したため，再編成する必要がある表を再編成しなかったりするおそれがありました。

               これらの運用を簡単にするためにHiRDBが再編成時期の予測を行うようにしました。これを再編成時期予測機能といいます。再編成時期予測機能の概要を次の図に示します。

               
                  図13‒7　再編成時期予測機能の概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注※

                  	
                     RDエリアのメンテナンスが必要になる予定日をDBメンテナンス予定日といいます。HiRDBが行う予測データの解析方法の概要については，「HiRDBが行う予測データの解析方法」を参照してください。

                  

               

               再編成時期の予測は，次に示す二つのフェーズに分かれています。

               
                  	
                     フェーズ1　再編成時期の予測データの取得

                     
                        	
                           pddbstコマンドを定期的に実行し，解析情報表にデータベースの解析結果を蓄積していきます。

                        

                        	
                           次のSQL又はコマンドが実行されると，運用履歴表にデータベースの運用履歴情報が出力されます。

                           ・定義系SQL（DROP SCHEAM，DROP TABLE，DROP INDEX，ALTER TABLE）

                           ・操作系SQL（PURGE TABLE）

                           ・pdrorgコマンド

                           ・pdreclaimコマンド

                           ・pdloadコマンド

                           ・pdmodコマンド

                        

                     

                  

                  	
                     フェーズ2　再編成時期の予測データの解析

                     解析情報表及び運用履歴表を入力情報にして，pddbstコマンドで再編成時期の予測データを解析します。ユーザはpddbstコマンドの実行結果を参照し，必要に応じて次に示すどれかの操作を行います。なお，RDエリアの自動増分は，RDエリア作成時に自動増分を適用していれば，HiRDBが自動的に行います（ユーザが対処する必要はありません）。

                     
                        	
                           pdrorgコマンドによる表又はインデクスの再編成

                        

                        	
                           pdreclaimコマンドによる使用中空きページの解放，及び使用中空きセグメントの解放

                        

                        	
                           pdmodコマンドによるRDエリアの拡張

                        

                        	
                           RDエリアの自動増分

                        

                        	
                           pdmodコマンドによるRDエリアの再初期化

                        

                     

                  

               

               
                  	参考

                  	
                     
                        	
                           再編成時期予測機能には，予測レベル1と予測レベル2があります。予測レベル1は，主にRDエリアの容量不足を監視する場合に使用します。予測レベル2は，RDエリアの容量不足のほかに，データ格納効率の劣化によるオンライン性能への影響を監視する場合に使用します。

                        

                        	
                           再編成時期予測機能はRDエリアの容量不足を発生させないことを一番の目的としているため，再編成後のデータ格納状態が最大となることを前提にして予測しています。例えば，分岐行（複数ページに分割して格納されているデータ）は再編成後も分岐行になると判断します。したがって，表を再編成するか，又はRDエリアを拡張するかを判断する場合，RDエリアの拡張を予測しやすい傾向があります。

                        

                     

                  

               

            
            
               13.4.2　再編成時期予測機能を使用するための準備

               再編成時期予測機能を使用するには次に示す準備が必要です。

               
                  (1)　解析情報表及び運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアを作成する

                  解析情報表及び運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアの容量見積もりをした後に，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）でデータディクショナリ用RDエリアを作成してください。

                  解析情報表及び運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアの容量見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                     	参考

                     	
                        解析情報表及び運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアの容量が不足した場合，HiRDBが再編成時期を予測できなくなります（容量不足が原因でSQLやコマンドがエラーとなることはありません）。

                        なお，表を追加したため，当初の見積もりで不足する場合は，解析情報表及び運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアを拡張してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　pd_rorg_predictオペランドを指定する

                  pd_rorg_predictオペランドにYを指定してください。

               
               
                  (3)　システムログファイルの容量見積もりをする

                  解析情報表又は運用履歴表が更新されるとシステムログが出力されるため，システムログファイルの容量見積もりを再度行ってください。システムログファイルの容量見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                     	参考

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバのシステムログファイルに出力されます。

                     

                  

               
            
            
               13.4.3　運用の流れ

               ここでは，再編成時期を予測する運用の流れについて説明します。予測レベル1の場合は(1)を，予測レベル2の場合は(1)及び(2)を参照してください。

               
                  (1)　予測レベル1の場合

                  表の再編成時期を予測するときの運用の流れを次の図に示します。

                  
                     図13‒8　表の再編成時期を予測するときの運用の流れ
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　再編成時期の予測データを取得する

                     次に示すコマンドを実行して再編成時期の予測データを解析情報表に取得します。このコマンドを毎日実行して再編成時期の予測データを蓄積してください。

                     pddbst -k logi -r ALL -e 1

                     
                        	注意事項

                        	
                           (a)の作業を4回以上行ってください。4件以上の予測データが蓄積されないと正しい予測ができません（KFPK10312-I，又はKFPK10313-Iメッセージが出力されます）。なお，RDエリアの状態が変わらないと，何回実行しても1回実行したとみなされます。詳細については，「予測データを正しく取得していない場合」を参照してください。

                        

                     

                     
                        	参考

                        	
                           データの格納状態が大きく変化した後は，再編成が必要な状態になる可能性が高いため，大量更新をした後は(a)と(b)の作業をすることをお勧めします。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　DBメンテナンス予定日が近いRDエリアを確認する

                     次に示すコマンドを実行して，DBメンテナンス予定日が近いRDエリアを確認します。このコマンドを毎日実行して確認してください。

                     pddbst -k pred -r ALL -e 1

                     DBメンテナンス予定日が近いRDエリアの一覧が表示されます。出力結果の例を次に示します。

                     出力結果の例

                      pddbst 07-02       ***** Rdarea resource forecast *****     2005/05/15 11:07:10
No         Date        RdareaName                       ResKind   
---------- ----------- -------------------------------- ----------
         1 2005/05/31  "RDUSER01"                       Segment
         2 2005/06/01  "RDUSER02"                       Segment
---------- ----------- -------------------------------- ----------

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           Date：DBメンテナンス予定日が表示されます。

                           RdareaName：メンテナンスが必要なRDエリアが表示されます。

                           
                              	注意事項

                              	
                                 DBメンテナンス予定日はあくまで予測であって，運用方法によってはDBメンテナンス予定日より前にRDエリアの容量不足が発生することがあります。

                              

                           

                           
                              	参考

                              	
                                 
                                    	
                                       (c)の作業はpddbstコマンドの実行時間が長くなることがあるため，オンライン業務に影響を与えたくない場合は，(b)の作業でメンテナンスの必要があるRDエリアを特定しておいて，オンライン業務に影響を及ぼさない時間帯に(c)の作業をしてください。

                                    

                                    	
                                       (c)の作業の実行時間が問題にならない場合，(b)の作業を省略し，(c)の作業だけ実行してもかまいません。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　メンテナンスが必要なリソースとメンテナンス方法を特定する

                     (b)の結果，DBメンテナンス予定日が近いRDエリアがある場合，次に示すコマンドを実行し，メンテナンスが必要な表，インデクス，及びRDエリアを調査します。

                     pddbst -k pred -r ALL -e 1 -m

                     メンテナンスをする表，インデクス，及びRDエリアの一覧とメンテナンス方法が表示されます。出力結果の例を次に示します。

                     出力結果の例

                      pddbst 07-02       ***** Rdarea resource forecast *****     2005/05/15 11:07:10
No         Date        RdareaName                       ResKind   
---------- ----------- -------------------------------- ----------
         1 2005/05/31  "RDUSER01"                       Segment
         2 2005/06/01  "RDUSER02"                       Segment
---------- ----------- -------------------------------- ----------
 
 pddbst 07-02       ***** Maintenance Information *****      2005/05/15 11:07:10
No          : 1
Rdarea Name : "RDUSER01"
Method      :          ...[1]
Segment     : 42560
--------------------------------------------------------------------------------------
 Reclaim      Reorganize   Type Name                                        Date
------------- ------------ ---- ------------------------------------------- ----------
      28089 *       9363    T   "k1234567"."table01"   ...[2]               2005/05/31
          0        12342 *  T   "k1234567"."table02"   ...[3]               2005/05/31
        851         7235 *  I   "k1234567"."index01"   ...[4]               2005/05/31
          3          -10    T   "k1234567"."table10"   ...[5]               2005/05/31
======================================================================================
No          : 2
Rdarea Name : "RDUSER02"
Method      : Expand   ...[6]
Segment     : 1523
--------------------------------------------------------------------------------------
 Reclaim      Reorganize   Type Name                                        Date
------------- ------------ ---- ------------------------------------------- ----------
        228         1035    T   "k1234567"."table01"                        2005/06/03
          0          121    T   "k1234567"."table03"                        2005/06/03
         30           60    I   "k1234567"."index07"                        2005/06/03
======================================================================================

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 Methodの欄に何も表示されていないため，RDエリアのメンテナンスは必要ありません。

                              

                              	
                                 RDエリア（RDUSER01）に格納されている表（table01）は，Reclaimの欄に*が表示されているため，pdreclaimコマンドで使用中空きページの解放，及び使用中空きセグメントの解放をしてください。

                              

                              	
                                 RDエリア（RDUSER01）に格納されている表（table02）は，Reorganizeの欄に*が表示されているため，pdrorgコマンドで表の再編成をしてください。

                              

                              	
                                 RDエリア（RDUSER01）に格納されているインデクス（index01）は，Reorganizeの欄に*が表示されているため，pdrorgコマンドでインデクスの再編成をしてください。

                              

                              	
                                 RDエリア（RDUSER01）に格納されている表（table10）は，*が表示されていないため，メンテナンスの必要はありません。

                              

                              	
                                 Methodの欄にRDエリアのメンテナンス方法が表示されています。

                                 Expand：RDエリアを拡張してください。拡張する必要があるセグメント数は，Segmentで表示されている1523セグメントです。

                                 Extend：HiRDBがRDエリアの自動増分をします。

                                 Reinit：DBの再作成（RDエリア内のデータをアンロードし，RDエリアを再初期化した後，アンロードデータをリロード）をしてください。

                                 表示なし：RDエリアのメンテナンスは必要ありません。

                                 
                                    	参考

                                    	
                                       
                                          	
                                             そのほかのヘッダの意味を次に示します。

                                             Type：リソースの種別が表示されます。

                                             　　　T：表

                                             　　　I：インデクス

                                             　　　L：LOB用RDエリア

                                             Name：表名又はインデクス名が表示されます。

                                             Date：DBメンテナンス予定日が表示されます。

                                          

                                          	
                                             表示しているセグメント数は，メンテナンス予定日までに拡張が必要な最低限のセグメント数です。表示された値以上の拡張を実施してください。なお，RDエリアの拡張回数には上限があるため，注意してください。

                                          

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (d)　データベースのメンテナンスをする

                     HiRDBが出した指示に従い，次に示すどれかの処置をしてください。

                     
                        	
                           表を再編成する

                        

                        	
                           インデクスを再編成する

                        

                        	
                           RDエリアを拡張する

                        

                        	
                           RDエリアを再初期化する

                        

                     

                     
                        	注意事項

                        	
                           (d)の作業中に(a)の作業は行わないでください。(d)の作業中に(a)の作業を行うと，正しい予測ができなくなります。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　予測レベル2の場合

                  予測レベル1の再編成時期の予測データの取得では，RDエリア単位の情報だけ取得するため，ディレクトリページだけ解析対象となります。しかし，予測レベル2では，更に表単位，及びインデクス単位の情報も取得するため，データページ，及びインデクスページの解析も必要となります。そのため，予測レベル2は，予測レベル1に比べて予測データを取得するpddbstの実行時間が長くなります。

                  オンライン業務中に，予測レベル2の再編成時期の予測データを取得する場合，業務APへ影響を与える可能性もあります。オンライン中の業務APへの影響を最小限にしたい場合は，次の実行方法を選択できます（二つ同時にも指定できます）。

                  
                     	
                        インターバル解析

                     

                     	
                        マージ解析

                     

                  

                  インターバル解析，及びマージ解析については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.4.4　再編成時期予測機能使用時の注意事項

               
                  (1)　予測対象外のリソース

                  次に示すユーザLOB用RDエリアは再編成時期の予測の対象外になります。

                  
                     	
                        プラグインインデクスを格納しているユーザLOB用RDエリア

                     

                  

               
               
                  (2)　正しい予測ができないケース

                  次に示す場合は，再編成時期の正しい予測ができません。

                  
                     (a)　予測データを正しく取得していない場合

                     データの格納状態に変化がある予測データが4件以上蓄積されないと，再編成時期予測機能は実行できません。また，予測データを定期的に取得しないと，正しい予測ができません。例えば，週末に更新を行うシステムで，週の始めの４日間だけ予測データを取得しても，正しい予測ができません。

                     
                        	参考

                        	
                           予測データを定期的に取得するほど，予測の精度が上がります。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　データの格納状態が急激に変化するような運用をする場合

                     RDエリアの使用セグメント比率の変移（履歴）から今後の使用状況を予測するため，データの格納状態が急激に変化するような運用をする場合は正しい予測ができません。例を次の図に示します。

                     
                        図13‒9　データの格納状態が急激に変化するため正しい予測ができない例
                        [image: [図データ]]

                     
                     注　基準値については，「再編成時期予測のカスタマイズ」を参照してください。

                  
                  
                     (c)　最適なページサイズのRDエリアに表を格納していない場合

                     表の行長に合わせた最適なページサイズのRDエリアに表を格納していない場合，再編成時期の正しい予測ができません。例えば，再編成しても効果のない表に対して再編成を指示したり，再編成の直後に再編成の指示を出したりすることがあります。

                  
                  
                     (d)　カレントRDエリアにオリジナルRDエリアとレプリカRDエリアの両方が混在する運用をしている場合

                     再編成時期の予測はオリジナルRDエリアを対象にしています。レプリカRDエリアは再編成時期の予測の対象外です。レプリカRDエリアに対するコマンドやSQLの解析結果は，解析情報表及び運用履歴表に反映されません。したがって，カレントRDエリアにオリジナルRDエリアとレプリカRDエリアの両方が混在する運用をした場合，正しい予測結果が算出されません。

                  
                  
                     (e)　キー値に偏りがあるリバランス表の場合

                     リバランス表を定義する場合は，データが均等に配置されるハッシュ関数や分割キーを選択してください。キー値に偏りがある場合，特定のハッシュグループ（セグメント）にデータが格納されるため，正しい予測ができません。

                  
               
               
                  (3)　予測の傾向

                  次に示す条件をすべて満たす表は，RDエリアの拡張を行う予測が出やすくなります。

                  
                     	
                        表に可変長文字列（VARCHAR，NVARCHAR，又はMVARCHAR）が定義されている

                     

                     	
                        上記の列にノースプリットオプションが定義されていない

                     

                     	
                        pdloadコマンドを使用したデータロード以外の方法でデータを格納した

                     

                  

               
               
                  (4)　ユーザが定義した抽象データ型がある場合

                  ユーザが定義した抽象データ型（プラグインが提供する抽象データ型でない場合）が定義されている表は，pdrorgコマンドによる再編成及びpdreclaimコマンドによる使用中空きページの解放ができないため，再編成の指示は行いません。RDエリア内に該当表しかない場合，必ずRDエリアの拡張又は再初期化の指示になります。

               
               
                  (5)　予測時の制限

                  実長が255バイト以下の可変長文字列（VARCHAR，NVARCHAR，又はMVARCHAR）が，別のページに分岐した状態の場合（256バイト以上のデータが255バイト以下に更新されたケースが該当する），再編成すると行分岐を解消し，格納効率及びアクセス効率を上げることができますが，データ長の情報までは取得しないため，これを予測に反映できません。

                  また，NO SPLITを指定していない可変長文字列のデータ型がある表の場合，ページ長よりも実長が短いデータが多量にあると，再編成直後でもページ使用率が低い状態のページが多量に存在する状態となります。そのため，基準値定義ファイルによるカスタマイズが必要となります。

               
               
                  (6)　解析情報表及び運用履歴表の再編成

                  ディクショナリ表の再編成をする場合，解析情報表及び運用履歴表も再編成の対象になります。ほかのディクショナリ表とまとめて再編成してください。解析情報表及び運用履歴表だけを再編成する必要はありません。

                  
                     	参考

                     	
                        表やインデクスを大量に削除すると，両表のアクセス効率を向上するために定義しているインデクスに無効領域が発生します。この場合，表やインデクスが定義されたときに再利用されるため，データディクショナリ用RDエリアの容量が十分なときは再編成をする必要はありません。

                     

                  

               
               
                  (7)　予測精度

                  予測レベル1の場合，RDエリア内にリソースが一つだけあるときは（例えば，1RDエリアに1表だけ格納されているなど），解析情報表及び運用履歴表の情報から予測します。RDエリア内にリソースが複数ある場合，解析情報表の情報から予測します。したがって，後者よりは前者の方が，予測精度は上がります。

               
               
                  (8)　データベースの回復と再編成時期予測との関係

                  再編成時期の予測は，過去のデータベースの履歴を基に解析します。そのため，障害発生時にデータベースを最新の状態に回復しない運用（例えば，バックアップ取得時点に回復するなど）を行っている場合は，正しい予測ができません。このような運用の場合，予測の基になる情報をリセットすれば正しい予測ができるようになります。これを，状態解析結果蓄積情報のリセットといいます。状態解析結果蓄積情報のリセットについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.4.5　再編成時期の予測をやめる場合

               再編成時期の予測をやめる場合は，pd_rorg_predictオペランドの指定値をNに変更してください。再度，再編成時期の予測を開始する場合はこのオペランドの指定値をYに戻してください。

               なお，再編成時期の予測を完全にやめて，解析情報表及び運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアをユーザ用RDエリアとして使用する場合は，解析情報表及び運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアをpdmodコマンドで削除した後に（pddbstコマンド実行中には削除しないでください），pd_rorg_predictオペランドの指定値をNに変更するか，又はこのオペランドを削除してください。

            
            
               13.4.6　再編成時期予測のカスタマイズ

               
                  (1)　HiRDBが行う予測データの解析方法

                  RDエリアの使用セグメント比率の履歴から，HiRDBはDBメンテナンス予定日を予測しています。HiRDBが行う予測データの解析方法の概要を次の図に示します。

                  
                     図13‒10　HiRDBが行う予測データの解析方法の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              RDエリアの使用セグメント比率が基準値（省略値は80％）を超えると予測される日をDBメンテナンス予定日としています。

                           

                           	
                              基準値は基準値定義ファイルで変更できます。基準値定義ファイルについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　基準値のカスタマイズ

                  例えば，定期的に初期データロードを行う運用のため，DBメンテナンス予測日前に格納状態が変化するなど，基準値が現在の運用方法に合わない場合，基準値を変更してHiRDBが行う再編成時期の予測をカスタマイズする必要があります。

               
            
         
         
            13.5　表のデータを削除する方法

            
               13.5.1　表のデータを削除する方法の説明

               実行者　表の所有者又はDELETE権限があるユーザ

               表から不要になった行を削除するには，DELETE文又はPURGE TABLE文を実行します。

               
                  	ポイント

                  	
                     
                        	
                           ビュー表の行を削除すると，ビュー表に対応する実表の行が削除されます。

                        

                        	
                           改竄防止表の場合，行削除禁止期間を過ぎている行だけを削除できます。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　行を選択して削除する場合

                  行を選択して削除する場合は，DELETE文にWHEREオペランドを指定して実行します。

               
               
                  (2)　すべての行を削除する場合

                  表にあるすべての行を削除する場合は，次に示すどちらかのSQLを実行します。

                  
                     	
                        WHEREオペランドを省略したDELETE文

                     

                     	
                        PURGE TABLE文

                     

                  

                  
                     	考慮点

                     	
                        
                           	
                              行数が多い表からすべての行を削除する場合は，PURGE TABLE文を実行した方が，DELETE文を実行するよりも速く削除できます。

                           

                           	
                              DELETE文で大量の行を削除する場合は，LOCK文で表に排他モードのEXCLUSIVEを指定してから実行すると，排他制御のオーバヘッドが少なくなります。

                           

                           	
                              DELETE文で大量に行を削除しても，セグメントは確保されたままになるため，ユーザ用RDエリア内の空き領域は変わりません。空き領域を作りたい場合は，PURGE TABLE文を使用してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            13.6　列を追加する方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者

            表に列を追加する場合は，ALTER TABLEにADDオペランドを指定して実行します。

            
               13.6.1　列を追加する前に

               
                  (1)　FIX表に列を追加する場合の留意事項

                  データが格納されているFIX表には列を追加できません。したがって，データが格納されているFIX表に列を追加する場合は，次に示す手順で列を追加します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdrorgコマンドで表データをアンロードします。

                           

                           	
                              PURGE TABLEで表データを削除します。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで列を追加します。

                           

                           	
                              pdholdコマンドで表格納RDエリアを閉塞します。

                           

                           	
                              pdloadコマンドで表データをデータロードします。

                           

                           	
                              pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                           

                           	
                              pdcopyコマンドでバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                           

                           	
                              pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します。

                           

                        

                        
                           	留意事項

                           	
                              
                                 	
                                    手順1で表データをアンロードするときに，DAT形式でアンロードする方法とバイナリ形式でアンロードする方法があります。DAT形式でアンロードした方が操作が簡単なため，基本的にはDAT形式でアンロードしてください。

                                 

                                 	
                                    DAT形式ファイルに変換できない文字データ（0x00，0x0a）が表中にある場合，その表データをDAT形式でアンロードできません。この場合は，バイナリ形式でアンロードしてください。

                                 

                                 	
                                    DAT形式でアンロードしたときの方法については，「例題6（FIX表に列を追加する場合：DAT形式でアンロードする場合）」を参照してください。

                                 

                                 	
                                    バイナリ形式でアンロードしたときの方法については，「例題7（FIX表に列を追加する場合：バイナリ形式でアンロードする場合）」を参照してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　注意事項

                  
                     	
                        改竄防止表には列を追加できません。

                     

                     	
                        表に列を追加すると，その表を使用しているストアドルーチンが無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                     

                     	
                        トリガSQL文中に指定している表にNOT NULL列を追加すると，トリガが無効になります。この場合，ALTER TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        表に列を追加した後，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               13.6.2　例題1（非FIX表に列を追加する場合）

               非FIX表（TABLE01）に列（C4）を追加します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　ALTER TABLEでC4列を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 INTEGER;

                  この場合，ALTER TABLEによる列追加前に格納済みの行のC4列にはナル値が格納されます。

               
            
            
               13.6.3　例題2（データが格納されている非FIX表に列を追加し，追加した列に値を格納する場合）

               非FIX表（TABLE01）に列（C4）を追加します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　ALTER TABLEでC4列を追加します

                  
                     	
                        列にナル値を許す場合

                     

                  

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 INTEGER DEFAULT 10 ON ROW EXISTS;

                  
                     	
                        列にナル値を許さない場合

                     

                  

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 INTEGER DEFAULT 10 ON ROW EXISTS NOT NULL;

                  この場合，ALTER TABLEによる列追加前に格納済みの行のC4列には10が格納されます。

               
            
            
               13.6.4　例題3（LOB列を追加する場合）

               表（TABLE01）にBLOB型の列（C4）を追加します。C4列のデータはユーザLOB用RDエリア（ULOB01，ULOB02）に格納します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　ALTER TABLEでC4列を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 BLOB(1M) IN ((ULOB1),(ULOB2));

                  この場合，ALTER TABLEによる列追加前に格納済みの行のC4列にはナル値が格納されます。

               
            
            
               13.6.5　例題4（抽象データ型の列を追加する場合）

               表（TABLE01）にSGMLTEXT型の列（C4）を追加します。C4列のデータはユーザLOB用RDエリア（ULOB01，ULOB02）に格納します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　ALTER TABLEでC4列を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 SGMLTEXT
    ALLOCATE(SGMLTEXT IN ((ULOB1),(ULOB2)))
    PLUGIN プラグインオプション;

                  この場合，ALTER TABLEによる列追加前に格納済みの行のC4列にはナル値が格納されます。

               
            
            
               13.6.6　例題5（FIX表に列を追加する場合：予備列を定義している場合）

               予備列を定義しているFIX表（TABLE01）に列（C4）を追加します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　ALTER TABLEでC4列を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 CHAR(3) INTO YOBI;

                  この場合，ALTER TABLEによる列追加前に格納済みの行のC4列には定義長（3バイト）分のナル文字（0x00）が格納されます。

               
            
            
               13.6.7　例題6（FIX表に列を追加する場合：DAT形式でアンロードする場合）

               FIX表（TABLE01）に列（C4）を追加します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでTABLE01の格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W dat -t TABLE01 -g /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W dat：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（DAT形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld01：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (4)　PURGE TABLEでTABLE01のデータを削除します

                  PURGE TABLE TABLE01;

               
               
                  (5)　ALTER TABLEでC4列を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 INTEGER WITH DEFAULT;

                  このとき，WITH DEFAULTオペランドを必ず指定してください。この場合，C4列には0が格納されます。

               
               
                  (6)　列構成情報ファイル（/pdload/column01）を作成します

                  C1
C2
C3

                  (2)で作成した入力データファイルの列構成の形式とTABLE01の列構成が異なるため，データロードするときに列構成情報ファイルが必要になります。

                  
                     	●列構成情報ファイル指定のポイント

                     	
                        列を追加した場合の列構成情報ファイル指定のポイントは，追加した列を指定しないことです。こうすることで，HiRDBは入力データ中にその列のデータがないことを検知し，追加した列に省略値又はナル値を格納します。FIX表の場合はナル値を格納できないため，ALTER
                           TABLEで列を追加するときにWITH DEFAULTオペランドを指定して省略値を格納するようにします。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdholdコマンドでTABLE01の格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (8)　TABLE01にデータロードをします

                  pdload -c /pdload/column01 TABLE01 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -c /pdload/column01：(6)で作成した列構成情報ファイル名を指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (9)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (10)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.6.8　例題7（FIX表に列を追加する場合：バイナリ形式でアンロードする場合）

               FIX表（TABLE01）に列（C4）を追加します。TABLE01中には，DAT形式ファイルに変換できない文字データ（0x00，0x0a）があるとします。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでTABLE01の格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。TABLE01中には，DAT形式ファイルに変換できない文字データ（0x00，0x0a）があるため，バイナリ形式にしてアンロードします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld01：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (4)　PURGE TABLEでTABLE01のデータを削除します

                  PURGE TABLE TABLE01;

               
               
                  (5)　ALTER TABLEでC4列を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD C4 INTEGER WITH DEFAULT;

                  このとき，WITH DEFAULTオペランドを必ず指定してください。この場合，C4列には0が格納されます。

               
               
                  (6)　列構成情報ファイル（/pdload/column01）を作成します

                  C1,type=char(4)
C2,type=char(10)
C3,type=integer

                  TABLE01のデータ型を指定した列構成情報ファイルを作成します

                  (2)でバイナリ形式ファイルを作成しましたが，FIX表なので固定長データ形式ファイルとして扱います。したがって，固定長データ形式ファイルのデータロードに必要な列構成情報ファイルを作成します。これによって，入力データファイルの列構成の形式と列構成が異なるTABLE01へのデータロードができるようになります。

                  
                     	●列構成情報ファイル指定のポイント

                     	
                        列を追加した場合の列構成情報ファイル指定のポイントは，追加した列を指定しないことです。こうすることで，HiRDBは入力データ中にその列のデータがないことを検知し，追加した列に省略値又はナル値を格納します。FIX表の場合はナル値を格納できないため，ALTER
                           TABLEで列を追加するときにWITH DEFAULTオペランドを指定して省略値を格納するようにします。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdholdコマンドでTABLE01の格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (8)　TABLE01にデータロードをします

                  pdload -a -c /pdload/column01 TABLE01 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：入力ファイルが固定長データ形式ファイルであることを指定します。

                        -c /pdload/column01：(6)で作成した列構成情報ファイル名を指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (9)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (10)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            13.7　列を削除する方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者

            表の列を削除する場合は，ALTER TABLEにDROPオペランドを指定して実行します。

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        データが格納されている表の列は削除できません。

                     

                     	
                        クラスタキーを定義した列は削除できません。

                     

                     	
                        LOB列は削除できません。

                     

                     	
                        表に抽象データ型が定義されている場合は，その表のすべての列を削除できません。

                     

                     	
                        改竄防止表の列は削除できません。

                     

                     	
                        表の列を削除すると，その表を使用しているストアドルーチンが無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                     

                     	
                        トリガSQL文中に指定している表の列を削除すると，トリガが無効になります。また，トリガ動作条件又はトリガSQL文中で，新旧値相関名を使用して参照している列を削除すると，トリガが無効になります。トリガが無効になった場合，ALTER
                           TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        表の列を削除した後，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               

            

            
               13.7.1　例題（列を削除する場合）

               表（TABLE01）の列（C4）を削除します。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでTABLE01の格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W dat -t TABLE01 -g /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        
                           	-W dat：

                           	
                              アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（DAT形式）として使用できるようにします。

                              DAT形式ファイルに変換できない文字データ（0x00，0x0a）が表中にある場合，その表データをDAT形式でアンロードできません。この場合は，バイナリ形式（-W bin指定）でアンロードしてください。ただし，この場合，(6)以降の操作方法（列構成情報ファイルの作成及びデータロード）が異なります。「例題7（FIX表に列を追加する場合：バイナリ形式でアンロードする場合）」を参考にして操作をしてください。

                           

                        

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld01：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (4)　PURGE TABLEでTABLE01のデータを削除します

                  PURGE TABLE TABLE01;

               
               
                  (5)　ALTER TABLEでC4列を削除します

                  ALTER TABLE TABLE01 DROP C4;

               
               
                  (6)　列構成情報ファイル（/pdload/column01）を作成します

                  C1
C2
C3
*skipdata*

                  (2)で作成した入力データファイルの列構成の形式とTABLE01の列構成が異なるため，データロードするときに列構成情報ファイルが必要になります。

               
               
                  (7)　pdholdコマンドでTABLE01の格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,…

               
               
                  (8)　TABLE01にデータロードをします

                  pdload -c /pdload/column01 TABLE01 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -c /pdload/column01：(6)で作成した列構成情報ファイル名を指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (9)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (10)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            13.8　表の定義を変更する方法

            実行者　表の所有者

            表の定義を変更する場合は，ALTER TABLEにCHANGEオペランドを指定して実行します。変更できる定義を次に示します。

            
               	
                  可変長の文字列のデータ長

               

               	
                  CHARからMCHARへの変更

               

               	
                  繰返し列の最大要素数

               

               	
                  既定値のない非ナル値制約を既定値のある非ナル値制約に変更

               

               	
                  一意性制約のないクラスタキーを一意性制約のあるクラスタキーに変更

               

               	
                  一意性制約のあるクラスタキーを一意性制約のないクラスタキーに変更

               

               	
                  表の最小排他資源単位

               

               	
                  ハッシュ関数

               

            

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        LOB列の定義は変更できません。

                     

                     	
                        抽象データ型の列の定義は変更できません。

                     

                     	
                        表の定義を変更すると，その表を使用しているストアドルーチンが無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                     

                     	
                        トリガSQL文中に指定している表の定義を変更すると，トリガが無効になります。またトリガ動作条件又はトリガSQL文中で，新旧値相関名を使用して参照している列の表定義を変更すると，トリガが無効になります。この場合，ALTER
                           TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        表の定義を変更した後，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               

            

            
               13.8.1　例題（列のデータ長を変更する場合）

               表（TABLE01）のDATA01列の定義長をVARCHAR(150)からVARCHAR(200)に変更します。

               
                  (1)　ALTER TABLEでDATA01列の定義を変更します

                  ALTER TABLE TABLE01 CHANGE DATA01 VARCHAR(200);

               
            
         
         
            13.9　表名又は列名を変更する方法

            実行者　表の所有者

            表名又は列名を変更する場合は，ALTER TABLEにRENAMEオペランドを指定して実行します。

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        改竄防止表の表名又は列名は変更できません。

                     

                     	
                        表名又は列名を変更すると，その表を使用しているストアドルーチンが無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                     

                     	
                        トリガSQL文中に指定している表の表名又は列名を変更すると，トリガが無効になります。この場合，ALTER TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        トリガを定義した表の表名は変更できません。

                     

                     	
                        トリガを定義した表の列のうち，次に示す列の列名は変更できません。

                        ・トリガ契機列

                        ・トリガ動作条件中で新旧値相関名を使用して参照している列

                        ・トリガSQL文中で新旧値相関名を使用して参照している列

                     

                  

               

            

            
               13.9.1　例題１（表名を変更する場合）

               表の名称をTABLE01からTABLE02に変更します。

               
                  (1)　ALTER TABLEで表名を変更します

                  ALTER TABLE TABLE01 RENAME TABLE TO TABLE02;

               
            
            
               13.9.2　例題２（列名を変更する場合）

               表（TABLE01）のC1列の名称をC2に変更します。

               
                  (1)　ALTER TABLEで列名を変更します

                  ALTER TABLE TABLE01 RENAME COLUMN FROM C1 TO C2;

               
            
         
         
            13.10　表の横分割数を増やす方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

            表に対してデータの追加を繰り返した結果，一つの表のデータ量が大きくなると，この表に対する処理性能が悪くなる場合があります。このような場合は，表の横分割数を増やしてください。

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        キーレンジ分割表の場合，DROP TABLEで表を削除してCREATE TABLEで表を再定義してください。表の再定義時に表の横分割数を増やしてください。

                     

                     	
                        ハッシュ分割表の場合，ALTER TABLEで表の横分割数を増やせます。

                     

                     	
                        表の横分割数を増やすと，その表を使用しているストアドルーチンが無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                     

                     	
                        トリガSQL文中に指定している表の横分割数を増やすと，トリガが無効になります。この場合，ALTER TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        表の横分割数を増やした後，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。ただし，抽象データ型は，最適化情報収集ユティリティの対象外となります。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               

            

            
               13.10.1　例題１（キーレンジ分割表の横分割数を増やす場合）

               表（TABLE01）の横分割数を二つから三つにします。インデクス（INDX01）も同様に分割します。TABLE01はキーレンジ分割しています。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld01：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (4)　DROP TABLEでTABLE01を削除します

                  DROP TABLE TABLE01;

               
               
                  (5)　CREATE TABLE及びCREATE INDEXで，TABLE01とINDX01を再定義します

                  CREATE TABLE TABLE01 …
    IN ((RDAREA01),(RDAREA02),(RDAREA03)) … ;
CREATE INDEX INDX01 …
    IN ((RDAREA11),(RDAREA12),(RDAREA13));

               
               
                  (6)　pdholdコマンドでデータロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (7)　pdloadコマンドでTABLE01にデータをデータロードします

                  pdload -b -W TABLE01 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (9)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.10.2　例題２（フレキシブルハッシュ分割表の横分割数を増やす場合）

               表（TABLE01）の横分割数を二つから三つにします。インデクス（INDX01）も同様に分割します。TABLE01はフレキシブルハッシュ分割しています。

               なお，この表はハッシュ分割表のリバランス機能を使用していないとします。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　ALTER TABLEでTABLE01にRDAREA03を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD RDAREA RDAREA03;

                  このとき，RDAREA03にデータは格納されません。この後に追加されるデータがハッシュ関数を使用して格納されます。

                  ハッシュ分割表のリバランス機能を使用すると，RDAREA03にデータが格納されるため，既存のRDエリアと新規追加したRDエリアとの間でデータ量の偏りが生じません。ハッシュ分割表のリバランス機能については，「表の横分割数を増やす方法（ハッシュ分割表のリバランス機能を使用している場合）」を参照してください。

               
            
            
               13.10.3　例題３（FIXハッシュ分割表の横分割数を増やす場合）

               表（TABLE01）の横分割数を二つから三つにします。インデクス（INDX01）も同様に分割します。TABLE01はFIXハッシュ分割しています。

               なお，この表はハッシュ分割表のリバランス機能を使用していないとします。ハッシュ分割表のリバランス機能を使用すると，表データがあってもALTER TABLEでRDエリアを追加できます。このため，表データのアンロード及びデータロードが不要になります。ハッシュ分割表のリバランス機能については，「表の横分割数を増やす方法（ハッシュ分割表のリバランス機能を使用している場合）」を参照してください。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/unld02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld02：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (4)　PURGE TABLE文でTABLE01のデータを削除します

                  PURGE TABLE TABLE01;

                  FIXハッシュ分割した表の横分割数を増やす場合は，表のデータを削除する必要があります。

               
               
                  (5)　ALTER TABLEでTABLE01にRDAREA03を追加します

                  ALTER TABLE TABLE01 ADD RDAREA RDAREA03;

               
               
                  (6)　pdholdコマンドでデータロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (7)　pdloadコマンドでTABLE01にデータをデータロードします

                  pdload -b -W TABLE01 /pdload/load02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load02：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (9)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            13.11　表の横分割数を増やす方法（ハッシュ分割表のリバランス機能を使用している場合）

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者

            ここでは，ハッシュ分割表のリバランス機能を使用して表の横分割数を増やす方法について説明します。ここで説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  ハッシュ分割表のリバランス機能とは

               

               	
                  ハッシュ分割表のリバランス機能を使用するための準備

               

               	
                  例題（リバランス表の横分割数を増やす場合）

               

               	
                  リバランスユティリティの使い方（表のリバランス処理に時間が掛かる場合）

               

               	
                  FIXハッシュ分割表に対する注意事項

               

            

            
               13.11.1　ハッシュ分割表のリバランス機能とは

               ハッシュ分割表のデータ量が増加したためRDエリアを追加すると（表の横分割数を増やすと），既存のRDエリアと新規追加したRDエリアとの間でデータ量の偏りが生じます。ハッシュ分割表のリバランス機能を使用すると，表の横分割数を増やすときにデータ量の偏りを修正できます。ハッシュ分割表のリバランス機能を次の図に示します。

               なお，ハッシュ分割表のリバランス機能は，FIXハッシュ及びフレキシブルハッシュのどちらにも適用できます。

               
                  図13‒11　ハッシュ分割表のリバランス機能
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           ハッシュ分割表のデータが一杯になったため，ハッシュ分割表を格納するRDエリアを追加しました（表の横分割数を増やしました）。追加したRDエリアにはデータが配置されず，データ量の偏りが生じます。

                        

                        	
                           リバランスユティリティ（pdrbalコマンド）を実行してデータ量の偏りを修正します。リバランスユティリティを実行すると，ハッシュグループ単位にデータが移動して再配置されます。これを表のリバランスといいます。

                           ハッシュ分割表のリバランス機能を使用すると，分割キーをハッシュした結果を基にしてHiRDBがデータを1024のグループ（これをハッシュグループといいます）に分けます。このグループごとにRDエリアのセグメントを割り当ててデータを格納します。データの再配置もこのハッシュグループ単位に行います。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　適用基準

                  
                     	
                        データの増加が見込まれていて，将来RDエリアを追加する可能性がある場合※

                     

                     	
                        データ容量が大きいため，表を再作成するのが難しい場合

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        データが格納されているFIXハッシュ分割表（ハッシュ関数HASH1〜HASH6を使用したFIXハッシュ分割表）にはRDエリアを追加できませんが，リバランス機能を持つハッシュ関数HASHA〜HASHFを使用したFIXハッシュ分割表にはRDエリアを追加できるようになります。

                     

                  

               
               
                  (2)　注意事項

                  各ハッシュグループのデータ量はハッシュ関数のハッシング結果に依存します。したがって，分割キー値が偏っていると，ハッシュグループのデータ量も偏ってしまい，データを均等に分割できないことがあります。

               
               
                  (3)　運用方法

                  ハッシュ分割表のリバランス機能の運用手順の概略を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              ハッシュ分割表を定義するときに，その表をリバランス表として定義します。

                           

                           	
                              表の横分割数を増やすため，表格納RDエリアを追加します。

                           

                           	
                              リバランスユティリティ※を実行して表のリバランスを行います。

                           

                        

                        注※　リバランスユティリティには次の表に示す実行モードがあります。

                        
                           表13‒2　リバランスユティリティの実行モード
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       実行モードの種類

                                    
                                    	
                                       説明

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       共有モード

                                    
                                    	
                                       表のリバランス処理中に表をアクセスできます。

                                       大規模データベースの場合，表のリバランス処理に数日掛かることがあります。その間，リバランス表へのアクセスを実行しながらリバランス処理を実行できます。ただし，表へのアクセス処理と表のリバランス処理を同時に実行するため，両方の処理性能が低下します。なお，処理性能の低下をなるべく防ぐためにトラフィックの少ない時間帯にリバランス処理を行うように処理を複数回に分けられます。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       占有モード

                                    
                                    	
                                       表のリバランス処理中に表をアクセスできません。

                                       リバランス処理に専念できるため，性能的に共有モードより優れています。表へのアクセスを中断できるならば，占有モードでリバランスユティリティを実行することをお勧めします。

                                       なお，占有モードの場合も，リバランス処理を複数回に分けられます。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

               
            
            
               13.11.2　ハッシュ分割表のリバランス機能を使用するための準備

               
                  (1)　リバランス表の定義

                  CREATE TABLEで指定するハッシュ関数にHASHA〜HASHFを指定します。HASHA〜HASHFを指定した表をリバランス表といいます。ハッシュ関数（HASHA〜HASHF）については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」を参照してください。

                  CREATE TABLE TABLE01
    (SCODE DEC(5) NOT NULL,SNAME NCHAR(15), … ) HASH HASHF BY SCODE
     IN (RDAREA01,RDAREA02);
CREATE INDEX INDX01 …
     IN ((RDAREA11),(RDAREA12));

               
               
                  (2)　リバランス表を格納するRDエリア

                  
                     	
                        リバランス表を格納するRDエリアには，そのリバランス表だけしか格納できません。ほかの表及びインデクスを格納できません。

                     

                     	
                        リバランス表を格納するRDエリアには，↑1024÷分割RDエリア数↑分のセグメント数が必要です。RDエリアを作成するときにはこの条件を満たすようにしてください。

                     

                     	
                        RDエリアの容量を見積もる場合，↑1024÷分割RDエリア数↑分のセグメント数の余裕値をとってください。

                     

                     	
                        リバランス表にデータを格納するには，未使用セグメントが必要になります。このため，空きページがあってもRDエリア満杯エラーとなることがあります。したがって，RDエリアの残容量は空きページ数ではなく，未使用セグメント数で管理してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　リバランス表にインデクスを定義する場合

                  
                     	
                        リバランス表を格納するRDエリアには，そのリバランス表だけしか格納できません。ほかの表及びインデクスを格納できません。したがって，リバランス表に対してCREATE
                           INDEXを指定する場合は，インデクス格納RDエリア名を省略できません。省略するとリバランス表を格納したRDエリアが仮定されて，エラーになります。必ず，リバランス表を格納するRDエリアと別のRDエリアを指定してください。

                     

                     	
                        クラスタキーインデクスは定義できません。

                     

                  

               
               
                  (4)　グローバルバッファ

                  表格納RDエリアごとにグローバルバッファの面数を↑1024÷分割RDエリア数↑×2以上にしてください。そうしないと，バッファリング効果が得られなくなります。

               
            
            
               13.11.3　例題（リバランス表の横分割数を増やす場合）

               リバランス表（TABLE01）の横分割数を二つから三つにします。インデクス（INDX01）も同様に分割します。このように，インデクス格納RDエリアと表格納RDエリアの数が一致しないとリバランスユティリティを実行できません。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します

                  pdfmkfs -n 50 -l 10 -k DB -i /rdarea/area03
pdfmkfs -n 50 -l 10 -k DB -i /rdarea/area13

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -n：HiRDBファイルシステム領域の領域長をメガバイト単位で指定します。データベース状態解析ユティリティ(pddbstコマンド)で，現状のRDエリアの状態を解析し，移動対象となるデータ量から追加するRDエリアの容量見積もりをしてください。

                        -l：HiRDBファイルシステム領域内に作成するHiRDBファイル数の上限値を指定します。

                        -k：HiRDBファイルシステム領域の用途を指定します。RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成するため，DBを指定します。

                        -i：HiRDBファイルシステム領域の全領域を初期化する場合に指定します。-iオプションを指定すると，領域全体を確保します。-iオプションを省略すると，HiRDBファイルシステム領域の管理情報だけを作成します。

                        /rdarea/area03：作成するHiRDBファイルシステム領域（表格納RDエリア用）の名称を指定します。

                        /rdarea/area13：作成するHiRDBファイルシステム領域（インデクス格納RDエリア用）の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　pdmodコマンドでRDエリアを追加します

                  pdmod -a /pdmod/create01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。制御文ファイルの例を次に示します。各オペランドの詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                        create rdarea RDAREA03
   globalbuffer gbuf03
   for user used by PUBLIC
   server name bes1 
   page 4096 characters
   storage control segment 10 pages
   file name "/rdarea/area03/file01"
      initial 1000 segments;
create rdarea RDAREA13
   globalbuffer gbuf13
   for user used by PUBLIC
   server name bes1 
   page 4096 characters
   storage control segment 10 pages
   file name "/rdarea/area13/file01"
      initial 1000 segments;

                     

                  

               
               
                  (3)　ALTER TABLEで表の横分割数を増やします

                  ALTER TABLE TABLE01
    ADD RDAREA RDAREA03
      FOR INDEX INDX01 IN RDAREA13;

                  表データ格納用RDエリア（RDAREA03）とインデクス格納用RDエリア（RDAREA13）を追加しました。これで，TABLE01の横分割数が二つから三つに増えました。

               
               
                  (4)　pdrbalコマンドで表のリバランスを行います

                  
                     (a)　共有モードで実行する場合

                     pdrbal -k share -t TABLE01 -c 100 /pdrbal/cfile01

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -k：共有モードで実行するためshareを指定します。

                           -t：リバランス表の名称を指定します。

                           -c：コミット単位を指定します。

                           /pdrbal/cfile01：pdrbalコマンドの制御文ファイルの名称を指定します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                           report /tmp/output
execstop time,9:00

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           report：pdrbalコマンドの実行結果の出力先を指定します。

                           execstop：pdrbalコマンドの実行時間を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　占有モードで実行する場合

                     pdrbal -k exclusive -t TABLE01 -l a /pdrbal/cfile01

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -k：占有モードで実行するためexclusiveを指定します。

                           -t：リバランス表の名称を指定します。

                           -l：データベースの更新ログ取得方式を指定します。この例ではa（ログ取得モード）を指定します。

                           /pdrbal/cfile01：pdrbalコマンドの制御文ファイルの名称を指定します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                           report /tmp/output
idxwork /index/work
sort /sort/work

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           report：pdrbalコマンドの実行結果の出力先を指定します。

                           idxwork：インデクス情報ファイル出力用のディレクトリ名を指定します。

                           sort：ソート用ワークディレクトリ名を指定します。

                        

                     

                  
               
               
                  (5)　pdgetcstコマンドで表の最適化情報を取得します

                  必要であれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）で表の最適化情報を取得してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」を参照してください。

                  pdgetcst -t TABLE01 -l /pdgetcst/output

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -t：最適化情報を取得する表名を指定します。

                        -l：pdgetcstコマンドの実行結果の出力先を指定します。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.11.4　リバランスユティリティの使い方（表のリバランス処理に時間が掛かる場合）

               ここでは，表のリバランス処理（リバランスユティリティの処理）に時間が掛かる場合のリバランスユティリティの使い方を説明します。

               
                  (1)　共有モードでの使い方

                  共有モードの場合は，リバランス表へのアクセスと同時にリバランス処理を行えます。よって，24時間運転などオンラインを停止できない場合に有効です。ここでは，システムの24時間運転を前提とした説明を行います。

                  
                     	●使い方の指針

                     	
                        
                           	
                              比較的トラフィックが空いている時間帯にリバランスユティリティを実行します。

                           

                           	
                              1回のリバランスユティリティで処理が終了しない場合は，複数回に分けてリバランスユティリティを実行します。

                           

                        

                     

                     	●運用例

                     	
                        21：00から9：00までの間，比較的トラフィックが空いています。この場合，21：00にリバランスユティリティを実行し，制御文ファイルのexecstop timeオペランドで12時間ユティリティを実行する指定をします。

                     

                     	●コマンド指定例

                     	
                        pdrbal -k share -t TABLE01 -c 100 /pdrbal/cfile01

                     

                     	●制御文ファイルの内容

                     	
                        execstop time,12:00

                     

                     	●リターンコードについて

                     	
                        12時間経過しても（9：00になっても）リバランス処理が終了しない場合，リバランスユティリティがリターンコード4で終了し，リバランス処理をいったん中断します。21：00になったら再度リバランスユティリティを実行してください。これを毎日繰り返してください。リバランス処理が終了すると，リターンコードが0で返ってきます。

                     

                  

               
               
                  (2)　占有モードでの使い方

                  占有モードの場合，リバランスユティリティ実行中はリバランス表に対してアクセスできません。

                  
                     	●使い方の指針

                     	
                        
                           	
                              リバランス表のアクセスを停止できる時間帯にリバランスユティリティを実行します。

                           

                           	
                              1回のリバランスユティリティで処理が終了しない場合は，複数回に分けてリバランスユティリティを実行します。

                           

                        

                     

                     	●運用例

                     	
                        23：00から5：00までの間，リバランス表のアクセスを停止できます。この場合，23：00にリバランスユティリティを実行し，制御文ファイルのexecstop timeオペランドで6時間ユティリティを実行する指定をします。

                     

                     	●コマンド指定例

                     	
                        pdrbal -k exclusive -t TABLE01 /pdrbal/cfile01

                     

                     	●制御文ファイルの内容

                     	
                        execstop time,6:00

                     

                     	●リターンコードについて

                     	
                        6時間経過しても（5：00になっても）リバランス処理が終了しない場合，リバランスユティリティがリターンコード4で終了し，リバランス処理をいったん中断します。23：00になったら再度リバランスユティリティを実行してください。これを毎日繰り返してください。リバランス処理が終了すると，リターンコードが0で返ってきます。

                     

                     	●インデクスを定義している場合の注意事項

                     	
                        インデクスを定義した表をインデクス一括作成モードで処理する場合，execstop timeオペランドで指定した時間でリバランスユティリティが終了しないことがあります。これはインデクスの作成が完了しないと，リバランスユティリティを終了できないためです。したがって，インデクス一括作成モードで処理する場合は，execstop
                           timeオペランドの指定値に余裕を持たせてください。

                     

                  

               
            
            
               13.11.5　FIXハッシュ分割表に対する注意事項

               FIXハッシュ分割表にハッシュ分割表のリバランス機能を適用すると，表のリバランス処理中は次に示す検索処理の性能が低下します。

               
                  	
                     分割キーに条件を指定した検索

                  

                  	
                     GROUP BY句に指定する列がすべての分割キー含む場合の検索

                  

               

               また，UNIQUE指定のインデクスを定義している場合，リバランス処理中はUNIQUE指定のインデクスを更新できません。

            
         
         
            13.12　表の分割格納条件の変更

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者

            キーレンジ分割※で横分割した表の分割格納条件を，ALTER TABLEで変更できます。表の分割格納条件を変更することで，古いデータを格納していたRDエリアを再利用でき，作業時間を短くできます。ALTER
               TABLEを使用すると，分割格納条件を変更する表を削除し，再作成する必要がありません。

            
               	注※

               	
                  次に示す分割方法の場合に，表の分割格納条件をALTER TABLEで変更できます。

                  
                     	
                        境界値指定

                     

                     	
                        格納条件指定（格納条件の比較演算子に＝だけを使用している場合）

                     

                     	
                        マトリクス分割（境界値指定のキーレンジ分割の次元だけ）

                     

                  

               

            

            なお，表の分割格納条件を変更するには，HiRDB Advanced High Availabilityが必要です。

            
               13.12.1　分割格納条件の変更の目的

               横分割表に格納されたデータは，時間経過とともに増加していきます。この結果，過去の古いデータを削除する必要が出てきます。しかし，データの登録日時などを分割キーに指定している場合，古いデータを削除するだけでは，古いデータを格納していたRDエリアを再利用できません。古いデータを格納していたRDエリアを再利用するためには，次の運用が必要となります。

               
                  	
                     変更する表のデータをすべてアンロードします。

                  

                  	
                     変更する表を削除します。

                  

                  	
                     新たな分割格納条件を指定して表を再作成します。

                  

                  	
                     再作成した表に対してデータをデータロードします。

                  

               

               この変更作業をする間，変更する表に対する業務は一時停止しなくてはなりません。変更する表の全データをアンロード後，データロードする必要があるため，作業時間が長くなり，その間停止している業務への影響は大きくなります。

               横分割した表の分割格納条件をALTER TABLEで変更することで，RDエリアを再利用するための作業時間を短くできます。

               
                  (1)　分割格納条件の変更の概要（境界値指定の場合）

                  分割格納条件の変更の概要（境界値指定の場合）を次の図に示します。

                  
                     図13‒12　分割格納条件の変更の概要（境界値指定の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              分割格納条件の統合によって，RDエリア（R01，R02）に格納していた，1999年以前と2000年の格納条件（定義情報）を一つに統合して，RDエリアR02に格納できます。同時にRDエリアR01中のデータを削除します。

                           

                           	
                              分割格納条件の分割によって，2002年の格納条件を2002年の格納条件と2003年の格納条件に分割します。この結果，2002年のデータをRDエリアR04に，2003年以降のデータを1999年のデータを格納していたRDエリアR01を再利用して格納できます。

                           

                        

                     

                  

                  この結果，1.のときはR01とR02のデータだけをアンロードし，分割格納条件の変更後，R02へロードするだけでよくなります。また，2.のときはR04だけをアンロードし，分割格納条件の変更後，R04とR01にロードすればよいことになります。また，1.でR01の内容を削除してもよく，2.で2003年以降のデータがR04になければ，アンロードとデータロードの必要がないため，短い時間でRDエリアの構成を変更できます。このため，上昇していくキーの値とともに増加するデータを格納するRDエリアを循環して再利用する運用ができるようになります。

               
               
                  (2)　分割格納条件の変更の概要（格納条件指定の場合）

                  分割格納条件の変更の概要（格納条件指定の場合）を次の図に示します。

                  
                     図13‒13　分割格納条件の変更の概要（格納条件指定の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        支店名をキーにして表を格納条件指定で横分割しています。支店の統廃合によって，支店の削除又は追加がある場合，支店のデータを複数の支店に分割したり，複数の支店のデータを一つの支店に統合したりできます。

                        
                           	
                              横浜支店と関内支店が統合されるため，両支店のデータをRDエリア（R02）に統合し，RDエリア（R01）中のデータを削除します。

                           

                           	
                              品川支店が東京支店から分離して追加されるため，RDエリア（R04）中のデータを分割します。品川支店のデータをRDエリア（R04）に格納し，東京支店のデータをRDエリア（R05）に格納します。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	ポイント

                     	
                        
                           	
                              「1．表の分割格納条件の統合」のときは，アンロードする必要があるデータはR01とR02のデータだけです。R03とR04のデータはアンロードする必要はありません。

                           

                           	
                              「2．表の分割格納条件の分割」のときは，アンロードする必要があるデータはR04のデータだけです。R02とR03のデータはアンロードする必要はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　分割格納条件の変更の概要（マトリクス分割の場合）

                  分割格納条件の変更の概要（マトリクス分割の場合）を次の図に示します。

                  
                     図13‒14　分割格納条件の変更の概要（マトリクス分割の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              第2次元の分割格納条件の統合によって，RDエリア（RD11，RD12，RD21，RD22，RD31，及びRD32）に格納していた，2004年以前と2005年の格納条件（定義情報）を一つに統合して，RDエリアRD12，RD22，及びRD32に格納します。同時にRDエリアRD11，RD21，及びRD31のデータを削除します。

                           

                           	
                              分割格納条件の分割によって，2007年の格納条件を2007年の格納条件と2008年の格納条件に分割します。2007年のデータをRDエリアRD14，RD24，及びRD34に，2008年以降のデータをRDエリアRD15，RD25，及びRD35に格納します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               13.12.2　分割格納条件の変更時に使用する機能

               表の分割格納条件を変更するときに使用する機能について説明します。

               
                  (1)　分割機能

                  表の分割格納条件を変更（分割）し，1RDエリア中のデータを複数のRDエリアに分割して格納します。分割機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図13‒15　分割機能の概要（境界値指定の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図13‒16　分割機能の概要（格納条件指定の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  分割する場合，分割するRDエリアに格納されているデータは削除されます。このため，分割前の格納条件を格納しているRDエリアのデータをアンロードしておき，分割後に分割された格納条件を格納するRDエリアにデータロードする必要があります。ただし，分割前のRDエリアをそのまま分割後のRDエリアとして使用する場合だけ分割前に格納されていたデータをアンロード，及びデータロードしないで使用することもできます。

                  分割前のRDエリアを分割後のRDエリアとして使用しない場合，分割前のRDエリアに格納されていたデータを使用することはできません。

               
               
                  (2)　統合機能

                  表の分割格納条件を変更（統合）し，複数のRDエリアのデータを一つのRDエリアに格納します。統合機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図13‒17　統合機能の概要（境界値指定の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図13‒18　統合機能の概要（格納条件指定の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  統合する場合，統合するRDエリアに格納されているデータは削除されます。このため，統合前の格納条件を格納しているすべてのRDエリアのデータをアンロードしておき，統合後に統合された格納条件を格納するRDエリアにデータロードする必要があります。ただし，統合前の一つのRDエリアを統合後のRDエリアとして使用する場合だけ統合前に格納されていたデータを使用することもできます。

                  統合前のRDエリアを統合後のRDエリアとして使用しない場合，統合前のRDエリアに格納されていたデータを使用することはできません。統合前のRDエリアに格納されているデータを新たに追加したRDエリアに格納したい場合は，統合前に統合するすべてのRDエリアのデータをアンロードしておき，統合後にデータロードする必要があります。

               
            
            
               13.12.3　前提条件

               
                  (1)　表の分割方法

                  キーレンジ分割が前提となります。表の分割方法による分割格納条件変更の適用範囲を次の表に示します。

                  
                     表13‒3　表の分割方法による分割格納条件変更の適用範囲
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 表の分割方法

                              
                              	
                                 適用可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 キーレンジ分割

                              
                              	
                                 格納条件指定

                              
                              	
                                 格納条件の比較演算子に＝だけを使用している場合

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 格納条件の比較演算子に＝以外の条件を使用している場合

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 境界値指定

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ハッシュ分割（リバランス含む）

                              
                              	
                                 FIXハッシュ指定なし

                              
                              	
                                 ×※１

                              
                           

                           
                              	
                                 FIXハッシュ指定あり

                              
                           

                           
                              	
                                 マトリクス分割

                              
                              	
                                 境界値指定のキーレンジ分割との組み合わせ

                              
                              	
                                 ○※２

                              
                           

                           
                              	
                                 境界値指定のキーレンジ分割とハッシュ分割の組み合わせ

                              
                              	
                                 ○※３

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：適用できます。

                        ×：適用できません。

                     

                     	注※1

                     	
                        定義系SQLのALTER TABLEでADD RDAREAを指定してRDエリアの追加だけができます。

                     

                     	注※2

                     	
                        1回の実行で，一つの次元だけ変更できます。

                     

                     	注※3

                     	
                        境界値指定のキーレンジ分割の次元だけ変更できます。

                     

                  

               
               
                  (2)　表の種類による適用範囲

                  次の表については，分割格納条件の変更はできません。

                  
                     	
                        非分割表：非分割表には分割格納条件がないため，分割格納条件は変更できません。

                     

                     	
                        改竄防止表：分割格納条件の変更の指定によっては，RDエリア内の対象表のデータが削除されます。データの削除はデータの改竄となるため，改竄防止表の分割格納条件は変更できません。

                     

                     	
                        抽象データ型を含む表：抽象データ型を含む表の分割格納条件は変更できません。

                     

                  

               
               
                  (3)　前提製品

                  分割格納条件を変更するためには，HiRDB Advanced High Availabilityが必要です。この製品をセットアップしないで分割格納条件を変更（ALTER
                     TABLEのCHANGE RDAREA）しようとした場合，KFPA11948-Eメッセージを出力してALTER TABLEの実行をエラーとします。

               
               
                  (4)　そのほかの適用範囲

                  
                     (a)　インデクス

                     分割格納条件を変更する表にインデクスが定義されている場合，インデクスの定義条件によっては分割格納条件を変更できないケースがあります。インデクスの種類と分割格納条件の変更の適用可否を次の表に示します。

                     
                        表13‒4　インデクスの種類と分割格納条件の変更の適用可否
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    インデクスの種類

                                 
                                 	
                                    インデクスの

                                    分割／非分割

                                 
                                 	
                                    適用可否

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    クラスタキーインデクス

                                 
                                 	
                                    分割キーインデクス

                                 
                                 	
                                    ○※１

                                 
                              

                              
                                 	
                                    プライマリキーインデクス

                                    （プライマリキー及びクラスタキーを定義したインデクスを含みます）

                                 
                                 	
                                    分割キーインデクス

                                 
                                 	
                                    ○※１

                                 
                              

                              
                                 	
                                    B-treeインデクス

                                 
                                 	
                                    分割キーインデクス

                                 
                                 	
                                    ○※１

                                 
                              

                              
                                 	
                                    非分割キーインデクス

                                 
                                 	
                                    ○※１※２

                                 
                              

                              
                                 	
                                    プラグインインデクス

                                 
                                 	
                                    該当しません。

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：適用できます。

                           ×：適用できません。

                        

                        	注※1

                        	
                           インデクス格納用RDエリアの分割条件によっては，分割格納条件が変更できないことがあります。インデクス格納用RDエリアの分割条件による分割格納条件の変更可否を次の表に示します。

                        

                        	注※2

                        	
                           表格納用RDエリアと1対1に分割されている場合は，分割格納条件を変更できます。非分割キーインデクスの場合の分割格納条件の変更の適用可否を表「非分割キーインデクスの場合の分割格納条件の変更の適用可否」に示します。

                           
                              表13‒5　インデクス格納用RDエリアの分割条件による分割格納条件の変更可否
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          インデクス格納用RDエリアの分割条件

                                       
                                       	
                                          分割格納条件の変更可否

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          分割

                                       
                                       	
                                          統合

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          分割キーインデクス

                                       
                                       	
                                          インデクス格納用RDエリアを分割している

                                       
                                       	
                                          ○

                                       
                                       	
                                          ○※１

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          インデクス格納用RDエリアを分割していない

                                       
                                       	
                                          ×※２

                                       
                                       	
                                          ×※３

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          非分割キーインデクス

                                       
                                       	
                                          表格納用RDエリアとインデクス格納用RDエリアが1対1に対応するように分割されている

                                       
                                       	
                                          インデクス格納用RDエリアを分割している

                                       
                                       	
                                          ○

                                       
                                       	
                                          ○※１

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          インデクス格納用RDエリアを分割していない

                                       
                                       	
                                          ×※２

                                       
                                       	
                                          ×※３

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          上記以外

                                       
                                       	
                                          ×

                                       
                                       	
                                          ×

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                        	（凡例）

                        	
                           ○：分割格納条件を変更できます。

                           ×：分割格納条件を変更できません。

                        

                        	注※1

                        	
                           統合後にインデクス格納用RDエリアの総数が1個になる場合は，横分割インデクスから非横分割インデクスへの変更を伴うため，分割格納条件を変更できません。

                        

                        	注※2

                        	
                           非横分割インデクスから横分割インデクスへの変更を伴うため，分割格納条件を変更できません。

                        

                        	注※3

                        	
                           横分割インデクスを非分割インデクスにできるケースは，対象表を格納するRDエリアが1個のときだけです。そのため，分割格納条件を変更できません。

                        

                     

                     インデクス格納用RDエリアと表格納用RDエリアとの関係によって，分割格納条件を変更できない場合は，該当するインデクスを削除してからALTER TABLEを実行し，その後にインデクスを定義し直してください。

                     表格納用RDエリアを分割できないケースを次の図に示します。

                     
                        図13‒19　表格納用RDエリアを分割できないケース（その1）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        図13‒20　表格納用RDエリアを分割できないケース（その2）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        表13‒6　非分割キーインデクスの場合の分割格納条件の変更の適用可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    表格納用RDエリア

                                 
                                 	
                                    インデクス格納用RDエリア

                                 
                              

                              
                                 	
                                    サーバ間横分割

                                 
                                 	
                                    各サーバでのサーバ内横分割

                                 
                                 	
                                    サーバ間横分割あり

                                 
                                 	
                                    サーバ間横分割なし

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：適用できます。

                           ×：適用できません。

                           −：該当しません。

                        

                        	注※

                        	
                           複数の分割格納条件を同じRDエリアに格納している場合，変更できません。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　LOBやインデクスなどのRDエリア

                     分割格納条件を変更する表にLOBやインデクスなどを格納するRDエリアが定義されている場合，表以外のRDエリアも同時に表と同じように分割，又は統合する必要があります。

                  
                  
                     (c)　変更後のRDエリア

                     変更後のRDエリアは，次の用途では使用できません。

                     
                        	
                           表及びインデクス格納用RDエリアとするユーザ用RDエリア以外のRDエリア

                        

                        	
                           BLOB列格納用RDエリアとするユーザLOB用RDエリア以外のRDエリア

                        

                        	
                           共用RDエリア

                        

                        	
                           リバランス表，及びリバランス表に関連するリソースを格納しているRDエリア

                        

                        	
                           インナレプリカ機能を使用したときのレプリカ世代のRDエリア（オリジナル世代のRDエリアでなければなりません）

                        

                     

                  
               
            
            
               13.12.4　分割格納条件の変更方法（境界値指定の場合）

               ALTER TABLEのCHANGE RDAREAで分割格納条件を変更します。なお，分割と統合を同時に実行することはできません。分割と統合を実行する場合はALTER
                  TABLEを2回実行してください。

               
                  (1)　分割格納条件の統合前

                  分割格納条件を統合，分割する前の状態です。

                  CREATE FIX TABLE "T1"("C1" INT,"C2" CHAR(10)) PARTITIONED BY "C1" 
 IN(("TA1")100,("TA2")200,("TA3")400,("TA4")500,("TA5")600,("TA6"))
CREATE INDEX "I1" ON "T1"("C1") 
 IN(("IA1"),("IA2"),("IA3"),("IA4"),("IA5"),("IA6"))

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (2)　分割格納条件の統合

                  100と200の境界値を200に統合します。

                  ALTER TABLE "T1" CHANGE RDAREA
 ((100),(200)) INTO "TA2"
 FOR INDEX "I1" INTO "IA2"

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (3)　分割格納条件の分割

                  600より大きい格納範囲を600と700に分割します。

                  ALTER TABLE "T1" CHANGE RDAREA 
 ((MAX)) INTO (("TA6")700,("TA1"))
 FOR INDEX "I1" INTO (("IA6"),("IA1"))

                  [image: [図データ]]

               
            
            
               13.12.5　RDエリアの分割（境界値指定の場合）

               境界値で分割した表の，特定の格納範囲のデータを複数のRDエリアに分割します。機能の詳細を次に示します。

               
                  (1)　上限値

                  分割機能での上限値を次の表に示します。

                  
                     表13‒7　分割機能での上限値（境界値指定の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 上限値

                              
                              	
                                 上限値を超えた場合の動作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 分割の対象にできるRDエリア数

                              
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 1回の操作で分割できる数

                              
                              	
                                 16

                              
                           

                           
                              	
                                 分割した結果の総分割RDエリア数（重複を含む）

                              
                              	
                                 4,096

                              
                           

                           
                              	
                                 分割した結果の総境界値上限数（otherを含む）

                              
                              	
                                 4,096

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　分割対象RDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された分割対象の境界値によって，その格納条件に合致するRDエリアを分割対象のRDエリアとします。境界値が指定されれば，対象となるRDエリアが特定できるため，RDエリアの指定は必要ありません。ALTER
                     TABLEの指定と分割対象RDエリアの決定方法を次の表に示します。

                  
                     表13‒8　ALTER TABLEの指定と分割対象RDエリアの決定方法（境界値指定の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 指定内容

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 指定可否

                              
                              	
                                 分割対象RDエリアの決定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 表定義中に指定された境界値あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 指定された境界値を格納しているRDエリアを分割対象とします。

                              
                           

                           
                              	
                                 表定義中に指定された境界値なし

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX'

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 最大境界値より大きい分割キー値のデータを格納しているRDエリアを分割対象とします。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：指定できます。

                        ×：指定できません。

                        −：該当しません。

                     

                  

               
               
                  (3)　分割後のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された，変更後の境界値とRDエリアの指定によって，格納するRDエリアを決定します。このとき，分割後の境界値の指定は，昇順になっている必要があり，指定した境界値の最大値は，分割前の境界値と等しくなければなりません。また，分割したすべての境界値が，分割前の格納条件の範囲内でなければなりません。ALTER
                     TABLEの指定値と分割後のRDエリアの決定方法を次の表に示します。表で参照される，分割前後の境界値の条件を図「分割前後の境界値の条件（境界値指定の場合）」に示します。

                  
                     表13‒9　ALTER TABLEの指定値と分割後のRDエリアの決定方法（境界値指定の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 分割前の境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値の指定

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 指定可否

                              
                              	
                                 分割対象RDエリアの決定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 最小境界値

                                 （図の1.）

                              
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値が最小境界値より小さい値（図の4.）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 指定された格納条件とRDエリアを分割後のRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が最小境界値以上の値（図の1.，2.，3.，5.）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 省略

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 分割された格納条件の中の，最大値の範囲の格納対象を指定されたRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 中間境界値又は最大境界値（図の2.）

                              
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値が分割前の境界値の一つ前の境界値以下（分割前の境界値が200の場合：図の1.，4.）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が分割前の境界値より小さく，一つ前の境界値より大きい値（分割前の境界値が200の場合：図の5.）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 指定された格納条件とRDエリアを分割後のRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が分割前の境界値以上の値（分割前の境界値が200の場合：200以上）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 省略

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 分割された格納条件の中の，最大値の範囲の格納対象を指定されたRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX' 

                                 （図の3.）

                              
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値が最大境界値より小さい値（図の1.，2.，4.，5.）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が最大境界値より大きい値（図の3.）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 指定された格納条件とRDエリアを分割後のRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 省略

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 最大境界値より大きいデータの格納対象を指定されたRDエリアとします。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：指定できます。

                        ×：指定できません。

                        
                           図13‒21　分割前後の境界値の条件（境界値指定の場合）
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

                  分割後のRDエリアは，分割前のRDエリアを再利用しても，新たに用意したものであってもかまいません。また，変更後のRDエリアは複数の格納範囲を同じRDエリアに格納できます。このとき，指定によっては，システムが自動的に境界値を統合したり，ALTER
                     TABLEをエラーにしたりできます。システムの処置のパターンを次に示します。

                  
                     	
                        指定されたとおりに分割します

                        分割した結果，連続した格納範囲を同じRDエリアに格納しない指定となっている場合，指定されたとおりに分割します。

                     

                     	
                        自動的に格納範囲を統合します

                        分割対象の格納範囲の，前後の格納範囲を格納するRDエリアを分割後のRDエリアに指定した場合，次のときはシステムで自動的に連続した境界値を統合します。

                        
                           	
                              分割対象の格納範囲の，直前の格納範囲のRDエリアと分割後の先頭の格納範囲のRDエリアが同じ

                           

                           	
                              分割対象の格納範囲の，直後の格納範囲のRDエリアと分割後の最後の格納範囲のRDエリアが同じ

                           

                        

                     

                     	
                        ALTER TABLEをエラーとします

                        指定した分割後のRDエリアの中で，連続した複数の境界値を同じRDエリアに格納するような分割はできません。このとき，ALTER TABLEをエラーとします。このような場合は，ユーザが境界値の範囲を統合して一つのRDエリアに格納するようにALTER
                           TABLEを修正して再実行します。

                     

                  

                  複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置を次の表に示します。

                  
                     表13‒10　複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 変更後RDエリアの指定

                              
                              	
                                 指定されたRDエリアの中で分割対象の格納範囲以外で使用されているRDエリア

                              
                              	
                                 分割統合後の結果

                              
                              	
                                 システムの処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 指定した分割後のRDエリアだけに着目すると，連続した複数の境界値を同じRDエリアに格納していない

                              
                              	
                                 分割前の表で使われていないRDエリアを指定

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 指定されたとおりに分割します。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例1（その1）」の例1−1が該当します。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割前の表で使われているRDエリアを指定

                              
                              	
                                 分割対象の格納範囲でしか使用されていない

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 指定されたとおりに分割します。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例1（その1）」の例1−2が該当します。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割対象の格納範囲以外で使用されている

                              
                              	
                                 分割後の先頭に指定

                              
                              	
                                 分割対象の格納範囲の直前のRDエリアと同じ

                              
                              	
                                 直前の境界値と格納範囲を統合します。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例2」の例2−1が該当します。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割対象の格納範囲の直前のRDエリアと異なる

                              
                              	
                                 指定されたとおりに分割します。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例1（その1）」の例1−3が該当します。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割の中間に指定

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 指定されたとおりに分割します。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例1（その2）」の例1−4が該当します。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割の最後に指定

                              
                              	
                                 分割対象の格納範囲の直後のRDエリアと同じ

                              
                              	
                                 直後の境界値と格納範囲を統合します。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例2」の例2−2が該当します。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割対象の格納範囲の直後のRDエリアと異なる

                              
                              	
                                 指定されたとおりに分割します。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例1（その2）」の例1−5が該当します。

                              
                           

                           
                              	
                                 指定した分割後のRDエリアだけに着目すると，連続した複数の境界値を同じRDエリアに格納している

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                                 図「複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例3」の例3−1が該当します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：該当しません。

                  
                     図13‒22　複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例1（その1）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図13‒23　複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例1（その2）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図13‒24　複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例2
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図13‒25　複数の格納範囲を同じRDエリアに格納するときのシステムの処置の例3
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (4)　表と表以外のRDエリアの対応

                  分割格納条件を変更する表に分割キーインデクスなどが定義されている場合，インデクスなどのデータをRDエリアに格納する必要があるため，表格納用RDエリアと同様に分割しなければなりません。表と表以外のRDエリアの指定方法（境界値分割での格納条件の分割）を次の表に示します。表に示すリソースが複数定義されている場合はすべてが対象となります。正しく指定されていない場合，ALTER
                     TABLEをエラーとします。表と表以外のRDエリアの対応の例を次の図に示します。この例では，表と表以外のRDエリアを三つに分割しています。

                  
                     表13‒11　表と表以外のRDエリアの指定方法（境界値分割での格納条件の分割）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リソース名

                              
                              	
                                 指定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 列

                              
                              	
                                 BLOB列

                              
                              	
                                 表格納用RDエリアと1対1で指定します。

                                 表格納用RDエリアが重複指定されている場合は，表に対応するよう重複指定します。また，既存の表格納用RDエリアを変更後に使用する場合は，同じ境界値に対応するように既存のインデクス，LOB格納用RDエリアを指定しなければなりません。

                              
                           

                           
                              	
                                 インデクス

                              
                              	
                                 クラスタキーインデクス

                                 プライマリキーインデクス（プライマリキー及びクラスタキーを定義したインデクスを含む）

                                 B-treeインデクス

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図13‒26　表と表以外のRDエリアの対応の例
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (5)　分割するRDエリア内のデータの扱い

                  境界値による格納範囲を分割する場合，基本的にはシステムが自動的にRDエリアの該当する表のデータを削除します。ただし，条件によってはデータを削除しないで残すこともできます。

                  
                     	
                        データの削除

                        境界値による格納範囲を分割する場合，分割するRDエリア内のデータの一部は，分割後はそのRDエリアに格納される格納範囲外のデータとなってしまう可能性があるため，分割対象とした格納範囲のRDエリア内のデータは削除します。ただし，削除するのは分割格納条件を変更する表のデータだけです（同じRDエリアに含まれる別の表のデータは削除されません）。RDエリア内のデータを削除する場合，次のどちらかの方法でデータを削除します。

                        
                           	
                              すべての定義情報の削除

                              分割前のRDエリアが，分割した結果，分割対象の表で使用されなくなった場合，ディクショナリ中の，その表が格納条件ごとに使用するRDエリアの情報（SQL_DIV_TABLE表）から，分割前のRDエリアの情報を削除します。また，RDエリア内で管理している，表の情報も削除します。この結果，そのRDエリア内にあった，分割対象の表のデータはすべて削除されます。イメージ的には特定RDエリアに対してDROP
                                 TABLEを実行するのと同じです。

                           

                           	
                              データだけの削除

                              分割前のRDエリアを分割後も分割対象の表で使用する場合，ディクショナリの情報やRDエリア内で管理している情報は削除しないで，RDエリア内の分割対象とした表のデータだけを削除します。表のデータを削除する場合，分割対象の格納範囲のRDエリアがほかの格納範囲で使用されていると，その格納範囲のデータも削除します。イメージ的には特定RDエリアに対してPURGE
                                 TABLEを実行するのと同じです。

                           

                        

                        なお，RDエリア内のデータを削除する場合，対応する次のRDエリア内のデータもすべて削除します。

                        
                           	
                              インデクス格納用RDエリア内のインデクスキー

                           

                           	
                              BLOB列格納用RDエリア内のデータ

                           

                        

                        また，インナレプリカ機能を使用している場合，すべての世代のデータを削除します。

                     

                     	
                        データの保存

                        「1.データの削除」で示したとおり，境界値による格納条件を分割する場合，基本的には分割前のRDエリア内のデータは削除します。しかし，次の条件をすべて満たす場合は，RDエリア内のデータをそのまま使用できるため，データを削除しないようにすることもできます。

                        
                           	
                              分割前のRDエリアを分割後のRDエリアの一部としてそのまま使用する場合

                           

                           	
                              分割前のRDエリア内にある境界値以下のデータしかない場合

                           

                           	
                              分割した結果，分割前のRDエリアのすべてのデータが分割後の格納範囲と一致している場合

                           

                        

                        RDエリア内のデータを削除するかどうかは，ALTER TABLEのWITHOUT PURGE句の指定によって選択できます。WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱いを次の表に示します。ただし，システムでは，分割した結果，RDエリア内のすべてのデータが分割後の格納範囲と一致しているかどうかをチェックしません。

                        
                           表13‒12　WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱い（境界値指定の場合）
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       変更前後のRDエリアの関係

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定可否

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定あり

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定なし

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       分割前のRDエリアを分割後のRDエリアに含みます。

                                    
                                    	
                                       指定できます。

                                    
                                    	
                                       分割前のRDエリアのデータを削除しません。

                                    
                                    	
                                       分割前のRDエリアのデータを削除します。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       分割前のRDエリアを分割後のRDエリアに含みません。

                                    
                                    	
                                       指定できません。

                                    
                                    	
                                       該当しません。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        WITHOUT PURGE指定なしの場合のデータの削除対象RDエリアの例を次の図に示します。この例では，WITHOUT PURGEを指定していないため，分割前のRDエリアのデータは削除されます。

                        
                           図13‒27　WITHOUT PURGE指定なしの場合のデータの削除対象RDエリアの例
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

                  
                     	データを削除しない場合の注意事項

                     	
                        分割前のRDエリアのデータが，分割格納条件を変更した結果，格納範囲以外となった場合，ALTER TABLE実行時はデータの妥当性をチェックしません。したがって，格納範囲外のデータがRDエリアにあることになり，SQL実行時などHiRDBが正しく動作しません。

                        このため，WITHOUT PURGEを指定して分割格納条件を変更する場合は，十分に注意する必要があります。分割前のRDエリアのデータが分割後の格納範囲となることが保証できない場合は，分割前のRDエリアのデータをアンロードし，WITHOUT
                           PURGE指定なしで分割格納条件を変更し，その後アンロードしていたデータを分割したRDエリアにロードする必要があります。誤って分割した場合の回復方法については，「分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順」を参照してください。

                        変更対象RDエリアのデータの扱い（WITHOUT PURGE指定がある場合）の例を次の図に示します。この例では，WITHOUT PURGEが有効な場合，分割前のRDエリアは削除されないで，再利用されます。

                        
                           図13‒28　変更対象RDエリアのデータの扱い（WITHOUT PURGE指定がある場合）の例
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                     	データを削除する場合の注意事項

                     	
                        分割前のRDエリアが，ほかの格納範囲でも格納されるような指定の場合，ほかの格納範囲のデータも削除します。分割前のRDエリアを分割後のRDエリアに含む場合も，含まない場合も同じです。RDエリアのデータを削除する場合の例を次の図に示します。

                        
                           図13‒29　RDエリアのデータを削除する場合の例
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

               
            
            
               13.12.6　RDエリアの統合（境界値指定の場合）

               
                  (1)　上限値と下限値

                  統合機能での上限値と下限値を次の表に示します。

                  
                     表13‒13　統合機能での上限値と下限値（境界値指定の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 上限値と下限値

                              
                              	
                                 上限値と下限値を超えた場合の動作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 統合の対象にできるRDエリア数

                              
                              	
                                 2〜16（下限値〜上限値）

                              
                              	
                                 ALTER TABLEがエラーとなります。

                              
                           

                           
                              	
                                 1回の操作での統合後のRDエリア数

                              
                              	
                                 1（固定値）

                              
                           

                           
                              	
                                 統合後の表のRDエリアの総数

                              
                              	
                                 2（下限値）

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　統合対象のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された統合対象の複数の境界値によって，その格納条件に合致するすべてのRDエリアを統合対象のRDエリアとします。境界値が指定されれば，対象となるRDエリアが特定できるため，RDエリアの指定は必要ありません。このとき，複数の境界値の指定は，昇順である必要があります。また，表に定義されている格納条件の順番に指定されている必要があります。例えば，表定義に境界値が10，20，30，40と定義されている場合，10，30，40など間を飛ばして指定するとALTER
                     TABLEをエラーとします。

                  ALTER TABLEの指定と統合対象RDエリアの決定方法を次の表に示します。

                  
                     表13‒14　ALTER TABLEの指定と統合対象RDエリアの決定方法（境界値指定の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 指定内容

                              
                              	
                                 条件1

                              
                              	
                                 条件2

                              
                              	
                                 動作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 表定義中に指定された境界値あり

                              
                              	
                                 定義されている境界値の順に指定されている

                              
                              	
                                 指定された格納条件に合うRDエリアを統合対象とします。

                              
                           

                           
                              	
                                 定義されている境界値の順に指定されていない

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 表定義中に指定された境界値なし

                              
                              	
                                 なし

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX'

                              
                              	
                                 直前に指定された境界値が表定義中の最大境界値である

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 最大境界値より大きい分割キー値のデータを格納しているRDエリアを統合対象とします。

                              
                           

                           
                              	
                                 直前に指定された境界値が表定義中の最大境界値でない

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (3)　統合後のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された，統合後のRDエリアが統合前の複数の格納条件をすべて格納するRDエリアとなります。統合された後の境界値は，統合されるすべての境界値をマージしたものとなるため，指定は必要ありません。例えば，10，20，30，40という境界値があった場合，20と30を統合すると，境界値は，10，30，40となり，10より大きく，30以下のすべてのデータが統合後のRDエリアの格納条件値となります。

                  統合後のRDエリアは，統合前のRDエリアの中の一つであっても，新たに用意したものであってもかまいません。統合後のRDエリアの指定可否を次の表に示します。

                  
                     表13‒15　統合後のRDエリアの指定可否（境界値指定の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 統合後のRDエリア

                              
                              	
                                 指定可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 統合前のRDエリアの中の一つ

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 指定できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 統合前のRDエリアの中にない

                              
                              	
                                 統合対象の境界値以外で使用されているRDエリア

                              
                              	
                                 指定できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 統合対象の表では使用されていなかったRDエリア（新たに用意されたRDエリア）

                              
                              	
                                 指定できます。

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）　−：該当しません。

                  統合後のRDエリアは複数の格納条件に対して，同じRDエリアに格納するように統合できます。ただし，統合した結果，一つのRDエリアにすべてのデータが格納されるような統合はできません。統合できない例（一つのRDエリアにすべてのデータを統合）を次の図に示します。

                  
                     図13‒30　統合できない例（一つのRDエリアにすべてのデータを統合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  また，統合後のRDエリアが，前後の格納範囲のRDエリアと同一となるような統合はできません。この場合は，前後の格納範囲のRDエリアも含めて統合します。統合できない例（前後の格納範囲のRDエリアと同一となるような統合）を次の図に示します。

                  
                     図13‒31　統合できない例（前後の格納範囲のRDエリアと同一となるような統合）
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (4)　表と表以外のRDエリアの対応

                  分割格納条件を変更する表に分割キーインデクスなどが定義されている場合，表格納用RDエリアと対になるRDエリアにインデクスなどのデータを格納する必要があります。表と表以外のRDエリアの指定方法（境界値分割での格納条件の統合）を次の表に示します。この表に示すリソースが複数定義されている場合は，すべてが対象となります。正しく指定されていない場合，ALTER
                     TABLEをエラーとします。表と表以外のRDエリアの対応を次の図に示します。

                  
                     表13‒16　表と表以外のRDエリアの指定方法（境界値分割での格納条件の統合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リソース名

                              
                              	
                                 指定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 列

                              
                              	
                                 BLOB列

                              
                              	
                                 表格納用RDエリアと1対1で指定します。

                                 表格納用RDエリアが重複指定されている場合は，表に対応するよう重複指定します。また，既存の表格納用RDエリアを変更後に使用する場合は，同じ境界値に対応するように既存のインデクス，LOB格納用RDエリアを指定しなければなりません。

                              
                           

                           
                              	
                                 インデクス

                              
                              	
                                 クラスタインデクス

                                 プライマリインデクス（プライマリクラスタインデクスを含む）

                                 B-treeインデクス

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図13‒32　表と表以外のRDエリアの対応
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (5)　統合するRDエリアのデータの扱い

                  境界値による格納範囲を統合する場合，基本的には，システムが自動的にRDエリアのデータを削除します。ただし，条件によっては，データを削除しないで残すこともできます。

                  
                     	
                        データの削除

                        境界値による格納範囲を統合する場合，統合前のRDエリアは，統合後はその表が使用するRDエリアではなくなる可能性があるため，RDエリア内のデータはシステムが自動的に削除します。ただし，削除するのは分割格納条件を変更する表のデータだけです（同じRDエリアに含まれる別の表のデータは削除されません）。RDエリア内のデータを削除する場合，次のどちらかの方法でデータを削除します。

                        
                           	
                              すべての定義情報の削除

                              統合前のRDエリアが，統合した結果，統合対象の表で使用されなくなった場合，ディクショナリ中の，その表が格納条件ごとに使用するRDエリアの情報（SQL_DIV_TABLE表）から，統合前のRDエリアの情報を削除します。また，RDエリア内で管理している，表の情報も削除します。この結果，そのRDエリア内にあった，統合対象の表のデータはすべて削除されます。イメージ的には特定のRDエリアにDROP
                                 TABLEを実行するのと同じです。

                           

                           	
                              データだけの削除

                              統合前のRDエリアを統合後も統合対象の表で使用する場合，ディクショナリの情報やRDエリア内で管理している情報は削除しないで，RDエリア内の統合対象とした表のデータだけを削除します。表のデータを削除する場合，統合対象の格納範囲のRDエリアがほかの格納範囲で使用されていると，その格納範囲のデータも削除します。イメージ的には特定RDエリアに対してPURGE
                                 TABLEを実行するのと同じです。

                           

                        

                        なお，RDエリア内のデータを削除する場合，対応する次のRDエリア内のデータもすべて削除します。

                        
                           	
                              インデクス格納用RDエリア内のインデクスキー

                           

                           	
                              BLOB列格納用RDエリア内のデータ

                           

                        

                        また，インナレプリカ機能を使用している場合，すべての世代のデータを削除します。

                     

                     	
                        データの保存

                        「1.データの削除」で示したとおり，境界値による格納条件を統合する場合，基本的には統合前のRDエリア内のデータは削除します。しかし，次の条件を満たす場合は，RDエリア内のデータをそのまま使用できるため，データを削除しないようにすることもできます。

                        
                           	
                              統合前のRDエリアを統合後のRDエリアの一部として，そのまま使用する場合

                           

                        

                        RDエリア内のデータを削除するかどうかは，ALTER TABLEのWITHOUT PURGE句の指定によって選択できます。WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱いを次の表に示します。

                        
                           表13‒17　WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱い（境界値指定の場合）
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       変更前後のRDエリアの関係

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定可否

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定あり

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定なし

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       統合前のRDエリアの一つを統合後のRDエリアとします。

                                    
                                    	
                                       指定できます。

                                    
                                    	
                                       統合後のRDエリアのデータを削除しません。統合前のそのほかのRDエリアはそのすべてのデータを削除します。

                                    
                                    	
                                       統合前のすべてのRDエリアのデータを削除します。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       統合前のRDエリアを統合後のRDエリアにしません（統合前のRDエリアとは別のRDエリアを統合後のRDエリアとします）。

                                    
                                    	
                                       指定できません。

                                    
                                    	
                                       ALTER TABLEをエラーとします。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        統合時のデータの削除対象RDエリアを次の図に示します。

                        
                           図13‒33　統合時のデータの削除対象RDエリア
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                     	
                        データを削除しない場合の注意事項

                        WITHOUT PURGEを指定してデータを保存した場合，統合前のすべてのデータをアンロードし，統合後のRDエリアにロードすると，保存したデータが二重に登録されてしまいます。このため，WITHOUT
                           PURGEを指定してデータを保存するRDエリアのデータはアンロード，及び統合後のロードを実行してはなりません。

                        WITHOUT PURGEを指定しても統合前のRDエリアの中で統合後のRDエリアとしなかったRDエリアのデータはすべて削除します。また，統合する格納条件以外でも使用されているRDエリアが統合後のRDエリアではなかった場合，ほかの格納条件値のデータも削除します。このため，複数の格納範囲で使用されているRDエリアの中で特定の格納範囲を統合する場合は，WITHOUT
                           PURGEを指定しないで分割格納条件を変更し，その後アンロードしていたデータを統合したRDエリアにロードする必要があります。

                        変更対象RDエリアのデータの扱い（WITHOUT PURGE指定がある場合）を次の図に示します。

                        
                           図13‒34　変更対象RDエリアのデータの扱い（WITHOUT PURGE指定がある場合）
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                     	
                        データを削除する場合の注意事項

                        データを削除しない場合の注意事項と同じように，統合する格納条件以外でも使用されているRDエリアが，統合後のRDエリアではなかった場合，ほかの格納範囲のデータも削除します。このため，統合する格納範囲以外でも統合対象のRDエリアを使用している場合は，統合対象のRDエリアのデータをすべてアンロードし，WITHOUT
                           PURGEを指定しないで分割格納条件を変更し，その後アンロードしていたデータを統合したRDエリアにデータロードすることを推奨します。

                     

                  

               
            
            
               13.12.7　分割格納条件の変更方法（格納条件指定の場合）

               ALTER TABLEのCHANGE RDAREAで分割格納条件を変更します。なお，分割と統合を同時に実行することはできません。分割と統合を実行する場合はALTER
                  TABLEを2回実行してください。

               
                  (1)　分割格納条件の統合前

                  分割格納条件を統合，分割する前の状態です。

                  CREATE FIX TABLE "T1"("C1" CHAR(10),"C2"...
 IN(("TA1")"C1"='横浜支店',("TA2")"C1"='関内支店',("TA3")"C1"='川崎支店',
    ("TA4")"C1"=('東京支店','品川支店'),("TA5"))
CREATE INDEX "I1" ON "T1"("C1")
 IN(("IA1"),("IA2"),("IA3"),("IA4"),("IA5"))

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (2)　分割格納条件の統合

                  横浜支店のデータと関内支店のデータを同じRDエリアに統合します。

                  ALTER TABLE "T1" CHANGE RDAREA PARTITIONED CONDITION (("TA1"),("TA2")) INTO ("TA1")
 FOR INDEX "I1" INTO "IA1"

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (3)　分割格納条件の分割

                  東京支店のデータと品川支店のデータを別々のRDエリアに分割します。

                  ALTER TABLE "T1" CHANGE RDAREA PARTITIONED CONDITION
 (("TA4")) INTO (("TA4")"C1"=('東京支店'),("TA6")"C1"=('品川支店'))
 FOR INDEX "I1" INTO (("IA4"),("IA6"))

                  [image: [図データ]]

               
            
            
               13.12.8　RDエリアの分割（格納条件指定の場合）

               
                  (1)　格納条件の変更規則

                  格納条件の変更規則について説明します。

                  
                     (a)　上限値

                     格納条件を変更するときは，次の表に示す上限値の規則を守ってください。

                     
                        表13‒18　分割機能での上限値（格納条件指定の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    上限値

                                 
                                 	
                                    上限値を超えた場合の動作

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    分割の対象にできるRDエリア数

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    ALTER TABLEをエラーとします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    1回の操作で分割できる数

                                 
                                 	
                                    16

                                 
                              

                              
                                 	
                                    分割した結果の総分割RDエリア数（重複を含む）

                                 
                                 	
                                    4,096

                                 
                              

                              
                                 	
                                    分割後の総格納条件数（格納条件を指定していないRDエリアも含む）

                                 
                                 	
                                    15,000

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　分割時の規則

                     分割対象となるRDエリアは一定の条件を満たしている必要があります。RDエリアの分割可否を次の表に示します。

                     
                        表13‒19　RDエリアの分割可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    分割対象RDエリア※１

                                 
                                 	
                                    表に定義した格納条件

                                 
                                 	
                                    分割

                                    可否

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    格納条件を指定したRDエリアの場合

                                 
                                 	
                                    分割対象RDエリアに格納条件を一つだけ指定している

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ALTER TABLEがエラーになります。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    分割対象RDエリアに格納条件を二つ以上指定している

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    格納条件を指定したRDエリアを分割する例を図「格納条件を指定したRDエリアを分割する例」に示します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件を指定していないRDエリアの場合

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    格納条件を指定していないRDエリアを分割する例を図「格納条件を指定していないRDエリアを分割する例」に示します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定※２のRDエリアの場合

                                 
                                 	
                                    格納条件が全RDエリアに指定されている

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを分割する例を図「OTHERS指定のRDエリアを分割する例」に示します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ALTER TABLEがエラーになります。

                                    OTHERS指定のRDエリアを分割できない例を図「OTHERS指定のRDエリアを分割できない例」に示します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：分割できます。

                           ×：分割できません。

                           −：該当しません。

                        

                        	注※1

                        	
                           ALTER TABLEのCHANGE RDAREAの変更前RDエリア情報リストに指定されたRDエリアが分割対象RDエリアになります。

                        

                        	注※2

                        	
                           OTHERS指定のRDエリアについては，「OTHERS指定のRDエリア」を参照してください。

                           
                              図13‒35　格納条件を指定したRDエリアを分割する例
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒36　格納条件を指定していないRDエリアを分割する例
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒37　OTHERS指定のRDエリアを分割する例
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒38　OTHERS指定のRDエリアを分割できない例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
               
               
                  (2)　OTHERS指定のRDエリア

                  格納条件指定の分割時，実体のないダミーのRDエリアを分割できます。また，分割後に実体のあるRDエリアとダミーのRDエリアに分割することもできます。この実体のないダミーのRDエリアをOTHERS指定のRDエリアといいます。OTHERS指定のRDエリアは，格納条件なしのRDエリアと仮定されて分割又は統合処理が行われます。OTHERS指定のRDエリアの利用方法を次に示します。

                  
                     	
                        新たな格納条件を指定したRDエリアや，格納条件なしのRDエリアを追加したりできる

                        OTHERS指定のRDエリアを格納条件なしのRDエリアと仮定し，分割を行います。これによって，新たな格納条件を指定したRDエリアや，格納条件なしのRDエリアを追加できます。具体例については，図「OTHERS指定のRDエリアを分割する例」を参照してください。

                     

                     	
                        格納条件なしのRDエリアを削除したり，新たな格納条件を追加したりできる

                        格納条件なしのRDエリア又はOTHERS指定のRDエリアを分割した場合，分割後のRDエリアの一つにOTHERS指定のRDエリアを指定できます。OTHERS指定のRDエリアは格納条件なしのRDエリアと仮定されるため，格納条件ありのRDエリアと一緒に指定すると，格納条件なしのRDエリアを削除したり，新たな格納条件を追加したりできます。具体例については，「分割後のRDエリアの決定方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　分割後のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定した分割後の格納条件とRDエリアに従ってデータを格納するRDエリアが決まります。分割後のRDエリアは，分割対象RDエリアでもよいし，新たに用意したRDエリアでもかまいません。ただし，分割後のRDエリア名に重複した名称を指定できません。

                  分割対象RDエリアと分割後RDエリアの組み合わせ可否について以下に説明します。

                  
                     (a)　複数の格納条件を指定したRDエリアを分割対象とする場合

                     分割対象RDエリア（複数の格納条件を指定したRDエリア）と分割後RDエリアの組み合わせ可否を次の表に示します。

                     
                        表13‒20　分割対象RDエリア（複数の格納条件を指定したRDエリア）と分割後RDエリアとの組み合わせ可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに

                                    指定する分割後RDエリアの条件

                                 
                                 	
                                    分割後RDエリアとしての指定可否

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある場合

                                 
                                 	
                                    全RDエリアに格納条件が指定されている場合

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    分割対象RDエリアを指定しない場合

                                 
                                 	
                                    新規のRDエリアだけを指定している

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その1）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定ありのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その1）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定なしのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その1）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを指定

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その2）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    分割対象RDエリアを指定する場合

                                 
                                 	
                                    分割対象RDエリア以外は新規のRDエリアである

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その2）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定ありのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その1）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定なしのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その1）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを指定

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その2）」を参照）

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：分割できます。

                           ×：分割できません。

                           −：該当しません。

                           
                              図13‒39　分割できるケース（その1）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒40　分割できるケース（その2）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒41　分割できないケース（その1）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒42　分割できないケース（その2）
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
                  
                     (b)　格納条件なしのRDエリアを分割対象とする場合

                     分割対象RDエリア（格納条件なしのRDエリア）と分割後RDエリアの組み合わせ可否を次の表に示します。

                     
                        表13‒21　分割対象RDエリア（格納条件なしのRDエリア）と分割後RDエリアの組み合わせ可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに

                                    指定する分割後RDエリアの条件

                                 
                                 	
                                    分割後RDエリアとしての指定可否

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある場合

                                 
                                 	
                                    全RDエリアに格納条件が指定されている場合

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    分割対象RDエリアを指定しない場合

                                 
                                 	
                                    新規のRDエリアだけを指定している

                                 
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを含まない

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その3）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを含む

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その4）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定ありのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その3）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    分割対象RDエリアを指定する場合

                                 
                                 	
                                    分割対象RDエリア以外は新規のRDエリアである

                                 
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを含まない

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その5）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを含む

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その6）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定ありのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その3）」を参照）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：分割できます。

                           ×：分割できません。

                           −：該当しません。

                           
                              図13‒43　分割できるケース（その3）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒44　分割できるケース（その4）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              	注意事項

                              	
                                 この例の場合，分割後に'A'，'B'，'C'，'D'，'E'以外のデータが参照できなくなります。また，分割後に'A'，'B'，'C'，'D'，'E'以外のデータを挿入できなくなります。よって，分割後のRDエリアにOTHERSを指定する場合は注意が必要です。

                              

                           

                        

                     

                     
                        図13‒45　分割できるケース（その5）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        図13‒46　分割できるケース（その6）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注意事項

                        	
                           この例の場合，分割後に'A'，'B'，'C'，'D'，'E'以外のデータが参照できなくなります。また，分割後に'A'，'B'，'C'，'D'，'E'以外のデータを挿入できなくなります。よって，分割後のRDエリアにOTHERSを指定する場合は注意が必要です。

                        

                     

                     
                        図13‒47　分割できないケース（その3）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (c)　OTHERS指定のRDエリアを分割対象とする場合

                     分割対象RDエリア（OTHERS指定のRDエリアを分割対象とする場合）と分割後RDエリアの組み合わせ可否を次の表に示します。

                     
                        表13‒22　分割対象RDエリア（OTHERS指定のRDエリアを分割対象とする場合）と分割後RDエリアの組み合わせ可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに

                                    指定する分割後RDエリアの条件

                                 
                                 	
                                    分割後RDエリアとしての指定可否

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある場合

                                 
                                 	
                                    全RDエリアに格納条件が指定されている場合

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    分割後のRDエリアにOTHERS指定のRDエリアがある場合

                                 
                                 	
                                    新規のRDエリアだけを指定している

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その7）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定ありのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その4）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    分割後のRDエリアにOTHERS指定のRDエリアがない場合

                                 
                                 	
                                    新規のRDエリアだけを指定している

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ○（図「分割できるケース（その8）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件指定ありのRDエリアを含んでいる

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ×（図「分割できないケース（その4）」を参照）

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：分割できます。

                           ×：分割できません。

                           
                              図13‒48　分割できるケース（その7）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒49　分割できるケース（その8）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒50　分割できないケース（その4）
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
               
               
                  (4)　分割後の格納条件の指定方法

                  分割対象RDエリアに対して分割後の格納条件を指定します。このときの格納条件は次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                  
                     	
                        指定した分割キー値が表定義に存在する

                     

                     	
                        一つの格納条件に指定した列名のデータ型と定数のデータ型が比較可能である

                     

                     	
                        分割後の格納条件が重複していない

                     

                  

                  分割後の格納条件の指定可否を次の表に示します。

                  
                     表13‒23　分割後の格納条件の指定可否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 分割対象RDエリア

                              
                              	
                                 分割後の格納条件の指定内容

                              
                              	
                                 指定可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 格納条件を指定したRDエリアの場合

                              
                              	
                                 分割対象RDエリアに含まれている格納条件を指定する

                              
                              	
                                 すべての格納条件を指定する

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 一部の格納条件を指定しない

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 分割対象RDエリアに含まれない格納条件を指定する

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 格納条件を指定しない

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 格納条件を指定していないRDエリアの場合

                              
                              	
                                 表定義で指定済みの格納条件を含んでいる

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 表定義で指定済みの格納条件を含んでいない

                              
                              	
                                 格納条件を指定していないRDエリアがある

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 格納条件を指定していないRDエリアがない

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 OTHERS指定のRDエリアの場合

                              
                              	
                                 表定義で指定済みの格納条件を含んでいる

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 表定義で指定済みの格納条件を含んでいない

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：指定できます。

                        ×：指定できません。

                     

                  

                  なお，分割後の格納条件には，分割後の1RDエリアに対して，一つ以上の格納条件を指定できます。

               
               
                  (5)　表に分割キーインデクスなどが定義されている場合

                  格納条件を変更する表に分割キーインデクスなどが定義されている場合，表格納用RDエリアを分割したときに，インデクス格納用RDエリアも同様に分割する必要があります。格納条件を変更するときに分割対象となるリソースを次の表に示します。

                  表に分割キーインデクスなどが定義されている場合の分割例を次の図に示します。

                  
                     表13‒24　格納条件を変更するときに分割対象となるリソース
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 表に定義されているリソース

                              
                              	
                                 分割方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 インデクス

                              
                              	
                                 表格納用RDエリアと1対1になるように分割してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 クラスタキー

                              
                           

                           
                              	
                                 プライマリキー

                              
                           

                           
                              	
                                 LOB列

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図13‒51　表に分割キーインデクスなどが定義されている場合の分割例
                     [image: [図データ]]

                  
                  また，分割時には次に示す規則があります。

                  
                     	
                        リソースが複数定義されている場合は，すべてのリソースが分割対象になります。

                     

                     	
                        分割指定が正しくない場合，ALTER TABLEの実行時にエラーとなります。

                     

                     	
                        格納条件を変更した後のインデクス格納用RDエリア名，LOB列格納用RDエリア名に重複した名称を指定できません。

                     

                  

               
               
                  (6)　分割対象RDエリア内のデータの扱い

                  ALTER TABLEの実行時，分割対象RDエリア内のデータは通常削除されます。また，対応する次のRDエリア内のデータも削除されます。

                  
                     	
                        インデクス格納用RDエリア内のインデクスデータ

                     

                     	
                        LOB列格納用RDエリア内のLOBデータ

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        分割対象RDエリア内のデータが削除される理由を次に示します。

                        
                           	
                              分割対象RDエリア内のデータの一部が，分割後はそのRDエリアに格納される格納条件対象外のデータとなる可能性があるため

                           

                        

                        なお，分割対象RDエリア以外のRDエリア内のデータは削除されません。

                     

                  

                  分割時に削除対象となるデータを次の図に示します。

                  
                     図13‒52　分割時に削除対象となるデータ
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　データが削除されないケース

                     次に示す条件をすべて満たす場合は，分割対象RDエリア内のデータをそのまま使用できる可能性があるため，データを削除しないようにできます。

                     
                        	
                           分割対象RDエリアを分割後にも使用する

                        

                        	
                           分割対象RDエリア内には，分割後の格納条件を満たすデータだけが存在する

                        

                        	
                           分割対象となるインデクス格納用RDエリア又はLOB列格納用RDエリアに対しても1及び2の条件が満たされている

                        

                     

                     データを削除しない場合は，ALTER TABLEでWITHOUT PURGEを指定してください。なお，分割対象RDエリアを分割後にも使用する指定をしていない場合にWITHOUT
                        PURGEを指定すると，ALTER TABLEの実行時にエラーとなります。

                     WITHOUT PURGEが有効なケースとWITHOUT PURGEがエラーとなるケースを次の図に示します。

                     
                        図13‒53　WITHOUT PURGEが有効なケース
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           分割前のRD01内に='B'のデータがある場合，分割後のRD01内に格納条件対象外のデータが格納されてしまいます。このため，分割前のRD01内に='A'以外のデータがないことを確認する必要があります。

                           
                              図13‒54　WITHOUT PURGEがエラーとなるケース
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
                  
                     (b)　WITHOUT PURGEを指定する場合の注意事項

                     WITHOUT PURGEを指定して分割した場合，HiRDBはRDエリア内の全データが分割後の格納条件と一致しているかどうかのチェックを行いません。格納条件対象外のデータがRDエリア中にあると，SQLを実行するときにHiRDBが正しく動作しません。このため，WITHOUT
                        PURGE指定をして格納条件を変更する場合は，分割対象RDエリア内のデータを確認するようにしてください。

                     
                        	ポイント

                        	
                           通常はWITHOUT PURGEを指定しないで格納条件を変更してください。格納条件の変更手順については，「表の分割格納条件を変更するときの運用」を参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　分割後のRDエリアにOTHERS指定をする場合の注意事項

                     次に示す条件をすべて満たす場合，分割後のRDエリアはすべて格納条件を指定したRDエリアになります（分割後，格納条件なしのRDエリアがなくなります）。

                     
                        	
                           格納条件なしのRDエリアを分割対象としている

                        

                        	
                           分割後にOTHERS指定のRDエリアを指定している

                        

                     

                     このため，分割後の格納条件に合わないデータがあると，そのデータは格納先RDエリアがなくなります。分割後に格納先RDエリアがなくなる例を次の図に示します。

                     
                        図13‒55　分割後に格納先RDエリアがなくなる例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           格納条件が='C'以外のデータは，分割後に格納先RDエリアがなくなります。

                        

                     

                  
               
            
            
               13.12.9　RDエリアの統合（格納条件指定の場合）

               
                  (1)　格納条件の変更規則

                  格納条件の変更規則について説明します。

                  
                     (a)　上限値及び下限値

                     格納条件を変更するときは，次の表に示す上限値及び下限値の規則を守ってください。

                     
                        表13‒25　統合機能での上限値及び下限値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    上限値

                                 
                                 	
                                    下限値

                                 
                                 	
                                    上限値又は下限値を

                                    超えた場合の動作

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    一度に統合の対象にできるRDエリア数

                                 
                                 	
                                    16

                                 
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    ALTER TABLEをエラーとします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ALTER TABLEの実行後，統合されるRDエリア数

                                 
                                 	
                                    1（固定）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統合した結果のRDエリアの総数

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                              

                           
                        

                     
                     （凡例）−該当しません。

                  
                  
                     (b)　統合時の規則

                     統合対象となるRDエリアは一定の条件を満たしている必要があります。RDエリアの統合可否を次の表に示します。

                     
                        表13‒26　RDエリアの統合可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    統合対象RDエリア

                                 
                                 	
                                    統合

                                    可否

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアは，表定義に指定されたRDエリアである

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    RDエリアを統合できます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアに，表定義に指定されていないRDエリアがある

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ALTER TABLEがエラーになります。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリア※

                                 
                                 	
                                    すべてのRDエリアに格納条件が指定されている

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを統合する例を図「OTHERS指定のRDエリアを統合する例」に示します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    ALTER TABLEがエラーになります。

                                    OTHERS指定のRDエリアを統合できない例を図「OTHERS指定のRDエリアを統合できない例」に示します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：統合できます。

                           ×：統合できません。

                        

                        	注※

                        	
                           OTHERS指定のRDエリアについては，「OTHERS指定のRDエリア」を参照してください。

                           
                              図13‒56　OTHERS指定のRDエリアを統合する例
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒57　OTHERS指定のRDエリアを統合できない例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
               
               
                  (2)　OTHERS指定のRDエリア

                  格納条件指定の統合時，実体のないダミーのRDエリアを統合対象にできます。また，ダミーのRDエリアに統合することもできます。この実体のないダミーのRDエリアをOTHERS指定のRDエリアといいます。OTHERS指定のRDエリアは，格納条件なしのRDエリアと仮定されて分割又は統合処理が行われます。OTHERS指定のRDエリアの利用方法を次に示します。

                  
                     	
                        既存の格納条件を削除したり，格納条件なしのRDエリアを作成したりできる

                        OTHERS指定のRDエリアを統合対象RDエリアに含めることで，既存の格納条件を削除したり，格納条件なしのRDエリアを作成したりできます。具体例については，図「OTHERS指定のRDエリアを統合する例」を参照してください。

                     

                     	
                        格納条件ありのRDエリアを削除できる

                        統合対象RDエリアに，格納条件なしのRDエリア又はOTHERS指定のRDエリアがある場合，統合後のRDエリアにOTHERS指定のRDエリアを指定できます。OTHERS指定のRDエリアは格納条件なしのRDエリアと仮定されるため，格納条件ありのRDエリアと一緒に統合すると，格納条件ありのRDエリアを削除できます。具体例については，「統合後のRDエリアの決定方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　統合後のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに統合後のRDエリアを指定します。このRDエリアには，統合対象RDエリアの全格納条件を満たすデータが格納されます。統合後のRDエリアは，統合対象RDエリアの中の一つであってもよいし，新たに用意したRDエリアでもかまいません。

                  ただし，統合時の条件によっては統合できないこともあります。統合対象RDエリアと統合後RDエリアの組み合わせ可否について以下に説明します。

                  
                     (a)　統合後のRDエリア総数の条件

                     統合後のRDエリアの総数について条件があります。統合時の条件と統合後のRDエリア総数の関係を次の表に示します。

                     
                        表13‒27　統合時の条件と統合後のRDエリア総数の関係
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    統合時の条件

                                 
                                 	
                                    統合後のRDエリアの総数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統合対象表の条件

                                 
                                 	
                                    統合対象RDエリアの条件

                                 
                                 	
                                    1個

                                 
                                 	
                                    2個以上

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある

                                 
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアがある

                                 
                                 	
                                    ×※１

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアがない

                                 
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある

                                 
                                 	
                                    ×（図「統合できないケース（その1）」を参照）

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その1）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがない

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その2）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがない

                                 
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアがある

                                 
                                 	
                                    ×（図「統合できないケース（その2）」を参照）

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その3）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアがない

                                 
                                 	
                                    ○※２（図「統合できるケース（その4）」を参照）

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その5）」を参照）

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：統合できます。

                           ×：統合できません。

                           −：該当しません。

                        

                        	注※1

                        	
                           統合対象表に格納条件なしのRDエリアがある場合は，統合対象RDエリアにOTHERS指定のRDエリアを指定することはできません。

                        

                        	注※2

                        	
                           統合対象表にインデクスが定義されている場合は統合できません。

                           
                              図13‒58　統合できるケース（その1）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒59　統合できるケース（その2）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒60　統合できるケース（その3）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒61　統合できるケース（その4）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒62　統合できるケース（その5）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒63　統合できないケース（その1）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒64　統合できないケース（その2）
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
                  
                     (b)　格納条件ありのRDエリアだけを統合対象とする場合

                     統合後のRDエリアの指定条件と統合可否（格納条件ありのRDエリアだけを統合対象とする場合）を次の表に示します。

                     
                        表13‒28　統合後のRDエリアの指定条件と統合可否（格納条件ありのRDエリアだけを統合対象とする場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    統合後のRDエリアの指定条件

                                 
                                 	
                                    統合可否

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアを統合後に使用しない

                                 
                                 	
                                    表格納RDエリアのどれかを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（RDエリアの指定誤り）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    表格納RDエリア以外のRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その6）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（図「統合できないケース（その3）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアを統合後に使用する

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その7）」を参照）

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：統合できます。

                           ×：統合できません。

                           
                              図13‒65　統合できるケース（その6）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒66　統合できるケース（その7）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒67　統合できないケース（その3）
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
                  
                     (c)　格納条件なしのRDエリアを統合対象とする場合

                     統合後のRDエリアの指定条件と統合可否（格納条件なしのRDエリアを統合対象とする場合）を次の表に示します。

                     
                        表13‒29　統合後のRDエリアの指定条件と統合可否（格納条件なしのRDエリアを統合対象とする場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    統合後のRDエリアの指定条件

                                 
                                 	
                                    統合後の表格納RDエリアの条件

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある場合

                                 
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがない場合

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアを統合後に使用しない

                                 
                                 	
                                    表格納RDエリアのどれかを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（RDエリアの指定誤り）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    表格納RDエリア以外のRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その8）を参照」）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その9）を参照」）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアを統合後に使用する

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その10）を参照」）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：統合できます。

                           ×：統合できません。

                           −：該当しません。

                           
                              図13‒68　統合できるケース（その8）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒69　統合できるケース（その9）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒70　統合できるケース（その10）
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
                  
                     (d)　OTHERS指定のRDエリアを統合対象とする場合

                     統合後のRDエリアの指定条件と統合可否（OTHERS指定のRDエリアを統合対象とする場合）を次の表に示します。

                     
                        表13‒30　統合後のRDエリアの指定条件と統合可否（OTHERS指定のRDエリアを統合対象とする場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    統合後のRDエリアの指定条件

                                 
                                 	
                                    統合後の表格納RDエリアの条件

                                 
                              

                              
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがある場合

                                 
                                 	
                                    格納条件なしのRDエリアがない場合

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアを統合後に使用しない

                                 
                                 	
                                    格納条件ありのRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（OTHERS指定不可）

                                 
                                 	
                                    ×（統合対象に存在しないRDエリアを指定している）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    表格納RDエリア以外のRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（OTHERS指定不可）

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その11）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（OTHERS指定不可）

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その12）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統合対象RDエリアを統合後に使用する

                                 
                                 	
                                    格納条件ありのRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（OTHERS指定不可）

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その11）」を参照）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    OTHERS指定のRDエリアを統合後のRDエリアに指定する

                                 
                                 	
                                    ×（OTHERS指定不可）

                                 
                                 	
                                    ○（図「統合できるケース（その12）」を参照）

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：統合できます。

                           ×：統合できません。

                           
                              図13‒71　統合できるケース（その11）
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図13‒72　統合できるケース（その12）
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
               
               
                  (4)　表に分割キーインデクスなどが定義されている場合

                  統合対象表に分割キーインデクスなどが定義されている場合，表格納用RDエリアだけでなく，インデクス格納用RDエリアも同様に統合する必要があります。同時に統合する必要があるリソースを次の表に示します。

                  また，表に分割キーインデクスなどが定義されている場合の統合例を次の図に示します。

                  
                     表13‒31　格納条件を変更するときに分割対象となるリソース
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 表に定義されているリソース

                              
                              	
                                 統合方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 インデクス

                              
                              	
                                 表格納用RDエリアと1対1になるように統合してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 クラスタキー

                              
                           

                           
                              	
                                 プライマリキー

                              
                           

                           
                              	
                                 LOB列

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図13‒73　表に分割キーインデクスなどが定義されている場合の統合例
                     [image: [図データ]]

                  
                  また，統合時には次に示す規則があります。

                  
                     	
                        リソースが複数定義されている場合は，すべてのリソースが統合対象になります。

                     

                     	
                        統合指定が正しくない場合，ALTER TABLEの実行時にエラーとなります。

                     

                  

               
               
                  (5)　統合対象RDエリア内のデータの扱い

                  ALTER TABLEの実行時，統合対象RDエリア内のデータは通常削除されます。また，対応する次のRDエリア内のデータも削除されます。

                  
                     	
                        インデクス格納用RDエリア内のインデクスデータ

                     

                     	
                        LOB列格納用RDエリア内のLOBデータ

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        統合対象RDエリア内のデータが削除される理由を次に示します。

                        
                           	
                              統合対象RDエリアは統合後に使用されなくなる可能性があるため

                           

                        

                        なお，統合対象RDエリア以外のRDエリア内のデータは削除されません。

                     

                  

                  統合時に削除対象となるデータを次の図に示します。

                  
                     図13‒74　統合時に削除対象となるデータ
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　データが削除されないケース

                     次に示す条件をすべて満たす場合は，統合対象RDエリア内のデータをそのまま使用できる可能性があるため，データを削除しないようにできます。

                     
                        	
                           統合対象RDエリアの一つを統合後にも使用する

                        

                        	
                           統合対象となるインデクス格納用RDエリア又はLOB列格納用RDエリアに対しても1の条件が満たされている

                        

                     

                     データを削除しない場合は，ALTER TABLEでWITHOUT PURGEを指定してください。なお，統合対象RDエリアの一つを統合後にも使用する指定をしていない場合にWITHOUT
                        PURGEを指定すると，ALTER TABLEの実行時にエラーとなります。WITHOUT PURGEを指定したときの処理を次の図に示します。

                     
                        図13‒75　WITHOUT PURGEを指定したときの処理
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           RD02に統合したため，RD02内のデータ（格納条件が='B'のデータ）は削除されません。RD03及びRD04内のデータ（格納条件が='C'及び'D'のデータ）が削除されます。

                           
                              	注意事項

                              	
                                 WITHOUT PURGEでデータを保存した場合，統合前のデータをアンロードして統合後のRDエリアにデータロードすると，データが二重登録されてしまいます。このため，WITHOUT
                                    PURGEでデータを保存する場合は，データのアンロード及びデータロードを行わないでください。

                                 図「WITHOUT PURGEを指定したときの処理」を例にすると，RD02内のデータ（格納条件が='B'のデータ）をアンロードして統合後のRDエリアにデータロードすると，データが二重登録されてしまいます。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　OTHERS指定のRDエリアに統合する場合の注意事項

                     次に示す条件をすべて満たす場合に統合を行うと，統合前のデータを格納するRDエリアがなくなります。

                     
                        	
                           格納条件なし又はOTHERS指定のRDエリアを統合対象としている

                        

                        	
                           OTHERS指定のRDエリアに統合している

                        

                     

                     統合後にデータを格納するRDエリアがなくなるケースを次の図に示します。

                     
                        図13‒76　統合後にデータを格納するRDエリアがなくなるケース（その1）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        図13‒77　統合後にデータを格納するRDエリアがなくなるケース（その2）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
               
            
            
               13.12.10　分割格納条件の変更方法（マトリクス分割の場合）

               ALTER TABLEのCHANGE RDAREAで分割格納条件を変更します。なお，分割と統合を同時に実行することはできません。分割と統合を実行する場合はALTER
                  TABLEを2回実行してください。また，マトリクス分割の場合，変更できるのは境界値指定のキーレンジ分割の次元だけです。

               
                  (1)　分割格納条件の統合前

                  分割格納条件を統合，分割する前の状態です。

                  CREATE FIX TABLE "USERA"."ZAIKO"
("GNO" CHAR(5),"GNAME" CHAR(8),"KIKAKU" CHAR(3),"TANKA" INTEGER,"NYUUKOBI" CHAR(10))
  PARTITIONED BY MULTIDIM
    ("GNO"(('20000')),"NYUUKOBI" (('2000-12-31'),('2001-12-31') ,('2002-12-31')))
    IN (("RDAT01","RDAT02","RDAT03","RDAT04"),("RDAT11","RDAT12","RDAT13","RDAT14"))
  CLUSTER KEY ("GNO","NYUUKOBI")
    IN (("RDAI01","RDAI02","RDAI03","RDAI04"),("RDAI11","RDAI12","RDAI13","RDAI14"))

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (2)　分割格納条件の統合

                  第2次元分割列NYUKOBIの「〜2000」と「〜2001」を「〜2001」に統合します。

                  ALTER TABLE "USERA"."ZAIKO" CHANGE RDAREA
MULTIDIM ("NYUUKOBI" (('2000-12-31'),('2001-12-31'))) AT (('2001-12-31'))
  INTO (("RDAT02"),("RDAT12"))
FOR CLUSTER KEY
  INTO (("RDAI02"),("RDAI12"))

                  [image: [図データ]]

               
               
                  (3)　分割格納条件の分割

                  第2次元分割列NYUKOBIの「その他」を「〜2003」と「その他」に分割します。

                  ALTER TABLE "USERA"."ZAIKO" CHANGE RDAREA
MULTIDIM ("NYUUKOBI" ((MAX))) AT (('2003-12-31'),(MAX))
  INTO (("RDAT04","RDAT01"),("RDAT14","RDAT11"))
FOR CLUSTER KEY
  INTO (("RDAI04","RDAI01"),("RDAI14","RDAI11"))

                  [image: [図データ]]

               
            
            
               13.12.11　RDエリアの分割（マトリクス分割の場合）

               マトリクス分割表で分割キーとなるどちらかの次元で分割されたデータを複数のRDエリアに分割します。機能の詳細を次に示します。

               
                  (1)　上限値と下限値

                  分割機能での上限値と下限値を次の表に示します。

                  
                     表13‒32　分割機能での上限値と下限値（マトリクス分割の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 上限値

                              
                              	
                                 下限値

                              
                              	
                                 上限値又は下限値を超えた場合の動作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 変更できる次元数

                              
                              	
                                 1（固定）

                              
                              	
                                 指定できません。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割の対象にできる特定境界値格納RDエリア群数※

                              
                              	
                                 1（固定）

                              
                           

                           
                              	
                                 1回の操作で分割できる数

                              
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割した結果の総分割RDエリア数（重複を含む）

                              
                              	
                                 4,096

                              
                              	
                                 4

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        特定境界値格納RDエリア群数とは，ある次元の，特定の格納条件のデータを格納するRDエリア群の数です。例えば，次に示す例では，第2次元分割列の境界値2000に対する特定境界値格納RDエリア群はRD12，RD22，RD32，及びRD42となります。

                        [image: [図データ]]

                     

                  

               
               
                  (2)　分割対象RDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された変更対象列名と境界値によって，その格納条件に合致するRDエリアを分割対象のRDエリアとします。変更対象列名と格納条件が指定されれば，対象となるRDエリアが特定できるため，RDエリアの指定は必要ありません。分割対象の次元は，ALTER
                     TABLEのCHANGE RDAREAに指定された変更対象列名で決定します。境界値についての，ALTER TABLEの指定と分割対象RDエリアの決定方法を次の表に示します。

                  
                     表13‒33　ALTER TABLEの指定と分割対象RDエリアの決定方法（マトリクス分割の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 指定内容

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 指定可否

                              
                              	
                                 分割対象RDエリアの決定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 表定義中に，変更対象列名に対応する境界値あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 格納条件に合致する特定境界値格納RDエリア群のRDエリアを分割対象とします。

                              
                           

                           
                              	
                                 表定義中に，変更対象列名に対応する境界値なし

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX'

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 最大境界値より大きい分割キー値のデータを格納しているRDエリアを分割対象とします。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：指定できます。

                        ×：指定できません。

                        −：該当しません。

                     

                  

               
               
                  (3)　分割後のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された次元の，変更後の境界値リスト（ある次元に指定された境界値の組み合わせ）とRDエリアを対にして，格納するRDエリアを決定します。このとき，分割後の境界値の指定は，次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        境界値の指定は昇順

                     

                     	
                        指定した境界値の最大値は，分割前の境界値と等しい

                     

                     	
                        分割したすべての境界値が，分割前の格納条件の範囲内である

                     

                  

                  ALTER TABLEの指定値と分割後のRDエリアの決定方法を次の表に示します。表で参照される，分割前後の境界値の条件を次の図に示します。

                  
                     表13‒34　ALTER TABLEの指定値と分割後のRDエリアの決定方法（マトリクス分割の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 分割前の境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値の指定

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 指定可否

                              
                              	
                                 分割対象RDエリアの決定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 最小境界値

                                 （図の1.）

                              
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値が最小境界値以下の値（図の1.，4.）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 指定された格納条件とRDエリアを分割後のRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が最小境界値より大きい値（図の2.，3.，5.）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX'

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 中間境界値又は最大境界値（図の2.）

                              
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値が分割前の境界値の一つ前の境界値より小さい値（分割前の境界値が200の場合：図の1.，4.）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が分割前の境界値以下で，一つ前の境界値より大きい値（分割前の境界値が200の場合：200，図の5.）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 指定された格納条件とRDエリアを分割後のRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が分割前の境界値より大きい値（分割前の境界値が200の場合：200より大きい値）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX'

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX' 

                                 （図の3.）

                              
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 分割後の境界値が最大境界値以下の値（図の1.，2.，4.，5.）

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 分割後の境界値が最大境界値より大きい値（図の3.）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 指定された格納条件とRDエリアを分割後のRDエリアとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX'

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 分割後の最大境界値より大きいデータの格納対象を指定されたRDエリアとします。

                              
                           

                        
                     

                     
                        
                           	（凡例）

                           	
                              ○：指定できます。

                              ×：指定できません。

                              −：該当しません。

                           

                        

                     

                  
                  
                     図13‒78　分割前後の境界値の条件（マトリクス分割の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  分割後のRDエリアは，分割前のRDエリアを再利用しても，新たに用意したものであってもかまいません。また，変更後のRDエリアは複数の格納範囲を同じRDエリアに格納できます。

               
               
                  (4)　RDエリアの指定方法

                  マトリクス分割表の場合，第1次元のRDエリアを分割するか，第2次元のRDエリアを分割するかで，ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定するRDエリアの指定方法が異なります。分割対象となる特定境界値格納RDエリア群数，及び一つの特定境界値格納RDエリア群のRDエリア数は，分割対象ではない次元の分割数に依存します。分割対象となる次元及び指定するRDエリア数の関係を次の表に，表で使用している例を次の図に示します。

                  
                     表13‒35　分割対象となる次元及び指定するRDエリア数の関係
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 分割対象次元

                              
                              	
                                 分割対象の特定境界値格納RDエリア群数

                              
                              	
                                 分割対象の特定境界値格納RDエリア群ごとのRDエリア数

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 第1次元

                              
                              	
                                 変更後の境界値リストで指定した境界値の数

                                 （図中の（例1）の場合，2）

                              
                              	
                                 第2次元の分割数

                                 （図中の（例1）の場合，3）

                              
                           

                           
                              	
                                 第2次元

                              
                              	
                                 第1次元の分割数

                                 （図中の（例2）の場合，4）

                              
                              	
                                 変更後の境界値リストで指定した境界値の数

                                 （図中の（例2）の場合，2）

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図13‒79　RDエリアの分割後のRDエリアの指定（マトリクス分割の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (5)　表と表以外のRDエリアの対応

                  分割格納条件を変更する表に分割キーインデクスなどが定義されている場合，インデクスなどのデータをRDエリアに格納する必要があるため，表格納用RDエリアと同様に分割しなければなりません。表と表以外のRDエリアの指定方法（マトリクス分割）を次の表に示します。表に示すリソースが複数定義されている場合はすべてが対象となります。正しく指定されていない場合，ALTER
                     TABLEをエラーとします。

                  
                     表13‒36　表と表以外のRDエリアの指定方法（マトリクス分割）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リソース名

                              
                              	
                                 指定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 列

                              
                              	
                                 BLOB列

                              
                              	
                                 表格納用RDエリアと1対1で指定します。

                                 表格納用RDエリアが重複指定されている場合は，表に対応するよう重複指定します。また，既存の表格納用RDエリアを変更後に使用する場合は，同じ境界値に対応するように既存のインデクス，LOB列格納用RDエリアを指定しなければなりません。

                              
                           

                           
                              	
                                 インデクス

                              
                              	
                                 クラスタキーインデクス

                                 プライマリキーインデクス（プライマリキー及びクラスタキーを定義したインデクスを含む）

                                 B-treeインデクス

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (6)　分割するRDエリア内のデータの扱い

                  境界値による格納範囲を分割する場合，基本的にはシステムが自動的にRDエリアの該当する表のデータを削除します。ただし，条件によってはデータを削除しないで残すこともできます。

                  
                     	
                        データの削除

                        境界値による格納範囲を分割する場合，分割する特定境界値格納RDエリア群のデータの一部は，分割後はそのRDエリアに格納される格納範囲外のデータとなってしまう可能性があるため，分割対象とした特定境界値格納RDエリア群のRDエリアのデータは削除します。ただし，削除するのは分割格納条件を変更する表のデータだけです（同じRDエリアに含まれる別の表のデータは削除されません）。RDエリア内のデータを削除する場合，次のどちらかの方法でデータを削除します。

                        
                           	
                              すべての定義情報の削除

                              分割前のRDエリアが，分割した結果，分割対象の表で使用されなくなった場合，ディクショナリ中の，その表が格納条件ごとに使用するRDエリアの情報（SQL_DIV_TABLE表）から，分割前のRDエリアの情報を削除します。また，RDエリア内で管理している表の情報も削除します。この結果，そのRDエリア内にあった，分割対象の表のデータはすべて削除されます。イメージ的には特定RDエリアに対してDROP
                                 TABLEを実行するのと同じです。

                           

                           	
                              データだけの削除

                              分割前のRDエリアを分割後も分割対象の表で使用する場合，ディクショナリの情報やRDエリア内で管理している情報は削除しないで，RDエリア内の分割対象とした表のデータだけを削除します。表のデータを削除する場合，分割対象の格納範囲のRDエリアがほかの格納範囲で使用されていると，その格納範囲のデータも削除します。イメージ的には特定RDエリアに対してPURGE
                                 TABLE文を実行するのと同じです。

                           

                        

                        なお，RDエリア内のデータを削除する場合，対応する次のRDエリア内のデータもすべて削除します。

                        
                           	
                              インデクス格納用RDエリア内のインデクスキー

                           

                           	
                              BLOB列格納用RDエリア内のデータ

                           

                        

                        また，インナレプリカ機能を使用している場合，すべての世代のデータを削除します。

                     

                     	
                        データの保存

                        「1.データの削除」で示したとおり，境界値による格納範囲を分割する場合，基本的には分割前のRDエリア内のデータは削除します。しかし，次の条件をすべて満たす場合は，RDエリア内のデータをそのまま使用できるため，データを削除しないようにすることもできます。

                        
                           	
                              分割前の特定境界値格納RDエリア群を，分割後の特定境界値格納RDエリア群の一部としてそのまま使用する場合

                           

                           	
                              分割前のRDエリア内にある境界値以下のデータしかない場合

                           

                           	
                              分割した結果，分割前の特定境界値格納RDエリア群のすべてのデータが分割後の格納範囲と一致している場合

                           

                        

                        RDエリア内のデータを削除するかどうかは，ALTER TABLEのWITHOUT PURGE句の指定によって選択できます。WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱いを次の表に示します。ただし，システムでは，分割した結果，RDエリア内のすべてのデータが分割後の格納範囲と一致しているかどうかをチェックしません。

                        
                           表13‒37　WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱い（マトリクス分割の場合）
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       変更前後のRDエリアの関係

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定可否

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定あり

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定なし

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       分割前の特定境界値格納RDエリア群を，分割後の特定境界値格納RDエリア群として使用します。

                                    
                                    	
                                       指定できます。

                                    
                                    	
                                       分割前の特定境界値格納RDエリア群のデータを削除しません。

                                    
                                    	
                                       分割前の特定境界値格納RDエリア群のデータを削除します。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       分割前の特定境界値格納RDエリア群を，分割後の特定境界値格納RDエリア群として使用しません。

                                    
                                    	
                                       指定できません。

                                    
                                    	
                                       ALTER TABLEをエラーとします。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

                  WITHOUT PURGE句の指定が有効になる場合と，有効にならない場合の例を次の図に示します。

                  
                     図13‒80　WITHOUT PURGE句の指定が有効になる場合と有効にならない場合の例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	データを削除しない場合の注意事項

                     	
                        分割前のRDエリアのデータが，分割格納条件を変更した結果，格納範囲以外となった場合，ALTER TABLE実行時はデータの妥当性をチェックしません。したがって，格納範囲外のデータがRDエリアにあることになり，SQL実行時などHiRDBが正しく動作しません。

                     

                     	データを削除する場合の注意事項

                     	
                        分割前のRDエリアが，ほかの格納範囲でも格納されるような指定の場合，ほかの格納範囲のデータも削除します。分割前のRDエリアを分割後のRDエリアに含む場合も，含まない場合も同じです。

                     

                  

               
            
            
               13.12.12　RDエリアの統合（マトリクス分割の場合）

               
                  (1)　上限値と下限値

                  統合機能での上限値と下限値を次の表に示します。

                  
                     表13‒38　統合機能での上限値と下限値（マトリクスの場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 上限値

                              
                              	
                                 下限値

                              
                              	
                                 上限値又は下限値を超えた場合の動作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 統合の対象にできる特定境界値格納RDエリア群の数

                              
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 ALTER TABLEがエラーとなります。

                              
                           

                           
                              	
                                 1回の操作で統合した後の特定境界値格納RDエリア群

                              
                              	
                                 1（固定）

                              
                           

                           
                              	
                                 統合した結果の総分割RDエリア数（重複を含む）

                              
                              	
                                 4,096

                              
                              	
                                 4

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　統合対象のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された複数の変更対象列名と境界値によって，その格納条件に合致するRDエリアを統合対象のRDエリアとします。変更対象列名と格納条件が指定されれば，対象となるRDエリアが特定できるため，RDエリアの指定は必要ありません。このとき，複数の境界値の指定は，昇順である必要があります。また，表に定義されている格納条件の順番に指定されている必要があります。例えば，表定義に境界値が10，20，30，40と定義されている場合，10，30，40など間を飛ばして指定するとALTER
                     TABLEをエラーとします。

                  ALTER TABLEの指定と統合対象RDエリアの決定方法を次の表に示します。

                  
                     表13‒39　ALTER TABLEの指定と統合対象RDエリアの決定方法（マトリクス分割の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 指定内容

                              
                              	
                                 条件1

                              
                              	
                                 条件2

                              
                              	
                                 動作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 境界値

                              
                              	
                                 表定義中に指定された境界値あり

                              
                              	
                                 定義されている境界値の順に指定されている

                              
                              	
                                 指定された格納条件に合うすべてのRDエリアを統合対象とします。

                              
                           

                           
                              	
                                 定義されている境界値の順に指定されていない

                              
                              	
                                 ALTER TABLEをエラーとします。

                              
                           

                           
                              	
                                 表定義中に指定された境界値なし

                              
                              	
                                 なし

                              
                           

                           
                              	
                                 'MAX'

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 最大境界値より大きい分割キー値のデータを格納している特定境界値格納RDエリア群のRDエリアを統合対象とします。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (3)　統合後のRDエリアの決定方法

                  ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定された次元の，変更後の境界値リスト（ある次元に指定された境界値の組み合わせ）とRDエリアを対にして，統合後の格納条件をすべて格納するRDエリアを決定します。このとき，統合後の境界値は統合前の境界値の最大値と同じである必要があります。

                  統合後のRDエリアは，統合前のRDエリアの中の一つであっても，新たに用意したものであってもかまいません。統合後のRDエリアの指定可否を次の表に示します。

                  
                     表13‒40　統合後のRDエリアの指定可否（マトリクス分割の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 統合後のRDエリア

                              
                              	
                                 指定可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 統合前のRDエリアと同じ

                              
                              	
                                 指定できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 統合前のRDエリアではない

                              
                              	
                                 統合対象の境界値以外で使用されているRDエリア

                              
                              	
                                 指定できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 統合対象の表では使用されていなかったRDエリア（新たに用意されたRDエリア）

                              
                              	
                                 指定できます。

                              
                           

                        
                     

                  
                  統合後のRDエリアは複数の格納条件に対して，同じRDエリアに格納するように統合できます。

               
               
                  (4)　RDエリアの指定方法

                  マトリクス分割表の場合，第1次元のRDエリアを統合するか，第2次元のRDエリアを統合するかで，ALTER TABLEのCHANGE RDAREAに指定するRDエリアの指定方法が異なります。統合対象となる特定境界値格納RDエリア群数，及び一つの特定境界値格納RDエリア群のRDエリア数は，統合対象ではない次元の分割数に依存します。統合対象となる次元及び指定するRDエリア数の関係を次の表に，表で使用している例を次の図に示します。

                  
                     表13‒41　統合対象となる次元及び指定するRDエリア数の関係
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 統合対象次元

                              
                              	
                                 統合対象の特定境界値格納RDエリア群数

                              
                              	
                                 統合対象の特定境界値格納RDエリア群ごとのRDエリア数

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 第1次元

                              
                              	
                                 変更後の境界値リストで指定した境界値の数

                                 （図中の（例1）の場合，2）

                              
                              	
                                 第2次元の分割数

                                 （図中の（例1）の場合，3）

                              
                           

                           
                              	
                                 第2次元

                              
                              	
                                 第1次元の分割数

                                 （図中の（例2）の場合，4）

                              
                              	
                                 変更後の境界値リストで指定した境界値の数

                                 （図中の（例2）の場合，2）

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図13‒81　RDエリアの統合後のRDエリアの指定（マトリクス分割の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (5)　表と表以外のRDエリアの対応

                  分割格納条件を変更する表に分割キーインデクスなどが定義されている場合，表格納用RDエリアと対になるRDエリアにインデクスなどのデータを格納する必要があります。表と表以外のRDエリアの指定方法（マトリクス分割）を次の表に示します。この表に示すリソースが複数定義されている場合は，すべてが対象となります。正しく指定されていない場合，ALTER
                     TABLEをエラーとします。

                  
                     表13‒42　表と表以外のRDエリアの指定方法（マトリクス分割）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リソース名

                              
                              	
                                 指定方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 列

                              
                              	
                                 BLOB列

                              
                              	
                                 表格納用RDエリアと1対1で指定します。

                                 表格納用RDエリアが重複指定されている場合は，表に対応するよう重複指定します。また，既存の表格納用RDエリアを変更後に使用する場合は，同じ境界値に対応するように既存のインデクス，LOB格納用RDエリアを指定しなければなりません。

                              
                           

                           
                              	
                                 インデクス

                              
                              	
                                 クラスタインデクス

                                 プライマリインデクス（プライマリクラスタインデクスを含む）

                                 B-treeインデクス

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (6)　統合するRDエリアのデータの扱い

                  境界値による格納範囲を統合する場合，基本的には，システムが自動的にRDエリアのデータを削除します。ただし，条件によっては，データを削除しないで残すこともできます。

                  
                     	
                        データの削除

                        境界値による格納範囲を統合する場合，統合前の特定境界値格納RDエリア群は，統合後はその表が使用するRDエリアではなくなる可能性があるため，RDエリア内のデータはシステムが自動的に削除します。ただし，削除するのは分割格納条件を変更する表のデータだけです（同じRDエリアに含まれる別の表のデータは削除されません）。RDエリア内のデータを削除する場合，次のどちらかの方法でデータを削除します。

                        
                           	
                              すべての定義情報の削除

                              統合前のRDエリアが，統合した結果，統合対象の表で使用されなくなった場合，ディクショナリ中の，その表が格納条件ごとに使用するRDエリアの情報（SQL_DIV_TABLE表）から，統合前のRDエリアの情報を削除します。また，RDエリア内で管理している，表の情報も削除します。この結果，そのRDエリア内にあった，統合対象の表のデータはすべて削除されます。イメージ的には特定のRDエリアにDROP
                                 TABLEを実行するのと同じです。

                           

                           	
                              データだけの削除

                              統合前のRDエリアを統合後も統合対象の表で使用する場合，ディクショナリの情報やRDエリア内で管理している情報は削除しないで，RDエリア内の統合対象とした表のデータだけを削除します。表のデータを削除する場合，統合対象の格納範囲のRDエリアがほかの格納範囲で使用されていると，その格納範囲のデータも削除します。イメージ的には特定RDエリアに対してPURGE
                                 TABLEを実行するのと同じです。

                           

                        

                        なお，RDエリア内のデータを削除する場合，対応する次のRDエリア内のデータもすべて削除します。

                        
                           	
                              インデクス格納用RDエリア内のインデクスキー

                           

                           	
                              BLOB列格納用RDエリア内のデータ

                           

                        

                        また，インナレプリカ機能を使用している場合，すべての世代のデータを削除します。

                     

                     	
                        データの保存

                        「1.データの削除」で示したとおり，境界値による格納条件を統合する場合，基本的には統合前のRDエリア内のデータは削除します。しかし，次の条件を満たす場合は，RDエリア内のデータをそのまま使用できるため，データを削除しないようにすることもできます。

                        
                           	
                              統合前の特定境界値格納RDエリア群を，統合後の特定境界値格納RDエリア群の一部としてそのまま使用する場合

                           

                        

                        RDエリア内のデータを削除するかどうかは，ALTER TABLEのWITHOUT PURGE句の指定によって選択できます。WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱いを次の表に示します。ただし，システムでは，統合した結果，RDエリア内のすべてのデータが統合後の格納範囲と一致しているかどうかをチェックしません。

                        
                           表13‒43　WITHOUT PURGE句の指定とデータの扱い（マトリクス分割の場合）
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       変更前後のRDエリアの関係

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定可否

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定あり

                                    
                                    	
                                       WITHOUT PURGE句の指定なし

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       統合前の特定境界値格納RDエリア群を，統合後の特定境界値格納RDエリア群に含みます。

                                    
                                    	
                                       指定できます。

                                    
                                    	
                                       統合後の特定境界値格納RDエリア群のRDエリアのデータを削除しません。

                                    
                                    	
                                       統合前の特定境界値格納RDエリア群のすべてのデータを削除します。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       統合前の特定境界値格納RDエリア群を，統合後の特定境界値格納RDエリア群に含みません。

                                    
                                    	
                                       指定できません。

                                    
                                    	
                                       統合前の特定境界値格納RDエリア群のすべてのデータを削除します。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	
                        データを削除しない場合の注意事項

                        WITHOUT PURGEを指定してデータを保存した場合，統合前のすべてのデータをアンロードし，統合後のRDエリアにロードすると，保存したデータが二重に登録されてしまいます。このため，WITHOUT
                           PURGEを指定してデータを保存するRDエリアのデータはアンロード，及び統合後のロードを実行してはなりません。

                        WITHOUT PURGEを指定しても，統合前の特定境界値格納RDエリア群の中で，統合後の特定境界値格納RDエリア群にしなかったRDエリアのデータはすべて削除します。また，統合する格納条件以外でも使用されているRDエリアがある場合，統合後にそのRDエリアを使用しないときは，ほかの格納条件値のデータも削除します。このため，複数の格納範囲で使用されているRDエリアの中で特定の格納範囲を統合する場合は，WITHOUT
                           PURGEを指定しないで分割格納条件を変更し，その後アンロードしていたデータを統合したRDエリアにロードする必要があります。

                        変更対象RDエリアのデータの扱い（WITHOUT PURGE指定がある場合）を次の図に示します。

                        
                           図13‒82　変更対象RDエリアのデータの扱い（WITHOUT PURGE指定がある場合）
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                     	
                        データを削除する場合の注意事項

                        データを削除しない場合の注意事項と同じように，統合する格納条件以外でも使用されているRDエリアが，統合後のRDエリアではなかった場合，ほかの格納範囲のデータも削除します。このため，統合する格納範囲以外でも統合対象のRDエリアを使用している場合は，統合対象のRDエリアのデータをすべてアンロードし，WITHOUT
                           PURGEを指定しないで分割格納条件を変更し，その後アンロードしていたデータを統合したRDエリアにデータロードすることを推奨します。

                     

                  

               
            
            
               13.12.13　ほかの機能との関連

               
                  (1)　関連リソースの無効化

                  分割格納条件を変更する表にルーチンが定義されている場合，ルーチンを無効化します。ルーチンにはトリガ定義で作成されたルーチンも含みます（参照制約動作でHiRDBが内部的に作成したトリガのルーチンも含みます）。

                  無効になったルーチンは，ALTER ROUTINEで再作成する必要があります。

               
               
                  (2)　参照制約及び検査制約

                  被参照表，参照表，及び検査制約表に対する分割格納条件変更時の運用については，「参照制約及び検査制約を使用している場合の運用」を参照してください。

               
               
                  (3)　インナレプリカ機能

                  インナレプリカ機能を使用した場合，分割格納条件を変更する表及び関連するリソースを格納するRDエリアの世代数をすべて同じにする必要があります。また，参照制約を使用している場合，参照表，被参照表を格納するRDエリアの世代数をすべて同じにする必要があります。なお，分割格納条件の変更によって削除されるデータは全世代のRDエリアが対象となります。

               
               
                  (4)　ユティリティとの同時実行

                  データベース作成ユティリティ，データベース再編成ユティリティなどのデータベースを更新するユティリティを実行中に，分割格納条件を変更することはできません。変更した場合，分割格納条件に合わないデータが，データベースに登録されてしまうことがあります。

               
            
         
         
            13.13　表の分割格納条件を変更するときの運用

            表の分割格納条件を変更するときの運用方法について説明します。

            
               13.13.1　例題（境界値指定の場合）

               表の分割格納条件を変更する手順（境界値指定の場合）を説明します。

               なお，表の分割格納条件を変更する前にバックアップを取得してください。

               
                  (1)　例題1（分割時の基本的な運用）

                  ある格納範囲のRDエリアの空き容量が不足したため，新たなRDエリアを用意してデータの格納範囲を分割する場合の運用について説明します。分割後のRDエリアは，元々使用していたものを使用しても，すべて新たなRDエリアを用意してもかまいません。横分割表の分割時の基本的な運用の例（元々使用していたものを使用）を説明します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で格納条件を変更するRDエリア内の表データ（R02）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで分割したい境界値を分割します。このとき，分割対象のRDエリア（R02，RI02）のデータは削除されます。

                           

                           	
                              分割した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したアンロードデータファイルを入力ファイルとして，分割後のすべてのRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　例題2（分割前のRDエリアを分割後に使用してデータを削除しないで分割する運用）

                  時系列に増加するRDエリア内のデータに対して，今後のために新たなRDエリアを用意しておく運用について説明します。この場合，分割対象のRDエリアには，分割後の境界値より大きいデータが格納されていないことが前提となります。

                  分割前のRDエリアを分割後に使用してデータを削除しないで分割する運用の例を説明します。この例は，登録日を分割キーとしている表であり，R03には2005年以降のデータが格納されていないことが前提です。この表に対して2005年以降のデータを格納する新たなRDエリアを用意する場合の運用例です。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜2.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              分割対象の境界値を含むRDエリアが分割後の格納条件のデータしかないことを確認します（SELECT MAX(分割キー列名) FROM 表名 WHERE 分割キー列名>分割後の境界値）。分割後の格納条件以外のデータ（2005年以降のデータ）がある場合は，「例題1（分割時の基本的な運用）」で実施してください。

                              この手順を実施しなかった結果，分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順については，「分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順」を参照してください。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで分割したい境界値を分割します。このとき，WITHOUT PURGEを指定します。

                           

                           	
                              2.で無効になった，ルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　例題3（分割対象のRDエリアがほかの境界値で使用されている場合の運用）

                  分割対象のRDエリアがほかの境界値でも使用されている場合，ほかの境界値のデータも削除されます。このため，分割対象のRDエリアがほかの境界値でも使用されている場合，分割前にデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）でアンロードしたデータをデータベース作成ユティリティ（pdload）でデータロードするときに注意が必要です。

                  分割対象のRDエリアがほかの境界値で使用されている場合の運用例を説明します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で格納条件を変更するRDエリア内の表データをデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。このとき，'2002-12-31'以前のデータもアンロードされます。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで分割したい境界値を分割します。このとき，分割対象のRDエリア（R01，RI01）のデータは（'2002-12-31'以前のデータも）削除されます。

                           

                           	
                              分割した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したアンロードデータファイルを入力として，分割後のすべてのRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。このとき，R01のデータも2.の時点でデータが削除されているため，R01に対してもデータロードする必要があります。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　例題4（統合前の一つのRDエリアを統合後のRDエリアとして使用する場合の運用）

                  ある連続した格納範囲のRDエリアに空き容量が多いため，一つのRDエリアにデータの格納範囲を統合する場合の運用について説明します。統合後のRDエリアは，統合前の一つのRDエリアを使用しても使用しなくてもかまいません。

                  統合前の一つのRDエリアを統合後のRDエリアとして使用する場合の運用例を説明します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で統合対象のRDエリアのうち，統合後に使用しないすべてのRDエリア内の表データ（R03，R04）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで統合したい境界値を統合します。このとき，R02は統合後もそのまま使用するため，WITHOUT PURGEを指定します。

                           

                           	
                              統合した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したすべてのアンロードデータファイルを入力として，統合後のRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。このとき，作成モードでデータロードすると，統合前のR02のデータが削除されてしまうため，注意が必要です。誤って作成モードでデータロードした場合は，ALTER
                                 TABLE実行前の状態にバックアップから回復して，最初からし直します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　例題5（統合前のRDエリアを統合後のRDエリアとして使用しない場合の運用）

                  ある連続した格納範囲のRDエリアに空き容量が多いため，一つのRDエリアにデータの格納範囲を統合する場合の運用について説明します。統合後のRDエリアは，統合前の一つのRDエリアを使用しても使用しなくてもかまいません。

                  統合前のRDエリアを統合後のRDエリアとして使用しない場合の運用例を説明します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で統合対象のすべてのRDエリア内の表データ（R02，R03，R04）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで統合したい境界値を統合します。

                           

                           	
                              統合した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したすべてのアンロードデータファイルを入力として，統合後のRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　例題6（統合対象のRDエリアがほかの境界値で使用されている場合の運用）

                  統合対象のRDエリアがほかの境界値でも使用されている場合，ほかの境界値のデータも削除されます。このため，統合後にデータが削除されるRDエリアに対しては，統合前にデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）でアンロードしたデータをデータベース作成ユティリティ（pdload）でデータロードするときに注意が必要です。

                  統合対象のRDエリアがほかの境界値で使用されている場合の運用例を説明します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜4.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で統合対象のすべてのRDエリア内の表データをデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。このとき，'2002-12-31'以前のデータもアンロードされます。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで統合したい境界値を統合します。このとき，ほかの境界値で使用されているRDエリア（R01）のデータも削除されます。

                           

                           	
                              統合した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したすべてのアンロードデータファイルを入力として，統合後のRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を実行します。

                           

                           	
                              ほかの境界値で使用されているR01のデータは削除されているため，R01をアンロードしたアンロードデータファイルを入力として，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               13.13.2　例題（格納条件指定の場合）

               表の分割格納条件を変更する手順（格納条件指定の場合）を説明します。

               なお，表の分割格納条件を変更する前にバックアップを取得してください。

               
                  (1)　例題1（複数の値を持つ格納条件を指定しているRDエリアを分割する）

                  RDエリア（R02）の容量が不足してきたため，分割格納条件を変更してRDエリアを分割します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で格納条件を変更するRDエリア内の表データ（R02）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEでRDエリアを分割します。このとき，分割対象のRDエリア（R02，RI02）のデータは削除されます。

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティ（pdload）の追加モードで，RDエリア（R02）にデータロードします。1の操作で作成したアンロードデータファイルを入力ファイルとし，RDエリア単位にデータロードしてください。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2の操作で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　例題2（分割格納条件を追加する）

                  支店コードを分割キーとしている表の分割格納条件（支店コードが '5'の分割格納条件）を追加します。次のように分割格納条件を追加します。

                  
                     	
                        支店コードが '5'のデータを格納するための新たなRDエリア（R04，RI04）を用意する

                     

                     	
                        格納条件なしのRDエリア（R03）から支店コードが'5'のデータを抽出し，RDエリア（R04）に格納する

                     

                     	
                        分割前に使用していたRDエリアを分割後にも使用する

                        [image: [図データ]]

                     

                  

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で格納条件を変更するRDエリア内の表データ（R03）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEでRDエリアを分割します。このとき，分割対象のRDエリア（R03，RI03）のデータは削除されます。

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティ（pdload）の追加モードで，RDエリア（R03，R04）にデータロードします。1の操作で作成したアンロードデータファイルを入力ファイルとし，RDエリア単位にデータロードしてください。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2の操作で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　例題3（分割前のRDエリアを分割後に使用してデータを削除しないで分割する）

                  支店コードを分割キーとしている表の分割格納条件を変更します。次のように分割を行います。

                  
                     	
                        データを削除しないで分割する

                     

                     	
                        支店コードが '5'のデータを格納するための新たなRDエリア（R04，RI04）を用意する

                     

                     	
                        分割前に使用していたRDエリアを分割後にも使用する

                     

                  

                  なお，この例は，RDエリア（R03）に支店コードが '5'のデータが格納されていないことを前提としています。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜2.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              追加する格納条件に一致するデータ（格納条件 ='5'のデータ）が分割対象表に格納されていないことを確認します。

                              格納条件 ='5'のデータがある場合は，「例題2（分割格納条件を追加する）」の方法で分割してください。この方法で分割しなかった結果，分割後に格納条件と合わないデータが残ってしまった場合は，「分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順」に示す方法でデータを回復してください。

                           

                           	
                              ALTER TABLEでRDエリアを分割します。このとき，WITHOUT PURGEを指定します。

                           

                           	
                              2の操作で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　例題4（分割格納条件を変更してRDエリアを統合する）

                  RDエリア（R02，R03，R04）に分割していた格納条件をR02に統合します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で，RDエリア（R03，R04）内のデータをアンロードします。データベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードしてください。

                           

                           	
                              ALTER TABLEでRDエリアを統合します。このとき，R02は統合後もそのまま使用するため，WITHOUT PURGEを指定します。

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティ（pdload）の追加モードで，RDエリア（R02）にデータロードします。1の操作で作成したアンロードデータファイルを入力ファイルとし，RDエリア単位にデータロードしてください。

                              なお，作成モードでデータロードをすると，統合前のR02のデータが削除されてしまいます。誤って作成モードで実行してしまった場合は，ALTER TABLE実行前の状態にバックアップから回復し，最初から操作をし直してください。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2の操作で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　例題5（分割格納条件を削除する）

                  RDエリア（R03，R04，R05）に分割していた格納条件をR05に統合し，R03，R04の格納条件を削除します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        格納条件を削除するRDエリア（R03，R04）内のデータが必要ない場合，1と3の操作（アンロードとデータロード）は必要ありません。

                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で，RDエリア（R03，R04）内のデータをアンロードします。データベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードしてください。

                           

                           	
                              ALTER TABLEでRDエリアを統合します。

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティ（pdload）の追加モードで，RDエリア（R05）にデータロードします。1の操作で作成したアンロードデータファイルを入力ファイルとし，RDエリア単位にデータロードしてください。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2の操作で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　例題6（分割と統合を連続して行う）

                  RDエリア（R01）をR01とR04に分割した後に，RDエリア（R02とR04）をR02に統合します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜4.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で，RDエリア（R01）内のデータをアンロードします。データベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードしてください。

                           

                           	
                              ALTER TABLEでRDエリアを分割します。

                           

                           	
                              ALTER TABLEでRDエリアを統合します。

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティ（pdload）の追加モードで，RDエリア（R01，R02）にデータロードします。1の操作で作成したアンロードデータファイルを入力ファイルとし，RDエリア単位にデータロードしてください。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2及び3の操作で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                              
                                 	参考

                                 	
                                    通常，3の操作の前にR02及びR04内のデータのアンロードが必要になります。しかし，この例のように2回のSQLで分割と統合を連続して実行する場合は，1の操作で作成したアンロードデータファイルを4のデータロードの入力情報に使用できるため，3の操作の前に必要なアンロードが不要になります。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               13.13.3　例題（マトリクス分割の場合）

               表の分割格納条件を変更する手順（マトリクス分割の場合）を説明します。

               なお，表の分割格納条件を変更する前にバックアップを取得してください。

               
                  (1)　例題1（分割時の基本的な運用）

                  ある格納範囲のRDエリアの空き容量が不足したため，新たなRDエリアを用意してデータの格納範囲を分割する場合の運用について説明します。分割後のRDエリアは，元々使用していたものを使用しても，すべて新たなRDエリアを用意してもかまいません。マトリクス分割表の分割時の基本的な運用の例（元々使用していたものを使用）を説明します。この例では，RD13の空き容量が不足したため，第2次元のRD13に対する格納範囲を分割し，分割後の格納範囲をRD13と，新たに用意したRDエリア（RD14）に格納します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で格納条件を変更するRDエリア内の表データ（RD13，RD23）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで分割したい境界値を分割します。このとき，分割対象のRDエリア（RD13，RD23）のデータは削除されます。

                           

                           	
                              分割した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したアンロードデータファイルを入力ファイルとして，分割後のすべてのRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　例題2（分割前のRDエリアを分割後に使用してデータを削除しないで分割する運用）

                  時系列に増加するRDエリア内のデータに対して，今後のために新たなRDエリアを用意しておく運用について説明します。この場合，分割対象のRDエリアには，分割後の境界値より大きいデータが格納されていないことが前提となります。

                  分割前のRDエリアを分割後に使用してデータを削除しないで分割する運用の例を説明します。この例は，登録日を分割キーとしている表であり，RD13及びRD23には2005年以降のデータが格納されていないことが前提です。第2次元のRD13に対する格納範囲を分割し，新たに用意したRDエリア（RD14及びRD24）に2005年以降のデータを格納します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜2.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              分割対象の境界値を含むRDエリアが分割後の格納条件のデータしかないことを確認します（SELECT MAX(分割キー列名) FROM 表名 WHERE 分割キー列名>分割後の境界値）。分割後の格納条件以外のデータ（2005年以降のデータ）がある場合は，「例題1（分割時の基本的な運用）」で実施してください。

                              この手順を実施しなかった結果，分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順については，「分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順」を参照してください。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで分割したい境界値を分割します。このとき，WITHOUT PURGEを指定します。

                           

                           	
                              2.で無効になった，ルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　例題3（分割対象のRDエリアがほかの境界値で使用されている場合の運用）

                  分割対象のRDエリアがほかの境界値でも使用されている場合，ほかの境界値のデータも削除されます。このため，分割対象のRDエリアがほかの境界値でも使用されている場合，分割前にデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）でアンロードしたデータをデータベース作成ユティリティ（pdload）でデータロードするときに注意が必要です。この例では，ほかの境界値で使用されているRDエリア（RD23）の第1次元の境界値を分割します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で格納条件を変更するRDエリア内の表データ（RD21，RD22，RD23）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。このとき，2000以下のデータもアンロードされます。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで分割したい境界値を分割します。このとき，分割対象のRDエリア（RD21，RD22，RD23）のデータは（RD23のほかの格納範囲のデータも）削除されます。

                           

                           	
                              分割した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したアンロードデータファイルを入力として，分割後のすべてのRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。このとき，RD23のデータも2.の時点でデータが削除されているため，RD23に対しても追加モードでデータロードする必要があります。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　例題4（統合前の一つの特定境界値格納RDエリア群を統合後の特定境界値格納RDエリア群として使用する場合の運用）

                  ある連続した格納範囲の特定境界値格納RDエリア群に空き容量が多いため，一つの特定境界値格納RDエリア群にデータの格納範囲を統合する場合の運用について説明します。統合後のRDエリアは，統合前の一つのRDエリアを使用しても使用しなくてもかまいません。この例では，RD12，RD13，RD22，及びRD23に分割していた第2次元の格納条件を，RD12及びRD22に統合します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で統合対象のRDエリアのうち，統合後に使用しないRDエリア内の表データ（RD13，RD23）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで統合したい境界値を統合します。このとき，RD12及びRD22は統合後もそのまま使用するため，WITHOUT PURGEを指定します。

                           

                           	
                              統合した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したすべてのアンロードデータファイルを入力として，統合後のRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。このとき，作成モードでデータロードすると，統合前のRD12及びRD22のデータが削除されてしまうため，注意が必要です。誤って作成モードでデータロードした場合は，ALTER
                                 TABLE実行前の状態にバックアップから回復して，手順1.からやり直します。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　例題5（統合前の一つの特定境界値格納RDエリア群を統合後の特定境界値格納RDエリア群として使用しない場合の運用）

                  この例では，RD12，RD13，RD22，及びRD23に分割していた第2次元の格納条件を，新たに用意したRD15及びRD25に統合します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で統合対象のすべてのRDエリア内の表データ（RD12，RD13，RD22，RD23）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで統合したい境界値を統合します。

                           

                           	
                              統合した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したすべてのアンロードデータファイルを入力として，統合後のRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用して，追加モードでデータロードします。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　例題6（統合対象のRDエリアがほかの境界値で使用されている場合の運用）

                  統合対象のRDエリアがほかの境界値でも使用されている場合，ほかの境界値のデータも削除されます。このため，統合後にデータが削除されるRDエリアに対しては，統合前にデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）でアンロードしたデータをデータベース作成ユティリティ（pdload）でデータロードするときに注意が必要です。この例では，ほかの境界値で使用されているRDエリア（RD11及びRD21）の第2次元の境界値を統合します。

                  [image: [図データ]]

                  注　1.〜3.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で統合対象のすべてのRDエリア内の表データ（RD11，RD12，RD22，RD23）をデータベース作成ユティリティ（pdload）で入力できる形式でアンロードします。このとき，2000以下のデータもアンロードされます。

                           

                           	
                              ALTER TABLEで統合したい境界値を統合します。このとき，統合対象のRDエリアのデータは（RD11及びRD21のほかの格納範囲のデータも）削除されます。

                           

                           	
                              統合した境界値を格納するRDエリアに対して，1.で作成したすべてのアンロードデータファイルを入力として，統合後のRDエリアに対して，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を実行します。このとき，RD11及びRD21のデータも2.の時点でデータが削除されているため，RD11及びRD21に対しても追加モードでデータロードする必要があります。

                           

                           	
                              データロードした後のデータ件数を確認します。詳細は，「分割・統合後のデータ件数の確認」を参照してください。

                           

                           	
                              2.で無効になったルーチン，トリガをALTER ROUTINEで再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               13.13.4　データ再登録時の運用

               「例題（境界値指定の場合）」，「例題（格納条件指定の場合）」，又は「例題（マトリクス分割の場合）」では，分割・登録後の事前にアンロードしたデータのロードは，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティ（pdload）を実行することを説明しました。この運用では，複数のRDエリアにデータロードする場合にデータベース作成ユティリティ（pdload）を並行して実行できるため，業務停止による影響を少なくできます。また，データベース作成ユティリティ（pdload）実行時の排他制御がデータロードの対象となるRDエリアだけに限定できるため，そのほかのRDエリアをアクセスする業務には，影響を与えないという長所があります。

               しかし，ユーザがデータを再登録する対象のRDエリアを正しく認識する必要があり，運用ミスを起こしやすいことと，複数のRDエリアにデータを登録する場合，データベース作成ユティリティ（pdload）を複数回実行しなければならないという短所もあります。

               このため，業務停止時間を十分に確保でき，その間，分割・統合する表に対するアクセスを中断できる場合は，RDエリア単位ではなく表単位のデータベース作成ユティリティ（pdload）でデータロードすることをお勧めします。

            
            
               13.13.5　RDエリアを再利用する運用

               RDエリアを再利用する運用とは，時系列にデータが増加していくようなデータベースで，過去の古いデータを格納しているRDエリアのデータを削除し，新しいデータを格納するためのRDエリアとして再利用するような運用をいいます。RDエリアを再利用する運用の例を次の図に示します。

               
                  図13‒83　RDエリアを再利用する運用の例
                  [image: [図データ]]

               
               注　1.〜2.は，手順の項番に対応しています。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           分割格納条件　統合機能によって，R01，R02に格納していた2002年以前のデータをR02のRDエリアに統合します。このとき，システムがR01の中のデータをすべて削除します。

                        

                        	
                           分割格納条件　分割機能によって，2004年以降のデータで2004年のデータをR04に，2005年以降のデータを2001年以前のデータを格納していたR01を再利用して格納できます。

                        

                     

                  

               

               RDエリアを再利用するための運用手順を次の図に示します。

               
                  図13‒84　RDエリアを再利用するための運用手順
                  [image: [図データ]]

               
               注　1.〜2.は，手順の項番に対応しています。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           R01を該当する表から切り離すために，ALTER TABLEで最小境界値（'2001-12-31'）を最小境界値より一つ大きい境界値（'2002-12-31'）に統合します。統合後のRDエリアには，最小境界値より一つ大きい境界値を格納しているRDエリア（R02，RI02）を指定します。このとき，R02内のデータは残す必要があるため，WITHOUT
                              PURGEを指定します。この結果，R01が定義上，該当する表から切り離された状態となり，R01内の該当する表のデータが削除されます。

                        

                        	
                           ALTER TABLEで最大境界値より大きい値を格納するRDエリア（R04）をそのRDエリアに格納されている分割キー値の最大値以上の値（'2004-12-31'）で分割します。分割後のRDエリアには，最大境界値より大きい値を格納していたRDエリア（R04，RI04）と最小境界値を格納していたRDエリア（R01，RI01）を指定します。このとき，R04のデータは残す必要があるため，WITHOUT
                              PURGEを指定します。

                           R04内に'2005-1-1'以降のデータがあると，格納条件に合わないデータがR04内に残る可能性があるため，注意が必要です。詳細については，「例題2（分割前のRDエリアを分割後に使用してデータを削除しないで分割する運用）」を参照してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               13.13.6　データベース再編成ユティリティ及びデータベース作成ユティリティの例

               
                  (1)　データベース再編成ユティリティ（pdrorg）の例

                  データベース再編成ユティリティ（pdrorg）は，RDエリア単位に，データベース作成ユティリティ（pdload）が入力できる形式でアンロードする必要があります。データベース再編成ユティリティの例を次の図に示します。この例では，表の分割格納条件を変更する前に必要なアンロードデータファイルを作成しています。

                  
                     図13‒85　データベース再編成ユティリティの例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　R02をアンロードします

                     R02をアンロードする場合の制御文とコマンドラインの例を次に示します。

                     ●制御文（control_file1）
unload /pdrorg/unld01
 
●コマンドライン
pdrorg -k unld -r R02 -W bin -t T1 control_file1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -k：アンロードをするためunldを指定します。

                           -r：アンロード対象のRDエリア名を指定します。

                           -W bin：データベース作成ユティリティが使用する形式でアンロードします。必ず指定します。

                           -t：アンロードする表の表識別子を指定します。

                           control_file1：制御文ファイル名を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　R03をアンロードします

                     R03をアンロードする場合の制御文とコマンドラインの例を次に示します。

                     ●制御文（control_file2）
unload /pdrorg/unld02
 
●コマンドライン
pdrorg -k unld -r R03 -W bin -t T1 control_file2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -k：アンロードをするためunldを指定します。

                           -r：アンロード対象のRDエリア名を指定します。

                           -W bin：データベース作成ユティリティが使用する形式でアンロードします。必ず指定します。

                           -t：アンロードする表の表識別子を指定します。

                           control_file2：制御文ファイル名を指定します。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　データベース作成ユティリティ（pdload）の例

                  データベース作成ユティリティ（pdload）は，データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で作成したアンロードデータファイルからRDエリア単位に追加モードで実行する必要があります。データベース作成ユティリティの例を次の図に示します。この例では，表の分割格納条件を変更した表からデータベースを作成しています。

                  
                     図13‒86　データベース作成ユティリティの例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　R01とR02をR06に統合します

                     R06に統合する場合の制御文とコマンドラインの例を次に示します。

                     ●制御文（control_file）
option divermsg=off
source R06 /pdrorg/unld01,/pdrorg/unld02
 
●コマンドライン
pdload -W -b T1 control_file

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -W：データベース再編成ユティリティで出力したファイルを入力ファイルとします。必ず指定します。

                           -b：入力ファイルがバイナリ形式です。必ず指定します。

                           T1：対象の表識別子を指定します。

                           control_file：制御文ファイル名を指定します。

                        

                     

                  
               
            
            
               13.13.7　非分割キーインデクスがある表の分割・統合

               分割・統合する対象の表に表格納用RDエリアと1対1になっていない非分割キーインデクスが定義してあると，分割・統合できません。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           非分割キーインデクスを削除します。

                        

                        	
                           分割・統合対象のRDエリアの表データをアンロードします。

                        

                        	
                           ALTER TABLEで分割したい境界値又はRDエリアを分割します。

                        

                        	
                           分割・統合したRDエリアに2.で作成したアンロードデータファイルからデータベース作成ユティリティでデータロードします。

                        

                        	
                           非分割キーインデクスを再定義します。

                        

                     

                  

               

            
            
               13.13.8　インデクスが不完全な状態での分割・統合

               データベース作成ユティリティ実行後，インデクスを再作成していない状態で分割格納条件を変更してはなりません。

               もし，上記のインデクスがある状態で分割格納条件を変更してしまった場合は，そのインデクスに対してデータベース再編成ユティリティでインデクスを再作成する必要があります。

            
            
               13.13.9　分割・統合後のデータ件数の確認

               分割格納条件を変更する場合，事前にデータをアンロードしておいて，分割格納条件を変更してからデータをロードする必要があります。このため，変更前のデータ件数とデータ再登録後のデータ件数が一致することを確認してください。確認方法には，次の二つがあります。より正確にデータ件数を確認したい場合は，後者の方法をお勧めします。

               
                  	
                     ユティリティが出力するデータ件数で確認する方法

                     
                        	
                           データベース再編成ユティリティ実行時に出力されるKFPL00723-Iメッセージでアンロード件数を控えておきます。

                        

                        	
                           分割格納条件を変更後，データロード時に出力されるKFPL00723-Iメッセージでデータロードした件数を控えます。複数のRDエリアにデータロードした場合は，その総和を控えます。

                        

                        	
                           1.の件数と2.の件数が一致していることを確認します。

                        

                     

                  

                  	
                     分割格納条件の変更前後で，データベース状態解析ユティリティを実行する方法

                     RDエリア内に格納されているデータ件数は，データベース状態解析ユティリティ（pddbst）の表単位の状態解析を実行すれば確認できます。

                     
                        	
                           データベース状態解析ユティリティ（pddbst）の表単位の状態解析を実行し，次の例の対象RDエリアの下線（Row Count：RDエリアの格納行数）部分の件数の総和を控えます。

                           pddbst -t 表名 -s

                           実行結果を次に示します。

                           RD Area Name   : RD002
  Server        : bes1
  Status        :
  Original RD Area Name : RD002
  Generation Number :  0   Replica RD Area Count :  0
  History1 Hold Status :      Hold Code :     0  Hold Time :
  History2 Hold Status :      Hold Code :     0  Hold Time :
  Job Name      :         Line Count :                Index Method :
  Unused Segment:       3999
  Search Mode : INS   Segment Reuse :          - segments
  Reuse Search Failure :          0/         0
          Used(Full)       Used(      Full)        Sum
  Segment 100%(  0%)          1(         0)          1
  Page     30%(  0%)          3(         0)         10
  Row Count     :                   200
 
RD Area Name   : RD004
  Server        : bes2
  Status        :
  Original RD Area Name : RD004
  Generation Number :  0   Replica RD Area Count :  0
  History1 Hold Status :      Hold Code :     0  Hold Time :
  History2 Hold Status :      Hold Code :     0  Hold Time :
  Job Name      :         Line Count :                Index Method :
  Unused Segment:       3999
  Search Mode : INS   Segment Reuse :          - segments
  Reuse Search Failure :          0/         0
          Used(Full)       Used(      Full)        Sum
  Segment 100%(  0%)          1(         0)          1
  Page     20%(  0%)          2(         0)         10
  Row Count     :                   100

                        

                        	
                           分割格納条件を変更し，データベース作成ユティリティでデータロード後，1.と同じ手順で件数の総和を控えます。

                        

                        	
                           1.と2.の件数が一致することを確認します。

                        

                     

                  

               

               データ件数を確認した結果，件数が一致しなかった場合に考えられる要因と対策を次に示します。

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              考えられる要因

                           
                           	
                              対策

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              データベース作成ユティリティでデータをロードする場合，追加モードでデータロードする必要がありますが，作成モードでデータロードしていました。

                           
                           	
                              この場合，事前に取得したバックアップから回復し，再実行する必要があります。

                           
                        

                        
                           	
                              データロードするRDエリアに対して，データロードを実行していません。

                           
                           	
                              この場合，アンロードデータファイルからデータロードするRDエリアに対してデータロードします。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               13.13.10　障害時の運用

               
                  (1)　障害時の戻し運用

                  ALTER TABLE実行中に異常終了した場合，表の変更処理はロールバックするため，回復は必要ありません。ALTER TABLEを再度実行します。

                  しかし，ALTER TABLE実行後は，RDエリアのデータが削除されたりするために，バックアップを取得していないと，ALTER TABLE実行前の状態には回復できません。

                  このため，すべての運用パターンについて，事前にバックアップし，回復時はそのバックアップから回復する必要があります。バックアップの取得対象を次に示します。

                  
                     	
                        マスタディレクトリ

                     

                     	
                        データディレクトリ

                     

                     	
                        ディクショナリ用RDエリア（ディクショナリLOB用RDエリアを含みます）

                     

                     	
                        分割条件の変更対象のRDエリア（インデクス用，LOB用RDエリアを含みます）：インナレプリカ機能使用時は，全世代の分割格納条件の変更対象のRDエリアをバックアップします。

                     

                  

               
               
                  (2)　分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順

                  不当にWITHOUT PURGEを指定した結果，分割後の格納条件に合わないデータが残った場合，分割キーで検索すると，データが検索できないなどの不具合が発生します。分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順の例を次の図に示します。この例は，本来はR04に格納するはずの不正なデータがR03に残っている場合の回復手順です。

                  
                     図13‒87　分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順の例
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　1.〜4.は，手順の項番に対応しています。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              不正なデータが格納されているRDエリアの表データをデータベース作成ユティリティで入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              本来格納されるはずのRDエリア内の表データをデータベース作成ユティリティで入力できる形式でアンロードします。

                           

                           	
                              不正なデータが格納されているRDエリアに対して，1.で作成したアンロードデータファイルを入力として，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティを作成モードで実行します。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                           	
                              本来格納されるはずのRDエリアに対して，1.，及び2.で作成したアンロードデータファイルを入力として，RDエリア単位にデータベース作成ユティリティを作成モードで実行します。

                              アンロードデータファイル中には，分割後の格納条件に合わないデータが含まれているため，エラーデータ情報が出力されます。エラーデータ情報が不要な場合は，option文のdivermsg=offを指定して，エラーデータ情報の出力を抑止します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               13.13.11　参照制約及び検査制約を使用している場合の運用

               
                  (1)　被参照表に対して分割格納条件を変更する場合

                  分割格納条件の変更時は，表のデータが削除されることがあります。このため，被参照表の分割格納条件を変更した場合は，被参照表と参照表の整合性が保証されません。

                  分割時のWITHOUT PURGEが適用できる場合に限り，表のデータは削除されません。しかし，「分割後の格納条件に合わないデータが残った場合の回復手順」で示したとおり，分割格納条件の変更後に格納条件に合わないデータがあった場合，そのデータは検索できなくなり，参照表のデータと不整合が発生します。例を次に示します。

                  [image: [図データ]]

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              被参照表のR03に「2004-12-30」のデータがあり，参照表にも「2004-12-30」のデータがあるとします。この場合，参照制約の整合性はとれています。

                           

                           	
                              WITHOUT PURGEを指定した場合，「2001-12-31〜2002-12-31」のデータを格納するR03に「2004-12-30」のデータが残った状態となります。この場合，被参照表の「2004-12-30」のデータは検索できなくなり，参照制約の整合性はとれなくなります。

                           

                        

                     

                  

                  システム定義のpd_check_pending=USE指定時に，被参照表に対して分割格納条件の変更をした場合，WITHOUT PURGEの指定に関係なく，参照表はすべて検査保留状態となります。また，pd_check_pending=NOUSE指定時には，参照表は非検査保留状態となります。そのため，分割格納条件の変更後は，表の整合性を確認し，検査保留状態を解除する必要があります。詳細については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　参照表に対して分割格納条件を変更する場合

                  参照表に対して分割格納条件を変更する場合の運用について説明します。

                  
                     	
                        システム定義でpd_check_pending=USEを指定している場合

                        参照表に対して分割格納条件を変更した場合，表のデータが削除されたRDエリアは非検査保留状態となります。これに伴って，該当表を格納している全RDエリアが非検査保留状態となる場合，該当表の検査保留状態は解除されます（SQL_TABLES表のCHECK_PEND列，及びSQL_REFERENTIAL_CONSTRAINTS表のCHECK_PEND列の値がナル値になります）。

                     

                     	
                        システム定義でpd_check_pending=NOUSEを指定している場合

                        参照表に対して分割格納条件を変更した場合，表のデータが削除されたRDエリアは非検査保留状態となります。

                     

                  

               
               
                  (3)　検査制約を定義した表に対して分割格納条件を変更する場合

                  検査制約を定義した表に対して分割格納条件を変更する場合の運用について説明します。

                  
                     	
                        システム定義でpd_check_pending=USEを指定している場合

                        検査制約を定義した表に対して分割格納条件を変更した場合，表のデータが削除されたRDエリアは非検査保留状態となります。これに伴って，該当表を格納している全RDエリアが非検査保留状態となる場合，該当表の検査保留状態は解除されます（SQL_TABLES表のCHECK_PEND2列，及びSQL_CHECKS表のCHECK_PEND2列の値がナル値になります）。

                     

                     	
                        システム定義でpd_check_pending=NOUSEを指定している場合

                        検査制約を定義した表に対して分割格納条件を変更した場合，表のデータが削除されたRDエリアは非検査保留状態となります。

                     

                  

               
            
         
         
            13.14　ハッシュ関数を変更する方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者

            RDエリアごとの格納行数に偏りがあると，表に対する処理性能が悪くなることがあります。このような場合は，ハッシュ関数を変更してRDエリアごとの格納行数を均等にし，表に対する処理性能を向上してください。

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        ハッシュ関数を変更すると，その表を使用しているストアドルーチンが無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                     

                     	
                        トリガSQL文中に指定している表のハッシュ関数を変更すると，トリガが無効になります。この場合，ALTER TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        ハッシュ関数の変更後，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                     	
                        コンストラクタ逆生成関数を持つプラグインの抽象データ型を定義した表については，ハッシュ関数を変更できます。

                     

                  

               

            

            
               13.14.1　例題１（フレキシブルハッシュ分割の場合）

               表（TABLE01）のハッシュ関数をHASH6に変更します。TABLE01はフレキシブルハッシュ分割しています。

               
                  (1)　ALTER TABLEでハッシュ関数を変更します

                  ALTER TABLE TABLE01 CHANGE HASH HASH6;

               
            
            
               13.14.2　例題２（FIXハッシュ分割の場合）

               表（TABLE01）のハッシュ関数をHASH6に変更します。TABLE01はFIXハッシュ分割しています。

               
                  (1)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/unld02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld02：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (4)　PURGE TABLE文でTABLE01のデータを削除します

                  PURGE TABLE TABLE01;

                  FIXハッシュ分割した表のハッシュ関数を変更する場合は，表のデータを削除する必要があります。

               
               
                  (5)　ALTER TABLEでハッシュ関数を変更します

                  ALTER TABLE TABLE01 CHANGE HASH HASH6;

               
               
                  (6)　pdholdコマンドでデータロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (7)　pdloadコマンドでTABLE01にデータをデータロードします

                  pdload -b -W TABLE01 /pdload/load02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load02：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (9)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            13.15　表の分割定義を変更する方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

            ここでは，表の分割定義を変更する方法について説明します。

            
               	参考

               	
                  表の分割方法を変更した後，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」を参照してください。

               

            

            
               13.15.1　例題１　キーレンジ分割からハッシュ分割に変更，及び分割キー列を変更する場合

               
                  	
                     表（TABLE01）の横分割方法をキーレンジ分割からフレキシブルハッシュ分割に変更します。

                  

                  	
                     表（TABLE01）の分割キー列を変更します。

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld01：pdrorgコマンドの制御情報ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (4)　DROP TABLEでTABLE01を削除します

                  DROP TABLE TABLE01;

               
               
                  (5)　CREATE TABLEでTABLE01の分割方法を再定義します

                  CREATE TABLE TABLE01 … ;

               
               
                  (6)　CREATE INDEXでインデクスを再定義します

                  CREATE INDEX INDX01 … ;

               
               
                  (7)　pdholdコマンドでデータロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (8)　pdloadコマンドでTABLE01にデータロードします

                  pdload -b -W TABLE01 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御情報ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (9)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (10)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.15.2　例題２　ハッシュ分割からキーレンジ分割に変更する場合

               分割キーを含む列構成に変更がない場合にかぎり，次に示す方法で，表の分割方法をキーレンジ分割からハッシュ分割に変更できます。

               
                  (1)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/unld02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld02：pdrorgコマンドの制御情報ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (4)　DROP TABLEでTABLE01を削除します

                  DROP TABLE TABLE01;

               
               
                  (5)　CREATE TABLEでTABLE01の分割方法を再定義します

                  CREATE TABLE TABLE01 … ;

               
               
                  (6)　CREATE INDEXでインデクスを再定義します

                  CREATE INDEX INDX01 … ;

               
               
                  (7)　pdholdコマンドでデータロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (8)　pdloadコマンドでTABLE01にデータをデータロードします

                  pdload -b -W TABLE01 /pdload/load02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load02：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (9)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (10)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.15.3　例題３　RDエリアを年月単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割ではない場合）

               ハッシュ関数HASH0を使用して，JUTYU表に2011年5月〜9月の最新5か月のデータを保持している状態で，最も古い2011年5月の1か月分のデータをRDエリア単位に削除し，新しい2011年10月のデータを格納する例を説明します。

               RDエリアを年月単位に循環させて割り当てる方法（マトリクス分割ではない場合）の例を次の図に示します。

               
                  図13‒88　RDエリアを年月単位に循環させて割り当てる方法（マトリクス分割ではない場合）
                  [image: [図データ]]

               
               注1　RDエリア名の(m)は，分割条件指定順序を示しています。

               注2　JUTYU表は，次のように定義されているものとします。

                     CREATE TABLE JUTYU
        (DNO CHAR(6), TCODE CHAR(5), SCODE CHAR(4), JDATE CHAR(8) NOT NULL)
        FIX HASH HASH0 BY JDATE IN (RDA1,RDA2,RDA3,RDA4,RDA5)

               
                  (1)　削除対象の2011年5月のデータが格納されているRDエリア名を特定します

                  次のどちらかの方法でRDエリア名を特定します。

                  
                     (a)　表分割ハッシュ関数p_rdb_dbhashを使用する方法

                     (i) 表分割ハッシュ関数の実行

                     HiRDBが提供する表分割ハッシュ関数を使用して，削除対象の2011年5月のデータが格納されているRDエリア名を特定します。表分割ハッシュ関数の引数を次に示します。なお，表分割ハッシュ関数については，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項番

                                 
                                 	
                                    引数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    hashcode（ハッシュ関数コード）

                                 
                                 	
                                    p_rdb_HASH0(100)

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    ncol（分割キーの列数）

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    3

                                 
                                 	
                                    collst（分割キーの指定順序とデータ型コード，データ長コード）

                                 
                                 	
                                    データ型コード：PDSQL_CHAR

                                    データ長コード：8

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    dadlst（分割キーに格納するデータ）

                                 
                                 	
                                    項番3のデータ型の値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    5

                                 
                                 	
                                    ndiv（表の分割数）

                                 
                                 	
                                    5

                                 
                              

                              
                                 	
                                    6

                                 
                                 	
                                    ncspace（HiRDBサーバで使用する各国文字の全角空白文字）

                                 
                                 	
                                    ncspace[0]：0x81

                                    ncspace[1]：0x40

                                 
                              

                              
                                 	
                                    7

                                 
                                 	
                                    flags（空白変換レベル，DECIMAL型の符号正規化機能の使用有無）

                                 
                                 	
                                    0

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    rdno（分割条件指定順序，又は分割キー内通番）

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           文字コード種別，空白変換レベル，及びDECIMAL型の符号正規化機能は，すべて省略しているものとします。

                        

                     

                     上記の表分割ハッシュ関数を実行すると，分割条件指定順序としてrdno=1が返ってきます。

                     (ii) SQLの実行

                     表分割ハッシュ関数の結果を基に，次のSQLを実行し，RDエリア名を特定します。

                     SELECT RDAREA_NAME
    FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
      WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'  /* ユーザ名 */
        AND TABLE_NAME='JUTYU'    /* ハッシュ分割表名 */
        AND DIV_NO=1              /* 分割条件指定順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次に示すように削除対象のRDエリア名としてRDA1が返ってきます。

                      RDAREA_NAME
 ------------------------------
 RDA1

                  
                  
                     (b)　CREATE PUBLIC FUNCTIONを定義しておく方法

                     (i) CREATE PUBLIC FUNCTIONの定義

                     ハッシュ関数HASH0の場合，次のSQLをあらかじめ定義しておくことでRDエリアを特定できます。

                     CREATE PUBLIC FUNCTION HASH0
 (DIVKEY VARCHAR(8)※,          /* ‘YYYYMMDD’ 又は ‘YYYYMM’ */
  NDIV INT)                    /* 分割列数 */
  RETURNS INT 
    BEGIN 
      DECLARE DIVDATE DATE; 
      SET DIVDATE = CASE LENGTH(DIVKEY)
             WHEN 6 THEN DATE(SUBSTR(DIVKEY,1,6)||'01','YYYYMMDD')
             ELSE DATE(DIVKEY,'YYYYMMDD')
             END;
  RETURN MOD(YEAR(DIVDATE)*12+MONTH(DIVDATE), NDIV)+1;    /* 戻り値 */
  END 
END_FUNC;

                     
                        	注※

                        	
                           列のデータはCHAR(8)ですが，パラメタはVARCHARでなければ文字列定数を指定した呼び出しができません。

                        

                     

                     (ii) SQLの実行

                     次のSQLで，2011年5月のデータがどこに入っているのかを検索します。

                     SELECT RDAREA_NAME
  FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
    WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'            /* ユーザ名 */
      AND TABLE_NAME='JUTYU'              /* ハッシュ分割表名 */
      AND DIV_NO=HASH0('20110501',5);     /* RDエリア定義順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次に示すように削除対象のRDエリア名としてRDA1が返ってきます。

                      RDAREA_NAME
 ------------------------------
 RDA1

                  
               
               
                  (2)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDA1

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでJUTYU表のRDA1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -t JUTYU -r RDA1 unload_control_file

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -r：特定のRDエリアだけアンロードするため，対象となるRDエリア名を指定します。

                        unload_control_file：pdrorgコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                        unload bes1:/pdrorg/unload_file
 
/* bes1：アンロードデータファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdrorg/unload_file：アンロードデータファイルの名称 */

                     

                  

               
               
                  (4)　pdloadコマンドでRDA1に対して0件のデータロードをします

                  最も古い2011年5月のデータ（RDA1のデータ）を削除するため，0件のデータロードを実行します。

                  pdload -d JUTYU load_control_file

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -d：既存のデータを削除してからデータロードをするために指定します。

                        JUTYU：データロードする表の名称を指定します。

                        load_control_file：pdloadコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                        source RDA1 bes1:/pdload/load_file
 
/* RDA1：0件のデータをデータロードするRDエリアの名称 */
/* bes1：ロードする0件データファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdload/load_file：ロードする0件データファイルの名称 */

                     

                  

                  分割表に，分割していない非分割インデクスを定義している場合，pdloadコマンド実行後に非分割インデクスを一括作成してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDA1

                  コマンドの実行後，UAPなどで2011年10月のデータを挿入すると，RDA1にデータが格納されます。

                  なお，コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.15.4　例題４　RDエリアを年月単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割の場合）

               ハッシュ関数HASH0を使用したマトリクス分割表を定義して，JUTYU表に2011年5月〜9月の最新5か月のデータを保持している状態で，最も古い2011年5月の1か月分のデータをRDエリア単位に削除し，新しい2011年10月のデータを格納する例を説明します。なお，ここでのマトリクス分割表は，次のように分割しているものとします。

               
                  	
                     第1次元は，SCODE列でキーレンジ分割する。第1次元の分割数は2とし，境界値として100を指定する。

                  

                  	
                     第2次元は，JDATE列でハッシュ分割する。第2次元の分割数は5とし，ハッシュ関数としてHASH0を指定する。

                  

                  	
                     JDATE列のデータ型はCHAR(8)で，年月日を‘YYYYMMDD’の形式で格納する。

                  

               

               RDエリアを年月単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割の場合）の例を次の図に示します。

               
                  図13‒89　RDエリアを年月単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割の場合）
                  [image: [図データ]]

               
               注1　RDエリア名の(m)は，分割条件指定順序を示しています。

               注2　JUTYU表は，次のように定義されているものとします。

                      CREATE TABLE JUTYU
         (DNO CHAR(6), TCODE CHAR(5), SCODE CHAR(4) NOT NULL, JDATE CHAR(8) NOT NULL)
           PARTITIONED BY MULTIDIM
           (SCODE(('100')),
           FIX HASH HASHZ BY JDATE) IN
           ((RDA1,RDA2,RDA3,RDA4,RDA5), (RDA6,RDA7,RDA8,RDA9,RDA10));

               
                  (1)　削除対象の2011年5月のデータが格納されているRDエリア名を特定します

                  次のどちらかの方法でRDエリア名を特定します。

                  
                     (a)　表分割ハッシュ関数p_rdb_dbhashを使用する方法

                     (i) 表分割ハッシュ関数の実行

                     HiRDBが提供する表分割ハッシュ関数を使用して，削除対象の2011年5月のデータが格納されているRDエリア名を特定します。表分割ハッシュ関数の引数を次に示します。なお，表分割ハッシュ関数については，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項番

                                 
                                 	
                                    引数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    hashcode（ハッシュ関数コード）

                                 
                                 	
                                    p_rdb_HASH0(100)

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    ncol（分割キーの列数）

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    3

                                 
                                 	
                                    collst（分割キーの指定順序とデータ型コード，データ長コード）

                                 
                                 	
                                    データ型コード：PDSQL_CHAR

                                    データ長コード：8

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    dadlst（分割キーに格納するデータ）

                                 
                                 	
                                    項番3のデータ型の値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    5

                                 
                                 	
                                    ndiv（表の分割数）

                                 
                                 	
                                    5

                                 
                              

                              
                                 	
                                    6

                                 
                                 	
                                    ncspace（HiRDBサーバで使用する各国文字の全角空白文字）

                                 
                                 	
                                    ncspace[0]：0x81

                                    ncspace[1]：0x40

                                 
                              

                              
                                 	
                                    7

                                 
                                 	
                                    flags（空白変換レベル，DECIMAL型の符号正規化機能の使用有無）

                                 
                                 	
                                    0

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    rdno（分割条件指定順序，又は分割キー内通番）

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           文字コード種別，空白変換レベル，及びDECIMAL型の符号正規化機能は，すべて省略しているものとします。

                        

                     

                     上記の表分割ハッシュ関数を実行すると，分割条件指定順序としてrdno=1が返ってきます。

                     (ii) SQLの実行

                     表分割ハッシュ関数の結果を基に，次のSQLを実行し，RDエリア名を特定します。

                     SELECT RDAREA_NAME,DCVALUES
    FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
      WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'     /* ユーザ名 */
        AND TABLE_NAME='JUTYU'       /* ハッシュ分割表名 */
          AND MOD(DIV_NO-1,5)+1 = 1  /* RDエリア定義順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次のように削除対象のRDエリア名としてRDA1及びRDA6が返ってきます。

                      RDAREA_NAME                   DCVALUES※
 --------------------------    ----------------------
 RDA1                          100
 RDA6                          *********************

                     
                        	注※

                        	
                           DCVALUES列も同時に検索することによって，RDエリアが第1次元のどの分割に対応するかの情報も得られます。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　CREATE PUBLIC FUNCTIONを定義しておく方法

                     (i) CREATE PUBLIC FUNCTIONの定義

                     ハッシュ関数HASH0の場合，次のSQLをあらかじめ定義しておくことでRDエリアを特定できます。

                     CREATE PUBLIC FUNCTION HASH0
 (DIVKEY VARCHAR(8)※,          /* ‘YYYYMMDD’ 又は ‘YYYYMM’ */
  NDIV INT)                    /* 分割列数 */
  RETURNS INT 
    BEGIN 
      DECLARE DIVDATE DATE; 
      SET DIVDATE = CASE LENGTH(DIVKEY)
             WHEN 6 THEN DATE(SUBSTR(DIVKEY,1,6)||'01','YYYYMMDD')
             ELSE DATE(DIVKEY,'YYYYMMDD')
             END;
  RETURN MOD(YEAR(DIVDATE)*12+MONTH(DIVDATE), NDIV)+1;    /* 戻り値 */
  END 
END_FUNC;

                     
                        	注※

                        	
                           列のデータはCHAR(8)ですが，パラメタはVARCHARでなければ文字列定数を指定した呼び出しができません。

                        

                     

                     (ii) SQLの実行

                     次のSQLで，2011年5月のデータがどこに入っているのかを検索します。

                     SELECT RDAREA_NAME,DCVALUES
  FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
    WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'                   /* ユーザ名 */
      AND TABLE_NAME='JUTYU'                     /* ハッシュ分割表名 */
      AND MOD(DIV_NO-1,5)+1=HASH0('20110531',5)  /* RDエリア定義順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次のように削除対象のRDエリア名としてRDA1及びRDA6が返ってきます。

                      RDAREA_NAME                   DCVALUES※
 --------------------------    ----------------------
 RDA1                          100
 RDA6                          *********************

                     
                        	注※

                        	
                           DCVALUES列も同時に検索することによって，RDエリアが第1次元のどの分割に対応するかの情報も得られます。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDA1
pdhold -r RDA6

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでJUTYU表のRDA1及びRDA6のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -t JUTYU -r RDA1 unload_control_file1

                  pdrorg -k unld -t JUTYU -r RDA6 unload_control_file6

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -r：特定のRDエリアだけアンロードするため，対象となるRDエリア名を指定します。

                        unload_control_file：pdrorgコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                     

                     	＜RDA1の場合＞

                     	
                        unload bes1:/pdrorg/unload_file1
 
/* bes1：アンロードデータファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdrorg/unload_file1：アンロードデータファイルの名称 */

                     

                     	＜RDA6の場合＞

                     	
                        unload bes1:/pdrorg/unload_file6
 
/* bes1：アンロードデータファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdrorg/unload_file6：アンロードデータファイルの名称 */

                     

                  

               
               
                  (4)　pdloadコマンドでRDA1及びRDA6に対して0件のデータロードをします

                  最も古い2011年5月のデータ（RDA1及びRDA6のデータ）を削除するため，0件のデータロードを実行します。

                  pdload -d JUTYU load_control_file1

                  pdload -d JUTYU load_control_file6

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -d：既存のデータを削除してからデータロードをするために指定します。

                        JUTYU：データロードする表の名称を指定します。

                        load_control_file：pdloadコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                     

                     	＜RDA1の場合＞

                     	
                        source RDA1 bes1:/pdload/load_file1
 
/* RDA1：0件のデータをデータロードするRDエリアの名称 */
/* bes1：ロードする0件データファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdload/load_file1：ロードする0件データファイルの名称 */

                     

                     	＜RDA6の場合＞

                     	
                        source RDA6 bes1:/pdload/load_file6
 
/* RDA6：0件のデータをデータロードするRDエリアの名称 */
/* bes1：ロードする0件データファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdload/load_file6：ロードする0件データファイルの名称 */

                     

                  

                  分割表に，分割していない非分割インデクスを定義している場合，pdloadコマンド実行後に非分割インデクスを一括作成してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDA1
pdrels -r RDA6

                  コマンドの実行後，UAPなどで2011年10月のデータを挿入すると，RDA1及びRDA6にデータが格納されます。

                  なお，コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.15.5　例題５　RDエリアを年月日単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割でない場合）

               ハッシュ関数HASHZを使用して，KESSAI表に2011年7月31日〜9月1日の1か月＋2日分のデータを保持している状態で，最も古い2011年7月31日のデータをRDエリア単位に削除し，新しい2011年9月2日のデータを格納する例を説明します。

               RDエリアを年月日単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割でない場合）の例を次の図に示します。

               
                  図13‒90　RDエリアを年月日単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割でない場合）
                  [image: [図データ]]

               
               注1　RDエリア名の(m)は，分割条件指定順序を示しています。

               注2　KESSAI表は，次のように定義されているものとします。

                     CREATE TABLE KESSAI
        (DNO CHAR(6), TCODE CHAR(5), SCODE CHAR(4), JDATE CHAR(8) NOT NULL)
        FIX HASH HASHZ BY JDATE IN
        (RDA1,RDA2,RDA3,RDA4,RDA5,RDA6,RDA7,RDA8,RDA9,RDA10
        ,RDA11,RDA12,RDA13,RDA14,RDA15,RDA16,RDA17,RDA18,RDA19,RDA20
        ,RDA21,RDA22,RDA23,RDA24,RDA25,RDA26,RDA27,RDA28,RDA29,RDA30
        ,RDA31,RDA32,RDA33);

               
                  (1)　削除対象の2011年7月31日のデータが格納されているRDエリア名を特定します

                  次のどちらかの方法でRDエリア名を特定します。

                  
                     (a)　表分割ハッシュ関数p_rdb_dbhashを使用する方法

                     (i) 表分割ハッシュ関数の実行

                     HiRDBが提供する表分割ハッシュ関数を使用して，削除対象の2011年7月31日のデータが格納されているRDエリア名を特定します。表分割ハッシュ関数の引数を次に示します。なお，表分割ハッシュ関数については，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項番

                                 
                                 	
                                    引数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    hashcode（ハッシュ関数コード）

                                 
                                 	
                                    p_rdb_HASHZ(99)

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    ncol（分割キーの列数）

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    3

                                 
                                 	
                                    collst（分割キーの指定順序とデータ型コード，データ長コード）

                                 
                                 	
                                    データ型コード：PDSQL_CHAR

                                    データ長コード：8

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    dadlst（分割キーに格納するデータ）

                                 
                                 	
                                    項番3のデータ型の値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    5

                                 
                                 	
                                    ndiv（表の分割数）

                                 
                                 	
                                    33

                                 
                              

                              
                                 	
                                    6

                                 
                                 	
                                    ncspace（HiRDBサーバで使用する各国文字の全角空白文字）

                                 
                                 	
                                    ncspace[0]：0x81

                                    ncspace[1]：0x40

                                 
                              

                              
                                 	
                                    7

                                 
                                 	
                                    flags（空白変換レベル，DECIMAL型の符号正規化機能の使用有無）

                                 
                                 	
                                    0

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    rdno（分割条件指定順序，又は分割キー内通番）

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           文字コード種別，空白変換レベル，及びDECIMAL型の符号正規化機能は，すべて省略しているものとします。

                        

                     

                     上記の表分割ハッシュ関数を実行すると，分割条件指定順序としてrdno=1が返ってきます。

                     (ii) SQLの実行

                     表分割ハッシュ関数の結果を基に，次のSQLを実行し，RDエリア名を特定します。

                     SELECT RDAREA_NAME
    FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
      WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'   /* ユーザ名 */
        AND TABLE_NAME='KESSAI'    /* ハッシュ分割表名 */
        AND DIV_NO=1               /* 分割条件指定順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次に示すように削除対象のRDエリア名としてRDA1が返ってきます。

                      RDAREA_NAME
 ------------------------------
 RDA1

                  
                  
                     (b)　CREATE PUBLIC FUNCTIONを定義しておく方法

                     (i) CREATE PUBLIC FUNCTIONの定義

                     ハッシュ関数HASHZの場合，次のSQLをあらかじめ定義しておくことでRDエリアを特定できます。

                     CREATE PUBLIC FUNCTION HASHZ
 (IDATE VARCHAR(8)※,        /* ‘YYYYMMDD’ */
  NDIV INT)                 /* 分割列数 */
RETURNS INT 
  BEGIN 
    RETURN MOD(DAYS(DATE(IDATE,'yyyymmdd'),NDIV)+1;  /* HASHZによる戻り値 */
  END 
END_FUNC;

                     
                        	注※

                        	
                           列のデータはCHAR(8)ですが，パラメタはVARCHARでなければ文字列定数を指定した呼び出しができません。

                        

                     

                     (ii) SQLの実行

                     次のSQLで，2011年7月31日のデータがどこに入っているのかを検索します。

                     SELECT RDAREA_NAME
  FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
    WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'              /* ユーザ名 */
      AND TABLE_NAME='KESSAI'               /* ハッシュ分割表名 */
      AND DIV_NO=HASHZ('20110731',33);      /* RDエリア定義順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次に示すように削除対象のRDエリア名としてRDA1が返ってきます。

                      RDAREA_NAME
 ------------------------------
 RDA1

                  
               
               
                  (2)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDA1

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでKESSAI表のRDA1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -t KESSAI -r RDA1 unload_control_file

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -r：特定のRDエリアだけアンロードするため，対象となるRDエリア名を指定します。

                        unload_control_file：pdrorgコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                        unload bes1:/pdrorg/unload_file
 
/* bes1：アンロードデータファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdrorg/unload_file：アンロードデータファイルの名称 */

                     

                  

               
               
                  (4)　pdloadコマンドでRDA1に対して0件のデータロードをします

                  最も古い2011年7月31日のデータ（RDA1のデータ）を削除するため，0件のデータロードを実行します。

                  pdload -d KESSAI load_control_file

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -d：既存のデータを削除してからデータロードをするために指定します。

                        KESSAI：データロードする表の名称を指定します。

                        load_control_file：pdloadコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                        source RDA1 bes1:/pdload/load_file
 
/* RDA1：0件のデータをデータロードするRDエリアの名称 */
/* bes1：ロードする0件データファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdload/load_file：ロードする0件データファイルの名称 */

                     

                  

                  分割表に，分割していない非分割インデクスを定義している場合，pdloadコマンド実行後に非分割インデクスを一括作成してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDA1

                  コマンドの実行後，UAPなどで2011年9月2日のデータを挿入すると，RDA1にデータが格納されます。

                  なお，コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.15.6　例題６　RDエリアを年月日単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割の場合）

               ハッシュ関数HASHZを使用したマトリクス分割表を定義して，KESSAI表に2011年7月31日〜9月1日の1か月＋2日分のデータを保持している状態で，最も古い2011年7月31日のデータをRDエリア単位に削除し，新しい2011年9月2日のデータを格納する例を説明します。なお，ここでのマトリクス分割表は，次のように分割しているものとします。

               
                  	
                     第1次元は，SCODE列でキーレンジ分割する。第1次元の分割数は3とし，境界値として100及び200を指定する。

                  

                  	
                     第2次元は，JDATE列でハッシュ分割する。第2次元の分割数は33とし，ハッシュ関数としてHASHZを指定する。

                  

                  	
                     JDATE列のデータ型はCHAR(8)で，年月日を‘YYYYMMDD’の形式で格納する。

                  

               

               RDエリアを年月日単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割の場合）の例を次の図に示します。

               
                  図13‒91　RDエリアを年月日単位に循環させて割り当てる場合（マトリクス分割の場合）
                  [image: [図データ]]

               
               注1　RDエリア名の(m)は，分割条件指定順序を示しています。

               注2　KESSAI表は，次のように定義されているものとします。

                     CREATE TABLE KESSAI
        (DNO CHAR(6), TCODE CHAR(5), SCODE CHAR(4) NOT NULL, JDATE CHAR(8) NOT NULL)
        PARTITIONED BY MULTIDIM
        (SCODE(('100'),('200')), 
        FIX HASH HASHZ BY JDATE) IN
       ((RDA1,RDA2,RDA3,RDA4,RDA5,RDA6,RDA7,RDA8,RDA9,RDA10
        ,RDA11,RDA12,RDA13,RDA14,RDA15,RDA16,RDA17,RDA18,RDA19,RDA20
        ,RDA21,RDA22,RDA23,RDA24,RDA25,RDA26,RDA27,RDA28,RDA29,RDA30
        ,RDA31,RDA32,RDA33),(RDA34,RDA35,RDA36,RDA37,RDA38,RDA39,RDA40
        ,RDA41,RDA42,RDA43,RDA44,RDA45,RDA46,RDA47,RDA48,RDA49,RDA50
        ,RDA51,RDA52,RDA53,RDA54,RDA55,RDA56,RDA57,RDA58,RDA59,RDA60
        ,RDA61,RDA62,RDA63,RDA64,RDA65,RDA66),(RDA67,RDA68,RDA69,RDA70
        ,RDA71,RDA72,RDA73,RDA74,RDA75,RDA76,RDA77,RDA78,RDA79,RDA80
        ,RDA81,RDA82,RDA83,RDA84,RDA85,RDA86,RDA87,RDA88,RDA89,RDA90
        ,RDA91,RDA92,RDA93,RDA94,RDA95,RDA96,RDA97,RDA98,RDA99));

               
                  (1)　削除対象の2011年7月31日のデータが格納されているRDエリア名を特定します

                  次のどちらかの方法でRDエリア名を特定します。

                  
                     (a)　表分割ハッシュ関数p_rdb_dbhashを使用する方法

                     (i) 表分割ハッシュ関数の実行

                     HiRDBが提供する表分割ハッシュ関数を使用して，削除対象の2011年7月31日のデータが格納されているRDエリア名を特定します。表分割ハッシュ関数の引数を次に示します。なお，表分割ハッシュ関数については，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項番

                                 
                                 	
                                    引数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    hashcode（ハッシュ関数コード）

                                 
                                 	
                                    p_rdb_HASHZ(99)

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    ncol（分割キーの列数）

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    3

                                 
                                 	
                                    collst（分割キーの指定順序とデータ型コード，データ長コード）

                                 
                                 	
                                    データ型コード：PDSQL_CHAR

                                    データ長コード：8

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    dadlst（分割キーに格納するデータ）

                                 
                                 	
                                    項番3のデータ型の値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    5

                                 
                                 	
                                    ndiv（表の分割数）

                                 
                                 	
                                    33

                                 
                              

                              
                                 	
                                    6

                                 
                                 	
                                    ncspace（HiRDBサーバで使用する各国文字の全角空白文字）

                                 
                                 	
                                    ncspace[0]：0x81

                                    ncspace[1]：0x40

                                 
                              

                              
                                 	
                                    7

                                 
                                 	
                                    flags（空白変換レベル，DECIMAL型の符号正規化機能の使用有無）

                                 
                                 	
                                    0

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    rdno（分割条件指定順序，又は分割キー内通番）

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           文字コード種別，空白変換レベル，及びDECIMAL型の符号正規化機能は，すべて省略しているものとします。

                        

                     

                     上記の表分割ハッシュ関数を実行すると，分割条件指定順序としてrdno=1が返ってきます。

                     (ii) SQLの実行

                     表分割ハッシュ関数の結果を基に，次のSQLを実行し，RDエリア名を特定します。

                     SELECT RDAREA_NAME,DCVALUES
    FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
      WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'     /* ユーザ名 */
        AND TABLE_NAME='KESSAI'      /* ハッシュ分割表名 */
        AND MOD(DIV_NO-1,33)+1 = 1   /* RDエリア定義順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次に示すように削除対象のRDエリア名としてRDA1，RDA34及びRDA67が返ってきます。

                      RDAREA_NAME                       DCVALUES※
 ------------------------------    ----------------------
 RDA1                              100
 RDA34                             200
 RDA67                             *********************

                     
                        	注※

                        	
                           DCVALUES列も同時に検索することによって，RDエリアが第1次元のどの分割に対応するかの情報も得られます。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　CREATE PUBLIC FUNCTIONを定義しておく方法

                     (i) CREATE PUBLIC FUNCTIONの定義

                     ハッシュ関数HASHZの場合，次のSQLをあらかじめ定義しておくことでRDエリアを特定できます。

                     CREATE PUBLIC FUNCTION HASHZ
 (IDATE VARCHAR(8)※,        /* ‘YYYYMMDD’ */
  NDIV INT)                 /* 分割列数 */
RETURNS INT 
  BEGIN 
    RETURN MOD(DAYS(DATE(IDATE,'yyyymmdd'),NDIV)+1;  /* HASHZによる戻り値 */
  END 
END_FUNC;

                     
                        	注※

                        	
                           列のデータはCHAR(8)ですが，パラメタはVARCHARでなければ文字列定数を指定した呼び出しができません。

                        

                     

                     (ii) SQLの実行

                     次のSQLで，2011年7月31日のデータがどこに入っているのかを検索します。

                     SELECT RDAREA_NAME,DCVALUES
  FROM MASTER.SQL_DIV_TABLE
    WHERE TABLE_SCHEMA='USER1'         /* ユーザ名 */
      AND TABLE_NAME='KESSAI'          /* ハッシュ分割表名 */
      AND MOD(DIV_NO-1,33)+1=HASHZ('20110731',33)    /* RDエリア定義順序 */

                     上記のSQLを実行すると，次に示すように削除対象のRDエリア名としてRDA1，RDA34及びRDA67が返ってきます。

                      RDAREA_NAME                       DCVALUES※
 ------------------------------    ----------------------
 RDA1                              100
 RDA34                             200
 RDA67                             *********************

                     
                        	注※

                        	
                           DCVALUES列も同時に検索することによって，RDエリアが第1次元のどの分割に対応するかの情報も得られます。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　pdholdコマンドでアンロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDA1
pdhold -r RDA34
pdhold -r RDA67

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでKESSAI表のRDA1，RDA34及びRDA67のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -t KESSAI -r RDA1 unload_control_file1

                  pdrorg -k unld -t KESSAI -r RDA34 unload_control_file34

                  pdrorg -k unld -t KESSAI -r RDA67 unload_control_file67

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -r：特定のRDエリアだけアンロードするため，対象となるRDエリア名を指定します。

                        unload_control_file：pdrorgコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                     

                     	＜RDA1の場合＞

                     	
                        unload bes1:/pdrorg/unload_file1
 
/* bes1：アンロードデータファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdrorg/unload_file1：アンロードデータファイルの名称 */

                     

                     	＜RDA34の場合＞

                     	
                        unload bes1:/pdrorg/unload_file34
 
/* bes1：アンロードデータファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdrorg/unload_file34：アンロードデータファイルの名称 */

                     

                     	＜RDA67の場合＞

                     	
                        unload bes1:/pdrorg/unload_file67
 
/* bes1：アンロードデータファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdrorg/unload_file67：アンロードデータファイルの名称 */

                     

                  

               
               
                  (4)　pdloadコマンドでRDA1，RDA34及びRDA67に対して0件のデータロードをします

                  最も古い2011年7月31日のデータ（RDA1，RDA34及びRDA67のデータ）を削除するため，0件のデータロードを実行します。

                  pdload -d KESSAI load_control_file1

                  pdload -d KESSAI load_control_file34

                  pdload -d KESSAI load_control_file67

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -d：既存のデータを削除してからデータロードをするために指定します。

                        KESSAI：データロードする表の名称を指定します。

                        load_control_file：pdloadコマンドの制御情報ファイル名を指定します。制御情報ファイルの内容を次に示します。

                     

                     	＜RDA1の場合＞

                     	
                        source RDA1 bes1:/pdload/load_file1
 
/* RDA1：0件のデータをデータロードするRDエリアの名称 */
/* bes1：ロードする0件データファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdload/load_file1：ロードする0件データファイルの名称 */

                     

                     	＜RDA34の場合＞

                     	
                        source RDA34 bes1:/pdload/load_file34
 
/* RDA34：0件のデータをデータロードするRDエリアの名称 */
/* bes1：ロードする0件データファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdload/load_file34：ロードする0件データファイルの名称 */

                     

                     	＜RDA67の場合＞

                     	
                        source RDA67 bes1:/pdload/load_file67
 
/* RDA67：0件のデータをデータロードするRDエリアの名称 */
/* bes1：ロードする0件データファイルがあるサーバの名称 */
/* /pdload/load_file67：ロードする0件データファイルの名称 */

                     

                  

                  分割表に，分割していない非分割インデクスを定義している場合，pdloadコマンド実行後に非分割インデクスを一括作成してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDA1
pdrels -r RDA34
pdrels -r RDA67

                  コマンドの実行後，UAPなどで2011年9月2日のデータを挿入すると，RDA1，RDA34，RDA67にデータが格納されます。

                  なお，コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            13.16　別表へのデータの移行方法

            実行者　HiRDB管理者，DBA権限保持者，及び表の所有者

            別表へデータを移行できます。データを移行するには，pdrorg及びpdloadコマンドを実行します。

            別表へのデータの移行方法を次の図に示します。

            
               図13‒92　別表へのデータの移行方法
               [image: [図データ]]

            
            
               	留意事項

               	
                  
                     	
                        データの移行後，移行先の表に対して，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                     	
                        別のHiRDBシステムに表を移行する場合，表に抽象データ型の列が定義されている場合，データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）で抽象データ型のデータをアンロードするときにコンストラクタパラメタ逆生成関数を使う必要があります。

                     

                  

               

            

            
               13.16.1　例題１（別表へデータを移行する場合）

               TABLE01のデータをTABLE02に移行（コピー）します。TABLE01とTABLE02の表定義は次のように異なっているとします。

               [image: [図データ]]

               
                  (1)　pdholdコマンドでアンロード及びデータロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                                1
unld_func type=sgmltext,func=unsgmltext(sgmltext)     2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 表にSGMLTEXT型が定義されているため，コンストラクタパラメタ逆生成関数の情報を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                          1
unld_func type=sgmltext,func=unsgmltext(sgmltext)    2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                              	
                                 表にSGMLTEXT型が定義されているため，コンストラクタパラメタ逆生成関数の情報を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/rorg01：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　列構成情報ファイル（/pdload/column01）を作成します

                  *skipdata*,type=integer
C5
C6,func=(sgmltext,param=blob)
C7

                  (3)で作成した入力データファイルの列構成の形式とTABLE02の列構成が異なるため，データロードするときに列構成情報ファイルが必要になります。列構成情報ファイルの指定例については，「列構成情報ファイルの指定例」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdload/load01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     source /pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           (3)で作成したアンロードデータファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     source bes1:/pdrorg/unfile1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           (3)で作成したアンロードデータファイルの名称を指定します。

                        

                     

                  
               
               
                  (6)　pdloadコマンドでTABLE02にデータをロードします

                  pdload -b -W -c /pdload/column01 TABLE02 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        -c /pdload/column01：(4)で作成した列構成情報ファイル名を指定します。

                        TABLE02：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (8)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.16.2　例題２（XML型の列を含むデータを，表単位で移行する場合）

               表の列にXML型を含むデータを，表単位で移行する場合の方法を説明します。

               TABLE01とTABLE02は表定義が同じとします。TABLE01のデータをTABLE02に移行（コピー）します。

               
                  (1)　pdholdコマンドでアンロード及びデータロード対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA01,RDAREA02,…

               
               
                  (2)　アンロード時に実行するpdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdrorg/rorg01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     unload /pdrorg/unfile1                                1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     unload bes1:/pdrorg/unfile1                          1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/rorg01：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　データロード時に実行するpdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  制御文ファイル（/pdload/load01）の内容を次に示します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     source /pdrorg/unfile1                                1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     source bes1:/pdrorg/unfile1                           1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 アンロードデータファイルの名称を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (5)　pdloadコマンドでTABLE02にデータをデータロードします

                  pdload -b -W TABLE02 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE02：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　データロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でデータロードを実行したため，データロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (7)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA01,RDAREA02,…

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               13.16.3　列構成情報ファイルの指定例

               列構成情報ファイルの指定例を次に示します。

               
                  (1)　例１（列が削除されている場合）

                  [image: [図データ]]

                  
                     	●列構成情報ファイルの指定例

                     	
                        C4
*skipdata*,type=char(4)
C5

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        移行先の表にはCHAR型の列がないため，skipdata文を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　例２（列が追加されている場合）

                  [image: [図データ]]

                  
                     	●列構成情報ファイルの指定例

                     	
                        C3
C5

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        移行先の表にはC4列が追加されています。列構成情報ファイルには追加したC4列を記述しません。

                        列が追加されている場合の列構成情報ファイル指定のポイントは，追加された列を指定しないことです。こうすることで，HiRDBは入力データ中にその列のデータがないことを検知し，追加された列に省略値又はナル値を格納します。FIX表の場合はナル値を格納できないため，ALTER
                           TABLEで列を追加するときにWITH DEFAULTオペランドを指定して省略値を格納するようにします。

                     

                  

               
               
                  (3)　例３（列の順番が変更されている場合）

                  [image: [図データ]]

                  
                     	●列構成情報ファイルの指定例

                     	
                        C5
C4
C6

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        C4とC5列の順番が入れ替わっているため，C5，C4の順番で指定します。

                     

                  

               
            
         
         
            13.17　表を削除する方法

            実行者　表の所有者又はDBA権限保持者

            不要になった表を削除する場合はDROP TABLEを実行します。表に格納されているデータは削除されるため，ユーザ用RDエリアに空き領域ができます。このため，ユーザ用RDエリアを有効に利用できます。

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        表を削除すると，次に示すリソースも削除されます。

                        ・表のインデクス

                        ・その表を基にして作成したビュー表

                        ・その表に対するアクセス権限

                        ・その表に定義したトリガ

                     

                     	
                        表を削除すると，その表を使用しているストアドルーチンが無効になります。

                     

                     	
                        トリガSQL文中に指定している表を削除すると，トリガが無効になります。

                     

                     	
                        データを格納している改竄防止表は削除できません。

                     

                  

               

            

         
         
            13.18　スキーマを削除する方法

            実行者　スキーマの所有者又はDBA権限保持者

            スキーマを削除するにはDROP SCHEMAを使用します。

            
               13.18.1　スキーマを削除すると削除されるリソース

               スキーマを削除すると，そのスキーマ所有者のリソースも削除されます。削除されるリソースを次に示します。

               
                  	
                     表

                  

                  	
                     インデクス

                  

                  	
                     ビュー表

                  

                  	
                     コメント

                  

                  	
                     アクセス権限

                  

                  	
                     抽象データ型

                  

                  	
                     インデクス型

                  

                  	
                     ストアドプロシジャ

                  

                  	
                     ストアドファンクション

                  

                  	
                     トリガ

                  

               

            
            
               13.18.2　他人のリソースにも影響があります

               
                  	ビュー表が削除されます

                  	
                     スキーマ所有者の表及びビュー表が削除されるため，そのリソースを基にして作成したビュー表が削除されます。

                  

                  	アクセス権限が削除されます

                  	
                     スキーマ所有者の表及びビュー表が削除されるため，そのリソースに対するアクセス権限が削除されます。

                  

                  	ストアドルーチン及びトリガが無効になります

                  	
                     スキーマ所有者の表，ビュー表，インデクス，抽象データ型，ストアドルーチン，及びトリガが削除されるため，そのリソースを使用しているストアドルーチン及びトリガが無効になります。

                  

               

            
            
               13.18.3　スキーマが削除できない場合

               
                  	
                     自分の表に定義した抽象データ型を使用しているユーザがいると，スキーマを削除できません。

                  

                  	
                     データを格納している改竄防止表を所有しているユーザのスキーマは削除できません。

                  

               

            
         
         
            13.19　抽象データ型を削除する方法

            
               13.19.1　抽象データ型を削除する方法と注意事項

               実行者　表の所有者又はDBA権限保持者

               抽象データ型を削除するには，DROP DATA TYPEを使用します。

               
                  	注意事項

                  	
                     削除対象の抽象データ型を使用するリソース（表，インデクス，及び抽象データ型）がある場合，その抽象データ型は削除できません。

                  

               

               
                  (1)　抽象データ型を削除できない場合があります

                  削除するデータ型又は削除するデータ型の上位のデータ型が次に示す条件を満たす場合，DROP DATA TYPEでWITH PROGRAMを指定してください。指定しないと削除できません。

                  
                     	
                        手続き又は関数中のSQLパラメタに指定しているデータ型

                     

                     	
                        関数の戻り値に指定しているデータ型

                     

                     	
                        手続き又は関数から呼び出している関数の引数及び戻り値で指定しているデータ型

                     

                     	
                        手続き，関数，又はトリガ中に指定しているデータ型（コンポネント指定で抽象データ型をアクセスする場合，その途中のデータ型も含みます）

                     

                  

                  抽象データ型を削除すると，前記の条件に該当するストアドルーチン及びトリガが無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE，ALTER ROUTINE，又はALTER
                     TRIGGERでストアドルーチン及びトリガを再作成してください。

               
               
                  (2)　サブタイプは削除できません

                  
                     	
                        削除対象のデータ型の上位のデータ型が表定義に使用されていると，そのデータ型は削除できません。

                     

                     	
                        削除対象のデータ型，及び削除対象のデータ型の上位のデータ型がほかの抽象データ型に使用されていると，そのデータ型は削除できません。

                     

                  

               
            
         
         
            13.20　既存の表の定義系SQLを作成する方法

            実行者　HiRDB管理者又はDBA権限保持者

            pddefrevコマンドで，現在使用している表の定義系SQLを作成できます。

            現在使用している表と同じ定義の表を作成するときに使用すると便利です。pddefrevコマンドで作成された定義系SQLは，データベース定義ユティリティ（pddefコマンド）の入力情報となります。

            
               	参考

               	
                  抽象データ型を定義した表は，pddefrevコマンドの対象外となります（定義系SQLを作成できません）。

               

            

         
         
            13.21　リストの管理（絞込み検索）

            
               13.21.1　リストの管理方法

               実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

               ここでは，絞込み検索をするときに使用するリストの管理方法について説明します。リストを使用している場合，次に示すことに注意してください。

               
                  (1)　HiRDBを終了するとすべてのリストが削除されます

                  HiRDBを終了（異常終了を含む）するとすべてのリストが削除されるため，リストを使用した検索ができなくなります。リストが必要な場合は，ASSIGN LIST文で再度リストを作成してください。

                  
                     	HiRDB/パラレルサーバの場合

                     	
                        
                           	
                              ユニット単位の終了をすると，そのユニットにあるすべてのリストが削除されます。

                           

                           	
                              サーバ単位の終了をすると，そのサーバにあるすべてのリストが削除されます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　リストの基表をデータベース回復ユティリティで回復した場合

                  リストの基表を最新の同期点の状態まで回復した場合，リストはそのまま使用できます。しかし，最新の同期点の状態まで回復しなかった場合（例えば，バックアップ取得時点に回復した場合），基表とリストの整合性が合わなくなる可能性があるため，ASSIGN LIST文でリストを再作成してください。

               
               
                  (3)　リストの基表を格納しているRDエリアを再初期化した場合

                  リストの基表を格納しているRDエリアを再初期化した場合，そのリストに対して次に示すどちらかの処置をしてください。

                  
                     	
                        ASSIGN LIST文でリストを再作成します。

                     

                     	
                        DROP LIST文でリストを削除します。

                     

                  

               
               
                  (4)　リストが無効になる操作

                  リストの基表に対して次に示す操作をした場合，リストの検索結果が不正になります。この場合，ASSIGN LIST文でリストを再作成してください。

                  
                     	
                        表の再編成

                     

                     	
                        作成モードでの表へのデータロード

                     

                     	
                        PURGE TABLE文の実行

                     

                  

               
               
                  (5)　リスト及びリスト用RDエリアに対して使用できないコマンドがあります

                  リスト及びリスト用RDエリアに対して，次に示すコマンドが使用できません。

                  
                     	
                        データベース作成ユティリティ

                     

                     	
                        データベース再編成ユティリティ

                     

                     	
                        データベース複写ユティリティ

                     

                     	
                        データベース回復ユティリティ

                     

                     	
                        データベース状態解析ユティリティ（RDエリア単位の物理的解析だけはできます）

                     

                  

               
               
                  (6)　ディクショナリサーバが終了したときの留意事項

                  リストの作成及び削除のオーバヘッド低減のため，HiRDBではリストの管理情報をディクショナリサーバのメモリに保持しています。このため，ディクショナリサーバ又はディクショナリサーバがあるユニットを終了すると，リストの管理情報が失われます。その結果，これまで作成した全リストが無効になります。この場合，ASSIGN LIST文で再度リストを作成してください。

                  なお，ディクショナリサーバの再開始後，終了以前に実行していた他ユーザのリストを使用したトランザクションの回復が完了するまでの間，リストを使用した処理がKFPA11998-Eエラー（トランザクション未決着状態でのリスト操作）となることがあります。

               
               
                  (7)　リストの情報を調べるコマンド（pdlistlsコマンド）

                  pdlistlsコマンドでリストの情報を調べられます。表示される情報は次のとおりです。

                  
                     	
                        リスト名

                     

                     	
                        リストの所有者

                     

                     	
                        リストの基表名

                     

                     	
                        リストの基表の所有者

                     

                     	
                        pd_max_list_usersの値（リスト所有者数の最大値）

                     

                     	
                        pd_max_list_countの値（1ユーザ当たりの最大リスト作成数）

                     

                  

               
               
                  (8)　インナレプリカ機能使用時の注意事項

                  リストの基表を格納しているRDエリアにレプリカRDエリアが定義されている状態で，アクセス対象RDエリアの切り替えをする場合に注意が必要です。カレント切り替えコマンド（pddbchgコマンド），又はクライアント環境定義若しくはUAP環境定義のPDDBACCSオペランドでアクセス対象RDエリアを切り替えた場合，次に示すときを除いて検索結果が不正になります。

                  
                     	
                        リスト検索時のアクセス対象RDエリアとリスト作成時のアクセス対象RDエリアが一致している

                     

                     	
                        リスト検索時のアクセス対象RDエリアがリスト作成時のアクセス対象RDエリアからデータ複製されている

                     

                  

                  リストを使用する場合は，次に示すどれかの方法をとってください。

                  
                     	
                        リスト作成時のアクセス対象RDエリアをアクセス対象RDエリアとして使用する

                     

                     	
                        リスト作成時のアクセス対象RDエリアからデータ複製されたRDエリアをアクセス対象RDエリアとして使用する

                     

                     	
                        現在のアクセス対象RDエリアでリストを再作成する

                     

                  

                  インナレプリカ機能については，マニュアル「インナレプリカ機能 HiRDB Staticizer Option」を参照してください。

               
               
                  (9)　リストの初期化（削除）時期の変更

                  (1)で説明したように，HiRDBを終了するとリストが削除されます。このリストの削除処理（初期化処理）はHiRDBの開始処理時に行われるため，作成したリスト数が多いとHiRDBの開始処理に時間が掛かります。次に示すような場合に，リストの初期化時期の変更を検討してください。

                  
                     	
                        HiRDBの開始時間を短縮したい

                     

                     	
                        系の切り替え時間を短縮したい（ユーザサーバホットスタンバイ又は高速系切り替え機能を使用している）

                     

                  

                  リストの初期化時期はpd_list_initialize_timingオペランドで次のように変更できます。

                  
                     	
                        ASSIGN LIST文の実行時にリストを初期化する（DEFER指定）

                     

                     	
                        待機系のHiRDBを開始するときにリストを初期化する（STANDBY指定）

                     

                  

                  
                     (a)　ASSIGN LIST文の実行時にリストを初期化する場合

                     HiRDBを開始するときにリストを初期化しないで，ASSIGN LIST文を実行するときにリストを初期化します。そのため，ASSIGN LIST文を実行するときに初期化する分のオーバヘッドが掛かります。この初期化処理のオーバヘッドを小さくするには，リスト用RDエリアの容量及び最大リスト数をなるべく小さく設定してください。リスト作成数が多い場合は，リスト用RDエリアの数を増やして対応してください。これで，ASSIGN
                        LIST文実行時の初期化処理のオーバヘッドを分散できます。

                  
                  
                     (b)　待機系のHiRDBを開始するときにリストを初期化する場合（高速系切り替え機能限定）

                     待機系のHiRDBを開始するときにリストを初期化します。系の切り替え時にはリストを初期化しません。また，系切り替え後のASSIGN LIST文の実行時にもリストを初期化しません。そのため，リスト用RDエリアの容量及び最大リスト数を大きく設定し，作成するリスト用RDエリア数を少なくできます。ただし，次に説明する準備作業をする必要があります。

                     
                        	準備作業

                        	
                           実行系と待機系の両方にリストが必要になります。それぞれのローカルディスクに作成してください。次の二つの方法があります。

                           
                              	実行系のHiRDBで作成したリストを待機系のHiRDBにコピーする方法

                              	
                                 
                                    	
                                       実行系のHiRDBのリスト用RDエリアを格納している全HiRDBファイルシステム領域を待機系のローカルディスクにコピーします。

                                    

                                    	
                                       リスト用RDエリアに定義されているすべてのHiRDBファイル名が，1で作成したHiRDBファイルシステム領域を指すようにリンクを設定します。

                                    

                                 

                              

                              	データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）の再初期化を使用する方法

                              	
                                 
                                    	
                                       pdstopコマンドで実行系のHiRDBを正常終了します。

                                    

                                    	
                                       pdfmkfsコマンドで，リスト用RDエリアを作成するHiRDBファイルシステム領域を作成します。実行系と同じ設定，同じ数だけ作成してください。

                                    

                                    	
                                       リスト用RDエリアに定義されているすべてのHiRDBファイル名が，2で作成したHiRDBファイルシステム領域を指すようにリンクを設定します。

                                    

                                    	
                                       pdstartコマンドで待機系のHiRDBを正常開始します。このとき，待機系のHiRDBにはHiRDBファイルシステム領域内にHiRDBファイルがないため，リスト用RDエリアがオープン，障害閉塞状態になります。

                                    

                                    	
                                       pdmodコマンドですべてのリスト用RDエリアを再初期化します。このとき，再初期化するRDエリア名だけを指定してください。

                                    

                                    	
                                       pdrelsコマンドですべてのリスト用RDエリアの閉塞を解除します。

                                    

                                    	
                                       pdstopコマンドで待機系のHiRDBを正常終了します。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (10)　リスト用RDエリアの構成変更

                  (9)(b)に示した実行系と待機系のローカルディスクに別々にリスト用RDエリアを作成している場合，(9)の再初期化以外のRDエリアの構成変更は，次の手順で行います。

                  
                     	
                        実行系でリスト用RDエリアの構成を変更します。

                     

                     	
                        pdstopコマンドで実行系のHiRDBを正常終了します。

                     

                     	
                        実行系のHiRDBのリスト用RDエリアを格納しているすべてのHiRDBファイルシステム領域を待機系のローカルディスクにコピーします。

                     

                     	
                        リスト用RDエリアに定義されているすべてのHiRDBファイル名が，3で作成したHiRDBファイルシステム領域を指すようにリンクを設定します。

                     

                  

               
            
         
         
            13.22　表データ中の空白文字を統一する方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

            ここでは，全角の空白と半角の空白が表データに混在している場合の空白文字の統一方法について説明します。空白データを統一するには，空白変換機能を使用します。

            
               13.22.1　空白変換機能とは

               データを比較するとき，全角の空白1文字と半角の空白2文字は異なるデータと認識されます。したがって，全角の空白1文字と半角の空白2文字が表データ中に混在していると，検索結果が不正になることがあります。

               
                  	（例）

                  	
                     次に示すデータは異なるデータと認識されます。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               なお，ここでいう全角空白とは次に示すコードのことです。半角空白2文字とは，X'2020'のことです。

               
                  	
                     シフトJIS漢字の場合：X'8140'

                  

                  	
                     EUC日本語漢字又はEUC中国語漢字の場合：X'A1A1'

                  

                  	
                     中国語漢字コード（GB18030）の場合※：X'A1A1'

                  

                  	
                     Unicode（UTF-8）又はUnicode（IVS対応UTF-8）の場合※：X'E38080'

                  

               

               注※　文字コードがUnicode（UTF-8），Unicode（IVS対応UTF-8）又は中国語漢字コード（GB18030）の場合は，NCHAR及びNVARCHARを使用できません。

               
                  (1)　空白変換レベル

                  空白変換機能には三つのレベルがあり，次の表に示すように空白を変換します。

                  
                     表13‒44　空白変換レベル
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 レベル

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 レベル0

                              
                              	
                                 空白変換をしません。

                              
                           

                           
                              	
                                 レベル1

                              
                              	
                                 操作系SQLでの定数，埋込み変数，又は？パラメタのデータの空白，及びユティリティで格納するデータの空白を次のように変換します。

                                 
                                    	
                                       文字列定数を各国文字列定数とみなした場合，半角空白2文字を全角空白1文字に変換します。なお，半角空白が1文字単独で現れる場合は変換しません。

                                    

                                    	
                                       文字列定数を混在文字列定数とみなした場合，全角空白1文字を半角空白2文字に変換します。

                                    

                                    	
                                       各国文字列型の列へのデータの格納時，及び各国文字列型の値式との比較時は，埋込み変数，又は？パラメタの半角空白2文字を全角空白1文字に変換します。なお，半角空白が1文字単独で現れる場合は変換しません。

                                    

                                    	
                                       混在文字列型の列へのデータの格納時，及び混在文字列型の値式との比較時は，埋込み変数，又は？パラメタの全角空白1文字を半角空白2文字に変換します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 レベル3

                              
                              	
                                 空白変換レベル1の処理に加えて次の処理が加わります。

                                 
                                    	
                                       各国文字列型の値式のデータを検索するときに，全角空白1文字を半角空白2文字に変換します。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  レベル1の処理方式とレベル3の処理方式を次の図に示します。

                  
                     図13‒93　レベル1の処理方式
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図13‒94　レベル3の処理方式
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (2)　注意事項

                  
                     	
                        空白変換レベルを変更すると，変更の前後でUAPの検索結果が変わることがあります。UAPの検索結果を変えたくない場合は，空白変換レベルを変更しないでください。

                     

                     	
                        レベル3を指定してソートをした場合，HiRDBはソートの結果に対して空白変換をするため，期待した結果を得られないことがあります。

                     

                     	
                        レベル3を指定して各国文字データを検索した場合，レベル0又は1のときに比べて性能が劣化することがあります。例えば，NVARCHAR（2000）などのデータ長が長いデータを検索するときに性能が劣化します。これは，全角空白を半角空白に変換するオーバヘッドが発生するためです。

                     

                     	
                        クラスタキーの列へデータを格納する場合，空白変換によってユニークエラーとなることがあります。この場合，空白変換をしないでデータを格納するか，又は既存データの空白文字を統一してください。既存データの空白文字の統一方法については，「表中の空白文字の統一方法」を参照してください。

                     

                     	
                        各国文字列の空白変換は，先頭から2文字単位で変換します。

                     

                     	
                        空白変換レベルに1又は3を指定したときの注意事項を次に示します。

                        
                           	
                              ハッシュ分割した表に対して，表分割ハッシュ関数を使用したUAPで格納先RDエリアを求める場合は，表分割ハッシュ関数の引数に空白変換レベルを指定してください。指定しないと表分割ハッシュ関数の結果が不正になることがあります。

                           

                           	
                              キーレンジ分割（分割キーが各国文字データ又は混在文字データの場合）した表に対して，UAPでキーレンジ分割処理をしている場合は，分割キー値を空白変換関数で変換してください。変換しないとキーレンジ分割の結果が不正になることがあります。

                           

                        

                        表分割ハッシュ関数，及び空白変換関数については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               13.22.2　空白変換レベルの設定方法

               空白変換レベルは次に示すオペランドで指定できます。

               
                  	
                     システム共通定義のpd_space_levelオペランド

                  

                  	
                     クライアント環境定義のPDSPACELVLオペランド

                  

                  	
                     データベース作成ユティリティのoption文のspacelvlオペランド

                  

                  	
                     データベース再編成ユティリティのoption文のspacelvlオペランド

                  

               

            
            
               13.22.3　表中の空白文字の統一方法

               空白文字を統一するときの運用方法を次に示します。

               
                  	運用方法

                  	
                     
                        	
                           既存データの空白文字を統一します。「既存データの空白文字を統一する場合」を参照してください。

                        

                        	
                           システム共通定義でpd_space_level=1を指定します。

                           これで新規に格納（データロード又はINSERT）するデータに関しては空白文字を統一できます。

                        

                        	
                           必要に応じてクライアント定義でPDSPACELVL=3を指定してデータを検索してください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　既存データの空白文字を統一する場合

                  既存データの空白文字を統一する方法を次の図に示します。

                  
                     図13‒95　既存データの空白文字を統一する方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        既存データの空白文字を統一するには，データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）で表を再編成してください。表を再編成するとき，pdrorgコマンドのoption文でspacelvl=1を指定してください。

                        表の再編成方法については，「表の再編成」及び「表の再編成（例題）」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　新規データの空白文字を統一する場合

                  新規データの空白文字を統一する方法を次の図に示します。

                  
                     図13‒96　新規データの空白文字を統一する方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        新規データの空白文字を統一する場合は，データベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）でデータロードをするときに，option文でspacelvl=1を指定してください。なお，option文のspacelvlオペランドを省略すると，システム共通定義のpd_space_levelオペランドの指定が仮定されます。

                        データロードの方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　別システムに表データを移行する場合

                  別システムに表データを移行する場合の空白文字の統一方法を次の図に示します。

                  
                     図13‒97　別システムに表データを移行する場合の空白文字の統一方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        表データを別システムに移行する場合は，移行先システムでデータをデータロードするときに，データベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）のoption文でspacelvl=1を指定してください。

                        表データを別システムに移行する方法については，「表をほかのHiRDBシステムに移行する方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　-Wオプション指定で出力したアンロードデータをUAPで使用する場合

                  -Wオプション指定で出力したアンロードデータをUAPで使用する場合（このUAPで比較処理をする場合）の空白変換方法を次の図に示します。なお，この場合，表中の空白文字が統一されている必要があります。

                  
                     図13‒98　-Wオプション指定で出力したアンロードデータをUAPで使用する場合
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              データをアンロードするときにデータベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）のoption文でspacelvl=3を指定してください。各国文字データの全角空白1文字が半角空白2文字に変換されます。

                           

                           	
                              UAPで実施する各国文字データの比較処理は半角空白で行われます。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            13.23　DECIMAL型の符号部を変換する方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

            DECIMAL型，日間隔型，及び時間隔型のデータ形式は，値の整数部分と符号部分で構成される符号付きパック形式です。通常，HiRDBでは符号付きパック形式データの符号部分としてX'C'（正），X'D'（負），X'F'（正）を有効な値として，UAP又はユティリティから入力される符号をそのままデータベースに格納※しています。また，＋0（符号部X'C'又はX'F'）と−0（符号部X'D'）は異なる値としています。

            DECIMAL型の符号正規化機能を使用すると，DECIMAL型，日間隔型，及び時間隔型の符号付きパック形式の符号部を変換できます。ここでは，DECIMAL型の符号正規化機能を使用して符号付きパック形式の符号部を変換する方法について説明します。

            
               	注※

               	
                  SQL実行中の型変換又は演算などで符号が変換される場合があります。また，複数列インデクスを使用した場合に符号が変換される場合があります。

               

            

            
               13.23.1　DECIMAL型の符号正規化機能とは

               
                  (1)　符号付きパック形式の符号部の仕様

                  HiRDBでは符号付きパック形式の符号部の仕様が次の表に示すようになっています。

                  
                     表13‒45　符号付きパック形式の符号部の仕様
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 符号部

                              
                              	
                                 意味

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 X'C'

                              
                              	
                                 正の値を示しています。

                              
                           

                           
                              	
                                 X'D'

                              
                              	
                                 負の値を示しています。

                              
                           

                           
                              	
                                 X'F'

                              
                              	
                                 正の値を示しています。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　符号付きパック形式の符号部の変換規則

                  DECIMAL型の符号正規化機能を使用すると，データを入力したときに符号付きパック形式の符号部を次の表に示す規則に従って変換します。この符号部を変換することを符号部を正規化するといいます。符号部を正規化すると＋0と−0を同じ値として処理できます。

                  
                     表13‒46　符号付きパック形式の符号部の変換規則（0データ以外の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 埋込み変数のデータの符号部

                              
                              	
                                 正規化しない場合

                              
                              	
                                 正規化する場合

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 X'A'

                              
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 X'C'に変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'B'

                              
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 X'D'に変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'C'

                              
                              	
                                 無変換

                              
                              	
                                 無変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'D'

                              
                              	
                                 無変換

                              
                              	
                                 無変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'E'

                              
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 X'C'に変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'F'

                              
                              	
                                 無変換

                              
                              	
                                 X'C'に変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'0'〜X'9'

                              
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 エラー

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表13‒47　符号付きパック形式の符号部の変換規則（0データの場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 0データの符号部

                              
                              	
                                 正規化しない場合

                              
                              	
                                 正規化する場合

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 X'A'

                              
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 X'C'に変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'B'

                              
                              	
                                 エラー

                              
                           

                           
                              	
                                 X'C'

                              
                              	
                                 無変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'D'

                              
                              	
                                 無変換

                              
                           

                           
                              	
                                 X'E'

                              
                              	
                                 エラー

                              
                           

                           
                              	
                                 X'F'

                              
                              	
                                 無変換

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (3)　適用基準

                  符号部に仕様差があるUAPを使用する場合に，DECIMAL型の符号正規化機能を使用するとよいケースがあります。この場合，符号変換規則をよく確認してからDECIMAL型の符号正規化機能を使用してください。

                  例えば，XDM/RD又はXDM/RD E2のUAPをHiRDBに移行した場合に，DECIMAL型の符号正規化機能を使用するとよいケースがあります。XDM/RDとHiRDBはDECIMAL型の符号部に仕様差があります。

               
               
                  (4)　環境設定

                  DECIMAL型の符号正規化機能を使用するには，システム共通定義でpd_dec_sign_normalize=Yを指定します。

                  なるべくHiRDBの新規導入時に指定してください。既にHiRDBを運用しているときに符号部を正規化するには，DECIMAL型を定義した表のデータをデータロードし直す必要があります。

               
               
                  (5)　注意事項

                  
                     	
                        正規化されたデータと正規化されていないデータが混在した状態でSQLを実行すると，不当なデータベース破壊を検知したり，実行結果が不正になることがあります。このため，pd_dec_sign_normalizeオペランドの指定値を変更した場合，データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）及びデータベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）を使用し，データロードをし直して正規化状態を統一する必要があります。方法については，「既存のデータを正規化する方法」を参照してください。

                     

                     	
                        DECIMAL型の符号正規化機能を使用する場合の注意事項を次に示します。

                        
                           	
                              ハッシュ分割した表に対して，表分割ハッシュ関数を使用したUAPで格納先RDエリアを求める場合は，表分割ハッシュ関数の引数に「DECIMAL型の符号正規化機能あり」を指定してください。指定しないと表分割ハッシュ関数の結果が不正になることがあります。

                           

                           	
                              キーレンジ分割（分割キーがDECIMAL型のデータの場合）した表に対して，UAPでキーレンジ分割処理をしている場合は，分割キー値をDECIMAL型符号正規化関数で変換してください。変換しないとキーレンジ分割の結果が不正になることがあります。

                           

                        

                        表分割ハッシュ関数，及びDECIMAL型符号正規化関数については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               13.23.2　既存のデータを正規化する方法

               表（TABLE01）にはDECIMAL型の列があります。このDECIMAL型の符号部を正規化します。

               
                  (1)　pd_dec_sign_normalize=Yを指定します

                  pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。そして，pd_dec_sign_normalizeオペランドにYを指定します。その後，pdstartコマンドでHiRDBを正常開始してください。

                  システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できます。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                     Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでTABLE01のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -W bin -t TABLE01 -g /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -W bin：アンロードデータファイルをpdloadコマンドの入力ファイル（バイナリ形式）として使用できるようにします。

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        -g：HiRDB/パラレルサーバで，TABLE01をサーバ間横分割している場合に指定します。-gオプションを指定すると，アンロードデータファイルが一元化されます（一つになります）。

                        /pdrorg/unld01：pdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdloadコマンドでTABLE01にデータロードします

                  pdload -d -b -W TABLE01 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -d：作成モードを指定します。

                        -b：バイナリ形式のデータをロードする場合に指定します。

                        -W：pdrorgコマンドで作成したバイナリ形式の入力データファイルを使用する場合に指定します。

                        TABLE01：データロードする表の名称を指定します。

                        /pdload/load01：pdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  
                     	補足事項

                     	
                        前記の方法ではバイナリ形式の入力ファイル（-W bin）を使用していますが，DAT形式の入力ファイル（-W dat）を使用した場合，アンロード時にいったん文字に変換されます。そして，データロード時の変換処理で自動的に符号部の正規化が行われます。したがって，pd_dec_sign_normalizeオペランドの指定値に関係なく符号部の正規化が行われます。

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         14　インデクスの運用

         
            この章では，インデクスの運用方法について説明します。

         

         
            14.1　インデクスの格納効率を上げる方法（インデクスの再編成）

            ここでは，インデクスの格納効率を上げる方法（インデクスの再編成）について説明します。

            
               14.1.1　インデクスの再編成とは

               データの削除（DELETE）及び更新（UPDATE）を繰り返すと，インデクスの格納効率が悪くなり，インデクスを使用した検索をするときの性能が低下します。これを防ぐためには，データベース再編成ユティリティで次に示すどれかの処置をとってください。

               
                  	
                     インデクスの再編成

                  

                  	
                     インデクスの再作成

                  

                  	
                     表の再編成

                  

               

               ここでは，性能的に優れているインデクスの再編成について説明します。インデクスの再編成の処理概要を次の図に示します。

               
                  図14‒1　インデクスの再編成の処理概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     インデクスのキー情報を検索してインデクス情報ファイルを作成し，その情報を基にインデクスを再配置します。これをインデクスの再編成といいます。インデクスの再編成は，インデクス単位又はインデクス格納RDエリア単位に実行できます。

                  

               

               
                  (1)　適用基準

                  大量データの追加，削除，更新によって生じるインデクスの格納ページの無効領域を解放する場合に適用します。

               
               
                  (2)　表の再編成との使い分け

                  
                     	
                        データの更新（UPDATE）が多い場合は，インデクスだけを再編成してください。

                     

                     	
                        データの削除（DELETE）及び追加（INSERT）が多い場合は，表を再編成してください。

                     

                     	
                        表を再編成する時間の余裕がない場合に，インデクスだけを再編成すれば，インデクス検索時間を短縮できます。

                     

                  

               
               
                  (3)　インデクスの再作成との違い

                  インデクス再作成の処理方式では表データを検索しますが，インデクス再編成の処理方式では表データを検索しません。したがって，インデクスの再作成に比べて処理時間が短くなり※，ソート処理も不要なため性能的にも優れています。ただし，プラグインインデクスは再編成できないため，再作成してください。

                  
                     	注※　次に示す条件を満たす場合に処理時間が短くなります。

                     	
                        表格納RDエリアの使用中ページ数 ＞ インデクス格納RDエリアの使用中ページ数

                     

                  

               
               
                  (4)　インデクスの再編成時の注意事項

                  
                     	
                        同一RDエリア内にある複数のインデクスを同時に再編成する場合は，インデクスを再編成する前にpdholdコマンドでRDエリアを閉塞状態にしてください。そして，インデクスの再編成終了後にpdrelsコマンドでRDエリアの閉塞状態を解除してください。

                     

                     	
                        プラグインインデクスは再編成できないため，再作成してください。

                     

                  

               
               
                  (5)　再編成の実行時間を短縮する方法

                  インデクスの再編成をするとき，データベースの更新ログを取得しなければ（ログレスモード又は更新前ログ取得モード），その分の処理時間が短縮されます。データベースの更新ログ取得方式は，pdrorgコマンドの
                     -lオプションで指定します。省略値は更新前ログ取得モードです。

               
               
                  (6)　満杯状態のRDエリア内のインデクスを再編成する場合

                  インデクスの再編成時，ページ内の未使用領域の比率はCREATE TABLE又はCREATE INDEXのPCTFREEオペランドの指定が適用されます。したがって，満杯状態のRDエリア内のインデクスを再編成すると，インデクスの再編成時にRDエリアの容量不足が発生することがあります。これを防ぐには，pdrorgコマンドのoption文でidxfreeオペランドを指定して，CREATE TABLE又はCREATE INDEXのPCTFREEオペランドで指定したページ内の未使用領域の比率を変更してください。

                  なお，これはあくまで再編成前にRDエリアの拡張がすぐにできないときの暫定的な処置です。データの更新に備えて，CREATE TABLEのPCTFREEオペランドの値を考慮した再編成ができるように，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）でRDエリアを拡張してください。

               
            
            
               14.1.2　例題1（インデクスの再編成方法）

               表（TABLE01）に定義したインデクス（INDEX01）を再編成します。再編成するときの条件は次のとおりです。

               
                  	
                     インデクス格納RDエリアはRDAREA1とします。

                  

                  	
                     RDAREA1にはINDEX01だけが格納されています。

                  

                  	
                     更新前ログ取得モードで再編成を実行します。

                  

               

               
                  (1)　pdholdコマンドで再編成対象RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでインデクスを再編成します

                  pdrorg -k ixor -t TABLE01 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：インデクスを再編成するためixorを指定します。

                        -t：インデクスを定義した表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：pdrorgコマンドの制御文情報ファイル名を指定します。制御文情報ファイルの指定例を次に示します。

                        idxname name=INDEX01
idxwork bes1 /pdrorg

                        INDEX01：インデクス識別子

                        bes1：インデクス情報ファイルを作成するサーバ名（HiRDB/パラレルサーバの場合に指定します）

                        /pdrorg：インデクス情報ファイルを作成するディレクトリ名

                     

                  

               
               
                  (3)　再編成対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でインデクスを再編成したため，再編成対象RDエリア（RDAREA1）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (4)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               14.1.3　インデクスの再編成中にエラーが発生した場合の処置

               インデクスの再編成中にエラーが発生して，pdrorgコマンドが異常終了した場合の処置について説明します。pdrorgコマンドが異常終了した後の操作手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           メッセージログファイル又はsyslogfile中に，KFPL00715-Iメッセージが出力されているかどうかを確認してください。KFPL00715-Iメッセージは，「インデクスロードの処理開始」を告げるメッセージです。このメッセージが出力されている場合は，インデクス情報ファイルが作成されています。

                        

                        	
                           KFPL00715-Iメッセージが出力されていない場合は，再度pdrorgコマンド（インデクスの再編成）を実行してください。ただし，pdcancelなどによる異常終了の場合は，インデクスキー情報がなくなっている可能性があるため，インデクスの再編成を再実行できないことがあります。この場合は，インデクスの再作成(-k
                              ixrc指定)を実行してください。

                        

                        	
                           KFPL00715-Iメッセージが出力されている場合は，作成されたインデクス情報ファイルを入力ファイルとして次に示す操作をしてください。

                        

                     

                     
                        	
                           インデクスの再編成をログレスモード以外で実行した場合

                           pdrorgコマンドでインデクスを一括作成（-k ixmk指定）してください。

                        

                        	
                           インデクスの再編成をログレスモードで実行した場合

                           インデクス格納RDエリアは障害閉塞しています。したがって，pdmodコマンドでインデクス格納RDエリアを再初期化して，障害閉塞状態を解除してください。その後，pdrorgコマンドでインデクスを再作成（-k
                              ixrc指定）してください。

                        

                     

                  

                  	留意事項

                  	
                     インデクスの再編成時に起こる一般的なエラーとして，インデクス格納RDエリアの容量不足があります。この場合の対処方法を「例題2（インデクスの再編成中にRDエリアの容量不足が発生した場合：ログレスモード以外で実行した場合）」及び「例題3（インデクスの再編成中にRDエリアの容量不足が発生した場合：ログレスモードで実行した場合）」で説明します。

                     なお，インデクスの定義時にPCTFREEオペランドに0以外を指定している場合は，pdrorgコマンドのoption文のidxfreeオペランドを指定すれば，インデクス格納RDエリアを拡張しなくても済む場合があります。

                  

               

            
            
               14.1.4　例題2（インデクスの再編成中にRDエリアの容量不足が発生した場合：ログレスモード以外で実行した場合）

               インデクスの再編成中にインデクス格納RDエリアの容量不足でpdrorgコマンドが異常終了しました。

               
                  (1)　インデクス格納RDエリアの容量を拡張します

                  RDエリアの容量を拡張する方法については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdholdコマンドでインデクス格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでインデクスを一括作成します

                  インデクスの再編成時に出力したインデクス情報ファイルを入力情報にして，インデクスの一括作成（-k ixmk指定）を実行してください。

                  pdrorg -k ixmk -t TABLE01 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：インデクスを一括作成するためixmkを指定します。

                        -t：インデクスを定義した表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：pdrorgコマンドの制御文情報ファイル名を指定します。制御文情報ファイルの指定例を次に示します。

                        index INDEX01 RDAREA1 /pdrorg/index_inf01

                        INDEX01：インデクス識別子

                        RDAREA1：インデクスを格納しているRDエリア名

                        /pdrorg/index_inf01：インデクス情報ファイル名

                     

                  

               
               
                  (4)　インデクス格納RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でインデクスを一括作成したため，インデクス格納RDエリア（RDAREA1）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               14.1.5　例題3（インデクスの再編成中にRDエリアの容量不足が発生した場合：ログレスモードで実行した場合）

               インデクスの再編成中にインデクス格納RDエリアの容量不足でpdrorgコマンドが異常終了しました。

               
                  (1)　インデクス格納RDエリアを再初期化します

                  インデクス格納RDエリアは障害閉塞状態になっています。したがって，pdmodコマンドでインデクス格納RDエリアを再初期化して，障害閉塞状態を解除します。このとき，一緒にインデクス格納RDエリアの容量を大きくします。RDエリアの再初期化方法については，「RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdholdコマンドでインデクス格納RDエリア及び表格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでインデクスを再作成します

                  再初期化したRDエリア内のすべてのインデクスを再作成する必要があります。

                  pdrorg -k ixrc -t TABLE01 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：インデクスを再作成するためixrcを指定します。

                        -t：インデクスを定義した表の名称を指定します。

                        /pdrorg/rorg01：pdrorgコマンドの制御文情報ファイル名を指定します。制御文情報ファイルの指定例を次に示します。

                        idxname name=INDEX01
idxwork bes1 /pdrorg
sort bes1 /tmp/sortwork

                        INDEX01：インデクス識別子

                        bes1：インデクス情報ファイルを作成するサーバ名（HiRDB/パラレルサーバの場合に指定します）

                        /pdrorg：インデクス情報ファイルを作成するディレクトリ名

                        bes1：ソート用ワークファイルを作成するサーバ名（HiRDB/パラレルサーバの場合に指定します）

                        /tmp/sortwork：ソート用ワークディレクトリ名

                     

                  

               
               
                  (4)　インデクス格納RDエリア及び表格納RDエリアのバックアップを取得します

                  インデクス格納RDエリア及び表格納RDエリア（RDAREA1及びRDAREA2）のバックアップを取得します。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでインデクス格納RDエリア及び表格納RDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            14.2　データを格納している表にインデクスを定義する方法

            実行者　表の所有者

            データを格納している表に対する処理を変更する場合や，この表に対する検索性能の向上を目的とする場合などは，表にインデクスを追加できます。

            
               	注意事項

               	
                  抽象データ型（プラグインが提供する抽象データ型を除く）の列にインデクス（B-treeインデクス）は定義できません。

               

            

            
               14.2.1　追加方法

               データを格納している表にインデクスを定義する手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           CREATE INDEXでインデクスを定義します。インデクスを定義するとき，インデクスを定義する表をアクセスするUAPは排他待ちの状態になります。

                        

                        	
                           インデクスを定義した後に，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。ただし，プラグインインデクスは，最適化情報収集ユティリティの対象外となります。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                              コマンドリファレンス」を参照してください。

                        

                        	
                           インデクスを定義すると，インデクスを定義した表を使用しているストアドルーチンのインデクス情報が無効になります。この場合，ALTER PROCEDURE又はALTER
                              ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                           また，トリガSQL文中に指定している表にインデクスを定義すると，トリガのインデクス情報が無効になります。この場合，ALTER TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               14.2.2　インデクスの作成時間を短縮する方法（EMPTYオプション）

               データが大量にある表に対してインデクスを定義する場合，インデクスの実体の作成（CREATE INDEXの実行）に時間が掛かります。その間，ほかの定義系SQLは実行できません。

               CREATE INDEXにEMPTYオプションを指定すると，インデクスの実体を作成しないで，定義上のインデクスを作成します。これを未完状態のインデクスと呼びます。インデクスの実体を作成しないため，CREATE INDEXの実行は即時終了し，ほかの定義系SQLを実行できるようになります。

               なお，プラグインインデクスに対してもEMPTYオプションを指定できます。

               
                  	参考

                  	
                     
                        	
                           インデクスの実体が未作成であるため，未完状態のインデクスを使った検索や，未完状態のインデクスを定義している表の列の更新はできません(SQLエラーとなります)。

                        

                        	
                           インデクスが未完状態であるかどうかは，データベース状態解析ユティリティ(pddbstコマンド)で確認できます。インデクス単位の状態解析，又はRDエリア単位の状態解析(論理的解析)では，statusに状態を表示し，クラスタキー及びクラスタリングデータページの格納状態解析では，警告メッセージで未完状態であることを通知します。

                        

                        	
                           インデクスの実体は，データベース再編成ユティリティ(pdrorgコマンド)のインデクス再作成機能(-k ixrc)を使用して作成します。インデクスの実体を作成すると，実体を作成したインデクスの未完状態は解除されます。また，PURGE
                              TABLE文で表を全件削除した場合，その表のすベてのインデクスの未完状態が解除されます。

                        

                        	
                           分割表の場合は，インデクスも複数のRDエリアに分割格納しますが，未完状態は，個々の分割格納されたインデクスごとに管理します。データベース再編成ユティリティ(pdrorgコマンド)では，このインデクスを格納するRDエリア単位にインデクスの実体を作成できます。このため，分割格納したインデクスの一部を作成した時点では，インデクスの一部は作成済みで一部は未完状態となるため，SQLに指定した条件などによって，実行できたりエラーになったりする場合があります。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            14.3　インデクス名を変更する方法

            実行者　表の所有者

            ALTER INDEXでインデクス名を変更できます。なお，未完状態のインデクスもインデクス名を変更できます。名称を変更できるインデクスを次に示します。

            
               	
                  CREATE INDEXで定義したB-treeインデクス

               

               	
                  インデクス型を指定したインデクス

               

               	
                  部分構造インデクス

               

            

            インデクス名を変更する手順を次に示します。

            
               	〈手順〉

               	
                  
                     	
                        ALTER INDEXのRENAMEオペランドに変更後のインデクス名を指定して実行します。インデクス名の変更中，変更対象のインデクスを定義した表をアクセスするUAPは排他待ち状態になります。

                     

                     	
                        インデクス名を変更すると，変更したインデクスを使用しているストアドプロシジャが無効になります。また，名称を変更したインデクスが定義してある表を使用しているストアドプロシジャのインデクス情報が無効になります。この場合，ALTER
                           PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドプロシジャを再作成してください。

                        また，トリガで使用しているインデクスの名称を変更すると，トリガが無効になります。トリガSQL文中に指定している表のインデクス名を変更すると，トリガのインデクス情報が無効になります。この場合，ALTER
                           TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        インデクス名を変更したインデクスにインデクス専用のグローバルバッファを割り当てている場合，そのグローバルバッファに指定しているインデクス名も変更してください。変更方法を次に示します。

                     

                  

               

               	グローバルバッファの変更方法

               	
                  次に示すどちらかの方法でグローバルバッファを変更してください。

                  
                     	
                        HiRDBを正常終了してpdbufferオペランドの指定を変更してください（インデクス名を変更したインデクスに対応するpdbufferオペランドの指定を変更してください）。

                     

                     	
                        システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）でpdbufferオペランドの指定を変更してください（インデクス名を変更したインデクスに対応するpdbufferオペランドの指定を変更してください）。この場合，HiRDBを正常終了する必要はありません。ただし，この方法でグローバルバッファを変更する場合はHiRDB
                           Advanced High Availabilityが必要になります。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                     

                  

               

            

         
         
            14.4　インデクスを削除する方法

            実行者　HiRDB管理者及び表の所有者（又はDBA権限保持者）

            データを格納している表に対する処理を変更すると，表の探索条件に合わない不要なインデクスが発生します。不要なインデクスをそのまま残しておくと，行や列の追加又は更新処理のときに，このインデクスに対する余分な処理時間が必要になります。このため，不要になったインデクスは直ちに削除するようにします。

            未使用インデクスは，HiRDB SQL Tuning Advisorで調べることができます。未使用インデクスの調査方法については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

            インデクスを削除する手順を次に示します。

            
               	〈手順〉

               	
                  
                     	
                        DROP INDEXでインデクスを削除します。インデクスの削除中，削除対象のインデクスを定義した表をアクセスするUAPは排他待ち状態になります。

                     

                     	
                        インデクスを削除した後に，必要があれば最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行してください。ただし，プラグインインデクスは最適化情報収集ユティリティの対象外となります。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                     	
                        インデクスを削除すると，削除したインデクスを使用しているストアドルーチンが無効になり，インデクスを削除した表を使用しているストアドルーチンのインデクス情報が無効になります。この場合，ALTER
                           PROCEDURE又はALTER ROUTINEでストアドルーチンを再作成してください。

                        また，トリガで使用しているインデクスを削除すると，トリガが無効になります。トリガSQL文中に指定している表のインデクスを削除すると，トリガのインデクス情報が無効になります。この場合，ALTER
                           TRIGGER又はALTER ROUTINEでトリガを再作成してください。

                     

                     	
                        削除したインデクスにインデクス専用のグローバルバッファを割り当てている場合，そのグローバルバッファを削除してください。削除方法を次に示します。

                     

                  

               

               	グローバルバッファの削除方法

               	
                  次に示すどれかの方法でグローバルバッファを削除してください。

                  
                     	
                        HiRDBを正常終了してpdbufferオペランドの指定を変更してください（削除したインデクスに対応するpdbufferオペランドを削除してください）。

                     

                     	
                        システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）でpdbufferオペランドの指定を変更してください（削除したインデクスに対応するpdbufferオペランドを削除してください）。この場合，HiRDBを正常終了する必要はありません。ただし，この方法でグローバルバッファを削除する場合はHiRDB
                           Advanced High Availabilityが必要になります。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                     

                     	
                        pdbufmodコマンドでグローバルバッファを削除してください。pdbufmodコマンドでグローバルバッファを削除する方法については，「HiRDBの稼働中にグローバルバッファを追加，変更，又は削除する方法（グローバルバッファの動的変更）」を参照してください。ただし，この方法でグローバルバッファを削除する場合は次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                        ・HiRDB Advanced High Availabilityを導入している

                        ・pd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定している

                        なお，この方法で削除したグローバルバッファの情報はHiRDBを正常終了又は計画停止すると無効になるため，HiRDBを終了したときにpdbufferオペランドの指定を変更してください（削除したインデクスに対応するpdbufferオペランドを削除してください）。pdbufferオペランドの指定を変更しないと，このグローバルバッファはどのインデクスにも割り当てられないため，HiRDBを開始したときにエラーになります。

                     

                  

               

            

         
         
            14.5　既存のインデクスの定義系SQLを作成する方法

            実行者　HiRDB管理者又はDBA権限保持者

            pddefrevコマンドで，現在使用しているインデクスの定義系SQLを作成できます。

            現在使用しているインデクスと同じ定義のインデクスを作成するときに使用すると便利です。pddefrevコマンドで作成された定義系SQLは，データベース定義ユティリティ（pddefコマンド）の入力情報となります。

            
               	参考

               	
                  プラグインインデクスは，pddefrevコマンドの対象外となります（定義系SQLを作成できません）。

               

            

         
         
            14.6　インデクスページスプリットの発生回数を削減する方法（アンバランスインデクススプリット）

            実行者　表の所有者

            
               14.6.1　インデクスページスプリットとは

               HiRDBのインデクスはB-tree構造をしています。このため，インデクスページにキーを追加しようとした場合，追加するインデクスページに空き領域がないとき，インデクスページスプリットが発生します。インデクスページスプリットとは，キーを追加するインデクスページに空き領域がないとき，HiRDBが空き領域を確保するために，このインデクスページのインデクス情報を均等に２分割して，後ろの半分を新しいページに移すことです。通常のインデクスページスプリットの例を次の図に示します。

               
                  図14‒2　インデクスページスプリットの例
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　インデクスページスプリットの発生に伴うログ量の増加

                  表にインデクスがある場合，表に対してデータを追加すると，これに伴ってインデクスページにキーが追加されます。このとき，インデクスページ内の未使用領域の比率が小さいと，インデクスページスプリットが頻繁に発生することがあります。インデクスページスプリットが頻繁に発生すると，インデクスの構造の変更に伴うログ量が増加します。

               
               
                  (2)　インデクスページスプリット発生回数の削減方法

                  インデクスページスプリットの発生回数を削減するには，統計解析ユティリティ（pdsteditコマンド）で取得したインデクスページスプリットの情報を基に，インデクスページ内の未使用領域の比率を変更します。インデクスページ内の未使用領域の比率を変更するには，定義系SQLのCREATE INDEXのPCTFREEオペランドの値を変更して，インデクスを再度定義します。

                  統計解析ユティリティで取得したインデクスページスプリットの情報への対処の仕方については，「インデクスのチューニング」を参照してください。

               
            
            
               14.6.2　アンバランスインデクススプリットとは

               通常のインデクスページスプリットでは，連続したキー値を追加すると，インデクスページのデータ格納効率が下がります。このような場合，アンバランスインデクススプリットを使用します。アンバランスインデクススプリットとは，インデクスページのインデクス情報を均等に２分割しないで，不均等に分割することです。これによって，連続したキー値を追加したときに，データの格納効率を向上できます。

               アンバランスインデクススプリットが指定された場合，インデクスページのインデクス情報を分割する比率は，キー値の追加位置で決定します。

               追加位置がインデクスページから見て前半部分であれば，以降，前半部分にキーが追加されると予測します。このため，追加するキー値より一つ大きいキー値を分割位置として，前半部分を左側ページに格納します。

               追加位置が後半部分であれば，以降，後半部分にキーが追加されると予測します。このため，追加位置を分割位置として，後半部分を右側ページに格納します。インデクスページの後半部分にキーを追加した場合のアンバランスインデクススプリットの例を次の図に示します。

               
                  図14‒3　アンバランスインデクススプリットの例
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　アンバランスインデクススプリットの適用範囲

                  アンバランスインデクススプリットは，最終ページでないリーフページだけに適用します。また，ロールバック時は，アンバランスインデクススプリットを適用しないで，通常のインデクスページスプリットを実施します。この場合，50:50の割合でページ分割します。

                  また，リーフページの最終ページは，定義系SQLのCREATE INDEXのPCTFREEオペランドで指定した値に従ってデータを分割します。これは，データロードなどによるキー値の昇順追加に対応するためです。

               
               
                  (2)　アンバランスインデクススプリットの適用基準

                  次に示す条件を満たすインデクスに，アンバランスインデクススプリットを適用すると効果があります。

                  
                     	
                        キーの重複度に偏りがないインデクス

                     

                     	
                        キー長がほぼ均一であるインデクス

                     

                     	
                        連続した中間キー値を頻繁に追加するインデクス

                     

                  

               
               
                  (3)　指定方法

                  アンバランスインデクススプリットを使用する場合，定義系SQLのCREATE INDEX，CREATE TABLE，又はALTER TABLEのインデクスオプションにUNBALANCED SPLITを指定します。

               
            
         
         
            14.7　インデクスの一括作成処理中にエラーが発生したときの対処方法

            実行者　HiRDB管理者

            データロード又はリロード時（データベース作成ユティリティ又はデータベース再編成ユティリティ実行時）に，インデクスを一括作成する指定をすると，データロード又はリロード処理が終了した後にインデクスの一括作成処理が実行されます。このインデクスの一括作成処理中にエラーが発生した場合（KFPL00716-Iメッセージが出力されます），表データは完成状態になっていますが，インデクスデータは未完成状態のままです。このときのインデクスデータの回復方法の流れを次の図に示します。

            
               図14‒4　インデクスデータの回復方法の流れ
               [image: [図データ]]

            
            
               14.7.1　リロード（データロード）をログ取得モード又は更新前ログ取得モードで実行した場合の回復例

               
                  	例題

                  	
                     
                        	
                           インデクスが定義されている表のリロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアの容量不足のため（又はソート処理エラーのため），インデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。なお，ソート処理エラーが発生した場合は，KFPL15062-Eメッセージが出力されます。

                        

                        	
                           プラグインインデクスが定義されている表に，追加モードでデータロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアの容量不足のため，プラグインインデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。

                        

                     

                     このとき，データは次に示すようになっています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　pdmodコマンドでインデクス格納RDエリアの容量を拡張します

                  RDエリアの容量不足でエラーとなった場合は，pdmodコマンドでインデクス格納RDエリア（RDAREA2）の容量を拡張してください。RDエリアの容量拡張方法については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

                  なお，ソート処理エラーの場合は，この操作は必ずしも必要ありません。出力されたエラーメッセージを参照して対策してください。

               
               
                  (2)　pdholdコマンドでインデクス格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA2

                  既に閉塞している場合はこの操作は必要ありません。

               
               
                  (3)　pdrorgコマンドでインデクスを一括作成します

                  pdrorg -k ixmk -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  リロード（データロード）時に作成されたインデクス情報ファイルを入力情報にしてインデクスを一括作成してください。

               
               
                  (4)　インデクス格納RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でインデクスを一括作成したため，インデクス格納RDエリア（RDAREA2）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               14.7.2　リロード（データロード）をログレスモードで実行した場合の回復例（インデクス格納RDエリアにほかの表又はインデクスがない場合）

               
                  	例題

                  	
                     
                        	
                           インデクスが定義されている表のリロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアの容量不足のため（又はソート処理エラーのため），インデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。なお，ソート処理エラーが発生した場合は，KFPL15062-Eメッセージが出力されます。

                        

                        	
                           プラグインインデクスが定義されている表に，追加モードでデータロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアの容量不足のため，プラグインインデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。

                        

                     

                     このとき，データは次に示すようになっています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　メッセージを確認します

                  データロードの場合はKFPL00703-Iメッセージが出力されているかを確認してください。リロードの場合はKFPL00714-I又はKFPL00734-Iメッセージが出力されているかを確認してください。出力されていれば表データは完成状態になっているため，pdrelsコマンドで表データ格納RDエリア（RDAREA1）の閉塞状態を解除してください。

                  pdrels -r RDAREA1

               
               
                  (2)　pdmodコマンドでインデクス格納RDエリアを再初期化します

                  pdmodコマンドでインデクス格納RDエリア（RDAREA2）を再初期化してください。RDエリアの再初期化方法については，「RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）」を参照してください。

               
               
                  (3)　pdmodコマンドでインデクス格納RDエリアの容量を拡張します

                  RDエリアの容量不足でエラーとなった場合は，pdmodコマンドでインデクス格納RDエリア（RDAREA2）の容量を拡張してください。RDエリアの容量拡張方法については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

                  なお，ソート処理エラーの場合は，この操作は必ずしも必要ありません。出力されたエラーメッセージを参照して対策してください。

               
               
                  (4)　pdholdコマンドでインデクス格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA2

                  既に閉塞している場合はこの操作は必要ありません。

               
               
                  (5)　pdrorgコマンドでインデクスを再作成します

                  pdrorg -k ixrc -t TABLE1 /pdrorg/rorg02

               
               
                  (6)　インデクス格納RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でインデクスを再作成したため，インデクス格納RDエリア（RDAREA2）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (7)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               14.7.3　リロード（データロード）をログレスモードで実行した場合の回復例（インデクス格納RDエリアにほかの表又はインデクスがある場合）

               
                  	例題

                  	
                     
                        	
                           インデクスが定義されている表のリロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアの容量不足のため（又はソート処理エラーのため），インデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。なお，ソート処理エラーが発生した場合は，KFPL15062-Eメッセージが出力されます。

                        

                        	
                           プラグインインデクスが定義されている表に，追加モードでデータロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアの容量不足のため，プラグインインデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。

                        

                     

                     このとき，データは次に示すようになっています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　メッセージを確認します

                  データロードの場合はKFPL00703-Iメッセージが出力されているかを確認してください。リロードの場合はKFPL00714-I又はKFPL00734-Iメッセージが出力されているかを確認してください。出力されていれば表データは完成状態になっているため，pdrelsコマンドで表データ格納RDエリア（RDAREA1）の閉塞状態を解除してください。

                  pdrels -r RDAREA1

               
               
                  (2)　pdrstrコマンドでインデクス格納RDエリアを回復します

                  インデクス格納RDエリア（RDAREA2）を回復してください。RDエリアの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

               
               
                  (3)　pdmodコマンドでインデクス格納RDエリアの容量を拡張します

                  RDエリアの容量不足でエラーとなった場合は，pdmodコマンドでインデクス格納RDエリア（RDAREA2）の容量を拡張してください。RDエリアの容量拡張方法については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

                  なお，ソート処理エラーの場合は，この操作は必ずしも必要ありません。出力されたエラーメッセージを参照して対策してください。

               
               
                  (4)　pdholdコマンドでインデクス格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA2

                  既に閉塞している場合はこの操作は必要ありません。

               
               
                  (5)　pdrorgコマンドでインデクスを再作成します

                  pdrorg -k ixrc -t TABLE1 /pdrorg/rorg03

               
               
                  (6)　インデクス格納RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でインデクスを再作成したため，インデクス格納RDエリア（RDAREA2）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (7)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               14.7.4　インデクス格納RDエリアがあるディスクに障害が発生したときの回復例

               
                  	例題

                  	
                     
                        	
                           インデクスが定義されている表のリロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアがあるディスクに障害が発生したため，インデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。

                        

                        	
                           プラグインインデクスが定義されている表に，追加モードでデータロードをしていました。このとき，インデクス格納RDエリアがあるディスクに障害が発生したため，プラグインインデクスの一括作成処理中にエラーが発生しました。

                        

                     

                     このとき，データは次に示すようになっています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　メッセージを確認します

                  データロードの場合はKFPL00703-Iメッセージが出力されているかを確認してください。リロードの場合はKFPL00714-I又はKFPL00734-Iメッセージが出力されているかを確認してください。出力されていれば表データは完成状態になっているため，pdrelsコマンドで表データ格納RDエリア（RDAREA1）の閉塞状態を解除してください。この操作は，ログレスモードでリロード（データロード）をしたときだけ必要になります。

                  pdrels -r RDAREA1

               
               
                  (2)　ディスク障害を対策します

                  ディスク障害の対策を実施してください。

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでインデクス格納RDエリアを閉塞します

                  pdhold -r RDAREA2

                  この操作は，ログ取得モード又は更新前ログ取得モードでリロード（データロード）をしたときだけ必要になります。

               
               
                  (4)　pdrstrコマンドでインデクス格納RDエリアを回復します

                  インデクス格納RDエリア（RDAREA2）を回復してください。RDエリアの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                  なお，RDエリアを回復した後もRDエリアの閉塞を解除しないでください。

               
               
                  (5)　pdrorgコマンドでインデクスを再作成します

                  pdrorg -k ixrc -t TABLE1 /pdrorg/rorg05

               
               
                  (6)　インデクス格納RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でインデクスを再作成したため，インデクス格納RDエリア（RDAREA2）のバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (7)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            14.8　プラグインインデクスの遅延一括作成

            実行者　HiRDB管理者

            
               14.8.1　プラグインインデクスの遅延一括作成とは

               プラグインインデクスを定義した表の行データを大量追加（又は大量更新）すると，プラグインインデクスへのキー追加処理が行われます。このため，大量の行データを追加すると，プラグインインデクスへのキー追加処理が性能を悪くする原因になることがあります。

               行データを追加したときに，プラグインインデクスのデータ追加処理をしないで，データベース再編成ユティリティを使用して後で一括してプラグインインデクスのデータ追加処理ができます。これをプラグインインデクスの遅延一括作成といいます。プラグインインデクスの遅延一括作成を次の図に示します。

               
                  図14‒5　プラグインインデクスの遅延一括作成
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注※

                  	
                     系切り替え機能を使用する場合は，インデクス情報ファイルを共有ディスク上のHiRDBファイルシステム領域（キャラクタ型スペシャルファイル）に作成してください。

                  

               

               
                  (1)　前提条件

                  使用しているプラグインが，プラグインインデクスの遅延一括作成をサポートしているかどうかを確認してください。この機能をサポートしていないプラグインに対しては，この機能を使用できません。

                  このマニュアルの発行時点でこの機能をサポートしているプラグインは次のとおりです。

                  
                     	
                        HiRDB Text Search Plug-in

                     

                  

               
               
                  (2)　利点

                  プラグインインデクスのデータ追加処理をしない分だけ，大量の行データを追加又は更新するUAPの実行時間（表データの作成時間）を短縮できます。

               
               
                  (3)　機能の適用範囲

                  この機能が適用されるのは，行の追加及び更新時だけです。すなわち，次に示すSQLに対して適用されます。

                  
                     	
                        INSERT文

                     

                     	
                        UPDATE文

                     

                  

                  行の削除（DELETE文）には適用されません。

               
               
                  (4)　適用基準

                  
                     	
                        プラグインインデクスを定義した表に対して，大量追加又は大量更新をするバッチ処理に適用します。

                     

                     	
                        HiRDB Text Search Plug-inを使用する場合，プラグインインデクスに大量追加又は大量更新をするバッチ処理にはこの機能が有効です。しかし，オンライン処理でプラグインインデクスの更新を行い，その内容を参照する場合は，HiRDB
                           Text Search Plug-inの差分インデクス機能が有効です。

                     

                  

               
               
                  (5)　制限事項

                  プラグインインデクスの遅延一括作成をするときは，次に示す制限事項があります。

                  
                     (a)　プラグインインデクスを一括作成するまで，追加又は更新した行に対してプラグインインデクスを使用した検索をしないでください

                     UAPの実行後からプラグインインデクスを一括作成するまでの間は，表データとプラグインインデクスデータが不整合の状態になっています。※

                     このときに，追加又は更新した行に対してプラグインインデクスを使用した検索を実施すると，不正な処理結果を返すことがあります。したがって，プラグインインデクスを一括作成するまでは，追加又は更新した行に対してプラグインインデクスを使用した検索をしないでください。ただし，プラグインインデクスを使用しなければ，正しい処理結果が返ります。

                     なお，追加又は更新した行以外の行に対しては，プラグインインデクスを使用した検索ができます。

                     
                        	注※

                        	
                           データを追加した場合，プラグインインデクスデータはUAP実行前の状態になっています。データを更新した場合，更新前のプラグインインデクスデータは削除された状態になっています。

                           このように，追加又は更新した行については，表データとプラグインインデクスデータが不整合の状態になっています。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　プラグインインデクスを一括作成するまで，通常のUAPではプラグインインデクスを更新できません

                     プラグインインデクスを一括作成するまで，通常のUAP（プラグインインデクスの遅延一括作成を指定していないUAP）ではプラグインインデクスを更新できません。ただし，PURGE
                        TABLE文は実行できます。

                  
                  
                     (c)　同一表に対してUAPは同時に実行できません

                     インデクス情報ファイルには，排他モード（EX）で排他が掛かります。このため，同一表に対してこの機能を使用したUAPは同時に実行できません。

                  
                  
                     (d)　プラグインインデクスを一括作成するまで追加データロードはできません

                     プラグインインデクスを一括作成するまで追加データロードはできません。ただし，表を横分割している場合は，遅延一括作成機能を使用してデータを格納していないRDエリアに対して，UAPによる処理と追加データロードができます。

                  
                  
                     (e)　プラグインインデクスを一括作成するまでプラグインインデクス名を変更しないでください

                     プラグインインデクスを一括作成する前に，ALTER INDEXでプラグインインデクス名を変更すると，UAP実行時に出力したインデクス情報ファイルではプラグインインデクスの一括作成ができなくなります。一括作成前にプラグインインデクス名を変更した場合，プラグインインデクス名を元に戻してプラグインインデクスを一括作成した後で，再度プラグインインデクス名を変更してください。

                  
                  
                     (f)　プラグインインデクスを一括作成するまでプラグインインデクスが格納されているRDエリア名を変更しないでください

                     プラグインインデクスを一括作成する前に，データベース構成変更ユティリティ（pdmod）でプラグインインデクスが格納されているRDエリア名を変更すると，プラグインインデクスの一括作成ができなくなります。一括作成前にRDエリア名を変更した場合，RDエリア名を元に戻してプラグインインデクスを一括作成した後で，再度RDエリア名を変更してください。

                  
               
            
            
               14.8.2　環境設定方法

               インデクス情報ファイルを通常ファイルに作成するか，又はHiRDBファイルシステム領域に作成するかによって環境設定方法が異なります。通常はインデクス情報ファイルを通常ファイルに作成してください。系切り替え機能を使用する場合は，インデクス情報ファイルをHiRDBファイルシステム領域に作成してください。

               
                  (1)　インデクス情報ファイルを通常ファイルに作成する場合（通常の方法）

                  
                     (a)　インデクス情報ファイルを作成するディレクトリを作成します

                     インデクス情報ファイルを作成するディレクトリを作成してください。このディレクトリ下にインデクス情報ファイルが作成されます。

                     
                        	ポイント

                        	
                           
                              	
                                 インデクス情報ファイルは大容量になります。ディスク容量に余裕があるディスクにディレクトリを作成してください。ファイル容量については，「インデクス情報ファイルについて」を参照してください。

                              

                              	
                                 ファイル名の重複を避けるため，このディレクトリ下にはインデクス情報ファイル以外のファイルを置かないようにしてください。

                              

                              	
                                 ここで指定したディレクトリ下のファイルの作成及び削除は，HiRDBが行います。したがって，このディレクトリにはHiRDB管理者の書き込み権限が必要になります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　pd_plugin_ixmk_dirオペランドを指定します

                     HiRDBシステム定義を修正します。いったんHiRDBを正常終了してください。

                     
                        	HiRDB/シングルサーバの場合

                        	
                           シングルサーバ定義のpd_plugin_ixmk_dirオペランドに，(a)で作成したディレクトリ名称を指定します。

                        

                        	HiRDB/パラレルサーバの場合

                        	
                           処理対象の表があるバックエンドサーバのバックエンドサーバ定義に，pd_plugin_ixmk_dirオペランドを指定してください。(a)で作成したディレクトリ名称を指定してください。表がサーバ間横分割されている場合は，各バックエンドサーバのバックエンドサーバ定義にpd_plugin_ixmk_dirオペランドを指定してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　クライアント環境定義にPDPLGIXMK＝YESを指定します

                     クライアント環境定義にPDPLGIXMK＝YESを指定してください。

                     PDPLGIXMKオペランドについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
               
               
                  (2)　インデクス情報ファイルをHiRDBファイルシステム領域に作成する場合（系切り替え機能を使用する場合）

                  
                     (a)　インデクス情報ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成します

                     pdfmkfs -n 50 -l 256 -k UTL -e 60000 /hd001/ixdir

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 -lオプションには，この機能を使用して更新するプラグインインデクスを格納するRDエリア数（サーバ内のRDエリア数）を指定してください。

                              

                              	
                                 -kオプションにはUTLを指定してください。

                              

                              	
                                 -eオプションには60000を指定してください。

                              

                              	
                                 ここで作成するHiRDBファイルシステム領域は，プラグインインデクスの遅延一括作成で使用するインデクス情報ファイル専用の領域としてください。

                              

                              	
                                 共有ディスクのキャラクタ型スペシャルファイルにHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                              

                              	
                                 インデクス情報ファイルは大容量になります。ディスク容量に余裕があるディスクにディレクトリを作成してください。ファイル容量については，「インデクス情報ファイルについて」を参照してください。

                              

                              	
                                 ファイル名の重複を避けるため，このHiRDBファイルシステム領域下にはインデクス情報ファイル以外のファイルを置かないようにしてください。

                              

                              	
                                 ここで指定したHiRDBファイルシステム領域下のファイルの作成及び削除は，HiRDBが行います。したがって，このHiRDBファイルシステム領域にはHiRDB管理者の書き込み権限が必要になります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　pd_plugin_ixmk_dirオペランドを指定します

                     HiRDBシステム定義を修正します。いったんHiRDBを正常終了してください。

                     
                        	HiRDB/シングルサーバの場合

                        	
                           シングルサーバ定義のpd_plugin_ixmk_dirオペランドに，(a)で作成したHiRDBファイルシステム領域名を絶対パス名で指定してください。

                        

                        	HiRDB/パラレルサーバの場合

                        	
                           処理対象の表があるバックエンドサーバのバックエンドサーバ定義に，pd_plugin_ixmk_dirオペランドを指定してください。(a)で作成したHiRDBファイルシステム領域名を絶対パス名で指定してください。表がサーバ間横分割されている場合は，各バックエンドサーバのバックエンドサーバ定義にpd_plugin_ixmk_dirオペランドを指定してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　クライアント環境定義にオペランドを追加します

                     クライアント環境定義に次に示すオペランドを指定します。これらのオペランドについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDPLGIXMK

                                 
                                 	
                                    プラグインインデクスの遅延一括作成をするかどうかを指定します。YESを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDPLGPFSZ

                                 
                                 	
                                    遅延一括作成用のインデクス情報ファイルの初期容量を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDPLGPFSZEXP

                                 
                                 	
                                    遅延一括作成用のインデクス情報ファイルの増分値を指定します。ファイル容量が満杯になった場合，ここで指定した値の分だけファイル容量を増分します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	●プラグインインデクスの更新可能件数の目安

                        	
                           PDPLGPFSZ及びPDPLGPFSZEXPオペランドを省略すると，省略値としてそれぞれ8192キロバイトが仮定されます。このときのプラグインインデクスの更新可能件数は次のとおりとなります。

                           
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          使用しているプラグイン

                                       
                                       	
                                          増分なしの場合

                                       
                                       	
                                          増分ありの場合

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          HiRDB Text Search Plug-in

                                       
                                       	
                                          215,000件

                                       
                                       	
                                          5,160,000件

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                        	●PDPLGPFSZ及びPDPLGPFSZEXPオペランドの指定例

                        	
                           複数のプラグインインデクスを更新する場合の上記オペランドの指定例を次に示します。

                           
                              	（例）

                              	
                                 
                                    	
                                       プラグインインデクス1のファイル容量：10240キロバイト

                                    

                                    	
                                       プラグインインデクス2のファイル容量：81920キロバイト

                                    

                                 

                                 この場合のPDPLGPFSZ及びPDPLGPFSZEXPオペランドの指定例を次に示します。

                                    PDPLGPFSZ=10240
   PDPLGPFSZEXP=10240

                                 このように指定すると，プラグインインデクス2のファイル容量は7回増分し，領域をむだに使用することがなくなります。なお，1ファイルは23回まで増分できます。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               14.8.3　UAP実行時の手順

               UAPを実行してから，プラグインインデクスを遅延一括作成するまでの手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           UAPを実行します。

                           UAPを実行すると，プラグインインデクスの情報がインデクス情報ファイルに出力されます。作成されたインデクス情報ファイル名称をKFPH25100-Iメッセージで確認してください。

                        

                        	
                           pdholdコマンドで，プラグインインデクス格納RDエリアを閉塞してください。

                           pdhold -r RDAREA1

                        

                        	
                           pdrorgコマンドで，プラグインインデクスを一括作成してください。このとき，1で作成したインデクス情報ファイルを入力情報にしてください。

                           pdrorg -k ixmk -t TABLE1 /pdrorg/rorg06

                        

                        	
                           pdrelsコマンドで，プラグインインデクス格納RDエリアの閉塞を解除してください。

                           pdrels -r RDAREA1

                        

                     

                  

               

            
            
               14.8.4　注意事項

               
                  (1)　インデクス情報ファイルについて

                  
                     (a)　作成されるファイル数

                     インデクス情報ファイルは，プラグインインデクスを格納しているRDエリアごとに作成されます。したがって，作成されるインデクス情報ファイルは，UAPで更新したプラグインインデクスの格納RDエリア数になります。

                  
                  
                     (b)　作成されるファイルの名称

                     インデクス情報ファイルに付けられる名称は，インデクス識別子及びRDエリア名によって決まります（次に示す条件に従って決まります）。このインデクス情報ファイル名をデータベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）の制御情報ファイルに指定します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    条件

                                 
                                 	
                                    インデクス情報ファイル名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    次に示す条件をすべて満たす場合

                                    
                                       	
                                          インデクス識別子長＋RDエリア名称長 ＜ 30バイト

                                       

                                       	
                                          インデクス識別子及びRDエリア名が注で説明する文字列である

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    インデクス識別子．RDエリア名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    次に示す条件をすべて満たす場合

                                    
                                       	
                                          インデクス識別子長＋RDエリア名称長 ≧ 30バイト

                                       

                                       	
                                          インデクス識別子及びRDエリア名が注で説明する文字列である

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    インデクスID．RDエリアID.インデクス識別子の一部※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    インデクス識別子及びRDエリア名に注で説明する文字列以外の文字列が含まれている場合

                                 
                                 	
                                    インデクスID．RDエリアID

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           Ａ〜Ｚ，ａ〜ｚ，０〜９，ピリオド（ ．），下線（ ＿ ），及び＠で構成される文字列

                           この規則に従ってインデクス識別子及びRDエリア名を付けることをお勧めします。

                        

                        	注※

                        	
                           インデクス識別子の先頭12バイトが表示されます。

                        

                        	●インナレプリカ機能を使用している場合

                        	
                           プラグインインデクスを格納しているRDエリアがレプリカRDエリアの場合，次に示す条件に従ってインデクス情報ファイル名が決まります。

                           
                              
                                 
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          条件

                                       
                                       	
                                          インデクス情報ファイル名

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          pd_plugin_ixmk_dirオペランドにインデクス情報ファイルを格納するディレクトリ名を指定した場合

                                       
                                       	
                                          インデクス識別子．オリジナルRDエリア名．RDエリア世代番号

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          次に示す条件をすべて満たす場合

                                          
                                             	
                                                インデクス識別子長＋RDエリア名称長 ＜ 27バイト

                                             

                                             	
                                                インデクス識別子及びRDエリア名が注で説明する文字列である

                                             

                                          

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          次に示す条件をすべて満たす場合

                                          
                                             	
                                                インデクス識別子長＋RDエリア名称長 ≧ 27バイト

                                             

                                             	
                                                インデクス識別子及びRDエリア名が注で説明する文字列である

                                             

                                          

                                       
                                       	
                                          インデクスID．RDエリアID.インデクス識別子の一部※．RDエリア世代番号

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          インデクス識別子及びRDエリア名に注で説明する文字列以外の文字列が含まれている場合

                                       
                                       	
                                          インデクスID．RDエリアID．RDエリア世代番号

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                           
                              	注

                              	
                                 Ａ〜Ｚ，ａ〜ｚ，０〜９，ピリオド（ ．），下線（ ＿ ），及び＠で構成される文字列

                                 この規則に従ってインデクス識別子及びRDエリア名を付けることをお勧めします。

                              

                              	注※

                              	
                                 インデクス識別子の先頭9バイトが表示されます。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　作成されるファイルの容量

                     インデクス情報ファイルの容量は大きくなるため注意してください。１ファイルの容量の概算は，次に示す計算式から求められます。ただし，pd_plugin_ixmk_dirオペランドにHiRDBファイルシステム領域名を指定する場合は，1ファイルのサイズを1,024バイトの境界になるよう切り上げる必要があります。

                     （12＋Ｅ）×（Ａ＋Ｂ＋Ｃ×Ｄ）＋1024　　　　　　　（単位：バイト）

                     Ａ：行データの追加件数（INSERT文での更新件数）

                     Ｂ：行データの更新件数（UPDATE文での更新件数）

                     Ｃ：プラグインインデクスの遅延一括作成を指定したUAPの数

                     Ｄ：UAP中のCOMMIT発行回数

                     Ｅ：プラグインの種類によって異なります。HiRDB Text Search Plug-inの場合は27となります。

                  
                  
                     (d)　ファイルの削除

                     インデクス情報ファイルは不要になった時点で，HiRDBが自動的に削除します。削除するタイミングは次のとおりです。

                     
                        	
                           プラグインインデクスの一括作成が正常終了したとき

                        

                        	
                           プラグインインデクスの再作成を実行したとき

                        

                     

                     上記の操作をしない場合は，ファイルは削除されません。自分でファイルを削除してください。

                  
               
               
                  (2)　バックアップについて

                  UAPの実行中からプラグインインデクスを一括作成するまでの間は，表データとプラグインインデクスデータが不整合の状態になっています。したがって，この間はバックアップを取得しないでください。

               
               
                  (3)　インデクス情報ファイル間のデッドロック

                  同じ横分割表に対して，プラグインインデクスの遅延一括作成を指定したUAPを同時に実行すると，インデクス情報ファイルの排他処理でデッドロックが発生することがあります。

               
               
                  (4)　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションについて

                  HiRDB Version 5.0 05-02より前のバージョンで作成したストアドプロシジャ及びストアドファンクションについては，プラグインインデクスの遅延一括作成ができません。PDPLGIXMK＝YESを指定してプラグインインデクスの遅延一括作成をすると，KFPA11537-Eメッセージが出力されてエラーになります。この場合，次に示すどちらかの処置をとってください。

                  
                     	
                        プラグインインデクスの遅延一括作成をする場合

                        プラグインインデクスを更新するストアドプロシジャ及びストアドファンクションに対して，ALTER ROUTINE又はALTER PROCEDUREを実行してください。

                     

                     	
                        プラグインインデクスの遅延一括作成をしない場合

                        PDPLGIXMK=NOを指定してUAPを実行してください。

                     

                  

               
            
            
               14.8.5　障害発生時の対処方法

               
                  (1)　インデクス情報ファイルに障害が発生した場合

                  UAPの実行後からプラグインインデクスを一括作成するまでの間に，インデクス情報ファイルに障害が発生した場合は，プラグインインデクスを遅延一括作成できません。この場合は，次に示すどちらかの方法でプラグインインデクスを作成してください。

                  
                     	
                        データベース再編成ユティリティでプラグインインデクスを再作成してください。

                     

                     	
                        DROP INDEXを実行し，その後CREATE INDEXを実行してプラグインインデクスを作成してください。

                     

                  

                  上記のどちらの方法も，「UAPで追加したデータ件数＋表に元からあるデータ件数」分のプラグインインデクスデータを作成するため，データ件数が大量の場合は大変時間が掛かります。

                  したがって，インデクス情報ファイルの容量不足などにならないように，ディスク容量に十分余裕があるディレクトリを準備してください。

               
               
                  (2)　UAPの実行時に障害が発生した場合

                  
                     	ロールバックされた場合

                     	
                        障害原因を対策した後に，UAPを再度実行してください。

                     

                     	ロールバックされない場合

                     	
                        ログレスモードでUAPを実行した場合などは，ロールバックされません。この場合は，データベース回復ユティリティでデータベースを回復した後に，UAPを再度実行してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　プラグインインデクスの一括作成時に障害が発生した場合

                  障害原因を対策した後に，データベース再編成ユティリティを再度実行して，プラグインインデクスを一括作成してください。

               
            
         
      
   
      
         15　RDエリアの運用

         
            この章では，RDエリアの運用方法と使用中空きページ及び使用中空きセグメントを再利用する方法について説明します。

         

         
            15.1　RDエリアの容量が不足してくると

            
               15.1.1　RDエリアの容量が不足したときの対処

               実行者　HiRDB管理者

               表に対してデータの追加や削除を繰り返すと，最初に見積もったRDエリアの容量では対応できなくなる場合があります。HiRDBは，データの検索効率や格納効率が低下した表に対して，次に示すメッセージを出力します。

               
                  	
                     KFPA12300-I

                  

                  	
                     KFPH00211-I

                  

                  	
                     KFPH00212-I

                  

               

               
                  (1)　次に示す場合はRDエリアの容量を大きくしてください

                  特に次に示す場合はRDエリアの容量を大きくするか，又はRDエリアを作成する必要があります。

                  
                     	
                        同じRDエリア内の表に対してこのメッセージが頻繁に出力される場合

                     

                     	
                        表の再編成中又は表の再編成の直後にこのメッセージが出力される場合

                     

                     	
                        インデクスの再編成中又はインデクスの再編成の直後にこのメッセージが出力される場合

                     

                  

                  このような場合はデータベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）でRDエリアの容量を大きくするか，又はRDエリアを作成してください。

               
               
                  (2)　pddblsコマンドでRDエリアの未使用セグメント数が分かります

                  pddblsコマンドで，RDエリアの残容量（未使用セグメント数）が分かります。

                  
                     	例題

                     	
                        RDエリア（RDAREA1）の未使用セグメント数をpddblsコマンドで調べます。

                        pddbls -r RDAREA1 -a
 
STATE OF RDAREA
    RDAREA        ID       STATUS                 TYPE
                           OPNMODE
    RDAREA1       4        OPEN                   USER
                           INITIAL
    SEGMENT   75 / 700

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        未使用セグメント数／全セグメント数がSEGMENTに表示されます。未使用セグメント数がRDエリアの残容量となります。この例では，未使用セグメント数が75で，全セグメント数が700です。未使用セグメント数が残り少なくなったら，RDエリアを拡張します。

                     

                  

               
               
                  (3)　リスト用RDエリアの容量が不足した場合

                  ASSIGN LIST文を実行すると，RDエリアのリスト作成数オーバー（KFPA11812-Eメッセージ）となる場合は，データベース構成変更ユティリティでリスト用RDエリアを追加してください。ASSIGN LIST文を実行すると，RDエリアのページ数不足（KFPA11756-Eメッセージ）となる場合は，次に示すどれかの方法で，RDエリアの容量を大きくしてください。

                  
                     	
                        RDエリアの追加

                     

                     	
                        RDエリアの拡張

                     

                     	
                        RDエリアの再初期化

                     

                  

                  ただし，RDエリアの再初期化でリスト用RDエリアの容量を拡張すると，リスト用RDエリア内のリストが削除されます。この場合，ASSIGN LIST文でリストを再作成する必要があります。

               
               
                  (4)　RDエリアの自動増分機能を利用してください

                  RDエリアが容量不足になったとき，HiRDBファイルシステム領域内に空き領域があれば，自動的にRDエリアを拡張します。これをRDエリアの自動増分といいます。RDエリアの自動増分については，「RDエリアの自動増分」を参照してください。

               
            
         
         
            15.2　RDエリアを作成する方法（RDエリアの追加）

            実行者　HiRDB管理者

            データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のcreate rdarea文で，新規のRDエリアを追加できます。

            
               15.2.1　RDエリアを追加する前に

               
                  (1)　追加できるRDエリア

                  追加できるRDエリアを次に示します。

                  
                     	
                        データディクショナリ用RDエリア※

                     

                     	
                        データディクショナリLOB用RDエリア

                     

                     	
                        ユーザ用RDエリア

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリア

                     

                     	
                        リスト用RDエリア

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        ストアドプロシジャ，ストアドファンクション，及びトリガに関するディクショナリ表，及び再編成時期予測機能で使用する解析情報表と運用履歴表を格納するデータディクショナリ用RDエリアのことです。

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリアを追加するときは？

                  次の場合にRDエリアを新規に追加します。

                  
                     	
                        新しい表やインデクスを作成する場合，既にあるRDエリアには定義したくないとき

                     

                     	
                        新しく追加するRDエリアに一部の表やインデクスを移すことで，既にあるRDエリアの空き領域を大きくしたい場合

                     

                     	
                        絞込み検索をする場合，又はリストの作成数がオーバーした場合（リスト用RDエリアを追加します）

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  RDエリアを追加する場合は次に示すオペランドの値に注意してください。これらのオペランドの値を超えてRDエリアを追加できません。

                  
                     	
                        システム定義のpd_max_rdarea_noオペランドで指定したRDエリアの最大数

                     

                     	
                        システム定義のpd_max_file_noオペランドで指定したRDエリアを構成するHiRDBファイルの最大数

                     

                  

               
               
                  (4)　グローバルバッファの割り当て

                  追加したRDエリアをすぐに使用する場合は，(a)〜(c)に示すどれかの方法でグローバルバッファを割り当てる必要があります。

                  
                     (a)　pdmodコマンドの実行時にグローバルバッファを割り当てる方法

                     pdmodコマンドのcreate rdarea文のglobalbufferオペランドでグローバルバッファを割り当てます。この場合，既存のグローバルバッファ（システム定義のpdbufferオペランドの-r又は-oオプション指定のグローバルバッファ）にだけ割り当てられます。なお，次に示す場合はこの方法を使用できないため，(b)又は(c)の方法を使用してください。

                     
                        	
                           追加するRDエリアのページ長がグローバルバッファのバッファサイズ以上の場合

                        

                        	
                           インデクス用又はLOB用のグローバルバッファに割り当てる場合

                        

                        	
                           新規追加したグローバルバッファに割り当てる場合

                        

                     

                     この方法を使用して割り当てたグローバルバッファは，HiRDBを正常終了又は計画停止したときに無効になります。そのため，HiRDBを終了したときにpdbufferオペランドの指定値を変更してください。なお，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にpdbufferオペランドの指定値を変更できます。

                     
                        	参考

                        	
                           
                              	
                                 pdbufferオペランドの指定値を変更しないと，次回のHiRDB開始以降，追加したRDエリアは-oオプション指定のグローバルバッファに割り当てられます。

                              

                              	
                                 HiRDBを再開始した場合はglobalbufferオペランドで指定したグローバルバッファに割り当てられます。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　pdbufmodコマンドでグローバルバッファを割り当てる方法

                     pdbufmodコマンドでグローバルバッファを割り当てます。この場合，既存のグローバルバッファだけでなく，新規追加したグローバルバッファにも割り当てられます。ただし，この方法でグローバルバッファを割り当てる場合は次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                     
                        	
                           HiRDB Advanced High Availabilityを導入している

                        

                        	
                           pd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定している

                        

                     

                     pdbufmodコマンドでグローバルバッファを割り当てる方法については，「HiRDBの稼働中にグローバルバッファを追加，変更，又は削除する方法（グローバルバッファの動的変更）」を参照してください。

                  
                  
                     (c)　システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）でグローバルバッファを割り当てる方法

                     システム構成変更コマンドでpdbufferオペランドの指定値を変更してグローバルバッファを割り当てます。この場合，既存のグローバルバッファだけでなく，新規追加したグローバルバッファにも割り当てられます。ただし，この方法でグローバルバッファを割り当てる場合はHiRDB
                        Advanced High Availabilityが必要になります。

                     システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  
               
               
                  (5)　ストアドプロシジャ又はストアドファンクションを使用するための規則

                  
                     	
                        データディクショナリLOB用RDエリアを追加すると，同時にルーチン管理用のディクショナリ表が作成されます。そのため，データディクショナリ用RDエリアに空きがない場合には，あらかじめデータディクショナリ用RDエリアを拡張しておいてください。

                     

                     	
                        データディクショナリLOB用RDエリアの追加と同時に，ルーチン管理用のディクショナリ表を格納するデータディクショナリ用RDエリアを追加できます。

                     

                     	
                        データディクショナリLOB用RDエリアを追加する場合には，一度に二つのRDエリアを追加してください。

                     

                  

               
            
            
               15.2.2　例題

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1）を追加します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します。ただし，既存のHiRDBファイルシステム領域にRDエリアを追加する場合は，この操作は必要ありません。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDエリアを追加します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdbufmodコマンドでグローバルバッファを割り当てます。

                        

                        	
                           pdbufferオペランドを修正します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域（/rdarea/area01）を作成します。

                        -n：HiRDBファイルシステム領域の大きさをメガバイト単位で指定します。

                        -l：HiRDBファイルシステム領域に作成するHiRDBファイル数の最大値を指定します。

                        -k：RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成するため，DBを指定します。

                        -i：HiRDBファイルシステム領域を初期化することを指定します。

                        /rdarea/area01：作成するHiRDBファイルシステム領域の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのcreate rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/create01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  create rdarea RDAREA1                              1
   globalbuffer gbuf01                             2
   for user used by PUBLIC                         3
   server name bes1                                4
   page 4096 characters                            5
   storage control segment 10 pages                6
   file name "/rdarea/area01/file01"               7
      initial 1000 segments;                       8

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              追加するRDエリア（RDAREA1）を指定します。

                           

                           	
                              RDAREA1に割り当てるグローバルバッファ（gbuf01）を指定します。次回のHiRDB開始以降，ここで指定したグローバルバッファに割り当てられないため，pdbufferオペランドの指定値を変更する必要があります。なお，(6)でグローバルバッファを割り当てる場合はこのオペランドを指定する必要はありません。

                           

                           	
                              RDAREA1を公用RDエリアにします。

                           

                           	
                              このオプションはHiRDB/パラレルサーバのときだけ指定してください。ここにはRDエリアを追加するサーバの名称を指定します。

                           

                           	
                              ページ長を指定します。

                           

                           	
                              セグメントサイズを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                              /rdarea/rdarea01は，(1)で作成したHiRDBファイルシステム領域です。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　pdmodコマンドでRDエリアを追加します

                  pdmod -a /pdmod/create01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(2)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを追加すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアの内容が更新されます。そのため，ここでは全RDエリアのバックアップを取得しています。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdbufmodコマンドでグローバルバッファを割り当てます

                  新規のグローバルバッファ（gbuf01）を追加してRDAREA1に割り当てます。

                  pdbufmod -k add -a gbuf01 -r RDAREA1 -n 1000

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k add：グローバルバッファを追加する場合に指定します。

                        -a：追加するグローバルバッファの名称を指定します。

                        -r：割り当てるRDエリアを指定します。

                        -n：グローバルバッファのバッファ面数を指定します。

                     

                  

                  なお，pdbufmodコマンドを実行する場合は，次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                  
                     	
                        HiRDB Advanced High Availabilityを導入している

                     

                     	
                        システム定義のpd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定している

                     

                  

               
               
                  (7)　pdbufferオペランドを修正します

                  割り当てたグローバルバッファはHiRDBを正常終了又は計画停止したときに無効になります。そのため，HiRDBを終了したときにpdbufferオペランドの指定を変更してください。pdbufferオペランドの指定例を次に示します。

                                           :
pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -n 1000
                         :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        グローバルバッファ（gbuf01）に，追加したRDエリア（RDAREA1）を割り当てます。

                     

                  

                  なお，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にpdbufferオペランドの指定を変更できます。ただし，システム構成変更コマンドを実行する場合はHiRDB
                     Advanced High Availabilityが必要になります。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            15.3　RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）

            実行者　HiRDB管理者

            データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のexpand rdarea文で，RDエリアの容量を大きく（拡張）できます。RDエリアの拡張とは，格納されているデータを残した状態で，RDエリアの容量を増やすことです。RDエリアを拡張するときは，既にあるRDエリアにHiRDBファイルを追加します。

            
               15.3.1　RDエリアを拡張する前に

               
                  (1)　容量を拡張できるRDエリア

                  容量を拡張できるRDエリアを次に示します。

                  
                     	
                        ユーザ用RDエリア

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリア

                     

                     	
                        マスタディレクトリ用RDエリア

                     

                     	
                        データディレクトリ用RDエリア

                     

                     	
                        データディクショナリ用RDエリア

                     

                     	
                        データディクショナリLOB用RDエリア

                     

                     	
                        レジストリ用RDエリア

                     

                     	
                        レジストリLOB用RDエリア

                     

                     	
                        リスト用RDエリア

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリアを拡張するときは？

                  次の場合にRDエリアを拡張します。

                  
                     	
                        表の行数が増加してデータが格納できなくなった場合

                     

                     	
                        RDエリアの再初期化の方法ではRDエリアの容量を増やせない場合（RDエリアの再初期化については，「RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）」を参照してください）

                     

                     	
                        一つのRDエリアを複数のHiRDBファイルで構成してもよい場合

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        HiRDBファイル数を増やす場合はpd_max_file_noオペランドの値に注意してください。RDエリアを構成する全HiRDBファイル数がこのオペランドの値を超える場合はRDエリアを追加できません。

                     

                     	
                        拡張するRDエリアを次に示す状態にする必要があります。

                        
                           	
                              RDエリアが障害閉塞状態の場合は，障害閉塞となった要因を取り除いた後にpdrelsコマンドで閉塞状態を解除してください。

                           

                           	
                              RDエリアがクローズ状態の場合は，pdopenコマンドでオープン状態にしてください。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               15.3.2　例題

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1）の容量を拡張します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します。拡張するRDエリアのHiRDBファイルシステム領域に余裕がない場合にこの操作をしてください。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDエリアを拡張します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area11

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域（/rdarea/area11）を作成します。

                        -n：HiRDBファイルシステム領域の大きさをメガバイト単位で指定します。

                        -l：HiRDBファイルシステム領域に作成するHiRDBファイル数の最大値を指定します。

                        -k：RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成するため，DBを指定します。

                        -i：HiRDBファイルシステム領域を初期化することを指定します。

                        /rdarea/area11：作成するHiRDBファイルシステム領域の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのexpand rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/expand01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  expand rdarea RDAREA1                              1
   file name "/rdarea/area11/file01"               2
      initial 1000 segments;                       3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              拡張するRDエリア（RDAREA1）を指定します。

                           

                           	
                              追加するHiRDBファイルを指定します。

                              /rdarea/rdarea11は，(1)で作成したHiRDBファイルシステム領域です。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　pdmodコマンドでRDエリアを拡張します

                  pdmod -a /pdmod/expand01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(2)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 
-p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを拡張すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアの内容が更新されます。そのため，ここでは全RDエリアのバックアップを取得しています。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            15.4　RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）

            実行者　HiRDB管理者

            データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のinitialize rdarea文で，RDエリアの容量又は属性を変更（再初期化）できます。RDエリアの再初期化とは，既にあるデータを消去して，RDエリアを構成するHiRDBファイルを大きく又は小さくしたり，セグメントサイズを変更したりして，RDエリアの容量又は属性を変更することです。

            なお，RDエリアを再初期化することで，RDエリアを構成するHiRDBファイルを変更し，RDエリアのディスク配置を変更できます。手順については，「例題９（RDエリアのディスク配置を変更する場合）」を参照してください。

            ただし，マスタディレクトリ用RDエリア，データディクショナリ用RDエリア，及びデータディレクトリ用RDエリアは再初期化できないため，これらのRDエリアのディスク配置を変更する場合は，データベース初期設定ユティリティでデータベースを再度初期設定する必要があります。この場合のデータベースの移行方法については，「システム間で資源を移行する方法」を参照してください。

            
               15.4.1　RDエリアを再初期化する前に

               
                  (1)　再初期化できるRDエリア

                  再初期化できるRDエリアを次に示します。

                  
                     	
                        ユーザ用RDエリア

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリア

                     

                     	
                        データディクショナリLOB用RDエリア（オブジェクト格納用だけ）

                     

                     	
                        レジストリ用RDエリア

                     

                     	
                        レジストリLOB用RDエリア

                     

                     	
                        リスト用RDエリア

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリアを再初期化するときは？

                  次の場合にRDエリアを再初期化します。

                  
                     	
                        表の行数が増加してデータが格納できなくなった場合

                     

                     	
                        HiRDBファイルの構成（個数，及び一つのHiRDBファイルの容量）を変更する場合

                     

                     	
                        HiRDBファイルの構成（HiRDBファイルの名称）を変更する場合

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        再初期化の前後に再初期化対象RDエリアのバックアップを取得してください。再初期化後にRDエリアの障害が発生すると，再初期化以前に取得したバックアップからは回復できません。

                     

                     	
                        RDエリアを再初期化するとRDエリア中のデータが消去されます。このため，データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）を使用してデータをアンロードしておいてください。

                     

                     	
                        再初期化するRDエリアはpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にしてください。

                     

                     	
                        HiRDBファイル数を増やす場合はpd_max_file_noオペランドの値に注意してください。RDエリアを構成する全HiRDBファイル数がこのオペランドの値を超える場合はRDエリアを追加できません。

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリアを再初期化した場合，LOB列構成基表のデータは消去されないでそのまま残ります。LOB列は長さが０のデータとして扱われます。

                     

                     	
                        ストアドプロシジャのオブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアを再初期化した場合は，ALTER PROCEDURE ALLですべてのSQLオブジェクトを再作成してください。

                     

                     	
                        リスト用RDエリアを再初期化すると，リスト用RDエリア内のリストはすべて削除されます。したがって，絞込み検索をする場合はASSIGN LIST文で再度リストを作成してください。

                     

                     	
                        リスト用RDエリアに対してはデータベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）を実行できません。

                     

                     	
                        改竄防止表を格納したRDエリアは再初期化できません。

                     

                     	
                        データディクショナリLOB用RDエリア（オブジェクト格納用）を再初期化する場合は，ディクショナリ表のSQL_DIV_COLUMN表を検索し，データディクショナリLOB用RDエリア名を確認する必要があります。検索例を次に示します。

                        例題

                           SELECT RDAREA_NAME FROM MASTER.SQL_DIV_COLUMN
      WHERE TABLE_SCHEMA='HiRDB'
        AND TABLE_NAME='SQL_ROUTINES'
        AND COLUMN_NAME='ROUTINE_OBJECT'

                     

                     	
                        サーバ内分割表に対してRDエリア単位にデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）を実行する場合，処理対象のRDエリアだけではなく，表及びインデクスにも排他が掛かります（詳細については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」の「ユティリティの排他制御モード」を参照してください）。また，pdmodコマンドで再初期化（initialize rdarea文）を実行する場合，処理対象のRDエリア及び表に排他モード（EX）の排他が掛かります。そのため，再編成中でないRDエリアに対して再初期化を実行しても排他エラーとなることがあります。例えば，RDエリアR1，R2，及びR3に横分割表T1が格納されていたとします。R1に対して再編成を実行しているときに，R2に対して再初期化を実行すると排他エラーとなります。

                        このような場合はinitialize rdarea文にwithout lock tableオペランドを指定して再初期化を実行してください。without lock
                           tableオペランドを指定するとpdmodコマンドは処理対象の表に排他を掛けなくなるため，再編成と再初期化を同時に実行できます。without lock tableオペランドの詳細は，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」の「RDエリアの再初期化」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　レジストリ用RDエリア又はレジストリLOB用RDエリアを再初期化する場合

                  
                     	
                        レジストリ用RDエリア又はレジストリLOB用RDエリアを再初期化した場合は，プラグインが使用するレジストリ情報を再登録してください。

                     

                     	
                        レジストリLOB用RDエリアを再初期化した場合は，レジストリ用RDエリアも再初期化してください。

                     

                  

               
            
            
               15.4.2　例題１（インデクスが定義されている場合）

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。インデクスはユーザ用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAREA1を閉塞します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドでRDAREA1をクローズします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化（容量拡張）します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAREA1をオープンします。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA1の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area02

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAREA1を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/unld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -t：アンロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(6)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdcloseコマンドでRDAREA1をクローズします

                  pdclose -r RDAREA1

               
               
                  (9)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA1                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area02/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA1には新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリア（RDAREA1）を指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化（容量拡張）します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(9)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdopenコマンドでRDAREA1をオープンします

                  pdopen -r RDAREA1

               
               
                  (12)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文，index文，及びsort文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/reld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile                           1
index INDEX1 /unld/index_inf                    2
sort /tmp/sortwork                              3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス識別子（INDEX1），及びインデクス情報ファイル名（/unld/index_inf）を指定します。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -t TABLE1 /pdrorg/reld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：リロードをするためreldを指定します。

                        -t：リロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/reld01：(12)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (14)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (15)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (16)　pdrelsコマンドでRDAREA1の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.4.3　例題２（インデクスが定義されている場合）

               ユーザ用RDエリア（RDAREA2）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。インデクスはユーザ用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAREA2を閉塞かつクローズ状態にします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAREA2を再初期化（容量拡張）します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAREA2をオープンします。

                        

                        	
                           pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdloadコマンドでインデクスを一括作成します（0件データロードでインデクスを一括作成します）。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA2の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area02

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAREA2を閉塞かつクローズ状態にします

                  pdhold -r RDAREA2 -c

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA2                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area02/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA2には新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリア（RDAREA2）を指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　pdmodコマンドでRDAREA2を再初期化（容量拡張）します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(6)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdopenコマンドでRDAREA2をオープンします

                  pdopen -r RDAREA2

               
               
                  (9)　pdloadコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdloadコマンドのsource文，index文，及びsort文を記述した制御文ファイル（/pdload/load01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  source /load/loadfile error=/tmp/err          1
index INDEX1 /load/index_inf                  2
sort /tmp/sortwork                            3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              入力データファイル及びエラー情報ファイルを指定します。

                           

                           	
                              インデクス識別子（INDEX1），及びインデクス情報ファイル名（/load/index_inf）を指定します。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdloadコマンドでインデクスを一括作成します（0件データロードでインデクスを一括作成します）

                  pdload TABLE1 /pdload/load01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        0件データロードでインデクスを一括作成します。-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクス（INDEX1）を一括作成します。

                        TABLE1：データロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/load01：(9)で作成したpdloadコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (12)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (13)　pdrelsコマンドでRDAREA2の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  なお，プラグインインデクスを格納したRDエリアも同様の手順で再初期化して，容量を増やせます。

               
            
            
               15.4.4　例題３（LOB列が定義されている場合）

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）のLOB列構成基表が格納されています。

                  

                  	
                     LOBデータはユーザLOB用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。インデクスはユーザ用RDエリア（RDAREA3）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドでRDAREA1をクローズします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化（容量拡張）します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAREA1をオープンします。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area02

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/unld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -j：LOB列がある表をアンロードする場合に指定します。

                        -t：アンロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(6)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdcloseコマンドでRDAREA1をクローズします

                  pdclose -r RDAREA1

               
               
                  (9)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA1                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area02/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA1には新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリア（RDAREA1）を指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化（容量拡張）します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(9)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdopenコマンドでRDAREA1をオープンします

                  pdopen -r RDAREA1

               
               
                  (12)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文，index文，及びsort文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/reld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile                        1
index INDEX1 /unld/index_inf                 2
sort /tmp/sortwork                           3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス識別子（INDEX1），及びインデクス情報ファイル名（/unld/index_inf）を指定します。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -j -t TABLE1 /pdrorg/reld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：リロードをするためreldを指定します。

                        -j：LOB列がある表をリロードする場合に指定します。

                        -t：リロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/reld01：(12)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (14)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (15)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (16)　pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.4.5　例題４（LOB列が定義されている場合）

               ユーザ用LOB用RDエリア（RDAREA2）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）のLOB列構成基表が格納されています。

                  

                  	
                     LOBデータはユーザLOB用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドでRDAREA2をクローズします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAREA2を再初期化（容量拡張）します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAREA2をオープンします。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area02

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/unld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -j：LOB列がある表をアンロードする場合に指定します。

                        -t：アンロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(6)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdcloseコマンドでRDAREA2をクローズします

                  pdclose -r RDAREA2

               
               
                  (9)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA2                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area02/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA2には新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリア（RDAREA2）を指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDAREA2を再初期化（容量拡張）します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(9)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdopenコマンドでRDAREA2をオープンします

                  pdopen -r RDAREA2

               
               
                  (12)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：リロードをするためreldを指定します。

                        -j：LOB列がある表をリロードする場合に指定します。

                        -t：リロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(6)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (13)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (14)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (15)　pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.4.6　例題５（抽象データ型が定義されている場合）

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）の抽象データ型列構成基表が格納されています。TABLE1には，プラグインが提供する抽象データ型（SGMLTEXT型）が定義されています。

                  

                  	
                     SGMLTEXTデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                  

                  	
                     プラグインインデクスは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA3）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドでRDAREA1をクローズします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化（容量拡張）します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAREA1をオープンします。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area02

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/unld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -j：次に示す表をアンロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：アンロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(6)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdcloseコマンドでRDAREA1をクローズします

                  pdclose -r RDAREA1

               
               
                  (9)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA1                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area02/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA1には新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリア（RDAREA1）を指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化（容量拡張）します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(9)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdopenコマンドでRDAREA1をオープンします

                  pdopen -r RDAREA1

               
               
                  (12)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文，index文，及びsort文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/reld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile                      1
index INDEX1 /unld/index_inf               2
sort /tmp/sortwork                         3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス識別子（INDEX1），及びインデクス情報ファイル名（/unld/index_inf）を指定します。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -j -t TABLE1 /pdrorg/reld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        インデクス（INDEX1）も同時に作成するため，-iオプションを省略してインデクス一括作成モードでインデクスを一括作成します。

                        -k：リロードをするためreldを指定します。

                        -j：次に示す表をリロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：リロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/reld01：(12)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (14)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (15)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (16)　pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.4.7　例題６（抽象データ型が定義されている場合）

               ユーザLOB用RDエリア（RDAREA2）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）の抽象データ型列構成基表が格納されています。TABLE1には，プラグインが提供する抽象データ型（SGMLTEXT型）が定義されています。

                  

                  	
                     SGML TEXTデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                  

                  	
                     プラグインインデクスは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA3）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドでRDAREA2をクローズします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAREA2を再初期化（容量拡張）します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAREA2をオープンします。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area02

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAREA1及びRDAREA2を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/unld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -j：次に示す表をアンロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：アンロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(6)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdcloseコマンドでRDAREA2をクローズします

                  pdclose -r RDAREA2

               
               
                  (9)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA2                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area02/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA2には新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリア（RDAREA2）を指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDAREA2を再初期化（容量拡張）します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(9)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdopenコマンドでRDAREA2をオープンします

                  pdopen -r RDAREA2

               
               
                  (12)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文，index文，及びsort文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/reld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile                       1
index INDEX1 /unld/index_inf                2
sort /tmp/sortwork                          3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス識別子（INDEX1），及びインデクス情報ファイル名（/unld/index_inf）を指定します。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：リロードをするためreldを指定します。

                        -j：次に示す表をリロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：リロードをする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(12)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (14)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (15)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (16)　pdrelsコマンドでRDAREA1及びRDAREA2の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.4.8　例題７（表に関連する全RDエリアを再初期化してデータの回復をユティリティで行う場合）

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1，RDAREA2）とユーザLOB用RDエリア（RDAREA3，RDAREA4，RDAREA5）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）のLOB列構成基表及び抽象データ型列構成基表が格納されています。TABLE1には，プラグインが提供する抽象データ型（SGMLTEXT型）が定義されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。インデクスはユーザ用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                  

                  	
                     LOBデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA3）に格納されています。

                  

                  	
                     SGMLTEXTデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA4）に格納されています。

                  

                  	
                     プラグインインデクスは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA5）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を閉塞します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をクローズします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を再初期化します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をオープンします。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAERA1〜RDAREA5の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01
pdfstatfs /rdarea/area02
pdfstatfs /rdarea/area03
pdfstatfs /rdarea/area04
pdfstatfs /rdarea/area05

                  再初期化対象RDエリアのすべてのHiRDBファイルシステム領域を確認してください。

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area11
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area12
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area13
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area14
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area15

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/unld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -j：次に示す表をアンロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(6)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdcloseコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をクローズします

                  pdclose -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

               
               
                  (9)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA1                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area11/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4
initialize rdarea RDAREA2
   with reconstruction
   file name "/rdarea/area12/file01"
      initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA3
   with reconstruction
   file name "/rdarea/area13/file01"
      initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA4
   with reconstruction
   file name "/rdarea/area14/file01"
       initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA5
   with reconstruction
   file name "/rdarea/area15/file01"
       initial 3000 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        再初期化するRDエリアには新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリアを指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を再初期化します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(9)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                        
                           	参考

                           	
                              RDAREA1の再初期化時，KFPX14255-W，KFPX24231-W，及びKFPX24242-WのRDエリア状態不正メッセージが出力されます。これは，RDAREA2〜RDAREA5を同時に再初期化しているためで問題はありません。また，RDAREA2，RDAREA4，RDAREA5の再初期化時，インデクスが未完状態に，LOB属性の抽象データ型がアクセス禁止状態になりますが，(13)のデータのリロード時にそれぞれ解除されるため問題ありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (11)　pdopenコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をオープンします

                  pdopen -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

               
               
                  (12)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文，index文，及びsort文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/reld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile                      1
index INDEX1 /unld/index_inf               2
sort /tmp/sortwork                         3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス識別子（INDEX1），及びインデクス情報ファイル名（/unld/index_inf）を指定します。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -j -t TABLE1 /pdrorg/reld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：リロードをするためにreldを指定します。

                        -j：次に示す表をリロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：リロードする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/reld01：(12)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (14)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (15)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (16)　pdrelsコマンドでRDAERA1〜RDAREA5の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.4.9　例題８（表に関連する全RDエリアを再初期化してデータの回復をUAPで行う場合）

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1，RDAREA2）とユーザLOB用RDエリア（RDAREA3，RDAREA4，RDAREA5）を再初期化します。このとき，RDエリアの容量を大きくします。

               
                  	
                     RDAREA1には，表（TABLE1）のLOB列構成基表及び抽象データ型列構成基表が格納されています。TABLE1には，プラグインが提供する抽象データ型（SGMLTEXT型）が定義されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。インデクスはユーザ用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                  

                  	
                     LOBデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA3）に格納されています。

                  

                  	
                     SGMLTEXTデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA4）に格納されています。

                  

                  	
                     プラグインインデクスは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA5）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を閉塞及びクローズ状態にします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAERA2〜RDAREA5を再初期化します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA2〜RDAREA5を閉塞解除してオープン状態にします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAREA1を閉塞解除してオープン状態にします。

                        

                        	
                           UAPを実行します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　pdfstatfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域に空きがあるか確認します

                  pdfstatfs /rdarea/area01
pdfstatfs /rdarea/area02
pdfstatfs /rdarea/area03
pdfstatfs /rdarea/area04
pdfstatfs /rdarea/area05

                  再初期化対象RDエリアのすべてのHiRDBファイルシステム領域を確認してください。

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  (1)の結果，HiRDBファイルシステム領域に空きがないとします。再初期化するときにRDエリアの容量を大きくするため，次に示すどれかの方法でHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  
                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域より大きいHiRDBファイルシステム領域を新規に割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域に加えて新規のHiRDBファイルシステム領域を割り当てる

                     

                     	
                        既存のHiRDBファイルシステム領域を大きくする

                     

                  

                  ここでは，1の方法でHiRDBファイルシステム領域を準備します。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area11
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area12
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area13
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area14
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea/area15

               
               
                  (3)　pdholdコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を閉塞及びクローズ状態にします

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5 -c

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA2                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area12/files01"                   3
      initial 3000 segments;                            4
initialize rdarea RDAREA3
   with reconstruction
   file name "/rdarea/area13/files01"
      initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA4
   with reconstruction
   file name "/rdarea/area14/files01"
       initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA5
   with reconstruction
   file name "/rdarea/area15/files01"
       initial 3000 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        再初期化するRDエリアには新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリアを指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　pdmodコマンドでRDAERA2〜RDAREA5を再初期化します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(6)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                        
                           	参考

                           	
                              RDAREA2，RDAREA4，RDAREA5の再初期化時，インデクスが未完状態に，LOB属性の抽象データ型がアクセス禁止状態になりますが，(10)のRDAREA1の再初期化時にそれぞれ解除されるため問題ありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　pdrelsコマンドでRDAREA2〜RDAREA5を閉塞解除してオープン状態にします

                  pdrels -r RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5 -o

               
               
                  (9)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init02）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA1                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea/area11/file01"                    3
      initial 3000 segments;                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA1には新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリア（RDAREA1）を指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdmodコマンドでRDAREA1を再初期化します

                  pdmod -a /pdmod/init02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(9)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (11)　pdrelsコマンドでRDAREA1を閉塞解除してオープン状態にします

                  pdrels -r RDAREA1 -o

               
               
                  (12)　UAPを実行します

                  TABLE1にデータを挿入するUAPを実行してデータを回復します。

               
               
                  (13)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (14)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.4.10　例題９（RDエリアのディスク配置を変更する場合）

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1，RDAREA2）とユーザLOB用RDエリア（RDAREA3，RDAREA4，RDAREA5）を再初期化します。このとき，RDエリアのディスク配置を/rdareaから/rdarea2に変更します。

               
                  	
                     RDAREA1には表（TABLE1）のLOB列構成基表及び抽象データ型列構成基表が格納されています。TABLE1には，プラグインが提供する抽象データ型（SGMLTEXT型）が定義されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。インデクスはユーザ用RDエリア（RDAREA2）に格納されています。

                  

                  	
                     LOBデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA3）に格納されています。

                  

                  	
                     SGMLTEXTデータは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA4）に格納されています。

                  

                  	
                     プラグインインデクスは，ユーザLOB用RDエリア（RDAREA5）に格納されています。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を準備します。

                        

                        	
                           pdholdコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を閉塞します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をクローズします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を再初期化します。

                        

                        	
                           pdopenコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をオープンします。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdrelsコマンドでRDAERA1〜RDAREA5の閉塞を解除します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　HiRDBファイルシステム領域を準備します

                  新しくRDエリアを配置するディスク（/rdarea2）にHiRDBファイルシステム領域を準備してください。

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea2/area11
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea2/area12
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea2/area13
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea2/area14
pdfmkfs -n 100 -l 10 -k DB -i /rdarea2/area15

                  -n及び-lオプションには，変更前のディスク（/rdarea）に作成していたHiRDBファイルシステム領域と同じか，又は大きい値を指定してください。

               
               
                  (2)　pdholdコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を閉塞します

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

               
               
                  (3)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (4)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：このオプションを指定すると，全RDエリアのバックアップを取得します。RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの処理結果リストの出力先を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/unld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをアンロードします

                  pdrorg -k unld -j -t TABLE1 /pdrorg/unld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：アンロードをするためunldを指定します。

                        -j：次に示す表をアンロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：アンロードする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/unld01：(5)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdcloseコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をクローズします

                  pdclose -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

               
               
                  (8)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのinitialize rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/init01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  initialize rdarea RDAREA1                               1
   with reconstruction                                  2
   file name "/rdarea2/area11/file01"                   3
      initial 3000 segments;                            4
initialize rdarea RDAREA2
   with reconstruction
   file name "/rdarea2/area12/file01"
      initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA3
   with reconstruction
   file name "/rdarea2/area13/file01"
      initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA4
   with reconstruction
   file name "/rdarea2/area14/file01"
       initial 3000 segments;
initialize rdarea RDAREA5
   with reconstruction
   file name "/rdarea2/area15/file01"
       initial 3000 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        再初期化するRDエリアには新規追加したHiRDBファイルシステム領域を割り当てます。

                        
                           	
                              再初期化するRDエリアを指定します。

                           

                           	
                              再初期化前とファイル構成が変わるため，with reconstructionを指定します。

                           

                           	
                              RDエリアを構成するHiRDBファイルを指定します。新しくRDエリアを配置するディスク（/rdarea2）を指定します。

                           

                           	
                              HiRDBファイルのセグメント数を指定します。変更前のディスク（/rdarea）に作成していたHiRDBファイルと同じか，又は大きい値を指定してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (9)　pdmodコマンドでRDAERA1〜RDAREA5を再初期化します

                  pdmod -a /pdmod/init01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(8)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                        
                           	参考

                           	
                              RDAREA1の再初期化時，KFPX14255-W，KFPX24231-W，及びKFPX24242-WのRDエリア状態不正メッセージが出力されます。これは，RDAREA2〜RDAREA5を同時に再初期化しているためで問題はありません。また，RDAREA2，RDAREA4，RDAREA5の再初期化時，インデクスが未完状態に，LOB属性の抽象データ型がアクセス禁止状態になりますが，(12)のデータのリロード時にそれぞれ解除されるため問題ありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　pdopenコマンドでRDAERA1〜RDAREA5をオープンします

                  pdopen -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

               
               
                  (11)　pdrorgコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdrorgコマンドのunload文，index文，及びsort文を記述した制御文ファイル（/pdrorg/reld01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  unload /unld/unldfile                      1
index INDEX1 /unld/index_inf               2
sort /tmp/sortwork                         3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              アンロードファイルの名称を指定します。

                           

                           	
                              インデクス識別子（INDEX1），及びインデクス情報ファイル名（/unld/index_inf）を指定します。

                           

                           	
                              ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (12)　pdrorgコマンドでTABLE1のデータをリロードします

                  pdrorg -k reld -j -t TABLE1 /pdrorg/reld01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k：リロードをするためにreldを指定します。

                        -j：次に示す表をリロードする場合に指定します。

                        　　・LOB列がある表

                        　　・LOB属性の抽象データ型を定義した表

                        -t：リロードする表の名称を指定します。

                        /pdrorg/reld01：(11)で作成したpdrorgコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (13)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (14)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  RDエリアを再初期化すると，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で説明しているRDエリアが更新されるため，6.3で説明しているRDエリアのバックアップを取得する必要があります。ここでは全RDエリアのバックアップを取得します。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

               
               
                  (15)　pdrelsコマンドでRDAERA1〜RDAREA5の閉塞を解除します

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3,RDAREA4,RDAREA5

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            15.5　RDエリア名を変更する方法（RDエリアの属性変更）

            実行者　HiRDB管理者

            データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のalter rdarea文で，RDエリア名を変更できます。

            
               15.5.1　RDエリア名を変更する前に

               
                  (1)　名称を変更できるRDエリア

                  マスタディレクトリ用RDエリア以外のすべてのRDエリアの名称を変更できます。

               
               
                  (2)　RDエリア名の変更に伴う作業

                  RDエリア名を変更すると，定義情報やUAPなどに指定しているRDエリア名もすべて変更する必要があります。そのため，変更するRDエリアの名称を指定している箇所を調査しておいてください。

                  RDエリア名を変更した場合に必要な作業を次の表に示します。この表の項目以外にもRDエリア名を指定している箇所があれば，変更が必要です。

                  
                     表15‒1　RDエリア名を変更した場合に必要な作業
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 必要な作業

                              
                              	
                                 必要な作業をしなかった場合の問題

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システム共通定義のpdbufferオペランド

                              
                              	
                                 HiRDBを正常終了したときに，pdbufferオペランドに指定しているRDエリア名を，変更後のRDエリア名に変更してください。

                              
                              	
                                 HiRDBの正常終了後にRDエリア名を変更しないで正常開始すると，-oオプション指定のグローバルバッファがある場合は，そのグローバルバッファが名称変更後のRDエリアに割り当てられます。アクセスはできますが，処理性能が劣化するおそれがあります。-oオプションを指定しているグローバルバッファがない場合は，名称変更後のRDエリアにグローバルバッファが割り当てられないため，変更後のRDエリアにアクセスしようとすると，エラーになります。

                              
                           

                           
                              	
                                 UAP環境定義のpdlbufferオペランド

                              
                              	
                                 pdlbufferオペランドに指定しているRDエリア名を，変更後のRDエリア名に変更してください。

                              
                              	
                                 ほかのUAPによるグローバルバッファの占有やバッファの排他処理による待ち状態が発生し，性能が劣化するおそれがあります。

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL手続き文

                              
                              	
                                 データベース構成変更ユティリティ（pdmod）を実行した場合に警告メッセージ（KFPX24238-W）が出力されたときは，ルーチン又はトリガを再作成してください※。

                              
                              	
                                 ルーチン又はトリガの実行時に，SQLオブジェクトが無効のため，エラーになります。

                              
                           

                           
                              	
                                 UAP

                              
                              	
                                 変更前のRDエリア名を指定しているUAPを再作成してください。

                              
                              	
                                 UAPが正常に動作しないおそれがあります。

                              
                           

                           
                              	
                                 コマンド若しくはユティリティのオプション，又はユティリティの制御文

                              
                              	
                                 指定しているRDエリア名を，変更後のRDエリア名に変更してください。

                              
                              	
                                 コマンド又はユティリティが正常に動作しないおそれがあります。

                              
                           

                           
                              	
                                 関連製品

                              
                              	
                                 指定しているRDエリア名を，変更後のRDエリア名に変更してください。

                                 （例）

                                 
                                    	
                                       HiRDB Datareplicatorの反映定義

                                    

                                    	
                                       HiRDB Dataextractorのコマンド引数

                                    

                                    	
                                       JP1/Performance Management - Agent Option for HiRDBのRDエリアの稼働情報，データベース操作に関するHiRDBファイルの統計情報，再編成時期予測機能の情報

                                    

                                    	
                                       JP1/HiCommand Protection Manager for HiRDBのRDエリア名とディスクのマッピング

                                    

                                 

                              
                              	
                                 関連製品が正常に動作しないおそれがあります。

                              
                           

                           
                              	
                                 運用スクリプト

                              
                              	
                                 運用スクリプトを使用している場合，スクリプト中に指定しているRDエリア名を，変更後のRDエリア名に変更してください。

                              
                              	
                                 運用スクリプトが正常に動作しないおそれがあります。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        ルーチンを再作成する手順を次に示します。

                        
                           	
                              ALTER ROUTINEを実行し，ルーチン又はトリガを再作成します。

                              SQL手続き文中に変更前のRDエリア名を指定しているルーチン又はトリガは，ALTER ROUTINE実行時にエラーとなります。

                           

                           	
                              GET DIAGNOSTICSを実行し，ALTER ROUTINEの診断情報でエラーとなったルーチン又はトリガを確認します。

                           

                           	
                              DROP PROCEDURE又はDROP TRIGGERでエラーとなったルーチン又はトリガを削除します。

                           

                           	
                              SQL手続き文中のRDエリア名を，変更後のRDエリア名に変更します。

                           

                           	
                              CREATE PROCEDURE又はCREATE TRIGGERでルーチン又はトリガを再作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        名称を変更するRDエリアは，pdhold -cコマンドで閉塞かつクローズ状態にしておきます。ただし，データディクショナリ用RDエリア及びデータディレクトリ用RDエリアは，閉塞かつオープン状態にしておきます。

                     

                     	
                        名称を変更したRDエリアを使用するには，pdrels -oコマンドで閉塞状態を解除してオープン状態にする必要があります。

                     

                     	
                        データベース再編成ユティリティ（pdrorg）でLOB列を含む表を再編成する場合，データをアンロードしてからリロードするまでに，LOBデータが格納されているRDエリアの名称を変更しないでください。リロードする前にRDエリア名を変更すると，リロード時にエラーになります。

                     

                     	
                        インデクス情報出力モード（-i nオプション）でデータベース作成ユティリティ（pdload）又はデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）を実行して，後でインデクスを作成する場合，インデクス情報ファイルを出力してからインデクスを作成するまでに，インデクスを格納しているRDエリアの名称を変更しないでください。インデクス作成前にRDエリア名を変更すると，インデクス作成時にエラーとなります。

                     

                     	
                        プラグインインデクスの遅延一括作成をする場合，プラグインインデクスを格納しているRDエリア名を変更しないでください。プラグインインデクスの一括作成前にRDエリア名を変更すると，プラグインインデクスの一括作成ができなくなります。

                     

                     	
                        更新可能なオンライン再編成を行う場合，準備を開始してから運用を完了するまで，関連するRDエリアの名称を変更しないでください。RDエリア名を変更すると，更新可能なオンライン再編成が正常に動作しないおそれがあります。準備及び運用の詳細については，マニュアル「インナレプリカ機能
                           HiRDB Staticizer Option」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               15.5.2　例題

               ユーザ用RDエリアRDAREA01の名称をRDAREA10に変更します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           名称を変更するRDエリアをpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDエリア名を変更します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           名称を変更したRDエリアをpdrelsコマンドで閉塞を解除しオープン状態にします。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　名称を変更するRDエリアをpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にします

                  pdhold -r RDAREA01 -c

               
               
                  (2)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのalter rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/alter01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  alter rdarea RDAREA01 rename rdarea to RDAREA10;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA01の名称をRDAREA10に変更します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdmodコマンドでRDエリア名を変更します

                  pdmod -a /pdmod/alter01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(2)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  RDエリア名を変更すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されます。RDエリア名変更後に障害が発生した場合，最新の状態に回復するために，バックアップを取得します。ここでバックアップを取得していないと，回復する手順が煩雑になります。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を，バックアップを取得していない場合の回復方法については，「RDエリア名変更時にバックアップを取得していなかった場合の回復方法」を参照してください。

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -r RDMAST,RDDIC,RDAREA10 -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -r：バックアップを取得するRDエリアの名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　名称を変更したRDエリアをpdrelsコマンドで閉塞を解除しオープン状態にします

                  pdrels -r RDAREA10 -o

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.5.3　RDエリア名変更時にバックアップを取得していなかった場合の回復方法

               RDエリア名変更時に次に示すRDエリアのバックアップを取得していなかった場合，名称を変更したRDエリアを最新の状態に回復する方法について説明します。

               
                  	
                     変更したRDエリア

                  

                  	
                     マスタディレクトリ用RDエリア

                  

                  	
                     データディクショナリ用RDエリア

                  

               

               この場合，次の2段階に分けてデータベースを回復する必要があります。

               
                  	
                     RDエリア名を変更する（pdmodコマンド実行）直前の状態まで回復する

                  

                  	
                     RDエリア名を変更し，それ以降の更新を手動で反映する

                  

               

               それぞれについて説明します。

               
                  (1)　RDエリア名を変更する（pdmodコマンド実行）直前の状態まで回復する

                  マスタディレクトリ用RDエリア，データディクショナリ用RDエリア，名称を変更したRDエリアの順に，それまでのバックアップファイルとアンロードログファイルを使用して，名称変更直前の状態まで回復します。データディクショナリ用RDエリアを回復しないで，先に名称を変更したRDエリアを回復しようとすると，RDエリアを閉塞状態にできません。次に示す手順で回復してください。

                  
                     	
                        pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                     

                     	
                        pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します。

                     

                     	
                        マスタディレクトリ用RDエリアを，名称変更直前の状態まで回復します。

                        -Tオプションを指定して，データベース回復ユティリティ（pdrstr）を実行します。-Tオプションには，RDエリア名を変更した時刻の1秒前を指定します。

                     

                     	
                        pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                     

                     	
                        pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                     

                     	
                        pdhold及びpdcloseコマンドでデータディクショナリ用RDエリアを閉塞かつクローズ状態にします。

                     

                     	
                        データディクショナリ用RDエリアを，名称変更直前の状態まで回復します。

                        -Tオプションを指定して，データベース回復ユティリティ（pdrstr）を実行します。-Tオプションには，RDエリア名を変更した時刻の1秒前を指定します。

                     

                     	
                        pdhold及びpdcloseコマンドで名称を変更したRDエリアを閉塞かつクローズ状態にします。

                     

                     	
                        名称を変更したRDエリアを名称変更直前の状態まで回復します。

                        -Tオプションを指定して，データベース回復ユティリティ（pdrstr）を実行します。-Tオプションには，RDエリア名を変更した時刻の1秒前を指定します。

                     

                     	
                        pdrels及びpdopenコマンドでRDエリアの閉塞を解除し，オープン状態にします。

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリア名を変更し，それ以降の更新を手動で反映する

                  pdmodコマンドでRDエリア名を変更し，障害発生時点までの更新を手動で反映します。

               
            
         
         
            15.6　RDエリアのオープン契機を変更する方法（RDエリアの属性変更）

            実行者　HiRDB管理者

            データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のalter rdarea文で，RDエリアのオープン契機を変更できます。

            
               15.6.1　RDエリアのオープン契機を変更する前に

               
                  (1)　RDエリアのオープン契機とは

                  RDエリアのオープン契機とは，HiRDBが行うRDエリアのオープン処理の実施時期のことです。通常，RDエリアのオープン処理はHiRDBの開始時に行われます。このため，RDエリアの数に比例してHiRDBの開始時間が長くなります。このRDエリアのオープン処理をHiRDB開始時に行わないで，RDエリアへのアクセス処理が発生したときに行うことができます。このようにRDエリアのオープン契機を変更できます。RDエリアのオープン契機には，次の表に示す三つの属性があります。

                  
                     表15‒2　RDエリアのオープン契機
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 属性

                              
                              	
                                 初期状態

                              
                              	
                                 オープン契機

                              
                              	
                                 クローズ契機

                              
                              	
                                 長所

                              
                              	
                                 短所

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 INITIAL

                              
                              	
                                 オープン状態

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       HiRDB開始時

                                    

                                    	
                                       pdopenコマンド実行時

                                    

                                 

                              
                              	
                                 pdcloseコマンド実行時

                              
                              	
                                 初回SQLから高速実行

                              
                              	
                                 システムの開始に時間が掛かる

                              
                           

                           
                              	
                                 DEFER

                              
                              	
                                 クローズ状態

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       RDエリアの初回アクセス時

                                    

                                    	
                                       pdopenコマンド実行時

                                    

                                 

                              
                              	
                                 pdcloseコマンド実行時

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       システムの開始が高速

                                    

                                    	
                                       初回アクセス以後は通常SQLも高速

                                    

                                 

                              
                              	
                                 各RDエリアの初回アクセスに時間が掛かる

                              
                           

                           
                              	
                                 SCHEDULE

                              
                              	
                                 クローズ状態

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       トランザクション内でのRDエリア初回アクセス時

                                    

                                    	
                                       pdopenコマンド実行時

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       トランザクション終了時

                                    

                                    	
                                       pdcloseコマンド実行時

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       システムの開始が高速

                                    

                                    	
                                       ファイルオープンの集中を回避（DVD-RAMライブラリ装置向き）

                                    

                                 

                              
                              	
                                 各トランザクションごとにRDエリアの初回アクセスが高負荷となる

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　適用基準

                  RDエリアのオープン契機は，最初はINITIAL属性です。次に示す場合にRDエリアのオープン契機の変更を考えてください。

                  
                     	
                        RDエリアが多いためHiRDBの開始処理時間が長い場合

                     

                     	
                        DVD-RAMライブラリ装置を使用する場合

                     

                  

                  各属性の適する運用形態を次の表に示します。

                  
                     表15‒3　各属性の適する運用形態
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 属性

                              
                              	
                                 適する運用形態

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 INITIAL

                              
                              	
                                 システム開始時にHiRDBファイルシステム領域をオープンして，RDエリア情報をメモリ上に常駐します。RDエリアの初回アクセス時にも，そのサーバプロセス上でオープンします。ただし，この場合にはRDエリア情報の再作成をしないため，初回SQLから高速な運用ができます。

                                 システム開始時のRDエリア初期状態はオープン状態であり，以降は障害閉塞への遷移を除いて，運用コマンドの入力がないかぎりRDエリアの状態は遷移しません。

                                 特殊な運用形態を用いない場合は，この属性を推奨します。

                                 この属性のとき，クローズ状態のRDエリアに対してはアクセスできません。

                              
                           

                           
                              	
                                 DEFER

                              
                              	
                                 システム開始時にHiRDBファイルシステム領域のオープンをしないで，RDエリアに対する初回アクセス時にオープンし，RDエリア情報をメモリ上に常駐します。2回目以降のアクセスでは，HiRDBファイルシステム領域のオープン以降の処理をしないため，高速な運用ができます。

                                 システム開始時のRDエリア初期状態はクローズ状態であり，各RDエリアに対する初回アクセス時に該当するRDエリアをオープン状態にします。以降は障害閉塞への遷移を除いて，運用コマンドの入力がないかぎりRDエリアの状態は遷移しません。

                                 多数のHiRDBファイルシステム領域に対するオープンが重なるケースを回避したい場合や，HiRDBの開始時間を短縮したい場合に，この属性を指定します。

                                 HiRDBを再開始する場合は，回復処理時に回復対象RDエリアをオープンします。

                                 この属性を指定した場合，クローズ状態のRDエリアに対してもアクセスできます。

                              
                           

                           
                              	
                                 SCHEDULE

                              
                              	
                                 システム開始時にHiRDBファイルシステム領域のオープンをしないで，システム開始後，各トランザクション内でのRDエリアに対する初回アクセス時にオープンし，RDエリア情報をメモリ上に常駐します。トランザクションの終了時に，そのトランザクション内でオープンしたHiRDBファイルシステム領域をクローズします。以降もトランザクションが変わるとRDエリアに対する初回アクセス時にオープン以降の処理をするため，トランザクションに掛かる負荷は増加します。

                                 システム開始時のRDエリアの初期状態はクローズ状態であり，アクセスのあったRDエリアのトランザクション処理中だけオープン状態とします。トランザクション終了時に，トランザクション内でオープン状態としたすべてのRDエリアをクローズ状態にします。

                                 pdopenコマンドを入力すると，次回閉塞クローズ状態になるまでの間オープン状態を継続できます。そのほかの運用コマンドを用いて，RDエリアのステータスを任意に遷移させることもできます。障害を検知したときは障害閉塞となります。

                                 DVD-RAMライブラリ装置を使用するなど，多数のHiRDBファイルシステム領域のオープンが重なることを回避したい場合や，システムの開始時間を短縮したい場合に，この属性を指定します。

                                 HiRDBを再開始する場合は，回復処理時に回復対象RDエリアをオープンして，回復処理の終了後にクローズします。

                                 この属性を指定した場合，クローズ状態のRDエリアに対してもアクセスできます。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (3)　オープン契機を変更できるRDエリア

                  オープン契機を変更できるRDエリアを次に示します。

                  
                     	
                        ユーザ用RDエリア

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリア

                     

                     	
                        リスト用RDエリア

                     

                  

               
               
                  (4)　注意事項

                  
                     	
                        オープン契機を変更するRDエリアは，pdhold -cコマンドで閉塞かつクローズ状態にしておきます。

                     

                     	
                        オープン契機を変更したRDエリアを使用するには，pdrels -oコマンドで閉塞状態を解除してオープン状態にする必要があります。

                     

                     	
                        同じHiRDBファイルシステム領域中にあるRDエリアのオープン契機は統一してください。

                     

                     	
                        高速系切り替え機能の対象になる待機系ユニットは，待機状態のときにRDエリアをオープンしていません。また，系の切り替え時間を最小限に抑えるため，系切り替えの発生時に全面回復で必要なRDエリアだけをオープンして，そのほかのRDエリアはオープンしません。したがって，待機系のRDエリアのオープン契機はINITIAL属性になりません。INITIAL属性のRDエリアはDEFER属性になります。

                     

                     	
                        スタンバイレス型系切り替え機能では系の切り替え時間を最小限に抑えるため，系切り替えの発生時に全面回復で必要なRDエリアだけをオープンして，そのほかのRDエリアはオープンしません。したがって，正規BES又は代替部のRDエリアのオープン契機は次のようになります。

                        ・系切り替えが発生した場合，代替部のRDエリアのオープン契機はSCHEDULE属性になります。

                        ・障害が回復して正規BESに系を切り戻した場合，正規BES下のINITIAL又はDEFER属性のRDエリアのオープン契機はDEFER属性になります。SCHEDULE属性のRDエリアはSCHEDULE属性のままです。

                     

                     	
                        オープン属性によるUAPのRDエリアへのアクセス可否を次の表に示します。

                        
                           表15‒4　オープン属性によるUAPのRDエリアへのアクセス可否
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       RDエリアの

                                       オープン契機

                                    
                                    	
                                       RDエリアの状態

                                    
                                    	
                                       RDエリアの

                                       アクセス可否

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       INITIAL

                                    
                                    	
                                       閉塞なし

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       コマンド閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       参照可能閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※２

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       参照可能バックアップ閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※２

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       更新可能バックアップ閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       障害閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       ログレス閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※３

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       同期化閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ×※４

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×※４

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       オンライン再編成閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※５

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       △※５

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       DEFER又は

                                       SCHEDULE

                                    
                                    	
                                       閉塞なし

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       コマンド閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       参照可能閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※２

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       △※２

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       参照可能バックアップ閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※２

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       更新可能バックアップ閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       障害閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       ログレス閉塞

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※３

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       △※３

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       同期化閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       ×※４

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       ×※４

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       オンライン再編成閉塞※１

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       △※５

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       △※５

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：アクセスできます。

                        △：一部のSQLだけアクセスできます。

                        ×：アクセスできません。

                     

                     	注※１

                     	
                        一時表用RDエリアは，この状態には遷移しません。

                     

                     	注※２

                     	
                        参照系SQLだけアクセスできます。

                     

                     	注※３

                     	
                        永続実表のPURGE TABLEだけ実行できます。

                     

                     	注※４

                     	
                        排他待ちとなります。

                     

                     	注※５

                     	
                        カレントRDエリアにアクセスするログ取得モードのSQLだけ実行可能です。ただし，次に示すSQLを除きます。

                        
                           	
                              CREATE TABLE

                           

                           	
                              CREATE INDEX

                           

                           	
                              DROP TABLE

                           

                           	
                              DROP INDEX

                           

                           	
                              DROP SCHEMA

                           

                           	
                              ALTER TABLE

                           

                           	
                              PURGE TABLE

                           

                           	
                              LOCK文

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               15.6.2　例題

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1〜RDAREA3）のオープン契機をINITIALからSCHEDULEに変更します。RDAREA1〜RDAREA3を除いた全ユーザ用RDエリアのオープン契機をINITIALからDEFERに変更します。なお，RDAREA1〜RDAREA3は同じHiRDBファイルシステム領域にあるとします。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           HiRDBを正常終了します。

                        

                        	
                           システム共通定義を変更します。

                        

                        	
                           HiRDBを正常開始します。

                        

                        	
                           オープン契機を変更するRDエリアをpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDエリアのオープン契機を変更します。

                        

                        	
                           オープン契機を変更したRDエリアをpdrelsコマンドで閉塞を解除しオープン状態にします。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　HiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できるため，ここでHiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                     Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

               
               
                  (2)　システム共通定義を変更します

                  システム共通定義で次に示すオペランドを指定します。システム共通定義の内容を次に示します。

                                  ：
set pd_rdarea_open_attribute_use = Y                      1
set pd_rdarea_open_attribute = DEFER                      2
                ：

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              RDエリアのオープン契機にDEFER又はSCHEDULEを使用することを指定します。

                           

                           	
                              全RDエリアのオープン契機の標準値をDEFERにします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　HiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (4)　オープン契機を変更するRDエリアをpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にします

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -c

               
               
                  (5)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのalter rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/alter01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  alter rdarea RDAREA1 open attribute SCHEDULE;
alter rdarea RDAREA2 open attribute SCHEDULE;
alter rdarea RDAREA3 open attribute SCHEDULE;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDAREA1〜RDAREA3のオープン契機をDEFERからSCHEDULEに変更します。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdmodコマンドでRDエリアのオープン契機を変更します

                  pdmod -a /pdmod/alter01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(5)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                        
                           	参考

                           	
                              データベース構成変更ユティリティでRDエリアを追加した直後はオープン契機の指定が有効になりません。追加した直後はINITIAL属性になっています。オープン契機の指定を有効にするにはHiRDBを一度終了させた後に再度開始してください。開始モードに関係なく有効になります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　オープン契機を変更したRDエリアをpdrelsコマンドで閉塞を解除しオープン状態にします

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -o

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            15.7　RDエリアを削除する方法

            実行者　HiRDB管理者

            データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のremove rdarea文で，RDエリアを削除できます。

            
               15.7.1　RDエリアを削除する前に

               
                  (1)　削除できるRDエリア

                  削除できるRDエリアを次に示します。

                  
                     	
                        ユーザ用RDエリア

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリア

                     

                     	
                        リスト用RDエリア

                     

                  

               
               
                  (2)　RDエリアを削除するときは？

                  次の場合にRDエリアを削除します。

                  
                     	
                        既にあるRDエリアが不要になった場合

                     

                     	
                        RDエリアを作成し直す場合

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        削除するRDエリア内に表又はインデクスがある場合，表又はインデクスを削除してからRDエリアを削除してください。

                     

                     	
                        削除するRDエリアは，pdholdコマンドによる閉塞又は障害閉塞の状態で，かつpdcloseコマンドでクローズ状態にしておきます。

                     

                  

               
               
                  (4)　グローバルバッファの定義変更

                  RDエリアを削除した場合はpdbufferオペランドの指定値を変更してください。グローバルバッファの定義からそのRDエリアを削除してください。pdbufferオペランドの指定値を変更しないと，メモリの使用効率が悪くなることがあります。例えば，次に示すような場合が考えられます。

                  
                     	
                        削除したRDエリアがpdbufferオペランドの-oオプション指定のグローバルバッファに割り当てられていた場合，ほかのRDエリアに必要以上に大きなグローバルバッファが割り当てられることがあります。

                     

                     	
                        削除したRDエリアだけがpdbufferオペランドの-oオプション指定のグローバルバッファに割り当てられていた場合，使用されないグローバルバッファがメモリ上に確保されたままになります。

                     

                  

               
            
            
               15.7.2　例題

               ユーザ用RDエリア（RDAREA1）を削除します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           削除するRDエリアに格納されている表及びインデクスを削除します。

                        

                        	
                           削除するRDエリアをpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にします。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDエリアを削除します。

                        

                        	
                           pdbufmodコマンドでグローバルバッファを削除します。

                        

                        	
                           pdbufferオペランドを修正します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　削除するRDエリアに格納されている表及びインデクスを削除します

                  DROP TABLE TABLE1;
DROP INDEX INDEX1;

               
               
                  (2)　削除するRDエリアをpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にします

                  pdhold -r RDAREA1 -c

               
               
                  (3)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのremove rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/remove01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  remove rdarea RDAREA1;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        削除するRDエリア（RDAREA1）を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdmodコマンドでRDエリアを削除します

                  pdmod -a /pdmod/remove01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：(3)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdbufmodコマンドグローバルバッファを削除します

                  削除したRDエリアに割り当てていたグローバルバッファが不要になった場合（ほかのRDエリアが割り当てられていない場合），そのグローバルバッファを削除します。

                  pdbufmod -k del -a gbuf01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -k del：グローバルバッファを削除する場合に指定します。

                        -a：削除するグローバルバッファの名称を指定します。

                     

                  

                  なお，pdbufmodコマンドを実行する場合は，次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                  
                     	
                        HiRDB Advanced High Availabilityを導入している

                     

                     	
                        pd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定している

                     

                  

               
               
                  (6)　pdbufferオペランドを修正します

                  グローバルバッファの削除情報はHiRDBを正常終了又は計画停止したときに無効になります。そのため，HiRDBを終了したときに，削除したRDエリアの名称をpdbufferオペランドから削除してください。

                  なお，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にpdbufferオペランドの指定を変更できます。ただし，システム構成変更コマンドを実行する場合はHiRDB
                     Advanced High Availabilityが必要になります。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            15.8　RDエリアの自動増分

            実行者　HiRDB管理者

            
               15.8.1　RDエリアの自動増分とは

               RDエリアの容量不足が近付いたときに，RDエリアを構成するHiRDBファイルに未使用セグメントを追加して，RDエリアの容量を自動的に拡張します。これをRDエリアの自動増分といいます。RDエリアの自動増分には，次の二つの方式があります。

               
                  	
                     HiRDBファイルシステム領域を自動的に拡張する方式

                  

                  	
                     HiRDBファイルシステム領域内でHiRDBファイルを増分する方式

                  

               

               RDエリアの自動増分を次の図に示します。

               
                  図15‒1　RDエリアの自動増分
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     方式1では，セグメントの追加によってHiRDBファイルシステム領域サイズの上限を超える場合，HiRDBファイルシステム領域を必要な分だけ自動的に拡張します。この方式では，一つのHiRDBファイルシステム領域に，HiRDBファイルを一つだけ作成できます。

                     方式2では，HiRDBファイルシステム領域サイズ内でHiRDBファイルを拡張又は追加し，HiRDBファイルシステム領域の上限まで自動増分します。

                  

               

               RDエリア構成ファイルが複数ある場合，自動増分の対象となるファイルをシステム共通定義pd_rdarea_extension_fileで選択できます。pd_rdarea_extension_fileオペランドについては，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

               
                  	
                     pd_rdarea_extension_file=lastの場合

                     自動増分の対象ファイルは，RDエリアを構成するHiRDBファイルのうち，最終ファイルが対象となります。

                     
                        図15‒2　pd_rdarea_extension_file=lastの方式
                        [image: [図データ]]

                     
                  

                  	
                     pd_rdarea_extension_file=allの場合

                     自動増分の対象ファイルは，RDエリアを構成するHiRDBファイルすべてが対象となります。

                     
                        図15‒3　pd_rdarea_extension_file=allの方式
                        [image: [図データ]]

                     
                  

               

               
                  (1)　自動増分を適用できるRDエリア

                  RDエリアの自動増分を適用できるRDエリアを次の表に示します。

                  
                     表15‒5　自動増分機能を使用できるRDエリア種別と自動増分の対象HiRDBファイル
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 #

                              
                              	
                                 RDエリア種別

                              
                              	
                                 自動増分

                                 適用可否

                              
                              	
                                 自動増分の対象HiRDBファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 all※

                              
                              	
                                 last※

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 ユーザ用RDエリア

                              
                              	
                                 一時表用RDエリア以外

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 構成ファイルすべて

                              
                              	
                                 最終ファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 一時表用RDエリア

                              
                              	
                                 最終ファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 データディクショナリ用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 レジストリ用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 ユーザLOB用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 データディクショナリLOB用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 7

                              
                              	
                                 レジストリLOB用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 マスタディレクトリ用RDエリア

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 9

                              
                              	
                                 データディレクトリ用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 リスト用RDエリア

                              
                           

                        
                     

                     
                        
                           	（凡例）

                           	
                              ○：自動増分を指定できる

                              ×：自動増分を指定できない

                              −：自動増分の対象ファイルなし

                           

                           	注※

                           	
                              システム共通定義pd_rdarea_extension_fileオペランドの指定値です。

                           

                        

                     

                  
                  なお，プラグインが提供する抽象データ型を格納している場合，そのRDエリアに対しては自動増分が適用されません。ただし，HiRDB Text Search Plug-inのSGMLTEXT型の場合は，インデクス管理用領域の一部だけが自動増分の対象となります。

               
               
                  (2)　自動増分の契機

                  HiRDBは，次に示すRDエリアの自動増分契機になると，RDエリアを自動増分します。

                  
                     	
                        RDエリア内の空きセグメント数が1回の自動増分で増分するセグメント数未満になったとき

                        例えば，1回の自動増分セグメント数を50セグメントとしている場合，空きセグメント数が50セグメント未満になったときに自動増分します。

                     

                     	
                        RDエリア内に空きセグメントがなく，新しいセグメントを確保できないとき

                     

                  

                  自動増分契機は，pd_rdarea_extension_timingオペランドで指定できます。詳細については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

                  自動増分契機を判断するために空きセグメント数を算出する範囲を次の図に示します。

                  
                     図15‒4　空きセグメント数を算出する範囲
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (3)　RDエリアの自動増分方式の選択基準

                  RDエリアの自動増分を適用する場合，基本的には方式1をお勧めします。方式1では，HiRDBファイルの最大サイズ（64ギガバイト）まで自動的にHiRDBファイルシステム領域を拡張するため，領域の見積もりやデータベースの拡張が容易になります。

                  ただし，方式1には次の制限事項があるため，適用できないシステムの場合は，方式2を選択してください。

                  
                     	
                        一つのHiRDBファイルシステム領域に，一つのHiRDBファイルしか格納できないため，RDエリア構成ファイル数と同じ数のHiRDBファイルシステム領域を作成する必要がある。

                     

                     	
                        ディスクに空きがあれば，HiRDBファイルシステム領域が64ギガバイトまで自動的に拡張するため，ディスク使用量の上限を設定できない。

                     

                  

               
               
                  (4)　自動増分の対象ファイルの選択基準

                  次に示す運用をする場合，pd_rdarea_extension_fileにallを指定してください。

                  
                     	
                        RDエリア作成時に複数のHiRDBファイル構成とし，すべての構成ファイルを自動増分させたい。

                     

                  

                  allを指定した場合，最大1テラバイト（64ギガバイト［構成ファイルの上限サイズ］×16［最大構成ファイル数］）までRDエリアを自動的に拡張できます。

                  ただし，all指定には次の制限事項があるため，適用できないシステムの場合は，lastを指定してください。

                  
                     	
                        すべての構成ファイル配置先に，構成ファイルが自動増分によって拡張できるディスク容量をあらかじめ用意する必要がある。

                     

                  

               
               
                  (5)　RDエリアの自動増分を適用する場合の運用

                  
                     (a)　容量監視

                     RDエリアの自動増分を適用する場合，次に示す容量を監視するようにしてください。

                     
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域の容量

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を作成したディスクの空き容量

                        

                     

                     特に方式1の場合，ディスク使用量の上限を設定できないため，空き容量の監視が必要です。

                     また，RDエリア及びHiRDBファイルシステム領域のサイズがむだに大きくならないように，必要に応じてRDエリア内の表及びインデクスを再編成するようにしてください。なお，pd_rdarea_warning_pointオペランドの指定で，HiRDBファイルの使用率やエクステント数を監視して，警告メッセージを出力できます。これによって，自動増分できなくなる前に対処できます。pd_rdarea_warning_pointオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        システム定義」を参照してください。

                     
                        	容量を監視する運用ができない場合

                        	
                           容量を監視する運用にできない場合，HiRDBファイルシステム領域やディスクの容量不足などによって，RDエリアの自動増分時に容量不足が発生すると障害閉塞になるおそれがあります。そのため，RDエリアの自動増分を適用しないか，次に示す条件に該当する場合は，自動拡張時に拡張する領域を初期化する設定をしてください。

                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域を自動的に拡張する方式を適用する

                              

                              	
                                 RDエリアのHiRDBファイルシステム領域を通常ファイル上に作成する

                              

                           

                           自動拡張時の領域の初期化については，「自動増分時に拡張するHiRDBファイルシステム領域の初期化」を参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　自動増分対象ファイルの運用

                     自動増分対象のRDエリアの構成ファイルは，pd_rdarea_extension_fileの指定値によって次のように運用してください。

                     
                        	
                           pd_rdarea_extension_file=lastの場合

                           1つのHiRDBファイルの構成でRDエリアを作成してください。HiRDBファイルの容量を監視し，格納ディスクの使用できる容量がなくなる前に，RDエリア拡張（expand
                              rdarea）でHiRDBファイルを追加します。以降，追加したファイルが増分対象（最終ファイル）となるため，該当ファイルに対し同じ運用をします。

                           この機能を適用した自動増分の流れを次の図に示します。

                           
                              図15‒5　pd_rdarea_extension_file=lastを選択した運用例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	
                           pd_rdarea_extension_file=allの場合

                           構成ファイルすべてを最小ファイルサイズで構成したRDエリアを作成します。なお，構成ファイル数を16未満にした場合，RDエリア拡張（expand rdarea）によってHiRDBファイルを追加することで，後からRDエリアの最大サイズを拡張できます。

                           データ追加によって自動増分契機に達すると先頭のHiRDBファイルから増分を開始し，ファイルが増分できる上限になると，次の構成ファイルの増分を開始します。

                           このため，HiRDBファイルの容量監視，RDエリア拡張（expand rdarea）を行わなくても先頭ファイルから最終ファイルまで自動増分します。

                           この機能を適用した自動増分の流れを次の図に示します。

                           
                              図15‒6　pd_rdarea_extension_file=allを選択した運用例 
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                     
                        	<注意事項>

                        	
                           pd_rdarea_warning_pointオペランドを指定している場合は，自動増分するHiRDBファイルの領域使用率通知メッセージ（KFPH22037-W），および使用エクステント数の通知メッセージ（KFPH22038-W）が，RDエリアを構成する各HiRDBファイルがしきい値を超えるごとに出力されます。対象ファイルが最終ファイルの場合，このメッセージの対処を行ってください。

                        

                     

                     
                        	参考

                        	
                           RDエリアとエクステントの関係

                           エクステントとは，HiRDBファイルシステム領域内の連続した領域の固まりのことです。エクステントを次の図に示します。

                           [image: [図データ]]

                           １HiRDBファイルが保持できるエクステント数の上限は24です。自動増分の際に，対象となるHiRDBファイルの最終割り当てエクステントに連続する空きが確保できた場合にはエクステント数の増加はありませんが，不連続な空きが割り当てられた場合にはエクステント数が増加します。例えば，上図では，HiRDBファイルAのエクステント数は2になります。エクステントの情報については，pdflsコマンドで調べられます。

                           なお，RDエリアの削除・再初期化（割り当てサイズ縮小又はwith reconstruction付き）・統合では，割り当て済みエクステントの削除やサイズ縮小が発生するため，HiRDBファイルシステム領域内に断片化した空きが発生します。この状態でRDエリアの追加・拡張・再初期化を行うと，自動増分をしていなくても1HiRDBファイルに，複数のエクステントが割り当てられることがあるので注意してください。

                        

                     

                  
               
            
            
               15.8.2　RDエリアの自動増分を適用する場合の留意事項

               RDエリアの自動増分を適用する場合の留意事項について説明します。

               
                  (1)　増分セグメント数

                  一つの業務中に頻繁に自動増分が発生しないように増分セグメント数を決定してください。

               
               
                  (2)　自動増分の抑止

                  RDエリアの自動増分を適用していても，自動増分が抑止される場合があります。その要因と主な対処方法を次の表に示します。

                  
                     表15‒6　RDエリアの自動増分が抑止される要因と主な対処方法
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 要因

                              
                              	
                                 主な対処方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域を作成したディスクの容量不足が発生しました。

                                 pd_rdarea_extension_file=allの場合，RDエリアの構成ファイルすべてが抑止状態となるまではRDエリアの自動増分は抑止されません。最終ファイルが抑止状態になると，RDエリアの自動増分が抑止されます。ただし，構成ファイルをすべて同じディスクに配置している場合は，自動増分できないまま最終ファイルまで切り替わるため，早急に対処を行ってください。

                              
                              	
                                 対処手順を次に示します。

                                 
                                    	
                                       ディスクの容量を確認し，ディスクの増設などを行います。

                                    

                                    	
                                       データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）で，表及びインデクスを再編成します。

                                    

                                    	
                                       データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のexpand rdarea文でRDエリアを拡張します。

                                    

                                    	
                                       自動増分を適用したRDエリアのHiRDBファイルシステム領域が通常ファイルの場合，HiRDB管理者及びルートユーザでのOSのシステム資源の制限値を，HiRDBファイルシステム領域のサイズより大きな値又は無制限にしてください。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域の最大増分回数（エクステント数の上限）を超えました。

                                 pd_rdarea_extension_file=allの場合，RDエリアの構成ファイルすべてが抑止状態となるまではRDエリアの自動増分は抑止されません。最終ファイルが抑止状態になると，RDエリアの自動増分が抑止されます。ただし，構成ファイルをすべて同じHiRDBファイルシステム領域に配置している場合は，自動増分できないまま最終ファイルまで切り替わるため，早急に対処を行ってください。

                              
                              	
                                 対処手順は「HiRDBファイルシステム領域の増分回数が上限に達したときの対処方法」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBファイルの最大増分回数（エクステント数の上限）を超えました。

                                 pd_rdarea_extension_file=allの場合，RDエリアの構成ファイルすべてが抑止状態となるまではRDエリアの自動増分は抑止されません。最終ファイルが抑止状態になると，RDエリアの自動増分が抑止されます。

                              
                              	
                                 対処手順は「HiRDBファイルの増分回数が上限に達したときの対処方法」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 RDエリアの状態が，更新可能バックアップ閉塞状態又は更新可能バックアップ閉塞状態（WAITモード）になっています。※

                              
                              	
                                 pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 RDエリアがインメモリ化されています。

                              
                              	
                                 インメモリデータバッファとRDエリアの同期を取ってからインメモリ化を解除してください。詳細については，マニュアル「HiRDB バッチ高速化機能」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 ユーザLOB用RDエリアの最終HiRDBファイルが更新凍結状態です。

                              
                              	
                                 対処手順を次に示します。

                                 
                                    	
                                       データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のexpand rdarea文でRDエリアを拡張します。

                                    

                                    	
                                       pddbfrz -dコマンドを実行して，HiRDBファイルの更新凍結状態を解除します。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        RDエリアの状態が，更新可能バックアップ閉塞状態又は更新可能バックアップ閉塞状態（WAITモード）の場合，RDエリアの自動増分が抑止されます。そのため，これらの閉塞状態中に新規ページの確保が発生する大量データの追加又は更新業務の実行は避けてください。ただし，pd_rdarea_extension_timingオペランドにuseを指定している場合，更新可能バックアップ閉塞状態のため，RDエリアの自動増分が抑止されても，データ追加によるページ不足エラーになるまで，空きセグメント（増分セグメント数分）を利用できます。このため，pd_rdarea_extension_timingオペランドにnouseを指定している場合よりも業務への影響を軽減できます。

                     

                  

               
               
                  (3)　更新トランザクションの実行時間

                  RDエリアの自動増分中は，そのRDエリアの最終HiRDBファイルに対して排他が掛かります。そのため，自動増分中のRDエリアにある表やインデクスを更新（データ追加も含む）するトランザクションは待ち状態になります。また，自動増分時にHiRDBファイルシステム領域を初期化する設定（pd_rdarea_expand_formatオペランドにYを指定）をしている場合，初期化によるディスクへの入出力が発生するため，その分トランザクションの実行時間が長くなります。これらの原因によって，次に示す理由でトランザクションがキャンセルされることがあります。

                  
                     	
                        排他待ち限界経過時間を超えた

                     

                     	
                        HiRDBクライアントの最大待ち時間やユティリティの最大実行時間を超過した

                     

                  

                  そのため，次に示す項目を監視している場合は，RDエリアの構成情報（ページサイズ，セグメントサイズ，増分セグメント数），及びHiRDBファイルシステム領域を配置しているディスクの入出力性能から自動増分に掛かる処理時間を考慮して値を設定してください。

                  
                     	
                        排他待ち限界経過時間（システム共通定義のpd_lck_wait_timeoutオペランド）

                     

                     	
                        「UAP又はユティリティの実行時間の監視（無応答障害時の影響を抑える方法）」に示すオペランド及びオプション

                     

                  

                  自動増分に掛かる処理時間の目安の見積もり式（単位：秒）を次に示します。

                  該当するRDエリアのページサイズ×（A×増分セグメント数＋B）÷C

                  A：自動増分時にHiRDBファイルシステム領域を初期化する場合はセグメントサイズ，初期化しない場合は0

                  B：自動増分時に作成するディレクトリページ数

                  
                     	
                        データディクショナリ用RDエリア，ユーザ用RDエリア，及びレジストリ用RDエリアの場合

                        ↑増分セグメント数÷b↑＋↑増分セグメント数÷f↑

                        b：↓ページサイズ−20÷（↑セグメントサイズ÷32↑×8＋56）↓

                        f：↓（125×ページサイズ）÷（16×b）↓×b

                     

                     	
                        LOB用RDエリアの場合

                        ↑セグメントサイズ÷64000↑×96

                     

                  

                  C：HiRDBファイルシステム領域を作成したディスクの入出力性能（1秒当たりの入出力バイト数）

               
               
                  (4)　リアルタイムSANレプリケーションを使用している場合

                  リアルタイムSANレプリケーションでハイブリッド方式を適用している場合，RDエリアの自動増分が発生すると，リモートサイトへのデータベースの同期待ち合わせを行います。このため，1回の増分で2秒以上のオーバヘッドが掛かることがあります。

               
            
            
               15.8.3　HiRDBファイルシステム領域を自動的に拡張する方式

               この方式の場合，RDエリアの自動増分でHiRDBファイルシステム領域サイズの上限を超える場合，HiRDBファイルの最大サイズ（64ギガバイト）まで自動的にHiRDBファイルシステム領域を拡張します。そのため，この方式のRDエリアがあるディスクの見積もりは，RDエリアの最大サイズが次のようになる点を考慮してください。

               
                  	この方式の場合のRDエリアの最大サイズ

                  	
                     
                        	
                           一つのRDエリアに一つのHiRDBファイルの場合：64ギガバイト

                        

                        	
                           一つのRDエリアに複数のHiRDBファイルの場合：

                           自動増分対象ファイル以外のHiRDBファイルの総容量＋（自動増分対象ファイル数※×64ギガバイト）

                        

                     

                     
                        	注※

                        	
                           pd_rdarea_extension_file にlastを指定した場合，「自動増分対象ファイル数」は1です。allを指定した場合，「自動増分対象ファイル以外のファイルの総容量」は0，「自動増分対象ファイル数」はRDエリア構成ファイル数です。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　自動増分の設定方法

                  自動増分の設定手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              必要があれば，HiRDBシステム定義を変更します。

                              pd_rdarea_extension_timingオペランドで自動増分契機を指定します。自動増分の契機については，「自動増分の契機」を参照してください。

                              pd_rdarea_expand_formatオペランドで自動増分時に拡張するHiRDBファイルシステム領域を初期化するかどうかを指定します。初期化については，「自動増分時に拡張するHiRDBファイルシステム領域の初期化」を参照してください。

                              pd_rdarea_extension_fileオペランドで自動増分の対象ファイルを指定します。自動増分の対象ファイルについては，「自動増分の対象ファイルの選択基準」を参照してください。

                              HiRDBシステム定義の変更方法については，「HiRDBシステム定義を変更する方法」又は「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                           

                           	
                              pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成するときに，-aオプションを指定します。このとき，-iオプションを指定して，HiRDBファイルシステム領域を初期化することをお勧めします。

                           

                           	
                              RDエリアを作成するときにユティリティの制御文※で増分セグメント数を指定します。

                           

                        

                        
                           	注※

                           	
                              データベース初期設定ユティリティ，データベース構成変更ユティリティ，又はレジストリ機能初期設定ユティリティのCREATE RDAREA，EXPAND RDAREA，INITIALIZE
                                 RDAREA，ALTER RDAREA文で指定できます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　自動増分時に拡張するHiRDBファイルシステム領域の初期化

                  自動増分を適用したRDエリアのHiRDBファイルシステム領域が通常ファイル上に作成されている場合，そのHiRDBファイルシステム領域がスパースファイルになることがあります。スパースファイルは，データ・ブロックに対して割り当てられていない領域を持つファイルのことで，ファイルに書き込まれた部分の領域だけが割り当てられます。このようにHiRDBファイルシステム領域が事前に確保されないため，デファードライト処理でディスクに書き込むときに，ディスクの容量不足が発生するおそれがあります。RDエリアの自動増分時にディスクの容量不足が発生すると，そのRDエリアが障害閉塞します。このとき，自動増分時に拡張するHiRDBファイルシステム領域を初期化する設定（システム共通定義のpd_rdarea_expand_formatオペランドにYを指定）にしておくと，RDエリアは障害閉塞しません。ただし，初期化処理時にディスクへの入出力が発生するため，その分，次に示すトランザクションの処理に時間が掛かります。

                  
                     	
                        初期化しているセグメントを更新するトランザクション

                     

                     	
                        自動増分で新規セグメントを割り当てるトランザクション

                     

                  

                  このため，初期化しない（省略値）ことをお勧めします。初期化することをお勧めするのは，「RDエリアの自動増分を適用する場合の運用」の「容量を監視する運用ができない場合」です。

                  なお，自動増分時にHiRDBファイルシステム領域を初期化する場合，遅延が発生することを考慮して増分セグメント数を決定してください。

               
            
            
               15.8.4　HiRDBファイルシステム領域内でHiRDBファイルを拡張する方式

               この方式の場合，HiRDBファイルシステム領域の上限まで自動増分します。自動増分で，HiRDBファイルシステム領域に空きがないと，自動増分できません。この場合，RDエリアを拡張するか，RDエリア内の表及びインデクスを再編成してください。また，HiRDBファイルのエクステント数が上限値である24を超えた場合，HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合して一つにするか，又はRDエリアを拡張してください。HiRDBファイルシステム領域のエクステント数が上限値を超えた場合（増分回数がpdfmkfsコマンド又はpdfchfsコマンドの-eオプションで指定した増分回数の上限値を超えた場合），HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合して一つにするか，pdfchfsコマンドの-eオプション指定値を変更して増分回数の上限値を大きくしてください。ただし，pdfchfsコマンドで変更できる上限値は，pdfmkfsコマンドの-eオプション指定値のため，この上限を超えるときは，HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合して一つにしてください。HiRDBファイルシステム領域を統合する手順については，「HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合する」を参照してください。

               
                  (1)　自動増分の設定方法

                  自動増分の設定手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              必要があれば，HiRDBシステム定義を変更します。

                              pd_rdarea_extension_timingオペランドで自動増分契機を指定します。自動増分の契機については，「自動増分の契機」を参照してください。

                              pd_rdarea_extension_fileオペランドで自動増分の対象ファイルを指定します。自動増分の対象ファイルについては，「自動増分の対象ファイルの選択基準」を参照してください。

                              HiRDBシステム定義の変更方法については，「HiRDBシステム定義を変更する方法」又は「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                           

                           	
                              pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成するときに，最大増分回数（-eオプション）を指定します。HiRDBファイルシステム領域が通常ファイルの場合，-iオプションを指定して，HiRDBファイルシステム領域を初期化することをお勧めします。※1

                           

                           	
                              RDエリアを作成するときにユティリティの制御文※2で増分セグメント数を指定します。

                           

                        

                        
                           	注※1

                           	
                              -iオプションを指定してHiRDBファイルシステム領域を初期化していない場合，データベース複写ユティリティ（pdcopyコマンド）で取得したバックアップファイルからRDエリアを回復できないことがあります。これは，HiRDBファイルの追加やほかのRDエリアの自動増分などでHiRDBファイルシステム領域のエクステント数が大きくなり，エクステント数の上限を超えているためです。この場合，HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合し，pdfmkfsコマンドの-eオプションの指定値を見直してください。エクステントの統合については，「HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合する」を参照してください。

                           

                           	注※2

                           	
                              データベース初期設定ユティリティ，データベース構成変更ユティリティ，又はレジストリ機能初期設定ユティリティのCREATE RDAREA，EXPAND RDAREA，INITIALIZE
                                 RDAREA，ALTER RDAREA文で指定できます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBファイルシステム領域が容量不足になったときの対処方法

                  HiRDBファイルシステム領域の容量不足によって自動増分ができないときの対処方法を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成します。HiRDBファイルシステム領域が通常ファイルの場合，-iオプションを指定して，HiRDBファイルシステム領域を初期化することをお勧めします。

                           

                           	
                              pdrorgコマンドで表データをアンロードします。これは推奨手順であり，必ず実行する必要はありません。実行した方が性能が向上します。アンロード方法については，マニュアル「HiRDB
                                 コマンドリファレンス」を参照してください。

                           

                           	
                              pdmodコマンド（expand rdarea文）でRDエリアを拡張します。1で作成したHiRDBファイルシステム領域を追加割り当てしてください。RDエリアの拡張方法については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

                           

                           	
                              pdrorgコマンドで表データをリロードします。2でアンロードした場合はリロードしてください。リロード方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                           

                           	
                              pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                           

                           	
                              pdcopyコマンドでバックアップを取得します。バックアップの取得方法については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                           

                        

                     

                     	インナレプリカ機能使用時の注意事項

                     	
                        インナレプリカ機能を使用している場合は，容量拡張したRDエリアとほかのレプリカグループ内RDエリアの構成HiRDBファイル数が不一致になります。RDエリアの内容をほかのRDエリアに複写する運用をする場合は，次に示す方法で対策してください。拡張するRDエリアがオリジナルRDエリアの場合はどちらかの方法で対策してください。拡張するRDエリアがレプリカRDエリアの場合は2の方法で対策してください。

                        
                           	
                              レプリカRDエリアの定義をすべて削除した後に，前記の〈手順〉を実行してください。その後，レプリカRDエリアを再定義してください。

                           

                           	
                              前記の〈手順〉を実行します。データの実体をほかのRDエリアに複写して使用する前に，データペース構成変更ユティリティのdefine copy rdarea文でRDエリアの構成情報をデータの実体元から複写してください。詳細については，マニュアル「インナレプリカ機能
                                 HiRDB Staticizer Option」の「インナレプリカグループ内のRDエリアの構成変更と構成情報の複写」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　HiRDBファイルの増分回数が上限に達したときの対処方法

                  HiRDBファイルのエクステントの数が上限（24個）に達すると，それ以上自動増分ができなくなります。この場合，次に示すどれかの処置をしてください。

                  
                     	
                        HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合する

                     

                     	
                        RDエリアを再初期化する

                     

                     	
                        「HiRDBファイルシステム領域が容量不足になったときの対処方法」の方法でRDエリアを拡張する

                     

                  

                  なお，一つのHiRDBファイルシステム領域に複数のRDエリアを割り当てている場合は，1又は3の方法を選択してください。

                  
                     (a)　HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合する

                     エクステントを統合する（エクステントを一つにする）手順を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                              

                              	
                                 pdfbkupコマンドでHiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を初期設定し直します。

                              

                              	
                                 pdfrstrコマンドでHiRDBファイルシステム領域を回復します。1で取得したバックアップから回復します。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　RDエリアを再初期化する

                     RDエリアを再初期化してください。RDエリアの再初期化については，「RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）」を参照してください。pdmodコマンドのinitialize rdarea文を指定するときの注意事項を次に示します。

                     
                        	
                           with reconstructionオペランドを指定してください。

                        

                        	
                           initialオペランドには必要セグメント数を指定してください。

                        

                     

                     これらのオペランドを指定しないと，RDエリアを定義したときのサイズでRDエリアが再作成されてしまいます。

                  
               
               
                  (4)　HiRDBファイルシステム領域の増分回数が上限に達したときの対処方法

                  HiRDBファイルシステム領域のエクステントの数が上限に達すると，それ以上自動増分ができなくなります。この場合，次に示すどちらかの処置をしてください。

                  
                     	
                        HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合する

                     

                     	
                        HiRDBファイルシステム領域の増分回数の上限値を大きくする（pdfchfsコマンドで増分回数の上限値を小さくしているときだけ）

                     

                  

                  
                     (a)　HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合する

                     詳細は，「HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合する」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDBファイルシステム領域の増分回数の上限値を大きくする

                     HiRDBファイルシステム領域の増分回数の上限値をHiRDB停止中に大きくする手順を次に示します。HiRDB稼働中でも実施できます。詳細は，マニュアル「HiRDB
                        コマンドリファレンス」の「pdfchfs（HiRDBファイルシステム領域の管理情報変更）」を参照してください。なお，大きくできる増分回数の上限値はpdfmkfsコマンドの-eオプション指定値のため，この上限を超えて大きくする必要がある場合は，HiRDBファイルシステム領域のエクステントを統合してください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                              

                              	
                                 pdfchfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域の増分回数の上限値を設定し直します。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               15.8.5　例題（HiRDBファイルシステム領域を自動的に拡張する方式）

               自動増分機能を適用したユーザ用RDエリア（RDAREA1）を追加します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           HiRDBシステム定義を変更します。

                        

                        	
                           pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDエリアを追加します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdbufmodコマンドでグローバルバッファを割り当てます。

                        

                        	
                           pdbufferオペランドを修正します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　HiRDBシステム定義を変更します

                  pd_rdarea_extension_timingオペランドの指定値を変更します。この例では，自動増分の契機にuseを指定します。また，自動増分時に自動拡張する領域を初期化するため，pd_rdarea_expand_formatオペランドを指定します。

                                           :
set pd_rdarea_extension_timing=use
set pd_rdarea_expand_format=Y
                         :

                  HiRDBシステム定義の変更方法については，「HiRDBシステム定義を変更する方法」又は「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します

                  pdfmkfs -n 100 -k DB -a -i /rdarea/area01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -aオプションを指定して，100メガバイトのRDエリア用HiRDBファイルシステム領域（/rdarea/area01）を作成します。-iオプションを指定して，HiRDBファイルシステム領域を初期化します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのcreate rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/create01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  create rdarea RDAREA1
   for user used by PUBLIC
   server name bes1
   page 4096 characters
   storage control segment 10 pages
   extension use 500 segments
   file name "/rdarea/area01/file01"
      initial 1000 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDエリアの自動増分を適用するために，extensionオペランドに増分セグメント数を指定します。

                        この例では，RDエリア（RDAREA1）に割り当てられる最終HiRDBファイル（/rdarea/area01/file01）は，自動増分契機になると，500セグメントずつ自動的に増分します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdmodコマンドでRDエリアを追加します

                  pdmod -a /pdmod/create01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        (3)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定して，実行します。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (6)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        pdmodコマンドはログを無効化するため，実行後は必ずバックアップを取得します。ここでバックアップを取得していない場合，RDエリアをpdmodコマンド実行前の状態にしか回復できません。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (7)　追加したRDエリアにグローバルバッファを割り当てます

                  pdbufmod -k add -a gbuf01 -r RDAREA1 -n 1000

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        新規のグローバルバッファ（gbuf01）を追加してRDAREA1に割り当てます。

                        この例では，pdbufmodコマンドでグローバルバッファを追加して割り当てています。

                     

                  

                  なお，pdbufmodコマンドを実行する場合は，次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                  
                     	
                        HiRDB Advanced High Availabilityを導入している

                     

                     	
                        pd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定している

                     

                  

               
               
                  (8)　pdbufferオペランドを修正します

                  割り当てたグローバルバッファは，HiRDBを正常終了又は計画停止したときに無効になります。そのため，HiRDBを終了したときにpdbufferオペランドの指定値を変更してください。pdbufferオペランドの指定例を次に示します。

                                           :
pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -n 1000
                         :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        グローバルバッファ（gbuf01）に，追加したRDエリア（RDAREA1）を割り当てます。

                     

                  

                  なお，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にpdbufferオペランドの指定を変更できます。ただし，システム構成変更コマンドを実行する場合はHiRDB
                     Advanced High Availabilityが必要になります。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               15.8.6　例題（HiRDBファイルシステム領域内でHiRDBファイルを拡張する方式）

               自動増分機能を適用したユーザ用RDエリア（RDAREA2）を追加します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           HiRDBシステム定義を変更します。

                        

                        	
                           pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します。

                        

                        	
                           pdmodコマンドでRDエリアを追加します。

                        

                        	
                           pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします。

                        

                        	
                           pdcopyコマンドでバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdbufmodコマンドでグローバルバッファを割り当てます。

                        

                        	
                           pdbufferオペランドを修正します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　HiRDBシステム定義を変更します

                  pd_rdarea_extension_timingオペランドの指定値を変更します。この例では，自動増分の契機にnouseを指定します。

                                           :
set pd_rdarea_extension_timing=nouse
                         :

                  HiRDBシステム定義の変更方法については，「HiRDBシステム定義を変更する方法」，又は「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdfmkfsコマンドでRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を作成します

                  pdfmkfs -n 100 -l 10 -e 230 -k DB -i /rdarea/area02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -eオプションを指定して，100メガバイトのRDエリア用HiRDBファイルシステム領域（/rdarea/area02）を作成します。-iオプションを指定して，HiRDBファイルシステム領域を初期化します。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのcreate rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/create02）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  create rdarea RDAREA2
   for user used by PUBLIC
   server name bes1
   page 4096 characters
   storage control segment 10 pages
   extension use 300 segments
   file name "/rdarea/area02/file01"
      initial 500 segments
   file name "/rdarea/area02/file02"
      initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        RDエリアの自動増分を適用するために，extensionオペランドに増分セグメント数を指定します。

                        この例では，RDエリア（RDAREA2）に割り当てられる最終HiRDBファイル（/rdarea/area02/file02）は，自動増分契機になると，300セグメントずつ自動的に増分します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdmodコマンドでRDエリアを追加します

                  pdmod -a /pdmod/create02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        (2)で作成したpdmodコマンドの制御文ファイル名を指定して，実行します。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdlogswap -d sys -wコマンドで，システムログファイルをスワップします

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (6)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        pdmodコマンドはログを無効化するため，実行後は必ずバックアップを取得します。ここでバックアップを取得していない場合，RDエリアをpdmodコマンド実行前の状態にしか回復できません。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (7)　追加したRDエリアにグローバルバッファを割り当てます

                  pdbufmod -k add -a gbuf02 -r RDAREA2 -n 1000

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        新規のグローバルバッファ（gbuf02）を追加してRDAREA2に割り当てます。

                        この例では，pdbufmodコマンドでグローバルバッファを追加して割り当てています。

                     

                  

                  なお，pdbufmodコマンドを実行する場合は，次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                  
                     	
                        HiRDB Advanced High Availabilityを導入している

                     

                     	
                        pd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定している

                     

                  

               
               
                  (8)　pdbufferオペランドを修正します

                  割り当てたグローバルバッファはHiRDBを正常終了又は計画停止したときに無効になります。そのため，HiRDBを終了したときにpdbufferオペランドの指定値を変更してください。pdbufferオペランドの指定例を次に示します。

                                           :
pdbuffer -a gbuf02 -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -n 1000
                         :

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        グローバルバッファ（gbuf02）に，追加したRDエリア（RDAREA2）を割り当てます。

                     

                  

                  なお，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にpdbufferオペランドの指定を変更できます。ただし，システム構成変更コマンドを実行する場合はHiRDB
                     Advanced High Availabilityが必要になります。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            15.9　RDエリアを移動する方法（RDエリアの移動）

            実行者　HiRDB管理者

            データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のmove rdarea文で，RDエリアをほかのバックエンドサーバに移動できます。RDエリアの移動機能はHiRDB/パラレルサーバ限定の機能です。

            
               15.9.1　RDエリアを移動する前に

               
                  (1)　移動できるRDエリア

                  移動できるRDエリアを次に示します。

                  
                     	
                        ユーザ用RDエリア

                     

                     	
                        ユーザLOB用RDエリア

                     

                  

               
               
                  (2)　移動手順

                  RDエリアの移動手順を次に示します。なお，ここで説明する移動手順は基本的な操作手順です。システムの構成によっては若干手順が異なります。詳細については，「例題1（新規サーバマシンのバックエンドサーバに移動する場合）」以降の例題で説明しています。

                  
                     (a)　オンライン中のRDエリアの移動機能を使用しない場合(pdmodコマンドでnorestartオペランドを指定しない場合)

                     オンライン中のRDエリアの移動機能を使用しない場合(pdmodコマンドでnorestartオペランドを指定しない場合)の手順を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 移動先のバックエンドサーバがあるサーバマシンのメモリ所要量を見積もり直します。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドでバックアップを取得します。移動対象RDエリア，マスタディレクトリ用RDエリア，及びデータディクショナリ用のRDエリアのバックアップを取得する必要があります。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                              

                              	
                                 pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズ状態にします。

                              

                              	
                                 pdmodコマンドでRDエリアを移動します。

                              

                              	
                                 pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。RDエリアを移動した後にHiRDBを一度終了してください。この操作をしないと，RDエリアの移動後の処理を保証しません。

                              

                              	
                                 移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動します。※

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドでバックアップを取得します。移動対象RDエリア，マスタディレクトリ用RDエリア，及びデータディクショナリ用のRDエリアのバックアップを取得する必要があります。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                              

                           

                           
                              	注

                              	
                                 RDエリアの移動開始からHiRDBの開始までの間（手順4〜7までの間）に，UAP及びそのほかのユティリティを実行しないでください。

                              

                              	注※

                              	
                                 別のサーバマシンにRDエリアを移動する場合に必要な操作です。移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動先のサーバマシンに移動する必要があります。このとき，HiRDBファイルのパス名は移動元と同じパス名にしてください。同じパス名にできない場合は，別のディレクトリに格納してこのパスへのシンボリックリンクをしてください。

                                 また，移動した後に移動元のHiRDBファイルを削除する必要があります。方法については，「例題1（新規サーバマシンのバックエンドサーバに移動する場合）」以降の例題で説明しています。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　オンライン中のRDエリアの移動機能を使用する場合(pdmodコマンドでnorestartオペランドを指定する場合)

                     オンライン中のRDエリアの移動機能を使用する場合(pdmodコマンドでnorestartオペランドを指定する場合)の手順を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 移動先のバックエンドサーバがあるサーバマシンのメモリ所要量を見積もり直します。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドでバックアップを取得します。移動対象RDエリア，マスタディレクトリ用RDエリア，及びデータディクショナリ用のRDエリアのバックアップを取得する必要があります。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                              

                              	
                                 pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズ状態にします。

                              

                              	
                                 pdmodコマンドでRDエリアを移動します。

                              

                              	
                                 移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動します※。ただし，移動対象RDエリアのHiRDBファイルを共有ディスク上に作成してあり，移動先からも同一パス名で参照可能としてあれば，この手順は不要です。

                              

                              	
                                 pdrelsコマンドで移動対象RDエリアを閉塞なしオープン状態にします。

                              

                              	
                                 pdcopyコマンドでバックアップを取得します。移動対象RDエリア，マスタディレクトリ用RDエリア，及びデータディクショナリ用のRDエリアのバックアップを取得する必要があります。バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                              

                           

                        

                        	注※

                        	
                           別のサーバマシンにRDエリアを移動する場合に必要な操作です。移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動先のサーバマシンに移動する必要があります。このとき，HiRDBファイルのパス名は移動元と同じパス名にしてください。同じパス名にできない場合は，別のディレクトリに格納してこのパスへのシンボリックリンクをしてください。

                           また，移動した後に移動元のHiRDBファイルを削除する必要があります。方法については，「例題1（新規サーバマシンのバックエンドサーバに移動する場合）」以降の例題で説明しています。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     (a)　関連するすべてのRDエリアを移動してください

                     RDエリアを移動する場合，関連するすべてのRDエリアを移動する必要があります。関連するすべてのRDエリアを移動しないと，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）の実行時にエラーになります。

                     
                        	
                           移動対象RDエリアに格納されている表にインデクスを定義している場合は，そのインデクスを格納しているRDエリアも移動する必要があります。

                        

                        	
                           移動対象RDエリアに格納されている表にLOB列を定義している場合は，そのLOBデータを格納しているユーザLOB用RDエリアも移動する必要があります。

                        

                        	
                           移動対象RDエリアに格納されている表を横分割している場合は，分割条件単位に表，インデクス，及びLOB列を格納しているRDエリアを移動する必要があります。

                        

                        	
                           インナレプリカグループのRDエリアを移動する場合，グループ内のすべてのRDエリアを移動する必要があります。また，移動先のHiRDBファイルシステム領域の世代登録をしておく必要があります。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　表に非分割キーインデクスが定義されている場合

                     移動対象RDエリアに格納されている表に非分割キーインデクスを定義している場合は，そのインデクスの分割数が表の分割数と一致しているときだけ，RDエリアを移動できます。詳細は，マニュアル「HiRDB
                        コマンドリファレンス」の「RDエリアの移動」を参照してください。一致していない場合，次に示す手順でRDエリアを移動します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 DROP INDEXで非分割キーインデクスを削除します。

                              

                              	
                                 RDエリアを移動します。

                              

                              	
                                 CREATE INDEXで非分割キーインデクスを再作成します。

                              

                           

                           ただし，UNIQUEを指定した非分割キーインデクスは再作成できない場合があります。再作成できない場合については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」のCREATE
                              INDEXを参照してください。

                           なお，移動対象RDエリアに定義しているインデクスが非分割キーインデクスであるかどうかは，ディクショナリ表SQL_INDEXESの設定値によって判別できます。ディクショナリ表を検索するSQL文を次に示します。

                           SELECT DIV_INDEX FROM MASTER.SQL_INDEXES
     WHERE TABLE_SCHEMA = 'インデクスを定義した表の所有者の認可識別子'
       AND INDEX_NAME = 'インデクス識別子'

                           検索結果がYの場合：分割キーインデクス

                           検索結果がNの場合：非分割キーインデクス

                        

                     

                  
                  
                     (c)　表の分割キー以外に主キーを定義している場合

                     移動対象RDエリアに格納されている表の分割キー以外に主キーを定義している場合は，RDエリアを移動できません。この場合，次に示す手順でRDエリアを移動します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdrorgコマンドで表データをアンロードします。 

                              

                              	
                                 DROP TABLEで表の定義を削除します。 

                              

                              	
                                 RDエリアを移動します。 

                              

                              	
                                 CREATE TABLEで表を定義します。 

                              

                              	
                                 pdrorgコマンドで表データをリロードします。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (d)　表を基表とするルーチンがある場合

                     RDエリアを移動すると，移動対象RDエリアに格納されている表を基表とするルーチンが無効になるため，ALTER ROUTINEでルーチンを再作成してください。

                  
                  
                     (e)　オンライン中のRDエリアの移動で，表を基表とするリストがある場合

                     移動対象RDエリアに格納されている表を基表とするリストがある場合は，オンライン中にRDエリアを移動できません。この場合，次に示す手順でRDエリアを移動します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 DROP LIST文でリストを削除します。

                              

                              	
                                 RDエリアを移動します。

                              

                              	
                                 ASSIGN LIST文でリストを再作成します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (f)　系切り替えを適用した環境でRDエリアの移動を行う場合

                     系切り替えを適用した環境でRDエリアを移動する場合，移動したRDエリアの共有ディスクの設定を変更する必要があります。この場合，次に示す手順でRDエリアを移動します。

                     なお，系切り替え環境でRDエリアを移動する場合の前提条件については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「RDエリアの移動」を参照してください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 RDエリアを移動します。

                              

                              	
                                 移動したRDエリアの共有ディスクが移動先サーバの共有リソースとなるように，クラスタソフトウェアの設定を変更します。

                              

                              	
                                 OSのコマンドで移動元での共有ディスクの非活性化，及び移動先での共有ディスクの活性化をします。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               15.9.2　例題1（新規サーバマシンのバックエンドサーバに移動する場合）

               新規サーバマシンに作成したバックエンドサーバにRDエリアを移動します。

               
                  	
                     RDAREA1には非横分割表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）とLOB列（LOB1）が定義されています。インデクスはRDAREA2に，LOBデータはRDAREA3に格納されています。

                  

                  	
                     各RDエリアを構成するHiRDBファイルは次のとおりです。

                     RDAREA1：/area1/rdarea1

                     RDAREA2：/area2/rdarea2

                     RDAREA3：/area3/rdarea3

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　ユニット2を追加します

                  ユニットの追加については，「ユニットの追加」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズします

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -c

               
               
                  (4)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのmove rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/move01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  move rdarea RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3                1
   to bes2;                                        2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移動対象のRDエリア名を指定します。

                           

                           	
                              移動先のサーバ名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdmodコマンドでRDエリアを移動します

                  pdmod -a /pdmod/move01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (7)　移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動します

                  移動対象RDエリアのHiRDBファイルを，新規追加したサーバマシンに次に示すどちらかの方法で移動します。

                  
                     (a)　HiRDBファイルシステム領域単位で移動する場合

                     この方法は次に示す前提条件があります。

                     
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域が通常ファイルである

                        

                        	
                           移動対象のHiRDBファイルだけがHiRDBファイルシステム領域内にある

                        

                     

                     OSのrcp又はftpコマンドでHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                     rcp /area1 host2:/area1
rcp /area2 host2:/area2
rcp /area3 host2:/area3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           RDAREA1〜RDAREA3のHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDBファイル単位で移動する場合

                     (a)の方法ができない場合は，次に示す手順でHiRDBファイルを移動します。

                     
                        	●移動元での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfbkupコマンドで移動対象HiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 rcp又はftpコマンドでHiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 pdfrmコマンドで移動対象HiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfbkup /area1/rdarea1 /tmp/bk_rdarea1          1
pdfbkup /area2/rdarea2 /tmp/bk_rdarea2          1
pdfbkup /area3/rdarea3 /tmp/bk_rdarea3          1
rcp /tmp/"bk_*" host2:/tmp/                     2
pdfrm /area1/rdarea1                            3
pdfrm /area2/rdarea2                            3
pdfrm /area3/rdarea3                            3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA3のHiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 HiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA3のHiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                        	●移動先での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                              

                              	
                                 pdfrstrコマンドで移動対象HiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area1               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area2               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area3               1
pdfrstr /tmp/bk_rdarea1 /area1                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea2 /area2                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea3 /area3                 2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA3のHiRDBファイルシステム領域を作成します。移動元と同じパス名にしてください。同じパス名にできない場合は，別のディレクトリに作成してこのパスへのシンボリックリンクをしてください。

                              

                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA3のHiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (8)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (9)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               15.9.3　例題2（別ユニットにあるバックエンドサーバに移動する場合）

               別ユニットにあるバックエンドサーバにRDエリアを移動します。

               
                  	
                     RDAREA1には非横分割表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）とLOB列（LOB1）が定義されています。インデクスはRDAREA2に，LOBデータはRDAREA3に格納されています。

                  

                  	
                     各RDエリアを構成するHiRDBファイルは次のとおりです。

                     RDAREA1：/area1/rdarea1

                     RDAREA2：/area2/rdarea2

                     RDAREA3：/area3/rdarea3

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　メモリ所要量の見積もり

                  移動先のユニットがあるサーバマシンで必要なメモリ所要量を見積もってください。メモリ所要量の見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  これ以降の操作は「pdcopyコマンドでバックアップを取得します」以降の操作と同じです。

               
            
            
               15.9.4　例題3（同じユニットにあるバックエンドサーバに移動する場合）

               同じユニットにあるバックエンドサーバにRDエリアを移動します。

               
                  	
                     RDAREA1には非横分割表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）とLOB列（LOB1）が定義されています。インデクスはRDAREA2に，LOBデータはRDAREA3に格納されています。

                  

                  	
                     各RDエリアを構成するHiRDBファイルは次のとおりです。

                     RDAREA1：/area1/rdarea1

                     RDAREA2：/area2/rdarea2

                     RDAREA3：/area3/rdarea3

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　メモリ所要量の見積もり

                  移動先のバックエンドサーバで必要なメモリ所要量を見積もってください。メモリ所要量の見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズします

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -c

               
               
                  (4)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのmove rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/move01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  move rdarea RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3                1
   to bes2;                                        2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移動対象のRDエリア名を指定します。

                           

                           	
                              移動先のサーバ名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdmodコマンドでRDエリアを移動します

                  pdmod -a /pdmod/move01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (7)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (8)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               15.9.5　例題4（横分割表を格納したRDエリアを移動する場合）

               新規サーバマシンに作成したバックエンドサーバにRDエリアを移動します。サーバ内横分割していた表（TABLE1）をサーバ間横分割します。

               
                  	
                     RDAREA1及びRDAREA2には横分割表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1には分割キーインデクス（INDEX1）と非分割キーインデクス（INDEX2）が定義されています。また，LOB列（LOB1）が定義されています。INDEX1はRDAREA3及びRDAREA4に，INDEX2はRDAREA3に，LOBデータはRDAREA5及びRDAREA6に格納されています。

                  

                  	
                     各RDエリアを構成するHiRDBファイルは次のとおりです。

                     RDAREA1：/area1/rdarea1

                     RDAREA2：/area2/rdarea2

                     RDAREA3：/area3/rdarea3

                     RDAREA4：/area4/rdarea4

                     RDAREA5：/area5/rdarea5

                     RDAREA6：/area6/rdarea6

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　ユニット2を追加します

                  ユニットの追加については，「ユニットの追加」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　DROP INDEXで非分割キーインデクスを削除します

                  DROP INDEX INDEX2;

                  インデクスの分割数が表の分割数と一致していない非分割キーインデクスを格納しているRDエリアは移動できないため，DROP INDEXで非分割キーインデクス（INDEX2）を削除します。

               
               
                  (4)　pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズします

                  pdhold -r RDAREA2,RDAREA4,RDAREA6 -c

               
               
                  (5)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのmove rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/move01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  move rdarea RDAREA2,RDAREA4,RDAREA6                           1
   to bes2;                                                   2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移動対象のRDエリア名を指定します。

                           

                           	
                              移動先のサーバ名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　pdmodコマンドでRDエリアを移動します

                  pdmod -a /pdmod/move01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (8)　移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動します

                  移動対象RDエリアのHiRDBファイルを，新規追加したサーバマシンに次に示すどちらかの方法で移動します。

                  
                     (a)　HiRDBファイルシステム領域単位で移動する場合

                     この方法は次に示す前提条件があります。

                     
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域が通常ファイルである

                        

                        	
                           移動対象のHiRDBファイルだけがHiRDBファイルシステム領域内にある

                        

                     

                     OSのrcp又はftpコマンドでHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                     rcp /area2 host2:/area2
rcp /area4 host2:/area4
rcp /area6 host2:/area6

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDBファイル単位で移動する場合

                     (a)の方法ができない場合は，次に示す手順でHiRDBファイルを移動します。

                     
                        	●移動元での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfbkupコマンドで移動対象HiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 rcp又はftpコマンドでHiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 pdfrmコマンドで移動対象HiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfbkup /area2/rdarea2 /tmp/bk_rdarea2          1
pdfbkup /area4/rdarea4 /tmp/bk_rdarea4          1
pdfbkup /area6/rdarea6 /tmp/bk_rdarea6          1
rcp /tmp/"bk_*" host2:/tmp/                     2
pdfrm /area2/rdarea2                            3
pdfrm /area4/rdarea4                            3
pdfrm /area6/rdarea6                            3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 HiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                        	●移動先での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                              

                              	
                                 pdfrstrコマンドで移動対象HiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area2               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area4               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area6               1
pdfrstr /tmp/bk_rdarea2 /area2                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea4 /area4                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea6 /area6                 2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルシステム領域を作成します。移動元と同じパス名にしてください。同じパス名にできない場合は，別のディレクトリに作成してこのパスへのシンボリックリンクをしてください。

                              

                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (9)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (10)　CREATE INDEXで非分割キーインデクスを再作成します

                  CREATE INDEX INDEX2 on TABLE1(C2) IN ((RDAREA3),(RDAREA4));

                  (3)で削除した非分割キーインデクスを再作成してください。

               
               
                  (11)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               15.9.6　例題5（インナレプリカグループのRDエリアを移動する場合）

               新規サーバマシンに作成したバックエンドサーバにインナレプリカグループのRDエリアを移動します。

               
                  	
                     RDAREA1には非横分割表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）が定義されています。INDEX1はRDAREA2に格納されています。

                  

                  	
                     RDAREA1のレプリカRDエリアをRDAREA1_R1，RDAREA2のレプリカRDエリアをRDAREA2_R1とします。

                  

                  	
                     各RDエリアを構成するHiRDBファイルは次のとおりです。

                     RDAREA1：/area1/rdarea1

                     RDAREA2：/area2/rdarea2

                     RDAREA1_R1：/area3/rdarea1

                     RDAREA2_R1：/area4/rdarea2

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　ユニット2を追加します

                  ユニットの追加については，「ユニットの追加」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  新規バックエンドサーバにレプリカHiRDBファイルシステム領域の世代登録をします。pdmodコマンドのcreate generation文を記述した制御文ファイル（/pdmod/gen01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  create generation for HiRDB file system area
       "/area3"                                       1
       server name bes2                               2
       generation number 1                            3
       reproduce "/area1";                            4
create generation for HiRDB file system area
       "/area4"                                       1
       server name bes2                               2
       generation number 1                            3
       reproduce "/area2";                            4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              レプリカHiRDBファイルシステム領域名を指定します。pdmod実行時，ここで指定したレプリカHiRDBファイルシステム領域がないため，KFPX24251-Wメッセージが出力されますが，(11)で移動先のサーバマシンにHiRDBファイルシステム領域を作成するので問題ありません。

                           

                           	
                              レプリカHiRDBファイルシステム領域を登録するサーバ名を指定します。

                           

                           	
                              レプリカHiRDBファイルシステム領域の世代番号を指定します。

                           

                           	
                              オリジナルHiRDBファイルシステム領域を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdmodコマンドでレプリカHiRDBファイルシステム領域の世代登録をします

                  pdmod -a /pdmod/gen01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズします

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA1_R1,RDAREA2_R1 -c

               
               
                  (6)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのmove rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/move01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  move rdarea RDAREA1,RDAREA2,RDAREA1_R1,RDAREA2_R1            1
   to bes2;                                                  2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移動対象のRDエリア名を指定します。

                           

                           	
                              移動先のサーバ名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　pdmodコマンドでRDエリアを移動します

                  pdmod -a /pdmod/move01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (9)　移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動します

                  移動対象RDエリアのHiRDBファイルを，新規追加したサーバマシンに次に示すどちらかの方法で移動します。

                  
                     (a)　HiRDBファイルシステム領域単位で移動する場合

                     この方法は次に示す前提条件があります。

                     
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域が通常ファイルである

                        

                        	
                           移動対象のHiRDBファイルだけがHiRDBファイルシステム領域内にある

                        

                     

                     OSのrcp又はftpコマンドでHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                     rcp /area1 host2:/area1
rcp /area2 host2:/area2
rcp /area3 host2:/area3
rcp /area4 host2:/area4

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           RDAREA1〜RDAREA2，RDAREA1_R1〜RDAREA2_R1のHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDBファイル単位で移動する場合

                     (a)の方法ができない場合は，次に示す手順でHiRDBファイルを移動します。

                     
                        	●移動元での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfbkupコマンドで移動対象HiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 rcp又はftpコマンドでHiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 pdfrmコマンドで移動対象HiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfbkup /area1/rdarea1 /tmp/bk_rdarea1             1
pdfbkup /area2/rdarea2 /tmp/bk_rdarea2             1
pdfbkup /area3/rdarea1 /tmp/bk_rdarea1_r1          1
pdfbkup /area4/rdarea2 /tmp/bk_rdarea2_r1          1
rcp /tmp/"bk_*" host2:/tmp/                        2
pdfrm /area1/rdarea1                               3
pdfrm /area2/rdarea2                               3
pdfrm /area3/rdarea1                               3
pdfrm /area4/rdarea2                               3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA2，RDAREA1_R1〜RDAREA2_R1のHiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 HiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA2，RDAREA1_R1〜RDAREA2_R1のHiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                        	●移動先での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                              

                              	
                                 pdfrstrコマンドで移動対象HiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area1               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area2               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area3               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area4               1
pdfrstr /tmp/bk_rdarea1 /area1                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea2 /area2                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea1_r1 /area3              2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea2_r1 /area4              2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA2，RDAREA1_R1〜RDAREA2_R1のHiRDBファイルシステム領域を作成します。移動元と同じパス名にしてください。同じパス名にできない場合は，別のディレクトリに作成してこのパスへのシンボリックリンクをしてください。

                              

                              	
                                 RDAREA1〜RDAREA2，RDAREA1_R1〜RDAREA2_R1のHiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (10)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (11)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               15.9.7　例題6（抽象データ型を格納したRDエリアを移動する場合）

               新規サーバマシンに作成したバックエンドサーバに抽象データ型（SGMLTEXT型）を格納したRDエリアを移動します。サーバ内横分割していた表（TABLE1）をサーバ間横分割します。

               
                  	
                     RDAREA1及びRDAREA2には横分割表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1には抽象データ型（SGMLTEXT型）が定義されています。また，プラグインインデクスが定義されています。SGMLTEXTデータはRDAREA3及びRDAREA4に，プラグインインデクスはRDAREA5及びRDAREA6に格納されています。

                  

                  	
                     各RDエリアを構成するHiRDBファイルは次のとおりです。

                     RDAREA1：/area1/rdarea1

                     RDAREA2：/area2/rdarea2

                     RDAREA3：/area3/rdarea3

                     RDAREA4：/area4/rdarea4

                     RDAREA5：/area5/rdarea5

                     RDAREA6：/area6/rdarea6

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　ユニット2を追加します

                  ユニットの追加については，「ユニットの追加」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズします

                  pdhold -r RDAREA2,RDAREA4,RDAREA6 -c

               
               
                  (4)　pdmodコマンドの制御文ファイルを作成します

                  pdmodコマンドのmove rdarea文を記述した制御文ファイル（/pdmod/move01）を作成します。制御文ファイルの内容を次に示します。

                  move rdarea RDAREA2,RDAREA4,RDAREA6                    1
   to bes2;                                            2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              移動対象のRDエリア名を指定します。

                           

                           	
                              移動先のサーバ名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdmodコマンドでRDエリアを移動します

                  pdmod -a /pdmod/move01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (7)　移動対象RDエリアのHiRDBファイルを移動します

                  移動対象RDエリアのHiRDBファイルを，新規追加したサーバマシンに次に示すどちらかの方法で移動します。

                  
                     (a)　HiRDBファイルシステム領域単位で移動する場合

                     この方法は次に示す前提条件があります。

                     
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域が通常ファイルである

                        

                        	
                           移動対象のHiRDBファイルだけがHiRDBファイルシステム領域内にある

                        

                     

                     OSのrcp又はftpコマンドでHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                     rcp /area2 host2:/area2
rcp /area4 host2:/area4
rcp /area6 host2:/area6

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルシステム領域を移動します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDBファイル単位で移動する場合

                     (a)の方法ができない場合は，次に示す手順でHiRDBファイルを移動します。

                     
                        	●移動元での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfbkupコマンドで移動対象HiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 rcp又はftpコマンドでHiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 pdfrmコマンドで移動対象HiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfbkup /area2/rdarea2 /tmp/bk_rdarea2          1
pdfbkup /area4/rdarea4 /tmp/bk_rdarea4          1
pdfbkup /area6/rdarea6 /tmp/bk_rdarea6          1
rcp /tmp/"bk_*" host2:/tmp/                     2
pdfrm /area2/rdarea2                            3
pdfrm /area4/rdarea4                            3
pdfrm /area6/rdarea6                            3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルのバックアップを取得します。

                              

                              	
                                 HiRDBファイルのバックアップを移動します。

                              

                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルを削除します。

                              

                           

                        

                        	●移動先での操作手順

                        	
                           
                              	
                                 pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                              

                              	
                                 pdfrstrコマンドで移動対象HiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                     （例）

                     pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area2               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area4               1
pdfmkfs -n 30 -l 10 -k DB /area6               1
pdfrstr /tmp/bk_rdarea2 /area2                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea4 /area4                 2
pdfrstr /tmp/bk_rdarea6 /area6                 2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルシステム領域を作成します。移動元と同じパス名にしてください。同じパス名にできない場合は，別のディレクトリに作成してこのパスへのシンボリックリンクをしてください。

                              

                              	
                                 RDAREA2，RDAREA4，RDAREA6のHiRDBファイルをリストアします。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (8)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
               
                  (9)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               15.9.8　例題7（オンライン中のRDエリア移動機能で共有ディスク上にHiRDBファイルがあるRDエリアを移動する場合）

               別ユニットにあるバックエンドサーバにRDエリアを移動します。

               
                  	
                     RDAREA1には非横分割表（TABLE1）が格納されています。

                  

                  	
                     TABLE1にはインデクス（INDEX1）とLOB列（LOB1）が定義されています。インデクスはRDAREA2に，LOBデータはRDAREA3に格納されています。

                  

                  	
                     BES2にはRDAREA1，RDAREA2に割り当て可能なグローバルバッファ（gbuf1)，及びRDAREA3に割り当て可能なグローバルバッファ（gbuf2)があります。

                  

                  	
                     各RDエリアを構成するHiRDBファイルは次のとおりです。

                     RDAREA1：/area1/rdarea1_1

                     RDAREA2：/area1/rdarea1_2

                     RDAREA3：/area2/rdarea2_3

                     [image: [図データ]]

                  

               

               
                  (1)　メモリ所要量の見積もり

                  移動先のバックエンドサーバで必要なメモリ所要量を見積もってください。メモリ所要量の見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　pdholdコマンドで移動対象RDエリアを閉塞クローズします

                  pdhold -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -c

               
               
                  (4)　pdmodコマンドでRDエリアを移動します

                  pdmod -a /pdmod/move01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -a：pdmodコマンドの制御文ファイル名を指定します。

                     

                  

                  制御文ファイル（/pdmod/move01）の内容を次に示します。

                  move rdarea norestart                              1
   RDAREA1 globalbuffer gbuf1,                     2
   RDAREA2 globalbuffer gbuf1,
   RDAREA3 globalbuffer gbuf2
   to bes2;                                        3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              オンライン中のRDエリア移動機能を指定します。

                           

                           	
                              移動対象のRDエリア名，及びRDエリアに割り当てるグローバルバッファを指定します。

                           

                           	
                              移動先のサーバ名を指定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドで移動対象RDエリアを閉塞解除オープンします

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3 -o

               
               
                  (6)　pdcopyコマンドでバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup02 -p /pdcopy/list02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。RDエリアを移動すると，マスタディレクトリ用RDエリア及びデータディクショナリ用RDエリアが更新されるため，全RDエリアのバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
         
         
            15.10　RDエリアを格納しているHiRDBファイルシステム領域を移動する方法

            実行者　HiRDB管理者

            データベースに格納するデータの増加に伴い，データベース容量が満杯になり，RDエリアを配置するディスクの変更が必要になる場合があります。ディスクの変更に当たり，RDエリアを別のディスクに移動する必要がありますが，通常，RDエリアを移動する場合は対象のRDエリアをすべて再作成する必要があります。

            再作成しないでHiRDBファイルシステム領域を別のディスクに移動するには，次の方法があります。

            
               	
                  パス名を変更しないで移動する方法

                  パス名を変更しないで別ディスクに移動するには，シンボリックリンクを使用します。移動元には移動先のHiRDBファイルシステム領域を参照するシンボリックリンクを作成することによって，RDエリアの再作成を回避できます。また，HiRDBで指定するファイルシステム領域名（定義，制御文，コマンドの引数，及びバッチファイルでの指定など）の変更は不要になります。

               

               	
                  パス名を変更して移動する方法

                  別ディスクに移動して，HiRDBが管理しているパス名称も変更するには，ファイルパス変更コマンドを使用します。HiRDBで指定するファイルシステム領域名の変更が必要ですが，複数のマシンで動作していたHiRDBを一つのマシンに集約する場合などで，ファイルパス名称が重なるときに使用します。

                  格納しているRDエリアの種類によって，それぞれの方法でHiRDBファイルシステム領域を移動できるかどうか異なります。移動できるHiRDBファイルシステム領域を次の表に示します。

                  
                     表15‒7　移動できるHiRDBファイルシステム領域
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 格納しているRDエリアの種類

                              
                              	
                                 HiRDBの稼働状態

                              
                           

                           
                              	
                                 稼働中

                              
                              	
                                 停止中

                              
                           

                           
                              	
                                 シンボリックリンク

                              
                              	
                                 ファイルパス変更コマンド

                              
                              	
                                 シンボリックリンク

                              
                              	
                                 ファイルパス変更コマンド

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 マスタディレクトリ用RDエリア

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 データディレクトリ用RDエリア

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 データディクショナリ用RDエリア

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 データディクショナリLOB用RDエリア

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ユーザ用RDエリア

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ユーザLOB用RDエリア

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 レジストリ用RDエリア

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 レジストリLOB用RDエリア

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 リスト用RDエリア

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                     
                        
                           	（凡例）

                           	
                              ○：HiRDBファイルシステム領域を移動できます。

                              ×：HiRDBファイルシステム領域を移動できません。

                           

                        

                     

                  
               

            

            
               15.10.1　シンボリックリンクを使用した移動手順

               シンボリックリンクを使用してHiRDBファイルシステム領域の移動手順を示します。

               
                  (1)　移動手順

                  HiRDBが稼働中の場合の移動手順を次に示します。HiRDBが停止中の場合，手順1，手順2，及び手順6の操作は不要です。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              移動するHiRDBファイルシステム領域に格納しているRDエリアをすべて閉塞，クローズ状態にします。

                           

                           	
                              移動するHiRDBファイルシステム領域をHiRDBの常駐プロセスから切り離すため，ユーザサーバプロセスをリフレッシュします。

                           

                           	
                              移動元のRDエリアを構成するHiRDBファイルシステム領域を移動先のディスクにコピーします。コピーしたHiRDBファイルシステム領域名の長さ（フルパス名）は，HiRDBファイルシステム領域名としての最大長を超えないようにしてください（詳細は，マニュアル「HiRDB
                                 コマンドリファレンス」の「pdfmkfs（HiRDBファイルシステム領域の初期設定）」を参照してください）。超えた場合，手順4で行う移動先の実体パス名を指定したpdfstatfsコマンドはKFPI21574-Eを出力しエラー終了します。

                           

                           	
                              移動元のRDエリアを構成するHiRDBファイルシステム領域を削除します。

                           

                           	
                              コピー先のHiRDBファイルシステム領域に対して，移動元のHiRDBファイルシステム領域と同一の名前でシンボリックリンクを作成します。

                           

                           	
                              閉塞，クローズ状態にしたRDエリアを閉塞解除し，オープン状態にします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　注意事項

                  
                     	
                        シンボリックリンクの作成，削除，及び管理（リンク先の実体存在の確認や，アクセス確認等）は，適切に行ってください。HiRDBがリンク先のHiRDBファイルシステム領域へのアクセスに失敗すると，RDエリアは閉塞します。

                     

                     	
                        シンボリックリンク先の実体（HiRDBファイルシステム領域）を削除する場合は，実体のパス名を指定してください。シンボリックリンクを指定した場合は，実体ではなくシンボリックリンクが削除されます。

                     

                     	
                        RDエリアの移動によってシンボリックリンクを作成したRDエリアを，再度別ディスクに配置する場合，「移動手順」の手順3でコピー時に指定する移動元には実体のパス名を指定してください。シンボリックリンクを指定した場合は，実体ではなくシンボリックリンクをコピーします。

                     

                  

               
            
            
               15.10.2　ファイルパス変更コマンドを使用した移動手順

               ファイルパス変更コマンドを使用した移動の手順を次に示します。 

               
                  (1)　ユニットの変更のない移動

                  
                     	
                        移動するRDエリア及びシステム用RDエリアのバックアップを取得します。

                     

                     	
                        HiRDBに接続するシステムを停止します。

                     

                     	
                        HiRDBを正常停止します。HiRDB/パラレルサーバの場合，ディクショナリサーバのユニット，及び移動するHiRDBのユニットが正常停止したことを確認します。

                     

                     	
                        移動元のRDエリアを構成するHiRDBファイルシステム領域を，移動先のディスクに移動します。

                     

                     	
                        マスタディレクトリ用RDエリアの先頭HiRDBファイルを移動する場合は，システム定義pd_master_file_nameオペランドを，移動後のHiRDBファイル名称に変更します。

                     

                     	
                        レプリカRDエリアのファイルを移動する場合，レプリカRDエリアのファイルを参照できるようにします（論理ボリュームの副ボリュームを活性化します）。

                     

                     	
                        pdchpathfコマンドを実行します。

                     

                     	
                        HiRDBを開始します。

                     

                     	
                        HiRDBの開始完了後，pdchpathnコマンドを実行します。

                     

                     	
                        HiRDBの全RDエリアを対象としたバックアップを取得します。

                     

                     	
                        HiRDBに接続するシステムを開始します。

                     

                  

               
               
                  (2)　ユニットを変更する移動

                  
                     	
                        移動前の環境でバックアップを取得します。

                     

                     	
                        新しい環境でHiRDBをセットアップし，システムファイルの作成，及びシステム定義を新環境用に変更します。マスタディレクトリ用RDエリアの先頭HiRDBファイルのパスが変わる場合は，システム定義pd_master_file_nameオペランドも，移動後のHiRDBファイル名称に変更します。

                     

                     	
                        旧環境の，全ユニットが正常停止した状態のRDエリアを構成するHiRDBファイルシステム領域のディスクを，新環境に移動します。

                     

                     	
                        レプリカRDエリアのファイルを移動する場合，レプリカRDエリアのファイルを参照できるようにします（論理ボリュームの副ボリュームを活性化します）。

                     

                     	
                        pdchpathfコマンドを実行します。

                     

                     	
                        HiRDBを開始します。

                     

                     	
                        HiRDBの開始完了後，pdchpathnコマンドを実行します。

                     

                     	
                        HiRDBの全RDエリアを対象としたバックアップを取得します。

                     

                  

               
               
                  (3)　注意事項

                  
                     	
                        移動したHiRDBファイルシステム領域名の長さ（フルパス）は，HiRDBファイルシステム領域に作成している最大のHiRDBファイル名称長と合わせて，最大長（167文字）を超えないようにしてください。

                     

                     	
                        系切り替え環境の場合，変更するユニットや，ディスクにアクセスするために，IPアドレスの設定及びディスクの有効化をしておく必要があります。

                     

                     	
                        オリジナルRDエリアのパス変更情報はレプリカRDエリアには反映されません。オリジナルRDエリアのパス変更後は，オリジナルRDエリアとレプリカRDエリアの情報が不一致になっているため，オリジナルRDエリアとレプリカRDエリアの同期を取ってください。データベース構成変更ユティリティのRDエリアの構成情報複写（define
                           copy rdarea文）の実行は不要です。

                     

                     	
                        pdchpathfコマンドがI/Oエラーなどで更新中にエラーになった場合，(1)又は(2)のバックアップから回復し，やり直す必要があります。(1)又は(2)のバックアップの回復は，移動前のパスに対して行われるため，HiRDBファイルシステム領域を移動前のパスに戻してから回復してください。制御文の指定内容に不備があり，整合性チェックでエラーになった場合は，エラー要因を取り除くと再実行できます。

                     

                     	
                        pdchpathnコマンドの実行が完了する前に，業務APやpddblsコマンド以外の運用コマンド・ユティリティなどを実行しないでください。

                     

                     	
                        新しくHiRDBをセットアップする場合，運用ディレクトリのパスも変更できます。

                     

                     	
                        OS又はHiRDBのバージョンが異なるHiRDBファイルシステム領域の移動はできません。

                     

                  

               
            
            
               15.10.3　シンボリックリンクを使用した移動の例題

               /dev1に格納しているHiRDBファイルシステム領域（/dev1/HiRDB_P/area1/rdarea1）を/dev2に移動し，/dev1に/dev1/HiRDB_P/area1/rdarea1という名前のシンボリックリンクを作成する手順を次に示します。

               
                  図15‒7　シンボリックリンクを使用したHiRDBファイルシステム領域の移動
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　移動元のRDエリアを閉塞，クローズ状態にします

                  移動するHiRDBファイルシステム領域（/dev1/HiRDB_P/area1/rdarea1）に構成ファイルを格納しているすべてのRDエリアを閉塞，クローズ状態にします。

                  pdhold -r RDAREA1 -c

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -r：閉塞するRDエリア名を指定します。

                        -c：閉塞状態にした後，RDエリアをクローズします。

                     

                  

               
               
                  (2)　ユーザサーバプロセスのリフレッシュ及びユーザサーバプロセスの終了確認を行います

                  
                     (a)　ユーザサーバプロセスをリフレッシュします

                     pdpfresh

                  
                  
                     (b)　ユーザサーバプロセスの終了を確認します

                     pdpfreshコマンドを-cオプション指定で実行し，リターンコードが1の場合はリターンコードが0になるまで繰り返し実行します。

                     pdpfresh -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -c：pdpfreshコマンドでプロセス終了要求を受けたユーザサーバプロセスが，すべて終了しているかどうかを調べる場合に指定します。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　移動元のRDエリアを構成するHiRDBファイルシステム領域を移動先のディスクにコピーします

                  /dev1のHiRDBファイルシステム領域（/dev1/HiRDB_P/area1/rdarea1）を/dev2（/dev2/HiRDB_P/dbdir2/generation2）へコピーします。

               
               
                  (4)　移動元のHiRDBファイルシステム領域を削除します

                  移動元のHiRDBファイルシステム領域（/dev1/HiRDB_P/area1/rdarea1）を削除します。

               
               
                  (5)　シンボリックリンクを作成します

                  HiRDB管理者権限でlnコマンドを実行し，シンボリックリンクを作成します。

                  シンボリックリンク名は移動元のHiRDBファイルシステム領域と同一にします。

                  ln -s /dev2/HiRDB_P/dbdir2/generation2  /dev1/HiRDB_P/area1/rdarea1 
　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣  ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　　（移動先）　　　　　　　　　　　（移動元）

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        lnコマンドの形式については，OSのマニュアルを参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　(1)で閉塞，クローズ状態にしたRDエリアを閉塞解除し，オープン状態にします

                  pdrels -r RDAREA1 -o

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -r：閉塞状態を解除するRDエリア名を指定します。

                        -o：閉塞状態を解除した後，RDエリアをオープンします。

                     

                  

               
            
            
               15.10.4　ファイルパス変更コマンドを使用した移動の例題

               ファイルパス変更コマンドを使用して，HiRDBファイルシステム領域を移動する例題を次に示します。

               
                  (1)　ユニットの変更のない移動の例題

                  ファイルパス変更コマンドを使用してマスタディレクトリ用RDエリアを格納している/hirdb1/area/masterを/hirdb2/area/masterに移動し，ユーザ用RDエリアを格納している/hirdb1/area/rdarea1を/hirdb2/area/rdarea1に移動する手順を示します。

                  
                     図15‒8　ユニットの変更のない移動
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　RDエリアのバックアップを取得します

                     pdcopy -m /hirdb1/area/master/rdmast -Mr -a -b バックアップファイル名

                  
                  
                     (b)　HiRDBに接続するシステムを停止します

                     (h)のHiRDB開始後にHiRDBへアクセスしないようにHiRDBに接続するシステムを停止してください。停止方法については，各製品のマニュアルを確認してください。

                  
                  
                     (c)　HiRDBを正常停止します

                     pdstop
KFPS01841-I HiRDB unit unt2 terminated. mode = NORMAL
KFPS01841-I HiRDB unit unt3 terminated. mode = NORMAL
KFPS01841-I HiRDB unit unt1 terminated. mode = NORMAL
KFPS01850-I HiRDB system terminated. mode = NORMAL

                     pdstopコマンド実行時，KFPS01850-Iメッセージが出力され，終了モードにNORMALが出力されていることを確認してください。

                  
                  
                     (d)　HiRDBファイルシステム領域を移動します

                     移動元のRDエリアを構成するHiRDBファイルシステム領域を移動先のディスクに移動します。

                  
                  
                     (e)　マスタディレクトリ用RDエリアの先頭HiRDBファイルを移動する場合は，システム定義pd_master_file_nameオペランドを移動後のHiRDBファイル名称に変更します

                     変更前: set pd_master_file_name = "/hirdb1/area/master/rdmast"
変更後: set pd_master_file_name = "/hirdb2/area/master/rdmast"

                  
                  
                     (f)　レプリカRDエリアのファイルを移動する場合，レプリカRDエリアのファイルを参照できるようにします

                     レプリカRDエリアのパス変更については「世代登録をしているHiRDBファイルシステム領域の移動の例題」を参照してください。

                  
                  
                     (g)　pdchpathfコマンドを実行します

                     pdchpathf 制御文ファイル パス変更情報ファイル

                     制御文

                     change path host host2
area "/hirdb2/area/master";
change path host host3
area "/hirdb2/area/rdarea1";

                     このコマンドは，ディクショナリサーバを配置したユニット（host2）で実行します。

                     制御文は，マスタディレクトリ用RDエリアのファイルを移動する場合は，必ず先頭の制御文に指定してください。先頭に指定していない場合，コマンドがエラーになります。パス変更情報ファイルは，pdchpathfコマンドが情報を出力するファイルで，pdchpathnコマンドの入力データになります。

                     パス変更情報ファイルがない，又はパス変更情報ファイルが不正な内容である場合，pdchpathnコマンドは実行できません。また，系切り替えが発生し，ファイルが参照できなくなった場合は，バックアップから回復し，やり直してください。

                  
                  
                     (h)　HiRDBを開始します

                     pdstart
……
KFPS05210-I HiRDB system initialization process complete

                     KFPS05210-Iメッセージが出力されていることを確認してください。

                  
                  
                     (i)　HiRDBの開始完了後，pdchpathnコマンドを実行します

                     pdchpathn パス変更情報ファイル

                     このコマンドは，システムマネジャを配置したユニット（host1）で実行します。

                     ディクショナリサーバを配置したユニットの，(g)で指定したパス変更情報ファイルを指定してください。また，系切り替え構成で別のマシンでディクショナリサーバを起動した場合は，該当マシンにファイルをコピーしてください。

                  
                  
                     (j)　HiRDBのバックアップを再度取得します

                     pdcopy -m /hirdb2/area/master/rdmast -Mr -a -b バックアップファイル名

                     変更前のバックアップからは回復はできません。

                  
                  
                     (k)　HiRDBに接続するシステムを開始します

                     (b)で停止したシステムを必要に応じて開始してください。開始方法については各製品のマニュアルを確認してください。

                  
               
               
                  (2)　ユニットを変更する移動の例題

                  host2のuntBのHiRDBをhost1に移動します。このとき，host1にはすでに別のuntAのHiRDBがあり，同じ構成のため，HiRDBのパス名も重なっています。

                  host1で新しくuntBのHiRDBをセットアップし，ファイルパス変更コマンドを使用してマスタディレクトリ用RDエリアを格納している/hirdb1/area/masterを/hirdb2/area/masterに移動し，ユーザ用RDエリアを格納している/hirdb1/area/rdarea1を/hirdb2/area/rdarea1に移動する手順を示します。

                  
                     図15‒9　ユニットを変更する移動
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　host2でuntBのバックアップを取得します

                     pdcopy -m /hirdb1/area/master/rdmast -Mr -a -b バックアップファイル名

                  
                  
                     (b)　システムファイルの作成，及びシステム定義を新環境用へ変更します

                     host1でuntBのHiRDBをセットアップし，システムファイルの作成，及びシステム定義を新環境用へ変更します。pd_master_file_nameを移動後の名称に変更します。

                  
                  
                     (c)　HiRDBを正常停止します

                     host2のHiRDBを正常停止します。その後，host2のデータをhost1の新規パスに移動します。

                  
                  
                     (d)　レプリカRDエリアのファイルを移動する場合，レプリカRDエリアのファイルを参照できるようにします

                     レプリカRDエリアのパス変更については「世代登録をしているHiRDBファイルシステム領域の移動の例題」を参照してください。

                  
                  
                     (e)　pdchpathfコマンドを実行します

                     pdchpathf 制御文ファイル パス変更情報ファイル

                     制御文

                     change path 
area "/hirdb2/area/master"
area "/hirdb2/area/rdarea1";

                     制御文は，マスタディレクトリ用RDエリアのファイルを移動する場合は，必ず先頭の制御文に指定してください。先頭に指定していない場合，コマンドがエラーになります。パス変更情報ファイルは，pdchpathfコマンドが情報を出力するファイルで，pdchpathnコマンドの入力データになります。

                     パス変更情報ファイルがない，又はパス変更情報ファイルが不正な内容である場合，pdchpathnコマンドは実行できません。また，系切り替えが発生し，ファイルが参照できなくなった場合は，バックアップから回復し，やり直してください。

                  
                  
                     (f)　HiRDBを開始します

                     pdstart
……
KFPS05210-I HiRDB system initialization process complete

                     KFPS05210-Iメッセージが出力されていることを確認してください。

                  
                  
                     (g)　HiRDBの開始完了後，pdchpathnコマンドを実行します

                     パス変更情報ファイルは，(e)で指定したパス変更情報ファイルを指定してください。

                     pdchpathn パス変更情報ファイル

                  
                  
                     (h)　HiRDBのバックアップを再度取得します

                     pdcopy -m /hirdb2/area/master/rdmast -Mr -a -b バックアップファイル名

                     変更前のバックアップからは回復はできません。

                  
               
               
                  (3)　世代登録をしているHiRDBファイルシステム領域の移動の例題

                  レプリカRDエリア（ペア論理ボリュームを使用しているRDエリア）のファイルの操作，pdchpathfコマンドの実行，及び論理ボリュームの操作について説明します。そのほかの操作については，(1)及び(2)になります。

                  移動によって，ボリュームのペアの組み合わせが変わる場合は，新しい組み合わせにしてください。ボリュームの操作については，OS及びディスク装置のマニュアルを参照してください。

                  
                     図15‒10　世代登録をしているHiRDBファイルシステム領域の移動
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     (a)　オリジナルRDエリアだけを変更する場合

                     
                        	
                           オリジナルRDエリアのファイル（/hirdb1/area/rdarea1）を/hirdb2/area/rdarea1に移動します。

                        

                        	
                           pdchpathfコマンドを実行します。

                           pdchpathf 制御文ファイル パス変更情報ファイル

                           制御文

                           change path 
area "/hirdb2/area/rdarea1";

                        

                        	
                           正ボリュームと副ボリュームが同期状態でない場合は，オリジナルRDエリアのHiRDBファイルの管理部と，レプリカRDエリアのHiRDBファイルの管理部の情報が不一致になっているため，正ボリュームから副ボリュームへの同期を取ります。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　レプリカRDエリアだけを変更する場合

                     
                        	
                           レプリカRDエリアのファイル（/hirdb1/area/rdarea1_rep）を/hirdb2/area/rdarea1_repに移動します。

                        

                        	
                           レプリカRDエリアを定義しているHiRDBファイルシステム領域の副ボリュームが参照できない状態の場合，参照できるようにします。

                        

                        	
                           pdchpathfコマンドを実行します。

                           pdchpathf 制御文ファイル パス変更情報ファイル

                           制御文

                           change path 
area "/hirdb2/area/rdarea1_rep"
generation rep;

                        

                        	
                           2.で副ボリュームを参照できる状態に変更した場合は，副ボリュームの参照できる状態を解除します。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　オリジナルRDエリアとレプリカRDエリアを変更する場合

                     
                        	
                           オリジナルRDエリアのファイル（/hirdb1/area/rdarea1）を/hirdb2/area/rdarea1に移動し，レプリカRDエリアのファイル（/hirdb1/area/rdarea1_rep）を/hirdb2/area/rdarea1_repに移動します。

                        

                        	
                           レプリカRDエリアを定義しているHiRDBファイルシステム領域の副ボリュームが参照できない状態の場合，参照できるようにします。

                        

                        	
                           pdchpathfコマンドを実行します。

                           pdchpathf 制御文ファイル パス変更情報ファイル

                           制御文

                           change path 
area "/hirdb2/area/rdarea1"
area "/hirdb2/area/rdarea1_rep"
generation rep;

                        

                        	
                           オリジナルRDエリアのHiRDBファイルの管理部と，レプリカRDエリアのHiRDBファイルの管理部の情報が不一致になっているため，正ボリュームから副ボリュームへ再同期します。

                        

                     

                  
               
            
         
         
            15.11　使用中空きページ及び使用中空きセグメントを再利用する方法

            表及びインデクスの使用中空きページを未使用ページ化して再利用できます。同様に使用中空きセグメントを未使用セグメント化して再利用できます。ここでは，その方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  ページ及びセグメントの状態

               

               	
                  使用中空きページの再利用

               

               	
                  使用中空きセグメントの再利用

               

            

            
               15.11.1　ページ及びセグメントの状態

               この節の説明を読む前にページ及びセグメントの状態について理解しておく必要があります。ページとセグメントには次の表に示す状態があります。

               
                  表15‒8　ページの状態
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ページの状態

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              未使用ページ

                           
                           	
                              まだ割り当てられていないページです。

                           
                        

                        
                           	
                              使用中空きページ

                           
                           	
                              データの削除※によって，データが格納されていないページです。

                           
                        

                        
                           	
                              使用中ページ

                           
                           	
                              データが格納されていて，データを追加できる空き領域があるページです。

                              空き領域の再利用機能を使用している表の場合は，データの削除※によってページ内の空き領域が使用できないために，データを追加できなかったページを含みます。

                           
                        

                        
                           	
                              使用中満杯ページ

                           
                           	
                              データが格納されていて，データを追加できる空き領域がないページです。

                              空き領域の再利用機能を使用していない表及びインデクスの場合は，データの削除※によってページ内の空き領域が使用できないために，データを追加できなかったページを含みます。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     データの削除を実行したトランザクションがCOMMITするまで，データの削除によって発生した空き領域は使用できません。

                     
                        表15‒9　セグメントの状態
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    セグメントの状態

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    使用中セグメント※

                                 
                                 	
                                    表又はインデクスのデータを格納しているセグメントです。

                                    データが満杯でセグメント内にデータを追加できないセグメントを満杯セグメント，それ以外の使用中セグメントを空きありセグメントといいます。

                                    空きありセグメントのうち，データの削除でセグメント内の全ページが空きページ（使用中空きページ又は未使用ページ）のセグメントを使用中空きセグメントといいます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    未使用セグメント

                                 
                                 	
                                    使用されたことがないセグメントです。このセグメントはRDエリア内のすべての表（又はインデクス）が使用できます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    空きセグメント

                                 
                                 	
                                    データを格納していないセグメントです。使用中空きセグメントと未使用セグメントは空きセグメントになります。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

                  	注※

                  	
                     使用中セグメントを使用できるのは，このセグメントにデータを格納した表又はインデクスだけです。ほかの表又はインデクスはこのセグメントを使用できません。

                  

               

            
            
               15.11.2　使用中空きページの再利用

               
                  (1)　使用中空きページの解放

                  バッチジョブなどで表データを大量に削除すると，その表データを格納しているページ（データページ）の一部が使用中空きページになることがあります。また，インデクスを定義している場合は，インデクスのキー値を格納しているページ（インデクスページ）の一部が使用中空きページになります。空きページ解放ユティリティ（pdreclaimコマンド）を実行すると，この使用中空きページを未使用ページ化して再利用できます。これを使用中空きページの解放といいます。使用中空きページの解放を次の図に示します。

                  
                     図15‒11　使用中空きページの解放
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	ポイント

                     	
                        
                           	
                              LOB用RDエリアに格納されているデータの使用中空きページは解放できません。

                           

                           	
                              プラグインインデクスの使用中空きページは解放できません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　使用中空きページを解放したときの効果

                  
                     (a)　表の使用中空きページを解放したときの効果

                     表の使用中空きページを解放したときの効果を次の表に示します。

                     
                        表15‒10　表の使用中空きページを解放したときの効果
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    効果がある項目

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                                 	
                                    効果の

                                    度合い

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    表を再編成するサイクルを長くできる

                                 
                                 	
                                    使用中空きページを再利用できるためデータの格納効率が良くなります。このため，表を再編成するサイクルを長くできます。

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    大量データ検索時の性能が向上する

                                 
                                 	
                                    使用中空きページは使用中ページのため検索処理時のサーチ対象になりますが，未使用ページはサーチ対象になりません（サーチ処理がスキップされます）。その分，検索処理の性能が向上します。特に，大量データを検索するときに効果が出ます。

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                              

                              
                                 	
                                    INSERT及びUPDATE時の性能が向上する

                                 
                                 	
                                    使用中ページにデータを格納するとき，データの格納に必要な連続した空き領域を確保できないと，HiRDBはページコンパクションという処理を行います。ページコンパクションとは，データの格納に必要な連続した空き領域を確保するために行われるページ内のデータ詰め替え処理のことです。

                                    使用中空きページを解放するときにページコンパクションも同時に行います。このため，INSERT及びUPDATE処理の延長で行われるページコンパクションが不要になり，その分処理性能が向上します。なお，ページコンパクションの処理対象ページは，満杯ページ及び使用中空きページを除いた使用中ページになります。

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                              

                              
                                 	
                                    分岐行のINSERT及びUPDATE時のエラー発生を抑えられる

                                 
                                 	
                                    未使用ページがない状態で分岐行のINSERT及びUPDATEを実行すると，エラー（KFPA11756-Eメッセージ）になります。使用中空きページの解放で未使用ページが増えるため，このエラーの発生を抑えられます。

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：効果があります。

                           △：条件によって効果の度合いが変わります。

                        

                     

                     特に，次の表に示す条件をすべて満たす表に対してこの機能を適用すると効果があります。

                     
                        表15‒11　使用中空きページの解放の効果がある表
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    条件

                                 
                                 	
                                    理由

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    可変長文字列の更新がない

                                 
                                 	
                                    分岐行が発生しないため，使用中空きページが解放できる可能性が高くなります。

                                    分岐行は基本行と別のページにあり，そのページには別のデータの基本行が格納されます。このため，分岐していると，ある一定の値（登録期間など）の行を削除してもページに格納されているデータが0件にならない可能性があります。したがって，分岐していなければ，ある期間にINSERTしたデータを削除すると，連続した領域（ページ）が空くため，使用中空きページを解放できる可能性が高くなります。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    繰返し列の要素数変更がない

                                 
                              

                              
                                 	
                                    NULL値を実データに，又は実データをNULL値に変更しない

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クラスタキーインデクスを定義していない

                                 
                                 	
                                    クラスタキーインデクスを定義している場合はデータの格納位置がキー値で決定するため，使用中空きページを解放してもそのページを使用しない可能性が高く，効果が余りないと考えられます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    LOBデータがない

                                 
                                 	
                                    LOB用RDエリアの格納データはこの機能を適用できません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    同一ページ中のデータを一度に削除する

                                 
                                 	
                                    使用中空きページができやすいため，使用中空きページを解放できる可能性が高くなります。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    REUSE表（空き領域の再利用機能を使用した表）である

                                 
                                 	
                                    REUSE表の場合，空きページ解放ユティリティで解放した空きページを空きページ再利用モード時にすぐに再利用できます。REUSE表でない場合，空きページ解放ユティリティで解放した空きページをRDエリア内に新規セグメントが確保できなくなるまで使用しません。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     上記の表に示す条件から，クラスタキーインデクスを定義していないFIX属性のREUSE表がこの機能を適用するのに最適な表になります。

                  
                  
                     (b)　インデクスの使用中空きページを解放したときの効果

                     インデクスの使用中空きページを解放したときの効果を次の表に示します。

                     
                        表15‒12　インデクスの使用中空きページを解放したときの効果
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    効果がある項目

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                                 	
                                    効果の

                                    度合い

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    インデクス格納RDエリアの容量不足の発生を抑えられる

                                 
                                 	
                                    空きページ（使用中空きページ）があるのに領域不足になる場合は使用中空きページを解放してください。なお，キー値の更新又は削除が多い場合でもインデクス格納RDエリアの容量不足の発生を抑えられます。

                                 
                                 	
                                    ◎

                                 
                              

                              
                                 	
                                    インデクスを再編成するサイクルを長くできる

                                 
                                 	
                                    使用中空きページを再利用できるためデータの格納効率が良くなります。このため，インデクスを再編成するサイクルを長くできます。

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    インデクスを使用した大量データ検索時の性能が向上する

                                 
                                 	
                                    使用中空きページは使用中ページのため検索処理時のサーチ対象になりますが，未使用ページはサーチ対象になりません（サーチ処理がスキップされます）。その分，検索処理の性能が向上します。特に，大量データを検索するときに効果が出ます。

                                 
                                 	
                                    △

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ◎：特に効果があります。

                           ○：効果があります。

                           △：条件によって効果の度合いが変わります。

                        

                     

                     特に，削除したキー値を再度登録しない場合にこの機能を適用すると効果があります。同一キー値の追加又は削除を繰り返す場合は使用中空きページを再利用するため，使用中空きページが大量に発生することはありません。しかし，単調増加又は単調減少する列（日付，通番など）にインデクスを定義してデータの増加に伴い過去のデータを順番に削除する場合は，インデクスページの前半部分に再利用されない使用中空きページが大量に発生します。インデクスページに使用中空きページが作成される処理を次の図に示します。

                     
                        図15‒12　インデクスページに使用中空きページが作成される処理
                        [image: [図データ]]

                     
                     なお，使用中空きページの解放後は解放したページにキー値を格納していくため，データの格納効率が良くなります。

                     
                        	参考

                        	
                           使用中空きページだけが処理の対象になります。格納効率が低下したページのページコンパクションはありません。格納効率が低下したページ（使用中空きページを除く）が大量にある場合に適用しても効果はありません。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　表又はインデクスの再編成との違い

                  性能面及びデータの格納効率という点から見ると，使用中空きページの解放より表又はインデクスの再編成の方が優れています。しかし，使用中空きページの解放の場合は，ユティリティの実行中に処理対象表又はインデクスをアクセスできます。再編成の場合は，ユティリティの実行中に処理対象表又はインデクスをアクセスできません。このため，使用中空きページの解放の場合は業務を中断する必要がありません。

                  再編成をするか，使用中空きページを解放するかはデータベース状態解析ユティリティの実行結果から判断してください。判断基準を次に示します。

                  
                     	
                        使用中空きページが大量にある場合は使用中空きページを解放してください。

                     

                     	
                        セグメント内の空きページ比率（CREATE TABLEのPCTFREEオペランドの値）と掛け離れたページ使用率の使用中ページが大量にある場合は再編成をしてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　運用方法

                  
                     (a)　システムログファイルの容量を見積もる

                     使用中空きページを解放するときにデータベースの更新ログを取得するため，システムログファイルの容量を見積もり直してください。システムログファイルの容量見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                        システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　ページの状態を確認する

                     データベース状態解析ユティリティ（pddbstコマンド）で，ページの格納効率，使用中空きページ数などを定期的に確認してください。ページの使用率が0%のページが使用中空きページです。ページの使用率及び使用中空きページ数は「RDエリア単位の状態解析（論理的解析）」又は「表又はインデクス単位の状態解析」のUsed Page Ratioに表示されます。

                     使用中空きページ数が増加してきた場合や，データの格納効率が低下してきた場合に使用中空きページの解放を検討してください。

                  
                  
                     (c)　空きページ解放ユティリティを実行する

                     空きページ解放ユティリティで使用中空きページを解放します。

                     表の使用中空きページを解放する場合は，ページコンパクションを行うかどうかを検討してください。次に示す場合はページコンパクションの効果がないため，ページコンパクションをしないで空きページ解放ユティリティを実行してください。

                     
                        	
                           使用中ページの大部分が満杯ページか又は使用中空きページの場合

                        

                        	
                           すべてのページが空きページの場合

                        

                     

                  
                  
                     (d)　結果を確認する

                     空きページ解放ユティリティの実行結果を参照して，予定どおり使用中空きページが解放されているかを確認してください。また，使用中空きセグメントが多い場合は使用中空きセグメントの解放を検討してください。使用中空きセグメントの解放については，「使用中空きセグメントの再利用」を参照してください。

                  
                  
                     (e)　空きページ解放ユティリティが異常終了した場合

                     空きページ解放ユティリティが異常終了した場合，利用できない使用中ページが残るため，すぐに空きページ解放ユティリティを再実行してください。空きページ解放ユティリティを再実行すると，利用できない使用中ページが解放されます。

                  
               
               
                  (5)　注意事項

                  
                     	
                        インデクスに対して空きページ解放ユティリティを実行する場合，ユティリティの実行中にUAPが長時間待たされることはありません。ただし，処理対象のインデクスにUAPがアクセスした場合，空きページ解放ユティリティはUAPのトランザクション決着処理を待つことがあります。

                     

                     	
                        待ち時間の上限を，空きページ解放ユティリティの-wオプションで指定できます。指定した待ち時間内に待ち状態が解除されないと，KFPH25002-Eメッセージを出力して空きページ解放ユティリティを異常終了します。-wオプションを省略するとUAPのトランザクションが決着するまで待ち続けます。

                     

                     	
                        未使用ページが少ない状態で空きページ解放ユティリティを実行中に，ロールバックが発生すると，ロールバック中にページ不足が発生し，RDエリアが障害閉塞します。このため，多くのDELETEやUPDATEを伴う業務の実行中は，空きページ解放ユティリティを実行しないでください。

                     

                     	
                        インデクスに対して空きページ解放ユティリティを実行する場合，解放できる使用中空きページを，いったんすべて解放予約状態にします。解放予約状態の使用中空きページは，トランザクションの決着処理待ち後に解放され，未使用ページ化します。このため，空きページ解放ユティリティ実行中は，一時的に利用できるページが少なくなり，ページ不足が発生しやすくなります。

                     

                     	
                        RDエリアにインデクスだけを格納している場合，障害閉塞したとき，再初期化後に格納しているすべてのインデクスを再作成して回復してください。RDエリアに表とインデクスの両方を格納している場合は，バックアップから回復してください。

                     

                     	
                        インデクスに対して空きページ解放ユティリティを実行中にエラーが発生した場合，解放予約状態の使用中空きページが残ります。早期に空きページ解放ユティリティを再実行してください。

                        なお，HiRDBが異常終了した場合も，エラーが発生した場合と同様に，解放予約状態の使用中空きページが残ります。HiRDBを再開始した後，空きページ解放ユティリティを再実行してください。

                     

                  

               
            
            
               15.11.3　使用中空きセグメントの再利用

               
                  (1)　使用中空きセグメントの解放

                  空きページ解放ユティリティを実行すると，使用中空きセグメントを未使用セグメント化して再利用できます。これを使用中空きセグメントの解放といいます。使用中空きセグメントの解放を次の図に示します。

                  
                     図15‒13　使用中空きセグメントの解放
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (2)　使用中空きセグメントを解放したときの効果

                  一度使用されたセグメントは使用している表（又はインデクス）だけが使用でき，ほかの表は使用できません。使用中空きセグメントを解放して使用中空きセグメントを未使用セグメント化すると，その未使用セグメントをほかの表が使用できるようになります。

               
               
                  (3)　運用方法

                  空きページ解放ユティリティ又はデータベース状態解析ユティリティの実行結果から使用中空きセグメントを解放するかどうかを決めてください。大量の使用中空きセグメントがある場合に実行してください。

                  
                     (a)　システムログファイルの容量を見積もる

                     使用中空きセグメントを解放するときにデータベースの更新ログを取得するため，システムログファイルの容量を見積もり直してください。システムログファイルの容量見積もりについては，マニュアル「HiRDB
                        システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　空きページ解放ユティリティを実行する

                     空きページ解放ユティリティで使用中空きセグメントを解放します。

                     空きページ解放ユティリティ実行時のオプション指定値によるメリットとデメリットを次に示します。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オプション

                                    の指定値

                                 
                                 	
                                    メリット

                                 
                                 	
                                    デメリット

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    -j

                                 
                                 	
                                    RDエリアを占有するため，高速に処理でき，-aオプションと比べて実行時間が短くなります。

                                 
                                 	
                                    RDエリアを占有するため，ほかのUAPが処理対象のRDエリアにアクセスできなくなり，待ち状態になります※。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -a

                                 
                                 	
                                    ほかのUAPと同時実行できます。

                                 
                                 	
                                    内部的に複数フェーズに分けて処理するため，-jオプションと比べて実行時間が長く，出力するシステムログの量も多くなります。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※

                        	
                           UAPを待ち状態にしないでエラーリターンする場合は，pdholdコマンドでRDエリアを閉塞してからユティリティを実行してください。

                        

                     

                     基本的に-jオプションをお勧めします。-jオプション指定で空きページ解放ユティリティを実行する間オンラインサービスを停止できない場合などは，比較的トラフィックが空いている時間帯に-aオプション指定で空きページ解放ユティリティを実行してください。

                  
                  
                     (c)　実行結果を確認する

                     空きページ解放ユティリティの実行結果を参照して，予定どおりの使用中空きセグメントが解放されているかを確認してください。

                     なお，-aオプション指定で空きページ解放ユティリティを実行中に，ユティリティ又はHiRDBが異常終了した場合は，データベース状態解析ユティリティ（pddbst）で該当する表又はインデクスを解析し，解放途中セグメント（解放処理が途中のため，再利用できない状態のセグメント）がないことを確認してください。

                  
                  
                     (d)　空きページ解放ユティリティが異常終了した場合

                     
                        	-jオプション指定時

                        	
                           空きページ解放ユティリティが異常終了すると，ユティリティ実行前の状態（何もしていない状態）になるため，空きページ解放ユティリティを再実行してください。なお，空きページ解放ユティリティを再実行しなくても問題はありませんが，使用中空きセグメントは解放されません。ユティリティ実行中にHiRDBが異常終了した場合も同様です。

                        

                        	-aオプション指定時

                        	
                           空きページ解放ユティリティが異常終了すると，解放途中セグメントが残ることがあります。解放途中セグメントが残っていた場合，次に示すどちらかの対処をしてください。

                           
                              	
                                 空きページ解放ユティリティを再実行する

                              

                              	
                                 データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で表，又はインデクスの再編成をする

                              

                           

                           ユティリティ実行中にHiRDBが異常終了した場合も同様です。

                        

                     

                  
               
            
         
         
            15.12　物理エラー検知時ユニットダウン機能

            ここでは，物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用する方法について説明します。なお，ここでいう物理エラーとは，RDエリアに対するアクセスで入出力エラー，ファイルオープンエラーが発生し，KFPH00306-Eメッセージの閉塞理由にi/o
               error occurred，又はopen error occurredが出力されるエラーのことです。

            
               15.12.1　物理エラー検知時ユニットダウン機能とは

               HiRDBは，稼働中にRDエリアに障害が発生すると，障害が発生したRDエリアを障害閉塞させることで影響範囲を局所化して，処理を続行します。しかし，RDエリアが少ないシステムの場合，障害が発生したRDエリアだけを障害閉塞させても業務全体が停止することがあります。この場合，業務を再開するには障害閉塞したRDエリアを回復する必要があります。

               物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用すると，障害が発生したRDエリアを障害閉塞しないで，ユニットダウンさせることができます（ただし，マスタディレクトリ用RDエリアの場合は，物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用していなくても障害閉塞しないでユニットダウンします）。ユニットダウンすることで，ユニットを再開始する前に物理エラーによる障害閉塞の要因を取り除くことができ，RDエリアが障害閉塞することによる回復作業を回避できます。

            
            
               15.12.2　注意事項

               この機能を使用するときは，次の点に注意してください。

               
                  	
                     RDエリアに対するアクセスで物理エラーが発生し，KFPH00307-Eメッセージを出力してRDエリアがコマンド閉塞した場合は，pd_db_hold_actionオペランドにunitdownを指定していてもユニットダウンしません。

                  

                  	
                     物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用した場合に物理エラーが発生すると，次のケースでは処理対象のRDエリアが障害閉塞することがあります。

                     ・更新前ログ取得モード又はログレスモードでUAPやユティリティを実行している

                     ・CREATE TABLEのRECOVERYオペランドでNOを指定してログレスモードにしたユーザLOB用RDエリアに対して，UAP又はユティリティを実行している

                     物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用する場合は，できるだけこれらの運用は避けてください。もし，これらの運用が必要な場合は，RDエリアが閉塞しても最新の状態に回復できるよう，UAP又はユティリティの実行前にバックアップを取得してください。

                  

                  	
                     物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用する場合は，KFPH23047-Iメッセージを監視してください。KFPH23047-Iメッセージを出力してユニットダウンした場合は，「物理エラーが発生した場合の対処方法」に従って対処してください。ユニットダウンの原因を取り除く前にHiRDBを再開始すると，再び物理エラーを検知してしまい，ユニットダウンと再開始が繰り返されるため注意してください。

                  

               

            
            
               15.12.3　準備作業

               この機能を使用するには，システム共通定義（pdsys）を次のように指定してください。

               
                  	
                     pd_db_hold_actionオペランドにunitdownを指定します。

                     この値を指定すると，物理エラーを検知した場合，KFPH23047-Iメッセージを出力し，ユニットダウンします。このとき，RDエリアの障害閉塞は発生しません。

                  

                  	
                     pd_mode_confオペランドにMANUAL2を指定します。

                     この値を指定すると，ユニットダウン後にHiRDB（ユニット）を自動開始しないようにできます。

                     なお，AUTO又はMANUAL1を指定した場合，物理エラー検知時ユニットダウン機能でユニットダウンしても，要因を取り除く前にHiRDB（ユニット）が自動的に再開始してしまうおそれがあります。この場合，再び物理エラーを検知してしまい，ユニットダウンと再開始が繰り返されますので注意してください。

                  

               

            
            
               15.12.4　物理エラーが発生した場合の対処方法

               物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用していてユニットダウンが発生した場合，HiRDB管理者は次の図に示す手順に従って対処してください。

               
                  図15‒14　物理エラーが発生した場合の対処方法
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注※

                  	
                     物理エラーの要因に対処できない場合，ユニットを再開始しても再度同じ要因でユニットダウンを繰り返すことになります。そのときは，システム共通定義のpd_db_hold_actionオペランドにdbholdを指定して，物理エラー検知時ユニットダウン機能を使用しないように変更してください。

                  

               

            
         
         
            15.13　RDエリアアクセス時のページ不正検知時の動作

            RDエリアにアクセスした場合に，OSやハードの障害などによってページの読み込み内容に不整合を検出したとき，ページの読み込みをリトライします。リトライしても正常に読み込みできなかった場合，RDエリアを閉塞し，KFPH00306-Eメッセージ又はKFPH00307-Eメッセージに閉塞した理由（time
               stamp invalid）を出力します。

            ページの読み込みリトライと，RDエリアの閉塞の動作は変更できます。通常は，この動作を変更する必要はありません。OSやハードが一時的に不安定な状況でページの不整合を検知する場合で，かつ不安定な状況の発生をすぐに対処できないときに，ページ不正検知時の動作の変更を検討してください。

            変更方法を次に示します。

            
               	
                  ページの読み込みリトライ

                  ページの読み込みリトライ方法は，システム共通定義にpd_dbbuff_read_retry_count オペランド及びpd_dbbuff_read_retry_intvlオペランドを指定することで，それぞれ読み込み回数及び読み込み間隔を変更できます。詳細はマニュアル「HiRDB
                     システム定義」を参照してください。

               

               	
                  RDエリアの閉塞

                  RDエリアの閉塞動作は，システム共通定義のpd_db_timestamp_invalid_actionオペランドにunitdownを指定することで，RDエリアを閉塞させないでユニットダウンさせることができます。詳細はマニュアル「HiRDB
                     システム定義」を参照してください。

               

            

         
      
   
      
         16　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションの運用

         
            この章では，ストアドプロシジャ及びストアドファンクションの運用方法について説明します。

            なお，ストアドプロシジャとは，SQLストアドプロシジャ，Javaストアドプロシジャ，及びCストアドプロシジャの総称です。ストアドファンクションとは，SQLストアドファンクション，Javaストアドファンクション，及びCストアドファンクションの総称です。

         

         
            16.1　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを作成（登録）する前に

            実行者　HiRDB管理者

            ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを作成する前に，データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）で，ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを格納するRDエリアを作成してください。作成するRDエリアを次に示します。

            
               	
                  データディクショナリLOB用RDエリア

               

               	
                  データディクショナリ用RDエリア※

               

            

            
               	注※

               	
                  ストアドプロシジャ及びストアドファンクションに関するディクショナリ表を，既存のデータディクショナリ用RDエリアと別のRDエリアに格納する場合に作成してください。

               

            

         
         
            16.2　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを作成（登録）する方法

            
               16.2.1　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションの作成（登録）方法

               
                  (1)　ストアドプロシジャを作成する方法

                  CREATE PROCEDUREでストアドプロシジャを作成できます。CREATE PROCEDURE中の手続きの作成方法については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

               
               
                  (2)　ストアドファンクションを作成する方法

                  CREATE FUNCTIONでストアドファンクションを作成できます。CREATE FUNCTION中の関数の作成方法については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
                     (a)　ストアドファンクションを作成すると，既存のストアドファンクションが無効になることがあります

                     ストアドファンクションを作成すると，既存のストアドファンクションが無効になることがあります。無効になる条件については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「CREATE〔PUBLIC〕FUNCTION」で説明しています。

                     既存のストアドファンクションが無効になった場合は，無効になったストアドファンクションをALTER ROUTINEで再作成してください。

                  
                  
                     (b)　ストアドファンクションを作成すると，既存のストアドプロシジャが無効になることがあります

                     ストアドファンクションを作成すると，既存のストアドプロシジャが無効になることがあります。無効になる条件については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「CREATE〔PUBLIC〕FUNCTION」で説明しています。

                     既存のストアドプロシジャが無効になった場合は，ストアドプロシジャをALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEで再作成してください。

                  
                  
                     (c)　ストアドファンクションを作成すると，既存のトリガが無効になることがあります

                     ストアドファンクションを作成すると，既存のトリガが無効になることがあります。無効になる条件については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「CREATE〔PUBLIC〕FUNCTION」で説明しています。

                     既存のトリガが無効になった場合は，無効になったトリガをALTER TRIGGER又はALTER ROUTINEで再作成してください。

                  
                  
                     (d)　作成したストアドファンクションが無効になることがあります

                     次に示す手順でストアドファンクションを作成すると，そのストアドファンクションが無効になることがあります。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 プラグインをインストールします。

                              

                              	
                                 1のプラグイン関数を呼び出すストアドファンクション※を作成します。

                              

                              	
                                 1でインストールしたプラグインとは別のプラグインをインストールします。

                              

                           

                           
                              	注※

                              	
                                 1と3でインストールするプラグインが提供する関数名とパラメタ数が同じ場合，3の操作をすると，2で作成したストアドファンクションが無効になります。この場合，無効になったストアドファンクションをALTER
                                    ROUTINEで再作成してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
         
         
            16.3　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションが無効になった場合

            表又はインデクスなどの定義を変更すると，その表又はインデクスを使用しているストアドプロシジャ及びストアドファンクションが無効になります。この場合，次に示す方法でストアドプロシジャ及びストアドファンクションを再作成してください。

            ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEで，ストアドプロシジャを再作成できます。ALTER ROUTINEでストアドファンクションを再作成できます。

         
         
            16.4　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションを削除する方法

            
               16.4.1　ストアドプロシジャ及びストアドファンクションの削除方法

               
                  (1)　ストアドプロシジャを削除する方法

                  DROP PROCEDUREでストアドプロシジャを削除できます。

               
               
                  (2)　ストアドファンクションを削除する方法

                  DROP FUNCTIONでストアドファンクションを削除できます。

                  
                     (a)　ストアドファンクションを削除すると，そのほかのストアドファンクションが無効になることがあります

                     ストアドファンクションを削除すると，そのほかのストアドファンクションが無効になることがあります。無効になる条件については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「DROP〔PUBLIC〕FUNCTION」で説明しています。

                     ストアドファンクションが無効になった場合は，無効になったストアドファンクションをALTER ROUTINEで再作成してください。

                  
                  
                     (b)　ストアドファンクションを削除すると，既存のストアドプロシジャが無効になることがあります

                     ストアドファンクションを削除すると，既存のストアドプロシジャが無効になることがあります。無効になる条件については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「DROP〔PUBLIC〕FUNCTION」で説明しています。

                     既存のストアドプロシジャが無効になった場合は，無効になったストアドプロシジャをALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEで再作成してください。

                  
                  
                     (c)　ストアドファンクションを削除すると，既存のトリガが無効になることがあります

                     ストアドファンクションを削除すると，既存のトリガが無効になることがあります。無効になる条件については，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「DROP〔PUBLIC〕FUNCTION」で説明しています。

                     既存のトリガが無効になった場合は，無効になったトリガをALTER TRIGGER又はALTER ROUTINEで再作成してください。

                  
               
            
         
         
            16.5　既存のストアドプロシジャの定義系SQLを作成する方法

            実行者　HiRDB管理者又はDBA権限保持者

            pddefrevコマンドで，現在使用しているストアドプロシジャの定義系SQLを作成できます。現在使用しているストアドプロシジャと同じような処理をするストアドプロシジャを作成するときに使用すると便利です。pddefrevコマンドで作成された定義系SQLは，データベース定義ユティリティ（pddefコマンド）の入力情報となります。

         
      
   
      
         17　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時の運用

         
            この章では，Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時の環境設定と運用方法について説明します。

         

         
            17.1　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションの概要

            ここでは，Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションの概要について説明します。

            
               17.1.1　Javaストアドプロシジャ，Javaストアドファンクションを使用できる環境

               Javaストアドプロシジャ，Javaストアドファンクションを使用できる環境を次の表に示します。

               
                  表17‒1　Javaストアドプロシジャ，Javaストアドファンクションを使用できる環境
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              適用OS

                           
                           	
                              使用可否

                           
                        

                        
                           	
                              Type2 JDBC

                              ドライバ使用時

                           
                           	
                              Type4 JDBC

                              ドライバ使用時

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              AIX

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              Linux

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：使用できます。

                     ×：使用できません。

                  

               

            
            
               17.1.2　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションとは

               SQLで記述していたルーチン制御文をJavaで記述して作成したストアドプロシジャ，ストアドファンクションのことをJavaストアドプロシジャ，Javaストアドファンクションといいます。Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションは，HiRDBの外部で作成したJavaメソッドをルーチン制御文としてHiRDBに登録して使用します。このため，プラットフォームに依存しない処理の開発やデバッグが行えます。

               また，Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションは，SQLで記述したストアドプロシジャ，ストアドファンクションと同様に，SQL（CALL文又は関数呼出し）で呼び出せます。このため，制御文の記述言語に制限はありません。

            
            
               17.1.3　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションの動作

               Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションの動作（呼び出し処理の手順）を次の図に示します。

               
                  図17‒1　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションの動作（呼び出し処理の手順）
                  [image: [図データ]]

               
            
         
         
            17.2　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時のシステム構成

            ここでは，Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時のシステム構成（Java仮想マシンの実行場所及びJARファイルの格納場所など）について説明します。

            
               17.2.1　Java仮想マシンの位置づけ

               HiRDBシステムでのJava仮想マシンの位置づけを次の図に示します。

               
                  図17‒2　HiRDBシステムでのJava仮想マシンの位置づけ
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注※１

                  	
                     Java仮想マシンはJRE（Java実行環境）に含まれています。JREについては，「JRE（Java実行環境）」を参照してください。

                  

                  	注※２

                  	
                     JDBCドライバはHiRDBが標準提供しています。

                  

               

            
            
               17.2.2　JRE（Java実行環境）

               Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時には，HiRDBサーバにJRE（Java実行環境）が必要となります。

               
                  (1)　JREの入手方法

                  各プラットフォームのベンダーのホームページから，JREについての情報を取得し，JREを入手してください。なお，プラットフォームによってJREのバージョンが異なります。各プラットフォームのJREのバージョンを次の表に示します。

                  
                     表17‒2　JREのバージョン
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 適用OS

                              
                              	
                                 バージョン

                              
                           

                           
                              	
                                 Type2 JDBC

                                 ドライバ使用時

                              
                              	
                                 Type4 JDBC

                                 ドライバ使用時

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 AIX

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 1.4.2以降

                              
                           

                           
                              	
                                 Linux

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 1.5.0以降

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        −：Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションを使用できません。

                     

                  

               
               
                  (2)　バージョン07-02以前のHiRDBで同梱されていたJREの扱い

                  バージョン07-02以前のHiRDBでは，JREが同梱されていました。使用していたJREは，次に示す契機でインストールディレクトリ及びHiRDB運用ディレクトリから削除されます。

                  
                     	●インストールディレクトリからJREが削除される契機

                     	
                        次のどちらかの契機でJREが削除されます。

                        
                           	
                              バージョン07-02以前のHiRDBをアンインストールした場合

                           

                           	
                              バージョン07-03以降のHiRDBを上書きインストールした場合

                           

                        

                     

                     	●HiRDB運用ディレクトリからJREが削除される契機

                     	
                        HiRDBをOSから削除する場合に，HiRDBの実行に必要なファイルを削除したとき（pdsetup -dコマンド実行時の問い合わせメッセージにYを応答したとき），JREも削除されます。

                     

                  

               
               
                  (3)　バージョン07-03以降のHiRDBにバージョンアップする場合の注意事項

                  バージョン07-03以降のHiRDBにバージョンアップする場合の注意事項を次に示します。

                  
                     	
                        バージョン07-03以降のHiRDBにバージョンアップする場合，pd_java_runtimepathオペランドにJREのルートディレクトリ（Java Runtime
                           Environmentのルートディレクトリ）を指定する必要があります。また，必要に応じて，pd_java_libpathオペランドにJREのライブラリが格納されているディレクトリを指定してください。

                     

                     	
                        バージョン07-02以前のHiRDBをインストールしたときに展開されたJREは，「バージョン07-02以前のHiRDBで同梱されていたJREの扱い」の契機で削除されます。バージョン07-02以前のHiRDBをインストールしたときに展開されたJREを引き続き使用したい場合は，次の操作をしてください。

                        
                           	
                              JREが削除される前に，インストールディレクトリ及びHiRDB運用ディレクトリ以外のディレクトリにJREを退避します。

                           

                           	
                              pd_java_runtimepathオペランドに，退避したJREのディレクトリを指定します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               17.2.3　HiRDB/シングルサーバの場合のシステム構成

               Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時のシステム構成（HiRDB/シングルサーバの場合）を次の図に示します。

               
                  図17‒3　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時のシステム構成（HiRDB/シングルサーバの場合）
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               17.2.4　HiRDB/パラレルサーバの場合のシステム構成

               Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時のシステム構成（HiRDB/パラレルサーバの場合）を次の図に示します。

               
                  図17‒4　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション使用時のシステム構成（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                  [image: [図データ]]

               
            
         
         
            17.3　環境設定

            
               17.3.1　環境設定手順

               実行者　スーパユーザ及びHiRDB管理者

               Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションを使用する場合の環境設定手順を次の図に示します。なお，ここでの説明はJava仮想マシン及びJDBC Driverの環境設定が終了していることを前提としています。

               ここで説明した環境設定を終了すると，Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションを作成して実行できます。作成及び実行方法については，マニュアル「HiRDB
                  UAP開発ガイド」を参照してください。

               
                  図17‒5　Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションを使用する場合の環境設定手順
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　JARファイルを格納するディレクトリを作成します

                  JARファイルを格納するディレクトリを作成してください。ここで作成したディレクトリ名を(3)で指定するpd_java_archive_directoryオペランドに指定します。

                  
                     	ポイント

                     	
                        
                           	
                              JARファイルはJARファイル専用のディレクトリに格納してください。

                           

                           	
                              JARファイルを格納するディレクトリには，インストールしたJARファイル以外のファイルを格納しないでください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できるため，ここでHiRDBを正常終了する必要がありません。ただし，このコマンドを使用する場合はHiRDB
                     Advanced High Availabilityが必要になります。HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

               
               
                  (3)　Java関連のHiRDBシステム定義のオペランドを指定します

                  HiRDBシステム定義の次に示すJava関連のオペランドを指定してください。

                  
                     	
                        pd_java_option：Javaオプションを指定します。

                     

                     	
                        pd_java_routine_stack_size：外部Javaルーチンが使用するスタック領域長をバイト単位で指定します。

                     

                     	
                        pd_java_archive_directory：JARファイル格納ディレクトリを指定します。

                     

                     	
                        pd_java_classpath：Javaクラスパスを指定します。

                     

                     	
                        pd_java_runtimepath：Java Runtime Environmentのルートディレクトリを指定します。

                     

                     	
                        pd_java_libpath：Java仮想マシンのライブラリディレクトリを指定します。

                     

                     	
                        pd_java_stdout_file：Java仮想マシンの標準・標準エラー出力の設定先ファイルを指定します。※1

                     

                     	
                        pd_java_castoff：Java仮想マシンを起動したサーバプロセスを特定の契機で終了させるかどうかを指定します。※2

                     

                  

                  
                     	注※1

                     	
                        Javaストアドプロシジャ又はJavaストアドファンクションのデバッグ時に指定することをお勧めします。通常はこのオペランドを指定しないでください。

                     

                     	注※2

                     	
                        次の場合に指定することを検討してください。通常はこのオペランドを指定しないでください。

                        
                           	
                              Java仮想マシンの使用によってメモリサイズが大きくなり，システムの空きメモリを圧迫している場合

                           

                           	
                              別のコネクションでJava仮想マシンが設定したスタックサイズの上限が原因で，Java仮想マシンを使用しないコネクションでも探索条件が多いSQLを実行するとスタックの拡張ができなくなり，サーバプロセスがセグメンテーション障害でアボートする場合

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdsetupコマンドでPOSIXライブラリ版をセットアップします（AIX版限定）

                  Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクションを使用する場合は，POSIXライブラリ版を使用する必要があります。POSIXライブラリ版を使用する場合は，HiRDBの環境設定時に実行するpdsetupコマンドで-ｌオプションを指定します。HiRDBを新規導入する場合は忘れずにpdsetupコマンドで-ｌオプションを指定してください。

                  既にHiRDBを運用していてPOSIXライブラリ版を使用していない場合は，次に示す手順でHiRDBをPOSIXライブラリ版に変更してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdsetup -dコマンドでHiRDBをOSから削除してください。応答メッセージにはyを応答してください。

                              HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバマシンでpdsetup -dコマンドを実行してください。

                           

                           	
                              pdsetupコマンドの-lオプションにPOSIXを指定して実行してください。

                              HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバマシンでpdsetup -lコマンドを実行してください。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    
                                       	
                                          HiRDB Version 5.0以前はPOSIXライブラリ版をサポートしていません。したがって，HiRDB Version 5.0以前からバージョンアップした場合は，この手順に従ってHiRDBをPOSIXライブラリ版に変更してください。

                                       

                                       	
                                          HiRDBの新規導入時，pdsetupコマンドに-ｌオプションを指定し忘れた場合もこの手順に従ってHiRDBをPOSIXライブラリ版に変更してください。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

               
            
         
         
            17.4　JARファイルの操作

            実行者　HiRDB管理者

            pdjarsyncコマンドで次に示すことができます。

            
               	
                  JARファイルの登録

               

               	
                  JARファイルの再登録

               

               	
                  JARファイルの削除

               

               	
                  JARファイルの一覧表示

               

            

            
               17.4.1　JARファイルに障害が発生した場合

               JARファイルに障害が発生した場合，各プログラマがINSTALL JAR文でJARファイルを登録し直すか，HiRDB管理者がpdjarsyncコマンドでJARファイルを登録し直してください。

            
            
               17.4.2　サーバ構成を変更した場合（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               HiRDBのサーバ構成を変更した場合は，pdjarsync -SコマンドでJARファイルを再登録してください。

            
         
      
   
      
         18　Cストアドプロシジャ及びCストアドファンクション使用時の運用

         
            この章では，Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクションを使用するときのHiRDB管理者が行う環境設定と運用方法について説明します。

            Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクションの作成方法については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

         

         
            18.1　Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクション使用時の環境設定

            ここでは，Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクションを使用するときのHiRDB管理者が行う環境設定について説明します。

            
               18.1.1　Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクションの実行環境を作成するまでの流れ

               Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクションの実行環境を作成するまでの流れを次の図に示します。

               
                  図18‒1　Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクションの実行環境を作成するまでの流れ
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     HiRDB管理者は2の作業を行ってください。作業の詳細については，「Cライブラリファイルの新規登録」を参照してください。

                     1と3の作業はUAP開発者が行います。1と3の作業の詳細については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                  

               

            
            
               18.1.2　Cライブラリファイルの新規登録

               UAP開発者が作成したCライブラリファイルをHiRDBに新規登録します。Cライブラリファイルの新規登録手順を次に示します。

               
                  	手順

                  	
                     
                        	
                           クライアントで作成したCライブラリファイルを，HiRDBサーバが稼働しているサーバマシンにコピーします。

                           HiRDB/パラレルサーバの場合は，HiRDB/パラレルサーバを構成するサーバマシンのうちのどれか一つにコピーしてください（全サーバマシンにコピーする必要はありません）。

                        

                        	
                           Cライブラリファイルを格納するディレクトリを作成します。

                        

                        	
                           pd_c_library_directoryオペランドに，2で作成したディレクトリを指定します。

                        

                        	
                           pdclibsyncコマンドでCライブラリファイルを新規登録します。

                           pdclibsync -I -u USER01 -f /usr/user01/propcfile01.sl

                           -I：Cライブラリファイルを新規登録する場合に指定するオプションです。

                           -u：Cライブラリファイルの所有者を指定するオプションです。

                           -f：手順1でクライアントからコピーしたCライブラリファイルを指定します。

                           注　Cライブラリファイルの拡張子はOSによって異なります。

                        

                     

                  

               

               手順4でpdclibsyncコマンドを実行すると，手順3で指定したディレクトリ下にCライブラリファイルがコピーされて，HiRDBに新規登録されます。

               なお，Cライブラリファイルの新規登録は，SQLのINSTALL CLIBでも実行できます。INSTALL CLIBを使用したCライブラリファイルの新規登録方法については，マニュアル「HiRDB
                  SQLリファレンス」を参照してください。

               
                  	●HiRDB/パラレルサーバの場合

                  	
                     
                        	
                           すべてのサーバマシンに同じCライブラリファイルを新規登録する必要があります。一度のpdclibsyncコマンドの実行で，各サーバマシンのディレクトリ下に同じCライブラリファイルが新規登録（コピー）されます。

                        

                        	
                           HiRDB/パラレルサーバの構成を変更し，サーバマシンを追加した場合は，pdclibsync -SコマンドでCライブラリファイルをほかのサーバマシンから登録してください。

                        

                     

                  

                  	●系切り替え機能を使用している場合

                  	
                     予備系のHiRDBにもCライブラリファイルを登録してください。登録しない場合，系が切り替わった後にCストアドプロシジャ又はCストアドファンクションを実行するとSQLエラーになります。

                  

                  	●リアルタイムSANレプリケーションを使用している場合

                  	
                     リモートサイトのHiRDBにもCライブラリファイルを登録してください。登録しない場合，リモートサイトに制御が切り替わった後にCストアドプロシジャ又はCストアドファンクションを実行するとSQLエラーになります。

                  

               

            
            
               18.1.3　Cライブラリファイルの再登録

               Cストアドプロシジャ又はCストアドファンクションの修正などによって，Cライブラリファイルに変更が発生した場合は，Cライブラリファイルをpdclibsync -Rコマンドで再登録してください。

               なお，Cライブラリファイルの再登録は，SQLのREPLACE CLIBでも実行できます。REPLACE CLIBを使用したCライブラリファイルの再登録方法については，マニュアル「HiRDB
                  SQLリファレンス」を参照してください。

            
            
               18.1.4　Cライブラリファイルの削除

               不要なCライブラリファイルは，pdclibsync -Dコマンドで削除してください。

               なお，Cライブラリファイルの削除は，SQLのREMOVE CLIBでも実行できます。REMOVE CLIBを使用したCライブラリファイルの削除方法については，マニュアル「HiRDB
                  SQLリファレンス」を参照してください。

               
                  	参考

                  	
                     pdclibsync -Lコマンドで，登録中のCライブラリファイルの一覧を表示できます。

                  

               

            
         
         
            18.2　Cライブラリファイルに障害が発生した場合の対処

            Cライブラリファイルに障害が発生した場合は，障害の原因を取り除いた後に，Cライブラリファイルをpdclibsync -Rコマンドで再登録してください。

         
      
   
      
         19　最適化情報の運用

         
            この章では，最適化情報の収集，登録，更新，回復，及び削除について説明します。

         

         
            19.1　最適化情報とは

            
               19.1.1　最適化情報の概要

               最適化情報とは，表の行数やインデクス構成列のデータ分布情報など，表，列，及びインデクスに関する統計情報を集めたものです。

               HiRDBは，コストベースでSQLの最適化を行い，自動的に最適なアクセスパスを決定します。最適化情報をディクショナリ表に登録しておくことで，最適化情報を利用して最適化の精度を向上し，より最適なアクセスパスを決定できます。SQLの最適化については，マニュアル「HiRDB
                  UAP開発ガイド」を参照してください。

               
                  	ポイント

                  	
                     SQL単位でチューニングを行う場合は，最適化情報を登録する必要はありません。最適化情報を登録，又は更新すると，アクセスパスが頻繁に変わり，性能確保のために運用が複雑化するおそれがあるためです。

                     SQL単位でのチューニングは行わないが，一定の性能を確保したいときは，最適化情報を登録することをお勧めします。

                  

               

            
            
               19.1.2　最適化情報の登録方法

               最適化情報をディクショナリ表に登録するには，次の二つの方法があります。

               
                  	
                     データベースから最適化情報を収集し，ディクショナリ表に登録する。

                  

                  	
                     最適化情報パラメタファイルに最適化情報を記述し，ディクショナリ表に登録する。

                  

               

               どちらの場合でも，ディクショナリ表に登録するときは最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を使用します。なお，最適化情報パラメタファイルについては，「最適化情報パラメタファイルとは」を参照してください。

               
                  (1)　データベースからの最適化情報の収集

                  pdgetcstコマンドで最適化情報の自動収集，及びディクショナリ表への登録を一度に実行できます。具体的な運用方法については，「最適化情報の運用方法」を参照してください。データベースからの最適化情報の収集を次の図に示します。

                  
                     図19‒1　データベースからの最適化情報の収集
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (2)　最適化情報パラメタファイルを使用した最適化情報の登録

                  最適化情報を記述した最適化情報パラメタファイルを作成して，pdgetcstコマンドでディクショナリ表に登録します。具体的な運用方法については，「最適化情報パラメタファイルの運用方法」を参照してください。最適化情報パラメタファイルを使用した最適化情報の登録を次の図に示します。

                  
                     図19‒2　最適化情報パラメタファイルを使用した最適化情報の登録
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
            
               19.1.3　最適化情報の内容

               最適化情報には，表，列，及びインデクスに関する情報が含まれています。最適化情報の具体的な項目については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「最適化情報収集ユティリティが取得する最適化情報」を参照してください。

            
            
               19.1.4　最適化情報収集レベル

               最適化情報の収集の仕方には二つのレベル（lvl1，lvl2）があり，レベルによって，収集できる内容が変わります。このレベルのことを，最適化情報収集レベルといいます。それぞれのレベルの特徴を次に示します。

               lvl1：収集時間は短いですが，最適化の精度は高くありません。

               lvl2：最適化の精度は高いですが，収集時間は長くなります。

               最適化情報収集レベルについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「最適化情報収集レベル」を参照してください。

            
         
         
            19.2　最適化情報の運用方法

            
               19.2.1　最適化情報の収集，登録

               
                  (1)　最適化情報を収集する表

                  最適化情報の収集，登録を行う場合，すべての表から最適化情報を収集して，ディクショナリ表に登録することをお勧めします。一部の表だけ最適化情報を収集，登録する場合は，表の結合など，一つのSQLで複数の表をアクセスするときに，最適化情報を収集している表と収集していない表が混在しないように注意してください。

                  なお，最適化情報の収集，登録を行っても，必ずしも最適なアクセスパスを選択するとはかぎりません。より最適なアクセスパスを選択したい場合は，登録されている最適化情報を削除して，ユーザがSQL単位でチューニングするようにしてください。

               
               
                  (2)　最適化情報の収集，登録の手順

                  最適化情報の収集，登録の手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              最適化情報の収集対象の表を決定する。

                              「最適化情報を収集する表」の内容を考慮して，最適化情報を収集するかどうか，及びどの表から最適化情報を収集するかを判断してください。

                           

                           	
                              最適化情報収集レベルを決定する。

                              最適化情報収集レベルを決定してください。最適化情報収集レベルは，最適化の精度がより向上するlvl2をお勧めします。

                           

                           	
                              最適化情報を収集，登録する。

                              pdgetcstコマンドを使用して，最適化情報の収集，登録を実施してください。

                              コマンド実行例：

                              最適化情報の収集対象の表をUSER1.T1，最適化情報収集レベルをlvl2として，最適化情報を収集，登録します。このときのpdgetcstコマンドの実行例を次に示します。

                              pdgetcst -a USER1 -t T1 -c lvl2

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               19.2.2　最適化情報の更新

               
                  (1)　最適化情報の更新の契機

                  データベースの状態が変化すると，最適化情報とデータベースの状態が不一致になります。この場合，検索時に最適なアクセスパスを選択できなくなり，検索性能が低下するおそれがあります。そのため，データベースの状態が変化した場合は，最適化情報の更新を検討する必要があります。

                  データベースの状態が変化する契機を次に示します。

                  
                     	
                        大量のデータを追加，更新，又は削除した場合

                     

                     	
                        データベース作成ユティリティ（pdload）でデータロードを行った場合

                     

                     	
                        インデクスを追加，又は削除した場合

                     

                     	
                        データベース再編成ユティリティ（pdrorg）でデータベースを再編成した場合

                     

                     	
                        空きページ解放ユティリティ（pdreclaim）で空きページを解放した場合

                     

                     	
                        リバランスユティリティ（pdrbal）でハッシュ分割された表のリバランスを行った場合

                     

                  

               
               
                  (2)　最適化情報の更新の手順

                  最適化情報の更新の手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              最適化情報の更新が必要かどうかを判断する。

                              「最適化情報の更新の契機」の内容を参照し，最適化情報を更新する必要があるかどうかを判断してください。

                           

                           	
                              現在登録している最適化情報を退避する。

                              pdgetcstコマンドを使用して，最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避を実施してください。最適化情報の退避については，「最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避」を参照してください。

                              
                                 	ポイント

                                 	
                                    最適化情報を更新することで，最適なアクセスパスを選択できるようになり，基本的には最適化の精度は向上します。しかし，場合によっては，最適化情報を更新しても最適化の精度が向上しないこともあります。このとき，最適化情報の更新を元に戻せるようにするため，ここでバックアップとして最適化情報を退避しておきます。

                                    性能が低下するなどの問題が発生した場合は，退避しておいた最適化情報パラメタファイルを使用して，最適化情報を更新前の状態に戻せます。

                                    最適化情報を更新前の状態に戻す手順については，「最適化情報の回復」を参照してください。

                                 

                              

                              コマンド実行例：

                              現在登録している表USER1.T1の最適化情報を，最適化情報パラメタファイル（/tmp/optinfo_20101014）に退避します。

                              pdgetcst -e /tmp/optinfo_20101014 -a USER1 -t T1

                           

                           	
                              最適化情報を更新する。

                              pdgetcstコマンドを使用して，最適化情報の収集，登録を実施してください。これによって，最適化情報が更新されます。

                              コマンド実行例：

                              表USER1.T1の最適化情報を更新するために，最適化情報を収集，登録します。

                              pdgetcst -a USER1 -t T1 -c lvl2

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               19.2.3　最適化情報の回復

               
                  (1)　最適化情報の回復の契機

                  最適化情報を回復する契機を次に示します。

                  
                     	
                        最適化情報を更新した結果，更新前より性能が低下してしまった場合

                     

                  

               
               
                  (2)　最適化情報の回復の手順

                  最適化情報の回復の手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              最適化情報を回復する表を決定する。

                              性能が低下したSQLから，最適化情報の回復を必要とする表を特定してください。

                           

                           	
                              回復に使用する最適化情報パラメタファイルを準備する。

                              最適化情報を更新するときに，バックアップとして退避した最適化情報パラメタファイルを準備してください。

                              最適化情報の更新については，「最適化情報の更新」を参照してください。

                              なお，準備する最適化情報パラメタファイルについては，注意点があります。詳細は，「表及びインデクスの定義変更をした場合の最適化情報パラメタファイルの使用可否」を参照してください。

                           

                           	
                              必要に応じて最適化情報を削除する。

                              「最適化情報退避後のpdgetcstの操作と最適化情報の回復可否」を参照して，最適化情報の削除要否を判断し，必要に応じて最適化情報を削除してください。最適化情報の削除については，「最適化情報の削除」を参照してください。

                           

                           	
                              最適化情報を回復する。

                              pdgetcstコマンドを使用して，最適化情報パラメタファイルによる最適化情報の登録を実施してください。詳細は，「最適化情報パラメタファイルによる最適化情報の登録」を参照してください。

                              コマンド実行例：

                              退避しておいた最適化情報パラメタファイル（/tmp/optinfo_20101014）を使用して，表USER1.T1の最適化情報を回復します。このときのpdgetcstコマンドの実行例を次に示します。

                              pdgetcst -s /tmp/optinfo_20101014 -a USER1 -t T1

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               19.2.4　最適化情報の削除

               
                  (1)　最適化情報の削除の契機

                  最適化情報を削除する契機を次に示します。

                  
                     	
                        SQL単位でのチューニングの運用に切り替える場合

                     

                  

               
               
                  (2)　最適化情報の削除の手順

                  最適化情報の削除の手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              最適化情報を削除する表を決定する。

                              最適化情報を削除する表を決定してください。

                              SQL単位でのチューニングを行う場合に，そのSQLでアクセスする表が削除対象となります。

                           

                           	
                              最適化情報を削除する。

                              pdgetcstコマンドを使用して，最適化情報の削除を実施してください。

                              コマンド実行例：

                              表USER1.T1の最適化情報を削除する場合のpdgetcstコマンドの実行例を次に示します。

                              pdgetcst -d -a USER1 -t T1

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            19.3　最適化情報パラメタファイルの運用方法

            
               19.3.1　最適化情報パラメタファイルとは

               最適化情報パラメタファイルとは，表の特性を示す情報がテキスト形式で記述されたファイルを指します。この最適化情報パラメタファイルを使用することで，ユーザが任意に記述した最適化情報をディクショナリ表に登録し，SQLの最適化に反映させることができます。

               また，ディクショナリ表に登録されている最適化情報を，最適化情報パラメタファイルに退避することもできます。

               最適化情報パラメタファイルの概要を次の図に示します。

               
                  図19‒3　最適化情報パラメタファイルの概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　最適化情報パラメタファイルの内容

                  最適化情報パラメタファイルには，表の行数，インデクスのキー値数，列値の分布などの情報が含まれています。

                  最適化情報パラメタファイルの具体的な項目については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「最適化情報パラメタファイル」を参照してください。

               
               
                  (2)　最適化情報パラメタファイルの作成方法

                  最適化情報パラメタファイルを作成するには，次の二つの方法があります。

                  
                     	
                        テキストエディタで作成する。

                     

                     	
                        pdgetcstコマンドで最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避を実施する。

                     

                  

                  
                     (a)　テキストエディタで作成する場合

                     最適化情報パラメタファイルの各項目に任意の指定値を設定したい場合は，テキストエディタなどを使用して作成してください。

                     テキストエディタなどを使用して最適化情報パラメタファイルを作成する方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「最適化情報パラメタファイル」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　pdgetcstコマンドで最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避を実施する場合

                     pdgetcstコマンドで最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避を実施することで，ディクショナリ表に登録されている最適化情報を，最適化情報パラメタファイルに退避できます。退避する方法については，「最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避」を参照してください。

                  
               
            
            
               19.3.2　最適化情報パラメタファイルによる最適化情報の登録

               ユーザが任意に記述した最適化情報パラメタファイル，又はバックアップ用に退避した最適化情報パラメタファイルを，ディクショナリ表に登録できます。

               最適化情報パラメタファイルによる最適化情報の登録は，pdgetcstコマンドで行います。

               なお，最適化情報パラメタファイルを使用する際には注意点があります。詳細は「表及びインデクスの定義変更をした場合の最適化情報パラメタファイルの使用可否」を参照してください。

               
                  (1)　実行例

                  最適化情報パラメタファイル（/tmp/param_file）を使用して，表USER1.T1の最適化情報をディクショナリ表に登録します。このときのpdgetcstコマンドの実行例を次に示します。

                  pdgetcst -s /tmp/param_file -a USER1 -t T1

               
            
            
               19.3.3　最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避

               ディクショナリ表に登録している最適化情報を最適化情報パラメタファイルに退避できます。この機能を使用することで，次の運用ができます。

               
                  	
                     バックアップとして保存し，最適化情報の回復に使用する。

                  

                  	
                     チューニングのために，退避した最適化情報パラメタファイルの最適化情報の任意の項目を編集して再登録する。

                  

                  	
                     テスト環境で最適化情報を退避し，本番環境のディクショナリ表へ登録する（構造や定義が同じ表（インデクスも含む）の場合に限ります）。

                  

               

               最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避は，pdgetcstコマンドで行います。

               
                  (1)　実行例

                  表USER1.T1の最適化情報を，最適化情報パラメタファイル（/tmp/param_file）へ退避します。このときのpdgetcstコマンドの実行例を次に示します。

                  pdgetcst -e /tmp/param_file -a USER1 -t T1

               
            
         
         
            19.4　最適化情報を運用するときの注意事項

            ここでは，最適化情報を運用するときの注意事項について説明します。

            
               19.4.1　表及びインデクスの定義変更をした場合の最適化情報パラメタファイルの使用可否

               最適化情報を収集している表，及び関連するインデクスの定義を変更すると，定義変更前に作成した最適化情報パラメタファイルが使用できなくなることがあります。最適化情報パラメタファイルが使用できない場合，最適化情報の回復，及び最適化情報パラメタファイルによる最適化情報の登録が実行できないため，退避した最適化情報パラメタファイルは削除する必要があります。

               定義変更の内容と定義変更前に作成した最適化情報パラメタファイルの使用可否を次の表に示します。

               
                  表19‒1　定義変更の内容と定義変更前に作成した最適化情報パラメタファイルの使用可否
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              対象資源

                           
                           	
                              定義変更の内容

                           
                           	
                              最適化情報パラメタファイルの使用可否

                           
                           	
                              備考

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              表

                           
                           	
                              表削除（DROP TABLE）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              表名変更（ALTER TABLE）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              pdgetcstコマンドを実行する場合，-tオプションには変更後の表識別子を指定する必要があります。

                           
                        

                        
                           	
                              列

                           
                           	
                              列追加（ALTER TABLE）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              列削除（ALTER TABLE）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              列属性変更（ALTER TABLE）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              列名変更（ALTER TABLE）

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              最適化情報パラメタファイルの変更前の列名を，変更後の列名に修正することで使用できます。

                           
                        

                        
                           	
                              インデクス

                           
                           	
                              
                                 	
                                    インデクス追加（CREATE INDEX）

                                 

                                 	
                                    主キー追加（ALTER TABLE）

                                 

                              

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    インデクス削除（DROP INDEX）

                                 

                                 	
                                    主キー削除（ALTER TABLE）

                                 

                              

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              インデクス名変更（ALTER INDEX）

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              最適化情報パラメタファイルの変更前のインデクス名を，変更後のインデクス名に修正することで使用できます。

                           
                        

                     
                  

                  
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：使用できます。

                           △：内容を編集すれば使用できます。

                           ×：最適化情報パラメタファイルに，削除した表及びインデクスの情報がある場合はエラーとなります。これ以外の場合，使用してもエラーにはなりませんが，検索性能が低下するおそれがあります。

                        

                     

                  

               
            
            
               19.4.2　最適化情報退避後のpdgetcstの操作と最適化情報の回復可否

               最適化情報の退避後に最適化情報が増加する操作を行った場合，退避した最適化情報を使って回復しても，完全に元には戻らないことがあります。

               最適化情報が増加する操作を次に示します。

               
                  	
                     収集レベルを変更して最適化情報を収集した場合

                  

                  	
                     異なるパラメタを記述した最適化情報パラメタファイルを登録した場合

                  

               

               pdgetcstの操作の組み合わせと回復可否を次の表に示します。

               
                  表19‒2　pdgetcstの操作の組み合わせと回復可否
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              退避時点までに行ったpdgetcstの操作(1)

                           
                           	
                              退避後のpdgetcstの操作(2)

                           
                           	
                              回復可否

                           
                           	
                              備考

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl1）

                           
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl1）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl2）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              (2)によって，登録する情報が増えるため，回復できません。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の登録（-s）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              (2)によって，登録する情報が増える可能性があるため，回復できません。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl2）

                           
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl1）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl2）

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の登録（-s）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              (2)によって，登録する情報が増える可能性があるため，回復できません（例えば，インデクスが定義されていない列に対して最適化情報を登録するなど）。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の登録（-s）

                           
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl1）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              (2)によって，登録する情報が増える可能性があるため，回復できません。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の収集（-c lvl2）

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の登録（-s）（(1)と同じパラメタだけを登録）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の登録（-s）（(1)と異なるパラメタを登録）

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              (2)によって，登録する情報が増える可能性があるため，回復できません。

                           
                        

                     
                  

               
               （凡例）

               
                  	○：

                  	
                     退避した最適化情報パラメタファイルを使用して回復できます。

                  

                  	×：

                  	
                     退避した最適化情報パラメタファイルでは回復できません。

                     最適化情報を回復したい場合は，次の手順で回復してください。

                     
                        	
                           現在登録されている最適化情報をpdgetcst -dで削除する。

                        

                        	
                           pdgetcst -sで，退避した最適化情報パラメタファイルを登録する。

                        

                     

                     なお，最適化情報を回復する場合は，バックアップとして退避している最適化情報だけが回復されます。

                  

               

            
            
               19.4.3　最適化情報の登録，更新，又は削除時にエラーが発生した場合

               最適化情報を登録，更新，又は削除する場合，対象となる表の更新内容は，表情報，列情報，及びインデクス情報ごとにコミットします。そのため，最適化情報を登録，更新，又は削除時にエラーが発生した場合（KFPN00011-Iメッセージのリターンコードが8の場合），コミットが終了していない情報がロールバックされ，最適化情報が正確に変更されないおそれがあります。この場合，KFPN00011-Iメッセージに従ってエラー原因を取り除いた後，リターンコードが0になるまでコマンドを再実行してください。コマンドを再実行してもエラーが続く場合，次の対処を行って登録，更新，又は削除する前の最適化情報に戻してください。

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              エラー発生時の操作

                           
                           	
                              対処方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              最適化情報の登録

                           
                           	
                              最適化情報を削除してください。詳細は，「最適化情報の削除」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の更新

                           
                           	
                              最適化情報を回復してください。詳細は，「最適化情報の回復」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              最適化情報の削除

                           
                        

                     
                  

               
               エラー発生時に行った操作は，KFPN00013-Iメッセージの処理種別で確認できます。なお，最適化情報を登録，又は更新した場合，KFPN00013-Iメッセージが出力されていなければ，最適化情報は変更されていません。そのため，上記の対処をする必要はありません。最適化情報を削除した場合は，上記の対処を行ってください。

            
         
      
   
      
         20　障害が発生したときの対処方法

         
            この章では，HiRDBに障害が発生したときの対処方法について説明します。

         

         
            20.1　障害が発生したときのHiRDBの処理とHiRDB管理者の処置

            ここでは，障害が発生したときのHiRDBの処理とHiRDB管理者の処置について，次の項目を説明します。

            
               	
                  障害が発生したときにHiRDB管理者がすること

               

               	
                  障害が発生したときにHiRDBが取得する情報

               

               	
                  障害が発生したときのHiRDBの処理

               

               	
                  HiRDBのサーバプロセスで障害が発生したときの対処方法

               

               	
                  HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報

               

               	
                  トランザクションキャンセル時のプロセスダウンメッセージ変更機能

               

               	
                  グローバルバッファ制御情報トレース取得機能

               

            

            
               20.1.1　障害が発生したときにHiRDB管理者がすること

               障害が発生したときにHiRDB管理者がすることについて説明します。

               
                  (1)　HiRDB管理者がすること

                  障害が発生した場合，HiRDB管理者は次に示すことをしてください。

                  
                     	
                        出力されたメッセージを確認してください。そして，マニュアル「HiRDB メッセージ」を参照して，障害の原因を調べてください。

                     

                     	
                        $PDDIR/spool及び$PDDIR/tmp下にトラブルシュート情報が出力されます。HiRDB管理者はpdinfogetコマンドを実行して，このトラブルシュート情報のバックアップを取得してください。pdinfogetコマンドでは，障害原因の切り分けに必要な情報をまとめた初期情報ファイルと，障害原因の切り分け後，さらに詳細な調査に必要な情報をまとめた詳細情報ファイルを出力できます。また，pdosinfogetコマンドで，障害原因の調査に必要なOS情報をまとめたファイルを出力できます（スーパーユーザ（root）で実行する必要があります）。

                     

                     	
                        弊社問い合わせ窓口から指示があった場合，pdinfocoregetコマンドによってHiRDBのプロセスに関連するcoreファイルを取得してください。

                     

                  

                  
                     	備考

                     	
                        
                           	
                              サポートサービスを利用して障害対策をする場合に必要となる情報を「障害調査のために必要な情報」にまとめました。HiRDB管理者（システム管理者）は必ず「障害調査のために必要な情報」を参照してください。

                           

                           	
                              障害時の運用で，よくある質問をＱ＆Ａにまとめました。障害時のＱ＆Ａについては，「障害に関する質問」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　pdinfogetコマンド，pdosinfogetコマンドの実行方法

                  pdinfogetコマンドを実行すると，pdinfogetコマンドを実行したサーバマシンのディレクトリ下にトラブルシュート情報のバックアップが取得されます。pdosinfogetコマンドを実行すると，pdosinfogetコマンドを実行したサーバマシンのディレクトリ下に障害調査用OS情報のバックアップが取得されます。

                  なお，pdinfogetコマンドを実行するには，環境変数PDDIR及びPDCONFPATHが設定されている必要があります。設定されていることを確認してください。

                  次に示す手順に従ってpdinfogetコマンド，pdosinfogetコマンドを実行してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdinfogetコマンドを実行するサーバマシンに，トラブルシュート情報を格納するだけのディスク容量があるかどうかを確認してください。pdinfoget -mコマンドで，取得する障害情報に必要な容量を見積もることができます。また，pdosinfogetコマンドの取得する障害情報の容量として，上記容量に，100MBを加算してください。

                           

                           	
                              pdinfogetコマンド，pdosinfogetコマンドを実行するサーバマシンに，トラブルシュート情報を格納するディレクトリを作成してください。※

                           

                           	
                              pdinfogetコマンドをHiRDB管理者で実行します。このとき，1.で見積もった詳細情報の容量のディスクが用意できない場合は，初期情報出力先ディレクトリ（-eオプション）だけを指定して，pdinfogetを実行してください。

                           

                           	
                              pdosinfogetコマンドをスーパーユーザ（root）で実行します。2.で用意したディレクトリを，pdosinfogetコマンドの-dオプションに指定してください。

                           

                           	
                              トラブルシュート情報が不要になったら，pdcspoolコマンドでトラブルシュート情報を削除してください。残しておくとディスク容量の不足原因となります。

                           

                        

                        
                           	注※

                           	
                              既にディレクトリがある場合は，そのディレクトリ下に次に示すディレクトリがあるかどうかを確認してください。次に示すディレクトリがあると，pdinfogetコマンド，pdosinfogetコマンドを実行したときにエラーとなります。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             出力先ディレクトリ

                                          
                                          	
                                             出力先ディレクトリ下にあるとエラーになるディレクトリ

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             初期情報ファイル出力先ディレクトリ

                                          
                                          	
                                             CLTDIR

                                             PDDIR

                                             spool

                                             conf

                                             .dbenv

                                             pdistup

                                             OSFILE

                                             SYSLOG

                                             COREINF

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             詳細情報ファイル出力先ディレクトリ

                                          
                                          	
                                             PDDIR

                                             spool

                                             tmp

                                             CLTDIR

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             OS情報出力先ディレクトリ

                                          
                                          	
                                             すべて（空のディレクトリ）を指定すること。

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                              この場合，次のどちらかの対処をしてから再度実行してください。

                              
                                 	
                                    初期情報ファイル出力先ディレクトリ又は詳細情報ファイル出力先ディレクトリに別のディレクトリを指定する

                                 

                                 	
                                    指定したディレクトリ内の情報が不要な場合，すべて削除する

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　不要なトラブルシュート情報の削除

                  サーバプロセスの強制終了，又はクライアントの強制終了時などに，HiRDBは$PDDIR/spool下にトラブルシュート情報を出力します。また，コマンド又はユティリティを［Ctrl＋C］キーを押すなどして途中終了させると，$PDDIR/tmp下にコマンド又はユティリティが出力した作業用一時ファイルが削除されずに残ります。このトラブルシュート情報及び作業用一時ファイルを残しておくと，HiRDB運用ディレクトリがあるディスクの容量を圧迫する原因になります。HiRDB運用ディレクトリがあるディスクの容量が不足するとHiRDBが異常終了することがあるため，HiRDBは次に示すファイルを定期的に削除します。

                  
                     	
                        トラブルシュート情報ファイル（$PDDIR/spool下のファイル）

                     

                     	
                        作業用一時ファイル（$PDDIR/tmp下のファイル）

                     

                  

                  通常は24時間ごとに削除します。この削除間隔をpd_spool_cleanup_intervalオペランドで変更できます。また，pd_spool_cleanup_interval_levelオペランドで何日より前に出力されたファイルだけを削除するという指定ができます。

                  このほかにも，トラブルシュート情報（$PDDIR/spool下のファイル）を一括して削除する方法があります。

                  
                     	
                        pdcspoolコマンドでトラブルシュート情報ファイルを削除できます。作業用一時ファイル（$PDDIR/tmp下のファイル）も削除できます。

                     

                     	
                        HiRDBの開始時に自動的にトラブルシュート情報ファイルを削除します。pd_spool_cleanupオペランドでトラブルシュート情報ファイルを削除するかどうかを指定します。このオペランドを省略した場合，ファイルを削除します。また，pd_spool_cleanup_levelオペランドで何日より前に出力されたトラブルシュート情報ファイルだけを削除するという指定ができます。

                        
                           	参考

                           	
                              pdcspoolコマンドのオプション，pd_spool_cleanup_level，又はpd_spool_cleanup_interval_levelオペランドの指定で，削除するトラブルシュート情報を選択できます。

                           

                        

                        
                           	注意事項

                           	
                              HiRDB管理者以外のユーザが実行したコマンド又はユティリティによって出力されたトラブルシュート情報ファイルは削除されないことがあります。この場合，トラブルシュート情報ファイルの削除権限を持つユーザがOSのrmコマンドなどでファイルを削除してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　トラブルシュート情報の出力量の削減

                  次に示すオペランドを指定すると，トラブルシュート情報の出力量を削減できます。必要に応じてこれらのオペランドを指定してください。

                  
                     	
                        pd_cancel_dump：トラブルシュート情報を出力するかどうかを指定します。

                     

                     	
                        pd_client_waittime_over_abort：トランザクションの実行中にクライアントの最大待ち時間（クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドの値）を超えた場合にトラブルシュート情報を出力するかどうかを指定します。

                     

                     	
                        pd_debug_info_netstat：サーバプロセスの異常終了，又はHiRDB（ユニット）が異常終了したときに取得するトラブルシュート情報中に，ネットワーク情報を取得するかどうかを指定します。

                     

                     	
                        pd_dump_suppress_watch_time：トラブルシュート情報の再出力を抑止する時間を指定します。

                     

                  

               
            
            
               20.1.2　障害が発生したときにHiRDBが取得する情報

               障害が発生したときにHiRDBが取得するトラブルシュート情報を次の表に示します。

               
                  表20‒1　障害が発生したときにHiRDBが取得するトラブルシュート情報
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              取得情報

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              メッセージログファイル（$PDDIR/spool/pdlog1，pdlog2）

                           
                           	
                              HiRDBが出力するメッセージです。pdcatコマンドで参照できます。障害発生時にはバックアップを取得してください。

                           
                        

                        
                           	
                              コマンド実行時の標準出力，標準エラー出力

                           
                           	
                              運用コマンドの出力情報，及びエラーメッセージです。運用コマンドを入力した画面に表示されます。ファイルに残したい場合は必要に応じてリダイレクトしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              syslogfile

                           
                           	
                              HiRDBが出力するメッセージです。OSのエディタで参照してください。syslogfileへのアクセスが集中すると，メッセージを出力できない場合があります。

                           
                        

                        
                           	
                              退避コアファイル※

                              （$PDDIR/spool/save/ファイル名）

                           
                           	
                              HiRDBの関連プロセスのデータ，及びスタック情報です。一つのサーバに３個までしか退避されないので，残しておきたい退避コアファイルは，バックアップを取得してください。

                              ファイル名の形式は「サーバ名n」となります（サーバ名が不明な場合，サーバ名が数字となることがあります）。nは退避コアファイルの通番（1〜3）です。ただし，通番は付加されないことがあります。

                           
                        

                        
                           	
                              サーバプロセス異常終了情報ファイル※

                              （$PDDIR/spool/save/ファイル名.deb，ファイル名.ext.deb）

                           
                           	
                              異常終了したプロセスの情報を格納するファイルです。出力された場合はバックアップを取得してください。

                              pdcancel -dコマンドでプロセスを強制終了した場合，.ext.debファイル名の形式は「サーバ名.プロセスID.cancel.ext.deb」となります。

                           
                        

                        
                           	
                              アボート情報ファイル※

                              （$PDDIR/spool/save/ファイル名）

                           
                           	
                              アボート情報です。出力された場合はバックアップを取得してください。アボートコードだけならOSのエディタで参照できます。ファイル名の形式は「abcode.サーバプロセスのプロセスID」となります。

                           
                        

                        
                           	
                              障害時のスナップ※

                              （$PDDIR/spool/save/ファイル名）

                           
                           	
                              障害時のスナップ情報です。出力された場合はバックアップを取得してください。ファイル名の形式は「サーバ名ｎ.deb」となります（サーバ名が不明な場合，サーバ名が数字となることがあります）。nは退避コアファイルの通番（1〜3）です。ただし，通番は付加されないことがあります。

                           
                        

                        
                           	
                              共用メモリダンプファイル※

                              （$PDDIR/spool/pdshmdump/ファイル名）

                           
                           	
                              HiRDBが共用メモリに保持するデータです。出力された場合はバックアップを取得してください。ファイル名は「shmdump*」，「サーバ名.rmb.サーバプロセスのプロセスID」，「サーバ名.ucb.サーバプロセスのプロセスID」などの形式となります。

                           
                        

                        
                           	
                              簡易ダンプファイル※

                              （$PDDIR/spool/各サーバ対応のディレクトリ/ファイル名）

                           
                           	
                              HiRDBが共用メモリ及びプロセス固有メモリに保持するデータです。出力された場合はバックアップを取得してください。ファイル名は日付とプロセスIDを組み合わせた形式になります。

                           
                        

                        
                           	
                              RPCトレースファイル

                           
                           	
                              HiRDBでRPCを使用して送受信する電文です。出力された場合はバックアップを取得してください。ファイル名はpd_rpc_trace_nameオペランドで指定します。

                           
                        

                        
                           	
                              コマンドトレースファイル

                              （$PDDIR/spool/cmdlog/cmdlog1，cmdlog2）

                           
                           	
                              実行したコマンド（HiRDBが内部で生成するコマンドも含む）の履歴情報です。OSのエディタで参照してください。障害発生時にはバックアップを取得してください。

                           
                        

                        
                           	
                              リモート操作ログ

                              （$PDDIR/spool/cmdlog/cmdlogr1，cmdlogr2）

                           
                           	
                              HiRDBがリモートシェル，又はセキュアシェルを用いて行った操作時に，実行情報を記録したファイルです。

                              システム定義pd_cmd_rlog=Yを指定すると出力されます。

                              障害発生時にはバックアップを取得してください。

                           
                        

                        
                           	
                              エラーログファイル

                              （$PDDIR/spool/errlog/errlog1，errlog2）

                           
                           	
                              HiRDBが出力する内部情報です。出力された場合はバックアップを取得してください。

                           
                        

                        
                           	
                              接続ユーザ情報ファイル

                              （$PDDIR/spool/cnctusrinf）

                           
                           	
                              HiRDB終了時の接続ユーザ情報です。OSのエディタで参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              接続ユーザ詳細ファイル

                              （$PDDIR/spool/cnctusrdtl）

                           
                        

                        
                           	
                              デッドロック・タイムアウト情報ファイル

                              （$PDDIR/spool/pdlckinf/出力日時）

                           
                           	
                              HiRDBの排他制御でデッドロック，排他待ちタイムアウトエラーが発生したときのユーザ情報です。OSのエディタで参照してください。出力された場合はバックアップを取得してください。

                           
                        

                        
                           	
                              排他資源管理テーブル情報ファイル

                              （$PDDIR/spool/pdlckinf/出力日時.mem）

                           
                           	
                              HiRDBの排他制御で排他資源管理テーブル不足が発生したときのユーザ情報です。OSのエディタで参照してください。出力された場合はバックアップを取得してください。

                           
                        

                        
                           	
                              デッドロックSQL情報ファイル

                              （$PDDIR/spool/pdlckinf/出力日時_サーバ名_トランザクション識別子_スレッドID.sql）

                           
                           	
                              HiRDBの排他制御でデッドロックが発生したとき，デッドロックを構成するトランザクションが実行したSQLの情報です。OSのエディタで参照してください。出力された場合はバックアップを取得してください。

                           
                        

                        
                           	
                              PRFトレース情報ファイル

                              （$PDDIR/spool/pdprf/ファイル名）

                           
                           	
                              HiRDBが出力するトラブルシュート用のトレース情報です。pdprfedコマンドで編集出力して参照してください。ファイル名の形式は「pdprf_nnn」となります。nnnは，ファイルの世代番号です。また，PRFトレースの出力ディレクトリは，pd_prf_output_directoryオペランドで変更できます。

                           
                        

                        
                           	
                              コマンド代行ログファイル

                              （$PDDIR/spool/pdcmdact1, pdcmdact2）

                           
                           	
                              コマンド実行権限変更機能適用時に，コマンド実行権限の変更操作，及びコマンド実行操作の内容を記録するファイルです（詳細は「コマンド実行権限変更機能」を参照してください）。OSのエディタで参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     HiRDBのサーバプロセスが異常終了したときに出力するトラブルシュート情報です。HiRDBのサーバプロセスが異常終了したことはKFPS01820-Eメッセージの出力によって確認できます。KFPS01820-Eメッセージからはサーバ名，プロセスID，終了状態（end
                        state）を確認できます。ただし，次に示す場合はトラブルシュート情報を出力しません。

                     
                        	
                           終了状態（end state）の最初がc又はdで始まる場合は，トラブルシュート情報を出力しません。

                        

                        	
                           終了状態（end state）が0009の場合は，アボート情報ファイル，退避コアファイル，及び共用メモリダンプファイルを出力しません。

                        

                     

                  

               

            
            
               20.1.3　障害が発生したときのHiRDBの処理

               障害が発生したときのHiRDBの処理概要について説明します。

               
                  (1)　障害が発生したときの影響範囲

                  ハードウェア及びソフトウェアの障害によって，HiRDBの異常終了につながる障害が発生した場合，HiRDB/パラレルサーバは一部の例外を除いてその影響範囲をユニット単位に局所化し，HiRDBを構成するすべてのユニットが全面停止しないで，ユニット単位で異常終了します。HiRDB/シングルサーバの場合，一つのユニットから構成されているため，ユニットの異常終了はHiRDBの全面停止につながります。

               
               
                  (2)　HiRDBが異常終了したときのシステムの回復

                  HiRDBが異常終了した場合，障害の原因を取り除いた後にHiRDBを再開始すると，HiRDBはシステムの状態を障害発生時点に回復します。

               
               
                  (3)　連続して異常終了したときの処理

                  HiRDBが異常終了しても，システム共通定義のpd_mode_confオペランドの指定によっては，HiRDBは自動的にユニットを再開始します。ただし，３回※連続して異常終了すると，自動的に再開始しなくなります。

                  この場合，HiRDB管理者は障害の原因を対策した後，pdstartコマンドでHiRDBを再開始してください。

                  
                     	注※

                     	
                        pd_term_watch_countオペランドの指定でこの回数を変更できます。例えば，pd_term_watch_countオペランドに2を指定した場合，2回連続して異常終了すると，自動的に再開始しなくなります。

                        このとき，HiRDBはPAUSE状態になります。PAUSE状態になると，pdstartコマンドが実行できないため，HiRDBを再開始できません。PAUSE状態になっているかどうかは，pdls
                           -d ustコマンドで確認できます。PAUSE状態を解除するには，KFPS00715-Eメッセージの付加情報に従って異常終了の原因を取り除いた後に，pdrpauseコマンドを実行してください。なお，HiRDB/パラレルサーバの場合は，PAUSE状態のユニットでpdrpauseコマンドを実行してください。

                     

                  

               
            
            
               20.1.4　サーバプロセスで障害が発生したときの対処方法

               HiRDBのサーバプロセスで障害が発生した場合，HiRDBはそのサーバプロセスを異常終了します。このとき，HiRDBはトランザクション回復プロセスを起動してサーバごとにロールバックします。その後，該当するサーバプロセスが自動的に再起動されるため，HiRDB管理者は特に対処する必要がありません。

               ただし，障害の影響度によっては，HiRDBはそのサーバプロセスを実行しているユニットを異常終了します。このとき，HiRDB管理者は異常終了したユニットを再開始する必要があります。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては自動的にユニットが再開始されます。

               次に，サーバプロセスの異常終了によって，ユニットが異常終了したときのHiRDB管理者の処置について説明します。

               
                  (1)　HiRDB/シングルサーバの場合

                  HiRDB/シングルサーバが異常終了したときのHiRDB管理者の処置を次の表に示します。

                  
                     表20‒2　HiRDB/シングルサーバが異常終了したときのHiRDB管理者の処置
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDBの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバを異常終了します。

                              
                              	
                                 障害の原因を取り除いて，HiRDB/シングルサーバを再開始してください。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては自動的にHiRDB/シングルサーバが再開始されます。その後，処理中の操作を再実行してください。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                  HiRDB/パラレルサーバが異常終了したときのHiRDB管理者の処置を次の表に示します。

                  
                     表20‒3　HiRDB/パラレルサーバが異常終了したときのHiRDB管理者の処置
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害発生状況

                              
                              	
                                 HiRDBの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 ユニットコントローラの処理プロセスで障害が発生したとき

                              
                              	
                                 該当するプロセスがあるユニットを異常終了します。

                              
                              	
                                 該当するユニットを再開始してください。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては自動的にユニットが再開始されます。

                              
                           

                           
                              	
                                 システムマネジャプロセスで障害が発生したとき

                              
                              	
                                 システムマネジャがあるユニットを異常終了します。システムマネジャが停止している間は，運用コマンド及びUAPの実行を受け付けません。また，その間のメッセージログを取得できません。

                              
                              	
                                 障害の原因を取り除いて，該当するユニットを再開始してください。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては自動的にユニットが再開始されます。その後，処理中の操作を再実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 フロントエンドサーバプロセスで障害が発生したとき

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバがあるユニットを異常終了します。フロントエンドサーバが停止している間は，処理要求を受け付けません。タイムアウトレベルの通信エラーとします。

                                 また，フロントエンドサーバプロセスが異常終了した場合，HiRDBは該当するプロセスの回復処理をします。このとき，ユニットを停止する必要がある障害が発生していれば，該当するプロセスがあるユニットを異常終了します。

                              
                              	
                                 障害の原因を取り除いて，該当するユニットを再開始してください。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては自動的にユニットが再開始されます。その後，処理中の操作を再実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 ディクショナリサーバプロセスで障害が発生したとき

                              
                              	
                                 ディクショナリサーバがあるユニットを異常終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 バックエンドサーバプロセスで障害が発生したとき

                              
                              	
                                 バックエンドサーバがあるユニットを異常終了します。

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               20.1.5　HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報

               HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報を次の表に示します。

               
                  表20‒4　HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              分類

                           
                           	
                              引き継ぐ情報

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              システムファイル

                           
                           	
                              システムログファイル

                           
                           	
                              システムの回復情報

                           
                        

                        
                           	
                              シンクポイントダンプファイル

                           
                           	
                              表の回復情報

                           
                        

                        
                           	
                              ステータスファイル

                           
                           	
                              
                                 	
                                    システムの開始形態を決定する情報

                                    ・サーバ構成

                                 

                                 	
                                    各システムサーバの状態の情報

                                    ・オープン／クローズ状態

                                    ・現用／待機（交代）状態

                                    ・ファイルの閉塞状態

                                    ・サービスグループの閉塞状態

                                 

                                 	
                                    RDエリアに関する情報

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザデータ

                              （データベース）

                           
                           	
                              RDエリア

                           
                           	
                              
                                 	
                                    オープン／クローズ状態

                                 

                                 	
                                    レプリカRDエリアのレプリカステータス

                                 

                                 	
                                    閉塞状態※

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              運用コマンド

                              （右記のコマンドによって変化する状態を引き継ぐ）

                           
                           	
                              データベースを操作するコマンド

                           
                           	
                              
                                 	
                                    pdclose（RDエリアのクローズ）

                                 

                                 	
                                    pdopen（RDエリアのオープン）

                                 

                                 	
                                    pddbchg（レプリカRDエリアのレプリカステータスの切り替え）

                                 

                                 	
                                    pdorbegin（オンライン再編成のデータベース静止化）

                                 

                                 	
                                    pdorchg（オンライン再編成のカレントRDエリアの切り替え）

                                 

                                 	
                                    pdorend（オンライン再編成の追い付き反映）

                                 

                                 	
                                    pdhold（RDエリアの閉塞）※

                                 

                                 	
                                    pdrels（RDエリアの閉塞解除）

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              システムログファイル又はシンクポイントダンプファイルを操作するコマンド

                           
                           	
                              
                                 	
                                    pdlogadpf（ファイルの割り当て）

                                 

                                 	
                                    pdlogchg（ファイルの状態変更）

                                 

                                 	
                                    pdlogcls（ファイルのクローズ）

                                 

                                 	
                                    pdlogopen（ファイルのオープン）

                                 

                                 	
                                    pdlogswap（ファイルのスワップ）

                                 

                                 	
                                    pdlogunld（ファイルのアンロード）

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              ステータスファイルを操作するコマンド

                           
                           	
                              
                                 	
                                    pdstscls（ファイルのクローズ）

                                 

                                 	
                                    pdstsopen（ファイルのオープン）

                                 

                                 	
                                    pdstsswap（ファイルのスワップ）

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡の出力を操作するコマンド

                           
                           	
                              
                                 	
                                    pdaudbeginコマンド（監査証跡の取得開始）

                                 

                                 	
                                    pdaudendコマンド（監査証跡の取得終了）

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注

                  	
                     次に示すコマンドの情報は引き継がないため，HiRDBの再開始後に再度入力してください。

                     
                        	
                           pdstbegin（統計情報の取得開始）

                        

                        	
                           pdstend（統計情報の取得終了）

                        

                     

                  

                  	注※

                  	
                     次に示す閉塞状態は引き継ぎません。

                     
                        	
                           参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）

                        

                        	
                           更新可能バックアップ閉塞

                        

                        	
                           更新可能バックアップ閉塞（WAITモード）

                        

                     

                  

               

            
            
               20.1.6　トランザクションキャンセル時のプロセスダウンメッセージ変更機能

               
                  (1)　概要

                  クライアントでの割り込みに伴う強制終了要求によって，トランザクション実行中のサーバプロセスを停止した場合や，pdcancelコマンドによってUAPと接続していたサーバプロセスを終了した場合，HiRDBでは，サーバプロセスダウンを示すKFPS01820-E及びKFPO00105-Eメッセージを出力します。このメッセージは，サーバプロセスで何らかの異常が発生し，サーバプロセスを停止した場合にも出力するメッセージですが，サーバプロセスの終了原因を調べるためには，KFPS00993-Iメッセージなど，HiRDBが出力する他メッセージの情報も調べる必要があります。

                  トランザクションキャンセル時のプロセスダウンメッセージ変更機能を使用すると，クライアント操作やクライアント側の障害に対して出力するKFPS01820-E及びKFPO00105-Eメッセージを，別のメッセージIDに変更できます。そのため，サーバプロセスの終了原因がクライアント操作やクライアント側の障害であることを，メッセージだけで判断できるようになります（他メッセージの情報を調べる必要はありません）。

               
               
                  (2)　機能

                  この機能を使用した場合，メッセージIDだけを変更します。メッセージテキスト及び出力情報は変更しません（変更対象メッセージのメッセージテキストと出力情報を，変更後のメッセージでもそのまま出力します）。

                  
                     (a)　変更の対象となるメッセージ

                     この機能で変更対象とするメッセージを次の表に示します。

                     
                        表20‒5　メッセージIDが変更されるメッセージ
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    変更対象のメッセージID

                                 
                                 	
                                    メッセージの意味

                                 
                                 	
                                    変更後のメッセージID

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    KFPS01820-E

                                 
                                 	
                                    サーバプロセスが停止しました。

                                 
                                 	
                                    KFPS01852-W

                                 
                              

                              
                                 	
                                    KFPO00105-E

                                 
                                 	
                                    異常が発生したため，サーバプロセスを停止しました（アボートメッセージ）。

                                 
                                 	
                                    KFPO00115-W

                                 
                              

                           
                        

                     
                     メッセージの詳細については，マニュアル「HiRDB メッセージ」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　メッセージ変更有無

                     サーバプロセスダウンの発生事象とメッセージIDの変更有無を次の表に示します。

                     
                        表20‒6　サーバプロセスダウンの発生事象とメッセージIDの変更有無
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項番

                                 
                                 	
                                    サーバプロセスダウンの発生事象

                                 
                                 	
                                    ダウンの要因

                                 
                                 	
                                    メッセージの変更

                                 
                                 	
                                    備考

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユーザオペレーション

                                 
                                 	
                                    環境設定

                                 
                                 	
                                    クライアント側障害

                                 
                                 	
                                    クライアントとの通信障害

                                 
                                 	
                                    サーバ側障害

                                 
                                 	
                                    サーバ間通信障害

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    クライアントでの割り込みに伴う強制終了要求

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    クライアントでの割り込みに伴う強制終了要求によって，トランザクション実行中のHiRDBサーバプロセスが停止しています。※1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    クライアントプロセスダウンに伴うサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    XAを利用しているクラインアントプロセスは，項番11に該当します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    3

                                 
                                 	
                                    PDCWAITTIMEオーバによるHiRDBサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○※2

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    HiRDBで原因の特定ができません。※3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    PDSWAITTIMEオーバによるHiRDBサーバプロセスダウン（exit）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    5

                                 
                                 	
                                    PDSWATCHTIMEオーバによるHiRDBサーバプロセスダウン（exit）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    6

                                 
                                 	
                                    ユニット強制終了，ユニットダウン，又は系切り替え時のトランザクション回復に伴うHiRDBサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    他ユニットがブランチ回復する場合に該当します。また，HiRDB/パラレルサーバだけ該当します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    7

                                 
                                 	
                                    ユニット強制終了，ユニットダウン，又は系切り替え時のユティリティブランチ回復に伴うHiRDBサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    自ユニット内の回復だけでなく，他ユニットがブランチ回復する場合も含みます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    pdcancelコマンドによるHiRDBサーバのkill（ユティリティのkillも含む）

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    9

                                 
                                 	
                                    pdfgtコマンドによるトランザクション強制停止に伴うHiRDBサーバプロセスのkill（トランザクションブランチ回復）

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    10

                                 
                                 	
                                    システムログファイルの空き容量監視機能によるHiRDBサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    ○※5

                                 
                                 	
                                    ○※6

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    KFPS01160-Eメッセージが出力されます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    11

                                 
                                 	
                                    トランザクションマネジャがトランザクション回復延長のXA決着指示によるHiRDBサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    HiRDBでは原因の特定ができません。※7

                                 
                              

                              
                                 	
                                    12

                                 
                                 	
                                    シンクスキップ回数が境界値を超えた場合の回復に伴うHiRDBサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    ○※8

                                 
                                 	
                                    ○※6

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    HiRDBでは原因の切り分けができません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    13

                                 
                                 	
                                    HiRDBサーバプロセス間の通信タイムアウトに伴うHiRDBサーバプロセスダウン（exit）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    14

                                 
                                 	
                                    回復不要FES利用時のダウン中ユニットからの通信要求処理

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    15

                                 
                                 	
                                    回復不要FES利用時のトランザクション決着エラーに伴うサーバプロセスダウン（exit）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    16

                                 
                                 	
                                    サーバ側障害に伴う自動ログアンロード機能停止時のHiRDBサーバプロセスダウン

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    17

                                 
                                 	
                                    サーバプロセス障害ダウン（内部処理障害，プロセス障害，トランザクション開始処理エラーなど）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    18

                                 
                                 	
                                    HiRDBサーバプロセス障害ダウン発生に伴うトランザクション及びユティリティブランチ回復時のHiRDBサーバプロセスのkill

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    −※4

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    項番17の影響による回復処理です。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：サーバプロセスダウンの原因と考えられます。

                           −：サーバプロセスダウンの原因ではありません。

                           あり：メッセージを変更します。

                           なし：メッセージを変更しません。

                        

                        	注※1

                        	
                           DBPARTNER又はDABrokerを使用して，HiRDBにアクセスするUAP，及びODBC経由でHiRDBにアクセスするUAPが該当します。また，該当するUAPをキーボードのCtrl+Cを押して停止する場合も含みます。

                        

                        	注※2

                        	
                           トランザクション処理時間未満の場合に該当します。

                        

                        	注※3

                        	
                           環境設定によるタイムアウト，又はサーバ側障害のどちらが発生したかをHiRDBが判断できないため，ユーザが判断する必要があります。このため，メッセージの出力が必要です。

                        

                        	注※4

                        	
                           障害事象ではありませんが，障害事象を発生させる原因になる可能性があります。

                        

                        	注※5

                        	
                           トランザクション量が予想を超えた場合に該当します。

                        

                        	注※6

                        	
                           境界値が不正な場合に該当します。

                        

                        	注※7

                        	
                           トランザクションマネジャからの決着指示が要因となります。トランザクションマネジャは，クライアント側障害，ユーザによるキャンセル，又はサーバ側障害によってトランザクションが中断した場合に決着指示を出しますが，どの要因で決着指示が出されたかHiRDBでは判断できません。

                        

                        	注※8

                        	
                           発行したSQLが不正な場合に該当します。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　必要なオペランド

                     この機能を使用する場合は，pd_cancel_down_msgchangeオペランドを省略するか，又はYを指定してください。

                  
               
            
            
               20.1.7　グローバルバッファ制御情報トレース取得機能

               グローバルバッファの障害調査に必要な資料を取得するための機能です。

               通常は，この機能を適用する必要はありません。障害発生時に，保守員の指示に従って適用してください。

               
                  (1)　シンクポイント出力同期制御情報取得機能

                  
                     (a)　概要

                     この機能を適用した場合，次の情報の出力，及び各項目のチェックを実行します。

                     
                        	●デファードライトプロセス，HiRDBサーバプロセス共通の実行内容

                        	
                           モジュールトレースに，次の情報を出力します。

                           
                              	
                                 セマフォ値

                              

                              	
                                 内部フラグ（管理テーブル状態フラグ）の履歴

                              

                              	
                                 セマフォ発行履歴

                              

                           

                        

                        	●デファードライトプロセスの実行内容

                        	
                           次の二つの情報をチェックします。

                           
                              	
                                 セマフォ発行時の値

                              

                              	
                                 内部フラグ（管理テーブル状態フラグ）をONに変更した回数

                              

                           

                           これらの内容が一致しない場合，KFPH23203-Eメッセージを出力します。

                        

                        	●HiRDBサーバプロセスの実行内容

                        	
                           次の二つの情報をチェックします。

                           
                              	
                                 トランザクション終了時及びセマフォ発行時に内部フラグ（管理テーブル状態フラグ）をOFFに変更した回数

                              

                              	
                                 セマフォ発行回数

                              

                           

                           これらの内容が一致しない場合，HiRDBは次の処理を行います。

                           
                              	
                                 KFPH23204-Eメッセージを出力します。

                              

                              	
                                 デファードライトプロセスを強制終了してcoreを取得し，HiRDBサーバプロセスを停止します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　準備作業

                     この機能を適用する場合は，次の手順でモジュールトレース領域サイズを拡張してください。

                     
                        	
                           HiRDBを正常終了します。

                        

                        	
                           システム共通定義$PDCONFPATH/pdsysに，次のオペランドを追加します。

                           　set pd_module_trace_max = 16383

                           指定値はモジュールトレースのエントリ数を示します（1エントリ当たり48バイト）。

                        

                        	
                           HiRDBを正常開始します。

                        

                     

                     注　モジュールトレース領域サイズを拡張すると，拡張した分のメモリ量がHiRDBサーバプロセスごとに増えます（デフォルトでは，126エントリが設定されます）。

                  
                  
                     (c)　メッセージ出力時の対処方法

                     メッセージが出力された場合は，次の方法で対処してください。

                     
                        	●出力メッセージがKFPH23203-Eの場合

                        	
                           デファードライトプロセスで内部矛盾を検知したことを示します。保守員の指示に従って，システム情報を採取してください。

                        

                        	●出力メッセージがKFPH23204-Eの場合

                        	
                           HiRDBサーバプロセスで内部矛盾を検知したことを示します。$PDDIR/spoolディレクトリに出力されるトラブルシュート情報を採取してください。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　注意事項

                     
                        	
                           デファードライト処理の並列WRITE機能を使用していない場合，デファードライトプロセス一つにつき，次のメモリ所要量が増えます。

                           《32ビットの場合》

                           　　320バイト×サーバに定義したグローバルバッファ数

                           《64ビットの場合》

                           　　640バイト×サーバに定義したグローバルバッファ数

                        

                        	
                           デファードライト処理の並列WRITE機能を使用している場合，並列WRITE機能を使用しているサーバ一台につき，次の共用メモリ所要量が増えます。

                           《32ビットの場合》

                           　　320バイト×サーバに定義したグローバルバッファ数

                           《64ビットの場合》

                           　　640バイト×サーバに定義したグローバルバッファ数

                        

                     

                  
               
            
         
         
            20.2　UAPが正しく実行されないときの対処方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，UAPが正しく実行されないときの対処方法について説明します。

            
               20.2.1　UAPを実行できないときの対処方法

               UAPを実行できないのは，次の表に示す原因が考えられます。

               
                  表20‒7　UAPを実行できないときに考えられる原因とその対処方法
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              考えられる原因

                           
                           	
                              対処方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              HiRDBシステム定義に誤りがあります。

                           
                           	
                              HiRDBシステム定義に誤りがある旨のメッセージが出力されます。そのメッセージを参考にして，HiRDBシステム定義を修正してください。

                           
                        

                        
                           	
                              メモリが不足しています。

                           
                           	
                              メモリが不足している旨のメッセージが出力されます。共用メモリの場合は，HiRDBシステム定義を見直してください。プロセス固有メモリの場合は，必要のないプロセスを停止してください。

                           
                        

                        
                           	
                              最大同時接続数を超えています。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    pd_max_usersオペランドの指定値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pdchprcコマンドでフロントエンドサーバ又はシングルサーバのサーバプロセスの最大数を変更している場合は，最大数を大きくしてください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              クライアント環境定義の環境変数の設定に誤りがあります。

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照して，環境変数を正しく指定してください。

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDBが開始していません。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HiRDBを開始してください。

                                    HiRDB/パラレルサーバの場合，ユニット又はサーバ単位に停止していることがあります。この場合，ユニット又はサーバ単位に開始してください。

                                 

                                 	
                                    HiRDBを開始してから，トランザクションの受け付けができるようになるまで時間差があります。この間に接続した場合，接続がエラーとなります。pdlsコマンドでHiRDBの状態を確認して再接続してください。

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               20.2.2　UAPが終了しないときの対処方法

               UAPの実行状況を調べてください。UAPの実行状況を調べる方法については，「UAP又はユティリティの実行時間が長い場合」を参照してください。そして必要ならば，pdcancelコマンドでUAPを強制終了させてください。

               コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

            
            
               20.2.3　UAPが異常終了したときの対処方法

               UAPが異常終了した場合，pdls -d prcコマンドで，そのUAPのサーバプロセスが残っていないか確認してください。サーバプロセスが残っている場合は，pdcancelコマンドでその処理プロセスを終了させてください。

               コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

            
         
         
            20.3　運用コマンドが正しく実行されないときの対処方法

            ここでは，運用コマンドが正しく実行されないときの対処方法について説明します。

            
               20.3.1　運用コマンドを実行できないときの対処方法

               実行者　運用コマンド実行者又はHiRDB管理者

               運用コマンドを実行できないのは，次の表に示す原因が考えられます。

               
                  表20‒8　運用コマンドを実行できないときに考えられる原因とその対処方法
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              考えられる原因

                           
                           	
                              対処方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              運用コマンドのオプション又は引数の指定に誤りがあります。

                           
                           	
                              オプション又は引数の指定を修正して，再度運用コマンドを実行してください。

                           
                        

                        
                           	
                              運用コマンドの実行権限がありません。

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照して，自分に運用コマンドの実行権限があるか確認してください。実行権限がない場合は，実行権限のある人にコマンドを実行してもらうか，又は実行権限を与えてもらってください。

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDB稼働時にしか実行できないコマンドを，HiRDB停止中に実行しました。

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照して，実行しようとしたコマンドがHiRDB停止中でも実行できるか確認してください。HiRDBの稼働中にしか実行できないコマンドの場合は，HiRDBを開始して実行してください。

                           
                        

                        
                           	
                              運用コマンドの実行環境が設定されていません。

                           
                           	
                              次に示す環境設定が正しいか確認してください。

                              
                                 	
                                    環境変数の設定

                                 

                                 	
                                    リモートシェル実行環境の設定

                                 

                              

                              上記の環境設定方法については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDBシステム定義に誤りがあります。

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDB システム定義」を参照して，HiRDBシステム定義を修正してください。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               20.3.2　運用コマンドが応答待ちタイムアウトになったときの対処方法

               実行者　運用コマンド実行者

               運用コマンドが応答待ちタイムアウトになるのは，次に示す原因が考えられます。

               
                  	
                     OSの負荷が高いため，応答待ち時間以内に処理が完了しません。

                  

                  	
                     HiRDBが終了しているのに運用コマンドを実行しています。

                  

               

               OSの負荷が高い場合，再度，運用コマンドを実行してください。それでも応答待ちタイムアウトになった場合は，必要のないプロセスを停止して，もう一度運用コマンドを実行してください。

            
         
         
            20.4　HiRDBが開始できないときの対処方法

            ここでは，HiRDBが開始できないときの対処方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  HiRDBが正常開始できないときの対処方法

               

               	
                  HiRDBが再開始できないときの対処方法

               

               	
                  マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの対処方法

               

               	
                  そのほかの障害が発生したときの対処方法

               

            

            
               20.4.1　HiRDBが正常開始できないときの対処方法

               実行者　HiRDB管理者

               HiRDBが正常開始できないのは，次の表に示す原因が考えられます。

               
                  表20‒9　HiRDBが正常開始できないときに考えられる原因とその対処方法
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              考えられる原因

                           
                           	
                              対処方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              HiRDBが正しくインストール又はセットアップされていません。

                           
                           	
                              HiRDBのインストール又はセットアップをし直してください。

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDBシステム定義に誤りがあります。

                           
                           	
                              HiRDBシステム定義に誤りがある旨のメッセージが出力されます。そのメッセージを参考にして，HiRDBシステム定義を修正してください。

                           
                        

                        
                           	
                              環境変数の設定に誤りがあります。

                           
                           	
                              環境変数を正しく設定してください。環境変数の設定方法については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              リモートシェルの実行環境が設定されていません。

                           
                           	
                              リモートシェルの実行環境を設定してください。リモートシェル実行環境の設定については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              メモリ又はファイル容量が不足しています。

                           
                           	
                              メモリ又はファイル容量が不足している旨のメッセージが出力されます。不要なプロセスを停止させるか，又は不要なファイルを削除してください。なお，共用メモリの場合は，HiRDBシステム定義を見直してください。プロセス固有メモリの場合は，必要のないプロセスを停止してください。

                              また，必要に応じてOSの共用メモリ関連のオペレーティングシステムパラメタを見直してください。オペレーティングシステムパラメタについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDBの開始に必要なファイルがありません。

                           
                           	
                              HiRDBの開始に必要なファイルがない旨のメッセージが出力されます。そのメッセージを参考にして，必要なファイルを作成してください。

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDBの開始に必要なファイルに障害が発生しました。

                           
                           	
                              メッセージを参照して障害が発生したファイルを調べてください。その後，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」〜「ファイル障害が発生したとき（システムファイル以外のファイル）の対処方法」を参照して対策してください。

                           
                        

                        
                           	
                              OSの構成がHiRDBの実行環境として不適当です。

                           
                           	
                              OSを構築し直して，HiRDBシステム定義を修正してください。

                           
                        

                        
                           	
                              現用のシステムログファイルを割り当てられません。

                           
                           	
                              アンロード待ち状態のシステムログファイルをpdlogunld又はpdlogchgコマンドで，アンロード済み状態にしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              特定のユニットに障害が発生しています（HiRDB/パラレルサーバ限定）。

                           
                           	
                              障害などで起動できないユニットがある場合，縮退起動をすると，残りの正常なユニットだけでHiRDBを開始できます。縮退起動の方法については，「縮退起動をするときの運用方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              ライブラリが正しく共用化されていません。

                              （マルチHiRDBの場合）

                           
                           	
                              ライブラリを共用化し直してください。ライブラリの共用化については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	備考

                  	
                     HiRDB開始時の障害で，よくある問い合わせをＱ＆Ａにまとめました。HiRDB開始時の障害のＱ＆Ａについては，「HiRDBの開始に関する質問」を参照してください。

                  

               

            
            
               20.4.2　HiRDBが再開始できないときの対処方法

               実行者　HiRDB管理者

               HiRDBの再開始に失敗した場合，再開始処理時に出力されるメッセージを参照してください。再開始できないのは，次の表に示す原因が考えられます。

               
                  表20‒10　HiRDBが再開始できないときに考えられる原因とその対処方法
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              考えられる原因

                           
                           	
                              対処方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              現用のシステムログファイルの両系に障害が発生したため，HiRDBを再開始できません。

                           
                           	
                              「現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              スワップ先にできる状態のシステムログファイルがないため，HiRDBを再開始できません。

                           
                           	
                              「システムログファイルの不足によってHiRDB（ユニット）が異常終了したときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              シンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイルが上書きされているため，HiRDBを再開始できません。

                           
                           	
                              「シンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイルが上書きされているためHiRDBを再開始できないときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              シンクポイントダンプファイルの数が不足しているため，HiRDBを再開始できません。

                           
                           	
                              「シンクポイントダンプファイルの数が不足しているためHiRDBを再開始できないときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              現用のステータスファイルの両系に障害が発生したため，HiRDBを再開始できません。

                           
                           	
                              「現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              特定のユニットに障害が発生しています（HiRDB/パラレルサーバ限定）。

                           
                           	
                              障害などで起動できないユニットがある場合，縮退起動をすると，残りの正常なユニットだけでHiRDBを開始できます。縮退起動の方法については，「縮退起動をするときの運用方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したため，HiRDBを再開始できません。

                           
                           	
                              「マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              上記以外の障害が発生したため，HiRDBを再開始できません。

                           
                           	
                              「そのほかの障害が発生したときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               20.4.3　マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの対処方法

               マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生した場合，HiRDBは再開始できません。この場合，次に示す手順でRDエリアを回復してください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します。

                        

                        	
                           pdrstrコマンドで，マスタディレクトリ用RDエリアを回復します。

                           pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01

                           -l /unld/unldlog01,/unld/unldlog02 -w /tmp/sortwork/ -r PDBMAST

                        

                        	
                           pdstopコマンドでHiRDBを終了させます。

                        

                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを開始してください。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドで障害が発生したRDエリア（マスタディレクトリ用RDエリアを除く）をクローズします。

                           pdclose -r rdarea01,rdarea02

                        

                        	
                           データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）で，障害が発生したRDエリアを回復します。

                           pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 

                           -l /unld/unldlog01,/unld/unldlog02 -w /tmp/sortwork/ -r rdarea01,rdarea02

                        

                        	
                           pdrels -oコマンドで，回復したRDエリアの障害閉塞を解除して，オープンします。

                           pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

                        

                     

                     コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  

               

            
            
               20.4.4　そのほかの障害が発生したときの対処方法

               
                  (1)　OSに登録したHiRDBプロセスが起動していない場合

                  pdsetupコマンドで登録されたHiRDBプロセスが，何らかの障害によって起動していないことがあります。

                  OSは繰り返しプロセスを起動しようとしますが，一定回数起動できないとプロセスが起動しなくなります。この状態では，pdstartコマンドを入力してもHiRDBを開始できません。この場合，次に示す手順で対策してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              OSのpsコマンドで，HiRDB運用ディレクトリで実行しているプロセスを調べます。

                           

                           	
                              該当するプロセスが起動していなければ，pdsetup -dコマンドを入力します。

                           

                           	
                              pdsetupコマンドを入力します。

                           

                        

                     

                  

                  なお，HiRDBの稼働中に電源断となってサーバマシンが停止した場合など，電源を入れ直してOSを起動した直後にも，HiRDB運用ディレクトリのディスクが障害状態となって，上記と同じ現象が起こることがあります。この場合にも，同様の運用方法で対処してください。

               
               
                  (2)　OSに登録したHiRDBプロセスが起動している場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdstartコマンド入力時にメッセージが出力されるので，そのメッセージに従って障害の原因を取り除いてください。

                           

                           	
                              pdsetup -dコマンドでHiRDBプロセスをOSから削除します。

                           

                           	
                              pdsetupコマンドを入力します。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            20.5　HiRDBが終了できないときの対処方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，HiRDBが終了できないときの対処方法について説明します。HiRDBが終了できないのは，次の表に示す原因が考えられます。

            
               表20‒11　HiRDBが終了できないときに考えられる原因とその対処方法
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           考えられる原因

                        
                        	
                           対処方法

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           接続中のユーザが存在します。

                        
                        	
                           接続中のユーザが存在すると，HiRDBを終了できません。対処方法については，「接続中のユーザが存在するためHiRDBが終了できないときの対処方法」を参照してください。

                        
                     

                     
                        	
                           未決着状態のトランザクションがあります。

                        
                        	
                           未決着状態のトランザクションがあると，HiRDBを終了できません。対処方法については，「未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法」を参照してください。

                        
                     

                     
                        	
                           通信障害が発生しています。

                        
                        	
                           ユティリティ専用ユニットを使用している場合，又はHiRDB/パラレルサーバの場合，通信障害によってサーバマシン間の連絡が取れずに終了できないことがあります。対処方法については，「通信障害が発生したときの対処方法」を参照してください。

                        
                     

                  
               

            
         
         
            20.6　システムログファイルに障害が発生したときの対処方法

            ここで説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  現用ファイルに障害が発生したときの対処方法

               

               	
                  HiRDB Datareplicatorを使用している場合の対処方法

               

               	
                  現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法

               

            

            
               20.6.1　現用ファイルに障害が発生したときの対処方法

               
                  (1)　HiRDBの稼働中に障害が発生した場合

                  HiRDBの稼働中に現用ファイルに障害が発生した場合の対処方法を次の表に示します。

                  
                     表20‒12　現用ファイルに障害が発生した場合の対処方法（HiRDBの稼働中）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害発生時の条件

                              
                              	
                                 HiRDBの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 書き込み時

                              
                              	
                                 スワップ先にできる状態のファイルがある場合

                              
                              	
                                 システムログファイルをスワップします。

                                 障害が発生したシステムログファイルの状態を予約とし，スワップ先にできる状態のファイルの一つを現用にして，処理を続行します。

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       業務履歴が必要な場合は，予約となったファイルをpdlogunldコマンドでアンロードしてください。

                                    

                                    	
                                       障害が発生したファイルを(3)に示す方法でスワップ先にできる状態にしてください。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 スワップ先にできる状態のファイルがない場合

                              
                              	
                                 障害が発生したファイルがあるユニットを異常終了します。

                              
                              	
                                 「システムログファイルの不足によってHiRDB（ユニット）が異常終了したときの対処方法」を参照してください。

                                 
                                    	
                                       スワップ先にできる状態のファイルを作成してください。その後，HiRDBを再開始してください。

                                    

                                    	
                                       障害が発生したファイルを(3)に示す方法でスワップ先にできる状態にしてください。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 読み込み時

                              
                              	
                                 システムログファイルを二重化している場合

                              
                              	
                                 正常な系のファイルに切り替えて，処理を続行します。

                              
                              	
                                 障害が発生した系のファイルを(3)に示す方法でスワップ先にできる状態にしてください。

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルを二重化していない場合

                              
                              	
                                 障害が発生したシステムログファイルの状態を予約とし，処理を中止します。

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       障害が発生したシステムログファイルをアンロードしていなければ，pdlogunldコマンドでアンロードしてください。※

                                    

                                    	
                                       バックアップ及び作成したアンロードログファイルを入力情報としてデータベース回復ユティリティでデータベースを回復してください。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                                    

                                    	
                                       障害が発生したシステムログファイルを(3)に示す方法でスワップ先にできる状態にしてください。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        アンロード状態のチェックを解除する運用をしている場合（pd_log_unload_check=Nを指定している場合）は，必要ない操作です。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBの再開始処理中に障害が発生した場合

                  HiRDBの再開始処理中に現用ファイルに障害が発生した場合の対処方法を次の表に示します。

                  
                     表20‒13　現用ファイルに障害が発生した場合の対処方法（HiRDBの再開始処理中）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害発生時の条件

                              
                              	
                                 HiRDBの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システムログファイルを二重化している場合

                              
                              	
                                 正常な系のファイルに切り替えて，再開始処理を続行します。

                              
                              	
                                 HiRDBの再開始後，障害が発生した系のファイルを(3)に示す方法でスワップ先にできる状態にしてください。

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルを二重化していない場合

                              
                              	
                                 障害が発生したシステムログファイルの状態を予約とし，障害が発生したシステムログファイルのユニットの再開始処理を終了します。

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       障害が発生したシステムログファイルをアンロードしていなければ，pdlogunldコマンドでアンロードします。その後，ユニットを強制開始します。

                                    

                                    	
                                       バックアップと作成したアンロードログファイルを入力情報としてデータベース回復ユティリティでデータベースを回復してください。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                                    

                                    	
                                       障害が発生したシステムログファイルを(3)に示す方法でスワップ先にできる状態にしてください。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (3)　障害が発生したファイルをスワップ先にできる状態にする方法

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドで，障害発生のため予約となったシステムログファイルを確認します。

                              pdlogls -d sys -s b001

                           

                           	
                              pdlogrmコマンドで予約ファイルを削除します。

                              pdlogrm -d sys -s b001 -f /sysfile/syslog1a

                              pdlogrm -d sys -s b001 -f /sysfile/syslog1b

                           

                           	
                              pdloginitコマンドで，2で削除したシステムログファイルを再作成します。

                              pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile/syslog1a -n 5000

                              pdloginit -d sys -s b001 -f /sysfile/syslog1b -n 5000

                           

                           	
                              pdlogopenコマンドで，3で再作成したシステムログファイルをスワップ先にできる状態にしてください。

                              pdlogopen -d sys -s b001 -g syslog01

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　ディスク障害が発生したときの対処方法

                  ディスク障害が発生したときの対処方法を例題形式で説明します。

                  
                     	例題

                     	
                        ディスク障害が発生して現用ファイルの片系が障害状態になりました。スワップ先にできる状態のファイルがあるため，HiRDBはシステムログファイルのスワップ処理を実施して稼働中のままです。

                     

                     	対処方法

                     	
                        このままオンラインを続行した場合，システムログファイルの全体容量に余裕がないと，システムログファイルの容量不足が起こり，ユニットが異常終了する可能性があります。したがって，早急にディスク交換をして〈手順１〉に示す方法で対処してください。

                        なお，ディスク交換がすぐにできない場合は，〈手順２〉に示す方法で対処してください。また，〈手順１〉又は〈手順２〉の方法をすぐにとれない場合は，〈手順３〉に示す方法で対処してください。

                        
                           	〈手順１〉ディスク交換がすぐにできる場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                                 

                                 	
                                    ディスクを交換し，pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                                 

                                 	
                                    pdloginitコマンドでシステムログファイルを作成します。

                                 

                                 	
                                    pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                                 

                              

                           

                           	〈手順２〉ディスク交換がすぐにできない場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                                 

                                 	
                                    空きのあるHiRDBファイルシステム領域に，pdloginitコマンドでシステムログファイルを作成します。

                                 

                                 	
                                    サーバ定義の次に示すオペランドを修正します。追加したシステムログファイルに対応するオペランドを追加します。

                                    ・pdlogadfg

                                    ・pdlogadpf

                                 

                                 	
                                    pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                                 

                              

                           

                           	〈手順３〉手順１又は２の方法をすぐにとれない場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                                 

                                 	
                                    障害が発生したシステムログファイルに対応しているサーバ定義で，pd_log_singleoperation=Y（システムログファイルの片系運転をすること）を指定します。

                                 

                                 	
                                    pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します。

                                    
                                       	注意事項

                                       	
                                          〈手順３〉の方法をとった場合，システムログファイルの片系運転中にシステムログファイルに障害が発生すると，アンロードログ（システムログ）を使用したデータベースの回復ができなくなります。したがって，〈手順３〉の方法は一時的なものとし，早急に〈手順１〉又は〈手順２〉の方法をとるようにしてください。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               20.6.2　HiRDB Datareplicatorを使用している場合の対処方法

               HiRDB Datareplicator連携を実行しているときに，データ連動に必要なシステムログファイルの入力エラー（システムログファイルを二重化して運用しているときは両系障害）が発生すると，データ連動ができなくなります。この場合，次に示すことをしてください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdrplstopコマンドを入力してHiRDB Datareplicator連携を停止してください。

                        

                        	
                           システムログファイルの障害を取り除いた後に，HiRDB Datareplicator連携を再開始する場合，pdrplstartコマンドを入力してください。ただし，HiRDB Datareplicator連携をいったん中止すると，データ連動の対象となっている抽出側データベースと反映側データベースとの間で不整合が生じるため，pdrplstartコマンドを入力する前に，必ず抽出側データベースを基に反映側データベースを再作成してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               20.6.3　現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法

               現用ファイルの両系障害が発生すると，HiRDB（ユニット）の再開始に必要な情報が失われるため，HiRDBを再開始できなくなります。この場合，pdstart dbdestroyコマンドでHiRDBを強制開始してください。

               このとき，HiRDBは前回稼働時の情報を引き継ぎません。したがって，HiRDB管理者がデータベースの内容を回復する必要があります。データベースの内容を回復するには，バックアップ及びシステムログ（アンロードログ）を入力情報として，データベース回復ユティリティを実行します。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

               なお，HiRDBを強制開始する前に，「HiRDB（ユニット）を強制開始するときの注意事項」を参照してください。

               
                  	注意事項

                  	
                     
                        	
                           データベースの内容を回復するまでは，そのデータベースをアクセスできない状態（RDエリアをpdhold -cコマンドで閉塞かつクローズ状態）にしておいてください。

                        

                        	
                           HiRDBを強制開始すると，前回のHiRDB開始後に更新したすべてのRDエリア（システム用RDエリアも含みます）が破壊されます。したがって，強制開始をする場合は，破壊されたRDエリアをデータベース回復ユティリティで回復する必要があります。RDエリアを回復しないと，その後のHiRDBの動作を保証できません。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            20.7　シンクポイントダンプファイルに障害が発生したときの対処方法

            
               20.7.1　障害発生時の対処方法

               シンクポイントダンプファイルに障害が発生したときの対処方法を次の表に示します。

               
                  表20‒14　シンクポイントダンプファイルに障害が発生したときの対処方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害発生時の条件

                           
                           	
                              HiRDBの処理

                           
                           	
                              HiRDB管理者の処置

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              書

                              き込み時

                           
                           	
                              上書きできる状態のファイルがある場合

                           
                           	
                              障害が発生したシンクポイントダンプファイルの状態を予約とし，上書きできる状態のファイルの1つをシンクポイントダンプの出力先にして処理を続行します。

                              ●シンクポイントダンプファイルを二重化している場合

                              A系ファイルとB系ファイルのどちらか片方に障害が発生しても，正常な系だけで処理を続行します。両方に障害が発生した場合は，障害が発生したシンクポイントダンプファイルの状態を予約とし，上書きできる状態のファイルの1つをシンクポイントダンプの出力先にして処理を続行します。

                           
                           	
                              障害が発生したシンクポイントダンプファイルを(1)に示す方法で上書きできる状態にしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              上書きできる状態のファイルがない場合

                           
                           	
                              障害が発生したシンクポイントダンプファイルがあるユニットを異常終了します。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    新規のシンクポイントダンプファイルを作成した後に，ユニットを再開始してください。

                                 

                                 	
                                    ユニットの再開始後，障害が発生したシンクポイントダンプファイルを(1)に示す方法で上書きできる状態にしてください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              読み込み時

                           
                           	
                              最新世代のファイルを読み込めない場合は，1世代前のファイルを読み込みます。1世代前のファイルも読み込めない場合は，もう1世代前のファイルを読み込みます。このように，ファイルを読み込めない場合は世代をさかのぼっていきます。ただし，有効保証世代数を超えてさかのぼると，システムの回復に必要なシステムログが上書きされていることがあるため，システムを回復できないことがあります。

                              ●シンクポイントダンプファイルを二重化している場合

                              A系ファイルを読み込めない場合はB系ファイルを読み込みます。B系ファイルも読み込めない場合は，1世代前のA系ファイルを読み込みます。

                           
                           	
                              障害が発生したシンクポイントダンプファイルを(1)に示す方法で上書きできる状態にしてください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  (1)　障害が発生したファイルを上書きできる状態にする手順

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドで，障害が発生して予約となったシンクポイントダンプファイルを確認します。

                              pdlogls -d spd -s b001

                           

                           	
                              障害が発生したファイルが予約になっていない場合，そのファイルをpdlogclsコマンドで予約にします。

                              pdlogcls -d spd -s b001 -g spdfile1

                           

                           	
                              pdlogrmコマンドで予約ファイルを削除します。

                              pdlogrm -d spd -s b001 -f /sysfile/sync01

                           

                           	
                              pdloginitコマンドで，3で削除したシンクポイントダンプファイルを再作成します。

                              pdloginit -d spd -s b001 -f /sysfile/sync01 -n 5000

                           

                           	
                              pdlogopenコマンドで，4で再作成したシンクポイントダンプファイルを上書きできる状態にしてください。

                              pdlogopen -d spd -s b001 -g spdfile1

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　シンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイルが上書きされているためHiRDBを再開始できないときの対処方法

                  シンクポイントダンプファイルに障害が発生すると，HiRDBはシンクポイントダンプファイルの世代をさかのぼってシステムの状態を回復しようとします。このとき，シンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイル(システムを回復するために必要な情報を持つシステムログファイル)が上書きされていると，HiRDBを再開始できません。この場合，pdstart dbdestroyコマンドでHiRDBを強制開始してください。

                  このとき，HiRDBは前回稼働時の情報を引き継ぎません。したがって，HiRDB管理者がデータベースの内容を回復する必要があります。データベースの内容を回復するには，バックアップ及びシステムログ（アンロードログ）を入力情報として，データベース回復ユティリティを実行します。データベースの回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                  なお，HiRDBを強制開始する前に，「HiRDB（ユニット）を強制開始するときの注意事項」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              データベースの内容を回復するまでは，そのデータベースをアクセスできない状態（RDエリアをpdhold -cコマンドで閉塞かつクローズ状態）にしておいてください。

                           

                           	
                              HiRDBを強制開始すると，前回のHiRDB開始後に更新したすべてのRDエリア（システム用RDエリアも含みます）が破壊されます。したがって，強制開始をする場合は，破壊されたRDエリアをデータベース回復ユティリティで回復する必要があります。RDエリアを回復しないと，その後のHiRDBの動作を保証できません。

                           

                           	
                              RDエリアはシステムログだけで回復できます。前回のpdstartコマンドが失敗したときに出力されたKFPS01262-Iメッセージを参照し，メッセージに表示されているログ読み込み開始のファイルグループ名，及びそれ以降に発生したシステムログをデータベース回復ユティリティの入力情報にしてください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　シンクポイントダンプファイルの数が不足しているためHiRDBを再開始できないときの対処方法

                  シンクポイントダンプファイルの数が有効保証世代数以下となると，HiRDBを再開始できません。この場合，次に示すどちらかの対処をして，HiRDBを再開始してください。

                  
                     	
                        障害が発生したシンクポイントダンプファイルを再作成してください。

                     

                     	
                        pdlogadfg -d spdオペランドにONL指定をしていないシンクポイントダンプファイルがあれば，ONLを指定してください。

                     

                  

                  なお，あらかじめ，次に示すオペランドを指定しておくとHiRDBが停止している時間を短縮できます。

                  
                     	
                        pd_spd_reduce_mode＝1又は2

                     

                     	
                        pd_spd_reserved_file_auto_open＝Y

                     

                  

               
            
         
         
            20.8　ステータスファイルに障害が発生したときの対処方法

            ここでは，ステータスファイルに障害が発生したときの対処方法について説明します。ここで説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  現用ファイルに障害が発生したときの対処方法

               

               	
                  障害が発生したステータスファイルがある状態でHiRDB（ユニット）を開始するときの手順

               

               	
                  現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法

               

            

            
               20.8.1　現用ファイルに障害が発生したときの対処方法

               現用ファイルに障害が発生したときの対処方法を次の表に示します。

               
                  表20‒15　現用ファイルに障害が発生したときの対処方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              障害発生時の条件

                           
                           	
                              HiRDBの処理

                           
                           	
                              HiRDB管理者の処置

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              予備のファイルがある場合

                           
                           	
                              ステータスファイルをスワップします。このとき，KFPS01062-Iメッセージが出力されます。

                              障害が発生したファイルを閉塞とし，予備のファイルの一つを現用にして処理を続行します。

                           
                           	
                              閉塞しているステータスファイルを(1)に示す方法で予備にしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              予備のファイルがない場合

                           
                           	
                              ステータスファイルの片系運転を指定している場合※１

                           
                           	
                              ステータスファイルを片系運転にし，処理を続行します。このとき，KFPS01044-Iメッセージが出力されます。

                           
                           	
                              早急に予備のファイルを作成して，ステータスファイルを両系運転の状態に戻してください。

                              (1)又は(2)に示す方法で予備のファイルを作成してください。その後，(3)に示す方法で予備のファイルを現用にしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              ステータスファイルの片系運転を指定していない場合※２

                           
                           	
                              障害が発生したステータスファイルがあるユニットを異常終了します。

                           
                           	
                              新規のステータスファイルを作成した後に，ユニットを再開始してください。ユニットの再開始方法については，「障害が発生したステータスファイルがある状態でHiRDB（ユニット）を開始するときの手順」を参照してください。

                              その後，閉塞しているステータスファイルを(1)に示す方法で予備にしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              片系運転中の障害，又は両方の系のファイルが障害の場合

                           
                           	
                              障害が発生したステータスファイルがあるユニットを異常終了します。

                           
                           	
                              ユニットを再開始するための情報が失われるため，ユニットを再開始できません。この場合，「現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法」を参照してください。

                              なお，予備のステータスファイルがない場合は，ユニットを強制開始する前に，新規のステータスファイルを作成しておいてください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※１

                  	
                     ユニット制御情報定義にpd_syssts_singleoperation＝continueを指定した場合，又はサーバ定義にpd_sts_singleoperation＝continueを指定した場合です。

                  

                  	注※２

                  	
                     ユニット制御情報定義にpd_syssts_singleoperation＝stop（省略値）を指定した場合，又はサーバ定義にpd_sts_singleoperation＝stop（省略値）を指定した場合です。

                  

               

               
                  (1)　閉塞のファイルを予備にする方法

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlsコマンドで，閉塞しているステータスファイルを確認します。

                              ユニット用ステータスファイルの場合：

                              pdls -d sts -u UNT1

                              サーバ用ステータスファイルの場合：

                              pdls -d sts -s b001

                           

                           	
                              閉塞しているステータスファイルが配置されているディスクに障害が発生しているかを確認してください。障害が発生している場合は障害を取り除いてください。物理的な障害（破損，電源の寸断など）のほかにも，OSやディスクドライバの障害，ディスクが有効化されているかなどについても調査してください。

                           

                           	
                              pdstsrmコマンドで，閉塞しているステータスファイルを削除します。

                              ユニット用ステータスファイルの場合：

                              pdstsrm -u UNT1 -f /sysfile/usts1a

                              pdstsrm -u UNT1 -f /sysfile/usts1b

                              サーバ用ステータスファイルの場合：

                              pdstsrm -s b001 -f /sysfile/sstsb1a

                              pdstsrm -s b001 -f /sysfile/sstsb1b

                           

                           	
                              pdstsinitコマンドで，3で削除したステータスファイルを再作成します。

                              ユニット用ステータスファイルの場合：

                              pdstsinit -u UNT1 -f /sysfile/usts1a -l 4096 -c 256

                              pdstsinit -u UNT1 -f /sysfile/usts1b -l 4096 -c 256

                              サーバ用ステータスファイルの場合：

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile/sstsb1a -l 4096 -c 256

                              pdstsinit -s b001 -f /sysfile/sstsb1b -l 4096 -c 256

                           

                           	
                              pdstsopenコマンドで，4で再作成したステータスファイルを予備にします。

                              ユニット用ステータスファイルの場合：

                              pdstsopen -u UNT1 -f /sysfile/usts1a

                              pdstsopen -u UNT1 -f /sysfile/usts1b

                              サーバ用ステータスファイルの場合：

                              pdstsopen -s b001 -f /sysfile/sstsb1a

                              pdstsopen -s b001 -f /sysfile/sstsb1b

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　予約のファイルを予備にする方法

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdlsコマンドで，予約のステータスファイルを確認します。

                              ユニット用ステータスファイルの場合：

                              pdls -d sts -u UNT1

                              サーバ用ステータスファイルの場合：

                              pdls -d sts -s b001

                           

                           	
                              pdstsopenコマンドで予約ファイルを予備にします。

                              ユニット用ステータスファイルの場合：

                              pdstsopen -u UNT1 -n usts1a

                              サーバ用ステータスファイルの場合：

                              pdstsopen -s b001 -n sstsb01

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　予備のファイルを現用にする方法

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdstsswapコマンドで予備のファイルを現用にします。

                              ユニット用ステータスファイルの場合：

                              pdstsswap -u UNT1

                              サーバ用ステータスファイルの場合：

                              pdstsswap -s b001

                           

                        

                        コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               20.8.2　障害が発生したステータスファイルがある状態でHiRDB（ユニット）を開始するときの手順

               障害が発生したステータスファイルがある状態でHiRDB（ユニット）を開始するときの対処方法を次の図に示します。

               
                  図20‒1　障害が発生したステータスファイルがある状態でHiRDB（ユニット）を開始するときの対処方法
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注

                  	
                     処理ボックスの上にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，5の操作は(5)で説明しています。

                     
                        図20‒2　ステータスファイルに障害が発生したときの対処方法
                        [image: [図データ]]

                     
                  

                  	注

                  	
                     処理ボックスの上にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，8の操作は(8)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　ディスクに障害が発生しているか調査する

                  障害が発生したステータスファイルを配置したディスクに，障害が発生しているか調査してください。物理的な障害（破損，電源断など）のほかにも，OSやディスクドライバの障害，ディスクが有効化されているかなどについて調査してください。

                  ディスクの物理障害の判定方法を次の表に示します。

                  
                     表20‒16　ディスクの物理障害の判定方法（物理障害チェック）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 ディスク障害の発生

                              
                              	
                                 物理障害の回復

                              
                              	
                                 ステータスファイルのデータ

                              
                              	
                                 判定結果

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 発生していない

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 物理障害なし

                              
                           

                           
                              	
                                 発生している

                              
                              	
                                 回復できる

                              
                              	
                                 データが残っている

                              
                           

                           
                              	
                                 データが消失している

                              
                              	
                                 物理障害あり（実体なし）

                              
                           

                           
                              	
                                 回復できない

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：該当しません。

                  
                     	注意事項

                     	
                        ディスク障害の有無に関係なく，障害の回復が完了するまでは指示以外の契機でpdstsinit，pdstsrm，及びpdfmkfsコマンドを使用しないでください。

                     

                  

               
               
                  (2)　ディスク障害を取り除く

                  調査した結果，ディスク障害が発生している場合は障害を取り除いください。障害の回復が難しい場合は，ディスク障害の回復をあきらめて残りの正常なディスクだけでHiRDBを開始します。

               
               
                  (3)　ステータスファイルの内容に誤りがないか調査する

                  ステータスファイルの内容に誤りがないか調査してください。論理障害の判定方法を次の表に示します。

                  
                     表20‒17　論理障害の判定方法（論理障害チェック）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 コマンド実行

                              
                              	
                                 コマンド表示内容（ファイル作成時の

                                 指定値との比較）

                              
                              	
                                 判定結果

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 正常終了

                              
                              	
                                 誤りなし

                              
                              	
                                 論理障害なし

                              
                           

                           
                              	
                                 誤りあり

                              
                              	
                                 論理障害あり

                              
                           

                           
                              	
                                 異常終了(エラーメッセージが出力される)

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 論理障害あり

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：該当しません。

                  物理障害が発生していないステータスファイルにpdcatコマンドを実行し，ステータスファイルの内容に誤りがないか調べます。次に示す条件をすべて満たす場合，ステータスファイルは正常です。

                  
                     	
                        pdcatコマンドの実行結果に表示されるレコード長とレコード数が，ステータスファイル作成時に指定した値と同じである

                     

                     	
                        pdcatコマンドの実行時にエラーメッセージが表示されない

                     

                  

                  pdcatコマンドの実行例を次に示します。

                  pdcat -d sts -u UNT1 -f /sysfile/usts1a -v        ...1
pdcat -d sts -s b001 -f /sysfile/sstsb1a -v        ...2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              ユニット用ステータスファイルに対するコマンド実行例です。

                           

                           	
                              サーバ用ステータスファイルに対するコマンド実行例です。

                           

                        

                     

                  

                  物理障害及び論理障害のどちらも発生していない場合は，次の手順に進んでください。物理障害又は論理障害のどちらかが発生している場合は，図「ステータスファイルに障害が発生したときの対処方法」に示す対処方法に従ってください。

               
               
                  (4)　HiRDBを再開始する

                  pdstartコマンドでHiRDBを再開始してください。再開始できない場合は，「現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法」に示す対処方法に従ってください。

               
               
                  (5)　障害が発生したステータスファイルを回復する

                  現用ファイルの片系に障害が発生している場合は，表「現用ファイルに障害が発生したときの対処方法」の項番2に示すHiRDB管理者の処置を至急行ってください。

                  障害によって閉塞しているファイルがある場合は，「閉塞のファイルを予備にする方法」に示す手順で，閉塞しているファイルを予備ファイルにしてください。

                  全ステータスファイルを回復した後，必要に応じてHiRDBを一度終了して次に示すオペランドの指定値を元に戻してください。その後，HiRDBを開始してください。

                  
                     	
                        pd_syssts_initial_error（ユニット用ステータスファイルの場合）

                     

                     	
                        pd_syssts_singleoperation（ユニット用ステータスファイルの場合）

                     

                     	
                        pd_sts_initial_error（サーバ用ステータスファイルの場合）

                     

                     	
                        pd_sts_singleoperation（サーバ用ステータスファイルの場合）

                     

                  

                  図「ステータスファイルに障害が発生したときの対処方法」に示す対処方法に従って次に示すオペランドの指定を行った場合は，全ステータスファイルを回復した後，HiRDBを正常停止して次に示すオペランドの指定を省略してください。その後，HiRDBを開始してください。障害から復旧した後も次に示すオペランドを指定したままだと現用のステータスファイルを認識できずHiRDBの開始に失敗するおそれがあります。

                  
                     	
                        pd_syssts_last_active_file

                     

                     	
                        pd_syssts_last_active_side

                     

                     	
                        pd_sts_last_active_file

                     

                     	
                        pd_sts_last_active_side

                     

                  

               
               
                  (6)　片系運転を適用しているか確認する

                  障害が発生したステータスファイルに片系運転を適用しているか確認してください。障害が発生したステータスファイルに対して，次に示すオペランドを指定している場合は片系運転を適用しています。

                  
                     	
                        pd_syssts_singleoperation=continue（ユニット用ステータスファイルの場合）

                     

                     	
                        pd_sts_singleoperation=continue（サーバ用ステータスファイルの場合）

                     

                  

               
               
                  (7)　前回稼働時の現用ファイルをHiRDBが特定できるか調査する

                  (1)〜(3)の結果から，障害が発生したステータスファイルの論理ファイルごとに，A系とB系の状態が次の表に示す状態であるか確認してください。ステータスファイルの状態が次の表に示すどれかの場合は，前回稼働時の現用ファイルをHiRDBが特定できません。

                  
                     表20‒18　HiRDBが前回稼働時の現用ファイルを特定できないケース
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 A系の状態

                              
                              	
                                 B系の状態

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 論理障害あり

                              
                              	
                                 論理障害あり

                              
                           

                           
                              	
                                 論理障害あり

                              
                              	
                                 物理障害あり（実体なし）

                              
                           

                           
                              	
                                 物理障害あり（実体なし）

                              
                              	
                                 論理障害あり

                              
                           

                           
                              	
                                 物理障害あり（実体なし）

                              
                              	
                                 物理障害あり（実体なし）

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (8)　現用ファイルの特定機能を利用する

                  HiRDBの現用ファイルの特定機能を利用します。該当するステータスファイルに対して次に示すオペランドを指定してください。

                  
                     	
                        pd_syssts_initial_error=excontinue（ユニット用ステータスファイルの場合）

                     

                     	
                        pd_sts_initial_error=excontinue（サーバ用ステータスファイルの場合）

                     

                  

               
               
                  (9)　前回稼働時の現用ファイルを特定する

                  前回稼働時の（最新の）現用ファイルを特定してください。前回稼働時の現用ファイルは次に示すメッセージから特定できます。メッセージログファイル又はsyslogfile中の次に示すメッセージを検索してください（現用ファイルを特定できないユニット又はサーバのメッセージを検索してください）。

                  
                     	
                        KFPS01001-I（現用ファイルが割り当てられたときに出力されるメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS01044-I（現用ファイルが片系運転になったときに出力されるメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS01063-I（ステータスファイルのスワップで現用ファイルが変わったときに出力されるメッセージ）

                     

                  

                  これらのメッセージのうち，最後に出力されたメッセージを参照してください。出力されたメッセージ中に現用ファイルが表示されています。

               
               
                  (10)　特定した現用ファイルが正常か確認する

                  (9)で特定した現用ファイルが正常か確認してください。現用ファイルが正常かどうかは，(1)〜(3)の結果から確認できます。

                  前回稼働時にステータスファイルを片系運転していた場合（(9)のメッセージのうち，最後に出力されたメッセージがKFPS01044-Iの場合），KFPS01044-Iメッセージに表示されている運転中の系のステータスファイルが正常であるか確認してください。

                  前回稼働時にステータスファイルを片系運転していなかった場合（(9)のメッセージのうち，最後に出力されたメッセージがKFPS01001-I又はKFPS01063-Iの場合），KFPS01001-I又はKFPS01063-Iメッセージに表示されているステータスファイルのどちらかの系が正常であるか確認してください。

                  現用ファイルが正常（ステータスファイルを片系運転していなかった場合はどちらかの系が正常）の場合は次の手順に進んでください。

                  現用ファイルに障害が発生していた場合は，前回稼働時の現用ファイルが失われているため，HiRDBを再開始できません。この場合は，「現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法」に示す対処方法に従ってください。

               
               
                  (11)　特定した現用ファイルを指定する

                  特定した前回稼働時の現用ファイルを次に示すオペランドに指定してください。

                  
                     	●ユニット用ステータスファイルに障害が発生している場合

                     	
                        該当するユニットに次に示すオペランドを指定してください。

                        
                           	
                              pd_syssts_initial_error=continue又はexcontinue

                           

                           	
                              pd_syssts_last_active_file=前回稼働時の現用ステータスファイル名※

                           

                           	
                              pd_syssts_last_active_side=前回稼働時に正常だった系※

                           

                        

                     

                     	●サーバ用ステータスファイルに障害が発生している場合

                     	
                        該当するサーバに次に示すオペランドを指定してください。

                        
                           	
                              pd_sts_initial_error= continue又はexcontinue

                           

                           	
                              pd_sts_last_active_file=前回稼働時の現用ステータスファイル名※

                           

                           	
                              pd_sts_last_active_side=前回稼働時に正常だった系※

                           

                        

                     

                  

                  注※　(9)と(10)で特定した現用ファイル名と正常な系を指定します。

               
            
            
               20.8.3　現用ファイルの両系に障害が発生したためHiRDB（ユニット）を再開始できないときの対処方法

               現用ファイルが両系とも障害の場合，HiRDB（ユニット）は再開始できません。この場合，pdstart dbdestroyコマンドでHiRDBを強制開始してください。

               
                  	注意事項

                  	
                     HiRDBを強制開始すると，HiRDBは前回稼働時の情報を引き継ぎません。したがって，HiRDB管理者がデータベースの内容を回復する必要があります。データベースの内容を回復するには，バックアップ及びシステムログ（アンロードログ）を入力情報として，データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）を実行します。

                  

               

               現用ファイルの両系に障害が発生した状態で，HiRDBを開始するときの手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           ディスク障害が発生しているかを調べます（物理障害チェック）。

                           ステータスファイルが配置されているディスクに障害が発生しているかを調べてください。物理的な障害（破損，電源の寸断など）のほかにも，OSやディスクドライバの障害，ディスクが有効化されているかなどについて調べてください。

                           調べた結果，ディスク障害が発生している場合は障害を取り除いてください。障害回復が難しい場合は，ディスク障害の回復をあきらめて，残りの正常なディスクだけでHiRDBを開始します。このまま次の手順に進んでください。

                           なお，物理障害が発生しているかどうかは，表「ディスクの物理障害の判定方法（物理障害チェック）」を参照して確認してください。

                        

                        	
                           ステータスファイルの内容に誤りがないか調べます（論理障害チェック）。

                           物理障害が発生していないステータスファイルにpdcat -d stsコマンドを実行し，ステータスファイルの内容に誤りがないか調べてください。

                           ユニット用ステータスファイルの場合：

                           pdcat -d sts -u UNT1 -f /sysfile/usts1a -v

                           サーバ用ステータスファイルの場合：

                           pdcat -d sts -s b001 -f /sysfile/sstsb1a -v

                           次に示す条件をすべて満たす場合，ステータスファイルは正常です。

                           ・pdcatコマンドの実行結果に表示されるレコード長とレコード数が，ステータスファイル作成時に指定した値と同じである

                           ・pdcatコマンドの実行時にエラーメッセージが表示されない

                        

                        	
                           pdstsrmコマンドで，障害が発生したステータスファイルを削除します。

                           ユニット用ステータスファイルの場合：

                           pdstsrm -u UNT1 -f /sysfile/usts1a

                           pdstsrm -u UNT1 -f /sysfile/usts1b

                           サーバ用ステータスファイルの場合：

                           pdstsrm -s b001 -f /sysfile/sstsb1a

                           pdstsrm -s b001 -f /sysfile/sstsb1b

                        

                        	
                           pdstsinitコマンドで，3で削除したステータスファイルを再作成します。

                           ユニット用ステータスファイルの場合：

                           pdstsinit -u UNT1 -f /sysfile/usts1a -l 4096 -c 256

                           pdstsinit -u UNT1 -f /sysfile/usts1b -l 4096 -c 256

                           サーバ用ステータスファイルの場合：

                           pdstsinit -s b001 -f /sysfile/sstsb1a -l 4096 -c 256

                           pdstsinit -s b001 -f /sysfile/sstsb1b -l 4096 -c 256

                        

                        	
                           pdstart dbdestroyコマンドで，HiRDBを強制開始してください。

                        

                        	
                           データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）で，RDエリアを回復してください。

                        

                     

                     コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           HiRDBを強制開始すると，前回のHiRDB開始後に更新したすべてのRDエリア（システム用RDエリアも含みます）が破壊されます。したがって，強制開始をする場合は，破壊されたRDエリアをデータベース回復ユティリティで回復する必要があります。RDエリアを回復しないと，その後のHiRDBの動作を保証できません。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            20.9　ファイル障害が発生したとき（システムファイル以外のファイル）の対処方法

            ここでは，次に示すファイルに入出力障害などのファイル障害が発生したときの対処方法について説明します。

            
               	
                  HiRDBシステム定義ファイル

               

               	
                  メッセージログファイル

               

               	
                  統計ログファイル

               

               	
                  データ連動用連絡ファイル（HiRDB Datareplicator）

               

            

            
               20.9.1　HiRDBシステム定義ファイルに障害が発生したときの対処方法

               
                  	HiRDBの処理

                  	
                     HiRDBを開始しません。

                  

                  	HiRDB管理者の処置

                  	
                     新しくHiRDBシステム定義ファイルを作成し，HiRDBシステム定義を定義してください。その後，HiRDBを正常開始してください。

                  

               

            
            
               20.9.2　メッセージログファイルに障害が発生したときの対処方法

               
                  	HiRDBの処理

                  	
                     HiRDBのメッセージはsyslogfileにも出力されます。ただし，各プログラムのメッセージも出力されるため，高トラフィック時には，メッセージが失われる場合があります。

                  

                  	HiRDB管理者の処置

                  	
                     次に示す手順でこの状態に対処してください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdstopコマンドでHiRDBを終了します。

                              

                              	
                                 メッセージログファイルの障害原因を取り除きます。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               20.9.3　統計ログファイルに障害が発生したときの対処方法

               
                  	HiRDBの処理

                  	
                     統計ログを取得しないで，処理を続行します。このとき，KFPS05360-Eメッセージが出力されます。

                  

                  	HiRDB管理者の処置

                  	
                     次に示す手順でこの状態に対処してください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 統計ログファイルの障害原因を取り除きます。

                              

                              	
                                 pdstjswapコマンドで統計ログの出力先を切り替えます。

                              

                              	
                                 pdstbeginコマンドで統計ログの取得を再開します。

                              

                              	
                                 pdls -d stjコマンドで，統計ログが取得されているかを確認します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               20.9.4　データ連動用連絡ファイルに障害が発生したときの対処方法（HiRDB Datareplicator）

               
                  	HiRDBの処理

                  	
                     HiRDB Datareplicator連携を実行しているときに，抽出状態の連絡に使用しているデータ連動用連絡ファイルが初期化されたり，データ連動用連絡ファイルのオープンエラーや入出力エラーが発生すると，データ連動ができなくなります。HiRDBがデータ連動用連絡ファイルの障害を検知した場合，HiRDB
                        Datareplicator連携を中止して，HiRDBだけで運用を続行します。

                  

                  	HiRDB管理者の処置

                  	
                     次に示す手順でこの状態に対処してください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdls -d rplコマンドを入力して，HiRDBユニットがHiRDB Datareplicator連携を実行中かどうかを確認してください。

                              

                              	
                                 実行中であれば，pdrplstopコマンドを入力してHiRDB Datareplicator連携を終了させてください。

                              

                              	
                                 データ連動用連絡ファイルの障害が取り除いてください。

                              

                              	
                                 HiRDB Datareplicator連携を再開始する場合は，pdrplstartコマンドを入力してください。※

                              

                           

                        

                        	注※

                        	
                           HiRDB Datareplicator連携をいったん中止すると，データ連動の対象となっている抽出側データベースと反映側データベースとの間で不整合が生じるため，pdrplstartコマンドを入力する前に，必ず抽出側データベースを基に反映側データベースを再作成してください。反映側データベースの再作成については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能
                              HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            20.10　OSが異常終了したときの対処方法

            
               20.10.1　HiRDBの処理及びHiRDB管理者の処置

               ここでは，OSが異常終了したときのHiRDBの処理と，HiRDB管理者の処置について説明します。

               
                  (1)　HiRDBの処理

                  OSに障害が発生してOSが異常終了すると，OSが異常終了したサーバマシンのユニットが異常終了します。

               
               
                  (2)　HiRDB管理者の処置

                  OSがリブートされた後に次に示すことをしてください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdinfogetコマンドで，$PDDIR/spool及び$PDDIR/tmp下に出力されるトラブルシュート情報のバックアップを取得します。

                              pdinfogetコマンドの実行方法については，「障害が発生したときにHiRDB管理者がすること」を参照してください。

                              障害発生時に出力されるトラブルシュート情報については，「障害が発生したときにHiRDBが取得する情報」を参照してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドで，HiRDBを再開始します。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては，OSのリブート後，自動的にユニットが再開始されます。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            20.11　OLTPシステムとの連携中に障害が発生したときの対処方法

            ここでは，OLTPシステムとの連携中に障害が発生したときの対処方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  OLTPシステムとの連携中に通信障害などが発生したときの対処方法

               

               	
                  障害によってトランザクションがFORGETTING状態になったときの対処方法

               

               	
                  フロントエンドサーバがあるユニットが稼働していないためトランザクションの居残りが発生したときの対処方法

               

            

            なお，ここでの説明はX/Open XAインタフェースを使用している場合に適用されます。

            
               20.11.1　OLTPシステムとの連携中に通信障害などが発生したときの対処方法

               OLTPシステムとの連携中に通信障害などが発生すると，トランザクションブランチがコミット又はロールバックできなくなります。ここでは，このときのHiRDBの処理とHiRDB管理者の処置について説明します。

               
                  (1)　HiRDBの処理

                  トランザクションブランチの状態を保持し，処理を続行します。

               
               
                  (2)　HiRDB管理者の処置

                  
                     	
                        OLTPシステムが起動していない可能性があります。OLTPシステムが起動しているかどうかを確認してください。起動していない場合は，OLTPシステムを起動してください。

                     

                     	
                        障害回復ができない場合に備えて，pdcmt又はpdrbkコマンドでトランザクション決着の準備をします。詳細については，「障害発生後にセキュア状態となったトランザクションの回復方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　障害発生後にセキュア状態となったトランザクションの回復方法

                  KFPS00992-Eメッセージ（トランザクションブランチの回復ができない旨のメッセージ）が出力され，pdls -d trnコマンドでトランザクションの状態表示をしたとき，トランザクション第１状態がREADYで，かつトランザクション第２状態がｐと表示されるセキュア状態（コミット２相目指示待ち状態）のトランザクションの回復方法について説明します。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     HiRDB/シングルサーバの場合，セキュア状態となるのはOLTPシステムからのコミット２相目指示待ち状態以外にはあり得ません。OLTPシステムが何らかの要因で異常終了しているか，又はOLTPシステムとHiRDB間の連絡ができない状態であると考えられます。よって，次に示す対策を実施してください。

                     
                        	
                           OLTPシステムが異常終了している場合 

                           OLTPシステムを再開始してください。OLTPシステムの再開始処理の延長で自動的に同期を取ってトランザクションの回復処理をします。 

                        

                        	
                           １．以外の場合 

                           OLTPシステムの状態，及びOLTPシステムとHiRDB間のネットワークの状態などを確認してください。OLTPシステムとHiRDB間の連絡ができるようになれば，OLTPシステムと同期を取ってトランザクションの回復処理をします。
                              

                        

                        	
                           コマンドによる独自決着

                           OLTPシステムの再起動やネットワーク回復が難しい場合，OLTPシステムと同期を取らないで，独自にコマンド決着できます。使用するコマンドは，pdcmt，pdrbk，pdfgtです。実行手順については，「未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法」を参照してください。

                           なお，この方法でトランザクションを回復した場合，OLTPシステム下で処理していた他リソースマネジャやトランザクションブランチとの整合性が取れていない場合がありますので，データの内容を確認してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合 

                     HiRDB/パラレルサーバの場合は，セキュア状態になったサーバによって対処方法が異なります。

                     
                        	●フロントエンドサーバの場合 

                        	
                           この場合は，「HiRDB/シングルサーバの場合」の「1．OLTPシステムが異常終了している場合」と同様に，OLTPシステムからのコミット２相目指示待ち状態以外にはあり得ません。したがって，「HiRDB/シングルサーバの場合」の「1．OLTPシステムが異常終了している場合」と同様の対処をしてください。 

                        

                        	●バックエンドサーバ，ディクショナリサーバの場合

                        	
                           トランザクションの決着方法については，「未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法」を参照してください。

                           なお，pd_trn_rerun_branch_auto_decide = Y（省略値はY）を指定すると，未決着状態のトランザクションを自動決着できます。

                        

                     

                  
               
            
            
               20.11.2　障害によってトランザクションがFORGETTING状態になったときの対処方法

               
                  (1)　FORGETTING状態のトランザクションとは

                  ここでいうFORGETTING状態のトランザクションとは，次に示す条件をすべて満たすトランザクションのことです。

                  
                     	
                        pdls -d trnコマンドの実行結果のSTATUSで，トランザクション第1状態がFORGETTING（トランザクション終了処理中）である

                     

                     	
                        pdls -d trnコマンドの実行結果のSTATUSで，トランザクション第3状態がw（トランザクションマネジャとHiRDB間でトランザクションの同期合わせ中）である

                     

                  

                  例えば，次のようなトランザクションのことです。

                  pdls -d trn
 
HOSTNAME : host1(153201)
TRNGID           TRNBID           STATUS           PID   SVID   B-SVID
HRD1unt100020b51 HRD1unt100020038 FORGETTING(r,w)    0   bes1   fes1

               
               
                  (2)　FORGETTING状態のトランザクションが発生すると

                  次に示すどれかの条件を満たす障害が発生すると，FORGETTING状態のトランザクションがHiRDBで発生することがあります。

                  
                     	
                        トランザクションマネジャが異常終了中である

                     

                     	
                        トランザクションマネジャのトランザクション開始後，最初にHiRDBにアクセスするSQL（FirstSQL）がエラーになる

                     

                     	
                        トランザクションマネジャが異常終了して，HiRDBのトランザクション回復完了前にトランザクションマネジャの再起動が完了する（FORGETTING状態のトランザクションが発生する例を次の図に示します）

                        
                           図20‒3　トランザクションマネジャの再起動完了後にFORGETTING状態のトランザクションが発生する例
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

                  FORGETTING状態のトランザクションはHiRDB内のトランザクションに関するメモリ資源を消費するため，FORGETTING状態のトランザクションが多数発生すると，接続ユーザ数分のトランザクションの同時実行ができなくなるなどの障害が発生します。

               
               
                  (3)　対処方法

                  FORGETTING状態のトランザクションが発生した場合は，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                  
                     	
                        トランザクションマネジャを再起動します。

                     

                     	
                        pdfgtコマンドを実行してFORGETTING状態のトランザクションを強制終了します。

                     

                  

               
            
            
               20.11.3　フロントエンドサーバがあるユニットが稼働していないためトランザクションの居残りが発生したときの対処方法

               
                  (1)　トランザクションの居残りが発生すると

                  次に示す条件がすべて重なった場合，稼働中のユニットにトランザクションが居残ることがあります。

                  
                     	
                        HiRDB/パラレルサーバが複数のユニットで構成されている

                     

                     	
                        フロントエンドサーバがあるユニットが非稼働中である

                     

                     	
                        稼働中のユニットに未決着状態のトランザクションがある

                     

                     	
                        トランザクションマネジャが異常終了した後にトランザクションマネジャを開始する

                     

                  

                  居残りトランザクションはリソースを確保し続けるため，多数のトランザクションが居残ると，接続ユーザ数分のトランザクションが同時実行できなくなることがあります。

               
               
                  (2)　対処方法

                  pdstart -uコマンドなどでフロントエンドサーバがあるユニットを開始してください。フロントエンドサーバがあるユニットを開始できない場合は，トランザクションマネジャのトランザクションの状態を確認して，pdcmt，pdrbk，又はpdfgtコマンドでHiRDBのトランザクションを強制決着してください。ただし，この方法でトランザクションを強制決着した場合，トランザクションマネジャとHiRDB間でトランザクションの決着方法が不一致になることがあります。

               
            
         
         
            20.12　通信障害，CPU障害，又は電源障害が発生したときの対処方法

            ここでは，次に示す障害が発生したときの対処方法について説明します。

            
               	
                  通信障害

               

               	
                  CPU障害

               

               	
                  電源障害

               

            

            
               20.12.1　通信障害が発生したときの対処方法

               
                  	HiRDBの処理

                  	
                     該当するトランザクションに通信障害が発生した旨のエラーリターンをします。

                  

                  	HiRDB管理者の処置

                  	
                     通信障害の原因を調べてください。その後，HiRDBを終了して原因を対策してください。

                     ただし，通信障害によってHiRDBを正常終了できない場合があります。この場合，HiRDBを強制終了してください。それでも終了できないときは，ユニット単位に終了，開始できればユニット単位に回復してください。ユニット単位に回復できない場合は，システム全体を停止した後，障害要因を取り除いてシステムを再開始してください。

                  

               

            
            
               20.12.2　CPU障害が発生したときの対処方法

               
                  	HiRDBの処理

                  	
                     CPU障害が発生すると，CPU障害が発生したサーバマシンのユニットが異常終了します。

                  

                  	HiRDB管理者の処置

                  	
                     OSがリブートされた後，HiRDBを再開始してください。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては，OSのリブート後，HiRDBはユニットを自動的に再開始します。

                  

               

            
            
               20.12.3　電源障害が発生したときの対処方法

               
                  	HiRDBの処理

                  	
                     電源障害を修復した後に，OSがリブートしHiRDBを再開始すると，ハードウェアの電源バックアップ機構によって，システムを障害発生時点に回復します。

                  

                  	HiRDB管理者の処置

                  	
                     OSがリブートされた後にHiRDBを再開始してください。ただし，pd_mode_confオペランドの指定によっては，OSのリブート後，HiRDBはユニットを自動的に再開始します。

                  

               

            
         
         
            20.13　接続中のユーザが存在するためHiRDBが終了できないときの対処方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，接続中のユーザが存在するためHiRDBが終了できないときの対処方法について説明します。

            
               20.13.1　対処手順

               UAP又はユティリティが終了しないと（接続中のユーザが存在すると）HiRDBを終了できません。HiRDBの終了時に接続中のユーザが存在する場合は，KFPS05120-Wメッセージを出力し，接続ユーザ情報ファイル及び接続ユーザ詳細ファイルを出力します。このとき，HiRDB管理者は次に示す手順に従って接続中のユーザを切断し，HiRDBを終了してください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

                  	注

                  	
                     処理ボックスの左にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，5の操作は(5)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　接続中のユーザを調べます

                  
                     (a)　pdls -d prcコマンドで接続中のユーザを調べる場合

                     pdls -d prc
 
HOSTNAME : k95x620(173420)
STATUS   PID   UID   GID   SVID   TIME      PROGRAM    C-PID   C-GRP
 
  L      22118 334   300   fes1   173330    uap00      22205   PC

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           PROGRAMに表示されているUAP識別子を確認します。接続中のUAPはuap00です。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　接続ユーザ情報ファイルで接続中のユーザを調べる場合

                     接続先ユーザ情報ファイルの出力内容については，「接続ユーザ情報ファイルと接続ユーザ詳細ファイル」を参照してください。

                     UNIT ID : UNT1(173420)
 UID  PID    GID  SVID  TIME    PROGRAM  C-GRP  C-PID   C-IP
 334  22118  300  fes1  173330  uap00    PC     22205   172.17.32.37

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           PROGRAMに表示されているUAP識別子を確認します。接続中のUAPはuap00です。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　実行中のトランザクションが存在するか調べます

                  pdls -d trnコマンドを実行するか，又は接続ユーザ詳細ファイル中のpdls -d trnコマンドの実行結果から実行中のトランザクションが存在するかを調べます。

                  接続ユーザ詳細ファイルの出力内容については，「接続ユーザ情報ファイルと接続ユーザ詳細ファイル」を参照してください。

               
               
                  (3)　READY(p，?)又はFORGETTING(?，w)状態のトランザクションが存在しますか？

                  pdls -d trnコマンドの実行結果，又は接続ユーザ詳細ファイルの情報からREADY(p，?)又はFORGETTING(?，w)状態のトランザクションが存在するかを調べてください。

               
               
                  (4)　未決着状態のトランザクションを決着させます

                  「未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法」を参照して未決着状態のトランザクションを決着してください。

               
               
                  (5)　実行中のトランザクションが存在しますか？

                  pdls -d trnコマンドの実行結果，又は接続ユーザ詳細ファイルの情報からREADY(p，?)又はFORGETTING(?，w)状態以外のトランザクションが存在するかを調べてください。

               
               
                  (6)　トランザクションを強制終了しますか？

                  READY(p，?)又はFORGETTING(?，w)状態以外のトランザクションが存在した場合，そのトランザクションを強制終了するか，トランザクションが決着するのを待つかを決定します。実行中のトランザクションの処理時間が短い場合はトランザクションの終了を待ってください。処理時間が長い場合はトランザクションを強制終了してください。

               
               
                  (7)　接続中のユーザ（UAP）をpdcancelコマンドで強制終了します

                  pdcancelコマンドでトランザクションを強制終了します。

                  HiRDB/シングルサーバの場合

                  pdcancel -u UAP00 -i 22118

                  HiRDB/パラレルサーバの場合（実行例1）

                  pdcancel -x k95x620 -u UAP00 -i 22118

                  HiRDB/パラレルサーバの場合（実行例2）

                  pdcancel -X UNT1 -u UAP00 -i 22118

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -u：UAP識別子を指定します。

                        -x：UAPが接続しているフロントエンドサーバがあるホスト名を指定します。指定するホスト名はpdls -d prcコマンドの実行結果のHOSTNAMEに表示されます。

                        -X：ユニット識別子を指定します。指定するユニット識別子は接続ユーザ情報ファイルのUNIT IDに表示されます。

                        -i：プロセスIDを指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　1分程度待ちます

                  pdcancelコマンドの実行後，トランザクションが自動的に決着するのを待ちます。

               
               
                  (9)　トランザクションが終了するのを待ちます

                  トランザクションを強制終了しない場合は，トランザクションが終了するのを待ちます。

               
               
                  (10)　接続中のユーザ（UAP）をpdcancelコマンドで切断します

                  接続中のユーザにトランザクションが存在しない場合は，接続中のユーザをpdcancelコマンドで切断してください。

                  HiRDB/シングルサーバの場合

                  pdcancel -i 22118 -d

                  HiRDB/パラレルサーバの場合（実行例1）

                  pdcancel -x k95x620 -i 22118 -d

                  HiRDB/パラレルサーバの場合（実行例2）

                  pdcancel -X UNT1 -i 22118 -d

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -i：プロセスIDを指定します。

                        -d：HiRDB側のサーバプロセスを強制終了する場合に指定します。-dオプションを指定するとcoreファイルが出力されます。coreファイルが不要な場合はpdcspoolコマンドで削除してください。

                        -x：UAPが接続しているフロントエンドサーバがあるホスト名を指定します。指定するホスト名はpdls -d prcコマンドの実行結果のHOSTNAMEに表示されます。

                        -X：ユニット識別子を指定します。指定するユニット識別子は接続ユーザ情報ファイルのUNIT IDに表示されます。

                     

                  

               
               
                  (11)　1分程度待ちます

                  pdcancelコマンドの実行後はユーザの接続が切断されて，HiRDBの終了処理が再開されるのを待ちます。

               
               
                  (12)　pdstopコマンドがタイムアウトしていますか？

                  KFPS05047-Eメッセージが出力されていると，pdstopコマンドがタイムアウトしています。

               
               
                  (13)　pdstopコマンドを実行します

                  pdstopコマンドがタイムアウトした場合は，再度pdstopコマンドを実行してください。

               
               
                  (14)　KFPS01840-Iメッセージが出力されましたか？

                  KFPS01840-Iメッセージが出力されている場合，HiRDBの終了処理が開始されています。

               
            
            
               20.13.2　接続ユーザ情報ファイルと接続ユーザ詳細ファイル

               接続中のユーザが存在する状態でHiRDBを終了しようとした場合，KFPS05120-Wメッセージを出力して接続ユーザ情報ファイル（$PDDIR/spool/cnctusrinf），及び接続ユーザ詳細ファイル（$PDDIR/spool/cnctusrdtl）を出力します。HiRDB/パラレルサーバの場合，これらのファイルはシステムマネジャがあるサーバマシンに出力されます。HiRDB管理者はこれらのファイルの情報から接続中のユーザを特定してください。

               
                  (1)　接続ユーザ情報ファイルの出力情報

                  
                     	出力例

                     	
                         UNIT ID : M350(173420)
 UID    PID         GID    SVID      TIME    PROGRAM     C-GRP  C-PID       C-IP
   334       22118    300  fes1      173330  uap00        PC         22205  172.17.32.37
 
 UNIT ID : M35b(173427)
 UID    PID         GID    SVID      TIME    PROGRAM     C-GRP  C-PID       C-IP
   334       17524    300  fes2      173343  uap01        PC         17619  172.17.32.39
   334       17533    300  fes2      173333  uap02        PC         22200  172.17.32.37

                     

                  

                  〔説明〕

                  
                     	UNIT ID：

                     	
                        ユニット識別子（4バイト）と，接続ユーザ情報ファイルの作成時刻（6バイト，時分秒形式）に括弧を付けて表示します。

                     

                     	UID：

                     	
                        HiRDBに接続中のユーザのユーザIDを表示します（5バイト，右詰め表示）。

                     

                     	PID：

                     	
                        HiRDBのサーバプロセスのプロセスIDを表示します（10バイト，右詰め表示）。

                     

                     	GID：

                     	
                        HiRDBに接続中のユーザのグループIDを表示します（5バイト，右詰め表示）。

                     

                     	SVID：

                     	
                        ユーザが接続しているサーバのサーバ名を表示します（8バイト，左詰め表示）。

                        HiRDBのサーバプロセス起動直後には，空白が表示される場合があります。

                     

                     	TIME：

                     	
                        HiRDBがサービスの要求を受け付けた時刻（時分秒）を表示します（6バイト）。ユーザが接続していないサーバについては999999を表示します。

                     

                     	PROGRAM：

                     	
                        クライアント環境定義のPDCLTAPNAMEオペランドの指定値が表示されます（30バイト，左詰め）。PDCLTAPNAMEオペランドを省略した場合は，「Unknown」を表示します。PDCLTAPNAMEオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                           UAP開発ガイド」を参照してください。

                        
                           	
                              ユティリティの場合は「********」を表示します。

                           

                           	
                              HiRDBのサーバプロセス起動直後には，「********」が表示される場合があります。

                           

                        

                     

                     	C-GRP：

                     	
                        HiRDBに接続中のユーザの種別（クライアントグループの種別）を表示します（2バイト）。

                        なお，クライアントグループの接続枠保証機能を使用していて，ユーザ任意のクライアントグループを定義している場合は，ユーザが定義したクライアントグループ名称を表示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       表示される

                                       文字列

                                    
                                    	
                                       ユーザの種別

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       XA

                                    
                                    	
                                       X/Open XAインタフェースでHiRDBに接続したユーザです。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       PC

                                    
                                    	
                                       PCクライアントからHiRDBに接続したユーザです。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       WS

                                    
                                    	
                                       WSクライアントからHiRDBに接続したユーザです。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	C-PID：

                     	
                        HiRDBに接続中のクライアントのプロセスIDを表示します（10バイト，右詰め）。

                        次に示す場合は表示されません。

                        
                           	
                              UAPをリンケージしたクライアントのバージョンがHiRDB Version 4.0 04-00より前の場合

                           

                           	
                              Type4 JDBCドライバから接続している場合

                           

                        

                     

                     	C-IP：

                     	
                        HiRDBに接続中のクライアントのIPアドレスを表示します（15バイト，左詰め）。

                     

                  

               
               
                  (2)　接続ユーザ詳細ファイルの出力情報

                  接続ユーザ詳細ファイルには次に示すコマンドの実行結果が出力されます。

                  
                     	
                        pdls -d act

                     

                     	
                        pdls -d prc

                     

                     	
                        pdls -d trn

                     

                  

                  各コマンドの実行結果については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
         
         
            20.14　未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法

            ここでは，未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法について説明します。

            
               20.14.1　未決着状態のトランザクションを決着する方法

               HiRDBの再開始時又は正常終了時に未決着状態のトランザクション（決着できないトランザクションブランチ）がある場合，KFPS00992-Eメッセージが出力されます。このとき，HiRDB管理者は次に示す手順に従って未決着状態のトランザクションを決着してください。

               pd_trn_rerun_branch_auto_decide = Y（省略値）を指定すると，未決着状態のトランザクションを自動決着できます。この自動決着機能では決着できない場合や，自動決着機能を使用しない場合に，次の例題で説明する操作が必要になります。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                     [image: [図データ]]

                  

                  	注

                  	
                     
                        	
                           処理ボックスの左にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，5の操作は(5)で説明しています。

                        

                        	
                           以降で説明する手順の中で，メッセージを調べる操作があります。このとき，syslogfile中のメッセージを参照するようにしてください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　未決着状態のトランザクションがあるかを確認します

                  KFPS00992-Eメッセージを検索して，未決着状態のトランザクションがあるか確認してください。

                  KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b4d, TRNBID=HRD1unt100020034, server=bes1, service=p_f_sqa_call
 
KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b22, TRNBID=HRD1unt100020035, server=bes1, service=p_f_sqa_call
 
KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b5a, TRNBID=HRD1unt100020036, server=bes1, service=p_f_sqa_call

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        KFPS00992-Eメッセージには，コミット又はロールバックできなかったトランザクションブランチが表示されます。この場合，次に示すトランザクション識別子のトランザクションが未決着状態である可能性があります。

                        
                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b4d

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b22

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b5a

                           

                        

                     

                  

                  未決着状態のトランザクションがない場合はこれ以降の操作は必要ありません。

               
               
                  (2)　クライアント製品を開始します

                  HiRDBのクライアント製品（OLTPシステム，HiRDB Datareplicatorなど）が正常に稼働しているかを確認してください。稼働していない場合は各製品で決められた手順に従いクライアント製品を開始してください。

                  なお，停止中のクライアント製品がある状態で，強制的にトランザクションを決着する場合は次に示す点に注意してください。

                  
                     	
                        現在停止中のクライアント製品からの要求で発生した未決着状態のトランザクションは，以降の操作をすると強制的にロールバックされることがあります。ただし，この後にクライアント製品を開始した場合，HiRDBとクライアント製品との間で，このトランザクションの同期が取れないことがあります。

                     

                  

                  また，トランザクションの整合性を保つために，これ以降新たなトランザクションを実行しないようにしてください。

               
               
                  (3)　停止中のサーバを開始します

                  全サーバ（回復不要FESを除くすべてのサーバ）が稼働中であることをpdlsコマンドで確認してください。稼働していないサーバがある場合は，そのサーバを開始してください。

                  なお，停止中のサーバがある状態で，強制的にトランザクションを決着する場合は次に示す点に注意してください。

                  
                     	
                        停止中のサーバと関連があるトランザクションについては，以降の操作をすると強制的にロールバックされることがあります。ただし，この後に停止中のサーバを開始した場合，このトランザクションの同期が取れないことがあります。

                     

                     	
                        停止中の回復不要FESを開始する必要はありません。

                     

                  

               
               
                  (4)　未決着状態のトランザクションを手動で決着します

                  未決着状態のトランザクションを手動で決着してください。手動での決着方法については，「未決着状態のトランザクションを手動で決着する方法」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdtrndecコマンドの入力ファイルを作成します（システムマネジャがあるユニットが対象）

                  grepコマンドを使用してpdtrndecコマンドの入力ファイルを作成してください。システムマネジャがあるユニットだけが対象になります。grepコマンドでKFPS00990-Iメッセージのファイルを作成します。

                  grep "KFPS00990-I" /usr/adm/OLDsyslogfile >/tmp/unit1syslog.copy
grep "KFPS00990-I" /usr/adm/syslogfile >/tmp/unit1syslog2.copy
           1                 2                     3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              grepするときのパターン文字列にKFPS00990-Iを指定します。

                           

                           	
                              抽出対象のsyslogfile（システムマネジャがあるユニットのsyslogfile）の絶対パス名を指定します。

                           

                           	
                              pdtrndecコマンドの入力ファイル名を絶対パス名で指定します。

                              
                                 	ポイント

                                 	
                                    
                                       	
                                          syslogfileに直接アクセスしたときの影響を考慮して，syslogfileから文字列“KFPS00990-I”の行だけを抽出したファイルを作成して任意の場所に保存してください。なお，抽出した内容に加工を行った場合，(6)で実行するpdtrndecコマンドの結果が保証されません。grepコマンド以外の加工は絶対にしないでください。

                                       

                                       	
                                          syslogfileはスワップしていることがあるため，システムが正常開始した時刻（KFPS01803-I start mode=Sメッセージが出力されていて，かつKFPS05210-Iメッセージが出力された時刻）以降のすべてのsyslogfileを入力対象にしてください。システムが正常開始した時刻を含むsyslogfileがない場合は，今あるすべてのsyslogfileを入力対象にしてください。

                                       

                                       	
                                          入力するsyslogfileの絶対パス名はプラットフォームごとに異なります。/etc/syslog.confに指定されている絶対パス名を指定してください。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　(5)で作成した入力ファイルを使用してpdtrndecコマンドを実行します

                  pdtrndec -i /tmp/unit1syslog.copy,/tmp/unit1syslog2.copy

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -i：(5)で作成した入力ファイル

                     

                  

                  コマンドの実行結果のDECISION（トランザクションの決着種別）に表示されている内容を確認してください。確認後，〈手順〉のフローチャートに従い操作を続行してください。

                  pdtrndec result                     START TIME:2002/09/05 17:20:08
HOSTNAME    TRNGID           TRNBID           SVID      DECISION    TIME
host1       HRD1unt100020b4d HRD1unt100020034 bes1      COMMIT      17:20:08
host1       HRD1unt100020b22 HRD1unt100020035 bes1      ********    --:--:--
host1       HRD1unt100020b51 HRD1unt100020038 bes1      FORGET      17:20:09
pdtrndec result                     START TIME:2002/09/05 17:36:47
HOSTNAME    TRNGID           TRNBID           SVID      DECISION    TIME
host1       HRD1unt100020b22 HRD1unt100020035 bes1      ********    --:--:--

                  
                     	注意事項

                     	
                        pdtrndecコマンドを実行した後に未決着状態のトランザクションがある場合，pdtrnrbk.batファイルが作成されますが，この時点ではpdtrnrbk.batを実行しないでください。実行した場合，トランザクションの同期が取れなくなることがあります。また，KFPS00982-Eメッセージが出力されていて，かつpdtrnrbk.batファイルが作成されている場合は，そのpdtrnrbk.batファイルは使用しないで削除してください。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdtrndecコマンドの入力ファイルを作成します（システムマネジャがないユニットが対象）

                  grepコマンドを使用してpdtrndecコマンドの入力ファイルを作成してください。システムマネジャがないすべてのユニットが対象になります。grepコマンドでKFPS00990-Iメッセージのファイルを作成します。

                  grep "KFPS00990-I" /usr/adm/OLDsyslogfile >/tmp/unit2syslog.copy
grep "KFPS00990-I" /usr/adm/syslogfile >/tmp/unit2syslog2.copy
           1               2                     3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              grepコマンドを実行するときのパターン文字列にKFPS00990-Iを指定します。

                           

                           	
                              抽出対象のsyslogfile（システムマネジャがないユニットのsyslogfile）の絶対パス名を指定します。

                           

                           	
                              pdtrndecコマンドの入力ファイル名を絶対パス名で指定します。

                              
                                 	ポイント

                                 	
                                    
                                       	
                                          syslogfileに直接アクセスしたときの影響を考慮して，syslogfileから文字列“KFPS00990-I”の行だけを抽出したファイルを作成して任意の場所に保存してください。なお，抽出した内容に加工を行った場合，(8)で実行するpdtrndecコマンドの結果が保証されません。grepコマンド以外の加工は絶対にしないでください。

                                       

                                       	
                                          syslogfileはスワップしていることがあるため，システムが正常開始した時刻（KFPS01803-I start mode=Sメッセージが出力されていて，かつKFPS05210-Iメッセージが出力された時刻）以降のすべてのsyslogfileを入力対象にしてください。システムが正常開始した時刻を含むsyslogfileがない場合は，今あるすべてのsyslogfileを入力対象にしてください。

                                       

                                       	
                                          入力するsyslogfileの絶対パス名はプラットフォームごとに異なります。/etc/syslog.confに指定されている絶対パス名を指定してください。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　pdtrndecコマンドの入力ファイルを作成します（システムマネジャがあるユニットが対象）

                  (5)と同じ方法でpdtrndecコマンドの入力ファイルを作成してください。

               
               
                  (9)　(7)及び(8)で作成した入力ファイルを使用してpdtrndecコマンドを実行します

                  (7)及び(8)で作成した入力ファイルを使用してpdtrndecコマンドでトランザクションを決着させてください。1回目のpdtrndecコマンドの実行後，最終ステータスのリターンコードが4で，DECISIONの表示内容に”********”がある場合は，次に示すオプションを指定して再度pdtrndecコマンドを実行してください。

                  pdtrndec -i /tmp/unit1syslog.copy,/tmp/unit1syslog2.copy,/tmp/unit2syslog.copy,
/tmp/unit2syslog2.copy -r pdtrnrbk.bat

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -i：(7)及び(8)で作成した入力ファイルを指定します。

                        -r：(6)で生成されたシェルスクリプト（pdtrnrbk.bat）のファイルを指定します。

                     

                  

                  KFPS00982-Eメッセージが出力されていて，かつpdtrnrbk.batファイルが作成されている場合は，そのpdtrnrbk.batファイルは使用しないで削除してください。

               
               
                  (10)　トランザクションの状態を確認します

                  トランザクションが決着したかどうかをpdls -d trnコマンドで確認してください。未決着状態のトランザクションがまだある場合は，出力されたメッセージやコマンドの実行結果を参照してエラーの原因を対策し，手順(7)からの操作を繰り返してください。

                  pdls -d trn
 
HOSTNAME : host1(153415)
TRNGID           TRNBID           STATUS        PID   SVID   B-SVID

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        トランザクションの情報が表示されていないため，すべてのトランザクションが決着しています。

                     

                  

               
               
                  (11)　KFPS02183-Iメッセージを確認します

                  未決着状態のトランザクションがすべて決着すると，30秒以内にKFPS02183-Iメッセージが出力されます。30秒を経過してもKFPS02183-Iメッセージが出力されない場合は，まだ未決着状態のトランザクションがあります。この場合は最初から操作を繰り返してください。

               
               
                  (12)　不要ファイルを削除します

                  pdtrndecコマンドで指定した出力先ディレクトリ下のファイル（pdtrndecout，pdtrnrbk.batなど）を削除してください。

               
            
            
               20.14.2　未決着状態のトランザクションを手動で決着する方法

               未決着状態のトランザクションを手動で決着する手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

                  	注

                  	
                     
                        	
                           処理ボックスの左にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，5の操作は(5)で説明しています。

                        

                        	
                           以降で説明する手順の中で，メッセージを調べる操作があります。このとき，syslogfile中のメッセージを参照するようにしてください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　KFPS00992-Eメッセージを確認します

                  syslogfile中のKFPS00992-Eメッセージをサーチしてください。

                  KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b4d, TRNBID=HRD1unt100020034, server=bes1, service=p_f_sqa_call
 
KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b22, TRNBID=HRD1unt100020035, server=bes1, service=p_f_sqa_call
 
KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b5a, TRNBID=HRD1unt100020036, server=bes1, service=p_f_sqa_call
 
KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b5f, TRNBID=HRD1unt100020037, server=bes1, service=p_f_sqa_call
 
KFPS00992-E Unable to determine commit or rollback for transaction branch.
TRNGID=HRD1unt100020b64, TRNBID=HRD1unt100020038, server=bes1, service=p_f_sqa_call

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        KFPS00992-Eメッセージには，コミット又はロールバックできなかったトランザクションブランチが表示されます。この場合，次に示すトランザクション識別子のトランザクションが未決着状態である可能性があります。

                        
                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b4d

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b22

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b5a

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b5f

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b64

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　クライアントの製品は起動していますか？

                  HiRDBのクライアントとして使用している製品が，正常に稼働しているかどうかを確認してください。

               
               
                  (3)　クライアントの製品を起動します

                  HiRDBのクライアントとして使用している製品が，正常に稼働していない場合は，各製品で決められている手順で起動してください。

                  このとき，クライアントの製品の強制開始を行わないでください。

               
               
                  (4)　1分程度待ちます

                  トランザクションが自動的に決着する可能性があるため，1分程度待ちます。

               
               
                  (5)　KFPS00992-Eメッセージが出力されたのはHiRDBの終了処理時ですか？

                  KFPS00992-EメッセージがHiRDB終了処理時に出力された場合と，それ以外の場合では，以降の対策方法が異なります。

               
               
                  (6)　KFPS00992-Eメッセージに出力されたTRNGIDを調べます

                  HiRDBの終了処理時にKFPS00992-Eメッセージが出力された場合は，pdls -d trnコマンドが実行できないため，KFPS00992-Eメッセージに出力されたTRNGIDを調べます。

               
               
                  (7)　pdlsコマンドでトランザクションの状態を確認します

                  pdls -d trnコマンドで，トランザクションの状態を確認してください。

                  pdls -d trn
 
HOSTNAME : host1(153415)
TRNGID           TRNBID           STATUS            PID    SVID    B-SVID
HRD1unt100020b4d HRD1unt100020034  READY(p,n)       0      bes1    fes1
HRD1unt100020b22 HRD1unt100020035  READY(p,n)       0      bes1    fes1
HRD1unt100020b5a HRD1unt100020036  READY(p,n)       0      bes1    fes1
HRD1unt100020b5f HRD1unt100020037  ROLLBACK(u,n)    29799  bes1    fes1
HRD1unt100020b69 HRD1unt100020039  FORGETTING(r,w)  0      bes1    fes1

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        STATUS欄に表示される情報を見てください。

                        
                           	
                              次に示す三つのトランザクションがREADY(p,?)状態になっています。

                              TRNGID=HRD1unt100020b4d

                              TRNGID=HRD1unt100020b22

                              TRNGID=HRD1unt100020b5a

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b5fのトランザクションは，クライアントの製品を起動したため，決着処理が行われてROLLBACK状態になっています。このトランザクションは自動的に決着します。

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b64のトランザクションは，クライアントの製品を起動したため，決着処理が行われてトランザクションが決着しました。そのため，pdls
                                 -d trnコマンドの実行結果に表示されません。

                           

                           	
                              KFPS00992-Eメッセージには出力されなかったTRNGID=HRD1unt100020b69のトランザクションが，FORGETTING(?，w)状態になっています。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　READY(p，?)又はFORGETTING(?，w)状態のトランザクションが存在しますか？

                  pdls -d trnコマンドの実行結果（STATUSの欄）に，READY(p，?)状態又はFORGETTING(?，w)状態のトランザクションがある場合，未決着トランザクションの決着を行います。

                  READY(p，?)状態又はFORGETTING(?，w)状態以外のトランザクションだけがある場合は，トランザクションが自動的に決着するのを待ちます。

               
               
                  (9)　未決着状態のトランザクションの完了種別を調べます

                  READY(p，?)状態又はFORGETTING(?，w)状態のトランザクションがある場合は，syslogfile中のKFPS00990-Iメッセージをサーチしてください。このとき，決着させる必要があるトランザクションのTRNGIDをキーにしてサーチします。KFPS00990-Iメッセージにはトランザクションの完了種別が表示されます。なお，サーチするKFPS00990-Iメッセージは，前回正常開始時点以降に出力されたメッセージだけを対象にしてください。

                  KFPS00990-I Transaction branch recovery complete. TRNGID=HRD1unt100020b5a,
TRNBID=HRD1unt200020015, server=fes1, service=p_f_sqa_cauxi, completion type=c, c
 
KFPS00990-I Transaction branch recovery complete. TRNGID=HRD1unt100020b4d,
TRNBID=HRD1unt200020014, server=fes1, service=p_f_sqa_cauxi, completion type=r, r

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        サーチした結果，ヒットしたトランザクションの処置を次に示します。

                        
                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b5aのトランザクション完了種別

                              completion type=cとなっているため，コミットでトランザクションを決着させます。

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b4dのトランザクション完了種別

                              completion type=rとなっているため，ロールバックでトランザクションを決着させます。

                           

                        

                        サーチした結果，ヒットしなかったトランザクションの処置を次に示します。

                        
                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b22のトランザクション完了種別

                              同じTRNGIDを持つKFPS00990-Iメッセージがなかったため，ロールバックでトランザクションを決着させます。

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b69のトランザクション完了種別

                              STATUSがFORGETTING(?，w)のため，トランザクションを強制終了します。

                           

                        

                        次に示すTRNGIDのトランザクションについては完了種別を調べる必要がありません。

                        
                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b5f

                           

                           	
                              TRNGID=HRD1unt100020b64

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　未決着状態のトランザクションを決着させます

                  次に示すコマンドでトランザクションを決着してください。

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 コマンド名

                              
                              	
                                 機能及び適用基準

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pdcmt

                              
                              	
                                 トランザクションをコミットします。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrbk

                              
                              	
                                 トランザクションをロールバックします。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdfgt

                              
                              	
                                 トランザクションを強制終了します。FORGETTING(？,w)状態のトランザクションに実行します。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (11)　トランザクションの決着を待ちます

                  READY(p，?)又はFORGETTING(?，w)状態以外のトランザクションだけがある場合，トランザクションは決着中のため，決着処理が完了するのを待ってください。

               
               
                  (12)　トランザクションが決着したか確認します

                  KFPS00992-EメッセージがHiRDBの終了処理中に出力された場合は，KFPS02183-Iメッセージが出力されたかどうかを確認してください。未決着状態のトランザクションが決着すると，30秒以内にKFPS02183-Eメッセージが出力されます。30秒以上経過してもKFPS02183-Iメッセージが表示されない場合は，未決着状態のトランザクションが存在します。

                  HiRDBの再開始時にKFPS00992-Eメッセージが出力された場合，又はHiRDBの稼働中にpdls -d trnコマンドで未決着状態のトランザクションを発見した場合は，トランザクションが決着しているかどうかをpdls
                     -d trnコマンドで確認してください。

               
               
                  (13)　すべてのトランザクションが終了しましたか？

                  すべてのトランザクションが終了していない場合は，(5)に戻って操作してください。

               
            
         
         
            20.15　縮退起動をするときの運用方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）

            実行者　HiRDB管理者

            障害などで起動できないユニットがある場合，縮退起動機能を使用すると，残りの正常なユニットだけでHiRDBを開始できます。

            
               20.15.1　縮退起動をするには

               縮退起動をするにはpd_start_levelオペランドに１を指定します。この場合，HiRDB開始時に起動できないユニットがあれば，起動できないユニットを除いてHiRDBを開始します。縮退起動となった場合は，メッセージKFPS05217-Iが出力されます。起動できなかったユニットはpdlsコマンドで調べてください。

               
                  	備考

                  	
                     HiRDBを開始するとき，HiRDBは各ユニットからの開始処理完了の連絡を最大20分待ちます。したがって，縮退起動をするときは最大20分間の開始処理完了の連絡待ち時間が発生します。なお，最大20分間の開始処理完了の連絡待ち時間をpd_reduced_check_timeオペランドで変更できます。

                  

               

            
            
               20.15.2　正常運転に戻す方法

               縮退起動をした後に正常運転に戻す手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           pdlsコマンドで起動できないユニットを調べて，起動できないユニットの障害を対策してください。

                           pdls -d svr

                        

                        	
                           pdstart -uコマンドで起動していないユニットを開始します。

                           pdstart -u unt1

                           正常運転になると，KFPS05218-Iメッセージが出力されます。

                        

                     

                  

               

            
            
               20.15.3　縮退起動ができない場合があります

               次に示す場合は縮退起動ができません。障害を取り除いてからHiRDBを開始してください。

               
                  	
                     起動するユニットに，次に示すサーバがない場合

                     
                        	
                           システムマネジャ

                        

                        	
                           ディクショナリサーバ

                        

                     

                  

                  	
                     起動するユニットに，次に示すサーバが一つもない場合

                     
                        	
                           フロントエンドサーバ

                        

                        	
                           バックエンドサーバ

                        

                     

                  

                  	
                     pdstart -iコマンドでHiRDBを開始する場合

                  

                  	
                     バージョンアップ後の最初のHiRDB開始時

                  

               

            
            
               20.15.4　縮退起動中は表にアクセスできないことがあります

               起動していないユニットにある表をアクセスするとSQLエラーになります。表を横分割している場合は，起動していないユニットにあるデータをアクセスするとSQLエラーになります。

            
            
               20.15.5　再開始時に縮退起動をした場合の注意事項

               再開始時に縮退起動をした場合，障害が発生したユニットに関連したトランザクションが未決着状態になることがあります。このトランザクションは縮退起動が解除されて正常運転になると自動的に決着します。また，未決着状態のトランザクションがあると，HiRDBを正常終了又は計画停止できません。HiRDBを終了させるには，pdstop -fコマンドで強制終了させてください。

            
            
               20.15.6　マルチフロントエンドサーバの場合の注意事項

               クライアントユーザが接続するフロントエンドサーバを決めている場合は注意が必要です。具体的には，クライアント環境定義で次に示すオペランドを指定していると注意が必要です。

               
                  	
                     PDFESHOST

                  

                  	
                     PDSERVICEGRP

                  

               

               これらのオペランドに指定しているフロントエンドサーバが起動していない場合，UAPが実行できません。UAPを実行するにはこれらのオペランドを削除するか，又は起動しているフロントエンドサーバをこれらのオペランドに指定してください。

            
            
               20.15.7　HiRDB Datareplicatorと連携している場合の注意事項

               
                  (1)　HiRDBが抽出側の場合

                  
                     	
                        起動していないユニットのバックエンドサーバのデータ抽出処理は実施されません。この場合，正常運転後にHiRDB Datareplicatorのhdestartコマンドでデータ抽出処理を再開してください。なお，縮退起動の状態でHiRDBを終了し，次回開始時には正常運転になる場合は，hdestartコマンドを入力する必要はありません。自動的にデータ抽出処理が再開されます。

                     

                     	
                        縮退起動中にデータ抽出処理を停止する場合はpdrplstopコマンドを実行してください。pdrplstop -fコマンドはなるべく実行しないでください。pdrplstopコマンドを実行すると，正常運転に戻ったユニットに抽出未完了状態のシステムログファイルがある場合，データ抽出処理を完了した後にデータ抽出処理を停止します。pdrplstop
                           -fコマンドを実行すると，正常運転に戻ったユニットに抽出未完了状態のシステムログファイルがある場合でも，システム全体の連動状態に合わせてデータ抽出処理を停止します。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBが反映側の場合

                  
                     	
                        起動していないユニットにデータを反映しようとするとエラーとなり，反映処理を中止します。この場合，縮退起動が解除されて正常運転になった後に，HiRDB Datareplicatorのhdsstartコマンドでデータ反映処理を再開してください。

                     

                     	
                        縮退起動によって起動していないユニットのデータベースを基にして反映側データベースを再作成しないでください。この場合，抽出側データベースと反映側データベースとの間で不整合が発生することがあります。

                     

                  

               
            
            
               20.15.8　次回以降のHiRDB開始時も縮退起動になる場合の運用

               ユニットの障害が早期に解決できないため，次回以降のHiRDB開始時も縮退起動になる場合は，pd_start_skip_unitオペランドに起動できないユニット名を指定してください。HiRDBを開始するとき，HiRDBは各ユニットからの起動開始の連絡を最大20分待ちます。したがって，縮退起動をするときは最大20分間の起動開始の連絡待ち時間が発生します。pd_start_skip_unitオペランドに起動できないユニット名を指定すると，このユニットの起動開始の連絡待ちをしません。最大20分間の起動開始の連絡待ち時間が解消されるため，縮退起動の時間を短縮できます。

               
                  	〈運用例〉

                  	
                     
                        	
                           pd_start_levelオペランドには1を指定しています。

                        

                        	
                           あるユニットに障害が発生して起動できないため，HiRDBが縮退起動しました。

                        

                        	
                           業務が終了したため，pdstopコマンドでHiRDBを終了します。このとき，まだ障害が解決されていません。

                        

                        	
                           次に示すオペランドを指定します。

                           pd_start_skip_unit=起動できないユニットの名称

                        

                        	
                           業務を開始するため，pdstartコマンドでHiRDBを開始します。HiRDBの起動時間が，pd_start_skip_unitオペランドを指定しないときに比べて短縮されます。

                           
                              	注意事項

                              	
                                 正常運転に戻った場合はpd_start_skip_unitオペランドを削除してください。削除しないと次回のHiRDB開始時も縮退起動となってしまいます。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               20.15.9　回復不要FES使用時の注意事項

               回復不要FESユニットは，pd_start_levelオペランドの指定値に関係なく独自に縮退起動をします。このため，pd_start_skip_unitオペランドに該当ユニットの名称を指定しても，指定を無視して回復不要FESユニットを開始します。また，一部の回復不要FESユニットがHiRDB開始時に起動できなくても，起動できないユニットを除いてHiRDBを開始します。

            
         
         
            20.16　ディスク障害が発生したときの対処方法

            
               20.16.1　対処手順

               実行者　HiRDB管理者及びスーパユーザ

               ディスク障害が発生したときの対処手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           ハードディスクを初期化します。

                        

                        	
                           パーティションを設定します。

                        

                        	
                           UNIXファイルシステムを初期化します（通常ファイルの場合）。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域の所有者及びアクセス権を変更します（キャラクタ型スペシャルファイルの場合）。

                        

                        	
                           ファイル名をシンボリックリンクします。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を初期設定します。

                        

                        	
                           システムファイルを作成します。

                        

                        	
                           RDエリアを回復します。

                        

                     

                     手順の数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，3の操作は(3)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　ハードディスクを初期化します

                  実行者　スーパユーザ

                  ハードディスクを交換して初期化してください。

                  ハードディスクの初期化方法については，OSのマニュアルを参照してください。 

               
               
                  (2)　パーティションを設定します

                  実行者　スーパユーザ

                  初期化したハードディスクに，前と同じようにパーティションを設定してください。

                  パーティションの設定方法については，OSのマニュアルを参照してください。 

               
               
                  (3)　UNIXファイルシステムを初期化します（通常ファイルの場合）

                  実行者　スーパユーザ

                  HiRDBファイルシステム領域に通常ファイルを使用していた場合は，設定したパーティションをUNIXのファイルシステムとして初期化してください。

                  ただし，既に初期化している場合，この操作は不要です。UNIXファイルシステムの初期化方法については，OSのマニュアルを参照してください。

               
               
                  (4)　HiRDBファイルシステム領域の所有者及びアクセス権を変更します（キャラクタ型スペシャルファイルの場合）

                  実行者　スーパユーザ

                  HiRDBファイルシステム領域の所有者及びアクセス権を，前と同じように変更してください。HiRDBファイルシステム領域に設定する所有者及びアクセス権を次の表に示します。

                  
                     表20‒19　HiRDBファイルシステム領域に設定する所有者及びアクセス権（ディスク障害発生時の対処）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 所有者，アクセス権

                              
                              	
                                 設定する情報

                              
                              	
                                 実行するコマンド※

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 所有者

                              
                              	
                                 ユーザID

                              
                              	
                                 HiRDB管理者

                              
                              	
                                 chownコマンド

                              
                           

                           
                              	
                                 グループID

                              
                              	
                                 HiRDBグループ

                              
                              	
                                 chgrpコマンド

                              
                           

                           
                              	
                                 アクセス権

                              
                              	
                                 所有者

                              
                              	
                                 ｒｗ−（読み書きができます）

                              
                              	
                                 chmodコマンド

                              
                           

                           
                              	
                                 グループ

                              
                              	
                                 ｒｗ−（読み書きができます）

                              
                           

                           
                              	
                                 その他

                              
                              	
                                 −−−（アクセスできません）

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　OSのコマンドです。OSのマニュアルを参照してください。

               
               
                  (5)　ファイル名をシンボリックリンクします

                  実行者　スーパユーザ

                  HiRDBファイルシステム領域の名称をシンボリックリンクしていた場合は，前と同じ名称でシンボリックリンクしてください。OSのlnコマンドでシンボリックリンクします。lnコマンドについては，OSのマニュアルを参照してください。

               
               
                  (6)　HiRDBファイルシステム領域を初期設定します

                  実行者　HiRDB管理者

                  障害が発生したディスク内に作成していたHiRDBファイルシステム領域をpdfmkfsコマンドで初期設定します。

                  
                     (a)　障害が発生したディスク内にシステムファイルを作成していた場合

                     pdfmkfsコマンドで，システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域を初期設定します。

                     pdfmkfs -n 40 -l 5 -k SYS -i /sysfile_a

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -n：HiRDBファイルシステム領域サイズを指定します。初期設定するHiRDBファイルシステムの領域サイズは，パーティションの領域長と等しいか，又は小さくしてください。パーティションの領域長より大きくすると，そのパーティションに物理的に続くパーティションを破壊する場合があります。

                           -l：HiRDBファイルシステム領域内に作成するファイル数の上限を指定します。

                           -k　SYS：システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域を指定します。

                           -i：HiRDBファイルシステム領域の全エリアを初期設定する指定です。

                           /sysfile_a：HiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                           コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　障害が発生したディスク内にRDエリアを作成していた場合

                     pdfmkfsコマンドで，RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を初期設定します。

                     pdfmkfs -n 40 -l 5 -k DB -i /dbarea1

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -n：HiRDBファイルシステム領域サイズを指定します。初期設定するHiRDBファイルシステムの領域サイズは，パーティションの領域長と等しいか，又は小さくしてください。パーティションの領域長より大きくすると，そのパーティションに物理的に続くパーティションを破壊する場合があります。

                           -l：HiRDBファイルシステム領域内に作成するファイル数の上限を指定します。

                           -k　DB：RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域を指定します。

                           -i：HiRDBファイルシステム領域の全エリアを初期設定する指定です。

                           /dbarea1：HiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                           コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (7)　システムファイルを作成します

                  (6)の(a)で初期設定したHiRDBファイルシステム領域内に，システムファイルを作成します。

                  pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log1a -n 2000          1
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log2a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log3a -n 2000
pdloginit -d sys -f /sysfile_a/log4a -n 2000
pdloginit -d spd -f /sysfile_a/sync1 -n 1000          2
pdloginit -d spd -f /sysfile_a/sync3 -n 1000
pdstsinit -u UNT1 -f /sysfile_a/ssts1a -c 500         3
pdstsinit -u UNT1 -f /sysfile_a/ssts2a -c 500
pdstsinit -s bes1 -f /sysfile_a/b1sts1a -c 500        4
pdstsinit -s bes1 -f /sysfile_a/b1sts2a -c 500

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              システムログファイルを作成します。

                           

                           	
                              シンクポイントダンプファイルを作成します。

                           

                           	
                              ユニット用ステータスファイルを作成します。

                           

                           	
                              サーバ用ステータスファイルを作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　RDエリアを回復します

                  障害が発生したディスク内にあったRDエリアをpdrstrコマンドで回復します。RDエリアの回復例については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        障害が発生したディスク内にマスタディレクトリ用RDエリアがある場合は，pdstart -r コマンドでHiRDBを開始して，pdrstrコマンドでマスタディレクトリ用RDエリアを回復してください。マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの対処方法については，「マスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生したときの対処方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
         
         
            20.17　システムログファイルの不足によってHiRDB（ユニット）が異常終了したときの対処方法

            スワップ先にできる状態のシステムログファイルがないときにシステムログファイルのスワップが発生すると，システムログファイルの不足によってHiRDB（ユニット）が異常終了します。このときの対処方法には，大きく分けて次の表に示す三つの方法があります。

            
               表20‒20　システムログファイルの不足によってHiRDB（ユニット）が異常終了したときの対処方法
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           対処の際の方針又は状況

                        
                        	
                           手順の参照先

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           ユニットの再開始を最優先する場合

                        
                        	
                           「ユニットの再開始手順（ユニットの再開始を最優先する場合）」を参照して対処してください。

                        
                     

                     
                        	
                           原因を特定してからユニットを再開始する場合

                        
                        	
                           「ユニットの再開始手順（原因を特定してからユニットを再開始する場合）」を参照して対処してください。

                        
                     

                     
                        	
                           システムログファイルの不足の原因が特定されている場合

                        
                        	
                           「ユニットの再開始手順（システムログファイルの不足原因が特定されている場合）」を参照して対処してください。

                        
                     

                  
               

            
            
               	注意事項

               	
                  HiRDB/シングルサーバを使用している場合は，以降の説明でバックエンドサーバ（BES）をシングルサーバ（SDS）に読み替えてください。また，コマンドを実行する際には，-sオプションを指定しないでください。

               

            

            
               20.17.1　ユニットの再開始手順（ユニットの再開始を最優先する場合）

               対処手順の大きな流れは，アンロード待ち状態のシステムログファイルがあるかどうかを確認し，ある場合はアンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロード済み状態にします。ない場合はシステムログファイルを追加します。対処手順のフローを次の図に示します。

               
                  図20‒4　ユニットの再開始を最優先する場合の対処手順（フロー）
                  [image: [図データ]]

               
               注　図中の項番は，以降の説明の（　）の番号と対応しています。

               
                  (1)　システムログファイルの不足が発生したバックエンドサーバを確認する

                  syslogfile又はメッセージログファイルに出力されているKFPS01220-Eメッセージを参照して，システムログファイルの不足が発生したバックエンドサーバを確認してください。

                  （例）

                  KFPS01220-E Request to swap sys(bes1) log file unable to be executed
            because there is no standby log file group available.

                  下線部分にシステムログファイルの不足が発生したバックエンドサーバが表示されます。この例の場合，バックエンドサーバbes1でシステムログファイルの不足が発生しています。

               
               
                  (2)　アンロード状態のチェックを解除する運用をしているか確認する

                  バックエンドサーバ（bes1）で，アンロード状態のチェックを解除する運用をしているか確認してください。pd_log_unload_checkオペランドにNを指定している場合は，アンロード状態のチェックを解除する運用をしています。

                  アンロード状態のチェックを解除する運用をしている場合は，システムログファイルを追加してからユニットを再開始する必要があります。次の手順には進まないで，「ユニットの再開始手順（システムログファイルを追加してからユニットを再開始する場合）」で説明している手順を実施してください。

                  アンロード状態のチェックを解除する運用をしていない場合は次の手順に進んでください。

               
               
                  (3)　アンロード待ち状態のシステムログファイルがあるか確認する

                  pdloglsコマンドを実行して，アンロード待ち状態のシステムログファイルがあるかどうかを確認してください。pdloglsコマンドの-sオプションに(1)で確認したバックエンドサーバ名を指定します。

                  （例）

                  [image: [図データ]]

                  Status欄にアンロード待ち状態かどうかが表示されます。u又はaが表示されているシステムログファイルが，アンロード待ち状態のシステムログファイルです。この例の場合，log002〜log005がアンロード待ち状態です。

                  アンロード待ち状態のシステムログファイルがある場合は，次の手順に進んでください。

                  アンロード待ち状態のシステムログファイルがない場合は，システムログファイルを追加してからユニットを再開始する必要があります。次の手順には進まないで，「ユニットの再開始手順（システムログファイルを追加してからユニットを再開始する場合）」で説明している手順を実施してください。

               
               
                  (4)　アンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロード済み状態にする

                  自動ログアンロード機能を使用しているかどうかによって対処方法が異なります。pd_log_auto_unload_pathオペランドを指定している場合は，自動ログアンロード機能を使用しています。

                  
                     	
                        自動ログアンロード機能を使用している場合

                        自動ログアンロード機能が停止したため，システムログファイルがアンロードされていない可能性があります。自動ログアンロード機能が停止した場合，KFPS01150-Eメッセージが出力されます。syslogfile又はメッセージログファイル中にKFPS01150-Eメッセージが出力されているかを確認してください。

                        KFPS01150-Eメッセージが出力されている場合は，KFPS01150-Eメッセージの対処方法に従ってください。また，「障害発生時の対策方法」も参照して対処してください。

                        
                           	参考

                           	
                              自動ログアンロード機能が異常終了した原因を対策し，ユニットを再開始すると，ユニットの再開始処理中に自動ログアンロード機能が動作し，アンロード待ち状態のシステムログファイルはすべてアンロードされます。

                           

                        

                        KFPS01150-Eメッセージが出力されていない場合（自動ログアンロード機能が停止していない場合）は，システムログファイルを追加してからユニットを再開始する必要があります。次の手順には進まないで，「ユニットの再開始手順（システムログファイルを追加してからユニットを再開始する場合）」で説明している手順を実施してください。

                     

                     	
                        自動ログアンロード機能を使用していない場合

                        アンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロード済み状態にしてください。手順については，「システムログファイルをアンロード済み状態に変更する方法」を参照してください。

                        アンロード待ち状態のシステムログファイルを一つもアンロード済み状態にできない場合は，システムログファイルを追加してからユニットを再開始する必要があります。次の手順には進まないで，「ユニットの再開始手順（システムログファイルを追加してからユニットを再開始する場合）」で説明している手順を実施してください。

                     

                  

               
               
                  (5)　ユニットを再開始する

                  pdstartコマンドを実行してユニットを再開始します。

                  ユニットが再開始されると，トランザクションの受け付け可能状態になりますが，新規トランザクションの処理によって出力されるシステムログが原因で，システムログファイルの不足が再度発生するおそれがあります。そのため，(7)の作業が完了した後に業務を再開するようにしてください。

               
               
                  (6)　シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認する

                  シンクポイントダンプの有効化処理が完了すると，KFPS02183-Iメッセージがsyslogfile又はメッセージログファイルに出力されます。

                  （例）

                  KFPS02183-I HRDB unt1 Syncpoint dump for bes1 has been acquired to file group
            spd001. log file information:log001, 7, 287. start time=12:45:00,
            end time=12:45:12

                  下線部分に表示されているサーバ名が，(1)で確認したサーバ名であることを確認してください。この例の場合，バックエンドサーバbes1でシンクポイントダンプの有効化処理が完了しています。

                  なお，システムログファイルの不足が発生したサーバのサーバ定義又はサーバ共通定義のpd_spd_assurance_msgオペランド（この例の場合，bes1のバックエンドサーバ定義が該当）にNを指定している場合，KFPS02183-Iメッセージが出力されません。この場合，pdloglsコマンドの実行結果を参照して，シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認してください。

                  （例）

                  
                     	
                        ユニットの再開始直後に実行したpdloglsコマンドの実行結果

                        [image: [図データ]]

                        Status欄にdが表示されているシステムログファイルが，上書きできない状態のシステムログファイルです。この例の場合，log001，及びlog006が上書きできない状態です。

                     

                     	
                        シンクポイントダンプの有効化処理の完了後に実行したpdloglsコマンドの実行結果

                        [image: [図データ]]

                        シンクポイントダンプの有効化処理が完了すると，システムログファイルの上書きできない状態が解除されます。Status欄の表示がdから−になります。この例の場合，log001，及びlog006のシステムログファイルの上書きできない状態が解除されています。

                     

                  

                  ユニットの再開始時に実行されるデータベースの回復処理でもシステムログが出力されます。システムログファイルをアンロード済み状態にするだけでは再開始に必要なシステムログファイル容量を用意できなかった場合は，シンクポイントダンプの有効化処理が完了する前に，ユニットが再度異常終了します。この場合，次の手順には進まないで，「ユニットの再開始手順（システムログファイルを追加してからユニットを再開始する場合）」で説明している手順を実施してください。

               
               
                  (7)　業務再開のための準備をする

                  業務を再開する前に次に示すことを実施してください。

                  
                     	
                        スワップ先にできる状態のシステムログファイルが十分にあるか確認する

                        pdloglsコマンドを実行して，スワップ先にできる状態のシステムログファイルの数を確認してください。全体の3分の2以上の数があるか確認してください。数が不足している場合は，システムログファイルをアンロードするなどして，スワップ先にできる状態のシステムログファイルの数を増やしてください。

                     

                     	
                        自動ログアンロード機能が動作しているか確認する

                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatul -d sys -iコマンドコマンドを実行して，自動ログアンロード機能が動作しているか確認してください。

                        自動ログアンロード機能が停止している場合は，ユニットの再開始後に出力されたKFPS01150-Eメッセージを確認し，メッセージの対処に従ってください。その後，pdlogatul
                           -d sys -bコマンドを実行して，自動ログアンロード機能を再開してください。

                     

                     	
                        バックアップ情報及びログポイント情報を取得する

                        アンロードレスシステムログ運用をしている場合は，pdcopyコマンドでサーバ内の全RDエリアのバックアップを取得してください。このとき，-zオプションを指定してログポイント情報ファイルを取得してください。

                        バックアップを取得した後，pdlogchg -zコマンドを実行して，システムログファイルの状態をアンロード済み状態にしてください。

                     

                  

                  システムログファイルの不足を解消した後は，「システムログファイルの不足を解消した後に実施すること」の対処を行ってください。

               
            
            
               20.17.2　ユニットの再開始手順（システムログファイルを追加してからユニットを再開始する場合）

               対処手順の大きな流れは，ユニットの再開始に必要な数のシステムログファイルを追加した後に，ユニットを再開始します。対処手順のフローを次の図に示します。

               
                  図20‒5　システムログファイルを追加してからユニットを再開始する手順（フロー）
                  [image: [図データ]]

               
               注　図中の項番は，以降の説明の（　）の番号と対応しています。

               
                  (1)　ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数を求める

                  ユニットの再開始時，前回の稼働時に使用されていたシステムログファイルを入力情報にして，データベースが回復されます。このデータベースの回復処理でもシステムログが出力されるため，その分のシステムログファイルをユニットの再開始前に追加しておく必要があります。

                  ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数は，次に示す計算式から求められます。

                  
                     	必要なレコード数＝A×3※

                     	
                        A：前回の稼働時にサーバが使用していたシステムログファイルのレコード数

                        注※　ユニットの再開始時に実行するデータベースの回復処理でもシステムログが出力されます。この量はデータベースを更新したSQLやHIRDBの運用によって増減します。出力されるシステムログ量が増加してもシステムログファイル不足を解消できるように，係数をかけて必要となるレコード数を求めています。

                     

                  

                  必要なレコード数の求め方を例題形式で説明します。

                  
                     	例題

                     	
                        バックエンドサーバ（bes1）のシステムログファイルが不足してユニットが異常終了しました。ユニットの再開始時に，バックエンドサーバ（bes1）が必要とするシステムログファイルのレコード数を求めます。

                     

                     	手順

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，前回の稼働時にbes1が使用していたシステムログファイルを確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Status欄を参照して現用ファイルを確認してください。この例の場合，log006が現用ファイルになります。

                              次に，現用ファイル（log006）のRun IDを確認してください。現用ファイルとRun IDが同じファイルが，前回の稼働時にバックエンドサーバ（bes1）が使用していたシステムログファイルになります。この例の場合，log001〜log006が該当します。

                           

                           	
                              前回の稼働時にbes1が使用していたシステムログファイルのレコード数を計算してください。

                              [image: [図データ]]

                              log001〜log006のRecord-count欄を参照します。Record-count欄の右側に，各システムログファイルのレコード数が16進数で表示されます。

                              16進数のレコード数を10進数に変換して，log001〜log006の合計を求めてください。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             システムログファイル名

                                          
                                          	
                                             レコード数

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             16進数

                                          
                                          	
                                             10進数

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             log001

                                          
                                          	
                                             4e1c

                                          
                                          	
                                             19996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log002

                                          
                                          	
                                             4e1c

                                          
                                          	
                                             19996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log003

                                          
                                          	
                                             4e1c

                                          
                                          	
                                             19996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log004

                                          
                                          	
                                             4e1c

                                          
                                          	
                                             19996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log005

                                          
                                          	
                                             61a4

                                          
                                          	
                                             24996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log006

                                          
                                          	
                                             61a4

                                          
                                          	
                                             24996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             合計

                                          
                                          	
                                             −

                                          
                                          	
                                             129976

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                              前回の稼働時にbes1が使用していたシステムログファイルのレコード数は，129976レコードになります。

                           

                           	
                              ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数を計算してください。

                              2で求めたレコード数を3倍します。

                              129976×3＝389928

                              ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数は，389928レコードになります。

                              この値は，システムログファイルの各系で必要なレコード数になります。システムログファイルを二重化している場合は，A系，B系の両方で必要になります。

                              
                                 	参考

                                 	
                                    求めたレコード数分のシステムログファイルの容量を知りたい場合は，次に示す計算式で求めてください。

                                    システムログファイルの容量＝レコード数×レコード長（単位：バイト）

                                    この例の場合，389928×4096＝1597145088バイトになります。

                                    なお，レコード長は，pdloglsコマンドの実行結果のRecord-sizeで確認できます。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログファイルを追加する

                  システムログファイル不足が発生したサーバに，システムログファイルを追加してください。追加するシステムログファイルの容量（レコード数）は，(1)で求めたレコード数になります。

                  システムログファイルの追加方法については，「システムログファイルの追加方法」を参照してください。

               
               
                  (3)　ユニットを再開始する

                  pdstartコマンドを実行してユニットを再開始します。

                  ユニットが再開始されると，トランザクションの受け付け可能状態になりますが，新規トランザクションの処理によって出力されるシステムログが原因で，システムログファイルの不足が再度発生するおそれがあります。そのため，(5)の作業が完了した後に業務を再開するようにしてください。

               
               
                  (4)　シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認する

                  シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認してください。確認手順については，「シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認する」を参照してください。

                  再開始時に必要なシステムログファイルが不足している場合，シンクポイントダンプの有効化処理が完了する前に，ユニットが再度異常終了します。この場合，syslogfile又はメッセージログファイルに出力されているエラーメッセージの対処に従ってください。システムログファイルの不足が解消していない場合は，トラブルシュート情報を取得して保守員に連絡してください。トラブルシュート情報の取得方法については，「障害が発生したときにHiRDB管理者がすること」を参照してください。

               
               
                  (5)　業務再開のための準備をする

                  業務再開のための準備を行ってください。詳細については，「業務再開のための準備をする」を参照してください。

                  システムログファイルの不足を解消した後は，「システムログファイルの不足を解消した後に実施すること」の対処を行ってください。

               
            
            
               20.17.3　ユニットの再開始手順（原因を特定してからユニットを再開始する場合）

               システムログファイルの不足原因の一覧を次の表に示します。この表に記載されている原因が該当するかどうかを一つずつ確認していきます。

               なお，不足原因は一つとはかぎりません。条件を満たすすべての原因調査をしてください。

               
                  表20‒21　システムログファイルの不足原因の一覧
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              システムログファイルの不足原因

                           
                           	
                              調査方法を説明している箇所

                           
                           	
                              備考

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              システムログファイルをアンロード又は状態変更しなかったため，アンロード待ち状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                           
                           	
                              「アンロード待ち状態のファイル数を確認する」

                           
                           	
                              アンロード状態のチェックを解除する運用をしている場合は，調査の必要はありません。

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              自動ログアンロード機能が停止したため，アンロード待ち状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                           
                           	
                              自動ログアンロード機能を使用していない場合は，調査の必要はありません。

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              長時間にわたりトランザクションが決着しなかったため，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                           
                           	
                              「上書きできない状態のファイル数を確認する」

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              シンクポイントダンプの有効化処理がスキップされたため，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              5

                           
                           	
                              更新可能なオンライン再編成時，オンライン再編成上書き禁止状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                           
                           	
                              「オンライン再編成上書き禁止状態のファイル数を確認する」

                           
                           	
                              更新可能なオンライン再編成を実行していない場合は，調査の必要はありません。

                           
                        

                        
                           	
                              6

                           
                           	
                              システムログファイルに障害が発生したため，スワップ先にできる状態のファイルがなくなり，システムログファイル不足が発生した。

                           
                           	
                              「KFPS01202-Eメッセージが出力されていたか確認する」

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              7

                           
                           	
                              HiRDB Datareplicatorとの連動中に，システムログの抽出処理が追い付かなくなり，抽出未完了状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                           
                           	
                              「抽出未完了状態のファイル数を確認する」

                           
                           	
                              HiRDB Datareplicatorを使用していない場合は，調査の必要はありません。

                           
                        

                     
                  

               
               システムログファイルの不足原因を特定してからユニットを再開始する手順を以降で説明します。

               
                  (1)　システムログファイルの不足が発生したバックエンドサーバを確認する

                  syslogfile又はメッセージログファイルに出力されているKFPS01220-Eメッセージを参照して，システムログファイルの不足が発生したバックエンドサーバを確認してください。

                  （例）

                  KFPS01220-E Request to swap sys(bes1) log file unable to be executed 
　　　　　　because there is no standby log file group available.

                  下線部分にシステムログファイルの不足が発生したバックエンドサーバが表示されます。この例の場合，バックエンドサーバbes1でシステムログファイルの不足が発生しています。

               
               
                  (2)　アンロード待ち状態のファイル数を確認する

                  pdloglsコマンドを実行して，(1)で確認したバックエンドサーバのシステムログファイルの状態を確認してください。

                  （例）

                  [image: [図データ]]

                  アンロード待ち状態のファイル数から原因を判断します。次に示す条件式を満たす場合は，アンロード待ち状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

                  　(A＋1)≧↑B÷3↑

                  A：アンロード待ち状態で，現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                  B：現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                  上記の例の場合，Aの条件を満たすファイルは，log003〜log006の4ファイルになります。Bの条件を満たすファイルは，log002〜log007の6ファイルになります。これらの数値を計算式に代入すると，5≧↑6÷3↑となり，条件式を満たします。よって，アンロード待ち状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

                  また，自動ログアンロード機能を使用している場合に条件式を満たしたときは，自動ログアンロード機能が停止していないか確認してください。ユニットが異常終了する前に，syslogfile又はメッセージログファイルにKFPS01150-Eメッセージが出力されていないかどうを確認してください。KFPS01150-Eメッセージが出力されている場合は，自動ログアンロード機能が停止しています。これが原因でシステムログファイルの不足が発生したと判断できます。

               
               
                  (3)　上書きできない状態のファイル数を確認する

                  上書きできない状態のファイル数を確認する手順を例題形式で説明します。

                  シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数が1の場合（pd_spd_assurance_countオペランドに1を指定しているか，指定を省略している場合）は，次に示す方法で求めてください。

                  
                     	
                        「例題1　再開始に入力するシステムログを示すメッセージ（KFPS01229-I）から求める方法」

                     

                  

                  シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数が2の場合（pd_spd_assurance_countオペランドに2を指定している場合）は，次に示すどちらかの方法で求めてください。さらにもう1世代前のシンクポイントダンプの有効化時点にさかのぼって上書きできない状態のシステムログファイルを求めます。

                  
                     	
                        「例題2　シンクポイントダンプの有効化完了メッセージ（KFPS02183-I）から求める方法」

                     

                     	
                        「例題3　シンクポイントダンプの有効化スキップメッセージ（KFPS02179-I）から求める方法」

                     

                  

                  
                     (a)　例題1　再開始に入力するシステムログを示すメッセージ（KFPS01229-I）から求める方法

                     システムログファイルの不足原因が，上書きできない状態のファイルが増えたことによるものかを調べます。なお，シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数は1とします。

                     
                        	手順

                        	
                           
                              	
                                 pdloglsコマンドを実行して，(1)で確認したバックエンドサーバのシステムログファイルの情報を確認してください。

                                 [image: [図データ]]

                                 次に示す情報を確認します。

                                 ・現用ファイルと同じRun IDを持つファイル

                                 ・上記のファイルのGen No.（ファイルの世代番号）

                                 この例の場合，log002〜log007が現用ファイルと同じRun IDを持っています。各ファイルの世代番号は次のようになります。

                                 　log002：世代番号1

                                 　log003：世代番号2

                                 　log004：世代番号3

                                 　log005：世代番号4

                                 　log006：世代番号5

                                 　log007：世代番号6（現用ファイル）

                              

                              	
                                 KFPS01229-Iメッセージを参照して，ユニットの再開始時に入力情報となるシステムログファイルの情報を確認してください。

                                 [image: [図データ]]

                                 このメッセージには，ユニットの再開始時に入力情報となるシステムログファイルの情報が表示されます。この例の場合，世代番号3のシステムログファイルが，ユニットの再開始時に入力される先頭のシステムログファイルになります。

                                 したがって，世代番号が3以降のシステムログファイル（log004〜log007）が，上書きできない状態であることが分かります。

                                 
                                    	参考

                                    	
                                       ユニットの再開始時に実行されるデータベースの回復処理で入力情報となるシステムログファイルは，上書きできない状態となっています。そのため，世代番号が3以降のシステムログファイル（log004〜log007）が，上書きできない状態であることが分かります。

                                    

                                 

                                 
                                    	注意事項

                                    	
                                       次に示す場合，再開始しようとしたユニットが再度異常終了しているため，システムログファイル不足を示すKFPS01220-Eメッセージが二つ以上出力されています。

                                       
                                          	
                                             pd_mode_confオペランドにAUTO又はMANUAL1が指定している

                                          

                                          	
                                             システムログファイルの不足によるユニットの異常終了後にpdstartコマンドを実行している

                                          

                                       

                                       この場合，ユニットが最初に異常終了したときに出力されたKFPS01220-Eメッセージの前に出力されたKFPS01229-Iメッセージを確認してください。

                                    

                                 

                              

                              	
                                 上書きできない状態のファイル数から原因を判断します。

                                 次に示す条件式を満たす場合は，上書きできない状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

                                 　A≧↑B÷C↑

                                 A：上書きできない状態で，現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                                 B：現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                                 C：次に示すどちらかの値

                                 ・HiRDB Text Search Plug-inを使用している場合，又は更新可能なオンライン再編成処理中に異常終了している場合：4

                                 ・それ以外の場合：3

                                 この例の場合，Aの条件を満たすファイルは，log004〜log007の4ファイルになります。Bの条件を満たすファイルは，log002〜log007の6ファイルになります。これらの数値を計算式に代入すると，4≧↑6÷3↑となり，条件式を満たします。よって，上書きできない状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

                              

                              	
                                 KFPS02179-Iメッセージを参照して，上書きできない状態のファイルが増えた原因を特定してください。

                                 [image: [図データ]]

                                 KFPS02179-Iメッセージは，シンクポイントダンプの有効化処理をスキップしたときに出力されるメッセージです。factor code=A01-02のメッセージが何回か出力されているため，長時間にわたりトランザクションが決着しなかったことが理由で，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

                                 なお，要因コード（factor code）が異なるKFPS02179-Iメッセージが複数出力されている場合は，最も多く出力された要因コードで原因を特定します。

                                 要因コードがA01-02の場合は，長時間にわたりトランザクションが決着しなかったことが理由で，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生したと判断します。

                                 要因コードがA01-02以外の場合は，シンクポイントダンプの有効化処理がスキップされたことが理由で，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生したと判断します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　例題2　シンクポイントダンプの有効化完了メッセージ（KFPS02183-I）から求める方法

                     システムログファイルの不足原因が，上書きできない状態のファイルが増えたことによるものかを調べます。なお，シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数は2とします。

                     
                        	手順

                        	
                           
                              	
                                 pdloglsコマンドを実行して，(1)で確認したバックエンドサーバのシステムログファイルの情報を確認してください。

                                 [image: [図データ]]

                                 次に示す情報を確認します。

                                 ・現用ファイルと同じRun IDを持つファイル

                                 ・上記のファイルのGen No.（ファイルの世代番号）

                                 この例の場合，log002〜log007が現用ファイルと同じRun IDを持っています。各ファイルの世代番号は次のようになります。

                                 　log002：世代番号1

                                 　log003：世代番号2

                                 　log004：世代番号3

                                 　log005：世代番号4

                                 　log006：世代番号5

                                 　log007：世代番号6（現用ファイル）

                              

                              	
                                 KFPS02183-Iメッセージを参照して，ユニットの再開始時に入力情報となるシステムログファイルの情報を確認してください。

                                 [image: [図データ]]

                                 このメッセージは，シンクポイントダンプの有効化完了時に出力されます。シンクポイントダンプファイルの有効保障世代数が2であるため，2世代前までのシンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイルが上書きできない状態になっています。最新より一つ前の世代のシンクポイントダンプの有効化完了メッセージにlog004（世代番号3）が表示されているため，世代番号が3以降のシステムログファイル（log004〜log007）が，上書きできない状態であることが分かります。

                                 
                                    	注意事項

                                    	
                                       次に示す場合，再開始しようとしたユニットが再度異常終了しているため，システムログファイル不足を示すKFPS01220-Eメッセージが二つ以上出力されています。

                                       
                                          	
                                             pd_mode_confオペランドにAUTO又はMANUAL1が指定している

                                          

                                          	
                                             システムログファイルの不足によるユニットの異常終了後にpdstartコマンドを実行している

                                          

                                       

                                       この場合，ユニットが最初に異常終了したときに出力されたKFPS01220-Eメッセージの前に出力されたKFPS02183-Iメッセージを確認してください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                     以降の手順は，「例題1　再開始に入力するシステムログを示すメッセージ（KFPS01229-I）から求める方法」の手順の3以降と同じになります。

                  
                  
                     (c)　例題3　シンクポイントダンプの有効化スキップメッセージ（KFPS02179-I）から求める方法

                     システムログファイルの不足原因が，上書きできない状態のファイルが増えたことによるものかを調べます。なお，シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数は2とします。

                     
                        	手順

                        	
                           
                              	
                                 pdloglsコマンドを実行して，(1)で確認したバックエンドサーバのシステムログファイルの情報を確認してください。

                                 [image: [図データ]]

                                 次に示す情報を確認します。

                                 ・現用ファイルと同じRun IDを持つファイル

                                 ・上記のファイルのGen No.（ファイルの世代番号）

                                 この例の場合，log002〜log007が現用ファイルと同じRun IDを持っています。各ファイルの世代番号は次のようになります。

                                 　log002：世代番号1

                                 　log003：世代番号2

                                 　log004：世代番号3

                                 　log005：世代番号4

                                 　log006：世代番号5

                                 　log007：世代番号6（現用ファイル）

                              

                              	
                                 KFPS02179-Iメッセージが出力されていることを確認してください。

                                 [image: [図データ]]

                                 再開始時のシステムログ入力開始世代のシステムログファイルであるlog004を現用として使用している間に，有効化スキップ回数（number of skip）＝1を示すKFPS02179-Iメッセージが出力されています。そのため，一つ前のlog003が現用ファイルとして割り当てられていたときにKFPS02179-Iメッセージが出力されているか確認して，上書きできない状態のシステムログファイルを特定します。

                                 この例では，log003が現用ファイルとして割り当てられていたときにKFPS01279-Iメッセージが出力されていません。したがって，再開始時のシステムログ入力開始世代のシステムログファイルの二つ前に割り当てられたシステムログファイルであるlog002（世代番号1）以降の世代番号のシステムログファイルが，上書きできない状態のシステムログファイルになります。

                                 したがって，世代番号が1以降のシステムログファイル（log002〜log007）が，上書きできない状態であることが分かります。

                                 
                                    	注意事項

                                    	
                                       次に示す場合，再開始しようとしたユニットが再度異常終了しているため，システムログファイル不足を示すKFPS01220-Eメッセージが二つ以上出力されています。

                                       
                                          	
                                             pd_mode_confオペランドにAUTO又はMANUAL1が指定している

                                          

                                          	
                                             システムログファイルの不足によるユニットの異常終了後にpdstartコマンドを実行している

                                          

                                       

                                       この場合，ユニットが最初に異常終了したときに出力されたKFPS01220-Eメッセージの前に出力されたKFPS02183-Iメッセージを確認してください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                     以降の手順は，「例題1　再開始に入力するシステムログを示すメッセージ（KFPS01229-I）から求める方法」の手順の3以降と同じになります。

                     
                        	■手順の2の考え方（補足）

                        	
                           最初に，再開始時の入力開始世代のシステムログファイルを現用ファイルとして割り当てたことを示すKFPS01221-Iメッセージを探します。

                           次に，再開始時の入力開始世代のシステムログファイルを現用ファイルとして使用している間に，有効化スキップ回数（number of skip）＝1を示すKFPS02179-Iメッセージが出力されているかを探します。

                           KFPS02179-Iメッセージが出力されていない場合は，再開始時の入力世代の一つ前のシステムログファイルが上書きできない状態のファイルになります。

                           KFPS02179-Iメッセージが出力されている場合は，再開始時の入力開始世代の一つ前のシステムログファイルを現用として使用している間に，KFPS02179-Iメッセージが出力されているかを探します。

                           再開始時の入力開始世代の一つ前のシステムログファイルを現用ファイルとして使用している間に，KFPS02179-Iメッセージが出力されていない場合は，再開始時の入力世代の二つ前のシステムログファイルが上書きできない状態のシステムログファイルになります。

                           再開始時の入力開始世代の一つ前のシステムログファイルを現用ファイルとして使用している間に，KFPS02179-Iメッセージが出力されている場合は，有効化スキップ回数を確認します。そこからシンクポイントの有効化スキップ回数＝1を示すKFPS02179-Iメッセージまで遡ります。このメッセージが出力されたときの一つ前に使用していたシステムログファイルの世代番号以降が，上書きできないシステムログファイルになります。

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　オンライン再編成上書き禁止状態のファイル数を確認する

                  pdloglsコマンドを実行して，(1)で確認したバックエンドサーバのシステムログファイルの状態を確認してください。

                  （例）

                  [image: [図データ]]

                  オンライン再編成上書き禁止状態のファイル数から原因を判断します。次に示す条件式を満たす場合は，オンライン再編成上書き禁止状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

                  　(A＋1)≧↑B÷4↑

                  A：オンライン再編成上書き禁止状態で，現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                  B：現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                  上記の例の場合，Aの条件を満たすファイルは，log003〜log006の4ファイルになります。Bの条件を満たすファイルは，log002〜log007の6ファイルになります。これらの数値を計算式に代入すると，5≧↑6÷4↑となり，条件式を満たします。よって，オンライン再編成上書き禁止状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

               
               
                  (5)　KFPS01202-Eメッセージが出力されていたか確認する

                  システムログファイル不足によってユニットが異常終了する直前に，syslogfile又はメッセージログファイルにKFPS01202-Eメッセージが出力されていないか確認してください。

                  （例）

                  [image: [図データ]]

                  この例のように，KFPS01202-Eメッセージが出力された直後に，KFPS01220-Eメッセージが出力されている場合，スワップ先にできる状態のファイルに障害が発生したため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

               
               
                  (6)　抽出未完了状態のファイル数を確認する

                  pdloglsコマンドを実行して，(1)で確認したバックエンドサーバのシステムログファイルの状態を確認してください。

                  （例）

                  [image: [図データ]]

                  抽出未完了状態のファイル数から原因を判断します。次に示す条件式を満たす場合は，システムログの抽出処理が追い付かなくなり，抽出未完了状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

                  　(A＋1)≧↑(B×3)÷4↑

                  A：抽出未完了状態で，現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                  B：現用ファイルと同じRun IDを持つシステムログファイルの数

                  上記の例の場合，Aの条件を満たすファイルは，log003〜log006の4ファイルになります。Bの条件を満たすファイルは，log002〜log007の6ファイルになります。これらの数値を計算式に代入すると，5≧↑(6×3)÷4↑となり，条件式を満たします。よって，抽出未完了状態のファイルが増えたため，システムログファイル不足が発生したと判断できます。

               
               
                  (7)　特定した原因の対処を行う

                  「ユニットの再開始手順（システムログファイルの不足原因が特定されている場合）」を参照して，特定した原因の対処を行い，ユニットを再開始してください。

               
            
            
               20.17.4　ユニットの再開始手順（システムログファイルの不足原因が特定されている場合）

               システムログファイルの不足原因が特定されている場合の対処手順を次の図に示します。

               
                  図20‒6　システムログファイルの不足原因が特定されている場合の対処手順（フロー）
                  [image: [図データ]]

               
               注　図中の項番は，以降の説明の（　）の番号と対応しています。 

               
                  (1)　システムログファイルの不足原因の対処を行う

                  システムログファイルの不足原因ごとの対処方法を次の表に示します。複数の原因が該当する場合は，該当するすべての原因の対処を行ってください。

                  
                     表20‒22　システムログファイルの不足原因ごとの対処方法
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 システムログファイルの不足原因

                              
                              	
                                 対処方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 自動ログアンロード機能が停止したため，アンロード待ち状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 KFPS01150-Eメッセージが出力されています。このメッセージの対処に従って，自動ログアンロード機能が停止した原因を取り除いてください。

                                 また，「障害発生時の対策方法」も参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 システムログファイルをアンロード又は状態変更しなかったため，アンロード待ち状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 アンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロード済み状態にしてください。操作方法については，「システムログファイルをアンロード済み状態に変更する方法」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 HiRDB Datareplicatorとの連動中に，システムログの抽出処理が追い付かなくなり，抽出未完了状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 対処方法については，「抽出未完了状態のシステムログファイルがある場合の対処方法」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 長時間にわたりトランザクションが決着しなかったため，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 次に示す手順で対処してください。

                                 
                                    	
                                       ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数を計算します。詳細については，「ユニットの再開始時に必要となるレコード数の求め方」を参照してください。

                                    

                                    	
                                       1で求めたレコード数以上のシステムログファイルを追加します。詳細については，「システムログファイルの追加方法」を参照してください。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 シンクポイントダンプの有効化処理がスキップされたため，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成時，オンライン再編成上書き禁止状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                           

                           
                              	
                                 7

                              
                              	
                                 システムログファイルに障害が発生したため，スワップ先にできる状態のファイルがなくなり，システムログファイル不足が発生した。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルの容量があるか確認する

                  ここで説明する作業は，表「システムログファイルの不足原因ごとの対処方法」の項番1〜3の対処をした場合にかぎり実施してください。

                  ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルの容量があるか確認してください。確認手順を次に示します。

                  
                     	手順

                     	
                        
                           	
                              pdlogls -d sys -eコマンドを実行して，スワップ先にできる状態のシステムログファイルを確認してください。

                              表「システムログファイルの不足原因ごとの対処方法」の項番1の対処（自動ログアンロード機能が停止した場合の対処）を実施している場合は，ユニットの再開始時に自動ログアンロード機能が動作してシステムログをアンロードするため，システムログファイルはすべてアンロード済み状態であると見なしてください。

                           

                           	
                              スワップ先にできる状態のシステムログファイルのレコード数を合計してください。pdlogls -d sys -eコマンドの実行結果を参照して，スワップ先にできる状態の各システムログファイルのRecord
                                 countの右側の値（システムログファイルのレコード数が表示されています）を合計してください。

                           

                           	
                              「ユニットの再開始時に必要となるレコード数の求め方」を参照して，ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数を計算してください。

                           

                        

                     

                  

                  上記の手順の2と3で求めたレコード数を比較して，次に示す条件式を満たしている場合は，(3)に進んでください。

                  
                     	
                        スワップ先にできる状態のシステムログファイルのレコード数（手順の2で求めたレコード数）≧ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数（手順の3で求めたレコード数）

                     

                  

                  上記の条件式を満たしていない場合は，不足分のレコード数を定義したシステムログファイルを追加してください。追加手順については，「システムログファイルの追加方法」を参照してください。

               
               
                  (3)　ユニットを再開始する

                  pdstartコマンドを実行してユニットを再開始します。

                  ユニットが再開始されると，トランザクションの受け付け可能状態になりますが，新規トランザクションの処理によって出力されるシステムログが原因で，システムログファイルの不足が再度発生するおそれがあります。そのため，(5)の作業が完了した後に業務を再開するようにしてください。

               
               
                  (4)　シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認する

                  シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認してください。確認手順については，「シンクポイントダンプの有効化処理が完了したことを確認する」を参照してください。

                  再開始時に必要なシステムログファイルが不足している場合，シンクポイントダンプの有効化処理が完了する前に，ユニットが再度異常終了します。この場合，syslogfile又はメッセージログファイルに出力されているエラーメッセージの対処に従ってください。システムログファイルの不足が解消していない場合は，「ユニットの再開始手順（原因を特定してからユニットを再開始する場合）」を参照して原因を特定してください。

               
               
                  (5)　業務再開のための準備をする

                  業務を再開する前に次に示すことを実施してください。

                  
                     	
                        スワップ先にできる状態のシステムログファイルが十分にあるか確認する

                        pdloglsコマンドを実行して，スワップ先にできる状態のシステムログファイルの数を確認してください。全体の3分の2以上の数があるか確認してください。数が不足している場合は，システムログファイルをアンロードするなどして，スワップ先にできる状態のシステムログファイルの数を増やしてください。

                     

                     	
                        自動ログアンロード機能が動作しているか確認する

                        自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatul -d sys -iコマンドを実行して，自動ログアンロード機能が動作しているか確認してください。

                        自動ログアンロード機能が停止している場合は，ユニットの再開始後に出力されたKFPS01150-Eメッセージを確認し，メッセージの対処に従ってください。その後，pdlogatul
                           -d sys -bコマンドを実行して，自動ログアンロード機能を再開してください。

                     

                     	
                        バックアップ情報及びログポイント情報を取得する

                        アンロードレスシステムログ運用をしている場合は，pdcopyコマンドでサーバ内の全RDエリアのバックアップを取得してください。このとき，-zオプションを指定してログポイント情報ファイルを取得してください。

                        バックアップを取得した後，pdlogchg -zコマンドを実行して，システムログファイルの状態をアンロード済み状態にしてください。

                     

                  

                  システムログファイルの不足を解消した後は，「システムログファイルの不足を解消した後に実施すること」の対処を行ってください。

               
            
            
               20.17.5　システムログファイルをアンロード済み状態に変更する方法

               システムログファイルをアンロード済み状態に変更する方法を説明します。

               
                  (1)　システムログをアンロードする運用の場合

                  手順を例題形式で説明します。

                  
                     	例題

                     	
                        バックエンドサーバ（bes1）のシステムログファイルをアンロード済み状態に変更します。

                     

                     	手順

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Status欄がu又はaのシステムログファイルが，アンロード待ち状態のシステムログファイルです。この例の場合，log002〜log005のシステムログファイルがアンロード待ち状態です。

                           

                           	
                              pdlogunldコマンドを実行して，システムログのアンロードを行ってください。

                              pdlogunld -d sys -s bes1 -g log002 -o /hirdb/unload_dir/log2unld
pdlogunld -d sys -s bes1 -g log003 -o /hirdb/unload_dir/log3unld
pdlogunld -d sys -s bes1 -g log004 -o /hirdb/unload_dir/log4unld
pdlogunld -d sys -s bes1 -g log005 -o /hirdb/unload_dir/log5unld

                              1で確認したアンロード待ち状態のシステムログファイルに対して，pdlogunldコマンドを実行します。

                           

                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Status欄が−又はeのシステムログファイルが，アンロード済み状態のシステムログファイルです。この例の場合，log002〜log005のシステムログファイルが，アンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わっています。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　アンロードレスシステムログ運用の場合

                  手順を例題形式で説明します。

                  なお，手順は二つあります。ログポイント以降のシステムログファイルを使用する場合は手順1を，ログポイント以降のシステムログファイルを使用しない場合は手順2を実施してください。

                  
                     	例題

                     	
                        バックエンドサーバ（bes1）のシステムログファイルをアンロード済み状態に変更します。

                     

                     	手順1（ログポイント以降のシステムログファイルを使用する場合）

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Status欄がu又はaのシステムログファイルが，アンロード待ち状態のシステムログファイルです。この例の場合，log002〜log005のシステムログファイルがアンロード待ち状態です。

                           

                           	
                              pdlogchgコマンドを実行して，システムログファイルの状態を変更してください。

                              pdlogchg -d sys -s bes1 -z /hirdb/logpoint_dir/logpoint

                              -zオプションにログポイント情報ファイルを指定します。ログポイントより古いすべてのシステムログファイルの状態が変わります。

                           

                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Status欄が−又はeのシステムログファイルが，アンロード済み状態のシステムログファイルです。

                              この例の場合，log002及びlog003のシステムログファイルが，アンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わっています。log004及びlog005のシステムログファイルは，ログポイント以降のシステムログファイル（データベースの回復時に必要となるシステムログファイル）のため，アンロード待ち状態のままとなります。

                           

                        

                     

                     	手順2（ログポイント以降のシステムログファイルを使用しない場合）

                     	
                        
                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Status欄がu又はaのシステムログファイルが，アンロード待ち状態のシステムログファイルです。この例の場合，log002〜log005のシステムログファイルがアンロード待ち状態です。

                           

                           	
                              pdlogchgコマンドを実行して，システムログファイルの状態を変更してください。

                              pdlogchg -d sys -s bes1 -g log002
pdlogchg -d sys -s bes1 -g log003
pdlogchg -d sys -s bes1 -g log004
pdlogchg -d sys -s bes1 -g log005

                              pdlogchgコマンドを実行すると，システムログファイルの状態が強制的にアンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わります。

                           

                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの状態を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Status欄が−又はeのシステムログファイルが，アンロード済み状態のシステムログファイルです。この例の場合，log002〜log005のシステムログファイルが，アンロード待ち状態からアンロード済み状態に変わっています。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               20.17.6　ユニットの再開始時に必要となるレコード数の求め方

               ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数を確認してから，ユニットを再開始してください。システムログファイルのレコード数が不足している場合，ユニットを再開始できません。

               
                  (1)　必要となるレコード数を求める計算式

                  ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルのレコード数は，次に示す計算式から求められます。システムログファイルを二重化している場合は，A系，B系の両方で計算式から求めたレコード数が必要になります。

                  ユニットの再開始時に必要となるレコード数＝A×B＋C

                  A：ユニットの再開始時に入力情報となるシステムログファイルのレコード数

                  
                     	B：次に示すどれかの値

                     	
                        
                           	
                              HiRDB Text Search Plug-inを使用している場合：3

                           

                           	
                              更新可能なオンライン再編成中にユニットが異常終了した場合：3

                           

                           	
                              そのほかの場合：2

                           

                        

                     

                     	C：次に示すどちらかの値

                     	
                        
                           	
                              更新可能なオンライン再編成中にユニットが異常終了し，ユニットの再開始後に更新可能なオンライン再編成を継続する場合：A×B＋D

                              更新可能なオンライン再編成処理中にシステムログファイル不足でユニットが異常終了した場合，ユニットの再開始後に更新可能なオンライン再編成を完了させるために必要となるシステムログファイルの容量です。

                           

                           	
                              そのほかの場合：0

                           

                        

                     

                     	D：オンライン再編成上書き禁止状態のシステムログファイルのレコード数

                     	
                        オンライン再編成上書き禁止状態のシステムログファイルのレコード数は，次に示す手順で求められます。

                        
                           	
                              pdlogls d- sysコマンドの実行結果から，現用及びオンライン再編成上書き禁止状態のシステムログファイル（Ex-Status欄の一番右がr）を確認します。

                              [image: [図データ]]

                           

                           	
                              pdlogls -d sys -eコマンドの実行結果から，1で確認したシステムログファイルのレコード数（Record-countの右側の値）を合計します。

                              [image: [図データ]]

                           

                        

                     

                  

                  ユニットの再開始時に実行するデータベースの回復処理でもシステムログが出力されます。この量はデータベースを更新したSQLやHIRDBの運用によって増減します。出力システムログ量が増加してもシステムログファイル不足を解消できるように，必要となるレコード数を上記の計算式で見積もっています。

               
               
                  (2)　必要な容量の求め方の例

                  ユニットの再開始時に必要となるレコード数の求め方を例題形式で説明します。

                  
                     	例題

                     	
                        バックエンドサーバbes1でシステムログファイル不足が発生し，ユニットが異常終了しました。ユニットの再開始時に必要となるレコード数を求めます。

                        
                           	
                              システムログファイルは，すべてオンライン再編成上書き可能状態です。

                           

                           	
                              HiRDB Text Search Plug-inは使用していません。

                           

                        

                     

                     	手順

                     	
                        
                           	
                              KFPS01229-Iメッセージの出力内容を確認してください。

                              KFPS01229-I HRDB UNT1 Next bes1 log file restart point, generation number=3, block
            number=15. restart end point, generation number=6, block number=3a2.
            last acquired syncpoint dump 2012/10/20 00:25:06

                              syslogfile又はメッセージログファイルを参照し，ユニットが異常終了したときに出力されたKFPS01229-Iメッセージの出力内容を確認します。KFPS01229-Iメッセージには，ユニットの再開始時に入力情報となるシステムログファイルの情報が出力されます。この例の場合，世代番号3〜6のシステムログファイルが，ユニットの再開始時の入力情報になります。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    次に示す場合，再開始しようとしたユニットが再度異常終了しているため，KFPS01229-Iメッセージが二つ以上出力されています。

                                    
                                       	
                                          pd_mode_confオペランドにAUTO又はMANUAL1が指定している

                                       

                                       	
                                          システムログファイルの不足によるユニットの異常終了後にpdstartコマンドを実行している

                                       

                                    

                                    この場合，ユニットが最初に異常終了したときに出力されたKFPS01229-Iメッセージを確認してください。

                                 

                              

                           

                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルの情報を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              Gen No.欄にシステムログファイルの世代番号が表示されます。log003〜log006のシステムログファイルが，ユニットの再開始時の入力情報になります。

                           

                           	
                              pdloglsコマンドを実行して，システムログファイルのレコード数を確認してください。

                              [image: [図データ]]

                              log003〜log006のRecord-count欄を参照します。Record-count欄の右側に，各システムログファイルのレコード数が16進数で表示されます。

                              16進数のレコード数を10進数に変換して，log003〜log006の合計を求めてください。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             システムログファイル名

                                          
                                          	
                                             レコード数

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             16進数

                                          
                                          	
                                             10進数

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             log003

                                          
                                          	
                                             4e1c

                                          
                                          	
                                             19996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log004

                                          
                                          	
                                             4e1c

                                          
                                          	
                                             19996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log005

                                          
                                          	
                                             61a4

                                          
                                          	
                                             24996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             log006

                                          
                                          	
                                             61a4

                                          
                                          	
                                             24996

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             合計

                                          
                                          	
                                             −

                                          
                                          	
                                             89984

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                           	
                              ユニットの再開始時に必要なレコード数を求めてください。

                              ユニットの再開始時に必要なシステムログファイルのレコード数は，次のようになります。

                              89984×2＝179968レコード

                              ユニットの再開始時に必要なシステムログファイルの容量は，次のようになります。

                              179968×4096＝737148928バイト

                              上記の計算式の4096は，システムログファイルのレコード長です。3の実行結果のRecord-size欄で確認できます。

                              なお，上記の計算式で求めた値は，システムログファイルの各系の値です。システムログファイルを二重化している場合は，A系，B系の両方に上記の計算式で求めたレコード数と容量のシステムログファイルが必要になります。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               20.17.7　システムログファイルの追加方法

               システムログファイル不足が発生したサーバに，システムログファイルを追加する手順を説明します。

               
                  	注意事項

                  	
                     システムログファイルを追加する前に，HiRDB Datareplicatorが稼働中かどうかを確認してください。稼働中の場合はHiRDB Datareplicatorを終了し，システムログファイルを追加した後に開始してください。

                  

               

               
                  図20‒7　 システムログファイルの追加手順（フロー）
                  [image: [図データ]]

               
               注　図中の項番は，以降の説明の（　）の番号と対応しています。

               
                  (1)　HiRDBファイルシステム領域に空き領域があるか確認する

                  pdfstatfsコマンドを実行して，システムログファイル用のHiRDBファイルシステム領域の空き領域を確認してください。

                  なお，システムログファイルを二重化している場合は，A系，B系それぞれのHiRDBファイルシステム領域の空き領域を確認してください。

                  （例）

                  [image: [図データ]]

                  この例の場合，HiRDBファイルシステム領域の空き領域のサイズは，23978キロバイトになります。

                  空き領域を確認した結果，システムログファイルを追加するための空き領域が十分にない場合は，次の手順に進んでください。空き領域が十分にある場合は，(3)の手順に進んでください。

               
               
                  (2)　システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成する

                  pdfmkfsコマンドを実行して，システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  （例）

                  pdfmkfs  -n 1000 -l 32 -k SYS /hirdb/system_dir/logfiles/ADDLOGA
pdfmkfs  -n 1000 -l 32 -k SYS /hirdb/system_dir/logfiles/ADDLOGB

                  -nオプションには，HiRDBファイルシステム領域のサイズ（単位：メガバイト）を指定します。ユニットの再開始時に必要となるシステムログファイルの容量以上のサイズを指定してください。

                  -kオプションには，SYS（システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域）を指定します。

                  この例では，A系のシステムログファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域と，B系のシステムログファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域の二つを作成しています。

                  HiRDBファイルシステム領域を作成できる分の空き容量がディスクにない場合は，ディスクを追加してHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

               
               
                  (3)　システムログファイルを作成する

                  pdloginitコマンドを実行してシステムログファイルを作成してください。

                  （例）

                  pdloginit -d sys -s bes1 -f /hirdb/system_dir/logfiles/ADDLOGA/log008a -n 500000
pdloginit -d sys -s bes1 -f /hirdb/system_dir/logfiles/ADDLOGB/log008b -n 500000

                  -nオプションには，システムログファイルのレコード数を指定します。ユニットの再開始時に必要となるレコード数以上の値を指定してください。

                  この例では，A系及びB系のシステムログファイルを作成しています。

               
               
                  (4)　サーバ定義を修正する

                  (3)で作成したシステムログファイルに関する定義をサーバ定義に指定してください。サーバ定義のpdlogadfg及びpdlogadpfオペランドを追加します。

                  （例）

                  pdlogadfg -d sys -g log008 ONL
pdlogadpf -d sys -g log008 -a /hirdb/system_dir/logfiles/ADDLOGA/log008a
                           -b /hirdb/system_dir/logfiles/ADDLOGB/log008b

                  システムログファイルを追加するサーバのサーバ定義を修正します。

               
               
                  (5)　サーバ定義の内容を確認する

                  pdconfchkコマンドを実行してサーバ定義の内容を確認してください。

                  （例）

                  pdconfchk
 
KFPS05007-I System definition check ended. return code = 0

                  pdconfchkコマンドのリターンコードが0のため，サーバ定義が正しく修正されています。

               
            
            
               20.17.8　追加したシステムログファイルを削除する方法

               ユニットを再開始するために追加したシステムログファイルが不要になった場合の，システムログファイルの削除方法を説明します。

               
                  	注意事項

                  	
                     
                        	
                           システムログファイルがスワップ先にできる状態になったときに削除してください。スワップ先にできない状態のときにシステムログファイルを削除してしまうと，HiRDBを運用するために必要な情報が失われてしまうおそれがあります。

                        

                        	
                           アンロードレスシステムログ運用をしている場合は，データベースのバックアップ，及びログポイント情報ファイルを取得した後にシステムログファイルを削除してください。

                        

                     

                  

               

               手順を次に示します。

               
                  	手順

                  	
                     
                        	
                           pdstop -uコマンドを実行して，ユニットを正常終了してください。HiRDB/シングルサーバを使用している場合は，-uオプションは指定しないでください。

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorを使用している場合は，HiRDB Datareplicatorを終了してください。

                           HiRDB Datareplicatorを初期化する場合で，サーバに割り当てられているシステムログファイルを変更するときの運用については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能
                              HiRDB Datareplicator」の「抽出側システムの構成変更」を参照してください。

                        

                        	
                           pdlogrmコマンドを実行して，システムログファイルを削除してください。

                        

                        	
                           サーバ定義を修正してください。

                           3の操作で削除したシステムログファイルに関する定義（pdlogadfg及びpdlogadpfオペランド）をサーバ定義から削除してください。

                        

                        	
                           pdstart -uコマンドを実行して，ユニットを正常開始してください。HiRDB/シングルサーバを使用している場合は，-uオプションは指定しないでください。

                        

                        	
                           2の操作でHiRDB Datareplicatorを終了した場合は，HiRDB Datareplicatorを開始してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               20.17.9　抽出未完了状態のシステムログファイルがある場合の対処方法

               抽出未完了状態のシステムログファイルがある場合の対処方法を次に示します。

               
                  	
                     HiRDB Datarepricatorによるシステムログの抽出中の場合

                     抽出未完了状態のファイルが抽出完了状態になるのを待ちます。

                  

                  	
                     HiRDB Datarepricatorの異常終了によってシステムログの抽出が中断している場合

                     HiRDB Datarepricatorを再起動してシステムログの抽出を再開してください。手順の詳細については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能 HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                  

               

               ユニットが停止しているときに，抽出完了状態のシステムログファイルを確認する方法について説明します。手順を例題形式で説明します。

               
                  	例題

                  	
                     HiRDB Datarepricatorとの連動中に，バックエンドサーバ（bes1）のシステムログファイルが不足してユニットが異常終了しました。bes1の抽出未完了状態のシステムログファイルを確認します。

                  

                  	手順

                  	
                     
                        	
                           pdlsコマンドを実行して，抽出中のシステムログファイルを確認してください。

                           [image: [図データ]]

                           この例の場合，log004が抽出中のシステムログファイルになっています。

                        

                        	
                           pdloglsコマンドを実行して，抽出未完了状態のシステムログファイルを確認してください。

                           [image: [図データ]]

                           pdlsコマンドの実行結果とpdloglsコマンドの実行結果から抽出完了状態のシステムログファイルを特定します。1で確認した抽出中のシステムログファイルlog004よりも世代番号の小さいlog003は抽出完了状態です。

                           log004とRun IDが異なるシステムログファイルは，log004の前に使用していたシステムログファイルなので，log001及びlog002も抽出完了状態です。

                        

                     

                  

               

            
            
               20.17.10　システムログファイルの不足を解消した後に実施すること

               システムログファイルの不足を解消した後，次に示すことを実施してください。

               
                  (1)　システムログファイルの容量を見直す

                  マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「システムログファイルの容量の見積もり」を参照して，システムログファイルの容量を見積もり直してください。

                  見積もりの結果，追加したシステムログファイルが不要な場合は，追加したシステムログファイルを削除してください。削除方法については，「追加したシステムログファイルを削除する方法」を参照してください。

               
               
                  (2)　システムログファイルの不足原因の対処を行う

                  システムログファイルが不足した原因が分かっている場合は，次の表で説明している見直し又は対処を実施してください。システムログファイルの容量以外の原因で再びシステムログファイルが不足しないようにしてください。

                  
                     表20‒23　システムログファイルの不足原因と見直し又は対処の内容
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 システムログファイルの不足原因

                              
                              	
                                 見直し又は対処の内容

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 自動ログアンロード機能が停止したため，アンロード待ち状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 「自動ログアンロード機能の運用方法」を参照して，自動ログアンロード機能の設定を見直してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 システムログファイルをアンロード又は状態変更しなかったため，アンロード待ち状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 次に示すどちらかの対処をしてください。

                                 
                                    	
                                       自動ログアンロード機能の適用を検討してください。自動ログアンロード機能については，「自動ログアンロード機能の運用方法」を参照してください。

                                    

                                    	
                                       システムログファイルの容量を見直してください。マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「システムログファイルの容量の見積もり」を参照してください。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 長時間にわたりトランザクションが決着しなかったため，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 次に示すどちらかの対処をしてください。

                                 
                                    	
                                       問題となったトランザクションを見直してください。

                                    

                                    	
                                       システムログファイルの容量を見直してください。マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「システムログファイルの容量の見積もり」を参照してください。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 シンクポイントダンプの有効化処理がスキップされたため，上書きできない状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 「デファードライト処理適用時のシンクポイント処理時間のチューニング」を参照して，シンクポイント処理時間を見直してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 システムログファイルに障害が発生したため，スワップ先にできる状態のファイルがなくなり，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 システムログファイルに障害が発生した原因を調査して対処してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 HiRDB Datareplicatorとの連動中に，システムログの抽出処理が追い付かなくなり，抽出未完了状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 出力されたHiRDB Datareplicatorのエラーメッセージを参照し，システムログの抽出処理が追い付かなくなった原因を特定して対処してください。

                                 目安として，抽出未完了状態のファイルが，常に全体の3/4以下になるようにしてください。

                              
                           

                           
                              	
                                 7

                              
                              	
                                 更新可能なオンライン再編成時，オンライン再編成上書き禁止状態のファイルが増えて，システムログファイル不足が発生した。

                              
                              	
                                 マニュアル「インナレプリカ機能 HiRDB Staticizer Option」の「システムログファイルの容量の見積もり」を参照して，更新可能なオンライン再編成時に必要となるシステムログファイルの容量を見直してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	■システムログファイルの不足原因が分からない場合

                     	
                        システムログファイルの不足によってユニットが異常終了する前に，次に示すメッセージが出力されていないか確認してください。出力されたメッセージによって原因が特定できます。

                        
                           	
                              KFPS01150-Eメッセージ

                              自動ログアンロード機能が停止したときに出力されるメッセージです。上記の表の項番1の見直しをしてください。

                           

                           	
                              KFPS01202-Eメッセージ

                              システムログファイルに障害が発生したときに出力されるメッセージです。上記の表の項番5の見直しをしてください。

                           

                           	
                              KFPS02179-Iメッセージ

                              シンクポイントダンプの有効化処理がスキップされたときに出力されるメッセージです。KFPS02179-Iメッセージが大量に出力されている場合は，KFPS02179-Iメッセージに従った対処をしてください。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            20.18　同期点指定の再編成実行中にユティリティが異常終了したときの対処方法

            ここでは，同期点指定の再編成の実行中に，データベース再編成ユティリティが異常終了したときの対処方法を説明します。

            
               20.18.1　対処方法の概要

               異常終了したタイミング，及びデータベースの更新ログ取得方式によって対処方法が異なります。同期点指定の再編成実行中にユティリティが異常終了したときの対処方法を次の図に示します。

               
                  図20‒8　同期点指定の再編成実行中にユティリティが異常終了したときの対処方法
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     総データ数を300万件，同期点行数を100万件としています。

                  

               

               ●更新ログ取得方式が，ログ取得モード又は更新前ログ取得モードの場合

               データのアンロード中（上の図中の1の時点）にユティリティが異常終了した場合は，データベース再編成ユティリティを再実行してください。 

               データリロード後にユティリティが異常終了した場合は，次の対処をしてください。

               
                  	
                     上の図中の2〜5の時点でユティリティが異常終了した場合は，データベース再編成ユティリティでリロード（-k reld）を実行してください。

                  

                  	
                     上の図中の6の時点でユティリティが異常終了した場合は，表データのリロード処理は完了しているため，インデクス情報ファイルを作成します。データベース再編成ユティリティでインデクスを再作成（-k
                        ixrc）してください。

                  

                  	
                     上の図中の7，8の時点でユティリティが異常終了した場合は，インデクスだけを作成します。作成されたインデクス情報ファイルを入力情報にして，データベース再編成ユティリティでインデクスを一括作成（-k
                        ixmk）してください。

                  

               

               ●更新ログ取得方式が，ログレスモードの場合

               エラー時のデータベースの状態とその回復方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「データベース再編成ユティリティ（pdrorg）」の「エラー時のデータベースの状態とその回復方法」を参照してください。

            
            
               20.18.2　例題

               300万件のデータを格納した表の再編成中にデータベース再編成ユティリティが異常終了しました。同期点行数は100万件とします。

               
                  (1)　メッセージを確認します

                  次に示すメッセージが出力されています。

                  KFPL00714-I  unload ended, table=USR01.TABLE1, server=sds01, return code=0
 
KFPL00800-I Loading until 2000000th row committed

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              KFPL00714-Iメッセージから，アンロード処理が完了していることが分かります。

                           

                           	
                              KFPL00800-Iメッセージから，200万件までリロード処理が完了していることが分かります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　pdrorgコマンドでリロード処理を実行します

                  データベース再編成ユティリティで，残り100万件のリロード処理とインデクス作成処理を実行します。

                  pdrorg -k reld -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -kオプションの指定だけを変更してください。rorgからreldに変更します。そのほかのオプションの指定を変更する必要はありません。

                     

                  

               
               
                  (3)　メッセージを確認します

                  データベース再編成ユティリティが正常終了したかどうかを確認します。KFPL00719-Iメッセージを確認してください。

                  KFPL00719-I  Pdrorg terminated, return code=0

               
               
                  (4)　リロード対象RDエリアのバックアップを取得します

                  更新前ログ取得モード（省略値）でリロードを実行したので，リロード対象RDエリアのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，「例題８（RDエリア単位にバックアップを取得する場合）」を参照してください。

               
               
                  (5)　pdrelsコマンドでRDエリアの閉塞を解除します

                  pdrelsコマンドで，表及びインデクス格納RDエリアの閉塞を解除します。

                  pdrels -r RDAREA1,RDAREA2,RDAREA3

                  コマンドの実行後，実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               
            
            
               20.18.3　アンロードデータファイルを一元化しないときに異常終了した場合の対処方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               表を複数のバックエンドサーバに横分割している場合，アンロードデータファイルを一元化（データベース再編成ユティリティで-gオプションを指定）することをお勧めしました。アンロードデータファイルを一元化しないと，ユティリティが異常終了した場合に対処方法が複雑になります。

               ここでは，何らかの事情によってアンロードデータファイルを一元化しないで，同期点指定の再編成又は同期点指定のリロード中にユティリティが異常終了したときの対処方法を説明します。

               
                  (1)　対処方法の概要

                  アンロードデータファイルを一元化しない場合，サーバごとに再編成処理が完了したかどうかを確認する必要があります。次の図に示すシステム構成の場合を例にして説明します。

                  
                     図20‒9　表を複数のバックエンドサーバに横分割している場合の例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        アンロードデータファイルを一元化していない場合，BES1の再編成処理がアンロード中に，BES2の再編成処理がリロード中に異常終了することがあります。この場合，ユティリティの制御情報ファイルの指定を変更する必要があります。また，ユティリティもサーバごとに再実行する必要があります。この例だと2回実行することになります。

                     

                  

                  このように，異常終了したタイミングを考慮して，サーバごとにデータベース再編成ユティリティを再実行する必要があります。

               
               
                  (2)　例題

                  アンロードデータファイルを一元化しないで，同期点指定の再編成をしました。システム構成は図「表を複数のバックエンドサーバに横分割している場合の例」のとおりとします。BES1の再編成処理はアンロード中に，BES2の再編成処理はリロード中に異常終了したとします。

                  
                     (a)　異常終了したときのデータベース再編成ユティリティの指定

                     異常終了したときのデータベース再編成ユティリティの制御情報ファイル及びコマンド指定を次に示します。

                     ●制御情報ファイル（/pdrorg/rorg01）の指定

                     option job=j01,200
unload BES1:/unload/file01
unload BES2:/unload/file02

                     ●pdrorgコマンドの指定

                     pdrorg -k rorg -t TABLE1 /pdrorg/rorg01

                  
                  
                     (b)　再実行するときのデータベース再編成ユティリティの指定

                     BES1の表に対しては，再編成処理を再度実行する必要があります。BES2の表に対しては，リロード処理を実行する必要があります。したがって，BES1，BES2でそれぞれデータベース再編成ユティリティを実行します。

                     再実行するときのデータベース再編成ユティリティの制御情報ファイル及びコマンド指定を次に示します。

                     ●制御情報ファイル（/pdrorg/rorg01）の指定

                     option job=j01,200
unload BES1:/unload/file01

                     ●制御情報ファイル（/pdrorg/rorg02）の指定

                     option job=j01,200
unload BES2:/unload/file02

                     ●pdrorgコマンドの指定

                     pdrorg -k rorg -t TABLE1 /pdrorg/rorg01
pdrorg -k reld -t TABLE1 /pdrorg/rorg02

                  
               
            
            
               20.18.4　注意事項

               
                  	
                     データベース再編成ユティリティを再実行する前にRDエリアの再初期化やPURGE TABLE文を実行すると，設定されていた同期点情報がなくなります。この場合，再度実行しても同期点指定の再実行とは扱われません。

                  

                  	
                     LOB列構成基表に対する同期点指定の再編成実行中にユティリティが異常終了した場合，ユティリティの再実行時にCLRを指定してください。CLRを指定しないと，再編成したのにLOB列の検索性能が低下することがあります。

                  

                  	
                     次に示すファイル名称を明示していない場合，データベース再編成ユティリティがファイルを自動的に作成します。

                     
                        	
                           インデクス情報ファイル

                        

                        	
                           エラー情報ファイル

                        

                     

                     データベース再編成ユティリティが異常終了すると，これらのファイルがディスク上に残ります。再実行時，データベース再編成ユティリティは新しい名称でファイルを作成するため，異常終了時のファイルが残ったままディスクを圧迫する原因になります。このため，再実行前にこれらのファイルを削除してください。

                  

                  	
                     データベース再編成ユティリティ実行時（-k rorg）に異常終了した場合，異常終了した状態を表のステータスとして設定します。この状態で，データベース再編成ユティリティを再実行（-k
                        rorg）すると，この表のステータスを基に異常終了した続きから処理を再開始し，処理完了時に表のステータスをクリアします。

                     インデクス作成中に再編成ユティリティが異常終了した後，インデクスを一括作成（-k ixmk）した場合は，この表のステータスをクリアしません。このため，インデクス一括作成でインデクスをロードした場合は，option制御文にtblstatusオペランドを指定した再編成（-k
                        rorg）を実行して，表のステータスを変更してください。この操作を実行しないと，表のステータスがインデクス作成中にユティリティが異常終了した状態のままとなります。

                  

               

            
         
         
            20.19　RDエリアのページ破壊を検知したときの対処方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，RDエリアのページ破壊が発生して（KFPH00308-Eメッセージ出力），RDエリアが障害閉塞したとき（KFPH00306-Eメッセージ出力）の対処方法について説明します。

            
               20.19.1　ページ破壊が発生する要因

               ページ破壊が発生する要因を次に示します。

               
                  	
                     HiRDBの異常終了又は強制終了後にHiRDBを強制開始した

                  

                  	
                     HiRDBの異常終了又は強制終了後に，ステータスファイルを初期化してHiRDBを開始した

                  

                  	
                     RDエリアをバックアップ取得時点に回復したときに，関連するすべてのRDエリアを回復しなかった（例えば，表格納RDエリアをバックアップ取得時点に回復したが，インデクス格納RDエリアを回復し忘れた場合が該当します）

                  

               

            
            
               20.19.2　対処方法

               対処手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           $PDDIR/spool下のトラブルシュート情報のバックアップを取得します。

                        

                        	
                           障害発生以前の全syslogfileの内容のバックアップを取得します。

                        

                        	
                           pdcloseコマンドで障害閉塞したRDエリア及び関連するRDエリア（関連する表及びインデクス格納RDエリア）をクローズします。

                        

                        	
                           pdfbkupコマンドで障害閉塞したRDエリア及び関連するRDエリアを構成するファイルのバックアップを取得します。

                        

                        	
                           以上の作業をした後にRDエリアの回復作業を行います。

                           RDエリアの回復方法には次に示す二つの方法があります。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　回復方法（その１）

                  システム単位のバックアップがある場合は，システム全体をバックアップ取得時点に回復してください。

               
               
                  (2)　回復方法（その２）

                  障害閉塞したRDエリアをデータベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）で再初期化してください。ただし，この方法だと再初期化したRDエリア内のデータは削除されます。アンロードデータファイル又は入力データファイルなどからデータを回復してください。

                  また，再初期化したRDエリアに関連するRDエリアを論理的に回復する必要があります。

                  なお，HiRDBを再開始しなかった場合は，ほかのRDエリアにも同様の障害が発生している可能性があるので注意してください。

               
            
         
         
            20.20　RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生したときの対処方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，RDエリアの入出力エラーが発生したときの対処方法について説明します。なお，ここでいう入出力エラーとは，HiRDBがファイルを操作したときにHiRDBが判別できない理由でファイル操作に失敗したエラーを意味し，HiRDBファイルシステムに対するアクセス要求から返されるエラーコードに-1544が出力されるエラーのことです。

            
               20.20.1　RDエリアの入出力エラーが発生したときのHiRDBの処理

               RDエリアの入出力エラーが発生したときのHiRDBの処理を次の表に示します。

               
                  表20‒24　RDエリアの入出力エラーが発生したときのHiRDBの処理
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              RDエリアの種類

                           
                           	
                              HiRDBの処理

                           
                        

                        
                           	
                              pd_db_io_error_action

                              ＝dbhold（省略値）

                           
                           	
                              pd_db_io_error_action

                              ＝unitdown

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア

                           
                           	
                              HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。

                           
                        

                        
                           	
                              それ以外のRDエリア

                           
                           	
                              RDエリアを障害閉塞します。

                           
                           	
                              HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。RDエリアを障害閉塞しません。ただし，異常終了後に再度入出力エラーが発生した場合，そのRDエリアを障害閉塞します。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               20.20.2　pd_db_io_error_action＝unitdown（HiRDBの異常終了）を選択するときは

               RDエリアの入出力エラーが発生したときにHiRDBを異常終了させると，次に示すような利点があります。

               
                  	
                     パス障害の場合は系を切り替えると業務を続行できます。

                  

                  	
                     RDエリアの回復作業が必要なくなることがあります。

                  

               

               
                  (1)　パス障害の場合は系を切り替えると業務を続行できます

                  RDエリアの入出力エラーが発生したときにHiRDBが異常終了するため，系を切り替えられます。入出力エラーの要因がパス障害の場合は，系の切り替え後に入出力処理ができるようになるため，業務をそのまま続行できます。なお，ここでいうパス障害とは，HiRDBとファイル間の通信経路が何かの要因で切断されているため，ファイルをアクセスできない状態を意味しています。

               
               
                  (2)　RDエリアの回復作業が必要なくなることがあります

                  RDエリアの入出力エラーが発生したときにRDエリアを障害閉塞しないでHiRDBを異常終了します。したがって，HiRDBを再開始する前に入出力エラーの対策ができます。対策後，HiRDBを再開始すると処理を続行できます。この場合，RDエリアが障害閉塞しないため，RDエリアの回復作業が必要なくなります。ただし，ディスク障害などでディスクを交換した場合などは，データベース回復ユティリティでRDエリアを回復する必要があります。

               
            
            
               20.20.3　環境設定

               RDエリアの入出力エラーが発生したときにHiRDBを異常終了させるには，次に示す環境設定が必要です。

               
                  (1)　pd_db_io_error_actionオペランドの指定

                  pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定してください。

               
               
                  (2)　系切り替え機能を使用する場合

                  系切り替え機能を使用する場合は，次の箇所を参照してください。

                  
                     	
                        スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法」

                     

                     	
                        1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法」

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法」

                     

                  

               
               
                  (3)　pd_mode_confオペランドの指定（系切り替え機能を使用しない場合限定）

                  HiRDBの異常終了後にHiRDBが自動的に再開始しないように，pd_mode_confオペランドにMANUAL2を指定してください。MANUAL2以外を指定すると，HiRDBの異常終了後にHiRDBが自動的に再開始します。この場合，同じRDエリアで入出力エラーが発生し，そのRDエリアを障害閉塞状態にします。したがって，pd_db_io_error_action＝unitdownを指定した意味がなくなります。

               
               
                  (4)　ほかの機能との関連

                  OS又はデバイス・ドライバの機能※で，物理ボリューム又は論理ボリュームの入出力エラーを検知するまでの時間を指定する場合は，「UAP又はユティリティの実行時間の監視（無応答障害時の影響を抑える方法）」に記載しているオペランド又はオプションの指定に注意が必要です。

                  OS又はデバイス・ドライバの機能で指定した時間がこれらのオペランド又はオプションに指定した時間より長い場合，入出力エラーを検知する前に監視対象が強制終了します。したがって，これらのオペランド又はオプションで指定する監視時間を長くするなどの対応が必要になります。

                  
                     	注※

                     	
                        機能の詳細については，OSやデバイス・ドライバのマニュアルを参照してください。

                     

                  

               
            
            
               20.20.4　運用方法

               pd_db_io_error_action＝unitdownを指定したときの運用方法を説明します。

               
                  (1)　系切り替え機能を使用する場合の運用方法

                  系切り替え機能を使用する場合は，次の箇所を参照してください。

                  
                     	
                        スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法」

                     

                     	
                        1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法」

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法」

                     

                  

               
               
                  (2)　系切り替え機能を使用しない場合の運用方法

                  入出力エラーが発生してHiRDBが異常終了した場合，出力されたメッセージを調査して対策してください。対策後，HiRDBを再開始してください。なお，再開始後も入出力エラーが発生するとRDエリアは障害閉塞します。この場合，データベース回復ユティリティでRDエリアを回復してください。

               
               
                  (3)　HiRDBの異常終了後にすること（共通）

                  入出力エラーが発生してHiRDBが異常終了した場合，それ以降はpd_db_io_error_action＝unitdownの指定が無効になります（RDエリアが障害閉塞します）。再び，pd_db_io_error_action＝unitdownの指定を有効にするには，次に示すどちらかの方法を実行してください。

                  
                     	
                        HiRDBを正常開始する

                     

                     	
                        HiRDBシステム定義ファイルを$PDDIR/conf/chgconf下にコピーして，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を実行する

                     

                  

               
            
            
               20.20.5　注意事項

               
                  	
                     pd_db_io_error_action＝unitdownを指定したときに入出力エラーが発生するとHiRDBが異常終了するため，更新前ログ取得モード又はログレスモードでUAPやユティリティを実行していると，処理対象のRDエリアが障害閉塞することがあります。

                  

                  	
                     開始処理中又は終了処理中の入出力エラーについては，pd_db_io_error_action＝unitdownを指定してもHiRDBを異常終了しません。

                  

               

            
         
         
            20.21　コミット処理中に障害が発生したときのトランザクション決着種別の確認方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，コミット処理中に障害が発生したときのトランザクション決着種別の確認方法について説明します。

            トランザクションの実行中に障害が発生した場合，サーバごとにコミット処理又はロールバック処理を行います。処理の完了後，サーバごとにトランザクション情報とトランザクション決着種別をKFPS00990-Iメッセージに付加して出力します。また，障害が発生して独自にロールバック決着した場合は，更新ブランチがあったサーバのトランザクション情報とトランザクション決着種別をKFPS00973-Iメッセージに付加して出力します。

            障害が発生したときのトランザクション決着種別の確認方法を次の図に示します。UAPにコミットエラーが返信された場合もこの手順に従って確認してください。

            
               図20‒10　障害が発生したときのトランザクション決着種別の確認方法
               [image: [図データ]]

            
            
               	注※１

               	
                  pdlsコマンドで，全サーバ（回復不要FESを除く全サーバ）が稼働しているかどうかを確認してください。

               

               	注※２

               	
                  次に示す情報を比べてください。

                  
                     	
                        pdls -d trnコマンドの実行結果に出力されたトランザクション識別子

                     

                     	
                        KFPS00973-I又はKFPS00990-Iメッセージに出力されたトランザクション識別子

                     

                  

                  これらのトランザクション識別子が一致していないことを確認してください。一致しているトランザクション識別子がある場合は，そのトランザクションが終了するまで待ってください。

               

               	注※３

               	
                  次に示す情報を比べてください。

                  
                     	
                        pdls -d trn -aコマンドの実行結果に出力されたクライアントのプロセスID，IPアドレス，UAPの識別名称

                     

                     	
                        コミットエラーになったUAPのプロセスID，IPアドレス，UAPの識別名称

                     

                  

                  これらの情報が一致するトランザクションがあるかどうかを確認してください。

                  
                     	すべて（三つ）の情報が一致するトランザクションがある場合

                     	
                        該当するトランザクションが終了するまで待ってください。

                     

                     	UAPの識別名称だけが一致し，プロセスID及びIPアドレスが表示されていないトランザクションがある場合

                     	
                        次に示す手順で対処してください。

                        
                           	
                              該当するトランザクションのトランザクション識別子を確認してください。

                           

                           	
                              pdls -d trn -aコマンドの実行結果を参照してください。1で確認したトランザクション識別子がほかにも表示されていないかを確認してください。

                           

                           	
                              ほかにも表示されている場合は，そのトランザクションのクライアントのプロセスIDとIPアドレスが表示されているかどうかを確認してください。表示されたトランザクションがない場合は，トランザクションが終了するまで待ってください。

                           

                        

                     

                  

               

            

            コミット時の障害によるトランザクションの決着種別を次の表に示します。なお，表中のトランザクション決着種別は，フロントエンドサーバ又はバックエンドサーバのユニットが異常終了しなかった場合に限ります。

            
               表20‒25　コミット時の障害によるトランザクションの決着種別
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           項番

                        
                        	
                           障害のタイミング

                        
                        	
                           フロントエンドサーバ

                        
                        	
                           バックエンドサーバ

                           又はディクショナリサーバ

                        
                        	
                           トランザクション決着種別

                        
                     

                     
                        	
                           KFPS00973-I，又はKPFS00990-Iメッセージ

                        
                        	
                           メッセージに出力される決着種別

                        
                        	
                           KFPS00973-I，又はKPFS00990-Iメッセージ

                        
                        	
                           メッセージに出力される決着種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           コミット処理時

                        
                        	
                           あり

                        
                        	
                           コミット

                        
                        	
                           あり

                        
                        	
                           コミット

                        
                        	
                           コミット

                        
                     

                     
                        	
                           2

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                     

                     
                        	
                           3

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           コミット

                        
                     

                     
                        	
                           4

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                        	
                           あり

                        
                        	
                           コミット

                        
                        	
                           コミット

                        
                     

                     
                        	
                           5

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                     

                     
                        	
                           6

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                     

                     
                        	
                           7

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           あり

                        
                        	
                           コミット

                        
                        	
                           コミット

                        
                     

                     
                        	
                           8

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                     

                     
                        	
                           9

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           コミット

                        
                     

                     
                        	
                           10

                        
                        	
                           トランザクション決着前

                        
                        	
                           あり

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                        	
                           あり

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                     

                     
                        	
                           11

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                     

                     
                        	
                           12

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           あり

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                        	
                           ロールバック

                        
                     

                     
                        	
                           13

                        
                        	
                           なし

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

         
         
            20.22　ローカルバッファを使用して共用表を更新した場合に障害が発生したときの対処方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）

            実行者　HiRDB管理者

            ローカルバッファを使用して共用表を更新する場合は，LOCK TABLEを使用してください。次に示す条件をすべて満たす場合にサーバプロセスが異常終了すると，アボートコードPhb3008が出力されて，ユニットが異常終了することがあります。

            
               	
                  ローカルバッファを使用している

               

               	
                  LOCK TABLEを使用しないで共用表を更新している

               

            

            これらの条件をすべて満たす場合，サーバプロセスの異常終了時に更新ページがあると，トランザクション回復プロセスで回復処理ができないことがあります。その場合，ユニットの再開始時に回復処理を行います。ローカルバッファを使用して共用表を更新（LOCK
               TABLE指定なし）する場合に障害が発生したときのHiRDBの処理と対処方法を次の表に示します。

            
               表20‒26　ローカルバッファを使用して共用表を更新（LOCK TABLE指定なし）する場合に障害が発生したときのHiRDBの処理と対処方法
               
                  
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           サーバプロセスの異常終了要因

                        
                        	
                           サーバプロセスの異常終了時に更新ページがある場合のHiRDBの処理

                        
                        	
                           HiRDB管理者の処置

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           PDSWAITTIMEオーバ

                        
                        	
                           アボートコードPhb3008が出力されて，ユニットが異常終了することがあります。

                        
                        	
                           ユニットが異常終了した場合は，ユニットを再開始してください。

                        
                     

                     
                        	
                           PDCWAITTIMEオーバ

                        
                     

                     
                        	
                           pdcancelコマンドの実行

                        
                     

                     
                        	
                           アボート

                        
                        	
                           HiRDBの矛盾検知によるアボートなどが該当します。

                        
                     

                     
                        	
                           上記以外

                        
                        	
                           SIGSEGV，SIGBUS，外部からのシグナル受信，exit，そのほかの予期しない障害などが該当します。

                        
                     

                  
               

            
            
               	注

               	
                  PDSWATCHTIMEオーバによるサーバプロセスの異常終了時に更新ページがあってもHiRDBは異常終了しません。

               

            

         
         
            20.23　システムマネジャユニットに障害が発生したときの対処方法

            障害が発生してシステムマネジャユニットが停止中の場合，HiRDBサーバにユーザが接続できなくなります。システムマネジャユニットの障害がすぐに対処できない場合，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドの指定値を変更して対処してください。PDHOSTオペランドの指定値を次に示すように変更すると，HiRDBサーバに接続できるようになります。

            
               	
                  クライアント環境定義のPDFESHOSTオペランドを指定している場合

                  PDFESHOSTオペランドに指定しているホスト名（FQDN又はIPアドレス）をPDHOSTオペランドにも指定してください。

               

               	
                  クライアント環境定義のPDFESHOSTオペランドを指定していない場合

                  PDFESHOSTオペランドを指定し，同じホスト名（FQDN又はIPアドレス）をPDHOSTオペランドにも指定してください。

               

            

            クライアント環境定義のPDHOST及びPDFESHOSTオペランドについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

         
         
            20.24　ミラー正副不一致状態が発生したときの対処方法

            
               20.24.1　ミラー正副不一致状態を解消する方法

               LVMのミラーリング機能を使用してデータベースをミラー化している場合，データベースへの書き出し中にOS又はサーバマシンに障害が発生したり，系切り替えしたりすると，正系ボリュームと副系ボリュームの内容が異なる状態になることがあります。これをミラー正副不一致状態といいます。この場合，次に示すどちらかの方法でミラー正副不一致状態を解消してください。

               
                  	
                     LVMの機能を使用してミラー正副不一致状態を解消する方法

                  

                  	
                     HiRDBが再開始時に行う全面回復処理でミラー正副不一致状態を解消する方法

                  

               

               通常は1の方法で対処してください。LVMの機能を使用して正副ボリュームを一致させられない場合や，正副ボリュームを一致させる処理に時間が掛かるため，系の切り替え時間などのシステム要件を満たさない場合に2の方法で対処してください。

               
                  (1)　LVMの機能を使用してミラー正副不一致状態を解消する方法

                  
                     	準備

                     	
                        pd_redo_allpage_putオペランドにNを指定するか，又はこのオペランドを省略してください。

                     

                     	ミラー正副不一致状態が発生したときの対処方法

                     	
                        HiRDBを再開始する前に，LVMの機能を使用して正副ボリュームを一致させてください。その後，HiRDBを再開始してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBが再開始時に行う全面回復処理でミラー正副不一致状態を解消する方法

                  
                     	準備

                     	
                        pd_redo_allpage_putオペランドにYを指定してください。Yを指定すると，HiRDBの再開始時の全面回復処理でシンクポイント以降に更新されたすべてのページをデータベースに書き出します。この処理によってミラー正副不一致状態を解消します。

                     

                     	ミラー正副不一致状態が発生したときの対処方法

                     	
                        LVMの機能を使用して正副ボリュームを一致させる必要はありません。すぐにHiRDBを再開始してください。HiRDBの再開始時の全面回復処理で正副ボリュームを一致させます。

                        
                           	注意事項

                           	
                              
                                 	
                                    この方法を取ると，全面回復処理でデータベースへの書き出し量が増加します。そのため，1の方法と比較してHiRDBの再開始に掛かる時間が長くなります。データベースへの書き出し量を減らすために，シンクポイントの取得間隔を短くすることをお勧めします。シンクポイントの取得間隔は，pd_log_sdintervalオペランドで設定します。

                                 

                                 	
                                    なお，この方法では，障害でOSやサーバがダウンしたり，系切り替えが発生した際にデータベースへ書き出し中だったデータを，全面回復処理で再度書き出します。これを受けて，LVMが正系ボリュームと副系ボリュームの両方に書き出すことで正副ボリュームを一致させます。そのため，HiRDBがダウンする瞬間に発生するミラー正副不一致状態以外の，運用上の障害などで発生した正副ボリュームの不一致は解消できません。この場合は，LVMの機能を使用して正副ボリュームを一致させてください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　高速系切り替え機能使用時の構成例

                  LVMのミラーリング機能を使用してデータベースをミラー化した環境で，高速系切り替え機能を適用する場合のシステム構成例を次の図に示します。

                  この場合，HiRDBが再開始時に行う全面回復処理でミラー正副不一致状態を解消する方法を適用します。

                  
                     図20‒11　高速系切り替え機能を適用する場合のシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              高速系切り替え機能を適用したシステム構成で，現用系及び予備系の両方から日立ディスクアレイシステムをアクセスできるように配置してください。

                           

                           	
                              pd_redo_allpage_putオペランドにYを指定してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            20.25　HiRDB運用ディレクトリの回復方法

            実行者　スーパユーザ及びHiRDB管理者

            ここでは，ディスク障害などでHiRDB運用ディレクトリを回復する必要が生じた場合の対処方法（HiRDB運用ディレクトリの回復方法）について説明します。

            
               20.25.1　インストールディレクトリがある場合

               HiRDBのインストールディレクトリがある場合は，インストールディレクトリからHiRDB運用ディレクトリを回復できます。なお，ここでの回復方法は，次に示すことを前提に説明しています。

               
                  	
                     $PDDIR/conf下のバックアップを取得している

                  

                  	
                     $PDDIR下にユーザがファイルを作成している場合，そのファイルのバックアップを取得している

                  

                  	
                     データベースとシステムファイルが無事である

                  

                  	
                     マルチHiRDBの場合，各HiRDBのバージョンが同じである

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           居残り状態のサーバプロセスを一掃するために，サーバマシンをリブートします。

                        

                        	
                           OSに登録されているHiRDB運用ディレクトリの情報を削除するために，pdsetup -dコマンドを実行します。応答メッセージにはYを応答してください。pdsetup -dコマンドはエラーで終了しますが，このエラーは無視してください。

                        

                        	
                           HiRDB運用ディレクトリを作成します。

                        

                        	
                           pdsetupコマンドを実行します。pdsetupコマンドを実行すると，インストールディレクトリ下のファイルがHiRDB運用ディレクトリ下に複写されます。

                        

                        	
                           $PDDIR/conf下のファイルをバックアップから回復します。

                        

                        	
                           $PDDIR下にユーザがファイルを作成していた場合，そのファイルを回復してください。

                        

                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                        

                     

                  

               

            
            
               20.25.2　インストールディレクトリがない場合

               インストールディレクトリをHiRDB運用ディレクトリにしているなど，HiRDBのインストールディレクトリがない場合は，HiRDBを再インストールする必要があります。なお，ここでの回復方法は，次に示すことを前提に説明しています。

               
                  	
                     $PDDIR/conf下のバックアップを取得している

                  

                  	
                     $PDDIR下にユーザがファイルを作成している場合，そのファイルのバックアップを取得している

                  

                  	
                     データベースとシステムファイルが無事である

                  

                  	
                     マルチHiRDBの場合，各HiRDBのバージョンが同じである

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           居残り状態のサーバプロセスを一掃するために，サーバマシンをリブートします。

                        

                        	
                           HiRDBを再インストールします。HiRDBのインストールについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                        

                        	
                           OSに登録されているHiRDB運用ディレクトリの情報を削除するために，pdsetup -dコマンドを実行します。応答メッセージにはYを応答してください。pdsetup -dコマンドはエラーで終了しますが，このエラーは無視してください。

                        

                        	
                           pdsetupコマンドを実行します。

                        

                        	
                           $PDDIR/conf下のファイルをバックアップから回復します。

                        

                        	
                           $PDDIR下にユーザがファイルを作成していた場合，そのファイルを回復してください。

                        

                        	
                           pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                        

                     

                  

               

            
            
               20.25.3　HiRDB運用ディレクトリがあるディスクのバックアップがある場合

               インストールディレクトリがなく，かつHiRDBの提供媒体がないためHiRDBを再インストールできない場合は，ディスクのバックアップからディスクの内容（HiRDB運用ディレクトリも含む）を回復してください。

               なお，HiRDB運用ディレクトリがあるディスクのバックアップを取得する方法については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
                  (1)　HiRDB運用ディレクトリがルートボリュームにない場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              居残り状態のサーバプロセスを一掃するために，サーバマシンをリブートします。

                           

                           	
                              OSのRun Level（又はRun Mode）を１（シングルユーザモード）にします。

                           

                           	
                              バックアップからHiRDB運用ディレクトリがあるディスクの内容を回復します。

                           

                           	
                              OSのRun Level（又はRun Mode）を元のモードに戻します。

                           

                           	
                              ディスクが壊れる前にpdsetup -dコマンドを実行している場合は，pdsetupコマンドを実行します。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDB運用ディレクトリがルートボリュームにある場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              居残り状態のサーバプロセスを一掃するために，サーバマシンをリブートします。

                           

                           	
                              バックアップからルートボリュームを回復します。

                           

                           	
                              pdsetupコマンドを実行します。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            20.26　HiRDBファイルシステム領域に障害が発生した場合の対処方法

            実行者　HiRDB管理者

            HiRDBファイルの作成，削除，又は拡張の処理中に，OSのkillコマンド，シャットダウンなどによってHiRDBの処理が停止した場合，HiRDBファイルシステム領域の管理情報（HiRDBファイルシステム構成やファイルを管理する情報）が更新途中のままとなります。

            この場合，管理できない状態のファイルや，参照できない領域ができてしまうことがあります。HiRDBの処理続行には問題はありませんが，HiRDBファイルシステム領域作成時の最大作成ファイル数（pdfmkfsコマンドの-lオプション値）までファイルを作成できなかったり，設定容量（pdfmkfsコマンドの-nオプション値から領域管理部のサイズを引いた値）まで利用できなかったりします。また，バージョン07-02以前のHiRDBの場合は，領域管理情報が破壊されてしまうこともあります。

            ここでは，管理できない状態のファイル，参照できない領域，及び領域管理情報の破壊が発生した場合の対処方法について説明します。

            
               20.26.1　管理できない状態のファイル，及び参照できない領域

               
                  (1)　管理できない状態のファイルとは

                  HiRDBファイルシステム領域の管理情報は，最大作成ファイル数分のファイル管理情報を，「使用中」と「未使用」の2とおりで管理しています。ファイルの作成，及び削除処理で，領域の管理情報更新中に処理が中断すると，処理対象のファイルが参照されない状態となり，それ以降使用できなくなることがあります。この場合，使用できるファイル数は最大作成ファイル数より少なくなります。また，ファイルに割り当てられた領域についても，以降参照できなくなることもあり，本来より少ない容量しか使用できなくなります。同様の処理中断が連続して発生すると，更に使用できるファイル，及び容量は減少します。

               
               
                  (2)　参照できない領域とは

                  HiRDBファイルシステム領域の管理情報は，ファイル管理情報とは別に，領域をファイルに割り当てている使用中領域と，割り当てられていない未使用領域の2とおりで管理しています。ファイルの拡張処理（自動増分）では，ファイルの増分に必要な領域を未使用領域から取り出し，使用中領域として割り当てます。ファイルの拡張処理で，領域の管理情報更新中に処理が中断すると，処理対象の領域が使用中と未使用どちらからも参照されない状態となり，以降使用できなくなることがあります。参照できない領域の概念を次に示します。

                  [image: [図データ]]

                  上記の図は，ファイルの拡張処理で使用中領域として割り当てる前に処理が中断した状態を表しています。網掛け部分の領域が以降参照できなくなるため，本来より少ない容量しか使用できなくなります。同様の処理中断が連続して発生すると，更に使用できる容量は減少します。

               
               
                  (3)　確認方法

                  管理できない状態のファイル，及び参照できない領域があるかどうかを確認する方法を次に示します。

                  
                     	
                        pdflsコマンドを実行して，KFPI21586-Wメッセージが表示された場合，管理できない状態のファイルがあります。

                     

                     	
                        HiRDBファイルシステム領域作成時の容量（pdfmkfsコマンドの-nオプション値から領域管理部のサイズを引いた値）よりも，少ない容量しか使用できない場合，参照できない領域があります。

                     

                     	
                        pdffsck -cコマンドを実行して処理結果を確認します。

                     

                  

               
               
                  (4)　対処方法

                  pdffsckコマンドを実行して修復をしてください。

                  -cオプションありで実行すると，検証だけ行われて修復はされません。管理できない状態のファイル，又は参照できない領域が，あらかじめ対象となるHiRDBファイルシステム領域内にあることが分かっている場合，-cオプションなしで実行してください。

               
            
            
               20.26.2　領域管理情報の破壊（バージョン07-02以前のHiRDBの場合）

               
                  (1)　領域管理情報の破壊とは

                  バージョン07-02以前のHiRDBの場合，ファイルの作成，削除，又は拡張で処理が中断すると，管理できない状態のファイル，及び参照できない領域のどちらにも該当しない状態になることがあります。これは，領域の二重割り当てなどによって，領域管理情報とファイルが破壊された状態であり，以降の運用に影響を与えます。二重割り当ての概念を次に示します。

                  [image: [図データ]]

                  領域管理情報が破壊されているため，破壊された対象ファイルを回復しても，更にほかのファイルも破壊してしまいます。この状態からバージョンアップすると，領域が破壊された状態も引き継ぐことになります。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              領域管理情報が破壊された場合，pdfbkup，及びpdfrstrコマンドでの回復，並びにpdcopy，及びpdrstrコマンドでの回復では対処できません。

                           

                           	
                              pdffsckコマンドで領域管理情報の破壊は検知できますが，修復はできません。この場合，KFPI21585-Eメッセージを出力して異常終了します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　対処方法

                  すべてのHiRDBファイルシステム領域を再作成してください。その後，HiRDBファイルシステム領域の使用目的（pdfmkfsコマンドの-kオプションの指定値）ごとに，次の対処をしてください。

                  
                     (a)　DB及びSDBの場合

                     バックアップを使用してデータベースを回復してください。なお，使用するバックアップは，領域管理情報が破壊される前のHiRDBファイルシステム領域に格納されているRDエリアのものです。

                  
                  
                     (b)　SYSの場合

                     システムログファイル，シンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルを作成してください。なお，再開始に必要なシステムファイルをそろえられないため，再開始はできません。正常開始してください。

                     また，セキュリティ監査機能を使用している場合は，監査証跡ファイルを作成してから，HiRDB及びセキュリティ監査機能の運用を再開してください。

                  
                  
                     (c)　WORKの場合

                     作業表は，SQL実行時にHiRDBが自動的に作成するため，特に対処する必要はありません。

                  
                  
                     (d)　UTLの場合

                     pdcopyコマンドのバックアップファイル，及びpdrorgコマンドのアンロードデータファイルはなくなっているため，必要に応じてpdcopy，又はpdrorgコマンドを再度実行してください。

                  
               
            
         
      
   
      
         21　データベースの回復方法

         
            この章では，障害が発生したためにデータベース（RDエリア）が破壊されたときのデータベースの回復方法について説明します。

         

         
            21.1　データベース回復の概要

            実行者　HiRDB管理者

            データベースに障害が発生した場合，HiRDB管理者はデータベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）でデータベースを回復します。ここでは，データベースを回復するときに知っておいて欲しい基本的なことについて説明します。ここで説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  データベースをどの状態に回復できるのか？

               

               	
                  バックアップ取得モードとの関連

               

               	
                  ログ取得モードとの関連

               

               	
                  各種RDエリア回復時の注意

               

               	
                  同一ログの再使用チェック

               

               	
                  64ビットモードのHiRDBを使用している方へ

               

            

            
               21.1.1　データベースをどの状態に回復できるのか？

               データベースは次に示すどれかの時点の状態に回復できます。

               
                  	
                     バックアップ取得時点

                  

                  	
                     障害発生直前の最新の同期点

                  

                  	
                     バックアップ取得時点以降の任意の同期点

                     
                        	参考

                        	
                           データベース複写ユティリティで取得したバックアップの情報をpdbkuplsコマンドで確認できます。例えば，次に示す情報を確認できます。確認できる情報の詳細については，マニュアル「HiRDB
                              コマンドリファレンス」を参照してください。

                           
                              	
                                 バックアップの取得日時

                              

                              	
                                 バックアップ取得対象RDエリアの名称

                              

                              	
                                 バックアップ取得モード（-Mオプション）の指定値

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　バックアップ取得時点に回復する場合

                  バックアップ取得時点にデータベースを回復する場合は，入力情報（データベース回復ユティリティの入力情報）にバックアップファイルだけが必要です。データベース回復の概要（バックアップ取得時点に回復する場合）を次の図に示します。

                  
                     図21‒1　データベース回復の概要（バックアップ取得時点に回復する場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注意事項

                     	
                        特定のRDエリアをバックアップ取得時点に回復する場合は，次に示すことに注意してください。

                        
                           	
                              障害が発生したRDエリアだけを回復すると，そのほかのRDエリアと整合性がとれなくなります。

                           

                        

                        例えば，定義系SQLの処理中に障害が発生すると，障害が発生したユーザ用RDエリアだけをバックアップ取得時点の状態に回復しても，データディクショナリ用RDエリアは障害発生直前の同期点の状態です。したがって，表「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」で示すRDエリアも同時に取得したバックアップで回復する必要があります。

                     

                  

               
               
                  (2)　障害発生直前の最新の同期点に回復する場合

                  
                     (a)　回復の対象になるトランザクション

                     トランザクションを決着した時点を同期点といいます。トランザクションによる更新処理を有効にする場合の同期点処理をコミットといい，無効にする場合の同期点処理をロールバックといいます。障害発生時点で処理が完了しているトランザクションの同期点にデータベースを回復することを障害発生直前の最新の同期点に回復するといいます。障害発生時点で処理中のトランザクション（同期点に達していないトランザクション）は無効になるため，このトランザクションによる更新処理は回復の対象になりません。回復の対象になるトランザクションを次の図に示します。

                     
                        図21‒2　回復の対象になるトランザクション（障害発生直前の最新の同期点に回復する場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           トランザクションA，Bは処理を完了して同期点に達しているため，この同期点にデータベースを回復します。

                           トランザクションC，Dは処理中で同期点に達していないため，このトランザクション処理は無効になります。したがって，回復の対象になりません。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　必要となる入力情報

                     障害発生直前の最新の同期点に回復する場合は，次に示す入力情報（データベース回復ユティリティの入力情報）が必要になります。

                     
                        	
                           バックアップファイル

                        

                        	
                           アンロードログファイル※

                        

                     

                     
                        	注※

                        	
                           バックアップ取得時点以降のシステムログをアンロードしたアンロードログファイルが必要になります。

                           アンロードレスシステムログ運用の場合は，バックアップ取得時点以降のシステムログを格納したシステムログファイルが必要になります。

                        

                     

                     データベース回復の概要（障害発生直前の最新の同期点に回復する場合）を次の図に示します。

                     
                        図21‒3　データベース回復の概要（障害発生直前の最新の同期点に回復する場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (c)　注意事項（重要）

                     
                        	
                           回復対象RDエリアは障害が発生したRDエリアだけです。

                        

                        	
                           回復が完了したRDエリアのバックアップを必ず取得してください。バックアップを取得しないと，その後このRDエリアに障害が発生したときに，この時点の同期点からデータベースを回復できなくなります。

                        

                        	
                           データベース回復ユティリティの入力情報とするアンロードログファイルは通常ファイルである必要があります。このため，アンロードログファイルをCMT又はDATなどの媒体に保存している場合は，データベース回復ユティリティを実行する前にディスク上に登録してください。

                        

                        	
                           システムログを使用してマスタディレクトリ用RDエリアを回復する場合は，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始する必要があります。すべてのRDエリアを最新の同期点に回復する場合の手順については，「例題１（全RDエリアを回復する場合）」を参照してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　バックアップ取得時点以降の任意の同期点（範囲指定の回復）

                  HiRDB管理者が指定する時点で処理が完了しているトランザクションの同期点にデータベースを回復することをバックアップ取得時点以降の任意の同期点に回復するといいます。HiRDB管理者が指定する時点で処理中のトランザクション（同期点に達していないトランザクション）による更新処理は回復の対象になりません。これを範囲指定の回復といいます。範囲指定の回復を次の図に示します。

                  
                     図21‒4　範囲指定の回復
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        どの同期点を回復対象にするかはデータベース回復ユティリティの-Tオプションで指定します。

                        
                           	
                              同期点Ａに戻したい場合は，-Tオプションの回復終了時刻に9:10以降，9:20より前の時刻を指定してください。

                           

                           	
                              同期点Ｂに戻したい場合は，-Tオプションの回復終了時刻に9:20以降，9:30より前の時刻を指定してください。

                           

                           	
                              同期点Ｃ（障害発生直前の同期点）に戻したい場合は，-Tオプションを指定する必要はありません。

                           

                        

                     

                  

                  バックアップ取得時点以降の任意の同期点に回復する場合の入力情報（データベース回復ユティリティの入力情報）は，障害発生直前の最新の同期点に回復する場合と同じになります。

               
            
            
               21.1.2　バックアップ取得モードとの関連

               バックアップ取得時に指定したバックアップ取得モード（pdcopyコマンドの-Mオプションの指定）によって，データベースを回復できる時点が異なります。バックアップ取得モードによるデータベースを回復できる時点を次の表に示します。

               
                  表21‒1　バックアップ取得モードによるデータベースを回復できる時点
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              バックアップ取得モード

                              （-Mオプションの指定）

                           
                           	
                              バックアップ

                              取得時点

                           
                           	
                              最新の同期点

                           
                           	
                              範囲指定の回復

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              参照・更新不可能モード（-M x指定）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              参照可能モード（-M r指定）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新可能モード（-M s指定）※

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：この時点のデータベースを回復できます。

                     ×：この時点のデータベースを回復できません。

                  

                  	注※

                  	
                     更新可能モードを指定してバックアップを取得した場合，データベースを回復するのにバックアップ取得時の現用ファイルのシステムログが必要になります。これに対応するアンロードログファイルがpdrstrコマンドの入力情報に必要になります。

                     pdcopyコマンドの処理結果出力ファイルに，データベースを回復するときに必要なシステムログファイルの名称及び世代番号が出力されます。

                  

               

            
            
               21.1.3　ログ取得モードとの関連

               
                  (1)　更新前ログ取得モードでUAP又はユティリティを実行している場合

                  更新前ログ取得モードでUAP又はユティリティを実行しているときにデータベースに障害が発生すると，そのデータベースはバックアップ取得時点にしか回復できません。

               
               
                  (2)　ログレスモードでUAP又はユティリティを実行している場合

                  ログレスモードでUAP又はユティリティを実行しているときにデータベースに障害が発生すると，そのデータベースはバックアップ取得時点にしか回復できません。また，そのUAPが更新したRDエリアは障害閉塞となります。このときの回復手順については，「ログレスモードでUAP又はユティリティを実行するときの運用」を参照してください。

               
            
            
               21.1.4　各種RDエリア回復時の注意

               
                  (1)　マスタディレクトリ用RDエリア回復時の注意

                  回復対象RDエリアにマスタディレクトリ用RDエリアが含まれる場合，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始して，pdrstrコマンドでRDエリアを回復する必要があります。

               
               
                  (2)　データディクショナリLOB用RDエリア回復時の注意

                  データディクショナリLOB用RDエリアは次に示す用途ごとに分かれています。

                  
                     	
                        ストアドルーチン及びトリガのソース格納用

                     

                     	
                        ストアドルーチン及びトリガのオブジェクト格納用

                     

                  

                  ソース格納用とオブジェクト格納用では，RDエリアを回復できる時点が異なります。

                  
                     (a)　ソース格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアを回復する場合

                     ソース格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアは，バックアップ取得時点及びそれ以降の任意の同期点に回復できます。このときのデータベース回復ユティリティの入力情報は，バックアップ及びシステムログ（アンロードログ）となります。

                  
                  
                     (b)　オブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアを回復する場合

                     オブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアは，ロールフォワードに必要なデータベース更新ログを取得しないため，バックアップ取得時点だけにしか回復できません。したがって，このときのデータベース回復ユティリティの入力情報はバックアップだけとなります。

                     なお，次に示す場合は，〈手順〉に従ってオブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアを回復してください。

                     
                        	
                           ソース格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアをバックアップ取得時点以降の任意の同期点に回復しているが，オブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアと同期を合わせることができない場合

                        

                        	
                           pdcopyコマンドの-Jオプションを指定してバックアップを取得するときに，意図的にオブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアを取得しなかった場合

                        

                     

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdmodコマンドで，オブジェクト格納用のデータディクショナリLOB用RDエリアを再初期化します。

                                 pdmod -a /pdmod/mod01

                              

                              	
                                 ALTER ROUTINEで，全ストアドルーチン及び全トリガのSQLオブジェクトを再作成します。

                                 ALTER ROUTINE ALL

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　ユーザLOB用RDエリア回復時の注意

                  ユーザLOB用RDエリアを回復する場合，そのLOB列構成基表を格納するユーザ用RDエリアも同期を合わせて回復してください。

               
               
                  (4)　リスト用RDエリア回復時の注意

                  リスト用RDエリアはpdrstrコマンドでの回復の対象となりません。基表があればリストを再作成できるため，回復の対象にしていません。

                  なお，リスト用RDエリアが障害閉塞した場合は，次に示す手順で障害閉塞を解除してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdcloseコマンドで，障害閉塞したリスト用RDエリアをクローズします。

                           

                           	
                              pdmodコマンドで，リスト用RDエリアを再初期化します。

                           

                           	
                              pdrels -oコマンドで，リスト用RDエリアの障害閉塞を解除してオープンします。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    リスト用RDエリアを再初期化すると，リスト用RDエリア内のリストは使用できなくなります。この場合，ASSIGN LIST文でリストを再作成してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　障害閉塞のRDエリア回復後の注意

                  pdstart -rコマンドでHiRDBを開始して，障害閉塞しているRDエリアを回復した場合，HiRDBの正常開始後にRDエリアを閉塞解除（pdrelsコマンド）する必要があります。

               
               
                  (6)　順序数生成子格納RDエリア回復時の注意

                  
                     (a)　バックアップ及び回復対象のRDエリアについての注意

                     順序数生成子格納RDエリアのバックアップを取得する場合，順序数生成子を使用する表が格納されているRDエリアのバックアップも同時に取得してください。

                     また，順序数生成子格納RDエリアと，順序数生成子を使用する表が格納されているRDエリアを回復する場合は，整合性が取れる時点に回復してください。この運用以外の場合，回復後に順序数生成子から取得する順序番号に重複，又は欠番が発生するおそれがあります。

                  
                  
                     (b)　ログを使用した回復についての注意

                     ログ出力間隔に，1より大きな値を指定した順序数生成子を，ログを使用してバックアップ取得時点以降の任意の同期点，又は障害発生直前の最新の同期点まで回復した場合，回復後に順序数生成子から取得する順序番号に欠番が発生するおそれがあります。なお，バックアップ取得後から回復終了となる同期点までの間に，該当する順序数生成子から順序番号を取得したかどうかは関係ありません。

                     ログを使用した回復後の順序番号に重複，又は欠番が発生するおそれを，次の表に示します。

                     
                        表21‒2　ログを使用した回復後の順序番号に重複，又は欠番が発生するおそれ
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    バックアップ取得時点まで回復

                                 
                                 	
                                    バックアップ取得時点以降の任意の同期点，又は障害発生直前の最新の同期点まで回復

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ログ出力間隔※の指定値

                                 
                                 	
                                    ログ出力間隔※の指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    1より大きな値

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    1より大きな値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    重複

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    欠番

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           −：発生しない

                           ○：発生する

                        

                        	注※

                        	
                           ログ出力間隔については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                        

                     

                     また，HiRDB Datareplicator及びHiRDB Dataextractorは順序数生成子を使用できないため，抽出側と反映側を切り替えて同じ名称の順序数生成子を使用する場合，反映側に抽出側の順序数生成子の現在値を引き継げません。そのため，順序数生成子から取得した順序番号が重複することがあります。

                  
               
               
                  (7)　一時表用RDエリア回復時の注意

                  バックアップを取得できないため，一時表用RDエリアは回復できません。一時表用RDエリアに障害が発生した場合は，pdmodコマンドで一時表用RDエリアを再初期化してください。

               
               
                  (8)　HiRDBファイルシステム領域を作成し直す場合の注意

                  ディスク障害などで，回復対象のRDエリアのHiRDBファイルシステム領域を作成し直す場合，次に示す設定を変更前のHiRDBファイルシステム領域と同じにしてください。設定を変更すると，データベースを回復できなくなることがあります。

                  
                     	
                        ファイルの種類（通常ファイルか，キャラクタ型スペシャルファイルか）

                     

                     	
                        pdfmkfsコマンドの-aオプションの指定（HiRDBファイルシステム領域を自動的に拡張する方式のRDエリアの自動増分を適用するかどうか）

                     

                  

               
            
            
               21.1.5　同一ログの再使用チェック

               データベース回復ユティリティで，同時にバックアップファイルを指定しないで，アンロードログファイルだけを使用してデータベースを回復する場合，一度使用したログは再使用できません。データベース回復ユティリティの入力情報になったことがあるログを使用して回復すると，データベースが破壊されたり，データ不整合が発生したりするおそれがあります。

               これを防ぐために，HiRDBではデータベースの回復で使用するログをチェックしています。これを同一ログの再使用チェックといいます。チェックで，以前回復に使用したログ又は以前回復に使用したログより古いログの指定を検知すると，HiRDBは該当するサーバの回復処理を中断し，データベース回復ユティリティはエラー終了します。このとき，該当するサーバ以外のサーバのRDエリアの回復処理は続行されます。なお，pdrstrコマンドに-b又は-gオプションを指定して実行した場合，HiRDBは同一ログの再使用チェックは行いません。

               
                  (1)　回復処理が中断された場合

                  同一ログの再使用チェックで回復処理が中断された場合，KFPR26288-Eメッセージが出力されます。このメッセージに回復処理を中断されたサーバが表示されるため，そのサーバのRDエリアの回復をやり直してください。ただし，次のような場合は，データベースが更新されていないため，やり直す必要はありません。

                  
                     	
                        同じコマンドライン及び同じ制御文ファイルのpdrstrコマンドを，誤って複数回実行してしまい，チェック結果がエラーになった

                     

                  

                  RDエリアの回復をやり直す場合の回復手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdrstrコマンド又はほかの製品のリストア機能で，KFPR26288-Eメッセージで表示されたサーバのRDエリアをバックアップから回復します。

                           

                           	
                              1.で使用したバックアップファイル取得以降のアンロードログファイルを指定して，pdrstrコマンドで回復対象のRDエリアを回復します。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        同一ログを使用して回復した場合にデータ不整合が発生する理由

                        アンロードログファイルだけを使用してデータベースを回復する場合，同一ログを使用して回復するとどのように処理されるかについて，例を使用して説明します。

                        この例では，ほかの製品のバックアップ機能を使用してバックアップを取得しているとします。

                        [image: [図データ]]

                        
                           	1回目の障害のとき

                           	
                              ほかの製品で取得したバックアップファイル1でバックアップ取得時点まで回復しました。その後，アンロードログファイル1及び2を指定して，pdrstrコマンドで障害発生直前の状態まで回復しました。

                              [image: [図データ]]

                              このとき，ロールフォワードで最新の状態まで回復し，未決着トランザクションのログでロールバックします。

                           

                           	2回目の障害のとき

                           	
                              ほかの製品で取得したバックアップファイル2で2回目のバックアップ取得時点まで回復しました。その後，アンロードログファイル1〜4を指定してpdrstrコマンドで障害発生直前の状態まで回復しました。

                              [image: [図データ]]

                              このとき，まずロールフォワードで最新の状態まで回復しますが，1回目の障害回復時にアンロードログファイル2まで使用してロールフォワードしているため，そこまでの処理をスキップします。その後，未決着トランザクションのログでロールバックしますが，アンロードログファイル2にも未決着トランザクションのログがあるため，アンロードログファイル2のトランザクションもロールバックします（ロールバックはスキップしません）。このため，データ不整合になります。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               21.1.6　64ビットモードのHiRDBを使用している方へ

               32ビットモードと64ビットモード間のバックアップファイルの互換性はありません。32ビットモードのHiRDBで取得したバックアップは，64ビットモードのHiRDBでは使用できません。

            
         
         
            21.2　データベースをバックアップ取得時点に回復する方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，データベースをバックアップ取得時点に回復する方法を例題形式で説明します。

            
               21.2.1　例題１（HiRDB Control Managerのウィザードで全RDエリアを回復する場合）

               HiRDB Control Managerのリカバリウィザードを使用して，全RDエリアを最新のバックアップ取得時点に回復します。

               なお，手順の画面はWindows版HiRDBサーバで実行した例です。UNIX版HiRDBサーバで実行する場合は，パス名の表記が異なります。

               〈手順〉

               
                  	
                     HiRDB Control Manager - Consoleを起動します。

                     起動方法については，「HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法」を参照してください。

                  

                  	
                     操作対象のHiRDBサーバを登録します。

                     既に登録されている場合は，この手順は必要ありません。登録方法については，「管理HiRDBの登録方法」を参照してください。

                  

                  	
                     タブメニューの［リカバリ］−［ウィザード］を選択して，［リカバリウィザード - 回復対象の指定］画面を表示します。

                     回復単位は「HiRDBシステム単位」を選択します。

                     次に，［HiRDBシステム］欄から回復対象のHiRDBシステム名を選択します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［リカバリウィザード - 確認］画面を表示します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     設定した条件を確認して，問題がなければ［実行］ボタンをクリックします。

                     回復処理が始まります。

                  

               

               
                  	
                     リカバリウィザードでは，最新のバックアップファイルをHiRDB Control Managerが自動的に検索するため，HiRDB管理者がバックアップファイルを指定する必要はありません。

                  

               

            
            
               21.2.2　例題２（全RDエリアを回復する場合）

               システム用RDエリアを含む全RDエリアをバックアップ取得時点に回復します。バックアップは，システム単位で取得したバックアップ（全RDエリアを対象としたバックアップ）があります。

               
                  (1)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  HiRDBを正常終了できない場合は，pdstop -fコマンドで強制終了します。なお，既にHiRDBが異常終了している場合は，この手順は必要ありません。

               
               
                  (2)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (3)　pdrstrコマンドで全RDエリアを回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 -a

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -b：全RDエリアを対象としたバックアップを格納したバックアップファイルの名称を指定します。

                        -a：全RDエリアの回復を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (5)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

                  (1)の手順でHiRDBを正常終了できなかった場合は，HiRDBを開始する前にシステムログファイル，シンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルを初期化してください。

                  システムログファイル，及びシンクポイントダンプファイルを初期化しない場合，一部のファイルがクローズ状態となることがあります。この場合，クローズ状態となったファイルについては，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」を参照し，使用できる状態にしてください。 

               
               
                  (6)　リスト用RDエリアを回復します

                  リスト用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r LISER1 -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control3

                           

                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r LISER1 -o

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　一時表用RDエリアを回復します

                  一時表用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r TMPRDAREA -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control4

                           

                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r TMPRDAREA -o

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               21.2.3　例題３（RDエリア単位に回復する場合）

               ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）をバックアップ取得時点に回復します。なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　障害閉塞しているRDエリアをpdcloseコマンドでクローズします

                  pdclose -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (3)　pdrstrコマンドでRDエリアを回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -b：rdarea01，rdarea02のバックアップを格納したバックアップファイルの名称を指定します。

                        -r：回復するRDエリア（rdarea01，rdarea02）の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　回復したRDエリアの障害閉塞をpdrelsコマンドで解除してオープンします

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

               
            
            
               21.2.4　例題４（RDエリア単位に回復する場合：マスタディレクトリ用RDエリアを含む）

               マスタディレクトリ用RDエリアを含む，複数のRDエリアをバックアップ取得時点に回復します。なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。また，RDエリアの回復を複数回のpdrstrコマンドで実行する場合は，最初に実行するpdrstrコマンドにマスタディレクトリ用RDエリアを含めて回復してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  HiRDBを正常終了，又は計画停止する必要があります。既にHiRDBが異常終了している場合，又は正常終了できない状態の場合は，一度再開始したあとに，正常終了させてください。

                  正常終了させる理由は，データベース回復ユティリティで回復しないRDエリアに対する，ディレードリランによる回復を不要とするためです。

               
               
                  (3)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (4)　pdrstrコマンドでRDエリア（関連するRDエリアも含む）を回復します

                  回復するRDエリアと，それに関連するRDエリアを回復します。関連するRDエリアは，前回のバックアップ取得以降に実行した処理に応じて異なります。関連するRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照して確認してください。例えば，前回のバックアップ取得以降にCREATE TABLEを実行したときには，表「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」のCREATE TABLEを参照してください。

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 -r MASTER,DDIC,USER1,LOB11

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -r：回復するRDエリア名を指定します。

                        　　MASTER：マスタディレクトリ用RDエリア

                        　　DDIC：データディクショナリ用RDエリア

                        　　USER1：ユーザ用RDエリア（表を追加したRDエリア）

                        　　LOB11：ユーザLOB用RDエリア（BLOB属性の列を格納するRDエリア）

                     

                  

               
               
                  (5)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (6)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

               
            
         
         
            21.3　データベースを最新の同期点に回復する方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，データベースを最新の同期点に回復する方法を例題形式で説明します。

            
               21.3.1　例題１（全RDエリアを回復する場合）

               システム用RDエリアを含む全RDエリアを障害発生直前の最新の同期点に回復します。バックアップは，システム単位で取得したバックアップ（全RDエリアを対象としたバックアップ）があります。システムログファイルの運用方法は，システムログをアンロードする運用をしています。

               
                  (1)　pdloglsコマンドで現用のシステムログファイルを調べます

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバのシステムログファイルを調べてください。

                  pdlogls -d sys

               
               
                  (2)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします

                  現用ファイルの内容をアンロードするため，システムログファイルをスワップします。HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (3)　現用だったファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  (1)で調べた現用ファイルの内容をアンロードしてください。HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバの現用ファイルの内容をアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log01 -o /unld/unldlog02

                  
                     	●自動ログアンロード機能を使用している場合

                     	
                        この操作は必要ありません。pdlogatulコマンドで自動ログアンロード機能が動作していることを確認してください。また，pdloglsコマンドでアンロード処理が終了したかどうかを確認してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  HiRDBを正常終了できない場合は，pdstop -fコマンドで強制終了します。なお，既にHiRDBが異常終了している場合は，この手順は必要ありません。

               
               
                  (5)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (6)　pdrstrコマンドで全RDエリアを最新の同期点に回復します※

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 -a
 -l /unld/unldlog02

                  
                     	注※

                     	
                        オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを使用している場合，ログを使った回復でシステムログを取得しないトランザクションが動作していることを検知（KFPR16334-E）することがあります。

                        オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアについては，(10)で回復（初期化）するため，エラーを無視して問題ありません。

                        データベース回復ユティリティでエラーメッセージを出力しないようにするためには，-rオプションでオブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリア以外のRDエリア名を指定してください。

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -b：全RDエリアを対象としたバックアップを格納したバックアップファイルの名称を指定します。

                        -a：全RDエリアの回復を指定します。

                        -l：バックアップファイルの取得時点以降のアンロードログファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  次回，データベースを回復するときに備えて，バックアップを取得します。

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M x -b /pdcopy/backup02 -a

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得する際に指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (9)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

                  (4)の手順でHiRDBを正常終了できなかった場合は，HiRDBを開始する前にシステムログファイル，シンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルを初期化してください。

                  システムログファイル，及びシンクポイントダンプファイルを初期化しない場合，一部のファイルがクローズ状態となることがあります。この場合，クローズ状態となったファイルについては，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」を参照し，使用できる状態にしてください。

               
               
                  (10)　オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを回復します

                  データディクショナリLOB用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r RDDICOBJ -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドで，オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control2

                           

                           	
                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r RDDICOBJ -o

                           

                           	
                              ALTER ROUTINEで，全ストアドルーチン及び全トリガのSQLオブジェクトを再作成します。

                              ALTER ROUTINE ALL

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (11)　リスト用RDエリアを回復します

                  リスト用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r LISER1 -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control3

                           

                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r LISER1 -o

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (12)　一時表用RDエリアを回復します

                  一時表用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r TMPRDAREA -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control4

                           

                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r TMPRDAREA -o

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               21.3.2　例題２（HiRDB Control ManagerのウィザードでRDエリア単位に回復する場合）

               HiRDB Control Managerのリカバリウィザードを使用して，RDエリア単位の回復を実行します。実行する前に，次のどちらかの条件を満たしていることを確認してください。

               
                  	
                     自動ログアンロード機能を使用している

                  

                  	
                     アンロードログファイルをHiRDB Control Managerに登録している

                  

               

               HiRDB Control Managerにアンロードログファイルを登録する方法については，HiRDB Control Managerのヘルプを参照してください。

               なお，手順の画面はWindows版HiRDBサーバで実行した例です。UNIX版HiRDBサーバで実行する場合は，パス名の表記が異なります。

               〈手順〉

               
                  	
                     HiRDB Control Manager - Consoleを起動します。

                     起動方法については，「HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法」を参照してください。

                  

                  	
                     操作対象のHiRDBサーバを登録します。

                     既に登録されている場合は，この手順は必要ありません。登録方法については，「管理HiRDBの登録方法」を参照してください。

                  

                  	
                     タブメニューの［リカバリ］−［ウィザード］を選択して，［リカバリウィザード - 回復対象の指定］画面を表示します。

                     回復単位として，「RDエリア単位」を選択します。

                     次に，「HiRDBシステム」，「ユニット」，「サーバ」から，回復対象のRDエリアが属する対象を選択すると，［RDエリア］欄にRDエリアの一覧が表示されます。その中から回復対象のRDエリアを選択します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［次へ］をクリックして，［リカバリウィザード - 確認］画面を表示します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     設定した条件を確認して，問題がなければ［実行］ボタンをクリックします。

                     回復処理が始まります。

                  

               

               
                  	
                     リカバリウィザードでは，最新のバックアップファイルやアンロードログファイルをHiRDB Control Managerが自動的に検索するため，HiRDB管理者がこれらのファイルを指定する必要はありません。

                  

               

            
            
               21.3.3　例題３（RDエリア単位に回復する場合）

               ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）を障害発生直前の最新の同期点に回復します。システムログファイルの運用方法は，システムログをアンロードする運用をしています。

               なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　障害閉塞しているRDエリアをpdcloseコマンドでクローズします

                  pdclose -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (3)　pdloglsコマンドで現用のシステムログファイルを調べます

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバのシステムログファイルを調べてください。

                  pdlogls -d sys

               
               
                  (4)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします

                  現用ファイルの内容をアンロードするため，システムログファイルをスワップします。HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (5)　現用だったファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  (3)で調べた現用ファイルの内容をアンロードしてください。HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバの現用ファイルの内容をアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -g log01 -o /unld/unldlog02

                  
                     	●自動ログアンロード機能を使用している場合

                     	
                        この操作は必要ありません。pdlogatulコマンドで自動ログアンロード機能が動作していることを確認してください。また，pdloglsコマンドでアンロード処理が終了したかどうかを確認してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdrstrコマンドでRDエリアを最新の同期点に回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 
-l /unld/unldlog01,/unld/unldlog02 -w /tmp/sortwork -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -b：rdarea01及びrdarea02のバックアップが格納されているバックアップファイルの名称を指定します。

                        -l：アンロードログファイルの名称を指定します。

                        -w：ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                        -r：回復するRDエリア（rdarea01，rdarea02）の名称を指定します。

                        
                           	
                              範囲指定の回復をする場合は，−Ｔオプションに回復終了時刻を指定してください。−Ｔオプションを指定しないと，障害発生直前の最新の同期点にRDエリアを回復します。

                           

                           	
                              システムログファイル又はアンロードログファイルの障害によって入力できないアンロードログファイルがある場合，そのサーバのRDエリアは，障害が発生した箇所までしか回復できません（それ以外のサーバのRDエリアには影響ありません）。必要に応じて，次の方法で障害が発生した箇所を特定し，トランザクションを再度実行してください。

                           

                        

                        
                           	
                              障害発生時にKFPR16203-Eメッセージに出力された，アンロードログファイル名を確認します。

                           

                           	
                              手順1で確認したアンロードログファイルに対してpdlogucatコマンドを実行し，ファイルが作成されたサーバ名と日時（作成開始時刻）を確認します。

                           

                           	
                              手順2で確認したサーバで，作成開始時刻以降に実行されたトランザクションを再度実行します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　pdcopyコマンドで回復したRDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M x -r rdarea01,rdarea02 
-b /pdcopy/backup02 -z /pdcopy/logpoint01 -p /pdcopy/list01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照・更新不可能モードを指定します。

                        -r：障害が発生したRDエリア（rdarea01，rdarea02）のバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。自動ログアンロード機能を使用している場合に指定することをお勧めします。

                        -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (8)　回復したRDエリアの障害閉塞をpdrelsコマンドで解除してオープンします

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

               
            
            
               21.3.4　例題４（RDエリア単位に回復する場合：マスタディレクトリ用RDエリアを含む）

               マスタディレクトリ用RDエリアを含む，複数のRDエリアを障害発生直前の最新の同期点に回復します。

               なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               また，RDエリアの回復を複数回のpdrstrコマンドで実行する場合は，最初に実行するpdrstrコマンドにマスタディレクトリ用RDエリアを含めて回復してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　pdloglsコマンドで現用のシステムログファイルを調べます

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバのシステムログファイルを調べてください。

                  pdlogls -d sys

               
               
                  (3)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします

                  現用ファイルの内容をアンロードするため，システムログファイルをスワップします。HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                  pdlogswap -d sys -w

               
               
                  (4)　現用だったファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  (2)で調べた現用ファイルの内容をアンロードしてください。HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバの現用ファイルの内容をアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -s bes1 -g log01 -o /unld/unldlog02

                  
                     	●自動ログアンロード機能を使用している場合

                     	
                        この操作は必要ありません。pdlogatulコマンドで自動ログアンロード機能が動作していることを確認してください。また，pdloglsコマンドでアンロード処理が終了したかどうかを確認してください。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  HiRDBを正常終了，又は計画停止する必要があります。既にHiRDBが異常終了している場合，又は正常終了できない状態の場合は，一度再開始したあとに，正常終了させてください。

                  正常終了させる理由は，データベース回復ユティリティで回復しないRDエリアに対する，ディレードリランによる回復を不要とするためです。

               
               
                  (6)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (7)　pdrstrコマンドでRDエリア（関連するRDエリアも含む）を最新の同期点に回復します

                  回復するRDエリアと，それに関連するRDエリアを回復します。関連するRDエリアは，前回のバックアップ取得以降に実行した処理に応じて異なります。関連するRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照して確認してください。例えば，前回のバックアップ取得以降にCREATE TABLEを実行したときには，表「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」のCREATE TABLEを参照してください。

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 -r MASTER,DDIC,USER1,LOB11
-l /rdarea/jnldir/unload_log01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -r：回復するRDエリア名を指定します。

                        　　MASTER：マスタディレクトリ用RDエリア

                        　　DDIC：データディクショナリ用RDエリア

                        　　USER1：ユーザ用RDエリア（表を追加したRDエリア）

                        　　LOB11：ユーザLOB用RDエリア（BLOB属性の列を格納するRDエリア）

                        -l：バックアップファイルの取得時点以降のアンロードログファイルの名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　pdcopyコマンドで全RDエリアのバックアップを取得します

                  次回，データベースを回復するときに備えて，バックアップを取得します。

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M x -b /pdcopy/backup02 -a

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードを指定します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -a：全RDエリアのバックアップを取得する際に指定します。

                     

                  

               
               
                  (9)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (10)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

                  HiRDBを正常終了又は計画停止できなかった場合は，システムログファイル，シンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルを初期化した後，正常開始してください。

                  ステータスファイルは，いったんpdstsrmコマンドで削除した後にpdstsinitコマンドで再作成してください。

                  システムログファイル及びシンクポイントダンプファイルを初期化しない場合，一部のファイルがクローズ状態となることがあります。この場合，クローズ状態となったファイルについては，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」を参照して対処してください。

               
            
            
               21.3.5　例題５（RDエリア単位に回復する場合：アンロードレスシステムログ運用の場合）

               ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）を障害発生直前の最新の同期点に回復します。システムログファイルの運用方法は，アンロードレスシステムログ運用をしています。

               なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　障害閉塞しているRDエリアをpdcloseコマンドでクローズします

                  pdclose -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (3)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします

                  現用ファイルのままではデータベース回復ユティリティの入力情報にできないため，システムログファイルをスワップします。HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                  pdlogswap -d sys

               
               
                  (4)　pdrstrコマンドでRDエリアを最新の同期点に回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 -L 
-w /tmp/sortwork -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -b：rdarea01及びrdarea02のバックアップが格納されているバックアップファイルの名称を指定します。

                        -L：システムログファイルを入力情報とする指定をします。

                        -w：ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                        -r：回復するRDエリア（rdarea01，rdarea02）の名称を指定します。

                        範囲指定の回復をする場合は，−Ｔオプションに回復終了時刻を指定してください。−Ｔオプションを指定しないと，障害発生直前の最新の同期点にRDエリアを回復します。

                     

                  

               
               
                  (5)　pdcopyコマンドで回復したRDエリアのバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M x -r rdarea01,rdarea02 -b /pdcopy/backup02
-z /pdcopy/logpoint01

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照・更新不可能モードを指定します。

                        -r：障害が発生したRDエリア（rdarea01，rdarea02）のバックアップを取得します。

                        -b：バックアップファイル名を指定します。

                        -z：ログポイント情報ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　回復したRDエリアの障害閉塞をpdrelsコマンドで解除してオープンします

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

               
            
         
         
            21.4　差分バックアップ機能使用時のデータベースの回復方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，差分バックアップ機能使用時，次に示す時点にデータベースを回復する方法について説明します。

            
               	
                  最新の差分バックアップ取得時点

               

               	
                  最新の同期点

               

            

            
               21.4.1　例題１（最新の差分バックアップ取得時点に回復する場合）

               ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）を差分バックアップ取得時点に回復します。

               なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　障害閉塞しているRDエリアをpdcloseコマンドでクローズします

                  pdclose -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (3)　pdrstrコマンドでRDエリアを回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -g backupg1 -K /pdcopy/admfile -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -g：差分バックアップグループ名を指定します。

                        -K：差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                        -r：回復するRDエリア（rdarea01，rdarea02）の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　回復したRDエリアの障害閉塞をpdrelsコマンドで解除してオープンします

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

               
            
            
               21.4.2　例題２（最新の同期点に回復する場合）

               ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）を障害発生直前の最新の同期点に回復します。システムログファイルの運用方法は，システムログをアンロードする運用をしています。

               なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　障害閉塞しているRDエリアをpdcloseコマンドでクローズします

                  pdclose -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (3)　pdloglsコマンドで現用のシステムログファイルを調べます

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバのシステムログファイルを調べてください。

                  pdlogls -d sys

               
               
                  (4)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします

                  現用ファイルの内容をアンロードするため，システムログファイルをスワップします。HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                  pdlogswap -d sys

               
               
                  (5)　現用だったファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  (3)で調べた現用ファイルの内容をアンロードしてください。HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバの現用ファイルの内容をアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -g log01 -o /unld/unldlog02

               
               
                  (6)　pdrstrコマンドでRDエリアを最新の同期点に回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -g backupg1 -K /pdcopy/admfile
-l /unld/unldlog02 -w /tmp/sortwork -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -g：差分バックアップグループ名を指定します。

                        -K：差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                        -l：アンロードログファイルの名称を指定します。

                        -w：ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                        -r：回復するRDエリア（rdarea01，rdarea02）の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (7)　pdcopyコマンドで差分バックアップグループのフルバックアップを取得します

                  pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -r rdarea01,rdarea02,…
-g backupg1(S) -b /pdcopy/backup01 -d a -K /pdcopy/admfile -L 5 
-o /pdcopy/rfile

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                        
                           	-r：バックアップ取得対象RDエリアを指定します。

                           	
                              ここで指定したRDエリア群が差分バックアップグループになります。バックアップ取得対象RDエリアは途中で変更できません。

                           

                           	-g：差分バックアップグループ名を指定します。

                           	
                              フルバックアップ取得時には，差分バックアップグループ名に(S)を指定してください。次回以降の差分バックアップ取得時に，ここで指定した差分バックアップグループ名を指定します。

                           

                        

                        -b：バックアップファイル名（フルバックアップファイル名）を指定します。

                        
                           	-d：バックアップ種別を指定します。

                           	
                              a：フルバックアップを取得します。

                              b：最新のフルバックアップからの累積差分バックアップを取得します。

                              c：前回取得した累積差分バックアップ，又は前回取得したフルバックアップのどちらか最新のものから，累積差分バックアップを取得します。

                              d：差分バックアップを取得します。

                              累積差分バックアップについては，「累積差分バックアップの作成」を参照してください。

                           

                        

                        -K：差分バックアップ管理ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                        -L：差分バックアップ管理ファイルの容量をメガバイト単位で指定します。

                        -o：差分バックアップの履歴情報ファイル名を指定します。

                        バックアップの取得については，「バックアップの取得方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (8)　回復したRDエリアの障害閉塞をpdrelsコマンドで解除してオープンします

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

               
            
            
               21.4.3　差分バックアップ管理ファイルがない場合の回復方法

               差分バックアップ管理ファイルがない場合は，pdrstrコマンドを複数回（バックアップの取得回数分）実行してデータベースを回復します。

               例題2の回復方法を実行する場合は，「pdrstrコマンドでRDエリアを最新の同期点に回復します」の操作方法が異なります。ここでは，その操作方法だけを説明します。差分バックアップの取得方法は次のとおりとします。

               
                  	
                     日曜日にフルバックアップを取得

                  

                  	
                     月曜日と火曜日に差分バックアップを取得

                  

                  	
                     水曜日にデータベースを回復

                  

               

               
                  (1)　フルバックアップを入力情報にしてpdrstrコマンドでRDエリアを回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -g backupg1 -K /pdcopy/admfile
-b /pdcopy/backup01 -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：フルバックアップファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (2)　差分バックアップを入力情報にしてpdrstrコマンドでRDエリアを回復します

                  月曜日に取得した差分バックアップを入力情報にしてpdrstrコマンドでRDエリアを回復します。

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -g backupg1 -K /pdcopy/admfile
-b /pdcopy/backup02 -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：差分バックアップファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　差分バックアップを入力情報にしてpdrstrコマンドでRDエリアを回復します

                  火曜日に取得した差分バックアップを入力情報にしてpdrstrコマンドでRDエリアを回復します。

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -g backupg1 -K /pdcopy/admfile
-b /pdcopy/backup03 -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -b：差分バックアップファイル名を指定します。

                     

                  

               
               
                  (4)　アンロードログファイルを入力情報にしてpdrstrコマンドでRDエリアを回復します

                  火曜日に取得した差分バックアップ以降の回復を，アンロードログファイルを入力情報にしてpdrstrコマンドで行います。なお，ここでエラーが発生した場合は，(1)から操作をし直してください。また，アンロードログファイルを入力情報にして回復をした場合，回復後に必ずフルバックアップを取得してください。

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -l /unld/unldlog01 -w /tmp/sortwork 
-r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -l：アンロードログファイル名を指定します。

                     

                  

               
            
         
         
            21.5　データベースをほかのHiRDBシステムのバックアップから回復する方法

            実行者　HiRDB管理者

            バックアップを取得したHiRDBシステムと，回復しようとするHiRDBシステムの構成が同じ※場合，pdcopyコマンドで取得したバックアップを使用して，ほかのHiRDBシステムでpdrstrコマンドを実行して，データベースを回復できます。これによって，サーバマシンにハードウェア障害が発生した場合でも，別のサーバマシンを使用してシステムを回復できます。

            
               	注※

               	
                  構成が同じとは，次に示す項目が同じということです。

                  
                     	
                        RDエリアを構成するHiRDBファイルのパス（シンボリックリンクでもよい）

                     

                     	
                        HiRDBシステム定義

                        （ただし，ホスト名称，ポート番号，及びHiRDB運用ディレクトリは，バックアップを取得したHiRDBシステムと回復しようとするHiRDBシステムとで異なってもよい）

                     

                     	
                        HiRDBのバージョン

                     

                     	
                        HiRDBの形名

                     

                  

               

            

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        回復する場合に使用するバックアップファイルには，データベースの整合性が取れている静止点でマスタディレクトリ用RDエリアを含むすべてのRDエリアが必要です。データベースを回復する場合も，マスタディレクトリ用RDエリアを含むすべてのRDエリアを回復する必要があります。

                     

                     	
                        この方法では，バックアップ取得時点までの回復だけができます（システムログファイルを使用した回復はできません）。

                     

                     	
                        バックアップを取得したHiRDBシステムにリスト用RDエリア，一時表用RDエリアがある場合，ほかのRDエリアの回復後にそれらのRDエリアを再初期化する必要があります。

                     

                     	
                        回復しようとするHiRDBシステムに既にデータが格納されている場合，回復することで，それらのデータが失われます。必要に応じて回復する前にバックアップを取得してください。

                     

                     	
                        バックアップファイルから回復することで，スキーマや接続ユーザなどの各権限も回復されます。そのため，データベースからのデータ抽出やデータ検索は，回復後のスキーマで実行してください。

                     

                     	
                        この方法でデータベースを回復する場合，処理を誤るとデータベースが破壊されるため，注意が必要です。例えば，回復するRDエリアが不足している場合など，データベース回復ユティリティ（pdrstr）は正常に終了しますが，データベースは不整合な状態になります。

                     

                  

               

            

            
               21.5.1　例題（テスト環境のHiRDBシステムAで取得したバックアップを本番環境のHiRDBシステムBに移行）

               テスト環境のHiRDBシステムAでバックアップを取得し，同じシステム構成の本番環境のHiRDBシステムBに移行します。HiRDBシステムA及びHiRDBシステムBともにHiRDBは稼働しています。

               
                  (1)　HiRDBシステムAでバックアップを取得します

                  
                     (a)　すべてのRDエリア（マスタディレクトリ用RDエリアを除く）を閉塞かつクローズ状態にします

                     pdhold -r ALL -c

                  
                  
                     (b)　すべてのRDエリアのバックアップを取得します

                     pdcopy -m /rdarea/mast/mast01 -M r -a -b /pdcopy/backup01 
-p /pdcopy/list01

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                           -M：バックアップ取得モードに参照可能モードを指定します。

                           -a：全RDエリアのバックアップを取得することを指定します。

                           -b：バックアップファイル名を指定します。

                           -p：pdcopyコマンドの実行結果リストの出力ファイル名を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　すべてのRDエリア（マスタディレクトリ用RDエリアを除く）の閉塞を解除し，オープン状態にします

                     pdrels -r ALL -o

                  
               
               
                  (2)　HiRDBシステムAのバックアップファイルをHiRDBシステムBに転送します

                  (1)で取得したHiRDBシステムAの全RDエリアのバックアップファイル（/pdcopy/backup01）を，HiRDBシステムBに転送します。

               
               
                  (3)　HiRDBシステムAのバックアップファイルを使用して，HiRDBシステムBで回復します

                  
                     (a)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                     pdstop

                  
                  
                     (b)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                     pdstart -r

                  
                  
                     (c)　pdrstrコマンドで全RDエリアを回復します

                     pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -b /pdcopy/backup01 -a

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                           -b：HiRDBシステムAで取得したバックアップファイルの名称を指定します。

                           -a：全RDエリアの回復を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                     pdstop

                  
                  
                     (e)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                     pdstart

                     コマンドの実行結果が正しいかどうか確認することをお勧めします。コマンドの実行結果の確認方法については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  
               
            
         
         
            21.6　pdcopyコマンド以外でバックアップを取得した場合の回復方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，pdcopyコマンド以外でバックアップを取得した場合（ほかの製品の機能でバックアップを取得した場合）のデータベースの回復方法について説明します。データベースを回復するおおまかな手順は次のとおりです。

            
               	〈手順〉

               	
                  
                     	
                        ほかの製品のリストア機能を使用してデータベースをバックアップ取得時点に回復します。

                     

                     	
                        pdrstrコマンドで，データベースを最新の同期点に回復します。

                     

                  

                  
                     	
                        バックアップ取得時点に回復する場合は1の手順だけを行ってください。

                     

                     	
                        最新の同期点への回復又は範囲指定の回復で，回復対象RDエリアにマスタディレクトリ用RDエリアが含まれている場合，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始し，RDエリアを回復してください。

                     

                  

               

            

            
               21.6.1　例題１（全RDエリアをバックアップ取得時点に回復する場合）

               システム用RDエリアを含む全RDエリアをバックアップ取得時点に回復します。バックアップは，システム単位で取得したバックアップ（全RDエリアを対象としたバックアップ）があります。

               
                  (1)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

                  HiRDBを正常終了できない場合は，pdstop -fコマンドで強制終了します。なお，既にHiRDBが異常終了している場合は，この手順は必要ありません。

               
               
                  (2)　ほかの製品のリストア機能で全RDエリアを回復します

                  ほかの製品のリストア機能で全RDエリアを回復します。

               
               
                  (3)　pdstartコマンドでHiRDBを正常開始します

                  pdstart

                  (1)の手順でHiRDBを正常終了できなかった場合は，HiRDBを開始する前にシステムログファイル，シンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルを初期化してください。

                  システムログファイル，及びシンクポイントダンプファイルを初期化しない場合，一部のファイルがクローズ状態となることがあります。この場合，クローズ状態となったファイルについては，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」を参照し，使用できる状態にしてください。

               
            
            
               21.6.2　例題２（RDエリア単位にバックアップ取得時点に回復する場合）

               ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）をバックアップ取得時点に回復します。なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　障害閉塞しているRDエリアをpdcloseコマンドでクローズします

                  pdclose -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (3)　ほかの製品のリストア機能でRDエリアを回復します

                  ほかの製品のリストア機能でRDエリア（rdarea01，rdarea02）を構成するHiRDBファイルシステム領域を回復します。

               
               
                  (4)　回復したRDエリアの障害閉塞をpdrelsコマンドで解除してオープンします

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

               
            
            
               21.6.3　例題３（全RDエリアを最新の同期点に回復する場合）

               システム用RDエリアを含む全RDエリアを障害発生直前の最新の同期点に回復します。バックアップは，システム単位で取得したバックアップ（全RDエリアを対象としたバックアップ）があります。システムログファイルの運用方法は，システムログをアンロードする運用をしています。

               
                  (1)　pdloglsコマンドで現用のシステムログファイルを調べます

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバのシステムログファイルを調べてください。

                  pdlogls -d sys

               
               
                  (2)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします

                  現用ファイルの内容をアンロードするため，システムログファイルをスワップします。HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                  pdlogswap -d sys

               
               
                  (3)　現用だったファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  (1)で調べた現用ファイルの内容をアンロードしてください。HiRDB/パラレルサーバの場合は，ディクショナリサーバ及びバックエンドサーバの現用ファイルの内容をアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -g log01 -o /unld/unldlog02

               
               
                  (4)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  HiRDBを正常終了できない場合は，pdstop -fコマンドで強制終了します。なお，既にHiRDBが異常終了している場合は，この手順は必要ありません。

                  pdstop

               
               
                  (5)　すべてのRDエリアをバックアップ取得時点に回復します

                  ほかの製品のリストア機能で，すべてのRDエリアをバックアップ取得時点に回復します。

               
               
                  (6)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (7)　pdrstrコマンドですべてのRDエリアを最新の同期点に回復します※

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -l /unld/unldlog01,/unld/unldlog02 
-w /tmp/sortwork -a

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -l：アンロードログファイルの名称を指定します。

                        -w：ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                        -a：すべてのRDエリアを対象にします。

                        
                           	注※

                           	
                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを使用している場合，ログを使った回復でシステムログを取得しないトランザクションが動作していることを検知（KFPR16334-E）することがあります。

                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアについては，(11)で回復（初期化）するため，エラーを無視して問題ありません。データベース回復ユティリティでエラーメッセージを出力しないようにするためには，-rオプションでオブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリア以外のRDエリアだけ指定してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (9)　全RDエリアのバックアップを取得します

                  ほかの製品のバックアップ機能で全RDエリアのバックアップを取得します。

               
               
                  (10)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

                  (4)の手順でHiRDBを正常終了できなかった場合は，HiRDBを開始する前にシステムログファイル，シンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルを初期化してください。

                  システムログファイル，及びシンクポイントダンプファイルを初期化しない場合，一部のファイルがクローズ状態となることがあります。この場合，クローズ状態となったファイルについては，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」を参照し，使用できる状態にしてください。

               
               
                  (11)　オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを回復します

                  データディクショナリLOB用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r RDDICOBJ -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドで，オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control2

                           

                           	
                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r RDDICOBJ -o

                           

                           	
                              ALTER ROUTINEで，全ストアドルーチン及び全トリガのSQLオブジェクトを再作成します。

                              ALTER ROUTINE ALL

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (12)　リスト用RDエリアを回復します

                  リスト用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r LISER1 -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control3

                           

                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r LISER1 -o

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　一時表用RDエリアを回復します

                  一時表用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r TMPRDAREA -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control4

                           

                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r TMPRDAREA -o

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               21.6.4　例題４（RDエリア単位に回復する場合）

               ユーザ用RDエリア（rdarea01，rdarea02）を障害発生直前の最新の同期点に回復します。システムログファイルの運用方法は，システムログをアンロードする運用をしています。

               なお，処理対象のRDエリアだけではなく，関連のあるRDエリアについても同時に回復する必要があります。回復対象となるRDエリアについては，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

               
                  (1)　回復対象のRDエリアに関連のあるRDエリアを確認します

                  この操作は，ユーザ用RDエリア，及びユーザLOB用RDエリア（インナレプリカ機能を使用している場合は，ユーザ用RDエリアのオリジナルRDエリア，及びユーザLOB用RDエリアのオリジナルRDエリア）に対してだけ実行します。また，横分割表を定義している場合は，pdrdreflsコマンドの-tオプションを実行し，横分割表を構成するRDエリアを確認します。

                  回復対象のRDエリアが不足している場合は，追加します。

                  pdrdrefls -k chk -e org -c ref
-r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (2)　障害閉塞しているRDエリアをpdcloseコマンドでクローズします

                  pdclose -r rdarea01,rdarea02

               
               
                  (3)　pdloglsコマンドで現用のシステムログファイルを調べます

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバのシステムログファイルを調べてください。

                  pdlogls -d sys

               
               
                  (4)　pdlogswapコマンドでシステムログファイルをスワップします

                  現用ファイルの内容をアンロードするため，システムログファイルをスワップします。HiRDB/パラレルサーバの場合は，rdarea01及びrdarea02があるバックエンドサーバのシステムログファイルをスワップしてください。

                  pdlogswap -d sys

               
               
                  (5)　現用だったファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  (3)で調べた現用ファイルの内容をアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -g log01 -o /unld/unldlog02

               
               
                  (6)　RDエリアをバックアップ取得時点に回復します

                  ほかの製品のリストア機能を使用して，rdarea01及びrdarea02をバックアップ取得時点に回復します。

               
               
                  (7)　pdrstrコマンドでRDエリアを最新の同期点に回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -l /unld/unldlog01,/unld/unldlog02 
-w /tmp/sortwork -r rdarea01,rdarea02

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -l：アンロードログファイルの名称を指定します。

                        -w：ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                        -r：回復するRDエリア（rdarea01，rdarea02）の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (8)　回復したRDエリアのバックアップを取得します

                  ほかの製品のバックアップ機能でrdarea01及びrdarea02のバックアップを取得します。

               
               
                  (9)　回復したRDエリアの障害閉塞をpdrelsコマンドで解除してオープンします

                  pdrels -r rdarea01,rdarea02 -o

               
            
            
               21.6.5　例題５（マスタディレクトリ用RDエリアだけを回復する場合）

               マスタディレクトリ用RDエリアだけを障害発生直前の最新の同期点に回復します。システムログファイルの運用方法は，システムログをアンロードする運用をしています。

               
                  (1)　pdloglsコマンドで現用のシステムログファイルを調べます

                  HiRDB/パラレルサーバの場合は，全サーバのシステムログファイルを調べてください。

                  pdlogls -d sys

               
               
                  (2)　現用だったファイルの内容をpdlogunldコマンドでアンロードします

                  (1)で調べた現用ファイルの内容をアンロードしてください。HiRDB/パラレルサーバの場合は，全サーバの現用ファイルをアンロードしてください。

                  pdlogunld -d sys -g log01 -o /unld/unldlog02

               
               
                  (3)　マスタディレクトリ用RDエリアをバックアップ取得時点に回復します

                  ほかの製品のリストア機能を使用して，マスタディレクトリ用RDエリアをバックアップ取得時点に回復します。

               
               
                  (4)　pdstart -rコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart -r

               
               
                  (5)　pdrstrコマンドでRDエリアを最新の同期点に回復します

                  pdrstr -m /rdarea/mast/mast01 -l /unld/unldlog01,/unld/unldlog02 
-w /tmp/sortwork -r MAST

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        -m：マスタディレクトリ用RDエリアの先頭のHiRDBファイル名称を指定します。

                        -l：アンロードログファイルの名称を指定します。

                        -w：ソート用ワークディレクトリの名称を指定します。

                        -r：マスタディレクトリ用RDエリア（MAST）の名称を指定します。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します

                  pdstop

               
               
                  (7)　マスタディレクトリ用RDエリアのバックアップを取得します

                  ほかの製品のバックアップ機能を使用して，マスタディレクトリ用RDエリアを構成するHiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得してください。

               
               
                  (8)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

               
            
         
         
            21.7　1:1スタンバイレス型系切り替え時のシステム用RDエリアを含む回復方法

            実行者　HiRDB管理者

            ここでは，1:1スタンバイレス型系切り替え時のシステム用RDエリアを含む回復について説明します。

            1:1スタンバイレス型系切り替え構成で，BESが存在するユニットが系切り替えしているために切り戻しができない場合，pdstart -rですべてのユニットを起動することができません。すべてのユニットをpdstart
               -rで起動できない場合で，ディスク障害などによってRDエリアを回復する必要があるときは，この手順に従って回復させてください。

            
               21.7.1　例題１（全RDエリアを最新の同期点に回復する場合）

               
                  (1)　pdstart -r -qでユニットを開始します

                  次のユニットでコマンドを実行してください。

                  
                     	
                        システムマネジャがあるユニット

                     

                     	
                        ディクショナリサーバがあるユニット

                        pdstart -r -q

                     

                  

               
               
                  (2)　システム用RDエリアを回復します

                  -sオプションにディクショナリサーバ名を指定し，ディクショナリサーバのRDエリアをすべて最新の同期点に回復します。

                  pdrstr -m $PDDIR/dbdir/dic/master -b $PDDIR/bkupdir/bkup01 -s dic
-l $PDDIR/dbdir/dic_unldlog1

                  オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを使用している場合，ログを使った回復でシステムログを取得しないトランザクションが動作していることを検知（KFPR16334-E）することがあります。

                  オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアについては，(10)で回復（初期化）するため，エラーを無視して問題ありません。データベース回復ユティリティでエラーメッセージを出力しないようにするためには，-rオプションでオブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリア以外のRDエリア名を指定してください。

               
               
                  (3)　pdstopコマンドでHiRDBを終了します

                  pdstop

               
               
                  (4)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

                  この手順を実施する前にHiRDBを正常終了，又は計画停止できなかった場合は，HiRDBを開始する前にシステムログファイル，シンクポイントダンプファイル，及びステータスファイルを初期化してください。

                  システムログファイル，及びシンクポイントダンプファイルを初期化しない場合，一部のファイルがクローズ状態となることがあります。この場合，クローズ状態となったファイルについては，「システムログファイルに障害が発生したときの対処方法」を参照し，使用できる状態にしてください。

               
               
                  (5)　ディクショナリサーバ以外のRDエリアを閉塞，クローズ状態にします

                  pdhold -r ALL -c

               
               
                  (6)　ディクショナリサーバのRDエリア以外のRDエリアを最新の同期点に回復します

                  pdrstr -m $PDDIR/dbdir/dic/master -b $PDDIR/bkupdir/bkup01
-s bes1,bes2 -l $PDDIR/dbdir/bes1_unldlog1,$PDDIR/dbdir/bes2_unldlog1

               
               
                  (7)　全RDエリアのバックアップを取得します

                  バックアップの取得方法は，「バックアップの取得方法」を参照してください

               
               
                  (8)　pdstopコマンドでHiRDBを終了します

                  pdstop

               
               
                  (9)　pdstartコマンドでHiRDBを開始します

                  pdstart

               
               
                  (10)　オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを回復します

                  データディクショナリLOB用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r RDDICOBJ -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドで，オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control2

                           

                           	
                              オブジェクト格納用データディクショナリLOB用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r RDDICOBJ -o

                           

                           	
                              ALTER ROUTINEで，全ストアドルーチン及び全トリガのSQLオブジェクトを再作成します。

                              ALTER ROUTINE ALL

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (11)　リスト用RDエリアを回復します

                  リスト用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r LISER1 -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control3

                           

                           	
                              リスト用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r LISER1 -o

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (12)　一時表用RDエリアを回復します

                  一時表用RDエリアがない場合は，この手順は必要ありません。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞クローズします。

                              pdhold -r TMPRDAREA -c

                           

                           	
                              pdmodコマンドでRDエリアを再初期化します。

                              pdmod -a /rdarea/conf/control4

                           

                           	
                              一時表用RDエリアを閉塞解除，オープンします。

                              pdrels -r TMPRDAREA -o

                           

                        

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         22　チューニング情報の取得方法

         
            この章では，チューニングするときに必要なチューニング情報の取得方法について説明します。

         

         
            22.1　統計ログからチューニング情報を取得する方法

            ここでは，統計ログからチューニング情報を取得する方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  統計ログから取得できるチューニング情報

               

               	
                  チューニング情報を取得するための準備

               

               	
                  チューニング情報の取得

               

               	
                  アンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成するシェルスクリプト

               

               	
                  アプリケーションからHiRDBにアクセスする場合

               

            

            
               22.1.1　統計ログから取得できるチューニング情報

               統計ログから取得できるチューニング情報を次の表に示します。

               
                  表22‒1　統計ログから取得できるチューニング情報
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              統計情報の種別

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              システムの稼働に関する統計情報

                           
                           	
                              sys

                           
                           	
                              サーバプロセス，RPC，及びシステムログなどに関する稼働情報を出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              サーバごとのシステムの稼働に関する統計情報

                           
                           	
                              svr

                           
                           	
                              サーバごとのシステムの稼働に関する統計情報を出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              UAPに関する統計情報

                           
                           	
                              uap

                           
                           	
                              検索行数及び各SQL実行回数など，UAPに関する情報を編集時間単位に編集し，UAP又はトランザクションごとに出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              SQLに関する統計情報

                           
                           	
                              sql

                           
                           	
                              検索行数，作業表作成回数，及びSQL内分割コマンドを発行したバックエンドサーバ数など，SQLの発行に関する情報をUAP又はサービスごとに出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              グローバルバッファに関する統計情報※１

                           
                           	
                              buf

                           
                           	
                              バッファヒット率及び実入出力回数など，グローバルバッファのアクセスに関する情報を編集時間単位に編集し，サーバ単位及びグローバルバッファ単位に出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              データベース操作に関するHiRDBファイルの統計情報

                           
                           	
                              fil

                           
                           	
                              同期入出力回数及び入出力エラー回数など，HiRDBファイルへのアクセスに関する情報を編集時間単位に編集し，サーバ単位，HiRDBファイル単位，及びRDエリア単位に出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              デファードライト処理に関する統計情報

                           
                           	
                              dfw

                           
                           	
                              デファードライト処理の回数，動作要因，入出力並列度など，デファードライト処理に関する情報を編集時間単位に編集し，サーバ単位に出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              インデクスに関する統計情報

                           
                           	
                              idx

                           
                           	
                              統計ログ及びシステムログを基にして，インデクスキー排他情報及びインデクススプリット情報など，インデクスに関する情報を編集時間単位に編集し，サーバ単位及びインデクス単位に出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              SQL静的最適化に関する統計情報

                           
                           	
                              sop

                           
                           	
                              SQLの静的最適化情報を出力します。DAT形式ファイルにだけ出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              SQL動的最適化に関する統計情報

                           
                           	
                              dop

                           
                           	
                              SQLの動的最適化情報を出力します。DAT形式ファイルにだけ出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              SQLオブジェクト実行に関する統計情報

                           
                           	
                              pcd

                           
                           	
                              SQLオブジェクトの実行情報を出力します。DAT形式ファイルにだけ出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              SQL文の履歴に関する統計情報※２

                           
                           	
                              sqh

                           
                           	
                              発行された操作系SQL，定義系SQL，及びLOCK文とSQLに関する情報を出力します。DAT形式ファイルにだけ出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              SQLオブジェクト転送に関する統計情報※３

                           
                           	
                              obj

                           
                           	
                              SQLオブジェクトの転送情報を出力します。DAT形式ファイルにだけ出力します。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※１

                  	
                     これらの統計情報はシンクポイント時に取得され，シンクポイント間の情報が編集されます。このため，シンクポイントが2回以上発生しないと統計情報が取得されません。これらの統計情報を確実に取得するためには，pdstjsync又はpdstendコマンドの実行直前にpdlogsyncコマンドを実行してシンクポイントを発生させてください。

                  

                  	注※２

                  	
                     SQL文の履歴に関する統計情報は，SQLに関する統計情報（sql指定）を出力している場合に出力されます。

                  

                  	注※３

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバ限定の統計情報です。HiRDB/シングルサーバの場合は出力しません。

                  

               

            
            
               22.1.2　チューニング情報を取得するための準備

               実行者　HiRDB管理者

               チューニング情報を取得するためには，HiRDBが出力する統計情報（統計ログ）を取得する必要があります。統計ログは統計ログファイルに出力されるので，HiRDB管理者は統計ログファイルのファイル容量を決定して運用してください。

               
                  (1)　統計ログファイルの作成

                  統計ログファイルは，$PDDIR/spool下に二つあり，ファイル名称はpdstj1及びpdstj2です。統計ログファイルはHiRDBが自動的に作成します。HiRDB管理者は，統計ログファイルのファイル容量をpd_stj_file_sizeオペランドで指定してください。なお，ファイル容量を決定するとき，次に示す点を考慮してください。

                  
                     	
                        ファイル容量には，取得する統計ログの総容量を指定します。複数の統計情報を同時に取得すると考えられる場合，それらすべての統計ログの容量を合計した値より大きな値をpd_stj_file_sizeオペランドに指定してください。各統計ログの容量の計算式については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

                     

                     	
                        サーバの種別によって統計ログが取得されたり，されなかったりします。したがって，それを考慮してファイル容量を決定してください。統計ログの取得対象サーバを次の表に示します。

                     

                  

                  
                     表22‒2　統計ログの取得対象サーバ
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 統計情報の種別

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバ

                              
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 SDS

                              
                              	
                                 MGR

                              
                              	
                                 FES

                              
                              	
                                 DS

                              
                              	
                                 BES

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システムの稼働に関する統計情報

                              
                              	
                                 sys

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 UAPに関する統計情報

                              
                              	
                                 uap

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLに関する統計情報

                              
                              	
                                 sql

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 グローバルバッファに関する統計情報

                              
                              	
                                 buf

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 データベース操作に関するHiRDBファイルの統計情報

                              
                              	
                                 fil

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 デファードライト処理に関する統計情報

                              
                              	
                                 dfw

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 インデクスに関する統計情報※

                              
                              	
                                 idx

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL静的最適化に関する統計情報

                              
                              	
                                 sop

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL動的最適化に関する統計情報

                              
                              	
                                 dop

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLオブジェクト実行に関する統計情報

                              
                              	
                                 pcd

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL文の履歴に関する統計情報

                              
                              	
                                 sqh

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLオブジェクト転送に関する統計情報

                              
                              	
                                 obj

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：取得対象とします。

                        ×：取得対象としません。

                     

                     	注

                     	
                        
                           	
                              pdhibeginオペランドで取得した「CONNECT/DISCONNECTに関する統計情報」は統計ログファイルではなく，システムログファイルに出力されます。詳細については，「システムログからチューニング情報を取得する方法」を参照してください。

                           

                           	
                              ユティリティ専用ユニットの場合，「システムの稼働に関する統計情報」以外は取得できません。

                           

                        

                     

                     	注※

                     	
                        統計ログでは，インデクスページスプリットに関する情報は取得できません。このため，インデクスページスプリットに関する情報も取得する場合は，「システムログからチューニング情報を取得する方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　統計ログファイルの運用

                  統計ログの出力中に統計ログファイルの容量が一杯になると，HiRDBはその統計ログファイルへの統計ログの出力を中止して，もう一方の統計ログファイルに統計ログを出力します。これを統計ログファイルのスワップといいます。このとき，スワップ先の統計ログファイルに格納されている古い統計ログは上書きされます。したがって，HiRDB管理者は，必要な統計ログが上書きされる前に統計ログをアンロードして，アンロード統計ログファイルを作成してください。統計ログファイルのスワップを次の図に示します。

                  
                     図22‒1　統計ログファイルのスワップ
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
            
               22.1.3　チューニング情報の取得

               実行者　HiRDB管理者

               ここでは，チューニング情報の取得手順（統計ログの取得から，その統計情報を入力情報とする統計解析ユティリティの実行までの運用方法）について説明します。チューニング情報の取得手順（統計ログからチューニング情報を取得する場合）を次の図に示します。

               
                  図22‒2　チューニング情報の取得手順（統計ログからチューニング情報を取得する場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　統計ログの取得を開始する

                  pdstbeginコマンドで統計ログの取得を開始します。HiRDBの開始時から統計ログを取得する場合は，システム共通定義のpdstbeginオペランドを指定してください。pdstbeginオペランドを指定した場合，pdstbeginコマンドの実行は不要です。

                  
                     	注意事項

                     	
                        統計ログの取得中にシンクポイントが2回以上発生しないと，次に示す統計情報は取得されません。確実に取得するには，pdstbeginコマンドの入力直後にpdlogsyncコマンドでシンクポイントを取得し，pdstjsync又はpdstendコマンドの入力直前にpdlogsyncコマンドでシンクポイントを取得してください。

                        
                           	
                              グローバルバッファに関する統計情報

                           

                           	
                              データベース操作に関するHiRDBファイルの統計情報

                           

                           	
                              デファードライト処理に関する統計情報

                           

                           	
                              インデクスに関する統計情報

                           

                        

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        統計ログの取得を終了する場合はpdstendコマンドを実行します。

                     

                  

               
               
                  (2)　統計ログを統計ログバッファから統計ログファイルに出力する

                  pdstjsyncコマンドで，統計ログバッファに格納されている統計ログを統計ログファイルに出力します。

                  
                     	参考

                     	
                        統計ログバッファに格納されている統計ログが，統計ログファイルに出力される契機を次に示します。

                        
                           	
                              統計ログバッファの満杯時

                           

                           	
                              pdstjsyncコマンドの実行時

                           

                           	
                              pdstendコマンドの実行時

                           

                           	
                              HiRDBの終了時（正常終了又は計画停止）

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　アンロード統計ログファイルを作成する

                  次に示すどちらかの方法で，統計ログファイルの内容をアンロードし，アンロード統計ログファイルを作成してください。通常は，OSのcpコマンドで，アンロード統計ログファイルを作成してください。

                  
                     	
                        OSのcpコマンド

                     

                     	
                        HiRDBが提供するシェルスクリプト(pdstjacm)

                        
                           	ポイント

                           	
                              統計ログを複数のサーバマシンに出力した場合（HiRDB/パラレルサーバ）は，pdstjacmでアンロード統計ログファイルを作成してください。例えば，HiRDB/パラレルサーバでシステムの稼働に関する情報を取得すると，統計ログは複数のサーバマシンに出力されます。この場合，pdstjacmでアンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成する必要があります。pdstjacmについては，「アンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成するシェルスクリプト」を参照してください。

                           

                        

                        
                           	注意事項

                           	
                              HiRDBの稼働中に統計ログファイルをアンロードする場合，OSのmvコマンド又はrmコマンドなどで統計ログファイルを削除しないでください。削除すると，それ以降の統計情報が出力されなくなります。削除してしまった場合は，HiRDBを再度開始するか，又はpdstjswapコマンドを実行してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　統計解析ユティリティを実行する

                  (3)で作成したアンロード統計ログファイルを入力情報として，統計解析ユティリティを実行します。HiRDB管理者はその実行結果を基にして，HiRDB又はUAPのチューニングを実施してください。

                  
                     	参考

                     	
                        統計情報は，pdstbeginコマンドの入力からpdstend（又はpdstjsync）コマンドの入力までが対象となるため，コマンドの入力時期によってはUAPに関する統計情報とSQLに関する統計情報が一致しないことがあります。

                     

                  

               
            
            
               22.1.4　アンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成するシェルスクリプト

               実行者　HiRDB管理者

               HiRDB/パラレルサーバで運用している場合，各々のサーバマシンで取得したアンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンのディレクトリ下に集めるには，シェルスクリプト（pdstjacm）が利用できます。ここでは，アンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成するシェルスクリプトについて説明します。

               
                  (1)　pdstjacmの機能

                  pdstjacmは，HiRDBが提供するシェルスクリプトです。pdstjacmを実行すると，複数のサーバマシンで出力した統計ログを特定のサーバマシンのディレクトリ下に集められます。このため，pdstjacmの内容を変更するとユーザの環境に合った，アンロード統計ログファイルを作成できます。なお，pdstjacmの内容を変更しないときは，pdstjacmを実行したホストの$PDDIR/spool/stjfilesにアンロード統計ログファイルが集められます。pdstjacmの概要を次の図に示します。

                  
                     図22‒3　pdstjacmの概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        node1，node2，及びnode3の統計ログを$PDDIR/spool/stjfilesディレクトリ下に変更します。

                     

                  

               
               
                  (2)　pdstjacmの内容

                  pdstjacmは，$PDDIR/binにpdstjacmとして格納されています。このため，pdstjacmの内容を変更する場合，シェルスクリプトをコピーしてください。また，pdstjacm以外に，OSのrcpコマンド（リモートコピー）やNFS（ネットワークファイルシステム）も利用できます。pdstjacmの内容を次に示します。

                  #!/bin/sh
# ALL RIGHTS RESERVED,COPYRIGHT (C) 1994,1995,HITACHI,LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# Name          : pdstjacm
# Function      : Collects statistics log files at host at which command is entered.
# Command Line  : pdstjacm [sysdef filename]
# Command option: sysdef filename - If name of system common definition at local
#                                   host is omitted, $PDCONFPATH/pdsys is assumed.
# Note          : (1) Change the OUTDIR as required.
#                 (2) Statistic log file is collected for each host under a separate 
#                     subdirectory of the $OUTDIR directory;
#                     the name of a subdirectory under $OUTDIR is the same as the
#                     correponding host name.
#                 (3) rcp command is used to transfer statistics log files between
#                     hosts.
#                 (4) A definition of pdstart operand and pdunit operand in definition
#                     files must not be written over several lines. If pdstart operand
#                     or pdunit operand is written over several lines in definition
#                     files, this command("pdstjacm") doesn't work correctly.
#
#                    (Example)
#                      pdstart -t SDS ¥ |    |
#                       -s sds01 ¥      | -> | pdstart -t SDS -s sds01 -x host01
#                       -x host01       |    |
#
#                      pdunit -u unt1 ¥ |    |
#                       -x host01 ¥     | -> | pdunit -u unt1 -x host01 -d "/HiRDB_S"
#                       -d "/HiRDB_S"   |    |
#
#                 (5) When system switching occurs, this command("pdstjacm") doesn't
#                     work correctly. Change the hostname(s) of the executing system
#                     to the one(s) of the standby system, in order to collect the 
#                     statistics log files of the standby system.
#                 (6) Pdstjacm shell is getten HiRDB operational directory name from
#                     system common definition file ($PDCONFPATH/pdsys or specified
#                     first argument). If pdunit operand in definition files is written
#                     over several lines in definition files, pdstjacm shell may be
#                     executed using $PDDIR in .cshrc on several local hosts.
#                 (7) If pdstart operands and/or pdunit operands are specified wrong
#                     in definition files, this command("pdstjacm") doesn't work
#                     correctly.
#
#******************************************************************************
##  Definition for canceling processing when Signal is received
trap "echo processing is canceled.; exit 1" 1 2 15
 
##  Definition of literals
OUTDIR=$PDDIR/spool/stjfiles      ………………………………※１
##  OUTDIR si directory under which statistics log files are collected.
##  Modify as required.
 
##  Checking of number of arguments
if [ $2 ] ; then
         echo  "Usage: $0 [input_file]"
         echo  "$0 processing is canceled."
         exit 1
fi
 
##  Checking of input definition file
if [ $# -eq 1 ]
then DEFFILE=$1
else DEFFILE=$PDCONFPATH/pdsys
fi
if [ ! -r $DEFFILE ] ; then
         echo "$DEFFILE is not found or cannot be read."
         echo "$0 processing is canceled."
         exit 1
fi

                  ##  Set host name in ${proc_host}.
proc_host=`cat $DEFFILE | sed -n '/^[   ]*pdunit.*[   ]-x/{s/.*[   ]-x//;p;}' ¥
                         | awk '{print $1}' - | sort | uniq`
set ${proc_host:=no_host_name}
 
if [ $1 = no_host_name ] ; then
proc_host=`cat $DEFFILE | sed -n '/^[   ]*pdstart.*[   ]-x/{s/.*[   ]-x//;p;}' ¥
                         | awk '{print $1}' - | sort | uniq`
set ${proc_host:=no_host_name}
 
##  Validity checking of host name
if [ $1 = no_host_name ] ; then
         echo "No host name to be processed."
         echo "pdstjacm processing terminated."
         exit 1
fi
fi
 
##  Checking of transfer destination directory
if [ ! -d $OUTDIR ] ; then
         mkdir $OUTDIR
fi
 
##  Copy local host statistics log file   …………………※３
set ${proc_host}      ……………………………………………１
while [ $# -ne 0 ]
do
     if [ ! -d $OUTDIR/$1 ] ; then
              mkdir $OUTDIR/$1
     fi
     proc_dir=`cat $DEFFILE | /bin/grep '[   ]-x[   ]*'$1'[   ]' ¥
               | sed -n '/^[   ]*pdunit/{s/.*[   ]-d//;p;}' | awk '{print $1}' -`
     if [ -z "$proc_dir" ] ; then
       proc_dir=`cat $DEFFILE | /bin/grep '[   ]-x[   ]*'$1'$' ¥
              | sed -n '/^[   ]*pdunit/{s/.*[   ]-d//;p;}' | awk '{print $1}' -`
     fi
##  Validity checking of pddir name on pdunit operand
         case ${proc_dir} in
                  /*)
                         rcp $1:$proc_dir/spool/pdstj1 $OUTDIR/$1
                         rcp $1:$proc_dir/spool/pdstj2 $OUTDIR/$1
                 ;;
                 *)
                         rcp $1:'$'PDDIR/spool/pdstj1 $OUTDIR/$1   …………※２
                         rcp $1:'$'PDDIR/spool/pdstj2 $OUTDIR/$1
                 ;;
         esac
##  rcp command is used to transfer statistics log files between hosts.   …………※４
##  Environment must be set up so that remote shell can be executed between hosts.
         shift
done      ……………………………………………２
 
##  End of processing
echo "pdstjacm : Processing completed."
exit 0

                  
                     	注※1

                     	
                        アンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成する場合は，$PDDIR/spool/stjfilesの部分を編集してください。

                     

                     	注※2

                     	
                        特定のサーバマシン上の統計ログファイルが取得できない場合は，‘$’PDDIR/spool/pdstj1及び‘$’PDDIR/spool/pdstj2の部分を編集してください。

                     

                     	注※3

                     	
                        系切り替え機能を使用して待機系にHiRDBの実行が切り替わった場合，このシェルを修正しないで実行すると，統計ログファイルを正しく取得できません。この場合は，シェル中の１．から２．までのスクリプトを次のように変更してください。

                         if[ ! -d $OUTDIR/HOST1 ] ; then
  mkdir $OUTDIR/HOST1
 fi          # HOST1の統計ロク゛ファイルのコヒ゜ー
 rcp HOST1:HOST1_pddir/spool/pdstj1 $OUTDIR/HOST1
 rcp HOST1:HOST1_pddir/spool/pdstj2 $OUTDIR/HOST1
 
 if [ ! -d $OUTDIR/HOST2 ] ; then
  mkdir $OUTDIR/HOST2
 fi          # HOST2の統計ロク゛ファイルのコヒ゜ー
 rcp HOST2:HOST2_pddir/spool/pdstj1 $OUTDIR/HOST2
 rcp HOST2:HOST2_pddir/spool/pdstj2 $OUTDIR/HOST2

                     

                  

                  上記スクリプトを統計ログを出力したユニット数分，繰り返してください。ただし，次の定数は必要に応じて変更してください。

                  HOST1,HOST2：統計ログを出力したホスト名

                  HOST1_pddir,HOST2_pddir：統計ログを出力したHiRDB運用ディレクトリ

                  
                     	注※4

                     	
                        統計ログファイルを取得するときにrcpコマンドを使用するため，/etc/hosts.equivや$HOME/.rhostsなどを正しく設定してください。また，pdstjacmはコマンドを実行したサーバマシンの統計ログファイルもrcpコマンドで取得するため，/etc/hosts.equivや$HOME/.rhostsに自ホスト名を指定しておく必要があります。

                     

                  

               
            
            
               22.1.5　アプリケーションからHiRDBにアクセスする場合

               ここでは，UAP又はOLTPシステムのアプリケーションからHiRDBにアクセスする場合の，統計情報の取得タイミング及び統計解析ユティリティの編集単位について示します。

               
                  (1)　UAPからHiRDBにアクセスする場合

                  HiRDBにアクセスするUAPに関する統計情報の取得タイミングを，次の表に示します。

                  
                     表22‒3　HiRDBにアクセスするUAPに関する統計情報の取得タイミング
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 統計情報の

                                 種別

                              
                              	
                                 統計ログの

                                 出力タイミング

                              
                              	
                                 統計解析ユティリティの

                                 編集単位

                              
                              	
                                 DAT出力

                                 ファイル解析

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 UAPに関する統計情報

                              
                              	
                                 コネクションごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       UAP実行回数，UAP平均実行時間，各SQL文の実行回数など

                                    

                                    	
                                       1回のUAP実行ごとの各項目の合計，平均値

                                    

                                 

                              
                              	
                                 UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLに関する統計情報

                              
                              	
                                 SQLごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       SQLオブジェクト長の合計，平均値

                                    

                                    	
                                       フロントエンドサーバからバックエンドサーバへのオブジェクト送信数合計，平均

                                    

                                    	
                                       SQL実行回数，処理時間，処理した行数

                                    

                                 

                              
                              	
                                 UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL最適化情報に関する統計情報

                              
                              	
                                 SQLごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       回数，実行時間などの平均値

                                    

                                 

                              
                              	
                                 UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLオブジェクト実行に関する統計情報

                              
                              	
                                 SQLごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       回数，実行時間などの平均値

                                    

                                 

                              
                              	
                                 UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　OpenTP1と連携している場合

                  OpenTP1と連携している場合，統計情報の取得タイミング及び統計解析ユティリティの編集単位が変わります。ただし，統計情報の取得タイミング及び統計解析ユティリティの編集単位が変わるのは(a)に示す運用形態のときだけです。

                  なお，ここでいうOpenTP1との連携とは，TP1/Server Base及びTP1/Message Control（バージョン03-06以降）のアプリケーションからHiRDBにアクセスすることを表しています。

                  
                     (a)　クライアント／サーバ形態のUAPでサーバUAP内のサービス実行に伴いアクセスする形態

                     OpenTP1のSPP（サービス提供プログラム）やMHP（メッセージ処理プログラム）の1サービスからHiRDBにアクセスするような形態のアプリケーションです。

                     [image: [図データ]]

                     この形態の場合，OpenTP1のUAPでは1UAP内で複数のサービスを形成でき，それぞれのサービスからそのサービスの用途に合ったHiRDBへのアクセスができます。このような形態のときの統計情報には，SPP又はMHPのUAP名（SPP又はMHPに関するOpenTP1のユーザサーバ定義上で指定したPDCLTAPNAMEの指定値）に加え，SPP又はMHPに要求したサービス（HiRDBアクセスを伴うトランザクション内での最初のサービス）のサービス名を付けます。このサービス名はSUP又はTP1/Message
                        ControlがRPCを使用して要求するときに指定するサービス名で，SPP又はMHPを構成するサービスに付けたサービス名です。

                     このサービス名によって，どのサービスの延長でアクセスされたものかの識別ができます。また，OpenTP1のトランザクション統計情報とサービス名で対応がとれます。OpenTP1と連携している場合の統計情報の取得タイミングを次の表に示します。

                     
                        表22‒4　OpenTP1と連携している場合の統計情報の取得タイミング
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    統計情報の種別

                                 
                                 	
                                    統計ログの

                                    出力タイミング

                                 
                                 	
                                    統計解析ユティリティの

                                    編集単位

                                 
                                 	
                                    DAT出力

                                    ファイル解析

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    UAPに関する統計情報

                                 
                                 	
                                    サービス名なし

                                 
                                 	
                                    通常インタフェース

                                 
                                 	
                                    コネクションごと

                                 
                                 	
                                    UAP名ごと

                                    
                                       	
                                          UAP実行回数，UAP平均実行時間，各SQL文の実行回数など

                                       

                                       	
                                          1回のUAP実行ごとの各項目の合計，平均値

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    トランザクション，UAP名をキーに解析できる

                                 
                              

                              
                                 	
                                    XAインタフェース

                                 
                                 	
                                    トランザクションごと

                                 
                              

                              
                                 	
                                    サービス名あり

                                 
                                 	
                                    通常インタフェース

                                 
                                 	
                                    コネクションごと

                                    
                                       	
                                          ログ出力時，コネクション内1stサービス名を付加

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP内のサービス名ごと

                                    
                                       	
                                          各SQL文の実行回数など

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    トランザクション，UAP名，サービス名をキーに解析できる

                                 
                              

                              
                                 	
                                    XAインタフェース

                                 
                                 	
                                    トランザクションごと

                                    
                                       	
                                          ログ出力タイミング内1stアクセス時のサービス名を付加

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    SQLに関する統計情報

                                 
                                 	
                                    サービス名なし

                                 
                                 	
                                    SQLごと

                                 
                                 	
                                    UAP名ごと

                                    
                                       	
                                          SQLオブジェクト長の合計，平均値

                                       

                                       	
                                          フロントエンドサーバからバックエンドサーバへのオブジェクト送信数合計，平均

                                       

                                       	
                                          SQL実行回数，処理時間，処理した行数

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP名をキーに解析できる

                                 
                              

                              
                                 	
                                    サービス名あり

                                 
                                 	
                                    SQLごと

                                    
                                       	
                                          ログ出力時，トランザクション内1stサービス名を付加

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP内のサービス名ごと

                                    
                                       	
                                          上記情報をサービスごとに集計

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP名，サービス名をキーに解析できる

                                 
                              

                              
                                 	
                                    SQL最適化情報に関する統計情報

                                 
                                 	
                                    サービス名なし

                                 
                                 	
                                    SQLごと

                                 
                                 	
                                    UAP名ごと

                                    
                                       	
                                          SQL実行回数，実行時間などの平均

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP名をキーに解析できる

                                 
                              

                              
                                 	
                                    サービス名あり

                                 
                                 	
                                    SQLごと

                                    
                                       	
                                          ログ出力時，トランザクション内1stサービス名を付加

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP内のサービス名ごと

                                    
                                       	
                                          上記情報をサービスごとに集計

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP名，サービス名をキーに解析できる

                                 
                              

                              
                                 	
                                    SQLオブジェクト実行に関する統計情報

                                 
                                 	
                                    サービス名なし

                                 
                                 	
                                    SQLごと

                                 
                                 	
                                    UAP名ごと

                                    
                                       	
                                          SQL実行回数，実行時間などの平均

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP名をキーに解析できる

                                 
                              

                              
                                 	
                                    サービス名あり

                                 
                                 	
                                    SQLごと

                                    
                                       	
                                          ログ出力時，トランザクション内1stサービス名を付加

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP内のサービス名ごと

                                    
                                       	
                                          上記情報をサービスごとに集計

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    UAP名，サービス名をキーに解析できる

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　メインルーチンから直接アクセスする形態

                     OpenTP1のSUP（サービス利用プログラム）から直接HiRDBをアクセスするような形態のアプリケーションです。

                     [image: [図データ]]

                     この形態は，OpenTP1と接続していない通常のアプリケーションと統計情報の差はありません。統計情報上のUAP名は，SUPに関するOpenTP1のユーザサーバ定義上で指定したPDCLTAPNAMEの指定値となります。

                  
               
               
                  (3)　TPBroker for C++，又はTUXEDOと連携している場合

                  TPBroker for C++又はTUXEDOと連携している場合，統計情報の取得タイミング及び統計解析ユティリティの編集単位が変わります。TPBroker for C++又はTUXEDOと連携している場合の統計情報の取得タイミングを次の表に示します。

                  
                     表22‒5　TPBroker for C++，TUXEDO，又はWebLogic Serverと連携している場合の統計情報の取得タイミング
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 統計情報の種別

                              
                              	
                                 統計ログの

                                 出力タイミング

                              
                              	
                                 統計解析ユティリティの

                                 編集単位

                              
                              	
                                 DAT出力

                                 ファイル解析

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 UAPに関する統計情報

                              
                              	
                                 通常インタフェース

                              
                              	
                                 コネクションごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       UAP実行回数，UAP平均実行時間，各SQL文の実行回数など

                                    

                                    	
                                       1回のUAP実行ごとの各項目の合計，平均値

                                    

                                 

                              
                              	
                                 トランザクション，UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                           
                              	
                                 XAインタフェース

                              
                              	
                                 トランザクションごと

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLに関する統計情報

                              
                              	
                                 通常インタフェース

                              
                              	
                                 SQLごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       SQLオブジェクト長の合計，平均値

                                    

                                    	
                                       フロントエンドサーバからバックエンドサーバへのオブジェクト送信数合計，平均

                                    

                                    	
                                       SQL実行回数，処理時間，処理した行数

                                    

                                 

                              
                              	
                                 UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                           
                              	
                                 XAインタフェース

                              
                           

                           
                              	
                                 SQL最適化情報に関する統計情報

                              
                              	
                                 通常インタフェース

                              
                              	
                                 SQLごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       回数，実行時間などの平均値

                                    

                                 

                              
                              	
                                 UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                           
                              	
                                 XAインタフェース

                              
                           

                           
                              	
                                 SQLオブジェクト実行に関する統計情報

                              
                              	
                                 通常インタフェース

                              
                              	
                                 SQLごと

                              
                              	
                                 UAP名ごと

                                 
                                    	
                                       回数，実行時間などの平均値

                                    

                                 

                              
                              	
                                 UAP名をキーに解析できる

                              
                           

                           
                              	
                                 XAインタフェース

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
         
         
            22.2　システムログからチューニング情報を取得する方法

            実行者　HiRDB管理者

            
               22.2.1　システムログから取得できるチューニング情報

               システムログから取得できるチューニング情報を次の表に示します。

               
                  表22‒6　システムログから取得できるチューニング情報
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              統計情報の種別

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              インデクスに関する統計情報

                           
                           	
                              idx

                           
                           	
                              インデクスに関する統計情報中のインデクスページスプリットに関する情報が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              CONNECT/DISCONNECTに関する統計情報※

                           
                           	
                              cnc

                           
                           	
                              CONNECT/DISCONNECTに関する情報を出力します。DAT形式ファイルにだけ出力します。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合は，フロントエンドサーバのシステムログファイルに統計情報が出力されます。

                  

               

            
            
               22.2.2　チューニング情報の取得手順

               チューニング情報の取得手順（システムログからチューニング情報を取得する場合）を次の図に示します。

               
                  図22‒4　チューニング情報の取得手順（システムログからチューニング情報を取得する場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           HiRDBが，システムログファイルにシステムログを取得します。

                        

                        	
                           pdlogunldコマンドで，システムログファイルの内容をアンロードし，アンロードログファイルを作成してください。

                           HiRDB/パラレルサーバで，アンロードログファイルを複数のサーバマシンに出力した場合は，OSのrcpコマンド（リモートコピー）やNFS（ネットワークファイルシステム）を利用してアンロードログファイルを集めることもできます。

                           また，システムログを直接入力して統計解析ユティリティを実行する運用もあります。統計解析ユティリティについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                        

                        	
                           作成したアンロードログファイルを入力情報として，統計解析ユティリティを実行してください。ユーザはその実行結果を基にして，HiRDB又はUAPのチューニングを実施してください。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            22.3　データベース状態解析ユティリティからチューニング情報を取得する方法

            ここでは，データベース状態解析ユティリティからチューニング情報を取得する方法について説明します。

            
               22.3.1　チューニング情報を取得するための準備

               実行者　HiRDB管理者

               データベース状態解析ユティリティからチューニング情報を取得する場合，該当するRDエリアは，次の表に示す状態にする必要があります。したがって，pddblsコマンドでRDエリアの状態を確認した後，データベース状態解析ユティリティを実行してください。

               DBA権限だけを持っているユーザは，RDエリアの状態を確認できないため，HiRDB管理者へ連絡し，実行できる状態かどうかを問い合わせてください。

               
                  表22‒7　データベース状態解析ユティリティからチューニング情報を取得するときのRDエリアの状態
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              RDエリアの種類

                           
                           	
                              RDエリアの状態

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              データディクショナリ用RDエリア

                           
                           	
                              
                                 	
                                    閉塞なしオープン状態

                                 

                                 	
                                    参照可能閉塞オープン状態

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              データディクショナリLOB用RDエリア

                           
                        

                        
                           	
                              レジストリ用RDエリア

                           
                        

                        
                           	
                              レジストリLOB用RDエリア

                           
                        

                        
                           	
                              リスト用RDエリア

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザ用RDエリア

                              ユーザLOB用RDエリア

                           
                           	
                              RDエリアのオープン属性がINITIALの場合

                           
                           	
                              
                                 	
                                    閉塞なしオープン状態

                                 

                                 	
                                    参照可能閉塞オープン状態

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリアのオープン属性がDEFER又はSCHEDULEの場合

                           
                           	
                              
                                 	
                                    閉塞なしオープン状態

                                 

                                 	
                                    閉塞なしクローズ状態

                                 

                                 	
                                    参照可能閉塞オープン状態

                                 

                                 	
                                    参照可能閉塞クローズ状態

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               22.3.2　チューニング情報の取得

               実行者　DBA権限を持っているユーザ

               ここでは，チューニング情報の取得手順（運用コマンドの入力からデータベース状態解析ユティリティの実行までの運用方法）について説明します。チューニング情報の取得手順（データベース状態解析ユティリティからチューニング情報を取得する場合）を次の図に示します。

               
                  図22‒5　チューニング情報の取得手順（データベース状態解析ユティリティからチューニング情報を取得する場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注※

                  	
                     RDエリアオープン属性がDEFER又はSCHEDULEの場合で，参照可能閉塞状態又は閉塞なしのときは，オープン状態にする必要はありません。

                  

                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           pddblsコマンドでRDエリアの状態を確認します。

                        

                        	
                           障害閉塞中の場合は障害回復をした後にpdrelsコマンドで閉塞状態を解除します。その後，再実行します。

                        

                        	
                           コマンド閉塞中の場合はpdrelsコマンドでRDエリアの閉塞状態を解除します。

                        

                        	
                           クローズ状態の場合はpdopenコマンドでオープン状態にします。

                        

                        	
                           データベース状態解析ユティリティを実行します。その実行結果を基にしてチューニングを実施してください。

                        

                        	
                           4でオープン状態にした場合はpdcloseコマンドでクローズ状態に戻します。3でコマンド閉塞中にした場合はpdrelsコマンドでコマンド閉塞中を解除します。

                        

                     

                  

               

            
         
      
   
      
         23　チューニング

         
            この章では，データベースのチューニング方法について説明します。

            データベースをチューニングするには，処理性能の観点からチューニングを進める必要があります。しかし，処理性能だけを意識すると，使用しているメモリやディスク容量では，対応できない場合が考えられます。このため，処理性能，使用しているメモリ，及びディスク容量のバランスを考慮してチューニングする必要があります。

         

         
            23.1　グローバルバッファプールのチューニング

            グローバルバッファプールの指定は，ディスクに対するデータの入出力性能に大きな影響を及ぼします。このため，グローバルバッファプールのヒット率が高くなるように指定する必要があります。ここでは，指定したグローバルバッファプールに対するバッファヒット率を向上させるため，検討する項目について説明します。

            なお，ここで説明する項目は，データベース操作に関するHiRDBファイルの情報と一緒に検討すると，より効率良く性能向上ができます。

            
               	取得する情報

               	
                  「グローバルバッファプールに関する統計情報」を取得してください。「グローバルバッファプールに関する統計情報」は，次に示すどちらかの方法で取得できます。

                  
                     	
                        pdbuflsコマンド

                     

                     	
                        統計解析ユティリティ

                     

                  

                  pditvtrcコマンドで，これらのコマンド及びユティリティを定期的に実行できます。

               

            

            
               23.1.1　pdbuflsコマンドで統計情報を取得した場合

               
                  (1)　グローバルバッファプールのヒット率（HIT）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，グローバルバッファプールのバッファ面数が適切かどうかを判断するために取得します。グローバルバッファプールのチューニングでは，最も大切な項目です。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        グローバルバッファプールのヒット率（HIT）が80％以上であるかどうかを確認してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●グローバルバッファプールのヒット率が80％未満の場合

                           	
                              pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                           

                           	●グローバルバッファプールのヒット率が80％以上の場合

                           	
                              特に問題はありません。さらに，ヒット率を向上するには，グローバルバッファの面数を増やしてください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　更新要求ヒット率（HIT（UPD））を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        これらの情報は，グローバルバッファの面数やHiRDBの内部で処理する遅延書き込み処理（デファードライト）の妥当性を判断するために取得します。

                        データベースに対してデータの挿入，更新，及び削除を要求した場合，グローバルバッファプールのデータを更新します。このため，データを更新する更新GET回数に対して，グローバルバッファプールで何回データを見付けられたかが，スループットに影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        統計解析ユティリティで出力したUAPに関する情報の，INSERT，UPDATE，及びDELETE文発行回数の合計に比べて，更新要求ヒット率が高いか低いかを判断してください。

                        
                           	
                              更新要求ヒット率は低くないか確認してください。

                           

                           	
                              更新要求ヒット率は高いが，参照バッファヒット率が極端に低くなっていないか確認してください。

                           

                        

                        なお，更新要求ヒット率は，次の計算式で求めています。

                        更新要求ヒット率（%）＝（更新GET要求のヒット回数÷更新GET回数）×100

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●更新要求ヒット率が低い場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pdbufferオペランドの指定値を見直してください。一つのグローバルバッファに複数のRDエリアを割り当てている場合は，更新する表と参照する表を別々のRDエリアに分け，それぞれにグローバルバッファを割り当ててください。一つのグローバルバッファに一つのRDエリアを割り当てている場合は，インデクスと表を別々のRDエリアに格納して，インデクス専用のグローバルバッファを割り当ててください。又は，表を横分割してください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を小さくしてください。

                                 

                              

                           

                           	●更新要求ヒット率が高い場合

                           	
                              特に問題はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　参照要求ヒット率（HIT（REF））を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        これらの情報は，参照要求ヒット率の妥当性を判断するために取得します。必要とするデータがグローバルバッファにない場合，システムはデータベースのデータをRDエリアからバッファに取り出してきます。このため，グローバルバッファプールを確保した領域に，該当するデータが見付かる回数が少ない場合，入出力回数が増加し，トランザクションの処理性能に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        参照要求ヒット率が80%に近いかどうかで判断してください。なお，参照要求ヒット率は次に示す計算式で求めています。

                        参照要求ヒット率（%）＝（参照要求ヒット回数÷参照GET回数）×100

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●参照要求ヒット率が80%を超えていない場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pdbufferオペランドの指定値を見直してください。一つのグローバルバッファに複数のRDエリアを割り当てている場合は，特にアクセス頻度が高い表は，一つのグローバルバッファに割り当ててください。一つのグローバルバッファに一つのRDエリアを割り当てている場合は，表を横分割してください。

                                 

                                 	
                                    更新要求ヒット率に対して極端に参照要求ヒット率が低く，参照ページフラッシュ回数が多い場合は，システム共通定義でpd_dbbuff_lru_option=MIXを指定してください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。

                                 

                              

                           

                           	●参照要求ヒット率が80%を超えている場合

                           	
                              特に問題はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　更新バッファフラッシュ回数（UPFLS）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，更新バッファフラッシュ回数の妥当性を判断するために取得します。処理件数に対して，更新されたバッファをHiRDBファイルに出力してから新しいページを入力するための空きバッファを作成した回数（更新バッファフラッシュ回数）が多くなると，ディスクへの入出力回数が増加します。このため，トランザクションの処理性能に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        次に示す要因で更新したグローバルバッファが増加し，更新バッファフラッシュ回数や，同じデータを再度取り込むためのバッファ回数（参照GET回数）が増加していると考えられます。

                        
                           	
                              グローバルバッファプールの面数が少なくなっています。

                           

                           	
                              処理件数中に占める更新比率が高くなっています。

                           

                        

                        このため，処理件数に対して，更新バッファフラッシュ回数が多いか少ないかを判断してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●更新バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pdbufferオペランドの指定値を見直してください。一つのグローバルバッファに複数のRDエリアを割り当てている場合は，更新する表と参照する表を別々のRDエリアに分け，それぞれにグローバルバッファを割り当ててください。一つのグローバルバッファに一つのRDエリアを割り当てている場合は，インデクスと表を別々のRDエリアに格納して，インデクス専用のグローバルバッファを割り当ててください。又は，表を横分割してください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，デファードライトトリガの要求比率（pd_dbbuff_rate_updpageオペランド）の値を小さくします。

                                 

                              

                           

                           	●更新バッファフラッシュ回数が少ない場合

                           	
                              特に問題はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　参照バッファフラッシュ回数（RFFLS）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，参照バッファフラッシュ回数の妥当性を判断するために取得します。処理件数に対して，参照されたバッファの内容を無効にしてから，新しいページを入力するための空きバッファを作成した回数（参照バッファフラッシュ回数）が多くなると，入力回数が増加し，トランザクションの処理性能に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        
                           	●処理件数に対して参照バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              次に示す要因で，参照バッファ数が増加していると考えられます。

                              
                                 	
                                    グローバルバッファプールの面数が少ないです。

                                 

                                 	
                                    処理件数中に占める参照の比率が高くなっています。

                                 

                              

                              このため，メモリ上で無効にするバッファや，同じデータを再度取り込むためのバッファが頻繁に発生しています。

                           

                           	●参照要求ヒット率が低く，参照バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              次に示す要因で，更新バッファ数が増加していると考えられます。

                              
                                 	
                                    グローバルバッファプールの面数が少ないです。

                                 

                                 	
                                    処理件数中に占める更新の比率が高くなっています（pd_dbbuff_lru_option＝SEPARATEを指定しているか，又はこのオペランドを省略している場合）。

                                 

                              

                              更新するバッファが増加すると，参照要求ヒット率が低下します。このため，メモリ上で無効になるバッファや，同じデータを再度取り込むための入出力が頻繁に発生しています。

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●参照バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              参照要求ヒット率が高い場合は，特に問題ありません。参照要求ヒット率が低い場合は，次に示す処置をしてください。

                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pd_dbbuff_lru_optionオペランドにMIXを指定してください。

                                 

                              

                           

                           	●参照バッファフラッシュ回数が少ない場合

                           	
                              特に問題はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　実READ回数（READ），実WRITE回数（WRITE）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，ディスクへの入出力回数の妥当性を判断するために取得します。

                        処理する件数に対して，ディスクへの入出力回数（HiRDBファイルに対する入出力回数）が多いと，トランザクションの処理性能及びスループットに影響を及ぼします。なお，データベースアクセスに関するHiRDBファイルの統計から，各RDエリアの情報と一緒に検討すると，効率良く入出力回数を削減できます。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        
                           	●入力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    同じグローバルバッファを使用するRDエリアの数が多く，各々のRDエリアに対するアクセス頻度が高い状態のときは，バッファヒット率を高くできないために，入力が頻繁に発生していると考えられます。

                                 

                                 	
                                    参照要求ヒット率が低いときは，次に示す要因によってページ入力が頻繁に発生していると考えられます。

                                 

                              

                              
                                 	
                                    グローバルバッファプールの面数が少ないです（pd_dbbuff_lru_option＝MIXを指定している場合）。

                                 

                                 	
                                    処理件数中に占める更新の比率が高いため，参照バッファを圧迫しています（pd_dbbuff_lru_option＝SEPARATEを指定しているか，又はこのオペランドを省略している場合）。

                                 

                              

                           

                           	●出力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    参照要求ヒット率よりも更新バッファヒット率を重視している場合は，該当するグローバルバッファに対する処理要求は，更新が多いと考えられます。

                                 

                                 	
                                    更新GET回数が参照GET回数よりも多い場合は，「更新バッファフラッシュ回数（UPFLS）を確認してください」で示した更新バッファフラッシュによる影響が出ていると考えられます。

                                 

                              

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●参照要求ヒット率が低いときに，入力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pdbufferオペランドの指定値を見直してください。一つのグローバルバッファに複数のRDエリアを割り当てている場合は，特にアクセス頻度の高い表には，一つのグローバルバッファプールを割り当ててください。インデクスと表を同じグローバルバッファプールに割り当てている場合は，インデクス専用のグローバルバッファプールを割り当ててください。一つのグローバルバッファに一つのRDエリアを割り当てている場合は，表を横分割してください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pd_dbbuff_lru_optionオペランドにMIXを指定してください。

                                 

                              

                           

                           	●出力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    pd_dbsync_point＝commitを指定している場合

                                    更新要求ヒット率が高い場合は特に問題ありません。低い場合は，pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pd_dbsync_point＝syncを指定しているか，又はこのオペランドを省略した場合

                                 

                              

                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。また，シンクポイントの間隔を長くしてください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　バッファ排他待ち回数（WAITL）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        複数のトランザクションから，グローバルバッファ上の同一ページに対する次のアクセス競合が発生した場合，後続の要求では先行要求の完了を待つバッファ排他待ちが発生します。

                        
                           	
                              更新要求を実行中のページに対して，他トランザクションから後続の参照要求又は更新要求が発生したとき

                           

                           	
                              参照要求を実行中のページに対して，他トランザクションから後続の更新要求が発生したとき

                           

                        

                        バッファ排他待ち回数が増加すると，トランザクションの処理時間が長くなります。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        複数のトランザクションから同じページに対して参照と更新，又は複数の更新が発生したときに値が多くなります。次のどちらかに該当する場合は，バッファ排他待ち回数を減らせる可能性があります。

                        
                           	
                              複数のトランザクションから，同時に同じ表の同じRDエリアにデータ挿入している場合

                           

                           	
                              SQLのアクセスパスがテーブルスキャンや，インデクスの全範囲をサーチするFULL SCANになっていることなどで検索範囲が広くなっている場合

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	
                              複数のトランザクションから，同時に同じ表の同じRDエリアにデータ挿入している場合

                              表を横分割して，データ挿入先が複数のRDエリアに分散されるようにしてください。表の横分割については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           

                           	
                              SQLのアクセスパスがテーブルスキャンや，インデクスの全範囲をサーチするFULL SCANになっていることなどで検索範囲が広くなっている場合

                              検索範囲が広くなっていることで，他のトランザクションとアクセスページが重なっていると考えられます。

                              適切なインデクスを定義するなどのチューニングを行って検索範囲を減らしてください。チューニングについては次を参照してください。

                              
                                 	
                                    「SQLのチューニング方法」の「SQLのチューニングをする」

                                 

                                 	
                                    マニュアル「HiRDBパフォーマンスガイド」の「SQL文が決まったら」

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　バッファ不足発生回数（INSB）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        これらの情報はグローバルバッファプールのバッファ面数の妥当性を判断するために取得します。HiRDBでは，アクセスするページを読み込むために使用するグローバルバッファがすべて使用中の場合，トランザクションを無効にします。このため，バッファ面数が少ないと，トランザクション集中時に実行できないトランザクションが発生するおそれがあります。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        次に示す項目に該当する場合は，バッファ面数が少ないと判断できます。

                        
                           	
                              バッファ不足発生回数が0以外の場合

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	
                              pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                           

                           	
                              特に，入出力の集中するRDエリアは，一つのグローバルバッファプールを複数のRDエリアで共用するのをやめて，専用のグローバルバッファプールを割り当ててください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (9)　プリフェッチ入力ページ数（PRRED），プリフェッチヒット率（PRHIT）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        これらの情報は，プリフェッチ機能の妥当性を判断するために取得します。全件検索や範囲検索などの場合，プリフェッチ機能を使用することで処理時間が短縮できます。プリフェッチ機能は，大量検索をする場合に処理時間の短縮に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        プリフェッチヒット率が８割以下の場合，検索対象表のデータ又はインデクスの格納ページが不連続であると考えられます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        検索対象表の再編成をしてください。表の再編成ができない状況で，極端にヒット率が悪い場合は，プリフェッチ機能の使用をやめてください（pdbufferオペランドの-mオプションを省略するか，又は-mオプションに０を指定してください）。

                     

                  

               
               
                  (10)　プリフェッチバッファ不足発生回数（PRINS）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，プリフェッチ機能の妥当性を判断するために取得します。プリフェッチのためのバッファが不足すると，一括入力ができないユーザはプリフェッチの効果が得られません。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        プリフェッチバッファ不足発生回数が０の場合は問題ありません。０以外の場合は，同時実行最大プリフェッチ数がpdbufferオペランドの-mオプションの値よりも多いことが考えられます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        pdbufferオペランドの-mオプションの値（同時実行最大プリフェッチ数）を大きくしてください。ただし，この指定を大きくするとグローバルバッファプール用共用メモリが増加するため，メモリ所要量を見積もり直してください。

                     

                  

               
            
            
               23.1.2　統計解析ユティリティで統計情報を取得した場合

               
                  (1)　グローバルバッファプールのヒット率（GBHIT）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，グローバルバッファプールのバッファ面数が適切かどうかを判断するために取得します。グローバルバッファプールのチューニングでは，最も大切な項目です。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        グローバルバッファプールのヒット率（GBHIT）が80％以上であるかどうかを確認してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●グローバルバッファプールのヒット率が80％未満の場合

                           	
                              pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                           

                           	●グローバルバッファプールのヒット率が80％以上の場合

                           	
                              特に問題はありません。さらに，ヒット率を向上するには，グローバルバッファの面数を増やしてください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　更新バッファフラッシュ回数（UPFLS）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，更新バッファフラッシュ回数の妥当性を判断するために取得します。処理件数に対して，更新されたバッファをHiRDBファイルに出力してから新しいページを入力するための空きバッファを作成した回数（更新バッファフラッシュ回数）が多くなると，ディスクへの入出力回数が増加します。このため，トランザクションの処理性能に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        次に示す要因で更新したグローバルバッファが増加し，更新バッファフラッシュ回数や，同じデータを再度取り込むためのバッファ回数（参照GET回数）が増加していると考えられます。

                        
                           	
                              グローバルバッファプールの面数が少なくなっています。

                           

                           	
                              処理件数中に占める更新比率が高くなっています。

                           

                        

                        このため，処理件数に対して，更新バッファフラッシュ回数が多いか少ないかを判断してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●更新バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pdbufferオペランドの指定値を見直してください。一つのグローバルバッファに複数のRDエリアを割り当てている場合は，更新する表と参照する表を別々のRDエリアに分け，それぞれにグローバルバッファを割り当ててください。一つのグローバルバッファに一つのRDエリアを割り当てている場合は，インデクスと表を別々のRDエリアに格納して，インデクス専用のグローバルバッファを割り当ててください。又は，表を横分割してください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，デファードライトトリガの要求比率（pd_dbbuff_rate_updpageオペランド）の値を小さくします。

                                 

                              

                           

                           	●更新バッファフラッシュ回数が少ない場合

                           	
                              特に問題はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　参照バッファフラッシュ回数（RFFLS）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，参照バッファフラッシュ回数の妥当性を判断するために取得します。処理件数に対して，参照されたバッファの内容を無効にしてから，新しいページを入力するための空きバッファを作成した回数（参照バッファフラッシュ回数）が多くなると，入力回数が増加し，トランザクションの処理性能に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        
                           	●処理件数に対して参照バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              次に示す要因で，参照バッファ数が増加していると考えられます。

                              
                                 	
                                    グローバルバッファプールの面数が少ないです。

                                 

                                 	
                                    処理件数中に占める参照の比率が高くなっています。

                                 

                              

                              このため，メモリ上で無効にするバッファや，同じデータを再度取り込むためのバッファが頻繁に発生しています。

                           

                           	●参照要求ヒット率が低く，参照バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              次に示す要因で，更新バッファ数が増加していると考えられます。

                              
                                 	
                                    グローバルバッファプールの面数が少ないです。

                                 

                                 	
                                    処理件数中に占める更新の比率が高くなっています（pd_dbbuff_lru_option＝SEPARATEを指定しているか，又はこのオペランドを省略している場合）。

                                 

                              

                              更新するバッファが増加すると，参照要求ヒット率が低下します。このため，メモリ上で無効になるバッファや，同じデータを再度取り込むための入出力が頻繁に発生しています。

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●参照バッファフラッシュ回数が多い場合

                           	
                              参照要求ヒット率が高い場合は，特に問題ありません。参照要求ヒット率が低い場合は，次に示す処置をしてください。

                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pd_dbbuff_lru_optionオペランドにMIXを指定してください。

                                 

                              

                           

                           	●参照バッファフラッシュ回数が少ない場合

                           	
                              特に問題はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　実READ回数（READ），実WRITE回数（WRITE）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，ディスクへの入出力回数の妥当性を判断するために取得します。

                        処理する件数に対して，ディスクへの入出力回数（HiRDBファイルに対する入出力回数）が多いと，トランザクションの処理性能及びスループットに影響を及ぼします。なお，データベースアクセスに関するHiRDBファイルの統計から，各RDエリアの情報と一緒に検討すると，効率良く入出力回数を削減できます。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        
                           	●入力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    同じグローバルバッファを使用するRDエリアの数が多く，各々のRDエリアに対するアクセス頻度が高い状態のときは，バッファヒット率を高くできないために，入力が頻繁に発生していると考えられます。

                                 

                                 	
                                    参照要求ヒット率が低いときは，次に示す要因によってページ入力が頻繁に発生していると考えられます。

                                 

                              

                              
                                 	
                                    グローバルバッファプールの面数が少ないです（pd_dbbuff_lru_option＝MIXを指定している場合）。

                                 

                                 	
                                    処理件数中に占める更新の比率が高いため，参照バッファを圧迫しています（pd_dbbuff_lru_option＝SEPARATEを指定しているか，又はこのオペランドを省略している場合）。

                                 

                              

                           

                           	●出力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    参照要求ヒット率よりも更新バッファヒット率を重視している場合は，該当するグローバルバッファに対する処理要求は，更新が多いと考えられます。

                                 

                                 	
                                    更新GET回数が参照GET回数よりも多い場合は，「更新バッファフラッシュ回数（UPFLS）を確認してください」で示した更新バッファフラッシュによる影響が出ていると考えられます。

                                 

                              

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●参照要求ヒット率が低いときに，入力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pdbufferオペランドの指定値を見直してください。一つのグローバルバッファに複数のRDエリアを割り当てている場合は，特にアクセス頻度の高い表には，一つのグローバルバッファプールを割り当ててください。インデクスと表を同じグローバルバッファプールに割り当てている場合は，インデクス専用のグローバルバッファプールを割り当ててください。一つのグローバルバッファに一つのRDエリアを割り当てている場合は，表を横分割してください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pd_dbbuff_lru_optionオペランドにMIXを指定してください。

                                 

                              

                           

                           	●出力回数が多い場合

                           	
                              
                                 	
                                    pd_dbsync_point＝commitを指定している場合

                                    更新要求ヒット率が高い場合は特に問題ありません。低い場合は，pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    pd_dbsync_point＝syncを指定しているか，又はこのオペランドを省略した場合

                                 

                              

                              
                                 	
                                    pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                                 

                                 	
                                    デファードライト処理をする場合（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略した場合）は，pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。また，シンクポイントの間隔を長くしてください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　出力待ち発生回数（WAITW）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        RDエリアにグローバルバッファを割り当てるときの妥当性を判断するために取得します。同一ページに対するアクセス要求が競合した場合，次に示す要因でデータの入出力処理に関する待ちが発生します。

                        
                           	
                              HiRDBファイルに出力するときに，更新要求が競合すると，HiRDBファイルへの出力完了待ちが発生します。

                           

                        

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        次に示す要因で，出力待ち発生回数が多くなっていることが考えられます。

                        
                           	
                              該当するページに対して，デファードライト処理で出力する比率が高いために，HiRDBファイルへの出力処理と競合しています。

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティのデータロードやデータベース再編成ユティリティのリロード処理で，グローバルバッファプールを大量に使用しているため，グローバルバッファプール中の更新バッファ数が増加しています。

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	
                              大量のデータを持つ表の場合は，表又はインデクスの分割を検討してください。

                           

                           	
                              一つ又は複数のRDエリアを構成するHiRDBファイルを別々のディスクに分けてください。

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティのデータロードやデータベース再編成ユティリティのリロード処理で大量のデータを使用する場合，一括出力ページ数（−nオプション）を使用してください。なお，データベース再編成ユティリティを適用するときは，該当するデータがFIX属性の表のときです。

                           

                           	
                              出力待ち発生回数が多い場合でデファードライト処理をするとき（pd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか又は省略したとき）は，デファードライトトリガの要求比率（pd_dbbuff_rate_updpageオペランド）の値を小さくします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　バッファ排他待ち回数（WAITL）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        複数のトランザクションから，グローバルバッファ上の同一ページに対する次のアクセス競合が発生した場合，後続の要求では先行要求の完了を待つバッファ排他待ちが発生します。

                        
                           	
                              更新要求を実行中のページに対して，他トランザクションから後続の参照要求又は更新要求が発生したとき

                           

                           	
                              参照要求を実行中のページに対して，他トランザクションから後続の更新要求が発生したとき

                           

                        

                        バッファ排他待ち回数が増加すると，トランザクションの処理時間が長くなります。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        複数のトランザクションから同じページに対して参照と更新，又は複数の更新が発生したときに値が多くなります。次のどちらかに該当する場合は，バッファ排他待ち回数を減らせる可能性があります。

                        
                           	
                              複数のトランザクションから，同時に同じ表の同じRDエリアにデータ挿入している場合

                           

                           	
                              SQLのアクセスパスがテーブルスキャンや，インデクスの全範囲をサーチするFULL SCANになっていることなどで検索範囲が広くなっている場合

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	
                              複数のトランザクションから，同時に同じ表の同じRDエリアにデータ挿入している場合

                              表を横分割して，データ挿入先が複数のRDエリアに分散されるようにしてください。表の横分割については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                           

                           	
                              SQLのアクセスパスがテーブルスキャンや，インデクスの全範囲をサーチするFULL SCANになっていることなどで検索範囲が広くなっている場合

                              検索範囲が広くなっていることで，他のトランザクションとアクセスページが重なっていると考えられます。

                              適切なインデクスを定義するなどのチューニングを行って検索範囲を減らしてください。チューニングについては次を参照してください。

                              
                                 	
                                    「SQLのチューニング方法」の「SQLのチューニングをする」

                                 

                                 	
                                    マニュアル「HiRDBパフォーマンスガイド」の「SQL文が決まったら」

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　最大同時要求バッファ面数（MAXB），バッファ不足発生回数（BFINS）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        これらの情報はグローバルバッファプールのバッファ面数の妥当性を判断するために取得します。HiRDBでは，アクセスするページを読み込むために使用するグローバルバッファがすべて使用中の場合，トランザクションを無効にします。このため，バッファ面数が少ないと，トランザクション集中時に実行できないトランザクションが発生するおそれがあります。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        次に示す項目に該当する場合は，バッファ面数が少ないと判断できます。

                        
                           	
                              最大同時要求バッファ面数が，グローバルバッファ面数に近い値又は同じ値になっている場合に，バッファ不足発生回数が0のとき（ただし，参照バッファヒット率や更新バッファヒット率が高い場合を除きます。参照バッファヒット率や更新バッファヒット率が高いときは，最大限の性能を引き出していると考えられます）

                           

                           	
                              最大同時要求バッファ面数が，グローバルバッファ面数に近い値又は同じ値になっている場合に，バッファ不足発生回数が多いとき

                           

                           	
                              バッファ不足発生回数が0以外の場合

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	
                              pdbufferオペランドの-nオプション（グローバルバッファのバッファ面数）の値を大きくしてください。

                           

                           	
                              特に，入出力の集中するRDエリアは，一つのグローバルバッファプールを複数のRDエリアで共用するのをやめて，専用のグローバルバッファプールを割り当ててください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　プリフェッチ入力ページ数（PRRED），プリフェッチヒット回数（PRHIT），プリフェッチヒット率（HIT）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        これらの情報は，プリフェッチ機能の妥当性を判断するために取得します。全件検索や範囲検索などの場合，プリフェッチ機能を使用することで処理時間が短縮できます。プリフェッチ機能は，大量検索をする場合に処理時間の短縮に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        プリフェッチヒット率が８割以下の場合，検索対象表のデータ又はインデクスの格納ページが不連続であると考えられます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        検索対象表の再編成をしてください。表の再編成ができない状況で，極端にヒット率が悪い場合は，プリフェッチ機能の使用をやめてください（pdbufferオペランドの-mオプションを省略するか，又は-mオプションに０を指定してください）。

                     

                  

               
               
                  (9)　プリフェッチバッファ不足発生回数（PRINS）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報は，プリフェッチ機能の妥当性を判断するために取得します。プリフェッチのためのバッファが不足すると，一括入力ができないユーザはプリフェッチの効果が得られません。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        プリフェッチバッファ不足発生回数が０の場合は問題ありません。０以外の場合は，同時実行最大プリフェッチ数がpdbufferオペランドの-mオプションの値よりも多いことが考えられます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        pdbufferオペランドの-mオプションの値（同時実行最大プリフェッチ数）を大きくしてください。ただし，この指定を大きくするとグローバルバッファプール用共用メモリが増加するため，メモリ所要量を見積もり直してください。

                     

                  

               
               
                  (10)　シンクポイント出力ページ数（SYNCW）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        この情報はシンクポイントダンプの出力間隔の妥当性を判断するために取得します。通常，シンクポイント時にグローバルバッファプールのすべての更新ページをデータベースに出力するため，トランザクションの性能が低下する要因になります。これを防止するため，HiRDBでは内部処理（プレシンク処理とデファードライト処理）で，シンクポイント時の出力ページ数を削減しています。このため，グローバルバッファをチューニングすると，シンクポイントダンプの出力間隔に影響を及ぼします。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        シンクポイント時の出力ページ数が，グローバルバッファ面数の50%よりも多くなっていないか確認してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        pdbufferオペランドの-wオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）を大きくしてください。

                     

                  

               
               
                  (11)　グローバルバッファの排他処理の排他競合待ち発生率（SLEPR）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        同時実行するトランザクション数が増加すると，同一のグローバルバッファプールにアクセスする処理で競合し，排他待ちが発生します。SLEPRを確認することでグローバルバッファの排他獲得処理がどの程度競合しているかが分かります。競合度が高いとグローバルバッファの排他獲得処理の処理待ちが発生する可能性が高く，性能低下の一因になります。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        「グローバルバッファの排他処理の排他競合待ち発生率（SLEPR）」の値が1以上の場合は，グローバルバッファの排他獲得処理の競合度が高いと判断できます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        グローバルバッファの割り当て方を見直し，以下のどれかの対策をしてください。

                        
                           	
                              一つのグローバルバッファプールに複数のRDエリアを割り当てている場合，一つのグローバルバッファプールに割り当てるRDエリアの数を少なくしてください。アクセス頻度が高い表やインデクスを格納しているRDエリアには専用のグローバルバッファを割り当ててください。

                           

                           	
                              複数の表を一つのRDエリアに格納している場合は，表を複数のRDエリアに分けて格納し，それぞれのRDエリアを別々のグローバルバッファに割り当ててください。表とインデクスを同じRDエリアに格納している場合，表とインデクスを別々のRDエリアに格納し，インデクス専用のグローバルバッファを割り当ててください。

                           

                           	
                              表に専用のRDエリアとグローバルバッファを割り当てている場合は，表を横分割して各RDエリアに専用のグローバルバッファを割り当ててください。

                           

                           	
                              システム共通定義のグローバルバッファプールの分割（pdbuffer -Dオプション）を検討してください。pdbufferオペランドに「-D分割数」を指定すると，グローバルバッファへのアクセスを分散できます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (12)　スリープ処理実行での，バッファの排他処理のスリープ処理実行回数の平均値（SLEPA）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        ジョブの多重実行中に，極端に処理時間が長いジョブがある場合，グローバルバッファの排他獲得処理の遅延によるものなのかどうかを判断できます。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        次の条件を満たす場合，グローバルバッファの排他獲得処理時間を短縮できる可能性があります。

                        
                           	
                              「スリープ処理実行での，バッファの排他処理のスリープ処理実行回数の平均値（SLEPA）」の値が1以上2未満

                           

                           	
                              スリープ処理を1回以上実行した場合と，1回も実行しなかった場合とで，グローバルバッファの排他獲得処理の処理時間に差がない

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        グローバルバッファの割り当て方を見直してください。

                        
                           	
                              一つのグローバルバッファプールに複数のRDエリアを割り当てている場合，一つのグローバルバッファプールに割り当てるRDエリアの数を少なくしてください。アクセス頻度が高い表やインデクスを格納しているRDエリアには専用のグローバルバッファを割り当ててください。

                           

                           	
                              複数の表を一つのRDエリアに格納している場合は，表を複数のRDエリアに分けて格納し，それぞれのRDエリアを別々のグローバルバッファに割り当ててください。表とインデクスを同じRDエリアに格納している場合，表とインデクスを別々のRDエリアに格納し，インデクス専用のグローバルバッファを割り当ててください。

                           

                           	
                              表に専用のRDエリアとグローバルバッファを割り当てている場合は，表を横分割して各RDエリアに専用のグローバルバッファを割り当ててください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　シンクポイント時の参照要求ヒットによるデータベース書き込み処理代行回数（ALTRW）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        シンクポイント時に参照トランザクションの沈み込みが発生している場合，シンクポイントの対象となるバッファの参照要求のバッファヒット時に，トランザクションの延長で代行出力していることが考えられます。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        シンクポイント時に参照トランザクションの沈み込みが発生している場合，「シンクポイント時の参照要求ヒットによるデータベース書き込み処理代行回数（ALTRW）」が，沈み込みの要因になっていないかどうかを確認してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_dbsync_altwrite_skipオペランドにYを指定すると，シンクポイント時の参照要求ヒットによるデータベース書き込み処理を抑止できます。ただし，この場合，シンクポイント取得処理時間が長くなるため，デファードライト書き込み処理の並列WRITE機能を使用して，書き込み処理に掛かる負荷を分散させることをお勧めします。デファードライト書き込み処理の並列WRITE機能については，マニュアル「HiRDB
                           システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (14)　シンクポイント時の更新要求ヒットによるデータベース書き込み処理代行回数（ALTUW）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        シンクポイント取得処理中に更新トランザクションの沈み込みが発生している場合，シンクポイントの対象となるバッファの更新要求のバッファヒット時に，トランザクションの延長で代行出力していることが考えられます。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        シンクポイント取得処理中（KFPS02183-Iメッセージのstart timeとend timeの間の時間）にトランザクションの沈み込みが発生している場合，「シンクポイント時の更新要求ヒットによるデータベース書き込み処理代行回数（ALTUW）」が，沈み込みの要因になっていないかどうかを確認してください。妥当性についてはデファードライト処理に関する統計情報の出力ページ総数（OUT
                           PAGE）に対する，シンクポイント時の更新要求ヒットによるデータベース書き込み処理代行回数（ALTUW）の割合で判断してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_dbsync_altwrite_skipオペランドにALLを指定すると，シンクポイント時の更新要求ヒットによるデータベース書き込み処理を抑止できます。ただし，この場合，シンクポイント取得処理時間が長くなるため，デファードライト書き込み処理の並列WRITE機能を使用して，書き込み処理に掛かる負荷を分散させることをお勧めします。デファードライト書き込み処理の並列WRITE機能については，マニュアル「HiRDB
                           システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
            
         
         
            23.2　デファードライト処理のチューニング

            
               23.2.1　デファードライト処理のチューニングで確認すること

               システム共通定義のpd_dbsync_pointオペランドにsyncを指定するか，又は省略すると，HiRDBはデファードライト処理を実行し，ディスクへの出力回数を削減しています。デファードライト処理の特長は，RDエリアを構成する複数のディスクを意識して，ディスク単位に処理することで性能を向上させています。

               このため，RDエリアを割り当てるHiRDBファイルシステム領域がキャラクタ型スペシャルファイルで，かつ複数ディスクに割り当てていないと効果がありません。

               
                  	取得する情報

                  	
                     統計解析ユティリティの「デファードライト処理に関する統計情報」を取得してください。

                  

               

               
                  (1)　ディスクボリューム単位の並列度（PMAX，PMIN）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        デファードライト処理で出力先となったディスクボリューム（HiRDBファイルシステム領域）の分散度から，更新対象RDエリアに対するディスクボリューム（HiRDBファイルシステム領域）の割り当てが妥当かどうか判断するために取得します。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        HiRDBファイルシステム領域がキャラクタ型スペシャルファイルの場合，ディスクボリューム単位の並列度の最大値及び最小値が1になっていないか確認してください。1の場合は特定のディスクボリューム（HiRDBファイルシステム領域）にだけ出力が集中していると考えられます。また，デファードライト処理の並列write機能使用時は最大値がpd_dfw_awt_process指定値以上であるか確認してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	
                              更新が発生するRDエリアを，それぞれ異なるディスクボリューム（HiRDBファイルシステム領域）に割り当ててください。

                           

                           	
                              更新が発生する表及びインデクスを，それぞれ異なるディスクボリューム（HiRDBファイルシステム領域）から構成されるRDエリアに分けて格納してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　平均値（AVG）を確認してください

                  
                     	確認する目的

                     	
                        次の処理で出力される更新ページの平均値を検討して，グローバルバッファの妥当性を判断するために取得します。

                        
                           	●トリガ出力

                           	
                              グローバルバッファ中の更新ページ数が，バッファ面数のある一定に達した時点でディスクへ出力します。

                              ただし，デファードライトトリガの要求比率を有効にした場合，その指定値に達した時点でディスクへ出力します。この指定値の設定はpd_dbbuff_rate_updpageオペランドで指定できます。

                              このとき，ディスクへ出力するページ数は，pdbufferオペランドの-wオプションで指定した出力ページ比率を基にHiRDBが計算して出力しています。

                           

                           	●プレシンク出力

                           	
                              シンクポイントでディスクへ出力するページ数を削減するため，プレシンクというポイントを内部的に設定しています。プレシンクとは，シンクポイントが発生するまでにグローバルバッファで更新したページをディスクに書き込み，シンクポイント時に出力する更新ページを少なくする処理です。

                           

                           	●シンクポイントダンプ出力

                           	
                              シンクポイント時，グローバルバッファにあるすべての更新ページをディスクへ出力します。プレシンクの出力で，シンクポイントダンプの出力処理に掛かる時間を大幅に削減できます。

                           

                           	●データベースのシンクポイントダンプ出力

                           	
                              シンクポイントダンプ処理を有効化できないシンクポイント契機で更新バッファをデータベースに反映する処理です。

                           

                           	●RDエリアのシンクポイントダンプ出力

                           	
                              あるRDエリアに対応するすべての更新ページをディスクへ出力する処理です。

                           

                        

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        
                           	●出力ページ数の平均値が極端に少ない場合

                           	
                              デファードライト処理で発生したページの出力回数よりも，通常のバッファフラッシュ回数が多くないかを確認してください。なお，確認するときは，更新頻度が少ないグローバルバッファプールで検討してください。

                              
                                 	
                                    更新ページバッファヒット率が高い場合，デファードライト処理で出力するページ数が少ないときは，問題がないと考えられます。

                                 

                                 	
                                    更新ページバッファヒット率が低い場合，デファードライト処理で出力するページ比率が低いときは，シンクポイントダンプの取得間隔を短くできると考えられます。

                                 

                              

                              なお，出力ページ数の平均は，次に示す計算式で求めてください。

                              　　　　　　　　　　 n
平均値（AVG)＝（ａ− Σｂi ）÷（ｃ−ｄ）
　　　　　　　　　　i=1

                              ａ：出力ページ総数（OUT PAGE）

                              ｂｉ：シンクポイント時の出力ページ数（SYNCW）

                              ｃ：デファードライト処理の起動回数（EXEC）

                              ｄ：シンクポイント発生回数（SYNC）

                              ｎ：グローバルバッファプールの定義数

                           

                           	●HiRDB/パラレルサーバの場合

                           	
                              特定のバックエンドサーバの出力ページ総数が多い時は，次に示す要因が考えられます。

                              
                                 	
                                    更新処理が多い表を特定のバックエンドサーバに格納しています。

                                 

                                 	
                                    分割した表のうち，特定のキーレンジにだけ更新処理が集中しています。

                                 

                              

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        
                           	●特定のグローバルバッファに書き込みが集中している場合

                           	
                              
                                 	
                                    グローバルバッファプールに割り当てているRDエリアが複数あるときは，別々のグローバルバッファに割り当ててください。

                                 

                                 	
                                    特定のサーバで複数の表を更新している場合，別々のバックエンドサーバに表を分けることを検討してください。

                                 

                              

                           

                           	●複数のRDエリアが一つのディスクに定義されている場合

                           	
                              各々のRDエリアを別々のディスクに割り当てて，入出力並列度を向上させてください。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            23.3　デファードライト処理適用時のシンクポイント処理時間のチューニング

            デファードライト処理を適用している場合，シンクポイントダンプの有効化処理（以降，この節ではシンクポイント処理と表記します）時間が長くなることがあります。ここでは，このシンクポイント処理時間を短縮する方法について説明します。

            
               23.3.1　チューニングの手順

               大量更新を行うと，シンクポイント時にデータベースに反映する必要がある更新バッファ数（グローバルバッファ中の更新ページ数）が多くなるため，シンクポイント処理時間が長くなります。そのために，シンクポイント処理が連続してスキップされると，上書きできない状態のシステムログファイルが増加します。その結果，スワップ先にできる状態のファイルがなくなると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。

               これを防ぐために，ここの説明に従って，設計時に想定した時間内にシンクポイント処理を終わらせるようにしてください。なお，次に示す条件式を満たす場合はチューニングを行う必要はありません。

               
                  	
                     シンクポイント取得間隔（時間）＞シンクポイント処理時間

                  

               

               デファードライト処理の遅延によってシンクポイント処理がスキップされた場合，KFPS02179-Iメッセージ（factor code = A01-01）が出力されます。この場合，(1)以降の手順に従ってチューニングを行ってください。

               
                  (1)　チューニング情報を取得する

                  次に示すチューニング情報を取得してください。

                  
                     	
                        CPU及びディスクの入出力に関する情報

                     

                     	
                        グローバルバッファに関する統計情報

                     

                     	
                        デファードライト処理に関する統計情報

                     

                  

                  1についてはOSの機能を使用して取得してください。2〜3については統計解析ユティリティで取得してください。

               
               
                  (2)　デファードライト処理に関する統計情報を確認する

                  デファードライト処理に関する統計情報の動作要因（CAUSE）が，S（シンクポイント）の統計情報を参照してください。その結果，次に示すどちらかの条件を満たす場合は(3)に進んでください。満たさない場合は(9)に進んでください。

                  
                     	
                        デファードライト処理の並列WRITE機能を使用していない場合

                        合計WRITE時間（DWSUM，DWSUMM）＞シンクポイント取得間隔（時間）

                     

                     	
                        デファードライト処理の並列WRITE機能を使用している場合

                        並列WRITE時間（DWPARA，DWPARAM）＞シンクポイント取得間隔（時間）

                     

                  

                  シンクポイント取得間隔は，次に示すメッセージの出力時間の差分から求めてください。

                  
                     	
                        KFPS02183-I（シンクポイント処理が完了したときに出力されるメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS02179-I（シンクポイント処理をスキップしたときに出力されるメッセージ）

                     

                  

               
               
                  (3)　WRITE単価平均の値を確認する

                  デファードライト処理に関する統計情報のWRITE単価平均（DWAVG，DWAVGM）が，ディスクの書き込み性能に比べて極端に悪い場合，次に示すことを確認してください。該当しない場合は(4)に進んでください。

                  
                     	
                        ディスク障害が発生していないか確認してください。

                     

                     	
                        ディスク競合などが考えられます。OSの機能を使用して入出力に関するチューニング情報を取得し，その結果からチューニングを行ってください。チューニングの余地がない場合は(4)に進んでください。

                     

                  

               
               
                  (4)　KFPS02179-Iメッセージを確認する

                  シンクポイント処理をスキップした場合，KFPS02179-Iメッセージが出力されます。このメッセージが出力されている時間帯に次に示すユティリティを実行している場合は，運用方法の変更を検討してください。該当しない場合は(5)に進んでください。

                  
                     	
                        データベース作成ユティリティ，データベース再編成ユティリティ，リバランスユティリティを実行している場合

                        ユティリティの実行時に-nオプションを指定してローカルバッファを使用してください。ローカルバッファを使用できない場合は(5)に進んでください。

                     

                     	
                        空きページ解放ユティリティを実行している場合

                        ユティリティの実行時に-pオプションを指定してください。-pオプションを指定できない場合は(5)に進んでください。

                     

                  

               
               
                  (5)　シンクポイントの取得間隔を見直す

                  シンクポイントの取得間隔を長くできないか検討してください。長くできない場合は(6)に進んでください。シンクポイントの取得間隔はpd_log_sdintervalオペランドで変更できます。

               
               
                  (6)　デファードライトトリガのチューニングを行う

                  「デファードライトトリガの実行間隔を短くする」及び「デファードライトトリガ時の更新ページの出力比率を高くする」で説明しているチューニングを行ってください。チューニング後も事態が解消されない場合は(7)に進んでください。

               
               
                  (7)　デファードライト処理の並列WRITE機能を使用する

                  CPUに余裕がある場合は次に示すチューニングを行ってください。余裕がない場合は(8)に進んでください。

                  
                     	
                        デファードライト処理の並列WRITE機能を使用していない場合

                        pd_dfw_awt_processオペランドを指定してデファードライト処理の並列WRITE機能を使用してください。使用後も事態が解消されない場合は(8)に進んでください。

                     

                     	
                        デファードライト処理の並列WRITE機能を使用している場合

                        「デファードライト処理用並列WRITEプロセス数を多くする」で説明しているチューニングを行ってください。チューニング後も事態が解消されない場合は(8)に進んでください。

                     

                  

               
               
                  (8)　更新バッファ数の抑制を検討する

                  pd_dfw_syncpoint_skip_limitオペランドを指定して更新バッファ数を抑制してください。ただし，この場合，シンクポイント処理のスキップ回数が上限に達したとき，更新トランザクションの延長で更新バッファの出力を行うため，更新トランザクション性能が低下します。

                  pd_dfw_syncpoint_skip_limitオペランドを指定できない場合は，ディスクの増強を検討してください。

               
               
                  (9)　グローバルバッファのチューニングを行う

                  次に示す現象が発生している場合，グローバルバッファのチューニングを行ってください。

                  
                     	
                        バッファ排他待ち回数（WAITL）が多発している

                     

                     	
                        出力待ち発生回数（WAITW）が多発している

                     

                     	
                        グローバルバッファの排他処理の排他競合待ち発生率（SLEPR）が高い

                     

                     	
                        更新バッファフラッシュ回数（UPFLS）が増加している

                     

                  

                  前記の情報，及びグローバルバッファのチューニングについては，「グローバルバッファプールのチューニング」を参照してください。

               
            
            
               23.3.2　デファードライト処理に関する統計情報の見方

               
                  	参照する情報

                  	
                     統計解析ユティリティ（pdstedit）で，デファードライト処理に関する統計情報のDAT形式ファイルを取得し，次に示す情報を参照してください。

                     
                        	
                           実行時間（DWTOTAL，DWTOTALM）

                        

                        	
                           合計WRITE時間（DWSUM，DWSUMM）

                        

                        	
                           並列WRITE時間（DWPARA，DWPARAM）

                        

                        	
                           WRITE単価

                           最小（DWMIN，DWMINM）

                           最大（DWMAX，DWMAXM）

                           平均（DWAVG，DWAVGM）

                        

                        	
                           WRITE回数（DWEXEC）

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　実行時間（DWTOTAL，DWTOTALM）

                  デファードライト処理に要した時間の合計です。DWTOTALは秒単位までの時間を表示し，DWTOTALMは秒よりけた下のマイクロ秒の部分だけを表示します。

                  
                     	確認する目的

                     	
                        デファードライト処理の性能が適切かどうか判断するために確認します。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        デファードライト遅延メッセージ（KFPS02179-I factor code =A01-01）が出力される場合，次に示す対策方法に従ってください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        対策方法については，「チューニングの手順」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　合計WRITE時間（DWSUM，DWSUMM）

                  デファードライト処理の中で書き込み処理に要した時間の合計です。DWSUMは秒単位までの時間を表示し，DWSUMMは秒よりけた下のマイクロ秒の部分だけを表示します。

                  
                     	確認する目的

                     	
                        並列WRITE時間（DWPARA　DWPARAM）と比較し，デファードライト処理用並列WRITEプロセス数のチューニング効果が現れているか確認します。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        WRITE単価（最大）（DWMAX　DWMAXM），WRITE単価（最小）（DWMIN　DWMINM），及びWRITE回数（DWEXEC）の値を確認してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        WRITE単価（最大）（DWMAX　DWMAXM），WRITE単価（最小）（DWMIN　DWMINM），及びWRITE回数（DWEXEC）の値を確認し，その対策方法に従ってください。

                     

                  

               
               
                  (3)　並列WRITE時間（DWPARA，DWPARAM）

                  複数のデファードライト処理用並列WRITEプロセスの処理要求を送信してから，すべてのデファードライト処理用並列WRITEプロセスの完了通知を受信するまでの時間です。DWPARAは秒単位までの時間を表示し，DWPARAMは秒よりけた下のマイクロ秒の部分だけを表示します。並列WRITE時間の概念を次の図に示します。

                  
                     図23‒1　並列WRITE時間の概念
                     [image: [図データ]]

                  
                  なお，デファードライト処理の並列WRITE機能を無効にしている場合，並列WRITE時間は0になります。

                  
                     	確認する目的

                     	
                        デファードライト処理の並列WRITE機能の適用効果を確認します。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        次に示す条件式が成立する場合は，デファードライト処理の並列WRITE機能の適用効果があると判断できます。

                        
                           	
                              実行時間（DWTOTAL＋DWTOTALMの値）＞並列WRITE時間（DWPARA＋DWPARAMの値）

                           

                        

                        なお，正確に判定するには，次に示すときの実行時間（DWTOTAL＋DWTOTALMの値）を計測してください。

                        
                           	
                              デファードライト処理の並列WRITE機能の適用前後

                           

                           	
                              pd_dfw_awt_processオペランドの指定値の変更前後

                           

                        

                        実行時間が短縮されている場合は，デファードライト処理の並列WRITE機能の適用効果があると判断できます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        適用効果がある場合は，「デファードライト処理用並列WRITEプロセス数を多くする」で説明しているチューニングを行ってください。

                        適用効果がない場合は次に示すどちらかの処置をしてください。

                        
                           	
                              デファードライト処理の並列WRITE機能の使用を中止する

                           

                           	
                              pd_dfw_awt_processオペランドの値を変更前の値に戻す

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　WRITE単価最小（DWMIN，DWMINM）

                  複数のページに対して書き込み処理が発生した場合，書き込み処理時間が最も短いページの時間です。DWMINは秒単位までの時間を表示し，DWMINMは秒よりけた下のマイクロ秒の部分だけを表示します。

                  
                     	確認する目的

                     	
                        ディスクパフォーマンスの妥当性を確認します。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        ディスク性能と比較して判断してください。デファードライト処理の並列WRITE機能を使用する場合，及びデファードライト処理用並列WRITEプロセス数を変更する場合は，使用前後又は変更前後でディスク性能を比較してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        ディスク性能に比べてパフォーマンスが悪い場合は，OSの機能を使用して入出力に関するチューニング情報を取得し，その情報を基にチューニングを行ってください。デファードライト処理の並列WRITE機能の使用前後，又はデファードライト処理用並列WRITEプロセス数の変更前後でディスクのパフォーマンスが低下した場合は，並列WRITE時間を確認してください。適用効果がない場合は，使用前又は変更前に戻してください。

                        ディスク性能を低下させる原因の一つにディスク競合が考えられます。ディスクの構成，RDエリアの構成，表の構成を見直して，特定のボリュームに入出力処理が集中しないようにしてください。ディスクの構成，RDエリアの構成，及び表の構成の設計方針については，マニュアル「HiRDB
                           システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (5)　WRITE単価最大（DWMAX，DWMAXM）

                  複数のページに対して書き込み処理が発生した場合，書き込み処理時間が最も長いページの時間です。DWMAXは秒単位までの時間を表示し，DWMAXMは秒よりけた下のマイクロ秒の部分だけを表示します。

                  
                     	確認する目的

                     	
                        ディスクパフォーマンスの妥当性を確認します。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        ディスク性能と比較して判断してください。デファードライト処理の並列WRITE機能を使用する場合，及びデファードライト処理用並列WRITEプロセス数を変更する場合は，使用前後又は変更前後でディスク性能を比較してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        ディスク性能に比べてパフォーマンスが悪い場合は，OSの機能を使用して入出力に関するチューニング情報を取得し，その情報を基にチューニングを行ってください。デファードライト処理の並列WRITE機能の使用前後，又はデファードライト処理用並列WRITEプロセス数の変更前後でディスクのパフォーマンスが低下した場合は，並列WRITE時間を確認してください。適用効果がない場合は，使用前又は変更前に戻してください。

                        ディスク性能を低下させる原因の一つにディスク競合が考えられます。ディスクの構成，RDエリアの構成，表の構成を見直して，特定のボリュームに入出力処理が集中しないようにしてください。ディスクの構成，RDエリアの構成，及び表の構成の設計方針については，マニュアル「HiRDB
                           システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　WRITE単価平均（DWAVG，DWAVGM）

                  複数のページに対して書き込み処理が発生した場合，書き込み処理に要した時間の平均です。DWAVGは秒単位までの時間を表示し，DWAVGMは秒よりけた下のマイクロ秒の部分だけを表示します。

                  
                     	確認する目的

                     	
                        ディスクパフォーマンスの妥当性を確認します。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        ディスク性能と比較して判断してください。デファードライト処理の並列WRITE機能を使用する場合，及びデファードライト処理用並列WRITEプロセス数を変更する場合は，使用前後又は変更前後でディスク性能を比較してください。

                     

                     	対策方法

                     	
                        ディスク性能に比べてパフォーマンスが悪い場合は，OSの機能を使用して入出力に関するチューニング情報を取得し，その情報を基にチューニングを行ってください。デファードライト処理の並列WRITE機能の使用前後，又はデファードライト処理用並列WRITEプロセス数の変更前後でディスクのパフォーマンスが低下した場合は，並列WRITE時間を確認してください。適用効果がない場合は，使用前又は変更前に戻してください。

                        ディスク性能を低下させる原因の一つにディスク競合が考えられます。ディスクの構成，RDエリアの構成，表の構成を見直して，特定のボリュームに入出力処理が集中しないようにしてください。ディスクの構成，RDエリアの構成，及び表の構成の設計方針については，マニュアル「HiRDB
                           システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (7)　WRITE回数（DWEXEC）

                  動作要因（CAUSE）ごとの書き込み回数です。

                  
                     	確認する目的

                     	
                        次に示す原因によってデファードライト処理が遅延しているかどうかを確認します。

                        
                           	
                              シンクポイント取得間隔内で処理可能な更新バッファ数を超えているため

                           

                        

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        動作要因（CAUSE）がS（シンクポイント）の場合は，WRITE回数（DWEXEC）が次に示す計算式の値以下であることを確認してください。計算式の値より大きい場合は対策方法に従って対策してください。

                        ｛シンクポイント取得間隔÷WRITE単価平均（DWAVG，DWAVGN）｝×0.1

                        シンクポイントの取得間隔は，次に示すメッセージの出力時間の差分から求めてください。

                        
                           	
                              KFPS02183-I（シンクポイント処理が完了したときに出力されるメッセージ）

                           

                           	
                              KFPS02179-I（シンクポイント処理をスキップしたときに出力されるメッセージ）

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        シンクポイント時の更新バッファ数を減らすチューニングを行ってください。チューニング方法については，「デファードライトトリガの実行間隔を短くする」及び「デファードライトトリガ時の更新ページの出力比率を高くする」を参照してください。

                        チューニングを行っても効果がない場合は，pd_dfw_syncpoint_skip_limitオペランドを指定して更新バッファ数を抑制してください。ただし，この場合，シンクポイント処理のスキップ回数が上限に達したとき，更新トランザクションの延長で更新バッファの出力を行うため，更新トランザクション性能が低下します。

                     

                  

               
            
            
               23.3.3　シンクポイント処理時間を短縮する方法

               シンクポイント処理時間を短縮するには，次に示す三つの方法があります。

               
                  	
                     デファードライトトリガの実行間隔を短くする

                  

                  	
                     デファードライトトリガ時の更新ページの出力比率を高くする

                  

                  	
                     デファードライト処理用並列WRITEプロセス数を多くする

                  

               

               
                  (1)　デファードライトトリガの実行間隔を短くする

                  デファードライトトリガの実行間隔を短くして，シンクポイント時の更新バッファ数を減らしてください。更新バッファ数が減ると，シンクポイント時の更新ページ反映処理時間が短縮できるため，シンクポイント処理時間を短縮できます。

                  デファードライトトリガの実行間隔のチューニング手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              グローバルバッファに関する統計情報，及びデファードライト処理に関する統計情報を取得してください。

                           

                           	
                              グローバルバッファに関する統計情報の実行結果から，シンクポイント出力ページ数（SYNCW）が多いグローバルバッファを確認してください。

                           

                           	
                              デファードライトトリガの開始条件を次に示すオペランドで指定してください。

                              ・pd_dbbuff_rate_updpageオペランド

                              ・pdbufferオペランドの-yオプション

                              グローバルバッファに関する統計情報を参照し，次に示す条件式を満たすようにオペランドの値を変更してください。

                              TRGUP（デファードライトトリガ時の出力契機となる更新バッファ数）＜SYNCW（シンクポイント出力ページ数）÷2

                              なお，TRGUPの値を小さくし過ぎると，書き込み処理の回数が増加し，トランザクション性能に影響を与えることがあります。その場合は，オペランドの値を元に戻してください。

                           

                           	
                              シンクポイント処理時間がシンクポイントの取得間隔の10%以内であるか確認してください。10%を超えている場合は，10%以内になるまで1〜3の作業を繰り返してください。

                           

                        

                     

                  

                  シンクポイント処理時間は，デファードライト処理に関する統計情報の実行時間（DWTOTAL）で確認してください。

                  シンクポイントの取得間隔は，次に示すメッセージの出力時間の差分から求めてください。

                  
                     	
                        KFPS02183-I（シンクポイント処理が完了したときに出力されるメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS02179-I（シンクポイント処理をスキップしたときに出力されるメッセージ）

                     

                  

               
               
                  (2)　デファードライトトリガ時の更新ページの出力比率を高くする

                  デファードライトトリガ時の更新ページの出力比率を高くして（デファードライトトリガ処理で反映する更新ページ数を多くして），シンクポイント時の更新バッファ数を減らしてください。更新バッファ数が減ると，シンクポイント時の更新ページ反映処理時間が短縮できるため，シンクポイント処理時間を短縮できます。

                  デファードライトトリガ時の更新ページの出力比率のチューニング手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              デファードライト処理に関する統計情報を取得してください。

                           

                           	
                              pdbufferオペランドの-wオプションの値を大きくしてください。

                              なお，-wオプションの値を大きくし過ぎると，書き込み処理の回数が増加し，トランザクション性能に影響を与えることがあります。その場合は，オプションの値を元に戻してください。

                           

                           	
                              シンクポイント処理時間がシンクポイントの取得間隔の10%以内であるか確認してください。10%を超えている場合は，10%以内になるまで1〜2の作業を繰り返してください。

                           

                        

                     

                  

                  シンクポイント処理時間は，デファードライト処理に関する統計情報の実行時間（DWTOTAL）で確認してください。

                  シンクポイントの取得間隔は，次に示すメッセージの出力時間の差分から求めてください。

                  
                     	
                        KFPS02183-I（シンクポイント処理が完了したときに出力されるメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS02179-I（シンクポイント処理をスキップしたときに出力されるメッセージ）

                     

                  

               
               
                  (3)　デファードライト処理用並列WRITEプロセス数を多くする

                  デファードライト処理用並列WRITEプロセス数を多くして，デファードライト処理時間を短縮してください。デファードライト処理用並列WRITEプロセス数のチューニング手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              デファードライト処理に関する統計情報を取得してください。

                           

                           	
                              pd_dfw_awt_processオペランドの値を大きくして，デファードライト処理用並列WRITEプロセス数を多くしてください。

                              なお，pd_dfw_awt_processオペランドの値を大きくすると，デファードライト処理用並列WRITEプロセス数が増加するため，CPUの使用負荷が高くなります。そのため，OSの機能などで，CPUの使用負荷を監視してください。

                           

                           	
                              シンクポイント処理時間がシンクポイントの取得間隔の10%以内であるか確認してください。10%を超えている場合は，10%以内になるまで1〜2の作業を繰り返してください。

                           

                        

                     

                  

                  シンクポイント処理時間は，デファードライト処理に関する統計情報の実行時間（DWTOTAL）で確認してください。

                  シンクポイントの取得間隔は，次に示すメッセージの出力時間の差分から求めてください。

                  
                     	
                        KFPS02183-I（シンクポイント処理が完了したときに出力されるメッセージ）

                     

                     	
                        KFPS02179-I（シンクポイント処理をスキップしたときに出力されるメッセージ）

                     

                  

                  デファードライト処理用並列WRITEプロセス数を多くしても，並列WRITE時間（DWPARA，DWPARAM）が短縮されない場合，次に示す原因が考えられます。

                  
                     	
                        ディスクの競合が発生している

                        ディスクの構成，RDエリアの構成，及び表の構成を見直し，特定のボリュームに入出力処理が集中しないようにしてください。

                     

                     	
                        グローバルバッファの排他待ちが発生している

                        グローバルバッファに関する統計情報の「バッファの排他処理での，排他競合待ち発生率（SLEPR）」で，グローバルバッファの排他待ちの発生率を確認できます。チューニング方法については，「グローバルバッファの排他処理の排他競合待ち発生率（SLEPR）を確認してください」を参照してください。

                     

                     	
                        出力ページ数が不足している

                        実際に動作するデファードライト処理用並列WRITEプロセス数の最大値は，次に示す計算式から求められます。

                        
                           	
                              出力ページ総数（OUT PAGE）÷20

                           

                        

                        この計算式の値以上のデファードライト処理用並列WRITEプロセス数が動作するように設定しても，実際にその分の並列WRITEプロセスは動作しません。

                        なお，出力ページ総数（OUT PAGE）については，デファードライト処理に関する統計情報で確認してください。

                     

                  

               
            
         
         
            23.4　シンクポイントダンプの取得間隔のチューニング

            通常，シンクポイントダンプの取得間隔は，次の内容を考慮して設定します。

            
               	考慮点

               	
                  
                     	
                        大量のデータを更新する処理の場合は，トランザクションを処理する時間が長く，システムログも多くなります。このため，再開始するときの回復時間が長くなります。

                     

                     	
                        少量のデータを更新する処理の場合は，トランザクションを処理する時間が短く，システムログも少なくなります。このため，再開始するときの回復時間が短くなります。

                     

                  

               

            

            このため，シンクポイントダンプの出力間隔をチューニングするときは，「グローバルバッファプールに関する統計情報」，及び「デファードライト処理に関する統計情報」と合わせて検討してください。

            
               	取得する情報

               	
                  統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」を取得してください。

               

               	参照する情報

               	
                  
                     	
                        シンクポイントダンプ取得間隔時間（SYNC POINT GET INTERVAL）

                     

                     	
                        シンクポイントダンプ取得時間（SYNC POINT GET TIME）

                     

                  

               

               	確認する目的

               	
                  シンクポイントダンプ出力間隔の妥当性を判断するためには，再開始するときの時間（システムログを取得するために必要となる時間）と，スループットとの関係から判断してください。

                  HiRDBでは，グローバルバッファで更新されたページをデファードライト処理でディスクに書き出しているため，通常よりも短い時間で再開始できる場合があります。このため，デファードライト処理に関する統計情報を取得し，デファードライト処理で書き出されたページ数（OUT
                     PAGE：出力ページ数）と同時に判断するとシンクポイント時の性能を向上できます。

               

               	解析結果を判断する基準

               	
                  
                     	
                        シンクポイント時にディスクに書き出されたページが多い場合は，デファードライト処理でディスクに書きだしたページ数が少ないと考えられます。

                     

                     	
                        更新バッファヒット率が低く，シンクポイント時の出力ページ数が多い場合は，pdbufferオペランドの-ｗオプションの値（デファードライト処理で出力するページの比率）が小さいと考えられます。

                     

                     	
                        システムログファイルのスワップ時間がシンクポイント出力間隔から推定される時間よりも短い場合は，システムログファイルの容量が，シンクポイントダンプ出力間隔で出力するブロック数よりも小さいと考えられます。ただし，システムログファイルに出力できる残り容量が，シンクポイントダンプ出力間隔で出力するブロック数に満たない場合，該当しません。この場合，システムログファイルが一杯になった時点で，自動的にシンクポイントダンプが取得されます。

                     

                  

               

               	対策方法

               	
                  
                     	
                        再開始処理に掛かる時間をユーザで許容できる範囲にしてください。

                     

                     	
                        シンクポイントダンプは実行中のトランザクションが完結しないと有効化できないため，特に長いトランザクションを実行するときは，ほかのトランザクションとの同時実行を避けてください。なお，特に長いトランザクションとは，このトランザクション実行中に一つのユーザサーバで出力するログ量がこのユーザサーバのログファイル容量の１/３を超える可能性があるトランザクションのことです。また，ここで述べたユーザサーバとは，HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバであり，HiRDB/パラレルサーバの場合はフロントエンドサーバ，バックエンドサーバ，又はディクショナリサーバです。

                     

                  

               

            

         
         
            23.5　バッファ長のチューニング

            ここでは，次に示すバッファ長をチューニングする方法について説明します。

            
               	
                  表定義情報用バッファ長

               

               	
                  ビュー解析情報用バッファ長

               

               	
                  ユーザ権限情報用バッファ長

               

               	
                  SQLオブジェクト用バッファ長

               

               	
                  ユーザ定義型情報用バッファ長

               

               	
                  ルーチン定義情報用バッファ長

               

               	
                  レジストリ情報用バッファ長

               

            

            
               23.5.1　表定義情報用バッファ長のチューニング

               表定義情報用バッファ長（pd_table_def_cache_sizeオペランドの値）のチューニング方法を説明します。

               
                  	参照する情報

                  	
                     統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                     
                        	
                           表定義情報用バッファヒット回数（#OF TBL-CACHE HIT）

                        

                        	
                           表定義情報取得要求回数（#OF TBL-DEF GET REQ）

                        

                     

                  

                  	チューニング方法

                  	
                     次に示す計算式で表定義情報バッファヒット率を求めて，ヒット率が80%を超えるようにしてください。

                     
                        	表定義情報用バッファヒット率（%）＝

                        	
                           （表定義情報用バッファヒット回数※÷表定義情報取得要求回数※）×100

                        

                        	注※

                        	
                           順序数生成子を使用する場合は，順序数生成子も含みます。

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     pd_table_def_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                  

               

            
            
               23.5.2　ビュー解析情報用バッファ長のチューニング

               ビュー解析情報用バッファ長（pd_view_def_cache_sizeオペランドの値）のチューニング方法を説明します。

               
                  	参照する情報

                  	
                     統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                     
                        	
                           ビュー解析情報用バッファヒット回数（#OF VIEW CACHE HIT）

                        

                        	
                           ビュー解析情報取得要求回数（#OF VIEW DEF GET REQ）

                        

                     

                  

                  	チューニング方法

                  	
                     次に示す計算式でビュー解析情報バッファヒット率を求めて，ヒット率が80%を超えるようにしてください。

                     
                        	ビュー解析情報用バッファヒット率（%）＝

                        	
                           （ビュー解析情報用バッファヒット回数÷ビュー解析情報取得要求回数）×100

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     pd_view_def_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                  

               

            
            
               23.5.3　ユーザ権限情報用バッファ長のチューニング

               ユーザ権限情報用バッファ長（pd_auth_cache_sizeオペランドの値）のチューニング方法を説明します。

               
                  	参照する情報

                  	
                     統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                     
                        	
                           ユーザ権限情報用バッファヒット回数（#OF CON/DBA CACHE HIT）

                        

                        	
                           ユーザ権限情報取得要求回数（#OF CON/DBA DEF GET REQ）

                        

                     

                  

                  	チューニング方法

                  	
                     表定義情報用バッファヒット率（%）に対して，ユーザ権限情報バッファヒット率が低い場合，次に示す内容が要因で，処理性能が劣化していると考えられます。

                     
                        	
                           CONNECT権限及びDBA権限の情報が多過ぎるため，ユーザ権限情報バッファヒット率が低くなっています。

                        

                     

                     なお，ユーザ権限情報バッファヒット率は次の計算式で求めてください。

                     
                        	ユーザ権限情報バッファヒット率（%）＝

                        	
                           （ユーザ権限情報用バッファヒット回数÷ユーザ権限情報取得要求回数）×100

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     pd_auth_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                  

               

            
            
               23.5.4　SQLオブジェクト用バッファ長のチューニング

               SQLオブジェクト用バッファ長（pd_sql_object_cache_sizeオペランドの値）のチューニング方法を説明します。SQLオブジェクトで使用するバッファをチューニングするときには，次に示す内容を考慮してください。

               
                  	●SQLオブジェクトとSQLオブジェクト用バッファの関係

                  	
                     HiRDBでは，UAP中のSQL文をSQL文ごとに解析して，UAPを実行するときに，実行形式のSQLオブジェクトを作成しています。このため，同じUAPを異なるユーザが後から実行する場合，発行したSQL文に対応するSQLオブジェクトが，既にSQLオブジェクト用バッファにあると，SQLオブジェクトを作成する時間を削減でき，発行したSQL文の処理時間を短縮できます。

                     したがって，SQLオブジェクト用バッファのヒット率が低い場合，バッファから出力されたSQL文のSQLオブジェクトは，再度同じSQL文を実行するときにSQL文を解析して，SQLオブジェクトを作成します。このため，データベースに対するアクセス件数が少ないSQL文の実行時には，長い処理時間が必要となります。

                     また，SQLオブジェクト作成に関しては，SQL文の解析時にアクセスする表の定義情報が表定義情報バッファにない場合，ディクショナリ表に対するアクセスを必要とするため，アクセスする表の数や列数，アクセス件数が多いときは排他に要するリソースが増え，長い処理時間が必要となります。

                  

                  	●SQLオブジェクト用バッファの考え方

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバでは，一つのSQL文に対して複数のSQLオブジェクトを作成しています。次にバックエンドサーバとフロントエンドサーバでの，SQLオブジェクトの特長を示します。

                     
                        	
                           バックエンドサーバの場合

                           該当するバックエンドサーバ（フロータブルサーバを含みます）ごとに実行する形式として作成されています。このため，バックエンドサーバのSQLオブジェクト用バッファには，フロントエンドサーバでバッファリングしているSQLオブジェクトのうち，該当するバックエンドサーバのSQLオブジェクトだけがバッファリングされるため，必要なSQLオブジェクト用バッファはフロントエンドサーバよりも少なく済みます。

                        

                        	
                           フロントエンドサーバの場合

                           フロントエンドサーバでは，バックエンドサーバのすべてのSQLオブジェクトをSQLオブジェクト用バッファに格納しています。このため，コストベース最適化によって，選択できるアクセス手順にSQLオブジェクトが作成されるため，相当量のSQLオブジェクト用バッファがないと効果がありません。

                           なお，ストアドプロシジャ及びストアドファンクションについても同様のことが言えます。ストアドプロシジャ及びストアドファンクションの場合，通常のSQLと比べて特にSQLオブジェクトサイズが大きくなるため注意してください。

                        

                     

                  

               

               なお，次に示す統計情報と合わせて解析すると効率良く性能を向上できます。

               
                  	
                     SQLオブジェクトに関する情報

                     SQLオブジェクトごとに使用するバッファ長を解析するときに取得します。

                  

                  	
                     SQLに関する情報

                     バッファ長が小さ過ぎるかどうかを解析するために取得します。

                  

               

               
                  (1)　チューニング方法（その１）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              SQLオブジェクト用バッファヒット回数（#OF CACHE HIT（SQLOBJ））

                           

                           	
                              SQLオブジェクト取得要求回数（#OF SQLOBJ INFO GET）

                           

                           	
                              SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト数（#OF CACHED SQLOBJ）

                           

                           	
                              ストアドプロシジャのオブジェクトのSQLオブジェクト用バッファヒット回数（#OF CACHED HIT（STRT））

                           

                           	
                              ストアドプロシジャのオブジェクトの取得要求回数（#OF STRT INFO GET）

                           

                           	
                              SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト数（#OF CACHED STRT）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        
                           	
                              SQLオブジェクト用バッファヒット率が低く，バッファ中のSQLオブジェクト情報合計長が短い場合，ヒット率を高くできない業務形態と考えられます。

                           

                           	
                              SQLオブジェクト用バッファヒット率が低く，バッファ中のSQLオブジェクト情報合計長が長い場合，SQLオブジェクト用バッファが不足していると考えられます。

                           

                        

                        なお，SQLオブジェクト用バッファヒット率は次の計算式で求めてください。

                        
                           	SQLオブジェクト用バッファヒット率（%）＝

                           	
                              （SQLオブジェクトバッファヒット回数÷SQLオブジェクト取得要求回数）×100

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        SQLオブジェクト用バッファが不足している場合，pd_sql_object_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                     

                  

               
               
                  (2)　解析方法（その２）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              SQLオブジェクトバッファから出されたSQLオブジェクトの数（#OF SWAP OUT SQLOBJ）

                           

                           	
                              SQLオブジェクト取得要求回数（#OF SQLOBJ INFO GET）

                           

                           	
                              SQLオブジェクト用バッファから出されたストアドプロシジャのオブジェクトの数（#OF SWAP OUT STRT）

                           

                           	
                              ストアドプロシジャのオブジェクトの取得要求回数（#OF STRT INFO GET）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        SQLオブジェクトバッファから出されたSQLオブジェクトの数が小さくなるようにしてください。SQLオブジェクトバッファから出されたSQLオブジェクトの数が多くなるとSQLオブジェクトの再作成による処理時間が長くなり，SQLオブジェクト用バッファの使用状況が悪いと考えられます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_sql_object_cache_sizeオペランドの値を大きくしてください。

                     

                  

               
               
                  (3)　解析方法（その３）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              SQLオブジェクト長（REQUEST SQLOBJ SIZE）

                           

                           	
                              ストアドプロシジャのオブジェクト長（REQUEST STRT SIZE）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        SQLオブジェクト長（REQUEST SQLOBJ SIZE）とストアドプロシジャのオブジェクト長（REQUEST STRT SIZE）の合計の最大値が，指定したバッファ長よりも大きい場合，SQLオブジェクトを実行するためのメモリが確保できないと考えられます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_sql_object_cache_sizeオペランドの値を大きくしてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　解析方法（その４）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              ストアドプロシジャのオブジェクトのリコンパイル回数（＃OF STRT RECOMPILE)

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        通常，CALL文でストアドプロシジャを実行する場合，リコンパイルは発生しません。しかし，ストアドプロシジャ内で使用している表に対してインデクスを追加したり，使用していないインデクスを削除したりするとリコンパイルが発生します。このリコンパイルは，CALL文でストアドプロシジャを実行するごとに発生するため，性能劣化の原因となります。

                        リコンパイルが発生していたら，ストアドプロシジャ内で使用している表に対して上記の変更があったと考えられます。

                     

                     	対策方法

                     	
                        ALTER PROCEDURE又はALTER ROUTINEで，ストアドプロシジャを再作成してください。

                     

                  

               
            
            
               23.5.5　ユーザ定義型情報用バッファ長のチューニング

               ユーザ定義型情報用バッファ長（pd_type_def_cache_sizeオペランドの値）のチューニング方法を説明します。

               
                  (1)　チューニング方法（その１）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              型定義キャッシュヒット回数（# OF TYPE-DEF CACHE HIT）

                           

                           	
                              型定義情報取得要求回数（# OF TYPE-DEF GET REQ）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        次に示す計算式で型定義キャッシュヒット率を求めて，ヒット率が100%になるようにしてください。

                        
                           	型定義キャッシュヒット率（%）＝

                           	
                              （型定義キャッシュヒット回数÷型定義情報取得要求回数）×100

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_type_def_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                     

                  

               
               
                  (2)　チューニング方法（その２）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              型定義キャッシュ総使用領域長（TYPE-DEF CACHE TOTAL SIZE）

                           

                           	
                              確保した型定義キャッシュ長（TYPE-DEF CACHE ALLOC SIZE）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        次に示す計算式で型定義キャッシュ使用率を求めて，使用率が90%以上になるようにしてください。

                        
                           	型定義キャッシュ使用率（%）＝

                           	
                              (型定義キャッシュ総使用領域長の最大値÷確保した型定義キャッシュ長）×100

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_type_def_cache_sizeオペランドの指定値を小さくしてください。

                     

                  

               
            
            
               23.5.6　ルーチン定義情報用バッファ長のチューニング

               ルーチン定義情報用バッファ長（pd_routine_def_cache_sizeオペランドの値）のチューニング方法を説明します。

               
                  (1)　チューニング方法（その１）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              ルーチン定義キャッシュヒット回数（# OF RTN-DEF CACHE HIT）

                           

                           	
                              ルーチン定義情報取得要求回数（# OF RTN-DEF GET REQ）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        次に示す計算式でルーチン定義キャッシュヒット率を求めて，ヒット率が100%になるようにしてください。

                        
                           	ルーチン定義キャッシュヒット率（%）＝

                           	
                              （ルーチン定義キャッシュヒット回数÷ルーチン定義情報取得要求回数）×100

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_routine_def_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                     

                  

               
               
                  (2)　チューニング方法（その２）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              ルーチン定義キャッシュ総使用領域長（RTN-DEF CACHE TOTAL SIZE）

                           

                           	
                              確保したルーチン定義キャッシュ長（RTN-DEF CACHE ALLOC  SIZE）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        次に示す計算式でルーチン定義キャッシュ使用率を求めて，使用率が90%以上になるようにしてください。

                        
                           	ルーチン定義キャッシュ使用率（％）＝

                           	
                              (ルーチン定義キャッシュ総使用領域長の最大値÷確保したルーチン定義キャッシュ長）×100

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_routine_def_cache_sizeオペランドの指定値を小さくしてください。

                     

                  

               
               
                  (3)　チューニング方法（その３）

                  
                     	参照する情報

                     	
                        統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                        
                           	
                              プラグインルーチン定義キャッシュヒット回数（# OF PLG-RTN CACHE HIT）

                           

                           	
                              プラグインルーチン定義取得要求回数（# OF PLG-RTN GET REQ）

                           

                        

                     

                     	チューニング方法

                     	
                        次に示す計算式でプラグインルーチン定義キャッシュヒット率を求めて，ヒット率が100%になるようにしてください。

                        
                           	プラグインルーチン定義キャッシュヒット率（%）＝

                           	
                              （プラグインルーチン定義キャッシュヒット回数÷プラグインルーチン定義情報取得要求回数）×100

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        pd_routine_def_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                     

                  

               
            
            
               23.5.7　レジストリ情報用バッファ長のチューニング

               レジストリ情報用バッファ長（pd_registry_cache_sizeオペランドの値）のチューニング方法を説明します。

               
                  	参照する情報

                  	
                     統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」の次に示す情報を参照してください。

                     
                        	
                           レジストリキャッシュヒット回数（# OF REGISTRY CACHE HIT）

                        

                        	
                           レジストリ情報取得要求回数（# OF REGISTRY GET REQ）

                        

                     

                  

                  	チューニング方法

                  	
                     次に示す計算式でレジストリキャッシュヒット率を求めて，ヒット率が100%になるようにしてください。

                     
                        	レジストリキャッシュヒット率（%）＝

                        	
                           （レジストリキャッシュヒット回数÷レジストリ情報取得要求回数）×100

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     pd_registry_cache_sizeオペランドの指定値を大きくしてください。

                  

               

            
         
         
            23.6　プロセス数のチューニング

            統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」から，サーバプロセス数のチューニングをします。実際にサービスを実行していたサーバプロセスの稼働数や最大起動プロセス数を超えるサービス要求の有無を解析し，システムによって最適な状態でサーバプロセスを起動させることを目的とします。

            サービス実行中とは，各サーバでの次に示す状態をいいます。

            
               	
                  フロントエンドサーバ及びシングルサーバの場合，HiRDBクライアントがCONNECT文を発行してサーバプロセスに割り当てられた状態のことです。DISCONNECT文が発行されるまで続きます。

               

               	
                  バックエンドサーバ及びディクショナリサーバの場合，トランザクション実行中の状態のことです。トランザクションが決着するまで続きます。

               

            

            
               	取得する情報

               	
                  統計解析ユティリティの「システムの稼働に関する統計情報」を取得してください。

               

            

            
               23.6.1　最大起動プロセス数のチューニング

               次に示すオペランドで指定した最大起動プロセス数のチューニング方法について説明します。

               
                  	
                     pd_max_users

                  

                  	
                     pd_max_bes_process

                  

                  	
                     pd_max_dic_process

                  

               

               
                  	参照する情報

                  	
                     システムの稼働に関する統計情報の次に示す情報を参照してください。

                     
                        	
                           最大起動プロセス数を超えたサービス要求数（#OF REQ PROCESS OVER MAX）

                        

                        	
                           サービス実行中のサーバプロセス数（#OF PROCESS ON SERVICE）

                        

                     

                  

                  	確認する目的

                  	
                     
                        	
                           処理中に実際にサービスを実行していたサーバプロセスの稼働数に，これらのオペランドで指定する最大起動プロセス数を合わせて，メモリ資源を効率的に使用します。

                        

                        	
                           また，過少見積もりの最大起動プロセス数の指定値を上げて，サービスが受け入れられないことを防ぎます。

                        

                     

                  

                  	解析結果を判断する方法

                  	
                     
                        	●オペランドの値が「サービス実行中のサーバプロセス数」より大きい場合

                        	
                           オペランドの値を小さくする余裕があると考えられます。

                           各サーバの最大起動プロセス数を「サービス実行中のサーバプロセス数（#OF PROCESS ON SERVICE）」の最大値に近い値まで下げるようにします。ただし，次の点に注意してください。

                           
                              	
                                 ほかのサーバの状況によっては「サービス実行中のサーバプロセス数（#OF PROCESS ON SERVICE）」の最大値まで下げられない場合があります。例えば，あるバックエンドサーバに複数のフロントエンドサーバからのサービス要求が集中する可能性のある場合や，ユニット内の別のフロントエンドサーバに処理が偏っている場合などです。

                              

                              	
                                 pd_max_bes_process，pd_max_dic_processのチューニング時に，pd_max_usersの指定値よりも小さな値を指定した場合，pd_max_usersの指定値が仮定されます。

                              

                           

                        

                        	●最大起動プロセス数を超えたサービス要求が発生している場合

                        	
                           オペランドの値を大きくする必要があると考えられます。

                           各サーバの最大起動プロセス数を，受け入れられないサービス要求が発生しなくなるまで増加させるようにします。チューニング方法としては，サーバごとに次の点に注意してください。

                           
                              	
                                 フロントエンドサーバ及びシングルサーバの場合，サーバが受けたサービス要求が最大起動プロセス数を超えると，クライアントは次に示す最大リトライ回数までリトライをします。

                                 HiRDBクライアントがHiRDB Version 4.0 03-03以前：100回

                                 HiRDBクライアントがHiRDB Version 4.0 04-00以降：10回

                                 「最大起動プロセス数を超えたサービス要求数（#OF REQ PROCESS OVER MAX）」の値はリトライ回数も含んでいるため，これも考慮して修正してください。

                              

                              	
                                 バックエンドサーバ及びディクショナリサーバの場合，サービス要求はリトライされないため，「最大起動プロセス数を超えたサービス要求数（#OF REQ PROCESS OVER
                                    MAX）」の値で修正できます。

                              

                           

                           ただし，pd_max_usersを増加した場合，増加した値がpd_max_bes_process，pd_max_dic_processの指定値を上まわると，pd_max_bes_process，pd_max_dic_processの指定値もpd_max_usersの指定値まで増加するように仮定されるので注意してください。

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     
                        	
                           フロントエンドサーバ，シングルサーバの場合は，pd_max_usersの値を修正してください。

                        

                        	
                           バックエンドサーバの場合は，pd_max_bes_processの値を修正してください。

                        

                        	
                           ディクショナリサーバの場合は，pd_max_dic_processの値を修正してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               23.6.2　常駐プロセス数のチューニング

               pd_process_countオペランドで指定した常駐プロセス数のチューニング方法について説明します。

               
                  	参照する情報

                  	
                     システムの稼働に関する統計情報の次に示す情報を参照してください。

                     
                        	
                           サービス実行中のサーバプロセス数（#OF PROCESS ON SERVICE）

                        

                     

                  

                  	確認する目的

                  	
                     処理中に実際にサービスを実行していたサーバプロセスの稼働数の平均値に近い値に常駐プロセス数を指定して，各サーバのサーバプロセス起動時間の削減とメモリ資源の削減を図ります。

                  

                  	解析結果を判断する方法

                  	
                     各サーバのサーバプロセスをあらかじめ常駐しておくことでサーバプロセス起動時間を削減できますが，必要以上に多くのサーバプロセスを常駐させるとメモリ資源を圧迫します。そこで，各サーバで指定する常駐プロセス数は「サービス実行中のサーバプロセス数（#OF
                        PROCESS ON SERVICE）」の平均値が妥当だと考えられます。

                     
                        	●サーバのサービス実行のレスポンスを改善する場合

                        	
                           pd_process_countオペランドの値が「サービス実行中のサーバプロセス数（#OF PROCESS ON SERVICE）」の平均値よりも小さければ，平均値程度まで上げるようにします。さらに上げることもできますが，その場合はサービスを受けない常駐プロセスが，余計なメモリを占有する可能性が高くなるので注意してください。

                        

                        	●常駐サーバプロセスの占有メモリ量を減らす場合

                        	
                           pd_process_countオペランドの値が「サービス実行中のサーバプロセス数（#OF PROCESS ON SERVICE）」の平均値よりも大きければ，平均値程度まで下げるようにします。さらに下げることもできますが，その場合は常駐プロセス数を超える要求を受ける可能性が高くなり，サーバプロセスの起動時間分だけサービス実行のレスポンスが低下するので注意してください。

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     pd_process_countオペランドの値を修正してください。

                  

               

            
            
               23.6.3　非同期READプロセス数のチューニング

               pd_max_ard_processオペランドで指定した非同期READプロセス数のチューニング方法について説明します。非同期READ機能を使用している場合，非同期READプロセス数が少なくて非同期READ機能が適用されるSQLの多重度が高いと，非同期READプロセスの入出力処理の完了待ちが発生することがあるため，処理時間が余計に掛かることがあります。

               
                  	参照する情報

                  	
                     UAP統計レポートの次に示す情報を参照してください。UAP統計レポートについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        	
                           非同期READ時の同期待ち時間の累計（ARWT，ARWTM）

                        

                        	
                           データベースに対する入出力時間の累計（IOTIM，IOTIMM）

                        

                        	
                           非同期READ時の平均同期待ち時間（ARWTA，ARWTMA）

                        

                        	
                           非同期READ時の平均同期入出力時間（ARSTA，ARSTMA）

                        

                     

                  

                  	確認する目的

                  	
                     非同期READ機能の効果がない場合に，非同期READプロセス数の妥当性を判断します。

                  

                  	解析結果を判断する方法

                  	
                     次に示す時間を比べてください。2の方が長い場合は同期待ち時間が掛かっていると考えられます。

                     
                        	
                           非同期READ機能を使用しない場合の「データベースに対する入出力時間の累計（IOTIM，IOTIMM）」

                        

                        	
                           非同期READ機能を使用した場合の「非同期READ時の平均同期待ち時間（ARWTA，ARWTMA）」と「データベースに対する入出力時間の累計（IOTIM，IOTIMM）」の合計

                        

                     

                     次に示す時間を比べてください。2の方が長い場合は同期待ち時間が掛かっていると考えられます。

                     
                        	
                           非同期READ機能を使用した場合の「非同期READ時の平均同期入出力時間（ARSTA，ARSTMA）」

                        

                        	
                           非同期READ機能を使用した場合の「非同期READ時の平均同期待ち時間（ARWTA，ARWTMA）」

                        

                     

                     また，統計解析ユティリティのデータベース操作に関するHiRDBファイルの統計情報から「非同期READ回数（AIO-R）」が分かります。

                  

                  	対策方法

                  	
                     「非同期READ時の同期待ち時間の累計（ARWT，ARWTM）」又は「非同期READ時の平均同期待ち時間（ARWTA，ARWTMA）」が長い場合は，pd_max_ard_processオペランドの値を大きくしてください。

                     ただし，「非同期READ回数（AIO-R）」を調べた結果，同一RDエリアに非同期READ要求が集中している場合は，このオペランドの値を大きくしても効果はありません。この場合，RDエリアを複数のHiRDBファイルで構成し，更に各HiRDBファイルを別々のディスクに配置してください。

                     pd_max_ard_processオペランドの最大有効値は，「非同期READ回数（AIO-R）」が設定されているRDエリアの中で同時にプリフェッチ機能を実行する数を指定します。非同期READプロセス数を増やす場合は，システムのリソース（共用メモリとメッセージキュー）を考慮する必要があります。

                     「非同期READ時の同期待ち時間の累計（ARWT，ARWTM）」又は「非同期READ時の平均同期待ち時間（ARWTA，ARWTMA）」が短い場合は，これ以上非同期READ機能の効果は得られません。

                  

               

            
         
         
            23.7　インデクスのチューニング

            
               23.7.1　インデクスのチューニングで確認すること

               表を更新するとデータベースの整合性を維持するため，インデクスも更新されます。このため，インデクスを定義しているときは，次の内容に関して検討する必要があります。

               
                  	検討事項

                  	
                     
                        	
                           表に定義したインデクスの数に比例して，インデクスの更新処理が発生し，SQLの処理時間が増加します。

                        

                        	
                           インデクスが更新されると更新した情報がシステムログファイルに取得されます。このため，インデクスの数が増加するとシステムログファイルへの出力量も比例して増加します。

                        

                        	
                           更新したキー値を格納するためのインデクスページが不足すると，インデクスページスプリットが発生します。インデクスページスプリットが発生すると，インデクスページスプリットに関するシステムログが取得され，システムログファイルの量が増加します。

                        

                     

                  

                  	取得する情報

                  	
                     統計解析ユティリティの「インデクスに関する統計情報」を取得してください。

                  

               

               
                  (1)　スプリット回数（SP_NM）

                  
                     	確認する目的

                     	
                        これらの情報は，インデクスの妥当性を判断するために取得します。通常，インデクスが原因で，性能が低下する要因には，次に示す要因が考えられます。

                        
                           	
                              インデクス定義時に適切な空き領域（PCTFREE）が指定されていない場合，インデクスページスプリットが発生しています。

                           

                        

                        このため，インデクススプリット回数の情報で，インデクスの定義などを調節してください。

                     

                     	解析結果の妥当性を判断する方法

                     	
                        
                           	
                              インデクスページスプリットが発生している回数が多い場合は，表への操作として，挿入（INSERT）処理を主体とした業務で，インデクスが拡張されているためにインデクスページスプリットが発生していると考えられます。

                           

                           	
                              表が分割されていて，特定のRDエリアに対するインデクスページスプリットが多い場合は，ある特定のキーレンジに更新が集中しているため，表の分割方法に問題があると考えられます。

                           

                        

                     

                     	対策方法

                     	
                        次に示すどれかの方法で対策してください。

                        
                           	
                              インデクス定義時に指定する未使用領域（PCTFREE）を大きくしてください。また，大量にデータを追加するときは，データベース作成ユティリティを使用してください。

                           

                           	
                              不要なインデクスは削除してください。

                           

                           	
                              表を分割している場合，インデクスページスプリットが集中しているキーレンジをさらに分割できるかどうか検討してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            23.8　データベースのチューニング

            RDエリア単位の状態解析情報は，容量面やデータベースの乱れをチューニングするために必要な情報です。定義したRDエリアの状態，表やインデクスの格納状態からデータベースの状態を解析します。

            
               	取得する情報

               	
                  データベース状態解析ユティリティで，各種情報を取得してください。

               

            

            
               23.8.1　RDエリア単位の物理的解析情報

               
                  	確認する目的

                  	
                     RDエリア単位の物理的解析情報では，RDエリアの使用効率や容量の状態をRDエリア定義時の容量又はセグメントサイズなどから，妥当性を判断するために取得します。

                     表やインデクスを意識しないでRDエリア内のすべてのセグメント，及びすべてのページの格納状態を解析し，RDエリアの使用効率や容量の状態をつかんでください。

                  

                  	解析結果の妥当性を判断する方法

                  	
                     
                        	●使用中セグメント比率が低い場合

                        	
                           未使用セグメントが多いと考えられます。このため，次に示す内容を検討してください。

                           
                              	
                                 一つのRDエリアを複数のHiRDBファイルで構成している場合，個々のファイル容量から，すべてのHiRDBファイルが使用されていないか調査してください。

                              

                              	
                                 今後予定されているデータの追加量，表やインデクスの定義などから判断してください。

                              

                           

                        

                        	●使用中セグメント比率が高く使用中ページ比率が低い場合

                        	
                           次に示す要因が考えられるため，セグメント内の空きページ比率が大き過ぎないか確認してください。

                           
                              	
                                 RDエリアが効率良く使用されていないと考えられます。

                              

                              	
                                 使用中セグメント比率が高くなる要因としては，RDエリア定義時に指定したセグメントサイズが，RDエリアの容量と比較して大きい値を設定するとセグメント数が少なくなり，定義した表やインデクスがすべてのセグメントを使用していると考えられます。

                              

                           

                        

                        	●使用中セグメント比率が高く，使用中ページ比率が高い場合

                        	
                           次に示す要因が考えられます。

                           
                              	
                                 RDエリア内に空きが少ないことが考えられます。

                              

                              	
                                 満杯ページ比率が高い場合は，容量が不足していることが考えられます。

                              

                           

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     RDエリアの作成時に指定したセグメントサイズが妥当な値であるかどうかを調査してください。該当するRDエリアに格納する表又はインデクスの件数と，データ件数から妥当性を判断してください。特に満杯ページ比率が高い又は低い場合は，次に示す方法で対策してください。

                     
                        	
                           満杯ページ比率が高い場合は，データベース構成変更ユティリティで，RDエリアを拡張してください。又は，RDエリア内の表やインデクスを，ほかのRDエリアに移してください。

                        

                        	
                           満杯ページ比率が低い場合は，RDエリア内の格納効率が下がり，データの配置に乱れが発生していることが考えられます。この場合，データベース再編成ユティリティで，RDエリア単位に表を再編成してください。

                        

                        	
                           データディクショナリ用RDエリアの場合は，データベース再編成ユティリティで-Cオプションにdirを指定して，再編成してください。なお，データディクショナリ用RDエリアを再編成するときは，特定のディクショナリ表だけを再編成するか，又はすべてのディクショナリ表を再編成するかを選択できます。ディクショナリ表の指定を省略すると，すべてのデータディクショナリ用RDエリアを対象に再編成します。

                        

                     

                  

               

            
            
               23.8.2　RDエリア単位の論理的解析情報

               
                  	確認する目的

                  	
                     RDエリア単位の論理的解析情報では，次に示す内容の妥当性を判断するために取得します。

                     
                        	
                           RDエリアの容量が見積もった容量と一致しているかどうか

                        

                        	
                           データベースを再編成するかどうか

                        

                     

                     RDエリアごとに表やインデクスの全セグメント，及び全ページの格納状態を解析してください。

                  

                  	解析結果の妥当性を判断する方法

                  	
                     
                        	●表に関する状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 使用中セグメント比率が高い場合

                                 該当するRDエリアに未使用セグメントがないときは，これ以上のデータを挿入できないと考えられます。この場合，今後の追加するデータ量，又は更新するデータ量から，空き領域（PCTFREE）の妥当性を検討してください。

                              

                              	
                                 使用中セグメント比率が高く，使用中ページ比率が低い場合

                                 PCTFREEオペランドで指定したセグメント内の空きページ比率が適切ではないと考えられます。この場合，今後の追加するデータ量，又は更新するデータ量から，空き領域（PCTFREE）の妥当性を検討してください。

                              

                              	
                                 見積もったページ数よりも，使用中ページ数が多い場合

                                 VARCHAR，NVARCHAR，又はMVARCHARの列を含むときは，これらの列のデータ長が255バイトを超えたことを考慮して，計算したかどうか見直してください。

                              

                              	
                                 満杯セグメント比率が高く，満杯ページ比率も高い場合

                                 RDエリアの容量が不足しています。又は，次に示す操作を繰り返したため，データの配置が乱れています。

                              

                           

                           
                              	
                                 ナル値のデータから，ほかの数値又は文字への更新

                              

                              	
                                 VARCHAR，NVARCHAR，又はMVARCHARの列に対して，列長が長くなる更新

                              

                              	
                                 列の値をナル値に更新，又はVARCHAR，NVARCHAR，MVARCHARの列に対して行長が短くなる更新

                              

                           

                        

                        	●インデクスに関する状態解析情報

                        	
                           使用中セグメント数及び使用中ページ数が，机上で計算したページ数よりも多い場合は，キー値を大量に追加したためインデクススプリットが多発し，ページの使用率が増加したと考えられます。

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     
                        	
                           RDエリアを拡張するか又は該当するRDエリアに複数の表を格納している場合，表を異なるRDエリアに配置してください。

                        

                        	
                           データベース再編成ユティリティを使用して表を再編成してください。

                        

                        	
                           表定義時に指定したPCTFREEオペランドのセグメント内の空きページ比率の指定を見直してください。

                        

                        	
                           表定義時に指定したPCTFREEオペランドのページ内の未使用領域比率の指定を見直してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               23.8.3　表，インデクス単位の論理的解析情報

               
                  	確認する目的

                  	
                     表を横分割した場合，分割した表やインデクスが，正しく分割されているか検討してください。この場合，出力されたデータ量（セグメント数，ページ数）と，見積もったデータ量と比較して，分割方法が正しいかどうか確認します。また，表又はインデクスの格納状態から，データベースを再編成するかどうかも確認できます。

                  

                  	解析結果の妥当性を判断する方法

                  	
                     
                        	●表に関する状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 満杯セグメント比率や満杯ページ比率が80%以上の場合

                                 見積もったセグメント数からみて，使用中ページ比率が非常に高い場合，表の格納状態が乱れていると考えられます。

                              

                              	
                                 表を横分割している場合

                                 特定のRDエリアの使用中セグメント数が多いとき，又は特定のRDエリアに格納されている行数が多いときは，表を最適に分割していないと考えられます。あらかじめ予想されているデータ量から，表の横分割方法を見直してください。また，既にハッシュ分割している場合は，ハッシュ関数を変更してください。このとき，RDエリアごとの格納行数を確認して，行数が均等になるようにしてください。

                              

                              	
                                 表の総未使用ページ比率｛（総ページ数−総使用中ページ数）÷総ページ数｝が，表定義時に指定したセグメント内の空きページ比率よりも小さい場合

                                 データを繰り返し追加したため，未使用ページが少なくなっていることが考えられます。

                              

                              	
                                 これから追加するデータ量に比べて空きページが多い場合

                                 セグメント内の空きページ比率が大き過ぎると考えられます。又は，データの削除によって使用中空きページが増えたと考えられます。

                              

                           

                        

                        	●インデクスに関する状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 表の格納行数からインデクスの格納ページ数を計算し，解析結果の総使用中ページ数より少ない場合

                                 特定範囲の行を大量に削除すると対応するインデクスのキー値も削除されるため，インデクスページに使用中空きページが発生していると考えられます。

                              

                              	
                                 使用中ページがほとんど満杯ページの場合

                                 データベース再編成ユティリティでインデクスを再編成してもこの状態になる場合は，セグメント内の空きページ比率が適切な値でないと考えられます。又は，データを追加しているため，ページ内の空き領域がなくなっていると考えられます。

                              

                           

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     
                        	●表に関する状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 満杯セグメント比率や満杯ページ比率が高い場合

                                 今後もデータを追加するときは該当する表を再編成してください。

                              

                              	
                                 空きページ（未使用ページ）が多い場合

                                 セグメント内の空きページ比率を見直してください。

                              

                              	
                                 データの削除で使用中空きページが増えている場合

                                 表を再編成するか，インデクスを再編成するか，又は使用中空きページを解放してください。

                              

                              	
                                 RDエリア内に未使用セグメントが少ない場合

                                 RDエリアを拡張してください。

                              

                           

                        

                        	●インデクスに関する状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 使用中空きページが多い場合

                                 表を再編成するか，インデクスを再編成するか，又は使用中空きページを解放してください。

                              

                              	
                                 今後もデータの追加などが予想される場合

                                 定義したインデクスの列のデータがランダムに発生するときは，インデクスを再度定義し，PCTFREEオペランドで適切な値を指定してください。

                              

                              	
                                 ほかのRDエリアに比べて，特定のRDエリアだけが使用中ページ数が多い場合

                                 表の分割方法を再度検討してください。表の横分割後のデータ量がすべてのRDエリアで平均するようにしてください。

                              

                              	
                                 特定のRDエリアだけ使用中空きページが多い場合

                                 RDエリア内の表及びインデクスを再編成するか，使用中空きページを解放してください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               23.8.4　クラスタキー及びクラスタリングデータページの格納状態解析

               
                  	確認する目的

                  	
                     クラスタキーを定義している場合，表及びインデクスの乱れ具合を示す格納順序不正率，重複構造で格納されているキー数を確認してください。

                     
                        	●クラスタキーの格納状態解析

                        	
                           クラスタキーをキー順に検索して，格納位置がページ又はセグメントにわたって格納されている格納位置変更回数と，格納位置変更回数のうち格納順序がページ（セグメント）の昇順に対して逆方向に格納されている格納順序不正回数（率）をページ単位及びセグメント単位で表示します。

                           ページ分割の発生によって格納順序不正率は上昇します。

                        

                        	●クラスタリングデータページの格納状態解析

                        	
                           クラスタキーを定義した表のデータページをクラスタリングデータページといいます。

                           クラスタキー中の行データの格納位置情報によって，クラスタキー順に検索した場合の行データの格納位置変更回数と格納順序不正回数（率）をページ単位及びセグメント単位で表示します。

                           行の追加及び更新によって格納状態が乱れると，格納順序不正率か格納位置変更回数のどちらか，又は両方が増加します。

                        

                     

                  

                  	解析結果の妥当性を判断する方法

                  	
                     
                        	●クラスタキーの格納状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 インデクス中の格納キー数に比較して行数が多い場合

                                 キーの重複率が高いため，インデクスを使用した検索性能に影響を及ぼします。

                              

                              	
                                 重複キー構造で格納されているキーがある場合

                                 重複度の高いキーがある（又は過去にあった）ため，インデクスを使用した検索性能に影響を及ぼします。

                              

                              	
                                 格納順序不正率が高い場合

                                 データページの格納順序が乱れているため，検索性能に影響を及ぼします。

                              

                           

                        

                        	●クラスタリングデータページの格納状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 格納順序不正率が高い場合

                                 データページの格納順序が乱れているため，クラスタキー順アクセス性能に影響を及ぼします。

                              

                              	
                                 格納位置変更回数が表単位の状態解析結果の使用中セグメント数又はページ数から−１したものより大きい場合

                                 データページの格納順序が乱れているため，クラスタキー順アクセス性能に影響を及ぼします。

                              

                           

                        

                     

                  

                  	対策方法

                  	
                     
                        	●クラスタキーの格納状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 インデクス中の格納キー数に比較して行数が多い場合

                                 インデクス定義の列構成を見直してください。

                              

                              	
                                 重複キー構造で格納されているキーがある場合

                                 現在，重複度の高いキーがある場合は，インデクス構成列中のデータ重複度の高い列を除いた形でクラスタ付きの表を再定義してください。過去に重複度の高いキーがあった場合は，データベース再編成ユティリティで表を再編成又はインデクスを再作成すると，重複キー構造はなくなります。

                              

                              	
                                 格納順序不正率が高い場合

                                 データベース再編成ユティリティで，表を再編成又はインデクスを再作成してください。

                              

                           

                        

                        	●クラスタリングデータページの格納状態解析情報

                        	
                           
                              	
                                 格納順序不正率が高い場合

                                 データベース再編成ユティリティで，表を再編成してください。

                              

                              	
                                 格納位置変更回数が表単位の状態解析結果の使用中セグメント数又はページ数から−１したものより大きい場合

                                 データベース再編成ユティリティで，表を再編成してください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
         
         
            23.9　SQLのチューニング

            
               23.9.1　SQLのチューニング方法

               ここでは，実行時間が長いSQL，又は入出力処理が多いSQLのチューニング方法について説明します。

               SQLのチューニングの流れを次の図に示します。

               
                  図23‒2　SQLのチューニングの流れ
                  [image: [図データ]]

                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注

                  	
                     処理ボックスの左にある数字はこの後で説明している（　）レベルに対応しています。例えば，5の操作は(5)で説明しています。

                  

               

               
                  (1)　チューニング目標と監視項目の警告値を決定する

                  チューニング目標と監視項目の警告値を決定します。システム全体のパフォーマンス（アプリケーションの処理時間，トランザクションコミット数など）を決めて，それに対するチューニング目標を決定してください。また，次に示す監視項目の警告値を決定してください。

                  
                     	
                        ハードウェアリソースの利用率

                        サーバマシンのプロセッサやディスクボリュームなどのハードウェアリソース利用率を監視項目とします。

                     

                     	
                        グローバルバッファプールの状態

                        グローバルバッファプールのヒット率を監視項目とします。

                     

                     	
                        アプリケーションのスループット及びSQL実行時間

                        トランザクションコミット数やSQL実行時間を監視項目とします。

                     

                  

               
               
                  (2)　ハードウェアリソースの利用率を監視する

                  サーバマシンのプロセッサやディスクなどのハードウェアリソースの利用率が高くなったことをチューニングの起点とします。ハードウェアリソースの利用率が高くなると，システムのスループットが低下すると考えられます。そのため，ハードウェアリソースの利用率を監視します。

                  OSのsarコマンドなど（Linuxの場合にはvmstatコマンドなど）を使用すると，サーバマシンのプロセッサやディスクなどのハードウェアリソースの利用率が高いハードウェアを特定できます。

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              JP1/Performance Management - Agent Option for Platformを使用すると，ハードウェアのリソース利用率を確認できます。JP1/Performance
                                 Management - Agent Option for Platformについては，マニュアル「JP1/Performance Management - Agent
                                 Option for Platform（UNIX(R)用）」を参照してください。

                           

                           	
                              日立ディスクアレイシステムを使用している場合は，Hitachi Tuning Manager - Agent for RAIDを使用すると，ディスクアレイ装置のパフォーマンスデータを収集できます。Hitachi
                                 Tuning Manager - Agent for RAIDについては，マニュアル「Hitachi Tuning Manager - Agent for RAID」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　グローバルバッファプールのヒット率を監視する

                  グローバルバッファプールのヒット率が低下したことをチューニングの起点とします。pdbuflsコマンドを実行すると，グローバルバッファプールのヒット率を確認できます。

                  
                     	参考

                     	
                        JP1/Performance Management - Agent Option for HiRDBを使用しても，グローバルバッファプールのヒット率を確認できます。JP1/Performance
                           Management - Agent Option for HiRDBについては，マニュアル「JP1/Performance Management - Agent
                           Option for HiRDB」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　アプリケーションのスループット及びSQL実行時間を監視する

                  アプリケーションのスループットが低下したことをチューニングの起点とします。統計解析ユティリティ（pdsteditコマンド）のシステムの稼働に関する統計情報を取得すると，アプリケーションのスループットを確認できます。

                  また，SQL実行時間警告出力機能を使用して，SQLの実行時間を監視してください。SQL実行時間警告出力機能については，「SQL実行時間についての警告情報の出力（SQL実行時間警告出力機能）」を参照してください。

                  
                     	参考

                     	
                        JP1/Performance Management - Agent Option for HiRDBを利用しても，アプリケーションのスループットを確認できます。

                     

                  

               
               
                  (5)　表の検索効率や格納効率を監視する

                  表のデータ配置に乱れが生じていることをチューニングの起点とします。データの検索効率や格納効率が低下した表については，KFPH00212-I又はKFPH22017-Iメッセージが出力されるため，これらのメッセージを監視してください。

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              表の再編成が必要になる日をHiRDBが予測する再編成時期予測機能を提供しています。再編成時期予測機能については，「表の再編成時期を予測する方法（再編成時期予測機能）」を参照してください。

                           

                           	
                              JP1/Performance Management - Agent Option for HiRDBを使用しても，データの検索効率や格納効率が低下した表に関するメッセージを取得できます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　問題を確認する

                  (2)〜(4)で監視していた監視項目が警告値を超えた場合，チューニングを行います。OS又はHiRDBのコマンドで監視項目のデータを取得した場合は，以前に取得したデータと現在取得したデータを比較して，警告値を超えたかどうか判断してください。

                  警告値を超えたハードウェアリソースがプロセッサの場合，OSのコマンドを使用して，HiRDBのプロセスがプロセッサを多く使用しているかどうかを確認してください。

                  SQL実行時間警告出力機能の警告が出力された場合，(8)に進みチューニングを行ってください。

                  (5)で監視していた表のデータ配置に乱れが生じてメッセージが出力された場合，(18)に進みチューニングを行ってください。

                  
                     	参考

                     	
                        JP1/Performance Management - Agent Option for Platform，JP1/Performance Management
                           - Agent Option for HiRDB，又はHitachi Tuning Manager - Agent for RAIDを使用した場合，監視項目のデータに警告値を指定して監視できます。また，その警告値を超えた場合，警告を発する機能があります。

                     

                  

               
               
                  (7)　HiRDBファイルシステム領域を特定する

                  (6)でハードウェアリソースや，グローバルバッファプールのヒット率が，警告値を超えた場合，そのハードウェアリソースがどのHiRDBファイルシステム領域に関係するかを特定します。警告値を超えたハードウェアリソースや，グローバルバッファプールとHiRDBファイルシステム領域の種類との関係情報を取得するには，各レイヤ間の情報をまとめる必要があります。

                  ディスクボリュームとHiRDBファイルシステム領域間，HiRDBファイルシステム領域とHiRDBファイル間，及びHiRDBファイルとRDエリア間の関係は，ディクショナリ表のSQL_PHYSICAL_FILESを調べると特定できます。また，インナレプリカ機能を使用している場合は，SQL_IOS_GENERATIONS表を調べてください。

                  作業表用ファイル用のHiRDBファイルシステム領域の場合は，pdworkオペランドの指定値を調べるとHiRDBファイルシステム領域名が分かります。さらに，ディクショナリ表のSQL_TABLES表又はSQL_INDEXES表を調べると，RDエリアと表（又はインデクス）の関係を特定できます。

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              HiRDB CMを使用すると，次の図に示すように，ディスクボリュームから表（又はインデクス）までの関係情報を取得できます。

                           

                           	
                              日立ディスクアレイシステムを使用している場合，Hitachi Tuning Manager - Storage Mapping Agentを使用すると，ディスクアレイシステム内のポートや，論理デバイス間の関係情報を取得できます。Hitachi
                                 Tuning Manager - Storage Mapping Agentについては，マニュアル「Hitachi Tuning Manager - Storage
                                 Mapping Agent」を参照してください。

                              
                                 図23‒3　HiRDB CMによる関係情報の取得例
                                 [image: [図データ]]

                              
                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　グローバルバッファプールのバッファ面数のチューニングをする

                  グローバルバッファプールのバッファ面数が小さいため，システムのスループットが低下したり，ハードウェアリソースの利用率が高くなったりしている可能性があります。

                  (7)で特定したHiRDBファイルシステム領域と関係のあるグローバルバッファプールのバッファ面数のチューニングを行ってください。グローバルバッファプールのヒット率が低下したことがチューニングの起点の場合は，該当するグローバルバッファプールのバッファ面数をチューニングしてください。アプリケーションのスループット及びSQLの実行時間がチューニングの起点の場合は，すべてのグローバルバッファプールのバッファ面数をチューニングしてください。

                  グローバルバッファプールのバッファ面数については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。グローバルバッファプールのチューニングについては，「グローバルバッファプールのチューニング」を参照してください。

               
               
                  (9)　チューニング目標を達成したか確認する

                  (8)で行ったチューニングによって，チューニング目標を達成した場合は，チューニングを終了します。達成できていない場合は，次の手順に進んでチューニングを続けてください。

               
               
                  (10)　チューニング対象のSQLを特定する

                  チューニング対象のSQLを特定します。また，そのSQLのチューニング目標を設定してください。

                  pdobilsコマンドでSQLオブジェクト用バッファの統計情報を取得し，次に示す状況のSQLをチューニング対象とします。SQLオブジェクト用バッファの統計情報を取得すると，各SQLの実行時間，実行回数，及び入出力回数が確認できます。

                  また，各SQLの目標実行時間，目標実行回数，及び目標入出力回数をチューニング目標として決めてください。

                  
                     	
                        実行時間が最も長いSQL

                     

                     	
                        実行回数が最も多いSQL

                     

                     	
                        入出力回数が多いSQL

                        
                           	
                              データページ，インデクスページ，ディレクトリページの実READ回数が最も多いSQL，LOB列データページの実READ回数が最も多いSQL，又はリストページの実READ回数が最も多いSQL

                           

                           	
                              データページ，インデクスページ，ディレクトリページの実WRITE回数があるSQL，LOB列データページの実WRITE回数があるSQL，又はリストページの実WRITE回数があるSQL

                           

                           	
                              データページ，インデクスページ，ディレクトリページの更新回数が最も多いSQL，LOB列データページの更新回数が最も多いSQL，又はリストページの更新回数が最も多いSQL

                           

                           	
                              作業表用ファイルのREAD回数，又は作業表用ファイルのWRITE回数が最も多いSQL

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (11)　チューニング対象のSQLに排他待ちが発生しているか確認する

                  統計解析ユティリティ（pdsteditコマンド）のシステムの稼働に関する統計情報を取得して，排他待ちが発生しているか確認してください。排他待ちが発生している場合，サーバの排他制御の状態を定期的に取得し，排他待ちが発生しているか確認します。また，排他待ちが発生している資源を該当するSQLが使用している場合は，チューニング対象のSQLに排他待ちが発生していると判断できます。

                  排他待ちが発生している場合は，(12)でアプリケーションのチューニング（排他制御のチューニング）を行って排他待ちを解消してください。排他待ちが発生していない場合は，(14)で最適化情報の見直しを行ってください。

               
               
                  (12)　アプリケーションのチューニング（排他制御のチューニング）をする

                  チューニング対象のSQLに排他待ちが発生している場合，アプリケーションのチューニング（排他制御のチューニング）を行います。アプリケーションのチューニング（排他制御のチューニング）については，マニュアル「HiRDB
                     UAP開発ガイド」の排他制御を参照してください。

               
               
                  (13)　排他待ちが解消したか確認する

                  アプリケーションのチューニングによって，チューニング対象のSQLに発生していた排他待ちが解消したか確認してください。確認方法については，(11)を参照してください。

                  排他待ちが解消した場合は，(17)に進みチューニングの目標を達成したか確認してください。排他待ちが解消しない場合は，(14)に進み最適化情報の見直しを行ってください。

               
               
                  (14)　最適化情報の見直し

                  最適化情報を収集，登録しているかどうかを確認してください。最適化情報収集ユティリティの最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避を実行して，対象となるSQLで使用している表の最適化情報が，ディクショナリ表に登録されているかどうかで確認できます。最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避については，「最適化情報パラメタファイルへの最適化情報の退避」を参照してください。

                  確認の結果，最適化情報を収集，登録していない場合は，(15)のSQLのチューニングへ進んでください。

                  最適化情報を収集，登録している場合は，次のどれかの対処をしてください。

                  
                     	
                        SQL単位でチューニングを実施する場合は，最適化情報を削除してください。削除後，(15)のSQLのチューニングを実施してください。最適化情報の削除については，「最適化情報の削除」を参照してください。

                     

                     	
                        最適化情報の更新が必要かどうかを判断し，必要な場合は最適化情報を更新してください。最適化情報の更新については，「最適化情報の更新」を参照してください。

                     

                     	
                        最適化情報を更新した後に性能劣化などの問題が発生している場合は，最適化情報を回復してください。最適化情報の回復については，「最適化情報の回復」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (15)　SQLのチューニングをする

                  SQLのチューニング方法を次の表に示します。

                  
                     表23‒1　SQLのチューニング方法
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 SQLの特性

                              
                              	
                                 想定要因

                              
                              	
                                 詳細

                              
                              	
                                 対策

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 データページ，インデクスページ，ディレクトリページの実READ回数，又は参照回数の合計回数が多い（設計時よりも入出力回数が多い，又は設計時よりも実行時間が長い）

                              
                              	
                                 表へのアクセスパスが不適切

                              
                              	
                                 表の検索範囲が広いのにテーブルスキャンを実施している

                              
                              	
                                 マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」のアクセスパス表示ユティリティのチューニングの考え方を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 絞り込める条件を指定している検索で，テーブルスキャンを実施している（利用されるインデクスが適切でない）

                              
                           

                           
                              	
                                 インデクスの検索範囲が広い（必要以上の範囲検索を実施している）

                              
                           

                           
                              	
                                 サーチ条件がない，又はサーチ条件が有効でないためインデクスのサーチ範囲が絞り込めていない

                              
                           

                           
                              	
                                 ANDを使用して複数の述語を指定した検索を実施している

                              
                           

                           
                              	
                                 結合処理方法が不適切

                              
                              	
                                 ネストループジョイン時の内表の結合キーのインデクスが適切でない

                              
                           

                           
                              	
                                 外結合するときの利用されるインデクスが適切でない

                              
                           

                           
                              	
                                 ネストループジョイン時の転送方法がBROADCAST転送又はKEY RANGE PARTIAL BROAD CAST転送になっている（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                              
                           

                           
                              	
                                 作業表用ファイルへのREAD回数，又はWRITE回数がある（設計時よりも実行時間が長い）

                              
                              	
                                 結合処理方法が不適切

                              
                              	
                                 ハッシュジョインの内表件数や副問合せの検索件数が多いため，バケット分割が複数回実行されている

                              
                              	
                                 マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」のハッシュジョイン，副問合せのハッシュ実行を適用する場合の準備を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 ソートマージジョインの実施で，大量のデータをソートしている

                              
                              	
                                 マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」のアクセスパス表示ユティリティのチューニングの考え方を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 クロスジョインを実施している

                              
                           

                           
                              	
                                 ソート処理実施

                              
                              	
                                 ORDER BY処理のためにソート処理を実施している

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (16)　SQLのチューニング目標を達成したか確認する

                  チューニング対象のSQLがチューニング目標を達成したか確認してください。SQLオブジェクト用バッファの統計情報を取得し，各SQLの実行時間，実行回数，入出力回数が目標以内であるか確認してください。目標を達成できない場合は，(15)に戻って再度SQLのチューニングを行ってください。

               
               
                  (17)　チューニング目標を達成したか確認する

                  チューニング目標を達成したか確認してください。目標を達成した場合はチューニングを終了します。目標を達成できない場合は，(10)の手順に戻ってチューニング対象のSQLを再度特定し，チューニングを行ってください。

                  SQLのチューニング，又はアプリケーションのチューニングで効果が出ない場合は，(18)に進みデータベースのチューニングを行ってください。

               
               
                  (18)　データベースのチューニングをする

                  SQLのチューニング，又はアプリケーションのチューニングで効果が出ない場合は，データベースのチューニングを実施します。次に示すチューニングを行ってください。

                  
                     	
                        グローバルバッファプールのバッファ面数

                        グローバルバッファプールのバッファ面数については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。グローバルバッファプールのチューニングについては，「グローバルバッファプールのチューニング」を参照してください。

                     

                     	
                        作業表用バッファ長

                        作業表用バッファ長については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」のハッシュジョイン，副問合せのハッシュ実行を適用する場合の準備を参照してください。

                     

                     	
                        表の横分割

                        表の横分割については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     

                     	
                        データの再配置

                        データの再配置については，「データベースのチューニング」を参照してください。

                     

                     	
                        デファードライト処理

                        デファードライト処理のチューニングについては，「デファードライト処理のチューニング」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (19)　チューニングの目標を達成したか確認する

                  データベースのチューニングによって，チューニングの目標を達成したか確認してください。目標を達成した場合はチューニングを終了します。目標を達成できない場合は，(10)に戻ってチューニング対象のSQLを再度特定し，チューニングを行ってください。

                  データベースのチューニングで効果が出ない場合は，次に進みハードウェアリソースのチューニングを行ってください。

               
               
                  (20)　ハードウェアリソースのチューニングをする

                  ハードウェアリソースを追加又は増強します。OSのsarコマンドなど（Linuxの場合にはvmstatコマンドなど）を使用して，プロセッサの利用率，及びディスクの利用率を取得し，利用率が最も高いハードウェアリソースを追加するか，又は増強してください。

                  利用率が最も高いハードウェアリソースがプロセッサの場合は，より高性能なプロセッサに変更すると処理時間を短縮できます。また，利用率が最も高いハードウェアリソースがディスクの場合は，より高性能なディスクに変更するか，又はディスクアレイ装置を使用しているときはディスクを追加（スピンドル数を増加）すると，入出力時間を短縮できます。

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              JP1/Performance Management - Agent Option for Platformを利用してもプロセッサや，ディスクボリュームの利用率を確認できます。

                           

                           	
                              日立ディスクアレイシステムを使用している場合，Hitachi Tuning Manager - Agent for RAIDを使用すると，ディスクアレイシステムのパフォーマンスデータを収集できます。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            23.10　システムの内部処理方式のチューニング

            システムの内部処理方式をオペランドの指定によって変更できる場合があります。

            このようなオペランドを次に示します。オペランドの詳細については，マニュアル「HiRDB システム定義」の，オペランドの項目を参照してください。

            
               	トランザクションの多重実行時の性能を指定するオペランド

               	
                  トランザクションの多重実行時の性能を指定するオペランドを，次の表に示します。

                  
                     表23‒2　トランザクションの多重実行時の性能を指定するオペランド
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 指定内容

                              
                              	
                                 指定条件

                              
                              	
                                 オペランド名

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 スレッド間ロック解放通知方式

                              
                              	
                                 トランザクション多重実行時にトランザクションごとの実行時間に，ばらつきが発生することが許されない場合

                              
                              	
                                 pd_thdlock_wakeup_lock

                              
                           

                        
                     

                  
               

            

         
         
            23.11　ロールバック用ログ入力バッファ面数のチューニング

            ロールバック用ログ入力バッファは，共用メモリ上にサーバ単位で用意される領域です。システムログの出力に使用するログ出力バッファと異なる点は，ロールバックを行うトランザクション一つにつき，バッファ1面を占有して使用する点です。このため，ロールバック用ログ入力バッファの面数によっては，同時に実行できるロールバック処理数が制限されることがあります。

            ロールバック用ログ入力バッファの面数をチューニングすることで，同時に実行できるロールバック処理数が増え，ロールバックの処理時間が改善する場合があります。

            
               	設定方法

               	
                  pd_log_rollback_buff_countオペランドに0を指定します。0を指定すると，ロールバック用ログ入力バッファ面数はシステムが自動的に決定します。

               

               	注意事項

               	
                  pd_log_rollback_buff_countオペランドを指定すると，ロールバック用ログ入力バッファ面数が増え，メモリ不足が発生する場合があります。このような場合は，オペランドの指定値を変更前の値に戻してください。

               

            

         
      
   
      
         24　セキュリティ監査機能の運用

         
            この章では，セキュリティ監査機能の環境設定，及び運用方法について説明します。

         

         
            24.1　セキュリティ監査機能の概要

            ここでは，セキュリティ監査機能の概要について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  セキュリティ監査機能とは

               

               	
                  監査証跡の取得契機

               

               	
                  監査証跡の取得例

               

               	
                  監査証跡として取得する情報

               

               	
                  監査証跡の参照

               

               	
                  前提となるシステム構成

               

               	
                  監査対象になるイベント

               

               	
                  監査証跡表の自動データロード機能

               

            

            
               24.1.1　セキュリティ監査機能とは

               HiRDBのセキュリティは権限によって守られています。参照できる情報，更新できる情報，及び操作できるオブジェクト（表又はインデクスなど）を権限によって制限しています。この権限の運用が適切に行われているかどうかをチェックするために，HiRDBではデータベースに対する各種操作を記録できます。この機能をセキュリティ監査機能といい，出力される操作記録を監査証跡といいます。出力された監査証跡を調査して不正なアクセスが行われていないかをチェックできます。このチェックは監査権限を持つユーザ（これを監査人といいます）が行います。セキュリティ監査機能の概要を次の図に示します。

               
                  図24‒1　セキュリティ監査機能の概要
                  [image: [図データ]]

               
               監査証跡には，だれがどのような権限を使用して何に対する操作を行ったかという情報が取得されます。どの操作に対して監査証跡を取得するかは，監査人がCREATE AUDIT文で設定します。監査証跡の取得対象となる操作が実行されると，監査証跡が取得されます。

               監査人は，監査証跡表を管理及び操作する主監査人と，監査証跡表を操作する副監査人の2種類があります。

               主監査人はシステム内に１人，副監査人はシステム内に複数人登録できます。

               
                  	参考

                  	
                     セキュリティ監査機能はセキュリティを強化する機能ではありません。権限の運用が適切に行われているかどうかをチェックするための操作記録を出力する機能です。

                  

               

            
            
               24.1.2　監査証跡の取得契機

               HiRDBが監査証跡を取得する契機を次に示します。

               
                  	
                     コマンド又はSQL文を実行するときの権限チェック時

                  

                  	
                     各イベントの終了時

                  

               

               SQLの構文エラー時，及びコマンドの入力ミスによるエラー時は監査証跡を取得しません。

               
                  (1)　権限チェック時の監査証跡の取得

                  1回の権限チェックで一つの監査証跡を取得します。なお，実行したSQLの延長でほかのSQLが実行されることがあります。この場合，延長で実行するSQLについても，権限チェック時に監査証跡を取得します。詳細については，「監査証跡のレコード項目（権限チェック時）」を参照してください。

               
               
                  (2)　イベント終了時の監査証跡の取得

                  イベントの対象となったオブジェクトの数だけ，イベント終了時に監査証跡を取得します。ただし，アカウントロック期間の経過によって解除された連続認証失敗アカウントロック状態については，アカウントロック期間の経過時ではなく，経過後に実施する次のイベント時に監査証跡を取得します。

                  
                     	
                        CONNECTの実行時

                     

                     	
                        DROP CONNECTION SECURITYの実行時

                     

                     	
                        pdacunlckコマンドの実行時

                     

                  

                  イベント終了時の監査証跡の出力パターンについては，「監査証跡の出力パターン」を参照してください。

                  イベント終了時に出力される監査証跡については，「監査証跡のレコード項目（イベント終了時）」を参照してください。

               
            
            
               24.1.3　監査証跡の取得例

               監査証跡の取得例を次に示します。

               
                  	（例1）表を検索した場合の監査証跡の取得例

                  	
                     表を検索した場合，表のアクセス権限（SELECT権限）を使用するため，監査証跡が取得されます。

                  

               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              表の検索内容

                              （SQLの指定）

                           
                           	
                              監査証跡の内容

                           
                        

                        
                           	
                              実行者

                           
                           	
                              使用した権限

                           
                           	
                              操作対象の

                              オブジェクト

                              種別

                           
                           	
                              操作対象のオブジェクト名

                           
                           	
                              操作種別

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ユーザ（USR1）が次のSELECT文を発行した場合

                              SELECT C1 FROM USR1.T1

                           
                           	
                              権限

                           
                           	
                              USR1

                           
                           	
                              表のアクセス権限（SELECT権限）

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR1.T1

                           
                           	
                              表へのアクセス（SELECT）

                           
                        

                        
                           	
                              終了

                           
                           	
                              USR1

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR1.T1

                           
                           	
                              表へのアクセス（SELECT）

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザ（USR2）が次のSELECT文を発行した場合

                              SELECT T1.C1,T2.C1 

                              FROM USR1.T1 T1,USR2.T2 T2 

                              WHERE T1.C1=T2.C1

                           
                           	
                              権限

                           
                           	
                              USR2

                           
                           	
                              表のアクセス権限（SELECT権限）

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR1.T1

                           
                           	
                              表へのアクセス（SELECT）

                           
                        

                        
                           	
                              USR2

                           
                           	
                              表のアクセス権限（SELECT権限）

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR2.T2

                           
                           	
                              表へのアクセス（SELECT）

                           
                        

                        
                           	
                              終了

                           
                           	
                              USR2

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR1.T1

                           
                           	
                              表へのアクセス（SELECT）

                           
                        

                        
                           	
                              USR2

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR2.T2

                           
                           	
                              表へのアクセス（SELECT）

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     権限：権限チェック時に取得される監査証跡

                     終了：イベント終了時に取得される監査証跡

                     −：該当しません。

                  

                  	（例2）表を定義又は削除した場合の監査証跡の取得例

                  	
                     表を定義又は削除した場合，スキーマ所有者の権限，表の所有者の権限，及びRDエリア利用権限を使用するため，監査証跡が取得されます。

                  

               

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              表の検索内容

                              （SQLの指定）

                           
                           	
                              監査証跡の内容

                           
                        

                        
                           	
                              実行者

                           
                           	
                              使用した権限

                           
                           	
                              操作対象の

                              オブジェクト種別

                           
                           	
                              操作対象のオブジェクト名

                           
                           	
                              操作種別

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ユーザ（USR1）が次のCREATE TABLEを発行した場合

                              CREATE TABLE

                              T1(C1 INT) IN RDAREA1

                           
                           	
                              権限

                           
                           	
                              USR1

                           
                           	
                              RDエリア利用権限

                           
                           	
                              RDエリア

                           
                           	
                              RDAREA1

                           
                           	
                              定義作成

                           
                        

                        
                           	
                              USR1

                           
                           	
                              所有者

                           
                           	
                              スキーマ

                           
                           	
                              USR1

                           
                           	
                              定義作成

                           
                        

                        
                           	
                              USR1

                           
                           	
                              所有者

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR1.T1

                           
                           	
                              定義作成

                           
                        

                        
                           	
                              終了

                           
                           	
                              USR1

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR1.T1

                           
                           	
                              定義作成

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザ（USR2）が次のDROP TABLEを発行した場合

                              DROP TABLE T1

                           
                           	
                              権限

                           
                           	
                              USR2

                           
                           	
                              所有者

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR2.T1

                           
                           	
                              定義削除

                           
                        

                        
                           	
                              終了

                           
                           	
                              USR2

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              表

                           
                           	
                              USR2.T1

                           
                           	
                              定義削除

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     権限：権限チェック時に取得される監査証跡

                     終了：イベント終了時に取得される監査証跡

                     −：該当しません。

                  

               

            
            
               24.1.4　監査証跡として取得する情報

               監査証跡として取得する情報については，次に示す箇所を参照してください。

               
                  	
                     「監査証跡ファイルに出力される情報」

                  

                  	
                     「監査証跡表の列構成」

                  

                  	
                     「監査証跡のレコード項目（権限チェック時）」

                  

                  	
                     「監査証跡のレコード項目（イベント終了時）」

                  

               

            
            
               24.1.5　監査証跡の参照

               監査証跡は監査証跡ファイルに出力されます。監査証跡ファイル中のデータをデータベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）で，監査証跡表にデータロードした後にSQLで参照できます。なお，監査人はこの監査証跡表を参照できます（更新はできません）。監査人以外のユーザは，主監査人に参照権限を与えてもらえば監査証跡表を参照できます（更新はできません）。監査証跡の参照方法を次の図に示します。

               
                  図24‒2　監査証跡の参照方法
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           監査対象のイベントが実行された場合，監査証跡ファイルに監査証跡が出力されます。監査証跡ファイルは監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域内に作成されます。監査対象のイベントについては，「監査対象になるイベント」を参照してください。

                        

                        	
                           監査証跡ファイルに出力された監査証跡を入力情報にして，データベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）のデータロードで表にデータを登録します。詳細については，「監査証跡表へのデータ登録」を参照してください。

                           なお，監査証跡表へのデータ登録はHiRDBが自動的に行うこともできます。詳細については，「監査証跡表の自動データロード機能」を参照してください。

                        

                        	
                           監査人は監査証跡表を利用して監査を実施します。監査証跡表については，「監査証跡表の列構成」を参照してください。

                        

                     

                  

               

               監査証跡表とほかの表の相違点を次の表に示します。

               
                  表24‒1　監査証跡表とほかの表の相違点
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              表の操作項目

                           
                           	
                              監査証跡表

                           
                           	
                              そのほかの表

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              表の定義

                           
                           	
                              HiRDB管理者がpdmodコマンドで定義します。

                           
                           	
                              各ユーザがCREATE TABLEで定義します。

                           
                        

                        
                           	
                              表の削除

                           
                           	
                              主監査人だけが削除できます。DBA権限保持者は削除できません。

                           
                           	
                              表の所有者が削除します。DBA権限保持者も削除できます。

                           
                        

                        
                           	
                              表定義の変更

                           
                           	
                              できません。

                           
                           	
                              表の所有者が変更できます。

                           
                        

                        
                           	
                              ほかのユーザへのアクセス権限の付与

                           
                           	
                              主監査人だけがSELECT権限だけ付与できます。

                           
                           	
                              SELECT権限，INSERT権限，UPDATE権限，及びDELETE権限のすべてが付与できます。

                           
                        

                        
                           	
                              表へのデータロード

                           
                           	
                              監査人だけが実行できます。

                           
                           	
                              表の所有者が実行できます。アクセス権限の付与によってほかのユーザも実行できます。

                           
                        

                        
                           	
                              表の再編成

                           
                           	
                              監査人だけが実行できます。

                           
                           	
                              DBA権限保持者が実行できます。アクセス権限の付与によってほかのユーザも実行できます。

                           
                        

                        
                           	
                              表を格納するRDエリアの利用権限

                           
                           	
                              主監査人だけに利用権限があります。

                           
                           	
                              表の所有者に利用権限があります。権限の付与によってほかのユーザも使用できます。

                           
                        

                        
                           	
                              表の横分割

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              表へのアクセス

                           
                           	
                              SELECT

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              INSERT

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              UPDATE

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              DELETE

                           
                           	
                              監査人だけができます。

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              PURGE

                           
                           	
                              監査人だけができます。

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行できます。

                     ×：実行できません。

                  

               

            
            
               24.1.6　前提となるシステム構成

               セキュリティ監査機能を使用する場合，システム構成に関して次に示す前提条件があります。

               
                  	
                     HiRDB/シングルサーバの場合

                     ユティリティ専用ユニットにはセキュリティ監査機能を使用できません。

                  

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合

                     サーバがないユニット（システムマネジャだけのユニットを含む）がある場合，セキュリティ監査機能を使用できません。セキュリティ監査機能を使用する場合は，各ユニットにフロントエンドサーバ，ディクショナリサーバ，又はバックエンドサーバのどれかを配置してください。

                  

               

            
            
               24.1.7　監査対象になるイベント

               監査証跡の取得対象になる操作を監査対象イベントといいます。監査対象イベントを次の表に示します。

               なお，セキュリティ監査機能が有効になっている場合はシステムが自動的に監査証跡を出力するイベントと，監査証跡の取得可否を監査人が選択できるイベントがあります。

               
                  表24‒2　監査対象イベント
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              イベントの種類

                           
                           	
                              説明及び監査対象になるイベント

                           
                           	
                              選択可否

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              システム管理者セキュリティイベント

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HiRDB管理者又はDBA権限保持者が行うセキュリティ対象イベントを監査対象にします。

                                 

                                 	
                                    CONNECT関連セキュリティ機能の設定値の変更を監査対象にします。

                                 

                                 	
                                    システムが自動的に行うセキュリティ対象イベントを監査対象にします。

                                 

                              

                              次に示すイベントが実行されたときに監査証跡を出力します。

                              
                                 	
                                    HiRDBの開始（pdstartコマンド）※１

                                 

                                 	
                                    HiRDBの終了（pdstopコマンド）※１※２

                                 

                                 	
                                    監査人の登録（pdmodコマンド）

                                 

                                 	
                                    監査証跡表の作成（pdmodコマンド）

                                 

                                 	
                                    監査証跡ファイルの削除（pdaudrmコマンド）※３

                                 

                                 	
                                    監査証跡の取得開始※５

                                 

                                 	
                                    監査証跡の取得終了※６

                                 

                                 	
                                    監査証跡ファイルの上書き開始

                                 

                                 	
                                    連続認証失敗アカウントロック状態への遷移

                                 

                                 	
                                    連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                                    次に示す場合が該当します。

                                    ・アカウントロック期間経過後のCONNECT時

                                    ・DROP CONNECTION SECURITYの実行時

                                    ・pdacunlckコマンドの実行時

                                 

                                 	
                                    パスワード無効アカウントロック状態への遷移

                                 

                                 	
                                    パスワード無効アカウントロック状態の解除

                                 

                                 	
                                    CONNECT関連セキュリティ機能の設定値の変更

                                    ・連続認証失敗許容回数

                                    ・アカウントロック期間

                                    ・パスワードの文字列制限で設定する項目（事前チェックも含む）

                                    ・IPアドレスによる接続制限の登録又は削除

                                    ・パスワードの有効期間の設定

                                 

                                 	
                                    pdacnlckコマンドの実行

                                 

                              

                           
                           	
                              ×（必ず監査証跡が出力されます）

                           
                        

                        
                           	
                              監査人セキュリティイベント

                           
                           	
                              監査人が行うセキュリティ対象イベントを監査対象にします。次に示すイベントが実行されたときに監査証跡を出力します。

                              
                                 	
                                    監査証跡表へのデータロード（pdloadコマンド）

                                 

                                 	
                                    監査証跡ファイルのスワップ（pdaudswapコマンド）

                                 

                                 	
                                    監査対象イベントの定義（CREATE AUDIT）※４

                                 

                                 	
                                    監査対象イベントの削除（DROP AUDIT）※４

                                 

                                 	
                                    監査人のパスワード変更（GRANT AUDIT）※４

                                 

                                 	
                                    JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルへの出力（pdaudputコマンド）

                                 

                              

                           
                           	
                              ×（必ず監査証跡が出力されます）

                           
                        

                        
                           	
                              セッションセキュリティイベント

                           
                           	
                              認可識別子とパスワードによるユーザ認証を監査対象にします。次に示すイベントが実行されたときに監査証跡を出力します。

                              
                                 	
                                    HiRDBへの接続（CONNECT文）

                                 

                                 	
                                    ユーザの変更（SET SESSION AUTHORIZATION文）

                                 

                                 	
                                    ロールの設定（SET ROLE文）

                                 

                                 	
                                    HiRDBとの切り離し（DISCONNECT文）※９

                                 

                              

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              権限管理イベント

                           
                           	
                              ユーザ権限の付与又は削除を監査対象にします。次に示すイベントが実行されたときに監査証跡を出力します。

                              
                                 	
                                    ユーザ権限の付与（GRANT文）

                                 

                                 	
                                    ユーザ権限の削除（REVOKE文）

                                 

                              

                           
                           	
                              ○※７

                           
                        

                        
                           	
                              オブジェクト定義イベント

                           
                           	
                              オブジェクトの定義，削除，又は変更を監査対象にします。次に示すイベントが実行されたときに監査証跡を出力します。

                              
                                 	
                                    オブジェクトの定義（次に示すSQLが対象になります）

                                    CREATE FUNCTION

                                    CREATE INDEX

                                    CREATE PROCEDURE

                                    CREATE PUBLIC VIEW

                                    CREATE ROLE

                                    CREATE SCHEMA

                                    CREATE SEQUENCE

                                    CREATE TABLE

                                    CREATE TRIGGER

                                    CREATE TYPE

                                    CREATE VIEW

                                 

                                 	
                                    オブジェクトの削除（次に示すSQLが対象になります）

                                    DROP DATA TYPE

                                    DROP FUNCTION

                                    DROP INDEX

                                    DROP PROCEDURE

                                    DROP PUBLIC VIEW

                                    DROP ROLE

                                    DROP SCHEMA

                                    DROP SEQUENCE

                                    DROP TABLE

                                    DROP TRIGGER

                                    DROP VIEW

                                 

                                 	
                                    オブジェクトの変更（次に示すSQLが対象になります）

                                    ALTER INDEX

                                    ALTER PROCEDURE

                                    ALTER ROUTINE

                                    ALTER TABLE

                                    ALTER TRIGGER

                                    COMMENT

                                 

                              

                           
                           	
                              ○※７

                           
                        

                        
                           	
                              オブジェクト操作イベント

                           
                           	
                              オブジェクトの操作を監査対象にします。次に示すイベントが実行されたときに監査証跡を出力します。

                              
                                 	
                                    表の検索（SELECT文）

                                 

                                 	
                                    表への行挿入（INSERT文）

                                 

                                 	
                                    表の行更新（UPDATE文）

                                 

                                 	
                                    表からの行削除（DELETE文）

                                 

                                 	
                                    表の全行削除（PURGE TABLE文）

                                 

                                 	
                                    ストアドプロシジャの実行（CALL文）

                                 

                                 	
                                    表の排他制御（LOCK TABLE文）

                                 

                                 	
                                    リストの作成（ASSIGN LIST文）

                                 

                                 	
                                    順序数生成子が生成する値の返却（NEXT VALUE式）

                                 

                              

                           
                           	
                              ○※７

                           
                        

                        
                           	
                              ユティリティ操作イベント

                           
                           	
                              ユティリティ又はコマンドによるオブジェクト操作に関するセキュリティ対象イベントを監査対象にします。次に示すイベントが実行されたときに監査証跡を出力します。

                              
                                 	
                                    データベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）

                                    対象オブジェクト：TABLE，SEQUENCE

                                 

                                 	
                                    pddefrevコマンド

                                    対象オブジェクト：PROCEDURE，TABLE，TRIGGER，VIEW

                                 

                                 	
                                    データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）

                                    対象オブジェクト：TABLE，INDEX※１０

                                 

                                 	
                                    ディクショナリ搬出入ユティリティ（pdexpコマンド）

                                    対象オブジェクト：PROCEDURE，TABLE，TRIGGER，VIEW

                                 

                                 	
                                    整合性チェックユティリティ（pdconstckコマンド）

                                    対象オブジェクト：TABLE

                                 

                              

                           
                           	
                              ○※７※８

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：選択できます。

                     ×：選択できません。

                  

                  	注※１

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバのサーバ単位の開始又は終了は監査対象イベントになりません。

                  

                  	注※２

                  	
                     正常終了又は計画停止を監査対象イベントとします。強制終了又は異常終了は監査対象イベントになりません。強制終了又は異常終了を監査するには，HiRDBが出力するメッセージ，又はOSが出力するメッセージを使用してください。

                     監査対象にならない終了コマンドを次に示します。

                     
                        	
                           pdstop -f

                        

                        	
                           pdstop -f -q

                        

                        	
                           pdstop -f -x ホスト名

                        

                        	
                           pdstop -f -u ユニット識別子

                        

                        	
                           pdstop -f -s サーバ名

                        

                        	
                           pdstop -f -u ユニット識別子 -s サーバ名

                        

                        	
                           pdstop -z

                        

                        	
                           pdstop -z -q

                        

                        	
                           pdstop -z -c

                        

                        	
                           pdstop -z -s サーバ名

                        

                     

                  

                  	注※３

                  	
                     監査証跡ファイルの作成は監査対象イベントになりません。監査証跡ファイルの作成を監査するにはOSの監査機能を使用してください。

                  

                  	注※４

                  	
                     データベース定義ユティリティ（pddefコマンド）又は会話型SQL実行ユティリティ（pdsqlコマンド）で実行した場合も監査証跡を出力します。

                  

                  	注※５

                  	
                     pdaudbeginコマンドの実行時又はHiRDBの開始時から監査証跡を取得する場合に監査証跡を出力します。

                  

                  	注※６

                  	
                     pdaudendコマンドの実行時又は監査証跡を取得している状態で，HiRDBを正常終了又は計画停止する場合に監査証跡を出力します。

                  

                  	注※７

                  	
                     権限管理イベント，オブジェクト定義イベント，オブジェクト操作イベント，及びユティリティ操作イベント中のイベント対象オブジェクトが，監査証跡表，監査証跡表を基表としたビュー表，又は監査証跡表を基としたリストの場合，イベント終了時の監査証跡は無条件に出力されます。権限チェック時の監査証跡を取得するかどうかは選択できます。ただし，監査証跡表に対するデータベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）は，監査人セキュリティイベントに含まれるので，イベント終了時及び権限チェック時の監査証跡は無条件に出力されます。

                  

                  	注※８

                  	
                     データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）でディクショナリ表のリロードをする場合，監査証跡は無条件に出力されます。

                  

                  	注※９

                  	
                     次の場合を監査証跡イベントとします。

                     
                        	
                           シングルサーバ又はフロントエンドサーバのサーバプロセスがDISCONNECTを検知した場合

                        

                        	
                           シングルサーバ又はフロントエンドサーバのサーバプロセスが内部的にDISCONNECTを実行する場合

                        

                     

                  

                  	注※１０

                  	
                     ディクショナリ表のメンテナンスでインデクスを追加した場合

                  

               

            
            
               24.1.8　監査証跡表の自動データロード機能

               
                  (1)　監査証跡表の自動データロード機能とは

                  監査証跡表の自動データロード機能とは，次に示す契機で監査証跡ファイルがスワップした場合に，HiRDBが自動的にデータベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）を起動し，監査証跡ファイルの内容を監査証跡表にデータロードする機能です。この機能を適用することで，監査人によるデータロードの手間が省け，監査証跡表を参照するだけで監査が実施できます。

                  自動データロードの対象となる監査証跡ファイルのスワップ契機は，次のとおりです。

                  
                     	
                        監査証跡ファイルが満杯になった場合

                     

                     	
                        pdaudswapコマンドが実行された場合

                     

                     	
                        HiRDBを再開始した場合

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              監査証跡ファイルの障害によるスワップの場合は，自動データロードの対象にはなりません。

                           

                           	
                              HiRDB/パラレルサーバの場合，pdloadの起動はユニット単位となります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　適用条件

                  監査証跡表の自動データロード機能には，監査人の負荷が軽減されるメリットがありますが，オンライン業務中にデータロードが実行されることでシステムの負荷が高まり，処理性能に影響が出るデメリットもあります。適用の有無については，次の表に示すメリットとデメリット，環境及び運用方法を考慮した上で判断してください。

                  
                     表24‒3　監査証跡表の自動データロード機能の適用有無によるメリットとデメリット
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 適用有無

                              
                              	
                                 メリット

                              
                              	
                                 デメリット

                              
                              	
                                 推奨する環境・運用方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 適用する

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       pdloadコマンドは実行不要で，監査証跡表を参照するだけですぐに監査できる。

                                    

                                    	
                                       監査証跡表の容量や状態だけを管理すればよいため，監査人の負荷が軽減される。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       トラフィックに関係なく，監査証跡ファイルがスワップするとデータロードが実行されるため，業務に影響が出るおそれがある。

                                    

                                    	
                                       監査証跡表を参照するのは監査人とシステム（pdloadコマンド）の両方なので，排他制御への意識が必要になる。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       ハードウェアの性能が高く，オンライン業務中にpdloadコマンドが実行されても処理性能に影響がない環境である。

                                    

                                    	
                                       監査証跡表の参照はNOWAIT検索の結果で十分である。

                                    

                                    	
                                       常に監査証跡をチェックしたい。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 適用しない

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       比較的トラフィックが空いているときなど，任意の時間帯にデータロードできる。

                                    

                                    	
                                       監査証跡表を参照するのは監査人だけなので，排他制御への意識は不要である。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       監査を実施するには，pdloadコマンドを実行する必要がある。

                                    

                                    	
                                       監査証跡ファイルと監査証跡表の両方の容量や状態を管理する必要がある。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       オンライン業務中に処理性能への影響があってはならない環境である。

                                    

                                    	
                                       監査証跡表の参照はNOWAIT検索の結果では不十分である。

                                    

                                    	
                                       問題が発生した場合だけ監査証跡をチェックしたい。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
         
         
            24.2　監査証跡ファイルに出力される情報

            監査証跡ファイルに出力される情報を次の表に示します。

            
               表24‒4　監査証跡ファイルに出力される情報
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           取得する情報

                        
                        	
                           説明

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査対象のイベント実行者の認可識別子

                        
                     

                     
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベントを実行した年月日

                        
                     

                     
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベントを実行した時刻

                        
                     

                     
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベントを実行した時刻（単位：マイクロ秒）

                        
                     

                     
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントタイプ（表「イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細」を参照）

                        
                     

                     
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ（表「イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細」を参照）

                        
                     

                     
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           イベントの実行結果（権限のチェックが成功したかどうかを出力します）

                        
                     

                     
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           イベントを実行したときに使用した権限

                        
                     

                     
                        	
                           UAP名称

                        
                        	
                           クライアント環境定義のPDCLTAPNAMEオペランドに指定したUAP名称

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名

                        
                        	
                           イベント発行元のUAPが要求したサービス名

                           OpenTP1のSUP（サービス利用プログラム）がSPP（サービス提供プログラム）に要求したサービスの場合，又はTP1/Message ControlがMHP（メッセージ処理プログラム）に要求したサービスの場合は，該当するサービス名称

                        
                     

                     
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           イベント発行元UAPを実行したクライアントのIPアドレス※

                        
                     

                     
                        	
                           プロセス番号

                        
                        	
                           イベント発行元UAPのプロセスID※

                        
                     

                     
                        	
                           スレッド番号

                        
                        	
                           イベント発行元UAPのスレッドID※

                        
                     

                     
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           イベント発行元UAPの接続先ホスト名

                        
                     

                     
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           イベント発行元UAPの接続先ユニット識別子

                        
                     

                     
                        	
                           サーバ名

                        
                        	
                           イベント発行元UAPの接続先フロントエンドサーバ名，又はシングルサーバ名

                        
                     

                     
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           イベント発行者のコネクト通番

                        
                     

                     
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           イベントのSQL通番

                        
                     

                     
                        	
                           オブジェクトの所有者名

                        
                        	
                           イベントの権限チェックの対象になるオブジェクトの所有者名

                        
                     

                     
                        	
                           オブジェクト名

                        
                        	
                           イベントの権限チェックの対象になるオブジェクト名

                        
                     

                     
                        	
                           オブジェクトの種別

                        
                        	
                           イベントの権限チェックの対象になるオブジェクトの種別

                        
                     

                     
                        	
                           付与，削除，又は変更した権限

                        
                        	
                           イベントによって付与，削除，又は変更した権限

                        
                     

                     
                        	
                           次のどちらかを取得

                           
                              	
                                 権限を付与，削除，又は変更されたユーザ識別子

                              

                              	
                                 イベント対象のユーザ識別子

                              

                           

                        
                        	
                           
                              	
                                 イベントによって権限を付与，削除，又は変更されたユーザの識別子

                              

                              	
                                 イベント対象になった認可識別子

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           セキュリティ監査機能に関するオペランドの値

                        
                        	
                           セキュリティ監査機能に関するオペランドの値（HiRDB開始時の値）

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           権限チェックか，又はイベント終了かを示す種別

                        
                     

                     
                        	
                           SQLコード又は終了コード

                        
                        	
                           SQL，ユティリティ，コマンド終了時のコード

                        
                     

                     
                        	
                           スワップ元の監査証跡ファイル名

                        
                        	
                           スワップ発生時のスワップ元の監査証跡ファイル名

                        
                     

                     
                        	
                           スワップ先の監査証跡ファイル名

                        
                        	
                           スワップ発生時のスワップ先の監査証跡ファイル名

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定変更種別

                        
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定変更種別（パスワードの変更時にも変更種別が設定されます）

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能に関するオペランドの値（変更前）

                        
                        	
                           変更前のCONNECT関連セキュリティ機能に関するオペランドの値

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能に関するオペランドの値（変更後）

                        
                        	
                           変更後のCONNECT関連セキュリティ機能に関するオペランドの値

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           イベントの操作対象が監査証跡表，監査証跡表を基表としたビュー表，又は監査証跡表を基表としたリストの場合のフラグ

                        
                     

                     
                        	
                           アクセス件数

                        
                        	
                           イベントによってオブジェクト（実表，ビュー表，及びリスト）に対して検索，挿入，更新，及び削除をした行数

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           実行したSQL文

                        
                     

                     
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           実行したSQLのデータ

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザが任意に設定する付加情報

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                     

                     
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           Cosminexusが設定する付加情報

                        
                     

                  
               

            
            
               	注

               	
                  イベントによって取得する情報が異なります。イベントごとに取得する情報の一覧については，「監査証跡のレコード項目（権限チェック時）」及び「監査証跡のレコード項目（イベント終了時）」を参照してください。

               

               	注※

               	
                  OpenTP1配下のアプリケーションを介している場合，又はWebサーバなどの製品を介している場合は，エンドユーザが実行しているアプリケーションの情報ではなく，HiRDBに接続しているアプリケーションの情報が取得されます。

               

            

         
         
            24.3　監査証跡の出力パターン

            ここでは，監査証跡の出力パターンについて説明します。

            
               24.3.1　権限チェック時の出力パターン

               1回の権限チェックで一つの監査証跡が取得されます。ただし，次の表に示す場合は例外的に1回の権限チェックで複数の監査証跡が取得されます。

               
                  表24‒5　イベントの実行単位と監査証跡レコード出力単位の詳細
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              イベント名称

                           
                           	
                              実行単位

                           
                           	
                              出力単位の対象

                           
                           	
                              出力レコード数

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              GRANT，

                              REVOKE

                           
                           	
                              ユーザ

                           
                           	
                              ユーザ

                           
                           	
                              対象ユーザ数

                           
                        

                        
                           	
                              ロール

                           
                           	
                              ロール

                           
                           	
                              対象ロール数

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE CONNECTION SECURITY，

                              DROP CONNECTION SECURITY

                           
                           	
                              CONNECT関連セキュリティ機能の設定値

                           
                           	
                              CONNECT関連セキュリティ機能の設定値

                           
                           	
                              CONNECT関連セキュリティ機能の設定値数

                           
                        

                     
                  

               
               一つのイベントで権限チェックが複数回ある場合，監査証跡は次のように出力されます。

               
                  	
                     二つの権限のうちどちらかが必要な場合

                     どちらか一方の権限チェック時の監査証跡を出力します。

                     
                        	（例）他人の表をアンロードする場合，DBA権限又はSELECT権限が必要になります。

                        	
                           DBA権限チェックが成功したかどうか，又はSELECT権限チェックが成功したかどうかを出力します。

                        

                     

                  

                  	
                     二つの権限が両方とも必要な場合

                     両方の権限チェック時の監査証跡を出力します。

                     
                        	（例）他人の表を再編成する場合，INSERT権限，DELETE権限，及びSELECT権限が必要になります。

                        	
                           INSERT権限，DELETE権限，及びSELECT権限のすべての権限チェックが成功した場合は，すべて出力します。処理の途中でエラーになった場合，それまでの権限チェックが成功しているときは成功の証跡を出力し，失敗しているときは失敗の証跡を出力します。

                        

                     

                  

               

            
            
               24.3.2　イベント終了時の出力パターン

               一つのイベントに対して複数の監査証跡（イベントの対象となるオブジェクト数分の監査証跡）が取得されます。基本的には，監査証跡表の操作対象オブジェクト情報以外の列は，すべて同じ内容を出力します。ただし，ユティリティなど，操作対象ごとにイベントの結果が異なる場合は，終了コードごとに異なる内容を出力します。監査証跡の出力パターンの例を次に示します。

               
                  (1)　対象オブジェクト又は対象ユーザが複数の場合

                  
                     (a)　対象オブジェクトが複数の場合

                     例えば，SELECT * FROM "T1","T2"と実行した場合，次に示すようにオブジェクトT1とT2に関して2行の監査証跡が出力されます。このとき，終了コードはすべて同じ値が記録されます。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    イベントサブタイプ

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    オブジェクト名称

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    終了コード

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    SEL

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    T1

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    XXX

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    SEL

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    T2

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    XXX

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ルーチンの再作成，スキーマ単位のデータベース再編成ユティリティなどは，オブジェクトによってイベントの成功と失敗に分かれることがあります。その場合は，オブジェクトごとに異なる終了コードを出力します。対象オブジェクトが複数になる場合があるイベントの一覧を次の表に示します。

                     
                        表24‒6　対象オブジェクトが複数になる場合があるイベントの一覧（イベントの実行単位と監査証跡レコード出力単位の詳細）
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    イベント名称

                                 
                                 	
                                    実行単位

                                 
                                 	
                                    出力単位の対象

                                 
                                 	
                                    出力レコード数

                                 
                                 	
                                    SQLコード又は

                                    終了コード

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    GRANT，

                                    REVOKE

                                 
                                 	
                                    ユーザ

                                 
                                 	
                                    ユーザ

                                 
                                 	
                                    対象ユーザ数

                                 
                                 	
                                    イベント対象オブジェクトに対してすべて同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ロール

                                 
                                 	
                                    ロール

                                 
                                 	
                                    対象ロール数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    CREATE CONNECTION SECURITY，

                                    DROP CONNECTION SECURITY

                                 
                                 	
                                    CONNECT関連セキュリティ機能の設定値

                                 
                                 	
                                    CONNECT関連セキュリティ機能の設定値

                                 
                                 	
                                    CONNECT関連セキュリティ機能の設定値数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    操作系SQL

                                 
                                 	
                                    実表

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          実表

                                       

                                       	
                                          順序数生成子

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    対象実表数

                                    ＋対象順序数生成子数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ビュー表

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          ビュー表

                                       

                                       	
                                          順序数生成子

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    対象ビュー表数

                                    ＋対象順序数生成子数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ALTER ROUTINE，

                                    ALTER PROCEDURE，

                                    ALTER TRIGGER

                                 
                                 	
                                    複数のルーチン又はトリガ※１

                                 
                                 	
                                    プロシジャ，関数，トリガ

                                 
                                 	
                                    対象ルーチン数分

                                 
                                 	
                                    イベント対象オブジェクトごとに異なる値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdload

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          実表

                                       

                                       	
                                          RDエリア

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          実表

                                       

                                       	
                                          順序数生成子

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    対象実表数

                                    ＋対象順序数生成子数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdexp，

                                    pddefrev

                                 
                                 	
                                    実表

                                 
                                 	
                                    実表

                                 
                                 	
                                    対象実表数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ビュー表

                                 
                                 	
                                    ビュー表

                                 
                                 	
                                    対象ビュー表数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ストアドプロシジャ

                                 
                                 	
                                    ストアドプロシジャ

                                 
                                 	
                                    対象ストアドプロシジャ数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    トリガ

                                 
                                 	
                                    トリガ

                                 
                                 	
                                    対象トリガ数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdrorg

                                 
                                 	
                                    スキーマ※２，実表，インデクス

                                 
                                 	
                                    実表

                                 
                                 	
                                    対象実表数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ディクショナリ表のメンテナンス（インデクスの追加）

                                 
                                 	
                                    インデクス

                                 
                                 	
                                    対象インデクス数

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdaudbegin，

                                    pdaudend

                                 
                                 	
                                    ユニット

                                 
                                 	
                                    ユニット

                                 
                                 	
                                    対象ユニット数

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※１

                        	
                           ルーチン情報が取得できない場合は，オブジェクト情報にNULL値を記録して監査証跡を1行だけ出力します。

                        

                        	注※２

                        	
                           スキーマ単位の再編成の場合，スキーマ内の表情報が取得できないときは，オブジェクト情報にスキーマ情報を記録して監査証跡を1行だけ出力します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　副問い合せの場合

                     例えば，UPDATE "T1" SET "C1" = (SELECT "C1" FROM "T2" WHERE CODE = '01') WHERE CODE =
                        '01'と実行した場合，(a)と同じくアクセスしたオブジェクト情報を出力します。このとき，イベントタイプとサブタイプには，オブジェクトに対するアクションの監査証跡を次に示すように出力します。このとき，各イベント終了時の監査証跡のSQLコードはすべて同じ値が記録されます。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    イベントサブタイプ

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    オブジェクト名称

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    終了コード

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    UPD

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    T1

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    XXX

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    SEL

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    T2

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                                 	
                                    XXX

                                 
                                 	
                                    ...

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (2)　内部的に動作するSQLの場合

                  実行したSQLの延長でほかのSQLが実行されることがあります。イベントを実行したときに，延長で実行されるSQLを監査対象として定義している場合，延長で実行されるSQLの対象オブジェクト又はユーザの情報を取得します。このとき，オブジェクト又はユーザに対するイベントタイプとサブタイプには，延長で実行されたSQLのイベントタイプとサブタイプが記録されます。また，各監査証跡のSQLコードはどのオブジェクトに対してもすべて同じ値が記録されます。

                  例えば，DROP SCHEMAの延長で表が削除された場合，スキーマの情報とは別に，アクセスしたオブジェクトとして，表などのオブジェクト情報を出力します。削除処理中にエラー終了した場合は，エラーになるまでにアクセスしたオブジェクトとユーザ数分の監査証跡を出力します。

                  プロシジャやトリガなども，SQLの延長で更に自動的にSQLが実行されます。この場合，延長で実行されるSQLごとにイベント終了の監査証跡を出力します。トリガの場合は，実行者が一時的にトリガ所有者に切り替わるため，イベントの実行者にトリガ所有者が記録されます。プロシジャの場合は，CALL文のイベント終了の監査証跡も出力します。プロシジャがネストしていた場合は，各CALL文に対して，イベント終了の監査証跡を出力します。トリガ及びプロシジャ実行時の監査証跡レコード出力単位の詳細を次の表に示します。

                  
                     表24‒7　トリガ及びプロシジャ実行時の監査証跡レコード出力単位の詳細
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 種別

                              
                              	
                                 イベントの実行者（認可識別子の値）

                              
                              	
                                 監査証跡レコードの出力単位

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 トリガ

                              
                              	
                                 ユーザトリガ

                              
                              	
                                 トリガ所有者

                              
                              	
                                 トリガ内SQL単位

                              
                           

                           
                              	
                                 システムトリガ（参照制約などの内部トリガ）

                              
                              	
                                 トリガ所有者

                              
                              	
                                 システムトリガ内SQL単位

                              
                           

                           
                              	
                                 プロシジャ

                              
                              	
                                 プロシジャ実行者

                              
                              	
                                 プロシジャ内SQL単位＋CALL文

                              
                           

                        
                     

                  
                  トリガやプロシジャ内のSQLでエラーが発生した場合，その時点のSQLのイベントの結果，そのトリガの契機となったSQLのイベントの結果，CALL文の結果に同じSQLコードを出力します。トリガ中のエラー発生箇所と監査証跡（SQLコード）の詳細とプロシジャ中のエラー発生箇所と監査証跡（SQLコード）の詳細を次の表に示します。

                  
                     表24‒8　トリガ中のエラー発生箇所と監査証跡（SQLコード）の詳細
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 BEFOREトリガのSQL結果[1]

                              
                              	
                                 トリガ契機のSQL結果

                                 [2]

                              
                              	
                                 AFTERトリガのSQL結果

                                 [3]

                              
                              	
                                 監査証跡（SQLコード）の詳細

                              
                           

                           
                              	
                                 [1]の監査証跡

                              
                              	
                                 [2]の監査証跡

                              
                              	
                                 [3]の監査証跡

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 [1]のSQLコード

                              
                              	
                                 [1]のSQLコード

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 正常

                              
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 [2]のSQLコード

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 正常

                              
                              	
                                 エラー

                              
                              	
                                 [3]のSQLコード

                              
                              	
                                 [3]のSQLコード

                              
                           

                           
                              	
                                 正常

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 0

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        −：該当しません。

                        ×：監査証跡（SQLコード）を出力しません。

                        
                           表24‒9　プロシジャ中のエラー発生箇所と監査証跡（SQLコード）の詳細
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       ネストの有無

                                    
                                    	
                                       監査証跡取得対象イベントの詳細

                                    
                                    	
                                       監査証跡（SQLコード）の詳細

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       [1]

                                    
                                    	
                                       [2]

                                    
                                    	
                                       [3]

                                    
                                    	
                                       [4]

                                    
                                    	
                                       [5]

                                    
                                    	
                                       [1]の監査証跡

                                    
                                    	
                                       [2]の監査証跡

                                    
                                    	
                                       [3]の監査証跡

                                    
                                    	
                                       [4]の監査証跡

                                    
                                    	
                                       [5]の監査証跡

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       [1]のSQLコード

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       [1]のSQLコード

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       正常

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       [5]のSQLコード

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       正常

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       [1]のSQLコード

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       [1]のSQLコード

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       正常

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       [2]のSQLコード

                                    
                                    	
                                       [2]のSQLコード

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       [2]のSQLコード

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       正常

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       [3]のSQLコード

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       [3]のSQLコード

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       正常

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       [4]のSQLコード

                                    
                                    	
                                       [4]のSQLコード

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       正常

                                    
                                    	
                                       エラー

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       [5]のSQLコード

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       正常

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	（凡例）

                     	
                        −：該当しません。

                        ×：監査証跡（SQLコード）を出力しません。

                        [1]：ネスト前プロシジャ中のSQLの結果

                        [2]：ネスト後プロシジャ中のSQLの結果

                        [3]：ネストしているCALL文の結果

                        [4]：ネスト前プロシジャ中のSQLの結果

                        [5]：CALL文の結果

                        [image: [図データ]]

                     

                  

               
               
                  (3)　動的SQLの場合

                  動的SQLの場合は，PREPAREから実行までを一つのSQLとし，その単位でイベント終了の監査証跡を一つ出力します。実行時のイベント終了時の監査証跡出力タイミングは，OPEN，CLOSE，又はEXECUTE完了時です。操作系SQLの種類による動的SQLの流れを次の図に示します。

                  
                     図24‒3　操作系SQLの種類による動的SQLの流れ
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        網掛けしているSQLが監査証跡を出力する契機です。ただし，PREPARE，CLOSE，及びOPENの監査証跡は，エラーの発生箇所によって監査証跡の取得方法が異なります。動的SQL実行時のイベント成否による監査証跡の有無を次の表に示します。

                        
                           表24‒10　動的SQL実行時のイベント成否による監査証跡の有無
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       SQL結果

                                    
                                    	
                                       取得指定

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       成功

                                    
                                    	
                                       失敗

                                    
                                    	
                                       両方

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       PREPARE成功

                                    
                                    	
                                       OPEN(EXECUTE)成功

                                    
                                    	
                                       CLOSE成功

                                    
                                    	
                                       CLOSE(EXECUTE)で出力する

                                    
                                    	
                                       出力しない

                                    
                                    	
                                       CLOSE(EXECUTE)で出力する

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       CLOSE失敗

                                    
                                    	
                                       出力しない

                                    
                                    	
                                       CLOSE(EXECUTE)で出力する

                                    
                                    	
                                       CLOSE(EXECUTE)で出力する

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       OPEN(EXECUTE)失敗

                                    
                                    	
                                       出力しない

                                    
                                    	
                                       OPEN(EXECUTE)で出力する

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       PREPARE失敗

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       出力しない

                                    
                                    	
                                       PREPAREで出力する

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       EXECUTE IMMEDIATE

                                    
                                    	
                                       EXECUTE IMMEDIATEで出力する

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

                  （凡例）−：該当しません。

                  
                     	注

                     	
                        明示的にCLOSE文を実行しなくても，内部的にCLOSE文を実行してカーソルを閉じる契機で，イベント終了の監査証跡を出力します。契機については，マニュアル「HiRDB
                           SQLリファレンス」のCLOSE文を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               24.3.3　監査証跡の関連づけ

               権限チェック時とイベント終了時の監査証跡の関連づけ，及びイベントに対する複数レコードの関連づけは，次に示す情報から調べてください。

               
                  	
                     SQLの場合は，監査証跡に出力されたサーバ名称，CONNECT通番，SQL通番の組み合わせから調べます。

                  

                  	
                     コマンド及びユティリティの場合は，監査証跡に出力されたプロセスID，ホスト名の組み合わせから調べます。

                  

               

               監査証跡の出力内容については，「監査証跡表の列構成」を参照してください。

            
         
         
            24.4　環境設定方法

            セキュリティ監査機能の環境設定を次に示す手順で実行してください。

            
               	〈手順〉

               	
                  
                     	
                        セキュリティ監査機能に関するHiRDBシステム定義のオペランドを指定します。

                     

                     	
                        監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                     

                     	
                        監査人の登録，監査証跡表を格納するRDエリアの作成，及び監査証跡表を作成します。

                     

                     	
                        監査対象イベントを定義します。

                     

                  

                  1〜3はHiRDB管理者がする操作で，4は監査人がする操作です。また，手順の数字はこの後で説明している項レベルに対応しています。例えば，3の操作は22.4.3で説明しています。

               

            

            
               24.4.1　セキュリティ監査機能に関するオペランドの指定

               実行者　HiRDB管理者

               セキュリティ監査機能を使用する場合は次の表に示すオペランドを指定します。

               
                  表24‒11　セキュリティ監査機能を使用する場合に指定するオペランド
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              オペランド名

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              pd_audit

                           
                           	
                              HiRDBの開始時から監査証跡を取得するかどうかを指定します。

                              Y：HiRDBの開始時から監査証跡を取得します。

                              N：HiRDBの開始時から監査証跡を取得しません。

                              このオペランドにNを指定しても，pdaudbeginコマンドを実行すると監査証跡を取得できます。

                              pd_auditオペランドにYを指定するか，又はpdaudbeginコマンドを実行した場合，次に示すイベントの監査証跡を無条件に取得します。

                              
                                 	
                                    システム管理者セキュリティイベント

                                 

                                 	
                                    監査人セキュリティイベント

                                 

                              

                              そのほかのイベントについては，CREATE AUDITで監査証跡を取得するかどうかを定義します。詳細については，「監査対象イベントの定義」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_file_name

                           
                           	
                              監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域名を指定します。このHiRDBファイルシステム領域内にHiRDBが監査証跡ファイルを作成します。セキュリティ監査機能を使用する場合はこのオペランドを必ず指定してください。指定しないとセキュリティ監査機能を使用できません。

                              このオペランドを指定した場合，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）の開始時に監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域に対するアクセスエラーが発生すると，HiRDBを開始できません。

                              なお，HiRDB/パラレルサーバでセキュリティ監査機能を使用する場合，システム全体で監査証跡を取得することを推奨します。システム全体で監査証跡を取得するには，次のどちらかの指定をしてください。

                              
                                 	
                                    システム共通定義でpd_aud_file_nameオペランドを指定する

                                 

                                 	
                                    すべてのユニット制御情報定義でpd_aud_file_nameオペランドを指定する

                                 

                              

                              ただし，同一サーバマシンで複数のユニットを稼働させるシステム構成の場合は，すべてのユニット制御情報定義でpd_aud_file_nameオペランドを指定する必要があります。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_max_generation_size

                           
                           	
                              1監査証跡ファイルの最大容量を指定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_max_generation_num※

                           
                           	
                              監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域内に作成する監査証跡ファイルの最大数（世代数）を指定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_no_standby_file_opr

                           
                           	
                              スワップ先にできる監査証跡ファイルがない場合，及び非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちになった場合のHiRDBの処理方式を指定します。

                              forcewrite（省略値）：

                              スワップ先にできる監査証跡ファイルがない場合，データロード待ち（閉塞状態のファイルを除く）の監査証跡ファイルを強制的にスワップ先にして監査証跡の出力を続行します。監査証跡ファイルの状態については，「監査証跡ファイルの運用」を参照してください。

                              非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちになってから180秒経過した場合，最初にフラッシュ待ちになった非同期出力用バッファを強制的に上書きして再利用することで，監査証跡の出力を続行します。上書きされた非同期出力用バッファの監査証跡は破棄されます。

                              down：

                              スワップ先にできる監査証跡ファイルが残り一つになった場合，又は非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちになってから180秒経過した場合，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を強制終了します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_async_buff_size

                           
                           	
                              監査証跡を非同期に出力する場合に使用するバッファ長を指定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_async_buff_count

                           
                           	
                              監査証跡を非同期に出力する場合に使用するバッファ面数を指定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_async_buff_retry_intvl

                           
                           	
                              監査証跡を非同期に出力する場合に使用するバッファがすべて使用中のとき，未使用のバッファが確保できるまでバッファを監視する処理のリトライ間隔を指定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_file_wrn_pnt

                           
                           	
                              スワップ先にできない監査証跡ファイル数が警告値以上になったとき，警告メッセージを出力します。このオペランドには警告値を，pd_aud_max_generation_numオペランドに指定した監査証跡ファイルの最大数に対する比率で指定します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_aud_auto_loading

                           
                           	
                              監査証跡表の自動データロード機能を使用するかどうかを指定します。

                              Y：監査証跡表の自動データロード機能を使用します。この場合，監査証跡ファイルのスワップ（障害によるスワップは除く）を契機として，監査証跡表へデータロードする処理が自動で実行されます。

                              N：監査証跡表の自動データロード機能を使用しません。この場合，監査証跡表へのデータロード処理は自動で実行されません。監査人が手動で実行してください。

                              HiRDB/パラレルサーバでこのオペランドにYを指定する場合は，システムマネジャがあるユニットに，監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成し，pd_aud_file_nameオペランドを指定する必要があります。指定しないと，監査証跡表の自動データロード機能を使用できません。

                           
                        

                        
                           	
                              pdaudload

                           
                           	
                              監査証跡表の自動データロード機能を使用する場合で，運用方法が次のどれかの条件に該当するときは，pdaudloadでpdloadのオプションを変更します。pdaudloadについては，マニュアル「HiRDB
                                 システム定義」を参照してください。

                              
                                 	
                                    ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用する場合

                                    →ログ取得方式を「ログ取得モード」に変更してください。

                                 

                                 	
                                    監査証跡表を格納したRDエリアのバックアップを取得しない場合

                                    →ログ取得方式を「ログ取得モード」に変更してください。

                                 

                                 	
                                    監査証跡表にインデクスが定義されていて，インデクス一括作成モードでデータロードする場合

                                    →インデクス作成方法を「インデクス一括作成モード」に変更してください。

                                 

                                 	
                                    ローカルバッファを使用してデータロードする場合

                                    →ローカルバッファ面数を指定してください。

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     pd_aud_max_generation_numオペランドの値は次に示す条件を満たすように指定してください。

                     
                        	
                           pd_aud_max_generation_numの値＜pdfmkfsコマンドの-lオプションの値

                        

                     

                     -lオプションには，この後で説明する監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域内の最大ファイル数を指定します。この条件を満たすようにオペランドの値を設定すると，スワップ先にできるファイルをすぐに準備できない場合，pd_aud_max_generation_numオペランドの値を大きくすることで対応できます。推奨する設定方法を次の図に示します。

                     
                        図24‒4　推奨するpd_aud_max_generation_numの値と-lオプションの値の関係
                        [image: [図データ]]

                     
                  

               

            
            
               24.4.2　監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域の作成

               実行者　HiRDB管理者

               pdfmkfsコマンドで監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成します。このHiRDBファイルシステム領域内にHiRDBが監査証跡ファイルを作成します。監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域作成時の注意事項を次に示します。

               
                  	
                     pd_aud_file_nameオペランドで指定したHiRDBファイルシステム領域名を指定してください。

                  

                  	
                     監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域はキャラクタ型スペシャルファイル上に作成してください。通常ファイル上には作成できません。

                  

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合は各ユニットに監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  

                  	
                     -kオプション（使用目的）にはSYS又はSVRを指定してください。推奨値はSYSです。

                  

                  	
                     -nオプション（HiRDBファイルシステム領域長）の指定値の目安を次に示します。

                     推奨値：pd_aud_max_generation_sizeの値×200＋20（単位：メガバイト）

                     最小値：pd_aud_max_generation_sizeの値×pd_aud_max_generation_numの値＋20（単位：メガバイト）

                     
                        	
                           監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域に，ほかのシステムファイルを配置する場合，-nオプションの指定値には監査証跡ファイルの必要容量だけではなく，配置するシステムファイルの必要容量も加算してください。監査証跡ファイルの必要容量だけでHiRDBファイルシステム領域を確保すると，HiRDBの稼働中に監査証跡ファイルの容量が不足することがあります。

                        

                     

                  

                  	
                     -lオプション（HiRDBファイルシステム領域内の最大ファイル数）の指定値の目安を次に示します。

                     推奨値：200（pd_aud_max_generation_numの最大値）

                     最小値：pd_aud_max_generation_numの値

                  

               

            
            
               24.4.3　監査人の登録，監査証跡表を格納するRDエリアの作成，及び監査証跡表の作成

               実行者　HiRDB管理者

               データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）を実行して次に示すことをしてください。次に示す操作は1回のpdmodコマンドで同時に実行できます。

               
                  	
                     監査人の登録

                  

                  	
                     監査証跡表を格納するRDエリアの作成

                  

                  	
                     監査証跡表の作成

                  

               

               
                  (1)　監査人の登録

                  pdmodコマンドのcreate auditor文で監査人を登録します。監査人は次に示す操作などができます。

                  
                     	
                        監査証跡表へのデータロード

                     

                     	
                        監査証跡ファイルのスワップ

                     

                     	
                        監査証跡表の検索及び削除

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              監査人登録時の注意事項は，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「データベース構成変更ユティリティ（pdmod）」の「監査人の登録（セキュリティ監査機能）」の「機能」を参照してください。

                           

                           	
                              一度登録した監査人を削除したり，変更したりできません。

                           

                           	
                              監査人はDBA権限を持てません。監査人が取得できるユーザ権限を次の表に示します。

                              
                                 表24‒12　監査人が取得できるユーザ権限
                                 
                                    
                                       
                                       
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             ユーザ権限の種類

                                          
                                          	
                                             権限の有無

                                          
                                          	
                                             備考

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             主監査人

                                          
                                          	
                                             副監査人

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             監査権限

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                          	
                                             監査人を登録したときに自動的に権限が与えられます。

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             CONNECT権限

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             スキーマ定義権限

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                          	
                                             ×

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             スキーマ操作権限

                                          
                                          	
                                             ×

                                          
                                          	
                                             ×

                                          
                                          	
                                             監査人はスキーマ操作権限を持てません。

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             DBA権限

                                          
                                          	
                                             ×

                                          
                                          	
                                             ×

                                          
                                          	
                                             監査人はDBA権限を持てません。

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             RDエリア利用権限

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                          	
                                             ×

                                          
                                          	
                                             監査証跡表を格納するRDエリアの利用権限をDBA権限保持者から与えてもらう必要があります。ほかのRDエリアについても同様です。

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             表のアクセス権限

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                          	
                                             ○

                                          
                                          	
                                             監査証跡表のアクセス権限が与えられます。ほかの表のアクセス権限については，表の所有者から与えてもらう必要があります。

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                        

                     

                  

                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：この権限を取得できます。

                        ×：この権限を取得できません。

                     

                  

               
               
                  (2)　監査証跡表を格納するRDエリアの作成

                  監査証跡表を格納するRDエリアの容量を見積もり，RDエリアを作成します。

                  
                     (a)　監査証跡表を格納するRDエリアの容量見積もり

                     監査証跡表を格納するRDエリアの容量を見積もるときは，次に示す点を考慮してください。RDエリアの容量の見積もりについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                     
                        	
                           監査証跡表の行長及び監査証跡表を格納するRDエリアのページ長

                           監査証跡表を格納するRDエリアのページ長は，監査証跡表の行長を基に決定してください。監査証跡表の行長の見積もり式は，次のとおりです。

                           監査証跡表の行長＝1296＋pd_aud_sql_source_sizeの値＋pd_aud_sql_data_sizeの値（単位：バイト）

                           SQL文及びSQLデータを取得する場合，これらのバイナリデータを分岐してRDエリアに格納するかどうかを，監査証跡の運用方法に応じて決定してください。例えば，SQL文やSQLデータを監査証跡の検索対象にしない場合，これらを分岐してRDエリアに格納する設計とする方が，性能が良くなることがあります。

                           なお，SQL文及びSQLデータの両方を分岐してRDエリアに格納する場合，監査証跡表の行長は1320バイトです。

                           ページ長の決定については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                        

                        	
                           監査証跡表に記録されるレコード数

                           はじめに，監査証跡を取得するイベントを決定してください。取得できるイベントについては「監査対象になるイベント」を，イベントごとに記録される監査証跡表の項目については「監査証跡のレコード項目（権限チェック時）」及び「監査証跡のレコード項目（イベント終了時）」を参照してください。

                           次に，監査証跡を取得するイベントの発生頻度と，各イベントの記録レコード数※から，1日に記録される監査証跡のレコード数を算出します。そして，次の見積もり式を基に，監査証跡表に格納する行数を算出してください。

                           監査証跡表に格納する行数＝1日に記録される監査証跡のレコード数×データを保存したい日数

                        

                     

                     注※　各イベントの記録レコード数については，「監査証跡のレコード項目（権限チェック時）」及び「監査証跡のレコード項目（イベント終了時）」の表にある，「記録レコード数」の列を参照してください。

                  
                  
                     (b)　RDエリアの作成

                     pdmodコマンドのcreate rdarea文で，監査証跡表を格納するRDエリアを作成します。RDエリアを作成するときの注意事項を次に示します。

                     
                        	
                           監査証跡表を格納するRDエリアは，監査証跡ファイル用とは別のHiRDBファイルシステム領域に作成することを推奨します。

                           監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域に，監査証跡表を格納するRDエリアを作成すると，HiRDBの稼働中に監査証跡ファイルの容量が不足することがあります。

                        

                        	
                           RDエリアの種類はユーザ用RDエリアにしてください。

                        

                        	
                           RDエリアの利用権限を主監査人だけに与えてください。公用RDエリアにしたり，ほかのユーザに利用権限を与えたりしないでください。RDエリアの利用権限はcreate rdarea文のfor
                              user used byオペランドで指定します。

                        

                        	
                           追加したRDエリアにグローバルバッファを割り当ててください。

                        

                        	
                           既存のRDエリアに監査証跡表を格納できますが，公用RDエリア又は主監査人以外のユーザに利用権限があるRDエリアには監査証跡表を格納できません。この場合は，RDエリアの利用権限を主監査人だけに変更してください。

                        

                        	
                           監査証跡表を格納するRDエリアを再作成又は変更する場合は，主監査人が監査証跡表を削除した後に行ってください。

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　監査証跡表の作成

                  pdmodコマンドのcreate audit table文で監査証跡表を作成します。監査証跡表を作成するときの注意事項を次に示します。

                  
                     	
                        監査証跡表は一つだけ作成できます。

                     

                     	
                        監査証跡表は削除及び再定義できます。監査証跡表を削除する場合は主監査人がDROP TABLE文を実行してください。主監査人以外のユーザは監査証跡表を削除できません。削除した後に監査証跡表を再作成する場合はHiRDB管理者がpdmodコマンドのcreate
                           audit table文を実行してください。

                     

                     	
                        監査証跡表はインデクスが定義できます。ただし，データの一意性を保証する列がないため，UNIQUE指定のインデクスは定義しないでください。監査証跡表の列構成については，表「監査証跡表の列構成」を参照してください。

                     

                     	
                        監査証跡表は横分割できません。

                     

                     	
                        監査証跡表の表定義は変更できません。

                     

                  

               
            
            
               24.4.4　監査対象イベントの定義

               実行者　監査人

               システム管理者セキュリティイベント，及び監査人セキュリティイベントは必ず監査対象になりますが，次に示す監査対象イベントを監査対象にするかどうかはCREATE AUDITで定義します。次に示す監査対象イベントのうち任意のイベントを監査対象にできます。

               
                  	
                     セッションセキュリティイベント

                  

                  	
                     権限管理イベント

                  

                  	
                     オブジェクト定義イベント

                  

                  	
                     オブジェクト操作イベント

                  

                  	
                     ユティリティ操作イベント

                  

               

               これらの監査対象イベントを監査対象から外す場合はDROP AUDITを実行してください。CREATE AUDIT及びDROP AUDITについては，マニュアル「HiRDB SQLリファレンス」を参照してください。

            
         
         
            24.5　運用方法

            ここでは，セキュリティ監査機能使用時にHiRDB管理者が行う操作と監査人が行う操作，及び監査証跡表の自動データロード機能を適用した場合の運用について説明します。

            
               24.5.1　HiRDB管理者が行う操作

               
                  (1)　監査証跡の取得

                  HiRDB管理者は次に示すどちらかの方法で監査証跡を取得してください。

                  
                     	
                        pd_auditオペランドにYを指定する

                        この場合，HiRDBの開始時から監査証跡を取得します。

                     

                     	
                        pdaudbeginコマンドを実行する

                        この場合，コマンド実行時から監査証跡を取得します。

                     

                  

                  なお，監査証跡の取得を中止する場合はpdaudendコマンドを実行してください。このコマンドはHiRDB管理者だけが使用できます。監査人は使用できません。

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              HiRDBを再開始する場合は前回稼働時の状態を引き継ぎます。監査証跡を取得していた場合は再開始後も監査証跡を取得します。監査証跡を取得していなかった場合は再開始後も監査証跡を取得しません。

                           

                           	
                              HiRDBを正常開始する場合は，前回稼働時の状態よりpd_auditオペランドの指定を優先します。監査証跡を取得していた場合でも，pd_audit＝Nを指定していると正常開始後に監査証跡を取得しません。監査証跡を取得していなかった場合でも，pd_audit＝Yを指定していると正常開始後に監査証跡を取得します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　監査証跡ファイルの削除

                  pdaudrmコマンドで監査証跡ファイルを削除できます。このコマンドはHiRDB管理者だけが使用できます。監査人は使用できません。

               
               
                  (3)　監査証跡表を格納するRDエリアの操作

                  監査証跡表を格納するRDエリアの操作はHiRDB管理者が行います。例えば，次に示す操作はHiRDB管理者が行います。

                  
                     	
                        監査証跡表を格納するRDエリアのバックアップ取得

                     

                     	
                        監査証跡表を格納するRDエリアの回復

                     

                     	
                        監査証跡表を格納するRDエリアの構成変更（RDエリアの拡張など）

                     

                     	
                        監査証跡表を格納するRDエリアの利用権限の付与又は削除※

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        監査証跡表を格納するRDエリアを変更する場合に行います。例えば，変更前のRDエリアの利用権限を削除し，変更後のRDエリアの利用権限を主監査人に付与します。

                     

                  

               
               
                  (4)　監査証跡表へのデータ登録（監査証跡表へのデータロード）

                  監査証跡表へのデータ登録は，HiRDB管理者でコマンドを実行し，HiRDBへアクセスする際の認証には監査人の認可識別子とパスワードを指定してください。データロード待ちの監査証跡ファイルを入力情報にして，データベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）で監査証跡表にデータロードしてください。データロードの方法については，「監査証跡表へのデータ登録」を参照してください。

               
               
                  (5)　監査証跡ファイルの状態確認

                  pdls -d audコマンドでの監査証跡ファイルの状態確認は，HiRDB管理者でコマンドを実行し，HiRDBへアクセスする際の認証には監査人の認可識別子とパスワードを指定してください。次のことを確認できます。

                  
                     	
                        データロード待ちの監査証跡ファイルがあるか

                     

                     	
                        スワップ先にできる監査証跡ファイルがあるか

                     

                  

                  監査証跡ファイルの状態については，「監査証跡ファイルの運用」を参照してください。

               
               
                  (6)　監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域の操作

                  監査証跡表用のHiRDBファイルシステム領域の操作はHiRDB管理者が行います。例えば，次に示す操作はHiRDB管理者が行います。

                  
                     	
                        HiRDBファイルシステム領域の削除による監査証跡表の削除（OSのコマンドで削除）※

                     

                     	
                        pdfbkupコマンドによるHiRDBファイルシステム領域のバックアップ取得

                     

                     	
                        pdfrstrコマンドによるHiRDBファイルシステム領域の回復

                     

                     	
                        pdfmkfsコマンドによるHiRDBファイルシステム領域の初期設定

                     

                     	
                        pdfrmコマンドによる監査証跡表を格納しているHiRDBファイルの削除

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        HiRDBはこのイベントを監査証跡として出力しません。このイベントを監査するにはOSの監査機能を使用してください。

                     

                  

               
               
                  (7)　監査証跡ファイルのスワップ

                  pdaudswapコマンドでの監査証跡ファイルのスワップは，HiRDB管理者でコマンドを実行し，HiRDBへアクセスする際の認証には監査人の認可識別子とパスワードを指定してください。現用の監査証跡ファイルのデータを監査証跡表にデータロードする場合，pdaudswapコマンドで監査証跡ファイルをスワップした後にデータロードを実行する必要があります。現用ファイルはデータロードできません。

                  
                     	注意事項

                     	
                        次に示すどちらかの条件を満たす場合はpdaudswapコマンドを実行できません。

                        
                           	
                              スワップ先にできる監査証跡ファイルがない

                           

                           	
                              監査証跡ファイルが一つも生成されていない

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               24.5.2　監査人が行う操作

               
                  (1)　監査証跡表の利用

                  監査証跡表を利用して監査を行ってください。監査表の列構成については，「監査証跡表の列構成」を参照してください。

               
               
                  (2)　監査証跡表の操作

                  監査証跡表の操作は監査人が行います。例えば，次に示す操作は監査人が行います。

                  
                     	
                        監査証跡表のアクセス権限の付与

                        監査証跡表及び監査証跡表を基表とするビュー表のSELECT権限だけをほかのユーザに与えられます。SELECT権限の削除もできます。INSERT，UPDATE，及びDELETE権限はほかのユーザに与えられません。監査証跡表のアクセス権限の付与及び削除は主監査人が行ってください。主監査人以外のユーザは監査証跡表のアクセス権限を付与できません。

                     

                     	
                        監査証跡表のインデクス定義

                        監査証跡表にインデクスを定義できます。監査表の列構成については，「監査証跡表の列構成」を参照してください。

                        なお，監査証跡表を横分割したり，表の定義を変更したりすることはできません。

                     

                     	
                        監査証跡表の再編成

                        監査証跡表の再編成は監査人が行ってください。監査人以外のユーザは監査証跡表を再編成できません。

                     

                     	
                        監査証跡表の削除

                        DROP TABLEで監査証跡表を削除できます。監査証跡表の削除は主監査人が行ってください。主監査人以外のユーザは監査証跡表を削除できません。

                        監査証跡表を再度作成する場合は，HiRDB管理者がpdmodコマンドのcreate audit table文を実行してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　コマンド実行時の認証

                  次のコマンドを実行するときは，HiRDB管理者と共同で行う必要があります。HiRDB管理者がコマンドを実行すると，パスワード入力要求のメッセージが表示されます。このとき，監査人が認可識別子とパスワードを入力してください。

                  
                     	
                        pdaudatldコマンド

                     

                     	
                        pdaudputコマンド

                     

                     	
                        pdaudswapコマンド

                     

                     	
                        pdls -d audコマンド

                     

                     	
                        データベース作成ユティリティ（pdload）※

                     

                  

                  注※　監査証跡を監査証跡表にデータロードをするときだけ該当します。

               
               
                  (4)　監査対象イベントの追加及び削除

                  CREATE AUDITで監査対象イベントを追加できます。DROP AUDITで不要な監査対象イベントを削除できます。

               
               
                  (5)　パスワードの変更

                  GRANT AUDITで監査人が自分のパスワードを変更できます。ほかの監査人のパスワードは変更できません。

               
               
                  (6)　主監査人のスキーマ削除

                  監査証跡表がない場合に主監査人のスキーマを削除できます。主監査人及びDBA権限保持者が主監査人のスキーマを削除できます。

               
            
            
               24.5.3　監査証跡表の自動データロード機能を適用した場合の運用

               
                  (1)　監査証跡表の参照

                  監査証跡表の自動データロード機能を適用すると，pdloadコマンドがデータロード中でもNOWAIT検索で監査証跡表が参照できます※。監査証跡表を参照するときは，SQLの排他オプションにWITHOUT LOCK NOWAITを指定してください。SQLの排他オプションを指定しないで監査証跡表を参照した場合，pdloadコマンドの実行中に監査証跡表にアクセスしようとしたSQLが排他解除待ちになることや，SQLで検索中の監査証跡表にデータロードしようとしたpdloadコマンドが排他解除待ちタイムアウトになることがあり，pdloadコマンドが異常終了するおそれがあります。

                  自動データロード機能では，排他解除待ちタイムアウトのようなリトライ可能なエラーが発生した場合，再度データロードを行いますが，エラーが繰り返し発生した場合は機能を停止します。この場合，自動データロード機能を手動で再開始する必要があります。エラーの内容に応じた対処方法については，表「自動データロード実行中の障害内容と対処方法」を参照してください。

                  
                     	注※

                     	
                        pdaudloadコマンドでインデクス一括作成モード，又はローカルバッファを使用したデータロードを実行している場合は，NOWAIT検索による監査証跡表の参照はできません。検索方法による監査証跡表の参照可否を，次の表に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       検索方法

                                    
                                    	
                                       データロード中でない場合

                                    
                                    	
                                       データロード中の場合

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       pdloadコマンドが使用するバッファ

                                    
                                    	
                                       pdloadコマンドのインデクス作成方法

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       グローバル

                                    
                                    	
                                       ローカル

                                    
                                    	
                                       同時作成

                                    
                                    	
                                       一括作成

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       NOWAIT検索

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       上記以外の検索

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        
                           	（凡例）

                           	
                              ○：監査証跡表を参照できます。

                              ×：監査証跡表を参照できません（データロードが完了するまで，排他解除待ちとなります）。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　自動データロード機能の開始及び停止のタイミング

                  監査証跡表の自動データロード機能を適用した場合の，機能の開始及び停止のタイミングを次に示します。

                  
                     	
                        開始タイミング

                        
                           	
                              HiRDBを開始（pdstartコマンドを実行）した時

                           

                           	
                              pdaudatldコマンド（-bオプション指定）を実行して機能を再開始した時

                           

                           	
                              HiRDBを再開始した時

                           

                        

                        自動データロード機能の開始時に，データロード待ち状態の監査証跡ファイルをデータロードします。

                     

                     	
                        停止タイミング

                        
                           	
                              HiRDBを停止（pdstopコマンドを実行）した時

                           

                           	
                              pdaudatldコマンド（-tオプション指定）を実行して機能を停止した時

                           

                        

                        pdstopコマンド又はpdaudatldコマンドを受け付けた時点でデータロードの対象となる監査証跡ファイルがある場合は，それらをすべてデータロードした後に機能を停止します。コマンドを受け付けた後に監査証跡ファイルのスワップが発生した場合は，次回pdstartコマンド又はpdaudatldコマンドを実行した時にデータロードを実行します。

                     

                  

                  次の場合，自動データロード機能は即時に停止します。データロードされなかった監査証跡ファイルは，次回pdstartコマンド又はpdaudatldコマンドを実行した時にデータロードを実行します。

                  
                     	
                        監査証跡表へのデータロード中にリトライできない障害が発生した時

                     

                     	
                        HiRDBが異常終了（pdloadコマンドを実行しているユニットがダウン※）した時

                     

                     	
                        HiRDBを強制終了（pdstop -fコマンドを実行）した時

                     

                  

                  pdaudatldコマンドは，監査証跡表の自動データロード機能の再開始と停止を制御するコマンドです。詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  
                     	注※

                     	
                        システムマネジャがあるユニットがダウンした場合は，HiRDBの再開始時に自動データロード機能を開始します。なお，pdloadを実行していないユニットがダウンしても，自動データロード機能は停止しません。

                        障害発生時の運用については，「自動データロード機能適用中に障害が発生したときの対処方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　自動データロード機能の一時停止を利用した運用例

                  監査人は，pdaudatldコマンドで自動データロード機能を任意の時点で一時停止できます。ここでは運用例として，自動データロード機能を一時停止し，機能を停止した時点又は一日の業務終了時点での監査証跡表の内容をアンロードログファイルに退避し，バックアップを取得する方法について説明します。

                  
                     	
                        機能を停止した時点でのバックアップを取得する場合は，手順1，5，6，7の操作を行ってください。この方法は，一定時間ごとの監査証跡表の状態をバックアップする運用を前提としているため，現用の監査証跡ファイルの内容はバックアップの対象にはなりません。

                     

                     	
                        一日の業務終了時点でのバックアップを取得する場合は，手順1〜7の操作を行ってください。この方法は，一日の業務で記録されたすべての監査証跡をバックアップする運用を前提としているため，現用の監査証跡ファイルの内容も監査証跡表にデータロードします。

                     

                  

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        [image: [図データ]]

                     

                  

                  〈説明〉

                  
                     	
                        pdaudatld -tコマンドを実行して，自動データロード機能を停止します。これによって，次に機能を再開始するまでの間（図中の(a)で示す期間）は，監査証跡表へのデータロードは発生しません。なお，データロード中にpdaudatld
                           -tコマンドを実行した場合は，データロードがすべて完了してから機能を停止します。

                        機能が正常に停止すると，pdaudatld -tコマンド実行までにデータロード待ち状態となった監査証跡ファイルの内容は，すべて監査証跡表にデータロードされた状態になります。

                     

                     	
                        pdls -d audコマンドを実行して，1.で機能を停止した後にデータロード待ち状態になった監査証跡ファイルや，現用の監査証跡ファイルを確認します。

                     

                     	
                        pdaudswapコマンドを実行して現用の監査証跡ファイルをスワップし，データロード待ち状態にします。

                     

                     	
                        pdloadコマンドを実行して，データロード待ち状態となっている監査証跡ファイルを監査証跡表にデータロードします。

                     

                     	
                        pdrorgコマンドを実行して，この時点の監査証跡表の内容をアンロードデータファイルに出力します。

                     

                     	
                        監査証跡表の内容は，アンロードデータファイルに出力されたため不要になります。容量不足による自動データロード機能の停止を防ぐために，監査証跡表のデータを削除します。

                     

                     	
                        pdaudatld -bコマンドを実行して，自動データロード機能を再開始します。

                     

                  

               
               
                  (4)　自動データロード機能を適用した場合のHiRDBの停止処理

                  監査証跡表の自動データロード機能を適用している場合，HiRDBの停止処理の動作が変わることがあります。停止処理ごとのHiRDBの動作内容と，対処方法を次の表に示します。

                  
                     表24‒13　監査証跡表の自動データロード機能を適用した場合のHiRDBの停止処理動作
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 停止処理の種類

                              
                              	
                                 自動データロードの

                                 実行状態

                              
                              	
                                 HiRDBの動作

                              
                              	
                                 対処方法

                              
                           

                           
                              	
                                 停止処理

                              
                              	
                                 自動データロード機能の動作状態※１

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システム正常停止（pdstop実行）

                                 又は

                                 システム計画停止（pdstop -P実行）

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       KFPS05719-Wメッセージを表示します。

                                    

                                    	
                                       すべてのデータロードを完了した後，正常停止処理を開始します（監査証跡表へのデータロードが完了すると，KFPS05720-Iメッセージを表示します）。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       「DISABLE(WAIT)」に変わります。

                                    

                                    	
                                       監査証跡ファイルのスワップが発生した場合は，pdstopコマンドの実行前ならHiRDBが停止する前に，pdstopの実行後なら次回HiRDBを起動した時に再度データロードを実行します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 システム強制停止（pdstop -f実行）

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       「ENABLE」を保ちます。

                                    

                                    	
                                       実行中のデータロードは，システム強制停止と同時に異常終了します。

                                    

                                    	
                                       データロード中だった監査証跡ファイルは，次回HiRDBを起動した時に再度データロードを実行します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 非MGRユニット正常停止（pdstop -u又は-x）※４

                              
                              	
                                 監査証跡表のあるユニット，又は自動データロード中の監査証跡ファイルのあるユニット

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 ユニットは正常停止しません。KFPS05070-E又はKFPS05234-Eメッセージを表示し，pdstopコマンドはエラー終了します。

                              
                              	
                                 該当するユニットを正常停止する場合は，pdaudatld -tコマンドで自動データロード機能を停止させた後，pdstop -u/-xコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 上記以外のユニット

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                           

                           
                              	
                                 非MGRユニット強制停止（pdstop -z又は-z -q）

                                 異常終了

                                 ※２※４

                              
                              	
                                 監査証跡表のあるユニット，又は自動データロード中の監査証跡ファイルのあるユニット

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       「DISABLE(WAIT)」に変わります。

                                    

                                    	
                                       KFPS05713-Eメッセージを表示します。

                                    

                                    	
                                       実行中のデータロードは，ユニット強制停止と同時にエラー終了，又は異常終了します。

                                    

                                    	
                                       データロード中だった監査証跡ファイルは，次回自動データロード機能を再開始した後に再度データロードを実行します。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 自動データロード機能を再開始する場合は，pdaudatld -bコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 上記以外のユニット

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                           

                           
                              	
                                 MGRユニット強制停止（pdstop -z又は-z -q）

                                 異常終了

                                 ※２※４

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 MGRユニットを再開始した後も，動作状態は「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       MGRユニットを再開始した後も，動作状態は「ENABLE」を保ちます。

                                    

                                    	
                                       実行中のデータロードは，ユニット強制停止と同時に異常終了します。

                                    

                                    	
                                       データロード中だった監査証跡ファイルは，MGRユニットを再開始した後に再度データロードを実行します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバ正常停止（pdstop -s又は-u -s）※４

                              
                              	
                                 監査証跡表のあるサーバ

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 サーバは正常停止しません。KFPS05071-E又はKFPS05235-Eメッセージを表示し，pdstopコマンドはエラー終了します。

                              
                              	
                                 該当するサーバを正常停止する場合は，pdaudatld -tコマンドで自動データロード機能を停止させた後，pdstop -s/-u -sコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 上記以外のサーバ

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバ強制停止（pdstop -s -f，-s -z又は-u -s -z）※３※４

                              
                              	
                                 監査証跡表のあるサーバ

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       「DISABLE」に変わります。

                                    

                                    	
                                       KFPS05713-Eメッセージを表示します。

                                    

                                    	
                                       実行中のデータロードは，サーバ強制停止と同時にエラー終了，又は異常終了します。

                                    

                                    	
                                       データロード中だった監査証跡ファイルは，次回自動データロード機能を再開始した後に再度データロードを実行します。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 自動データロード機能を再開始する場合は，pdaudatld -bコマンドを実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 上記以外のサーバ

                              
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 自動データロード機能を適用していない場合と動作は同じです。

                              
                              	
                                 「ENABLE」を保ちます。

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        −：特にありません。

                        MGRユニット：システムマネジャがあるユニット

                        非MGRユニット：システムマネジャがないユニット

                     

                     	注※１

                     	
                        pdaudatld -iコマンドで表示される，次の状態を示します。

                        　ENABLE：有効

                        　DISABLE（WAIT）：停止処理中

                        　DISABLE：停止

                     

                     	注※２

                     	
                        系切り替えが契機のユニット強制停止を含みます。

                     

                     	注※３

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替えによるサーバ強制停止を含みます。

                     

                     	注※４

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合だけ該当します。

                     

                  

               
               
                  (5)　データロード中に自動データロード機能を停止した場合のHiRDBの動作

                  監査証跡表の自動データロード機能を適用している場合，pdaudatld -tコマンドで機能を停止できますが，自動データロードの実行状態によって，機能を停止するタイミングが変わります。自動データロード機能を停止した場合のHiRDBの動作を，次の表に示します。

                  
                     表24‒14　自動データロード機能を停止した場合のHiRDBの動作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 自動データロードの

                                 実行状態

                              
                              	
                                 HiRDBの動作

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudatld -tコマンド実行時の動作

                              
                              	
                                 自動データロードの動作

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 未実行

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       自動データロード機能をすぐに停止し，KFPS05712-Iメッセージを表示します。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 実行中

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       KFPS05719-Wメッセージを表示し，監査証跡ファイルのデータロードが完了するまで，自動データロード機能の停止を待ち合わせます（データロードが完了すると，KFPS05720-Iメッセージを表示します）。

                                    

                                    	
                                       自動データロード機能を停止し，KFPS05712-Iメッセージを表示します。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       pdaudatld -tコマンド実行までにデータロード待ち状態となった監査証跡ファイルのデータロードを実行します。

                                    

                                    	
                                       pdaudatld -tコマンド実行後にデータロード待ち状態となった監査証跡ファイルは，次回pdstart又はpdaudatld -bコマンドを実行した時にデータロードを実行します。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        −：特にありません。

                     

                  

               
               
                  (6)　データロード完了を待ち合わせている状態で，データロードがエラー終了した場合のHiRDBの動作

                  (4)及び(5)で，ほかのコマンド（pdstop及びpdaudatld -t）が監査証跡表へのデータロード完了を待ち合わせている場合があります。データロードが完了するとコマンドの実行を再開しますが，データロードがエラー終了した場合は，データロードを待ち合わせないでコマンドの実行を再開します。このときのHiRDBの動作を次の表に示します。

                  
                     表24‒15　監査証跡表へのデータロード完了を待ち合わせている状態で，データロードが終了した場合のHiRDBの動作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 監査証跡表への

                                 データロード完了を

                                 待ち合わせている

                                 コマンド

                              
                              	
                                 データロードの終了状態

                              
                           

                           
                              	
                                 正常終了した場合

                              
                              	
                                 エラー終了した場合

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pdstop

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       データロードが完了すると，KFPS05720-Iメッセージを表示します。

                                    

                                    	
                                       HiRDBの停止処理を実行します（コマンドの終了コードは0です）。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       エラーが発生すると，KFPS05721-Wメッセージを表示します。

                                    

                                    	
                                       データロード完了を待ち合わせないでHiRDBの停止処理を実行します（コマンドの終了コードは0です）。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudatld -t

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       データロードが完了すると，KFPS05720-Iメッセージを表示します。

                                    

                                    	
                                       監査証跡表の自動データロード機能を停止します（コマンドの終了コードは0です）。

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       エラーが発生すると，KFPS05721-Wメッセージを表示します。

                                    

                                    	
                                       データロード完了を待ち合わせないでHiRDBの停止処理を実行します（コマンドの終了コードは4です）。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (7)　注意事項

                  
                     (a)　監査証跡表の容量不足に注意してください

                     監査証跡表の自動データロード機能を適用することで，監査証跡ファイルの管理は不要となります（入出力エラーが発生した場合を除きます）が，監査証跡表を格納するRDエリアの容量が不足しないように注意する必要があります。

                     監査証跡ファイルに監査証跡が記録される限り，データロードは自動的に続くため，監査証跡表を格納するRDエリアの容量が不足するとデータロードができなくなり，自動データロード機能が停止します。

                     自動データロード機能が停止した場合は，不要なデータを削除，又はRDエリアを拡張した後に，自動データロード機能を再開始する必要があります。対処方法については，表「自動データロード実行中の障害内容と対処方法」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　pd_lck_wait_timeoutオペランドに0を指定している場合

                     監査証跡ファイルをデータロードしている途中で別の監査証跡ファイルがスワップした場合，先行の監査証跡ファイルの処理が完了するまでは排他待ち状態となり，データロードできません。

                     先行するデータロード処理に障害が発生した場合など，排他待ち状態が長時間に及ぶと，データロード待ちの監査証跡ファイルが増えるおそれがあります。pd_lck_wait_timeoutオペランドの値を0としている場合は，排他待ち状態が解除されるまで待ち続けるため，pdaudatldコマンドで監査証跡ファイルの状態を随時監視するようにしてください。

                  
                  
                     (c)　自動データロードの実行ユーザについて

                     HiRDBが監査証跡ファイルをデータロードする場合，pdloadコマンドでは実行ユーザの権限チェックをしないため，権限チェック時の監査記録は出力しません。また，イベント終了時の監査記録に出力されるユーザ識別子の長さは0バイトです。

                  
               
            
         
         
            24.6　監査証跡ファイルの運用

            ここでは，監査証跡ファイルが作成されるときの仕組みについて説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  監査証跡ファイルの作成

               

               	
                  監査証跡ファイルの状態

               

               	
                  監査証跡ファイルのスワップ

               

               	
                  監査証跡ファイルの容量変更

               

            

            
               24.6.1　監査証跡ファイルの作成

               
                  (1)　監査証跡ファイルの作成規則

                  監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域内にHiRDBが自動的に監査証跡ファイルを作成します。最初に作成した監査証跡ファイルを1世代目として，順に2世代目，3世代目，…というように作成します。監査証跡ファイルの作成規則を次の図に示します。

                  
                     図24‒5　監査証跡ファイルの作成規則
                     [image: [図データ]]

                  
                  HiRDBファイルシステム領域内に作成される監査証跡ファイル数の上限はpd_aud_max_generation_numオペランドの値になります。ただし，pdfmkfsコマンドの-lオプションの値がpd_aud_max_generation_numオペランドの値より小さい場合は，-lオプションの値が上限になります。また，HiRDBファイルシステム領域の領域不足が発生した場合は，pd_aud_max_generation_numオペランドの値まで監査証跡ファイルを作成できません。

               
               
                  (2)　監査証跡ファイルの名称

                  監査証跡ファイルの名称は次に示す規則で決まります。

                  　pdaudユニット識別子001〜200.aud

                  
                     	（例）ユニット識別子がUNT1で，pd_aud_max_generation_num＝100の場合

                     	
                        １世代目のファイル名：pdaudUNT1001.aud

                        ２世代目のファイル名：pdaudUNT1002.aud

                        　　　　　：　　　　　　　　：

                        99世代目のファイル名：pdaudUNT1099.aud

                        100世代目のファイル名：pdaudUNT1100.aud

                     

                  

                  監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域内に監査証跡ファイル以外のファイルを作成する場合は，上記の名称規則に該当するファイルを作成しないでください。

               
               
                  (3)　監査証跡ファイルへの出力（同期出力）

                  監査証跡の出力方式はpd_aud_async_buff_sizeオペランドの指定値によって同期出力又は非同期出力に分かれます。ここでは，同期出力の場合について説明します。

                  監査証跡ファイルが一つもない場合は，最初の監査証跡の取得契機時に監査証跡ファイルを作成して監査証跡を出力します。監査証跡ファイルが一つ以上ある場合は，監査証跡の取得契機ごとに監査証跡を現用ファイルに出力します。

               
               
                  (4)　監査証跡ファイルへの出力（非同期出力）

                  監査証跡の出力方式はpd_aud_async_buff_sizeオペランドの指定値によって同期出力又は非同期出力に分かれます。ここでは，非同期出力の場合について説明します。

                  
                     (a)　非同期出力の仕組み

                     監査証跡を非同期出力する場合の仕組みを説明します。

                     監査証跡の出力契機が発生すると，監査証跡を非同期出力用バッファに格納し，非同期出力用バッファが満杯になると，監査証跡ファイルへ出力します。このため，非同期出力では，HiRDBのシステム構築時に，非同期出力用バッファを用意しておく必要があります。

                     なお，非同期出力用バッファは，共用メモリ上に確保します。非同期出力の仕組みを次の図に示します。

                     
                        図24‒6　非同期出力の仕組み
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	［説明］

                        	
                           
                              	
                                 1面目の非同期出力用バッファが満杯になると，監査証跡を監査証跡ファイルに出力し，格納先を2面目の非同期出力用バッファに切り替えます。

                              

                              	
                                 以降の監査証跡は，2面目の非同期出力用バッファに格納します。2面目の非同期出力用バッファが満杯になった場合は，1.，2.を繰り返します。

                              

                           

                        

                        	注意事項

                        	
                           非同期出力用バッファの監査証跡を監査証跡ファイルに出力している間は，順序性を維持するため，別の非同期出力用バッファの監査証跡を監査証跡ファイルに出力できません。このため，監査証跡ファイルへの出力に時間を要する場合，複数面の非同期出力用バッファが満杯になることがあります。

                           その影響で，システムで稼働させるトランザクション，及びユティリティの実行間隔や同時実行本数によっては，非同期出力用バッファが不足することがあります。これを非同期出力用バッファの枯渇といいます。

                           非同期出力用バッファの枯渇は，HiRDBの性能劣化の原因になります。

                           図の例では，非同期出力用バッファは7面分設定されています。もし，1面目の非同期出力用バッファの内容を監査証跡ファイルに出力している間に，7面すべての非同期出力用バッファが満杯になると，新しく発生した監査証跡の格納ができません。このとき，トランザクション又はユティリティは，非同期出力用バッファに空きができるまで，監査証跡の格納を待ち合わせるため，性能が劣化します。

                           HiRDBの性能劣化を防ぐため，監査証跡の出力状況を考慮して，非同期出力用バッファの大きさを見直すことをお勧めします。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　非同期出力用バッファの大きさを見直す手順

                     HiRDBの性能劣化を防ぐため，次の図に示す手順で，非同期出力用バッファの大きさを見直してください。

                     
                        図24‒7　非同期出力用バッファの大きさの見直し手順
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	1.　非同期出力用バッファの最大消費量の見積もり

                        	
                           まず，非同期出力用バッファの最大消費量を見積もります。

                           非同期出力用バッファの最大消費量とは，非同期出力用バッファ1面分の監査証跡を監査証跡ファイルに出力している間に格納された監査証跡によって使用される，非同期出力用バッファの最大値です。監査証跡ファイルの世代スワップ中に出力される監査証跡の件数から求められます。

                           非同期出力用バッファの最大消費量を算出する式を次に示します。

                           非同期出力用バッファの最大消費量（単位：バイト）＝
（監査証跡ファイルの世代スワップに掛かる時間…（i）
        ×1秒間に格納する監査証跡記録件数の最大値…（ii）
        ×監査証跡1件当たりのレコードサイズ…（iii））
        ＋非同期出力用バッファ1面のサイズ…（iv）

                           
                              	（i）監査証跡ファイルの世代スワップに掛かる時間

                              	
                                 監査証跡ファイルの世代スワップに掛かる時間は，HiRDBがメッセージを出力した時刻から導きます。

                                 次の二つのメッセージが出力された時刻の差分が，監査証跡ファイルの世代スワップに掛かった時間です。

                                 
                                    	
                                       KFPS05703-Iメッセージ（監査証跡ファイルの世代を解放したことを示す）

                                    

                                    	
                                       KFPS05702-Iメッセージ（監査証跡ファイルの世代を割り当てたことを示す）

                                    

                                 

                                 なお，差分が0秒の場合は1秒とみなして計算してください。

                              

                              	（ii）1秒間に格納する監査証跡記録件数の最大値

                              	
                                 1秒間に格納する監査証跡記録件数の最大値は，発行するSQLとアクセスする表数から求めます。

                                 概算値は，次の計算式で求めます。

                                 1秒間に格納する監査証跡記録件数の最大値＝1秒間に発行するSQL件数の最大数×3×アクセスする表数

                                 監査証跡記録件数を正確に求める場合は，「監査証跡のレコード項目（権限チェック時）」及び「監査証跡のレコード項目（イベント終了時）」を参照してください。

                              

                              	（iii）監査証跡1件当たりのレコードサイズ

                              	
                                 マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「監査証跡ファイルの容量の見積もり」の「監査証跡のレコードサイズ」を参照して見積もってください。

                              

                              	（iv）非同期出力用バッファ1面のサイズ

                              	
                                 pd_aud_async_buff_sizeオペランドの指定値を使います。デフォルト値は401408です。

                              

                           

                        

                        	2.　非同期出力用バッファの総容量の見積もり

                        	
                           非同期出力用バッファの総容量は，次の計算式で求めます。

                           非同期出力用バッファの総容量＝
pd_aud_async_buff_sizeオペランドの指定値×pd_aud_async_buff_countオペランドの指定値

                           非同期出力用バッファの総容量が，非同期出力用バッファの最大消費量の2倍に満たない場合，非同期出力用バッファの最大消費量の2倍にすることを推奨します。推奨する理由は次のとおりです。

                           監査証跡ファイルへの出力に時間が掛かった場合，複数面の非同期出力用バッファが満杯になることがあります。その際，トランザクション量の急な増加が発生すると，非同期出力用バッファが枯渇するおそれがあります。そうした場合にも枯渇が発生しないよう，非同期出力用バッファの最大消費量の2倍の値にすることを推奨します。

                        

                        	3.　非同期出力用バッファの1面のサイズと必要面数の見積もり

                        	
                           次の表に従って，システム定義のpd_aud_async_buff_sizeオペランドとpd_aud_async_buff_countオペランドの値を見積もります。

                           1面当たりのサイズと必要面数の推奨値を次の表に示します。

                           
                              表24‒16　非同期出力用バッファ1面当たりのサイズと必要面数の推奨値
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          判定条件

                                       
                                       	
                                          非同期出力用バッファ

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          1面当たりのサイズ

                                          （pd_aud_async_buff_size

                                          オペランドの指定値）

                                       
                                       	
                                          必要面数

                                          （pd_aud_async_buff_count

                                          オペランドの指定値）

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          推奨値（非同期出力用バッファの最大消費量×2）≦非同期出力用バッファの総容量

                                       
                                       	
                                          変更は不要です。

                                       
                                       	
                                          変更は不要です。

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          推奨値（非同期出力用バッファの最大消費量×2）＞非同期出力用バッファの総容量

                                       
                                       	
                                          最大値の6553600に変更します。

                                       
                                       	
                                          次の計算式で算出した値に変更します。

                                          max（現在のpd_aud_async_buff_countオペランドの指定値，↑非同期出力用バッファの最大消費量×2÷6553600↑）

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                           
                              	注意事項

                              	
                                 非同期出力用バッファの総容量を見直しても，監査証跡ファイルの世代スワップが連続して発生した場合は，非同期出力用バッファから監査証跡ファイルへの出力が進まなくなり，非同期出力用バッファの枯渇につながるおそれがあります。

                                 非同期出力用バッファの枯渇によるHiRDBの性能劣化を防ぐには，非同期出力用バッファの大きさだけではなく，監査証跡ファイル1世代の最大容量（pd_aud_max_generation_sizeオペランド）の値が，次の大小関係を満たすように見直すことをお勧めします。

                                 （非同期出力用バッファの最大消費量×2÷1024÷1024）＜ pd_aud_max_generation_sizeオペランドの指定値

                                 （単位：メガバイト）

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　非同期出力用バッファフラッシュ契機

                     非同期出力を選択した場合は監査証跡の出力契機が発生すると，監査証跡を一時的に非同期出力用のバッファに格納します。非同期出力用のバッファに格納した監査証跡は次に示す契機に監査証跡ファイルに出力されます。これを非同期出力用バッファフラッシュ契機といいます。

                     
                        	
                           非同期出力用バッファが満杯になった場合

                        

                        	
                           pdaudswapコマンドを実行した場合

                        

                        	
                           pdaudendコマンドを実行した場合

                        

                        	
                           pdstopコマンドでHiRDB（ユニット）を正常終了又は計画停止した場合

                        

                     

                     なお，非同期出力用バッファフラッシュ契機が頻繁に発生すると，非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちとなることがあります。このときの対処方法については，「非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちになった場合」を参照してください。

                     すべての面がフラッシュ待ちになってから180秒経過すると，HiRDBはpd_aud_no_standby_file_oprオペランドの指定値に従って処理を行います。

                     
                        	forcewrite（省略値）を指定した場合

                        	
                           最初にフラッシュ待ちになった非同期出力用バッファの監査証跡を上書きして，監査証跡の出力を続行します。上書きされた非同期出力用バッファの監査証跡は破棄されます。

                        

                        	downを指定した場合

                        	
                           KFPS05722-Eメッセージを出力し，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を強制終了します。非同期出力用バッファにあった監査証跡，及び非同期出力用バッファに出力しようとしていた監査証跡はともに破棄されます。

                        

                     

                  
               
            
            
               24.6.2　監査証跡ファイルの状態

               HiRDBは監査証跡ファイルを幾つかの状態に分けて管理しています。監査証跡ファイルの状態を次の表及び次の図に示します。監査証跡ファイルの状態はpdls -d audコマンドで確認できます。

               
                  表24‒17　監査証跡ファイルの状態
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ファイルの状態

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              現用

                           
                           	
                              監査証跡の出力対象になっているファイルです。この状態のファイルは常に一つです。なお，現用以外のファイルを待機といいます。

                           
                        

                        
                           	
                              データロード済み

                           
                           	
                              監査証跡表へのデータロードが完了しているファイルです。監査証跡ファイルのスワップ発生時にスワップ先にできるファイルです。

                           
                        

                        
                           	
                              データロード待ち

                           
                           	
                              監査証跡表へのデータロードが完了していないファイルです。監査証跡ファイルのスワップ発生時にスワップ先にできないファイルです。ただし，pd_aud_no_standby_file_oprオペランドの値によっては，この状態のファイルをスワップ先にすることもできます。

                           
                        

                        
                           	
                              閉塞

                           
                           	
                              監査証跡の入出力又は監査証跡ファイルヘッダの入出力時に障害が発生して，使用できない監査証跡ファイルです。監査証跡ファイルのスワップ発生時にスワップ先にできないファイルです。なお，閉塞していないファイルを正常なファイルといいます。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  図24‒8　監査証跡ファイルの状態
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               24.6.3　監査証跡ファイルのスワップ

               監査証跡の出力先ファイルを変更すること（現用ファイルを変更すること）を監査証跡ファイルのスワップといいます。

               
                  (1)　監査証跡ファイルがスワップするとき

                  監査証跡ファイルがスワップするときの条件を次の表に示します。

                  
                     表24‒18　監査証跡ファイルがスワップするときの条件
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 スワップするときの条件

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 ファイル容量の満杯時

                              
                              	
                                 出力された監査証跡が監査証跡ファイルの容量一杯になるとスワップします。監査証跡ファイルの容量はpd_aud_max_generation_sizeオペランドで指定しています。

                              
                           

                           
                              	
                                 現用ファイルの障害時

                              
                              	
                                 入出力処理などで現用ファイルに障害が発生するとスワップします。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudswapコマンドの実行時

                              
                              	
                                 pdaudswapコマンドを実行するとスワップします。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの再開始時

                              
                              	
                                 HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が再開始するとスワップします。正常開始時及び計画停止後の再開始時はスワップしないで，HiRDB終了時の現用ファイルを継続して使用します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  なお，次に示す場合は自動的にほかのファイルにスワップします。

                  
                     	
                        スワップ先の監査証跡ファイルの生成に失敗した場合

                     

                     	
                        管理情報の更新に失敗した場合

                     

                  

               
               
                  (2)　監査証跡ファイルのスワップ先

                  監査証跡ファイル数が上限（pd_aud_max_generation_numの値）に達しているかどうかによって処理が多少異なります。

                  
                     	
                        監査証跡ファイル数が上限（pd_aud_max_generation_numの値）に達していない場合は，監査証跡ファイルを新規に作成してそのファイルをスワップ先にします。ファイルの世代番号には，空いている世代番号のうち一番小さい番号を割り当てます。

                     

                     	
                        監査証跡ファイル数が上限（pd_aud_max_generation_numの値）に達している場合は，データロード済みのファイル（閉塞状態のファイルを除く）の中でファイルの最終更新日時が一番古いファイルをスワップ先にします。

                     

                  

               
               
                  (3)　スワップ先にできるファイルがない場合のHiRDBの動作及び対処方法

                  スワップ先にできるファイルがない場合，HiRDBはpd_aud_no_standby_file_oprオペランドの指定値に従って動作します。

                  
                     	forcewrite（省略値）を指定した場合

                     	
                        スワップ先にできるファイルがない場合のHiRDBの動作，及び対処方法を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       スワップするときの条件

                                    
                                    	
                                       HiRDBの動作

                                    
                                    	
                                       対処方法

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       
                                          	
                                             ファイル容量の満杯時

                                          

                                          	
                                             現用ファイルの障害時

                                          

                                          	
                                             HiRDBの再開始時

                                          

                                       

                                    
                                    	
                                       KFPS05706-Wメッセージを出力し，データロード待ち（閉塞状態のファイルを除く）の監査証跡ファイルに強制的にスワップします。このとき，最終更新日時が一番古いデータロード待ちの監査証跡ファイルをスワップ先にします。

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       
                                          	
                                             pdaudswapコマンドの実行時

                                          

                                       

                                    
                                    	
                                       KFPS05752-Eメッセージ（理由コードNO_STANDBY_FILE）を出力し，コマンドエラーとなります。この場合，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）は稼働したままです。

                                    
                                    	
                                       監査人は，監査証跡ファイルのデータを監査証跡表へデータロードして，スワップ先の監査証跡ファイルをデータロード済みの状態にしてください。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

                  （凡例）−：該当しません。

                  
                     	downを指定した場合

                     	
                        スワップ先にできるファイルが残り一つ以下になった場合のHiRDBの動作，及び対処方法を次に示します。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       スワップするときの条件

                                    
                                    	
                                       HiRDBの動作

                                    
                                    	
                                       対処方法

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       
                                          	
                                             ファイル容量の満杯時

                                          

                                          	
                                             現用ファイルの障害時

                                          

                                       

                                    
                                    	
                                       KFPS05705-Eメッセージを出力し，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を強制終了します。

                                    
                                    	
                                       「スワップ先にできる監査証跡ファイルがないためHiRDBが強制終了した場合」を参照して対処してください。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       
                                          	
                                             pdaudswapコマンドの実行時

                                          

                                       

                                    
                                    	
                                       KFPS05752-Eメッセージ（理由コードUNABLE_SWAP）を出力し，コマンドエラーとなります。この場合，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）は稼働したままです。

                                    
                                    	
                                       監査人は，監査証跡ファイルのデータを監査証跡表へデータロードして，スワップ先の監査証跡ファイルをデータロード済みの状態にしてください。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       
                                          	
                                             HiRDBの再開始時

                                          

                                       

                                    
                                    	
                                       スワップ先にできるファイルが一つの場合

                                       HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始します。

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       スワップ先にできるファイルがない場合

                                       KFPS05724-Eメッセージ，及びKFPS05725-Wメッセージを出力して，セキュリティ監査機能を停止した上でHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始します。

                                    
                                    	
                                       監査人は，監査証跡ファイルのデータを監査証跡表へデータロードしてください。その後，HiRDB管理者は，pdaudbeginコマンドでセキュリティ監査機能を再開してください。

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

                  なお，pd_aud_file_wrn_pntオペランドを指定すると，スワップ先にできない監査証跡ファイルの数が警告値に達したときに警告メッセージ（KFPS05123-Wメッセージ）を出力できます。警告メッセージが出力された場合は，早めに監査証跡ファイルのデータを監査証跡表へデータロードしてください。

               
            
            
               24.6.4　監査証跡ファイルの容量変更

               監査証跡ファイルの1世代の容量は，監査証跡ファイルの新規作成時にpd_aud_max_generation_sizeオペランドの指定値で決まります。

               そのため，監査証跡ファイルの容量を変更する場合は，次のどちらかの手順で監査証跡ファイルを再作成してください。なお，閉塞状態の監査証跡ファイルがある場合は「監査証跡ファイルに障害が発生した場合」を参照して対処してください。

               
                  	〈手順1〉pdfmkfsコマンドでHiRDBファイルシステム領域を初期化する場合

                  	
                     
                        	
                           監査証跡表へのデータロードを実行します。※

                        

                        	
                           HiRDBを正常停止します。

                        

                        	
                           pd_aud_max_generation_sizeオペランドの指定値を変更します。

                        

                        	
                           pdfmkfsコマンドで監査証跡ファイルを格納しているHiRDBファイルシステム領域を初期化してください。これによってHiRDBファイルシステム領域内の監査証跡ファイルをすべて削除します。

                           このとき，容量の変更に合わせてHiRDBファイルシステム領域サイズの指定値を変更してください。

                        

                     

                  

                  	〈手順2〉pdfrmコマンドで監査証跡ファイルを削除する場合

                  	
                     HiRDBファイルシステム領域に監査証跡ファイル以外を含んでいる場合など，HiRDBファイルシステム領域を再作成したくない場合はこの方法を実施してください。

                     
                        	
                           監査証跡表へのデータロードを実行します。※

                        

                        	
                           HiRDBを正常停止します。

                        

                        	
                           pd_aud_max_generation_sizeオペランドの指定値を変更します。

                           このときHiRDBファイルシステム領域の容量を超えないようにしてください。

                        

                        	
                           pdfrmコマンドで監査証跡ファイルを削除してください。

                        

                     

                  

                  	注※

                  	
                     監査証跡表の自動データロード機能を適用している場合は，HiRDBの正常停止時に監査証跡表へのデータロードが実行されるため省略できます。

                  

               

            
         
         
            24.7　監査証跡表へのデータ登録

            実行者　監査人

            監査証跡表にデータを登録するにはHiRDBが提供している監査証跡データ登録UOCを使用します。このUOCはデータベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）の延長で動作し，監査証跡ファイルに出力されたデータを監査証跡表へデータロードする機能を持っています。なお，監査証跡表へのデータロードは監査人だけが実行できます。

            
               	ポイント

               	
                  pdloadコマンドを実行する場合は，環境変数PDUSERで監査人の認可識別子とパスワードを指定するか，又はpdloadコマンドの-uオプションで監査人の認可識別子を指定し，pdloadコマンド実行時にパスワードを入力する必要があります。

               

            

            
               24.7.1　例題1（特定の監査証跡ファイルをデータロードする場合）

               データロード待ちの監査証跡ファイル（ファイル名：pdaudUNT1001.aud及びpdaudUNT1002.aud）を監査証跡表（表名：SQL_AUDIT_TRAIL）にデータロードします。このときのpdloadコマンドの指定例は次のとおりです。

               pdloadコマンドの指定例

               pdload -b -W SQL_AUDIT_TRAIL /pdload/control_file

               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           -b及び-Wオプションは必ず指定してください。

                        

                        	
                           表名には監査証跡表を指定します。

                        

                        	
                           制御情報ファイルの内容については次で説明します。

                        

                     

                  

               

               制御情報ファイルの指定例

               source bes1:(uoc)
srcuoc param='dir=/secarea,file=(pdaudUNT1001.aud,pdaudUNT1002.aud)'

               
                  	〔説明〕

                  	
                     source bes1:(uoc)：サーバ名（bes1）はHiRDB/パラレルサーバの場合に指定します。監査証跡ファイルがあるユニット内のサーバ名を指定してください。ユニット内のどのサーバ名を指定してもよいですが，バックエンドサーバを指定すると通信ネックが少なくなります。もし，監査証跡ファイルが存在するユニットが影響分散スタンバイレス型系切り替え対象ユニットの場合は，そのユニットで動作中の実行系サーバの名称を指定してください。

                     dir：データロード対象の監査証跡ファイルがあるHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                     file：データロード対象の監査証跡ファイル名を指定します。

                     監査証跡表にインデクスを定義した場合はidxwork文及びsort文を指定してください。

                  

               

            
            
               24.7.2　例題2（HiRDBファイルシステム領域内の全監査証跡ファイルをデータロードする場合）

               HiRDBファイルシステム領域（/secarea）内のデータロード待ちの監査証跡ファイルを監査証跡表（表名：SQL_AUDIT_TRAIL）にデータロードします。このときのpdloadコマンドの指定例は次のとおりです。

               pdloadコマンドの指定例

               pdload -b -W SQL_AUDIT_TRAIL /pdload/control_file

               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           -b及び-Wオプションは必ず指定してください。

                        

                        	
                           表名には監査証跡表を指定します。

                        

                        	
                           制御情報ファイルの内容については次で説明します。

                        

                     

                  

               

               制御情報ファイルの指定例

               source bes1:(uoc)
srcuoc param='dir=/secarea,file=all,mode=normal'

               
                  	〔説明〕

                  	
                     source bes1:(uoc)：サーバ名（bes1）はHiRDB/パラレルサーバの場合に指定します。監査証跡ファイルがあるユニット内のサーバ名を指定してください。ユニット内のどのサーバ名を指定してもよいですが，バックエンドサーバを指定すると通信ネックが少なくなります。もし，監査証跡ファイルが存在するユニットが影響分散スタンバイレス型系切り替え対象ユニットの場合は，そのユニットで動作中の実行系サーバの名称を指定してください。

                     dir：データロード対象の監査証跡ファイルがあるHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                     file=all：HiRDBファイルシステム領域内の全監査証跡ファイルをデータロードの対象にします。ただし，現用及び閉塞状態のファイルを除きます。

                     mode=normal：データロード済みのファイルをデータロードの対象にしません。

                  

                  	備考

                  	
                     mode=forceを指定すると，データロード済みのファイルをデータロードの対象にします。次に示すような場合にforceを指定します。forceを指定した場合は同じデータを二重に登録する可能性があるため，事前に登録済みのデータを退避しておくなどの注意が必要になります。

                     
                        	
                           誤って監査証跡表のデータを削除してしまったが監査証跡表のバックアップがないため，全監査証跡ファイルをデータロードして監査証跡表を回復する場合

                        

                     

                     監査証跡ファイルの状態とユーザパラメタの指定値によるデータロードの実行可否を次の表に示します。

                  

               

               
                  表24‒19　監査証跡ファイルの状態とユーザパラメタの指定値によるデータロードの実行可否
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              監査証跡ファイルの状態

                           
                           	
                              ユーザパラメタの指定値

                           
                        

                        
                           	
                              閉塞状態

                           
                           	
                              データロードの状態

                           
                           	
                              mode

                           
                           	
                              file＝ファイル名

                           
                           	
                              file＝all

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              非閉塞中

                           
                           	
                              データロード待ち

                           
                           	
                              normal

                           
                           	
                              該当する監査ファイルのデータロード処理を実行します。

                           
                        

                        
                           	
                              データロード済み

                           
                           	
                              該当する監査ファイルのデータロード処理をスキップして処理を続行します。

                           
                           	
                              該当する監査ファイルのデータロード処理を対象外にします。

                           
                        

                        
                           	
                              閉塞中

                           
                           	
                              データロード待ち

                           
                        

                        
                           	
                              データロード済み

                           
                        

                        
                           	
                              非閉塞中

                           
                           	
                              データロード待ち

                           
                           	
                              force

                           
                           	
                              該当する監査ファイルのデータロード処理を実行します。

                           
                           	
                              ユーザパラメタの指定エラーになります。

                           
                        

                        
                           	
                              データロード済み

                           
                        

                        
                           	
                              閉塞中

                           
                           	
                              データロード待ち

                           
                           	
                              該当する監査ファイルのデータロード処理をスキップして処理を続行します。

                           
                        

                        
                           	
                              データロード済み

                           
                        

                        
                           	
                              −

                           
                           	
                              現用

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              該当する監査ファイルのデータロード処理をスキップして処理を続行します。

                           
                           	
                              該当する監査ファイルのデータロード処理を対象外にします。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     −：該当しません。

                  

               

            
            
               24.7.3　データロード中にエラーが発生した場合の対処方法

               データロード中にエラーが発生した場合の対処方法を説明します。

               
                  (1)　ログ取得モード又は更新前ログ取得モードで実行した場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データロード処理の進み具合を確認してください。データロード中は監査証跡ファイルごとにコミット処理を行うため，KFPL00800-Iメッセージが出力された監査証跡ファイルまでがデータロードを完了しています。

                              また，pdls -d audコマンドで監査証跡ファイルの状態を確認してください。データロードを完了しているファイルはデータロード済みになっています。

                           

                           	
                              KFPL23202-Eメッセージが出力されているかを確認してください。KFPL23202-Eメッセージに表示されている監査証跡ファイルはデータロードを完了しているが，ファイルの状態変更に失敗しています。このため，このファイルはデータロード待ちになっているため，このままpdloadコマンドを再実行するとデータが二重登録されてしまいます。したがって，pdaudrmコマンドでこのファイルを削除した後にpdloadコマンドを再実行してください。

                           

                           	
                              pdloadコマンドを再実行します。オプションの指定，及び制御情報ファイルの指定を変更する必要はありません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　ログレスモードで実行した場合

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              データロード実行前に取得したバックアップを使用して，pdrstrコマンドで監査証跡表を格納するRDエリアを回復してください。

                           

                           	
                              データロードが完了した監査証跡ファイルはデータロード済みになっています。そのため，このままpdloadコマンドを再実行してもデータロード済みのファイルの分がデータロードできません。この場合，mode=forceを指定してpdloadコマンドを再実行してください。

                           

                           	
                              pdloadコマンドを再実行します。file＝allを指定していた場合，fileオペランドでデータロード対象の制御情報ファイルを指定してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            24.8　監査証跡表の列構成

            
               24.8.1　監査証跡表の列構成の詳細

               監査証跡表の列構成を次の表に示します。

               
                  表24‒20　監査証跡表の列構成
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              列名称

                           
                           	
                              列の内容

                           
                           	
                              列のデータ型

                           
                           	
                              NULL値

                              の指定

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              USER_NAME

                           
                           	
                              監査対象のイベント実行者の認可識別子です。

                              HiRDB管理者や一般OSユーザが実行するコマンド又はユティリティの場合は，OSユーザ名が記録されます。※６

                           
                           	
                              MVARCHAR(30)

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              EXEC_DATE

                           
                           	
                              イベントの実行日です。

                              イベント実行日とは，監査証跡の出力要求をしたサーバが，監査証跡バッファに監査証跡の出力を要求するときの標準時刻の日を示しています。

                           
                           	
                              DATE

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              EXEC_TIME

                           
                           	
                              イベントの実行時刻です。

                              イベント実行時刻とは，監査証跡の出力要求をしたサーバが，監査証跡バッファに監査証跡の出力を要求するときの標準時刻を示しています。

                           
                           	
                              TIME

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              EXEC_TIME_MICRO

                           
                           	
                              イベントの実行時刻です（単位：マイクロ秒）。

                              イベント実行時刻とは，監査証跡の出力要求をしたサーバが，監査証跡バッファに監査証跡の出力を要求するときの標準時刻を示しています。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              EVENT_TYPE

                           
                           	
                              イベントタイプです。イベントタイプ及びイベントサブタイプについては，「イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細」を参照してください。

                           
                           	
                              CHAR(3)

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              EVENT_SUBTYPE

                           
                           	
                              イベントサブタイプです。イベントタイプ及びイベントサブタイプについては，「イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細」を参照してください。

                           
                           	
                              CHAR(3)

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              EVENT_RESULT

                           
                           	
                              イベントの実行結果です。権限のチェック又はイベントが成功したかどうかが記録されます。

                              S：権限のチェック又はイベントに成功しました。

                              F：権限のチェック又はイベントに失敗しました。

                              U：イベントの一部が失敗しました。

                           
                           	
                              CHAR(1)

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              USED_PRIVILEGE

                           
                           	
                              イベントを実行したときに使用した権限です。※１イベントの終了時には‘△△△’（空白3文字）が記録されます。

                              AUD：監査権限

                              CNT：CONNECT権限

                              DBA：DBA権限

                              DEL：DELETE権限

                              INS：INSERT権限

                              OWN：所有者

                              RDA：RDエリア利用権限

                              ROL：ロール

                              SCH：スキーマ定義権限

                              SCO：スキーマ操作権限

                              SEL：SELECT権限

                              SYS：HiRDB管理者

                              UPD：UPDATE権限

                              USG：順序数生成子使用権限

                           
                           	
                              CHAR(3)

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              UAP_NAME

                           
                           	
                              イベント発行元のUAP名です。※２

                              UAP名が30文字未満の場合は，UAP名の後ろに’△’（空白）が合計30文字になるまで設定されます。

                              それ以外の場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              VARCHAR(30)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SERVICE_NAME

                           
                           	
                              イベント発行元のUAPが要求したサービス名です。OpenTP1のUAPの場合はSPP又はMHPに要求したサービスの名称になります。

                              OpenTP1以外のUAPの場合，連続した31個の*（アスタリスク）が記録されます。

                              それ以外の場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              VARCHAR(31)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              IP_ADDRESS

                           
                           	
                              イベント発行元のIPアドレスです。イベント発行元のIPアドレスが識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              VARCHAR(63)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              PROCESS_ID

                           
                           	
                              イベント発行元のプロセスIDです。イベント発行元のプロセスIDが識別できない場合はNULL値が記録されます。

                              コマンド又はユティリティの場合は，実行されたコマンドのプロセスIDが記録されます。

                              システムによる監査証跡の上書き開始は監査証跡管理サーバプロセスのプロセスIDが記録されます。

                              Type4 JDBCドライバから接続した場合は，0が記録されます。

                              それ以外の場合は，CONNECTしたシングルサーバ又はフロントエンドサーバのプロセスIDが記録されます。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              THREAD_ID

                           
                           	
                              イベント発行元のスレッドIDです。イベント発行元のスレッドIDが識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              HOST_NAME

                           
                           	
                              イベントを受け付けたホスト名です。pdunitオペランドの-xオプションに指定したホスト名が記録されます。系切り替え機能を使用している場合は，現用系のホスト名が記録されます。

                              イベントを受け付けたホスト名が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              VARCHAR(32)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              UNIT_NAME

                           
                           	
                              イベントを受け付けたユニット識別子です。pdunitオペランドの-uオプションに指定したユニット識別子が記録されます。

                              イベントを受け付けたユニット識別子が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              CHAR(4)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SERVER_NAME

                           
                           	
                              イベントを受け付けたサーバ名です。HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバ名が，HiRDB/パラレルサーバの場合はフロントエンドサーバ名が記録されます。pdstartオペランドの-sオプションに指定したサーバ名が記録されます。

                              イベントを受け付けたサーバ名が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              VARCHAR(8)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              CONNECT_NUMBER

                           
                           	
                              イベント発行者のコネクト通番です。イベント発行者のコネクト通番が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SQL_NUMBER

                           
                           	
                              イベントのSQL通番です。イベントのSQL通番が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              OBJECT_SCHEMA

                           
                           	
                              オブジェクト情報の詳細※３

                           
                           	
                              イベントの権限チェックの対象になるオブジェクトの所有者名です。オブジェクトの所有者が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              MVARCHAR(30)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              OBJECT_NAME

                           
                           	
                              イベントの権限チェックの対象になるオブジェクト名です。オブジェクト名が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              MVARCHAR(30)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              OBJECT_TYPE

                           
                           	
                              イベントの権限チェックの対象になるオブジェクトの種別です。オブジェクトの種別が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                              ALS：別名

                              AUF：監査証跡ファイル

                              FNC：関数

                              IDX：インデクス

                              LST：リスト

                              PRC：プロシジャ

                              RDA：RDエリア

                              ROL：ロール

                              SCH：スキーマ

                              SEQ：順序数生成子

                              TBL：表

                              TRG：トリガ

                              TYP：データ型

                              VIW：ビュー表

                           
                           	
                              CHAR(3)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              PRIVILEGE_TYPE

                           
                           	
                              イベントによって付与，削除，又は変更した権限です。権限が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                              AUD：監査権限

                              CNT：CONNECT権限

                              DBA：DBA権限

                              DEL：DELETE権限

                              INS：INSERT権限

                              RDA：RDエリア利用権限

                              ROL：ロール

                              SCH：スキーマ定義権限

                              SCO：スキーマ操作権限

                              SEL：SELECT権限

                              UPD：UPDATE権限

                           
                           	
                              CHAR(3)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              PRIVILEGE_SCHEMA

                           
                           	
                              イベントによって権限を付与，削除，又は変更されたユーザの認可識別子です。又は，イベント対象になったユーザの認可識別子です。

                              認可識別子が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                              
                                 	
                                    GRANT又はREVOKE：権限を付与，削除，変更された認可識別子

                                 

                                 	
                                    連続認証失敗アカウントロック状態への遷移又は連続認証失敗アカウントロック状態の解除：対象となった認可識別子

                                 

                                 	
                                    パスワード無効アカウントロック状態への遷移又はパスワード無効アカウントロック状態の解除：対象となった認可識別子

                                 

                                 	
                                    パスワードの有効期間の設定及び削除：設定及び削除の対象となった認可識別子

                                 

                              

                           
                           	
                              MVARCHAR(30)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SECURITY_OPERAND

                           
                           	
                              セキュリティ監査機能に関するオペランドの値です。HiRDB開始時のオペランドの値です。開始時以外はNULL値が記録されます。

                              セキュリティ監査機能に関するオペランドの値については，「セキュリティ監査機能に関するオペランドの値」を参照してください。

                           
                           	
                              VARCHAR(256)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              AUDIT_TRAIL_TYPE

                           
                           	
                              監査証跡の種別です。イベントの結果を示す監査証跡と，イベント実行中の権限チェックの結果を示す監査証跡を区別するための値を記録します。

                              権限チェック：NULL

                              イベント終了：E

                           
                           	
                              CHAR(1)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SQL_CODE

                           
                           	
                              SQLコード又は終了コードです。監査記録の対象となるイベント終了時，SQLによるイベントに対してはSQLコードを，ユティリティ（又はコマンド）に対しては終了コードを記録します。権限チェック時はNULL値が記録されます。

                              イベント終了時のイベント成否エントリの値は，このコードの値によって決定します。監査記録エントリの各コードとイベント成否の詳細については，「SQLコード又は終了コードとイベント成否の詳細」を参照してください。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              FROM_AUDFILE_NAME

                           
                           	
                              スワップ元の監査証跡ファイル名です。監査証跡ファイル名が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              MVARCHAR(30)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              TO_AUDFILE_NAME

                           
                           	
                              スワップ先の監査証跡ファイル名です。監査証跡ファイル名が識別できない場合はNULL値が記録されます。

                           
                           	
                              MVARCHAR(30)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SECURITY_PARM_TYPE

                           
                           	
                              CONNECT関連セキュリティ機能に関する変更種別です。※４

                           
                           	
                              CHAR(4)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              BEFORE_SECURITY_PARM

                           
                           	
                              変更前のCONNECT関連セキュリティ機能の設定値です。※４

                              設定値が10文字未満の場合，設定値の後ろを空白で埋めて（設定値＋空白が10文字になるまで）記録されます。

                           
                           	
                              CHAR(10)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              AFTER_SECURITY_PARM

                           
                           	
                              変更後のCONNECT関連セキュリティ機能の設定値です。※４

                              設定値が10文字未満の場合，設定値の後ろを空白で埋めて（設定値＋空白が10文字になるまで）記録されます。

                           
                           	
                              CHAR(10)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              AUDIT_TABLE_OPTION

                           
                           	
                              監査証跡表オプションです。権限チェック時は記録されません。次に示す場合に記録されます。

                              
                                 	
                                    イベントの対象オブジェクトが監査証跡表の場合

                                 

                                 	
                                    イベントの対象オブジェクトが監査証跡表を基表としたビュー表の場合

                                 

                                 	
                                    イベントの対象オブジェクトが監査証跡表を基表としたリストの場合

                                 

                              

                              Y：操作対象オブジェクトが監査証跡表

                              V：操作対象オブジェクトが監査証跡表を基表としたビュー表

                              L：操作対象オブジェクトが監査証跡表を基表としたリスト

                              NULL値：上記以外又は権限チェック時

                              監査証跡表オプションの出力有無の詳細については，「監査証跡表オプションの出力有無」を参照してください。

                           
                           	
                              CHAR(1)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              ACCESS_COUNT

                           
                           	
                              ユーザが，オブジェクト（実表，ビュー表，及びリスト）に対して検索，挿入，更新，及び削除をした行数です。取得できるアクセス件数は0〜2147483647で，アクセス件数の取得に失敗した場合はNULL値が記録されます。

                              アクセス件数の詳細については，「アクセス件数の詳細」を参照してください。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SQL_SOURCE

                           
                           	
                              実行したSQL文です。一つのSQL文で複数のオブジェクトが操作される場合，最初の監査証跡にSQL文が記録され，以降の監査証跡のSQL文にはNULL値が記録されます。また，次の場合もNULL値が記録されます。

                              
                                 	
                                    実行したSQL文がない場合

                                 

                                 	
                                    システム共通定義のpd_aud_sql_source_sizeオペランドを指定していない，又は0を指定した場合

                                 

                              

                              記録するSQL文の長さは，システム共通定義のpd_aud_sql_source_sizeオペランドで指定します。記録するSQL文の長さがシステム定義の指定値よりも長い場合は，SQL文の先頭から指定値までの内容が記録され，残りは切り捨てられます。

                           
                           	
                              BINARY(2000000)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              SQL_DATA

                           
                           	
                              実行したSQL文で入力に指定した埋込み変数，又はSQL記述領域のデータが記録されます。一つのSQL文で複数のオブジェクトが操作される場合，最初の監査証跡にSQLデータが記録され，以降の監査証跡のSQLデータにはNULL値が記録されます。また，次の場合もNULL値が記録されます。

                              
                                 	
                                    入力に指定した埋込み変数，又はSQL記述領域がない場合

                                 

                                 	
                                    システム共通定義のpd_aud_sql_data_sizeオペランドを指定していない場合

                                 

                              

                              記録するSQLデータの長さは，システム共通定義のpd_aud_sql_data_sizeオペランドで指定します。記録するSQLデータの長さがシステム定義の指定値よりも長い場合は，SQLデータの先頭から指定値までの内容が記録され，残りは切り捨てられます。SQLデータの詳細については，「SQLデータの詳細」を参照してください。

                           
                           	
                              BINARY(1000000)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              USER_INFO_1

                           
                           	
                              埋込み言語DECLARE AUDIT INFO SETを宣言し，ユーザ付加情報1〜3に埋込み変数を設定している場合，各ユーザ付加情報の値が記録されます。ただし，次の場合はNULL値が記録されます。

                              
                                 	
                                    埋込み言語DECLARE AUDIT INFO SETを宣言していない場合

                                 

                                 	
                                    ユーザ付加情報の値を設定していない場合

                                 

                                 	
                                    ユーザ付加情報の値にNULL値を指定して，設定を解除している場合

                                 

                                 	
                                    ユーザ付加情報の値が識別できない場合

                                 

                              

                           
                           	
                              VARCHAR(100)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              USER_INFO_2

                           
                           	
                              VARCHAR(100)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              USER_INFO_3

                           
                           	
                              VARCHAR(100)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              PRODUCT_INFO_1

                           
                           	
                              HiRDBの関連製品（Cosminexusのバージョン07-50以降）と連携している場合，監査記録の対象となるイベントには，HiRDBの関連製品からのルートアプリケーション情報が記録されます。該当する情報がない場合，又は情報が認識できない場合は，NULL値が記録されます。

                           
                           	
                              VARCHAR(255)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              PDLOAD_TIMESTAMP

                           
                           	
                              pdloadコマンド実行による監査証跡表へのデータ登録（監査証跡表へのデータロード）時の時刻印です。※５

                              時刻印はシステムマネジャのあるサーバマシンの時刻印を使用し，一度のpdloadの実行ですべて同じ値を記録します。

                           
                           	
                              TIMESTAMP(2)

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              PDLOAD_SEQNUM

                           
                           	
                              1回のpdloadコマンド実行による監査証跡表へのデータ登録時の通番です。※５

                              pdloadコマンドの実行ごとに1〜10けたの10進数の値（1〜（231−1））を設定します。pdloadコマンドを実行している間に最大値（231−1）に到達した場合，1に戻して記録します。

                           
                           	
                              INTEGER

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注

                  	
                     
                        	
                           NULL値の指定がありの列の場合は非ナル値制約にNULLが設定されています。NULL値なしの列の場合は非ナル値制約にNOT NULLが設定されています。

                        

                        	
                           バージョンアップの前後で監査証跡表の列構成が変わる場合，バージョンアップ後にバージョンアップ前のデータを監査証跡表に登録すると，既存行の新規追加列にはNULL値が設定されます。

                        

                     

                  

                  	注※１

                  	
                     DBA権限または監査人権限が必要なディクショナリ表を参照すると，DBAまたはSELのどちらかを出力します。監査人権限が必要なディクショナリ表を参照すると，AUDまたはSELのどちらかを出力します。

                  

                  	注※２

                  	
                     検索時のキーとして使用する場合は，CAST指定によってCHAR(30)に属性を変換して条件式に指定してください。

                     （例）

                        SELECT * FROM SQL_AUDIT_TRAIL
       WHERE UAP_NAME=CAST('UAP11' AS CHAR(30));

                  

                  	注※３

                  	
                     
                        	権限チェック時：

                        	
                           権限チェックの対象となるオブジェクトを記録します。ただし，実行者の権限チェックをした場合は，チェック対象のオブジェクトはないため記録しません。

                           （例）

                           
                              	
                                 表T1に対するアクセス権限をチェックした場合の対象オブジェクト：表T1

                              

                              	
                                 実行者がDBA権限を持っているかチェックした場合の対象オブジェクト：NULL値

                              

                           

                        

                        	イベント終了時：

                        	
                           イベントの対象となるオブジェクトを記録します。イベントの対象に指定したオブジェクトがない場合は，オブジェクト種別は表として記録されます。

                           （例）

                           
                              	
                                 表を検索した場合の対象オブジェクト：検索した表

                              

                           

                        

                     

                  

                  	注※４

                  	
                     次に示す場合に記録されます。なお，記録される情報については，「CONNECT関連セキュリティ機能使用時に記録される情報」を参照してください。

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定を変更した場合

                        

                        	
                           パスワードを登録又は変更した場合

                        

                     

                  

                  	注※５

                  	
                     監査証跡ファイルには記録されません。

                  

                  	注※６

                  	
                     OSユーザ名は30バイトまで記録されます。31バイト以降は切り捨てます。

                  

               

               
                  (1)　イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細

                  イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細を次の表に示します。

                  
                     表24‒21　イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 監査イベント

                              
                              	
                                 イベント

                                 タイプの値

                              
                              	
                                 イベントサブ

                                 タイプの値

                              
                              	
                                 詳細

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 システム管理者セキュリティイベント

                              
                              	
                                 SYS

                              
                              	
                                 STR

                              
                              	
                                 HiRDBの開始

                              
                           

                           
                              	
                                 STP

                              
                              	
                                 HiRDBの終了

                              
                           

                           
                              	
                                 MOD

                              
                              	
                                 主監査人の登録，又は監査証跡表の作成（pdmodコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 MDA

                              
                              	
                                 副監査人の登録（pdmodコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 ARM

                              
                              	
                                 監査証跡ファイルの削除（pdaudrmコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 ABG

                              
                              	
                                 監査証跡の取得開始（pdaudbeginコマンド，HiRDBの開始）

                              
                           

                           
                              	
                                 AEN

                              
                              	
                                 監査証跡の取得終了（pdaudendコマンド，HiRDBの終了）

                              
                           

                           
                              	
                                 OVW

                              
                              	
                                 監査証跡ファイルの上書き開始

                              
                           

                           
                              	
                                 CLK

                              
                              	
                                 連続認証失敗アカウントロック状態への遷移

                              
                           

                           
                              	
                                 CUL

                              
                              	
                                 連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                              
                           

                           
                              	
                                 PLK

                              
                              	
                                 パスワード無効アカウントロック状態への遷移

                              
                           

                           
                              	
                                 PUL

                              
                              	
                                 パスワード無効アカウントロック状態の解除

                              
                           

                           
                              	
                                 SPR

                              
                              	
                                 CONNECT関連セキュリティ機能に関するオペランドの指定値変更

                              
                           

                           
                              	
                                 ULK

                              
                              	
                                 pdacnlckコマンドの実行

                              
                           

                           
                              	
                                 監査人セキュリティイベント

                              
                              	
                                 AUD

                              
                              	
                                 ALD

                              
                              	
                                 監査人による監査証跡表へのデータロード（pdloadコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 ATL

                              
                              	
                                 HiRDBによる監査証跡表へのデータロード（pdloadコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 ASW

                              
                              	
                                 監査証跡ファイルのスワップ（pdaudswapコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 CRT

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義（CREATE AUDIT）

                              
                           

                           
                              	
                                 DRP

                              
                              	
                                 監査対象イベントの削除（DROP AUDIT）

                              
                           

                           
                              	
                                 GRT

                              
                              	
                                 監査人のパスワード変更（GRANT AUDIT）

                              
                           

                           
                              	
                                 ATB

                              
                              	
                                 監査証跡表の自動データロード機能再開始（pdaudatld -bコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 ATT

                              
                              	
                                 監査証跡表の自動データロード機能停止（pdaudatld -tコマンド，データロード失敗）

                              
                           

                           
                              	
                                 APT

                              
                              	
                                 JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルへの出力（pdaudputコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 セッションセキュリティイベント

                              
                              	
                                 SES

                              
                              	
                                 CNT

                              
                              	
                                 HiRDBへの接続（CONNECT文）

                              
                           

                           
                              	
                                 ATH

                              
                              	
                                 ユーザの変更（SET SESSION AUTHORIZATION文）

                              
                           

                           
                              	
                                 ROL

                              
                              	
                                 現在ロールの設定（SET ROLE文）

                              
                           

                           
                              	
                                 DIS

                              
                              	
                                 HiRDBとの切り離し（DISCONNECT文）

                              
                           

                           
                              	
                                 権限管理イベント

                              
                              	
                                 PRV

                              
                              	
                                 GRT

                              
                              	
                                 ユーザ権限の付与（GRANT文）

                              
                           

                           
                              	
                                 パスワードの変更（CONNECT関連セキュリティ機能の設定変更種別にパスワードの変更であることが分かる情報を付与する）

                              
                           

                           
                              	
                                 RVK

                              
                              	
                                 ユーザ権限の削除（REVOKE文）

                              
                           

                           
                              	
                                 オブジェクト定義イベント

                              
                              	
                                 DEF

                              
                              	
                                 CRT

                              
                              	
                                 オブジェクトの定義（CREATE系SQL）

                              
                           

                           
                              	
                                 DRP

                              
                              	
                                 オブジェクトの削除（DROP系SQL）

                              
                           

                           
                              	
                                 ALT

                              
                              	
                                 オブジェクトの変更（ALTER系SQL）

                              
                           

                           
                              	
                                 オブジェクト操作イベント

                              
                              	
                                 ACS

                              
                              	
                                 SEL

                              
                              	
                                 表の検索（SELECT文）

                              
                           

                           
                              	
                                 INS

                              
                              	
                                 表への行挿入（INSERT文）

                              
                           

                           
                              	
                                 UPD

                              
                              	
                                 表の行更新（UPDATE文）

                              
                           

                           
                              	
                                 DEL

                              
                              	
                                 表からの行削除（DELETE文）

                              
                           

                           
                              	
                                 PRG

                              
                              	
                                 表の全行削除（PURGE TABLE文）

                              
                           

                           
                              	
                                 CAL

                              
                              	
                                 ストアドプロシジャの実行（CALL文）

                              
                           

                           
                              	
                                 LCK

                              
                              	
                                 表の排他制御（LOCK TABLE文）

                              
                           

                           
                              	
                                 ASN

                              
                              	
                                 リストの作成（ASSIGN LIST文）

                              
                           

                           
                              	
                                 NXV

                              
                              	
                                 順序数生成子が生成する値の返却（NEXT VALUE式）

                              
                           

                           
                              	
                                 ユティリティ操作イベント

                              
                              	
                                 UTL

                              
                              	
                                 LOD

                              
                              	
                                 データベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 ORG

                              
                              	
                                 データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 EXP

                              
                              	
                                 ディクショナリ搬出入ユティリティ（pdexpコマンド）

                              
                           

                           
                              	
                                 pddefrevコマンド

                              
                           

                           
                              	
                                 CST

                              
                              	
                                 整合性チェックユティリティ（pdconstckコマンド）

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　セキュリティ監査機能に関するオペランドの値

                  セキュリティ監査機能に関するオペランドの値を次の表に示します。また，オペランドの値を記録するときのデータサイズを次の図に示します。

                  
                     表24‒22　セキュリティ監査機能に関するオペランドの値
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オペランド名

                              
                              	
                                 データサイズ

                              
                              	
                                 格納される値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pd_audit

                              
                              	
                                 1バイト

                              
                              	
                                 Y又はN

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_file_name

                              
                              	
                                 最大167バイト

                              
                              	
                                 監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域名

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_max_generation_size

                              
                              	
                                 最大4バイト

                              
                              	
                                 1〜5240

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_max_generation_num

                              
                              	
                                 最大3バイト

                              
                              	
                                 2〜200

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_no_standby_file_opr

                              
                              	
                                 最大10バイト

                              
                              	
                                 down又はforcewrite

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_async_buff_size

                              
                              	
                                 最大7バイト

                              
                              	
                                 0，4096〜6553600

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_async_buff_count

                              
                              	
                                 最大4バイト

                              
                              	
                                 1〜6500

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_file_wrn_pnt

                              
                              	
                                 最大6バイト

                              
                              	
                                 0〜100，0〜99

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_audit_def_buffer_size※

                              
                              	
                                 最大7バイト

                              
                              	
                                 0〜2000000

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_async_buff_retry_intvl※

                              
                              	
                                 最大4バイト

                              
                              	
                                 0〜1000

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_sql_source_size※

                              
                              	
                                 最大7バイト

                              
                              	
                                 0〜2000000

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_sql_data_size※

                              
                              	
                                 最大7バイト

                              
                              	
                                 0〜1000000

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_aud_auto_loading※

                              
                              	
                                 1バイト

                              
                              	
                                 Y又はN

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        このオペランドはバージョンアップによって追加されたものです。バージョン08-02より前のHiRDBで作成した監査証跡ファイルを，バージョンアップ後の監査証跡表に登録した場合は，次の指定値が仮定されます。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       オペランド名

                                    
                                    	
                                       仮定される指定値

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       pd_audit_def_buffer_size

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       pd_aud_async_buff_retry_intvl

                                    
                                    	
                                       50

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       pd_aud_sql_source_size

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       pd_aud_sql_data_size

                                    
                                    	
                                       0

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       pd_aud_auto_loading

                                    
                                    	
                                       N

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        
                           図24‒9　セキュリティ監査機能に関するオペランドの値を記録するときのデータ形式
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

               
               
                  (3)　SQLコード又は終了コードとイベント成否の詳細

                  SQLコード又は終了コードとイベント成否の詳細を次の表に示します。

                  
                     表24‒23　SQLコード又は終了コードとイベント成否の詳細
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 イベント名称

                              
                              	
                                 SQLコード又は

                                 終了コードの値

                              
                              	
                                 意味

                              
                              	
                                 イベント

                                 成否の値

                              
                              	
                                 備考

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 各種SQL

                              
                              	
                                 0以上

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 負

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdstart

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                              	
                                 次に示す場合は監査証跡を取得できません。

                                 
                                    	
                                       監査証跡管理サーバプロセス開始前に失敗となった場合

                                    

                                    	
                                       pdstartコマンドの失敗によってユニットが異常終了した場合

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 pdstop

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 監査証跡管理サーバプロセス終了後に失敗となった場合は，成功の監査証跡を出力します。

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdmod（監査人の登録，監査証跡表の作成）

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudrm

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudbegin

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 一部失敗

                              
                              	
                                 U

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                              	
                                 次に示す場合は監査証跡を取得できません。

                                 
                                    	
                                       監査証跡ファイルが全世代使用済みの場合

                                    

                                    	
                                       アンロード待ちで書き込む世代がないためpdaudbeginコマンドが失敗した場合

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudend

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdacunlck

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudswap

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 監査証跡ファイルの上書き時に，スワップ元及びスワップ先の監査証跡ファイル名が記録されます。

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                              	
                                 監査証跡ファイルの上書き時に，スワップ元の監査証跡ファイル名が記録されます。スワップ先の監査証跡ファイル名にはNULL値が記録されます。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdload

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pddefrev

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrorg

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdexp

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                           

                           
                              	
                                 pdconstck

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 警告終了（整合性違反あり）

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 pdaudatld

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 S

                              
                              	
                                 警告終了（自動データロード機能は停止できているため，成功として扱います）

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 失敗

                              
                              	
                                 F

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：該当しません。

               
               
                  (4)　CONNECT関連セキュリティ機能使用時に記録される情報

                  CONNECT関連セキュリティ機能使用時に記録される情報を次の表に示します。

                  
                     表24‒24　CONNECT関連セキュリティ機能使用時に記録される情報
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 機能名

                              
                              	
                                 イベント

                                 タイプ

                              
                              	
                                 イベント

                                 サブタイプ

                              
                              	
                                 変更

                                 種別

                              
                              	
                                 変更前後に記録される値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 連続認証失敗許容回数

                              
                              	
                                 SYS

                              
                              	
                                 SPR

                              
                              	
                                 ECNT

                              
                              	
                                 1〜10，又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 アカウントロック期間

                              
                              	
                                 LCKM

                              
                              	
                                 10〜44640，UNLIMITED，又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 パスワードの最小許容バイト数

                              
                              	
                                 MINL

                              
                              	
                                 1〜15，又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 認可識別子の指定禁止

                              
                              	
                                 USID

                              
                              	
                                 RESTRICT，UNRESTRICT，又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 単一文字種の指定禁止

                              
                              	
                                 SMLN

                              
                           

                           
                              	
                                 英大文字の指定必須の設定及び削除

                              
                              	
                                 UPPR

                              
                              	
                                 "ON"又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 英小文字の指定必須の設定及び削除

                              
                              	
                                 LOWR

                              
                              	
                                 "ON"又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 数字の指定必須の設定及び削除

                              
                              	
                                 NUMR

                              
                              	
                                 "ON"又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 強制文字種別ALL指定の設定及び削除

                              
                              	
                                 FCAL

                              
                              	
                                 "ON"又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 再利用禁止の設定及び削除

                              
                              	
                                 RUSE

                              
                              	
                                 1〜36，又はNULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 IPアドレスによる接続制限の登録又は削除

                              
                              	
                                 CNST

                              
                              	
                                 変更前はNULL値を記録します。

                                 変更後は次のように記録します。

                                 
                                    	登録（許可）の場合

                                    	
                                       ”CRT_ALLOW”

                                    

                                    	登録（拒否）の場合

                                    	
                                       ”CRT_DENY”

                                    

                                    	削除の場合

                                    	
                                       ”DRP”

                                    

                                 

                                 また，指定した制約名称をOBJECT_NAME列に格納します。

                              
                           

                           
                              	
                                 パスワードの変更※

                              
                              	
                                 PRV又はAUD

                              
                              	
                                 GRT

                              
                              	
                                 CPWD

                              
                              	
                                 NULL値

                              
                           

                           
                              	
                                 パスワードの有効期間の設定及び削除

                              
                              	
                                 SYS

                              
                              	
                                 SPR

                              
                              	
                                 INTV

                              
                              	
                                 1〜999，又はNULL値を記録します。

                                 また，指定した認可識別子をPRIVILEGE_SCHEMA列に格納します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        次に示す場合はNULL値が記録されます。

                        
                           	
                              変更前後に記録される値で，ディクショナリ表SQL_SYSPARAMS中の対応する列に値がない場合（設定を新規で行うときなど）

                           

                           	
                              NULL値の場合

                           

                           	
                              値が識別できない場合

                           

                        

                        また，パスワードの文字列制限の事前チェック時は，変更種別ごとに監査証跡を取得しますが，変更前後に記録される値にはNULL値が記録されます。

                     

                     	注※

                     	
                        イベントタイプ，イベントサブタイプ，及びSQLコードだけでは，GRANT文の実行時にパスワードが実際に変更されたかどうかHiRDBが判断できません。GRANT文の実行時に登録済みユーザのパスワードが変更された場合に限り，変更種別にCPWDを設定します。パスワードの変更時に出力される変更種別を次の表に示します。

                        
                           表24‒25　パスワードの変更時に出力される変更種別
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       登録済みユーザのパスワード有無

                                    
                                    	
                                       GRANT CONNECT，DBA，又はAUDITの実行結果

                                    
                                    	
                                       変更種別

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       パスワードあり

                                    
                                    	
                                       パスワードの変更

                                    
                                    	
                                       CPWD

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       パスワードの削除

                                    
                                    	
                                       CPWD

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       パスワードの変更なし

                                    
                                    	
                                       NULL値

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       パスワードなし

                                    
                                    	
                                       パスワードありに変更

                                    
                                    	
                                       CPWD

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       パスワードなしのまま

                                    
                                    	
                                       NULL値

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

                  注　ここでいうユーザ，パスワードとはHiRDBが管理するユーザとパスワードのことです。

               
               
                  (5)　監査証跡表オプションの出力有無

                  監査証跡表オプションの出力有無を次の表に示します。

                  
                     表24‒26　監査証跡表オプションの出力有無
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 実行結果

                              
                              	
                                 失敗の要因

                              
                              	
                                 監査証跡表オプションの出力有無

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 成功

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 出力する

                              
                           

                           
                              	
                                 失敗※

                              
                              	
                                 対象のオブジェクトが存在しない

                              
                              	
                                 出力しない（NULL値）

                              
                           

                           
                              	
                                 対象のオブジェクトが監査証跡表のため，エラーになる場合

                              
                              	
                                 出力する

                              
                           

                           
                              	
                                 上記以外のエラー

                              
                              	
                                 出力する（情報が取得できない場合は出力しない）

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：該当しません。

                  
                     	注※

                     	
                        監査証跡表オプションを出力していない場合に，監査証跡表であるかどうかを調べるには，監査記録エントリのオブジェクトの所有者とオブジェクトの名称の組み合わせなどから判断してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　アクセス件数の詳細

                  アクセス件数の詳細を次の表に示します。

                  
                     表24‒27　アクセス件数の詳細
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 アクセス手段

                              
                              	
                                 アクセス件数

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 SQL

                              
                              	
                                 SELECT

                              
                              	
                                 SELECT文での結果集合に対して，ユーザがアクセス（CLOSEが成功，又は失敗するまでFETCH）した行数です。なお，ブロック転送の場合は，1ブロックに含まれる行数をアクセス件数とします。

                                 問合せに複数表を指定した場合，その複数の表すべてに対して，同じアクセス件数とします。次のどちらかの場合，アクセス件数がNULL値になります。

                                 
                                    	
                                       副問合せに指定した表（詳細については表「副問合せでのアクセス件数」を参照してください）

                                    

                                    	
                                       集合演算EXCEPT 〔ALL〕で右側のオペランドに指定した表（例については，図「アクセス件数の出力例（その6）」を参照してください）

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 INSERT

                              
                              	
                                 挿入した行数です。

                              
                           

                           
                              	
                                 UPDATE

                              
                              	
                                 更新した行数です。

                              
                           

                           
                              	
                                 DELETE

                              
                              	
                                 削除した行数です。

                              
                           

                           
                              	
                                 ユティリティ

                              
                              	
                                 pdload

                              
                              	
                                 表ごとのデータロード件数です。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrorg

                              
                              	
                                 表ごとのアンロード件数，及び表ごとのリロード件数です。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdconstck

                              
                              	
                                 制約違反となったキー値の数の総和です。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表24‒28　副問合せでのアクセス件数
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 表の指定箇所

                              
                              	
                                 アクセス件数

                              
                              	
                                 備考

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 スカラ副問合せ

                              
                              	
                                 値式を指定できる箇所

                              
                              	
                                 NULL値

                              
                              	
                                 例については，図「アクセス件数の出力例（その7）」参照

                              
                           

                           
                              	
                                 行副問合せ

                              
                              	
                                 行値構成子を指定できる箇所

                              
                              	
                                 NULL値

                              
                              	
                                 例については，図「アクセス件数の出力例（その8）」参照

                              
                           

                           
                              	
                                 UPDATE文のSET句

                              
                              	
                                 NULL値

                              
                              	
                                 例については，図「アクセス件数の出力例（その9）」参照

                              
                           

                           
                              	
                                 表副問合せ

                              
                              	
                                 IN述語の右側

                              
                              	
                                 NULL値

                              
                              	
                                 例については，図「アクセス件数の出力例（その10）」参照

                              
                           

                           
                              	
                                 限定述語の右側

                              
                              	
                                 NULL値

                              
                              	
                                 例については，図「アクセス件数の出力例（その11）」参照

                              
                           

                           
                              	
                                 EXISTS述語

                              
                              	
                                 NULL値

                              
                              	
                                 例については，図「アクセス件数の出力例（その12）」参照

                              
                           

                           
                              	
                                 FROM句の導出表

                              
                              	
                                 非NULL値※

                              
                              	
                                 例については，図「アクセス件数の出力例（その13）」参照

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        FROM句の導出表の検索結果が，ユーザに直接返らない場合は，アクセス件数がNULL値となります（例については，図「アクセス件数の出力例（その14）」参照）。

                     

                  

                  アクセス手段がSELECTの場合の，アクセス件数の出力例を次の図に示します。

                  
                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その1）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その2）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その3）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その4）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その5）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その6）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その7）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その8）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その9）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その10）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その11）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その12）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その13）」

                     

                     	
                        図「アクセス件数の出力例（その14）」

                        
                           図24‒10　アクセス件数の出力例（その1）
                           [image: [図データ]]

                        
                        
                           図24‒11　アクセス件数の出力例（その2）
                           [image: [図データ]]

                        
                        
                           図24‒12　アクセス件数の出力例（その3）
                           [image: [図データ]]

                        
                     

                  

                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その2）」と同じです。

                  
                     図24‒13　アクセス件数の出力例（その4）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その2）」と同じです。

                  
                     図24‒14　アクセス件数の出力例（その5）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図24‒15　アクセス件数の出力例（その6）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒16　アクセス件数の出力例（その7）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒17　アクセス件数の出力例（その8）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒18　アクセス件数の出力例（その9）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒19　アクセス件数の出力例（その10）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒20　アクセス件数の出力例（その11）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒21　アクセス件数の出力例（その12）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒22　アクセス件数の出力例（その13）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

                  
                     図24‒23　アクセス件数の出力例（その14）
                     [image: [図データ]]

                  
                  注　表の実体については，図「アクセス件数の出力例（その5）」と同じです。

               
               
                  (7)　SQLデータの詳細

                  
                     (a)　SQLデータの構造

                     SQLデータの構造を次の図に示します。

                     
                        図24‒24　SQLデータの構造
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ｎ：SQLNに対応する，SQLVARの個数を示します。SQLDA（SQL記述領域）の構造については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                        

                     

                     注1　( )内は，領域の長さ（単位：バイト）を示します。

                     注2　記録されるエンディアン形式は，サーバのOSに依存します。

                     次に，SQLデータを構造するHEADER領域，SQLDA（SQL記述領域）及び入力データ領域の各構造について説明します。

                     ●HEADER領域

                     HEADER領域の構造を次の図に示します。また，各構成要素の詳細を次の表に示します。

                     
                        図24‒25　HEADER領域の構造
                        [image: [図データ]]

                     
                     注　( )内は，領域の長さ（単位：バイト）を示します。

                     
                        表24‒29　HEADER領域の構成要素の詳細
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    レベル番号※

                                 
                                 	
                                    領域名

                                 
                                 	
                                    データ型

                                 
                                 	
                                    長さ

                                 
                                 	
                                    内容

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    HEADER

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    16

                                 
                                 	
                                    SQLデータの管理情報です。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    SQLDATALEN

                                 
                                 	
                                    unsigned long

                                 
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    記録前のSQLデータのデータ長です。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    SQLARRAY

                                 
                                 	
                                    long

                                 
                                 	
                                    4

                                 
                                 	
                                    配列型の変数を使って複数行分のデータを設定した場合の配列要素数です。配列型の変数を使用しない場合は，1が設定されます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2

                                 
                                 	
                                    RESERVED

                                 
                                 	
                                    char

                                 
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    システムが使用する予備領域です。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           −：該当しません。

                        

                        	注※

                        	
                           HEADER領域での包含関係を示しています。この場合，レベル番号1の領域は，レベル番号2の領域から構造されていることを示します。

                        

                     

                     ●SQLDA及び入力データ領域

                     SQLDA及び入力データ領域の構造を次の図に示します。SQLDA（SQL記述領域）の構造については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        図24‒26　SQLDA及び入力データ領域の構造
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           n：SQLNに対応する，SQLVARの個数を示します。

                           r：入力データ領域の長さを示します。入力データ領域の長さは，次の計算式で求められます。

                           入力データ領域の長さ＝SQLデータの長さ−HEADER領域の長さ−SQLDAの長さ

                        

                     

                     注1　( )内は，領域の長さ（単位：バイト）を示します。

                     注2　破線の矢印は，SQLDAからのオフセットを示します。

                  
                  
                     (b)　入力値の構造

                     入力データ領域を構成する入力値は，次に示す要素によって構造が異なります。詳細については，それぞれの参照先にある図を参照してください。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力値の種類

                                 
                                 	
                                    標識変数の有無

                                 
                                 	
                                    参照先

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    単純構造の入力値

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    図「単純構造の入力値（標識変数あり）の構造」

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    図「単純構造の入力値（標識変数なし）の構造」

                                 
                              

                              
                                 	
                                    繰返し構造の入力値

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    図「繰返し構造の入力値（標識変数あり）の構造」

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    図「繰返し構造の入力値（標識変数なし）の構造」

                                 
                              

                              
                                 	
                                    固定長のデータ型で配列を使った入力値

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    図「固定長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数あり）の構造」

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    図「固定長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数なし）の構造」

                                 
                              

                              
                                 	
                                    可変長のデータ型で配列を使った入力値

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    図「可変長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数あり）の構造」

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    図「可変長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数なし）の構造」

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	●入力値の種類が，単純構造の入力値の場合

                        	
                           
                              図24‒27　単純構造の入力値（標識変数あり）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図24‒28　単純構造の入力値（標識変数なし）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	（凡例）

                        	
                           d1，d2：データの長さを示します。データの長さについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の「SQL記述領域に設定するデータコードとデータの長さ」を参照してください。

                           p1：標識変数の長さを示します。SQLVARのSQLCODに対応します。

                        

                     

                     注　破線の矢印は，SQLDAからのオフセットを示します。

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           データ及び標識変数は，SQLVARのSQLCOD及びSQLLEN，又はSQLVAR_LOBのSQLCOD及びSQLLOBLENに設定されたデータ型に合わせた構造になります。

                           データ及び標識変数は，境界調整を行った領域に格納されます。このため，各領域の長さには境界調整で発生した領域の長さも含まれます。

                           データの記述については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の「SQLのデータ型とC言語のデータ記述」又は「SQLのデータ型とCOBOL言語のデータ記述」を参照してください。

                        

                        	●入力値の種類が，繰返し構造の入力値の場合

                        	
                           
                              図24‒29　繰返し構造の入力値（標識変数あり）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図24‒30　繰返し構造の入力値（標識変数なし）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	（凡例）

                        	
                           x：標識変数の個数を示します。

                           x1，x2：要素数で指定した，データの個数を示します。

                           d3，d4：SQLVARのSQLSYSに対応する，データの長さを示します。

                        

                     

                     注1　( )内は，領域の長さ（単位：バイト）を示します。

                     注2　破線の矢印は，SQLDAからのオフセットを示します。

                     注※1　繰返し構造全体の標識変数が格納されます。

                     注※2　各要素の標識変数が格納されます。

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           SQLVARのSQLXDIMが2以上の場合，繰返し指定で指定した要素数分の要素が格納されます。

                           データは，SQLVARのSQLCODに設定されたデータ型に合わせた構造になります。

                           データ及び標識変数は，境界調整を行った領域に格納されます。このため，各領域の長さには境界調整で発生した領域の長さも含まれます。

                           データの記述については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の「SQLのデータ型とC言語のデータ記述」又は「SQLのデータ型とCOBOL言語のデータ記述」を参照してください。

                        

                        	●入力値の種類が，固定長のデータ型で配列を使った入力値の場合

                        	
                           
                              図24‒31　固定長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数あり）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図24‒32　固定長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数なし）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	（凡例）

                        	
                           y：標識変数の個数を示します。

                           y1，y2：HEADER領域のSQLARRAYに対応する，配列の要素数を示します。

                           d5，d6：SQLVARのSQLSYSに対応する，データの長さを示します。

                           p5：SQLVARのSQLCODに対応する，標識変数の長さを示します。

                        

                     

                     注　破線の矢印は，SQLDAからのオフセットを示します。

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           HEADER領域のSQLARRAYが2以上の場合，配列型で指定した要素数分の要素が格納されます。

                           データ及び標識変数は，SQLVARのSQLCOD及びSQLLEN，又はSQLVAR_LOBのSQLCOD及びSQLLOBLENに設定されたデータ型に合わせた構造になります。

                           データ及び標識変数は，境界調整を行った領域に格納されます。このため，各領域の長さには境界調整で発生した領域の長さも含まれます。

                           データの記述については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の「SQLのデータ型とC言語のデータ記述」又は「SQLのデータ型とCOBOL言語のデータ記述」を参照してください。

                        

                        	●入力値の種類が，可変長のデータ型で配列を使った入力値の場合

                        	
                           
                              図24‒33　可変長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数あり）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              図24‒34　可変長のデータ型で配列を使った入力値（標識変数なし）の構造
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	（凡例）

                        	
                           y：標識変数の個数を示します。

                           y3，y4：HEADER領域のSQLARRAYに対応する，配列の要素数を示します。

                           d7，d8：データの長さを示します。

                           p7：SQLVARのSQLCODに対応する，標識変数の長さを示します。

                        

                     

                     注　破線の矢印は，SQLDAからのオフセットを示します。

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           HEADER領域のSQLARRAYが2以上の場合，配列型で指定した要素数分の要素が格納されます。

                           データ及び標識変数は，SQLVARのSQLCOD及びSQLLEN，又はSQLVAR_LOBのSQLCOD及びSQLLOBLENに設定されたデータ型に合わせた構造になります。

                           データ及び標識変数は，境界調整を行った領域に格納されます。このため，各領域の長さには境界調整で発生した領域の長さも含まれます。

                           データ及び標識変数の長さについては，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の「SQL記述領域に設定するデータコードとデータの長さ」を参照してください。

                           データの記述については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の「SQLのデータ型とC言語のデータ記述」又は「SQLのデータ型とCOBOL言語のデータ記述」を参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　出力例

                     監査証跡に出力されるSQLデータの例を次に示します。

                     在庫表にデータを追加します。使用する埋込み変数とデータ型，及びデータの内容は次のとおりです。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    列名

                                 
                                 	
                                    埋込み変数

                                 
                                 	
                                    データ型

                                 
                                 	
                                    データの内容

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    商品コード

                                 
                                 	
                                    xscode

                                 
                                 	
                                    char(5)

                                 
                                 	
                                    202M

                                 
                              

                              
                                 	
                                    商品名

                                 
                                 	
                                    xsname

                                 
                                 	
                                    char(17)

                                 
                                 	
                                    ポロシャツ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    色

                                 
                                 	
                                    xcol

                                 
                                 	
                                    char(3)

                                 
                                 	
                                    赤

                                 
                              

                              
                                 	
                                    単価

                                 
                                 	
                                    xtanka

                                 
                                 	
                                    int

                                 
                                 	
                                    3640

                                 
                              

                              
                                 	
                                    数量

                                 
                                 	
                                    xgryo

                                 
                                 	
                                    int

                                 
                                 	
                                    0

                                 
                              

                              
                                 	
                                    数量

                                 
                                 	
                                    igryo

                                 
                                 	
                                    short

                                 
                                 	
                                    -1

                                 
                              

                           
                        

                     
                     実行するSQL文は次のとおりです。

                     EXEC SQL INSERT INTO ZAIKO(SCODE,SNAME,COL,TANKA,ZSURYO)
  VALUES(:xscode,:xsname,:xcol,:xtanka,:xgryo:igryo);

                     SQL文を実行すると，監査証跡のSQLデータは次のように記録されます。

                     [image: [図データ]]

                     〔説明〕

                     
                        	
                           HEADER領域が格納されます。

                        

                        	
                           SQLDAが格納されます。

                        

                        	
                           入力データ領域が格納されます。

                           SQLVAR又はSQLVAR_LOBの個数は，SQLDAのSQLD（下線部）で分かります。この例の場合，SQLVAR又はSQLVAR_LOBに対応するデータは5個あり，それぞれ次のように格納されています。

                           
                              	
                                 1番目のSQLVARから，データはCHAR型で長さが4バイト，標識変数なしと分かります。データは，SQLDAから16進数で60hバイト進んだ領域に4バイト格納されます（32
                                    30 32 4d）。

                              

                              	
                                 2番目のSQLVARから，データはCHAR型で長さが16バイト，標識変数なしと分かります。データは，SQLDAから16進数で64hバイト進んだ領域に16バイト格納されます（83
                                    7c 83 8d 83 56 83 83 83 63 20 20 20 20 20 20）。

                              

                              	
                                 3番目のSQLVARから，データはCHAR型で長さが2バイト，標識変数なしと分かります。データは，SQLDAから16進数で74hバイト進んだ領域に2バイト格納されます（90
                                    d4）。

                              

                              	
                                 4番目のSQLVARから，データはINTEGER型で長さが4バイト，標識変数なしと分かります。データは，SQLDAから16進数で78hバイト進んだ領域に4バイト格納されます（00
                                    00 0e 38）。

                              

                              	
                                 5番目のSQLVARから，データはINTEGER型で長さが4バイト，標識変数ありと分かります。データは，SQLDAから16進数で7chバイト進んだ領域に2バイト格納されます（ff
                                    ff）。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
         
         
            24.9　監査証跡の絞り込み

            監査証跡の絞り込みをすると，特定の監査証跡だけを取得できます。

            監査証跡の絞り込みは，定義系SQLのCREATE AUDITで条件を定義し，必要に応じてDROP AUDITで削除できます。

            
               24.9.1　選択項目

               監査証跡の絞り込みの条件に指定できる選択項目を次の表に示します。

               
                  表24‒30　監査証跡の絞り込みの条件に指定できる選択項目
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              選択項目

                           
                           	
                              指定

                           
                           	
                              内容

                           
                           	
                              該当する監査証跡の

                              レコード項目

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              操作種別

                           
                           	
                              必要

                           
                           	
                              特定の操作種別で絞り込んで，監査証跡を取得する場合に指定します。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    イベントタイプ

                                 

                                 	
                                    イベントサブタイプ

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              証跡種別

                           
                           	
                              必要

                           
                           	
                              証跡種別で絞り込んで監査証跡を取得する場合に指定します。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    監査証跡種別

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              イベント成否

                           
                           	
                              必要

                           
                           	
                              イベントの成否で絞り込んで，監査証跡を取得する場合に指定します。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    イベント成否

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              実行者※1

                           
                           	
                              任意

                           
                           	
                              特定のユーザが実行したイベントだけを絞り込んで監査証跡を取得する場合に指定します。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    イベント実行者

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              オブジェクト※2

                           
                           	
                              任意

                           
                           	
                              特定のイベントの対象となったオブジェクトを絞り込んで，監査証跡を取得する場合に指定します。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    オブジェクトの所有者

                                 

                                 	
                                    オブジェクト名称

                                 

                                 	
                                    オブジェクト種別

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     実行者を指定する場合，次の規則があります。

                     
                        	
                           存在しない実行者でも監査対象イベントの定義を指定できます。

                        

                        	
                           監査対象イベントの定義に指定した実行者が削除されても，監査対象イベントの定義は変更しません。

                        

                     

                  

                  	注※2

                  	
                     オブジェクトを指定する場合，次の規則があります。

                     
                        	
                           存在しないオブジェクト名でも監査対象イベントの定義を指定できます（CREATE系でオブジェクトが作成された場合の証跡も絞り込めるようにするため）。

                        

                        	
                           監査対象イベントの定義に指定したオブジェクトが，他SQLによって削除されたり，名称変更などの属性変更があったとしても，監査対象イベントの定義は変更できません。例を次に示します。

                           例1：表T1に監査対象イベントの定義を指定していて，表名称をT1からT2に変更した場合，監査対象イベントの定義は表T1を指定したままとなります。

                           例2：表T1に監査対象イベントの定義を指定していて，DROP TABLEで表T1が削除された場合，監査対象イベントの定義はそのまま残ります。

                        

                        	
                           権限チェック証跡の場合，権限チェックの対象オブジェクトが，イベントの対象オブジェクトと一致した場合だけ証跡を取得します。オブジェクトによる絞り込みをして監査証跡を取得する場合は，イベント終了時の監査証跡を取得することをお勧めします。オブジェクトによって絞り込んだ場合の権限チェックの出力有無を次の表に示します。

                           
                              表24‒31　オブジェクトによって絞り込んだ場合の権限チェックの出力有無
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          使用した権限

                                       
                                       	
                                          オブジェクトの有無

                                       
                                       	
                                          絞り込めるオブジェクト

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          DBA

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          SCH

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          CNT

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          RDA

                                       
                                       	
                                          あり（RDA）

                                       
                                       	
                                          左記のオブジェクト

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          SEL

                                       
                                       	
                                          あり（LST，TBL，VIW）

                                       
                                       	
                                          左記のオブジェクト

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          INS

                                       
                                       	
                                          あり（TBL，VIW）

                                       
                                       	
                                          左記のオブジェクト

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          DEL

                                       
                                       	
                                          あり（TBL，VIW）

                                       
                                       	
                                          左記のオブジェクト

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          UPD

                                       
                                       	
                                          あり（TBL，VIW）

                                       
                                       	
                                          左記のオブジェクト

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          AUD

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          なし※

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          SYS

                                       
                                       	
                                          あり（AUF，TBL）

                                       
                                       	
                                          −

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          OWN

                                       
                                       	
                                          あり（FNC，IDX，PRC，SCH，SEQ，TBL，TRG，TYP，VIW）

                                       
                                       	
                                          左記のオブジェクト

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          SCO

                                       
                                       	
                                          あり（FNC，IDX，PRC，SEQ，TBL，TRG，TYP，VIW）

                                       
                                       	
                                          左記のオブジェクト

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                     

                     
                        	（凡例）

                        	
                           −：監査機能実行中であれば，監査対象イベントの定義に関係なく無条件に監査証跡を出力します。

                        

                        	注

                        	
                           使用した権限，及びオブジェクトの有無の記号の意味については，表「監査証跡表の列構成」のUSED_PRIVILEGE及びOBJECT_TYPEを参照してください。

                        

                        	注※

                        	
                           監査人セキュリティイベントの場合は，セキュリティ監査機能が実行中であれば，監査対象イベントの定義に関係なく，無条件に監査証跡を出力します。

                        

                     

                  

               

               絞り込み対象のオブジェクトにディクショナリ表を指定した場合，オブジェクトの種別，認可識別子，及び表識別子は次の表のように指定してください。

               
                  表24‒32　ディクショナリ表を指定した場合のオブジェクトの種別，認可識別子，及び表識別子
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              操作種別

                           
                           	
                              オブジェクト種別

                           
                           	
                              認可識別子

                           
                           	
                              表識別子

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              オブジェクト操作イベント

                           
                           	
                              VIEW

                           
                           	
                              MASTER

                           
                           	
                              システムが使用するディクショナリ表を除いたディクショナリ表の表識別子

                           
                        

                        
                           	
                              ユティリティ操作イベント

                           
                           	
                              TABLE

                           
                           	
                              省略※

                           
                           	
                              すべてのディクショナリ表の表識別子

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     省略した場合でも，ディクショナリ表SQL_AUDITSのオブジェクトの所有者の列には，'(Data dictionary)'が格納されます。

                  

               

            
            
               24.9.2　選択できる単位

               選択できる単位は次のとおりです。

               
                  	
                     1回のCREATE AUDIT文で，選択項目の操作種別，証跡種別，イベント成否，実行者，及びオブジェクトを組み合わせて，監査対象イベントの定義を一つ作成できます。組み合わせの可否を次の表に示します。

                     
                        表24‒33　1回のCREATE AUDIT文での選択項目の組み合わせ可否一覧
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    選択項目，又は同時に指定できる選択項目

                                 
                                 	
                                    操作種別

                                 
                                 	
                                    証跡種別

                                 
                                 	
                                    イベント成否

                                 
                                 	
                                    実行者

                                 
                                 	
                                    オブジェクト

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    操作種別

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    証跡種別

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    イベント成否

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行者

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オブジェクト

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

               

               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：組み合わせができます。

                     ×：組み合わせができません。

                     −：同時指定ができません。

                  

               

               
                  	
                     1回のCREATE AUDITでは，操作種別，証跡種別，イベント成否，実行者，及びオブジェクトの各項目で指定できるのは一つだけです。したがって，操作種別，証跡種別，イベント成否，実行者，及びオブジェクトの各項目で複数の値を指定する場合は，複数回のCREATE
                        AUDITを実行してください。複数回，監査対象イベントの定義を行った場合は，監査対象イベントの定義同士がOR条件となり，監査対象イベントの定義のどれかに該当した監査証跡を取得します。

                  

               

               オブジェクト操作イベントの対象オブジェクトが表"USER1"."T1"の場合の証跡と，オブジェクト定義イベントのイベント終了証跡を監査対象とする場合は，次のように定義します。

               CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR ACCESS ON TABLE “USER1”.”T1”
CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR DEFINITION

               上記の監査対象イベントの定義を行った場合，監査証跡取得の有無は次のようになります。

               
                  	取得される証跡：

                  	
                     
                        	
                           表"USER1"."T1"を検索した場合のイベント終了証跡

                        

                        	
                           CREATE系実行時のイベント終了証跡

                        

                     

                  

                  	取得されない証跡：

                  	
                     
                        	
                           表"USER1"."T1"以外を検索した場合の証跡

                        

                        	
                           接続系イベントの証跡

                        

                        	
                           ユティリティ操作イベントの証跡

                        

                     

                  

               

            
            
               24.9.3　選択項目の組み合わせ

               選択項目は，組み合わせによっては意味のないものがあります。意味のない組み合わせについては，実行したCREATE AUDITがエラーになります。

               例えば，セッションセキュリティイベントのCONNECTに対して，オブジェクト表"USER1"."T1"を指定した場合などです。

            
            
               24.9.4　セキュリティ監査情報用バッファ

               セキュリティ監査機能を使用する場合，セキュリティ監査情報用バッファを使用します。セキュリティ監査情報用バッファには，監査対象イベントを実行者，又はオブジェクトごとに一つのエントリとして設定します。次に，定義例を示します。この例では，"USER1"に関するエントリ，"USER2"."T1"に関するエントリ，"USER2"に関するエントリの3エントリを定義しています。

               CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR ACCESS BY AUTHORIZATION "USER1"
CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR DEFINITION BY AUTHORIZATION "USER1"
CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR SESSION BY AUTHORIZATION "USER1"
CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR ACCESS ON TABLE "USER2"."T1"
CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR PRIVILEGE ON TABLE "USER2"."T1"
CREATE AUDIT AUDITTYPE EVENT FOR DEFINITION BY AUTHORIZATION "USER2"

               上記の監査対象イベントを定義した場合，監査定義バッファのエントリ数は3となります。

               
                  	
                     "USER1"に関するエントリ

                     オブジェクト操作イベント，オブジェクト定義イベント，セッションセキュリティイベント

                  

                  	
                     "USER2"."T1"に関するエントリ

                     オブジェクト操作イベント，権限管理イベント

                  

                  	
                     "USER2"に関するエントリ

                     オブジェクト定義イベント

                  

               

               また，セキュリティ監査情報用バッファ用共用メモリの見積もりも必要です。セキュリティ監査情報用バッファ用共用メモリの見積もりには，ユーザが指定値を見積もり，システム定義のpd_audit_def_buffer_sizeオペランドに指定する方法と，システムが自動的に計算する方法（pd_audit_def_buffer_sizeオペランドを省略）の二種類があります。システムが自動的に計算する方法では，システムが余裕値を加算してメモリを確保します。メモリサイズは，セキュリティ監査情報用バッファのエントリ数で決まるため，既に定義されているセキュリティ監査情報用バッファのエントリ数に100を加算するか，又は1.2倍し，どちらか大きいほうのエントリ数分確保します。余裕値を次に示します。

               
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              既に絞り込みの監査対象として定義しているオブジェクトのエントリ数

                           
                           	
                              条件

                           
                           	
                              余裕値

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              0

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファ100エントリ分

                           
                        

                        
                           	
                              1以上

                           
                           	
                              N＋100＞N×1.2となる場合

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファ100エントリ分

                           
                        

                        
                           	
                              N＋100≦N×1.2となる場合

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファN×0.2エントリ数分

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     N：既に定義しているセキュリティ監査情報用バッファのエントリ数

                  

               

               セキュリティ監査情報用バッファ作成時に，メモリ不足のために必要なサイズが確保できない場合は，次の表のように対処する必要があります。

               
                  	注意事項

                  	
                     セキュリティ監査情報用バッファに，すべての監査対象イベントの定義情報が格納されない場合，ディクショナリ表へのアクセスが発生するため，処理が遅くなります。

                  

               

               
                  表24‒34　セキュリティ監査情報用バッファ作成時のHiRDBの動作と対処方法（HiRDB開始時）
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              pd_audit_def_buffer_sizeオペランドの指定

                           
                           	
                              共用メモリの確保

                           
                           	
                              HiRDBの動作

                           
                           	
                              対処

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              あり

                           
                           	
                              失敗

                           
                           	
                              開始しません。このとき，KFPD00031-Eメッセージが出力されます。

                           
                           	
                              次のどれかの対処をしてください。

                              
                                 	
                                    OSの共用メモリを増やす

                                 

                                 	
                                    OSの共用メモリの空き領域を作る

                                 

                                 	
                                    pd_audit_def_buffer_sizeオペランドの指定値を小さくする

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              成功

                           
                           	
                              開始します。ただし，セキュリティ監査情報用バッファに，すべての監査対象イベントの定義情報が格納されない場合，KFPD00032-Wメッセージが出力されます。

                           
                           	
                              性能が劣化することがあるため，pd_audit_def_buffer_sizeオペランドの値を再度見積もってください。

                           
                        

                        
                           	
                              なし

                           
                           	
                              失敗

                           
                           	
                              開始しますが，セキュリティ監査情報用バッファは作成されません。このとき，KFPD00032-Wメッセージが出力されます。

                           
                           	
                              性能が劣化することがあるため，次のどちらかの対処をしてください。

                              
                                 	
                                    OSの共用メモリを増やす

                                 

                                 	
                                    OSの共用メモリの空き領域を作る

                                 

                              

                              上記の対処ができない場合は，pd_audit_def_buffer_sizeオペランドの値に，システムが自動的に計算する値よりも小さい値を指定してください。

                           
                        

                        
                           	
                              成功

                           
                           	
                              開始します。

                           
                           	
                              対処する必要はありません。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  表24‒35　セキュリティ監査情報用バッファ作成時のHiRDBの動作と対処方法（HiRDB稼働中）
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              pd_audit_def_buffer_sizeオペランドの指定

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファの監査対象イベントの定義情報のあふれ

                           
                           	
                              HiRDBの動作

                           
                           	
                              対処

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              あり

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファに，格納できる分だけ監査対象イベントの定義情報を格納して処理を続行します。このとき，KFPD00032-Wメッセージを出力します。

                           
                           	
                              KFPD00032-Wメッセージに従ってpd_audit_def_buffer_sizeオペランドの値を再度見積もってください。対処しないと，性能が劣化することがあります。

                           
                        

                        
                           	
                              なし

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファに，すべての監査対象イベントの定義情報を格納して処理を続行します。

                           
                           	
                              対処する必要はありません。

                           
                        

                        
                           	
                              なし

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファに，格納できる分だけ監査対象イベントの定義情報を格納して処理を続行します。このとき，KFPD00032-Wメッセージを出力します。

                           
                           	
                              HiRDBを再開始してください。システムがサイズを再計算して，セキュリティ監査情報用バッファを作成します。再開始したときにKFPD00032-Wメッセージが出力された場合，次のどちらかの対処をしてください。

                              
                                 	
                                    OSの共用メモリを増やす

                                 

                                 	
                                    OSの共用メモリの空き領域を作る

                                 

                              

                              上記の対処ができない場合は，pd_audit_def_buffer_sizeオペランドの値に，システムが自動的に計算する値よりも小さい値を指定してください。

                           
                        

                        
                           	
                              なし

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファに，すべての監査対象イベントの定義情報を格納して処理を続行します。

                           
                           	
                              対処は必要ありません。

                           
                        

                     
                  

               
               pd_audit_def_buffer_sizeオペランドを省略した場合，指定値はシステムが自動的に計算しますが，HiRDBの開始から終了までの間に監査対象イベントの定義が増えたときは，次回のHiRDBの開始でのセキュリティ監査情報用バッファのサイズが増えます。したがって，HiRDBの開始，終了を繰り返すと，セキュリティ監査情報用バッファのサイズが増えることがあります。

            
            
               24.9.5　セキュリティ監査情報用バッファに関するエラーが発生した場合のHiRDBの動作

               セキュリティ監査情報用バッファに関するエラーが発生した場合のHiRDBの動作について説明します。

               
                  (1)　HiRDB開始時

                  セキュリティ監査情報用バッファはHiRDB開始時に作成されますが，このときエラーが発生することがあります。エラーが発生した場合，セキュリティ監査情報用バッファをシステムが自動計算する場合と，ユーザが指定値を見積もる場合とでHiRDBの動作は変わります。

                  
                     	
                        システムが自動計算する場合

                        メッセージを出力し，セキュリティ監査情報用バッファはサイズ0で開始します（セキュリティ監査情報用バッファを作成しません）。ただし，ディクショナリアクセスエラー（ロールバック要）の場合は次のようになります。

                        
                           	HiRDB/シングルサーバのとき：

                           	
                              ディスク障害などは，サイズ0で開始しても，開始後に監査対象イベントの定義情報が取得できないで続行できなくなる可能性が高いため，メッセージを出力してすぐに異常終了します（ユニットダウンします）。

                           

                           	HiRDB/パラレルサーバのとき：

                           	
                              ディクショナリサーバが開始していない可能性があるため，セキュリティ監査情報用バッファの作成処理を一定回数リトライします。一定回数分リトライしてもエラーが解消されない場合，フロントエンドサーバをSUSPEND状態にします。

                           

                        

                     

                     	
                        ユーザが指定値を見積もる場合

                        メッセージを出力して処理を続行します。ただし，指定したサイズのセキュリティ監査情報用バッファ用共用メモリが確保できない場合，メッセージを出力してすぐに異常終了します（ユニットダウンします）。

                     

                  

                  HiRDB開始時のエラー要因とHiRDBの処理を次の表に示します。

                  
                     表24‒36　HiRDB開始時のエラー要因とHiRDBの処理
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 エラー要因

                              
                              	
                                 HiRDBの処理

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_audit_def_buffer_sizeオペランドを省略

                              
                              	
                                 pd_audit_def_buffer_sizeオペランドを指定

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 領域確保エラー

                              
                              	
                                 バッファ用共用メモリ

                              
                              	
                                 サイズ0で開始

                              
                              	
                                 開始できません

                              
                           

                           
                              	
                                 ディクショナリ検索用プロセス固有メモリ

                              
                              	
                                 サイズ0で開始

                              
                              	
                                 共用メモリ確保後，処理を続行

                              
                           

                           
                              	
                                 通信障害

                              
                              	
                                 サイズ0で開始

                              
                              	
                                 共用メモリ確保後，処理を続行

                              
                           

                           
                              	
                                 ディクショナリアクセスエラー

                              
                              	
                                 ロールバック不要

                              
                              	
                                 サイズ0で開始

                              
                              	
                                 共用メモリ確保後，処理を続行

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック要

                              
                              	
                                 開始できません※

                              
                              	
                                 共用メモリ確保後，処理を続行

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバの場合，一定回数の再開始をしてもエラーが解消されないときは，フロントエンドサーバをSUSPEND状態にします。

                        HiRDB/シングルサーバの場合はすぐに異常終了します。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDB稼働中

                  監査対象イベントの定義情報の判定中にエラーが発生した場合は，監査対象イベントの定義に関係なく，該当する監査証跡を出力します。

                  SQL実行時にエラーが発生した場合も監査証跡を出力しますが，監査証跡出力時の監査対象イベントの定義情報取得時にもエラーが発生することがあります。エラーの組み合わせと，設定されるSQLコード及びロールバック要否を次の表に示します。なお，監査証跡出力時にエラーが発生した場合は，そのエラーを無視して処理を続行します。

                  
                     表24‒37　エラーの組み合わせと，設定されるSQLコード及びロールバック要否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前の状態

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得時の状態

                              
                              	
                                 設定されるSQLコード

                              
                              	
                                 ロールバック要否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 正常

                              
                              	
                                 正常

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 不要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック要エラー

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得時のSQLコード

                              
                              	
                                 要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック不要エラー

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前のSQLコード

                              
                              	
                                 不要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック要エラー

                              
                              	
                                 正常

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前のSQLコード

                              
                              	
                                 要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック要エラー

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前のSQLコード

                              
                              	
                                 要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック不要エラー

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前のSQLコード

                              
                              	
                                 要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック不要エラー

                              
                              	
                                 正常

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前のSQLコード

                              
                              	
                                 不要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック要エラー

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前のSQLコード

                              
                              	
                                 要

                              
                           

                           
                              	
                                 ロールバック不要エラー

                              
                              	
                                 監査対象イベントの定義取得前のSQLコード

                              
                              	
                                 不要

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               24.9.6　セキュリティ監査情報用バッファの状態遷移

               セキュリティ監査情報用バッファは，イベントが発生すると，無効な状態になったり，有効な状態になったりします。イベントが発生した場合のセキュリティ監査情報用バッファの状態遷移を次に示します。

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              イベント

                           
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファの状態

                           
                        

                        
                           	
                              初期状態

                              (HiRDB開始前)

                           
                           	
                              無効状態

                              (情報未設定)

                           
                           	
                              有効状態

                              (情報設定)

                           
                           	
                              無効状態

                              (古い情報が残っている)

                           
                        

                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              2

                           
                           	
                              3

                           
                           	
                              4

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              HiRDBの開始処理完了

                           
                           	
                              →2

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              セキュリティ監査情報用バッファへのアクセス

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              →3

                           
                           	
                              →3

                           
                           	
                              →3

                           
                        

                        
                           	
                              監査対象イベントの定義変更時

                              （CREATE AUDIT，DROP AUDIT実行時）

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              →2

                           
                           	
                              →4

                           
                           	
                              →4

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     →n：該当するイベントが発生すると，番号nの状態になることを示しています。

                     −：該当しません。

                  

               

            
         
         
            24.10　監査証跡ファイルに障害が発生したときの対処方法

            
               24.10.1　監査証跡ファイルに障害が発生した場合

               障害が発生した監査証跡ファイルは閉塞状態になります。閉塞状態の監査証跡ファイルは，削除しないかぎり使用できない状態のままです。次に示す手順で対処してください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           KFPS05704-Eメッセージで閉塞状態の監査証跡ファイルを確認してください。

                           pdls -d audコマンドで障害が発生した世代を確認できます。HiRDBが稼働している場合は，監査人がpdls -d audコマンドを実行してください。

                        

                        	
                           pdaudrmコマンドで閉塞状態の監査証跡ファイルを削除してください。データロード待ちのファイルに対しては-fオプションを指定して強制的に削除してください。

                        

                     

                  

               

               閉塞状態のファイルはデータロードできません。したがって，データロードしていない場合はそのファイル中の監査証跡はすべて失われます。

            
            
               24.10.2　監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域に障害が発生した場合（全監査証跡ファイルが閉塞状態になった場合）

               監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域に障害が発生した場合など，全監査証跡ファイルが閉塞状態になったときの対処方法を説明します。

               pd_aud_no_standby_file_oprオペランドの指定値によって，HiRDBの処理が異なります。

               
                  (1)　downを指定した場合

                  HiRDBが稼働中の場合は，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を強制終了します。

                  HiRDBが開始処理中の場合は，監査証跡の出力を中止してから，HiRDBの開始処理を完了します。

               
               
                  (2)　forcewrite（省略値）を指定した場合

                  監査証跡の出力を中止します。この場合，HiRDBは稼働したままです。

                  HiRDB管理者は次に示す手順で対処してください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              HiRDBが稼働中の場合はpdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。正常終了できない場合はpdstop -fコマンドでHiRDBを強制終了してください。

                           

                           	
                              pdfmkfsコマンドで監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を再作成します。ディスク障害などでこのHiRDBファイルシステム領域が使用できない場合は，ほかのディスクに監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                           

                           	
                              監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を変更した場合は，pd_aud_file_nameオペランドの指定を変更してください。

                           

                           	
                              監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域のバックアップがある場合は，pdfrstrコマンドでHiRDBファイルシステム領域を回復してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               24.10.3　スワップ先にできる監査証跡ファイルがないためHiRDBが強制終了した場合

               pd_aud_no_standby_file_oprオペランドにdownを指定した場合，ファイル容量の満杯時，又は現用ファイルの障害時にスワップ先にできるファイルが残り一つ以下になると，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を強制終了します。HiRDB管理者，及び監査人は次に示す手順で対処してください。

               
                  (1)　監査証跡の自動データロード機能を使用している場合（pd_aud_auto_loading = Yを指定している場合）

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     
                        	
                           KFPS05705-E（number=1）メッセージが表示された場合

                           次に示す手順で対処してください。

                        

                     

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを再開始します。

                              

                              	
                                 pdaudatld -bコマンドで監査証跡表の自動データロード機能を再開始してください。データロードが実行されるとKFPS05714-I，及びKFPS05715-I メッセージを表示します。

                              

                           

                        

                     

                     
                        	
                           KFPS05705-E（number=0）メッセージが表示された場合

                           pd_aud_max_generation_num＜200のときは〈手順1〉又は〈手順2〉で対処してください。

                           次のときは〈手順2〉で対処してください。

                           
                              	
                                 pdfstatfsコマンドを実行して，監査証跡ファイルを格納しているHiRDBファイルシステム領域に空き（remain user area capacity，remain
                                    file count）がないとき

                              

                              	
                                 pd_aud_max_generation_num＝200のとき

                              

                           

                        

                     

                     
                        	〈手順1〉

                        	
                           
                              	
                                 pd_aud_max_generation_numオペランドの指定値を増やしてください。スワップ先にできる監査証跡ファイルが自動で追加されます。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを再開始します。

                              

                              	
                                 pdaudatld -bコマンドで監査証跡表の自動データロード機能を再開始してください。データロードが実行されるとKFPS05714-I，及びKFPS05715-I メッセージを表示します。

                              

                           

                           上記の手順で回復した後，監査証跡ファイルの容量を削減したい場合はHiRDBを一度正常停止してpd_aud_max_generation_numオペランドの指定値を元に戻してください。また，自動で追加された監査証跡ファイル（pd_aud_max_generation_numオペランドの指定値よりも大きい世代番号の監査証跡ファイル）を削除してください。その後，HiRDBを開始してください。

                           監査証跡ファイルの削除方法は「監査証跡ファイルの容量変更」を参照してください。監査証跡ファイルは，データロード済み状態にしてから削除する必要があります。pdls -d audコマンドの実行結果で，削除したい監査証跡ファイルの状態が"s--"（データロード済み）以外の場合は，pdaudswapコマンドを実行して"s--"（データロード済み）にしてから削除してください。データロード済み状態ではない監査証跡ファイルを削除すると，監査証跡が失われます。

                        

                        	〈手順2〉

                        	
                           
                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを再開始します。

                                 このときセキュリティ監査機能は停止した状態で，KFPS05724-E，及びKFPS05725-Wメッセージを表示する場合があります。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで，データロード待ちのファイルをデータロードします。データロードの方法は「監査証跡表へのデータ登録」を参照してください。データロードが実行されるとKFPL00702-I，及びKFPL00704-Iメッセージを表示します。

                              

                              	
                                 pdaudbeginコマンドで監査証跡の取得を開始してください。

                              

                              	
                                 pdaudatld -bコマンドで監査証跡表の自動データロード機能を再開始してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     
                        	
                           KFPS05705-E（number=1）メッセージが表示された場合

                           次に示す手順で対処してください。

                        

                     

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 KFPS05705-E（number=1）メッセージが表示されたユニット名称を控えます。

                              

                              	
                                 1.のユニット上でpdstart -qコマンドを実行してユニットを再開始します。

                              

                              	
                                 pdaudatld -bコマンドで監査証跡表の自動データロード機能を再開始してください。データロードが実行されるとKFPS05714-I，及びKFPS05715-I メッセージを表示します。

                              

                           

                        

                     

                     
                        	
                           KFPS05705-E（number=0）メッセージが表示された場合

                           pd_aud_max_generation_num＜200のときは〈手順1〉又は〈手順2〉で対処してください。

                           次のときは〈手順2〉で対処してください。

                           
                              	
                                 pdfstatfsコマンドを実行して，監査証跡ファイルを格納しているHiRDBファイルシステム領域に空き（remain user area capacity，remain
                                    file count）がないとき

                              

                              	
                                 pd_aud_max_generation_num＝200のとき

                              

                           

                        

                     

                     
                        	〈手順1〉

                        	
                           
                              	
                                 KFPS05705-E（number=0）メッセージが表示されたユニット名称を控えます。

                              

                              	
                                 1.のユニットのユニット定義でpd_aud_max_generation_numオペランドの指定値を増やしてください。スワップ先にできる監査証跡ファイルが自動で追加されます。

                              

                              	
                                 1.のユニット上でpdstart -qコマンドを実行してユニットを再開始します。

                              

                              	
                                 pdaudatld -bコマンドで監査証跡表の自動データロード機能を再開始してください。データロードが実行されるとKFPS05714-I，及びKFPS05715-I メッセージを表示します。

                              

                           

                           上記の手順で回復した後，監査証跡ファイルの容量を削減したい場合はHiRDB又はユニットを一度正常停止してpd_aud_max_generation_numオペランドの指定値を元に戻してください。また，自動で追加された監査証跡ファイル（pd_aud_max_generation_numオペランドの指定値よりも大きい世代番号の監査証跡ファイル）を削除してください。その後，HiRDBを開始してください。

                           監査証跡ファイルの削除方法は「監査証跡ファイルの容量変更」を参照してください。監査証跡ファイルは，データロード済み状態にしてから削除する必要があります。pdls -d audコマンド結果で，削除したい監査証跡ファイルの状態が"s--"（データロード済み）以外の場合は，pdaudswap
                              -uコマンドを実行して"s--"（データロード済み）にしてから削除してください。データロード済み状態ではない監査証跡ファイルを削除すると，監査証跡が失われます。

                        

                        	〈手順2〉

                        	
                           
                              	
                                 KFPS05705-E（number=0）メッセージが表示されたユニット名称を控えます。

                              

                              	
                                 1.のユニット上でpdstart -qコマンドを実行してユニットを再開始します。

                                 このときセキュリティ監査機能は停止した状態で，KFPS05724-E，及びKFPS05725-Wメッセージを表示する場合があります。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで，1.のユニットのデータロード待ちのファイルをデータロードします。データロードの方法は「監査証跡表へのデータ登録」を参照してください。データロードが実行されるとKFPL00702-I，及びKFPL00704-Iメッセージを表示します。

                              

                              	
                                 pdaudbegin -uコマンドで1.のユニットの監査証跡の取得を開始してください。

                              

                              	
                                 pdaudatld -bコマンドで監査証跡表の自動データロード機能を再開始してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　監査証跡の自動データロード機能を使用していない場合（pd_aud_auto_loading = Yを指定していない場合）

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     次に示すどちらかの手順で対処してください。

                     
                        	〈手順1〉pd_aud_max_generation_num＜200の場合

                        	
                           
                              	
                                 pd_aud_max_generation_numオペランドに200を指定してください。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで，データロード待ちのファイルをデータロードします。

                              

                           

                        

                        	〈手順2〉pd_aud_max_generation_num＝200の場合

                        	
                           
                              	
                                 pd_auditオペランドにNを指定してください。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで，データロード待ちのファイルをデータロードします。

                              

                              	
                                 pdaudbeginコマンドで監査証跡の取得を開始してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     次に示すどちらかの手順で対処してください。

                     
                        	〈手順1〉pd_aud_max_generation_num＜200の場合

                        	
                           
                              	
                                 pdstop -fコマンドでHiRDBを強制終了します。

                              

                              	
                                 pd_aud_max_generation_numオペランドに200を指定してください。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで，データロード待ちのファイルをデータロードします。

                              

                           

                        

                        	〈手順2〉pd_aud_max_generation_num＝200の場合

                        	
                           
                              	
                                 pdstop -fコマンドでHiRDBを強制終了します。

                              

                              	
                                 pd_auditオペランドにNを指定してください。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                              

                              	
                                 pdloadコマンドで，データロード待ちのファイルをデータロードします。

                              

                              	
                                 pdaudbeginコマンドで監査証跡の取得を開始してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               24.10.4　非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちになった場合

               非同期出力用バッファフラッシュ契機が頻繁に発生し，非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちになると，トランザクションの実行時間が長くなったり，pd_aud_no_standby_file_oprオペランドの指定によってはHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が強制終了したりします。

               非同期出力用バッファのすべての面がフラッシュ待ちになった場合，KFPS05723-Wメッセージ（pd_aud_no_standby_file_oprオペランドにforcewrite指定時）又はKFPS05722-Eメッセージ（pd_aud_no_standby_file_oprオペランドにdown指定時）が出力されます。HiRDB管理者は次に示す対処をしてください。

               
                  	
                     単位時間当たりの監査証跡の出力件数と比較して，非同期出力用バッファのサイズと面数を見直してください。

                     非同期出力用バッファのサイズと面数が少ない場合，HiRDBシステム定義のpd_aud_async_buff_sizeオペランド及びpd_aud_async_buff_countオペランドの指定値を大きくしてください。

                  

                  	
                     マシンやネットワークの負荷を確認してください。

                     高い負荷が掛かっている場合，負荷を下げてください。必要に応じてHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始してください。

                  

                  	
                     非同期出力用バッファの監査証跡を監査証跡ファイルに出力するときのネットワークに障害が発生していないか確認してください。

                     障害が発生している場合，ネットワーク障害を回復してください。必要に応じてHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始してください。

                  

               

            
         
         
            24.11　自動データロード機能適用中に障害が発生したときの対処方法

            
               24.11.1　自動データロード実行中に障害が発生した場合

               自動データロード実行中に障害が発生した場合のHiRDBの動作と，HiRDB管理者又は監査人の取る対処方法を次の表に示します。

               
                  表24‒38　自動データロード実行中の障害内容と対処方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害内容

                           
                           	
                              障害原因

                           
                           	
                              HiRDBの動作

                           
                           	
                              機能の継続

                           
                           	
                              HiRDB管理者又は監査人の対処方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              監査証跡表が存在しない場合

                           
                           	
                              監査証跡表を作成する前に，監査証跡ファイルのスワップが発生しました。

                           
                           	
                              KFPL15029-Eメッセージを出力し，データロードを中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【管理者】

                              pdmodコマンドを実行し，監査証跡表を作成してください。

                           
                        

                        
                           	
                              pdloadの最大同時実行数が超過した場合

                           
                           	
                              pd_utl_exec_modeに0を指定している場合，自動データロード以外で実行しているpdloadコマンドが32個を超えました。

                           
                           	
                              実行中のpdloadコマンドが終了した後に，データロードを開始します。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              【管理者】

                              pdloadコマンドの最大同時実行数を見直し，必要であればpd_utl_exec_modeの値を1に変更してください。

                           
                        

                        
                           	
                              pdloadの最大同時接続数が超過した場合

                           
                           	
                              pdloadコマンドの最大同時接続数が，pd_max_usersで指定している値を超えました。

                           
                           	
                              KFPA11932-Eメッセージを出力します。データロードはいったん中止しますが，時間を置いて再実行します。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              【管理者】

                              pdloadコマンドの最大同時接続数を見直し，必要であればpd_max_usersの値を大きくしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              排他確保エラーが発生した場合

                           
                           	
                              監査証跡表をNOWAIT検索以外の方法で参照しているUAPが存在しています。

                           
                           	
                              KFPA11770-Iメッセージを出力し，データロードを中止します。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              【監査人】

                              監査証跡表の参照に時間が必要な場合は，pdaudatld -tコマンドで一時的に自動データロード機能を停止するか，NOWAIT検索による参照を検討してください。

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリアへアクセスできない場合

                           
                           	
                              監査証跡表を格納したRDエリアが閉塞又はクローズしています。

                           
                           	
                              KFPL23500-Eメッセージを出力し，データロードを中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【管理者】

                              監査証跡表が格納されているRDエリアの状態をオープンにしてください。

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡ファイルの読み込みエラーが発生した場合

                           
                           	
                              監査証跡ファイル（HiRDBファイル）の内容を読み込みできません。

                           
                           	
                              KFPS05704-Eメッセージを出力し，データロードをロールバックして処理を中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【管理者】

                              メッセージの内容を参照して，障害を取り除いてください。

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡ファイルの書き込みエラーが発生した場合※３

                           
                           	
                              監査証跡ファイルのステータス変更（データロード済み状態への変更）に失敗しました。

                           
                           	
                              KFPS05704-Eメッセージを出力し，データロードをロールバックして処理を中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【監査人】

                              次の手順で対処してください。

                              1. syslogfileを参照し，自動データロード中に異常終了した監査証跡ファイルを特定します※１。

                              2. 1.で特定したファイル名を指定し，pdloadコマンドを手動で実行します※２。

                              3. pdaudatld -bコマンドを実行して，自動データロード機能を再開始します。

                           
                        

                        
                           	
                              データロード待ち状態の監査証跡ファイルが存在しない場合

                           
                           	
                              監査人が監査証跡表へのデータロードを手動で行いました。

                           
                           	
                              KFPL23201-Wメッセージを出力します。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              対策は不要です。

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリアの容量が不足している場合

                           
                           	
                              監査証跡表のデータを退避又は削除しなかったため，RDエリアの容量が不足しました。

                           
                           	
                              KFPA11756-Eメッセージを出力し，データロードをロールバックして処理を中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【監査人】

                              監査証跡表に不要なデータがある場合は，削除してください。又は，HiRDB管理者にRDエリアの拡張を依頼してください。

                              【管理者】

                              監査人から依頼があった場合，RDエリアを拡張してください。

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡表が更新できない場合

                           
                           	
                              監査証跡表にデータロードできません。

                           
                           	
                              障害の原因をSQLメッセージに出力し，データロードをロールバックして処理を中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【管理者】

                              SQLメッセージの内容を参照して，障害を取り除いてください。

                           
                        

                        
                           	
                              通信エラー（サーバ起動）が発生した場合

                           
                           	
                              pdloadからのサーバ起動ができません。サーバやユニットがダウンしているおそれがあります。

                           
                           	
                              KFPL20000-Eメッセージを出力し，データロードを中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【管理者】

                              メッセージの内容を参照して，障害を取り除いてください。

                           
                        

                        
                           	
                              通信エラー（データ送受信）が発生した場合

                           
                           	
                              監査証跡ファイルのあるユニットから，監査証跡表のあるユニットにデータが送信できません。

                           
                           	
                              KFPL20000-Eメッセージを出力してアボートします。これに伴いデータロードをロールバックして，処理を中止します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【管理者】

                              メッセージの内容を参照して，障害を取り除いてください。

                           
                        

                        
                           	
                              プロセスがダウンした場合※３

                           
                           	
                              自動データロードを行うpdloadがキャンセルされたか，サーバがダウンしました。

                           
                           	
                              KFPS01820-Eメッセージを出力してアボートします。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              【管理者】

                              自動データロードを行うpdloadのプロセスに対して，pdcancelコマンドを実行しないでください。

                              上記の要因に当てはまらない場合は，メッセージの内容を参照して，障害を取り除いてください。対処できない場合は，保守員に連絡してください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：自動データロード機能は停止しません。

                     ×：自動データロード機能は停止します。障害の原因を取り除いた後，pdaudatld -b コマンドで機能を再開始する必要があります。

                     【管理者】：HiRDB管理者が行う対処方法

                     【監査人】：監査人が行う対処方法

                  

                  	注※１

                  	
                     ユニットダウンでsyslogfileが参照できない場合は，監査証跡表に対してデータベース状態解析ユティリティ（pddbst）をDBA権限所有者に実行してもらい，その実行結果から特定してください。

                  

                  	注※２

                  	
                     ここで実行するpdloadコマンドは，監査証跡ファイルの状態をデータロード済みに変更する処理を行うだけで，データロードは行いません。

                  

                  	注※３

                  	
                     監査証跡ファイルの状態を「データロード済み」に変更できなかった場合に発生する障害です。

                  

               

            
            
               24.11.2　自動データロード機能適用中にHiRDBで障害が発生した場合

               自動データロード機能を適用中にHiRDBで障害が発生した場合のHiRDBの動作と，対処方法を次の表に示します。HiRDB管理者は，対処方法の内容を基に，障害原因に応じた対処をしてください。

               
                  表24‒39　自動データロード機能適用中のHiRDBの障害内容と，対処方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害内容

                           
                           	
                              障害原因

                           
                           	
                              HiRDBの動作

                           
                           	
                              機能の継続

                           
                           	
                              HiRDB管理者の対処方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              監査証跡ファイルにスワップが発生した時，MGRユニットへの通信が失敗した場合

                           
                           	
                              
                                 	
                                    原因1：MGRユニットが停止しています。

                                 

                                 	
                                    原因2：MGRユニットと，スワップした監査証跡ファイルのある非MGRユニットの間で，通信障害が発生しています。

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    KFPS05193-Eメッセージを表示します。

                                    ただし，次に示す通信障害の場合は，メッセージが表示されません。

                                    ・電文送信と同時にMGRユニットとの間で通信障害が発生した場合

                                    ・電文送信先のプロセスにスレッドを受け付ける余裕がない場合

                                 

                                 	
                                    自動データロード処理は，障害が解消した後，監査証跡ファイルのスワップが発生した時に実行します。

                                 

                              

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              
                                 	
                                    原因1：pdstart -qコマンドでMGRユニットを再開始してください。

                                 

                                 	
                                    原因2：原因を調査し，MGRユニットと非MGRユニット間の通信障害を解消してください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              監査証跡ファイルにスワップが発生したのに，自動データロード対象にならない場合

                           
                           	
                              MGRユニットと，スワップした監査証跡ファイルのある非MGRユニットの間で，通信障害が発生しています。

                           
                           	
                              原因を調査し，MGRユニットと非MGRユニット間の通信障害を解消してください。

                           
                        

                        
                           	
                              自動データロードで，pdloadの起動に失敗した場合

                           
                           	
                              
                                 	
                                    原因1：システム内の最大プロセス数が限界に達しています。

                                 

                                 	
                                    原因2：メモリ不足が発生しているため，プロセスが生成できません。

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    KFPS05717-Wメッセージを表示します。

                                 

                                 	
                                    自動データロードは，一定時間経過後に再実行します。

                                 

                              

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              
                                 	
                                    原因1：MGRユニットが動作するサーバマシンの最大プロセス数を見直してください。

                                 

                                 	
                                    原因2：MGRユニットが動作するサーバマシンのメモリ使用量を減らしてください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              自動データロード対象のファイルが存在するのに，自動データロードが実行されない場合

                           
                           	
                              
                                 	
                                    原因1：自動データロード対象の監査証跡ファイルがあるユニットが停止しています。

                                 

                                 	
                                    原因2：MGRユニットと自動データロード対象の非MGRユニットの間で，通信障害が発生しています。

                                 

                                 	
                                    原因3：自動データロード機能が停止しています。

                                 

                                 	
                                    原因4：HiRDBの停止処理を実行しています。

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    KFPS05718-Wメッセージを表示します。

                                 

                                 	
                                    自動データロード対象の監査証跡ファイルが別のユニットにある場合は，その監査証跡ファイルを先にデータロードします。

                                 

                                 	
                                    原因1〜3で，障害が解消した場合，先行の自動データロードが完了した後に，該当する監査証跡ファイルの自動データロードを開始します。

                                 

                              

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              
                                 	
                                    原因1：自動データロード対象の監査証跡ファイルがあるユニットを，pdstart -qコマンドで起動してください。

                                 

                                 	
                                    原因2：原因を調査し，MGRユニットと非MGRユニット間の通信障害を解消してください。

                                 

                                 	
                                    原因3：監査人がpdaudatld -tコマンドで明示的に自動データロード機能を停止していなかった場合は，機能が停止した原因を調査し，対策してください。

                                 

                                 	
                                    原因4：次回HiRDBを起動した時に再度自動データロード対象になるので，対処は不要です。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              ユニットダウンにより，自動データロードがエラー終了した場合

                           
                           	
                              自動データロード中の監査証跡ファイル又は監査証跡表のある非MGRユニットが，強制停止，異常終了，又は系切り替えを行いました。

                           
                           	
                              KFPS05713-Eメッセージを表示します。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              pdstart -qで非MGRユニットを再開始してください。

                           
                        

                        
                           	
                              MGRユニットが強制停止，異常終了，又は系切り替えを行いました。

                           
                           	
                              
                                 	
                                    MGRユニットの停止と同時に，自動データロードも停止します。

                                 

                                 	
                                    自動データロードは，MGRユニット再開始後に行います。

                                 

                              

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              pdstart -qでMGRユニットを再開始してください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：自動データロード機能は停止しません。

                     ×：自動データロード機能は停止します。障害の原因を取り除いた後，pdaudatld -b で機能を再開始する必要があります。

                     MGRユニット：システムマネジャがあるユニット

                     非MGRユニット：システムマネジャがないユニット

                  

               

            
         
         
            24.12　ほかの機能との関連

            
               24.12.1　セキュリティ監査機能とほかの機能との関連

               ここではセキュリティ監査機能とほかの機能との関連について説明します。

               
                  (1)　系切り替え機能との関連

                  
                     	
                        切り替え先の系で監査証跡の取得を引き継ぐかどうかは切り替え元のHiRDBの終了モードによって決まります。切り替え先の系が再開始の場合は系を切り替える前の状態を引き継ぎます。切り替え先の系が正常開始の場合はpd_auditオペランドの指定に従います。

                     

                     	
                        モニタモードで系切り替え機能を実行している場合，系切り替えが発生して待機系HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合は待機系ユニット）を開始したときに監査証跡を取得します。サーバモードの場合は系切り替えが発生したときに監査証跡を取得しません。

                     

                     	
                        障害が発生して系が切り替わった場合，HiRDBは切り替わる直前の監査証跡を正しく取得しません。

                     

                  

               
               
                  (2)　プラグインとの関連

                  pdplgrgstコマンドでプラグインをHiRDBに登録，削除，又はバージョンアップする場合，HiRDBはpdplgrgstコマンドの延長で次に示すSQL文を発行します。

                  
                     	
                        プラグインが提供する関数，抽象データ型，又はインデクス型のCREATE文

                     

                     	
                        ディクショナリ表に格納されているプラグイン定義情報のDELETE文

                     

                     	
                        プラグインが提供する関数，抽象データ型，又はインデクス型のDROP文

                     

                  

                  これらのSQL文に対して監査対象イベントを設定している場合は，pdplgrgstコマンドの延長でこれらのSQL文に関する監査証跡を取得します。

               
               
                  (3)　インナレプリカ機能との関連

                  ペアボリューム化（ディスクの二重化）については監査証跡を取得しません。ペアボリューム化を監査するにはOSの監査機能を使用してください。

               
               
                  (4)　ディザスタリカバリシステムとの関連

                  監査証跡を引き継ぐためには，監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域をペア化したペア論理ボリュームグループに作成する必要があります。詳細については，マニュアル「HiRDBディザスタリカバリシステム　構築・運用ガイド」の「ほかの機能との関連」を参照してください。

               
            
         
         
            24.13　監査証跡のレコード項目（権限チェック時）

            権限チェック時の監査証跡のレコード項目を次に示します。

            ユーザ識別子〜オブジェクト種別までのレコード項目は（その１）に，付与/削除変更した権限以降のレコード項目は（その２）に記載しています。

            表中のイベントタイプ，イベントサブタイプについては，表「イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細」を，使用した権限については，表「監査証跡表の列構成」のUSED_PRIVILEGEを参照してください。

            ●権限チェック時の監査証跡のレコード項目（その1）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           STR

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           STP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           MOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdmod"

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           MDA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdmod"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           MOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdmod"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ARM

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ABG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdaudbegin"

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ABG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdstart"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           AEN

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdaudend"

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           AEN

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdstop"

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           pdacunlck

                           （全DBA権限保持者アカウントロック時）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ULK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           "pdacunlck"

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE CONNECTION SECURITY,DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           SPR

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           監査人セキュリティイベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload※5

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ALD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ASW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           監査人の パスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ATB

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           "pdaudatld"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ATT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           "pdaudatld"

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           APT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           "pdaudput"

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SES

                        
                        	
                           CNT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           CNT

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザの 変更

                        
                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SES

                        
                        	
                           ATH

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           CNT

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           権限管理イベント

                        
                        	
                           権限付与

                        
                        	
                           GRANT DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           権限削除

                        
                        	
                           REVOKE DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           ALTER系

                        
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                           （ADD RDAREA,CHANGE ADAREA以外）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE ADD RDAREA

                           ALTER TABLE CHANGE RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           COMMENT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式1）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式2）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式3）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           手続き中の各SQLは，イベントタイプDEF，イベントサブタイプCRTで出力されます。そのほかの出力内容については，各SQLを参照してください。

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                           トリガSQL中の各SQLは，延長で実行するCREATE PROCEDUREからイベントタイプDEF，イベントサブタイプCRTで出力されます。そのほかの出力内容については，各SQLを参照してください。

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW 

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           DELETE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE※1

                        
                        	
                           前処理したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE IMMEDIATE

                        
                        	
                           指定したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           USG

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）（静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN※1

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE※1

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           ASN

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           USG

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           USG

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           PRG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           PRG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           USG

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，1行SELECT文

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※2

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           LOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           LOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           LOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           USG

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           EXP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           "pdexp"

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           CST

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           "pdconstck"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           CST

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           OWN

                        
                        	
                           "pdconstck"

                        
                     

                  
               

            
            ●権限チェック時の監査証跡のレコード項目（その2）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※3

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUF

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           pdacunlck

                           （全DBA権限保持者アカウントロック時）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE CONNECTION SECURITY，DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※3

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           監査人セキュリティイベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload※5

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査人の パスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザの 変更

                        
                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           権限管理イベント

                        
                        	
                           権限付与

                        
                        	
                           GRANT DBA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT CONNECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT RDAREA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT アクセス権限

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           権限削除

                        
                        	
                           REVOKE DBA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE CONNECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE RDAREA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE アクセス権限

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※3

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           ALTER系

                        
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FNC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                           （ADD RDAREA,CHANGE ADAREA以外）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE ADD RDAREA

                           ALTER TABLE CHANGE RDAREA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           COMMENT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FNC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FNC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式1）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式2）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式3）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           手続き中の各SQLは，イベントタイプDEF，イベントサブタイプCRTで出力されます。そのほかの出力内容については，各SQLを参照してください。

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                           トリガSQL中の各SQLは，延長で実行するCREATE PROCEDUREからイベントタイプDEF，イベントサブタイプCRTで出力されます。そのほかの出力内容については，各SQLを参照してください。

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※3

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TYP

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TYP

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FNC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TYP

                        
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FNC

                        
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※3

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           DELETE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE※1

                        
                        	
                           前処理したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE IMMEDIATE

                        
                        	
                           指定したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）（静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN※1

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※3

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE※1

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，

                           1行SELECT文

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※2

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                  
               

            
            ●権限チェック時の監査証跡のレコード項目（その3）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限付与/削除/変更されたユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           pdacunlck

                           （全DBA権限保持者アカウントロック時）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE CONNECTION SECURITY，DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限付与/削除/変更されたユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           監査人セキュリティイベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload※5

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査人の パスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -
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                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）（静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -
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                           -
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                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -
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                           -
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                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -
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                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -
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                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN※1

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限付与/削除/変更されたユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE※1

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -
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                           -
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                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -
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                           -
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                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，

                           1行SELECT文

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※2

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            ●権限チェック時の監査証跡のレコード項目（その4）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           pdstartコマンドを実行したユニット

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           aud+atb

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           aud+atb

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           aud+atb

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                           稼働中の各ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                           終了した各ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           pdacunlck

                           （全DBA権限保持者アカウントロック時）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE CONNECTION SECURITY，

                           DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           監査人セキュリティイベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload※5

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの 削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査人の パスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザの 変更

                        
                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           権限管理イベント

                        
                        	
                           権限付与

                        
                        	
                           GRANT DBA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT RDAREA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT アクセス権限

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                           ×

                           acs

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           権限削除

                        
                        	
                           REVOKE DBA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE RDAREA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE アクセス権限

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                           ×

                           acs

                        
                        	
                           DROP VIEW

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           ALTER系

                        
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                           （ただし，CREATE PROCEDURE中のオブジェクト種別PRC，SCHは出力されません）

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           prc

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           
                              	
                                 CREATE PROCEDURE

                                 （ただし，CREATE PROCEDURE中のオブジェクト種別PRC，SCHは出力されません）

                              

                              	
                                 CREATE FUNCTION

                                 （ただし，CREATE FUNCTION中のオブジェクト種別FNC，SCHは出力されません）

                              

                           

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           fnc

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           prc

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           trg

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                           （ADD RDAREA,CHANGE ADAREA以外）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rda

                           +

                           rlb

                           +

                           rid

                        
                        	
                           DROP VIEW，

                           DROP INDEX，

                           DROP TRIGGER，DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           FES又はDS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           idx

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           prc

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           trg

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           viw

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE ADD RDAREA

                           ALTER TABLE CHANGE RDAREA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rda

                           +

                           rlb

                           +

                           rid

                           +

                           cls

                           +

                           prm

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES又はDS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                           （ただし，CREATE PROCEDURE中のオブジェクト種別PRC，SCHは出力されません）

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES又はDS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           COMMENT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES又はDS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式1）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rda

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式2）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rda

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式3）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rda

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           手続き中の各SQLは，イベントタイプDEF，イベントサブタイプCRTで出力されます。そのほかの出力内容については，各SQLを参照してください。

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES又はDS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rda

                           +

                           rid

                           +

                           rlb

                           +

                           cls

                           +

                           prm

                        
                        	
                           CREATE TRIGGER

                           （制約動作を行うためのトリガを生成する場合）

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                           トリガSQL中の各SQLは，延長で実行するCREATE PROCEDUREからイベントタイプDEF，イベントサブタイプCRTで出力されます。そのほかの出力内容については，各SQLを参照してください。

                        
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           
                              	
                                 CREATE PROCEDURE

                                 （メンバに手続きがある場合）

                              

                              	
                                 CREATE FUNCTION

                                 （メンバに関数がある場合）

                              

                           

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES又はDS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl※4

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP FUNCTION，

                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           fnc

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           prc

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP TABLE，

                           DROP VIEW，DROP FOREIGN TABLE，

                           DROP INDEX，

                           DROP FOREIGN INDEX，

                           DROP PROCEDURE，

                           DROP FUNCTION，

                           DROP DATA TYPE，

                           DROP TRIGGER，

                           DROP PUBLIC VIEW，

                           DROP PUBLIC FUNCTION，

                           DROP PUBLIC PROCEDURE，

                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP VIEW，

                           DROP INDEX，

                           DROP TRIGGER，

                           DROP PROCEDURE，

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW 

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP VIEW，

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           DELETE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           トリガSQL文

                           （制約動作を行うためのトリガも含む）

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE※1

                        
                        	
                           前処理したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                        	
                           前処理したSQL

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE IMMEDIATE

                        
                        	
                           指定したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                        	
                           指定したSQL

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           
                              	
                                 SELECT

                              

                              	
                                 トリガSQL文（制約動作を行うためのトリガも含む）

                              

                           

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）（静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN※1

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE※1

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           PREPARE

                           （SELECT）

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           PREPARE

                           （SELECT）

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           PREPARE

                           （SELECT）

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           
                              	
                                 SELECT

                              

                              	
                                 トリガSQL文

                                 （制約動作を行うためのトリガも含む）

                              

                           

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，

                           1行SELECT文

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※2

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  ○：情報を取得します。

                  △：XAインタフェース経由で情報を取得することがあります。

                  −：情報を取得しません。又は該当しません。

                  acs：指定した権限の数（allを指定した場合は4）

                  atb：pdmodコマンドで作成する監査証跡表の数（作成する場合は1，作成しない場合は0）

                  aud：pdmodコマンドで作成する監査人の数（作成する場合は1，作成しない場合は0）

                  cls：FOR CLUSTER KEY句を指定した場合は1，指定しない場合は0

                  fnc：再作成の対象となる関数の数

                  idx：関連するインデクス数

                  prc：再作成の対象になるプロシジャ数

                  prm：FOR PRIMARY KEY句を指定した場合は1，指定しない場合は0

                  rda：指定したRDエリア数

                  rlb：LOBデータ格納RDエリア数

                  rid：インデクス格納RDエリア数

                  seq：使用する順序数生成子数

                  tbl：SELECT文，SELECT句，又はLOCK文で指定した表数，又はユティリティの処理対象表数

                  trg：再作成の対象になるトリガ数

                  usr：指定ユーザ数又は指定グループ数

                  viw：対象となるビュー表数

               

               	注※1

               	
                  SQL種別がSELECT，INSERT，UPDATE，DELETEの場合は，PREPARE文による前処理時にも使用権限チェックをして監査証跡を取得するため，記録レコード数が２倍になります。使用権限チェックのタイミングを次に示します。下線部分のSQL文で使用権限チェックをして監査証跡を取得します。

                  
                     	SQL種別がSELECTの場合

                     	
                        ・PREPARE文での前処理をしない場合

                          EXEC SQL DECLARE C1 CURSOR FOR SELECT * FROM T1;
  EXEC SQL OPEN C1;

                        ・PREPARE文で前処理を行う場合

                          EXEC SQL PREPARE S1 FROM 'SELECT * FROM T1';
  EXEC SQL DECLARE C1 CURSOR FOR S1;
  EXEC SQL OPEN C1;

                     

                     	SQL種別がINSERTの場合（UPDATE，DELETEも同様です）

                     	
                        ・PREPARE文での前処理をしない場合

                          EXEC SQL INSERT INTO T1(C1) VALUES(1);

                        ・PREPARE文で前処理を行う場合

                          EXEC SQL PREPARE S1 FROM 'INSERT INTO T1(C1) VALUES(?)';
  EXEC SQL EXECUTE S1 FOR :data;

                     

                  

               

               	注※2

               	
                  監査証跡表以外又は監査証跡表と認識できない場合が該当します。

               

               	注※3

               	
                  対象オブジェクトがパブリックビュー表，パブリック関数，又はパブリック手続きの場合，オブジェクトの所有者にはPUBLICが記録されます。

               

               	注※4

               	
                  基表がビュー表又はパブリックビュー表の場合，その基表となる実表数分レコード数が追加されます。

               

               	注※5

               	
                  監査証跡表の自動データロード機能を適用して，HiRDBがpdloadを実行した場合は記録されません。

               

            

         
         
            24.14　監査証跡のレコード項目（イベント終了時）

            イベント終了時の監査証跡のレコード項目を次に示します。

            ユーザ識別子〜オブジェクト種別までのレコード項目は（その１）に，付与/削除変更した権限以降のレコード項目は（その２）に記載しています。

            表中のイベントタイプ，イベントサブタイプについては，表「イベントタイプ及びイベントサブタイプの詳細」を，使用した権限については，表「監査証跡表の列構成」のUSED_PRIVILEGEを参照してください。

            ●イベント終了時の監査証跡のレコード項目（その1）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           STR

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           STP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           MOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdmod"

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           MDA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdmod"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           MOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdmod"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ARM

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudrm"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ABG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudbegin"

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ABG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdstart"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           AEN

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudend"

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           AEN

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdstop"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの上書き

                        
                        	
                           システムによる自動上書き

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           OVW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudswapによる手動上書き

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           OVW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudswap"

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           CONNECT失敗

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           CLK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           アカウントロック期間経過後のCONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           CUL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP CONNECTION SECURITY FOR CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           CUL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlck

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           CUL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdacunlck"

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           PLK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           PUL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE/DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           SPR

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlckの実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SYS

                        
                        	
                           ULK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdacunlck"

                        
                     

                     
                        	
                           監査人セキュリティ イベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload

                           （監査人によるデータロード）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ALD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           pdload

                           （監査証跡表の

                           自動データロード

                           機能による

                           データロード）

                        
                        	
                           ○※4

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ATL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ASW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudswap"

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           監査人のパスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ATB

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudatld"

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ATT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudatld"

                        
                     

                     
                        	
                           データロード失敗に伴う停止

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ATT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           APT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdaudput"

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SES

                        
                        	
                           CNT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザの変更

                        
                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SES

                        
                        	
                           ATH

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           △

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBとの切り離し

                        
                        	
                           DISCONNECT

                           COMMIT RELEASE

                           ROLLBACK RELEASE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SES

                        
                        	
                           DIS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           △

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           権限管理イベント

                        
                        	
                           権限付与

                        
                        	
                           GRANT DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT ロール利用権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           権限削除

                        
                        	
                           REVOKE DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           RVK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE ロール利用権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRV

                        
                        	
                           GRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           ALTER系

                        
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                           （ADD RDAREA,CHANGE ADAREA以外）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE ADD RDAREA

                           ALTER TABLE CHANGE RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           COMMENT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           ALT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式1）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式2）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式3）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE ROLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                           CREATE PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           CRT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP ROLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           DEF

                        
                        	
                           DRP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           CALL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           CAL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           △

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE

                        
                        	
                           前処理したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE IMMEDIATE

                        
                        	
                           指定したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                           (静的SQL)

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）（静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN

                        
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CLOSE

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           PREPARE

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1，形式2）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           ASN

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           DEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           INS

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           LCK

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その1）

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ識別子

                        
                        	
                           イベント実行日

                        
                        	
                           イベント実行時刻

                        
                        	
                           イベント実行時刻（マイクロ秒）

                        
                        	
                           イベントタイプ

                        
                        	
                           イベントサブタイプ

                        
                        	
                           イベント成否

                        
                        	
                           使用した権限

                        
                        	
                           UAP名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE 

                        
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           PRG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           PRG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           PRG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           PRG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           UPD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           NXV

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，

                           1行SELECT文

                           （静的SQL）※2

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ACS

                        
                        	
                           SEL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※3

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           LOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           LOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           LOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           LOD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdload"

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           EXP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdexp"

                        
                     

                     
                        	
                           ビュー表単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           EXP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdexp"

                        
                     

                     
                        	
                           別名表単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           EXP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdexp"

                        
                     

                     
                        	
                           プロシジャ単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           EXP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdexp"

                        
                     

                     
                        	
                           トリガ単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           EXP

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdexp"

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           スキーマ，表単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           インデクス単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           ディクショナリ表のメンテナンス（インデクスの追加）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           ORG

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdrorg"

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           UTL

                        
                        	
                           CST

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           '△△△'

                        
                        	
                           "pdconstck"

                        
                     

                  
               

            
            ●イベント終了時の監査証跡のレコード項目（その2）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※1

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           AUF

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの上書き

                        
                        	
                           システムによる自動上書き

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           AUF

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudswapによる手動上書き

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           AUF

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           CONNECT失敗

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           アカウントロック期間経過後のCONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP CONNECTION SECURITY FOR CONNECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※1

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE/DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlckの実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査人セキュリティイベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload

                           （監査人によるデータロード）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           pdload

                           （監査証跡表の

                           自動データロード

                           機能による

                           データロード）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           AUF

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査人のパスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           データロード失敗に伴う停止

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザの変更

                        
                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBとの切り離し

                        
                        	
                           DISCONNECT

                           COMMIT RELEASE

                           ROLLBACK RELEASE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※1

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           権限管理イベント

                        
                        	
                           権限付与

                        
                        	
                           GRANT DBA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT CONNECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT RDAREA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT アクセス権限

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           GRANTロール利用権限

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ROL

                        
                     

                     
                        	
                           権限削除

                        
                        	
                           REVOKE DBA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE CONNECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE RDAREA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           RDA

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE アクセス権限

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKEロール利用権限

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ROL

                        
                     

                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           ALTER系

                        
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                           （ADD RDAREA,CHANGE ADAREA以外）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE ADD RDAREA

                           ALTER TABLE CHANGE RDAREA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           COMMENT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※1

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FNC

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式1）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式2）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式3）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE ROLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ROL

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TYP

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                           CREATE PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TYP

                        
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FNC

                        
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           DROP ROLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ROL

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SCH

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※1

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           CALL

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE

                        
                        	
                           前処理したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE IMMEDIATE

                        
                        	
                           指定したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）（静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN

                        
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           LST

                        
                     

                     
                        	
                           CLOSE

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           LST

                        
                     

                     
                        	
                           PREPARE

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1，形式2）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           LST

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その2）

                        
                     

                     
                        	
                           サービス名称

                        
                        	
                           IPアドレス

                        
                        	
                           プロセスID

                        
                        	
                           スレッドID

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           サーバ名称

                        
                        	
                           コネクト通番

                        
                        	
                           SQL通番

                        
                        	
                           オブジェクトの所有者※1

                        
                        	
                           オブジェクト名称

                        
                        	
                           オブジェクト種別

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE

                        
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           LST

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，

                           1行SELECT文

                           （静的SQL）※2

                        
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           FTB

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           △

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※3

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           SEQ

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           ビュー表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           VIW

                        
                     

                     
                        	
                           別名表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ALS

                        
                     

                     
                        	
                           プロシジャ単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PRC

                        
                     

                     
                        	
                           トリガ単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TRG

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           スキーマ，表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           インデクス単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                     
                        	
                           ディクショナリ表のメンテナンス（インデクスの追加）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           IDX

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           TBL

                        
                     

                  
               

            
            ●イベント終了時の監査証跡のレコード項目（その3）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限を付与/削除/変更されたユーザ識別子

                           又はイベント対象ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの上書き

                        
                        	
                           システムによる自動上書き

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudswapによる手動上書き

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           CONNECT失敗

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           アカウントロック期間経過後のCONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP CONNECTION SECURITY FOR CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限を付与/削除/変更されたユーザ識別子

                           又はイベント対象ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE/DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlckの実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査人セキュリティイベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload

                           （監査人によるデータロード）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdload

                           （監査証跡表の

                           自動データロード

                           機能による

                           データロード）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査人のパスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           AUD

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           データロード失敗に伴う停止

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザの変更

                        
                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           現在ロールの設定

                        
                        	
                           SET ROLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBとの切り離し

                        
                        	
                           DISCONNECT

                           COMMIT RELEASE

                           ROLLBACK RELEASE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限を付与/削除/変更されたユーザ識別子

                           又はイベント対象ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           権限管理イベント

                        
                        	
                           権限付与

                        
                        	
                           GRANT DBA

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA

                        
                        	
                           SCH

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT CONNECT

                        
                        	
                           CNT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT RDAREA

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           GRANTロール利用権限

                        
                        	
                           ROL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           権限削除

                        
                        	
                           REVOKE DBA

                        
                        	
                           DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA

                        
                        	
                           SCH

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           SCO

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE CONNECT

                        
                        	
                           CNT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE RDAREA

                        
                        	
                           RDA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKEロール利用権限

                        
                        	
                           ROL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           ALTER系

                        
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                           （ADD RDAREA,CHANGE ADAREA以外）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE ADD RDAREA

                           ALTER TABLE CHANGE RDAREA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           COMMENT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限を付与/削除/変更されたユーザ識別子

                           又はイベント対象ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式1）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式2）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式3）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE ROLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                           CREATE PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限を付与/削除/変更されたユーザ識別子

                           又はイベント対象ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP ROLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限を付与/削除/変更されたユーザ識別子

                           又はイベント対象ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           CALL

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE

                        
                        	
                           前処理したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE IMMEDIATE

                        
                        	
                           指定したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）（静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN

                        
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           CLOSE

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           PREPARE 

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1，形式2）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その3）

                        
                     

                     
                        	
                           付与/削除変更した権限

                        
                        	
                           権限を付与/削除/変更されたユーザ識別子

                           又はイベント対象ユーザ識別子

                        
                        	
                           監査関連オペランドの定義値

                        
                        	
                           監査証跡種別

                        
                        	
                           SQLコード／終了コード

                        
                        	
                           スワップ元監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           スワップ先監査証跡ファイル名称

                        
                        	
                           セキュリティ機能の変更種別

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更前設定値

                        
                        	
                           セキュリティ機能変更後設定値

                        
                        	
                           監査証跡表オプション

                        
                        	
                           アクセス件数

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE 

                        
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，

                           1行SELECT文

                           （静的SQL）※2

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※3

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ビュー表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           別名表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           プロシジャ単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           トリガ単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           スキーマ，表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           インデクス単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ディクショナリ表のメンテナンス（インデクスの追加）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           E

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            ●イベント終了時の監査証跡のレコード項目（その4）

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           pdstartコマンドを実行したユニット

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           pdstopコマンドを実行したユニット

                        
                     

                     
                        	
                           主監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           aud+atb

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           副監査人の登録

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           aud+atb

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の作成

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           aud+atb

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの削除

                        
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得開始

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           各ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                           各起動ユニットごと

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡の取得終了

                        
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           各ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの終了

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                           各停止ユニットごと

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルの上書き

                        
                        	
                           システムによる自動上書き

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           各ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudswapによる手動上書き

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                        	
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           CONNECT失敗

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           連続認証失敗アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           アカウントロック期間経過後のCONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP CONNECTION SECURITY FOR CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システム管理者セキュリティイベント

                        
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態への遷移

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           パスワード無効アカウントロック状態の解除

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能の設定値変更

                        
                        	
                           CREATE/DROP CONNECTION SECURITY

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           spr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           pdacunlckの実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           DS

                        
                     

                     
                        	
                           監査人セキュリティイベント

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータロード

                        
                        	
                           pdload

                           （監査人による

                           データロード）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           pdload（監査証跡表の

                           自動データロード

                           機能による

                           データロード）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡ファイルのスワップ

                        
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの定義

                        
                        	
                           CREATE AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           監査対象イベントの削除

                        
                        	
                           DROP AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           監査人のパスワード変更

                        
                        	
                           GRANT AUDIT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の再開始

                        
                        	
                           pdaudatld -b

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           監査証跡表の自動データロード機能の停止

                        
                        	
                           pdaudatld -t

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           データロード失敗に伴う停止

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログの出力

                        
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           MGR

                        
                     

                     
                        	
                           セッションセキュリティイベント

                        
                        	
                           HiRDBへの接続

                        
                        	
                           CONNECT

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザの変更

                        
                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           現在ロールの設定

                        
                        	
                           SET ROLE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBとの切り離し

                        
                        	
                           DISCONNECT

                           COMMIT RELEASE

                           ROLLBACK RELEASE

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           権限管理イベント

                        
                        	
                           権限付与

                        
                        	
                           GRANT DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                           ×

                           rda

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                           ×

                           acs

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           GRANT ロール利用権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rll 

                           ×

                            rlr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           権限削除

                        
                        	
                           REVOKE DBA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE CONNECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                           ×

                           rda

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE アクセス権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           usr

                           ×

                           acs

                        
                        	
                           DROP VIEW

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           REVOKE ロール利用権限

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           rll 

                           ×

                            rlr

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           ALTER系

                        
                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           prc

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE

                           （ADD RDAREA,CHANGE ADAREA以外）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           DROP VIEW，DROP INDEX，

                           DROP TRIGGER，

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TABLE ADD RDAREA

                           ALTER TABLE CHANGE RDAREA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ALTER INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           COMMENT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           CREATE系

                        
                        	
                           CREATE FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式1）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式2）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE INDEX

                           （形式3）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE ROLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           CREATE TRIGGER

                           （制約動作を行うためのトリガを生成する場合）

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE TYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           
                              	
                                 CREATE PROCEDURE（メンバに手続きがある場合）

                              

                              	
                                 CREATE FUNCTION

                              

                              	
                                 （メンバに関数がある場合）

                              

                           

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE VIEW

                           CREATE PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           CREATE SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト定義イベント

                        
                        	
                           DROP系

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP FUNCTION，

                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP FUNCTION

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP INDEX

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP DATA TYPE

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP ROLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP ROLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                     

                     
                        	
                           DROP SCHEMA

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP TABLE，DROP VIEW，

                           DROP FOREIGN TABLE，

                           DROP INDEX，

                           DROP FOREIGN INDEX，

                           DROP PROCEDURE，

                           DROP FUNCTION，

                           DROP DATA TYPE，

                           DROP TRIGGER，

                           DROP PUBLIC VIEW，

                           DROP PUBLIC FUNCTION，

                           DROP PUBLIC PROCEDURE，

                           DROP SEQUENCE，

                           REVOKE SCHEMA OPERATION

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP VIEW，DROP INDEX，

                           DROP TRIGGER，

                           DROP PROCEDURE，

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP TRIGGER

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP PROCEDURE

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP VIEW

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           DROP VIEW，

                           DROP PUBLIC VIEW

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DROP SEQUENCE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           CALL

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           SELECT，

                           トリガSQL文

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE

                        
                        	
                           前処理したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                        	
                           前処理したSQL

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           EXECUTE IMMEDIATE

                        
                        	
                           指定したSQLに依存します。操作系，制御系SQLは各SQLのPREPARE時と同じ監査証跡を出力します。定義系SQLはオブジェクト定義イベントの各定義系SQLと同じ監査証跡を出力します。

                        
                        	
                           指定したSQL

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           SELECT，

                           トリガSQL文

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）（静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他)(静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           OPEN

                        
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           CLOSE

                        
                        	
                           SELECT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           PREPARE 

                        
                        	
                           ASSIGN LIST

                           （形式1，形式2）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           DELETE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           PREPARE

                           （SELECT）

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           INSERT

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （共用）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           LOCK TABLE

                           （排他）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           PREPARE

                           （SELECT）

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                  
               

            
            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           イベントの種類

                        
                        	
                           コマンド／SQL種別

                        
                        	
                           証跡レコード項目（その4）

                        
                        	
                           記録レコード数

                        
                        	
                           延長で実行することがあるSQL文

                        
                        	
                           出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                        
                     

                     
                        	
                           SQL文

                        
                        	
                           SQLデータ

                        
                        	
                           ユーザ付加情報1

                        
                        	
                           ユーザ付加情報2

                        
                        	
                           ユーザ付加情報3

                        
                        	
                           関連製品付加情報1

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時刻印

                        
                        	
                           監査証跡表へのデータ登録時の通番

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           オブジェクト操作イベント

                        
                        	
                           操作

                        
                        	
                           PREPARE 

                        
                        	
                           PURGE TABLE

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT※2

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           PREPARE

                           （SELECT）

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           PURGE TABLE

                           （静的SQL）

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           UPDATE(静的SQL)

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           SELECT，

                           トリガSQL文

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           SELECT，

                           1行SELECT文

                           （静的SQL）※2

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           FES

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティ操作イベント

                        
                        	
                           生成

                        
                        	
                           pdload※3

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           seq

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                           pddefrev

                        
                        	
                           表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           ビュー表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           viw

                        
                     

                     
                        	
                           別名表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           als

                        
                     

                     
                        	
                           プロシジャ単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           prc

                        
                     

                     
                        	
                           トリガ単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           trg

                        
                     

                     
                        	
                           運用

                        
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           スキーマ，表単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           tbl

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                     
                        	
                           インデクス単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位実行

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           ディクショナリ表のメンテナンス（インデクスの追加）

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           idx

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           ○

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           -

                        
                        	
                           「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  ○：情報を取得します。

                  △：XAインタフェース経由で情報を取得することがあります。

                  −：情報を取得しません。又は該当しません。

                  ‘△△△’：空白を記録します。

                  acs：指定した権限の数（allを指定した場合は4）

                  atb：pdmodコマンドで作成する監査証跡表の数（作成する場合は1，作成しない場合は0）

                  aud：pdmodコマンドで作成する監査人の数（作成する場合は1，作成しない場合は0）

                  cls：FOR CLUSTER KEY句を指定した場合は1，指定しない場合は0

                  fnc：再作成の対象となる関数の数

                  idx：関連するインデクス数

                  prc：再作成の対象になるプロシジャ数

                  prm：FOR PRIMARY KEY句を指定した場合は1，指定しない場合は0

                  rda：指定したRDエリア数

                  rlb：LOBデータ格納RDエリア数

                  rid：インデクス格納RDエリア数

                  rll：ロール利用権限を付与又は削除するロール名の指定数

                  rlr：ロール利用権限を付与又は削除される認可識別子の指定数

                  spr：CONNECT関連セキュリティ機能の設定値の変更数

                  seq：使用する順序数生成子数

                  tbl：SELECT文，SELECT句，又はLOCK文で指定した表数，又はユティリティの処理対象表数

                  trg：再作成の対象になるトリガ数

                  usr：指定ユーザ数又は指定グループ数

                  viw：対象となるビュー表数

               

               	注※1

               	
                  対象オブジェクトがパブリックビュー表，パブリック関数，又はパブリック手続の場合，オブジェクトの所有者にはPUBLICが記録されます。

               

               	注※2

               	
                  WITH句がある場合，オブジェクト種別は次のように出力されます。

                  WITH Q1(C1) AS (SELECT C1 FROM AAA) SELECT C1 FROM BBB

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 種別

                              
                              	
                                 AAA

                              
                              	
                                 BBB

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 実表

                              
                              	
                                 TBL

                              
                              	
                                 TBL

                              
                           

                           
                              	
                                 ビュー表

                              
                              	
                                 VIW

                              
                              	
                                 VIW

                              
                           

                           
                              	
                                 問合せ名

                              
                              	
                                 出力しない

                              
                              	
                                 出力しない

                              
                           

                        
                     

                  
                  注　種別が判別する前にエラーとなった場合はすべてTBLで出力されます。

               

               	注※3

               	
                  監査証跡表以外又は監査証跡表と認識できない場合が該当します。

               

               	注※4

               	
                  監査証跡表の自動データロード機能を適用して，HiRDBがpdloadを実行した場合は記録されません。

               

            

         
         
            24.15　ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（HiRDB/パラレルサーバ限定）

            ユティリティ実行時に出力される監査証跡の出力先ユニットについて説明します。ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニットを次の表に示します。

            
               表24‒40　ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（その1）
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ユティリティ実行時の条件

                        
                        	
                           監査証跡の出力先ユニット

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           正常終了

                        
                        	
                           監査証跡の出力先ユニットについては表「ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（その２）」を参照してください。

                        
                     

                     
                        	
                           異常終了

                        
                        	
                           ユティリティサーバの起動後

                        
                     

                     
                        	
                           ユティリティサーバの起動前

                        
                        	
                           コマンドを入力したユニットに監査証跡が出力されます。

                        
                     

                  
               

            
            
               表24‒41　ユティリティ実行時の監査証跡の出力先ユニット（その２）
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ユティリティの種類

                        
                        	
                           実行対象オブジェクト

                        
                        	
                           出力先ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           イベント

                           終了時

                        
                        	
                           権限

                           チェック時

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           pdload

                        
                        	
                           表単位

                        
                        	
                           基表だけ

                        
                        	
                           入力ファイルがあるユニット

                        
                        	
                           コマンド入力ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           基表＋BLOB

                        
                     

                     
                        	
                           BLOBだけ

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア単位

                        
                        	
                           基表だけ

                        
                     

                     
                        	
                           基表＋BLOB

                        
                     

                     
                        	
                           BLOBだけ

                        
                     

                     
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           -k rorg

                           -k unld

                           -k reld

                        
                        	
                           -gオプションあり

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           アンロードファイルを作成するユニット

                        
                        	
                           コマンド入力ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           -gオプションなし

                        
                        	
                           ディクショナリ表の再編成

                        
                        	
                           ディクショナリサーバがあるユニット

                        
                     

                     
                        	
                           ユーザ表の再編成

                        
                        	
                           表の再編成

                        
                        	
                           アンロードファイルを作成するユニット

                        
                     

                     
                        	
                           横分割表

                        
                        	
                           RDエリア単位の再編成

                        
                     

                     
                        	
                           表単位の再編成

                        
                        	
                           最初に指定したunload又はlobunld文に指定したサーバがあるユニット

                        
                     

                     
                        	
                           -k ixrc

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           コマンド入力ユニット

                        
                     

                     
                        	
                           -k ixor

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           -k ixmk

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           -k maintenance

                        
                        	
                           ディクショナリ表のメンテナンス

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp，

                           pddefrev

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           搬出ファイルがあるユニット

                        
                        	
                           搬出ファイルがあるユニット

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           コマンド入力ユニット

                        
                        	
                           コマンド入力ユニット

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

         
         
            24.16　バージョンアップ時の注意事項

            セキュリティ監査機能使用時のバージョンアップの注意事項を説明します。バージョンアップ方法については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

            
               24.16.1　監査証跡ファイルの監査証跡形式が変更になる場合

               バージョンアップによって監査証跡ファイルの監査証跡形式が変更になる場合，バージョンアップをする前に次に示すことをしてください。

               
                  	
                     pdaudswapコマンドで監査証跡ファイルをスワップし，スワップ前のファイルの内容をpdloadコマンドで監査証跡表に登録してください。

                  

               

               
                  	参考

                  	
                     HiRDBの終了時に監査証跡を出力し，バージョンアップ後のHiRDBの開始までに監査証跡ファイルをスワップする契機がないため，必ず旧形式のHiRDB終了時の監査証跡と，新形式のHiRDB開始時の監査証跡が同じファイルに混在します。このため，旧形式の監査証跡と新形式の監査証跡が混在していても，監査証跡表へのデータロードはできるようになっています。

                  

               

            
            
               24.16.2　監査証跡表の列構成が変更になる場合

               バージョンアップによって監査証跡表に列が追加されることがあります。監査証跡表の列構成の変更はpdvrupコマンドの実行時にHiRDBが行います。このとき，監査証跡表に既存のデータが存在する場合は，追加された列にはNULL値が設定されます。

               また，列の追加に伴い，監査証跡表の行長がRDエリアのページ長を超える場合があります。監査証跡表の検索性能が低下する原因になりますので，監査証跡表の行長を見積もり，監査証跡表を格納するRDエリアのページ長を大きくすることをお勧めします。ページ長の設計については，「監査証跡表を格納するRDエリアの容量見積もり」，及びマニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

            
            
               24.16.3　監査証跡のイベントが増えた場合

               バージョンアップによって監査証跡のイベントが増えた場合，出力される監査証跡量が増えるため，バージョンアップをする前に監査証跡ファイルがあるディスク容量の再見積もりをしてください。

               全イベントを監査証跡の出力対象にしている場合（CREATE AUDIT FOR ANYを指定している場合）が該当します。例えば，全イベントを監査証跡の出力対象にしている場合（CREATE
                  AUDIT FOR ANYを指定している場合），バージョンアップによって新しいイベント（ユティリティ操作イベントなど）が増えた場合，ユティリティ操作イベントについても監査証跡を取得します。

               新規に追加される監査イベントの監査証跡を取得したくない場合は，監査証跡の取得を定義するときにCREATE AUDIT FOR ANYを使用しないで，個別に定義（CREATE
                  AUDIT FOR SESSION，CREATE AUDIT FOR PRIVILEGE，…）してください。

            
            
               24.16.4　バージョンアップ失敗時の注意事項

               バージョンアップに成功した後にpdloadコマンドを実行するようにしてください。バージョンアップに成功する前にpdloadコマンドを実行すると，次に示すことが発生します。

               
                  	
                     07-00以降07-02より前のバージョンから，07-02以降にバージョンアップする場合

                     バージョンアップ後にHiRDBを開始すると，新しい形式の監査証跡が監査証跡ファイルに出力されます。この状態のままバージョンを戻し，pdloadコマンドで監査証跡を監査証跡表に登録した場合は動作を保証できません。この場合，バージョンを戻した後に，pdfmkfsコマンドで監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を初期設定してください。

                  

                  	
                     07-02以降からそれ以上のバージョンにバージョンアップする場合

                     07-02以降のバージョンの場合，出力されている監査証跡の形式が該当するバージョンで対応している形式でないときは，KFPS05753-Wメッセージを出力し，その監査証跡を削除します。

                  

               

            
            
               24.16.5　監査証跡表を格納しているRDエリアのバックアップ

               バージョンアップする前に，監査証跡表を格納しているRDエリアのバックアップを取得してください。バージョンアップに失敗してバージョンを戻す場合は，バックアップから監査証跡表を格納しているRDエリアを回復してください。

               バックアップを取得していない場合は，DROP TABLEで監査証跡表を削除した後に，pdmodコマンドで監査証跡表を再作成してください。この場合，監査証跡表に格納されているデータは削除されます。

            
         
         
            24.17　JP1/NETM/Auditとの連携

            実行者　監査人

            JP1/NETM/Auditを使用すると，システムの監査ログ※を収集・一元管理し，長期間に渡る保管を実現できます。また，GUIで監査ログを検索，集計でき，バックアップ履歴管理などもできます。これによって，企業の内部統制の評価や監査を支援します。HiRDBが出力した監査証跡表のデータをJP1/NETM/Audit用に加工することで，JP1/NETM/Auditと連携して，HiRDBの監査証跡，及びほかの製品の監査ログを一元管理できます。HiRDBの監査証跡をJP1/NETM/Audit用に加工するためには，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ユティリティ（pdaudputコマンド）を使用します。

            
               	注※

               	
                  監査ログとは，JP1/NETM/Auditがシステム全体から収集する監査証跡の総称です。

               

            

            JP1/NETM/Auditについては，JP1のマニュアルを参照してください。ただし，JP1のバージョンによってマニュアル名が異なります。該当するバージョンに対応するマニュアルを参照してください。

            
               	
                  JP1 Version 9の場合：「JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド」

               

               	
                  JP1 Version 8の場合：「JP1/NETM/Audit」

               

            

            以降，「JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド」と表記します。

            
               24.17.1　JP1/NETM/Auditとの連携の概要

               JP1/NETM/Auditとの連携の概要を次の図に示します。

               
                  図24‒35　JP1/NETM/Auditとの連携の概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     監査ログ管理サーバ（JP1/NETM/Auditがあるサーバマシン）は，監査ログ収集対象サーバ（HiRDBや監査ログを収集するほかの製品があるサーバマシン）のローカルディスクに出力した監査ログを自動収集し，一元管理します。

                     HiRDBがある監査ログ収集対象サーバでは，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ユティリティ（pdaudput）が，監査証跡表から必要なデータをJP1/NETM/Audit用に変換して，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに出力します。このファイルをJP1/Baseが収集し，イベントデータベースに格納します。監査ログ管理サーバのJP1/Baseは監査ログ収集対象サーバのJP1/Baseから監査ログを収集し，JP1/NETM/Auditに渡します。

                  

               

               
                  (1)　前提プログラムと適用OS

                  前提プログラムと適用OSを次に示します。

                  
                     	前提プログラム

                     	
                        
                           
                              
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       プログラム

                                    
                                    	
                                       インストールするサーバマシン

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       JP1/NETM/Audit - Manager

                                    
                                    	
                                       監査ログ管理サーバ

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       JP1/Base

                                    
                                    	
                                       監査ログ管理サーバ

                                       監査ログ収集対象サーバ（HiRDB/パラレルサーバの場合，システムマネジャがあるサーバマシンにインストールします）

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	適用OS

                     	
                        監査ログ収集対象サーバの適用OSになります。詳細は，マニュアル「JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　pdaudputコマンド実行時の注意

                  
                     	
                        pdaudputコマンドは，JP1/NETM/Auditで監査ログの監視を開始しているときに実行してください。監視を停止しているときにJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを出力しても，収集されません。

                     

                     	
                        監査証跡表の自動データロード機能を適用している場合，pdaudputコマンドを実行する前に，pdaudatld -tコマンドで自動データロードを一時的に停止してください。pdaudputコマンド実行後，pdaudatld
                           -bコマンドで自動データロードを再開始してください。

                     

                  

               
            
            
               24.17.2　環境設定

               JP1/NETM/Auditと連携するには，HiRDBとJP1/NETM/Auditの両方で環境設定が必要になります。それぞれの環境設定方法について，説明します。

               
                  (1)　HiRDBでの環境設定

                  HiRDBでは，次の準備が必要になります。

                  
                     	
                        検索条件定義ファイルの作成

                     

                     	
                        JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力先ディレクトリの作成

                     

                  

                  
                     (a)　検索条件定義ファイルの作成

                     監査証跡表のどのデータを出力するかを指定するのが，検索条件定義ファイルです。検索条件定義ファイルには，JP1/NETM/Auditで管理したい監査証跡表の列名を探索条件として指定します。検索条件定義ファイルに指定された条件に合致する監査証跡表のデータがJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに出力されます。

                     
                        	サンプルファイル

                        	
                           HiRDBは，次に示す検索条件定義ファイルのサンプルファイルを提供しています。

                           
                              	
                                 HiRDBのインストールディレクトリ/sample/sampleAUDIT/sampleaud1，及びsampleaud2

                              

                           

                           検索条件定義ファイルの指定を省略してpdaudputコマンドを実行すると，システム管理セキュリティイベント及び監査人セキュリティイベントに関する監査証跡だけをJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに出力します。これは，サンプルファイルsampleaud1を指定した場合と同じです。

                        

                        	アクセス権限

                        	
                           検索条件定義ファイル及びファイルのディレクトリには，HiRDB管理者に対して読み込み権限を与えてください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力先ディレクトリの作成

                     JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを出力するディレクトリを作成します。出力先ディレクトリの指定を省略してpdaudputコマンドを実行すると，$PDDIR/auditlogディレクトリに出力します。

                     
                        	JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイル

                        	
                           pdaudputコマンドを実行すると，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルが2個作成されます（auditmsg1.log及びauditmsg2.log）。pdaudputコマンドの実行ごとにどちらかのファイルを使用し，ファイルが満杯になるとスワップして，終了します。続きを出力する場合は，コマンドを再度実行します。

                           なお，HiRDBは，JP1/Baseが監査ログを収集したかどうかをチェックしないで，スワップ先のファイルを上書きします。そのため，大量の監査証跡がファイルに出力されたり，JP1で障害が発生して監査ログを収集できなかったりすると，JP1/Baseが監査ログを収集する前に上書きされるおそれがあります。JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの容量は，余裕値を加算して見積もってください。

                        

                        	JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの容量の見積もり

                        	
                           JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの容量は，監査証跡表のどのデータを出力するかで変わります。そのため，検索条件定義ファイルで定義した探索条件を考慮して見積もります。

                           まず，1回のpdaudputコマンドの実行で，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに出力する監査証跡の行数を見積もり，その行数を基にファイルの容量を見積もります。次の計算式で求められます（単位はバイト）。

                           1回のpdaudputコマンドの実行で出力するデータ量
＝pdaudputコマンド実行間隔単位に出力される監査証跡の行数
　×JP1/NETM/Audit用監査ログの長さ（約300バイト）
　＋JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルのヘッダ情報（512バイト）

                        

                        	アクセス権限

                        	
                           pdaudputコマンドを実行して，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを作成する場合，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの所有者は，HiRDB管理者とそのプライマリグループになります。アクセス権限は644が設定されます。

                           JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイル及びJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイル出力先ディレクトリには，次のようにアクセス権限を与えてください。

                           
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          項目

                                       
                                       	
                                          アクセス権限を与える対象

                                       
                                       	
                                          与えるアクセス権限

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイル

                                       
                                       	
                                          HiRDB管理者

                                       
                                       	
                                          読み込み権限及び書き込み権限

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          JP1/NETM/Auditで収集を行うOSユーザ

                                       
                                       	
                                          読み込み権限

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイル出力先ディレクトリ

                                       
                                       	
                                          HiRDB管理者，

                                          JP1/NETM/Auditで収集を行うOSユーザ

                                       
                                       	
                                          読み込み権限

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                     

                  
               
               
                  (2)　JP1/NETM/Auditでの環境設定

                  HiRDBがJP1/NETM/Auditと連携するには，JP1/NETM/Auditの監査ログ収集システムとしてHiRDBを追加する必要があります。その手順を次に示します。

                  
                     	
                        定義ファイルを作成します。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Auditで監査ログの収集対象を設定します。

                     

                  

                  
                     (a)　定義ファイルの作成

                     監査ログ管理サーバで次のファイルを作成してください。

                     
                        	
                           製品定義ファイル

                           ファイル名：HiRDB〔_任意の文字列〕.conf

                        

                        	
                           動作定義ファイル

                           ファイル名：admjevlog_HiRDB〔_任意の文字列〕.conf

                        

                     

                     任意の文字列は，複数のHiRDBがJP1/NETM/Auditと連携する場合にそれぞれを識別できるように指定します。なお，製品定義ファイルと動作定義ファイルは一つのHiRDBに一つずつ必要です。複数のHiRDBで一つの定義ファイルを共有したり，どちらかを省略したりしないでください。

                     
                        	製品定義ファイル

                        	
                           HiRDB固有の値を設定する必要があるパラメータを次の表に示します。

                           
                              表24‒42　HiRDB固有の値を設定する必要があるパラメータ（製品定義ファイル）
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          パラメータ

                                       
                                       	
                                          説明

                                       
                                       	
                                          設定する値

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          AuditLogNum

                                       
                                       	
                                          JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの数を定義します。

                                       
                                       	
                                          2

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          AuditLogName

                                       
                                       	
                                          JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイル名を定義します。

                                       
                                       	
                                          次の二つを指定してください。

                                          
                                             	
                                                AuditLogName=auditmsg1.log

                                             

                                             	
                                                AuditLogName=auditmsg2.log

                                             

                                          

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          RegularPattern

                                       
                                       	
                                          対応する正規化ルールファイル名を定義します。正規化ルールファイルについては，マニュアル「JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド」を参照してください。

                                       
                                       	
                                          admrglrule_CALFHM.conf

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                        	動作定義ファイル

                        	
                           HiRDB固有の値を設定する必要があるパラメータを次の表に示します。

                           
                              表24‒43　HiRDB固有の値を設定する必要があるパラメータ（動作定義ファイル）
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          パラメータ

                                       
                                       	
                                          説明

                                       
                                       	
                                          設定する値

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          FILETYPE

                                       
                                       	
                                          JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力形式を指定します。

                                       
                                       	
                                          WRAP2

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          HEADSIZE

                                       
                                       	
                                          ヘッダの行数を指定します。

                                       
                                       	
                                          512

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          ACTDEF

                                       
                                       	
                                          指定した正規表現に一致した監査ログを，指定したイベントID及び重要度でJP1イベントとして発行します。

                                       
                                       	
                                          
                                             	
                                                重要度：任意に指定できます

                                             

                                             	
                                                イベントID：任意に指定できます

                                             

                                             	
                                                正規表現："^CALFHM"

                                                （HiRDBの監査証跡をすべて収集します）

                                             

                                          

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                        	サンプルファイル

                        	
                           HiRDBは，製品定義ファイル及び動作定義ファイルのサンプルファイルを提供しています。サンプルファイルを使用する場合は，$PDDIR/sample/sampleAUDITディレクトリのHiRDB〔_任意の文字列〕.conf及びadmjevlog_HiRDB〔_任意の文字列〕.confを監査ログ管理サーバにコピーしてください。コピー先ディレクトリについては，マニュアル「JP1/NETM/Audit
                              構築・運用ガイド」を参照してください。複数のHiRDBと連携するときは，サンプルファイルの名称を変更してください。

                           製品定義ファイル及び動作定義ファイルのサンプルファイルの内容を次に示します。

                           
                              	製品定義ファイルのサンプル

                              	
                                 AuditLogNum=2
AuditLogName=auditmsg1.log
AuditLogName=auditmsg2.log
RegularPattern=admrglrule_CALFHM.conf
ReadOnly=1

                              

                              	動作定義ファイルのサンプル

                              	
                                 retry-times=60
retry-interval=10
FILETYPE=WRAP2
HEADSIZE=512
ACTDEF =<Information>1000 "^CALFHM"

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　JP1/NETM/Auditで監査ログの収集対象を設定

                     JP1/NETM/Auditの［収集対象の設定］ダイアログで，HiRDBを収集対象に設定します。HiRDB固有の値を設定する必要がある設定項目を次の表に示します。

                     
                        表24‒44　HiRDB固有の値を設定する必要がある設定項目
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    設定項目

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                                 	
                                    設定する値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバ

                                 
                                 	
                                    監査ログ収集対象サーバ名を指定します。

                                 
                                 	
                                    サーバマシン（HiRDB/パラレルサーバの場合システムマネジャがあるサーバマシン）の標準ホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    プログラム

                                 
                                 	
                                    収集対象の監査ログを出力するプログラムの名称を指定します。

                                 
                                 	
                                    ドロップダウンリストから，「HiRDB〔/任意の文字列〕」※を選択

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ログフォルダ

                                 
                                 	
                                    収集対象の監査ログの格納先を指定します。

                                 
                                 	
                                    pdaudputコマンドの-dオプションに指定するJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力ディレクトリのパス

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※

                        	
                           任意の文字列は，製品定義ファイル名で指定した文字列が表示されます。

                        

                     

                     
                        	注意事項

                        	
                           JP1/NETM/Auditの設定値とJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの設定で整合性が取れていない場合，正しく連携できないことがあります。この場合，HiRDBがJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを出力していても，JP1/NETM/Auditは監査ログを収集できません。必ず正しく設定されていることを確認してください。

                        

                     

                  
               
            
            
               24.17.3　運用方法

               運用方法には，次に示す二つの方法があります。

               
                  	
                     運用方法１（監査証跡表にデータを残す運用）

                     pdaudputコマンド実行後も，監査証跡表にデータを残し，次回コマンド実行時は続きから出力します。

                  

                  	
                     運用方法２（監査証跡表にデータを残さない運用）

                     pdaudputコマンド実行後，出力した監査証跡は，監査証跡表から削除します。

                  

               

               
                  	注意事項

                  	
                     pdaudputコマンドを実行すると，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルが作成されるディレクトリに，pdaudput用管理ファイル（pdaudputctrl）が作成されます。このファイルは，HiRDBが使用するため，削除しないでください。このファイルには，監査証跡表中，監査証跡をどこまで出力したかが記録されています。そのため，このファイルを削除すると，次回コマンド実行時，監査証跡を前回の続きから出力できなくなり，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルが初期化されます。

                  

               

               
                  (1)　運用方法１（監査証跡表にデータを残す運用）

                  手順を次に示します。

                  
                     	
                        自動データロード機能を適用していない場合，pdloadコマンドで監査証跡表にデータを登録します。このとき，pdloadコマンドを同時実行しないでください（JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに正しく出力されないおそれがあります）。自動データロード機能を適用している場合は，pdaudatld
                           -tコマンドで自動データロードを一時停止してください。

                        
                           	pdloadコマンドの指定例

                           	
                              pdload -b -W SQL_AUDIT_TRAIL /pdload/control_file

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              -b及び-Wオプションは必ず指定してください。 

                              表名には監査証跡表を指定します。 

                              制御情報ファイルの内容については次で説明します。

                           

                           	制御情報ファイルの指定例

                           	
                              source bes1:(uoc)
srcuoc param='dir=/secarea,file=(pdaudUNT1001.aud,pdaudUNT1002.aud)'

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              source bes1:(uoc)：サーバ名（bes1）はHiRDB/パラレルサーバの場合に指定します。監査証跡ファイルがあるユニット内のサーバ名を指定してください。ユニット内のどのサーバ名を指定してもよいですが，バックエンドサーバを指定すると通信ネックが少なくなります。監査証跡ファイルが存在するユニットが影響分散スタンバイレス型系切り替え対象ユニットの場合は，そのユニットで動作中の実行系サーバの名称を指定してください。
                                 

                              dir：データロード対象の監査証跡ファイルがあるHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                              file：データロード対象の監査証跡ファイル名を指定します。

                              監査証跡表にインデクスを定義した場合はidxwork文及びsort文を指定してください。

                           

                        

                     

                     	
                        pdaudputコマンドを実行して，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを出力します。

                        
                           	pdaudputコマンドの指定例

                           	
                              pdaudput -k r -d /pdaudput/auditlog1 -s 300000 -w /pdaudput/audcond1

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              -k：JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを出力するため，rを指定します。

                              -d：JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを作成するディレクトリを指定します。

                              -s：JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルのファイルサイズをキロバイト単位で指定します。

                              -w：検索条件定義ファイルを指定します。

                           

                        

                     

                     	
                        JP1/NETM/Audit用監査ログファイルが満杯になり，スワップしてpdaudputコマンドが終了した場合，再度pdaudputコマンドを実行してください。

                        自動データロード機能を適用していた場合，pdaudatld -bコマンドで自動データロードを再開始してください。

                     

                  

                  出力した監査ログがJP1/NETM/Auditに収集されたかどうかを確認することをお勧めします。確認する方法については，「運用方法２（監査証跡表にデータを残さない運用）」の4.を参照してください。

               
               
                  (2)　運用方法２（監査証跡表にデータを残さない運用）

                  
                     	
                        自動データロード機能を適用していない場合，pdloadコマンドで監査証跡表にデータを登録します。このとき，pdloadコマンドを同時実行しないでください（JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに正しく出力されないおそれがあります）。自動データロード機能を適用している場合は，pdaudatld
                           -tコマンドで自動データロードを一時停止してください。

                        
                           	pdloadコマンドの指定例

                           	
                              pdload -b -W SQL_AUDIT_TRAIL /pdload/control_file

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              -b及び-Wオプションは必ず指定してください。 

                              表名には監査証跡表を指定します。

                              制御情報ファイルの内容については次で説明します。

                           

                           	制御情報ファイルの指定例

                           	
                              source bes1:(uoc)
srcuoc param='dir=/secarea,file=(pdaudUNT1001.aud,pdaudUNT1002.aud)'

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              source bes1:(uoc)：サーバ名（bes1）はHiRDB/パラレルサーバの場合に指定します。監査証跡ファイルがあるユニット内のサーバ名を指定してください。ユニット内のどのサーバ名を指定してもよいですが，バックエンドサーバを指定すると通信ネックが少なくなります。監査証跡ファイルが存在するユニットが影響分散スタンバイレス型系切り替え対象ユニットの場合は，そのユニットで動作中の実行系サーバの名称を指定してください。
                                 

                              dir：データロード対象の監査証跡ファイルがあるHiRDBファイルシステム領域名を指定します。

                              file：データロード対象の監査証跡ファイル名を指定します。

                              監査証跡表にインデクスを定義した場合はidxwork文及びsort文を指定してください。

                           

                        

                     

                     	
                        pdaudputコマンドを実行して，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを出力します。

                        
                           	pdaudputコマンドの指定例

                           	
                              pdaudput -k r -d /pdaudput/auditlog1 -s 300000 -w /pdaudput/audcond1

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              -k：JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを出力するため，rを指定します。

                              -d：JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを作成するディレクトリを指定します。

                              -s：JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルのファイルサイズをキロバイト単位で指定します。

                              -w：検索条件定義ファイルを指定します。

                           

                        

                     

                     	
                        監査証跡表のデータをアンロードします（推奨）。

                        
                           	pdrorgコマンドの指定例

                           	
                              pdrorg -k unld -W dat -t SQL_AUDIT_TRAIL /pdrorg/control_file

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              アンロードのため，-k unldを指定してください。

                              -Wオプションは必ず指定してください。 

                              表名には監査証跡表を指定します。 

                              制御情報ファイルの内容については次で説明します。

                           

                           	制御情報ファイルの指定例

                           	
                              unload bes1:/pdrorg/pdaudunld01

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              unload bes1：サーバ名（bes1）はHiRDB/パラレルサーバの場合に指定します。

                              /pdrorg/pdaudunld01：アンロードデータファイル名を指定します。

                           

                        

                     

                     	
                        出力した監査ログが，JP1/NETM/Auditに収集されているかどうかを確認します。

                        次の二つの情報を比較し，一致している場合，JP1/NETM/Auditに収集されています。

                        
                           	
                              pdaudputコマンド終了時に出力されるKFPN10501-Iメッセージに表示されている，最後に出力した監査証跡の情報（監査証跡表のPDLOAD_TIMESTAMP列値及びPDLOAD_SEQNUM列値）

                           

                           	
                              JP1/NETM/Auditで即時収集を実行し，JP1/NETM/Auditの管理画面で参照できるJP1/NETM/Audit用監査ログの自由記述（タグ名msg）に設定される値※

                              注※

                              pdaudputコマンドの場合，「aa…a，bb…b」の形式で設定されています。

                              aa…a：監査証跡表のPDLOAD_TIMESTAMP列値

                              bb…b：監査証跡表のPDLOAD_SEQNUM列値

                           

                        

                        なお，pdaudputコマンドが異常終了した場合，KFPN10501-Iメッセージは出力されません。pdaudputコマンドを再度実行して，正常終了したときのメッセージを基に確認してください。

                        
                           	参考

                           	
                              この手順を確認しないで監査証跡表のデータ削除の手順に進んでしまうと，pdaudputの出力結果が保証できない場合があります。この場合，削除したデータに対応する監査ログの再収集はできなくなるため，必ずこの手順を確認してください。

                           

                        

                     

                     	
                        監査証跡表のデータを削除します。

                        監査証跡表（SQL_AUDIT_TRAIL）のデータを削除するSQL実行例

                        PURGE TABLE SQL_AUDIT_TRAIL

                     

                     	
                        JP1/NETM/Audit用監査ログファイルが満杯になり，スワップしてpdaudputコマンドが終了した場合，再度pdaudputコマンドを実行してください。

                        自動データロード機能を適用していた場合，pdaudatld -bコマンドで自動データロードを再開始してください。

                     

                  

               
            
            
               24.17.4　JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに関する変更

               JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力先ディレクトリや，ファイルの容量を変更するときの手順について説明します。

               
                  (1)　出力先ディレクトリの変更

                  まず，変更後のディレクトリをJP1/NETM/Auditに設定し，pdaudput -dコマンドの指定値を変更します。この場合，過去に使用したpdaudput用管理ファイルやJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルが変更後のディレクトリにあると，誤動作する可能性があるため，変更後のディレクトリに新たにpdaudput用管理ファイルとJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを作成しておきます。

                  手順を次に示します。

                  
                     	
                        出力した監査ログが，JP1/NETM/Auditに収集されているかどうかを確認します。「運用方法２（監査証跡表にデータを残さない運用）」の4.を参照してください。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの再見積もりをします。「JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力先ディレクトリの作成」を参照してください。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Auditによる監視を停止します。

                     

                     	
                        収集された監査証跡をDELETE文又はPURGE TABLE文で監査証跡表から削除します。

                     

                     	
                        変更後のディレクトリにpdaudput用管理ファイル及びJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを作成します。-dオプションに変更後のディレクトリを指定して，pdaudput
                           -k iコマンドを実行してください。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Auditで，監査ログの収集対象に変更後のディレクトリを設定します。表「HiRDB固有の値を設定する必要がある設定項目」を参照してください。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Auditによる監視を開始します。

                     

                  

               
               
                  (2)　ファイル容量の変更

                  pdaudput用管理ファイルの情報を引き継いだままで，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの容量を変更するため，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルだけ再作成します。

                  手順を次に示します。

                  
                     	
                        出力した監査ログが，JP1/NETM/Auditに収集されているかどうかを確認します。「運用方法２（監査証跡表にデータを残さない運用）」の4.を参照してください。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの再見積もりをします。「JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力先ディレクトリの作成」を参照してください。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Auditによる監視を停止します。

                     

                     	
                        -sオプションに変更後のJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの容量を指定して，pdaudput -k mコマンドを実行してください。

                     

                     	
                        JP1/NETM/Auditによる監視を開始します。

                     

                  

               
            
            
               24.17.5　JP1側で障害が発生した場合

               JP1/NETM/Audit又はJP1/Baseに障害が発生し，監査ログが収集されない状態でpdaudputコマンドを実行し続けると，必要な監査ログが上書きされるおそれがあります。この場合，JP1/NETM/Auditがどこまで監査ログを収集しているかを確認し，その監査証跡以降のデータを監査証跡表から再度出力します。このとき，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルにJP1/Baseが収集していない監査ログが残っている可能性があるため，pdaudputコマンドでJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを再作成してからJP1/NETM/Audit用監査ログを出力します。

               手順を次に示します。

               
                  	
                     JP1側の障害を回復します。対処方法については，マニュアル「JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     JP1/NETM/Auditによる監視を停止します。

                  

                  	
                     JP1/NETM/Auditがどこまで監査ログを収集しているかを確認します。

                     JP1/NETM/Auditの管理画面で参照できるJP1/NETM/Audit用監査ログの自由記述（タグ名msg）に設定される値※で確認できます。

                     
                        	注※

                        	
                           pdaudputコマンドの場合，「aa…a，bb…b」の形式で設定されています。

                           aa…a：監査証跡表のPDLOAD_TIMESTAMP列値

                           bb…b：監査証跡表のPDLOAD_SEQNUM列値

                        

                     

                     
                        	参考

                        	
                           この手順を確認しないで監査証跡表のデータ削除の手順に進んでしまうと，pdaudputの出力結果が保証できない場合があります。この場合，削除したデータに対応する監査ログの再収集はできなくなるため，必ずこの手順を確認してください。

                        

                     

                  

                  	
                     収集された監査証跡を監査証跡表から削除します。

                  

                  	
                     JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを再作成します。pdaudput -k iコマンドを実行してください。

                  

                  	
                     JP1/NETM/Auditによる監視を開始します。

                  

                  	
                     pdaudputコマンドを実行して，JP1/NETM/Audit用監査ログを出力します。

                  

                  	
                     出力した監査ログが，JP1/NETM/Auditに収集されているかどうかを確認します。「運用方法２（監査証跡表にデータを残さない運用）」の4.を参照してください。

                  

                  	
                     JP1側の障害で収集されていなかった監査証跡をすべてJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルに出力するまで，7.〜8.を繰り返します。

                  

               

            
            
               24.17.6　注意事項

               系切り替え機能を使用している場合は，実行系と待機系のそれぞれのシステムマネジャが配置されているサーバに対してJP1/NETM/Auditの設定を行い，両方のJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルを収集してください。系切り替えが発生したときは，切り替え後の現用系のシステムマネジャが配置されているサーバでpdaudputコマンドを実行してください。このとき，JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルの出力先は共用ディスク装置ではなく，ローカルディスクにしてください。監査ログの収集は，現用系のJP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイルが作成された後から開始されます。

            
         
      
   
      
         25　CONNECT関連セキュリティ機能の運用

         
            この章では，HiRDBシステムのセキュリティ強化を目的としたCONNECT関連セキュリティ機能の運用方法について説明します。

         

         
            25.1　CONNECT関連セキュリティ機能の概要

            ここでは，CONNECT関連セキュリティ機能の概要について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  CONNECT関連セキュリティ機能とは

               

               	
                  パスワードの文字列制限

               

               	
                  連続認証失敗回数の制限

               

               	
                  IPアドレスによる接続制限

               

            

            
               25.1.1　CONNECT関連セキュリティ機能とは

               CONNECT関連セキュリティ機能の概要を次の表に示します。

               
                  表25‒1　CONNECT関連セキュリティ機能の概要
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              機能

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              パスワードの文字列制限

                           
                           	
                              パスワードに指定する文字列に制限を設定できます。例えば，AAAAAやzzzzzなどのパスワードを禁止できます。簡単なパスワードを禁止することでパスワードのセキュリティを強化します。

                           
                        

                        
                           	
                              連続認証失敗回数の制限

                           
                           	
                              不正なパスワードを使用し，ユーザ認証に連続して失敗した場合，そのユーザをHiRDBに接続（CONNECT）できないようにします。連続して失敗した回数の上限を設定し，その回数を超えたユーザはHiRDBに接続できなくなります。

                              例えば，不正なパスワードを使用して3回連続ユーザ認証に失敗した場合，そのユーザはHiRDBに接続できなくなります。

                           
                        

                        
                           	
                              IPアドレスによる接続制限

                           
                           	
                              HiRDBサーバへの接続を，IPアドレス単位で許可又は拒否できます。

                           
                        

                        
                           	
                              パスワードの有効期間の設定

                           
                           	
                              パスワードを使用できる期間（日数）を設定し，その期間までにパスワードを変更しなければHiRDBに接続（CONNECT）できないようにします。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               25.1.2　パスワードの文字列制限

               
                  (1)　パスワードに設定できる制限

                  パスワードに設定できる制限を次の表に示します。

                  
                     表25‒2　パスワードに設定できる制限
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 最小許容バイト数の設定

                              
                              	
                                 パスワードの最小許容バイト数を設定できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 認可識別子の指定禁止

                              
                              	
                                 パスワードの文字列中に認可識別子を指定することを禁止できます。

                                 大文字，小文字は区別しません。

                              
                           

                           
                              	
                                 単一文字種※の指定禁止

                              
                              	
                                 パスワードを同じ文字種（英大文字だけ又は英小文字だけ）だけで構成することを禁止できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 必須文字種

                              
                              	
                                 パスワードを構成する文字に必須となる文字種※を設定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 再利用禁止

                              
                              	
                                 過去に指定したパスワードを，新規パスワードとして再利用することを禁止します。再利用禁止として残すパスワード履歴の個数を指定します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※　パスワードに指定できる文字種は次のように分類されています。

                     	
                        
                           	
                              英大文字：A〜Z，#，@，¥

                           

                           	
                              英小文字：a〜z

                           

                           	
                              数字：0〜9

                           

                        

                     

                  

                  
                     	ポイント

                     	
                        パスワードの文字列制限はユーザ単位に設定できません。HiRDBの全ユーザ（DBA権限保持者や，監査人も含む）に対して一律の適用になります。また，簡易認証ユーザは，パスワードの文字列制限機能の対象外となります。

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        この機能を使用するかどうかに関係なく，パスワードには次に示す指定規則があります。

                        
                           	
                              パスワードには英数字を指定できます。ただし，先頭には英字を指定してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　既存ユーザに対する影響

                  パスワードの文字列制限を設定した場合，制限に違反しているユーザはパスワード無効アカウントロック状態になります。パスワード無効アカウントロック状態のユーザはHiRDBに接続（CONNECT）できなくなります。

                  パスワード無効アカウントロック状態を解除するには，パスワードを変更する必要があります。パスワードの変更方法については，「ユーザ単位にパスワード無効アカウントロック状態を解除する」を参照してください。

                  また，パスワードの文字列制限を設定する前に，制限に違反するためパスワード無効アカウントロック状態になるユーザがどのくらいいるかを調査できます。調査方法については，「パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査する」を参照してください。

               
               
                  (3)　新規ユーザに対する影響

                  GRANT DBA，GRANT AUDIT，又はGRANT CONNECTでパスワードを設定しますが，そのパスワードが制限に違反している場合，GRANT文を実行できません。

               
               
                  (4)　設定方法

                  CREATE CONNECTION SECURITYでパスワードの文字列制限を設定します。設定方法については，「パスワードの文字列制限を新規設定する」を参照してください。

                  パスワードの文字列制限の運用方法については，次を参照してください。

                  
                     	
                        「パスワードの文字列制限を新規設定する」

                     

                     	
                        「パスワードの文字列制限を変更する」

                     

                     	
                        「パスワード無効アカウントロック状態を解除する」

                     

                     	
                        「パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査する」

                     

                     	
                        「パスワード無効アカウントロック状態のユーザの権限付与及び削除」

                     

                     	
                        「パスワードの文字列制限を解除する」

                     

                     	
                        「セキュリティ監査機能使用時の注意事項」

                     

                     	
                        「CONNECT関連セキュリティ機能運用時の注意事項」

                     

                  

               
               
                  (5)　データディクショナリ用RDエリア容量の確認

                  パスワードの再利用禁止を設定する場合，ディクショナリ表SQL_USERSの容量の再見積もりをしてください。詳細はマニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「データディクショナリ用RDエリアの容量の見積もり」を参照してください。

               
            
            
               25.1.3　連続認証失敗回数の制限

               
                  (1)　設定できる制限

                  不正なパスワードを使用し，ユーザ認証に連続して失敗した場合，そのユーザをHiRDBに接続（CONNECT）できないようにします。連続して失敗できる回数の上限（連続認証失敗許容回数）を設定し，その回数を超えたユーザはHiRDBに接続できなくなります。

                  例えば，連続認証失敗許容回数を3と設定した場合，パスワード不正によって4回連続でユーザ認証に失敗すると，そのユーザは連続認証失敗アカウントロック状態になります。連続認証失敗アカウントロック状態のユーザはHiRDBに接続（CONNECT）できなくなります。

                  
                     	参考

                     	
                        連続認証失敗回数の制限はユーザ単位に設定できません。HiRDBの全ユーザ（DBA権限保持者や，監査人も含む）に対して一律の適用になります。

                     

                  

                  また，連続認証失敗アカウントロック状態とする期間（アカウントロック期間）を設定できます。例えば，アカウントロック期間を1時間とした場合，連続認証失敗アカウントロック状態が1時間続きます。1時間を過ぎると連続認証失敗アカウントロック状態が解除されて，HiRDBに接続できるようになります。

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              アカウントロック期間を無期限にすることもできます。

                           

                           	
                              アカウントロック期間内に連続認証失敗アカウントロック状態を解除することもできます。解除方法については，「連続認証失敗アカウントロック状態を解除する」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　失敗回数のカウント方法

                  失敗回数としてカウントされるのは，30バイト以内のパスワード不正のときだけです。次に示す場合は失敗回数としてカウントされません。

                  
                     	
                        認可識別子を指定ミスした場合（存在しない認可識別子を指定した場合）

                     

                     	
                        31バイト以上のパスワードを指定した場合

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              時間を空けても連続認証失敗回数は0に戻りません。例えば，失敗した1時間後に再度失敗した場合，連続認証失敗回数は2になります。

                           

                           	
                              HiRDBを終了しても連続認証失敗回数は0に戻りません。

                           

                           	
                              クライアントマシンを変更してCONNECTした場合でも連続認証失敗回数は有効になります。例えばマシンAで失敗し，その後マシンBで失敗した場合は，連続認証失敗回数が2となります。

                           

                           	
                              接続するフロントエンドサーバを変更してCONNECTした場合でも連続認証失敗回数は有効になります。例えばフロントエンドサーバAで失敗し，その後フロントエンドサーバBで失敗した場合は，連続認証失敗回数が2となります。

                           

                           	
                              コマンド又はユティリティの実行もカウント対象になります。

                           

                           	
                              連続認証失敗アカウントロック状態が解除されると，連続認証失敗回数が0に戻ります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　設定方法

                  CREATE CONNECTION SECURITYで連続認証失敗回数の制限を設定します。設定方法については，「連続認証失敗回数の制限を設定又は解除する」を参照してください。

                  連続認証失敗回数の制限の運用方法については，次に示します。

                  
                     	
                        「連続認証失敗回数の制限を設定又は解除する」

                     

                     	
                        「連続認証失敗アカウントロック状態のユーザを確認する」

                     

                     	
                        「連続認証失敗アカウントロック状態を解除する」

                     

                     	
                        「CONNECT関連セキュリティ機能運用時の注意事項」

                     

                  

               
               
                  (4)　必要なRDエリア

                  この機能を使用する場合，連続認証失敗アカウントロック状態を確認するときにシステム定義スカラ関数ADD_INTERVALを使用するため，データディクショナリLOB用RDエリアが必要になります。データディクショナリLOB用RDエリアがない場合はデータディクショナリLOB用RDエリアを作成してください。

               
            
            
               25.1.4　IPアドレスによる接続制限

               HiRDBクライアントに複数のIPアドレスが設定されている場合のHiRDBクライアント，HiRDBサーバ間通信では，HiRDBサーバに接続を許可するIPアドレス，及び接続を拒否するIPアドレスの登録ができます。登録にはIPアドレスを指定します。UAP実行時のHiRDBサーバへの接続では，登録されたIPアドレスを使っての接続であるかどうかの判定によって接続の制限ができます。機能概要図を次に示します。

               
                  図25‒1　IPアドレスによる接続制限機能の概要
                  [image: [図データ]]

               
               図の例では，IPアドレス192.168.0.1からの接続及びワイルドカード指定の10.0.0.* を満たすIPアドレスからの接続を許可し，それ以外のIPアドレスからの接続は拒否します。また，拒否登録との組み合わせで同じ結果を実現することもできます。図の例では，すべてのIPアドレスを示すワイルドカード指定の*.*.*.*を許可する登録と，IPアドレス192.168.0.2を拒否する指定の組み合わせとなります。

               host1及びhost2のように異なるHiRDBクライアントマシンからの接続について許可及び拒否を決めることができます。また，host5〜host8のように同一のエリアネットワークLAN（10.0.0）からの接続を許可する設定ができます。

               接続制限はすべてのユーザに適用されますが，特定のユーザにだけ接続制限を設定することもできます。

               設定方法については「IPアドレスによる接続制限の設定方法」，運用例については「IPアドレスによる接続制限の運用例」を参照してください。

            
            
               25.1.5　パスワードの有効期間の設定

               任意のユーザに対し，パスワードを使用できる期間（有効期限間隔）を日数で設定します。有効期限間隔を設定した日，又は最後にパスワードを設定した日を「パスワードの最終更新日」として，有効期限を算出する起点の日とします。パスワードの最終更新日から有効期限以内は，同じパスワードでHiRDBにCONNECTができます。パスワードの有効期間の概要を次の図に示します。

               
                  図25‒2　パスワードの有効期間の概要 
                  [image: [図データ]]

               
               図の例では，USER_A，USER_Bともに，有効期間設定日がパスワードの最終更新日となり（2019/04/01 09:00:00とします），その10日経過後がパスワード有効期限（2019/04/11
                  09:00:00）となります。

               USER_Aの場合，有効期限以内にGRANT文でパスワードを変更しています。USER_Aは，パスワードを変更した日がパスワードの最終更新日（2019/04/10 16:47:33）となり，その10日経過後がパスワード有効期限（2019/04/20
                  16:47:33）となります。

               USER_Bの場合，10日経過するまでにパスワードを変更していません。USER_Bは，有効期限（2019/04/11 09:00:00）よりあとのCONNECTはできなくなります。

               設定方法，運用例，及び注意事項については「パスワード有効期間の設定方法」を参照してください。

            
         
         
            25.2　パスワードの文字列制限を新規設定する

            
               25.2.1　パスワードの文字列制限の新規設定手順

               実行者　DBA権限保持者

               ここでは，パスワードの文字列制限を新規に設定する手順について説明します。(1)から順に作業を進めてください。

               
                  (1)　パスワードに設定する制限を検討する

                  パスワードに設定する制限を検討してください。次の表に示す項目を検討します。

                  
                     表25‒3　パスワードに設定する制限
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 設定する制限

                              
                              	
                                 内容

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 最小許容バイト数の設定

                              
                              	
                                 パスワードの最小許容バイト数を設定します。最小で6文字以上を，最大で15文字以上を設定できます。

                              
                           

                           
                              	
                                 認可識別子の指定禁止

                              
                              	
                                 パスワードの文字列中に認可識別子を指定することを禁止するかどうかを設定します。大文字，小文字は区別しません。禁止した場合，例えば，次に示すパスワードが禁止されます。

                                 
                                    	禁止されるパスワードの例

                                    	
                                       認可識別子がK001の場合：K001，abK001，K00165，GTK001KL

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 単一文字種の指定禁止

                              
                              	
                                 パスワードの文字列を同じ文字種で指定することを禁止するかどうかを設定します。禁止した場合，例えば，次に示すパスワードが禁止されます。

                                 
                                    	禁止されるパスワードの例

                                    	
                                       HUDGTX，jkfgytud，D@MK#B¥

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 必須文字種

                              
                              	
                                 指定した文字種が，パスワードの構成文字列に含まれていることを必須とします。ALLの場合は，すべての文字種がパスワードに含まれていることを必須とします。

                              
                           

                           
                              	
                                 再利用禁止

                              
                              	
                                 パスワード履歴にあるパスワードと，同じ文字列を新規パスワードに指定することを禁止します。

                                 パスワード履歴は，最小1個，最大36個を指定できます。ユーザごとに，指定した個数分のパスワードを，パスワード変更の際に残します。

                                 パスワード履歴に残っているパスワードの数が指定した個数に達している場合，最も古いパスワードを破棄して，代わりに最も新しいパスワードをパスワード履歴に残します。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　設定した制限に違反するユーザを事前調査する

                  設定した制限に違反するユーザを事前調査してください。制限に違反するユーザはパスワード無効アカウントロック状態になるため，HiRDBに接続できなくなります。したがって，制限を設定する前に，制限に違反するユーザを特定する必要があります。特定方法については，「パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査する」を参照してください。

                  
                     	参考

                     	
                        パスワードの文字列制限を設定すると，制限によってはパスワード無効アカウントロック状態になるユーザが出てくる可能性があります。そのため，パスワードに制限を設定することを全ユーザに対して事前に連絡し，期日までにパスワードを変更してもらうようにしてください。期日になったら，制限に違反しているユーザの確認を行い，違反しているユーザに連絡をしてください。

                     

                  

               
               
                  (3)　パスワードを変更する

                  制限に違反しているユーザのパスワードをGRANT文で変更します。例を次に示します。

                  
                     	例題1

                     	
                        ユーザ（USER01）のパスワードをf51HD7tcに変更します。

                        GRANT CONNECT TO USER01 IDENTIFIED BY "f51HD7tc"

                        
                           	参考

                           	
                              自分のパスワードは自分で変更できます。DBA権限保持者が変更することもできます。

                           

                        

                     

                     	例題2

                     	
                        DBA権限保持者（ADMIN01）のパスワードをgd4A@sPLに変更します。

                        GRANT DBA TO ADMIN01 IDENTIFIED BY "gd4A@sPL"

                     

                     	例題3

                     	
                        監査人のパスワードをa0h7Fc3Kに変更します。

                        GRANT AUDIT IDENTIFIED BY "a0h7Fc3K"

                     

                  

               
               
                  (4)　パスワードの文字列制限を設定する

                  CREATE CONNECTION SECURITYでパスワードの文字列制限を設定します。

                  
                     	注意事項

                     	
                        DBA権限保持者及び監査人のパスワードに違反がある場合（一人でも違反がある場合），CREATE CONNECTION SECURITYが実行できません。

                     

                  

                  CREATE CONNECTION SECURITYの指定例を次に示します。

                  
                     	例題

                     	
                        パスワードの文字列制限を次のように設定します。

                        
                           	
                              最小許容バイト数は8バイトにする

                           

                           	
                              認可識別子の指定を禁止する

                           

                           	
                              単一文字種の指定を禁止する

                           

                        

                        CREATE CONNECTION SECURITY
    FOR PASSWORD
      MIN LENGTH 8                  ...1
      USER IDENTIFIER RESTRICT      ...2
      SIMILAR RESTRICT              ...3

                        
                           	〔説明〕

                           	
                              
                                 	
                                    パスワードの最小許容バイト数を設定します。

                                 

                                 	
                                    認可識別子の指定を禁止します。禁止する場合はRESTRICTを指定し，禁止しない場合はUNRESTRICTを指定します。

                                 

                                 	
                                    単一文字種の指定を禁止します。禁止する場合はRESTRICTを指定し，禁止しない場合はUNRESTRICTを指定します。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　パスワード無効アカウントロック状態のユーザがいないか確認する

                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザがいないか確認してください。確認方法については，「パスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認する」を参照してください。

               
            
         
         
            25.3　パスワードの文字列制限を変更する

            ここでは，パスワードの文字列制限を変更するときの手順について説明します。

            
               25.3.1　パスワードの文字列制限を変更するときの留意事項

               
                  (1)　パスワードの文字列制限を緩和する場合

                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザがいる場合に，パスワードの文字列制限を緩和すると，設定する制限によってはパスワード無効アカウントロック状態が解除されます。該当するユーザのパスワード無効アカウントロック状態が解除されてもよいかを確認してから，パスワードの文字列制限を変更してください。

                  パスワード無効アカウントロック状態が解除されるユーザを特定する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              パスワード無効アカウントロック状態になっているユーザを調査します。調査方法については，「パスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認する」を参照してください。

                           

                           	
                              変更後の制限で事前調査をしてください。事前調査の方法については，「パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査する」を参照してください。

                           

                           	
                              1と2の差分によって該当するユーザを特定します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　制限を強化する項目と緩和する項目が混在する場合

                  制限を強化する項目と緩和する項目が混在する場合，変更後の制限に違反しないように移行日以前にパスワードを変更すると，現在の制限に違反してパスワードを変更できないことがあります。この場合，現在の制限と変更後の制限の両方を満たすパスワードに変更してください。

               
            
            
               25.3.2　パスワードの文字列制限の変更手順

               実行者　DBA権限保持者

               パスワードの文字列制限を変更する手順について説明します。(1)から順に作業を進めてください。

               
                  (1)　現在設定されている制限を確認する

                  パスワードの文字列制限の設定情報は，ディクショナリ表のSQL_SYSPARMSに格納されています。現在設定されている制限を忘れた場合は，SQL_SYSPARMSを検索し，パスワードの文字列制限の設定情報を確認してください。検索例を次に示します。

                  
                     	例題

                     	
                        現在設定されているパスワードの文字列制限を確認します。

                        SELECT FUNCTION_KEY,PARAM_KEY,INT_VALUE,CHAR_VALUE
    FROM MASTER.SQL_SYSPARAMS
      WHERE FUNCTION_KEY='PASSWORD'

                        
                           	実行結果

                           	
                              FUNCTION_KEY   PARAM_KEY        INT_VALUE  CHAR_VALUE
------------------------------------------------
PASSWORD       MIN_LENGTH       8          8
PASSWORD       USER_IDENTIFIER  NULL       RESTRICT
PASSWORD       SIMILAR          NULL       RESTRICT

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              次のように設定されています。

                              
                                 	
                                    パスワードの最小許容バイト数：8

                                 

                                 	
                                    認可識別子の指定：禁止（RESTRICT）

                                 

                                 	
                                    単一文字種の指定：禁止（RESTRICT）

                                 

                              

                              許可の場合はUNRESTRICTが表示されます。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　パスワードに設定する制限を検討する

                  パスワードに設定する制限を検討してください。詳細は表「パスワードに設定する制限」を参照してください。

               
               
                  (3)　設定した制限に違反するユーザを事前調査する

                  設定した制限に違反するユーザを事前調査してください。制限に違反するユーザはパスワード無効アカウントロック状態になるため，HiRDBに接続できなくなります。したがって，制限を変更する前に，制限に違反するユーザを特定する必要があります。特定方法については，「パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査する」を参照してください。

                  
                     	参考

                     	
                        パスワードの文字列制限を変更すると，制限によってはパスワード無効アカウントロック状態になるユーザが出てくる可能性があります。そのため，パスワードの制限を変更することを全ユーザに対して事前に連絡し，期日までにパスワードを変更してもらうようにしてください。期日になったら，制限に違反しているユーザの確認を行い，違反しているユーザに連絡をしてください。

                     

                  

               
               
                  (4)　パスワードを変更する

                  制限に違反しているユーザのパスワードをGRANT文で変更します。例を次に示します。

                  
                     	例題1

                     	
                        ユーザ（USER01）のパスワードをf51HD7tcに変更します。

                        GRANT CONNECT TO USER01 IDENTIFIED BY "f51HD7tc"

                        
                           	参考

                           	
                              自分のパスワードは自分で変更できます。DBA権限保持者が変更することもできます。

                           

                        

                     

                     	例題2

                     	
                        DBA権限保持者（ADMIN01）のパスワードをgd4A@sPLに変更します。

                        GRANT DBA TO ADMIN01 IDENTIFIED BY "gd4A@sPL"

                     

                     	例題3

                     	
                        監査人のパスワードをa0h7Fc3Kに変更します。

                        GRANT AUDIT IDENTIFIED BY "a0h7Fc3K"

                     

                  

               
               
                  (5)　パスワードの文字列制限を変更する

                  パスワードの文字列制限を変更する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              DROP CONNECTION SECURITYでパスワードの文字列制限を解除します。解除の方法については，「パスワードの文字列制限を解除する」を参照してください。

                           

                           	
                              CREATE CONNECTION SECURITYでパスワードの文字列制限を設定します。

                              
                                 	参考

                                 	
                                    一部の制限項目だけを変更する場合でも（例えば，パスワードの最小許容バイト数だけを変更する場合でも），一度DROP CONNECTION SECURITYで制限を解除した後に，CREATE
                                       CONNECTION SECURITYで制限を設定する必要があります。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (6)　パスワード無効アカウントロック状態のユーザがいないか確認する

                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザがいないか確認してください。確認方法については，「パスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認する」を参照してください。

               
            
         
         
            25.4　パスワード無効アカウントロック状態を解除する

            ここでは，パスワード無効アカウントロック状態を解除する方法について説明します。

            
               25.4.1　ユーザ単位にパスワード無効アカウントロック状態を解除する

               実行者　DBA権限保持者

               パスワード無効アカウントロック状態を解除する手順について説明します。(1)から順に作業を進めてください。

               
                  (1)　パスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認する

                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認してください。例を次に示します。

                  
                     	例題

                     	
                        パスワード無効アカウントロック状態のユーザの認可識別子を表示します。

                        SELECT USER_ID
    FROM MASTER.SQL_USERS
      WHERE PWD_LOCK_TIME IS NOT NULL

                        
                           	実行結果

                           	
                              USER_ID
----------
USER1
USER2

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              USER1とUSER2がパスワード無効アカウントロック状態です。

                              
                                 	参考

                                 	
                                    パスワード無効アカウントロック状態の場合，ディクショナリ表のSQL_USERSのPWD_LOCK_TIME列に，パスワード無効アカウントロック状態になった日時が設定されます。パスワード無効アカウントロック状態でない場合は，PWD_LOCK_TIME列にナル値が設定されます。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　パスワードを変更する

                  制限に違反しているユーザのパスワードをGRANT文で変更します。例を次に示します。

                  
                     	例題

                     	
                        ユーザ（USER01）のパスワードをf51HD7tcに変更します。

                        GRANT CONNECT TO USER01 IDENTIFIED BY "f51HD7tc"

                     

                  

               
            
            
               25.4.2　全ユーザのパスワード無効アカウントロック状態を解除する

               実行者　DBA権限保持者

               DROP CONNECTION SECURITYで，パスワードの文字列制限の設定を解除します。これによって，全ユーザのパスワード無効アカウントロック状態が解除されます。

               
                  	例題

                  	
                     パスワードの文字列制限の設定を解除し，全ユーザのパスワード無効アカウントロック状態を解除します。

                     DROP CONNECTION SECURITY FOR PASSWORD

                  

               

            
         
         
            25.5　パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査する

            
               25.5.1　パスワード無効アカウントロック状態になるユーザの事前調査手順

               実行者　DBA権限保持者

               ここでは，パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査する手順について説明します。(1)から順に作業を進めてください。

               
                  (1)　TESTオプションを指定してCREATE CONNECTION SECURITYを実行する

                  TESTオプションを指定してCREATE CONNECTION SECURITYを実行してください。TESTオプションを指定すると，CREATE CONNECTION SECURITYで指定した制限に違反しているユーザに対しては，ディクショナリ表のSQL_USERSのPASSWORD_TEST列に違反種別コードが設定されます。

                  
                     	参考

                     	
                        TESTオプションを指定した場合，パスワードの文字列制限のチェックだけが行われます。違反者をパスワード無効アカウントロック状態にはしません。

                     

                  

                  パスワード無効アカウントロック状態になるユーザを事前調査するときの例を次に示します。

                  
                     	例題

                     	
                        パスワードに次の文字列制限を設定する場合の違反者を調べます。

                        
                           	
                              パスワードの最小許容バイト数：8

                           

                           	
                              パスワード中の認可識別子指定：禁止

                           

                           	
                              パスワードの単一文字種指定：禁止

                           

                        

                        CREATE CONNECTION SECURITY
    FOR PASSWORD TEST             ...1
      MIN LENGTH 8                ...2
      USER IDENTIFIER RESTRICT    ...3
      SIMILAR RESTRICT            ...4

                        
                           	〔説明〕

                           	
                              
                                 	
                                    事前調査のため，TESTオプションを指定します。

                                 

                                 	
                                    パスワードの最小許容バイト数を8バイトとします。

                                 

                                 	
                                    パスワード中の認可識別子の指定を禁止します。

                                 

                                 	
                                    パスワードの単一文字種の指定を禁止します。

                                 

                              

                              このSQL文を実行すると，SQL_USERSに登録されている全ユーザのパスワードをチェックし，制限に違反しているユーザに対してはSQL_USERSのPASSWORD_TEST列に違反種別コードを設定します。

                              
                                 	ポイント

                                 	
                                    
                                       	
                                          事前調査時とパスワードの文字列制限を設定する時でSQL（CREATE CONNECTION SECURITY）の指定内容に違いがあると，事前にパスワードを修正したユーザでもパスワード無効アカウントロック状態になる可能性があります。そのため，事前調査時には，TESTオプション以外はパスワードの文字列制限を設定する時に実行するSQL（CREATE
                                             CONNECTION SECURITY）と同じSQLで実行してください。

                                       

                                       	
                                          事前調査の実行後は，文字列制限に違反しているパスワード以外のパスワードを変更しないように連絡してください。また，新規ユーザの登録をする場合は，制限を満たすパスワードを設定してください。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　PASSWORD_TEST列を検索する

                  SQL_USERSのPASSWORD_TEST列に違反種別コードが設定されます。PASSWORD_TEST列を検索して，パスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認してください。設定される違反種別コードを次の表に示します。違反していない場合はナル値が設定されます。

                  
                     表25‒4　PASSWORD_TEST列に設定される違反種別コード
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 PASSWORD_TEST列に設定される違反種別コード

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 最小許容バイト数の設定に違反した場合

                              
                              	
                                 L

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 認可識別子の指定禁止に違反した場合

                              
                              	
                                 U

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 単一文字種の指定禁止に違反した場合

                              
                              	
                                 S

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        複数の項目に違反している場合，違反種別コードは複数設定されません。項番の順に一つだけ設定されます。例えば，項番1と2の両方の項目に違反している場合は，違反種別コードにLが設定されます。

                     

                  

                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認するときの例を次に示します。

                  
                     	例題1

                     	
                        パスワードの文字列制限に違反しているユーザの一覧を取得します。

                        SELECT USER_ID
   FROM MASTER.SQL_USERS
     WHERE PASSWORD_TEST IS NOT NULL

                        
                           	実行結果

                           	
                              USER_ID
-----------
USER1
USER2
USER3

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              USER1，USER2，及びUSER3がパスワードの文字列制限に違反しています。

                           

                        

                     

                     	例題2

                     	
                        パスワードの文字列制限に違反しているDBA権限保持者及び監査人の一覧を取得します。

                        SELECT USER_ID
    FROM MASTER.SQL_USERS
      WHERE PASSWORD_TEST IS NOT NULL
        AND (DBA_PRIVILEGE = 'Y' OR AUDIT_PRIVILEGE = 'Y')

                        
                           	実行結果

                           	
                              USER_ID
-----------
AUDITOR1
DBA1
DBA2

                           

                           	〔説明〕

                           	
                              DBA権限保持者DBA1とDBA2，及び監査人AUDITOR1がパスワードの文字列制限に違反しています。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            25.6　パスワード無効アカウントロック状態のユーザの権限付与及び削除

            
               	パスワード無効アカウントロック状態のユーザに対する権限付与

               	
                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザ（CONNECT権限を持つユーザ）に対しては，DBA権限を付与できません。パスワード無効アカウントロック状態を解除してからDBA権限を与えてください。

               

               	パスワード無効アカウントロック状態のユーザに対する権限削除

               	
                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザの権限をREVOKE文で削除できます。

               

            

         
         
            25.7　パスワードの文字列制限を解除する

            実行者　DBA権限保持者

            DROP CONNECTION SECURITYを実行して，パスワードの文字列制限を解除します。この操作を行うと，パスワードの文字列制限を行う以前の状態に戻ります。

            
               	例題

               	
                  パスワードの文字列制限を解除します。

                  DROP CONNECTION SECURITY FOR PASSWORD

                  
                     	参考

                     	
                        項目単位の解除（例えば，パスワードの最小許容バイト数の設定だけを解除するなど）はできません。

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        パスワードの文字列制限を解除すると，パスワード無効アカウントロック状態が解除されます。このため，HiRDBに接続させたくないユーザもHiRDBに接続できるようになるため，事前にパスワード無効アカウントロック状態のユーザを確認してください。また，再利用禁止を設定していた場合，すべてのユーザのパスワード履歴をクリアします。

                     

                  

               

            

         
         
            25.8　セキュリティ監査機能使用時の注意事項

            セキュリティ監査機能使用時の注意事項を次に示します。

            
               	
                  pdmodコマンドで監査人を登録したときは，パスワードの文字列制限のチェックを行いません。したがって，監査人を登録したときは，すぐにGRANT AUDIT文で監査人のパスワードを変更してください。パスワードの変更は登録された監査人自身が行ってください。

               

               	
                  パスワード無効アカウントロック状態のユーザを監査人にできません。

               

            

         
         
            25.9　連続認証失敗回数の制限を設定又は解除する

            ここでは，連続認証失敗回数の制限を設定又は解除する方法について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  連続認証失敗回数の制限を新規設定する方法

               

               	
                  連続認証失敗回数の制限を解除する方法

               

               	
                  連続認証失敗回数の制限を変更する方法

               

               	
                  連続認証失敗許容回数及びアカウントロック期間を確認する方法

               

            

            
               25.9.1　連続認証失敗回数の制限を新規設定する

               CREATE CONNECTION SECURITYで，連続認証失敗回数の制限を設定します。例を次に示します。

               
                  	例題1

                  	
                     連続認証失敗回数の制限を次のように設定します。

                     
                        	
                           連続認証失敗許容回数：3回

                        

                        	
                           アカウントロック期間：30分

                        

                     

                     CREATE CONNECTION SECURITY
    FOR CONNECT PERMISSION COUNT 3     ...1
                LOCK 30 MINUTE         ...2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 連続認証失敗許容回数を指定します。

                              

                              	
                                 アカウントロック期間を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  

                  	例題2

                  	
                     連続認証失敗回数の制限を次のように設定します。

                     
                        	
                           連続認証失敗許容回数：5回

                        

                        	
                           アカウントロック期間：無期限

                        

                     

                     CREATE CONNECTION SECURITY
    FOR CONNECT PERMISSION COUNT 5     ...1
                LOCK UNLIMITED         ...2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 連続認証失敗許容回数を指定します。

                              

                              	
                                 アカウントロック期間を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               25.9.2　連続認証失敗回数の制限を解除する

               DROP CONNECTION SECURITYで，連続認証失敗回数の制限を解除します。例を次に示します。

               
                  	例題

                  	
                     連続認証失敗回数の制限を解除します。

                     DROP CONNECTION SECURITY
    FOR CONNECT

                     
                        	参考

                        	
                           連続認証失敗回数の制限を解除すると，連続認証失敗アカウントロック状態が解除されます。

                        

                     

                  

               

            
            
               25.9.3　連続認証失敗回数の制限を変更する

               連続認証失敗回数の制限を変更する場合は，DROP CONNECTION SECURITYで制限を一度解除してから，CREATE CONNECTION SECURITYで制限を再設定します。例を次に示します。

               
                  	例題

                  	
                     連続認証失敗回数の制限を次のように変更します。

                     
                        	
                           連続認証失敗許容回数：5回

                        

                        	
                           アカウントロック期間：10時間

                        

                     

                     DROP CONNECTION SECURITY
    FOR CONNECT                        ...1
CREATE CONNECTION SECURITY
    FOR CONNECT PERMISSION COUNT 5     ...2
                LOCK 10 HOUR           ...3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 連続認証失敗回数の制限を解除します。

                              

                              	
                                 連続認証失敗許容回数を指定します。

                              

                              	
                                 アカウントロック期間を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               25.9.4　連続認証失敗許容回数及びアカウントロック期間を確認する

               実行者　DBA権限保持者又は監査人

               設定されている連続認証失敗許容回数及びアカウントロック期間を確認するには，ディクショナリ表SQL_SYSPARAMSを検索してください。例を次に示します。

               
                  	例題

                  	
                     設定されている連続認証失敗許容回数及びアカウントロック期間を確認します。

                     SELECT * FROM MASTER.SQL_SYSPARAMS
    WHERE PARAM_KEY='PERMISSION_COUNT' OR PARAM_KEY='LOCK_MINUTE'

                     
                        	実行結果1

                        	
                           PARAM_KIND           FUNCTION_KEY   PARAM_KEY        INT_VALUE  CHAR_VALUE
----------------------------------------------------------------------------
CONNECTION_SECURITY  CONNECT        PERMISSION_COUNT 2          2
CONNECTION_SECURITY  CONNECT        LOCK_MINUTE      1440       1440

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           連続認証失敗許容回数は2，アカウントロック期間は1440分です。

                           SQL_SYSPARAMSに格納されているアカウントロック期間の単位は分です。

                        

                        	実行結果2

                        	
                           PARAM_KIND           FUNCTION_KEY   PARAM_KEY        INT_VALUE  CHAR_VALUE
----------------------------------------------------------------------------
CONNECTION_SECURITY  CONNECT        PERMISSION_COUNT 2          2
CONNECTION_SECURITY  CONNECT        LOCK_MINUTE      NULL       UNLIMITED

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           連続認証失敗許容回数は2，アカウントロック期間は無期限（UNLIMITED）です。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            25.10　連続認証失敗アカウントロック状態のユーザを確認する

            実行者　DBA権限保持者又は監査人

            連続認証失敗アカウントロック状態のユーザを確認するには，ディクショナリ表を検索します。検索例を次に示します。

            なお，システム定義スカラ関数ADD_INTERVALを使用するため，データディクショナリLOB用RDエリアが必要になります。データディクショナリLOB用RDエリアがない場合は作成してください。

            
               	例題1

               	
                  連続認証失敗アカウントロック状態のユーザを表示します（アカウントロック期間に無期限を指定していない場合）。

                  SELECT USER_ID,CON_LOCK_TIME FROM MASTER.SQL_USERS
  WHERE CAST(CON_LOCK_TIME AS CHAR(19)) >=
  (SELECT MASTER.ADD_INTERVAL(CAST(CURRENT_TIMESTAMP(0) AS CHAR(19)),-INT_VALUE)
    FROM MASTER.SQL_SYSPARAMS WHERE PARAM_KEY = 'LOCK_MINUTE_CODE')
      AND CON_LOCK_TIME IS NOT NULL

                  
                     	実行結果

                     	
                        USER_ID CON_LOCK_TIME
---------------------
USER1   2005-01-19 11:37:58
USER2   2005-01-19 12:06:11

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        USER1とUSER2が連続認証失敗アカウントロック状態です。

                     

                  

               

               	例題2

               	
                  連続認証失敗アカウントロック状態のユーザを表示します（アカウントロック期間に無期限を指定している場合）。

                  SELECT USER_ID,CON_LOCK_TIME FROM MASTER.SQL_USERS
  WHERE CON_LOCK_TIME IS NOT NULL

                  
                     	実行結果

                     	
                        USER_ID CON_LOCK_TIME
---------------------
USER1   2005-01-19 13:17:23
USER2   2005-01-19 13:17:35

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        USER1とUSER2が連続認証失敗アカウントロック状態です。

                     

                  

               

               	例題3

               	
                  連続認証失敗アカウントロック状態でないユーザを表示します（アカウントロック期間に無期限を指定していない場合）。

                  SELECT USER_ID,CON_LOCK_TIME FROM MASTER.SQL_USERS
  WHERE CAST(CON_LOCK_TIME AS CHAR(19)) <
  (SELECT MASTER.ADD_INTERVAL(CAST(CURRENT_TIMESTAMP(0) AS CHAR(19)),-INT_VALUE)
    FROM MASTER.SQL_SYSPARAMS WHERE PARAM_KEY = 'LOCK_MINUTE_CODE') 
      OR CON_LOCK_TIME IS NULL

                  
                     	実行結果

                     	
                        USER_ID  CON_LOCK_TIME
---------------------
USER1    NULL
AUDITOR1 NULL

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        USER1とAUDITOR1が連続認証失敗アカウントロック状態ではありません。

                     

                  

               

               	例題4

               	
                  連続認証失敗アカウントロック状態でないユーザを表示します（アカウントロック期間に無期限を指定している場合）。

                  SELECT USER_ID,CON_LOCK_TIME FROM MASTER.SQL_USERS
  WHERE CON_LOCK_TIME IS NULL

                  
                     	実行結果

                     	
                        USER_ID  CON_LOCK_TIME
---------------------
USER1    NULL
AUDITOR1 NULL

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        USER1とAUDITOR1が連続認証失敗アカウントロック状態ではありません。

                        
                           	注意事項

                           	
                              フロントエンドサーバとディクショナリサーバが異なるサーバマシンに配置されている場合，サーバマシンに設定されている時間を合わせてください。時間が異なっていると，正しい検索結果が得られない可能性があります。

                           

                        

                        
                           	参考

                           	
                              連続認証失敗アカウントロック状態になった日時がディクショナリ表のSQL_USERSに格納されます。この日時は連続認証失敗アカウントロック状態が解除されても，残ったままになります。ユーザ認証（CONNECT）に成功したときに日時がクリアされます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         
         
            25.11　連続認証失敗アカウントロック状態を解除する

            実行者　HiRDB管理者

            pdacunlckコマンドで連続認証失敗アカウントロック状態を解除します。連続認証失敗アカウントロック状態のユーザを確認した後に，そのユーザの連続認証失敗アカウントロック状態を解除してください。例を次に示します。

            
               	例題1

               	
                  ユーザ（USER01）の連続認証失敗アカウントロック状態を解除します。

                  pdacunlck USER01

               

               	例題2

               	
                  ユーザ（USER01及びUSER02）の連続認証失敗アカウントロック状態を解除します。

                  pdacunlck USER01,USER02

               

               	例題3

               	
                  全ユーザの連続認証失敗アカウントロック状態を解除します。

                  pdacunlck ALL

                  
                     	参考

                     	
                        DROP CONNECTION SECURITYで，連続認証失敗回数の制限を解除した場合，全ユーザの連続認証失敗アカウントロック状態が解除されます。

                     

                  

               

            

         
         
            25.12　IPアドレスによる接続制限の設定方法

            
               25.12.1　接続制限対象の登録

               接続制限対象の登録は，DBA権限保持者がします。

               接続制限対象の登録は，CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT文を実行します。登録時に指定する項目を次の表に示します。

               
                  表25‒5　登録情報
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              情報

                           
                           	
                              内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              接続制約名

                           
                           	
                              接続制限の条件を一意に示す名称を設定します。

                           
                        

                        
                           	
                              接続可否

                           
                           	
                              接続の許可，又は拒否の判定種別を設定します。

                           
                        

                        
                           	
                              IPアドレス

                           
                           	
                              接続制限の対象となるIPアドレスを設定します。

                              個別のIPアドレス指定のほか，アドレスプレフィックス指定，及びアスタリスク文字("*")を使用したワイルドカード指定ができます。

                           
                        

                        
                           	
                              認可識別子

                           
                           	
                              特定のユーザに対して接続制限を設定する場合に，適用するユーザの認可識別子を設定します。

                              省略した場合，接続制限はすべてのユーザに対し適用されます。

                              認可識別子が指定された接続制限が登録されているユーザは，認可識別子指定の接続制限だけが適用されます（認可識別子が省略された接続制限は適用されません）。

                           
                        

                     
                  

               
               最大登録数は10,000です。

               構文規則についてはマニュアル「HiRDB SQLリファレンス」のCREATE CONNECTION SECURITYを参照してください。

               登録情報は，ディクショナリ表（SQL_ACCESS_SECURITY）に格納し，DBA権限保持者，又は監査人が参照できます。ディクショナリ表の詳細については「HiRDB
                  UAP開発ガイド」のSQL_ACCESS_ SECURITY表の内容を参照してください。

            
            
               25.12.2　接続制限対象の削除

               DBA権限保持者がDROP CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT文を実行して削除します。構文規則についてはマニュアル「HiRDB SQLリファレンス」のDROP
                  CONNECTION SECURITY文 を参照してください。

            
            
               25.12.3　登録時の注意事項

               
                  	
                     拒否設定をする場合は，必ず拒否登録を行う以外のIPアドレスに対して先に許可登録をするようにしてください。接続の拒否，及び許可に関係なく，1つでも接続制約を定義した場合，許可の接続制約を定義していないIPアドレスからは接続できません。

                  

                  	
                     許可と拒否に同じIPアドレスが含まれる場合は，拒否を優先します。拒否を範囲指定し，その中の一部を許可登録しても，すべて拒否とします。

                  

                  	
                     1つのHiRDBクライアントマシンに複数のIPアドレスが存在する場合は，割り当てているすべてのIPアドレスについて同じ接続可否設定をしてください。

                  

                  	
                     この機能はユティリティも対象になります。HiRDBサーバを構成するネットワークで使用しているマシンのIPアドレスを許可登録してください。ただし，例外事項について次に記載します。

                     
                        	
                           FES又はSDSのあるユニットのマシンからの自マシンに対するローカル接続は，接続制約の登録内容に関わらず許可します。ただし，システム定義pd_security_local_constraintオペランドにYが指定されている場合，FES又はSDSのあるユニットのマシンからのローカル接続であっても接続制限の対象となります。pd_security_local_constraintオペランドの詳細については，マニュアル「HiRDBシステム定義」を参照してください。

                        

                        	
                           システム定義pd_security_host_groupオペランドの指定がある場合は，指定されたホスト情報に対応するIPアドレス※については接続許可対象とします。しかし，そのホスト情報に該当するIPアドレスについて，CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT文で拒否の登録をしていた場合は，拒否を優先します。

                           注※　HiRDB起動時に名称解決したものを使用します。起動中にホスト名とIPアドレスの関係が変更された場合は，その変更を反映しません。

                        

                     

                  

                  	
                     システム定義pd_security_host_groupオペランドを指定している際に，FES又はSDSのあるユニットのマシンからのローカル接続を接続制限の対象とする場合，次の2つの設定が必要となることに注意してください。定義例については，「FES又はSDSのあるユニットのマシンからのローカル接続を拒否したいとき」を参照してください。

                     
                        	
                           システム定義pd_security_local_constraintオペランドにYを指定します。

                        

                        	
                           接続制限を行うFES又はSDSのあるユニットのマシンについて，拒否の登録を行います。

                        

                     

                  

                  	
                     認可識別子を指定して接続制限を登録する際，指定する認可識別子はユーザとして存在する認可識別子を指定してください。また，REVOKE CONNECTによってユーザを削除した場合，削除するユーザの認可識別子を指定した接続制限も削除されます。

                  

               

            
            
               25.12.4　接続可否の決定方法

               接続不可となるIPアドレスについては，CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINTでの登録後，CONNECT時に接続不可（KFPA19632-Eメッセージ出力）となります。すでに接続中のものは，DISCONNECTするまではその接続が保持され，次回CONNECT時に接続不可となります。

               すでに接続されているものを排除したい場合は，「pdls -d prc」で接続中のUAPのIPアドレスを確認後，pdcancelコマンドでプロセスを終了してください。

               pdcancelコマンドについてはマニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の運用コマンドpdcancel（UAP，ユティリティ処理の強制終了）を参照してください。

               登録内容による接続可否を次の表に示します。

               
                  表25‒6　接続可否の決定方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              登録数

                           
                           	
                              FES又はSDSサーバのあるユニットのマシンからのローカル接続，かつpd_security_local_constraintがY以外

                           
                           	
                              認可識別子を指定した接続制限との比較

                           
                           	
                              認可識別子を省略した接続制限との比較

                           
                           	
                              pd_security_host_groupの設定値との比較

                           
                           	
                              接続可否

                           
                        

                        
                           	
                              接続ユーザの認可識別子と一致する登録の有無

                           
                           	
                              接続してきたIPアドレスとの一致/不一致

                           
                           	
                              登録の有無

                           
                           	
                              接続してきたIPアドレスとの一致/不一致

                           
                        

                        
                           	
                              拒否登録との比較

                           
                           	
                              許可登録との比較

                           
                           	
                              拒否登録との比較

                           
                           	
                              許可登録との比較

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              0

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              1以上

                           
                           	
                              NO

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              一致

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              不一致又は登録なし

                           
                           	
                              一致

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              不一致又は登録なし

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              一致

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              不一致又はオペランド指定なし

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              なし

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              一致

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              不一致又は登録なし

                           
                           	
                              一致

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              不一致又は登録なし

                           
                           	
                              一致

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              不一致又はオペランド指定なし

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              なし

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○※

                           
                        

                        
                           	
                              YES

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

                  
                     
                        	（凡例）

                        	
                           −：該当しない

                           ○：接続可

                           ×：接続不可

                        

                        	注※

                        	
                           接続ユーザ以外のユーザに対する認可識別子指定の接続制約だけが登録されている状態です。接続ユーザに対する接続制約は認可識別子指定あり，なしともに登録されていないため，無条件に許可します。

                        

                     

                  

               
            
         
         
            25.13　IPアドレスによる接続制限の運用例

            
               25.13.1　特定のIPアドレスだけ接続許可したい場合

               接続を許可するIPアドレスを登録します。

               
                  	
                     IPアドレス192.168.0.1からの接続を許可します（接続制約名を'CLIENT01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "CLIENT01" FOR '192.168.0.1'

                  

                  	
                     10.0.0.*を満たすIPアドレスからの接続を許可します（接続制約名を'AREA01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "AREA01" FOR '10.0.0.*'

                  

                  	
                     11.22.33.0〜11.22.33.255の範囲を満たすIPアドレスからの接続を許可します（接続制約名を'AREA02'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "AREA02" FOR '11.22.33.0/24'

                  

               

            
            
               25.13.2　一定範囲内のIPアドレスからの接続を許可するが，一部のIPアドレスは例外的に拒否したい場合

               例　10.0.0.*を満たすIPアドレスからの接続は許可するが，IPアドレス10.0.0.5からの接続は拒否したい。

               この場合，次の2つを登録します。

               
                  	
                     10.0.0.*を満たすIPアドレスからの接続を許可します（接続制約名を'AREA01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "AREA01" FOR '10.0.0.*'

                  

                  	
                     IPアドレス10.0.0.5からの接続を拒否します（接続制約名を'DENY01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "DENY01" FOR EXCEPT '10.0.0.5'

                  

               

            
            
               25.13.3　特定のIPアドレスだけ接続を拒否したい場合

               例　IPアドレス10.0.0.5からの接続は拒否したい。

               この場合，接続拒否の登録と，そのほかのIPアドレスから接続許可するための登録の2つが必要となります。必ず許可登録から先にしてください。

               
                  	
                     全IPアドレス*.*.*.*からの接続を許可します（接続制約名を'ALLAREA'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "ALLAREA" FOR '*.*.*.*'

                  

                  	
                     IPアドレス10.0.0.5からの接続を拒否します（接続制約名を'DENY01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "DENY01" FOR EXCEPT '10.0.0.5'

                  

               

            
            
               25.13.4　登録を変更したいとき

               登録内容誤り，又は登録済みの内容に対する接続許可もしくは拒否の変更を行う場合は，一度登録を削除し，新しく登録し直します。

               例　誤ってIPアドレス192.168.0.1について（接続制約名を'CLIENT01'とします）の登録をしたが192.168.0.5にしたい。

               このときの手順を次に示します。

               
                  	
                     接続制約名'CLIENT01'の登録情報を削除します。

                     DROP CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "CLIENT01"

                  

                  	
                     IPアドレス192.168.0.5からの接続を許可登録します（接続制約名を再度' 'CLIENT01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "CLIENT01" FOR '192.168.0.5'

                  

               

            
            
               25.13.5　FES又はSDSのあるユニットのマシンからのローカル接続を拒否したいとき

               例　FESが配置されたユニットのあるマシンのIPアドレス192.168.0.1からの接続を拒否したい。

               このときの手順を次に示します。

               
                  	
                     HiRDBが開始している場合は，正常停止します。

                  

                  	
                     システム共通定義ファイルにpd_security_local_constraintオペランドを記述し，Yを指定します。

                     set pd_security_local_constraint = Y

                  

                  	
                     HiRDBを開始します。

                  

                  	
                     IPアドレス192.168.0.1からの接続を拒否します（接続制約名を'DENYLH01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "DENYLH01" FOR EXCEPT '196.168.0.1'

                  

               

            
            
               25.13.6　特定のユーザにだけ接続制限を設定したいとき

               接続制限を設定したいユーザの認可識別子と，接続を許可するIPアドレスを登録します。

               例　10.0.0.*を満たすIPアドレスからの接続だけを許可するようにしたい。ただし，ユーザだけUSER1'192.168.0.1'からの接続も許可したい。

               このときの手順を次に示します。

               
                  	
                     10.0.0.*を満たすIPアドレスからの接続を許可する接続制限（認可識別子を省略）を登録します（接続制約名を'AREACMN01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "AREACMN01" FOR '10.0.0.*'

                  

                  	
                     ユーザUSER1に対し，IPアドレス192.168.0.1からの接続を許可する接続制限（認可識別子を指定）を登録します（接続制約名を'ALLOWUSR01'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "ALLOWUSR01" FOR '192.168.0.1' TO USER1

                  

                  	
                     2.を登録したことによって，USER1には1.の接続制限が適用されなくなるため，ユーザUSER1に対し，10.0.0.*を満たすIPアドレスからの接続を許可する接続制限（認可識別子を指定）を登録します（接続制約名を'AREAUSR02'とします）。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR CONSTRAINT "AREAUSR02" FOR '10.0.0.*' TO USER1

                  

               

            
         
         
            25.14　パスワード有効期間の設定方法

            
               25.14.1　パスワード有効期間の設定

               パスワードの有効期間の設定はDBA権限保持者が行います。

               パスワードの有効期間を設定するには，CREATE CONNECTION SECURITY FOR INTERVAL PASSWORD文を実行します。設定時に指定する項目を次の表に示します。

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              情報

                           
                           	
                              内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              認可識別子

                           
                           	
                              有効期間の設定対象のユーザの認可識別子を設定します。

                              次のユーザに対しては有効期間の設定はできません。

                              
                                 	
                                    簡易認証ユーザ

                                 

                                 	
                                    パスワードのないユーザ

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              有効期限間隔

                           
                           	
                              パスワードの有効期限間隔を日数で指定します。

                              指定範囲は1〜999です。

                           
                        

                     
                  

               
               構文規則についてはマニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「CREATE CONNECTION SECURITY」を参照してください。

            
            
               25.14.2　設定内容の格納場所と参照方法

               設定情報は，ディクショナリ表（SQL_USERS）に格納します。設定内容は，DBA権限保持者又は監査人が，SQLでディクショナリ表（SQL_USERS）の有効期間を設定したユーザの行データを参照することで確認できます。参照できる項目を次の表に示します。

               
                  表25‒7　パスワードの有効期間の参照項目
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ディクショナリ表名

                           
                           	
                              項目

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              SQL_USERS

                           
                           	
                              PWD_INTERVAL_DAY（パスワードの有効期限間隔）

                           
                        

                        
                           	
                              PWD_LAST_CHANGE（パスワードの最終更新日）

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               25.14.3　パスワード有効期間の削除

               DBA権限保持者がDROP CONNECTION SECURITY FOR INTERVAL PASSWORD文を実行します。

               このとき，対象となるユーザのパスワードの最終更新日もクリアします。

               構文規則についてはマニュアル「HiRDB SQLリファレンス」の「DROP CONNECTION SECURITY」を参照してください。

            
            
               25.14.4　パスワードの有効期間の設定変更

               DBA権限保持者がDROP CONNECTION SECURITY FOR INTERVAL PASSWORD文を実行し，対象となるユーザの有効期間の設定を削除してから，CREATE
                  CONNECTION SECURITY FOR INTERVAL PASSWORD文を実行し設定を変更します。

            
            
               25.14.5　有効期限日時の確認方法

               ディクショナリ表（SQL_USERS）に格納してあるパスワードの最終更新日と，パスワードの有効期限間隔から算出してください。パスワード最終更新日（YYYYMMDDHHMMSS）に対して，パスワードの有効期限間隔（日数）を秒単位で加算した日時を有効期限日時（YYYYMMDDHHMMSS）とします。

            
            
               25.14.6　有効期間が過ぎてしまった場合の対処

               有効期間が過ぎたユーザのパスワードを，DBA権限保持者がGRANT文でパスワードを強制変更してください。または，有効期間が過ぎたユーザに対するDROP CONNECTION
                  SECURITY FOR INTERVAL PASSWORD文を実行し，有効期間の設定を削除してください。

               接続中に有効期限が過ぎてしまった場合は，DISCONNECTするまではその接続が保持され，次回CONNECT時に接続できなくなります。

            
            
               25.14.7　パスワード有効期間の運用例

               パスワード有効期間の運用例を次に示します。

               
                  	
                     USERAに対してパスワードの有効期限間隔10日として有効期間を設定します。

                     CREATE CONNECTION SECURITY FOR INTERVAL PASSWORD TO USERA (10 DAY)

                  

               

            
            
               25.14.8　パスワード有効期間運用時の注意事項

               
                  	
                     すべてのDBA権限保持者に有効期間を設定しないようにしてください。または，すべてのHiRDBユーザに有効期間を設定した場合，全員の有効期間が切れないように注意してください。全員の有効期間が過ぎてしまった場合，HiRDBにCONNECTできるユーザがいなくなります。

                  

                  	
                     すべてのユニット間の時刻を合わせてください。

                  

               

            
         
         
            25.15　CONNECT関連セキュリティ機能運用時の注意事項

            ここでは，CONNECT関連セキュリティ機能運用時の注意事項について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  二重ロックの解除

               

               	
                  ディクショナリ用RDエリアを回復するときの注意事項

               

            

            
               25.15.1　二重ロックの解除

               パスワード無効アカウントロック状態，及び連続認証失敗アカウントロック状態が同時に掛かることがあります。この状態を二重ロックといいます。

               二重ロックを解除するには，パスワード無効アカウントロック状態，及び連続認証失敗アカウントロック状態の両方をそれぞれ解除する必要があります。解除の順番はどちらが先でもかまいません。

            
            
               25.15.2　ディクショナリ用RDエリアを回復するときの注意事項

               ディクショナリ用RDエリアのバックアップ取得時点から，パスワード無効アカウントロック状態，連続認証失敗アカウントロック状態，IPアドレスによる接続制限の登録状態が変わっている可能性があります。そのため，ディクショナリ用RDエリアを回復するときは，ディクショナリ用RDエリアのバックアップとアンロードログファイルを使用して最新の状態に回復してください。

            
         
      
   
      
         26　系切り替え機能の運用

         
            この章では，系切り替え機能の環境設定，及び運用方法について説明します。なお，この章の説明はクラスタソフトウェアについての知識があることを前提にしています。

         

         
            26.1　系切り替え機能の概要

            システムの信頼性向上，稼働率向上を目的とした機能に系切り替え機能があります。ここでは，HiRDBの系切り替え機能について説明します。

            
               26.1.1　系切り替え機能とは

               業務処理中のHiRDBに障害が発生した場合，待機用のHiRDBに業務処理を自動的に切り替えて運用できます。これを系切り替え機能といいます。業務処理が中断するのは障害発生時から待機用のHiRDBに処理が切り替わるまでです。障害発生時のシステム停止時間をなるべく短くしたい場合に系切り替え機能を使用します。

               系切り替え機能は，監視対象とする障害によってモニタモード又はサーバモードで運用します。系切り替え機能の種類と運用方法の組み合わせを，次の表に示します。

               
                  表26‒1　系切り替え機能の種類と運用方法の組み合わせ
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              系切り替え機能の種類

                           
                           	
                              運用方法

                           
                        

                        
                           	
                              モニタモード

                           
                           	
                              サーバモード

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              スタンバイ型系切り替え機能

                           
                           	
                              通常の系切り替え

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザサーバホットスタンバイ

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              高速系切り替え

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              スタンバイレス型系切り替え機能※

                           
                           	
                              1：1スタンバイレス型系切り替え

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              影響分散スタンバイレス型系切り替え

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：運用できます。

                     ×：運用できません。

                  

                  	注※

                  	
                     スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，HiRDB Advanced High Availabilityが必要です。

                  

               

               
                  (1)　系切り替え機能の種類

                  HiRDBの系切り替えには，スタンバイ型系切り替え機能とスタンバイレス型系切り替え機能があります。

                  
                     	スタンバイ型系切り替え機能

                     	
                        業務処理中のHiRDBのほかに待機用のHiRDBを準備して，業務処理中のHiRDBに障害が発生した場合，待機用のHiRDBに業務処理を自動的に切り替えて運用します。通常の系切り替えより系切り替えに掛かる時間を短縮したい場合は，ユーザサーバホットスタンバイ，高速系切り替え機能を使用することもできます。スタンバイ型系切り替え機能の詳細は，「スタンバイ型系切り替え機能」を参照してください。

                     

                     	スタンバイレス型系切り替え機能

                     	
                        業務処理中のHiRDBに障害が発生した場合，稼働中のほかのユニットに系を切り替えて運用します。待機用のHiRDBを準備する必要はありません。また，HiRDB/パラレルサーバだけに適用できます。スタンバイレス型系切り替え機能には，1：1スタンバイレス型系切り替え機能，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能があります。詳細は，「スタンバイレス型系切り替え機能」を参照してください。

                     

                  

                  通常の系切り替えよりも，ユーザサーバホットスタンバイ，高速系切り替え機能，及びスタンバイレス型系切り替え機能を使用すると，システム停止時間が短縮できます。系の切り替え時間の比較を次の図に示します。

                  
                     図26‒1　系の切り替え時間の比較
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        あらかじめ網掛け部分の処理を実行して待機するため，系の切り替え時に網掛け部分の処理が不要になります。その分だけ系の切り替え時間が短縮されます。

                     

                  

               
               
                  (2)　系切り替え機能の運用方法

                  系切り替え機能の運用方法にはモニタモードとサーバモードがあります。モニタモードの場合は系障害だけを監視対象とし，サーバモードの場合は系障害及びサーバ障害を監視対象とします。また，サーバモードではモニタモードに比べて系の切り替え時間を短縮できます。モニタモードとサーバモードが監視対象とする障害を次の表に示します。

                  
                     表26‒2　モニタモードとサーバモードが監視対象とする障害
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 系切り替え機能の運用方法

                              
                              	
                                 監視対象とする障害

                              
                           

                           
                              	
                                 系障害※1

                              
                              	
                                 サーバ障害※2

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 モニタモード

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバモード

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：監視します。

                        ×：監視しません。

                     

                     	注※1

                     	
                        ここでは次に示す障害を系障害として想定していますが，系障害の条件はクラスタソフトウェアの仕様に依存します。クラスタソフトウェアのマニュアルなどで確認してください。

                        
                           	
                              ハードウェアの障害

                           

                           	
                              OSの障害

                           

                           	
                              電源断

                           

                           	
                              クラスタソフトウェアの障害

                           

                           	
                              系のスローダウン

                           

                        

                     

                     	注※2

                     	
                        ここでは次に示す障害をサーバ障害として想定しています。

                        
                           	
                              HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）の異常終了

                           

                           	
                              HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）のスローダウン

                           

                           	
                              データベースのパス障害

                           

                        

                     

                  

                  
                     (a)　モニタモード，及びサーバモードで運用できるクラスタソフトウェア

                     系切り替えを実行する製品をこのマニュアルではクラスタソフトウェアといいます。HiRDBがサポートしているクラスタソフトウェアと，モニタモード及びサーバモードでの運用可否を次の表に示します。

                     
                        表26‒3　クラスタソフトウェアと，モニタモード及びサーバモードでの運用可否
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    クラスタソフトウェア

                                 
                                 	
                                    モニタモード

                                 
                                 	
                                    サーバモード

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    HAモニタ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PowerHA

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    LifeKeeper

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：このモードで運用できます。

                           ×：このモードで運用できません。

                        

                     

                     HiRDBがサポートしているクラスタソフトウェアの詳細については，「HiRDBがサポートしているクラスタソフトウェア」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　サーバモードで運用する場合に必要な製品

                     系切り替え機能をサーバモードで運用する場合は，次の表に示す製品が必要になります。

                     
                        表26‒4　サーバモードで運用する場合に必要な製品
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    系切り替え機能の種類

                                 
                                 	
                                    HiRDB Advanced

                                    High Availability

                                 
                                 	
                                    Hitachi HA Toolkit Extension

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    通常の系切り替え

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユーザサーバホットスタンバイ

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    高速系切り替え機能

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ○※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    1：1スタンバイレス型系切り替え機能

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○※

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：この機能を使用する場合に必要な製品です。

                           −：必要ありません。

                        

                        	注※

                        	
                           クラスタソフトウェアがHAモニタの場合，Hitachi HA Toolkit Extensionは必要ありません。

                        

                     

                  
               
            
            
               26.1.2　スタンバイ型系切り替え機能

               業務処理中のHiRDBのほかに待機用のHiRDBを準備して，業務処理中のHiRDBに障害が発生した場合，待機用のHiRDBに業務処理を自動的に切り替えます。これをスタンバイ型系切り替え機能といいます。

               スタンバイ型系切り替え機能は複数のサーバマシンを使用したクラスタシステムの構成で実現します。HiRDB/シングルサーバの場合はシステム単位で系を切り替えます。ただし，ユティリティ専用ユニットは系切り替えできません。HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット単位で系を切り替えます。なお，ユーザサーバホットスタンバイ，又は高速系切り替え機能を使用すると，系切り替えに掛かる時間が短縮できます。ユーザサーバホットスタンバイ，高速系切り替え機能については，「系の切り替え時間の短縮（ユーザサーバホットスタンバイ，高速系切り替え機能）」を参照してください。

               なお，業務処理中の系を実行系，待機中の系を待機系といい，系の切り替えが発生するたびに実行系と待機系が入れ替わります。また，システム構築時や環境設定時に二つの系を区別するため，最初に実行系として起動する系を現用系，待機系として起動する系を予備系といいます。系が切り替わると実行系と待機系は変わりますが，現用系と予備系は変わりません。系切り替え機能（スタンバイ型系切り替え機能）には次の四つの構成があります。

               
                  	
                     クラスタソフトウェアと共有ディスク装置を使用した系切り替え構成

                  

                  	
                     LifeKeeperとDataKeeperによる複製ディスクを使用した系切り替え構成

                  

                  	
                     HAモニタと複製ディスク機能を使用した系切り替え構成

                  

                  	
                     クラスタソフトウェアとミラーディスクを使用した系切り替え構成

                  

               

               
                  (1)　クラスタソフトウェアと共有ディスク装置を使用した系切り替え構成

                  クラスタソフトウェアと共有ディスク装置を使用した系切り替え構成の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒2　系切り替え機能（スタンバイ型系切り替え機能）の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        共有ディスク装置については，次の箇所を参照してください。

                        ・スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の場合：「共有ディスク装置の準備」

                        ・スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「共有ディスク装置の準備」

                        ・1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「共有ディスク装置の準備」

                        ・影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「共有ディスク装置の準備」

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

               
               
                  (2)　LifeKeeperとDataKeeperによる複製ディスクを使用した系切り替え構成

                  LifeKeeper使用時は，DataKeeperによる複製ディスクを使用できます。DataKeeperによる複製ディスクとは，DataKeeperのデータレプリケーション機能によって実行系の更新内容を待機系に複製するディスクのことです。DataKeeperによる複製ディスク使用時の系切り替え機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒3　DataKeeperによる複製ディスク使用時の系切り替え機能（スタンバイ型系切り替え機能）の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系が障害を検知して系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                        実行系のディスク装置に対して更新すると，DataKeeperは更新内容を待機系に送信し，待機系のディスク装置に複製します。そのため，実行系の障害によって系が切り替わった場合，障害発生直前の状態から業務を続行できます。

                        DataKeeperによる複製ディスクを使用した系切り替え構成の設定方法は，「LifeKeeperに関する準備」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　HAモニタと複製ディスク機能を使用した系切り替え構成

                  複製ディスク機能は，Linux限定の機能です。この構成にするには，バージョン01-68以降のHAモニタが必要になります。この構成では，待機系のディスクをNVMe over
                     Fabrics（NVMf）を用いて実行系で参照できるようにし，複製ディスク機能を用いて両系で同一の情報を参照できるようにします。

                  HAモニタと複製ディスク機能を使用した系切り替え構成の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒4　複製ディスクを使用した系切り替え機能の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                        現用系のディスク装置に対する更新は，予備系のディスクにも同様の更新が行われます。現用系の障害によって系が切り替わり，現用系のディスクが参照できなくなっても，予備系のディスクを参照して障害発生直前の状態から業務を続行できます。

                        現用系のディスクと予備系のディスクは不整合状態になりますが，現用系のディスク回復後に予備系のディスクと同期をとることで，予備系のディスクと現用系のディスクで同期をとった状態が維持されます。

                     

                  

               
               
                  (4)　クラスタソフトウェアとミラーディスクを使用した系切り替え構成

                  CLUSTERPROによるミラーディスクを使用できます。CLUSTERPROによるミラーディスクとは，CLUSTERPROのミラーリングによって実行系の更新内容を待機系に複製するディスクのことです。CLUSTERPROによるミラーディスク使用時の系切り替え機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒5　CLUSTERPROによるミラーディスク使用時の系切り替え機能（スタンバイ型系切り替え機能）の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系が障害を検知して系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                        実行系のディスク装置に対して更新すると，CLUSTERPROは更新内容を待機系に送信し，待機系のディスク装置に複製します（ミラーリング）。そのため，実行系の障害によって系が切り替わった場合，障害発生直前の状態から業務を続行できます。

                        CLUSTERPROによるミラーディスクを使用した系切り替え構成の設定方法の詳細は，「CLUSTERPROに関する準備」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               26.1.3　スタンバイレス型系切り替え機能

               業務処理中のHiRDBに障害が発生した場合，ほかのユニットに系を切り替えて稼働中のバックエンドサーバに処理を代行させます。これをスタンバイレス型系切り替え機能といいます。スタンバイレス型系切り替え機能ではスタンバイ型系切り替え機能とは異なり，待機系ユニットを準備する必要がありません。

               スタンバイレス型系切り替え機能には，次の二つの機能があります。

               
                  	
                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能

                  

                  	
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                  

               

               スタンバイレス型系切り替え機能はHiRDB/パラレルサーバのバックエンドサーバユニットに対して適用できます。ユニット内にバックエンドサーバ以外のサーバがある場合はそのユニットにスタンバイレス型系切り替え機能を適用できません。

               
                  (1)　1：1スタンバイレス型系切り替え機能

                  1：1スタンバイレス型系切り替え機能では，障害が発生したユニットを1：1に切り替えて別のバックエンドサーバに処理を代行させることができます。

                  なお，障害発生時に処理を代行してもらうバックエンドサーバを正規BESといい，処理を代行するバックエンドサーバを代替BESといいます。また，正規BESのユニットを正規BESユニットといい，代替BESのユニットを代替BESユニットといいます。1：1スタンバイレス型系切り替え機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒6　1：1スタンバイレス型系切り替え機能の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              通常はBES1及びBES2の両方で処理を行います。

                           

                           	
                              正規BESユニット（UNT1）に障害が発生した場合，系を切り替えて代替BESで処理を代行します。処理を代行する部分を代替部といい，代替部で処理を行っているときを代替中といいます。

                           

                           	
                              障害対策後に正規BESユニットを開始して，代替BESで代行していた処理を正規BESに切り替えて正常状態に戻します。これを系の切り戻しといいます。

                              
                                 	ポイント

                                 	
                                    スタンバイ型系切り替え機能にある現用系などの概念と比較すると，1：1スタンバイレス型系切り替え機能では次のようになります。

                                    
                                       	
                                          現用系が正規BESユニット，予備系が代替BESユニットと考えてください。

                                       

                                       	
                                          正常時は正規BESユニットが実行系で，代替部が待機系と考えてください。代替中は代替部が実行系で，正規BESユニットが待機系と考えてください。

                                       

                                    

                                 

                              

                              
                                 	参考

                                 	
                                    系の切り替え先に稼働中のユニットを利用するため，待機用のサーバマシンが不要になります。そのため，スタンバイレス型系切り替え機能ではIPアドレスの引き継ぎが発生しません。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

                  
                     (a)　前提条件

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は次に示す前提条件をすべて満たす必要があります。

                     
                        	
                           HiRDB Advanced High Availabilityを導入している

                        

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extensionを導入している（クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません）

                        

                        	
                           系切り替え機能をサーバモードで運用している

                        

                     

                  
                  
                     (b)　スタンバイ型系切り替え機能と比較して優れている点

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能はスタンバイ型系切り替え機能に比べて次に示す点が優れています。

                     
                        	
                           待機系ユニットを準備する必要がないため，システムリソースを効率的に使用できます。ただし，系が切り替わると代替BESではその分の負荷が大きくなるため，処理性能に影響を与えることがあります。

                        

                        	
                           サーバプロセス及びシステムサーバをあらかじめ起動しておくため，系の切り替え時間を高速系切り替え機能使用時と同じくらいに短縮できます。高速系切り替え機能については，「系の切り替え時間の短縮（ユーザサーバホットスタンバイ，高速系切り替え機能）」を参照してください。

                        

                     

                     待機系ユニットの待機時の所要リソースと系切り替え後の所要リソースを次の表に示します。

                     
                        表26‒5　待機系ユニットの待機時の所要リソースと系切り替え後の所要リソース
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    HiRDBシステムサーバプロセス

                                 
                                 	
                                    HiRDBサーバプロセス

                                 
                                 	
                                    ユニットコントローラ用共用メモリ

                                 
                                 	
                                    排他制御用プール用共用メモリ

                                 
                                 	
                                    グローバルバッファ用共用メモリ

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバモード

                                 
                                 	
                                    1：1スタンバイレス型系切り替え機能

                                 
                                 	
                                    ●※１

                                 
                                 	
                                    −※２※３

                                 
                                 	
                                    ●※４

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    −※５

                                 
                              

                              
                                 	
                                    影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                                 
                                 	
                                    △※６※７

                                 
                                 	
                                    −※３※８

                                 
                                 	
                                    ●※９

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    −※１０

                                 
                              

                              
                                 	
                                    スタンバイ型系切り替え機能

                                 
                                 	
                                    ユーザサーバホットスタンバイ

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    高速系切り替え機能

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                              

                              
                                 	
                                    それ以外

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ●

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    モニタモード

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ●：待機完了までに確保して，系の切り替え後も使用します。

                           ○：系の切り替え後，実行系になった時点で確保して使用します。

                           △：一部のリソースを系切り替え後に実行系となった時点で確保し，使用します。

                           −：確保しません。

                        

                        	注※1

                        	
                           システムサーバプロセスのうち，幾つかのプロセスは待機時点でプロセスを生成します。それ以外のシステムサーバは代替BESユニットのシステムサーバプロセスを共有するため，代替部専用の所要リソースはありません。

                        

                        	注※2

                        	
                           バックエンドサーバプロセスの上限値は，代替中及び非代替中の合計が代替BESのpd_max_bes_processの値になります。そのため，系の切り替え後に接続ユーザ数が制限されることがあります。

                        

                        	注※3

                        	
                           pd_process_countの値（常駐プロセス数）＜pd_max_bes_processの値でかつ，系切り替え発生時点で起動済みのバックエンドサーバプロセス数がpd_max_bes_processの値に満たない場合は，バックエンドサーバプロセスの追加起動が発生します。そのため，系切り替え発生後にOSのプロセス数，仮想メモリ，ポートなどが不足しないようにOSのオペレーティングシステムパラメタを設定してください。また，バックエンドサーバプロセスの追加起動によって，系切り替え発生直後の性能が一時的に低下することがあります。

                        

                        	注※4

                        	
                           代替BESユニットの開始時に代替部の共用メモリが確保されます。

                        

                        	注※5

                        	
                           代替BESが使用しているグローバルバッファを代替中に共用します。そのため，系切り替え後には確保しません。代替中のグローバルバッファの割り当て方式については，「グローバルバッファの定義（1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合）」を参照してください。

                        

                        	注※6

                        	
                           ユニット単位のシステムサーバプロセスを受け入れユニットと共用するため，ゲスト用領域専用としての所要リソースはありません。

                        

                        	注※7

                        	
                           バックエンドサーバ対応のシステムサーバプロセスは，実行系となった時点でプロセスを生成します。

                        

                        	注※8

                        	
                           系切り替え後のユニット内のサーバプロセス数の上限値については，通常バックエンドサーバ用プロセス数とゲストBES用プロセス数の合計値として定義できます（pd_ha_max_server_process）。

                        

                        	注※9

                        	
                           受け入れユニット起動時，ゲスト用領域分の共用メモリが確保されます。

                        

                        	注※10

                        	
                           受け入れユニットに対して通常バックエンドサーバが使用しているグローバルバッファを共用する場合に共用します。そのため，系切り替え後には確保しません。グローバルバッファの共用については，「グローバルバッファの定義（影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合）」を参照してください。

                        

                     

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能適用時のバックエンドサーバのリソース使用状況については，「影響分散スタンバイレス型系切り替え機能」を参照してください。

                  
                  
                     (c)　正規BESユニット及び代替BESユニット定義時の規則

                     正規BESユニット及び代替BESユニット定義時の規則を次に示します。

                     
                        	
                           正規BESユニット及び代替BESユニット内にはバックエンドサーバだけを定義できます。バックエンドサーバ以外のサーバがある場合はそのユニットにスタンバイレス型系切り替え機能を適用できません。

                        

                        	
                           正規BESユニットと代替BESユニットは1対1の関係にしてください。

                        

                        	
                           正規BESと代替BESは1対1の関係にしてください。

                        

                        	
                           正規BESユニット内に複数の正規BESを定義できます。この場合，代替BESユニット内にも同数の代替BESを定義してください。

                        

                     

                     正規BESユニット及び代替BESユニットの正しい構成例を次の図に，間違った構成例を図「正規BESユニット及び代替BESユニットの間違った構成例」に示します。

                     
                        図26‒7　正規BESユニット及び代替BESユニットの正しい構成例
                        [image: [図データ]]

                     
                     代替BESはpdstartオペランドの-cオプションで定義します。上記の図の例1及び例2のpdstartオペランドの指定例を次に示します。

                     例1

                     pdstart -t BES -s bes11 -u UNT1 -c bes21
pdstart -t BES -s bes21 -u UNT2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -s bes11：正規BESを指定します。

                           -c bes21：代替BESを指定します。

                        

                     

                     例2

                     pdstart -t BES -s bes11 -u UNT1 -c bes21
pdstart -t BES -s bes12 -u UNT1 -c bes22
pdstart -t BES -s bes21 -u UNT2
pdstart -t BES -s bes22 -u UNT2

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           -s bes11，-s bes12：正規BESを指定します。

                           -c bes21，-c bes22：代替BESを指定します。

                           
                              図26‒8　正規BESユニット及び代替BESユニットの間違った構成例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                  
               
               
                  (2)　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                  
                     (a)　機能概要

                     障害発生時に障害ユニット内のバックエンドサーバへの処理要求を，複数の稼働中ユニットに分散して実行させる機能を影響分散スタンバイレス型系切り替え機能といいます。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，待機用サーバマシン，又は待機ユニットを準備する必要はなく，システムリソースを効率的に利用できます。障害発生後，障害ノードのサーバ処理を代行するユニットでは処理負荷が増えるため，トランザクション処理性能に影響を及ぼすことがあります。ただし，複数のユニットが障害ユニット内サーバへの処理要求を分担して実行することで，ユニット当たりの負荷上昇を抑え，システムの性能劣化を軽減します。

                     また，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，バックエンドサーバを分散して切り替えられます。切り替え先を複数のユニットに分散させることもできます。さらに，障害発生によって切り替えた先のユニットで更に障害が発生しても，別の稼働中ユニットに更に切り替わることで処理を継続できます（以降，多段系切り替えといいます）。なお，1：1スタンバイレス型系切り替えの場合は多段系切り替えができないため，切り替え先で障害が発生すると障害ユニットの代行処理は継続できなくなります。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能は，通常時からシステムリソースを有効に利用することを重視し，しかも，障害発生時の性能劣化を最小限に抑える必要があるシステムに対して適用してください。

                     なお，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，そのユニットに定義してあるバックエンドサーバをホストBESといい，定義してあるユニットとは別のユニットに受け入れてもらっているバックエンドサーバをゲストBESといいます。ホストBESのユニットを正規ユニットといい，ゲストBESのユニットを受け入れユニットといいます。受け入れユニットのすべてはHAグループとして定義しておく必要があります。また，ゲストBESに対応付けられるバックエンドサーバ用のリソースをゲスト用領域といいます。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の概要（分散代行，多段系切り替え）を次の図に示します。

                     
                        図26‒9　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の概要（分散代行，多段系切り替え）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　前提条件

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は次に示す前提条件をすべて満たす必要があります。

                     
                        	
                           HiRDB Advanced High Availabilityを導入していることが必要です。

                        

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extensionを導入していることが必要です（クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません）。

                        

                        	
                           系切り替え機能をサーバモードで運用していることが必要です。

                        

                        	
                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能は，バックエンドサーバだけから構成されるバックエンドサーバ専用ユニットだけを対象としています。

                        

                        	
                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用するユニットは，一つ以上の現用系のバックエンドサーバから構成される必要があります。受け入れ専用のユニットには適用できません。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　リソース使用状況

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能適用時のバックエンドサーバのリソース使用状況を次の表に示します。

                     
                        表26‒6　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能適用時のバックエンドサーバのリソース使用状況
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    バックエンドサーバの種別

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバの状態

                                 
                                 	
                                    リソース使用状況

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ホストBES

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    各バックエンドサーバの定義に従ったサイズで領域を作成します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    稼働中

                                 
                                 	
                                    各バックエンドサーバの定義に従ったサイズ分領域を使用します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ゲストBES

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    リソースごとにゲストサーバ中最大リソースサイズでゲスト用領域を作成します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    稼働中

                                 
                                 	
                                    用意したゲスト用領域のうち各バックエンドサーバの定義に従った領域を使用します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (d)　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の動作

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，正規ユニットに障害が発生した場合，現用BESはそれぞれ自動的に別々の受け入れユニットに移動してゲストBESとして処理を実行します。また，障害が発生したユニットでゲストBESが稼働している場合には，そのゲストBESも自動的に受け入れユニットに移動し，移動先のゲストBESとして処理を実行します。スタンバイ型系切り替え機能と同じく，HiRDB管理者の操作は不要です。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替えでの障害要因と系切り替えの有無を次の表に示します。

                     
                        表26‒7　影響分散スタンバイレス型系切り替えでの障害要因と系切り替えの有無
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ユニット又はサーバの状態

                                 
                                 	
                                    開始／停止中

                                 
                                 	
                                    稼働中

                                 
                              

                              
                                 	
                                    開始／停止中

                                 
                                 	
                                    稼働中

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    スローダウンの検知

                                 
                                 	
                                    非該当

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えあり

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えあり

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システムログの満杯

                                 
                                 	
                                    非該当

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    データベースのパス障害

                                 
                                 	
                                    非該当

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えあり（1回目だけ）

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えあり（1回目だけ）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バックエンドサーバの強制停止

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバの異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバの異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバの異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システム強制停止

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システム障害

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えなし

                                 
                                 	
                                    ユニット異常終了

                                    系切り替えあり

                                 
                              

                           
                        

                     
                     系切り替えでは，ユニットで稼働中のホストBES及びゲストBESを別のユニットに切り替えます。切り替え先は，バックエンドサーバごとに異なります。

                     また，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，多重障害時にも自動的に系を切り替えます。正規ユニット障害後に受け入れユニットで障害が発生した場合，該当の受け入れユニットで稼働していた現用系のバックエンドサーバ及びゲストBESは残りの稼働中ユニットに移動してゲストBESとして処理を実行します。このとき，HiRDB管理者の操作は不要です。なお，各バックエンドサーバの移動先は，HAモニタの定義によって決まります（Hitachi
                        HA Toolkit Extension使用時は，クラスタソフトウェアの定義によって決まります）。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，ユニット内に空きゲスト用領域がなくなるとすべての稼働していないゲストBESの受け入れ可能状態を解除します。ゲスト用領域の受け入れ可能状態は，ホストBESの動作の影響を受けません。ゲスト用領域の空き状態による受け入れ可能状態の自動解除・再設定を次の表に示します。

                     受け入れ可能状態に自動再設定をする場合，HAグループ内の他ユニットで実行系となっている全サーバを受け入れて可能状態にします。このとき，それ以前に受け入れ可能状態をコマンド（monsbystp，pdstop
                        -q -s バックエンドサーバ名）で意図的に停止していた場合も受け入れ可能状態となります。また，HAグループ内の受け入れ可能数を超えて縮退していた場合も停止中のサーバは，受け入れ可能状態の対象となりません。

                     
                        表26‒8　ゲスト用領域の空き状態による受け入れ可能状態の自動解除・再設定
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ユニット内未使用ゲスト用領域

                                 
                                 	
                                    ゲストBES受け入れ可能状態

                                 
                              

                              
                                 	
                                    他ユニットで稼働中のゲストBES

                                 
                                 	
                                    他ユニットで非稼働中のゲストBES

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    消滅

                                 
                                 	
                                    自動解除

                                 
                                 	
                                    変化なし（解除中）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    発生

                                 
                                 	
                                    自動再設定

                                 
                                 	
                                    変化なし

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           monsbystpコマンド，又はpdstopコマンド（pdstop -u 受け入れユニットID -s サーバID）などで意図的に受け入れ可能状態を解除した場合を除きます。

                        

                     

                  
                  
                     (e)　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の系切り替えの例

                     
                        	●通常時の系切り替えの例

                        	
                           通常時の系切り替えの例を次の図に示します。

                           hostAで障害が発生すると，BES1はunt2に移動してゲストBESとして処理を実行し，BES2はunt3に移動してゲストBESとして処理を実行します。

                           
                              図26‒10　通常時の系切り替えの例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	●受け入れ中の系切り替えの例

                        	
                           受け入れ中の系切り替えの例を次の図に示します。この例は，サーバマシンの障害復旧後に，切り戻し実行前の状態で別のサーバマシンに障害が発生した場合に該当します。

                           unt1でBES5がゲストBESとして処理を実行している状態で，hostAで障害が発生すると，各バックエンドサーバは次のように動作します。

                           
                              	
                                 BES1はunt2に移動してゲストBESとして処理を実行します。

                              

                              	
                                 BES2はunt3に移動してゲストBESとして処理を実行します。

                              

                              	
                                 BES5はunt3に戻ってホストBESとして処理を実行します。

                                 
                                    図26‒11　受け入れ中の系切り替えの例
                                    [image: [図データ]]

                                 
                              

                           

                        

                        	ユニット負荷の不均衡

                        	
                           系切り替え発生後にユニット負荷が不均衡になるかどうかはクラスタソフトウェアの定義の待機系の優先度付けに依存します。待機系の優先度を適切に設定すれば，任意の組み合わせで複数ユニットが異常終了した後も負荷を均衡させることができます。

                           ただし，ユニットが障害から回復した後，ユニット障害後の他ユニット障害による系切り替え後などは，負荷が均衡していない状態になることがあるため，系切り替え後のサーバ配置を確認する必要があります。サーバの配置はpdls
                              -d ha又はpdls -d svrコマンドで確認できます。

                           サーバの配置が不均衡な場合には計画系切り替えによってサーバの配置を変更することを推奨します。

                           また，ユニットの障害が復旧した場合はできるだけ早く各BESをホストBESに切り戻すことで，サーバの配置が不均衡になるのを回避できます。受け入れ中の系切り替えの例では，hostAで障害が発生する前にBES5，BES6をunt3に切り戻しておけば，hostAで障害が発生しても不均衡なサーバ配置にはなりません。

                        

                        	●多重障害時の系切り替え（全バックエンドサーバが受け入れ可能な場合）

                        	
                           多重障害時の系切り替えの例を次の図に示します。

                           
                              図26‒12　多重障害時の系切り替えの例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	〔説明〕

                        	
                           hostAで障害が発生すると，BES1はunt2に移動してゲストBESとして処理を実行します。このとき，unt2及びunt3の受け入れ数の上限は4のため，それぞれ，さらに3サーバを受け入れられます。したがって，他ユニットで稼働しているバックエンドサーバをすべて受け入れ可能な状態です。

                           hostAに続いてhostBで障害が発生すると，unt2で稼働しているBES1，BES3，BES4はunt3に移動してゲストBESとして処理を実行します。停止するバックエンドサーバはありません。

                        

                        	●多重障害時の系切り替え（受け入れ数が不足する場合）

                        	
                           多重障害時の系切り替えで受け入れ数が不足する場合の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒13　多重障害時の系切り替えで受け入れ数が不足する場合の例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	〔説明〕

                        	
                           hostAで障害が発生すると，BES1はunt2に移動してゲストBESとして処理を実行します。このとき，unt2及びunt3の受け入れ数の上限は2のため，それぞれ，さらに1サーバを受け入れられます。したがって，他ユニットで稼働しているバックエンドサーバの一部しか受け入れられない状態です。

                           hostAに続いてhostBで障害が発生すると，unt2で稼働しているBES3だけがunt3に移動してゲストBESとして処理を実行します。BES1及びBES4は停止します。

                           多重障害発生時にも全バックエンドサーバの処理を続行させる必要がある場合には，受け入れ数上限を大きく設定しておく必要があります。

                        

                        	受け入れ数が不足したときの切り替え

                        	
                           障害発生ユニット中のバックエンドサーバを切り替えるかどうかは，各バックエンドサーバの系切り替えの発生順序で決まります。切り替えの発生順序は，クラスタソフトウェアの動作によって決まります。

                           この例では，BES3だけが移動する場合を記載していますが，クラスタソフトウェアの動作によっては，BES1，又はBES4が移動することもあります。

                        

                        	●受け入れ数が不足した状態で障害が発生した場合の対処方法の例

                        	
                           受け入れ数が不足した状態で障害が発生した場合の対処方法の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒14　受け入れ数が不足した状態で障害が発生した場合の対処方法の例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	〔説明〕

                        	
                           hostBの障害を回復し，unt2を起動します。その結果，unt2でBES4が実行系として起動し，BES1が受け入れ可能状態になります。

                           次に，unt2でBES1に対してmonactコマンドを入力すると，実行系としてBES1の処理が開始されます（Hitachi HA Toolkit Extension使用時は，クラスタソフトウェアのオンラインコマンドを使用します）。

                        

                        	●受け入れ数の不足を回避する方法の例

                        	
                           受け入れ数を大きく設定できない場合は，受け入れ数不足によるサーバ停止を回避するためにできるだけ早く障害を回復する必要があります。

                           受け入れ数の不足を回避する方法の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒15　受け入れ数の不足を回避する方法の例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	〔説明〕

                        	
                           hostAの障害を回復し，unt1を起動します。その結果，unt1でBES1とBES2が待機系として起動し，BES3，BES4，BES5，BES6が受け入れ可能状態になります。したがって，hostBで障害が発生しても，BES1とBES4はhostAで処理を継続し，BES3はhostCで処理を継続できます。

                        

                        	●多重障害時の系切り替え（受け入れできなくなる場合）の例

                        	
                           多重障害時に系切り替えができなくなる場合の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒16　多重障害時に系切り替えができなくなる場合の例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	〔説明〕

                        	
                           hostAで障害が発生すると，BES1はunt2に移動してゲストBESとして処理を実行します。このとき，unt2及びunt3の受け入れ数上限は1のため，両ユニットともこれ以上サーバを受け入れられません。

                           hostAに続いてhostBで障害が発生すると，BES1，BES3及びBES4は停止します。

                           多重障害発生時も全バックエンドサーバの処理を続行させる必要がある場合には，受け入れ数の上限を大きく設定しておく必要があります。受け入れできなくなる場合の対処方法，及びサーバ停止の回避方法は，受け入れ数の不足の場合と同じです。

                        

                     

                  
               
            
            
               26.1.4　系切り替え機能の適用基準

               
                  (1)　適用基準

                  系切り替え機能の適用基準を次の表に示します。

                  
                     表26‒9　系切り替え機能の適用基準
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 観点

                              
                              	
                                 スタンバイ型系切り替え

                              
                              	
                                 1：1スタンバイレス型系切り替え

                              
                              	
                                 影響分散スタンバイレス型系切り替え

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 トランザクション性能重視

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 
                                    	
                                       障害中も処理性能を維持

                                    

                                    	
                                       通常時と同等のスループットを保証

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       障害中の代行処理の負荷が処理性能に影響を及ぼす可能性あり

                                    

                                    	
                                       特定ユニットへの負荷集中によってシステムのスループットが低下

                                    

                                 

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       障害中の代行処理の負荷が処理性能に影響を及ぼす可能性あり

                                    

                                    	
                                       負荷分散によってシステムのスループット低下を軽減

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 リソース所要量重視

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 待機用サーバマシン，又は待機ユニット用のシステムリソースが必要

                              
                              	
                                 待機用サーバマシン，又は待機ユニット用のシステムリソースは不要

                              
                              	
                                 待機用サーバマシン，又は待機ユニット用のシステムリソースは不要

                              
                           

                           
                              	
                                 多重障害対応

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 クラスタソフトウェアとの連携によって対応可能（IPアドレス引き継ぎありの場合だけ対応可能。高速系切り替え機能適用時は対応できない)

                              
                              	
                                 代行先サーバが固定されているため，対応できない

                              
                              	
                                 クラスタソフトウェアとの連携によって対応可能

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：優位となります。

                        △：少し優位となります。

                        ×：劣位となります。

                     

                  

               
               
                  (2)　系切り替え機能を適用している場合の別の系切り替え機能の適用可否

                  系切り替え機能を適用している場合の，同一システム内の他ユニットへの別の系切り替え機能の適用可否を次の表に示します。

                  
                     表26‒10　同一システム内の他ユニットへの別の系切り替え機能の適用可否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 適用済み機能

                              
                              	
                                 スタンバイ型系切り替え機能の適用

                              
                              	
                                 1:1スタンバイレス型系切り替え機能の適用

                              
                              	
                                 影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 スタンバイ型系切り替え機能

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 1:1スタンバイレス型系切り替え機能

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○※

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：適用できます。

                        ×：適用できません。

                     

                  

                  注※　切り替え先のHAグループは一つだけになります。

               
            
            
               26.1.5　HiRDBがサポートしているクラスタソフトウェア

               HiRDBがサポートしているクラスタソフトウェア及びバージョンを次の表に示します。

               
                  表26‒11　HiRDBがサポートしているクラスタソフトウェア
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              プラット

                              フォーム

                              （大項目）

                           
                           	
                              プラット

                              フォーム

                              （中項目）

                           
                           	
                              モニタモード

                           
                           	
                              スタンバイ型系切り替え機能

                           
                           	
                              1：1スタンバイレス型系切り替え機能

                           
                           	
                              影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                           
                        

                        
                           	
                              ユーザサーバホットスタンバイ

                           
                           	
                              高速系切り替え機能

                           
                           	
                              それ以外

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              AIX

                           
                           	
                              AIX V7.1

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-22-01以降

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-22-01以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    PowerHA SystemMirror V7.1

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              AIX V7.2

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-26以降

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-26以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    PowerHA SystemMirror V7.2 

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              AIX V7.3

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-34以降

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-34以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    PowerHA SystemMirror V7.2.6以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              Linux

                           
                           	
                              RHEL 6

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-42以降

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-42以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    LifeKeeper for Linux v9.1

                                 

                                 	
                                    LifeKeeper for Linux v9.3

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              RHEL 7

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-60以降

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-60以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    LifeKeeper for Linux v9.1

                                 

                                 	
                                    LifeKeeper for Linux v9.3

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 4.3以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              RHEL 8

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-71以降

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-71以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    LifeKeeper for Linux v9.5.2以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 4.3以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              RHEL 9

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-78以降

                                 

                              

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-78以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 5.2以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              Linux(Amazon EC2)

                           
                           	
                              RHEL 7

                           
                           	
                              
                                 	【レプリケーションソフトウェアを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-70以降

                                       

                                       	
                                          DRBD v9

                                       

                                    

                                 

                                 	【共有ディスクを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-76以降

                                       

                                    

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              
                                 	【レプリケーションソフトウェアを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-70以降

                                       

                                       	
                                          HiRDB/AdHA 10-00以降

                                       

                                       	
                                          DRBD v9

                                       

                                    

                                 

                                 	【共有ディスクを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-76以降

                                       

                                       	
                                          HiRDB/AdHA 10-00以降

                                       

                                    

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 4.3以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              RHEL 8

                           
                           	
                              
                                 	【レプリケーションソフトウェアを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-71以降

                                       

                                       	
                                          DRBD v9

                                       

                                    

                                 

                                 	【共有ディスクを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-76以降

                                       

                                    

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              
                                 	【レプリケーションソフトウェアを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-71以降

                                       

                                       	
                                          HiRDB/AdHA 10-00以降

                                       

                                       	
                                          DRBD v9

                                       

                                    

                                 

                                 	【共有ディスクを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-76以降

                                       

                                       	
                                          HiRDB/AdHA 10-00以降

                                       

                                    

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 4.3以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              RHEL 9

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-78以降

                                 

                                 	
                                    DRBD v9

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-78以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                                 	
                                    DRBD v9

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 5.2以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              Linux(Azure VM)

                           
                           	
                              RHEL 7

                              RHEL 8

                           
                           	
                              
                                 	【レプリケーションソフトウェアを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-71以降

                                       

                                       	
                                          DRBD v9

                                       

                                    

                                 

                                 	【共有ディスクを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-77以降

                                       

                                    

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              
                                 	【レプリケーションソフトウェアを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-71以降

                                       

                                       	
                                          HiRDB/AdHA 10-00以降

                                       

                                       	
                                          DRBD v9

                                       

                                    

                                 

                                 	【共有ディスクを使用する場合】

                                 	
                                    
                                       	
                                          HAモニタ01-77以降

                                       

                                       	
                                          HiRDB/AdHA 10-00以降

                                       

                                    

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 4.3以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              RHEL 9

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-78以降

                                 

                                 	
                                    DRBD v9

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-78以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                                 	
                                    DRBD v9

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 5.2以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              Linux(Oracle Cloud Infrastructureのインスタンス)

                           
                           	
                              Oracle Linux 7

                              Oracle Linux 8

                              RHEL 7

                              RHEL 8

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-74以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ 01-74以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA 10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              Oracle Linux 7

                              Oracle Linux 8

                              Oracle Linux 9

                              RHEL 7

                              RHEL 8

                              RHEL 9

                           
                           	
                              
                                 	
                                    CLUSTERPRO X 5.2以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              Oracle Linux 9

                              RHEL 9

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-79以降

                                 

                              

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              
                                 	
                                    HAモニタ01-79以降

                                 

                                 	
                                    HiRDB/AdHA10-00以降

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     −：対応していません。

                     HA Tool：Hitachi HA Toolkit

                     HA ToolEx：Hitachi HA Toolkit Extension

                     HiRDB/AdHA：HiRDB Advanced High Availability

                     RHEL 6：Red Hat Enterprise Linux(R) 6 (64-bit x86_64)

                     RHEL 7：Red Hat Enterprise Linux(R) 7 (64-bit x86_64)

                     RHEL 8：Red Hat Enterprise Linux(R) 8 (64-bit x86_64)

                     RHEL 9：Red Hat Enterprise Linux(R) 9 (64-bit x86_64)

                     Amazon EC2：Amazon Elastic Compute Cloud

                     DRBD：Distributed Replicated Block Device

                  

                  	注

                  	
                     
                        	
                           HAモニタについては，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。そのほかのクラスタソフトウェアについては，各製品のマニュアルを参照してください。

                        

                        	
                           各クラスタソフトウェアがサポートする機能については，表「系切り替え機能の種類と運用方法の組み合わせ」及び表「クラスタソフトウェアと，モニタモード及びサーバモードでの運用可否」も参照してください。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            26.2　スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の構築

            
               26.2.1　システム構成例

               ここでは，系切り替え機能使用時のシステム構成例について説明します。

               
                  (1)　HiRDB/シングルサーバの場合

                  HiRDB/シングルサーバの場合はシステム単位で系を切り替えます。HiRDB/シングルサーバのシステム構成例を次に示します。

                  
                     (a)　1：1系切り替え構成の例

                     実行系と待機系が1：1で対応しているシステム構成を1：1系切り替え構成といいます。系が切り替わってもレスポンスタイムを保証したい場合にこの構成を適用します。ただし，待機系のサーバマシンのリソースは使用できません（どちらか片方のサーバマシンのリソースが使用できません）。HiRDB/シングルサーバに対する1：1系切り替え構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒17　HiRDB/シングルサーバに対する1：1系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	備考

                        	
                           
                              	
                                 各サーバマシンにユティリティで使用する入出力装置が必要です。

                              

                              	
                                 系が切り替わった後にユティリティを実行する場合，ユティリティの実行に必要な入出力ファイルを自サーバマシンに作成する必要があります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　相互系切り替え構成の例

                     一つのサーバマシン内に実行系と待機系（ほかのHiRDB/シングルサーバの待機系）を持つ構成を相互系切り替え構成といいます。複数のHiRDB/シングルサーバを使用している場合に相互系切り替え構成を適用できます。サーバマシンのリソースを有効に利用したい場合にこの構成を適用してください。ただし，系が切り替わると，レスポンスタイムが低下します。

                     HiRDB/シングルサーバに対する相互系切り替え構成の例を次の図に示します。次の図の例は，二つのHiRDB/シングルサーバ（HiRDB/シングルサーバAとHiRDB/シングルサーバB）に対して相互系切り替え構成を適用しています。

                     
                        図26‒18　HiRDB/シングルサーバに対する相互系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	備考

                        	
                           
                              	
                                 各サーバマシンにユティリティで使用する入出力装置が必要です。

                              

                              	
                                 系が切り替わった後にユティリティを実行する場合，ユティリティの実行に必要な入出力ファイルを自サーバマシンに作成する必要があります。

                              

                              	
                                 IPアドレスを引き継がない系切り替え構成で，ユティリティの制御文にホスト名を指定している場合，系が切り替わったときに，ホスト名を変更する必要があります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　マルチスタンバイ構成の例

                     一つの実行系に複数の待機系を持つシステム構成を，マルチスタンバイ構成といいます。実行系の障害が回復するまでの間に発生する，待機系の障害（多点障害）に備えたい場合にこの構成を適用します。待機系には優先度を付け，実行系に障害が発生したときは，一番優先度の高い待機系に切り替えます。なお，マルチスタンバイ構成は，IPアドレスを引き継ぐシステム構成の場合だけ適用できます。

                     HiRDB/シングルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒19　HiRDB/シングルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (d)　複数のHiRDB/シングルサーバでユティリティ専用ユニットを共用する例

                     複数のHiRDB/シングルサーバでユティリティ専用ユニットを共用する例を次の図に示します。なお，ユティリティ専用ユニットは系切り替えできません。

                     
                        図26‒20　複数のHiRDB/シングルサーバでユティリティ専用ユニットを共用する例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (e)　HiRDB/シングルサーバと1：1でユティリティ専用ユニットを設置する例

                     HiRDB/シングルサーバと1：1でユティリティ専用ユニットを設置する例を次の図に示します。

                     
                        図26‒21　HiRDB/シングルサーバと1：1でユティリティ専用ユニットを設置する例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (f)　HiRDB/シングルサーバとm：nでユティリティ専用ユニットを設置する例

                     HiRDB/シングルサーバとm：nでユティリティ専用ユニットを設置する例を次の図に示します。

                     
                        図26‒22　HiRDB/シングルサーバとm：nでユティリティ専用ユニットを設置する例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 ユティリティ実行時のホスト名の指定で，使用するユティリティ専用ユニットを選択できます。

                              

                              	
                                 複数のユティリティ専用ユニットを設置することで，システムの信頼性を向上できます。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例

                  HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット単位で系を切り替えます。HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例を次に示します。

                  
                     (a)　1：1系切り替え構成の例

                     実行系ユニットと待機系ユニットが1：1で対応しているシステム構成を1：1系切り替え構成といいます。系が切り替わってもレスポンスタイムを保証したい場合にこの構成を適用します。ただし，待機系のサーバマシンのリソースは使用できません（どちらか片方のサーバマシンのリソースが使用できません）。HiRDB/パラレルサーバに対する1：1系切り替え構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒23　HiRDB/パラレルサーバに対する1：1系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　相互系切り替え構成の例

                     一つのサーバマシン内に実行系と待機系（ほかのユニットの待機系）を持つ構成を相互系切り替え構成といいます。HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット単位で系を切り替えるため，HiRDB/シングルサーバと異なり，一つのHiRDB/パラレルサーバに対して相互系切り替え構成を適用できます。HiRDB/パラレルサーバに相互系切り替え構成を適用すると，一つのサーバマシン内に実行系ユニットと待機系ユニット（ほかのユニットの待機系ユニット）を配置できます。サーバマシンのリソースを有効に利用したい場合にこの構成を適用してください。ただし，系が切り替わると，レスポンスタイムが低下します。

                     HiRDB/パラレルサーバに対する相互系切り替え構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒24　HiRDB/パラレルサーバに対する相互系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     相互系切り替え構成のHiRDBシステム定義の定義例については，マニュアル「HiRDB システム定義」の「HiRDB/パラレルサーバの場合：スタンバイ型系切り替え機能使用時」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           相互系切り替え構成（又は2：1系切り替え構成）をすると，一つのサーバマシン内で二つのユニットが稼働することがあります。このため，次に示す点に留意してください。

                           
                              	
                                 HiRDB運用ディレクトリ名

                              

                              	
                                 ポート番号

                              

                           

                           これらを同じサーバマシン内では，ユニットごとに異なる名称及び異なる番号にしてください。

                           また，IPアドレスを引き継がない場合は，更に次に示す点に留意してください。

                           
                              	
                                 ホスト名及びIPアドレス

                                 同じサーバマシン内ではホスト名及びIPアドレスをユニットごとに異なるものにしてください。

                              

                           

                        

                     

                     ホスト名の正しい設定例，及び間違った設定例を次に示します。

                     
                        図26‒25　ホスト名の設定例（正しい例）
                        [image: [図データ]]

                     
                     このときのpdunitオペランドの指定例（正しい例）を次に示します。

                     pdunit -x hostA -u UNT1  ...  -c hostAA
pdunit -x hostB -u UNT2  ...  -c hostBB

                     さらに，hostA，hostAA，hostB，hostBBのすべてで異なるIPアドレスに対するホスト名を設定する必要があります。

                     
                        図26‒26　ホスト名の設定例（間違った例）
                        [image: [図データ]]

                     
                     このときのpdunitオペランドの指定例（間違った例）を次に示します。

                     pdunit -x hostA -u UNT1  ...  -c hostB
pdunit -x hostB -u UNT2  ...  -c hostA

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           相互系切り替え構成でIPアドレスを引き継がない場合は，pdunitオペランドの-x及び-cオプションに指定するホスト名はすべて異なる必要があります（同じホスト名を指定できません）。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　マルチスタンバイ構成の例

                     一つの実行系ユニットに複数の待機系ユニットを持つシステム構成を，マルチスタンバイ構成といいます。実行系の障害が回復するまでの間に発生する，待機系の障害（多点障害）に備えたい場合にこの構成を適用します。待機系には優先度を付け，実行系に障害が発生したときは，一番優先度の高い待機系に切り替えます。なお，マルチスタンバイ構成は，IPアドレスを引き継ぐシステム構成の場合だけ適用できます。HiRDB/パラレルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒27　HiRDB/パラレルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
               
            
            
               26.2.2　IPアドレスの構成例

               系切り替え後，IPアドレスを引き継ぐかどうかで，ネットワークの構成及び運用方法が異なります。それぞれの運用方法については，次に示す箇所を参照してください。

               
                  	
                     「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」

                  

                  	
                     「系が切り替わった後の運用方法」

                  

               

               ここではネットワーク構成の違いについて説明します。

               
                  	基本方針

                  	
                     
                        	
                           基本的にIPアドレスを引き継ぐシステム構成にすることをお勧めします（マルチスタンバイ構成は，IPアドレスを引き継ぐシステム構成の場合だけ適用できます）。IPアドレスを引き継がないシステム構成にすると，IPアドレスを引き継ぐ場合に比べて運用方法が難しくなります。

                        

                        	
                           クラスタソフトウェアによってIPアドレスを引き継げる場合と引き継げない場合があります。各クラスタソフトウェアのマニュアルで確認してください。

                        

                        	
                           エイリアスIPアドレスを使用することをお勧めします。

                        

                        	
                           Microsoft Azure環境にクラスタ構成を構築する場合，IPアドレスを引き継がないシステム構成にしてください。ただし，クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐことはできます。クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ設定は次のどちらかを参照してください。

                           HAモニタを使用する場合：「パブリッククラウド環境でHAモニタを使用する場合に関する準備」

                           CLUSTERPROを使用する場合：「パブリッククラウド環境でCLUSTERPROを使用する場合の準備」

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　IPアドレスを引き継ぐ場合

                  IPアドレスを引き継ぐには次に示す二つの方法があります。

                  
                     	
                        IPアドレスを切り替える

                     

                     	
                        LANアダプタを切り替える

                     

                  

                  
                     (a)　IPアドレスを切り替える場合

                     エイリアスIPアドレスを使用してIPアドレスを切り替えます（一方を停止して，もう一方を起動します）。このとき，現用系と予備系とでIPアドレス及びホスト名を同じにしてください。IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（IPアドレスを切り替える場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒28　IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（IPアドレスを切り替える場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　LANアダプタを切り替える場合

                     HiRDBが使用するLANアダプタのほかに保守用のLANアダプタを準備して，使用するLANアダプタを切り替えます(一方を停止して，もう一方を起動します)。このとき，現用系と予備系とでIPアドレス及びホスト名を同じにしてください。IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（LANアダプタを切り替える場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒29　IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（LANアダプタを切り替える場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
               
               
                  (2)　IPアドレスを引き継がない場合

                  IPアドレスを引き継がない場合は現用系と予備系とで異なるIPアドレス及びホスト名を設定します。したがって，HiRDBのシステム共通定義のpdunit -cオペランドに予備系のホスト名を指定する必要があります。

                  IPアドレスを引き継がない場合のネットワーク構成例を次の図に示します。

                  
                     図26‒30　IPアドレスを引き継がない場合のネットワーク構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              HiRDB/シングルサーバの場合は，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。

                           

                           	
                              システムマネジャのユニットがIPアドレスを引き継がない場合は，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。フロントエンドサーバのユニットがIPアドレスを引き継がない場合は，クライアント環境定義のPDFESHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。そうすれば，系が切り替わった後もPDHOST，PDFESHOSTオペランドの指定値を変更する必要はありません。

                           

                           	
                              PDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定した場合，実行系が現用系から予備系に切り替わると，UAPは一度現用系（待機系）に接続を試みて失敗した後に予備系（実行系）に接続するため，UAPの接続処理時間がその分だけ長くなります。この問題を解決するには，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                              
                                 	
                                    クライアント接続用のホスト名をエイリアスIPアドレスで設定し，そのIPアドレスを引き継ぐようにしてください。この場合のホスト名の指定方法については，「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」を参照してください。

                                 

                                 	
                                    次のクライアント環境定義を指定して，接続先にするホストの切り替え時間を短くしてください。各クライアント環境定義の詳細は，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                    ブロックモードで接続する場合

                                    ・PDTIMEDOUTRETRY

                                    ・PDCONREFRCOUNT

                                    ・PDCONREFRINTERVAL

                                    ノンブロックモードで接続する場合

                                    ・PDNBLOCKWAITTIME

                                    ・PDCONREFRCOUNT

                                    ・PDCONREFRINTERVAL

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               26.2.3　IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い

               ホスト名の運用方法（指定方法）をIPアドレスを引き継ぐ場合と，引き継がない場合とに分けて説明します。

               
                  (1)　HiRDB/シングルサーバの場合

                  
                     (a)　IPアドレスを引き継ぐ場合

                     IPアドレスを引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は1：1系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例（IPアドレスを切り替える場合）

                     [image: [図データ]]

                     ●システム構成例（LANアダプタを切り替える場合）

                     [image: [図データ]]

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA

                                    pdunit -x hostC

                                    pdstart -x hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
                  
                     (b)　IPアドレスを引き継がない場合

                     IPアドレスを引き継がない場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は1：1系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	ポイント

                        	
                           標準ホスト名を同じ（host1=host2）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -c hostB

                                    pdunit -x hostC

                                    pdstart -x hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA又はhostB（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※１

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA及びhostB※２

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※１

                        	
                           ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                        

                        	注※２

                        	
                           クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。そうすれば，系が切り替わった後もPDHOSTオペランドの指定値を変更する必要はありません。ただし，実行系が現用系から予備系に切り替わると，UAPは一度現用系（待機系）に接続を試みて失敗した後に予備系（実行系）に接続するため，UAPの接続処理時間がその分だけ長くなります。この問題を解決するには，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                           
                              	
                                 クライアント接続用のホスト名をエイリアスIPアドレスで設定し，そのIPアドレスを引き継ぐようにしてください。この場合のホスト名の指定方法については，「IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）」を参照してください。

                              

                              	
                                 次のクライアント環境定義を指定して，接続先にするホストの切り替え時間を短くしてください。各クライアント環境定義の詳細は，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                 ブロックモードで接続する場合

                                 ・PDTIMEDOUTRETRY

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                                 ノンブロックモードで接続する場合

                                 ・PDNBLOCKWAITTIME

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）

                     HiRDB/シングルサーバが使用するIPアドレスは引き継がないが，クライアント接続用のIPアドレスは引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は1：1系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 hostA及びhostBはHiRDB/シングルサーバが使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。

                              

                              	
                                 hostCはクライアント接続用のホスト名（エイリアスIPアドレス）で，IPアドレスを引き継ぎます。

                                 
                                    	ポイント

                                    	
                                       標準ホスト名を同じ（host1=host2）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -c hostB

                                    pdstart -x hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA又はhostB（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
               
               
                  (2)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                  
                     (a)　IPアドレスを引き継ぐ場合

                     IPアドレスを引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は相互系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -u UNT1

                                    pdunit -x hostB -u UNT2

                                    pdunit -x hostC -u UNT3

                                    pdunit -x hostD -u UNT4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    ユニット1

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット2

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット3

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット4

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    BES1に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    次に示すクライアント環境定義に指定するホスト名

                                    
                                       	
                                          PDHOST

                                       

                                       	
                                          PDFESHOST

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
                  
                     (b)　IPアドレスを引き継がない場合

                     IPアドレスを引き継がない場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は相互系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	ポイント

                        	
                           標準ホスト名を同じ（host1=host2，host3=host4）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -u UNT1 -c hostAA

                                    pdunit -x hostB -u UNT2 -c hostBB

                                    pdunit -x hostC -u UNT3 -c hostCC

                                    pdunit -x hostD -u UNT4 -c hostDD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    ユニット1

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット2

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット3

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット4

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※１

                                 
                                 	
                                    BES1に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    次に示すクライアント環境定義に指定するホスト名

                                    
                                       	
                                          PDHOST

                                       

                                       	
                                          PDFESHOST

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    hostA及びhostB※２

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※１

                        	
                           ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                        

                        	注※２

                        	
                           システムマネジャのユニットがIPアドレスを引き継がない場合，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。フロントエンドサーバのユニットがIPアドレスを引き継がない場合，クライアント環境定義のPDFESHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。そうすれば，系が切り替わった後もPDHOST，PDFESHOSTオペランドの指定値を変更する必要はありません。ただし，実行系が現用系から予備系に切り替わると，UAPは一度現用系（待機系）に接続を試みて失敗した後に予備系（実行系）に接続するため，UAPの接続処理時間がその分だけ長くなります。この問題を解決するには，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                           
                              	
                                 クライアント接続用のホスト名をエイリアスIPアドレスで設定し，そのIPアドレスを引き継ぐようにしてください。この場合のホスト名の指定方法については，「IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）」を参照してください。

                              

                              	
                                 次のクライアント環境定義を指定して，接続先にするホストの切り替え時間を短くしてください。各クライアント環境定義の詳細は，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                 ブロックモードで接続する場合

                                 ・PDTIMEDOUTRETRY

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                                 ノンブロックモードで接続する場合

                                 ・PDNBLOCKWAITTIME

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）

                     HiRDB/パラレルサーバが使用するIPアドレスは引き継がないが，クライアント接続用のIPアドレスは引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は相互系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 hostAはユニット1（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostAAはユニット1（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostBはユニット2（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostBBはユニット2（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostCはユニット3（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostCCはユニット3（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostDはユニット4（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostDDはユニット4（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostX〜hostZはクライアント接続用のホスト名（エイリアスIPアドレス）で，IPアドレスを引き継ぎます。

                                 
                                    	ポイント

                                    	
                                       標準ホスト名を同じ（host1=host2，host3=host4）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -u UNT1 -c hostAA

                                    pdunit -x hostB -u UNT2 -c hostBB

                                    pdunit -x hostC -u UNT3 -c hostCC

                                    pdunit -x hostD -u UNT4 -c hostDD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    ユニット1

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット2

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット3

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット4

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    BES1に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    hostZ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    hostX又はhostY（接続するフロントエンドサーバのホスト名を指定します）

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
               
               
                  (3)　クライアント環境定義の指定

                  スタンバイ型系切り替え機能の場合はクライアント環境定義の指定に注意が必要です。Microsoft Azure環境でHiRDBのクライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合は「パブリッククラウド環境に関する準備」を参照してクライアント環境定義を指定してください。それ以外の場合は次のとおり指定してください。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     IPアドレスを引き継ぐ場合はクライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系のホスト名を指定してください。IPアドレスを引き継がない場合は現用系及び予備系の両方のホスト名を指定してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     システムマネジャのユニットがIPアドレスを引き継ぐ場合は，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系のホスト名（システムマネジャのホスト名）を指定してください。IPアドレスを引き継がない場合は現用系及び予備系の両方のホスト名を指定してください。

                     フロントエンドサーバのユニットがIPアドレスを引き継ぐ場合は，PDFESHOSTオペランドに現用系のホスト名（フロントエンドサーバのホスト名）を指定してください。IPアドレスを引き継がない場合は現用系及び予備系の両方のホスト名を指定してください。PDHOST及びPDFESHOSTオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
               
               
                  (4)　HiRDBシステム定義及びクライアント環境定義のホスト名の指定例

                  ここでは，スタンバイ型系切り替え機能を使用するときのホスト名の指定例を説明します。

                  
                     (a)　IPアドレスを引き継ぐ場合

                     HiRDBシステム定義及びクライアント環境定義の指定例（ホスト名の指定例）を次に示します。

                     ●システム共通定義

                     pdunit -x pkghost -u UNT1 -d /hirdb_x             1

                     ●ユニット制御情報定義

                     set pd_hostname = mainhost                        2

                     ●クライアント環境定義

                     export PDHOST = pkghost                           3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプションには再配置可能なIPアドレスのホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 pd_hostnameオペランドには現用系のホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに，再配置可能なIPアドレスのホスト名（HiRDB/パラレルサーバの場合はシステムマネジャのホスト名）を指定します。

                                 なお，マルチフロントエンドサーバの場合は，PDFESHOSTオペランドに再配置可能なIPアドレスのホスト名（フロントエンドサーバのホスト名）を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　IPアドレスを引き継がない場合

                     HiRDBシステム定義及びクライアント環境定義の指定例（ホスト名の指定例）を次に示します。

                     ●システム共通定義

                     pdunit -x mainhost -u UNT1 -d /hirdb/pddir_s -c reservedhost      1

                     ●ユニット制御情報定義

                     set pd_hostname = mainhost                                        2

                     ●クライアント環境定義

                     export PDHOST = mainhost,reservedhost                             3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプションには現用系のホスト名を指定します。-cオプションには予備系のホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 pd_hostnameオペランドには現用系のホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 クライアント環境定義のPDHOSTオペランドには，現用系と予備系の両方のホスト名（HiRDB/パラレルサーバの場合はシステムマネジャのホスト名）を指定します。

                                 なお，マルチフロントエンドサーバの場合は，PDFESHOSTオペランドに現用系と予備系の両方のホスト名（フロントエンドサーバのホスト名）を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               26.2.4　HiRDBに関する準備

               実行者　HiRDB管理者

               ここでは，HiRDBに関する準備方法について説明します。

               
                  (1)　前提条件及び注意事項

                  
                     (a)　現用系と予備系で一致させること

                     現用系及び予備系で，次に示すことを一致させてください。

                     
                        	
                           HiRDB及び関連プログラムプロダクトのバージョン

                        

                        	
                           HiRDB管理者の環境(ログイン名，ユーザID，グループID，環境変数)

                        

                        	
                           HiRDB運用ディレクトリの絶対パス名

                        

                        	
                           HiRDBシステム定義の内容

                        

                        	
                           HiRDBファイルの設定形式

                        

                        	
                           ユーザの実行形式プログラム

                        

                     

                  
                  
                     (b)　環境設定に関する注意事項

                     
                        	
                           現用系及び予備系の両方にHiRDBの環境設定を行ってください。また，現用系及び予備系HiRDBのバージョンを合わせてください。また，HiRDBをバージョンアップする場合は，現用系及び予備系の両方をバージョンアップしてください。

                        

                        	
                           HiRDB運用ディレクトリを共有ディスク上に作成しないでください。

                        

                        	
                           DNSサーバを使用しない場合は再配置可能なIPアドレスをhostsファイルに登録してください。

                        

                        	
                           回復不要FESユニットには系切り替え機能を適用できません。

                        

                        	
                           マルチスタンバイ構成を適用する場合は，クラスタソフトウェアのマルチスタンバイ機能を有効にする必要があります。マルチスタンバイ機能の設定方法については，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　リソースに関する注意事項

                     同一サーバマシン内に複数のHiRDBを構成する場合は，待機系HiRDBを含むすべてのHiRDBユニットで確保する共用メモリ量を合算の上，メモリ不足がないか確認してください。待機系HiRDBを含むHiRDBユニットの停止，又は系を切り替えた場合，ユニットコントローラ用共用メモリについては次回HiRDBユニット起動時に解放されます。各共用メモリの確保，解放契機については，マニュアル「HiRDB
                        システム導入・設計ガイド」の「HiRDBのメモリ所要量」を参照してください。

                  
               
               
                  (2)　共有ディスク装置の準備

                  現用系と予備系で共有する外付けハードディスクが必要です。このハードディスクを共有ディスク装置といいます。

                  
                     (a)　共有ディスクの割り当て

                     共有ディスクの割り当てを次の図に示します。

                     
                        図26‒31　共有ディスクの割り当て
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           ユニット単位の切り替えのためユニットごとに共有ディスクを割り当てます。

                        

                     

                     共有ディスク装置には次に示すHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                     
                        	
                           RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           バックアップファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           アンロードログファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           インデクス情報ファイル用HiRDBファイルシステム領域（プラグインインデクス遅延一括作成機能を使用する場合）

                        

                     

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 これらのHiRDBファイルシステム領域は両方（現用系及び予備系）のHiRDBから同じパス名で参照できるように設定してください。

                              

                              	
                                 共用RDエリア用HiRDBファイルシステム領域を作成した共有ディスクは全ユニットから読み書きモードでアクティブにしておく必要があります。このため，系切り替え機能に伴って非アクティブ化，及びアクティブ化をしてはなりません。

                              

                              	
                                 通常ファイルでは，ディスクに反映されない状態（例えば，HiRDBで書き込み完了していても，OSキャッシュ上に残っている状態など）で系が切り替わると，更新内容が失われることがあるため，キャラクタ型スペシャルファイルを推奨します。ただし，系切り替えが発生してもOSがデータを保証する通常ファイル（ジャーナルファイルシステム）であれば，次に示すファイルを共有ディスク上に配置してもかまいません。

                                 ・pdlogunldコマンド又は自動ログアンロード機能でアンロードするアンロードログファイル

                                 ・データベース複写ユティリティ（pdcopy）で取得するバックアップファイル

                                 ・データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で作成するアンロードデータファイル

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　共有ディスクのアクセス制御

                     系切り替え機能を使用する場合，系の切り替え元と切り替え先の両方から同時に共有ディスクにアクセスが行われると，データベースが壊れる可能性があります。そのため，両方の系から共有ディスクをアクセスできないように制御を行う必要があります。共有ディスクのアクセス制御は，クラスタソフトウェアが行うか，又はHiRDBが行います。

                     なお，通常は，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法で共有ディスクのアクセス制御を行います。「HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御」の方法は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                     
                        	クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           クラスタソフトウェアが共有ディスクのアクセス制御を行います。実行系をアクティブに，待機系及び停止中の系を非アクティブに制御し，実行系だけが共有ディスクにアクセスできるようにします。クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒32　クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 非アクティブの系からは共有ディスクをアクセスできません。そのため，実行系だけが共有ディスクにアクセスできます。

                              

                           

                           共有ディスクの切り替え方法（アクティブ，非アクティブの切り替え方法）については，クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                           なお，HAモニタを使用している場合は，HAモニタのserver定義文のdiskオペランドを指定してください。

                        

                        	HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                           HiRDBが共有ディスクのアクセス制御を行います。この場合，共有ディスクの切り替え（アクティブ，非アクティブの切り替え）は行いません。次に示す流れで系が切り替わります。

                           
                              	
                                 系が切り替わる障害が発生しました。

                              

                              	
                                 切り替え元の系ですべてのサーバプロセスが終了したことをHiRDBが確認します。

                              

                              	
                                 系が切り替わります。

                              

                              	
                                 切り替え先の系から共有ディスクへのアクセスを開始します。

                              

                           

                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒33　HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                     
                        	
                           適用基準

                           次に示す場合にHiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を行ってください。

                           
                              	
                                 共用RDエリアを使用する場合

                                 共用RDエリアを使用する場合，バックエンドサーバがあるすべてのサーバマシンから，共用RDエリアがある共有ディスクをアクティブにする必要があります。そのため，更新可能BESと参照専用BESが同一サーバマシンにある場合に，更新可能BESが系切り替え対象となり，共有ディスクの切り替えが発生すると，参照専用BESから共用RDエリアが参照できなくなります。そのため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                              	
                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合

                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合，ログ適用サイトにTrueCopyを使用してシステムファイルをリモートコピーします。TrueCopyを使用する場合はLVMを使用できませんが，HAモニタがアクセス制御できる共有ディスクはLVMを前提としているため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                           

                        

                        	
                           HAモニタの環境設定

                           HAモニタのserver定義文に次に示すオペランドを指定してください。

                           
                              	
                                 pairdown

                                 このオペランドにuse：serv_slowを指定してください。

                                 系の切り替え元でサーバプロセスが終了しない場合や，HiRDBがスローダウンした場合など，サーバプロセスの終了が確認できないことがあります。このような現象が発生すると，系を切り替えられません。このオペランドを指定すると，スローダウンなどによってサーバプロセスの終了を確認できない場合に，系をリセットして系を切り替えられます。

                              

                              	
                                 disk

                                 HAモニタで共有ディスクのアクセス制御をしないため，このオペランドを省略してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　HiRDBシステム定義の作成

                  
                     (a)　HiRDBシステム定義ファイルの構成

                     現用系，予備系とも同じHiRDBシステム定義を使用します。現用系のHiRDBシステム定義を作成した後に，そのHiRDBシステム定義を予備系にコピーしてください。HiRDB/シングルサーバ，及びHiRDB/パラレルサーバのHiRDBシステム定義ファイルの構成例を次に示します。

                     
                        図26‒34　スタンバイ型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義ファイルの構成例（HiRDB/シングルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        図26‒35　スタンバイ型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義ファイルの構成例（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　モニタモードの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド

                     ここでは，モニタモードを使用した場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランドについて説明します。関連するオペランドを次の表に示します。

                     
                        表26‒12　モニタモードの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    説明及び注意事項

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_ha

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_ipaddr_inherit

                                 
                                 	
                                    IPアドレスを引き継ぐかどうかを指定します。マルチスタンバイ構成を適用する場合は，Yを指定してください。

                                    Y：IPアドレスを引き継ぎます。

                                    N：IPアドレスを引き継ぎません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_unit

                                 
                                 	
                                    ユニットに系切り替え機能を適用している場合は指定しないでください。

                                    システム内で系切り替え機能を適用しないユニットがある場合，又はシステム内に回復不要FESユニットがある場合は，そのユニットのユニット制御情報定義のpd_ha_unitオペランドにnouseを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_acttype

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能をモニタモードで運用するか，サーバモードで運用するかを指定します。PowerHA，LifeKeeper，又はCLUSTERPROを使用した系切り替え機能の場合はサーバモードを使用できません。モニタモードでの運用となります。

                                    monitor：系切り替え機能をモニタモードで運用します。

                                    server：系切り替え機能をサーバモードで運用します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_restart_failure

                                 
                                 	
                                    このオペランドはモニタモードの場合に指定できます。サーバモードの場合にこのオペランドを指定しても無効になります。HiRDBの再開始に失敗したときに実行するコマンドを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_mode_conf

                                 
                                 	
                                    HiRDB（ユニット）の開始方法に関するオペランドです。指定値の目安を次に示します。

                                    モニタモードの場合はMANUAL1を指定してください。

                                    ただし，クラスタソフトウェアにCLUSTERPROを使用して，カスタムモニタリソースを作成する場合はMANUAL2を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_hostname

                                 
                                 	
                                    現用系の標準ホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdunit

                                 
                                 	
                                    -x

                                 
                                 	
                                    現用系のホスト名を指定します。マルチスタンバイ構成の場合は，IPアドレスを引き継ぐホスト名を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    ユニット識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -d

                                 
                                 	
                                    HiRDB運用ディレクトリ名を指定します。マルチスタンバイ構成の場合は，現用系とすべての予備系で同じディレクトリ名となるように構築してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -c

                                 
                                 	
                                    予備系のホスト名を指定します。IPアドレスを引き継がない場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -p

                                 
                                 	
                                    HiRDBのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -s

                                 
                                 	
                                    スケジューラのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -t

                                 
                                 	
                                    トランザクションサーバのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます）にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます），このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，どちらかのユニットへの系の切り替えに失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_crypto_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます）にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます），このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，どちらかのユニットへの系の切り替えに失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_crypto_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (4)　RDエリアの作成

                  共有ディスクに作成したRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域にRDエリアを定義します。ユーザ用RDエリアとシステム用RDエリアをそれぞれ異なる共有ディスクのHiRDBファイルシステム領域に作成するときの定義例を次に示すシステム構成例を基に説明します。

                  
                     図26‒36　HiRDB/シングルサーバのシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  ●create rdarea文の指定例

                  create rdarea SMAST for masterdirectory                   1
  file name "/sds0111/srd01" initial 10 segments;
create rdarea SDIR for datadirectory                      2
  file name "/sds0112/srd02" initial 5 segments;
create rdarea SDIC for datadictionary                     3
  file name "/sds0113/srd03" initial 20 segments;
create rdarea SUSR01 for user used by PUBLIC              4
  file name "/sds0121/srd04" initial 500 segments;
create rdarea SUSR02 for user used by PUBLIC              5
  file name "/sds0131/srd05" initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア（SMAST）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア（SDIR）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア（SDIC）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（SUSR01）を共有ディスクBのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（SUSR02）を共有ディスクCのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                              
                                 図26‒37　HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例
                                 [image: [図データ]]

                              
                           

                        

                     

                  

                  ●create rdarea文の指定例

                  create rdarea PMAST for masterdirectory                      1
    server name DIC file name "/dic0111/prd01"
    initial 10 segments;
create rdarea PDIR for datadirectory                         2
    server name DIC file name "/dic0112/prd02"
    initial 5 segments;
create rdarea PDIC for datadictionary                        3
    server name DIC file name "/dic0113/prd03"
    initial 20 segments;
create rdarea PUSR01 for user used by PUBLIC                 4
    server name BACK01 file name "/back0121/prd04"
    initial 500 segments;
create rdarea PUSR02 for user used by PUBLIC                 5
    server name BACK02 file name "/back0231/prd05"
    initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア（PMAST）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア（PDIR）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア（PDIC）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR01）を共有ディスクBのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR02）を共有ディスクCのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　グローバルバッファの定義

                  マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「グローバルバッファの割り当て方法」を参照して，作成したRDエリアにグローバルバッファを割り当ててください。

               
               
                  (6)　監査証跡ファイルの運用

                  実行者　HiRDB管理者，及び監査人

                  監査証跡ファイルはHiRDB管理者が共有ディスクに作成します。HiRDB管理者，及び監査人は，共有ディスク上の監査証跡ファイルを運用してください。

                  
                     (a)　監査証跡ファイルの作成

                     監査証跡ファイルは，HiRDB管理者が共有ディスクに作成します。

                  
                  
                     (b)　監査証跡ファイルの運用

                     系切り替えが発生した場合，HiRDBは共有ディスク上の監査証跡ファイルに監査事象を記録します。監査事象の記録に関する監査証跡ファイルの運用については，「監査証跡ファイルの運用」を参照してください。

                  
                  
                     (c)　監査証跡の取得

                     系切り替えが発生した場合，監査証跡取得状態の引き継ぎについては，切り替え元ユニットの停止状態に依存します。切り替え先の系が再開始の場合は系を切り替える前の状態を引き継ぎます。切り替え先の系が正常開始の場合はpd_auditオペランドの指定に従います。

                  
                  
                     (d)　pdloadの実行

                     HiRDB管理者は，監査証跡ファイルを入力情報として，pdloadを実行してください（認証は監査人）。ただし，障害などで系が切り替わった場合，HiRDBは切り替わる直前の監査事象を正しく取得しません。このため，pdloadを実行しても切り替え直前のデータを取得できない場合があります。

                  
               
               
                  (7)　NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項

                  系切り替え構成でNetBackup連携機能を使用する場合で，バックアップを取得したNetBackupクライアントとは別のNetBackupクライアントで回復を行うときは，次の環境設定と運用が必要です。ただし，この環境設定と運用は，JP1/VERITAS
                     NetBackup 5.0以降を使用している場合にだけ適用してください。

                  
                     	
                        NetBackupマスターサーバのインストールマシンに，次の空ファイルを作成します。

                        /usr/openv/NetBackup/db/altnames/No.Restrictions

                     

                     	
                        回復に使用するNetBackupクライアント名称（ポリシに設定するクライアントホスト名）は，回復に使用するバックアップデータを取得したNetBackupクライアント名称に変更する必要があります。NetBackupクライアント名称の変更などの詳細は，NetBackupに添付されているドキュメントを参照してください。

                     

                  

               
            
            
               26.2.5　HAモニタに関する準備

               クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合にこの項をお読みください。ここでは，次に示すHAモニタの定義ファイルのうち，HiRDBに関連するオペランドの指定値の目安について説明します。

               
                  	
                     sysdef定義ファイル

                  

                  	
                     servers定義ファイル

                     
                        	参考

                        	
                           
                              	
                                 sysdef定義ファイル及びservers定義ファイルのパス名はOSごとに異なるので注意してください。

                              

                              	
                                 ユニットごとに動作環境を設定します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               これらの定義文の各オペランド，これらの定義文を格納するファイルのパス名，及びHAモニタの環境設定については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。

               
                  (1)　sysdef定義ファイル

                  
                     (a)　servmaxオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバで，一つのサーバマシン上で同時に実行又は待機状態として起動できるサーバの最大数を16又は64で指定します。

                     16：同時に起動できるサーバの最大数を16に設定します。 

                     64：同時に起動できるサーバの最大数を64に設定します。

                     一つのサーバマシン上で系の切り替え単位であるサーバ数が16を超える場合は64を指定してください。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバ数は，HiRDB以外の系切り替え対象製品を含めた値です。HiRDBでは系切り替え対象のサーバ数を次の計算で求めます。

                     
                        	
                           一つのサーバマシン上で動作するスタンバイ型系切り替えの実行系ユニット数と待機系ユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する1:1スタンバイレス型系切り替えの正規BESユニット数と代替BESユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する影響分散スタンバイレス型系切り替えのホストBES数とゲスト用領域数の合計数

                        

                     

                  
                  
                     (b)　multistandbyオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     一つの実行系に対して複数の待機系を定義できる，マルチスタンバイ機能を使用するかどうかを指定します。

                     
                        	
                           use：マルチスタンバイ機能を使用します。

                        

                        	
                           nouse：マルチスタンバイ機能を使用しません。

                        

                     

                     multistandbyオペランドの指定値の目安を次の表に示します。

                     
                        表26‒13　multistandbyオペランドの指定値の目安
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    系切り替え機能の環境

                                 
                                 	
                                    multistandbyオペランドの指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    IPアドレスを引き継がない場合

                                 
                                 	
                                    IPアドレスを引き継がない場合はマルチスタンバイ構成を適用できません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレスを引き継ぐ場合

                                 
                                 	
                                    マルチスタンバイ構成を適用する場合はuseを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           useを指定した場合，server定義文のstandbypriオペランドで待機系の優先度を指定してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　servers定義ファイル

                  
                     (a)　acttypeオペランド

                     モニタモードの場合はこのオペランドにmonitorを指定してください。

                  
                  
                     (b)　nameオペランド

                     HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を開始するコマンド（シェル）を絶対パス名で指定します。HAモニタから引き継がれる環境変数がHiRDB開始コマンドの環境変数として適切でないと正しく動作しません。そのため，ユーザコマンド（シェル）で実行環境を変更した後に次に示すコマンドを発行してください。

                     
                        	
                           $PDDIR/bin/pdstart（HiRDB/シングルサーバの場合)

                        

                        	
                           $PDDIR/bin/pdstart -q※（HiRDB/パラレルサーバの場合)

                           注※　系切り替え機能使用時のHiRDB/パラレルサーバのユニットを開始するコマンドです。

                        

                     

                     HiRDB/シングルサーバの場合のユーザコマンド（シェル）の作成例を次に示します。

                     
                        	（例）

                        	
                           PDDIR=/HiRDB_S
PATH=/bin:/usr/bin:/usr/ucb:$PDDIR/bin
PDCONFPATH=$PDDIR/conf
SHLIB_PATH=$PDDIR/lib
export PATH PDDIR PDCONFPATH SHLIB_PATH
$PDDIR/bin/pdstart

                        

                     

                  
                  
                     (c)　termcommandオペランド

                     このオペランドには，次に示す場合にHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を終了するコマンド（シェル）を絶対パス名で指定します

                     
                        	
                           連動系切り替えをする場合

                        

                        	
                           HAモニタのmonendコマンドだけでHiRDBを終了※させたり，monswapコマンドだけでHiRDBを計画系切り替えしたりする場合

                        

                     

                     
                        	注※

                        	
                           強制終了になります。通常の終了運用はpdstopでHiRDBを終了した後にmonendコマンドを実行します。

                        

                     

                     HAモニタから引き継がれる環境変数がHiRDBの終了コマンドの環境変数として適切でないと正しく動作しません。そのため，ユーザコマンド（シェル）で実行環境を変更した後に次に示すコマンドを発行してください。

                     
                        	
                           $PDDIR/bin/pdstop又は$PDDIR/bin/pdstop -f -q：HiRDB/シングルサーバの場合

                        

                        	
                           $PDDIR/bin/pdstop -z -q：HiRDB/パラレルサーバの場合

                        

                     

                     HiRDB/シングルサーバの場合のユーザコマンド（シェル）の作成例を次に示します。

                     
                        	（例）

                        	
                           PDDIR=/HiRDB_S
PATH=/bin:/usr/bin:/usr/ucb:$PDDIR/bin
PDCONFPATH=$PDDIR/conf
SHLIB_PATH=$PDDIR/lib
export PATH PDDIR PDCONFPATH SHLIB_PATH
$PDDIR/bin/pdstop

                           
                              	参考

                              	
                                 
                                    	
                                       このオペランドを指定してHiRDBの停止処理中にHAモニタのmonswapコマンドを入力すると，pdstopコマンドがエラー（停止中にpdstopが入力された）になります。このとき，エラーメッセージを出力しますが異常ではありません。

                                    

                                    	
                                       再開始に失敗した場合に実行するコマンド（pd_ha_restart_failureオペランドで指定）を定義したときにも，同様にpdstopコマンドがエラーになります。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (d)　aliasオペランド

                     HAモニタを適用したシステムで一意となる識別名を指定します。現用系と予備系とで同じ識別名にする必要があります。

                     スタンバイ型系切り替え機能の場合は，HiRDBのユニット識別子を推奨します。

                  
                  
                     (e)　diskオペランド

                     HiRDBファイルシステム領域を作成したDISK領域（ボリュームグループ及びパーティション）の名称を指定します。詳細については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                        HAモニタ」を参照してください。

                  
                  
                     (f)　lan_updownオペランド

                     
                        	IPアドレスを引き継ぐ場合

                        	
                           aliasオペランドの値.upファイル，又はサーバ識別名.downファイルに引き継ぎ対象のIPアドレスを指定して，ネットワークをup/downさせてください。この場合，lan_updownオペランドにuseを指定してください。

                        

                        	IPアドレスを引き継がない場合

                        	
                           実行系及び待機系HiRDB（又はユニット）の開始前に，pdunitオペランドの-x及び-cオプションに指定したIPアドレスを起動しておいてください。HAモニタ用のaliasオペランドの値.upファイルや，aliasオペランドの値.downファイルには，pdunitオペランドの-x又は-cオプションに指定したIPアドレスを指定しないでください。クライアント接続用IPアドレスを引き継ぐ場合は，クライアント接続用IPアドレスを指定してください。なお，クライアント接続用IPアドレスなどの引き継ぐIPアドレスがない場合は，HAモニタのserver定義文のlan_updownオペランドにnouseを指定するか，又はaliasオペランドの値.upファイルとaliasオペランドの値.downファイルを削除してください。

                        

                     

                  
                  
                     (g)　groupオペランド

                     連動系切り替えをする場合にこのオペランドを指定します。系切り替え対象のサーバがHiRDBだけの場合はこのオペランドを指定する必要はありません。このオペランドにはサーバグループ名称を指定します。指定の目安を次に示します。

                     
                        	
                           OpenTP1と連動系切り替えをする場合は，同じ系のOpenTP1について指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorと連動系切り替えをする場合は，同じ系のHiRDB Datareplicatorについて指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (h)　initialオペランド

                     現用系にはonlineを予備系にはstandbyを指定します。

                  
                  
                     (i)　standbypriオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     HAモニタのマルチスタンバイ機能を使用して，マルチスタンバイ構成で運用する場合（sysdef定義ファイルのmultistandbyオペランドにuseを指定する場合），このオペランドで待機系の優先度を指定します。

                  
               
            
            
               26.2.6　PowerHAに関する準備

               クラスタソフトウェアにPowerHAを使用している場合にこの項をお読みください。

               なお，PowerHAの環境設定方法の詳細については，PowerHAのマニュアルを参照してください。

               
                  (1)　リソース・グループ

                  PowerHAが系切り替えを行う単位をリソース・グループといいます。リソース・グループとは，ユーザが定義するリソースの集合のことです。PowerHAを使用する場合，リソース・グループとして登録するリソースを次に示します。

                  
                     	
                        ボリューム・グループ

                     

                     	
                        アプリケーション・コントローラー

                     

                     	
                        サービスIPラベル/アドレス

                     

                  

                  リソース・グループ及び各リソースを，PowerHAの［リソース・グループのリソースおよび属性をすべて変更/表示］画面で登録します。

               
               
                  (2)　ボリューム・グループの登録

                  HiRDBファイルシステム領域を作成した共有ディスクを，PowerHAの［ボリューム・グループ］として登録します。

               
               
                  (3)　アプリケーション・コントローラーの登録

                  PowerHAのアプリケーション・コントローラーとしてHiRDBを登録します。アプリケーション・コントローラーに登録するのは，HiRDBを開始するシェルスクリプト及び終了するシェルスクリプトです。また，アプリケーション・コントローラーを監視するアプリケーション・モニターを作成します。

                  アプリケーション・コントローラーに登録するシェルスクリプトは，事前に作成し，現用系と予備系の両方のサーバマシンに格納しておきます。［始動スクリプト］の項目にはHiRDBを開始するシェルスクリプトを，［停止スクリプト］の項目にはHiRDBを終了するシェルスクリプトを登録します。

                  アプリケーション・コントローラーに登録するシェルスクリプト及びアプリケーション・モニターの設定例を示します。

                  
                     (a)　HiRDBを開始するシェルスクリプトの例

                     HiRDBを開始するシェルスクリプトの例を次に示します。この例では，HiRDB管理者のユーザIDをhirdbとして作成しています。

                     なお，シェルスクリプトの実行権限はルートユーザに与えてください。

                     
                        	●HiRDB/シングルサーバの場合

                        	
                           #!/bin/sh -x
su - hirdb -c                      /* HiRDB管理者権限に変更 */
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=/HiRDB_S/conf
LIBPATH=/HiRDB_S/lib
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LIBPATH
$PDDIR/bin/pdstart

                        

                        	●HiRDB/パラレルサーバの場合

                        	
                           #!/bin/sh -x
su - hirdb -c                      /* HiRDB管理者権限に変更 */
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=/HiRDB_P/conf
LIBPATH=/HiRDB_P/lib
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LIBPATH
$PDDIR/bin/pdstart -q

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDBを終了するシェルスクリプトの例

                     HiRDBを終了するシェルスクリプトには，HiRDBを強制終了するオプション（HiRDB/シングルサーバの場合pdstop -f -q，HiRDB/パラレルサーバの場合pdstop
                        -z -q）を指定してください。指定しない場合，HiRDBを終了するときに，仕掛かり中のトランザクションの完了やコネクションの切断を待ち合わせます。そのため，系切り替えに時間が掛かることがあります。

                     HiRDBを終了するシェルスクリプトの例を次に示します。この例では，HiRDB管理者のユーザIDをhirdbとして作成しています。

                     なお，シェルスクリプトの実行権限はルートユーザに与えてください。

                     
                        	●HiRDB/シングルサーバの場合

                        	
                           #!/bin/sh -x
su - hirdb -c                      /* hirdb管理者権限に変更 */
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=/HiRDB_S/conf
LIBPATH=/HiRDB_S/lib
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LIBPATH
$PDDIR/bin/pdstop -f -q

                        

                        	●HiRDB/パラレルサーバの場合

                        	
                           #!/bin/sh -x
su - hirdb -c                      /* hirdb管理者権限に変更 */
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=/HiRDB_P/conf
LIBPATH=/HiRDB_P/lib
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LIBPATH
$PDDIR/bin/pdstop -z -q

                        

                     

                  
                  
                     (c)　アプリケーション・モニターの設定例

                     PowerHAのモニター・モードは「長期モード」を選択し，安定化間隔はHiRDBの起動時間より大きい値を指定してください。モニター・メソッドのシェルスクリプトの例を次に示します。

                     
                        	●HiRDB/シングルサーバの場合

                        	
                           #!/bin/sh -x
su - hirdb -c       # HiRDB管理者権限に変更
PDDIR=/home/hirdb/hirdb_s
PDCONFPATH=/home/hirdb/hirdb_s/conf
LIBPATH=/home/hirdb/hirdb_s/lib
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LIBPATH
 
$PDDIR/bin/pdls -d ust

                        

                        	●HiRDB/パラレルサーバの場合

                        	
                           #!/bin/sh -x
su - hirdb -c      # HiRDB管理者権限に変更
PDDIR=/home/hirdb/hirdb_p
PDCONFPATH=/home/hirdb/hirdb_p/conf
LIBPATH=/home/hirdb/hirdb_p/lib
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LIBPATH
 
$PDDIR/bin/pdls -d ust

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　サービスIPラベル/アドレスの登録

                  システム共通定義のpdunitオペランドの-xオプションを指定している場合，指定しているホスト名又はIPアドレスを［サービスIPラベル/アドレス］として登録します。システム共通定義のpdunitオペランドの-xオプションを指定していない場合，登録は不要です。

               
            
            
               26.2.7　LifeKeeperに関する準備

               クラスタソフトウェアにLifeKeeperを使用している場合にこの項をお読みください。

               なお，これらのリソースは，下記の順序で作成する必要があります。また，HiRDBが停止した状態で作成してください。

               LifeKeeperの環境設定方法の詳細については，LifeKeeperのマニュアルを参照してください。

               
                  	注意事項

                  	
                     HiRDBがLifeKeeperでの動作を保証するクラスタ構成は，1：1接続構成（1:1系切り替え構成，及び相互系切り替え構成）だけです。

                     また，ディスク構成は次のどちらかを選択してください。

                     
                        	
                           共有ディスク（SAN/SCSI）構成

                        

                        	
                           DataKeeperによる複製ディスク構成

                        

                     

                     なお，DataKeeperによる複製ディスク構成は，ディスク間の整合性を保つ必要があるため，同期レプリケーションを選択してください。

                     また，DataKeeperによる複製ディスク構成は，ネットワーク性能がトランザクション性能に影響を及ぼすことがあります。十分に性能検証をして，運用方法を検討してください。

                  

               

               
                  (1)　IPリソースの作成

                  IPリソースを作成して，LifeKeeperに仮想IPアドレス（HiRDBのエイリアスIPアドレス）を設定します。IPリソースは，系切り替え後，IPアドレスを引き継ぐ場合だけ作成する必要があります。

                  システム共通定義のpdunitオペランドの-xオプションで指定したホスト名を仮想IPアドレスとして設定します。

                  仮想IPアドレスの設定は，LifeKeeperのGUI画面から［Edit］−［Server］−［Create Resource Hierarchy］−［IP］を選択して表示される画面で，次の表に示す項目を選択，又は指定します。

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 選択値，又は指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 Switchback Type

                              
                              	
                                 「intelligent」を選択します。

                              
                           

                           
                              	
                                 Server

                              
                              	
                                 現用系のホスト名を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 IP Resource

                              
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプションで指定したホスト名，又はIPアドレスを指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 Netmask

                              
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプションで指定したホスト名，又はIPアドレスのネットマスクを指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 Network Interface

                              
                              	
                                 仮想IPアドレスを割り当てるインタフェースを指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 IP Resource Tag

                              
                              	
                                 LifeKeeper管理上の任意のIPリソース名を指定します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  現用系での設定が完了した後は，予備系でも設定を行います。上記の表の項目について予備系としての設定をしてください。

               
               
                  (2)　ディスクに関連するリソースの作成

                  HiRDBファイルシステム領域を配置するディスクをLifeKeeperに設定します。

                  HiRDBファイルシステム領域は次の領域に配置できます。

                  
                     	
                        共有ディスク上に作成した通常ファイル

                        「ファイルシステムリソースの作成」に従って設定してください。

                     

                     	
                        共有ディスクに対応したキャラクタ型スペシャルファイル又はブロック型スペシャルファイル

                        「Rawデバイスリソースの作成」に従って設定してください。

                     

                     	
                        DataKeeperによる複製ディスクに対応したキャラクタ型スペシャルファイル又はブロック型スペシャルファイル

                        「データレプリケーションリソースの作成」に従って設定してください。

                     

                  

                  
                     (a)　ファイルシステムリソースの作成

                     ファイルシステムリソースを作成して，LifeKeeperに共有ディスクを設定します。ファイルシステムリソースは，HiRDBファイルシステム領域を通常ファイル上に作成する場合に作成する必要があります。

                     なお，この設定は，共有ディスクが現用系に割り当てられていることを確認してから行ってください。

                     共有ディスクの設定は，LifeKeeperのGUI画面から［Edit］−［Server］−［Create Resource Hierarchy］−［File System］を選択して表示される画面で，次の表に示す項目を選択，又は指定します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    選択値，又は指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    Switchback Type

                                 
                                 	
                                    「intelligent」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Server

                                 
                                 	
                                    現用系のホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Mount Point

                                 
                                 	
                                    共有ディスクのマウントポイントを選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Root Tag

                                 
                                 	
                                    LifeKeeper管理上の任意の名称を指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     現用系での設定が完了した後は，予備系でも設定を行います。上記の表の項目について予備系としての設定をしてください。

                  
                  
                     (b)　Rawデバイスリソースの作成

                     Rawデバイスリソースを作成して，LifeKeeperに共有ディスクを設定します。Rawデバイスリソースは，HiRDBファイルシステム領域を共有ディスクに対応したキャラクタ型スペシャルファイル上に作成する場合に作成する必要があります。

                     共有ディスクの設定は，LifeKeeperのGUI画面から［Edit］−［Server］−［Create Resource Hierarchy］−［Raw Device］を選択して表示される画面で，次の表に示す項目を選択，又は指定します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    選択値，又は指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    Switchback Type

                                 
                                 	
                                    「intelligent」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Server

                                 
                                 	
                                    現用系のホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Raw Partition

                                 
                                 	
                                    共有ディスクのパーティションを選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Root Tag

                                 
                                 	
                                    LifeKeeper管理上の任意の名称を指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     現用系での設定が完了した後は，予備系でも設定を行います。上記の表の項目について予備系としての設定をしてください。

                  
                  
                     (c)　データレプリケーションリソースの作成

                     データレプリケーションリソースを作成して，DataKeeperによる複製ディスクを設定します。

                     DataKeeperによる複製ディスクの設定は，LifeKeeperのGUI画面から［Edit］−［Server］−［Create Resource Hierarchy］−［Data
                        Replication］を選択して表示される画面で，次の表に示す項目を選択，又は指定します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    選択値，又は指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    Switchback Type

                                 
                                 	
                                    「intelligent」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Server

                                 
                                 	
                                    現用系のホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Hierarchy Type

                                 
                                 	
                                    「Data Replication Resource」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Source Disk

                                 
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域を配置する現用系のディスクを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Data Replication Resource Tag

                                 
                                 	
                                    LifeKeeper管理上の任意の名称を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Bitmap File

                                 
                                 	
                                    DataKeeperがディスクの更新状態を記録するファイルの現用系のパスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Enable Asynchronous Replication?

                                 
                                 	
                                    「no」を選択します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     現用系での設定が完了した後は，次の表に示す項目を選択，又は指定して予備系としての設定をしてください。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    選択値，又は指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    Target Server

                                 
                                 	
                                    予備系のホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Switchback Type

                                 
                                 	
                                    「intelligent」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Template Priority

                                 
                                 	
                                    現用系の優先度を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Target Priority

                                 
                                 	
                                    予備系の優先度を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Target Disk

                                 
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域を配置する予備系のディスクを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Data Replication Resource Tag

                                 
                                 	
                                    LifeKeeper管理上の任意の名称を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Bitmap File

                                 
                                 	
                                    DataKeeperがディスクの更新状態を記録するファイルの予備系のパスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Replication Path

                                 
                                 	
                                    データレプリケーションに使用するネットワークを選択します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     データレプリケーションリソースを作成すると，現用系にソフトウェアRAIDデバイス（/dev/md0など）が作成され，「Source Disk」及び「Target Disk」で指定したデバイス（/dev/sdaなど）にはアクセスできなくなります。

                     キャラクタ型スペシャルファイルを作成する場合や，HiRDBファイルシステム領域を作成する場合は，ソフトウェアRAIDデバイス（/dev/md0など）を指定してください。

                  
               
               
                  (3)　Generic ARKリソースの作成

                  Generic ARKリソースを作成して，HiRDBをLifeKeeperに設定し，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）のリソースを作成します。

                  
                     (a)　スクリプトの作成

                     次に示すスクリプトを準備します。HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）のシェルスクリプトを作成した後，LifeKeeperから提供されているスクリプトにHiRDB（ユニット）のシェルスクリプトのパスを指定してください。

                     
                        	LifeKeeperから提供されているスクリプト

                        	
                           LifeKeeperから提供されているサンプルスクリプトを使用して，次のスクリプトを作成します。「HiRDB/シングルサーバの場合」又は「HiRDB/パラレルサーバの場合」の例を参照して作成してください。

                           
                              	
                                 起動（Restore）スクリプト

                              

                              	
                                 停止（Remove）スクリプト

                              

                           

                        

                        	HiRDBのシェルスクリプト

                        	
                           次のシェルスクリプトを作成します。「HiRDB/シングルサーバの場合」又は「HiRDB/パラレルサーバの場合」の例を参照して作成してください。

                           
                              	
                                 HiRDB（ユニット）を開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）

                              

                              	
                                 HiRDB（ユニット）を終了するシェルスクリプト（pdstop.sh）

                              

                              	
                                 HiRDBの状態（ユニットの稼働状態）を表示するシェルスクリプト（pdls.sh）

                              

                           

                        

                     

                     シェルスクリプトの実行権限は，HiRDB管理者，又はルートユーザに与えてください。なお，これらのスクリプトは現用系，予備系の両方に格納する必要があります。

                     次にそれぞれのスクリプトの例を示します。この例ではHiRDB管理者のユーザIDをhirdb，スクリプトタイムアウトを600（秒）として作成しています。

                     
                        	HiRDB/シングルサーバの場合

                        	
                           
                              	●起動（Restore）スクリプト，及び停止（Remove）スクリプト

                              	
                                 HiRDB/シングルサーバでは，起動（Restore）スクリプトと停止（Remove）スクリプトで同一の内容を指定します。例では，HiRDBの設定を指定する保護対象パラメータ設定（ユーザ定義）部分，及びパラメータ初期化部分だけを示します。

                                 　　　　：
　
#######################################
# 保護対象パラメータ設定 (ユーザ定義) #
#######################################
　
　　　　：
APP_START="su"                             # 起動コマンド.............1
APP_START_ARGS="- hirdb -c /HiRDB_S/conf/pdstart.sh"
                                           # 起動コマンドの引数.......2
　
APP_STOP="su"                              # 停止コマンド.............3
APP_STOP_ARGS="- hirdb -c /HiRDB_S/conf/pdstop.sh"
                                           # 停止コマンドの引数.......4
　
APP_FORCE_STOP=""                          # 強制停止コマンド
APP_FORCE_STOP_ARGS=""                     # 強制停止コマンドの引数
　
APP_CHECK[0]="/HiRDB_S/conf/pdls.sh"       # 動作確認コマンド1........5
APP_CHECK_ARGS[0]=""                       # 上記コマンドの引数
　
# APP_CHECK[1]=""                          # 動作確認コマンド2
# APP_CHECK_ARGS[1]=""                     # 上記コマンドの引数
　
　
####################
# パラメータ初期化 #
####################
　
　　　　：
DEFAULT_TIMEOUT=600         # スクリプトタイムアウト値
START_SUCCESS_CODE=0        # 動作確認コマンドの起動状態の戻り値
STOP_SUCCESS_CODE=12        # 動作確認コマンドの停止状態の戻り値
CHECK_RETRY_CODE=4          # 動作確認コマンドのリトライが必要な戻り値
　　　　：

                              

                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       起動コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       起動コマンドの引数に，HiRDBを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）のパスを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドの引数に，HiRDBを終了するシェルスクリプト（pdstop.sh）のパスを記載します。

                                    

                                    	
                                       動作確認コマンド1に，HiRDBの状態を表示するシェルスクリプト（pdls.sh）のパスを記載します。

                                    

                                 

                              

                              	●HiRDBを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）

                              	
                                 #!/bin/sh -x
　
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
　
$PDDIR/bin/pdstart

                              

                              	●HiRDBを終了するシェルスクリプト（pdstop.sh）

                              	
                                 #!/bin/sh -x
　
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
　
$PDDIR/bin/pdstop -f -q...................................1

                              

                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       系が短時間で切り替わるように，終了コマンドには強制終了（pdstop -f -q）を用いてください。

                                    

                                 

                              

                              	●HiRDBの状態を表示するシェルスクリプト（pdls.sh）

                              	
                                 #!/bin/sh -x
　
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
　
$PDDIR/bin/pdls -d ust

                              

                           

                        

                        	HiRDB/パラレルサーバの場合

                        	
                           HiRDB/パラレルサーバでは，起動（Restore）スクリプトと停止（Remove）スクリプトで指定する内容が異なります。例では，HiRDBの設定を指定する保護対象パラメータ設定（ユーザ定義）部分，パラメータ初期化部分，Function部分及びMain（restore）部分だけを示します。

                           
                              	注意事項

                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバでユニットのリソースを起動する場合，ユニットを開始するシェルスクリプトを実行した時点で，LifeKeeperのGUI画面上ではユニットのリソースは稼働状態になります。また，ユニットのリソースを系切り替えする場合も，系切り替え先のユニットを開始するシェルスクリプトを実行した時点で，LifeKeeperのGUI画面上ではユニットのリソースは稼働状態になります。ユニットの起動が完了したかどうか，又は系切り替えが完了したかどうかはsyslogfileのKFPS05110-Iメッセージを確認してください。KFPS05110-Iメッセージが出力されていれば，ユニットの起動，又は系切り替えは完了しています。

                                 また，syslogfileにエラーメッセージが出力され，ユニットの起動が失敗している場合は，起動失敗の要因を取り除いた後，LifeKeeperのGUI操作で［Out
                                    of Service］を選択し，ユニットのリソースを停止してから再起動してください。

                              

                           

                           
                              	●起動（Restore）スクリプト

                              	
                                 　　　　：
　
#######################################
# 保護対象パラメータ設定 (ユーザ定義) #
#######################################
　
　　　　：
APP_START="su"                              # 起動コマンド.............1
APP_START_ARGS="- hirdb -c /HiRDB_P/conf/pdstart.sh"
                                            # 起動コマンドの引数.......2
　
APP_STOP="su"                               # 停止コマンド.............3
APP_STOP_ARGS="- hirdb -c /HiRDB_P/conf/pdstop.sh"
                                            # 停止コマンドの引数.......4
　
APP_FORCE_STOP=""                           # 強制停止コマンド
APP_FORCE_STOP_ARGS=""                      # 強制停止コマンドの引数
　
APP_CHECK[0]=""                             # 動作確認コマンド1........5
APP_CHECK_ARGS[0]=""                        # 上記コマンドの引数
　
# APP_CHECK[1]=""                           # 動作確認コマンド2
# APP_CHECK_ARGS[1]=""                      # 上記コマンドの引数
　
　
####################
# パラメータ初期化 #
####################
　
　　　　：
DEFAULT_TIMEOUT=600         # スクリプトタイムアウト値
START_SUCCESS_CODE=0        # 動作確認コマンドの起動状態の戻り値
STOP_SUCCESS_CODE=12        # 動作確認コマンドの停止状態の戻り値
CHECK_RETRY_CODE=4          # 動作確認コマンドのリトライが必要な戻り値
　　　　：
　
##################
# ログ出力関数   #
##################
　
　　　　：
logcmd()...............................................................6
{
lklogmsg -l $1 -s "$APP" -a "$ACTION" -i $(($MSGID + $2)) -t $TAG -c $3 -- $4 &
}
　
　　　　：
　
##################
# Main (restore) #
##################
　
　　　　：
# 起動.................................................................7
APP_start
　
exit 0

                              

                              	〔説明〕

                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合，ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）の終了を待たないようにするため，5.〜7.を満たす必要があります。

                                 
                                    	
                                       起動コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       起動コマンドの引数に，ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）のパスを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドの引数に，ユニットを終了するシェルスクリプト（pdstop.sh）のパスを記載します。

                                    

                                    	
                                       動作確認コマンド1を指定しないでください。

                                    

                                    	
                                       ログ出力関数内のログ出力コマンド実行後のwaitの処理を削除します。

                                    

                                    	
                                       起動処理実行後の動作確認コマンド実行処理部分を削除します。また，起動（Restore）スクリプトが正常終了するように，起動コマンド実行後に戻り値0がリターンする処理を入れます。

                                    

                                 

                              

                              	●停止（Remove）スクリプト

                              	
                                 　　　　：
　
#######################################
# 保護対象パラメータ設定 (ユーザ定義) #
#######################################
　
　　　　：
APP_START="su"                                 # 起動コマンド...........1
APP_START_ARGS="- hirdb -c /HiRDB_P/conf/pdstart.sh"
                                               # 起動コマンドの引数.....2
　
APP_STOP="su"                                  # 停止コマンド...........3
APP_STOP_ARGS="- hirdb -c /HiRDB_P/conf/pdstop.sh"
                                               # 停止コマンドの引数.....4
　
APP_FORCE_STOP=""                              # 強制停止コマンド
APP_FORCE_STOP_ARGS=""                         # 強制停止コマンドの引数
　
APP_CHECK[0]="/HiRDB_P/conf/pdls.sh"
                                               # 動作確認コマンド1......5
APP_CHECK_ARGS[0]=""                           # 上記コマンドの引数
　
# APP_CHECK[1]=""                              # 動作確認コマンド2
# APP_CHECK_ARGS[1]=""                         # 上記コマンドの引数
　
　
####################
# パラメータ初期化 #
####################
　
　　　　：
DEFAULT_TIMEOUT=600          # スクリプトタイムアウト値
START_SUCCESS_CODE=0         # 動作確認コマンドの起動状態の戻り値
STOP_SUCCESS_CODE=12         # 動作確認コマンドの停止状態の戻り値
CHECK_RETRY_CODE=4           # 動作確認コマンドのリトライが必要な戻り値
　　　　：

                              

                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       起動コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       起動コマンドの引数に，ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）のパスを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドの引数に，ユニットを終了するシェルスクリプト（pdstop.sh）のパスを記載します。

                                    

                                    	
                                       動作確認コマンド1に，ユニットの稼働状態を表示するシェルスクリプト（pdls.sh）のパスを記載します。

                                    

                                 

                              

                              	●ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）

                              	
                                 #!/bin/sh -x
　
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
　
$PDDIR/bin/pdstart -q &....................................1

                              

                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       HiRDB/パラレルサーバの場合，ユニットを開始するシェルスクリプトの終了を待たないようにするため，pdstart -qコマンドに「&」を付けて，バックグラウンドで実行します。

                                    

                                 

                              

                              	●ユニットを終了するシェルスクリプト（pdstop.sh）

                              	
                                 #!/bin/sh -x
　
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
　
$PDDIR/bin/pdstop -z -q....................................1

                              

                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       系が短時間で切り替わるように，終了コマンドには強制終了（pdstop -z -q）を用いてください。

                                    

                                 

                              

                              	●ユニットの稼働状態を表示するシェルスクリプト（pdls.sh）

                              	
                                 #!/bin/sh -x
　
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
　
$PDDIR/bin/pdls -d ust

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　スクリプトの登録

                     スクリプトを登録し，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）のリソースを作成します。

                     スクリプトの登録は，LifeKeeperのGUI画面から［Edit］−［Server］−［Create Resource Hierarchy］−［Generic Application］を選択して表示される画面で，次の表に示す項目を選択，又は指定します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    選択値，又は指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    Switchback Type

                                 
                                 	
                                    「intelligent」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Server

                                 
                                 	
                                    現用系のホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Restore Script

                                 
                                 	
                                    起動（Restore）スクリプトの格納場所を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Remove Script

                                 
                                 	
                                    停止（Remove）スクリプトの格納場所を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    QuickCheck Script

                                 
                                 	
                                    指定しません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Application Info

                                 
                                 	
                                    指定しません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Bring Resource In Service

                                 
                                 	
                                    「No」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Resource Tag

                                 
                                 	
                                    LifeKeeper管理上の任意のリソース名を指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     現用系での設定が完了すると，予備系を設定するための［Pre-Extend Wizard］画面に移りますが，［Cancel］を選択して，LifeKeeperのGUI画面で現用系にHiRDBのリソースが作成されていることを確認してください。なお，HiRDB/パラレルサーバで複数のユニットが存在する場合は，ユニット数分の設定を行い，ユニット数分のリソースが作成されていることを確認してください。

                     その後，HiRDB（ユニット）のリソースのアイコン上で右クリックのメニューから［In Service］を選択し，HiRDB（ユニット）を起動してください。HiRDB（ユニット）の起動完了後，GUI画面上でHiRDB（ユニット）のリソースが有効になったことを確認してから，［Extend
                        Resource Hierarchy］を選択して予備系の設定を行ってください。

                  
               
               
                  (4)　リソース階層の作成

                  作成したリソースの階層を設定します。

                  リソース階層の設定は，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）のリソースのアイコン上で右クリックのメニューから［Create Dependency］を選択します。親リソース，及び子リソースは，次のように設定します。

                  親リソース

                  
                     	
                        HiRDB（ユニット）のリソース

                     

                  

                  子リソース

                  
                     	
                        IPリソース

                     

                     	
                        ファイルシステムリソース

                     

                     	
                        Rawデバイスリソース

                     

                     	
                        データレプリケーションリソース

                     

                  

               
            
            
               26.2.8　CLUSTERPROに関する準備

               クラスタソフトウェアにCLUSTERPROを使用している場合にこの項をお読みください。

               CLUSTERPROの環境設定方法の詳細については，CLUSTERPROのマニュアルを参照してください。

               
                  	注意事項

                  	
                     
                        	
                           HiRDBがCLUSTERPROでの動作を保証するクラスタ構成は，1：1接続構成（1：1系切り替え構成，及び相互系切り替え構成），及び1：N接続構成（マルチスタンバイ構成）となります。

                           また，ディスク構成は次のどちらかを選択してください。

                           ・共有ディスク構成

                           ・ミラーディスク構成

                        

                        	
                           グループリソース，モニタリソースの作成はHiRDBが停止した状態で行ってください。各種リソースの作成に失敗した場合は，CLUSTERPROのマニュアルを参照し各種リソースを再作成してください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　グループリソースの作成

                  CLUSTERPROが系切り替えを行う単位をフェイルオーバグループといいます。フェイルオーバグループとはクラスタシステム内の独立した業務を実行するために必要な資源（グループリソース）の集まりのことです。

                  HiRDBでCLUSTERPROを用いて系切り替えを実行する場合，CLUSTERPROのフェイルオーバグループにグループリソースを作成してください。

                  HiRDB/パラレルサーバの場合はユニットごとに作成したフェイルオーバグループ配下にグループリソースを作成してください。

                  HiRDBの設定に必要なグループリソースを次に示します。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 グループリソース名

                              
                              	
                                 概要

                              
                              	
                                 作成要否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 EXECリソース

                              
                              	
                                 HiRDBの起動，停止を行うスクリプトを実行するために作成します。

                              
                              	
                                 ◎

                              
                           

                           
                              	
                                 ディスクリソース

                              
                              	
                                 共有ディスク構成を構築する場合に作成します。

                                 ボリュームマネージャリソースを使用する場合は作成不要です。

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ミラーディスクリソース

                              
                              	
                                 ミラーディスク構成を構築する場合に作成します。

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 ボリュームマネージャリソース

                              
                              	
                                 LVM構成を構築する場合に使用できます。

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 フローティングIPリソース

                              
                              	
                                 オンプレミス環境でフローティングIPアドレスを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 AWS仮想IPリソース

                              
                              	
                                 Amazon Web Services環境で，仮想IPアドレスを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソース

                              
                              	
                                 Amazon Web Services環境で，AWSセカンダリIPアドレスを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 AWS Elastic IPリソース

                              
                              	
                                 Amazon Web Services環境で，ElasticIPアドレスを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 AWS DNSリソース

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録したFQDNを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 Azureプローブポートリソース

                              
                              	
                                 Azureロードバランサーを用いて，仮想IPアドレスを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 Azure DNSリソース

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録したFQDNを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 Oracle Cloud DNSリソース

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録したFQDNを使用する場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ◎：必ず作成してください。

                        ○：構築環境に合わせて必ず作成してください。

                        △：必要に応じて作成してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　モニタリソースの作成

                  グループリソースのうち，指定されたリソースの監視を行うリソースです。

                  モニタリソースは，監視対象の異常を検出した場合に，グループリソースの再起動やフェイルオーバなどを行います。そのため，HiRDBの稼働監視を行う場合にモニタリソースを作成することで，HiRDB異常終了時に再起動やフェイルオーバを行うことができます。

                  HiRDBの稼働監視を行う場合に作成するモニタリソースを次に示します。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 モニタリソース名

                              
                              	
                                 概要

                              
                              	
                                 作成要否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 カスタムモニタ

                              
                              	
                                 HiRDBユニットの稼働監視を行う場合に作成します。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        △：必要に応じて作成してください。

                     

                  

                  そのほかのモニタリソースについては，「グループリソースの作成」で示したグループリソースを作成した後，CLUSTERPRO側が対応するモニタリソースを自動，又は手動で作成が必要なリソースがあります。

                  なお，HiRDBでの設定は必要ありません。

               
               
                  (3)　IPアドレスに関連するリソースの作成

                  オンプレミス環境上でHiRDBのIPアドレス，又はクライアント接続用のIPアドレスを引き継ぐ場合，CLUSTERPROのグループリソースのうち，フローティングIPリソースを作成してください。HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                  
                     表26‒14　フローティングIPリソースに指定する項目の値
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 プロパティ

                              
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 入力・選択値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 情報

                              
                              	
                                 タイプ

                              
                              	
                                 「フローティングIPリソース」を選択します。

                              
                           

                           
                              	
                                 依存関係

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                              
                           

                           
                              	
                                 詳細

                              
                              	
                                 IPアドレス

                              
                              	
                                 使用するフローティングIPアドレスを指定します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  Amazon Web Services，Microsoft Azure，又はOracle Cloud Infrastructure環境でHiRDBのIPアドレス，又はクライアント接続用のIPアドレスを引き継ぐ場合の詳細は，「パブリッククラウド環境でCLUSTERPROを使用する場合の準備」を参照してください。

               
               
                  (4)　ディスクに関連するリソースの作成

                  HiRDBファイルシステムを配置するディスクをCLUSTERPROに設定します。

                  HiRDBファイルシステムは次の領域に配置できます。

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 ディスク形態

                              
                              	
                                 前提機能

                              
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域の作成ファイル

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 共有ディスク

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 通常ファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 キャラクタ型スペシャルファイル，又はブロック型スペシャルファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 ミラーディスク

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 通常ファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 キャラクタ型スペシャルファイル※

                              
                           

                           
                              	
                                 共有ディスク，ミラーディスク

                              
                              	
                                 LVM

                              
                              	
                                 キャラクタ型スペシャルファイル，又はブロック型スペシャルファイル

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        ミラーディスクの場合，ブロック型スペシャルファイルには作成できません。

                     

                  

                  
                     (a)　HiRDBファイルシステム領域を共有ディスク上の通常ファイルに作成する場合

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，ディスクリソースを作成してください。HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒15　ディスクリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「ディスクリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    ディスクタイプ

                                 
                                 	
                                    「disk」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    デバイス名

                                 
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域を配置するディスクのパスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    マウントポイント

                                 
                                 	
                                    ディスクデバイスをマウントするディレクトリパスを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　HiRDBファイルシステム領域を共有ディスク上のキャラクタ型スペシャルファイル，又はブロック型スペシャルファイルに作成する場合

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，ディスクリソースを作成してください。HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒16　ディスクリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「ディスクリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    ディスクタイプ

                                 
                                 	
                                    「raw」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    デバイス名

                                 
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域を配置するディスクのパスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    RAWデバイス名

                                 
                                 	
                                    ディスクデバイスをバインドするディレクトリを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    調整

                                 
                                 	
                                    アンバインドを実行する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ブロック型スペシャルファイルに作成する場合，ディスクデバイスに対して，HiRDB管理者のアクセス権限を与えてください。

                     また，キャラクタ型スペシャルファイルに作成する場合，ディスクリソースに指定したRAWデバイスのオーナーを変更するシェルスクリプトを作成した上で，ディスクリソースに設定してください。

                     ディスクリソースの追加設定内容，及びシェルスクリプトの例を次に示します。

                     ●ディスクリソースの追加設定内容

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    タブ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    拡張

                                 
                                 	
                                    活性前後，非活性前後にスクリプトを実行する

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                                 	
                                    実行タイミング

                                 
                                 	
                                    「リソース活性後にスクリプトを実行する」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    設定

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「ユーザアプリケーション」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ファイル

                                 
                                 	
                                    作成するシェルスクリプトのファイルパス名を指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ●シェルスクリプトの指定例（raw_chown.sh）

                     シェルスクリプトの実行権限は，スーパユーザに与えてください。

                     なお，このシェルスクリプトは現用系，予備系サーバの両方に格納する必要があります。

                     #!/bin/sh
 
chown hirdb:hirdbgrp /dev/raw/raw1

                  
                  
                     (c)　HiRDBファイルシステム領域をミラーディスク上の通常ファイルに作成する場合

                     CLUSTERPROグループリソースのうち，ミラーディスクリソースを作成してください。HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒17　ミラーディスクリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「ミラーディスクリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    マウントポイント

                                 
                                 	
                                    ミラーディスクをマウントするディレクトリパスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ファイルシステム

                                 
                                 	
                                    「none」を除くどれかの項目を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    調整

                                 
                                 	
                                    ミラー

                                 
                                 	
                                    初期ミラー構築を行う

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    初期mkfsを行う

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    データを同期する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    モード

                                 
                                 	
                                    
                                       	HiRDB/シングルサーバ及び1ユニット構成のHiRDB/パラレルサーバ：

                                       	
                                          同期，又は非同期※を選択します。

                                       

                                       	複数ユニット構成のHiRDB/パラレルサーバ：

                                       	
                                          同期を選択します。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※

                        	
                           非同期を選択する場合は，一つのミラーディスクリソース上にミラーリング対象のHiRDBユニット内のHiRDBファイルをすべて配置してください。なお，非同期を選択すると，更新された情報が系切り替えによって欠落することがあります。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　HiRDBファイルシステム領域をミラーディスク上のキャラクタ型スペシャルファイルに作成する場合

                     CLUSTERPROグループリソースの内，ミラーディスクリソースを作成してください。HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒18　ミラーディスクリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「ミラーディスクリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    ファイルシステム

                                 
                                 	
                                    「none」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    調整

                                 
                                 	
                                    ミラー

                                 
                                 	
                                    初期ミラー構築を行う

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    データを同期する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    モード

                                 
                                 	
                                    同期を選択します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     作成したミラーディスクリソースに対して，rawコマンドでバインド/アンバインドを実行するEXECリソースを作成する必要があります。詳細は「ミラーディスクリソースにキャラクタ型スペシャルファイルを作成する場合」を参照してください。

                  
                  
                     (e)　HiRDBファイルシステム領域をLVM上のLVに作成する場合

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，ボリュームマネージャリソースを使用できます。HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒19　ボリュームマネージャリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「ボリュームマネージャリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    ボリュームマネージャ

                                 
                                 	
                                    「lvm」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ターゲット名

                                 
                                 	
                                    LVを作成するVGを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     指定したVG上のLV（スナップショットを含む）にHiRDBファイルシステム領域を作成する場合，VG上のすべてのLVのオーナーを変更するシェルスクリプトを作成した上で，ボリュームマネージャリソースに設定してください。

                     ボリュームマネージャリソースの追加設定内容，及びシェルスクリプトの例を次に示します。

                     ●ボリュームマネージャリソースの追加設定内容

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    タブ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    拡張

                                 
                                 	
                                    活性前後，非活性前後にスクリプトを実行する

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                                 	
                                    実行タイミング

                                 
                                 	
                                    「リソース活性後にスクリプトを実行する」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    設定

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「ユーザアプリケーション」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ファイル

                                 
                                 	
                                    作成するシェルスクリプトのファイルパス名を指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ●シェルスクリプトの指定例（lv_chown.sh）

                     シェルスクリプトの実行権限は，スーパユーザに与えてください。

                     なお，このシェルスクリプトは現用系，予備系サーバの両方に格納する必要があります。

                     #!/bin/sh
 
chown hirdb:hirdbgrp /dev/vg1/*

                  
               
               
                  (5)　スクリプト実行に関連するリソースの作成

                  HiRDBユニットの開始，停止，稼働監視を行うシェルスクリプトを準備します。CLUSTERPROのグループリソースのうち，EXECリソース，及びカスタムモニタリソースにシェルスクリプトを登録することで，HiRDBユニットの起動，停止，又は稼働監視を行うことができます。

                  
                     (a)　HiRDBのシェルスクリプト

                     次のシェルスクリプトを作成します。「HiRDB/シングルサーバの場合」，又は「HiRDB/パラレルサーバの場合」の例を参照してください。

                     
                        	
                           HiRDB開始シェルスクリプトを実行するシェルスクリプト，及びHiRDB(ユニット)を開始するシェルスクリプト

                        

                        	
                           HiRDB停止シェルスクリプトを実行するシェルスクリプト，及びHiRDB(ユニット)を停止するシェルスクリプト

                        

                        	
                           HiRDBユニットの稼働監視を行うシェルスクリプト

                        

                     

                     シェルスクリプトの実行権限は，HiRDB管理者に与えてください。なお，これらのスクリプトは現用系，予備系サーバの両方に格納する必要があります。

                     次にそれぞれのスクリプトの例を示します。この例ではHiRDB管理者のユーザIDをhirdbとして作成しています。

                     
                        	HiRDB/シングルサーバの場合

                        	
                           ●HiRDB開始シェルスクリプトを実行するシェルスクリプト（hirdb_pdstart.sh）

                           #!/bin/sh
su - hirdb -c /HiRDB_S/conf/pdstart.sh...................................1，2

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       起動コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       起動コマンドの引数に，ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）のパスを記載します。

                                    

                                 

                              

                           

                           ●ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）

                           #!/bin/sh
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
$PDDIR/bin/pdstart

                           ●HiRDB停止シェルスクリプトを実行するシェルスクリプト（hirdb_pdstop.sh）

                           #!/bin/sh
su - hirdb -c /HiRDB_S/conf/pdstop.sh ...................................1，2

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       停止コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドの引数に，ユニットを停止するシェルスクリプト（pdstop.sh）のパスを記載します。

                                    

                                 

                              

                           

                           ●ユニットを停止するシェルスクリプト（pdstop.sh）

                           #!/bin/sh
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
 
$PDDIR/bin/pdstop -f -q...................................1

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       系が短時間で切り替わるように，終了コマンドには強制終了（pdstop -f -q）を用いてください。

                                    

                                 

                              

                           

                           ●HiRDBユニットの稼働監視を行うシェルスクリプト（pdls.sh）

                           #!/bin/sh
PDDIR=/HiRDB_S
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
 
$PDDIR/bin/pdls -d ust

                        

                        	HiRDB/パラレルサーバの場合

                        	
                           
                              	注意事項

                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバでEXECリソースを開始してHiRDBユニットを起動する場合，HiRDBユニットが起動完了する前にEXECリソースが開始状態となります。HiRDBユニットのグループリソースが系切り替えする場合も同様です。HiRDBユニットの起動が完了したかどうか，又は系切り替えが完了したかどうかはsyslogfileのKFPS05110-Iメッセージを確認してください。KFPS05110-Iメッセージが出力されていれば，ユニットの起動，又は系切り替えは完了しています。

                                 また，syslogfileにエラーメッセージが出力され，ユニットの起動が失敗している場合は，起動失敗の要因を取り除いた後，HiRDBシステム又はHiRDBユニットが開始中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop
                                    -f，又はpdstop -zコマンドで終了）してください。その後，CLUSTERPROのコマンド操作，又はCluster WebUIによるGUI操作で，EXECリソースを停止して再度起動してください。

                              

                           

                           ●HiRDB開始シェルスクリプトを実行するシェルスクリプト（hirdb_pdstart.sh）

                           #!/bin/sh
su - hirdb -c /HiRDB_P/conf/pdstart.sh...................................1，2

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       起動コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       起動コマンドの引数に，ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）のパスを記載します。

                                    

                                 

                              

                           

                           ●ユニットを開始するシェルスクリプト（pdstart.sh）

                           #!/bin/sh
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
$PDDIR/bin/pdstart -q

                           ●HiRDB停止シェルスクリプトを実行するシェルスクリプト（hirdb_pdstop.sh）

                           #!/bin/sh
su - hirdb -c /HiRDB_P/conf/pdstop.sh ...................................1，2

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       停止コマンドに，実行者を変更するため「su」コマンドを記載します。

                                    

                                    	
                                       停止コマンドの引数に，ユニットを停止するシェルスクリプト（pdstop.sh）のパスを記載します。

                                    

                                 

                              

                           

                           ●ユニットを停止するシェルスクリプト（pdstop.sh）

                           #!/bin/sh
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
 
$PDDIR/bin/pdstop -z -q...................................1

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       系が短時間で切り替わるように，終了コマンドには強制終了（pdstop -z -q）を用いてください。

                                    

                                 

                              

                           

                           ●HiRDBユニットの稼働監視を行うシェルスクリプト（pdls.sh）

                           #!/bin/sh
PDDIR=/HiRDB_P
PDCONFPATH=${PDDIR}/conf
LD_LIBRARY_PATH=${PDDIR}/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
PATH=${PATH}:${PDDIR}/bin
export PDDIR PDCONFPATH PATH LD_LIBRARY_PATH
 
$PDDIR/bin/pdls -d ust

                        

                     

                  
                  
                     (b)　EXECリソースの作成

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，EXECリソースを作成してください。

                     HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒20　EXECリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「EXECリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    復旧動作

                                 
                                 	
                                    活性リトライしきい値

                                 
                                 	
                                    0を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    フェイルオーバしきい値

                                 
                                 	
                                    0を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ユーザアプリケーションを選択します。

                                    ［編集］を選択すると，アプリケーションパスの入力画面が表示されるので，HiRDBの開始/終了シェルスクリプトを実行するシェルスクリプトのファイルパス名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    調整

                                 
                                 	
                                    パラメータ

                                 
                                 	
                                    開始スクリプト

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    同期を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    タイムアウト

                                 
                                 	
                                    pd_system_complete_wait_timeオペランド以上の値を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    待機系サーバで実行する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    終了スクリプト

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    同期を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    タイムアウト

                                 
                                 	
                                    変更不要です。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    待機系サーバで実行する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れません。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注意事項

                        	
                           HiRDBの開始処理でpd_system_complete_wait_timeオペランド値の時間が経過してもHiRDBが起動しない場合，syslogfileにKFPS05078-Iメッセ—ジを出力してEXECリソースがエラー終了します。HiRDBとしては開始処理を続行するため，HiRDBシステム又はHiRDBユニットを強制終了（pdstop
                              -fコマンド，又はpdstop -zコマンドで終了）してください。その後，EXECリソースも停止してください。EXECリソース再起動時に同様の理由でエラーにならないよう，次の値を変更してEXECリソースを開始してください。

                           
                              	
                                 pd_system_complete_wait_timeオペランド値

                              

                              	
                                 EXECリソース開始スクリプトのタイムアウト値

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　カスタムモニタリソースの作成

                     EXECリソースを作成した後，HiRDBユニットの稼働を監視する場合は，CLUSTERPROのモニタリソースのうち，カスタムモニタリソースを作成してください。カスタムモニタリソース作成時にHiRDBユニットの稼働を監視するシェルスクリプトを登録することで，HiRDBユニットが異常終了した場合，HiRDBユニットの異常を検知して，グループの再起動，又はフェイルオーバを実施できます。

                     なお，カスタムモニタリソースを作成して，グループの再起動，又はフェイルオーバを実施する場合は，pd_mode_confにMANUAL2を指定してください。

                     カスタムモニタリソースについて，HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒21　カスタムモニタリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「カスタムモニタ」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監視（共通）

                                 
                                 	
                                    タイムアウト発生時にリトライしない

                                 
                                 	
                                    チェックを入れません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    リトライ回数

                                 
                                 	
                                    1以上の任意の値を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監視タイミング

                                 
                                 	
                                    活性時を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    対象リソース

                                 
                                 	
                                    ［参照］ボタンを選択して，HiRDB（ユニット）を起動するEXECリソースを選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監視（固有）

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ユーザアプリケーションを選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ファイル

                                 
                                 	
                                    HiRDBの稼働監視シェルスクリプトのファイルパス名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監視タイプ

                                 
                                 	
                                    同期を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    正常な戻り値

                                 
                                 	
                                    「0,4」を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    警告戻り値

                                 
                                 	
                                    「0,4」を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クラスタ停止時に活性時監視を待ち合わせる

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    回復動作

                                 
                                 	
                                    回復対象

                                 
                                 	
                                    ［参照］ ボタンを選択して，HiRDB（ユニット）の起動，停止を行うフェイルオーバグループを指定します。 

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (d)　ミラーディスクリソースにキャラクタ型スペシャルファイルを作成する場合

                     CLUSTEERPROのグループリソースのうち，EXECリソースを作成して，rawコマンドを実行するシェルスクリプトを登録することで，ミラーディスクリソース起動後にキャラクタ型スペシャルファイルとして使用することができます。

                     HiRDBに関係する設定項目，及びシェルスクリプトの実行例を次に示します。

                     次のシェルスクリプトを作成します。

                     
                        	
                           rawコマンドを実行してバインドを行うシェルスクリプト

                        

                        	
                           rawコマンドを実行してアンバインドを行うシェルスクリプト

                        

                     

                     シェルスクリプトの実行権限は，スーパユーザに与えてください。なお，これらのスクリプトは現用系，予備系サーバの両方に格納する必要があります。

                     次にそれぞれのスクリプトの例を示します。

                     
                        	●rawコマンドを実行してバインドを行うシェルスクリプト（raw_bind.sh）

                        	
                           #!/bin/sh
clplogcmd -m "RAW1 BIND START"...................................1
 
#ミラーディスクリソースのミラーパーティションデバイス名を指定
raw /dev/raw/raw1 /dev/NMP1 ...................................2
 
# デバイスが使用可能になるまで待つ
COUNT=0
while [ ${COUNT} -lt 10 ]
do
  #デバイスへのアクセスを試行し、アクセスできればバインド完了
  dd of=/dev/null if=/dev/raw/raw1 bs=1 count=0 > /dev/null 2>&1
  if [ "$?" = 0 ]
  then
    break
  fi
  #1秒sleepリトライする
  sleep 1
  COUNT=`expr ${COUNT} + 1`
done
sleep 1
clplogcmd -m "RAW1 BIND END"...................................1
 
if [ ${COUNT} -lt 10 ]
then
  chown hadeg:togodb /dev/raw/raw1
  exit 0
else
  exit 8
fi

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       CLUSTERPROのコマンドを実行して，syslogfileにログ情報を出力します。

                                    

                                    	
                                       rawコマンドの引数に，ミラーディスクリソース作成時に指定するミラーパーティションデバイス名を指定します。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	●rawコマンドを実行してアンバインドを行うシェルスクリプト（raw_unbind.sh）

                        	
                           #!/bin/sh
clplogcmd -m "RAW1 UNBIND START"...................................1
 
COUNT=0
while [ ¥( ${COUNT} -lt 10 ¥) -a ¥( -e /dev/raw/raw1 ¥) ]
do
  #rawデバイス使用中のプロセスを強制終了する
  fuser -k /dev/raw/raw1 > /dev/null 2>&1
  # コマンドの処理が完了するのを1秒待つ
  sleep 1
  # デバイスのアンバインド
  raw /dev/raw/raw1 0 0
  COUNT=`expr ${COUNT} + 1`
done 
 
clplogcmd -m "RAW1 UNBIND END"...................................1
 
if [ ${COUNT} -lt 10 ]
then
  exit 0
else
  exit 8
fi

                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 
                                    	
                                       CLUSTERPROのコマンドを実行して，syslogfileにログ情報を出力します。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (6)　HiRDBクライアントに関連する設定項目

                  フローティングIPリソースを作成した場合，HiRDBサーバへの接続方式ごとに指定するHiRDBクライアントの環境変数を次の表に示します。

                  
                     表26‒22　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 フローティングIPリソースに指定したIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フローティングIPリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒23　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 フローティングIPリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，または対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 フローティングIPアドレスリソースに指定したフロントエンドサーバのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒24　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 フローティングIPリソースに指定したIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フローティングIPリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，または対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 フローティングIPアドレスリソースに指定したフロントエンドサーバのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               26.2.9　パブリッククラウド環境でHAモニタを使用する場合の準備

               ここでは，次のパブリッククラウド環境を使用している場合にこの項をお読みください。

               
                  	
                     Amazon Web Services

                  

                  	
                     Microsoft Azure

                  

                  	
                     Oracle Cloud Infrastructure（以降OCI）

                  

               

               
                  (1)　動作環境

                  
                     (a)　Amazon Web Services環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	レプリケーションソフトウェアを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                              	
                                 DRBD（Distributed Replicated Block Device）

                              

                           

                           また，Amazon EC2インスタンスごとに次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Amazon EBS（Amazon Elastic Block Store）

                              

                           

                        

                        	共有ディスクを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                           

                           また，各インスタンスから次のストレージを共有する必要があります。

                           
                              	
                                 EBSマルチアタッチを使用したAmazon EBS（Amazon Elastic Block Store）

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　Microsoft Azure環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	レプリケーションソフトウェアを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                              	
                                 DRBD（Distributed Replicated Block Device）

                              

                           

                           また，各Azure VMごとに次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Azure Storage

                              

                           

                        

                        	共有ディスクを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                           

                           また，次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Azure共有ディスクを使用したAzure Storage※

                              

                           

                           
                              	注※

                              	
                                 各インスタンスからAzure共有ディスクを共有してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　OCI環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	
                           HAモニタ

                        

                     

                     また，各インスタンスから次のストレージを共有する必要があります。

                     
                        	
                           ブロック・ボリューム

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　クラスタ構成概要

                  Amazon Web Services環境上及びMicrosoft Azure環境上にレプリケーションソフトウェアを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒38　Amazon Web Services環境上のレプリケーションソフトウェアを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図26‒39　Microsoft Azure環境上のレプリケーションソフトウェアを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                        実行系のストレージ（Amazon EBS又はAzure Storage）に対して更新すると，DRBDは更新内容を待機系に送信し，待機系のストレージにレプリケーションします。そのため，実行系の障害によって系が切り替わった場合，障害発生直前の状態から業務を続行できます。障害が発生して系が切り替わった場合は，レプリケーションするノード間で同期が取れているかどうかを確認して待機系を起動してください。もし，同期が取れていない場合は再同期処理を実施し，同期がとれたことを確認した上で待機系を起動してください※。同期状況の確認，及び同期処理の手順については，DRBDのマニュアルを参照してください。

                        
                           	注※

                           	
                              同期がとれていない状態で，既に待機系を起動している場合は待機系をいったん停止した上で，再同期処理を実施してください。その後，同期がとれたことを確認した上で待機系を起動してください。

                           

                        

                     

                  

                  Amazon Web Services環境上に共有ディスクを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒40　Amazon Web Services環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

                  Microsoft Azure環境上に共有ディスクを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒41　Microsoft Azure環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

                  OCI環境上にクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒42　OCI環境上のクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

               
               
                  (3)　パブリッククラウド環境上のIPアドレスの構成について

                  パブリッククラウド環境でクラスタ構成を構築する場合，IPアドレスは次の構成をサポートします。

                  
                     表26‒25　パブリッククラウドの系切り替えでサポートするIPアドレスの構成
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 パブリッククラウド

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継ぐ構成※

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継がない構成

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継がない（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ）構成

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 Amazon Web Services

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft Azure

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 Oracle Cloud Infrastructure

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：サポートします。

                        −：サポートしません。

                     

                     	注※

                     	
                        HiRDBサーバのIPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成を前提とするマルチスタンバイ構成を含みます。

                     

                  

                  Amazon Web Services環境ではVIP制御又はEIP制御によってIPアドレスを引き継ぐ構成をサポートします。VIP制御又はEIP制御によってIPアドレスを引き継ぐ構成の設定は，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ パブリッククラウド編」を参照してください。

                  Microsoft Azure環境では次のどちらかの機能とHAモニタのLANの状態設定ファイルを使用することで，IPアドレスを引き継がない（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ）構成をサポートします。Azureロードバランサー制御を使用する場合の固有の設定は「Microsoft Azure環境でAzureロードバランサー制御を使用する場合の設定」を参照してください。DNS名制御を使用する場合の固有の設定は「Microsoft Azure環境でDNS名制御を使用する場合の設定」を参照してください。

                  
                     	
                        Azureロードバランサー制御

                        Azureロードバランサーの負荷分散機能を利用し，クライアントからの要求を正常性プローブの応答のある実行系だけに転送し，応答のない待機系には転送しないように制御します。

                     

                     	
                        DNS名制御

                        Azure DNSに登録しているレコードを変更することによって通信経路を切り替えます。このレコードにはDNS名と実行系仮想マシンAzure VMのIPアドレスの対応が記載されています。

                     

                  

                  OCI環境ではHAモニタのLANの状態設定ファイルを使用することで，IPアドレスを引き継ぐ構成とIPアドレスを引き継がない（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ）構成をサポートします。LANの状態設定ファイルはHAモニタが提供しているOCI用シェルスクリプトのOCI用のLANの状態設定ファイルを使用してください。設定の詳細はマニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ パブリッククラウド編」を参照してください。

               
               
                  (4)　DRBDに関する設定項目

                  DRBDを使用する場合にお読みください。

                  DRBDを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。なお，詳細については，DRBDのマニュアルを参照してください。設定したDRBDのリソース名はHAモニタの設定項目に指定します。

                  DRBDコマンドでDRBDリソースを有効化した後，deviceオプションに指定したデバイス（/dev/drbd1など）にHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  すべてのHiRDBファイルシステム領域を作成した後，DRBDの初期同期を実施し，レプリケーションするノード間でデータを一致させてください。

                  
                     (a)　DRBD設定ファイルの指定例

                     DRBD設定ファイルの指定例を次に示します。

                     ●/etc/drbd.d/global_common.conf

                     global {
  usage-count no;
}
common {
  disk {
    on-io-error detach;
  }
  options {
    on-no-data-accessible io-error;
  }
net {
    protocol C;
  }
}

                     ●/etc/drbd.d/drbd01.res（リソース名：:drbd01，2ノード構成の場合）

                     resource drbd01 {
  volume 0 {
    device    /dev/drbd1;
    disk      /dev/xvdf1;
    meta-disk internal;
  }
  on HiRDB-host1 {
    address   10.1.1.31:7789;
  }
  on HiRDB-host2 {
    address   10.1.2.32:7789;
  }
}

                     ●/etc/drbd.d/drbd01.res（リソース名：:drbd01，3ノード構成の場合）

                     resource drbd01 {
  volume 0 {
    device    /dev/drbd1;
    disk      /dev/xvdf1;
    meta-disk internal;
  }
  on HiRDB-host1 {
    address   10.1.1.31:7789;
    node-id   0;
  }
  on HiRDB-host2 {
    address   10.1.2.32:7790;
    node-id   1;
  }
  on HiRDB-host3 {
    address   10.1.2.33:7791;
    node-id   2;
  }
  connection-mesh {
    hosts HiRDB-host1 HiRDB-host2 HiRDB-host3
  }
}

                  
                  
                     (b)　disk-barrier，disk-flushes，disk-drainオプション

                     DRBDのデフォルト値を推奨します。

                     なお，すべてのオプションを無効にすると，書き込み順序が保証されないため，すべてのオプションを無効にしないでください。

                  
                  
                     (c)　on-io-errorオプション

                     detachを指定します。

                  
                  
                     (d)　on-no-data-accessibleオプション

                     io-errorを指定します。

                  
                  
                     (e)　protocolオプション

                     B，又はCを指定します。

                  
                  
                     (f)　allow-two-primariesオプション

                     このオプションは指定しないでください。

                  
                  
                     (g)　deviceオプション

                     DRBDでレプリケーションするブロックデバイス（指定例では/dev/drbd1）を指定します。

                  
                  
                     (h)　diskオプション

                     DRBDのデバイスを構成するブロックデバイス（指定例では/dev/xvdf1）を指定します。複数のブロックデバイスを使用する場合は，UUIDなどOS再起動後に同じパス名となる値を指定してください。

                  
                  
                     (i)　host-nameオプション

                     レプリケーション対象のホスト名（指定例ではHiRDB-host1，HiRDB-host2など）を指定します。

                  
                  
                     (j)　addressオプション

                     レプリケーション対象のIPアドレス，及び任意のポート番号を指定します。

                  
               
               
                  (5)　HAモニタに関する設定項目（sysdef定義ファイル）

                  HAモニタを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。

                  なお，そのほかのオペランドや詳細については，次のマニュアル，又は該当する箇所を参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        「HAモニタに関する準備」

                     

                  

                  
                     (a)　public_cloudオペランド

                     useを指定してください。

                  
               
               
                  (6)　HAモニタに関する設定項目（servers定義ファイル）

                  HAモニタを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。

                  なお，そのほかのオペランドや詳細については，次のマニュアル，又は該当する箇所を参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        「HAモニタに関する準備」

                     

                  

                  
                     (a)　rep_deviceオペランド

                     DRBDを使用する場合，「DRBDに関する設定項目」でHiRDBファイルシステム領域を作成したレプリケーションディスクを指定しているDRBDリソース名（「DRBDに関する設定項目」の指定例ではdrbd01）を指定してください。

                  
                  
                     (b)　diskオペランド

                     HAモニタによるディスクのアクセス制御をする場合に指定してください。

                     HAモニタによるディスクのアクセス制御を行わない（diskオペランドを指定しない）場合は，「共有ディスクのアクセス制御」を参照して必要なオペランドを設定してください。

                  
               
               
                  (7)　Microsoft Azure環境でAzureロードバランサー制御を使用する場合の設定

                  Microsoft Azure環境でAzureロードバランサー制御を使用してクラスタ構成を構築する場合に固有な設定について説明します。

                  なお，ここに明記されていないHiRDB以外の設定や各設定項目の詳細は次のマニュアルを参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        Microsoft Azureのマニュアル

                     

                  

                  
                     (a)　Azureロードバランサーに関する設定項目

                     Azureロードバランサーの設定項目に指定するHiRDBのIPアドレス及びポートなどは次のとおりです。各項目の詳細については，Microsoft Azureのマニュアルを参照してください。

                     
                        表26‒26　Azureロードバランサーに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    フロントエンドIP構成のIPアドレス

                                 
                                 	
                                    HiRDBクライアントからロードバランサーに接続するための任意のIPアドレス

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バックエンドプールの仮想マシン及びIPアドレス

                                 
                                 	
                                    HiRDBサーバを配置する仮想マシンと，そのIPアドレス

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のポート

                                 
                                 	
                                    通常接続又はFESホストダイレクト接続の場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    高速接続の場合

                                 
                                 	
                                    pd_service_portオペランドの指定値，又はpd_scd_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のバックエンドポート

                                 
                                 	
                                    同上

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のフローティングIP

                                 
                                 	
                                    無効

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　HAモニタに関する設定項目（LANの状態設定ファイル）

                     HAモニタの「LANの状態設定ファイル」のLB_IPADDRシェル変数を次のように設定してください（IPアドレスを設定しないようにしてください）。

                     　LB_IPADDR[n]=""
　（nは0以上の整数）

                     なお，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」ではIPアドレスを設定するように記載されていますが，HiRDBの系切り替えの場合は負荷分散規則のフローティングIPを無効に設定して使用しますので，上記のとおり設定してください。

                  
                  
                     (c)　HiRDBクライアントに関する設定項目

                     HiRDBサーバへの接続方式ごとに指定するHiRDBクライアントの環境変数を次の表に示します。

                     
                        表26‒27　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒28　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒29　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_service_portオペランドの指定値，又はpd_scd_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSRVTYPE

                                 
                                 	
                                    "PC"

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (8)　Microsoft Azure環境でDNS名制御を使用する場合の設定

                  Microsoft Azure環境でDNS名制御を使用してクラスタ構成を構築する場合の，HiRDBクライアントに関する設定項目について説明します。

                  なお，ここに明記されていないHiRDB以外の設定や各設定項目の詳細は次のマニュアルを参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        Microsoft Azureのマニュアル

                     

                  

                  
                     (a)　HiRDBクライアントに関する設定項目

                     HiRDBサーバへの接続方式ごとに指定するHiRDBクライアントの環境変数を次の表に示します。

                     
                        表26‒30　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，シングルサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，システムマネジャユニットのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒31　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒32　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，シングルサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_service_portオペランドの指定値，又はpd_scd_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSRVTYPE

                                 
                                 	
                                    "PC"

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (9)　OCI環境でブロック・ボリュームを使用する場合の設定

                  マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」を参照して，共有ディスクとして使用するブロック・ボリュームを設定してください。

               
            
            
               26.2.10　パブリッククラウド環境でCLUSTERPROを使用する場合の準備

               次のパブリッククラウド環境を使用している場合にこの項をお読みください。

               
                  	
                     Amazon Web Services

                  

                  	
                     Microsoft Azure

                  

                  	
                     Oracle Cloud Infrastructure

                  

               

               
                  (1)　動作環境

                  Amazon Web Services環境上にクラスタ構成を適用する場合，次の製品を用意する必要があります。

                  
                     	
                        CLUSTERPRO X

                     

                  

                  また，Amazon EC2インスタンスごとに次のストレージを配置する必要があります。

                  
                     	
                        Amazon EBS（Amazon Elastic Block Store）

                     

                  

                  Microsoft Azure環境上にクラスタ構成を適用する場合，次の製品を用意する必要があります。

                  
                     	
                        CLUSTERPRO X

                     

                  

                  また，各Azure VMごとに次のストレージを配置する必要があります。

                  
                     	
                        Azure Storage※

                        
                           	注※

                           	
                              Azure共有ディスクを使用する場合は，各インスタンスからAzure共有ディスクを共有してください。

                           

                        

                     

                  

                  Oracle Cloud Infrastructure環境上にクラスタ構成を適用する場合，次の製品を用意する必要があります。

                  
                     	
                        CLUSTERPRO X

                     

                  

                  また，インスタンスごとに次のストレージを配置する必要があります。

                  
                     	
                        ブロック・ボリューム

                     

                  

               
               
                  (2)　クラスタ構成概要

                  Amazon Web Services環境上，Microsoft Azure環境上及びOracle Cloud Infrastructure環境上に共有ディスクを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒43　Amazon Web Services環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図26‒44　Microsoft Azure環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図26‒45　Oracle Cloud Infrastructure環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

                  Amazon Web Services環境上，Microsoft Azure環境上及びOracle Cloud Infrastructure環境上にCLUSTERPROのミラーディスクを使用したクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒46　Amazon Web Services環境上のミラーディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図26‒47　Microsoft Azure環境上のミラーディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図26‒48　Oracle Cloud Infrastructure環境上のミラーディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                        実行系のストレージ（Amazon EBS，Azure Storage又はブロック・ボリューム）に対して更新すると，CLUSTERPROは更新内容を待機系に送信し，待機系のストレージにミラーリングします。そのため，実行系の障害によって系が切り替わった場合，障害発生直前の状態から業務を続行できます。

                     

                  

               
               
                  (3)　パブリッククラウド環境上のIPアドレスの構成について

                  パブリッククラウド環境でクラスタ構成を構築する場合，IPアドレスは次の構成をサポートします。

                  
                     表26‒33　パブリッククラウドの系切り替えでサポートするIPアドレスの構成
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 パブリッククラウド

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継ぐ構成※

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継がない構成

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継がない（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ）構成

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 Amazon Web Services

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft Azure

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 Oracle Cloud Infrastructure

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：サポートします。

                        −：サポートしません。

                     

                     	注※

                     	
                        HiRDBサーバのIPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成を前提とするマルチスタンバイ構成を含みます。また，Amazon Web Services環境ではAWS仮想IPリソースだけIPアドレスを引き継ぐ構成をサポートします。

                     

                  

               
               
                  (4)　IPアドレスに関係するリソースの作成

                  Amazon Web Services，又はMicrosoft Azure環境上でIPアドレス，又はクライアント接続用のIPアドレスを引き継ぐ場合，CLUSTERPROのグループリソースが異なるため，それぞれの設定項目を説明します。

                  
                     (a)　Amazon Web Services上でIPアドレスを引き継ぐ場合，又はクライアント接続用のIPアドレスを引き継ぐ場合

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，AWS仮想IPリソース，又はAWSセカンダリIPアドレスリソースを作成してください。

                     なお，それぞれのリソースを作成する前に，Amazon Web Services上で仮想IPアドレス，又はセカンダリIPアドレスを設定してください。詳細はAmazon
                        Web Services，及びCLUSTERPROのマニュアルを参照してください。

                     それぞれのリソースについて，HiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒34　AWS仮想IPリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「AWS仮想IPリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    共通

                                 
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    使用するVIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    VPC ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2が所属するVPC IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2に対応するVIPのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    現用系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    VPC ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2が所属するVPC IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2に対応するVIPのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    予備系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    VPC ID

                                 
                                 	
                                    予備系EC2が所属するVPC IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    予備系EC2に対応するVIPのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒35　AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「AWSセカンダリIPアドレスリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    共通

                                 
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    使用するセカンダリIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2に対応するセカンダリIPアドレスのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    現用系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2に対応するセカンダリIPアドレスのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    予備系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    予備系EC2に対応するセカンダリIPアドレスのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　Amazon Web Services上でクライアント接続用のIPアドレスを引き継ぐ場合

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，AWS Elastic IPリソース，又はAWS DNSリソースを作成してください。

                     なお，それぞれのリソースを作成する前に，Amazon Web Services上でElastic IPアドレス，又はAmazon Route 53を設定してください。詳細はAmazon
                        Web Services，及びCLUSTERPROのマニュアルを参照してください。

                     それぞれのリソースでのHiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒36　AWS Elastic IPリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「AWS Elastic IPリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    共通

                                 
                                 	
                                    EIP ALLOCATION ID

                                 
                                 	
                                    付け替え対象のEIPのIDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2に対応するEIPのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    現用系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    現用系EC2に対応するEIPのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    予備系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ENI ID

                                 
                                 	
                                    予備系EC2に対応するEIPのルーティング先のENI IDを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒37　AWS DNSリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「AWS DNSリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    共通

                                 
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    現用系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    非活性時にリソースレコードセットを削除する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    現用系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    現用系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    予備系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    予備系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (c)　Microsoft Azure上でクライアント接続用のIPアドレスを引き継ぐ場合

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，Azureプローブポートリソース，又はAzure DNSリソースを作成してください。

                     なお，それぞれのリソースを作成する前に，Microsoft Azure上でAzure ロードバランサー，又はAzure DNSを設定してください。詳細はMicrosoft
                        Azure ，及びCLUSTERPROのマニュアルを参照してください。

                     Azure ロードバランサー，及びそれぞれのリソースでのHiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒38　Azureロードバランサーに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    フロントエンドIP構成のIPアドレス

                                 
                                 	
                                    HiRDBクライアントからロードバランサーに接続するための任意のIPアドレスを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バックエンドプールの仮想マシン及びIPアドレス

                                 
                                 	
                                    HiRDBサーバを配置する仮想マシンと，そのIPアドレスを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のポート

                                 
                                 	
                                    通常接続又はFESホストダイレクト接続の場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    高速接続の場合

                                 
                                 	
                                    次のどれかを指定してください。

                                    
                                       	
                                          pd_service_portオペランドの指定値

                                       

                                       	
                                          pd_scd_portオペランドの指定値

                                       

                                       	
                                          pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のバックエンドポート

                                 
                                 	
                                    同上

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のフローティングIP

                                 
                                 	
                                    無効を選択してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    正常性プローブ

                                 
                                 	
                                    プロトコル

                                 
                                 	
                                    TCPを選択してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ポート

                                 
                                 	
                                    次に示したHiRDBで使用するポート番号，及び他の製品で指定しているポート番号を除いた未使用のポート番号を指定してください。

                                    
                                       	
                                          OS自動割り当てポート

                                       

                                       	
                                          HiRDBで指定するポート

                                       

                                    

                                    詳細は「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「HiRDBで指定するポート番号の一覧」を参照してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒39　Azureプローブポートリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「Azure プローブポートリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    プローブポート

                                 
                                 	
                                    Azure のロードバランサーが，各サーバの死活監視（正常性プローブ）に使用するポート番号を指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒40　Azure DNSリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「Azure DNSリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    共通

                                 
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    現用系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    非活性時にリソースレコードセットを削除する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    現用系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    現用系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    予備系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    予備系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (d)　Oracle Cloud Infrastructure上でクライアント接続用のIPアドレスを引き継ぐ場合

                     CLUSTERPROのグループリソースのうち，Oracle Cloud DNSリソースを作成してください。

                     なお，リソースを作成する前に，Oracle Cloud Infrastructure上でOracle Cloud DNSを設定してください。詳細はOracle Cloud
                        Infrastructure ，及びCLUSTERPROのマニュアルを参照してください。

                     Oracle Cloud DNSリソースでのHiRDBに関係する設定項目を次の表に示します。

                     
                        表26‒41　Oracle Cloud DNSリソースに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    プロパティ

                                 
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    入力・選択値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    情報

                                 
                                 	
                                    タイプ

                                 
                                 	
                                    「Oracle Cloud DNSリソース」を選択します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    依存関係

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    「既定の依存関係に従う」にチェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    詳細

                                 
                                 	
                                    共通

                                 
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    現用系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    TTL

                                 
                                 	
                                    系切り替えに掛かる時間を考慮した上で，値を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    非活性時にリソースレコードセットを削除する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    現用系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    現用系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    予備系サーバ

                                 
                                 	
                                    個別に設定する

                                 
                                 	
                                    チェックを入れます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレス

                                 
                                 	
                                    予備系のIPアドレスを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (5)　HiRDBクライアントに関する設定項目

                  次のどれかのリソースを作成した場合，HiRDBサーバへの接続方式ごとに指定するHiRDBクライアントの環境変数を次の表に示します。

                  ●AWS仮想IPリソースを作成する場合の指定値

                  
                     表26‒42　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS仮想IPリソースに指定したIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS仮想IPリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒43　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 AWS仮想IPリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，または対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 AWS仮想IPリソースに指定したフロントエンドサーバのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒44　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS仮想IPリソースに指定したIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS仮想IPリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，または対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 AWS仮想IPリソースに指定したフロントエンドサーバのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  ●AWSセカンダリIPアドレスリソースを作成する場合の指定値

                  
                     表26‒45　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定したIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒46　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定したフロントエンドサーバのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒47　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定したIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定したシステムマネジャユニットのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 AWSセカンダリIPアドレスリソースに指定したフロントエンドサーバのIPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  ●AWS Elastic IPリソースを作成する場合の指定値

                  
                     表26‒48　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS上に割り当てたElastic IPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS上に割り当てたシステムマネジャユニットのElastic IPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒49　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 AWS上に割り当てたシステムマネジャユニットのElastic IPアドレス，または対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 AWS上に割り当てたフロントエンドサーバのElastic IPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒50　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS上に割り当てたElastic IPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 AWS上に割り当てたシステムマネジャユニットのElastic IPアドレス，または対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 AWS上に割り当てたフロントエンドサーバのElastic IPアドレス，又は対応するホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  ●AWS DNSリソースを作成する場合の指定値

                  
                     表26‒51　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録されているシングルサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録されているシステムマネジャユニットのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒52　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録されているシステムマネジャユニットのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録されているフロントエンドサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒53　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録されているシングルサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録されているシステムマネジャユニットのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 Amazon Route 53に登録されているフロントエンドサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  ●Azureプローブポートリソースを作成する場合の指定値

                  
                     表26‒54　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス，又はホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス，又はホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒55　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス，または対応するホスト名を指定してください。なお，PDFESHOSTを指定している場合は，PDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス，又はホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒56　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス，又はホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス，又はホスト名を，PDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス，又はホスト名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  ●Azure DNSリソースを作成する場合の指定値

                  
                     表26‒57　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録されている，シングルサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録されている，システムマネジャユニットのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒58　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒59　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録されている，シングルサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 Azure DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  ●Oracle Cloud DNSリソースを作成する場合の指定値

                  
                     表26‒60　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録されている，シングルサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録されている，システムマネジャユニットのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒61　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     表26‒62　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 環境変数

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 PDHOST

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録されている，シングルサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDFESHOST

                              
                              	
                                 Oracle Cloud DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDNAMEPORT

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEPORT

                              
                              	
                                 次のどれかを指定してください。

                                 
                                    	
                                       pd_service_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pd_scd_portオペランドの指定値

                                    

                                    	
                                       pdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSERVICEGRP

                              
                              	
                                 HiRDB/シングルサーバの場合

                              
                              	
                                 シングルサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合

                              
                              	
                                 フロントエンドサーバのサーバ名を指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 PDSRVTYPE

                              
                              	
                                 「PC」を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
         
         
            26.3　スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の構築

            
               26.3.1　システム構成例

               ここでは，系切り替え機能使用時のシステム構成例について説明します。

               
                  (1)　HiRDB/シングルサーバの場合

                  HiRDB/シングルサーバの場合はシステム単位で系を切り替えます。HiRDB/シングルサーバのシステム構成例を次に示します。

                  
                     (a)　1：1系切り替え構成の例

                     実行系と待機系が1：1で対応しているシステム構成を1：1系切り替え構成といいます。系が切り替わってもレスポンスタイムを保証したい場合にこの構成を適用します。ただし，待機系のサーバマシンのリソースは使用できません（どちらか片方のサーバマシンのリソースが使用できません）。HiRDB/シングルサーバに対する1：1系切り替え構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒49　HiRDB/シングルサーバに対する1：1系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                        	備考

                        	
                           
                              	
                                 各サーバマシンにユティリティで使用する入出力装置が必要です。

                              

                              	
                                 系が切り替わった後にユティリティを実行する場合，ユティリティの実行に必要な入出力ファイルを自サーバマシンに作成する必要があります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　相互系切り替え構成の例

                     一つのサーバマシン内に実行系と待機系（ほかのHiRDB/シングルサーバの待機系）を持つ構成を相互系切り替え構成といいます。複数のHiRDB/シングルサーバを使用している場合に相互系切り替え構成を適用できます。サーバマシンのリソースを有効に利用したい場合にこの構成を適用してください。ただし，系が切り替わると，レスポンスタイムが低下します。

                     HiRDB/シングルサーバに対する相互系切り替え構成の例を次の図に示します。次の図の例は，二つのHiRDB/シングルサーバ（HiRDB/シングルサーバAとHiRDB/シングルサーバB）に対して相互系切り替え構成を適用しています。

                     
                        図26‒50　HiRDB/シングルサーバに対する相互系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                        	備考

                        	
                           
                              	
                                 各サーバマシンにユティリティで使用する入出力装置が必要です。

                              

                              	
                                 系が切り替わった後にユティリティを実行する場合，ユティリティの実行に必要な入出力ファイルを自サーバマシンに作成する必要があります。

                              

                              	
                                 IPアドレスを引き継がない系切り替え構成で，ユティリティの制御文にホスト名を指定している場合，系が切り替わったときに，ホスト名を変更する必要があります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　マルチスタンバイ構成の例

                     一つの実行系に複数の待機系を持つシステム構成を，マルチスタンバイ構成といいます。実行系の障害が回復するまでの間に発生する，待機系の障害（多点障害）に備えたい場合にこの構成を適用します。待機系には優先度を付け，実行系に障害が発生したときは，一番優先度の高い待機系に切り替えます。なお，マルチスタンバイ構成は，IPアドレスを引き継ぐシステム構成の場合だけ適用できます。

                     HiRDB/シングルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒51　HiRDB/シングルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　複数のHiRDB/シングルサーバでユティリティ専用ユニットを共用する例

                     複数のHiRDB/シングルサーバでユティリティ専用ユニットを共用する例を次の図に示します。なお，ユティリティ専用ユニットは系切り替えできません。

                     
                        図26‒52　複数のHiRDB/シングルサーバでユティリティ専用ユニットを共用する例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                     

                  
                  
                     (e)　HiRDB/シングルサーバと1：1でユティリティ専用ユニットを設置する例

                     HiRDB/シングルサーバと1：1でユティリティ専用ユニットを設置する例を次の図に示します。

                     
                        図26‒53　HiRDB/シングルサーバと1：1でユティリティ専用ユニットを設置する例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                     

                  
                  
                     (f)　HiRDB/シングルサーバとm：nでユティリティ専用ユニットを設置する例

                     HiRDB/シングルサーバとm：nでユティリティ専用ユニットを設置する例を次の図に示します。

                     
                        図26‒54　HiRDB/シングルサーバとm：nでユティリティ専用ユニットを設置する例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 ユティリティ実行時のホスト名の指定で，使用するユティリティ専用ユニットを選択できます。

                              

                              	
                                 複数のユティリティ専用ユニットを設置することで，システムの信頼性を向上できます。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例

                  HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット単位で系を切り替えます。HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例を次に示します。

                  
                     (a)　1：1系切り替え構成の例

                     実行系ユニットと待機系ユニットが1：1で対応しているシステム構成を1：1系切り替え構成といいます。系が切り替わってもレスポンスタイムを保証したい場合にこの構成を適用します。ただし，待機系のサーバマシンのリソースは使用できません（どちらか片方のサーバマシンのリソースが使用できません）。HiRDB/パラレルサーバに対する1：1系切り替え構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒55　HiRDB/パラレルサーバに対する1：1系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　相互系切り替え構成の例

                     一つのサーバマシン内に実行系と待機系（ほかのユニットの待機系）を持つ構成を相互系切り替え構成といいます。HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット単位で系を切り替えるため，HiRDB/シングルサーバと異なり，一つのHiRDB/パラレルサーバに対して相互系切り替え構成を適用できます。HiRDB/パラレルサーバに相互系切り替え構成を適用すると，一つのサーバマシン内に実行系ユニットと待機系ユニット（ほかのユニットの待機系ユニット）を配置できます。サーバマシンのリソースを有効に利用したい場合にこの構成を適用してください。ただし，系が切り替わると，レスポンスタイムが低下します。

                     HiRDB/パラレルサーバに対する相互系切り替え構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒56　HiRDB/パラレルサーバに対する相互系切り替え構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                     

                     相互系切り替え構成のHiRDBシステム定義の定義例については，マニュアル「HiRDB システム定義」の「HiRDB/パラレルサーバの場合：スタンバイ型系切り替え機能使用時」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           相互系切り替え構成（又は2：1系切り替え構成）をすると，一つのサーバマシン内で二つのユニットが稼働することがあります。このため，次に示す点に留意してください。

                           
                              	
                                 HiRDB運用ディレクトリ名

                              

                              	
                                 ポート番号

                              

                           

                           これらを同じサーバマシン内では，ユニットごとに異なる名称及び異なる番号にしてください。

                           また，IPアドレスを引き継がない場合は，更に次に示す点に留意してください。

                           
                              	
                                 ホスト名及びIPアドレス

                                 同じサーバマシン内ではホスト名及びIPアドレスをユニットごとに異なるものにしてください。

                              

                           

                        

                     

                     ホスト名の正しい設定例，及び間違った設定例を次の図に示します。

                     
                        図26‒57　ホスト名の設定例（正しい例）
                        [image: [図データ]]

                     
                     このときのpdunitオペランドの指定例（正しい例）を次に示します。

                     pdunit -x hostA -u UNT1  ...  -c hostAA
pdunit -x hostB -u UNT2  ...  -c hostBB

                     さらに，hostA，hostAA，hostB，hostBBのすべてで異なるIPアドレスに対するホスト名を設定する必要があります。

                     
                        図26‒58　ホスト名の設定例（間違った例）
                        [image: [図データ]]

                     
                     このときのpdunitオペランドの指定例（間違った例）を次に示します。

                     pdunit -x hostA -u UNT1  ...  -c hostB
pdunit -x hostB -u UNT2  ...  -c hostA

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           相互系切り替え構成でIPアドレスを引き継がない場合は，pdunitオペランドの-x及び-cオプションに指定するホスト名はすべて異なる必要があります（同じホスト名を指定できません）。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　マルチスタンバイ構成の例（ユーザサーバホットスタンバイ限定）

                     一つの実行系ユニットに複数の待機系ユニットを持つシステム構成を，マルチスタンバイ構成といいます。実行系の障害が回復するまでの間に発生する，待機系の障害（多点障害）に備えたい場合にこの構成を適用します。待機系には優先度を付け，実行系に障害が発生したときは，一番優先度の高い待機系に切り替えます。なお，マルチスタンバイ構成は，IPアドレスを引き継ぐシステム構成の場合だけ適用できます。HiRDB/パラレルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒59　HiRDB/パラレルサーバに対するマルチスタンバイ構成の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	注※

                        	
                           サーバモードで系切り替え機能を運用する場合に必要な製品です。ただし，クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は必要ありません。

                        

                     

                  
               
            
            
               26.3.2　IPアドレスの構成例

               系切り替え後，IPアドレスを引き継ぐかどうかで，ネットワークの構成及び運用方法が異なります。それぞれの運用方法については，次に示す箇所を参照してください。

               
                  	
                     「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」

                  

                  	
                     「系が切り替わった後の運用方法」

                  

               

               ここではネットワーク構成の違いについて説明します。

               
                  	基本方針

                  	
                     
                        	
                           ユーザサーバホットスタンバイの場合は，基本的にIPアドレスを引き継ぐシステム構成にすることをお勧めします（マルチスタンバイ構成は，IPアドレスを引き継ぐシステム構成の場合だけ適用できます）。IPアドレスを引き継がないシステム構成にすると，IPアドレスを引き継ぐ場合に比べて運用方法が難しくなります。また，高速系切り替えの場合は，IPアドレスを引き継ぐシステム構成にすることはできません。

                        

                        	
                           クラスタソフトウェアによってIPアドレスを引き継げる場合と引き継げない場合があります。各クラスタソフトウェアのマニュアルで確認してください。

                        

                        	
                           エイリアスIPアドレスを使用することをお勧めします。

                        

                        	
                           Microsoft Azure環境にクラスタ構成を構築する場合，IPアドレスを引き継がないシステム構成にしてください。ただし，クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐことはできます。クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ設定は「パブリッククラウド環境に関する準備」を参照してください。

                        

                     

                  

               

               
                  (1)　IPアドレスを引き継ぐ場合（ユーザサーバホットスタンバイ限定）

                  IPアドレスを引き継ぐには次に示す二つの方法があります。

                  
                     	
                        IPアドレスを切り替える

                     

                     	
                        LANアダプタを切り替える

                     

                  

                  
                     (a)　IPアドレスを切り替える場合

                     エイリアスIPアドレスを使用してIPアドレスを切り替えます（一方を停止して，もう一方を起動します）。このとき，現用系と予備系とでIPアドレス及びホスト名を同じにしてください。IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（IPアドレスを切り替える場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒60　IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（IPアドレスを切り替える場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　LANアダプタを切り替える場合

                     HiRDBが使用するLANアダプタのほかに保守用のLANアダプタを準備して，使用するLANアダプタを切り替えます(一方を停止して，もう一方を起動します)。このとき，現用系と予備系とでIPアドレス及びホスト名を同じにしてください。IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（LANアダプタを切り替える場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒61　IPアドレスを引き継ぐ場合のネットワーク構成例（LANアダプタを切り替える場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
               
               
                  (2)　IPアドレスを引き継がない場合

                  IPアドレスを引き継がない場合は現用系と予備系とで異なるIPアドレス及びホスト名を設定します。したがって，HiRDBのシステム共通定義のpdunit -cオペランドに予備系のホスト名を指定する必要があります。

                  IPアドレスを引き継がない場合のネットワーク構成例を次の図に示します。

                  
                     図26‒62　IPアドレスを引き継がない場合のネットワーク構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              HiRDB/シングルサーバの場合は，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。

                           

                           	
                              システムマネジャのユニットがIPアドレスを引き継がない場合は，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。フロントエンドサーバのユニットがIPアドレスを引き継がない場合は，クライアント環境定義のPDFESHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。そうすれば，系が切り替わった後もPDHOST，PDFESHOSTオペランドの指定値を変更する必要はありません。

                           

                           	
                              PDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定した場合，実行系が現用系から予備系に切り替わると，UAPは一度現用系（待機系）に接続を試みて失敗した後に予備系（実行系）に接続するため，UAPの接続処理時間がその分だけ長くなります。この問題を解決するには，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                              
                                 	
                                    クライアント接続用のホスト名をエイリアスIPアドレスで設定し，そのIPアドレスを引き継ぐようにしてください。この場合のホスト名の指定方法については，「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」を参照してください。

                                 

                                 	
                                    次のクライアント環境定義を指定して，接続先にするホストの切り替え時間を短くしてください。各クライアント環境定義の詳細は，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                    ブロックモードで接続する場合

                                    ・PDTIMEDOUTRETRY

                                    ・PDCONREFRCOUNT

                                    ・PDCONREFRINTERVAL

                                    ノンブロックモードで接続する場合

                                    ・PDNBLOCKWAITTIME

                                    ・PDCONREFRCOUNT

                                    ・PDCONREFRINTERVAL

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               26.3.3　IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い

               ホスト名の運用方法（指定方法）をIPアドレスを引き継ぐ場合と，引き継がない場合とに分けて説明します。

               
                  (1)　HiRDB/シングルサーバの場合

                  
                     (a)　IPアドレスを引き継ぐ場合

                     IPアドレスを引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は1：1系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例（IPアドレスを切り替える場合）

                     [image: [図データ]]

                     ●システム構成例（LANアダプタを切り替える場合）

                     [image: [図データ]]

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA

                                    pdunit -x hostC

                                    pdstart -x hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
                  
                     (b)　IPアドレスを引き継がない場合

                     IPアドレスを引き継がない場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は1：1系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	ポイント

                        	
                           標準ホスト名を同じ（host1=host2）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -c hostB

                                    pdunit -x hostC

                                    pdstart -x hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA又はhostB（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※１

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティ専用ユニットの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA及びhostB※２

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※１

                        	
                           ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                        

                        	注※２

                        	
                           クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。そうすれば，系が切り替わった後もPDHOSTオペランドの指定値を変更する必要はありません。ただし，実行系が現用系から予備系に切り替わると，UAPは一度現用系（待機系）に接続を試みて失敗した後に予備系（実行系）に接続するため，UAPの接続処理時間がその分だけ長くなります。この問題を解決するには，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                           
                              	
                                 クライアント接続用のホスト名をエイリアスIPアドレスで設定し，そのIPアドレスを引き継ぐようにしてください。この場合のホスト名の指定方法については，「IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）」を参照してください。

                              

                              	
                                 次のクライアント環境定義を指定して，接続先にするホストの切り替え時間を短くしてください。各クライアント環境定義の詳細は，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                 ブロックモードで接続する場合

                                 ・PDTIMEDOUTRETRY

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                                 ノンブロックモードで接続する場合

                                 ・PDNBLOCKWAITTIME

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）

                     HiRDB/シングルサーバが使用するIPアドレスは引き継がないが，クライアント接続用のIPアドレスは引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は1：1系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 hostA及びhostBはHiRDB/シングルサーバが使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。

                              

                              	
                                 hostCはクライアント接続用のホスト名（エイリアスIPアドレス）で，IPアドレスを引き継ぎます。

                                 
                                    	ポイント

                                    	
                                       標準ホスト名を同じ（host1=host2）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -c hostB

                                    pdstart -x hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA又はhostB（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA（ホスト名を省略することをお勧めします）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
               
               
                  (2)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                  
                     (a)　IPアドレスを引き継ぐ場合

                     IPアドレスを引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は相互系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -u UNT1

                                    pdunit -x hostB -u UNT2

                                    pdunit -x hostC -u UNT3

                                    pdunit -x hostD -u UNT4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    ユニット1

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット2

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット3

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット4

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    BES1に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    次に示すクライアント環境定義に指定するホスト名

                                    
                                       	
                                          PDHOST

                                       

                                       	
                                          PDFESHOST

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    hostA

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
                  
                     (b)　IPアドレスを引き継がない場合

                     IPアドレスを引き継がない場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は相互系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	ポイント

                        	
                           標準ホスト名を同じ（host1=host2，host3=host4）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -u UNT1 -c hostAA

                                    pdunit -x hostB -u UNT2 -c hostBB

                                    pdunit -x hostC -u UNT3 -c hostCC

                                    pdunit -x hostD -u UNT4 -c hostDD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    ユニット1

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット2

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット3

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット4

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※１

                                 
                                 	
                                    BES1に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    次に示すクライアント環境定義に指定するホスト名

                                    
                                       	
                                          PDHOST

                                       

                                       	
                                          PDFESHOST

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    hostA及びhostB※２

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※１

                        	
                           ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                        

                        	注※２

                        	
                           システムマネジャのユニットがIPアドレスを引き継がない場合，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。フロントエンドサーバのユニットがIPアドレスを引き継がない場合，クライアント環境定義のPDFESHOSTオペランドに現用系及び予備系のホスト名を指定してください。そうすれば，系が切り替わった後もPDHOST，PDFESHOSTオペランドの指定値を変更する必要はありません。ただし，実行系が現用系から予備系に切り替わると，UAPは一度現用系（待機系）に接続を試みて失敗した後に予備系（実行系）に接続するため，UAPの接続処理時間がその分だけ長くなります。この問題を解決するには，次に示すどちらかの方法で対処してください。

                           
                              	
                                 クライアント接続用のホスト名をエイリアスIPアドレスで設定し，そのIPアドレスを引き継ぐようにしてください。この場合のホスト名の指定方法については，「IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）」を参照してください。

                              

                              	
                                 次のクライアント環境定義を指定して，接続先にするホストの切り替え時間を短くしてください。各クライアント環境定義の詳細は，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                                 ブロックモードで接続する場合

                                 ・PDTIMEDOUTRETRY

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                                 ノンブロックモードで接続する場合

                                 ・PDNBLOCKWAITTIME

                                 ・PDCONREFRCOUNT

                                 ・PDCONREFRINTERVAL

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　IPアドレスを引き継がない場合（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合）

                     HiRDB/パラレルサーバが使用するIPアドレスは引き継がないが，クライアント接続用のIPアドレスは引き継ぐ場合のホスト名の運用方法（指定方法）を次に示します。システム構成は相互系切り替え構成とします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 hostAはユニット1（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostAAはユニット1（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostBはユニット2（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostBBはユニット2（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostCはユニット3（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostCCはユニット3（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostDはユニット4（現用系）が使用するホスト名で，IPアドレスを引き継ぎません。hostDDはユニット4（待機系）が使用するホスト名です。

                              

                              	
                                 hostX〜hostZはクライアント接続用のホスト名（エイリアスIPアドレス）で，IPアドレスを引き継ぎます。

                                 
                                    	ポイント

                                    	
                                       標準ホスト名を同じ（host1=host2，host3=host4）にすると，系の切り替わりをHiRDBが認識できません。したがって，標準ホスト名は異なる名称にしてください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定するホスト名

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    pdunit -x hostA -u UNT1 -c hostAA

                                    pdunit -x hostB -u UNT2 -c hostBB

                                    pdunit -x hostC -u UNT3 -c hostCC

                                    pdunit -x hostD -u UNT4 -c hostDD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    ユニット1

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット2

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット3

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット4

                                 
                                 	
                                    pd_hostname=host4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    rloginするときに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2があるサーバマシンにrloginする場合

                                 
                                 	
                                    hostC又はhostD（実行系のホスト名を指定します）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンドに指定するホスト名※

                                 
                                 	
                                    BES1に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対して運用コマンドを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユティリティに指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対してユティリティを実行する場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    メッセージに表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対するメッセージの場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    統計情報に表示されるホスト名

                                 
                                 	
                                    BES1に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostC

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2に対する統計情報の場合

                                 
                                 	
                                    hostD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    クライアント環境定義に指定するホスト名

                                 
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    hostZ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    hostX又はhostY（接続するフロントエンドサーバのホスト名を指定します）

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　ホスト名の代わりにユニット識別子が指定できます。

                  
               
               
                  (3)　クライアント環境定義の指定

                  スタンバイ型系切り替え機能の場合はクライアント環境定義の指定に注意が必要です。Microsoft Azure環境でHiRDBのクライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ場合は「パブリッククラウド環境に関する準備」を参照してクライアント環境定義の指定してください。それ以外の場合は次のとおり指定してください。

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     IPアドレスを引き継ぐ場合はクライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系のホスト名を指定してください。IPアドレスを引き継がない場合は現用系及び予備系の両方のホスト名を指定してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     システムマネジャのユニットがIPアドレスを引き継ぐ場合は，クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系のホスト名（システムマネジャのホスト名）を指定してください。IPアドレスを引き継がない場合は現用系及び予備系の両方のホスト名を指定してください。

                     フロントエンドサーバのユニットがIPアドレスを引き継ぐ場合は，PDFESHOSTオペランドに現用系のホスト名（フロントエンドサーバのホスト名）を指定してください。IPアドレスを引き継がない場合は現用系及び予備系の両方のホスト名を指定してください。PDHOST及びPDFESHOSTオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
               
               
                  (4)　HiRDBシステム定義及びクライアント環境定義のホスト名の指定例

                  ここでは，スタンバイ型系切り替え機能を使用するときのホスト名の指定例を説明します。

                  
                     (a)　IPアドレスを引き継ぐ場合（ユーザサーバホットスタンバイ限定）

                     HiRDBシステム定義及びクライアント環境定義の指定例（ホスト名の指定例）を次に示します。

                     ●システム共通定義

                     pdunit -x pkghost -u UNT1 -d /hirdb_x             1

                     ●ユニット制御情報定義

                     set pd_hostname = mainhost                        2

                     ●クライアント環境定義

                     export PDHOST = pkghost                           3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプションには再配置可能なIPアドレスのホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 pd_hostnameオペランドには現用系のホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 クライアント環境定義のPDHOSTオペランドに，再配置可能なIPアドレスのホスト名（HiRDB/パラレルサーバの場合はシステムマネジャのホスト名）を指定します。

                                 なお，マルチフロントエンドサーバの場合は，PDFESHOSTオペランドに再配置可能なIPアドレスのホスト名（フロントエンドサーバのホスト名）を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　IPアドレスを引き継がない場合

                     HiRDBシステム定義及びクライアント環境定義の指定例（ホスト名の指定例）を次に示します。

                     ●システム共通定義

                     pdunit -x mainhost -u UNT1 -d /hirdb/pddir_s -c reservedhost      1

                     ●ユニット制御情報定義

                     set pd_hostname = mainhost                                        2

                     ●クライアント環境定義

                     export PDHOST = mainhost,reservedhost                             3

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプションには現用系のホスト名を指定します。-cオプションには予備系のホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 pd_hostnameオペランドには現用系のホスト名を指定します。

                              

                              	
                                 クライアント環境定義のPDHOSTオペランドには，現用系と予備系の両方のホスト名（HiRDB/パラレルサーバの場合はシステムマネジャのホスト名）を指定します。

                                 なお，マルチフロントエンドサーバの場合は，PDFESHOSTオペランドに現用系と予備系の両方のホスト名（フロントエンドサーバのホスト名）を指定します。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               26.3.4　HiRDBに関する準備

               実行者　HiRDB管理者

               ここでは，HiRDBに関する準備方法について説明します。

               
                  (1)　前提条件及び注意事項

                  
                     (a)　現用系と予備系で一致させること

                     現用系及び予備系で，次に示すことを一致させてください。

                     
                        	
                           HiRDB及び関連プログラムプロダクトのバージョン

                        

                        	
                           HiRDB管理者の環境(ログイン名，ユーザID，グループID，環境変数)

                        

                        	
                           HiRDB運用ディレクトリの絶対パス名

                        

                        	
                           HiRDBシステム定義の内容

                        

                        	
                           HiRDBファイルの設定形式

                        

                        	
                           ユーザの実行形式プログラム

                        

                     

                  
                  
                     (b)　環境設定に関する注意事項

                     
                        	
                           現用系及び予備系の両方にHiRDBの環境設定を行ってください。また，現用系及び予備系HiRDBのバージョンを合わせてください。また，HiRDBをバージョンアップする場合は，現用系及び予備系の両方をバージョンアップしてください。

                        

                        	
                           HiRDB運用ディレクトリを共有ディスク上に作成しないでください。

                        

                        	
                           DNSサーバを使用しない場合は再配置可能なIPアドレスをhostsファイルに登録してください。

                        

                        	
                           次に示す製品をインストールして環境設定をしてください。

                           
                              	
                                 Hitachi HA Toolkit Extension（現用系及び予備系のマシン）：クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は不要です。

                              

                           

                        

                        	
                           回復不要FESユニットには系切り替え機能を適用できません。

                        

                        	
                           マルチスタンバイ構成を適用する場合は，クラスタソフトウェアのマルチスタンバイ機能を有効にする必要があります。マルチスタンバイ機能の設定方法については，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　リソースに関する注意事項

                     同一サーバマシン内に複数のHiRDBを構成する場合は，待機系HiRDBを含むすべてのHiRDBユニットで確保する共用メモリ量を合算の上，メモリ不足がないか確認してください。待機系HiRDBを含むHiRDBユニットの停止，又は系を切り替えた場合，ユニットコントローラ用共用メモリについては次回HiRDBユニット起動時に解放されます。各共用メモリの確保，解放契機については，マニュアル「HiRDB
                        システム導入・設計ガイド」の「HiRDBのメモリ所要量」を参照してください。

                  
               
               
                  (2)　共有ディスク装置の準備

                  現用系と予備系で共有する外付けハードディスクが必要です。このハードディスクを共有ディスク装置といいます。

                  
                     (a)　共有ディスクの割り当て

                     共有ディスクの割り当てを次の図に示します。

                     
                        図26‒63　共有ディスクの割り当て
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           ユニット単位の切り替えのためユニットごとに共有ディスクを割り当てます。

                        

                     

                     共有ディスク装置には次に示すHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                     
                        	
                           RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           バックアップファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           アンロードログファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           インデクス情報ファイル用HiRDBファイルシステム領域（プラグインインデクス遅延一括作成機能を使用する場合）

                        

                     

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 これらのHiRDBファイルシステム領域は両方（現用系及び予備系）のHiRDBから同じパス名で参照できるように設定してください。

                              

                              	
                                 共用RDエリア用HiRDBファイルシステム領域を作成した共有ディスクは全ユニットから読み書きモードでアクティブにしておく必要があります。このため，系切り替え機能に伴って非アクティブ化，及びアクティブ化をしてはなりません。

                              

                              	
                                 通常ファイルでは，ディスクに反映されない状態（例えば，HiRDBで書き込み完了していても，OSキャッシュ上に残っている状態など）で系が切り替わると，更新内容が失われることがあるため，キャラクタ型スペシャルファイルを推奨します。ただし，系切り替えが発生してもOSがデータを保証する通常ファイル（ジャーナルファイルシステム）であれば，次に示すファイルを共有ディスク上に配置してもかまいません。

                                 ・pdlogunldコマンド又は自動ログアンロード機能でアンロードするアンロードログファイル

                                 ・データベース複写ユティリティ（pdcopy）で取得するバックアップファイル

                                 ・データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で作成するアンロードデータファイル

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　共有ディスクのアクセス制御

                     系切り替え機能を使用する場合，系の切り替え元と切り替え先の両方から同時に共有ディスクにアクセスが行われると，データベースが壊れる可能性があります。そのため，両方の系から共有ディスクをアクセスできないように制御を行う必要があります。共有ディスクのアクセス制御は，クラスタソフトウェアが行うか，又はHiRDBが行います。

                     なお，通常は，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法で共有ディスクのアクセス制御を行います。「HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御」の方法は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                     
                        	クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           クラスタソフトウェアが共有ディスクのアクセス制御を行います。実行系をアクティブに，待機系及び停止中の系を非アクティブに制御し，実行系だけが共有ディスクにアクセスできるようにします。クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒64　クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 非アクティブの系からは共有ディスクをアクセスできません。そのため，実行系だけが共有ディスクにアクセスできます。

                              

                           

                           共有ディスクの切り替え方法（アクティブ，非アクティブの切り替え方法）については，クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                           なお，HAモニタを使用している場合は，HAモニタのserver定義文のdiskオペランドを指定してください。

                        

                        	HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                           HiRDBが共有ディスクのアクセス制御を行います。この場合，共有ディスクの切り替え（アクティブ，非アクティブの切り替え）は行いません。次に示す流れで系が切り替わります。

                           
                              	
                                 系が切り替わる障害が発生しました。

                              

                              	
                                 切り替え元の系ですべてのサーバプロセスが終了したことをHiRDBが確認します。

                              

                              	
                                 系が切り替わります。

                              

                              	
                                 切り替え先の系から共有ディスクへのアクセスを開始します。

                              

                           

                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒65　HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                     
                        	
                           適用基準

                           次に示す場合にHiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を行ってください。

                           
                              	
                                 共用RDエリアを使用する場合

                                 共用RDエリアを使用する場合，バックエンドサーバがあるすべてのサーバマシンから，共用RDエリアがある共有ディスクをアクティブにする必要があります。そのため，更新可能BESと参照専用BESが同一サーバマシンにある場合に，更新可能BESが系切り替え対象となり，共有ディスクの切り替えが発生すると，参照専用BESから共用RDエリアが参照できなくなります。そのため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                              	
                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合

                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合，ログ適用サイトにTrueCopyを使用してシステムファイルをリモートコピーします。TrueCopyを使用する場合はLVMを使用できませんが，HAモニタがアクセス制御できる共有ディスクはLVMを前提としているため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                           

                        

                        	
                           HiRDBの環境設定

                           HiRDBシステム定義に次に示すオペランドを指定してください。

                           
                              	
                                 pd_ha_prc_cleanup_check = Y

                                 このオペランドにYを指定すると，ユニット内の全サーバプロセスの終了後に系を切り替えます。

                              

                              	
                                 pd_ha_switch_timeout = Y

                                 ディスクへの入出力処理中などが原因で，サーバプロセスが終了しないために系を切り替えられないことがあります。このオペランドにYを指定すると，このような場合に，HAモニタがサーバ（HiRDB）のスローダウンとして系をリセットし，系を切り替えられます。

                              

                           

                        

                        	
                           HAモニタの環境設定

                           HAモニタのserver定義文に次に示すオペランドを指定してください。

                           
                              	
                                 pairdown

                                 このオペランドにuse：serv_slowを指定してください。

                                 系の切り替え元でサーバプロセスが終了しない場合や，HiRDBがスローダウンした場合など，サーバプロセスの終了が確認できないことがあります。このような現象が発生すると，系を切り替えられません。このオペランドを指定すると，スローダウンなどによってサーバプロセスの終了を確認できない場合に，系をリセットして系を切り替えられます。

                              

                              	
                                 disk

                                 HAモニタで共有ディスクのアクセス制御をしないため，このオペランドを省略してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　HiRDBシステム定義の作成

                  
                     (a)　HiRDBシステム定義ファイルの構成

                     現用系，予備系とも同じHiRDBシステム定義を使用します。現用系のHiRDBシステム定義を作成した後に，そのHiRDBシステム定義を予備系にコピーしてください。HiRDB/シングルサーバ，及びHiRDB/パラレルサーバのHiRDBシステム定義ファイルの構成例を次の図に示します。

                     
                        図26‒66　スタンバイ型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義ファイルの構成例（HiRDB/シングルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        図26‒67　スタンバイ型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義ファイルの構成例（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　ユーザサーバホットスタンバイの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド

                     ここでは，ユーザサーバホットスタンバイを使用した場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランドについて説明します。関連するオペランドを次の表に示します。

                     
                        表26‒63　ユーザサーバホットスタンバイの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    説明及び注意事項

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_ha

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_unit

                                 
                                 	
                                    ユニットに系切り替え機能を適用している場合は指定しないでください。

                                    システム内で系切り替え機能を適用しないユニットがある場合，又はシステム内に回復不要FESユニットがある場合は，そのユニットのユニット制御情報定義のpd_ha_unitオペランドにnouseを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_acttype

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能をモニタモードで運用するか，サーバモードで運用するかを指定します。

                                    monitor：系切り替え機能をモニタモードで運用します。

                                    server：系切り替え機能をサーバモードで運用します。

                                    ユーザサーバホットスタンバイを使用する場合は，serverを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_server_process_standby

                                 
                                 	
                                    ユーザサーバホットスタンバイを使用するかどうかを指定します。

                                    Y：ユーザサーバホットスタンバイを使用します。

                                    N：ユーザサーバホットスタンバイを使用しません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_switch_timeout

                                 
                                 	
                                    このオペランドはサーバモードの場合に指定できます。モニタモードの場合にこのオペランドを指定しても無効になります。

                                    系切り替え時のHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）の内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えるかどうかを指定します。ここでいうサーバ障害監視時間とは，HAモニタ又はHitachi HA Toolkit
                                       Extensionのpatrolオペランドに指定した時間のことです。

                                    HAモニタのpatrolオペランドについては，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。Hitachi HA Toolkit Extensionのpatrolオペランドについては，マニュアル「Hitachi
                                       HA Toolkit」を参照してください。

                                    Y：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えます。このとき，HiRDBのスローダウンとして系を切り替えます。

                                    N：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理が終わるまで系を切り替えません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_prc_cleanup_check

                                 
                                 	
                                    サーバプロセスが終了するまで系の切り替え処理を待ち合わせるかどうかを指定します。詳細については，「共有ディスクのアクセス制御」を参照してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_switch_error

                                 
                                 	
                                    このオペランドはAIX版及びLinux版限定のオペランドです。

                                    系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用するかどうかを指定します。系切り替え失敗時の自動再起動機能については，マニュアル「HiRDB 解説」の「系切り替え失敗時の自動再起動機能」を参照してください。

                                    ignore：系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用しません。

                                    retry：系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用します。

                                    このオペランドにretryを指定する場合は，HAモニタのserver定義文のswitch_errorオペランドにretryを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_observe_timeout

                                 
                                 	
                                    系切り替えの実行時間監視機能を使用する場合に，系切り替え処理の監視時間を指定します。系切り替えの実行時間監視機能については，マニュアル「HiRDB 解説」の「系切り替えの実行時間監視機能」を参照してください。

                                    0：系切り替えの実行時間監視機能を使用しません（系切り替え処理時間を監視しません）。

                                    0以外：系切り替えの実行時間監視機能を使用します。指定した監視時間を過ぎても系切り替え処理が完了しなかった場合は，HiRDB（ユニット）を異常終了させます。

                                    監視時間の指定値の目安は，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

                                    系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用している場合，このオペランドのデフォルト値は900です。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_mode_conf

                                 
                                 	
                                    HiRDB（ユニット）の開始方法に関するオペランドです。指定値の目安を次に示します。

                                    ユーザサーバホットスタンバイの場合は次のように指定してください。

                                    
                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにswitchを指定した場合は，MANUAL2を指定してください。

                                       

                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにrestart又はmanualを指定した場合は，MANUAL1を指定してください。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_hostname

                                 
                                 	
                                    現用系の標準ホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdunit

                                 
                                 	
                                    -x

                                 
                                 	
                                    現用系のホスト名を指定します。マルチスタンバイ構成の場合は，IPアドレスを引き継ぐホスト名を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    ユニット識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -d

                                 
                                 	
                                    HiRDB運用ディレクトリ名を指定します。マルチスタンバイ構成の場合は，現用系とすべての予備系で同じディレクトリ名を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -c

                                 
                                 	
                                    予備系のホスト名を指定します。IPアドレスを引き継がない場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -p

                                 
                                 	
                                    HiRDBのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -s

                                 
                                 	
                                    スケジューラのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -t

                                 
                                 	
                                    トランザクションサーバのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます）にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます），このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，どちらかのユニットへの系の切り替えに失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_crypto_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます）にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます），このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，どちらかのユニットへの系の切り替えに失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_crypto_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (c)　高速系切り替えの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド

                     ここでは，高速系切り替えを使用した場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランドについて説明します。関連するオペランドを次の表に示します。

                     
                        表26‒64　高速系切り替えの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    説明及び注意事項

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_ha

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_ipaddr_inherit

                                 
                                 	
                                    IPアドレスを引き継ぐかどうかを指定します。高速系切り替え機能を適用するユニットにはNを指定してください。

                                    Y：IPアドレスを引き継ぎます。

                                    N：IPアドレスを引き継ぎません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_unit

                                 
                                 	
                                    ユニットに系切り替え機能を適用している場合は指定しないでください。

                                    システム内で系切り替え機能を適用しないユニットがある場合，又はシステム内に回復不要FESユニットがある場合は，そのユニットのユニット制御情報定義のpd_ha_unitオペランドにnouseを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_acttype

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能をモニタモードで運用するか，サーバモードで運用するかを指定します。

                                    monitor：系切り替え機能をモニタモードで運用します。

                                    server：系切り替え機能をサーバモードで運用します。

                                    高速系切り替え機能を使用するときは，serverを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_agent

                                 
                                 	
                                    高速系切り替え機能を使用する場合は，standbyunitを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_transaction

                                    pd_ha_trn_queuing_wait_time

                                    pd_ha_trn_restart_retry_time

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          トランザクションキューイング機能を使用する場合に指定します。

                                       

                                       	
                                          pd_ha_transactionオペランドにqueuingを指定した場合，系の切り替え中に最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）を超えたときに，HiRDBサーバへの接続処理をpd_ha_trn_queuing_wait_time＋pd_ha_trn_restart_retry_timeの時間だけHiRDBクライアントでリトライします。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_trn_queuing_initial

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバを配置したユニットの起動直後からトランザクションキューイング機能を有効にする場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_switch_timeout

                                 
                                 	
                                    このオペランドはサーバモードの場合に指定できます。モニタモードの場合にこのオペランドを指定しても無効になります。

                                    系切り替え時のHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）の内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えるかどうかを指定します。ここでいうサーバ障害監視時間とは，HAモニタ又はHitachi HA Toolkit
                                       Extensionのpatrolオペランドに指定した時間のことです。

                                    HAモニタのpatrolオペランドについては，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。Hitachi HA Toolkit Extensionのpatrolオペランドについては，マニュアル「Hitachi
                                       HA Toolkit」を参照してください。

                                    Y：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えます。このとき，HiRDBのスローダウンとして系を切り替えます。

                                    N：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理が終わるまで系を切り替えません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_prc_cleanup_check

                                 
                                 	
                                    サーバプロセスが終了するまで系の切り替え処理を待ち合わせるかどうかを指定します。詳細については，「共有ディスクのアクセス制御」を参照してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_switch_error

                                 
                                 	
                                    このオペランドはAIX版，及びLinux版限定のオペランドです。

                                    系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用するかどうかを指定します。系切り替え失敗時の自動再起動機能については，マニュアル「HiRDB 解説」の「系切り替え失敗時の自動再起動機能」を参照してください。

                                    ignore：系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用しません。

                                    retry：系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用します。

                                    このオペランドにretryを指定する場合は，HAモニタのserver定義文のswitch_errorオペランドにretryを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_observe_timeout

                                 
                                 	
                                    系切り替えの実行時間監視機能を使用する場合に，系切り替え処理の監視時間を指定します。系切り替えの実行時間監視機能については，マニュアル「HiRDB 解説」の「系切り替えの実行時間監視機能」を参照してください。

                                    0：系切り替えの実行時間監視機能を使用しません（系切り替え処理時間を監視しません）。

                                    0以外：系切り替えの実行時間監視機能を使用します。指定した監視時間を過ぎても系切り替え処理が完了しなかった場合は，HiRDB（ユニット）を異常終了させます。

                                    監視時間の指定値の目安は，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

                                    系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用している場合，このオペランドのデフォルト値は900です。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_mode_conf

                                 
                                 	
                                    HiRDB（ユニット）の開始方法に関するオペランドです。指定値の目安を次に示します。

                                    高速系切り替えの場合は次のように指定してください。

                                    
                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにswitchを指定した場合は，MANUAL2を指定してください。

                                       

                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにrestart又はmanualを指定した場合は，MANUAL1を指定してください。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_hostname

                                 
                                 	
                                    現用系の標準ホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdunit

                                 
                                 	
                                    -x

                                 
                                 	
                                    現用系のホスト名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    ユニット識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -d

                                 
                                 	
                                    HiRDB運用ディレクトリ名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -c

                                 
                                 	
                                    予備系のホスト名を指定します。IPアドレスを引き継がない場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -p

                                 
                                 	
                                    HiRDBのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -s

                                 
                                 	
                                    スケジューラのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -t

                                 
                                 	
                                    トランザクションサーバのポート番号を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます）にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます），このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，どちらかのユニットへの系の切り替えに失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_mgr_rerun

                                 
                                 	
                                    このオペランドにnotwaitを指定すると，システムマネジャユニットの系切り替え時（切り替え先の系での開始処理時）に，各ユニットからの開始処理完了の連絡待ちを行いません。これによって，停止中のユニットがある状態でもシステムマネジャユニットの系切り替えが実行できるようになります。

                                    運用方法の詳細については，「システムマネジャユニットの系切り替えに関する注意事項」を参照してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_crypto_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます）にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます），このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，どちらかのユニットへの系の切り替えに失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_crypto_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_crypto_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (4)　RDエリアの作成

                  共有ディスクに作成したRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域にRDエリアを定義します。ユーザ用RDエリアとシステム用RDエリアをそれぞれ異なる共有ディスクのHiRDBファイルシステム領域に作成するときの定義例を次に示すシステム構成例を基に説明します。

                  
                     図26‒68　HiRDB/シングルサーバのシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  ●create rdarea文の指定例

                  create rdarea SMAST for masterdirectory                   1
  file name "/sds0111/srd01" initial 10 segments;
create rdarea SDIR for datadirectory                      2
  file name "/sds0112/srd02" initial 5 segments;
create rdarea SDIC for datadictionary                     3
  file name "/sds0113/srd03" initial 20 segments;
create rdarea SUSR01 for user used by PUBLIC              4
  file name "/sds0121/srd04" initial 500 segments;
create rdarea SUSR02 for user used by PUBLIC              5
  file name "/sds0131/srd05" initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア（SMAST）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア（SDIR）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア（SDIC）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（SUSR01）を共有ディスクBのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（SUSR02）を共有ディスクCのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                              
                                 図26‒69　HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例
                                 [image: [図データ]]

                              
                           

                        

                     

                  

                  ●create rdarea文の指定例

                  create rdarea PMAST for masterdirectory                      1
    server name DIC file name "/dic0111/prd01"
    initial 10 segments;
create rdarea PDIR for datadirectory                         2
    server name DIC file name "/dic0112/prd02"
    initial 5 segments;
create rdarea PDIC for datadictionary                        3
    server name DIC file name "/dic0113/prd03"
    initial 20 segments;
create rdarea PUSR01 for user used by PUBLIC                 4
    server name BACK01 file name "/back0121/prd04"
    initial 500 segments;
create rdarea PUSR02 for user used by PUBLIC                 5
    server name BACK02 file name "/back0231/prd05"
    initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア（PMAST）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア（PDIR）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア（PDIC）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR01）を共有ディスクBのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR02）を共有ディスクCのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　グローバルバッファの定義

                  マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「グローバルバッファの割り当て方法」を参照して，作成したRDエリアにグローバルバッファを割り当ててください。

               
               
                  (6)　監査証跡ファイルの運用

                  実行者　HiRDB管理者，及び監査人

                  監査証跡ファイルはHiRDB管理者が共有ディスクに作成します。HiRDB管理者，及び監査人は，共有ディスク上の監査証跡ファイルを運用してください。

                  
                     (a)　監査証跡ファイルの作成

                     監査証跡ファイルは，HiRDB管理者が共有ディスクに作成します。

                  
                  
                     (b)　監査証跡ファイルの運用

                     系切り替えが発生した場合，HiRDBは共有ディスク上の監査証跡ファイルに監査事象を記録します。監査事象の記録に関する監査証跡ファイルの運用については，「監査証跡ファイルの運用」を参照してください。

                  
                  
                     (c)　監査証跡の取得

                     系切り替えが発生した場合，監査証跡取得状態の引き継ぎについては，切り替え元ユニットの停止状態に依存します。切り替え先の系が再開始の場合は系を切り替える前の状態を引き継ぎます。切り替え先の系が正常開始の場合はpd_auditオペランドの指定に従います。

                  
                  
                     (d)　pdloadの実行

                     HiRDB管理者は，監査証跡ファイルを入力情報として，pdloadを実行してください（認証は監査人）。ただし，障害などで系が切り替わった場合，HiRDBは切り替わる直前の監査事象を正しく取得しません。このため，pdloadを実行しても切り替え直前のデータを取得できない場合があります。

                  
               
               
                  (7)　NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項

                  系切り替え構成でNetBackup連携機能を使用する場合で，バックアップを取得したNetBackupクライアントとは別のNetBackupクライアントで回復を行うときは，次の環境設定と運用が必要です。ただし，この環境設定と運用は，JP1/VERITAS
                     NetBackup 5.0以降を使用している場合にだけ適用してください。

                  
                     	
                        NetBackupマスターサーバのインストールマシンに，次の空ファイルを作成します。

                        /usr/openv/NetBackup/db/altnames/No.Restrictions

                     

                     	
                        回復に使用するNetBackupクライアント名称（ポリシに設定するクライアントホスト名）は，回復に使用するバックアップデータを取得したNetBackupクライアント名称に変更する必要があります。NetBackupクライアント名称の変更などの詳細は，NetBackupに添付されているドキュメントを参照してください。

                     

                  

               
            
            
               26.3.5　HAモニタに関する準備

               クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合にこの項をお読みください。ここでは，次に示すHAモニタの定義ファイルのうち，HiRDBに関連するオペランドの指定値の目安について説明します。

               
                  	
                     sysdef定義ファイル

                  

                  	
                     servers定義ファイル

                     
                        	参考

                        	
                           
                              	
                                 sysdef定義ファイル及びservers定義ファイルのパス名はOSごとに異なるので注意してください。

                              

                              	
                                 ユニットごとに動作環境を設定します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               これらの定義文の各オペランド，これらの定義文を格納するファイルのパス名，及びHAモニタの環境設定については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。

               
                  (1)　sysdef定義ファイル

                  
                     (a)　servmaxオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバで，一つのサーバマシン上で同時に実行又は待機状態として起動できるサーバの最大数を16又は64で指定します。

                     16：同時に起動できるサーバの最大数を16に設定します。 

                     64：同時に起動できるサーバの最大数を64に設定します。

                     一つのサーバマシン上で系の切り替え単位であるサーバ数が16を超える場合は64を指定してください。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバ数は，HiRDB以外の系切り替え対象製品を含めた値です。HiRDBでは系切り替え対象のサーバ数を次の計算で求めます。

                     
                        	
                           一つのサーバマシン上で動作するスタンバイ型系切り替えの実行系ユニット数と待機系ユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する1:1スタンバイレス型系切り替えの正規BESユニット数と代替BESユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する影響分散スタンバイレス型系切り替えのホストBES数とゲスト用領域数の合計数

                        

                     

                  
                  
                     (b)　multistandbyオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     一つの実行系に対して複数の待機系を定義できる，マルチスタンバイ機能を使用するかどうかを指定します。

                     
                        	
                           use：マルチスタンバイ機能を使用します。

                        

                        	
                           nouse：マルチスタンバイ機能を使用しません。

                        

                     

                     multistandbyオペランドの指定値の目安を次の表に示します。

                     
                        表26‒65　multistandbyオペランドの指定値の目安
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    系切り替え機能の環境

                                 
                                 	
                                    multistandbyオペランドの指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    IPアドレスを引き継がない場合

                                 
                                 	
                                    IPアドレスを引き継がない場合はマルチスタンバイ構成を適用できません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IPアドレスを引き継ぐ場合

                                 
                                 	
                                    マルチスタンバイ構成を適用する場合はuseを指定します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           useを指定した場合，server定義文のstandbypriオペランドで待機系の優先度を指定してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　servers定義ファイル

                  
                     (a)　acttypeオペランド

                     このオペランドにserverを指定してください。

                  
                  
                     (b)　switchtypeオペランド

                     このオペランドにはサーバ障害を検出したときの処理を指定します。

                     
                        	switch：

                        	
                           HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了すると系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します。

                        

                        	restart：

                        	
                           障害が発生した系でHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始します。障害が発生した系でHiRDBを再開始できないときに，系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します（KFPS00715-Eメッセージが出力された時点で系を切り替えます）。

                        

                        	manual：

                        	
                           HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始できなくても自動的に系を切り替えません。そのため，通常はmanualを指定しないでください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　nameオペランド

                     スタンバイ型系切り替え機能の場合はHiRDB運用ディレクトリ名を絶対パス名で指定します。HiRDB/パラレルサーバの場合は該当するユニットのHiRDB運用ディレクトリ名を絶対パス名で指定します。

                  
                  
                     (d)　aliasオペランド

                     HAモニタを適用したシステムで一意となる識別名を指定します。現用系と予備系とで同じ識別名にする必要があります。

                     スタンバイ型系切り替え機能の場合は，HiRDBのユニット識別子を推奨します。

                  
                  
                     (e)　diskオペランド

                     HiRDBファイルシステム領域を作成したDISK領域（ボリュームグループ及びパーティション）の名称を指定します。詳細については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                        HAモニタ」を参照してください。

                  
                  
                     (f)　lan_updownオペランド

                     
                        	IPアドレスを引き継ぐ場合

                        	
                           aliasオペランドの値.upファイル，又はサーバ識別名.downファイルに引き継ぎ対象のIPアドレスを指定して，ネットワークをup/downさせてください。この場合，lan_updownオペランドにuseを指定してください。

                        

                        	IPアドレスを引き継がない場合

                        	
                           実行系及び待機系HiRDB（又はユニット）の開始前に，pdunitオペランドの-x及び-cオプションに指定したIPアドレスを起動しておいてください。HAモニタ用のaliasオペランドの値.upファイルや，aliasオペランドの値.downファイルには，pdunitオペランドの-x又は-cオプションに指定したIPアドレスを指定しないでください。クライアント接続用IPアドレスを引き継ぐ場合は，クライアント接続用IPアドレスを指定してください。なお，クライアント接続用IPアドレスなどの引き継ぐIPアドレスがない場合は，HAモニタのserver定義文のlan_updownオペランドにnouseを指定するか，又はaliasオペランドの値.upファイルとaliasオペランドの値.downファイルを削除してください。

                        

                     

                  
                  
                     (g)　groupオペランド

                     連動系切り替えをする場合にこのオペランドを指定します。系切り替え対象のサーバがHiRDBだけの場合はこのオペランドを指定する必要はありません。このオペランドにはサーバグループ名称を指定します。指定の目安を次に示します。

                     
                        	
                           OpenTP1と連動系切り替えをする場合は，同じ系のOpenTP1について指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorと連動系切り替えをする場合は，同じ系のHiRDB Datareplicatorについて指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (h)　initialオペランド

                     現用系にはonlineを予備系にはstandbyを指定します。

                  
                  
                     (i)　standbypriオペランド（ユーザサーバホットスタンバイ限定）

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     HAモニタのマルチスタンバイ機能を使用して，マルチスタンバイ構成で運用する場合（sysdef定義ファイルのmultistandbyオペランドにuseを指定する場合），このオペランドで待機系の優先度を指定します。

                  
                  
                     (j)　switch_errorオペランド（AIX版及びLinux版限定）

                     このオペランドはHAモニタが次に示すバージョン以降の場合に指定できます。

                     AIXの場合：01-25以降

                     Linuxの場合：01-55-01以降

                     系切り替え失敗時の自動再起動機能を使用する場合，このオペランドにretryを指定してください。

                  
               
            
            
               26.3.6　HAモニタ以外のクラスタソフトウェアに関する準備

               次に示す箇所又はマニュアルの説明を参照して環境設定を行ってください。

               
                  	
                     「Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備」の説明

                  

                  	
                     マニュアル「Hitachi HA Toolkit」

                  

                  	
                     クラスタソフトウェアのマニュアル

                  

               

               クラスタソフトウェアの環境設定方法の詳細については，クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

            
            
               26.3.7　Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備

               Hitachi HA Toolkit Extensionを使用している場合にこの項をお読みください。ここでは，Hitachi HA Toolkit Extensionのsysdef定義ファイル及びservers定義ファイルのオペランドで，HiRDBに関連するオペランドの指定値の目安について説明します。Hitachi
                  HA Toolkit Extensionの環境設定方法の詳細については，マニュアル「Hitachi HA Toolkit」を参照してください。

               なお，ユニットごとに動作環境を設定します。

               
                  (1)　sysdef定義ファイル

                  
                     (a)　servmaxオペランド

                     このオペランドはHitachi HA Toolkit Extensionのバージョンが01-04以降の場合に指定できます。

                     Hitachi HA Toolkit Extensionの系切り替え対象のサーバで，一つのサーバマシン上で同時に実行又は待機状態として起動できるサーバの最大数を16又は64で指定します。

                     16：同時に起動できるサーバの最大数を16に設定します。 

                     64：同時に起動できるサーバの最大数を64に設定します。

                     一つのサーバマシン上で系の切り替え単位であるサーバ数が16を超える場合は64を指定してください。

                     Hitachi HA Toolkit Extensionの系切り替え対象のサーバ数は，HiRDB以外の系切り替え対象製品を含めた値です。HiRDBでは系切り替え対象のサーバ数を次の計算で求めます。

                     
                        	
                           一つのサーバマシン上で動作するスタンバイ型系切り替えの実行系ユニット数と待機系ユニット数の合計数

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　servers定義ファイル

                  
                     (a)　nameオペランド

                     スタンバイ型系切り替え機能の場合はHiRDB運用ディレクトリ名を絶対パス名で指定します。HiRDB/パラレルサーバの場合は該当するユニットのHiRDB運用ディレクトリ名を絶対パス名で指定します。

                  
                  
                     (b)　switchtypeオペランド

                     このオペランドにはサーバ障害を検出したときの処理を指定します。

                     
                        	switch：

                        	
                           HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了すると系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します。

                        

                        	restart：

                        	
                           障害が発生した系でHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始します。障害が発生した系でHiRDBを再開始できないときに，系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します（KFPS00715-Eメッセージが出力された時点で系を切り替えます）。

                        

                        	manual：

                        	
                           HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を再開始できなくても自動的に系を切り替えません。そのため，通常はmanualを指定しないでください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　actcommandオペランド

                     このオペランドに指定したコマンドをパッケージ起動及びフェイルオーバ時に実行します。サーバモードの場合，系切り替えが発生した延長で待機系ユニットに対してコマンドを発行する必要がないため，このオペランドを指定しないことをお勧めします。

                     システムマネジャのユニットを系切り替えの対象にしている場合，actcommandオペランドにpdstartコマンド（HiRDB/パラレルサーバの場合はpdstart
                        -q）を指定すると，パッケージの開始コマンドに連動してHiRDBを開始できます。ただし，系切り替えのときにもactcommandオペランドが実行されるため，既に開始処理を行っている待機系HiRDBに対してpdstartコマンドが発行されてエラーが出力されます。

                  
                  
                     (d)　termcommandオペランド

                     このオペランドにはpdstop -f -qコマンド（HiRDB/パラレルサーバの場合はpdstop -z -qコマンド）を指定することをお勧めします。強制終了のオプションを指定するのは確実にユニットを停止することと，計画系切り替え時に待機系が再開始で引き継ぐ必要があるためです。また，実行系ユニットが起動していない状態で計画系切り替えをした場合，termcommandオペランドで指定したpdstopコマンドがエラーとなります。termcommandオペランドを指定しない場合，実行系ユニットをpdstopコマンドで強制終了させた上で系切り替えをする必要があります。実行系ユニットを稼働させたままで計画系切り替えをした場合は，実行系ユニットが二つ存在することになり，障害が発生して両系停止となる可能性があります。

                  
               
            
            
               26.3.8　複製ディスク機能を用いた系切り替え構成の準備

               複製ディスク機能はLinux限定機能です。この機能を使用する場合，次のライブラリ，及び製品が必要になります。

               
                  	
                     aioライブラリ（libaio.so）

                  

                  	
                     HAモニタ 01-68以降

                  

               

               
                  (1)　システム定義

                  複製ディスク機能を使用した系切り替え構成で設定する，HiRDBシステム定義のオペランドについて説明します。関連するオペランドを次の表に示します。

                  
                     表26‒66　複製ディスク機能を使用した系切り替えの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オペランド名

                              
                              	
                                 説明及び注意事項

                              
                              	
                                 指定要否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pd_duplicated_fs_suffix

                              
                              	
                                 ペアとなる複製ディスクのサフィックス名を指定してください。

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_sts_singleoperation

                                 pd_syssts_singleoperation

                              
                              	
                                 stopを指定するか，又は指定を省略してください。stop以外を指定した場合，ステータスファイルの片系運転中に系切り替えが発生すると，系切り替えに失敗します。

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_redo_allpage_put

                              
                              	
                                 Yを指定してください。RDエリアへの書き込み時，マシンダウンなどで複製ディスク間の不整合が発生した場合に，再開始時に同期を取るために必要となります。

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_log_dual

                              
                              	
                                 Nを指定してください。複製ディスク機能による冗長性を確保しているため，システムログファイルの二重化をする必要がありません。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_spd_dual

                              
                              	
                                 Nを指定してください。複製ディスク機能による冗長性を確保しているため，シンクポイントダンプファイルの二重化をする必要がありません。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_max_utl_ios_file_no

                              
                              	
                                 pdfmkfs -k UTL -mコマンドで作成したHiRDBファイルシステム領域の数を指定します。使用する数より指定した値が小さい場合，HiRDBファイルシステムにアクセスするときにエラーになるおそれがあります。

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：必ず指定してください。

                        △：指定は任意です。

                     

                  

                  複製ディスクはクラスタソフトウェアによるアクセス制御ができないため，HiRDBによるアクセス制御を行う必要があります。HiRDBによるアクセス制御の設定は，「共有ディスクのアクセス制御」の「HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御」を参照して設定してください。

               
               
                  (2)　複製ディスクの準備

                  現用系及び予備系で，ローカルのディスク及びリモートのディスクを，キャラクタ型スペシャルファイル又はブロック型スペシャルファイルとして参照できるようにします。リモートのディスクを，NVMe
                     over Fabrics（NVMf）を使用して，ホスト間で互いのディスクを参照できるようにする方法は，OSのマニュアルを参照して設定してください。キャラクタ型スペシャルファイル又はブロック型スペシャルファイルを指定して，次の図のように現用系と予備系でパス名称がクロスするようにシンボリックリンクを作成します。

                  
                     図26‒70　複製ディスクの設定
                     [image: [図データ]]

                  
                  上記の図は，システム定義のpd_duplicated_fs_suffixオペランドに"_R"を指定した場合の例になります。/dev/nvme0n1がローカルに接続したディスク，/dev/nvme1n1がNVMfで接続したディスクのデバイスになります。キャラクタ型スペシャルファイルを使用する場合は，それぞれのデバイスに対してrawコマンドでrawデバイスを割り当てて使用してください。HiRDBファイルシステム領域を/hirdb/RDAREAに作成する場合は，ローカルのディスクを/hirdb/RDAREAにシンボリックリンクさせ，NVMf接続のディスクを"_R"付けた/hirdb/RDAREA_Rにシンボリックリンクさせます。

                  ローカルディスクのパス名をプライマリパスとよび，サフィックス名を付けたNVMf接続のディスクのパス名をセカンダリパスとよびます。

               
               
                  (3)　HiRDBファイルシステム領域の作成

                  (2)で設定したシンボリックリンクに対して，pdfmkfs -mコマンドでHiRDBファイルシステム領域を作成します。(2)の構成の場合，次のように指定します。

                  pdfmkfs -n 10240 -l 10 -k DB -m /hirdb/RDAREA

                  これによって，/hirdb/RDAREAを指定したHiRDBの操作は，/hirdb/RDAREA_Rにも反映されるようになります。なお，以降の操作では，特に断り書きがない場合，プライマリパス名を指定したものとして説明しています。

               
               
                  (4)　システムファイルの作成

                  システムファイルの作成方法について説明します。コマンドの形式は複製ディスクを使用しない場合と同じになりますが，障害回復作業を考慮した配置にする必要があります。障害回復方法は，「複製ディスク機能を用いた系切り替え構成の回復方法」を参照してください。

                  
                     (a)　システムログファイル

                     障害回復する場合，回復対象のHiRDBファイルシステム領域に格納しているシステムログファイルをすべてクローズする必要があります。システムログの運用に対する影響を少なくするために，1つのHiRDBファイルシステム領域に配置するシステムログファイルの数は1つにすることをお勧めします。障害回復作業中は，使用できる世代数が少なくなることを考慮して，あらかじめシステムログファイルの総容量及び世代数を見積もってください。

                     システムログファイルの配置の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒71　複製ディスクを使用したシステムログファイルの配置
                        [image: [図データ]]

                     
                     例では，1つのHiRDBファイルシステム領域に2つのシステムログファイルを格納しています。見積もったシステムログファイルの容量を6つに分割して，2つずつHiRDBファイルシステム領域に格納している場合，追加で2つ分のシステムログファイルを作成してください。

                  
                  
                     (b)　シンクポイントダンプファイル

                     障害回復する場合，回復対象のHiRDBファイルシステム領域に格納しているシンクポイントダンプファイルをすべてクローズする必要があります。シンクポイントダンプの運用に対する影響を少なくするために，1つのHiRDBファイルシステム領域に配置するシンクポイントダンプファイルの数は1つにすることをお勧めします。障害回復作業中は，使用できる世代数が少なくなることを考慮して，最低でも有効保証世代数＋2世代のシンクポイントダンプファイルを用意してください。

                     シンクポイントダンプファイルの配置の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒72　複製ディスクを使用したシンクポイントダンプファイルの配置
                        [image: [図データ]]

                     
                     例は，有効保証世代数（pd_spd_assurance_count）に2を指定した場合の配置となります。有効保証世代数が2の場合，3世代のシンクポイントダンプファイルが必要になりますが，障害回復作業で1つが使用できなくなるため，シンクポイントダンプファイルを4世代用意しています。

                  
                  
                     (c)　ステータスファイル

                     ステータスファイルはA系とB系のファイルが必要になりますが，両方とも1つのHiRDBファイルシステム領域に格納してください。

                     ステータスファイルの構成の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒73　複製ディスクを使用したステータスファイルの構成
                        [image: [図データ]]

                     
                     複製ディスクに障害が発生した場合，HiRDBファイルシステム領域単位に回復を行って，回復作業中はHiRDBファイルシステム領域に配置したファイルグループをすべてクローズする必要があります。ステータスファイルの運用に対する影響を少なくするために，1つのHiRDBファイルシステム領域に1つの論理ファイルを配置することを推奨します。

                     回復作業中は使用できる論理ファイルの数が少なくなることを考慮して，最小でも論理ファイルが2つ以上のステータスファイルを用意してください。

                     ステータスファイルの配置の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒74　複製ディスクを使用したステータスファイルの配置
                        [image: [図データ]]

                     
                     例では，必要世代数1に対して2つの論理ファイルを用意しています。

                  
               
               
                  (5)　上記以外のHiRDBファイルの作成

                  複製ディスクを使用しない場合と同様に，プライマリパスを指定して作成してください。

               
               
                  (6)　HiRDBの開始

                  HiRDBを開始する前に，現用系及び予備系の両方のマシンが起動していて，双方のディスクが相互にアクセスできる状態にする必要があります。pdfstatfsコマンドなどで相互にアクセスできることを確認してから，HiRDBを開始してください。

               
            
            
               26.3.9　パブリッククラウド環境でHAモニタを使用する場合に関する準備

               ここでは，次のパブリッククラウド環境を使用している場合にこの項をお読みください。

               
                  	
                     Amazon Web Services

                  

                  	
                     Microsoft Azure

                  

                  	
                     Oracle Cloud Infrastructure（以降OCI）

                  

               

               
                  (1)　動作環境

                  
                     (a)　Amazon Web Services環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	レプリケーションソフトウェアを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                              	
                                 DRBD（Distributed Replicated Block Device）

                              

                           

                           また，Amazon EC2インスタンスごとに次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Amazon EBS（Amazon Elastic Block Store）

                              

                           

                        

                        	共有ディスクを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                           

                           また，各インスタンスから次のストレージを共有する必要があります。

                           
                              	
                                 EBSマルチアタッチを使用したAmazon EBS（Amazon Elastic Block Store）

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　Microsoft Azure環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	レプリケーションソフトウェアを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                              	
                                 DRBD（Distributed Replicated Block Device）

                              

                           

                           また，各Azure VMごとに次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Azure Storage

                              

                           

                        

                        	共有ディスクを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                           

                           また，次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Azure共有ディスクを使用したAzure Storage※

                              

                           

                           
                              	注※

                              	
                                 各インスタンスからAzure共有ディスクを共有してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　OCI環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	
                           HAモニタ

                        

                     

                     また，各インスタンスから次のストレージを共有する必要があります。

                     
                        	
                           ブロック・ボリューム

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　クラスタ構成概要

                  Amazon Web Services環境上及びMicrosoft Azure環境上にレプリケーションソフトウェアを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒75　Amazon Web Services環境上のレプリケーションソフトウェアを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図26‒76　Microsoft Azure環境上のレプリケーションソフトウェアを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                        実行系のストレージ（Amazon EBS又はAzure Storage）に対して更新すると，DRBDは更新内容を待機系に送信し，待機系のストレージにレプリケーションします。そのため，実行系の障害によって系が切り替わった場合，障害発生直前の状態から業務を続行できます。障害が発生して系が切り替わった場合は，レプリケーションするノード間で同期が取れているかどうかを確認して待機系を起動してください。もし，同期が取れていない場合は再同期処理を実施し，同期がとれたことを確認した上で待機系を起動してください※。同期状況の確認，及び同期処理の手順については，DRBDのマニュアルを参照してください。

                        
                           	注※

                           	
                              同期がとれていない状態で，既に待機系を起動している場合は待機系をいったん停止した上で，再同期処理を実施してください。その後，同期がとれたことを確認した上で待機系を起動してください。

                           

                        

                     

                  

                  Amazon Web Services環境上に共有ディスクを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒77　Amazon Web Services環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

                  Microsoft Azure環境上に共有ディスクを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒78　Microsoft Azure環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

                  OCI環境上にクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒79　OCI環境上のクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，待機系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，待機系が実行系になって業務処理を続行します。

                     

                  

               
               
                  (3)　パブリッククラウド環境上のIPアドレスの構成について

                  パブリッククラウド環境でクラスタ構成を構築する場合，IPアドレスは次の構成をサポートします。

                  
                     表26‒67　パブリッククラウドの系切り替えでサポートするIPアドレスの構成
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 パブリッククラウド

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継ぐ構成※

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継がない構成

                              
                              	
                                 IPアドレスを引き継がない（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ）構成

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 Amazon Web Services

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 Microsoft Azure

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 Oracle Cloud Infrastructure

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：サポートします。

                        −：サポートしません。

                     

                     	注※

                     	
                        HiRDBサーバのIPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成を前提とするマルチスタンバイ構成を含みます。

                     

                  

                  Amazon Web Services環境ではVIP制御又はEIP制御によってIPアドレスを引き継ぐ構成をサポートします。VIP制御又はEIP制御によってIPアドレスを引き継ぐ構成の設定は，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ パブリッククラウド編」を参照してください。

                  Microsoft Azure環境では次のどちらかの機能とHAモニタのLANの状態設定ファイルを使用することで，IPアドレスを引き継がない（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ）構成をサポートします。Azureロードバランサー制御を使用する場合の固有の設定は「Microsoft Azure環境でAzureロードバランサー制御を使用する場合の設定」を参照してください。DNS名制御を使用する場合の固有の設定は「Microsoft Azure環境でDNS名制御を使用する場合の設定」を参照してください。

                  
                     	
                        Azureロードバランサー制御

                        Azureロードバランサーの負荷分散機能を利用し，クライアントからの要求を正常性プローブの応答のある実行系だけに転送し，応答のない待機系には転送しないように制御します。

                     

                     	
                        DNS名制御

                        Azure DNSに登録しているレコードを変更することによって通信経路を切り替えます。このレコードにはDNS名と実行系仮想マシンAzure VMのIPアドレスの対応が記載されています。

                     

                  

                  OCI環境ではHAモニタのLANの状態設定ファイルを使用することで，IPアドレスを引き継ぐ構成もIPアドレスを引き継がない（クライアント接続用のIPアドレスだけを引き継ぐ）構成もサポートします。LANの状態設定ファイルはHAモニタが提供しているOCI用シェルスクリプトのOCI用のLANの状態設定ファイルを使用してください。設定の詳細はマニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ パブリッククラウド編」を参照してください。

               
               
                  (4)　DRBDに関する設定項目

                  DRBDを使用する場合にお読みください。

                  DRBDを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。なお，詳細については，DRBDのマニュアルを参照してください。設定したDRBDのリソース名はHAモニタの設定項目に指定します。

                  DRBDコマンドでDRBDリソースを有効化した後，deviceオプションに指定したデバイス（/dev/drbd1など）にHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  すべてのHiRDBファイルシステム領域を作成した後，DRBDの初期同期を実施し，レプリケーションするノード間でデータを一致させてください。

                  
                     (a)　DRBD設定ファイルの指定例

                     DRBD設定ファイルの指定例を次に示します。

                     ●/etc/drbd.d/global_common.conf

                     global {
  usage-count no;
}
common {
  disk {
    on-io-error detach;
  }
  options {
    on-no-data-accessible io-error;
  }
net {
    protocol C;
  }
}

                     ●/etc/drbd.d/drbd01.res（リソース名：:drbd01，2ノード構成の場合）

                     resource drbd01 {
  volume 0 {
    device    /dev/drbd1;
    disk      /dev/xvdf1;
    meta-disk internal;
  }
  on HiRDB-host1 {
    address   10.1.1.31:7789;
  }
  on HiRDB-host2 {
    address   10.1.2.32:7789;
  }
}

                     ●/etc/drbd.d/drbd01.res（リソース名：:drbd01，3ノード構成の場合）

                     resource drbd01 {
  volume 0 {
    device    /dev/drbd1;
    disk      /dev/xvdf1;
    meta-disk internal;
  }
  on HiRDB-host1 {
    address   10.1.1.31:7789;
    node-id   0;
  }
  on HiRDB-host2 {
    address   10.1.2.32:7790;
    node-id   1;
  }
  on HiRDB-host3 {
    address   10.1.2.33:7791;
    node-id   2;
  }
  connection-mesh {
    hosts HiRDB-host1 HiRDB-host2 HiRDB-host3
  }
}

                  
                  
                     (b)　disk-barrier，disk-flushes，disk-drainオプション

                     DRBDのデフォルト値を推奨します。

                     なお，すべてのオプションを無効にすると，書き込み順序が保証されないため，すべてのオプションを無効にしないでください。

                  
                  
                     (c)　on-io-errorオプション

                     detachを指定します。

                  
                  
                     (d)　on-no-data-accessibleオプション

                     io-errorを指定します。

                  
                  
                     (e)　protocolオプション

                     B，又はCを指定します。

                  
                  
                     (f)　allow-two-primariesオプション

                     このオプションは指定しないでください。

                  
                  
                     (g)　deviceオプション

                     DRBDでレプリケーションするブロックデバイス（指定例では/dev/drbd1）を指定します。

                  
                  
                     (h)　diskオプション

                     DRBDのデバイスを構成するブロックデバイス（指定例では/dev/xvdf1）を指定します。複数のブロックデバイスを使用する場合は，UUIDなどOS再起動後に同じパス名となる値を指定してください。

                  
                  
                     (i)　host-nameオプション

                     レプリケーション対象のホスト名（指定例ではHiRDB-host1，HiRDB-host2など）を指定します。

                  
                  
                     (j)　addressオプション

                     レプリケーション対象のIPアドレス，及び任意のポート番号を指定します。

                  
               
               
                  (5)　HAモニタに関する設定項目（sysdef定義ファイル）

                  HAモニタを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。

                  なお，そのほかのオペランドや詳細については，次のマニュアル，又は該当する箇所を参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        「HAモニタに関する準備」

                     

                  

                  
                     (a)　public_cloudオペランド

                     useを指定してください。

                  
               
               
                  (6)　HAモニタに関する設定項目（servers定義ファイル）

                  HAモニタを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。

                  なお，そのほかのオペランドや詳細については，次のマニュアル，又は該当する箇所を参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        「HAモニタに関する準備」

                     

                  

                  
                     (a)　rep_deviceオペランド

                     DRBDを使用する場合，「DRBDに関する設定項目」でHiRDBファイルシステム領域を作成したレプリケーションディスクを指定しているDRBDリソース名（「DRBDに関する設定項目」の指定例ではdrbd01）を指定してください。

                  
                  
                     (b)　diskオペランド

                     HAモニタによるディスクのアクセス制御をする場合に指定してください。

                     HAモニタによるディスクのアクセス制御を行わない（diskオペランドを指定しない）場合は，「共有ディスクのアクセス制御」を参照して必要なオペランドを設定してください。

                  
               
               
                  (7)　Microsoft Azure環境でAzureロードバランサー制御を使用する場合の設定

                  Microsoft Azure環境でAzureロードバランサー制御を使用してクラスタ構成を構築する場合に固有な設定について説明します。

                  なお，ここに明記されていないHiRDB以外の設定や各設定項目の詳細は次のマニュアルを参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        Microsoft Azureのマニュアル

                     

                  

                  
                     (a)　Azureロードバランサーに関する設定項目

                     Azureロードバランサーの設定項目に指定するHiRDBのIPアドレス及びポートなどは次のとおりです。各項目の詳細については，Microsoft Azureのマニュアルを参照してください。

                     
                        表26‒68　Azureロードバランサーに指定する項目の値
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    フロントエンドIP構成のIPアドレス

                                 
                                 	
                                    HiRDBクライアントからロードバランサーに接続するための任意のIPアドレス

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バックエンドプールの仮想マシン及びIPアドレス

                                 
                                 	
                                    HiRDBサーバを配置する仮想マシンと，そのIPアドレス

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のポート

                                 
                                 	
                                    通常接続又はFESホストダイレクト接続の場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    高速接続の場合

                                 
                                 	
                                    pd_service_portオペランドの指定値，又はpd_scd_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のバックエンドポート

                                 
                                 	
                                    同上

                                 
                              

                              
                                 	
                                    負荷分散規則のフローティングIP

                                 
                                 	
                                    無効

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　HAモニタに関する設定項目（LANの状態設定ファイル）

                     HAモニタの「LANの状態設定ファイル」のLB_IPADDRシェル変数を次のように設定してください（IPアドレスを設定しないようにしてください）。

                     　LB_IPADDR[n]=""
　（nは0以上の整数）

                     なお，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」ではIPアドレスを設定するように記載されていますが，HiRDBの系切り替えの場合は負荷分散規則のフローティングIPを無効に設定して使用しますので，上記のとおり設定してください。

                  
                  
                     (c)　HiRDBクライアントに関する設定項目

                     HiRDBサーバへの接続方式ごとに指定するHiRDBクライアントの環境変数を次の表に示します。

                     
                        表26‒69　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒70　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒71　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    システムマネジャユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバユニットを配置したサーバマシンに対応するAzureロードバランサーのフロントエンドIP構成のIPアドレス又はホスト名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_service_portオペランドの指定値，又はpd_scd_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSRVTYPE

                                 
                                 	
                                    "PC"

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (8)　Microsoft Azure環境でDNS名制御を使用する場合の設定

                  Microsoft Azure環境でDNS名制御を使用してクラスタ構成を構築する場合の，HiRDBクライアントに関する設定項目について説明します。

                  なお，ここに明記されていないHiRDB以外の設定や各設定項目の詳細は次のマニュアルを参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        Microsoft Azureのマニュアル

                     

                  

                  
                     (a)　HiRDBクライアントに関する設定項目

                     HiRDBサーバへの接続方式ごとに指定するHiRDBクライアントの環境変数を次の表に示します。

                     
                        表26‒72　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が通常接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，シングルサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，システムマネジャユニットのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシステムマネジャユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒73　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式がFESホストダイレクト接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        表26‒74　HiRDB接続に関連する環境変数の値（HiRDBの接続方式が高速接続の場合）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    環境変数

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    PDHOST

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，シングルサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，システムマネジャのFQDN，又はPDFESHOSTを設定している場合はPDFESHOSTと同じ値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDFESHOST

                                 
                                 	
                                    Azure DNSに登録されている，フロントエンドサーバのFQDN

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDNAMEPORT

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はシングルサーバのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    pd_name_portオペランドの指定値，又はPDFESHOST（指定がない場合はPDHOST）で接続先としたユニットのpdunitオペランドの-pオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEPORT

                                 
                                 	
                                    pd_service_portオペランドの指定値，又はpd_scd_portオペランドの指定値，又はpdunitオペランドの-sオプションの指定値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSERVICEGRP

                                 
                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    シングルサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDB/パラレルサーバの場合

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバのサーバ名

                                 
                              

                              
                                 	
                                    PDSRVTYPE

                                 
                                 	
                                    "PC"

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
               
                  (9)　OCI環境でブロック・ボリュームを使用する場合の設定

                  マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」を参照して，共有ディスクとして使用するブロック・ボリュームを設定してください。

               
            
         
         
            26.4　1:1スタンバイレス型系切り替えの構築

            
               26.4.1　システム構成例

               ここでは，系切り替え機能使用時のシステム構成例について説明します。

               1：1スタンバイレス型系切り替えの代表的なシステム構成例を説明します。

               
                  (1)　相互代替構成

                  1：1スタンバイレス型系切り替えで二つのバックエンドサーバがお互いに代替BESになる構成です。相互代替構成のシステム構成例を次の図に示します。

                  
                     図26‒80　相互代替構成のシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        クラスタソフトウェアがHAモニタの場合，Hitachi HA Toolkit Extensionは必要ありません。

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              BES1はBES2の代替BESです。BES2に障害が発生した場合は，BES2の代替部がBES2の処理を代行します。

                           

                           	
                              BES2はBES1の代替BESです。BES1に障害が発生した場合は，BES1の代替部がBES1の処理を代行します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　片方向代替構成

                  1：1スタンバイレス型系切り替えで片方向だけの代行関係を持つ構成です。片方向代替構成（2ノード構成）のシステム構成例を次の図に示します。

                  
                     図26‒81　片方向代替構成（2ノード構成）のシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        クラスタソフトウェアがHAモニタの場合，Hitachi HA Toolkit Extensionは必要ありません。

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        BES2はBES1の代替BESです。BES1に障害が発生した場合は，BES1の代替部がBES1の処理を代行します。BES2に障害が発生した場合，BES1は処理を代行しません。

                     

                  

               
               
                  (3)　1：1スタンバイレス型とスタンバイ型を混合したシステム構成例

                  1：1スタンバイレス型とスタンバイ型を混合したシステム構成例を次の図に示します。このシステム構成のHiRDBシステム定義の例については，マニュアル「HiRDB システム定義」の「HiRDB/パラレルサーバの場合：1：1スタンバイレス型系切り替え機能使用時」を参照してください。

                  
                     図26‒82　1：1スタンバイレス型とスタンバイ型を混合したシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        クラスタソフトウェアがHAモニタの場合，Hitachi HA Toolkit Extensionは必要ありません。

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              MGR，FES，DSのユニットには，スタンバイ型系切り替え機能（相互系切り替え構成）を適用します。系が切り替わったときの運用を簡単にするため，IPアドレスを引き継ぐ構成にします。また，ユーザサーバホットスタンバイを適用します。

                           

                           	
                              BESのユニットには，1：1スタンバイレス型系切り替え機能（相互代替構成）を適用します。

                           

                           	
                              全サーバマシンにHiRDB Advanced High Availabilityが必要になります。スタンバイレス型系切り替え機能を適用しないサーバマシン，及び系切り替え機能を適用しないサーバマシンにもHiRDB
                                 Advanced High Availabilityが必要です。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               26.4.2　IPアドレスの構成例

               スタンバイレス型系切り替え機能では，稼働中のホストが処理を引き継ぐため，IPアドレスの引き継ぎが発生しません。

               正規BESユニットと代替BESユニットとで異なるIPアドレス及びホスト名を設定します。また，pdunit -cオペランドを指定する必要はありません。

               IPアドレスを引き継がない場合のネットワーク構成例を次の図に示します。

               
                  図26‒83　IPアドレスを引き継がない場合のネットワーク構成例
                  [image: [図データ]]

               
            
            
               26.4.3　HiRDBに関する準備

               実行者　HiRDB管理者

               ここでは，HiRDBに関する準備方法について説明します。

               
                  (1)　前提条件及び注意事項

                  
                     	
                        次に示す製品をインストールして環境設定をしてください。

                        
                           	
                              HiRDB Advanced High Availability（全サーバマシン）

                           

                           	
                              Hitachi HA Toolkit Extension（正規BESユニットと代替BESユニット）：クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は不要です。

                           

                        

                     

                     	
                        正規BESユニット及び代替BESユニット内にはバックエンドサーバだけを定義してください。ユニット内にバックエンドサーバ以外のサーバを定義すると，そのユニットには1：1スタンバイレス型系切り替え機能を適用できません。

                     

                     	
                        代替BES用のHiRDB運用ディレクトリの準備は不要：

                        1：1スタンバイレス型系切り替え機能では，代替BESユニットのHiRDB運用ディレクトリを使用するため，代替BESのためのHiRDB運用ディレクトリの準備は不要です。すなわち，代替BESのためのpdsetupコマンドは不要です。

                     

                     	
                        システム定義ファイルの配置：

                        グループを構成する各ユニットに，全バックエンドサーバ分のバックエンドサーバ定義ファイルを配置してください。バックエンドサーバ定義のデフォルト値としてユニット制御情報定義に設定するパラメタは，システム共通定義，又はバックエンドサーバ定義ファイルに定義しておく必要があります。

                     

                  

               
               
                  (2)　共有ディスク装置の準備

                  現用系と予備系（正規BESと代替BES）で共有する外付けハードディスクが必要です。このハードディスクを共有ディスク装置といいます。

                  
                     (a)　共有ディスクの割り当て

                     共有ディスクの割り当てを次の図に示します。

                     
                        図26‒84　共有ディスクの割り当て
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           ユニット単位の切り替えのためユニットごとに共有ディスクを割り当てます。

                        

                     

                     共有ディスク装置には次に示すHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                     
                        	
                           RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           バックアップファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           アンロードログファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           インデクス情報ファイル用HiRDBファイルシステム領域（プラグインインデクス遅延一括作成機能を使用する場合）

                        

                     

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 これらのHiRDBファイルシステム領域は，正規BESユニットと代替BESユニットの両方から同じパス名で参照できるように設定してください。

                              

                              	
                                 共用RDエリア用HiRDBファイルシステム領域を作成した共有ディスクは全ユニットから読み書きモードでアクティブにしておく必要があります。このため，系切り替え機能に伴って非アクティブ化，及びアクティブ化をしてはなりません。

                              

                              	
                                 通常ファイルでは，ディスクに反映されない状態（例えば，HiRDBで書き込み完了していても，OSキャッシュ上に残っている状態など）で系が切り替わると，更新内容が失われることがあるため，キャラクタ型スペシャルファイルを推奨します。ただし，系切り替えが発生してもOSがデータを保証する通常ファイル（ジャーナルファイルシステム）であれば，次に示すファイルを共有ディスク上に配置してもかまいません。

                                 ・pdlogunldコマンド又は自動ログアンロード機能でアンロードするアンロードログファイル

                                 ・データベース複写ユティリティ（pdcopy）で取得するバックアップファイル

                                 ・データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で作成するアンロードデータファイル

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　共有ディスクのアクセス制御

                     系切り替え機能を使用する場合，系の切り替え元と切り替え先の両方から同時に共有ディスクにアクセスが行われると，データベースが壊れる可能性があります。そのため，両方の系から共有ディスクをアクセスできないように制御を行う必要があります。共有ディスクのアクセス制御は，クラスタソフトウェアが行うか，又はHiRDBが行います。

                     なお，通常は，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法で共有ディスクのアクセス制御を行います。「HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御」の方法は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                     
                        	クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           クラスタソフトウェアが共有ディスクのアクセス制御を行います。実行系をアクティブに，待機系及び停止中の系を非アクティブに制御し，実行系だけが共有ディスクにアクセスできるようにします。クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒85　クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 非アクティブの系からは共有ディスクをアクセスできません。そのため，実行系だけが共有ディスクにアクセスできます。

                              

                           

                           共有ディスクの切り替え方法（アクティブ，非アクティブの切り替え方法）については，クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                           なお，HAモニタを使用している場合は，HAモニタのserver定義文のdiskオペランドを指定してください。

                        

                        	HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                           HiRDBが共有ディスクのアクセス制御を行います。この場合，共有ディスクの切り替え（アクティブ，非アクティブの切り替え）は行いません。次に示す流れで系が切り替わります。

                           
                              	
                                 系が切り替わる障害が発生しました。

                              

                              	
                                 切り替え元の系ですべてのサーバプロセスが終了したことをHiRDBが確認します。

                              

                              	
                                 系が切り替わります。

                              

                              	
                                 切り替え先の系から共有ディスクへのアクセスを開始します。

                              

                           

                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒86　HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                     
                        	
                           適用基準

                           次に示す場合にHiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を行ってください。

                           
                              	
                                 共用RDエリアを使用する場合

                                 共用RDエリアを使用する場合，バックエンドサーバがあるすべてのサーバマシンから，共用RDエリアがある共有ディスクをアクティブにする必要があります。そのため，更新可能BESと参照専用BESが同一サーバマシンにある場合に，更新可能BESが系切り替え対象となり，共有ディスクの切り替えが発生すると，参照専用BESから共用RDエリアが参照できなくなります。そのため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                              	
                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合

                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合，ログ適用サイトにTrueCopyを使用してシステムファイルをリモートコピーします。TrueCopyを使用する場合はLVMを使用できませんが，HAモニタがアクセス制御できる共有ディスクはLVMを前提としているため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                           

                        

                        	
                           HiRDBの環境設定

                           HiRDBシステム定義に次に示すオペランドを指定してください。

                           
                              	
                                 pd_ha_prc_cleanup_check = Y

                                 このオペランドにYを指定すると，ユニット内の全サーバプロセスの終了後に系を切り替えます。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合は，バックエンドサーバ内の全サーバプロセスの終了後に系を切り替えます。

                              

                              	
                                 pd_ha_switch_timeout = Y

                                 ディスクへの入出力処理中などが原因で，サーバプロセスが終了しないために系を切り替えられないことがあります。このオペランドにYを指定すると，このような場合に，HAモニタがサーバ（HiRDB）のスローダウンとして系をリセットし，系を切り替えられます。

                              

                           

                        

                        	
                           HAモニタの環境設定

                           HAモニタのserver定義文に次に示すオペランドを指定してください。

                           
                              	
                                 pairdown

                                 このオペランドにuse：serv_slowを指定してください。

                                 系の切り替え元でサーバプロセスが終了しない場合や，HiRDBがスローダウンした場合など，サーバプロセスの終了が確認できないことがあります。このような現象が発生すると，系を切り替えられません。このオペランドを指定すると，スローダウンなどによってサーバプロセスの終了を確認できない場合に，系をリセットして系を切り替えられます。

                              

                              	
                                 disk

                                 HAモニタで共有ディスクのアクセス制御をしないため，このオペランドを省略してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　HiRDBシステム定義の作成

                  
                     (a)　HiRDBシステム定義ファイルの構成

                     正規BESユニットのユニット制御情報定義ファイル及びバックエンドサーバ定義ファイルを代替BESユニットにコピーします。そのとき，ユニット制御情報定義ファイルの名称を次に示すように変更してください。

                     　pdutsys.正規BESユニットのユニット識別子

                     この定義ファイルに指定したオペランドのうち，代替中に設定値が有効になるオペランドを次に示します。次に示すオペランド以外は代替BESユニットのユニット制御情報定義ファイルに設定したオペランドの値が有効になります。

                     
                        	
                           pd_syssts_file_name_1〜7

                        

                        	
                           pd_syssts_singleoperation

                        

                        	
                           pd_syssts_initial_error

                        

                        	
                           pd_syssts_last_active_file

                        

                        	
                           pd_syssts_last_active_side

                        

                        	
                           pd_audit

                        

                        	
                           pd_aud_file_name

                        

                        	
                           pd_aud_max_generation_size

                        

                        	
                           pd_aud_max_generation_num

                        

                        	
                           pd_aud_async_buff_size

                        

                        	
                           pd_aud_async_buff_count

                        

                        	
                           pd_ha_switch_timeout

                        

                        	
                           pd_rpl_hdepath

                        

                     

                     スタンバイレス型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義ファイルの構成例（相互代替構成の場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒87　スタンバイレス型系切り替え機能使用時のHiRDBシステム定義ファイルの構成例（相互代替構成の場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 正規BESユニット（BES1）のユニット制御情報定義ファイル及びバックエンドサーバ定義ファイルを代替BESユニット（BES2）にコピーします。そのとき，ユニット制御情報定義ファイルの名称をpdutsys.UNT1に変更します。

                              

                              	
                                 正規BESユニット（BES2）のユニット制御情報定義ファイル及びバックエンドサーバ定義ファイルを代替BESユニット（BES1）にコピーします。そのとき，ユニット制御情報定義ファイルの名称をpdutsys.UNT2に変更します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　1:1スタンバイレス型系切り替えの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド

                     ここでは，1:1スタンバイレス型系切り替えを使用した場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランドについて説明します。関連するオペランドを次の表に示します。

                     
                        表26‒75　1:1スタンバイレス型系切り替えの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    説明及び注意事項

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_ha

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_unit

                                 
                                 	
                                    ユニットに系切り替え機能を適用している場合は指定しないでください。

                                    システム内で系切り替え機能を適用しないユニットがある場合，又はシステム内に回復不要FESユニットがある場合は，そのユニットのユニット制御情報定義のpd_ha_unitオペランドにnouseを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_acttype

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能をモニタモードで運用するか，サーバモードで運用するかを指定します。

                                    monitor：系切り替え機能をモニタモードで運用します。

                                    server：系切り替え機能をサーバモードで運用します。

                                    サーバモードを使用する場合は，serverを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_agent

                                 
                                 	
                                    1：1スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，serverを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_transaction

                                    pd_ha_trn_queuing_wait_time

                                    pd_ha_trn_restart_retry_time

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          トランザクションキューイング機能を使用する場合に指定します。

                                       

                                       	
                                          pd_ha_transactionオペランドにqueuingを指定した場合，系の切り替え中に最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）を超えたときに，HiRDBサーバへの接続処理をpd_ha_trn_queuing_wait_time＋pd_ha_trn_restart_retry_timeの時間だけHiRDBクライアントでリトライします。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_trn_queuing_initial

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバを配置したユニットの起動直後からトランザクションキューイング機能を有効にする場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_switch_timeout

                                 
                                 	
                                    このオペランドはサーバモードの場合に指定できます。モニタモードの場合にこのオペランドを指定しても無効になります。

                                    系切り替え時のユニットの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えるかどうかを指定します。ここでいうサーバ障害監視時間とは，HAモニタ又はHitachi HA Toolkit
                                       Extensionのpatrolオペランドに指定した時間のことです。

                                    HAモニタのpatrolオペランドについては，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。Hitachi HA Toolkit Extensionのpatrolオペランドについては，マニュアル「Hitachi
                                       HA Toolkit」を参照してください。

                                    Y：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えます。このとき，HiRDBのスローダウンとして系を切り替えます。

                                    N：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理が終わるまで系を切り替えません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_prc_cleanup_check

                                 
                                 	
                                    サーバプロセスが終了するまで系の切り替え処理を待ち合わせるかどうかを指定します。詳細については，「共有ディスクのアクセス制御」を参照してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_mode_conf

                                 
                                 	
                                    HiRDB（ユニット）の開始方法に関するオペランドです。指定値の目安を次に示します。

                                    サーバモードの場合は次のように指定してください。

                                    
                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにswitchを指定した場合は，MANUAL2を指定してください。

                                       

                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにrestart又はmanualを指定した場合は，MANUAL1を指定してください。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_hostname

                                 
                                 	
                                    ユニットの標準ホスト名を指定します（系切り替え機能を使用しない場合と同じです）。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdunit

                                 
                                 	
                                    -x

                                 
                                 	
                                    ユニットのホスト名を指定します（系切り替え機能を使用しない場合と同じです）。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    ユニット識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -d

                                 
                                 	
                                    HiRDB運用ディレクトリ名を指定します。正規BESユニットと代替BESユニットで同じディレクトリ名を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -p

                                 
                                 	
                                    HiRDBのポート番号を指定します。正規BESユニットと代替BESユニットのポート番号※１は同じ番号を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -s

                                 
                                 	
                                    スケジューラのポート番号を指定します。正規BESユニットと代替BESユニットのポート番号※２は同じ番号を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -t

                                 
                                 	
                                    トランザクションサーバのポート番号を指定します。正規BESユニットと代替BESユニットのポート番号※３は同じ番号を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdstart

                                 
                                 	
                                    -c

                                 
                                 	
                                    代替BES名を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdbuffer

                                 
                                 	
                                    -c

                                 
                                 	
                                    代替中に代替部が使用するグローバルバッファを割り当てる場合にこのオプションを指定します。「グローバルバッファの定義（1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合）」を参照してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます）にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合（相互系切り替え構成を含みます），このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，どちらかのユニットへの系の切り替えに失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_max_ard_process

                                 
                                 	
                                    正規BESとそれに対応する代替BESに同じ値を指定してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※１

                        	
                           システム定義のpd_name_portオペランド及びpdunitオペランドの-pオプションを指します。

                        

                        	注※２

                        	
                           システム定義のpd_scd_portオペランド及びpdunitオペランドの-sオプションを指します。

                        

                        	注※３

                        	
                           システム定義のpd_trn_portオペランド及びpdunitオペランドの-tオプションを指します。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　系切り替え後のサーバプロセスの割り当て

                     1：1スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え後の代替BESユニットでは，代替BESが本来の処理をするとともに，正規BESの処理を代行します。このとき，サーバプロセスは代替BES本来の処理用と正規BESの処理用に割り当てられます。代替BES本来の処理をしているサーバプロセスと正規BESの処理を代行しているサーバプロセスの数は必要に応じて変化しますが，代替BESの最大起動プロセス数（pd_max_bes_processオペランドの値）が両者の合計プロセス数の上限となります。この結果，系切り替え発生後の代替BESユニットでの過剰な負荷上昇を抑止できますが，一方で，系切り替え発生後には同時に処理できるサービス要求数の上限が平均で半数に制限されますので注意が必要です。系切り替え発生後のユニットの負荷上昇，及び同時に処理できるサービス要求数の両方を考慮して代替BESのpd_max_bes_processオペランドを設定してください。

                     また，系切り替え発生前の状態で常駐プロセス数（pd_process_countオペランドの値）に余裕があり，サービス要求処理中でないサーバプロセスが常駐している状態では，系切り替え発生後にサービス要求処理中でない常駐プロセスを正規BESの処理を代行するために利用できます。このため，切り替え時の処理性能が向上します。

                     1：1スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセスの割り当て（その1）を次の図に示します。

                     
                        図26‒88　1：1スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセスの割り当て（その1）
                        [image: [図データ]]

                     
                     系切り替え発生前は代替BES（bes1）のpd_max_bes_processオペランドの値まで同時に処理できます。また，代替BES（bes1）のpd_process_countオペランドの値までサーバプロセスを常駐します。

                     系切り替えが発生すると代替BES（bes1）の常駐プロセスを使って，正規BES（bes2）の処理を開始します。このため，正規BES（bes2）処理用のサーバプロセス起動が必要なく，切り替え後すぐに正規BES（bes2）の処理が開始します。また，系切り替え前に正規BES（bes2）処理用のサーバプロセスを待機起動する必要もありません。

                     また，常駐プロセスを使い切った場合は必要に応じてサーバプロセスを追加起動しますが，サーバプロセス数は代替BES（bes1）のpd_max_bes_processオペランドの値までに制限されます。

                     1：1スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセスの割り当て（その2）を次の図に示します。

                     
                        図26‒89　1：1スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセスの割り当て（その2）
                        [image: [図データ]]

                     
                     系切り替え後，代替BES（bes1）が正規BES（bes2）の処理を代行中には，代替BESのpd_max_bes_processオペランドの範囲で，必要に応じて起動したサーバプロセスを代替BES（bes1）の処理，及び正規BES（bes2）処理用に振り分けます。

                     代替BES（bes1）への処理要求だけの場合には，代替BES（bes1）のpd_max_bes_processオペランドの値まで，同時に代替BES（bes1）の処理ができます。

                     また，正規BES（bes2）への処理要求だけの場合には，代替BES（bes1）のpd_max_bes_processオペランドの値まで，同時に正規BES（bes2）の処理ができます。

                  
               
               
                  (4)　RDエリアの作成

                  共有ディスクに作成したRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域にRDエリアを定義します。ユーザ用RDエリアとシステム用RDエリアをそれぞれ異なる共有ディスクのHiRDBファイルシステム領域に作成するときの定義例を次に示すシステム構成例を基に説明します。

                  
                     図26‒90　HiRDB/シングルサーバのシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  ●create rdarea文の指定例

                  create rdarea SMAST for masterdirectory                   1
  file name "/sds0111/srd01" initial 10 segments;
create rdarea SDIR for datadirectory                      2
  file name "/sds0112/srd02" initial 5 segments;
create rdarea SDIC for datadictionary                     3
  file name "/sds0113/srd03" initial 20 segments;
create rdarea SUSR01 for user used by PUBLIC              4
  file name "/sds0121/srd04" initial 500 segments;
create rdarea SUSR02 for user used by PUBLIC              5
  file name "/sds0131/srd05" initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア（SMAST）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア（SDIR）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア（SDIC）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（SUSR01）を共有ディスクBのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（SUSR02）を共有ディスクCのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                              
                                 図26‒91　HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例
                                 [image: [図データ]]

                              
                           

                        

                     

                  

                  ●create rdarea文の指定例

                  create rdarea PMAST for masterdirectory                      1
    server name DIC file name "/dic0111/prd01"
    initial 10 segments;
create rdarea PDIR for datadirectory                         2
    server name DIC file name "/dic0112/prd02"
    initial 5 segments;
create rdarea PDIC for datadictionary                        3
    server name DIC file name "/dic0113/prd03"
    initial 20 segments;
create rdarea PUSR01 for user used by PUBLIC                 4
    server name BACK01 file name "/back0121/prd04"
    initial 500 segments;
create rdarea PUSR02 for user used by PUBLIC                 5
    server name BACK02 file name "/back0231/prd05"
    initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア（PMAST）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア（PDIR）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア（PDIC）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR01）を共有ディスクBのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR02）を共有ディスクCのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　グローバルバッファの定義（1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合）

                  正規BES下のRDエリアが使用するグローバルバッファを定義するとき，pdbufferオペランドに-cオプションを指定してください。-cオプションを指定すると，代替中に代替部が使用するグローバルバッファを確保できます。

                  なお，pdbufferオペランドの-c及び-oオプションの両方を省略した場合は，代替BESユニットを開始できません。

                  
                     (a)　データ用グローバルバッファ（-rオプションのグローバルバッファ）の場合

                     代替中のデータ用グローバルバッファの割り当て方式を説明します。次に示すシステム構成を例にします。

                     ●システム構成例1

                     [image: [図データ]]

                     pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA01,RDAREA02 -n 1000 -c
pdbuffer -a gbuf02 -r RDAREA03,RDAREA04 -n 1000

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 正規BESと代替BESで同じ名称のグローバルバッファを使用していない構成です。

                              

                              	
                                 -cオプションを指定すると代替BES下にもgbuf01が確保されます。代替中はこのグローバルバッファを使用します。ただし，正常時にはこのグローバルバッファは使用されません。

                              

                              	
                                 代替BESユニットでグローバルバッファが使用する共用メモリを見積もるときにgbuf01の分を加算する必要があります。

                              

                              	
                                 代替中もバッファヒット率が低下しません。

                              

                           

                        

                     

                     ●システム構成例2

                     [image: [図データ]]

                     pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA01,RDAREA02,RDAREA03,RDAREA04 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 正規BESと代替BESで同じ名称のグローバルバッファを使用している構成です。

                              

                              	
                                 -cオプションを指定すると代替中は代替BESのgbuf01を使用します。

                              

                              	
                                 代替中はバッファヒット率が低下することがあります。

                              

                              	
                                 代替BES下のgbuf01のバッファサイズは，正規BES及び代替BES下のRDエリアの最大ページ長になります。

                              

                           

                        

                        	-cオプションを省略した場合

                        	
                           -cオプションを省略すると，代替中は-oオプションのグローバルバッファを使用します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　インデクス用グローバルバッファ（-iオプションのグローバルバッファ）の場合

                     代替中のインデクス用グローバルバッファの割り当て方式を説明します。次に示すシステム構成を例にします。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     pdbuffer -a gbuf01 -i USER01.INDX01 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 非横分割インデクスINDX01が使用するグローバルバッファに-cオプションを指定すると，代替BES下にもgbuf01が確保されます。代替中はこのグローバルバッファを使用します。ただし，正常時にはこのグローバルバッファは使用されません。

                              

                              	
                                 代替BESユニットでグローバルバッファが使用する共用メモリを見積もるときにgbuf01の分を加算する必要があります。

                              

                           

                        

                     

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     pdbuffer -a gbuf02 -i USER01.INDX02 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 横分割インデクスINDX02が使用するグローバルバッファに-cオプションを指定すると，代替BES下にgbuf02と同じグローバルバッファgbuf02が確保されます。代替中はこのグローバルバッファを使用するため，BES2下のINDX02とアクセス競合は発生しません。ただし，正常時にはこのグローバルバッファは使用されません。

                              

                              	
                                 代替BESユニットでグローバルバッファが使用する共用メモリを見積もるときにgbuf02の分を2倍する必要があります。

                              

                           

                        

                        	-cオプションを省略した場合

                        	
                           -cオプションを省略すると，代替中は次に示す優先順位でグローバルバッファを使用します。

                           
                              	
                                 インデクス格納RDエリアにグローバルバッファを割り当てていて，そのグローバルバッファに-cオプションを指定している場合は，(a)で説明した方式に従います。

                              

                              	
                                 -oオプションのグローバルバッファを使用します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　LOB用グローバルバッファ（-bオプションのグローバルバッファ）の場合

                     代替中のLOB用グローバルバッファの割り当て方式はデータ用グローバルバッファと同じです。ただし，-cオプションを省略した場合は，グローバルバッファを使用しないで直接RDエリアに対して読み込み及び書き込みをします。

                  
                  
                     (d)　-oオプションのグローバルバッファの場合

                     代替BES下の-oオプションのグローバルバッファを代替中は正規BES下のRDエリアも使用します。グローバルバッファのバッファサイズは正規BES及び代替BES下のRDエリアの最大ページ長になります。

                  
                  
                     (e)　グローバルバッファの設計方針

                     基本的には，正規BES下のRDエリア，インデクス，及びLOB用RDエリアが使用するグローバルバッファに-cオプションを指定してください。

                     
                        	
                           -cオプションを指定すると，代替中に使用するグローバルバッファを代替BES下に作成します。このため，代替BESユニットでグローバルバッファが使用する共用メモリがその分だけ余計に必要になります。共用メモリに余裕がない場合は-cオプションを指定しないでください。

                        

                        	
                           代替BES下のグローバルバッファを正規BES下のRDエリアにも使用させる場合，そのグローバルバッファのバッファサイズは正規BES及び代替BES下のRDエリアの最大ページ長になります。したがって，RDエリアのページ長も考慮して-cオプションを指定してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (6)　監査証跡ファイルの運用

                  実行者　HiRDB管理者，及び監査人

                  監査証跡ファイルはHiRDB管理者が共有ディスクに作成します。HiRDB管理者，及び監査人は，共有ディスク上の監査証跡ファイルを運用してください。

                  
                     (a)　監査証跡ファイルの作成

                     監査証跡ファイルは，HiRDB管理者が共有ディスクに作成します。

                  
                  
                     (b)　監査証跡ファイルの運用

                     系切り替えが発生した場合，HiRDBは共有ディスク上の監査証跡ファイルに監査事象を記録します。監査事象の記録に関する監査証跡ファイルの運用については，「監査証跡ファイルの運用」を参照してください。

                  
                  
                     (c)　監査証跡の取得

                     系切り替えが発生した場合，監査証跡取得状態の引き継ぎについては，切り替え元ユニットの停止状態に依存します。切り替え先の系が再開始の場合は系を切り替える前の状態を引き継ぎます。切り替え先の系が正常開始の場合はpd_auditオペランドの指定に従います。

                  
                  
                     (d)　pdloadの実行

                     HiRDB管理者は，監査証跡ファイルを入力情報として，pdloadを実行してください（認証は監査人）。ただし，障害などで系が切り替わった場合，HiRDBは切り替わる直前の監査事象を正しく取得しません。このため，pdloadを実行しても切り替え直前のデータを取得できない場合があります。

                  
               
               
                  (7)　NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項

                  系切り替え構成でNetBackup連携機能を使用する場合で，バックアップを取得したNetBackupクライアントとは別のNetBackupクライアントで回復を行うときは，次の環境設定と運用が必要です。ただし，この環境設定と運用は，JP1/VERITAS
                     NetBackup 5.0以降を使用している場合にだけ適用してください。

                  
                     	
                        NetBackupマスターサーバのインストールマシンに，次の空ファイルを作成します。

                        /usr/openv/NetBackup/db/altnames/No.Restrictions

                     

                     	
                        回復に使用するNetBackupクライアント名称（ポリシに設定するクライアントホスト名）は，回復に使用するバックアップデータを取得したNetBackupクライアント名称に変更する必要があります。NetBackupクライアント名称の変更などの詳細は，NetBackupに添付されているドキュメントを参照してください。

                     

                  

               
            
            
               26.4.4　HAモニタに関する準備

               クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合にこの項をお読みください。ここでは，次に示すHAモニタの定義ファイルのうち，HiRDBに関連するオペランドの指定値の目安について説明します。

               
                  	
                     sysdef定義ファイル

                  

                  	
                     servers定義ファイル

                     
                        	参考

                        	
                           
                              	
                                 sysdef定義ファイル及びservers定義ファイルのパス名はOSごとに異なるので注意してください。

                              

                              	
                                 ユニットごとに動作環境を設定します。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               これらの定義文の各オペランド，これらの定義文を格納するファイルのパス名，及びHAモニタの環境設定については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。

               
                  (1)　sysdef定義ファイル

                  
                     (a)　servmaxオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバで，一つのサーバマシン上で同時に実行又は待機状態として起動できるサーバの最大数を16又は64で指定します。

                     16：同時に起動できるサーバの最大数を16に設定します。 

                     64：同時に起動できるサーバの最大数を64に設定します。

                     一つのサーバマシン上で系の切り替え単位であるサーバ数が16を超える場合は64を指定してください。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバ数は，HiRDB以外の系切り替え対象製品を含めた値です。HiRDBでは系切り替え対象のサーバ数を次の計算で求めます。

                     
                        	
                           一つのサーバマシン上で動作するスタンバイ型系切り替えの実行系ユニット数と待機系ユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する1:1スタンバイレス型系切り替えの正規BESユニット数と代替BESユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する影響分散スタンバイレス型系切り替えのホストBES数とゲスト用領域数の合計数

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　servers定義ファイル

                  
                     (a)　acttypeオペランド

                     サーバモードの場合はこのオペランドにserverを指定してください。

                  
                  
                     (b)　switchtypeオペランド

                     このオペランドにはサーバ障害を検出したときの処理を指定します。

                     
                        	switch：

                        	
                           ユニットが異常終了すると系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します。

                           代替BESユニットに作成する代替部用のservers定義ファイルにはswitchを指定することをお勧めします。switchを指定すると，代替中に代替BESユニットで障害が発生した場合，代替部から正規BESユニットに系が切り替わるため，再開始後の代替BESユニットの負荷を減らせます。

                        

                        	restart：

                        	
                           障害が発生した系でユニットを再開始します。障害が発生した系でHiRDBを再開始できないときに，系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します（KFPS00715-Eメッセージが出力された時点で系を切り替えます）。

                           代替BESユニットに作成する代替部用のservers定義ファイルにはrestartを指定しないことをお勧めします。restartを指定すると，代替中に代替BESユニットで障害が発生した場合，ユニットの再開始後も代替BESユニットで正規BESユニットの代替処理を継続するため，再開始後の代替BESユニットの負荷が減りません。

                        

                        	manual：

                        	
                           ユニットを再開始できなくても自動的に系を切り替えません。そのため，通常はmanualを指定しないでください。

                           
                              	ポイント

                              	
                                 1：1スタンバイレス型系切り替え機能で相互代替構成の場合，代替BESユニットと代替部のswitchtypeオペランドには同じ値を指定してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　nameオペランド

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合は，HiRDB識別子（pd_system_idオペランドの指定値）と正規BESユニットのユニット識別子（pd_unit_idオペランドの指定値）を「/」で組み合わせて指定します。HiRDB識別子がDB01で，正規BESユニットのユニット識別子がUNT1の場合は次のように指定します。

                     　DB01/UNT1

                  
                  
                     (d)　aliasオペランド

                     HAモニタを適用したシステムで一意となる識別名を指定します。現用系と予備系とで同じ識別名にする必要があります。

                     1:1スタンバイレス型系切り替え機能の場合は，正規BESユニットのユニット識別子を推奨します。

                  
                  
                     (e)　diskオペランド

                     HiRDBファイルシステム領域を作成したDISK領域（ボリュームグループ及びパーティション）の名称を指定します。詳細については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                        HAモニタ」を参照してください。

                  
                  
                     (f)　lan_updownオペランド

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合，正規BESユニット及び代替BESユニットの開始前に，pdunitオペランドの-x及び-cオプションに指定したIPアドレスを起動しておいてください。

                     HAモニタ用のaliasオペランドの値.upファイルや，aliasオペランドの値.downファイルには，pdunitオペランドの-x又は-cオプションに指定したIPアドレスを指定しないでください。

                  
                  
                     (g)　groupオペランド

                     連動系切り替えをする場合にこのオペランドを指定します。系切り替え対象のサーバがHiRDBだけの場合はこのオペランドを指定する必要はありません。このオペランドにはサーバグループ名称を指定します。指定の目安を次に示します。

                     
                        	
                           OpenTP1と連動系切り替えをする場合は，同じ系のOpenTP1について指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorと連動系切り替えをする場合は，同じ系のHiRDB Datareplicatorについて指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (h)　initialオペランド

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合は，正規BESユニットにはonlineを代替BESユニットにはstandbyを指定します。

                  
               
            
            
               26.4.5　HAモニタ以外のクラスタソフトウェアに関する準備

               サーバモードで運用する場合は，次に示す箇所又はマニュアルの説明を参照して環境設定を行ってください。

               
                  	
                     「Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備」の説明

                  

                  	
                     マニュアル「Hitachi HA Toolkit」

                  

                  	
                     クラスタソフトウェアのマニュアル

                  

               

               クラスタソフトウェアの環境設定方法の詳細については，クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

            
            
               26.4.6　Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備

               Hitachi HA Toolkit Extensionを使用している場合にこの項をお読みください。ここでは，Hitachi HA Toolkit Extensionのsysdef定義ファイル及びservers定義ファイルのオペランドで，HiRDBに関連するオペランドの指定値の目安について説明します。Hitachi
                  HA Toolkit Extensionの環境設定方法の詳細については，マニュアル「Hitachi HA Toolkit」を参照してください。

               なお，ユニットごとに動作環境を設定します。

               
                  (1)　sysdef定義ファイル

                  
                     (a)　servmaxオペランド

                     このオペランドはHitachi HA Toolkit Extensionのバージョンが01-04以降の場合に指定できます。

                     Hitachi HA Toolkit Extensionの系切り替え対象のサーバで，一つのサーバマシン上で同時に実行又は待機状態として起動できるサーバの最大数を16又は64で指定します。

                     16：同時に起動できるサーバの最大数を16に設定します。 

                     64：同時に起動できるサーバの最大数を64に設定します。

                     一つのサーバマシン上で系の切り替え単位であるサーバ数が16を超える場合は64を指定してください。

                     Hitachi HA Toolkit Extensionの系切り替え対象のサーバ数は，HiRDB以外の系切り替え対象製品を含めた値です。HiRDBでは系切り替え対象のサーバ数を次の計算で求めます。

                     
                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する1:1スタンバイレス型系切り替えの正規BESユニット数と代替BESユニット数の合計数

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　servers定義ファイル

                  
                     (a)　nameオペランド

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合は，HiRDB識別子（pd_system_idオペランドの指定値）と正規BESユニットのユニット識別子（pd_unit_idオペランドの指定値）を「/」で組み合わせて指定します。HiRDB識別子がDB01で，正規BESユニットのユニット識別子がUNT1の場合は次のように指定します。

                     　DB01/UNT1

                  
                  
                     (b)　switchtypeオペランド

                     このオペランドにはサーバ障害を検出したときの処理を指定します。

                     
                        	switch：

                        	
                           ユニットが異常終了すると系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します。

                           1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合，代替BESユニットに作成する代替部用のservers定義ファイルにはswitchを指定することをお勧めします。switchを指定すると，代替中に代替BESユニットで障害が発生した場合，代替部から正規BESユニットに系が切り替わるため，再開始後の代替BESユニットの負荷を減らせます。

                        

                        	restart：

                        	
                           障害が発生した系でユニットを再開始します。障害が発生した系でHiRDBを再開始できないときに，系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します（KFPS00715-Eメッセージが出力された時点で系を切り替えます）。

                           1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合，代替BESユニットに作成する代替部用のservers定義ファイルにはrestartを指定しないことをお勧めします。restartを指定すると，代替中に代替BESユニットで障害が発生した場合，ユニットの再開始後も代替BESユニットで正規BESユニットの代替処理を継続するため，再開始後の代替BESユニットの負荷が減りません。

                        

                        	manual：

                        	
                           ユニットを再開始できなくても自動的に系を切り替えません。そのため，通常はmanualを指定しないでください。

                           
                              	ポイント

                              	
                                 1：1スタンバイレス型系切り替え機能で相互代替構成の場合，代替BESユニットと代替部のswitchtypeオペランドには同じ値を指定してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　actcommandオペランド

                     このオペランドに指定したコマンドをパッケージ起動及びフェイルオーバ時に実行します。サーバモードの場合，系切り替えが発生した延長で待機系ユニットに対してコマンドを発行する必要がないため，このオペランドを指定しないことをお勧めします。

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合，待機系（代替部）でactcommandオペランドを指定する必要があるときは，pdstart -q -cコマンドを指定してください。

                  
                  
                     (d)　termcommandオペランド

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合，代替部のtermcommandオペランドにはpdstop -z -cコマンドを指定してください。

                  
               
            
         
         
            26.5　影響分散スタンバイレス型系切り替えの構築

            
               26.5.1　システム構成例

               ここでは，系切り替え機能使用時のシステム構成例について説明します。

               
                  (1)　システム構成例

                  影響分散スタンバイレス型系切り替えのシステム構成例を次の図に示します。正規ユニットでの障害発生時に，障害対象の現用系のバックエンドサーバへの処理を稼働中の複数のサーバマシンがバックエンドサーバ単位で分担して実行します。

                  
                     図26‒92　影響分散スタンバイレス型系切り替えのシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              ユニット1に障害が発生した場合は，ユニット2でBES1がゲストBESとして処理を実行し，ユニット3でBES2がゲストBESとして処理を実行します。

                           

                           	
                              ユニット1の障害中に更にユニット2で障害が発生した場合は，ユニット3でBES1，BES2，BES3，BES4がそれぞれゲストBESとして処理を実行します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　HAグループを複数定義している構成

                  一つのHAグループに定義できるユニットの数は32ですが，HAグループを複数定義することで，32ユニットを超える大規模なシステムでも，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用できます。HAグループを複数定義している場合の影響分散スタンバイレス型系切り替えのシステム構成例を次の図に示します。

                  
                     図26‒93　HAグループを複数定義している場合の影響分散スタンバイレス型系切り替えのシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        HAグループ1には，unt1〜unt32までの32ユニットが定義されています。unt1のサーバマシンで障害が発生した場合，BES1はHAグループ1中のユニットのゲストBESとして処理を実行します。HAグループ2及び3でも同様です。

                        三つのHAグループを定義することで，96ユニットのシステムで影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用できます。

                     

                  

               
               
                  (3)　各サーバの切り替え先の決定方法

                  影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合，次に示す点を考慮して各サーバの切り替え先を決定します。

                  
                     	
                        実行中ゲストBESの数をユニット間で均等にする

                     

                     	
                        グローバルバッファを共用するサーバの数をユニット間で均等にする

                     

                  

                  影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合，HiRDBは次に示す手順で切り替え先を決定します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              全サーバの優先順位第1位の切り替え先ユニットを決定します。決定基準は次のとおりです。

                              ・一つのユニットから各ユニットに切り替えるサーバの数を均等にします。

                              ・切り替え先でグローバルバッファを共用するサーバの数をユニット間で均等にします。

                           

                           	
                              i＝1からHAグループ内のユニット数−2まで，手順の3〜9を繰り返します。

                           

                           	
                              優先順位i＋1番目の切り替え先が決まっていないサーバを一つ選択します。

                           

                           	
                              該当するサーバがある場合は手順の5に進み，該当するサーバがない場合はi＝i＋1として手順の3に戻ります。

                           

                           	
                              選択したサーバの1番目からi番目までの切り替え先と該当サーバが属するユニットを障害ユニットと想定します。

                           

                           	
                              障害ユニット以外のユニットを切り替え先候補ユニットとします。

                           

                           	
                              障害ユニットに属するサーバから，定義済み切り替え先に切り替え先候補ユニットを含むサーバをすべて抽出し，最も優先順位が高い切り替え先ユニットに該当サーバのゲストBESが割り当てられていることにします。

                           

                           	
                              障害ユニットに属するサーバから，定義済み切り替え先に切り替え先候補となるユニットを含まないサーバをすべて抽出し，それぞれi＋1番目の切り替え先ユニットを決定します。決定基準は次のとおりです。

                              ・ゲストBES数が最も少ないユニットを選択します。

                              ・ゲストBES中に該当サーバとグローバルバッファを共用するサーバが少ないユニットを選択します。

                           

                           	
                              手順の3に戻ります。

                           

                        

                     

                  

                  
                     (a)　4ユニット構成の場合

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を次に示すような4ユニット構成で行います。

                     [image: [図データ]]

                     この場合，次に示すグループごとにグローバルバッファを共用します。

                     
                        	
                           Aグループ：BES1A，BES2A，BES3A，BES4A

                        

                        	
                           Bグループ：BES1B，BES2B，BES3B，BES4B

                        

                        	
                           Cグループ：BES1C，BES2C，BES3C，BES4C

                        

                     

                     
                        	
                           優先順位第1位の切り替え先ユニットの決定

                           BES3Bの優先順位第1位の切り替え先を決定する例を示します。グローバルバッファを共用するサーバ（BES1B，BES2B）及びBES3Aと切り替え先が同じにならないように切り替え先を決定します。具体的には，BES1Bの切り替え先（unt3），BES2Bの切り替え先（unt4），BES3Aの切り替え先（unt4）以外となるため，unt1を選択します。

                           
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          サーバ

                                       
                                       	
                                          ホストBES

                                       
                                       	
                                          優先順位第1位

                                       
                                       	
                                          優先順位第2位

                                       
                                       	
                                          優先順位第3位

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          BES1A

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          unt2

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES1B

                                       
                                       	
                                          unt3

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES1C

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES2A

                                       
                                       	
                                          unt2

                                       
                                       	
                                          unt3

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES2B

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES2C

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES3A

                                       
                                       	
                                          unt3

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES3B

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES3C

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES4A

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES4B

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES4C

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                        	
                           優先順位2番目以降の切り替え先ユニットの決定

                           BES2Bの優先順位第2位の切り替え先を決定する例を示します。

                           まず，BES2Bの定義済み切り替え先unt4とBES2Cの属するunt2を障害ユニットと想定し（手順5），unt1とunt3を切り替え先候補ユニットとします（手順6）。次に，障害ユニット（unt2，unt4）に属するサーバから，切り替え先候補ユニットを切り替え先に定義済みのサーバ（BES2A，BES2C，BES4A，BES4C）を抽出し，次のとおりゲストサーバが割り当てられていることにします（手順7）。

                           BES2A：unt3，BES2C：unt1，BES4A：unt1，BES4C：unt3

                           次に，定義済み切り替え先に切り替え先候補ユニットを含まないサーバ（BES2B，BES4B）を抽出し，優先順位2番目の切り替え先ユニットを決定します。このとき，unt1，unt3のゲストBES数は等しく，BES2BとBES4Bがグローバルバッファを共用するため，BES2Bの切り替え先をunt1，BES4Bの切り替え先をunt3とします。

                           
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          サーバ

                                       
                                       	
                                          ホストBES

                                       
                                       	
                                          優先順位第1位

                                       
                                       	
                                          優先順位第2位

                                       
                                       	
                                          優先順位第3位

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          BES1A

                                       
                                       	
                                          unt1

                                          切り替え先候補ユニット

                                       
                                       	
                                          unt2

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES1B

                                       
                                       	
                                          unt3

                                       
                                       	
                                          unt2

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES1C

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          unt2

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES2A

                                       
                                       	
                                          unt2

                                          障害ユニット

                                       
                                       	
                                          unt3

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES2B

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES2C

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES3A

                                       
                                       	
                                          unt3

                                          切り替え先候補ユニット

                                       
                                       	
                                          unt4

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES3B

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES3C

                                       
                                       	
                                          unt2

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES4A

                                       
                                       	
                                          unt4

                                          障害ユニット

                                       
                                       	
                                          unt1

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES4B

                                       
                                       	
                                          unt2

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          BES4C

                                       
                                       	
                                          unt3

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                       	
                                          割り当て中

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                     

                     4ユニット構成での切り替え先の定義例を次の表に示します。

                     
                        表26‒76　4ユニット構成時の切り替え先の定義例
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバ

                                 
                                 	
                                    ホストBES

                                 
                                 	
                                    優先順位第1位

                                 
                                 	
                                    優先順位第2位

                                 
                                 	
                                    優先順位第3位

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    BES1A

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES1B

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES1C

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2A

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2B

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2C

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3A

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3B

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3C

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES4A

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES4B

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES4C

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　5ユニット構成の場合

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を次に示すような5ユニット構成で行います。

                     [image: [図データ]]

                     この場合，次に示すグループごとにグローバルバッファを共用します。

                     
                        	
                           Aグループ：BES1A，BES2A，BES3A，BES4A，BES5A

                        

                        	
                           Bグループ：BES1B，BES2B，BES3B，BES4B，BES5B

                        

                        	
                           Cグループ：BES1C，BES2C，BES3C，BES4C，BES5C

                        

                        	
                           Dグループ：BES1D，BES2D，BES3D，BES4D，BES5D

                        

                     

                     5ユニット構成での切り替え先の定義例を次の表に示します。

                     
                        表26‒77　5ユニット構成時の切り替え先の定義例
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバ

                                 
                                 	
                                    ホストBES

                                 
                                 	
                                    優先順位第1位

                                 
                                 	
                                    優先順位第2位

                                 
                                 	
                                    優先順位第3位

                                 
                                 	
                                    優先順位第4位

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    BES1A

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES1B

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES1C

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES1D

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2A

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2B

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2C

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2D

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3A

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3B

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3C

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3D

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES4A

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES4B

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES4C

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES4D

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES5A

                                 
                                 	
                                    unt5

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES5B

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES5C

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES5D

                                 
                                 	
                                    unt4

                                 
                                 	
                                    unt1

                                 
                                 	
                                    unt3

                                 
                                 	
                                    unt2

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
            
            
               26.5.2　HiRDBに関する準備

               実行者　HiRDB管理者

               ここでは，HiRDBに関する準備方法について説明します。

               
                  (1)　前提条件及び注意事項

                  
                     	
                        次に示す製品をインストールして環境設定をしてください。

                        
                           	
                              HiRDB Advanced High Availability（全サーバマシン）

                           

                           	
                              Hitachi HA Toolkit Extension（正規ユニットと受け入れユニット）：クラスタソフトウェアがHAモニタの場合は不要です。

                           

                        

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替え機能は，バックエンドサーバだけで構成されているユニットに適用できます。

                     

                     	
                        ゲストBES用のHiRDB運用ディレクトリの準備は不要：

                        影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，受け入れユニットのHiRDB運用ディレクトリを使用するため，ゲストBESのためのHiRDB運用ディレクトリの準備は不要です。すなわち，ゲストBESのためのpdsetupコマンドは不要です。

                     

                     	
                        システム定義ファイルの配置：

                        グループを構成する各ユニットに，HAグループ内の全バックエンドサーバ分のバックエンドサーバ定義ファイルを配置してください。バックエンドサーバ定義のデフォルト値としてユニット制御情報定義に設定するパラメタは，システム共通定義，又はバックエンドサーバ定義ファイルに定義しておく必要があります。

                     

                  

               
               
                  (2)　共有ディスク装置の準備

                  現用系と予備系（ホストBESとゲストBES）で共有する外付けハードディスクが必要です。このハードディスクを共有ディスク装置といいます。

                  
                     (a)　共有ディスクの割り当て

                     共有ディスクの割り当てを次の図に示します。

                     
                        図26‒94　共有ディスクの割り当て
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           サーバ単位の切り替えのためサーバごとに共有ディスクを割り当てます。複数のサーバに関する情報を一つの共有ディスクに配置することはできません。

                        

                     

                     共有ディスク装置には次に示すHiRDBファイルシステム領域を作成します。

                     
                        	
                           RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           バックアップファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           アンロードログファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           インデクス情報ファイル用HiRDBファイルシステム領域（プラグインインデクス遅延一括作成機能を使用する場合）

                        

                     

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 これらのHiRDBファイルシステム領域は両方（現用系及び予備系）のHiRDBから同じパス名で参照できるように設定してください。また，HAグループ内のすべてのユニットから同一パス名で参照できるように設定してください。ただし，ユニットステータスファイルはサーバステータスファイル，システムログファイル，シンクポイントダンプファイルと異なる独立した非共有ディスクに作成してください。

                              

                              	
                                 共用RDエリア用HiRDBファイルシステム領域を作成した共有ディスクは全ユニットから読み書きモードでアクティブにしておく必要があります。このため，系切り替え機能に伴って非アクティブ化，及びアクティブ化をしてはなりません。

                              

                              	
                                 通常ファイルでは，ディスクに反映されない状態（例えば，HiRDBで書き込み完了していても，OSキャッシュ上に残っている状態など）で系が切り替わると，更新内容が失われることがあるため，キャラクタ型スペシャルファイルを推奨します。ただし，系切り替えが発生してもOSがデータを保証する通常ファイル（ジャーナルファイルシステム）であれば，次に示すファイルを共有ディスク上に配置してもかまいません。

                                 ・pdlogunldコマンド又は自動ログアンロード機能でアンロードするアンロードログファイル

                                 ・データベース複写ユティリティ（pdcopy）で取得するバックアップファイル

                                 ・データベース再編成ユティリティ（pdrorg）で作成するアンロードデータファイル

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　共有ディスクのアクセス制御

                     系切り替え機能を使用する場合，系の切り替え元と切り替え先の両方から同時に共有ディスクにアクセスが行われると，データベースが壊れる可能性があります。そのため，両方の系から共有ディスクをアクセスできないように制御を行う必要があります。共有ディスクのアクセス制御は，クラスタソフトウェアが行うか，又はHiRDBが行います。

                     なお，通常は，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法で共有ディスクのアクセス制御を行います。「HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御」の方法は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                     
                        	クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           クラスタソフトウェアが共有ディスクのアクセス制御を行います。実行系をアクティブに，待機系及び停止中の系を非アクティブに制御し，実行系だけが共有ディスクにアクセスできるようにします。クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒95　クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                           
                              	〔説明〕

                              	
                                 非アクティブの系からは共有ディスクをアクセスできません。そのため，実行系だけが共有ディスクにアクセスできます。

                              

                           

                           共有ディスクの切り替え方法（アクティブ，非アクティブの切り替え方法）については，クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                           なお，HAモニタを使用している場合は，HAモニタのserver定義文のdiskオペランドを指定してください。

                        

                        	HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御

                        	
                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御は，HAモニタ 01-08以降が前提条件になります。

                           HiRDBが共有ディスクのアクセス制御を行います。この場合，共有ディスクの切り替え（アクティブ，非アクティブの切り替え）は行いません。次に示す流れで系が切り替わります。

                           
                              	
                                 系が切り替わる障害が発生しました。

                              

                              	
                                 切り替え元の系ですべてのサーバプロセスが終了したことをHiRDBが確認します。

                              

                              	
                                 系が切り替わります。

                              

                              	
                                 切り替え先の系から共有ディスクへのアクセスを開始します。

                              

                           

                           HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を次の図に示します。

                           
                              図26‒96　HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                     
                        	
                           適用基準

                           次に示す場合にHiRDBによる共有ディスクのアクセス制御を行ってください。

                           
                              	
                                 共用RDエリアを使用する場合

                                 共用RDエリアを使用する場合，バックエンドサーバがあるすべてのサーバマシンから，共用RDエリアがある共有ディスクをアクティブにする必要があります。そのため，更新可能BESと参照専用BESが同一サーバマシンにある場合に，更新可能BESが系切り替え対象となり，共有ディスクの切り替えが発生すると，参照専用BESから共用RDエリアが参照できなくなります。そのため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                              	
                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合

                                 ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合，ログ適用サイトにTrueCopyを使用してシステムファイルをリモートコピーします。TrueCopyを使用する場合はLVMを使用できませんが，HAモニタがアクセス制御できる共有ディスクはLVMを前提としているため，「クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御」の方法が使用できません。

                              

                           

                        

                        	
                           HiRDBの環境設定

                           HiRDBシステム定義に次に示すオペランドを指定してください。

                           
                              	
                                 pd_ha_prc_cleanup_check = Y

                                 このオペランドにYを指定すると，ユニット内の全サーバプロセスの終了後に系を切り替えます。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合は，バックエンドサーバ内の全サーバプロセスの終了後に系を切り替えます。

                              

                              	
                                 pd_ha_switch_timeout = Y

                                 ディスクへの入出力処理中などが原因で，サーバプロセスが終了しないために系を切り替えられないことがあります。このオペランドにYを指定すると，このような場合に，HAモニタがサーバ（HiRDB）のスローダウンとして系をリセットし，系を切り替えられます。

                              

                           

                        

                        	
                           HAモニタの環境設定

                           HAモニタのserver定義文に次に示すオペランドを指定してください。

                           
                              	
                                 pairdown

                                 このオペランドにuse：serv_slowを指定してください。

                                 系の切り替え元でサーバプロセスが終了しない場合や，HiRDBがスローダウンした場合など，サーバプロセスの終了が確認できないことがあります。このような現象が発生すると，系を切り替えられません。このオペランドを指定すると，スローダウンなどによってサーバプロセスの終了を確認できない場合に，系をリセットして系を切り替えられます。

                              

                              	
                                 disk

                                 HAモニタで共有ディスクのアクセス制御をしないため，このオペランドを省略してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　HiRDBシステム定義の作成

                  
                     (a)　HiRDBシステム定義ファイルの構成

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え使用時のシステム定義ファイルの運用方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒78　影響分散スタンバイレス型系切り替え使用時のシステム定義ファイルの運用方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    定義種別

                                 
                                 	
                                    定義ファイルの運用方法

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム共通定義

                                 
                                 	
                                    システム内全ユニットにファイルをコピーします。

                                    バックエンドサーバ定義のデフォルト値として設定するパラメタは，システム共通定義に記述してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニット制御情報定義

                                 
                                 	
                                    次のオペランド（システム共通定義に記述できないオペランド）だけを記述してください。

                                    
                                       	
                                          pd_aud_file_name※

                                       

                                       	
                                          pd_down_watch_proc

                                       

                                       	
                                          pd_unit_id

                                       

                                       	
                                          pd_hostname

                                       

                                       	
                                          pd_ha_unit

                                       

                                       	
                                          pd_rpl_hdepath

                                       

                                       	
                                          pd_ha_acttype

                                       

                                       	
                                          pd_ha_agent

                                       

                                       	
                                          pd_ha_max_act_guest_servers

                                       

                                       	
                                          pd_ha_max_server_process

                                       

                                       	
                                          pd_ha_resource_act_wait_time

                                       

                                       	
                                          pd_ha_process_count

                                       

                                       	
                                          pd_lck_deadlock_check

                                       

                                       	
                                          pd_lck_deadlock_check_interval

                                       

                                       	
                                          pd_prf_file_count

                                       

                                       	
                                          pd_prf_file_size

                                       

                                       	
                                          pd_prf_level

                                       

                                       	
                                          pd_prf_output_directory

                                       

                                       	
                                          pd_rpc_trace_name※

                                       

                                       	
                                          pd_registered_port※

                                       

                                       	
                                          pd_service_port

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_file_name_1〜7

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_subfile_name_1〜7

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_initial_error

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_last_active_file

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_last_active_subfile

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_last_active_side

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_last_active_side_sub

                                       

                                       	
                                          pd_syssts_singleoperation

                                       

                                       	
                                          pd_tmp_directory

                                       

                                       	
                                          pd_trn_rcvmsg_store_buflen

                                       

                                    

                                    上記以外のオペランドはシステム共通定義，又はバックエンドサーバ定義に記述してください。上記以外のオペランドを記述した場合は，エラーとなります（メッセージKFPS05618-Eを出力します）。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    サーバ共通定義

                                 
                                 	
                                    HAグループ内全ユニットにファイルをコピーします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バックエンドサーバ定義

                                 
                                 	
                                    HAグループ内全ユニットにファイルをコピーします。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※

                        	
                           同一サーバマシンに複数のユニットを配置する場合，このオペランドには，ユニットごとに異なる値を指定してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド

                     ここでは，影響分散スタンバイレス型系切り替えを使用した場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランドについて説明します。関連するオペランドを次の表に示します。

                     
                        表26‒79　影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合に設定するHiRDBシステム定義のオペランド
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    説明及び注意事項

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_ha

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_unit

                                 
                                 	
                                    ユニットに系切り替え機能を適用している場合は指定しないでください。

                                    システム内で系切り替え機能を適用しないユニットがある場合，又はシステム内に回復不要FESユニットがある場合は，そのユニットのユニット制御情報定義のpd_ha_unitオペランドにnouseを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_acttype

                                 
                                 	
                                    系切り替え機能をモニタモードで運用するか，サーバモードで運用するかを指定します。

                                    monitor：系切り替え機能をモニタモードで運用します。

                                    server：系切り替え機能をサーバモードで運用します。

                                    サーバモードを使用する場合は，serverを指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_agent

                                 
                                 	
                                    影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，activeunitsを指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_transaction

                                    pd_ha_trn_queuing_wait_time

                                    pd_ha_trn_restart_retry_time

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          トランザクションキューイング機能を使用する場合に指定します。

                                       

                                       	
                                          pd_ha_transactionオペランドにqueuingを指定した場合，系の切り替え中に最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）を超えたときに，HiRDBサーバへの接続処理をpd_ha_trn_queuing_wait_time＋pd_ha_trn_restart_retry_timeの時間だけHiRDBクライアントでリトライします。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_switch_timeout

                                 
                                 	
                                    このオペランドはサーバモードの場合に指定できます。モニタモードの場合にこのオペランドを指定しても無効になります。

                                    系切り替え時のユニットの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えるかどうかを指定します。ここでいうサーバ障害監視時間とは，HAモニタ又はHitachi HA Toolkit
                                       Extensionのpatrolオペランドに指定した時間のことです。

                                    HAモニタのpatrolオペランドについては，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。Hitachi HA Toolkit Extensionのpatrolオペランドについては，マニュアル「Hitachi
                                       HA Toolkit」を参照してください。

                                    Y：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合，HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えます。このとき，HiRDBのスローダウンとして系を切り替えます。

                                    N：系切り替え時のHiRDBの内部停止処理が終わるまで系を切り替えません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_prc_cleanup_check

                                 
                                 	
                                    サーバプロセスが終了するまで系の切り替え処理を待ち合わせるかどうかを指定します。詳細については，「共有ディスクのアクセス制御」を参照してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_mode_conf

                                 
                                 	
                                    HiRDB（ユニット）の開始方法に関するオペランドです。指定値の目安を次に示します。

                                    サーバモードの場合は次のように指定してください。

                                    
                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにswitchを指定した場合は，MANUAL2を指定してください。

                                       

                                       	
                                          HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのserver定義文のswtichtypeオペランドにrestart又はmanualを指定した場合は，MANUAL1を指定してください。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_hostname

                                 
                                 	
                                    ユニットの標準ホスト名を指定します（系切り替え機能を使用しない場合と同じです）。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdunit

                                 
                                 	
                                    -x

                                 
                                 	
                                    ユニットのホスト名を指定します（系切り替え機能を使用しない場合と同じです）。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    ユニット識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -d

                                 
                                 	
                                    HiRDB運用ディレクトリ名を指定します。HAグループ内の全ユニットで同じディレクトリ名を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -p

                                 
                                 	
                                    HiRDBのポート番号を指定します。HAグループ内の全ユニットで同じポート番号を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -s

                                 
                                 	
                                    スケジューラのポート番号を指定します。HAグループ内の全ユニットで同じポート番号を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -t

                                 
                                 	
                                    トランザクションサーバのポート番号を指定します。HAグループ内の全ユニットで同じポート番号を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdstart

                                 
                                 	
                                    -g

                                 
                                 	
                                    サーバの移動先となるユニットの集合であるHAグループの識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdbuffer

                                 
                                 	
                                    -c

                                 
                                 	
                                    代替中に代替部が使用するグローバルバッファを割り当てる場合にこのオプションを指定します。「グローバルバッファの定義（影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合）」を参照してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdhagroup

                                 
                                 	
                                    -g

                                 
                                 	
                                    サーバの切り替え先となるユニットの集合としてHAグループを定義します。システム内でHAグループを一意に識別するための識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    HAグループを構成するユニットのユニット識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_max_act_guest_servers

                                 
                                 	
                                    該当ユニット内で同時に実行系として稼働できるゲストBES数の最大値を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_max_server_process

                                 
                                 	
                                    該当ユニット内の最大起動ユーザサーバプロセス数を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_ha_resource_act_wait_time

                                 
                                 	
                                    ユニットを開始するときに，実行系サーバのリソースが活性化されるまでの最大待ち時間を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_service_port

                                 
                                 	
                                    同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合にこのオペランドを指定するときは注意が必要です。同一サーバマシン内複数ユニット構成の場合，このオペランドはユニット制御情報定義でユニットごとに別々のポート番号を指定してください。

                                    次に示す指定をした場合は，ユニットの起動に失敗します。

                                    
                                       	
                                          システム共通定義のpd_service_portオペランドを指定した（ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドは指定していない）

                                       

                                       	
                                          ユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドに，ほかのユニット制御情報定義のpd_service_portオペランドと同じポート番号を指定した

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (c)　切り替え先の指定

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，ほかの系切り替え機能とは異なり，切り替え先の定義方法が大きく異なります。

                     
                        	受け入れユニット

                        	
                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，切り替え単位がサーバのためサーバごとに切り替え先を指定する必要があります。サーバは複数の受け入れユニットを指定できます。複数の受け入れユニットはHAグループとして定義します。各サーバの切り替え先にはHAグループを指定します。

                           また，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，ユニットごとに同時に稼働できるゲストBES数の最大値（pd_ha_max_act_guest_servers）を指定できます。

                           HAグループの構成例を次の図に示します。

                           
                              図26‒97　HAグループの構成例（その1）
                              [image: [図データ]]

                           
                           pdhagroup -g hag1 -u unt1,unt2,unt3,unt4
 
pdstart -t BES -s bes1A -u unt1 -g hag1
pdstart -t BES -s bes1B -u unt1 -g hag1
pdstart -t BES -s bes1C -u unt1 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2A -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2B -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2C -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2D -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes3A -u unt3 -g hag1
pdstart -t BES -s bes3B -u unt3 -g hag1
pdstart -t BES -s bes3C -u unt3 -g hag1
pdstart -t BES -s bes4A -u unt4 -g hag1
pdstart -t BES -s bes4B -u unt4 -g hag1

                           
                              図26‒98　HAグループの構成例（その2）
                              [image: [図データ]]

                           
                           pdhagroup  -g hag1 -u unt1,unt2
pdhagroup  -g hag2 -u unt3,unt4
 
pdstart -t BES -s bes1A -u unt1 -g hag1
pdstart -t BES -s bes1B -u unt1 -g hag1
pdstart -t BES -s bes1C -u unt1 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2A -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2B -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2C -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes2D -u unt2 -g hag1
pdstart -t BES -s bes3A -u unt3 -g hag2
pdstart -t BES -s bes3B -u unt3 -g hag2
pdstart -t BES -s bes3C -u unt3 -g hag2
pdstart -t BES -s bes4A -u unt4 -g hag2
pdstart -t BES -s bes4B -u unt4 -g hag2

                        

                        	HAグループ定義

                        	
                           HiRDBシステム定義のpdhagroup の-gオプションにHAグループ名を指定し，-uオプションにHAグループを構成するユニットのユニット識別子を指定します。

                        

                        	（例）

                        	
                           pdhagroup  -g hag1 -u unt1,unt2　　　…1.
pdhagroup  -g hag2 -u unt3,unt4　　　…2.

                           
                              	
                                 unt1及びunt2で構成するHAグループhag1を定義します。

                              

                              	
                                 unt3及びunt4で構成するHAグループhag2を定義します。

                              

                           

                           HAグループには次の制限があります。

                           
                              	
                                 HAグループ内のユニット数は32までです。

                              

                              	
                                 HAグループ内のユニットはすべて同一のネットワークセグメント内に配置してください。

                              

                              	
                                 HAグループ内のユニットに定義できるホストBES数とゲストBES領域数（＝最大アクティブゲストBES数）の合計は34までです。

                              

                           

                           HAグループを構成するユニットは次の条件をすべて満たさなければなりません。

                           
                              	
                                 ホストBESがないユニット（受け入れ専用ユニット）は，HAグループに属せません。

                              

                              	
                                 このため，HAグループに属するユニットには，一つ以上のホストBESがなければなりません。

                              

                              	
                                 HAグループに属するユニットを構成するサーバはバックエンドサーバだけです。このため，サーバ種別が「BES」以外のサーバはあってはなりません。

                              

                              	
                                 HAグループに属するユニットには影響分散スタンバイレス型系切り替え以外の系切り替えを適用できません。このため，HAグループに属するユニットでは，pd_ha_agentに「activeunits」以外の値は設定できません。

                              

                              	
                                 HAグループに属するユニットは，複数のHAグループに属することはできません。

                              

                           

                        

                        	受け入れユニットの指定方法

                        	
                           HiRDBのシステム定義でpdstartの-gオプションに受け入れユニットの属するHAグループを指定します。

                           影響分散スタンバイレス型系切り替えを適用したユニットに属するすべてのサーバに対して-gオプションを指定しなければなりません。

                           
                              	（例）pdstart -t BES -s bes1A -u unt1 -g hag1

                              	
                                 unt1，又はbes1異常終了時，bes1の処理はHAグループhag1に属するユニットが受け入れます。

                              

                           

                           -gオプションを指定する場合の注意事項を次に示します。

                           
                              	
                                 正規ユニット及び受け入れユニットを構成するサーバはバックエンドサーバだけです。

                                 ・-tオプションに「BES」が指定されていなければなりません。

                                 ・-gオプションで指定したHAグループに属するユニットにも，サーバ種別が「BES」以外のサーバがあってはなりません。

                              

                              	
                                 正規ユニットを構成するサーバの数と受け入れユニットを構成するサーバの数が同じ必要はありません。

                                 ・-uオプションで指定したユニット（正規ユニット）のサーバの数と-gオプションで指定したHAグループに属するユニット（受け入れユニット）のサーバの数が同じ必要はありません。

                              

                           

                        

                        	同時稼働ゲストBES数最大値の指定

                        	
                           ユニット制御情報定義のpd_ha_max_act_guest_serversオペランドに，ユニット内で同時に実行系として稼働できるゲストBES数の最大値を指定します。この指定によって，ゲストBES用のリソース所要量を削減できます。また，過剰な負荷の上昇を抑えられます。

                           （例） pd_ha_max_act_guest_servers = 2

                           pd_ha_max_act_guest_serversオペランドの上限値は，HAグループ内のサーバ数から自ユニット内サーバ数を引いた値です。この上限値以上の値を指定しても，pd_ha_max_act_guest_serversオペランドには上限値が設定されます。ホストBESの数とpd_ha_max_act_guest_serversオペランドの値の合計は34に制限されます。

                           ユニット内の受け入れ可能状態ゲストBESの数は制限しません。ただし，ユニット内で実行系として稼働しているゲストBES数がpd_ha_max_act_guest_serversオペランドに指定した値に達すると，すべての非稼働中のゲストBESについて受け入れ可能状態を解除します。

                           また，HAグループ内の障害BES数がHAグループ内の稼働中ユニットの空きゲスト用領域数の合計を超えると，障害によって一部のサーバの処理が停止します。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　系切り替え後のサーバプロセスの割り当て

                     影響分散スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え後の受け入れユニットでは，実行中ゲストサーバ数がpd_ha_max_act_guest_serversオペランドの値になるまでゲストサーバを受け入れできます。

                     受け入れユニットではホストBES，ゲストBESがそれぞれ独自の最大起動プロセス数（pd_max_bes_processオペランドの値）の範囲でサーバプロセスを起動しますが，そのほかにユニット内のサーバプロセス数合計値がpd_ha_max_server_processオペランドに制限されます。この結果，受け入れユニットの過剰な負荷上昇を抑止できます。ただし，系切り替え発生後に同時に処理できるサービス要求数の上限が制限されることがありますので注意が必要です。系切り替え発生後のユニットの負荷上昇，及び同時に処理できるサービス要求数の両方を考慮してpd_ha_max_server_processオペランドを設定してください。

                     また，系切り替え発生前の状態でホストBESの常駐プロセス数（pd_process_countオペランドの値）に余裕があり，サービス要求処理中でないプロセスが常駐している状態では，系切り替え発生後にサービス要求処理中でない常駐プロセスをゲストBESの処理に利用できるため，処理性能が向上します。一方で，常駐プロセス数を必要以上に大きくすると，非サービス要求処理中プロセスによってサーバプロセス数がpd_ha_max_server_processオペランドの値に達し，ほかのサーバで起動済みサーバプロセス数がpd_max_bes_processオペランドの値に満たない状態でも追加のサービス要求処理ができないことがあります。一般に，ユニット内の常駐プロセス数の合計と最大実行プロセス数の合計の比率はゲストサーバ受け入れ前後で同じにすることを推奨します。この目的で，ゲストサーバを受け入れた後のユニット内の常駐プロセス数の合計をpd_ha_process_countオペランドで制限します。実際の常駐プロセス数は，pd_ha_process_countオペランドをユニットで実行中サーバのpd_process_countオペランドで比例配分した数とpd_process_countオペランドの小さい方となります。

                     サーバプロセス数に関連するオペランドの意味を次に示します。

                     
                        	
                           pd_ha_max_act_guest_servers：受け入れ可能なゲストBES数

                        

                        	
                           pd_ha_max_server_process：ゲストBESとホストBESの実行プロセス数の合計値の上限

                        

                        	
                           pd_ha_process_count：ゲストBESとホストBESの常駐プロセス数の合計値の上限

                        

                     

                     影響分散スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセス割り当て（その1）を次の図に示します。

                     
                        図26‒99　影響分散スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセス割り当て（その1）
                        [image: [図データ]]

                     
                     系切り替え発生前はホストBES（bes1,bes2）はそれぞれのpd_max_bes_processオペランドの値まで同時に処理できます。また，それぞれのpd_process_countオペランドの値までサーバプロセスを常駐します。

                     系切り替えが発生するとホストBES（bes1,bes2）の常駐プロセスを流用してゲストBES（bes3）のサーバプロセスを用意します。このため，ゲストBES（bes3）用のサーバプロセスを起動する必要がなく，切り替え後すぐにゲストBES（bes3）の処理が開始できます。また，系切り替え発生前にゲストBES（bes3）用のサーバプロセスを待機起動する必要もありません。

                     各サーバは必要に応じてそれぞれのpd_max_bes_processオペランドの値までバックエンドサーバプロセスを起動しますが，ユニット内のサーバプロセスの総計はpd_ha_max_server_processオペランドの値に制限されます。

                     また，常駐プロセス数の総数がユニット内でpd_ha_process_countオペランドの値となるよう，各サーバの常駐プロセスが調整されます。調整後の各サーバの常駐プロセス数は各サーバのpd_process_countオペランドの比率を保つよう，pd_ha_process_countオペランドの値を比例配分します。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセス割り当て（その2）を次の図に示します。

                     
                        図26‒100　影響分散スタンバイレス型系切り替えでの系切り替え発生後のサーバプロセス割り当て（その2）
                        [image: [図データ]]

                     
                     系切り替え後，ゲストBES（bes3）受け入れ中は，ユニット内のバックエンドサーバプロセス数がpd_ha_max_server_processオペランドの範囲で，必要に応じてホストBES（bes1,bes2），及びゲストBES（bes3）のバックエンドサーバプロセスを起動します。

                     特定のホストBES（例えばbes1）への処理要求が特に多い場合は，該当ホストBES（bes1）のpd_max_bes_processオペランドの値まで同時に処理できます。ただし，その分，他サーバ（例えばbes3）の同時要求処理数が少なくなります。

                  
               
               
                  (4)　RDエリアの作成

                  共有ディスクに作成したRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域にRDエリアを定義します。ユーザ用RDエリアとシステム用RDエリアをそれぞれ異なる共有ディスクのHiRDBファイルシステム領域に作成するときの定義例を次に示すシステム構成例を基に説明します。

                  
                     図26‒101　HiRDB/パラレルサーバのシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  ●create rdarea文の指定例

                  create rdarea PMAST for masterdirectory                      1
    server name DIC file name "/dic0111/prd01"
    initial 10 segments;
create rdarea PDIR for datadirectory                         2
    server name DIC file name "/dic0112/prd02"
    initial 5 segments;
create rdarea PDIC for datadictionary                        3
    server name DIC file name "/dic0113/prd03"
    initial 20 segments;
create rdarea PUSR01 for user used by PUBLIC                 4
    server name BACK01 file name "/back0121/prd04"
    initial 500 segments;
create rdarea PUSR02 for user used by PUBLIC                 5
    server name BACK02 file name "/back0231/prd05"
    initial 500 segments;

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              マスタディレクトリ用RDエリア（PMAST）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディレクトリ用RDエリア（PDIR）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              データディクショナリ用RDエリア（PDIC）を共有ディスクAのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR01）を共有ディスクBのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                           	
                              ユーザ用RDエリア（PUSR02）を共有ディスクCのHiRDBファイルシステム領域に作成します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　グローバルバッファの定義（影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合）

                  影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合，ユニット単位でグローバルバッファを割り当てられます。

                  影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用するバックエンドサーバに配置されている，RDエリア，又はインデクスに対して，グローバルバッファを割り当てるには，pdbufferオペランドの-cオプション（共用化オプション）を指定します。-cオプションを指定して割り当てたグローバルバッファをユニット単位のグローバルバッファといい，ユニット単位のグローバルバッファには次の特長があります。

                  
                     	
                        ユニット単位のグローバルバッファはHAグループを構成するユニットすべてに確保されます。

                     

                     	
                        同じユニット単位のグローバルバッファを割り当てるRDエリア，又はインデクスが複数のバックエンドサーバにある場合には，そのグローバルバッファ資源を複数のバックエンドサーバで均等分割して使用します。一つのバックエンドサーバにある場合はそのバックエンドサーバで占有して使用します。-oオプションのグローバルバッファも同様に，割り当てるRDエリアが複数のバックエンドサーバにある場合はバックエンドサーバ間でグローバルバッファ資源を均等分割して使用します。例として，ユニット単位のグローバルバッファの共用イメージを次の図に示します。この図では，異なるユニットのサーバに同じユニット単位のグローバルバッファを割り当てています。

                        
                           図26‒102　ユニット単位のグローバルバッファの共用イメージ
                           [image: [図データ]]

                        
                        pdbuffer -a bp01 -r RD11,RD12 -n 60 -c

                     

                  

                  
                     (a)　ユニット単位のグローバルバッファ設計手順

                     最初に，共用化設計とするか非共用化設計とするかを選択します。系切り替えで縮退する場合のグローバルバッファ設計には次の考え方があります。

                     
                        	
                           共用化設計

                           縮退時，受け入れユニットのグローバルバッファ資源を共用することでメモリを有効に利用します。これを共用化設計といいます。共用化設計には次の特徴があります。

                           
                              	
                                 メリット：縮退時には受け入れユニットのグローバルバッファ資源を共用利用するのでメモリ効率が良い

                              

                              	
                                 デメリット：縮退時，共用するサーバ数に対応してバッファヒット率は低下する

                              

                           

                        

                        	
                           非共用化設計

                           縮退時にだけ使用するグローバルバッファ資源を受け入れユニットに確保しておき，切り替え時はそれを使用します。これを非共用化設計といいます。非共用化設計には次の特徴があります。

                           
                              	
                                 メリット：縮退時も縮退前と同じバッファ資源数を使用できるのでヒット率を維持できる

                              

                              	
                                 デメリット：縮退時用のグローバルバッファ資源を受け入れユニットすべてに確保するため，メモリ効率が悪い

                              

                           

                        

                     

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の目的はリソース共有，負荷分散にあるため，「1.　共用化設計」をお勧めします。メモリを効率的に利用できるからです。

                     非共用化設計の場合，受け入れユニットすべてにサーバ専用のグローバルバッファを確保します。そのため，HAグループ全体で，通常のグローバルバッファ用の共用メモリ見積もり値を，HAグループを構成するユニット数で乗算した分のグローバルバッファ用共用メモリ量が必要となります。見積もりを満足する共用メモリがあれば縮退時にも性能を維持できるため，「2.　非共用化設計」を選んでください。

                     共用化設計の手順

                     ここではグローバルバッファの共用を行う場合の設計手順について説明します。

                     
                        	
                           同じバッファプールを共用するRDエリアの決定

                           
                              	
                                 同じ種類のRDエリア同士で共用する

                                 データ格納RDエリア，インデクス格納RDエリア，LOB用RDエリアなど，同じ種類のRDエリアをpdbufferの-rオプションで指定し，共用するようにします。このとき同じページサイズのRDエリア，又は同じアクセス頻度のRDエリアで共用するとメモリ効率が良くなります。

                              

                              	
                                 横分割した表，又はインデクスのRDエリアで共用する

                                 横分割した表格納RDエリア，又は横分割したインデクスのインデクス格納RDエリアをpdbufferの-rオプションで指定して共用するようにします。横分割した表とインデクスが同じRDエリアに格納されている場合はpdbuffer
                                    -iオプションを指定してインデクス専用バッファを割り当てます。

                              

                           

                           また，共用を組むRDエリアのサーバ配置，及びユニット配置によって次の特長が得られます。特長を参考にして共用するRDエリアを選択してください。

                           
                              	
                                 異なるユニットに配置されたサーバのRDエリアを共用した場合

                                 縮退前はグローバルバッファを占有して使用できるので縮退前の性能を重視した割り当てができます。ただし，縮退時のグローバルバッファ資源割り当てがユニット間で不均衡となります。

                              

                              	
                                 同一ユニットに配置されたサーバのRDエリア，及び異なるユニットに配置されたサーバのRDエリアで共用した場合

                                 縮退時のバッファ割り当てをユニット間で均等とする設計ができます。

                              

                           

                        

                        	
                           共用するグローバルバッファのバッファ面数の決定

                           -nオプションで指定するバッファ面数は，共用するHAグループのサーバ間で均等に分配して使用します。そのためバッファ面数が不足しないように共用するサーバ数に見合ったバッファ面数を設定する必要があります。次の式を目安にバッファ面数を決定してください。

                           １サーバでの必要面数×（ホストBES数＋ゲストBES数）

                        

                     

                     なお，縮退時も縮退前のバッファ性能を必用とするRDエリアがある場合には，そのRDエリアだけは次に示す「非共用化設計の手順」を参考にサーバ専用のグローバルバッファを割り当ててください。

                     非共用化設計の手順

                     ここではグローバルバッファの共用をしない場合の設計手順について説明します。

                     サーバ専用のグローバルバッファは一つのRDエリアに対して割り当てる方法と，同じサーバに属する複数のRDエリアに割り当てる方法があります。

                     
                        	
                           一つのRDエリア専用に割り当てる場合

                           pdbufferの-rオプションに一つのRDエリアを指定します。ほかのRDエリアとの競合がないので最も性能を重視した割り当てができます。なお，pdbufferの-iオプションに非分割インデクスを指定して，インデクス専用バッファを割り当てても同じ効果が得られます。

                        

                        	
                           同じサーバに属する複数のRDエリアに割り当てる場合

                           pdbufferの-rオプションに同じサーバに属する複数のRDエリアを指定します。指定するRDエリアの種類はデータ格納RDエリア，インデクス格納RDエリア，LOB用RDエリアなど，同じ種類のRDエリアを指定してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　RDエリア用，及びLOB用グローバルバッファの割り当て（-rオプション又は-bオプション指定）

                     RDエリア用，及びLOB用のユニット単位のグローバルバッファの割り当ては，指定するRDエリアの組み合わせによって，4種類に分類されます。グローバルバッファの共用形態別の推奨条件（-rオプション又は-bオプション指定）を次の表に示します。

                     
                        表26‒80　グローバルバッファの共用形態別の推奨条件（-rオプション又は-bオプション指定）
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    指定方法（-r又は-bで指定したRDエリアの組み合わせ）

                                 
                                 	
                                    バッファ共用形態

                                 
                                 	
                                    メリット

                                 
                                 	
                                    推奨条件

                                 
                              

                              
                                 	
                                    異なるサーバのRDエリア

                                 
                                 	
                                    同じユニットのRDエリア

                                 
                                 	
                                    異なるユニットのRDエリア

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    非共用

                                 
                                 	
                                    他サーバと共用しないため，多重障害時でも定常時のバッファ性能を維持できる

                                 
                                 	
                                    すべての受け入れユニットにバッファを確保するためメモリに余裕がある環境で，縮退時も縮退前のバッファ性能を維持したいRDエリアに対する適用をお勧めします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ユニット内サーバ共用

                                 
                                 	
                                    多重障害でも定常時のバッファ性能を維持できる

                                 
                                 	
                                    非共用タイプ同様縮退時も縮退前のバッファ性能を維持できますが，初回切り替え時のメモリ効率が悪いので非共用タイプをお勧めします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ユニット間サーバ共用

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          現用系のバックエンドサーバでは指定バッファ面数をすべて使用できる

                                       

                                       	
                                          縮退時は受け入れユニットの資源を共用するのでメモリ効率が良い

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    現用時の性能を重視し，縮退時にバッファ資源の共用を実現したい場合の適用をお勧めします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ユニット内ユニット間サーバ共用

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          縮退時は受け入れユニットの資源を共用するのでメモリ効率が良い

                                       

                                       	
                                          共用サーバ数を均等にすることで縮退時の負荷分散を均等に設計できる

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    縮退時，バッファ資源の共用，及び均等負荷分散を実現したい場合の適用をお勧めします。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     次に示す-r，-b指定のバッファの設計指針を参考に適切な共用形態を選択してください。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能はリソース共有，負荷分散が目的でもあるため，ユニット間で共用する構成となるユニット間サーバ共用，又はユニット内ユニット間サーバ共用をお勧めします。縮退時に性能を低下させたくない場合は，非共用，又はユニット内サーバ共用としてください。

                     
                        	-r，-b指定のバッファの設計指針

                        	
                           
                              	
                                 メモリに余裕のある環境で縮退時もバッファヒット率を低下させたくないRDエリアの場合：非共用，又はユニット内サーバ共用を選択します。

                              

                              	
                                 現用時はバッファ資源を特定のサーバで独占して使用し，縮退時はほかのサーバと共用したい場合：ユニット間サーバ共用を選択します。

                              

                              	
                                 1.及び2.のどちらにも当てはまらない場合：ユニット内ユニット間サーバ共用を選択します。

                              

                           

                        

                     

                     非共用グローバルバッファの割り当て方法

                     一つのバックエンドサーバに属するRDエリアだけをpdbufferオペランドの-rオプション，又は-bオプションに指定します。システム構成例を次に示します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA11,RDAREA12 -n 2000 -c
pdbuffer -a gbuf02 -r RDAREA21 -n 1000 -c
pdbuffer -a gbuf03 -r RDAREA31 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           同一サーバに属するRDエリアだけをpdbufferオペランドの-rオプション，又は-bオプションに指定します。

                           BES11，BES21，BES31に非共用バッファgbuf01，gbuf02，gbuf03を割り当てます。

                           系切り替え時もBES11専用のgbuf01を使用するのでヒット率は低下しませんが，すべての受け入れユニットで切り替え時使用するためのバッファが確保されるのでメモリを多く消費します。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 受け入れユニットすべてに同一グローバルバッファが作成されます。このグローバルバッファは代替されるまで使用されません。

                              

                              	
                                 メモリ効率を向上するためには同じページサイズのRDエリアを指定するようにします。

                              

                           

                        

                     

                     ユニット内サーバ共用のグローバルバッファの割り当て方法

                     使用できる共用メモリが十分にある環境で，多点障害時でも定常時と同じバッファ性能を維持したい場合に指定します。同一ユニット内のバックエンドサーバに配置されたRDエリアをpdbufferオペランドの-rオプション，又は-bオプションに指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA11,RDAREA12 -n 1000 -c
pdbuffer -a gbuf02 -r RDAREA21,RDAREA22 -n 1000 -c
pdbuffer -a gbuf03 -r RDAREA31,RDAREA32 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           同一ユニット内のサーバに配置されたRDエリアをpdbufferオペランドの-rオプション，又は-bオプションに指定します。

                           ユニット内サーバ共用のグローバルバッファgbuf01，gbuf02，gbuf03を割り当てます。

                           系切り替え時もgbuf01を使用するのでヒット率は低下しませんが，すべての受け入れユニットに切り替え時使用するためのグローバルバッファが確保されるのでメモリを多く消費します。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 受け入れユニットすべてに同一グローバルバッファが作成されます。このグローバルバッファは代替されるまで使用されません。

                              

                              	
                                 この指定のグローバルバッファは複数サーバ間で共用して使用されます。

                              

                              	
                                 pdbufferオペランドの-lオプション省略時のバッファサイズは，指定したRDエリアの内の最大ページサイズとなります。

                              

                           

                        

                     

                     ユニット間サーバ共用のグローバルバッファの割り当て方法

                     同一ユニット内のサーバに配置されたRDエリアを指定しないで，異なるユニットのサーバに配置されたRDエリアをpdbufferオペランドの-rオプション，又は-bオプションに指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA11,RDAREA21,RDAREA31 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           異なるユニットに配置されたサーバのRDエリアを指定します。

                           同一ユニット内のサーバに配置されたRDエリア間で共用化しないで，異なるユニットのサーバに配置されたRDエリアを共用化します。

                           縮退前はgbuf01のリソース（バッファ数）をBES11で占有して使用できます。縮退時はBES21とBES11で共用するので使用できるリソース（バッファ数）は半分になります。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 移動先が一つのユニットになるのでそのユニットのグローバルバッファだけ負荷が高くなります。ユニット間サーバ共用バッファを複数定義し各ユニットの負荷が均等になるように設計してください

                              

                              	
                                 受け入れユニットすべてに同一グローバルバッファが作成されます。

                              

                              	
                                 この指定のグローバルバッファは現用時には一つのサーバで占有して使用され，縮退時には複数サーバ間で共用して使用されます。

                              

                              	
                                 pdbufferオペランドの-lオプション省略時のバッファサイズは指定したRDエリアの内の最大ページサイズとなります。

                              

                           

                        

                     

                     ユニット内ユニット間サーバ共用のグローバルバッファの割り当て方法

                     ユニット内ユニット間サーバ共用のRDエリアをpdbufferオペランドの-rオプション，又は-bオプションに指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA11,RDAREA12,RDAREA21,RDAREA22,RDAREA31,RDAREA32 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           ユニット内ユニット間サーバ共用のRDエリアをpdbufferオペランドの-rオプション，又は-bオプションに指定します。

                           ユニット内ユニット間サーバ共用のRDエリアでグローバルバッファを共用することで，縮退時の負荷分散が均等になるようなバッファを割り当てます。定常時は各ユニットが二つのバックエンドサーバ間でgbuf01を共用するので一つのバックエンドサーバに割り当てられるバッファ面数は半分です。縮退時は三つのバックエンドサーバ間でgbuf01を共用するので一つのバックエンドサーバに割り当てるバッファ面数は各ユニットが1/3と均等になります。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 縮退時に受け持つサーバ数が各受け入れユニットで均等になるように設計してください。

                              

                              	
                                 受け入れユニットすべてに同一グローバルバッファが作成されます。

                              

                              	
                                 この指定のグローバルバッファは複数サーバ間で共用して使用されます。

                              

                              	
                                 pdbufferオペランドの-lオプション省略時のバッファサイズは指定したRDエリアの内の最大ページサイズとなります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　インデクス用グローバルバッファの割り当て方法（-iオプション指定）

                     特定のインデクスのインデクスページをバッファリングしたい場合にインデクス用グローバルバッファを割り当てます。インデクス格納RDエリアにそのインデクスしか格納されていない場合には，そのRDエリアにRDエリア用グローバルバッファ（-rオプション指定）を割り当てても同じ効果が得られます。インデクスに対するユニット単位グローバルバッファの割り当ては，指定するインデクスのインデクス格納RDエリアの配置によって4種類に分類されます。グローバルバッファの共用形態別の推奨条件（-iオプション指定）を次の表に示します。

                     
                        表26‒81　グローバルバッファの共用形態別の推奨条件（-iオプション指定）
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    指定方法（-iオプションで指定したインデクス格納用RDエリア）

                                 
                                 	
                                    インデクス分割形式

                                 
                                 	
                                    バッファ共用形態

                                 
                                 	
                                    メリット

                                 
                                 	
                                    推奨条件

                                 
                              

                              
                                 	
                                    異なるサーバのRDエリア

                                 
                                 	
                                    同一ユニットのRDエリア

                                 
                                 	
                                    異なるユニットのRDエリア

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    非分割で同一サーバ内分割

                                 
                                 	
                                    非共用

                                 
                                 	
                                    他サーバと共用しないため，多重障害時でも定常時のバッファ性能を維持できる

                                 
                                 	
                                    すべての受け入れユニットにバッファを確保するためメモリに余裕がある環境で，縮退時も縮退前のバッファ性能を維持したいインデクスに対する適用をお勧めします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    同一ユニット内分割

                                 
                                 	
                                    ユニット内サーバ共用

                                 
                                 	
                                    多重障害でも定常時のバッファ性能を維持できる

                                 
                                 	
                                    すべての受け入れユニットにバッファを確保するためメモリに余裕がある環境で，縮退時も縮退前のバッファ性能を維持したいインデクスに対する適用をお勧めします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ユニット間分割で同一ユニット内分割なし

                                 
                                 	
                                    ユニット間サーバ共用

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          現用系のバックエンドサーバでは指定バッファ面数をすべて使用できる

                                       

                                       	
                                          縮退時は受け入れユニットの資源を共用するのでメモリ効率が良い

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    現用時の性能を重視し，縮退時にバッファ資源を共用したい場合の適用をお勧めします。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ユニット間分割で同一ユニット内分割あり

                                 
                                 	
                                    ユニット内ユニット間サーバ共用

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          縮退時は受け入れユニットの資源を共用するのでメモリ効率が良い

                                       

                                       	
                                          共用サーバ数を均等にすることで縮退時の負荷分散を均等に設計できる

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    縮退時，バッファ資源の共用，及び均等負荷分散を実現したい場合の適用をお勧めします。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     次に示す-iオプション指定のバッファ設計指針を参考にインデクス専用バッファを割り当てるかどうか選択してください。

                     
                        	-iオプション指定のバッファ設計指針

                        	
                           
                              	
                                 非分割インデクス，同一サーバ内分割インデクス，又は同一ユニット内分割インデクスの場合：同一HAグループの各ユニットにグローバルバッファを確保できるだけメモリに余裕があれば専用バッファを定義します。

                              

                              	
                                 1.に当てはまらない場合：インデクス用グローバルバッファを定義します。共用するサーバに見合ったバッファ面数を割り当ててください。

                              

                           

                        

                     

                     非分割インデクス用グローバルバッファの割り当て方法

                     非分割インデクスをpdbufferオペランドの-iオプションで指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -i USER01.INDEX01 -n 200 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           非分割インデクスUSER01.INDEX01を指定します。

                           非分割インデクスの共用グローバルバッファへの割り当て例です。ほかのサーバとはグローバルバッファを共用しないで，占有します。系切り替え時もBES11専用のgbuf01を使用するのでヒット率は低下しませんが，すべての受け入れユニットに対して切り替え時，使用するためのバッファが確保されるのでメモリを多く消費します。

                        

                        	注

                        	
                           受け入れユニットすべてに同じグローバルバッファが作成されます。このバッファは代替されるまで使用されません。

                        

                     

                     同一サーバ内分割インデクス用グローバルバッファの割り当て方法

                     同一サーバ内に分割されたインデクスをpdbufferオペランドの-iオプションで指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -i USER01.INDEX01 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           サーバ内横分割インデクスUSER01.INDEX01を指定します。

                           同一サーバ内に分割されたインデクスの共用グローバルバッファへの割り当て例です。ほかのサーバとは共用しないで，占有します。系切り替え時もBES11専用のgbuf01を使用するのでヒット率は低下しませんが，すべての受け入れユニットに切り替え時使用するためのバッファが確保されるのでメモリを多く消費します。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 受け入れユニットすべてに同じグローバルバッファが作成されます。このグローバルバッファは代替されるまで使用されません。

                              

                              	
                                 インデクス格納用RDエリアのページサイズを同じにすることでメモリ効率が向上します。

                              

                           

                        

                     

                     同一ユニット内分割インデクス用グローバルバッファの割り当て方法

                     同一ユニット内に分割されたインデクスをpdbufferオペランドの-iオプションで指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -i USER01.INDEX01 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           同一ユニット内に分割されたインデクスの共用グローバルバッファへの割り当て例です。系切り替え時もgbuf01を使用するのでヒット率は低下しませんが，すべての受け入れユニットに切り替え時使用するためのグローバルバッファが確保されるのでメモリを多く消費します。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 受け入れユニットすべてに同じグローバルバッファが作成されます。このグローバルバッファは代替されるまで使用されません。

                              

                              	
                                 この指定のグローバルバッファは複数サーバ間で共用されます。

                              

                              	
                                 インデクス格納用RDエリアのページサイズを同じにすることでメモリ効率が向上します。

                              

                              	
                                 pdbufferオペランドの-lオプション省略時のバッファサイズは指定したインデクス格納用RDエリア内の最大ページサイズとなります。

                              

                           

                        

                     

                     ユニット間分割で同一ユニット内分割なしインデクス用グローバルバッファの割り当て方法

                     異なるユニット間のサーバに分割されたインデクスをpdbufferオペランドの-iオプションで指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -i USER01.INDEX01 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           異なるユニット間のサーバに横分割されたインデクスUSER01.INDEX01を指定します。

                           ユニット間分割で同一ユニット内分割なしのインデクスに対するグローバルバッファの割り当て例です。縮退前はgbuf01のリソース（バッファ数）をBES11で占有します。縮退時はBES21とBES11で共用するので使用できるリソース（バッファ数）は半分となります。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 移動先が一つのユニットになるのでそのユニットのグローバルバッファだけ負荷が高くなります。ユニット間サーバ共用バッファを複数定義し，各ユニットの負荷が均等になるように設計してください。

                              

                              	
                                 受け入れユニットすべてに同じグローバルバッファが作成されます。

                              

                              	
                                 この指定のグローバルバッファは現用時には一つのサーバで占有され，縮退時には複数サーバ間で共用されます。

                              

                              	
                                 インデクス格納用RDエリアのページサイズを同じにすることでメモリ効率が向上します。

                              

                              	
                                 pdbufferオペランドの-lオプション省略時のバッファサイズは，指定したインデクス格納用RDエリアの内の最大ページサイズとなります。

                              

                           

                        

                     

                     ユニット間分割で同一ユニット内分割ありインデクスのグローバルバッファの割り当て方法

                     ユニット間分割で同一ユニット内で分割されたインデクスをpdbufferオペランドの-iオプションで指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -i USER01.INDEX01 -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           ユニット間分割ありのサーバ間横分割インデクスUSER01.INDEX01を指定します。

                           ユニット間分割で同一ユニット内で分割されたインデクスの共用グローバルバッファへの割り当て例です。定常時は各ユニットが二つのバックエンドサーバ間でgbuf01を共用するので一つのバックエンドサーバに割り当てられるバッファ面数は半分です。縮退時は三つのバックエンドサーバ間でgbuf01を共用するので一つのバックエンドサーバに割り当てるバッファ面数は各ユニットが1/3と均等になります。

                        

                        	注

                        	
                           
                              	
                                 縮退時受け持つサーバ数が各受け入れユニットで均等になるように設計してください。

                              

                              	
                                 受け入れユニットすべてに同じグローバルバッファが作成されます。

                              

                              	
                                 この指定のグローバルバッファは複数サーバ間で共用されます。

                              

                              	
                                 インデクス格納用RDエリアのページサイズを同じにすることでメモリ効率が向上します。

                              

                              	
                                 pdbufferオペランドの-lオプション省略時のバッファサイズは指定したインデクス格納用RDエリアの内の最大ページサイズとなります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (d)　OTHER用グローバルバッファの割り当て方法（-oオプション指定）

                     OTHER用グローバルバッファは，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用ユニットすべてに確保されます。次に示すように割り当てられます。

                     
                        	
                           pdbufferオペランドの-cオプション指定のOTHER用バッファ定義はシステムで一つだけ指定できます。-cオプション指定のOTHER用バッファを複数定義した場合は，システム共通定義で最初に記述されている定義を有効とします。

                        

                        	
                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用ユニット内で稼働するホストBES，及びゲストBESに配置されたRDエリアのうち，-rオプション指定のグローバルバッファが未割り当てのRDエリアに割り当てられます。

                        

                        	
                           pdbufferオペランドの-lオプションでバッファサイズを省略した場合，同一HAグループ内で-cオプションと-ｒオプションを指定したグローバルバッファを割り当てていないRDエリアがある場合には，同一HAグループ内で-cオプションと-ｒオプションを指定したグローバルバッファを割り当てていないRDエリア中の最大ページサイズとなります。同一HAグループのすべてに-cオプションと-ｒオプションを指定したグローバルバッファを割り当てている場合には，同一HAグループ内のRDエリアの最大ページサイズとなります。

                        

                        	
                           pdbufferオペランドの-cオプションを指定したOTHER用グローバルバッファと-cオプションを指定しないOTHER用グローバルバッファの定義は重複指定できます。OTHER用グローバルバッファ定義の重複指定時の関係を次の表に示します。

                           
                              表26‒82　OTHER用グローバルバッファ定義の重複指定時の関係
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          -cオプションを指定したOTHER用グローバルバッファ定義

                                       
                                       	
                                          -cオプションを指定しないOTHER用グローバルバッファ定義

                                       
                                       	
                                          影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用ユニット

                                       
                                       	
                                          影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の非適用ユニット

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          あり

                                       
                                       	
                                          あり

                                       
                                       	
                                          -cオプションありで定義を割り当てる

                                       
                                       	
                                          -cオプションなしで定義を割り当てる

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          あり

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          -cオプションありで定義を割り当てる

                                       
                                       	
                                          -cオプションありで定義を割り当てる

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          あり

                                       
                                       	
                                          OTHER用バッファを割り当てない

                                       
                                       	
                                          -cオプションなしで定義を割り当てる

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          なし

                                       
                                       	
                                          OTHER用バッファを割り当てない

                                       
                                       	
                                          OTHER用バッファを割り当てない

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                     

                     OTHER用グローバルバッファの推奨条件

                     
                        	
                           オンライン中でRDエリアを追加するシステム

                        

                        	
                           アクセス頻度が少ないRDエリア

                        

                        	
                           アクセスページ数の少ないRDエリア

                        

                        	
                           格納ページ数が非常に多いRDエリア（バッファヒットを期待しないRDエリア）

                        

                     

                     OTHER用グローバルバッファの注意事項

                     
                        	
                           ユニットに確保したOTHER用グローバルバッファ資源はOTHER用バッファを割り当てたサーバ間で均等に分割して使用します。したがって，使用するサーバ数に見合ったバッファ面数をpdbufferオペランドの-nオプションで指定するようにしてください。

                        

                        	
                           オンライン中でRDエリアを追加するシステムでは，今後追加が予想されるRDエリアのページサイズを考慮し，pdbufferオペランドの-lオプションでバッファサイズを設定してください。

                        

                     

                     OTHER用グローバルバッファの割り当て方法の例

                     pdbufferオペランドの-oオプションを指定します。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●グローバルバッファの定義

                     pdbuffer -a gbuf01 -r RDAREA11 -n 500 -c
pdbuffer -a gbuf02 -o -n 1000 -c

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           pdbufferオペランドの-oオプションと-cオプションを指定します。

                           RDAREA11に専用バッファを割り当て，そのほかのRDエリアにはOTHER用バッファを割り当てます。OTHER用バッファは影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用ユニットすべてに作成されます。

                        

                     

                  
                  
                     (e)　構成変更時のグローバルバッファの割り当て（データベース構成変更ユティリティ）

                     データベース構成変更ユティリティの制御文のglobalbufferオペランドに，既にあるグローバルバッファ名を指定して実施します。グローバルバッファはpdbuflsコマンドで確認できます。

                     ●システム構成例

                     [image: [図データ]]

                     ●構成変更定義

                     create rdarea RDAREA13 globalbuffer gbuf01 server name BES11
　　　　　　　　：

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           追加RDエリアに共用グローバルバッファgbuf01を割り当てます。追加したRDエリアは系切り替え時もgbuf01を使用します。

                        

                        	〔設計指針〕

                        	
                           
                              	
                                 系の切り替え時，及び系の切り戻し時もglobalbufferオペランドで指定したグローバルバッファを割り当てます。

                              

                              	
                                 インデクス用グローバルバッファ，及びLOB用グローバルバッファは割り当てられません。

                              

                              	
                                 指定するグローバルバッファの長さは，追加するRDエリアのページ長より長くなければなりません。グローバルバッファ長は，pdbuflsコマンドで確認できます。

                              

                              	
                                 ここで指定したグローバルバッファの割り当ては，サーバの正常終了（HiRDBシステムの正常終了，計画停止，ユニットの正常終了，又はサーバ単独の正常終了）時に無効となります。そのため，次回のサーバの正常開始時には，あらかじめシステム共通定義のpdbufferオペランドでグローバルバッファを割り当てておかなければなりません。ただし，-oオプション指定のグローバルバッファを割り当てている場合はそのグローバルバッファに割り当てますのでシステム共通定義を変更する必要はありません。

                              

                              	
                                 HiRDBがグローバルバッファの割り当てに失敗した場合，RDエリアは追加されません。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (6)　監査証跡ファイルの運用

                  実行者　HiRDB管理者，及び監査人

                  監査証跡ファイルはHiRDB管理者が正規ユニットの共有ディスクに作成します。このとき，作成先ディスクには，各サーバに対応する共有ディスク（各サーバのシステムログファイル，シンクポイントダンプファイル，サーバ用ステータスファイルを格納するディスク）以外のディスクを選ぶ必要があります。

                  なお，系の切り替え先では，受け入れユニットの監査証跡ファイルを共用します。

                  HiRDB管理者，及び監査人は，正規ユニットの監査証跡ファイルと受け入れユニットの監査証跡ファイルを運用してください。

                  
                     (a)　監査証跡ファイルの作成

                     監査証跡ファイルはHiRDB管理者が共有ディスクに作成します。このとき，作成先ディスクには，各サーバに対応する共有ディスク（各サーバのシステムログファイル，シンクポイントダンプファイル，サーバ用ステータスファイルを格納するディスク）以外のディスクを選ぶ必要があります。

                     各サーバに対応する共有ディスクに監査証跡ファイルを作成すると，系の切り替えによってディスクが別のホストに切り替わるため，ユニット内のほかの稼働中サーバが監査証跡を出力できなくなります。なお，系の切り替え先では，受け入れユニットの監査証跡ファイルを使用します。

                  
                  
                     (b)　監査証跡ファイルの運用

                     系切り替えが発生した場合，HiRDBは切り替え先の受け入れユニットが使用中の監査証跡ファイルに監査事象を記録します。このとき，監査事象の記録に関する監査証跡ファイルの運用は，受け入れユニットでの運用に統一されます。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用したシステムで監査証跡を取得する場合は，全ユニットで監査証跡を取得してください。

                  
                  
                     (c)　監査証跡の取得

                     系切り替えが発生した場合，監査証跡取得については，受け入れユニットの状態に従います。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での監査証跡の取得状況を次の表に示します。

                     
                        表26‒83　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での監査証跡の取得状況
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ユニット種別

                                 
                                 	
                                    ユニットの状態

                                 
                                 	
                                    受け入れユニット

                                 
                              

                              
                                 	
                                    取得中

                                 
                                 	
                                    取得していない

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    正規ユニット

                                 
                                 	
                                    取得中

                                 
                                 	
                                    取得する

                                 
                                 	
                                    取得しない

                                 
                              

                              
                                 	
                                    取得していない

                                 
                                 	
                                    取得する

                                 
                                 	
                                    取得しない

                                 
                              

                           
                        

                     
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能適用時の監査証跡取得状況の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒103　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能適用時の監査証跡取得状況の例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (d)　pdloadの実行

                     HiRDB管理者は，正規ユニット及び受け入れユニットの監査証跡ファイルを入力情報として，pdloadを実行してください（認証は監査人）。なお，系切り替え中のサーバの監査証跡は，受け入れユニットに属するサーバの情報として処理されます。

                     障害などで系が切り替わった場合，HiRDBは切り替わる直前の監査事象を正しく取得しません。このため，pdloadを実行しても切り替え直前のデータを取得できない場合があります。

                     なお，系切り替えなどによって影響分散スタンバイレス型系切り替え対象ユニットに実行系サーバが0個となった場合，そのユニットに対する監査証跡ファイルのpdloadは実行できません。この場合は，該当するユニットに実行系サーバを1個以上系切り替えした後で，pdloadを実行してください。

                     
                        	障害中の運用：

                        	
                           障害中の監査証跡のロード運用は次のとおりです。

                           
                              	
                                 稼働中ホストで系切り替え前の監査証跡ファイルを格納したディスクを手動で活動化

                              

                              	
                                 正規ユニット及び受け入れユニットの監査証跡ファイルを入力情報としてpdload実行

                              

                           

                        

                        	障害復旧後の運用：

                        	
                           障害復旧後の監査証跡のロード運用は障害発生前と同じです。

                        

                     

                  
               
               
                  (7)　NetBackup連携機能を使用する場合の注意事項

                  系切り替え構成でNetBackup連携機能を使用する場合で，バックアップを取得したNetBackupクライアントとは別のNetBackupクライアントで回復を行うときは，次の環境設定と運用が必要です。ただし，この環境設定と運用は，JP1/VERITAS
                     NetBackup 5.0以降を使用している場合にだけ適用してください。

                  
                     	
                        NetBackupマスターサーバのインストールマシンに，次の空ファイルを作成します。

                        /usr/openv/NetBackup/db/altnames/No.Restrictions

                     

                     	
                        回復に使用するNetBackupクライアント名称（ポリシに設定するクライアントホスト名）は，回復に使用するバックアップデータを取得したNetBackupクライアント名称に変更する必要があります。NetBackupクライアント名称の変更などの詳細は，NetBackupに添付されているドキュメントを参照してください。

                     

                  

               
            
            
               26.5.3　HAモニタに関する準備

               クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合にこの項をお読みください。ここでは，次に示すHAモニタの定義ファイルのうち，HiRDBに関連するオペランドの指定値の目安について説明します。

               
                  	
                     sysdef定義ファイル

                  

                  	
                     servers定義ファイル

                     
                        	参考

                        	
                           
                              	
                                 sysdef定義ファイル及びservers定義ファイルのパス名はOSごとに異なるので注意してください。

                              

                              	
                                 影響分散スタンバイレス型系切り替え対象のホスト数及びサーバ数が，HAモニタが管理できる上限値（32）を超える場合は，HAモニタの系切り替え構成を複数のグループに分ける必要があります。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               これらの定義文の各オペランド，これらの定義文を格納するファイルのパス名，及びHAモニタの環境設定については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。

               
                  (1)　sysdef定義ファイル

                  
                     (a)　servmaxオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバで，一つのサーバマシン上で同時に実行又は待機状態として起動できるサーバの最大数を16又は64で指定します。

                     16：同時に起動できるサーバの最大数を16に設定します。 

                     64：同時に起動できるサーバの最大数を64に設定します。

                     一つのサーバマシン上で系の切り替え単位であるサーバ数が16を超える場合は64を指定してください。

                     HAモニタの系切り替え対象のサーバ数は，HiRDB以外の系切り替え対象製品を含めた値です。HiRDBでは系切り替え対象のサーバ数を次の計算で求めます。

                     
                        	
                           一つのサーバマシン上で動作するスタンバイ型系切り替えの実行系ユニット数と待機系ユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する1:1スタンバイレス型系切り替えの正規BESユニット数と代替BESユニット数の合計数

                        

                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する影響分散スタンバイレス型系切り替えのホストBES数とゲスト用領域数の合計数

                        

                     

                  
                  
                     (b)　multistandbyオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     一つの実行系に対して複数の待機系を定義できる，マルチスタンバイ機能を使用するかどうかを指定します。

                     
                        	
                           use：マルチスタンバイ機能を使用します。

                        

                        	
                           nouse：マルチスタンバイ機能を使用しません。

                        

                     

                     HAグループに属するユニットが3ユニット以上の場合はuseを指定します。useを指定した場合，server定義文のstandbypriオペランドで待機系の優先度を指定してください。

                  
               
               
                  (2)　servers定義ファイル

                  
                     (a)　acttypeオペランド

                     サーバモードの場合はこのオペランドにserverを，モニタモードの場合はこのオペランドにmonitorを指定してください。

                  
                  
                     (b)　switchtypeオペランド

                     このオペランドにはサーバ障害を検出したときの処理を指定します。

                     
                        	switch：

                        	
                           ユニットが異常終了すると系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します。

                           ゲストBES用のservers定義ファイルにはswitchを指定することをお勧めします。switchを指定すると，ゲストBESが稼働中のユニットで障害が発生した場合，ゲストBESがほかのユニットに切り替わるため，再開始後の負荷を分散できます。

                        

                        	restart：

                        	
                           障害が発生した系でユニットを再開始します。障害が発生した系でHiRDBを再開始できないときに，系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します（KFPS00715-Eメッセージが出力された時点で系を切り替えます）。

                           ゲストBES用のservers定義ファイルにはrestartを指定しないことをお勧めします。restartを指定指定すると，ゲストBESの稼働中のユニットで障害が発生した場合，ユニットの再開始後にゲストBESが処理を継続するため，再開始後の負荷を分散できません。

                        

                        	manual：

                        	
                           ユニットを再開始できなくても自動的に系を切り替えません。そのため，通常はmanualを指定しないでください。

                        

                     

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合，HAグループ内の全バックエンドサーバのswitchtypeオペランドには同じ値を指定してください。

                  
                  
                     (c)　nameオペランド

                     影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合は，HiRDB識別子とサーバ名を「/」で組み合わせて指定します。HiRDB識別子がDB01で，サーバ名がBES1の場合は次のように指定します。

                     　DB01/BES1

                  
                  
                     (d)　aliasオペランド

                     HAモニタを適用したシステムで一意となる識別名を指定します。現用系と予備系とで同じ識別名にする必要があります。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合は，系切り替え対象サーバのサーバ名を推奨します。

                  
                  
                     (e)　diskオペランド

                     HiRDBファイルシステム領域を作成したDISK領域（ボリュームグループ及びパーティション）の名称を指定します。詳細については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                        HAモニタ」を参照してください。

                  
                  
                     (f)　lan_updownオペランド

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合，HAグループ名ユニットの開始前に，pdunitオペランドの-xオプションに指定したIPアドレスを起動しておいてください。

                     HAモニタ用のaliasオペランドの値.upファイルや，aliasオペランドの値.downファイルには，pdunitオペランドの-xオプションに指定したIPアドレスを指定しないでください。

                  
                  
                     (g)　groupオペランド

                     連動系切り替えをする場合にこのオペランドを指定します。系切り替え対象のサーバがHiRDBだけの場合はこのオペランドを指定する必要はありません。このオペランドにはサーバグループ名称を指定します。指定の目安を次に示します。

                     
                        	
                           OpenTP1と連動系切り替えをする場合は，同じ系のOpenTP1について指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorと連動系切り替えをする場合は，同じ系のHiRDB Datareplicatorについて指定したサーバ対応の環境を設定する定義ファイルと同じ値を指定します。

                        

                     

                  
                  
                     (h)　initialオペランド

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合は，ホストBESにはonlineをゲストBESにはstandbyを指定します。

                  
                  
                     (i)　standbypriオペランド

                     このオペランドはHAモニタのバージョンが01-08以降の場合に指定できます。

                     HAモニタのマルチスタンバイ機能を使用して，マルチスタンバイ構成で運用する場合（sysdef定義ファイルのmultistandbyオペランドにuseを指定する場合），このオペランドで待機系の優先度を指定します。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合は，ゲストBESに優先度を指定します。例えば，切り替え先の優先度が1番のゲストBESの場合は1を，優先度が2番のゲストBESの場合は2を指定します。

                  
                  
                     (j)　servers定義ファイルの定義例

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を次に示すような3ユニット構成で行います。

                     [image: [図データ]]

                     この場合，次に示すグループごとにグローバルバッファを共用します。

                     
                        	
                           Aグループ：BES1A，BES2A，BES3A

                        

                        	
                           Bグループ：BES1B，BES2B，BES3B

                        

                     

                     この場合の各ユニットの優先順位を次に示します。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバ

                                 
                                 	
                                    online

                                 
                                 	
                                    優先順位第1位

                                 
                                 	
                                    優先順位第2位

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    BES1A

                                 
                                 	
                                    unt1　［1］

                                 
                                 	
                                    unt2　［2］

                                 
                                 	
                                    unt3　［3］

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES1B

                                 
                                 	
                                    unt1　［4］

                                 
                                 	
                                    unt3　［5］

                                 
                                 	
                                    unt2　［6］

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2A

                                 
                                 	
                                    unt2　［7］

                                 
                                 	
                                    unt3　［8］

                                 
                                 	
                                    unt1　［9］

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES2B

                                 
                                 	
                                    unt2　［10］

                                 
                                 	
                                    unt1　［11］

                                 
                                 	
                                    unt3　［12］

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3A

                                 
                                 	
                                    unt3　［13］

                                 
                                 	
                                    unt2　［14］

                                 
                                 	
                                    unt1　［15］

                                 
                              

                              
                                 	
                                    BES3B

                                 
                                 	
                                    unt3　［16］

                                 
                                 	
                                    unt1　［17］

                                 
                                 	
                                    unt2　［18］

                                 
                              

                           
                        

                     
                     この場合のservers定義ファイルの指定例を次に示します。

                     
                        	●サーバマシン1のservers定義ファイル

                        	
                           server  name     PDB1/bes1A,
        alias    bes1A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg01,
        initial  online;       ....[1]
server  name     PDB1/bes1B,
        alias    bes1B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg02,
        initial  online;       ....[4]
server  name     PDB1/bes2A,
        alias    bes2A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg03,
        initial  standby,
        standbypri 2;           ...[9]
server  name     PDB1/bes2B,
        alias    bes2B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg04,
        initial  standby,
        standbypri 1;           ...[11]
server  name     PDB1/bes3A,
        alias    bes3A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg05,
        initial   standby,
        standbypri 2;           ...[15]
server  name     PDB1/bes3B,
        alias    bes3B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg06,
        initial  standby,
        standbypri 1;           ...[17]

                        

                        	●サーバマシン2のservers定義ファイル

                        	
                           server  name     PDB1/bes1A,
        alias    bes1A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg01,
        initial  standby,
        standbypri 1;          ....[2]
server  name     PDB1/bes1B,
        alias    bes1B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg02,
        initial  standby,
        standbypri 2;           ...[6]
server  name     PDB1/bes2A,
        alias    bes2A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg03,
        initial  online;        ...[7]
server  name     PDB1/bes2B,
        alias    bes2B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg04,
        initial  online;        ...[10]
server  name     PDB1/bes3A,  
        alias    bes3A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg05,
        initial  standby,
        standbypri 1;           ...[14]
server  name     PDB1/bes3B,
        alias    bes3B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg06,
        initial  standby,
        standbypri 2;           ...[18]

                        

                        	●サーバマシン3のservers定義ファイル

                        	
                           server  name     PDB1/bes1A,
        alias    bes1A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg01,
        initial  standby,
        standbypri 2;           ...[3]
server  name     PDB1/bes1B,
        alias    bes1B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg02,
        initial  standby,
        standbypri 1;           ...[5]
server  name     PDB1/bes2A,
        alias    bes2A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg03,
        initial  standby,
        standbypri 1;           ...[8]
server  name     PDB1/bes2B,
        alias    bes2B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg04,
        initial  standby,
        standbypri 2;           ...[12]
server  name     PDB1/bes3A,
        alias    bes3A,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg05,
        initial  online;           ...[13]
server  name     PDB1/bes3B,
        alias    bes3B,
        patrol   10,
        disk     /dev/vg06,
        initial  online;           ...[16]

                        

                     

                  
               
            
            
               26.5.4　HAモニタ以外のクラスタソフトウェアに関する準備

               サーバモードで運用する場合は，次に示す箇所又はマニュアルの説明を参照して環境設定を行ってください。

               
                  	
                     「Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備」の説明

                  

                  	
                     マニュアル「Hitachi HA Toolkit」

                  

                  	
                     クラスタソフトウェアのマニュアル

                     クラスタソフトウェアの環境設定方法の詳細については，クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                  

               

            
            
               26.5.5　Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備

               Hitachi HA Toolkit Extensionを使用している場合にこの項をお読みください。ここでは，Hitachi HA Toolkit Extensionのsysdef定義ファイル及びservers定義ファイルのオペランドで，HiRDBに関連するオペランドの指定値の目安について説明します。Hitachi
                  HA Toolkit Extensionの環境設定方法の詳細については，マニュアル「Hitachi HA Toolkit」を参照してください。

               なお，サーバごとに動作環境を設定します。

               
                  (1)　sysdef定義ファイル

                  
                     (a)　servmaxオペランド

                     このオペランドはHitachi HA Toolkit Extensionのバージョンが01-04以降の場合に指定できます。

                     Hitachi HA Toolkit Extensionの系切り替え対象のサーバで，一つのサーバマシン上で同時に実行又は待機状態として起動できるサーバの最大数を16又は64で指定します。

                     16：同時に起動できるサーバの最大数を16に設定します。 

                     64：同時に起動できるサーバの最大数を64に設定します。

                     一つのサーバマシン上で系の切り替え単位であるサーバ数が16を超える場合は64を指定してください。

                     Hitachi HA Toolkit Extensionの系切り替え対象のサーバ数は，HiRDB以外の系切り替え対象製品を含めた値です。HiRDBでは系切り替え対象のサーバ数を次の計算で求めます。

                     
                        	
                           一つのサーバマシン上で動作する影響分散スタンバイレス型系切り替えのホストBES数とゲスト用領域数の合計数

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　servers定義ファイル

                  
                     (a)　nameオペランド

                     影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合は，HiRDB識別子とサーバ名を「/」で組み合わせて指定します。HiRDB識別子がDB01で，サーバ名がBES1の場合は次のように指定します。

                     　DB01/BES1

                  
                  
                     (b)　switchtypeオペランド

                     このオペランドにはサーバ障害を検出したときの処理を指定します。

                     
                        	switch：

                        	
                           ユニットが異常終了すると系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します。

                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合，ゲストBES用のservers定義ファイルにはswitchを指定することをお勧めします。switchを指定すると，ゲストBESが稼働中のユニットで障害が発生した場合，ゲストBESがほかのユニットに切り替わるため，再開始後の負荷を分散できます。

                        

                        	restart：

                        	
                           障害が発生した系でユニットを再開始します。障害が発生した系でHiRDBを再開始できないときに，系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します（KFPS00715-Eメッセージが出力された時点で系を切り替えます）。

                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合，ゲストBES用のservers定義ファイルにはrestartを指定しないことをお勧めします。restartを指定指定すると，ゲストBESの稼働中のユニットで障害が発生した場合，ユニットの再開始後にゲストBESが処理を継続するため，再開始後の負荷を分散できません。

                        

                        	manual：

                        	
                           ユニットを再開始できなくても自動的に系を切り替えません。そのため，通常はmanualを指定しないでください。

                           
                              	ポイント

                              	
                                 影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合，HAグループ内の全サーバのswitchtypeオペランドには同じ値を指定してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　termcommandオペランド

                     このオペランドにはpdstop -z -qコマンドを指定することをお勧めします。強制終了のオプションを指定するのは確実にユニットを停止することと，計画系切り替え時に待機系が再開始で引き継ぐ必要があるためです。また，実行系ユニットが起動していない状態で計画系切り替えをした場合，termcommandオペランドで指定したpdstopコマンドがエラーとなります。termcommandオペランドを指定しない場合，実行系ユニットをpdstopコマンドで強制終了させた上で系切り替えをする必要があります。実行系ユニットを稼働させたままで計画系切り替えをした場合は，実行系ユニットが二つ存在することになり，障害が発生して両系停止となる可能性があります。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合，HAグループ内の全サーバのtermcommandオペランドにはpdstop -z -sコマンドを指定してください。

                  
               
            
            
               26.5.6　パブリッククラウド環境でHAモニタを使用する場合に関する準備

               ここでは，次のパブリッククラウド環境を使用している場合にこの項をお読みください。

               
                  	
                     Amazon Web Services

                  

                  	
                     Microsoft Azure

                  

                  	
                     Oracle Cloud Infrastructure（以降OCI）

                  

               

               
                  (1)　動作環境

                  
                     (a)　Amazon Web Services環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	レプリケーションソフトウェアを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                              	
                                 DRBD（Distributed Replicated Block Device）

                              

                           

                           また，Amazon EC2インスタンスごとに次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Amazon EBS（Amazon Elastic Block Store）

                              

                           

                        

                        	共有ディスクを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                           

                           また，各インスタンスから次のストレージを共有する必要があります。

                           
                              	
                                 EBSマルチアタッチを使用したAmazon EBS（Amazon Elastic Block Store）

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　Microsoft Azure環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	レプリケーションソフトウェアを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                              	
                                 DRBD（Distributed Replicated Block Device）

                              

                           

                           また，各Azure VMごとに次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Azure Storage

                              

                           

                        

                        	共有ディスクを使用する場合

                        	
                           
                              	
                                 HAモニタ

                              

                           

                           また，次のストレージを配置する必要があります。

                           
                              	
                                 Azure共有ディスクを使用したAzure Storage※

                              

                           

                           
                              	注※

                              	
                                 各インスタンスからAzure共有ディスクを共有してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　OCI環境上にクラスタ構成を適用する場合

                     次の製品を用意する必要があります。

                     
                        	
                           HAモニタ

                        

                     

                     また，各インスタンスから次のストレージを共有する必要があります。

                     
                        	
                           ブロック・ボリューム

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　クラスタ構成概要

                  Amazon Web Services環境上及びMicrosoft Azure環境上にレプリケーションソフトウェアを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒104　Amazon Web Services環境上のレプリケーションソフトウェアを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図26‒105　Microsoft Azure環境上のレプリケーションソフトウェアを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，ほかの実行系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，障害の発生していない実行系のゲスト用領域でBESが稼働して業務処理を続行します。

                        ストレージ（Amazon EBS又はAzure Storage）に対して更新すると，DRBDは更新内容をほかの実行系に送信し，各ストレージにレプリケーションします。そのため，実行系の障害によって系が切り替わった場合，障害発生直前の状態から業務を続行できます。障害が発生して系が切り替わった場合は，レプリケーションするノード間で同期が取れているかどうかを確認してください。もし，同期が取れていない場合は再同期処理を実施し，同期がとれたことを確認した上で移動先の実行系を再起動してください※。同期状況の確認，及び同期処理の手順については，DRBDのマニュアルを参照してください。

                        
                           	注※

                           	
                              同期がとれていない状態で，既に障害を回復した実行系を起動している場合はいったん停止した上で，再同期処理を実施してください。その後，同期がとれたことを確認した上で障害を回復した実行系を起動してください。

                           

                        

                     

                  

                  Amazon Web Services環境上に共有ディスクを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒106　Amazon Web Services環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，ほかの実行系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，障害の発生していない実行系のゲスト用領域でBESが稼働して業務処理を続行します。

                     

                  

                  Microsoft Azure環境上に共有ディスクを使用してクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒107　Microsoft Azure環境上の共有ディスクを使用したクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，ほかの実行系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，障害の発生していない実行系のゲスト用領域でBESが稼働して業務処理を続行します。

                     

                  

                  OCI環境上にクラスタ構成を適用する場合の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒108　OCI環境上のクラスタ構成概要図
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        業務処理中の実行系に障害が発生すると，ほかの実行系に障害の発生が通知されて系が切り替わり，障害の発生していない実行系のゲスト用領域でBESが稼働して業務処理を続行します。

                     

                  

               
               
                  (3)　DRBDに関する設定項目

                  DRBDを使用する場合にお読みください。

                  DRBDを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。なお，詳細については，DRBDのマニュアルを参照してください。設定したDRBDのリソース名はHAモニタの設定項目に指定します。

                  DRBDコマンドでDRBDリソースを有効化した後，deviceオプションに指定したデバイス（/dev/drbd1など）にHiRDBファイルシステム領域を作成してください。

                  すべてのHiRDBファイルシステム領域を作成した後，DRBDの初期同期を実施し，レプリケーションするノード間でデータを一致させてください。

                  
                     (a)　DRBD設定ファイルの指定例

                     DRBD設定ファイルの指定例を次に示します。

                     ●/etc/drbd.d/global_common.conf

                     global {
  usage-count no;
}
common {
  disk {
    on-io-error detach;
  }
  options {
    on-no-data-accessible io-error;
  }
net {
    protocol C;
  }
}

                     ●/etc/drbd.d/drbd01.res（リソース名：:drbd01，2ノード構成の場合）

                     resource drbd01 {
  volume 0 {
    device    /dev/drbd1;
    disk      /dev/xvdf1;
    meta-disk internal;
  }
  on HiRDB-host1 {
    address   10.1.1.31:7789;
  }
  on HiRDB-host2 {
    address   10.1.2.32:7789;
  }
}

                     ●/etc/drbd.d/drbd01.res（リソース名：:drbd01，3ノード構成の場合）

                     resource drbd01 {
  volume 0 {
    device    /dev/drbd1;
    disk      /dev/xvdf1;
    meta-disk internal;
  }
  on HiRDB-host1 {
    address   10.1.1.31:7789;
    node-id   0;
  }
  on HiRDB-host2 {
    address   10.1.2.32:7790;
    node-id   1;
  }
  on HiRDB-host3 {
    address   10.1.2.33:7791;
    node-id   2;
  }
  connection-mesh {
    hosts HiRDB-host1 HiRDB-host2 HiRDB-host3
  }
}

                  
                  
                     (b)　disk-barrier，disk-flushes，disk-drainオプション

                     DRBDのデフォルト値を推奨します。

                     なお，すべてのオプションを無効にすると，書き込み順序が保証されないため，すべてのオプションを無効にしないでください。

                  
                  
                     (c)　on-io-errorオプション

                     detachを指定します。

                  
                  
                     (d)　on-no-data-accessibleオプション

                     io-errorを指定します。

                  
                  
                     (e)　protocolオプション

                     B，又はCを指定します。

                  
                  
                     (f)　allow-two-primariesオプション

                     このオプションは指定しないでください。

                  
                  
                     (g)　deviceオプション

                     DRBDでレプリケーションするブロックデバイス（指定例では/dev/drbd1）を指定します。

                  
                  
                     (h)　diskオプション

                     DRBDのデバイスを構成するブロックデバイス（指定例では/dev/xvdf1）を指定します。複数のブロックデバイスを使用する場合は，UUIDなどOS再起動後に同じパス名となる値を指定してください。

                  
                  
                     (i)　host-nameオプション

                     レプリケーション対象のホスト名（指定例ではHiRDB-host1，HiRDB-host2など）を指定します。

                  
                  
                     (j)　addressオプション

                     レプリケーション対象のIPアドレス，及び任意のポート番号を指定します。

                  
               
               
                  (4)　HAモニタに関する設定項目（sysdef定義ファイル）

                  HAモニタを設定するにあたり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。

                  なお，そのほかのオペランドや詳細については，次のマニュアル，又は該当する箇所を参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        「HAモニタに関する準備」

                     

                  

                  
                     (a)　public_cloudオペランド

                     useを指定してください。

                  
               
               
                  (5)　HAモニタに関する設定項目（servers定義ファイル）

                  HAモニタを設定するに当たり，HiRDBに関連するオペランドの指定値について説明します。

                  なお，そのほかのオペランドや詳細については，次のマニュアル，又は該当する箇所を参照してください。

                  
                     	
                        マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」

                     

                     	
                        「HAモニタに関する準備」

                     

                  

                  
                     (a)　rep_deviceオペランド

                     DRBDを使用する場合，「DRBDに関する設定項目」でHiRDBファイルシステム領域を作成したレプリケーションディスクを指定しているDRBDリソース名（「DRBDに関する設定項目」の指定例ではdrbd01）を指定してください。

                  
                  
                     (b)　diskオペランド

                     HAモニタによるディスクのアクセス制御をする場合に指定してください。

                     HAモニタによるディスクのアクセス制御を行わない（diskオペランドを指定しない）場合は，「共有ディスクのアクセス制御」を参照して必要なオペランドを設定してください。

                  
               
               
                  (6)　OCI環境でブロック・ボリュームを使用する場合の設定

                  マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」を参照して，共有ディスクとして使用するブロック・ボリュームを設定してください。

               
            
         
         
            26.6　スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の運用

            
               26.6.1　HiRDBの運用方法の違いは？

               系切り替え機能を使用する場合は，使用しない場合に比べて次に示す運用方法が異なります。

               
                  (1)　HiRDBの開始方法

                  実行系及び待機系HiRDBをクラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonbeginコマンド）で開始します。なお，次に示すような理由でHiRDBが開始できない場合は，障害の原因を取り除いた後にpdstart（HiRDB/パラレルサーバの場合はpdstart
                     -q）コマンドでHiRDBを開始してください。

                  
                     	
                        pdsetupからし直す必要のある障害が発生しました。

                     

                     	
                        再開始失敗時のユーザコマンドを指定しない場合に再開始に失敗しました。

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              クラスタソフトウェアの操作ではなく，手動でHiRDBを開始する場合は，事前に共有リソースを活性化してください。

                           

                           	
                              pdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行する場合は，実行系及び待機系HiRDBを終了した後にpdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行してください。pdstart
                                 -r又はpdstart -RコマンドでHiRDBを開始した場合，HiRDBは系切り替えの対象になりません。データベースの回復処理などが終了した後に，一度HiRDBを終了してから実行系及び待機系HiRDBを開始してください。

                           

                           	
                              HiRDB/パラレルサーバの場合，システムマネジャのあるユニットでpdstartコマンドを実行してシステム全体を開始するのではなく，すべてのユニットをユニットごとに開始する必要があります。系切り替えの対象にするユニット（pd_ha_unit
                                 = nouseを指定しないユニット）は，ユニットごとにクラスタソフトウェアのコマンドでユニットを開始してください。系切り替えの対象にしないユニット（pd_ha_unit
                                 = nouseを指定したユニット）は，クラスタソフトウェアのコマンドで開始できません。この場合，該当するユニットのサーバマシンに直接ログインしてpdstart -qコマンドを実行してください。

                           

                        

                     

                     	CLUSTERPRO使用時の注意事項

                     	
                        HiRDBの開始処理に失敗した場合（EXECリソースが失敗した場合）は，障害原因を取り除いた後，HiRDBシステム又はHiRDBユニットが開始中の場合はHiRDBを強制終了（pdstop
                           -f，又はpdstop -zコマンドで終了）してください。その後，CLUSTERPROのコマンド操作，又はCluster WebUIによるGUI操作で，EXECリソースを停止して再度起動してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBの終了方法

                  HiRDBの終了方法（モニタモードの場合）を次の表に示します。

                  
                     表26‒84　HiRDBの終了方法（モニタモードの場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 終了方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 実行系及び待機系の両方を終了する場合

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       pdstopコマンドで実行系HiRDBを終了します。

                                    

                                    	
                                       クラスタソフトウェアにCLUSTERPROを使用してモニタリソースにカスタムモニタリソースを作成している場合は，CLUSTERPROのコマンド操作，又はCluster
                                          WebUIによるGUI操作で，カスタムモニタリソースを一時停止してからpdstopコマンドを実行してください。クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonendコマンド）で実行系及び待機系の両方を終了します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 待機系だけを終了する場合

                              
                              	
                                 クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonsbystpコマンド）で待機系を終了します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	HAモニタ使用時の注意事項

                     	
                        server定義文のtermcommandオペランドにHiRDBを強制終了するコマンドを指定している場合，pdstopコマンドでHiRDBを終了しないでHAモニタのmonendコマンドでサーバを終了すると，HiRDBは強制終了されます。このため，次回のHiRDBの開始モードは再開始になります。したがって，サーバを終了する場合は，pdstopコマンドでHiRDBを終了（正常終了又は計画停止）した後にサーバを終了するようにしてください。

                     

                     	PowerHA使用時の注意事項

                     	
                        pdstopコマンドでHiRDBを終了しないでPowerHAのコマンドでリソース・グループを終了すると，登録したシェルスクリプト内のpdstopコマンドでHiRDBが終了するため，HiRDBは強制終了されます。このため，次回のHiRDBの開始モードは再開始になります。したがって，リソース・グループを終了する場合は，pdstopコマンドでHiRDBを終了（正常終了又は計画停止）した後にサーバを終了するようにしてください。

                     

                     	LifeKeeper使用時の注意事項

                     	
                        pdstopコマンドでHiRDBを終了しないでLifeKeeperのコマンドでリソースを終了すると，登録したシェルスクリプト内のpdstopコマンドでHiRDBが終了するため，HiRDBは強制終了されます。このため，次回のHiRDBの開始モードは再開始になります。したがって，リソースを終了する場合は，pdstopコマンドでHiRDBを終了（正常終了又は計画停止）した後にリソースを終了するようにしてください。

                     

                     	CLUSTERPRO使用時の注意事項

                     	
                        pdstopコマンドでHiRDBを終了しないでCLUSTERPROのコマンド，又はCluster WebUIのGUI操作でリソースを終了すると，登録したシェルスクリプト内のpdstopコマンドでHiRDBが終了するため，HiRDBは強制終了されます。このため，次回のHiRDBの開始モードは再開始になります。したがって，リソースを終了する場合は，pdstopコマンドでHiRDBを終了（正常終了又は計画停止）した後にリソースを終了するようにしてください。

                        ただし，モニタリソースにカスタムモニタリソースを作成している場合は，CLUSTERPROのコマンド操作，又はCluster WebUIによるGUI操作で，カスタムモニタリソースを一時停止してからpdstopコマンドを実行してください。CLUSTERPROのコマンド操作，又はCluster
                           WebUIによるGUI操作でEXECリソースを再起動せずにpdstartコマンドを実行してHiRDBを起動する場合は，HiRDB起動完了後にカスタムモニタリソースを再開してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　状態の確認

                  
                     (a)　ユニット，及びサーバの稼働状態

                     系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒85　系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d svr

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          ホスト名（系切り替え後も現用系ホスト名を表示）

                                       

                                       	
                                          ユニットの稼働状態

                                       

                                       	
                                          サーバの稼働状態

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　系の状態確認

                     系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒86　系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d ha

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          現用系のホスト名及び状態（実行中／待機中／停止）

                                       

                                       	
                                          予備系のホスト名及び状態（実行中／待機中／停止）

                                          このコマンドでは，IPアドレスを引き継がない場合だけ待機系のホスト名及び状態を確認できます。※1

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    monshow（HAモニタ使用時だけ）

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          自系のホスト名及び状態※2

                                       

                                       	
                                          他系のホスト名及び状態※2

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           IPアドレスを引き継ぐ場合はクラスタソフトウェアのコマンドで系の状態を確認してください。表示される情報については，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                        

                        	注※2

                        	
                           monshowコマンドで表示する状態については，HAモニタのマニュアルを参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　コマンド又はユティリティを実行できるか確認する方法

                     現用系のシステムマネジャユニットでpdls -d svrコマンドを実行してください。

                     
                        	
                           現用系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが0の場合

                           現用系が実行系のため，現用系でコマンド又はユティリティを実行してください。

                        

                        	
                           現用系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが8の場合，又はpdls -d svrコマンドが実行できない場合（リモートシェル実行不可，ログイン不可など）

                           予備系が実行系の可能性があります。予備系のシステムマネジャユニットで，pdls -d svrコマンドを実行し，予備系が実行系になっていることを確認してください。

                        

                        	
                           現用系又は予備系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが4の場合

                           一部のユニットが停止しているか，HiRDBが開始処理中又は終了処理中の可能性があります。

                           一部のユニットが停止している場合は，停止中のユニットを開始してください。障害でユニットが停止している場合は，syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後に，停止中のユニットを開始してください。

                           HiRDBが開始処理中又は終了処理中の場合は，5秒程度の間隔でpdls -d svrコマンドを終了ステータスが4でなくなるまで繰り返し実行してください。pd_system_complete_wait_timeオペランドに指定した時間を目安に，pdls
                              -d svrコマンドを繰り返し実行してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　統計ログファイルの運用

                  スタンバイ型系切り替え機能の場合，統計ログファイルはpdstj1とpdstj2の二つのファイルから構成されています。これらのファイルは現用系と予備系にそれぞれ自動的に作成されます。したがって，HiRDB管理者は合計四つのファイルで運用する必要があります。現用系と予備系の統計ログファイルは共用化できません。

                  
                     (a)　アンロード統計ログファイルの作成

                     系切り替えが発生すると，統計ログファイルが各サーバマシンに分散して作成されるため，特定のサーバマシンにアンロード統計ログファイルを作成してください。次に示すタイミングでアンロード統計ログファイルを作成することをお勧めします。

                     
                        	
                           HiRDBを開始したとき

                        

                        	
                           統計ログファイルがスワップしたとき

                        

                        	
                           系切り替えが発生したとき

                        

                     

                     系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒109　系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	ポイント

                        	
                           統計ログファイル名は各サーバマシンで同じになります。そのまま同じ名称でアンロード統計ログファイルを作成しないようにしてください。HiRDBが提供するシェルスクリプト（pdstjacm）を使用する場合も，同じ名称にならないようにシェルスクリプトを変更して使用してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　系が切り替わった後の統計情報の取得処理

                     系の切り替わり後，切り替え先のHiRDBで統計情報を取得するかどうかは，次に示すオペランドの指定に従います。

                     
                        	
                           pd_statistics

                        

                        	
                           pdstbegin

                        

                     

                     pd_statisticsオペランドにA若しくはYを指定している場合，又はpdstbeginオペランドを指定している場合は，系が切り替わった直後から統計情報を取得します。

                     なお，pdstbeginコマンドで統計情報の取得を開始した場合に系切り替えが発生すると，切り替え先のHiRDBでは統計情報を取得しません。統計情報を取得するには，切り替え先のHiRDBでpdstbeginコマンドを実行する必要があります。

                     また，切り替え先のHiRDBで，pdstj1とpdstj2のどちらの統計ログファイルを使用するかは，切り替え先のHiRDBが決定します。使用する統計ログファイルの決定手順は系切り替え機能を使用しない場合と同じです。

                  
                  
                     (c)　統計解析ユティリティの実行

                     作成したアンロード統計ログファイルを入力情報として，統計解析ユティリティを実行してください。ただし，障害などで系が切り替わった場合，切り替わる直前の統計ログはファイルに正しく取得されていません。このため，統計解析ユティリティを実行しても誤差が生じることがありますので，この点を考慮した上でチューニングなどに使用してください。

                  
               
            
            
               26.6.2　計画系切り替え

               ここでは計画系切り替えの方法について説明します。

               計画系切り替えには次に示す二つの方法があります。ご利用の環境に応じて方法を選択してください。

               
                  	
                     方法1

                     系切り替え中にトランザクションの受け付けが可能な方法です。なお，この方法は，サーバモード及びモニタモードの両方に適用できます。

                     pdtrnqingコマンドを使用して，トランザクションキューイングを行った後に計画系切り替えを実行します。この場合，計画系切り替え中も新規トランザクションがキューイングされるため，計画系切り替え中にUAPを実行してもエラーになりません。

                     HiRDB/パラレルサーバの場合は，この方法は次に示す条件を満たすユニットの計画系切り替えだけに適用できます。

                     ・フロントエンドサーバだけで構成されているユニット

                     ・システムマネジャとフロントエンドサーバだけで構成されているユニット

                  

                  	
                     方法2

                     系切り替え中にトランザクションの受け付けができない方法です。

                  

               

               
                  (1)　方法1で計画系切り替えを行う場合

                  計画系切り替えの手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              pdls -d haコマンド又はクラスタソフトウェアのコマンドで次に示すことを確認してください。

                              ・計画系切り替えの対象ユニットが稼働状態であること

                              ・計画系切り替えの切り替え先ユニットが待機状態であること

                           

                           	
                              切り替え元のユニットでpdtrnqingコマンドを実行し，トランザクションキューイングを開始してください。

                              このとき，pdtrnqingコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。リターンコードが0の場合は，トランザクションキューイングが正常に開始されています。リターンコードが8及び12の場合は，トランザクションキューイングが開始されていません。この場合，原因対策後，pdtrnqingコマンドを再実行してください。
                                 

                           

                           	
                              クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonswapコマンド）で計画系切り替えを実行してください。

                           

                           	
                              pdls -d haコマンド又はクラスタソフトウェアのコマンドで，切り替え先のユニットが稼働状態であることを確認してください。

                           

                        

                        計画系切り替えが完了すると，トランザクションキューイングは自動的に解除され，キューイングされていたトランザクションが実行されます。この方法で計画系切り替えを行う場合，自動再接続機能が適用されていることが前提となるため，自動再接続機能が適用されているかどうかを確認してください。自動再接続機能については，マニュアル「HiRDB
                           UAP開発ガイド」を参照してください。

                        この方法で計画系切り替えを行う場合，pdtrnqingコマンドの実行から計画系切り替えが完了するまでの間，UAPのトランザクションがキューイングされて待ち状態になるため，その分レスポンス時間が長くなります。そのため，次に示す設定値が妥当かどうかを確認してください。

                        ・クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドで指定するクライアントの最大待ち時間

                        ・クライアント環境定義のPDCONNECTWAITTIMEオペランドで指定するサーバ接続時のHiRDBクライアントの最大待ち時間

                        これらのオペランドで指定した時間を経過すると，UAPの実行がエラーになります。

                     

                  

               
               
                  (2)　方法2で計画系切り替えを行う場合

                  計画系切り替えの手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        クラスタソフトウェアがCLUSTERPROの場合は，手順2だけ実行してください。

                        
                           	
                              pdstopコマンドで実行系HiRDB（又はユニット）を終了してください。

                           

                           	
                              クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonswapコマンド）で計画系切り替えをしてください。計画系切り替えの方法については，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                           

                        

                        
                           	
                              クラスタソフトウェアがHAモニタの場合はserver定義文のtermcommandオペランドで，起動するシェルの中でHiRDBを終了する指定をしておくと，monswapコマンドを実行するだけで計画系切り替えができます。シェルの作成例については，「termcommandオペランド」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               26.6.3　連動系切り替え

               ここでは，クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合の連動系切り替え方法について説明します。HAモニタ以外のクラスタソフトウェアで連動系切り替えをする場合は，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

               
                  (1)　モニタモードの場合

                  ここでは，HiRDB及びOpenTP1の連動系切り替えを仮定して説明します。

                  連動系切り替えをするには，HAモニタのgroupオペランド及びtermcommandオペランドで連動系切り替えの定義をしてください。連動系切り替えの定義方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ」を参照してください。連動系切り替え時のシステムの処理（モニタモードの場合）を次の表に示します。

                  
                     表26‒87　連動系切り替え時のシステムの処理（モニタモードの場合）
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害の内容

                              
                              	
                                 システムの処理

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 再開始できないハードウェアの障害，OS又はHAモニタのリブートを伴う障害が発生しました（系障害が発生しました）。

                              
                              	
                                 系を切り替えます。OpenTP1及びHiRDBも系が切り替わります。

                              
                           

                           
                              	
                                 OpenTP1に障害が発生して異常終了しました（OpenTP1がサーバモードであることが前提です）。

                              
                              	
                                 系を切り替えます。OpenTP1の系切り替えに伴い，HiRDBを連動系切り替えします。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBに障害が発生して異常終了しました。

                              
                              	
                                 系を切り替えません。HiRDBを実行系で再開始します。

                                 ただし，クラスタソフトウェアにCLUSTERPROを使用して，カスタムモニタリソースでフェイルオーバを行う設定の場合は系を切り替えます。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDB Datareplicatorとの連動系切り替え

                  HiRDB Datareplicatorを使用する場合，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorで連動系切り替えをする必要があります。この場合，HiRDBとHiRDB
                     DatareplicatorをHAモニタのgroupオペランドで同じサーバグループとして定義してください。連動系切り替えの定義方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ」を参照してください。HiRDB Datareplicatorの系切り替え運用については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能 HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                  
                     	前提条件

                     	
                        HAモニタのtermcommandオペランドにHiRDB Datareplicatorを強制終了するコマンド又はシェルを記述する必要があります。

                     

                     	自動系切り替え

                     	
                        実行系に系障害が発生した場合は自動的に待機系に切り替えます。HiRDB管理者及びHiRDB Datareplicator管理者の操作は必要ありません。

                     

                     	計画系切り替え

                     	
                        HAモニタのmonswapコマンドで，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorを計画系切り替えできます。

                     

                     	HiRDB Datareplicatorに障害が発生した場合

                     	
                        HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は実行系で再開始するため，系を切り替えません。なお，HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は，HiRDB及びHiRDB
                           Datareplicatorを連動系切り替えできません。

                     

                  

               
               
                  (3)　計画系切り替えとの関係

                  連動系切り替えの定義をしておくと，HAモニタのmonswapコマンドの計画系切り替えを連動系切り替えで行えます。

               
            
            
               26.6.4　系が切り替わった後の運用方法

               IPアドレスを引き継ぐ場合は現用系と予備系のホスト名が同じであるため，系切り替えが発生しても特に運用は変わりません。IPアドレスを引き継がない場合は現用系と予備系のホスト名が異なるため，次に示す運用が必要になります。

               
                  (1)　運用コマンド及びユティリティ

                  
                     	
                        系が切り替わった後も，運用コマンドやユティリティに指定するホスト名又はユニット識別子を変更する必要はありません。ホスト名には現用系のホスト名を常に指定します。pdunitオペランドの-xオプションで指定したホスト名を指定します。

                     

                     	
                        できるだけユニット識別子を指定してください。そうすれば，ホスト名を意識する必要がありません。

                     

                     	
                        HiRDB/シングルサーバの場合は，運用上のトラブルを避けるためホスト名を省略することをお勧めします。ホスト名を指定するのはユティリティ専用ユニットを操作するときだけにしてください。

                     

                     	
                        運用コマンドの処理結果には現用系のホスト名が表示されることがあります。

                     

                  

               
               
                  (2)　メッセージ

                  メッセージには現用系のホスト名が表示されることがあります。

               
               
                  (3)　統計情報の取得

                  系が切り替わった後の統計情報の取得処理については，「系が切り替わった後の統計情報の取得処理」を参照してください。

               
               
                  (4)　クライアント環境定義

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     PDHOSTオペランドに現用系のホスト名だけを指定した場合にここで説明する運用が必要です。IPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成の場合，又はクライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系の二つのホスト名を指定した場合は必要ありません。詳細は，「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」を参照してください。

                     PDHOSTオペランドには接続するHiRDBのホスト名を指定するため，系が切り替わった場合にPDHOSTオペランドの指定を実行系のホスト名に変更する必要があります。したがって，系が切り替わった場合，HiRDB管理者はクライアントユーザにHiRDBのホスト名が替わったことを知らせてください。クライアントユーザはPDHOSTオペランドの指定を変更してください。その後，UAPを再実行してください。この操作をしないとUAPを実行できません。PDHOSTオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     次に示すオペランドに現用系のホスト名だけを指定した場合にここで説明する運用が必要です。IPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成の場合で，次に示すオペランドに現用系及び予備系の二つのホスト名を指定したときは必要ありません。詳細は，「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」を参照してください。

                     
                        	
                           PDHOST

                        

                        	
                           PDFESHOST（マルチフロントエンドサーバを使用する場合）

                        

                     

                     これらのオペランドには接続するHiRDBのホスト名（PDHOSTにはシステムマネジャのホスト名を，PDFESHOSTにはフロントエンドサーバのホスト名を指定します）を指定するため，系が切り替わった場合にオペランドの指定を実行系のホスト名に変更する必要があります。したがって，系が切り替わった場合，HiRDB管理者はクライアントユーザにHiRDBのホスト名が替わったことを知らせてください。クライアントユーザはこれらのオペランドの指定を変更してください。その後，UAPを再実行してください。この操作をしないとUAPを実行できません。PDHOST及びPDFESHOSTオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        	備考

                        	
                           
                              	
                                 システムマネジャのユニットに系切り替えが発生したときだけ，PDHOSTオペランドの指定を変更する必要があります。

                              

                              	
                                 フロントエンドサーバのユニットに系切り替えが発生したときだけ，PDFESHOSTオペランドの指定を変更する必要があります。

                              

                              	
                                 システムマネジャ又はフロントエンドサーバを定義していないユニットの系切り替えが発生しても，PDHOST及びPDFESHOSTオペランドの指定を変更する必要はありません。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               26.6.5　障害発生時のHiRDB管理者の処置

               
                  (1)　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置

                  障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置を次の表に示します。

                  
                     表26‒88　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置（系切り替え機能使用時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害の種類

                              
                              	
                                 システムの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 サーバ障害が発生しました（HiRDBだけが異常終了しました）。

                              
                              	
                                 系を切り替えません。障害が発生した系でHiRDBを再開始します。

                                 ただし，クラスタソフトウェアにCLUSTERPROを使用して，カスタムモニタリソースでフェイルオーバを行う設定をしている場合は系を切り替えます。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」を参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 系障害が発生しました。

                              
                              	
                                 系を切り替えて，切り替え先の系でHiRDBを再開始します。ただし，系障害の種類によっては系を切り替えないこともあります。系を切り替えるかどうかはクラスタソフトウェアの仕様に依存します。クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」又は障害原因のマニュアルを参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの再開始処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 pd_ha_restart_failureオペランド※の指定に従います。

                              
                           

                           
                              	
                                 系切り替え処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 システムを停止します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        系が切り替わったときに引き継ぐ情報は，HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報と同じです。HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報については，「HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報」を参照してください。

                     

                     	注※

                     	
                        このオペランドにクラスタソフトウェアの系を切り替えるコマンドを登録しておくと，再開始処理の失敗時に自動的に系が切り替わります。このオペランドを省略した場合，システムを停止します。この場合，クラスタソフトウェアの系を切り替えるコマンドなどを入力して，系を切り替える必要があります。

                     

                  

               
            
            
               26.6.6　スタンバイ型系切り替え（モニタモード）使用時の注意事項

               
                  (1)　運用コマンド実行時の制限

                  スタンバイ型系切り替え（モニタモード）で運用コマンドを実行する際の制限事項を次に示します。

                  
                     	
                        HiRDBの停止中に運用コマンドを実行する場合は，実行系と待機系の両方のHiRDBが終了している必要があります。ただし，pdstartコマンドを除きます。

                     

                     	
                        通常は，待機系HiRDBで運用コマンドを実行しないでください。ただし，待機系HiRDBを開始するためのpdstartコマンド，及び実行系HiRDBが異常終了し回復できない場合に実行する次のコマンドは除きます。

                        
                           	
                              共有ディスク上のHiRDBファイルシステムを対象とする運用コマンド

                           

                           	
                              システムログファイル，シンクポイントダンプファイル，ステータスファイルを対象とする運用コマンド

                           

                        

                        なお，待機系HiRDBで上記の運用コマンドを実行する場合は，次に示す運用が必要になります。

                        
                           	
                              実行系と待機系の両方のHiRDBを終了させる必要があります。pdls -d ustコマンドを実行し，実行系と待機系のHiRDBが終了していることを確認してください。

                           

                           	
                              OS，又はクラスタソフトウェアのコマンドで，運用コマンドの対象とする共有ディスクを待機系で活性化してから，運用コマンドを実行してください。

                           

                           	
                              IPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成の場合，OS，又はクラスタソフトウェアのコマンドで，運用コマンドを実行するユニットのIPアドレスを待機系で活性化してから，運用コマンドを実行してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更時の注意事項

                  HiRDBのシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更をする場合，クラスタソフトウェアのコマンドでHiRDBを終了しないでください。pdstopコマンドでHiRDBだけを正常終了して，HiRDBシステム定義の変更又はHiRDBの構成変更をしてください。その後，pdstartコマンドでHiRDBだけを正常開始してください。

                  クラスタソフトウェアにCLUSTERPROを使用して，カスタムモニタリソースを作成している場合は，CLUSTERPROのコマンド操作，又はCluster WebUIによるGUI操作で，カスタムモニタリソースを一時停止してからpdstopコマンドを実行してください。

                  その後，pdstartコマンドでHiRDBを正常開始した後，カスタムモニタリソースを再開してください。

               
               
                  (3)　共有ディスク上に作成したHiRDBファイルにアクセスできないときの対処方法

                  クラスタソフトウェアの制御によってHiRDB停止中は，両方の系から共有ディスク上に作成したHiRDBファイルを操作できなくなることがあります。この場合，OSのコマンドでディスクを活性化する必要があります。

               
               
                  (4)　現用系と待機系のOSの時刻が大きくずれているときの注意事項

                  現用系マシンと待機系マシンのOSの時刻が大きくずれている（待機系マシンの時刻の遅れが系切り替えに掛かる時間よりも大きい）場合，HiRDBは，時刻を遅らせた場合に行う対処を誤ったときと同じ影響を受けます。

                  OSの時刻を変更する方法については，「OSの時刻を変更する方法」を参照してください。

               
               
                  (5)　UAPに関する注意事項

                  
                     	
                        PDFESHOSTオペランドに指定しているフロントエンドサーバのユニットが系切り替え中の場合，そのUAPはHiRDBに接続（CONNECT）できません。

                     

                     	
                        系切り替えが発生した場合，クライアントとの接続が終了してデータベースの状態はトランザクションを開始する前の状態に戻ります。必要に応じて処理を再実行してください。

                     

                  

               
            
            
               26.6.7　サーバ障害以外の障害が発生した場合に系を切り替える方法

               ここでは，次に示す障害が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。

               
                  	
                     サーバプロセスの異常終了が多発した場合

                  

                  	
                     RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合

                  

               

               
                  (1)　サーバプロセスの異常終了が多発した場合に系を切り替える方法

                  サーバプロセスの異常終了が多発すると，新たなサービスを受け付けられないことがあります。しかし，サーバプロセスの異常終了では，HiRDBは異常終了しませんが，実質オンライン停止状態になります。また，HiRDBが異常終了しないため，系を切り替えられません。このオンライン停止状態になったときに系を切り替える方法を説明します。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_down_watch_procオペランドを指定します。サーバプロセスの異常終了回数が一定時間内にpd_down_watch_procオペランドの値を超えた場合，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合は該当するユニット）を異常終了します。これをプロセスの異常終了回数監視機能といいます。この機能を使用して，オンライン停止状態になったときにHiRDBを異常終了させて系を切り替えます。プロセスの異常終了回数監視機能については，「サーバプロセスの異常終了回数の監視（プロセスの異常終了回数監視機能）」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　相互系切り替え構成の場合

                     系を切り替えると同一サーバマシン上で複数のHiRDBが稼働するため，逆にトラフィックが上昇して効果が得られないことがあります。相互系切り替え構成でプロセスの異常終了回数監視機能を使用する場合は，HiRDBの異常終了時に系を切り替えないことをお勧めします。異常終了した系でHiRDBを再開始するため，pd_mode_conf
                        = MANUAL1を指定してください。

                  
                  
                     (c)　系の切り替え時間を短縮する方法

                     サーバプロセスの異常終了が多発すると，トラブルシュート情報が大量に出力されて系の切り替えに時間が掛かることがあります。次に示すオペランドを指定すると，トラブルシュート情報の出力を抑止するため，サーバプロセスの異常終了が多発したときに系の切り替え時間を短縮できます。

                     
                        	
                           pd_dump_suppress_watch_time

                        

                        	
                           pd_cancel_dump = noput

                        

                        	
                           pd_client_waittime_over_abort = N

                        

                     

                     また，pd_ha_switch_timeoutオペランドにYを指定すると，系切り替え時の実行系HiRDBの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，実行系HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えられます。

                  
               
               
                  (2)　RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法

                  ここでは，RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。なお，ここでいう入出力エラーとは，HiRDBがファイルを操作したときにHiRDBが判別できない理由でファイル操作に失敗したエラーを意味し，HiRDBファイルシステムに対するアクセス要求から返されるエラーコードに-1544が出力されるエラーのことです。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_db_io_error_actionオペランドを指定します。pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定すると，RDエリアの入出力エラーが発生したときにHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了するため，系を切り替えられます。入出力エラーの要因がパス障害の場合は，系の切り替え後に入出力処理ができるようになるため，業務をそのまま続行できます。なお，ここでいうパス障害とは，HiRDBとファイル間の通信経路が何かの要因で切断されているため，ファイルをアクセスできない状態を意味しています。

                     pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定する場合は，「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生したときの対処方法」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　運用方法

                     入出力エラーが発生してHiRDBが異常終了した場合は系を切り替えて処理を続行します。出力されたメッセージを調査して対策してください。対策後，必要に応じて再度系を切り替えるか，又はHiRDBを一度終了して再度開始してください。なお，系の切り替え後も入出力エラーが発生するとRDエリアは障害閉塞します。この場合，データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）でRDエリアを回復してください。

                  
               
            
            
               26.6.8　停止中のユニットがあるためシステムマネジャユニットの系切り替えに失敗するときの対処方法

               停止中のユニットがある状態でシステムマネジャユニットの系切り替えが発生すると，系の切り替え先でシステムマネジャユニットを開始できません。その結果，システムマネジャユニットの系切り替えが失敗します。

               ただし，縮退起動を指定すると，停止中のユニットがある状態でもシステムマネジャユニットの系切り替えが実行できます。

               縮退起動を指定する場合の前提条件，及び運用時の制限について，次に説明します。

               
                  (1)　縮退起動で対処する方法

                  停止中のユニットがある場合，次に示すオペランドを指定すると，システムマネジャユニットの系切り替えが実行できます。

                  
                     	
                        pd_start_level = 1

                     

                     	
                        pd_start_skip_unit = 停止中のユニット識別子

                     

                     	
                        pd_reduced_check_time = 縮退起動開始の連絡待ち時間

                     

                  

                  各オペランドの指定値と系切り替え時のHiRDBの処理を次の表に示します。

                  
                     表26‒89　縮退起動に関するオペランドと系切り替え時のHiRDBの処理
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 システムマネジャユニットの系切り替えが

                                 発生したときのHiRDBの処理

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_start_level

                                 の指定値

                              
                              	
                                 pd_start_skip_unit

                                 の指定※

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 0（省略値）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 停止中のユニットがある場合，システムマネジャユニットの系切り替えが失敗します。

                              
                           

                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 指定なし

                              
                              	
                                 停止中のユニットがある場合でも，システムマネジャユニットの系切り替えが実行されます。ただし，各ユニットからの開始処理完了の連絡待ち時間が発生します。連絡待ち時間はpd_reduced_check_timeオペランド（省略値は20分）で指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 指定あり

                              
                              	
                                 停止中のユニットがある場合でも，システムマネジャユニットの系切り替えが実行されます。連絡待ち時間は発生しません。

                              
                           

                        
                     

                     
                        
                           	（凡例）

                           	
                              −：指定する必要はありません。

                           

                           	注※

                           	
                              pd_start_skip_unitオペランドを指定する場合は，一度HiRDBを終了する必要があります。

                           

                        

                     

                  
                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              システムマネジャユニットの系切り替えの発生時，切り替え先のシステムマネジャユニットでフロントエンドサーバとバックエンドサーバの起動判定処理が行われます。そのため，各ユニットからの開始処理完了の連絡待ち時間が発生します。このとき，一部のユニットが停止している場合，一部のユニットの稼働状態を認識できないため，システムマネジャユニットの系の切り替えに失敗したり，系の切り替えに時間が掛かったりします。

                           

                           	
                              次に示す条件を一つでも満たさない場合は，システムマネジャユニットの系切り替えに失敗します。

                              ・フロントエンドサーバが一つ以上稼働している

                              ・バックエンドサーバが一つ以上稼働している

                              ・ディクショナリサーバが稼働している

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               26.6.9　パブリッククラウド環境に関する運用時の注意事項

               Amazon Web Services環境上及びMicrosoft Azure環境上にクラスタ構成を適用する場合の注意事項を次に示します。

               
                  (1)　DRBDのレプリケーションパス障害時の注意事項

                  DRBDのaddressオプションに指定したレプリケーション対象のIPアドレス（以降，レプリケーションパスといいます）で障害が発生した場合，レプリケーション対象のノード間でデータが不一致となるため，HAモニタが次の表に示す制御を行い，待機系HiRDBを停止することがあります。

                  
                     表26‒90　レプリケーションパス障害時のHAモニタ制御
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 レプリケーションパス障害発生時の待機系HiRDBの状態

                              
                              	
                                 HAモニタのマルチスタンバイ機能使用有無（multistandbyオペランド指定値）

                              
                              	
                                 HAモニタの制御

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 待機状態

                              
                              	
                                 use

                              
                              	
                                 KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 nouse

                              
                              	
                                 レプリケーション対象のセカンダリ側のディスクステータスの状態を"Outdated"に変更します。

                                 
                                    	状態変更に成功した場合：

                                    	
                                       KAMN772-Wメッセージを出力後，待機系HiRDBの待機状態を維持します。

                                    

                                    	状態変更に失敗した場合：

                                    	
                                       KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 停止状態

                              
                              	
                                 use

                              
                              	
                                 レプリケーションパスが復旧する前に待機系HiRDBを起動した場合，KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 nouse

                              
                              	
                                 レプリケーションパスが復旧する前に待機系HiRDBを起動した場合，レプリケーション対象のセカンダリ側のディスクステータスの状態を"Outdated"に変更します。

                                 
                                    	状態変更に成功した場合：

                                    	
                                       KAMN772-Wメッセージを出力後，待機系HiRDBの起動処理を継続します。

                                    

                                    	状態変更に失敗した場合：

                                    	
                                       KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力して待機系HiRDBが異常終了した場合，レプリケーションパス回復以降に「HiRDBの運用方法の違いは？」を参照して，待機系HiRDBを再起動してください。

                  KAMN772-Wメッセージを出力して，かつ待機状態を維持している待機系HiRDBについては，レプリケーションパス回復以降に待機系を再起動するなどの対処は不要です。

                  HAモニタの詳細な動作については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」を参照してください。

               
               
                  (2)　Microsoft Azure環境に関する注意事項

                  
                     (a)　Azureロードバランサー制御使用時の注意事項

                     
                        	
                           HiRDBを系切り替えした直後，HiRDBへの接続処理がエラーとなります。これは，Azureロードバランサーが正常性プローブ応答の途絶を認識するまでに最小でも10秒程度掛かるためです。この時間はAzureロードバランサーの正常性プローブの設定によって変化します。

                           なお，クライアント環境定義PDAUTORECONNECTにYESを指定して自動再接続機能を使用すれば，接続処理がエラーになっても自動的に再接続できます。

                        

                        	
                           Microsoft Azureの制限に伴い，HiRDBの実行系サーバ上に配置したHiRDBクライアントから，内部ロードバランサーを経由して同一サーバ内のHiRDBに接続することはできません。そのため，UAPや次に示すコマンド・ユティリティをHiRDBの実行系サーバ上で実行する場合は，PDHOST環境変数に接続するHiRDBサーバのホスト名又はIPアドレスを指定してください。

                           
                              	
                                 pdsql

                              

                              	
                                 マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「環境変数に設定したクライアント環境変数の制限事項」の「■指定を有効とするクライアント環境変数（その2）」及び「■指定を有効とするクライアント環境変数（その3）」に示されるユティリティ

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
         
         
            26.7　スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の運用

            
               26.7.1　HiRDBの運用方法の違いは？

               系切り替え機能を使用する場合は，使用しない場合に比べて次に示す運用方法が異なります。

               
                  (1)　HiRDBの開始方法

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     系切り替え機能使用時のHiRDB/シングルサーバの開始方法を次に示します。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdstartコマンドで実行系HiRDBを開始します。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドで待機系HiRDBを開始します。待機系HiRDBは待機状態になります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     実行系及び待機系のHiRDBをそれぞれpdstartコマンドで開始します。

                     
                        	●IPアドレスを引き継ぐ場合

                        	
                           
                              	
                                 実行系のHiRDBの開始方法

                                 IPアドレスを先に割り当てないで実行系のHiRDBを開始する場合は，各ユニットのサーバマシンに直接ログインしてpdstart -qコマンドを実行します。

                                 各サーバマシンのIPアドレスを割り当ててからpdstartコマンドを実行すると，実行系の全ユニットを開始できます。

                              

                              	
                                 待機系のHiRDBの開始方法

                                 待機系のユニットがあるサーバマシンに直接ログインしてpdstart -qコマンドを実行します。

                              

                           

                        

                        	●IPアドレスを引き継がない場合

                        	
                           
                              	
                                 実行系のHiRDBの開始方法

                                 実行系のユニットがあるサーバマシンに直接ログインしてpdstart -qコマンドを実行します。又は，pdstartコマンドを実行すると，実行系の全ユニットが開始します。

                              

                              	
                                 待機系のHiRDBの開始方法

                                 待機系のユニットがあるサーバマシンに直接ログインしてpdstart -qコマンドを実行します。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　注意事項

                     
                        	共通の注意事項

                        	
                           
                              	
                                 pdstart -qコマンドを実行する場合は，最初のユニットを開始した時点から20分以内に全ユニットを開始するようにしてください。20分以内に全ユニットを開始できない場合はHiRDBの開始処理を中止します。なお，この20分という制限時間はpd_reduced_check_timeオペランドの値によって変わります。20分はこのオペランドの省略値です。

                              

                              	
                                 待機系HiRDBでpdstartコマンドを実行する場合はオプションの指定に制限があります。-iオプション，-rオプション，及びdbdestroyオプションを指定できません。

                              

                              	
                                 pdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行する前に共有リソースを活性化してください。なお，HAモニタによるサーバモードの系切り替え機能を使用している場合は，pdstart
                                    -r -t又はpdstart -R -tコマンドを実行すると，HiRDBの開始と同時に共有リソースを活性化できます。このとき活性化するリソースは，HAモニタのservers定義ファイルに定義している，共有ディスク，IPアドレスなどです。

                              

                              	
                                 pdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行する場合は，実行系及び待機系HiRDBを終了した後にpdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行してください。pdstart
                                    -r又はpdstart -RコマンドでHiRDBを開始した場合，HiRDBは系切り替えの対象になりません。データベースの回復処理などが終了した後に，一度HiRDBを終了してから実行系及び待機系HiRDBを開始してください。

                              

                           

                        

                        	高速系切り替え機能使用時の注意事項

                        	
                           ここで説明する注意事項はHitachi HA Toolkit Extensionを使用しているときだけ該当します。Hitachi HA Toolkit Extensionを使用していない場合は該当しません。

                           高速系切り替え機能を適用した待機系ユニットは，実行系ユニットの開始処理が完了した後に開始してください。実行系ユニットが開始していない状態で待機系ユニットを開始すると，待機系ユニットは実行系ユニットの開始完了を待ち合わせます。待ち合わせ時間内に実行系ユニットが開始しない場合，待機系ユニットはアボートコードPhi1012を出力して異常終了します。

                        

                        	Hitachi HA Toolkit Extension使用時の注意事項

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extension のサービスプロセスを起動後，実行系のHiRDBを開始する必要があります。もし，Hitachi HA Toolkit
                              Extensionのサービスプロセスを起動しないでHiRDBを開始すると，両系とも待機系として開始してしまいます。この場合は次の表に示す手順で対処してください。

                           
                              表26‒91　Hitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動しないでHiRDBを開始したときの対処方法
                              
                                 
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          条件

                                       
                                       	
                                          対処方法

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          ユーザサーバホットスタンバイを適用しているユニットの場合

                                       
                                       	
                                          両系とも待機系として開始したことを示すKFPS01872-Iメッセージが出力されます。このメッセージは両方の系に出力されます。次に示す手順で対処してください。

                                          〈手順〉

                                          
                                             	
                                                Hitachi HA Toolkit Extensionの待機系停止コマンドで，両方の系を終了します。

                                             

                                             	
                                                実行系でクラスタソフトウェアをオンライン化します。

                                             

                                             	
                                                実行系ユニットを開始します。

                                             

                                             	
                                                実行系ユニットの開始処理が完了したことを確認※してから，待機系ユニットを開始します。

                                             

                                          

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          高速系切り替え機能を適用しているユニットの場合

                                       
                                       	
                                          KFPS01854-Eメッセージを出力して現用系ユニットが異常終了します（アボートコードはPsadhfe）。予備系ユニットは，現用系ユニットが実行系ユニットとして開始するのを待ち合わせています。次に示す手順で対処してください。

                                          ●現用系を実行系として開始する場合

                                          
                                             	
                                                現用系でクラスタソフトウェアをオンライン化します。

                                             

                                             	
                                                現用系ユニットを実行系ユニットとして開始します。

                                             

                                             	
                                                待ち合わせ時間を経過しているため，予備系（待機系）ユニットが異常終了している場合，実行系ユニットの開始処理が完了したことを確認※してから，待機系ユニットを開始します。

                                             

                                          

                                          ●予備系を実行系として開始する場合

                                          
                                             	
                                                pdstop -z（HiRDB/シングルサーバの場合はpdstop -f）コマンドで予備系ユニットを強制終了します。

                                             

                                             	
                                                予備系でHitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動します。

                                             

                                             	
                                                予備系ユニットを実行系ユニットとして開始します。

                                             

                                             	
                                                実行系ユニットの開始処理が完了したことを確認※してから，待機系ユニットを開始します。

                                             

                                          

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                           
                              	注※

                              	
                                 ユニットの開始処理が完了したことを確認するには次に示す方法があります。

                                 
                                    	
                                       pdlsコマンドの実行結果のSTATUSにACTIVEと表示されている

                                    

                                    	
                                       KFPS05210-I又はKFPS05110-Iメッセージが出力されている

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	HAモニタ使用時の注意事項

                        	
                           実行系ユニットを開始する場合，HAモニタのmonshowコマンドで待機系ユニットが停止していることを確認してから，実行系ユニットを開始してください。なお，monshowコマンドを実行すると，停止している系は表示されません。待機系の状態が表示された場合は停止していないことを示します。

                           また，実行系ユニットを停止した直後に実行系ユニットを開始すると，待機系ユニットが停止処理中のために，実行系ユニットがKFPS01878-I及びKFPS00715-Eメッセージを出力して開始できない場合があります。実行系ユニットが開始できなかった場合には，次の手順で開始してください。

                           
                              	
                                 HAモニタのmonshowコマンドで待機系ユニットが停止していることを確認してください。

                              

                              	
                                 pdrpauseコマンドを実行して，プロセスサーバプロセスを再起動してください。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドで実行系ユニットを開始してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDBの終了方法

                  スタンバイ型系切り替え機能使用時のHiRDBの終了方法を次の表に示します。

                  
                     表26‒92　スタンバイ型系切り替え機能使用時のHiRDBの終了方法
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 終了方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 クラスタソフトウェアがHAモニタの場合

                              
                              	
                                 実行系及び待機系の両方を終了する場合

                              
                              	
                                 pdstopコマンドで実行系HiRDBを終了します。待機系HiRDBも連動して終了します。計画停止又は強制終了のときも同様です。

                                 ユニット単位に終了する場合は，pdstop -uコマンドで実行系ユニットを終了します。待機系ユニットも連動して終了します。pdstop -zコマンドを実行するときも同様です。

                              
                           

                           
                              	
                                 待機系だけを終了する場合

                              
                              	
                                 HAモニタのmonsbystpコマンドで待機系だけを終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 クラスタソフトウェアがHAモニタ以外の場合

                              
                              	
                                 実行系及び待機系の両方を終了する場合※

                              
                              	
                                 pdstopコマンドで実行系HiRDBを終了した後に，Hitachi HA Toolkit Extensionのhatesbystpコマンドで待機系HiRDBを終了します。pdstopコマンドを実行しても待機系HiRDBは終了しません。計画停止又は強制終了のときも同様です。

                                 ユニット単位に終了する場合は，pdstop -uコマンドで実行系ユニットを終了した後に，Hitachi HA Toolkit Extensionのhatesbystpコマンドで待機系ユニットを終了します。pdstop -uコマンドを実行しても待機系ユニットは終了しません。pdstop -zコマンドを実行するときも同様です。

                              
                           

                           
                              	
                                 待機系だけを終了する場合

                              
                              	
                                 Hitachi HA Toolkit Extensionのhatesbystpコマンドで待機系HiRDBを終了します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        
                           	
                              実行系HiRDB（又はユニット）を終了した場合は必ず待機系HiRDBも終了してください。

                           

                           	
                              実行系HiRDB（又はユニット）を再起動する前に必ず待機系HiRDBを終了してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　状態の確認

                  
                     (a)　ユニット，及びサーバの稼働状態

                     系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒93　系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d svr

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          ホスト名（系切り替え後も現用系ホスト名を表示）

                                       

                                       	
                                          ユニットの稼働状態

                                       

                                       	
                                          サーバの稼働状態

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　系の状態確認

                     系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒94　系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d ha

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          現用系のホスト名及び状態（実行中／待機中／停止）

                                       

                                       	
                                          予備系のホスト名及び状態（実行中／待機中／停止）

                                          このコマンドでは，IPアドレスを引き継がない場合だけ待機系のホスト名及び状態を確認できます。※1

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    monshow※2（HAモニタ使用時だけ）

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          自系のホスト名及び状態

                                       

                                       	
                                          他系のホスト名及び状態

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    hateshow（Hitachi HA Toolkit Extension使用時だけ）

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          自系の状態

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           IPアドレスを引き継ぐ場合はクラスタソフトウェアのコマンドで系の状態を確認してください。表示される情報については，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                        

                        	注※2

                        	
                           monshowコマンドで表示する状態については，HAモニタのマニュアルを参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　コマンド又はユティリティを実行できるか確認する方法

                     現用系のシステムマネジャユニットでpdls -d svrコマンドを実行してください。

                     
                        	
                           現用系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが0の場合

                           現用系が実行系のため，現用系でコマンド又はユティリティを実行してください。

                        

                        	
                           現用系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが8の場合，又はpdls -d svrコマンドが実行できない場合（リモートシェル実行不可，ログイン不可など）

                           予備系が実行系の可能性があります。予備系のシステムマネジャユニットで，pdls -d svrコマンドを実行し，予備系が実行系になっていることを確認してください。

                        

                        	
                           現用系又は予備系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが4の場合

                           一部のユニットが停止しているか，HiRDBが開始処理中又は終了処理中の可能性があります。

                           一部のユニットが停止している場合は，停止中のユニットを開始してください。障害でユニットが停止している場合は，syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後に，停止中のユニットを開始してください。

                           HiRDBが開始処理中又は終了処理中の場合は，5秒程度の間隔でpdls -d svrコマンドを終了ステータスが4でなくなるまで繰り返し実行してください。pd_system_complete_wait_timeオペランドに指定した時間を目安に，pdls
                              -d svrコマンドを繰り返し実行してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　統計ログファイルの運用

                  スタンバイ型系切り替え機能の場合，統計ログファイルはpdstj1とpdstj2の二つのファイルから構成されています。これらのファイルは現用系と予備系にそれぞれ自動的に作成されます。したがって，HiRDB管理者は合計四つのファイルで運用する必要があります。現用系と予備系の統計ログファイルは共用化できません。

                  
                     (a)　アンロード統計ログファイルの作成

                     系切り替えが発生すると，統計ログファイルが各サーバマシンに分散して作成されるため，特定のサーバマシンにアンロード統計ログファイルを作成してください。次に示すタイミングでアンロード統計ログファイルを作成することをお勧めします。

                     
                        	
                           HiRDBを開始したとき

                        

                        	
                           統計ログファイルがスワップしたとき

                        

                        	
                           系切り替えが発生したとき

                        

                     

                     系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒110　系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	ポイント

                        	
                           統計ログファイル名は各サーバマシンで同じになります。そのまま同じ名称でアンロード統計ログファイルを作成しないようにしてください。HiRDBが提供するシェルスクリプト（pdstjacm）を使用する場合も，同じ名称にならないようにシェルスクリプトを変更して使用してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　系が切り替わった後の統計情報の取得処理

                     系の切り替わり後，切り替え先のHiRDBで統計情報を取得するかどうかは，次に示すオペランドの指定に従います。

                     
                        	
                           pd_statistics

                        

                        	
                           pdstbegin

                        

                     

                     pd_statisticsオペランドにYを指定している場合，又はpdstbeginオペランドを指定している場合は，系が切り替わった直後から統計情報を取得します。

                     なお，pdstbeginコマンドで統計情報の取得を開始した場合に系切り替えが発生すると，切り替え先のHiRDBでは統計情報を取得しません。統計情報を取得するには，切り替え先のHiRDBでpdstbeginコマンドを実行する必要があります。

                     また，切り替え先のHiRDBで，pdstj1とpdstj2のどちらの統計ログファイルを使用するかは，切り替え先のHiRDBが決定します。使用する統計ログファイルの決定手順は系切り替え機能を使用しない場合と同じです。

                  
                  
                     (c)　統計解析ユティリティの実行

                     作成したアンロード統計ログファイルを入力情報として，統計解析ユティリティを実行してください。ただし，障害などで系が切り替わった場合，切り替わる直前の統計ログはファイルに正しく取得されていません。このため，統計解析ユティリティを実行しても誤差が生じることがありますので，この点を考慮した上でチューニングなどに使用してください。

                  
               
            
            
               26.7.2　計画系切り替え

               ここでは計画系切り替えの方法について説明します。

               計画系切り替えには次に示す二つの方法があります。ご利用の環境に応じて方法を選択してください。

               
                  	
                     方法1

                     トランザクションキューイングを行った後に計画系切り替えを実行します。この場合，計画系切り替え中も新規トランザクションがキューイングされるため，計画系切り替え中にUAPを実行してもエラーになりません。

                     HiRDB/パラレルサーバの場合は，この方法は次に示す条件を満たすユニットの計画系切り替えだけに適用できます。

                     
                        	
                           フロントエンドサーバだけで構成されているユニット

                        

                        	
                           システムマネジャとフロントエンドサーバだけで構成されているユニット

                        

                     

                  

                  	
                     方法2

                     トランザクションキューイングを使わないで計画系切り替えを実行します。この場合，計画系切り替え中の新規トランザクションは受け付けられないため，計画系切り替え中にUAPを実行するとエラーになります。

                  

               

               
                  (1)　方法1で計画系切り替えを行う場合

                  計画系切り替えの手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              pdls -d haコマンド又はクラスタソフトウェアのコマンドで次に示すことを確認してください。

                              ・計画系切り替えの対象ユニットが稼働状態であること

                              ・計画系切り替えの切り替え先ユニットが待機状態であること

                           

                           	
                              切り替え元のユニットでpdtrnqingコマンドを実行し，トランザクションキューイングを開始してください。

                              このとき，pdtrnqingコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。リターンコードが0の場合は，トランザクションキューイングが正常に開始されています。リターンコードが8及び12の場合は，トランザクションキューイングが開始されていません。この場合，原因対策後，pdtrnqingコマンドを再実行してください。
                                 

                           

                           	
                              クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonswapコマンド）で計画系切り替えを実行してください。

                           

                           	
                              pdls -d haコマンド又はクラスタソフトウェアのコマンドで，切り替え先のユニットが稼働状態であることを確認してください。

                           

                        

                        計画系切り替えが完了すると，トランザクションキューイングは自動的に解除され，キューイングされていたトランザクションが実行されます。この方法で計画系切り替えを行う場合，自動再接続機能が適用されていることが前提となるため，自動再接続機能が適用されているかどうかを確認してください。自動再接続機能については，マニュアル「HiRDB
                           UAP開発ガイド」を参照してください。

                        この方法で計画系切り替えを行う場合，pdtrnqingコマンドの実行から計画系切り替えが完了するまでの間，UAPのトランザクションがキューイングされて待ち状態になるため，その分レスポンス時間が長くなります。そのため，次に示す設定値が妥当かどうかを確認してください。

                        
                           	
                              クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドで指定するクライアントの最大待ち時間

                           

                           	
                              クライアント環境定義のPDCONNECTWAITTIMEオペランドで指定するサーバ接続時のHiRDBクライアントの最大待ち時間

                           

                        

                        これらのオペランドで指定した時間を経過すると，UAPの実行がエラーになります。

                     

                  

               
               
                  (2)　方法2で計画系切り替えを行う場合

                  計画系切り替えの手順を次に示します。

                  
                     	＜手順＞

                     	
                        
                           	
                              pdstopコマンドで実行系HiRDB（ユニット又はサーバ）を終了します。この操作はクラスタソフトウェアがHAモニタ以外のときだけ行ってください。

                              また，Hitachi HA Toolkit Extensionのtermcommandオペランドにpdstopコマンドを指定している場合は，2のコマンドの延長でHitachi
                                 HA Toolkit Extensionがpdstopコマンドを実行するため，pdstopコマンドを実行する必要はありません。

                           

                           	
                              クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonswapコマンド）で計画系切り替えをしてください。計画系切り替えの方法については，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                           

                           	
                              新しく待機系になったHiRDB（又はユニット）を待機状態にする必要があります。待機系HiRDBにpdstartコマンド（HiRDB/パラレルサーバの場合はpdstart -qコマンド）を実行してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               26.7.3　連動系切り替え

               ここでは，クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合の連動系切り替え方法について説明します。HAモニタ以外のクラスタソフトウェアで連動系切り替えをする場合は，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

               
                  (1)　サーバモードの場合

                  ここでは，HiRDB及びOpenTP1の連動系切り替えを仮定して説明します。

                  連動系切り替えをするには，HAモニタのgroupオペランドで連動系切り替えの定義をする必要があります。ここでは，groupオペランドにexchangeが指定されていると仮定します。連動系切り替えの定義方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ」を参照してください。連動系切り替え時のシステムの処理（サーバモードの場合）を次の表に示します。

                  
                     表26‒95　連動系切り替え時のシステムの処理（サーバモードの場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害の内容

                              
                              	
                                 システムの処理

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 再開始できないハードウェアの障害，OS又はHAモニタのリブートを伴う障害が発生しました（系障害が発生しました）。

                              
                              	
                                 系を切り替えます。OpenTP1及びHiRDBも系が切り替わります。

                              
                           

                           
                              	
                                 OpenTP1に障害が発生して異常終了しました。

                              
                              	
                                 switchtype=restart

                              
                              	
                                 実行系でOpenTP1を再開始します。再開始できない場合に系を切り替えます。OpenTP1の系切り替えに伴い，HiRDBを連動系切り替えします。

                              
                           

                           
                              	
                                 switchtype=switch

                              
                              	
                                 系を切り替えます。OpenTP1の系切り替えに伴い，HiRDBを連動系切り替えします。

                              
                           

                           
                              	
                                 switchtype=manual

                              
                              	
                                 系を切り替えません。OpenTP1を実行系で再開始します。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBに障害が発生して異常終了しました。

                              
                              	
                                 switchtype=restart

                              
                              	
                                 実行系でHiRDBを再開始します。再開始できない場合に系を切り替えます。HiRDBの系切り替えに伴い，OpenTP1を連動系切り替えします。

                              
                           

                           
                              	
                                 switchtype=switch

                              
                              	
                                 系を切り替えます。HiRDBの系切り替えに伴い，OpenTP1を連動系切り替えします。

                              
                           

                           
                              	
                                 switchtype=manual

                              
                              	
                                 系を切り替えません。HiRDBを実行系で再開始します。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDB Datareplicatorとの連動系切り替え

                  HiRDB Datareplicatorを使用する場合，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorで連動系切り替えをする必要があります。この場合，HiRDBとHiRDB
                     DatareplicatorをHAモニタのgroupオペランドで同じサーバグループとして定義してください。連動系切り替えの定義方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ」を参照してください。HiRDB Datareplicatorの系切り替え運用については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能 HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                  
                     	自動系切り替え

                     	
                        実行系に障害が発生した場合は自動的に待機系に切り替えます。HiRDB管理者及びHiRDB Datareplicator管理者の操作は必要ありません。

                     

                     	計画系切り替え

                     	
                        HAモニタのmonswapコマンドで，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorを計画系切り替えできます。

                     

                     	HiRDB Datareplicatorに障害が発生した場合

                     	
                        HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は実行系で再開始するため，系を切り替えません。なお，HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は，HiRDB及びHiRDB
                           Datareplicatorを連動系切り替えできません。

                     

                  

               
               
                  (3)　計画系切り替えとの関係

                  連動系切り替えの定義をしておくと，HAモニタのmonswapコマンドの計画系切り替えを連動系切り替えで行えます。

               
            
            
               26.7.4　系が切り替わった後の運用方法

               IPアドレスを引き継ぐ場合は現用系と予備系のホスト名が同じであるため，系切り替えが発生しても特に運用は変わりません。IPアドレスを引き継がない場合は現用系と予備系のホスト名が異なるため，次に示す運用が必要になります。

               
                  (1)　運用コマンド及びユティリティ

                  
                     	
                        系が切り替わった後も，運用コマンドやユティリティに指定するホスト名又はユニット識別子を変更する必要はありません。ホスト名には現用系のホスト名を常に指定します。pdunitオペランドの-xオプションで指定したホスト名を指定します。

                     

                     	
                        できるだけユニット識別子を指定してください。そうすれば，ホスト名を意識する必要がありません。

                     

                     	
                        HiRDB/シングルサーバの場合は，運用上のトラブルを避けるためホスト名を省略することをお勧めします。ホスト名を指定するのはユティリティ専用ユニットを操作するときだけにしてください。

                     

                     	
                        運用コマンドの処理結果には現用系のホスト名が表示されることがあります。

                     

                  

               
               
                  (2)　メッセージ

                  メッセージには現用系のホスト名が表示されることがあります。

               
               
                  (3)　統計情報の取得

                  系が切り替わった後の統計情報の取得処理については，「系が切り替わった後の統計情報の取得処理」を参照してください。

               
               
                  (4)　クライアント環境定義

                  
                     (a)　HiRDB/シングルサーバの場合

                     PDHOSTオペランドに現用系のホスト名だけを指定した場合にここで説明する運用が必要です。IPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成の場合，若しくはクライアント環境定義のPDHOSTオペランドに現用系及び予備系の二つのホスト名を指定した場合は必要ありません。詳細は，「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」を参照してください。

                     PDHOSTオペランドには接続するHiRDBのホスト名を指定するため，系が切り替わった場合にPDHOSTオペランドの指定を実行系のホスト名に変更する必要があります。したがって，系が切り替わった場合，HiRDB管理者はクライアントユーザにHiRDBのホスト名が替わったことを知らせてください。クライアントユーザはPDHOSTオペランドの指定を変更してください。その後，UAPを再実行してください。この操作をしないとUAPを実行できません。PDHOSTオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　HiRDB/パラレルサーバの場合

                     次に示すオペランドに現用系のホスト名だけを指定した場合にここで説明する運用が必要です。IPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成の場合で，次に示すオペランドに現用系及び予備系の二つのホスト名を指定したときは必要ありません。詳細は，「IPアドレスを引き継ぐかどうかでのホスト名の運用方法の違い」を参照してください。

                     
                        	
                           PDHOST

                        

                        	
                           PDFESHOST（マルチフロントエンドサーバを使用する場合）

                        

                     

                     これらのオペランドには接続するHiRDBのホスト名（PDHOSTにはシステムマネジャのホスト名を，PDFESHOSTにはフロントエンドサーバのホスト名を指定します）を指定するため，系が切り替わった場合にオペランドの指定を実行系のホスト名に変更する必要があります。したがって，系が切り替わった場合，HiRDB管理者はクライアントユーザにHiRDBのホスト名が替わったことを知らせてください。クライアントユーザはこれらのオペランドの指定を変更してください。その後，UAPを再実行してください。この操作をしないとUAPを実行できません。PDHOST及びPDFESHOSTオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                     
                        	備考

                        	
                           
                              	
                                 システムマネジャのユニットに系切り替えが発生したときだけ，PDHOSTオペランドの指定を変更する必要があります。

                              

                              	
                                 フロントエンドサーバのユニットに系切り替えが発生したときだけ，PDFESHOSTオペランドの指定を変更する必要があります。

                              

                              	
                                 システムマネジャ又はフロントエンドサーバを定義していないユニットの系切り替えが発生しても，PDHOST及びPDFESHOSTオペランドの指定を変更する必要はありません。

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               26.7.5　障害発生時のHiRDB管理者の処置

               
                  (1)　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置

                  障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置を次の表に示します。

                  
                     表26‒96　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置（系切り替え機能使用時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害の種類

                              
                              	
                                 システムの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 サーバ障害が発生しました（HiRDBだけが異常終了しました）。

                              
                              	
                                 HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランド※の指定に従います。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」を参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 系障害が発生しました。

                              
                              	
                                 系を切り替えて，切り替え先の系でHiRDBを再開始します。ただし，系障害の種類によっては系を切り替えないこともあります。系を切り替えるかどうかはクラスタソフトウェアの仕様に依存します。クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」又は障害原因のマニュアルを参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの再開始処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランド※の指定に従います。

                              
                           

                           
                              	
                                 系切り替え処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 システムを停止します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        系が切り替わったときに引き継ぐ情報は，HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報と同じです。HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報については，「HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報」を参照してください。

                     

                     	注※

                     	
                        switchtypeオペランドの指定によって処理が異なります。HAモニタのswitchtypeオペランドについては，「HAモニタに関する準備」を参照してください。Hitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドについては，「Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               26.7.6　スタンバイ型系切り替え（サーバモード）使用時の注意事項

               
                  (1)　運用コマンド実行時の制限

                  スタンバイ型系切り替え（サーバモード）で運用コマンドを実行する際の制限事項を次に示します。

                  
                     	
                        HiRDBの停止中に運用コマンドを実行する場合は，実行系と待機系の両方のHiRDBが終了している必要があります。ただし，pdstartコマンドを除きます。

                     

                     	
                        通常は，待機系HiRDBで運用コマンドを実行しないでください。ただし，待機系HiRDBを開始するためのpdstartコマンド，及び実行系HiRDBが異常終了し回復できない場合に実行する次のコマンドは除きます。

                        
                           	
                              共有ディスク上のHiRDBファイルシステムを対象とする運用コマンド

                           

                           	
                              システムログファイル，シンクポイントダンプファイル，ステータスファイルを対象とする運用コマンド

                           

                        

                        なお，待機系HiRDBで上記の運用コマンドを実行する場合は，次に示す運用が必要になります。

                        
                           	
                              実行系と待機系の両方のHiRDBを終了させる必要があります。pdls -d ustコマンドを実行し，実行系と待機系のHiRDBが終了していることを確認してください。

                           

                           	
                              OS，又はクラスタソフトウェアのコマンドで，運用コマンドの対象とする共有ディスクを待機系で活性化してから，運用コマンドを実行してください。

                           

                           	
                              IPアドレスを引き継ぐ系切り替え構成の場合，OS，又はクラスタソフトウェアのコマンドで，運用コマンドを実行するユニットのIPアドレスを待機系で活性化してから，運用コマンドを実行してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更時の注意事項

                  HAモニタ以外のクラスタソフトウェアを用いている場合で，HiRDBのシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更をするときは，クラスタソフトウェアのコマンドでHiRDBを終了しないでください。pdstopコマンドでHiRDBだけを正常終了して，HiRDBシステム定義の変更又はHiRDBの構成変更をしてください。その後，pdstartコマンドでHiRDBだけを正常開始してください。

               
               
                  (3)　共有ディスク上に作成したHiRDBファイルにアクセスできないときの対処方法

                  クラスタソフトウェアの制御によってHiRDB停止中は，両方の系から共有ディスク上に作成したHiRDBファイルを操作できなくなることがあります。この場合，OSのコマンドでディスクを活性化する必要があります。

               
               
                  (4)　pdsetupコマンド実行時の注意事項

                  HiRDBの強制終了中，及び異常終了中にpdsetup -dコマンドを実行するときは注意が必要です。このコマンドの応答にYを指定しないでください。Yを応答すると，その後HiRDBを開始できなくなることがあります。

               
               
                  (5)　Hitachi HA Toolkit Extension使用時の注意事項（高速系切り替え限定）

                  Hitachi HA Toolkit Extensionでは待機系ユニットは実行系ユニットの開始を待ち合わせません。このため，待機系ユニットが開始していない実行系ユニットにコマンドを発行した場合，エラーとなって待機系ユニットがアボート（Phi1012）することがあります。したがって，待機系ユニットは実行系ユニットの開始完了を待ってから開始してください。実行系ユニットの開始完了を待たないで，待機系ユニットを開始すると待機系ユニットがアボート（Phi1012）することがあります。

               
               
                  (6)　HAモニタ使用時の注意事項

                  ユニットの開始時に，ユニットが「実行サーバの起動待ち状態」※1になった場合，HAモニタのmonactコマンドでそのユニットを実行系※2として起動してください。

                  
                     	注※1

                     	
                        HAモニタのmonshowコマンドを実行したとき，*SBY*と表示される状態のことです。

                     

                     	注※２

                     	
                        予備系ユニットをmonactコマンドで実行系ユニットとして起動した場合，実行系ユニットの起動が完了するまで，次に示すメッセージが現用系ユニットで繰り返し出力されることがあります。実行系ユニットの起動が完了するとこれらのメッセージは出力されなくなります。

                        
                           	
                              KFPS05608-I

                           

                           	
                              KAMN305-E

                           

                           	
                              KAMN222-I

                           

                        

                        KAMN305-E及びKAMN222-IはHAモニタが出力するメッセージです。

                     

                  

               
               
                  (7)　現用系と待機系のOSの時刻がずれているときの注意事項

                  現用系マシンと待機系マシンのOSの時刻がずれている（待機系マシンの時刻の遅れが系切り替えに掛かる時間よりも大きい）場合，HiRDBは，時刻を遅らせた場合に行う対処を誤ったときと同じ影響を受けます。

                  OSの時刻を変更する方法については，「OSの時刻を変更する方法」を参照してください。

               
               
                  (8)　UAPに関する注意事項

                  
                     	
                        PDFESHOSTオペランドに指定しているフロントエンドサーバのユニットが系切り替え中の場合，そのUAPはHiRDBに接続（CONNECT）できません。

                     

                     	
                        系切り替えが発生した場合，クライアントとの接続が終了してデータベースの状態はトランザクションを開始する前の状態に戻ります。必要に応じて処理を再実行してください。

                     

                  

               
            
            
               26.7.7　系の切り替え時間の短縮（ユーザサーバホットスタンバイ，高速系切り替え機能）

               系の切り替え時間を短縮する機能として次に示す機能があります。これらの機能を使用するにはサーバモードでの運用が前提となります。

               
                  	
                     ユーザサーバホットスタンバイ

                  

                  	
                     高速系切り替え機能

                  

               

               
                  (1)　ユーザサーバホットスタンバイ

                  系切り替えが発生したとき，待機系HiRDBを開始するのに次に示す処理が実施されます。

                  
                     	
                        システムサーバの起動処理

                     

                     	
                        システムファイルの引き継ぎ処理

                     

                     	
                        サーバプロセスの起動処理

                     

                     	
                        ロールフォワード処理

                     

                  

                  この中のサーバプロセスの起動処理に掛かる時間は，系の切り替え時間の中で大きな割合を占めています。サーバプロセスの起動処理に掛かる時間はサーバプロセスの常駐数に比例するため，常駐数が多いと系の切り替え時間が長くなります。そこで，待機系HiRDBのサーバプロセスをあらかじめ起動しておいて，系の切り替え時にサーバプロセスの起動処理をしないようにします。系の切り替え時にサーバプロセスの起動処理がない分，系の切り替え時間を短縮できます。これをユーザサーバホットスタンバイといいます。例えば，100MIPSぐらいのサーバマシンでサーバプロセスを一つ起動するのに約1秒掛かります。その分，系の切り替え時間を短縮できます。

                  ユーザサーバホットスタンバイを使用するには，pd_ha_server_process_standbyオペランドにYを指定します。

               
               
                  (2)　高速系切り替え機能

                  待機系HiRDBのサーバプロセス及びシステムサーバをあらかじめ起動しておいて，系の切り替え時にサーバプロセス及びシステムサーバの起動処理をしません。これを高速系切り替え機能といいます。系の切り替え時にサーバプロセス及びシステムサーバの起動処理がない分，系の切り替え時間を短縮できます。

                  なお，高速系切り替え機能の方がユーザサーバホットスタンバイより系の切り替え時間を短縮できます（高速系切り替え機能はユーザサーバホットスタンバイの機能を包括しています）。

                  
                     (a)　IPアドレスについての条件

                     HiRDB/シングルサーバの場合

                     高速系切り替え機能をするユニットはIPアドレスを引き継げません。したがって，HiRDB/シングルサーバの場合はIPアドレスを引き継がない構成にしてください。

                     HiRDB/パラレルサーバの場合

                     高速系切り替え機能を使用するユニットはIPアドレスを引き継がないようにしてください。対象ユニットのユニット制御情報定義のpd_ha_ipaddr_inheritオペランドにNを指定します。高速系切り替え機能を使用しないユニットはIPアドレスを引き継ぐ構成にしてもかまいません。

                     システム構成例については，「高速系切り替え機能使用時のシステム構成例」を参照してください。

                     クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合

                     実行系及び待機系HiRDB（又はユニット）の開始前に，pdunitオペランドの-x及び-cオプションに指定したIPアドレスを起動しておいてください。HAモニタ用のaliasオペランドの値.upファイルや，aliasオペランドの値.downファイルには，pdunitオペランドの-x又は-cオプションに指定したIPアドレスを指定しないでください。クライアント接続用IPアドレスを引き継ぐ場合は，クライアント接続用IPアドレスを指定してください。なお，クライアント接続用IPアドレスなどの引き継ぐIPアドレスがない場合は，HAモニタのserver定義文のlan_updownオペランドにnouseを指定するか，又はaliasオペランドの値.upファイルとaliasオペランドの値.downファイルを削除してください。

                  
                  
                     (b)　高速系切り替え機能を使用する場合に指定するオペランド

                     高速系切り替え機能を使用するには，pd_ha_agentオペランドにstandbyunitを指定します。

                     また，HiRDB/パラレルサーバの場合はトランザクションキューイング機能を使用するかどうかを検討してください。トランザクションキューイング機能を使用すると，系切り替え時のトランザクションエラーを少なくできます。トランザクションキューイング機能については，「トランザクションキューイング機能（高速系切り替え機能限定）」を参照してください。

                  
               
               
                  (3)　高速系切り替え機能使用時のシステム構成例

                  高速系切り替え機能使用時のシステム構成例を次の図に示します。

                  
                     図26‒111　高速系切り替え機能使用時のシステム構成例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              システムマネジャ及びフロントエンドサーバのユニット（ユニット1）はIPアドレスを引き継ぐ構成にするため，高速系切り替え機能を使用しません。ユーザサーバホットスタンバイを使用した1：1系切り替え構成にしています。

                           

                           	
                              バックエンドサーバのユニット（ユニット2，ユニット3）には高速系切り替え機能を使用した相互系切り替え構成にしています。

                           

                        

                     

                  

                  このときのHiRDBシステム定義の指定例を次に示します。定義例はシステム共通定義及びユニット制御情報定義の関連のあるオペランドについてだけ説明しています。

                  ●システム共通定義

                  set pd_ha = use
set pd_name_port = 20000
 
pdunit -x hostAA -u unt1 -d "/hirdb1" -p 20000                       1
pdunit -x hostB -u unt2 -d "/hirdb2" -c hostBB -p 20001              2
pdunit -x hostC -u unt3 -d "/hirdb3" -c hostCC -p 20002              3
 
pdstart -t MGR -u unt1
pdstart -t DIC -u unt1 -s DIC
pdstart -t FES -u unt1 -s FES
pdstart -t BES -u unt2 -s BES1
pdstart -t BES -u unt3 -s BES2

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              ユニット1の定義です。IPアドレスを引き継ぐため，-ｃオプションを指定しません。

                           

                           	
                              ユニット2の定義です。IPアドレスを引き継がないため，-ｃオプションに予備系のホスト名を指定します。

                           

                           	
                              ユニット3の定義です。IPアドレスを引き継がないため，-ｃオプションに予備系のホスト名を指定します。

                           

                        

                     

                  

                  ●ユニット制御情報定義（ユニット1）

                  set pd_hostname = host1                             1
set pd_ha_acttype = server                          2
set pd_ha_server_process_standby = Y                3

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              現用系の標準ホスト名を指定します。

                           

                           	
                              系切り替え機能をサーバモードで実行します。サーバモードはユーザサーバホットスタンバイの前提条件です。

                           

                           	
                              このユニットに対してユーザサーバホットスタンバイを使用します。

                           

                        

                     

                  

                  ●ユニット制御情報定義（ユニット2）

                  set pd_hostname = hostB                            1
set pd_ha_acttype = server                         2
set pd_ha_ipaddr_inherit = N                       3
set pd_ha_agent = standbyunit                      4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              現用系のホスト名を指定します。

                           

                           	
                              系切り替え機能をサーバモードで実行します。サーバモードは高速系切り替え機能の前提条件です。

                           

                           	
                              IPアドレスを引き継がない指定です。高速系切り替え機能を使用するユニットではIPアドレスを引き継げません。

                           

                           	
                              このユニットに対して高速系切り替え機能を使用します。

                           

                        

                     

                  

                  ●ユニット制御情報定義（ユニット3）

                  set pd_hostname = hostC                           1
set pd_ha_acttype = server                        2
set pd_ha_ipaddr_inherit = N                      3
set pd_ha_agent = standbyunit                     4

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              現用系のホスト名を指定します。 

                           

                           	
                              系切り替え機能をサーバモードで実行します。サーバモードは高速系切り替え機能の前提条件です。

                           

                           	
                              IPアドレスを引き継がない指定です。高速系切り替え機能を使用するユニットではIPアドレスを引き継げません。

                           

                           	
                              このユニットに対して高速系切り替え機能を使用します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　待機系の起動に時間が掛かる場合の確認作業

                  待機系の起動処理には実行系の起動を待ち合わせる処理があります。高速系切り替え機能を使用する待機系ユニットの起動に時間が掛かる場合は次に示すことを確認してください。

                  
                     	
                        実行系が起動しているか確認してください。起動していない場合は実行系を起動してください。

                     

                     	
                        待機系HiRDBが内部的に発行するpdenvcpコマンドが無応答になっていないか，pdls -d prc -aコマンドで確認してください。無応答の場合は，実行系に_pd0envcコマンドプロセスが残っていないかを確認してください。残っている場合は，このプロセスを終わらせた後に待機系を再起動してください。

                     

                     	
                        実行系HiRDBが内部的に発行するpdenvcpコマンドが，RPC，ファイル入出力処理で停止してないかpdls -d rpcコマンドで確認してください。ネットワークやOSの障害要因を取り除いた後に待機系を再起動してください。

                     

                     	
                        系の切り替え時に待機系の起動処理がタイムアウトする場合は，pd_system_complete_wait_timeオペランド（pdstartコマンドの完了待ち時間）の値を見直してください。待機系の起動時間を考慮した値を設定した後に待機系を再起動してください。

                     

                     	
                        リストを多数使用していると，リストの初期化処理によって系の切り替え時間が掛かることがあります。この場合，リストの初期化時期の変更を検討してください。pd_list_initialize_timingオペランドでリストの初期化時期を変更できます。リストの初期化時期の変更方法については，「リストの初期化（削除）時期の変更」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (5)　高速系切り替え機能使用時の注意事項

                  
                     (a)　待機系HiRDB（ユニット）を再度開始する必要がある操作

                     次の表に示す操作内容を実施したあとに，実行系HiRDB（ユニット）の再起動を実施したかどうか※1で，待機系HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合は待機系ユニット）を一度終了してから再度開始する必要があります。待機系HiRDBを再度開始しないと，系切り替えが発生したときに待機系HiRDBが異常終了します。

                     
                        表26‒97　待機系HiRDB（ユニット）を再度開始する必要がある操作
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    分類

                                 
                                 	
                                    条件

                                 
                                 	
                                    待機系HiRDB（ユニット）を再度開始する必要の有無

                                 
                              

                              
                                 	
                                    操作内容

                                 
                                 	
                                    実行系HiRDB（ユニット）の再起動の有無※1

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    SQLの実行

                                 
                                 	
                                    定義系SQLの実行

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDBシステム構築後最初の抽象データ型の

                                    定義（CREATE TYPE文の実行）

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    運用コマンド

                                    又は

                                    ユティリティの

                                    実行

                                 
                                 	
                                    構成変更ユティリティ（pdmod）の実行

                                 
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域

                                    の世代登録

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域

                                    の世代削除

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査人の登録

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    RDエリアの属性変更

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡表の作成

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    上記以外の操作

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ○※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pddbchgコマンドの実行

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オンライン再編成の実行

                                    （pdorbegin，pdorendコマンドの実行）

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HiRDBシステム構築後最初のpdplgrgst

                                    コマンドの実行（CREATE TYPE文の実行）

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システム

                                    共通定義の変更

                                 
                                 	
                                    次のどれかの定義の変更

                                    
                                       	
                                          グローバルバッファの定義（pdbuffer）

                                       

                                       	
                                          RDエリアの最大数（pd_max_rdarea_no）

                                       

                                       	
                                          RDエリアを構成するHiRDBファイルの

                                          最大数（pd_max_file_no）

                                       

                                       	
                                          インナレプリカグループの最大数

                                          （pd_inner_replica_control）

                                       

                                       	
                                          表予約数の最低保証値

                                          （pd_assurance_table_no）

                                       

                                       	
                                          インデクス予約数の最低保証値

                                          （pd_assurance_index_no）

                                       

                                    

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                           
                        

                        
                           
                              	（凡例）

                              	
                                 ○：待機系HiRDBを再度開始する必要があります。

                                 −：待機系HiRDBを再度開始する必要はありません。

                              

                              	注※1

                              	
                                 クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合は該当しません。HAモニタの場合は，pdstopコマンドで実行系HiRDB（ユニット）を停止すると，待機系HiRDB（ユニット）も連動して停止するため，”なし”を参照してください。

                              

                              	注※2

                              	
                                 HiRDB/パラレルサーバの場合で，DSを配置しているユニットに高速系切り替え機能を適用している場合，その待機系ユニットの再起動も実施する必要があります。実施していない場合，そのユニットで系切り替えが発生すると異常終了します。

                              

                           

                        

                     
                     待機系HiRDBが異常終了した場合は，待機系HiRDBをpdstartコマンド（HiRDB/パラレルサーバの場合はpdstart -u又はpdstart -qコマンド）で開始してください。

                  
                  
                     (b)　RDエリアのオープン契機について

                     高速系切り替え機能の対象になる待機系ユニットは，待機状態のときにRDエリアをオープンしていません。また，系切り替え時間を最小限に抑えるため，系切り替えの発生時に全面回復で必要なRDエリアだけをオープンして，そのほかのRDエリアはオープンしません。したがって，RDエリアのオープン契機は次のようになります。

                     
                        	
                           pd_rdarea_open_attribute_useオペランドにNが指定されている場合，指定値に関係なくYが指定されているものとみなします。

                        

                        	
                           系切り替え発生時は，RDエリアオープン契機がINITIALの場合，指定値に関係なくDEFERが指定されているものとみなします。

                        

                     

                     RDエリアのオープン契機については，「RDエリアのオープン契機を変更する方法（RDエリアの属性変更）」を参照してください。

                  
                  
                     (c)　OLTP製品と連携している場合

                     次に示す条件をすべて満たす場合は注意が必要です。

                     
                        	
                           高速系切り替え機能を使用している（HiRDB/パラレルサーバの場合はシステムマネジャのユニットを高速系切り替え機能の対象にしている）

                        

                        	
                           X/Openに従ったAPIを使用したOLTP製品（OpenTP1又はTPBroker for C++など）と連携している

                        

                        	
                           HiRDBクライアントのバージョンが06-02-/A以前である

                        

                        	
                           OLTP製品のクライアント環境変数にHiRDB_PDHOSTを指定している

                        

                        	
                           現用系が待機系として待機完了状態になっている

                        

                     

                     この場合，OLTP製品が未決着トランザクションの回復処理をすると，X/Openに従ったAPIがエラーリターンしてトランザクションが回復されないことがあります。この現象が発生する場合は，HiRDBクライアントのバージョンを06-02-/B以降にバージョンアップしてください。業務を停止させたくないなどの理由でHiRDBクライアントのバージョンアップがすぐにできない場合は，現用系HiRDB（ユニット）を待機系から実行系に系を切り替えてください。ただし，これは一時的な対応策です。HiRDBクライアントのバージョンアップで対応してください。

                  
               
            
            
               26.7.8　サーバ障害以外の障害が発生した場合に系を切り替える方法

               ここでは，次に示す障害が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。

               
                  	
                     サーバプロセスの異常終了が多発した場合

                  

                  	
                     RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合

                  

               

               
                  (1)　サーバプロセスの異常終了が多発した場合に系を切り替える方法

                  サーバプロセスの異常終了が多発すると，新たなサービスを受け付けられないことがあります。しかし，サーバプロセスの異常終了では，HiRDBは異常終了しませんが，実質オンライン停止状態になります。また，HiRDBが異常終了しないため，系を切り替えられません。このオンライン停止状態になったときに系を切り替える方法を説明します。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_down_watch_procオペランドを指定します

                     サーバプロセスの異常終了回数が一定時間内にpd_down_watch_procオペランドの値を超えた場合，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合は該当するユニット）を異常終了します。これをプロセスの異常終了回数監視機能といいます。この機能を使用して，オンライン停止状態になったときにHiRDBを異常終了させて系を切り替えます。プロセスの異常終了回数監視機能については，「サーバプロセスの異常終了回数の監視（プロセスの異常終了回数監視機能）」を参照してください。

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドを指定します

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドにswitchを指定します。switchを指定すると，HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えます。

                  
                  
                     (b)　相互系切り替え構成の場合

                     系を切り替えると同一サーバマシン上で複数のHiRDBが稼働するため，逆にトラフィックが上昇して効果が得られないことがあります。相互系切り替え構成でプロセスの異常終了回数監視機能を使用する場合は，HiRDBの異常終了時に系を切り替えないことをお勧めします。異常終了した系でHiRDBを再開始するため，pd_mode_conf
                        = MANUAL1を指定してください。

                     なお，サーバモードで運用する場合は，HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドにrestart又はmanualを指定してください。restartを指定すると，障害が発生した系でHiRDBを再開始します。障害が発生した系でHiRDBを再開始できないときに，系を切り替えて切り替え先の系でHiRDBを再開始します。manualを指定した場合は，HiRDBを再開始できなくても自動的に系を切り替えません。

                  
                  
                     (c)　系の切り替え時間を短縮する方法

                     サーバプロセスの異常終了が多発すると，トラブルシュート情報が大量に出力されて系の切り替えに時間が掛かることがあります。次に示すオペランドを指定すると，トラブルシュート情報の出力を抑止するため，サーバプロセスの異常終了が多発したときに系の切り替え時間を短縮できます。

                     
                        	
                           pd_dump_suppress_watch_time

                        

                        	
                           pd_cancel_dump = noput

                        

                        	
                           pd_client_waittime_over_abort = N

                        

                     

                     また，pd_ha_switch_timeoutオペランドにYを指定すると，系切り替え時の実行系HiRDBの内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，実行系HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えられます。

                  
               
               
                  (2)　RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法

                  ここでは，RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。なお，ここでいう入出力エラーとは，HiRDBがファイルを操作したときにHiRDBが判別できない理由でファイル操作に失敗したエラーを意味し，HiRDBファイルシステムに対するアクセス要求から返されるエラーコードに-1544が出力されるエラーのことです。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_db_io_error_actionオペランドを指定します

                     pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定すると，RDエリアの入出力エラーが発生したときにHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了するため，系を切り替えられます。入出力エラーの要因がパス障害の場合は，系の切り替え後に入出力処理ができるようになるため，業務をそのまま続行できます。なお，ここでいうパス障害とは，HiRDBとファイル間の通信経路が何かの要因で切断されているため，ファイルをアクセスできない状態を意味しています。

                     pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定する場合は，「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生したときの対処方法」を参照してください。

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドを指定します

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドにswitchを指定します。switchを指定すると，HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えます。

                  
                  
                     (b)　運用方法

                     入出力エラーが発生してHiRDBが異常終了した場合は系を切り替えて処理を続行します。出力されたメッセージを調査して対策してください。対策後，必要に応じて再度系を切り替えるか，又はHiRDBを一度終了して再度開始してください。なお，系の切り替え後も入出力エラーが発生するとRDエリアは障害閉塞します。この場合，データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）でRDエリアを回復してください。

                  
               
            
            
               26.7.9　システムマネジャユニットの系切り替えに関する注意事項

               システム内に停止中のユニットが一つでも存在する状態でシステムマネジャユニットの系切り替えが発生すると，系の切り替え先でシステムマネジャユニットを開始できません。その結果，システムマネジャユニットの系切り替えが失敗します。ただし，停止中のユニットが回復不要FESユニットだけの場合は，システムマネジャの系切り替えは失敗しません。

               次に示すどちらかの対処をすると，システム内に停止中のユニットがある状態でもシステムマネジャユニットの系切り替えが失敗しません。

               
                  	
                     pd_ha_mgr_rerunオペランドにnotwaitを指定する

                  

                  	
                     縮退起動を指定する

                  

               

               対処方法ごとに前提条件，及び運用時の制限が異なります。使用しているシステムに合わせた方法で対処してください。

               
                  (1)　pd_ha_mgr_rerunオペランドを指定して対処する方法

                  
                     (a)　オペランドの指定値による処理の違い

                     pd_ha_mgr_rerunオペランドにnotwaitを指定すると，システムマネジャユニットの系切り替え時（切り替え先の系での開始処理時）に，各ユニットからの開始処理完了の連絡待ちを行いません。pd_ha_mgr_rerunオペランドの指定値によるHiRDBの処理を次の表に示します。

                     
                        表26‒98　pd_ha_mgr_rerunオペランドの指定値によるHiRDBの処理
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    pd_ha_mgr_rerunの値

                                 
                              

                              
                                 	
                                    wait（省略値）

                                 
                                 	
                                    notwait

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    停止中のユニットがある状態でシステムマネジャユニットの系切り替えが発生した場合

                                 
                                 	
                                    系切り替えを実行できません（系の切り替えに失敗します）。

                                 
                                 	
                                    系切り替えを実行できます。※１，２

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※１

                        	
                           pd_ha_mgr_rerunオペランドにnotwaitを指定すると，各ユニットのバージョンチェック処理，及びシステムの構成チェック処理が行われないため，システムマネジャユニットの系切り替えに掛かる時間を短縮できます。

                        

                        	注※２

                        	
                           システムマネジャユニットの系切り替えが完了すると，HiRDBの稼働環境が整っていない場合（フロントエンドサーバが一つも稼働していないなど）でも，KFPS05210-Iメッセージ（システム起動完了メッセージ）を出力します。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　前提となるシステム構成

                     pd_ha_mgr_rerunオペランドにnotwaitを指定する場合，次に示す条件をすべて満たすようにシステムを構築してください。条件を満たすことができない場合は，「縮退起動で対処する方法」を検討してください。

                     
                        	
                           システムマネジャユニットに高速系切り替え機能を適用する

                        

                        	
                           系切り替え対象ユニットには高速系切り替え機能だけを適用する（ユーザサーバホットスタンバイや，スタンバイレス型系切り替え機能と混在しない）

                        

                        	
                           システムマネジャとディクショナリサーバを同じユニット内に定義する

                        

                        	
                           2ユニット以上から成るHiRDB/パラレルサーバを構築する

                        

                        	
                           HiRDB Datareplicatorを使用しない

                        

                     

                  
                  
                     (c)　環境設定

                     次に示す手順で環境設定をしてください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdadmvrコマンドで，現用系及び待機系の全ユニットのバージョンが同じかどうかを確認します。

                              

                              	
                                 pd_ha_mgr_rerunオペランドにnotwaitを指定します。

                                 
                                    	参考

                                    	
                                       pd_ha_mgr_rerunオペランドにnotwaitを指定した場合，システムマネジャユニットの系切り替えが発生したときに，全ユニットのバージョンチェックをHiRDBが行いません。ユニット間でバージョンの不一致がある場合，HiRDBの動作を保証できないため，手順の1でバージョンの確認を必ずしてください。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (d)　システムマネジャユニットの系切り替えが発生したときの注意事項

                     システムマネジャユニットの系切り替え後に業務ができない場合

                     システムマネジャユニットの系切り替えが完了すると，HiRDBの稼働環境が整っていない場合（フロントエンドサーバが一つも稼働していないなど）でも，KFPS05210-Iメッセージ（システム起動完了メッセージ）を出力します。このため，システムマネジャユニットの系切り替え完了後，UAPがエラーになるなど業務ができない場合，pdlsコマンドで各サーバの稼働状態を確認してください。

                     HiRDBの開始又は終了処理中にシステムマネジャユニットの系切り替えが発生した場合

                     HiRDBの開始処理中（又は終了処理中）にシステムマネジャユニットの系切り替えが発生すると，ほかのユニットの動作状態に関係なく，システムマネジャユニットが開始（又は終了）します。そのため，システムマネジャユニット以外のユニットが開始（又は終了）できないことがあります。この場合，一度HiRDBを強制終了してください。

                     また，HiRDBの開始又は終了時に次に示す運用を行うと，この状態を回避できます。

                     
                        	
                           HiRDBの開始時

                           HiRDBの開始処理が完了した後に，待機系のシステムマネジャユニットを開始してください。

                        

                        	
                           HiRDBシステムの停止時

                           待機系のシステムマネジャユニットを終了した後に，HiRDBを終了してください。

                        

                     

                     停止中のユニットの状態について

                     システムマネジャユニットの系切り替え時に停止中のユニットに対して，系の切り替え後にpdls -d svrコマンドを実行すると，そのユニットが停止中の間はSTOP(N)状態（pdstopコマンドで正常終了した状態）と表示されます。

                     該当するユニットを開始したのに，ネットワーク障害が原因でSTOP(N)状態のままになっている場合は，ネットワーク障害を解決した後に，STOP(N)状態のユニットを一度終了して再度開始してください。

                  
               
               
                  (2)　縮退起動で対処する方法

                  システム内に停止中のユニットがある場合，次に示すオペランドを指定すると，システムマネジャユニットの系切り替えが実行できます。

                  
                     	
                        pd_start_level = 1

                     

                     	
                        pd_start_skip_unit = 停止中のユニット識別子

                     

                     	
                        pd_reduced_check_time = 縮退起動開始の連絡待ち時間

                     

                  

                  各オペランドの指定値と系切り替え時のHiRDBの処理を次の表に示します。

                  
                     表26‒99　縮退起動に関するオペランドと系切り替え時のHiRDBの処理
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 システムマネジャユニットの系切り替えが

                                 発生したときのHiRDBの処理

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_start_level

                                 の指定値

                              
                              	
                                 pd_start_skip_unit

                                 の指定

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 0（省略値）

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 停止中のユニットがある場合，システムマネジャユニットの系切り替えが失敗します。

                              
                           

                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 指定なし

                              
                              	
                                 停止中のユニットがある場合でも，システムマネジャユニットの系切り替えが実行されます。ただし，各ユニットからの開始処理完了の連絡待ち時間が発生します。連絡待ち時間はpd_reduced_check_timeオペランド（省略値は20分）で指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 指定あり

                              
                              	
                                 停止中のユニットをpd_start_skip_unitオペランドに指定している場合，システムマネジャユニットの系切り替えが実行されます。連絡待ち時間は発生しません。

                              
                           

                        
                     

                     
                        
                           	（凡例）

                           	
                              −：指定する必要はありません。

                           

                        

                     

                  
                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              一部のユニットが停止している状態で，システムマネジャユニットの系切り替えが発生すると，各ユニットの稼働状態を認識できないため，系の切り替えに失敗したり，系の切り替え時間が掛かったりします。

                           

                           	
                              pd_start_levelオペランドに1を指定した場合でも，次に示す条件を一つでも満たさない場合は，システムマネジャユニットの系切り替えに失敗します。

                              ・フロントエンドサーバが一つ以上稼働している

                              ・バックエンドサーバが一つ以上稼働している

                              ・ディクショナリサーバが稼働している

                           

                           	
                              システムマネジャの系切り替え発生時，pd_start_skip_unitオペランドに指定されたユニットの起動有無にかかわらず，pd_start_skip_unitオペランドに指定されたユニットは認識されません。pd_start_skip_unitオペランド指定後にシステム内の停止中のユニットが起動できる状態になった場合は，pd_start_skip_unitオペランドの指定を削除してください。

                           

                           	
                              縮退機能を使用する場合は，「縮退起動をするときの運用方法（HiRDB/パラレルサーバ限定）」を参照してください。

                           

                        

                     

                  

                  pd_start_skip_unitオペランドを指定する場合は，一度HiRDBを終了する必要があります。そのため，24時間連続稼働するシステムの場合は，「pd_ha_mgr_rerunオペランドを指定して対処する方法」を検討してみてください。

               
            
            
               26.7.10　トランザクションキューイング機能（高速系切り替え機能限定）

               HiRDB/パラレルサーバで高速系切り替え機能を使用する場合，トランザクションキューイング機能が使用できます。

               
                  (1)　トランザクションキューイング機能とは

                  バックエンドサーバ又はディクショナリサーバのユニットで系切り替えが発生すると，系の切り替えが完了するまでこのバックエンドサーバ又はディクショナリサーバはトランザクションを受け付けられない状態になります。そのため，系切り替え中のバックエンドサーバ又はディクショナリサーバで処理するトランザクションがエラーになります。

                  これらのトランザクションをエラーにしないで，系切り替えが完了するまでフロントエンドサーバでトランザクションをキューイングします。これをトランザクションキューイング機能といいます。これによって，系切り替え時のトランザクションエラーを少なくできます。トランザクションキューイング機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒112　トランザクションキューイング機能の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        バックエンドサーバのユニットに障害が発生して系を切り替えます。待機系ユニットが起動完了するまで，トランザクションをキューイングします。待機系ユニットが起動完了した後にトランザクションを開始します。

                     

                     	備考

                     	
                        
                           	
                              系を切り替えていない（障害が発生していない）ユニットで実行されるトランザクションはキューイングされません。通常どおり実行されます。

                           

                           	
                              マルチフロントエンドサーバを使用すると，フロントエンドサーバのユニットで系切り替えが発生した場合，トランザクションエラーを少なくできます。この場合，障害が発生したときに実行中のトランザクションだけがエラーになります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　環境設定方法

                  トランザクションキューイング機能を使用するには次の表に示すオペランドを指定します。

                  
                     表26‒100　トランザクションキューイング機能を使用するときに指定するオペランド
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オペランド名

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pd_ha_agent

                              
                              	
                                 高速系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 standbyunit：高速系切り替え機能を使用します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_transaction

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能を使用するかどうかを指定します。

                                 クライアント環境定義のPDHATRNQUEUINGオペランドにNOを指定すると，そのHiRDBクライアントが実行するUAPはトランザクションキューイング機能の対象外になります。PDHATRNQUEUINGオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                                    UAP開発ガイド」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_queuing_wait_time

                              
                              	
                                 トランザクションのキューイング待ち時間を指定します。このオペランドに指定した待ち時間を超えても待機系ユニットが起動しない場合，キューイング中のトランザクションをエラーにします。これ以降発生するトランザクションはキューイングされないでエラーになります。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_restart_retry_time

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能使用時に系切り替えが発生すると，トランザクションをフロントエンドサーバでキューイングします。しかし，系切り替えが発生してから待機系ユニットが再開始するまでの間，フロントエンドサーバは系切り替えを検知できません。この間（系切り替えが発生してから待機系ユニットが再開始するまでの間），フロントエンドサーバは実行系ユニットに対してトランザクションの開始要求をしますが，実行系ユニットは既に異常終了しているため，このトランザクション開始要求はエラーになります。エラーになったトランザクションはフロントエンドサーバから開始要求が再度行われます（トランザクションの開始要求をリトライします）。

                                 このオペランドには，このリトライ時間の上限を指定します。このオペランドの値を超えても待機系ユニットが再開始されない場合は，リトライ中のトランザクションをエラーにします。また，これ以降発生するトランザクションはリトライされないでエラーになります。

                                 pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係を図「pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係」に示します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_queuing_initial

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能を使用する場合に，フロントエンドサーバを配置したユニットの起動直後からトランザクションキューイング機能を有効にするかどうかを指定します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図26‒113　pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	区間A，D：

                           	
                              トランザクションを開始できる状態です（正常な状態です）。

                           

                           	区間B：

                           	
                              バックエンドサーバのユニットが系切り替え中で，フロントエンドサーバがそれを検知できていない状態です。pd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドに指定した時間までトランザクション開始要求をリトライします。フロントエンドサーバが系の切り替えを検知すると，トランザクションがキューイングされます。指定した時間を過ぎても検知できない場合は，そのトランザクションをエラーにします。

                           

                           	区間C：

                           	
                              バックエンドサーバのユニットが系切り替え中で，フロントエンドサーバがそれを検知している状態です。pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドに指定した時間までトランザクションをキューイングします。指定した時間を過ぎてもトランザクションを開始できない場合は，そのトランザクションをエラーにします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　キューイングの対象になるトランザクション

                  SQLの延長で生成されるトランザクションがキューイングの対象になります。ただし，定義系SQLの延長で生成されるトランザクション，及びホールダブルカーソル機能を使用したトランザクションは対象外です。次に示すトランザクションはキューイングの対象になりません。

                  
                     	
                        定義系SQLを発行するトランザクション

                     

                     	
                        ホールダブルカーソルを開いている接続のトランザクション

                     

                     	
                        ASSIGN LIST文を発行するトランザクション

                     

                     	
                        運用コマンド又はユティリティが生成するトランザクション

                     

                  

                  ただし，タイミングによってはこれらのトランザクションがキューイングされることがあります。

               
               
                  (4)　注意事項

                  
                     (a)　時間監視関連のオペランドについて

                     トランザクションのキューイング時間は最大で，pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドの値（省略値180秒）とpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの値（省略値60秒）の合計時間になります。このため，次に示すオペランドの値に注意してください。

                     
                        	
                           クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランド

                           系切り替え中もPDCWAITTIMEが計測されているため，系の切り替えに掛かる時間を加算してオペランドの値を決めてください。

                        

                        	
                           pd_lck_wait_timeoutオペランド

                           キューイングされているトランザクションが障害の発生していないユニットで排他を確保することがあるため，系の切り替えに掛かる時間を加算してオペランドの値を決めてください。

                        

                     

                     系の切り替えに掛かる時間は，クラスタソフトウェアがsyslogfileに出力する系切り替え開始メッセージと系切り替え完了メッセージの出力時刻の差分によって求められます。HAモニタの場合，系の切り替えが開始したときは次に示すどれかのメッセージが出力されます。

                     
                        	
                           KAMN200-Iメッセージ（monswapコマンド入力時に出力）

                        

                        	
                           KAMN300-Eメッセージ（実行系HiRDBの異常終了時に出力）

                        

                        	
                           KAMN301-Eメッセージ（実行系HiRDBのスローダウン時に出力）

                        

                     

                     系の切り替えが完了したときはKAMN311-Iメッセージが出力されます。

                  
                  
                     (b)　リスト使用時の注意事項

                     リストを使用した検索中に系切り替えが発生した場合は注意が必要です。バックエンドサーバ又はディクショナリサーバのユニットで系切り替えが発生すると，系切り替え前のユニットで作成したリストが削除されます。そのため，系切り替え後にリストを使用した検索（キューイングされていたトランザクション）がエラーになります。この場合，リストを削除するか，又はリストを再作成してください。

                  
                  
                     (c)　最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）について

                     トランザクションのキューイング中は処理待ちのユーザ数が通常より多くなるため，最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）を超える可能性があります。最大同時接続数を超えた場合，それ以上のユーザはそのフロントエンドサーバに接続できませんが，フロントエンドサーバへの接続処理をリトライします。pd_ha_trn_queuing_wait_timeとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの合計時間だけリトライします。

                  
                  
                     (d)　系切り替え中にHiRDBに接続できないUAPについて

                     次に示す場合，UAPからHiRDBに接続できません。

                     
                        	
                           システムマネジャのユニットが系切り替え中の場合はフロントエンドサーバの割り当てができないため，接続するフロントエンドサーバを指定していない（PDFESHOSTオペランドの指定がない）UAPはHiRDBに接続（CONNECT）できません。

                        

                        	
                           PDFESHOSTオペランドに指定しているフロントエンドサーバのユニットが系切り替え中の場合，そのUAPはHiRDBに接続（CONNECT）できません。

                        

                     

                     この場合，UAPは自動再接続機能でHiRDBへの接続処理をリトライします。リトライ中に系の切り替えが完了すると，HiRDBに接続できるようになります。自動再接続機能については，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (e)　バックエンドサーバ接続保持機能を使用している場合

                     バックエンドサーバ接続保持機能を使用している場合の注意事項については，「クライアントの最大待ち時間の設定」を参照してください。

                  
                  
                     (f)　サーバが停止した状態でのSQL実行について

                     ユニットやサーバの終了によって停止したサーバに対してSQLを実行しても，トランザクションキューイングが行われて，エラーになるまでの時間が長くなります。

                     また，次のどちらかのメッセージを出力することがあります。

                     
                        	
                           KFPS00993-I（REQUEST=PDCWAITTIME_over）

                        

                        	
                           KFPS00612-E（reason=pd_ha_trn_restart_retry_time）

                        

                     

                  
                  
                     (g)　複数ユニットが同時に系切り替えした場合

                     トランザクションキューイング機能は，フロントエンドサーバを配置したユニットの起動後に，バックエンドサーバやディクショナリサーバを配置したユニットが稼働中又は起動し始めてから機能が有効になります。

                     フロントエンドサーバを含む複数ユニットの同時系切り替え時にも，バックエンドサーバやディクショナリサーバを配置したユニットの起動を待たないでトランザクションキューイング機能を有効にする場合は，pd_ha_trn_queuing_initialオペランドの適用を検討してください。pd_ha_trn_queuing_initialオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        システム定義」を参照してください。

                  
               
            
            
               26.7.11　系切り替え失敗時のHiRDB自動再起動機能に関する注意事項

               系切り替え失敗時のHiRDB自動再起動機能に関する注意事項を次に示します。

               
                  	
                     この機能によって再起動したHiRDB（HiRDB／パラレルサーバの場合はユニット）が起動中に再び異常終了した場合は，この機能による再起動は行われません。手動によるHiRDBの起動が必要です。

                  

                  	
                     この機能によって再起動したHiRDBが起動中に再び異常終了した場合でも，再起動処理の失敗による異常終了回数を加算します。

                  

                  	
                     異常終了回数が上限（pd_term_watch_countオペランドの指定値）に達した場合，HiRDBはPAUSE状態となり，この機能による再起動は行われません。

                  

                  	
                     この機能によって再起動したHiRDBが起動中に再び異常終了した場合，HAモニタのmonshowコマンドで表示されるステータスが「>ONL」（起動リトライ中）になることがあります。その場合は，HAモニタのmondeactコマンドを実行して，起動リトライ中の状態を解除してください。

                  

                  	
                     この機能をマルチスタンバイ構成で運用しているシステムで使用すると，系の切り替えに失敗したときに，HAモニタは更に別の待機系に系を切り替えます。一方，この機能は系の切り替えに失敗した系で再起動を行います。その結果，系の切り替えに失敗した系のHAモニタのステータスが「*SBY*」（実行サーバの起動動待ち状態）又は「SBY」（待機処理中）になることがあります。そのため，系の切り替えに失敗した系を停止状態にしておく必要がある場合は，HAモニタのmonsbystpコマンドで待機系停止を行うか，HiRDBのpdstopコマンドで強制停止してください。

                  

                  	
                     次の条件を満たす場合，この機能によってHiRDBが再起動してもHAモニタのmoshowコマンドで表示されるステータスが「*SBY*」（待機起動待ち）になり起動が完了しない場合があります。

                     
                        	
                           HAモニタのserver定義文のswitch_errorオペランドにretryを指定していない。

                        

                     

                     この場合，HAモニタのmonactコマンドでHiRDBを実行系として起動するか，pdstopコマンドでHiRDBを強制停止してください。この機能を使用するときは，必ずHAモニタのserver定義文のswitch_errorオペランドにretryを指定してください。

                  

               

            
            
               26.7.12　複製ディスク機能を用いた系切り替え構成の回復方法

               複製ディスクで片方のディスクに障害が発生した場合，及びマシンダウンなどによって系切り替えが発生すると，2つのディスクの整合性がとれていない状態になります。この状態を回復するために，整合性をとる方法について説明します。

               ディスクの同期をとるには，pdfssyncコマンドを使用します。pdfssyncコマンドでの同期の取得には，更新可能モード（pdfssync -k upd）と参照可能モード（pdfssync
                  -k ref）があり，同期の取得方法が異なります。ディスクの状態については，次のどちらかの方法で確認します。

               
                  	
                     HiRDBファイルシステム領域の状態表示コマンド（pdfstatfs -A）

                  

                  	
                     システムログファイルに出力されているKFPI21612-Eメッセージ

                  

               

               待機系のディスクに障害が発生した場合，待機系を停止させます。障害回復後に，pdstartコマンドで待機系を再開始してください。

               
                  (1)　更新可能モード（pdfssync -k upd）での同期の取得

                  pdfssyncコマンドの更新可能モードは，HiRDBファイルシステム領域を更新するコマンド，SQLと同時実行ができるモードです。更新可能モードでの回復方法を次に示します。

                  
                     (a)　更新可能モードでのHiRDBファイルシステム領域の回復方法

                     
                        	
                           障害が発生したデバイスを使用可能な状態にします。

                        

                        	
                           障害が発生したデバイスを，以前HiRDBファイルシステム領域を作成していたデバイスに交換する場合，シンボリックリンクを作成する前に次のコマンドで管理領域をクリアしてください。

                           dd if=/dev/zero of=新しいHiRDBファイルシステム領域のデバイス名 bs=4096 count=1

                        

                        	
                           pdfssyncコマンドを更新可能モードで実行し，障害が発生したHiRDBファイルシステム領域の同期を取得してください。HiRDBファイルシステム領域が次のどれかに該当する場合は，更新可能モードで同期の取得ができません。参照可能モードで実行してください。

                           
                              	
                                 フロントエンドサーバ，バックエンドサーバ，又はディクショナリサーバが存在しないシステムマネジャのユニットのHiRDBファイルシステム領域

                              

                              	
                                 監査証跡ファイルを格納しているHiRDBファイルシステム領域

                              

                              	
                                 システムログファイルの自動拡張を適用している場合，システムログファイルを格納しているHiRDBファイルシステム領域

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　回復時の注意事項

                     
                        	
                           更新可能モードでの回復中のHiRDBファイルシステム領域に対して，次のコマンド，ユティリティで更新しないでください。更新した場合，pdfssyncコマンドが正常に終了し，pdfstatfsコマンドで正常な状態に見えても，整合性の取れていない状態になるおそれがあります。

                           
                              	
                                 pdlogunld※

                              

                              	
                                 pdlogchg

                              

                              	
                                 pdcopy

                              

                              	
                                 pdrstr

                              

                              	
                                 pdfmkfs

                              

                              	
                                 pdloginit

                              

                              	
                                 pdlogrm

                              

                              	
                                 pdstsinit

                              

                              	
                                 pdstsrm

                              

                           

                           
                              	注※

                              	
                                 自動ログアンロード機能を使用して，回復対象のUTL用のHiRDBファイルシステム領域にアンロードログファイルを出力している場合，pdlogatulコマンドで自動ログアンロード機能を停止してください。使用可能なシステムログファイルが不足する可能性がある場合は，pdlogunldコマンドでシステムログファイルをアンロード済み状態にしてください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　参照可能モード（pdfssync -k ref）での同期の取得

                  参照可能モードは，HiRDBファイルシステム領域を更新するコマンド，SQLと同時実行ができないモードです。そのため，HiRDBファイルシステム領域が更新されないようにする必要があります。参照可能モードでの回復方法を次に示します。

                  
                     (a)　システムログファイルの回復方法

                     システムログファイルを格納しているデバイスに障害が発生した場合の回復方法を次に示します。

                     
                        	
                           障害が発生したデバイスを使用できる状態にします。

                        

                        	
                           障害が発生したデバイスを，以前HiRDBファイルシステム領域を作成していたデバイスに交換する場合，シンボリックリンクを作成する前に次のコマンドで管理領域をクリアしてください。

                           dd if=/dev/zero of=新しいHiRDBファイルシステム領域のデバイス名 bs=4096 count=1

                        

                        	
                           障害が発生したHiRDBファイルシステム領域に現用ファイルが含まれている場合，別のHiRDBファイルシステム領域に含まれるファイルグループにスワップするまで，pdlogswap
                              -d sysコマンドを実行します。

                        

                        	
                           障害が発生したHiRDBファイルシステム領域に配置したすべてのファイルグループを，pdlogcls -d sysコマンドでクローズします。

                        

                        	
                           pdlogls -d sysコマンドで状態を確認し，3.でクローズしたファイルグループが次のすべての条件を満たすまで待ちます。

                           
                              	
                                 ファイルグループのオープン状態がクローズ中

                              

                              	
                                 ファイルグループのアンロード状態がアンロード済み状態

                              

                              	
                                 HiRDB Datareplicatorによるデータ連動情報の抽出状態が抽出済み状態

                              

                              	
                                 pdlogchgコマンド又はpdlogunldコマンドで使用していない状態

                              

                              	
                                 ファイルグループのオンライン再編成上書き状態が，オンライン再編成上書き可能状態

                              

                           

                           pdlogls -d sysコマンドの結果と確認方法を次に示します。

                           pdlogls -d sys
HOSTNAME : host1(110029)
Group    Type Server   Gen No.  Status  Run ID    Block No.         Ex-Status
logfg01  sys  sds            13 oc-d--u 5afce1a5     8ba5     908c  --------
logfg02  sys  sds             e os----u 5afce1a5     64db     6c9d  --------
logfg03  sys  sds             f cn----u 5afce1a5     6c9e     745e  --------
logfg04  sys  sds            10 os----u 5afce1a5     745f     7c20  --------
logfg05  sys  sds            11 os----u 5afce1a5     7c21     83e2  --------
logfg06  sys  sds            12 os----u 5afce1a5     83e3     8ba4  --------

                           上記の結果から，logfg03が回復可能な状態であることが確認できます。下線部分の情報の詳細を次に示します。

                           
                              	
                                 ファイルグループのオープン状態（Statusの1つめ）

                                 'c'：クローズ中

                              

                              	
                                 ファイルグループのアンロード状態（Statusの3つめ）

                                 HiRDB Datareplicator連携をしていない場合

                                 '-'：アンロード済み状態

                                 HiRDB Datareplicator連携をしている場合

                                 '-'：アンロード済み，かつHiRDB Datareplicatorによるデータ連動情報の抽出済み状態

                              

                              	
                                 ファイルグループのHiRDBでの状態（Statusの5つめ）

                                 '-'：pdlogchg若しくはpdlogunldコマンドで使用していないか，又は回復処理で使用していない状態

                              

                              	
                                 ファイルグループのオンライン再編成上書き状態（Ex-Statusの1つめ）

                                 '-'：オンライン再編成上書き可能状態

                              

                           

                        

                        	
                           障害が発生したHiRDBファイルシステム領域に対して，pdfssyncコマンドを実行してディスクの同期をとります。

                        

                        	
                           3.でクローズしたファイルグループをpdlogopen -d sysコマンドでオープンします。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　シンクポイントダンプファイルの回復方法

                     シンクポイントダンプファイルを格納しているデバイスに障害が発生した場合の回復方法を次に示します。

                     
                        	
                           障害が発生したデバイスを使用できる状態にします。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に上書きできない状態のファイルグループが含まれている場合，pdlogsync -wコマンドで上書きできる状態にします。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に配置したすべてのファイルグループを，pdlogcls -d spdコマンドでクローズします。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に対して，pdfssyncコマンドを実行してディスクの同期をとります。

                        

                        	
                           3.でクローズしたファイルグループをpdlogopen -d spdコマンドでオープンします。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　ステータスファイルの回復方法

                     ステータスファイルを格納しているデバイスに障害が発生した場合の回復方法を次に示します。

                     
                        	
                           障害が発生したデバイスを使用できる状態にします。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に現用ファイルが含まれている場合，別のHiRDBファイルシステム領域に含まれる論理ファイルにスワップするまで，pdstsswapコマンドを実行します。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に配置したすべての論理ファイルを，pdstsclsコマンドでクローズします。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に対して，pdfssyncコマンドを実行してディスクの同期をとります。

                        

                        	
                           3.でクローズした論理ファイルをpdstsopenコマンドでオープンします。

                        

                     

                  
                  
                     (d)　RDエリアの回復方法

                     RDエリアの構成ファイルを格納しているデバイスに障害が発生した場合の回復方法を次に示します。

                     
                        	
                           障害が発生したデバイスを使用できる状態にします。

                        

                        	
                           障害が発生したディスクに配置しているすべてのRDエリアを，参照可能バックアップ閉塞状態※（pdhold -b），又はコマンド閉塞かつクローズ状態（pdhold -c）にします。

                        

                        	
                           pdfssyncコマンドでディスクの同期をとります。

                        

                        	
                           2.で閉塞させたRDエリアの閉塞状態を，RDエリアの閉塞解除コマンド（pdrels）で解除します。

                           
                              	注※

                              	
                                 参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード：pdhold -b -w）にする場合，更新するSQLのトランザクションは排他待ちになります。RDエリアの回復が完了するまでの時間を見積もり，トランザクションの排他待ち時間をシステム定義のpd_lck_wait_timeoutオペランド，又はクライアント環境定義のPDLCKWAITTIMEに設定してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (e)　監査証跡ファイルの回復方法

                     監査証跡ファイルを格納しているデバイスに障害が発生した場合の回復方法を次に示します。なお，監査証跡ファイルは，HiRDB起動中は回復できないため，HiRDBを停止させる必要があります。

                     
                        	
                           障害が発生したデバイスを使用できる状態にします。

                        

                        	
                           HiRDBを停止します。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に対して，pdfssyncコマンドを実行してディスクの同期をとります。

                        

                        	
                           HiRDBを開始します。

                        

                     

                  
                  
                     (f)　アンロードログファイルの回復方法

                     アンロードログファイルを格納しているデバイスに障害が発生した場合の回復方法を次に示します。

                     
                        	
                           障害が発生したデバイスを使用できる状態にします。

                        

                        	
                           自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatul -t -wコマンドで中断させます。pdlogunldコマンドでアンロードしている場合は，pdlogunldコマンドを中止させるか，又は出力先を障害が発生したHiRDBファイルシステム領域以外に変更してください。

                        

                        	
                           回復対象のHiRDBファイルシステム領域に対して，pdfssyncコマンドを実行してディスクの同期をとります。

                        

                        	
                           自動ログアンロード機能を使用している場合は，pdlogatul -bコマンドで再開始します。pdlogunldコマンドでアンロードしている場合は，出力先を障害が回復したHiRDBファイルシステム領域にして，コマンドの実行を再開します。

                        

                     

                  
                  
                     (g)　回復時の注意事項

                     
                        	
                           待機系のディスクに障害が発生して書き込みが失敗した場合，待機系へ系切り替え後の動作が保証できないため，待機系を停止します。この場合，待機系のディスク障害を回復してから，待機系を起動してください。

                        

                        	
                           回復作業中は，障害が発生したHiRDBファイルシステム領域を更新しないでください。次に示す更新を行うと，プライマリファイルとセカンダリファイルの間で，ファイルの内容に不整合が発生することがあります。

                           
                              	
                                 pdfmkfsコマンド

                              

                              	
                                 pdmodコマンド

                              

                              	
                                 pdloginitコマンド

                              

                              	
                                 pdlogrm コマンド

                              

                              	
                                 pdlogchgコマンド

                              

                              	
                                 pdlogunldコマンド

                              

                              	
                                 pdstsinitコマンド

                              

                              	
                                 pdstsrmコマンド

                              

                              	
                                 pdrstrコマンド

                              

                              	
                                 pdfrstrコマンド

                              

                              	
                                 pdfrmコマンド

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
            
               26.7.13　パブリッククラウド環境に関する運用時の注意事項

               Amazon Web Services環境上及びMicrosoft Azure環境上にクラスタ構成を適用する場合の注意事項を次に示します。

               
                  (1)　DRBDのレプリケーションパス障害時の注意事項

                  DRBDのaddressオプションに指定したレプリケーション対象のIPアドレス（以降，レプリケーションパスといいます）で障害が発生した場合，レプリケーション対象のノード間でデータが不一致となるため，HAモニタが次の表に示す制御を行い，待機系HiRDBを停止することがあります。

                  
                     表26‒101　レプリケーションパス障害時のHAモニタ制御
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 レプリケーションパス障害発生時の待機系HiRDBの状態

                              
                              	
                                 HAモニタのマルチスタンバイ機能使用有無（multistandbyオペランド指定値）

                              
                              	
                                 HAモニタの制御

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 待機状態

                              
                              	
                                 use

                              
                              	
                                 KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 nouse

                              
                              	
                                 レプリケーション対象のセカンダリ側のディスクステータスの状態を"Outdated"に変更します。

                                 
                                    	状態変更に成功した場合：

                                    	
                                       KAMN772-Wメッセージを出力後，待機系HiRDBの待機状態を維持します。

                                    

                                    	状態変更に失敗した場合：

                                    	
                                       KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 停止状態

                              
                              	
                                 use

                              
                              	
                                 レプリケーションパスが復旧する前に待機系HiRDBを起動した場合，KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 nouse

                              
                              	
                                 レプリケーションパスが復旧する前に待機系HiRDBを起動した場合，レプリケーション対象のセカンダリ側のディスクステータスの状態を"Outdated"に変更します。

                                 
                                    	状態変更に成功した場合：

                                    	
                                       KAMN772-Wメッセージを出力後，待機系HiRDBの起動処理を継続します。

                                    

                                    	状態変更に失敗した場合：

                                    	
                                       KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，待機系HiRDBを異常終了します。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力して待機系HiRDBが異常終了した場合，レプリケーションパス回復以降に「HiRDBの運用方法の違いは？」を参照して，待機系HiRDBを再起動してください。

                  KAMN772-Wメッセージを出力して，かつ待機状態を維持している待機系HiRDBについては，レプリケーションパス回復以降に待機系を再起動するなどの対処は不要です。

                  HAモニタの詳細な動作については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」を参照してください。

               
               
                  (2)　Microsoft Azure環境に関する注意事項

                  
                     (a)　Azureロードバランサー制御使用時の注意事項

                     
                        	
                           HiRDBを系切り替えした直後，HiRDBへの接続処理がエラーとなります。これは，Azureロードバランサーが正常性プローブ応答の途絶を認識するまでに最小でも10秒程度掛かるためです。この時間はAzureロードバランサーの正常性プローブの設定によって変化します。

                           なお，クライアント環境定義PDAUTORECONNECTにYESを指定して自動再接続機能を使用すれば，接続処理がエラーになっても自動的に再接続できます。

                        

                        	
                           Microsoft Azureの制限に伴い，HiRDBの実行系サーバ上に配置したHiRDBクライアントから，内部ロードバランサーを経由して同一サーバ内のHiRDBに接続することはできません。そのため，UAPや次に示すコマンド・ユティリティをHiRDBの実行系サーバ上で実行する場合は，PDHOST環境変数に接続するHiRDBサーバのホスト名又はIPアドレスを指定してください。

                           
                              	
                                 pdsql

                              

                              	
                                 マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」の「環境変数に設定したクライアント環境変数の制限事項」の「■指定を有効とするクライアント環境変数（その2）」及び「■指定を有効とするクライアント環境変数（その3）」に示されるユティリティ

                              

                           

                        

                     

                  
               
            
         
         
            26.8　1:1スタンバイレス型系切り替えの運用

            
               26.8.1　HiRDBの運用方法の違いは？

               系切り替え機能を使用する場合は，使用しない場合に比べて次に示す運用方法が異なります。

               
                  (1)　HiRDBの開始方法

                  
                     (a)　1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合

                     HiRDBを開始するときに実行するコマンドを次の表に示します。

                     
                        表26‒102　HiRDBを開始するときに実行するコマンド（1：1スタンバイレス型系切り替え機能使用時）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    目的

                                 
                                 	
                                    実行するコマンド

                                 
                                 	
                                    備考

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    正規BESユニットの開始

                                 
                                 	
                                    pdstart -q

                                 
                                 	
                                    代替中で正規BESユニットが停止している場合にこのコマンドを実行すると，正規BESユニットが待機状態※１になります。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    代替BESユニットの開始

                                 
                                 	
                                    pdstart -q

                                 
                                 	
                                    代替BESユニット内の代替部も一緒に開始します。正常状態の場合は代替部が待機状態※２になります。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    代替部の開始

                                 
                                 	
                                    pdstart -q -c

                                 
                                 	
                                    自動的に開始するので代替部を停止，切り戻したとき以外は，実行する必要がありません。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           サーバ単位の開始はできません。

                        

                        	注※１

                        	
                           正規BESユニットが待機状態でないと正規BESユニットに系を切り戻せません（代替中から正常状態に戻れません）。正規BESユニットが待機状態の場合は，pdls -d
                              haコマンドの実行結果で系の状態がSBYと表示されます。

                        

                        	注※２

                        	
                           代替部が待機状態でないと系を切り替えられません。代替BESユニットが待機状態の場合は，pdls -d haコマンドの実行結果で系の状態がSBYと表示されます。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　注意事項

                     
                        	共通の注意事項

                        	
                           
                              	
                                 pdstart -qコマンドを実行する場合は，最初のユニットを開始した時点から20分以内に全ユニットを開始するようにしてください。20分以内に全ユニットを開始できない場合はHiRDBの開始処理を中止します。なお，この20分という制限時間はpd_reduced_check_timeオペランドの値によって変わります。20分はこのオペランドの省略値です。

                              

                              	
                                 待機系HiRDBでpdstartコマンドを実行する場合はオプションの指定に制限があります。-iオプション，-rオプション，及びdbdestroyオプションを指定できません。

                              

                              	
                                 pdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行する前に共有リソースを活性化してください。なお，HAモニタによるサーバモードの系切り替え機能を使用している場合は，pdstart
                                    -r -t又はpdstart -R -tコマンドを実行すると，HiRDBの開始と同時に共有リソースを活性化できます。このとき活性化するリソースは，HAモニタのservers定義ファイルに定義している，共有ディスク，IPアドレスなどです。

                              

                              	
                                 pdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行する場合は，実行系及び待機系HiRDBを終了した後にpdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行してください。pdstart
                                    -r又はpdstart -RコマンドでHiRDBを開始した場合，HiRDBは系切り替えの対象になりません。データベースの回復処理などが終了した後に，一度HiRDBを終了してから実行系及び待機系HiRDBを開始してください。

                              

                           

                        

                        	1：1スタンバイレス型系切り替え機能使用時の注意事項

                        	
                           ここで説明する注意事項はHitachi HA Toolkit Extensionを使用しているときだけ該当します。Hitachi HA Toolkit Extensionを使用していない場合は該当しません。

                           正規BESユニットと代替BESユニットは片方を開始してから20分以内に他方を開始してください。実行系ユニットが開始していない状態で待機系ユニットを開始すると，待機系ユニットは実行系ユニットの開始完了を待ち合わせます。待ち合わせ時間内に実行系ユニットが開始しない場合，待機系ユニットはアボートコードPhi1012を出力して異常終了します。

                           なお，正常時は正規BESユニットが実行系になり，代替部が待機系になります。代替中は代替部が実行系になり，正規BESユニットが待機系になります。

                        

                        	Hitachi HA Toolkit Extension使用時の注意事項

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動しないでHiRDBを開始すると，両系とも待機系として開始してしまいます。この場合は次の表に示す手順で対処してください。

                           
                              表26‒103　Hitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動しないでHiRDBを開始したときの対処方法
                              
                                 
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          条件

                                       
                                       	
                                          対処方法

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          1：1スタンバイレス型系切り替え機能を適用しているユニットの場合

                                       
                                       	
                                          KFPS01854-Eメッセージを出力して正規BESユニットが異常終了します（アボートコードはPsadhfe）。代替部は正規BESユニットが開始するのを待ち合わせています。次に示す手順で対処してください。

                                          〈手順〉

                                          
                                             	
                                                正規BESユニットでHitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動します。

                                             

                                             	
                                                正規BESユニットを開始します。

                                             

                                             	
                                                待ち合わせ時間を経過しているため，代替部の待機状態が解除されている場合，正規BESユニットの開始処理が完了したことを確認※してから，代替部を待機状態にしてください。

                                             

                                          

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                           
                              	注※

                              	
                                 ユニットの開始処理が完了したことを確認するには次に示す方法があります。

                                 
                                    	
                                       pdlsコマンドの実行結果のSTATUSにACTIVEと表示されている

                                    

                                    	
                                       KFPS05210-I又はKFPS05110-Iメッセージが出力されている

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	HAモニタ使用時の注意事項

                        	
                           実行系ユニットを開始する場合，HAモニタのmonshowコマンドで待機系ユニットが停止していることを確認してから，実行系ユニットを開始してください。なお，monshowコマンドを実行すると，停止している系は表示されません。待機系の状態が表示された場合は停止していないことを示します。

                           また，実行系ユニットを停止した直後に実行系ユニットを開始すると，待機系ユニットが停止処理中のために，実行系ユニットがKFPS01878-I及びKFPS00715-Eメッセージを出力して開始できない場合があります。実行系ユニットが開始できなかった場合には，次の手順で開始してください。

                           
                              	
                                 HAモニタのmonshowコマンドで待機系ユニットが停止していることを確認してください。

                              

                              	
                                 pdrpauseコマンドを実行して，プロセスサーバプロセスを再起動してください。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドで実行系ユニットを開始してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDBの終了方法

                  
                     (a)　1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合

                     1：1スタンバイレス型系切り替え機能使用時のHiRDBの終了方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒104　1：1スタンバイレス型系切り替え機能使用時のHiRDBの終了方法
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    目的

                                 
                                 	
                                    実行するコマンド

                                 
                                 	
                                    備考（ほかのユニット又は代替部への影響）

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    HiRDBの終了

                                 
                                 	
                                    pdstop

                                 
                                 	
                                    代替BESを意識した操作は必要ありません。代替中でも操作は変わりません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    正規BESユニットの終了

                                 
                                 	
                                    pdstop -u

                                 
                                 	
                                    代替部の待機状態※１が解除されます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    代替BESユニットの終了

                                 
                                 	
                                    正常時

                                 
                                 	
                                    pdstop -u

                                 
                                 	
                                    代替BESユニット内の代替部の待機状態※１が解除されます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    代替中

                                 
                                 	
                                    代替BESユニット内の代替部も停止します。

                                    また，正規BESユニットが待機状態※２の場合は，待機状態を解除します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    代替中の代替部の終了

                                 
                                 	
                                    pdstop -u

                                 
                                 	
                                    ユニット識別子には正規BESユニットのユニット識別子を指定します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    代替部の待機状態の解除

                                 
                                 	
                                    hatesbystp※３

                                 
                                 	
                                    なし。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    正規BESユニットの待機状態の解除

                                 
                                 	
                                    hatesbystp※４

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注

                        	
                           サーバ単位の終了はできません。

                        

                        	注※１

                        	
                           代替部が待機状態でないと代替BESユニットに系を切り替えられません。代替部が待機状態の場合は，pdls -d haコマンドの実行結果で系の状態がSBYと表示されます。

                        

                        	注※２

                        	
                           正規BESユニットが待機状態でないと正規BESユニットに系を切り戻せません（代替中から正常状態に戻れません）。正規BESユニットが待機状態の場合は，pdls -d
                              haコマンドの実行結果で系の状態がSBYと表示されます。

                        

                        	注※３

                        	
                           HAモニタのmonsbystpコマンド又はHitachi HA Toolkit Extensionのhatesbystpコマンドで，代替部の待機状態を解除します。なお，hatesbystpコマンドには，待機状態を解除する代替部に対応する正規BESユニットのエイリアス名を指定してください。

                        

                        	注※４

                        	
                           HAモニタのmonsbystpコマンド又はHitachi HA Toolkit Extensionのhatesbystpコマンドで，正規BESユニットの待機状態を解除します。なお，hatesbystpコマンドには，待機状態を解除する正規BESユニットのユニット識別子を指定してください。

                        

                     

                     代替BESユニット又は正規BESユニットの終了方法を例で説明します。

                     
                        	（例1）正規BESユニットを終了する場合（正常時，片方向代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdstop -uコマンドで正規BESユニット（UNT1）を停止します。正規BESユニット（UNT1）を停止すると，代替BESユニット（UNT2）のBES1の代替部も自動で停止します。正規BESユニット（UNT1）を停止しないでBES1の代替部だけを停止したい場合はhatesbystp
                                    UNT1を実行してください。

                              

                           

                           なお，停止中の正規BESユニット（UNT1）を開始する場合は，次に示す手順で開始してください。

                           
                              	
                                 pdstart -qコマンドで正規BESユニット（UNT1）を開始します。

                              

                              	
                                 pdstart -q -cコマンドでBES1の代替部を待機状態にします。

                              

                           

                        

                        	（例2）代替BESユニットを終了する場合（正常時，片方向代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdstop -uコマンドで代替BESユニット（UNT2）を停止します。

                              

                           

                           なお，停止中の代替BESユニット（UNT2）を開始する場合は，次に示す手順で開始してください。

                           
                              	
                                 pdstart -qコマンドで代替BESユニット（UNT2）を開始します。このとき，BES1の代替部も待機状態になります。

                              

                           

                        

                        	（例3）正規BESユニットを終了する場合（正常時，相互代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdstop -uコマンドで正規BESユニット（UNT1）を停止します。正規BESユニット（UNT1）を停止すると，BES2の代替部，及び代替BESユニット（UNT2）のBES1の代替部が自動で停止します。正規BESユニット（UNT1）を停止しないでBES1の代替部だけを停止したい場合はhatesbystp
                                    UNT1を実行してください。

                              

                           

                           なお，停止中のユニット（UNT1）を開始する場合は，次に示す手順で開始してください。

                           
                              	
                                 pdstart -qコマンドでユニット（UNT1）を開始します。このとき，BES2の代替部も待機状態になります。

                              

                              	
                                 pdstart -q -cコマンドでBES1の代替部を待機状態にします。

                              

                           

                        

                        	（例4）代替BESユニットを終了する場合（代替中，片方向代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdstop -uコマンドで代替BESユニット（UNT2）を停止します。

                              

                           

                           なお，正常状態に戻す場合は，次に示す手順で開始してください。

                           
                              	
                                 BES1用のパッケージを切り戻してください。この操作はHitachi HA Toolkit Extensionを使用しているときだけ必要になります。

                              

                              	
                                 pdstart -qコマンドで代替BESユニット（UNT2）を開始します。

                              

                              	
                                 pdstart -qコマンドで正規BESユニット（UNT1）を開始します。

                              

                           

                        

                        	（例5）代替BESユニットを終了する場合（代替中，相互代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                     

                     注※　BES2の代替部は起動していない状態です。

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 pdstop -uコマンドで代替BESユニット（UNT2）を停止します。代替BESユニット（UNT2）を停止すると，BES1の代替部が自動で停止します。また，正規BESユニット（UNT1）が待機状態の場合は待機状態を自動で解除します。

                              

                           

                           なお，正常状態に戻す場合は，次に示す手順で開始してください。

                           
                              	
                                 BES1用のパッケージを切り戻してください。この操作はHitachi HA Toolkit Extensionを使用しているときだけ必要になります。

                              

                              	
                                 pdstart -qコマンドでユニット（UNT2）を開始します。

                              

                              	
                                 pdstart -qコマンドでユニット（UNT1）を開始します。

                              

                           

                        

                        	（例6）代替部を終了する場合（代替中，片方向代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 hatesbystpコマンドでユニット（UNT1）を停止します。

                              

                              	
                                 pdstop -uコマンドでユニット（UNT2）を停止します。

                              

                           

                           なお，正常状態に戻す場合は，次に示す手順で開始してください。

                           
                              	
                                 BES1用のパッケージを切り戻してください。この操作はHitachi HA Toolkit Extensionを使用しているときだけ必要になります。

                              

                              	
                                 pdstart -qコマンドでユニット（UNT1）を開始します。

                              

                           

                        

                        	（例7）代替部の待機状態を解除する場合（正常時，相互代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 hatesbystpコマンドでBES2の代替部の待機状態を解除します。

                              

                           

                           なお，停止中のBES2の代替部を待機状態にする場合は，次に示す手順で待機状態にしてください。

                           
                              	
                                 pdstart -q -cコマンドでBES2の代替部を待機状態にします。

                              

                           

                        

                        	（例8）待機状態のユニットを停止する場合（代替中，相互代替構成）

                        	
                           [image: [図データ]]

                        

                     

                     注※　BES2の代替部は起動していない状態です。

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 hatesbystpコマンドでユニット（UNT1）を停止します。

                              

                           

                           なお，停止中のユニット（UNT1）を待機状態にする場合は，次に示す手順で待機状態にしてください。

                           
                              	
                                 pdstart -qコマンドでユニット（UNT1）を待機状態にします。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (3)　状態の確認

                  
                     (a)　ユニット，及びサーバの稼働状態

                     系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒105　系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d svr

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          ホスト名（系切り替え後も，現用系ホスト名（正規BESのホスト名）を表示）

                                       

                                       	
                                          ユニットの稼働状態（系切り替え後も，正規BESユニットのユニット識別子を表示）

                                       

                                       	
                                          サーバの稼働状態

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　系の状態確認

                     系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒106　系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d ha

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          正規BESユニットのホスト名及び状態（実行中／待機中／停止）

                                       

                                       	
                                          代替BESユニットのホスト名及び状態（実行中／待機中／停止）

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    monshow（HAモニタ使用時だけ）

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          自系のホスト名及び状態※1

                                       

                                       	
                                          他系のホスト名及び状態※2

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    hateshow（Hitachi HA Toolkit Extension使用時だけ）

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          自系の状態※3

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1　次の分類で状態を表示します。

                        	
                           実行処理中／待機処理中／実行サーバとして起動中／待機サーバとして起動中／実行サーバとして停止処理中／待機サーバとして停止処理中／実行サーバとして再起動待ち中／待機サーバとして再起動待ち中／サーバ切り替え待ち中／連動サーバ切り替え待ち中

                        

                        	注※2　次の分類で状態を表示します。

                        	
                           実行処理中／待機処理中／実行サーバとして起動中／待機サーバとして起動中／実行サーバとして停止処理中／待機サーバとして停止処理中／実行サーバとして再起動待ち中

                        

                        	注※3　次の分類で状態を表示します。

                        	
                           実行サーバの起動完了／待機サーバの起動完了／実行サーバの起動中／待機サーバの起動中／実行サーバの停止処理中／待機サーバの停止処理中／実行サーバの再起動待ち状態／サーバ未起動

                        

                     

                  
                  
                     (c)　コマンド又はユティリティを実行できるか確認する方法

                     現用系のシステムマネジャユニットでpdls -d svrコマンドを実行してください。

                     
                        	
                           現用系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが0の場合

                           現用系が実行系のため，現用系でコマンド又はユティリティを実行してください。

                        

                        	
                           現用系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが8の場合，又はpdls -d svrコマンドが実行できない場合（リモートシェル実行不可，ログイン不可など）

                           予備系が実行系の可能性があります。予備系のシステムマネジャユニットで，pdls -d svrコマンドを実行し，予備系が実行系になっていることを確認してください。

                        

                        	
                           現用系又は予備系で実行したpdls -d svrコマンドの終了ステータスが4の場合

                           一部のユニットが停止しているか，HiRDBが開始処理中又は終了処理中の可能性があります。

                           一部のユニットが停止している場合は，停止中のユニットを開始してください。障害でユニットが停止している場合は，syslogfileに出力されたメッセージを参照して障害原因を取り除いた後に，停止中のユニットを開始してください。

                           HiRDBが開始処理中又は終了処理中の場合は，5秒程度の間隔でpdls -d svrコマンドを終了ステータスが4でなくなるまで繰り返し実行してください。pd_system_complete_wait_timeオペランドに指定した時間を目安に，pdls
                              -d svrコマンドを繰り返し実行してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　統計ログファイルの運用

                  1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合，統計ログファイルは，二つのファイル（pdstj1，pdstj2）から構成されています。これらのファイルは現用系HiRDBシステムに一組作成されます。切り替え先では代替BESユニットの統計ログファイルを共用するため，予備系用のファイルは作成されません。したがって，HiRDB管理者は，正規BESユニットのファイルと代替BESユニットのファイルで運用してください。

                  
                     (a)　アンロード統計ログファイルの作成

                     系切り替えが発生した場合，切り替わり先ホストで使用する統計ログファイルは，切り替え先の代替BESユニットが使用中のファイルです。統計ログ出力先ファイルは，それぞれのホストに分散しているので，アンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成してください。

                     アンロード統計ログファイルを作成するタイミングは，次のとおりです。

                     
                        	
                           統計ログファイルがスワップしたとき

                        

                        	
                           系切り替えが発生したとき

                        

                     

                     系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（1:1スタンバイレス型系切り替えの場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒114　系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（1:1スタンバイレス型系切り替えの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	ポイント

                        	
                           統計ログファイルは各サーバマシンで同じファイル名になるので，そのまま同じ名称でアンロード統計ログファイルを作成しないようにしてください。HiRDBが提供するシェルスクリプト（pdstjacm）を使用する場合も，同じ名称にならないようにシェルスクリプトを変更して使用してください。

                           また，統計ログファイルは系が切り替わると，切り替え先のホストとして扱います。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　系が切り替わった後の統計情報の取得処理

                     ここでは，代替中の統計情報の取得処理について説明します。代替中の正規BESの統計情報を取得するかどうかは代替BESの統計情報の取得有無に従います。取得する統計情報の種類も代替BESと同じになります。代替中の統計情報の取得処理を次の図に示します。

                     
                        図26‒115　代替中の統計情報の取得処理
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	〔説明〕

                        	
                           代替中の場合，BES1とBES2の統計情報の取得処理は次のようになります。

                           
                              	
                                 BES1：代替BES（BES3）と同じbuf，dfwを取得します。

                              

                              	
                                 BES2：代替BES（BES4）と同じsysを取得します。

                              

                           

                           BES3とBES4については変わりありません。

                           代替BESユニット（UNT2）の統計ログファイルには，BES3とBES4の統計情報に加えて，BES1とBES2の統計情報が出力されます。

                        

                        	備考

                        	
                           代替中の正規BESと代替BESの統計情報の取得有無，及び取得する統計情報の種類が同じになります。図「代替中の統計情報の取得処理」を例にして説明します。

                           
                              	
                                 BES3の統計情報の取得をpdstendコマンドでやめると，BES1の統計情報も取得されなくなります。同様に，BES1の統計情報の取得をpdstendコマンドでやめると，BES3の統計情報も取得されなくなります。

                              

                              	
                                 BES3の取得する統計情報の種類をpdstbegin又はpdstendコマンドで変更すると，BES1の統計情報の種類も変更されます。同様に，BES1の取得する統計情報の種類をpdstbegin又はpdstendコマンドで変更すると，BES3の統計情報の種類も変更されます。

                              

                           

                        

                        	系を切り戻した場合

                        	
                           系を切り戻した場合（代替中から正常状態に戻した場合），正規BESの統計情報の取得有無，及び取得する統計情報の種類は次に示すオペランドの指定に従います。

                           
                              	
                                 pd_statistics

                              

                              	
                                 pdstbegin

                              

                           

                           したがって，pdstbeginコマンドで統計情報の取得有無を変更している場合，又は取得している情報の種類を変更している場合は，再度pdstbeginコマンドを実行する必要があります。

                        

                     

                  
                  
                     (c)　統計解析ユティリティの実行

                     正規BESユニット，及び代替BESユニットで作成したアンロード統計ログファイルを入力情報として，統計解析ユティリティを実行してください。このとき，系切り替え前のファイルはOSのコマンドなどを使用して手動でコピーする必要があります。なお，系切り替え中のサーバの統計情報は，代替BESユニットに属するサーバの情報として処理されます。

                     ただし，障害などで系が切り替わった場合，切り替わる直前の統計ログのファイルを正しく取得されていません。このため，統計解析ユティリテイを実行しても誤差が発生することがありますので，この点を考慮した上でチューニングなどに使用してください。

                  
               
            
            
               26.8.2　計画系切り替え

               ここでは計画系切り替えの方法について説明します。

               代替BESユニットに計画系切り替えをする場合は，代替部が待機状態である必要があります。正規BESユニットに系を切り戻す場合は，正規BESユニットが待機状態である必要があります。計画系切り替えの手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉代替BESユニットに系を切り替える場合

                  	
                     [image: [図データ]]

                     
                        	
                           pdstop -zコマンドで正規BESユニットを終了します。この操作はクラスタソフトウェアがHAモニタ以外のときだけ行ってください。

                           また，Hitachi HA Toolkit Extensionのtermcommandオペランドにpdstopコマンドを指定している場合は，2のコマンドの延長でHitachi
                              HA Toolkit Extensionがpdstopコマンドを実行するため，pdstopコマンドを実行する必要はありません。

                        

                        	
                           クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonswapコマンド）で計画系切り替えをしてください。計画系切り替えの方法については，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                        

                     

                  

               

               前記の手順で計画系切り替えをすると，代替BESユニットで正規BESユニットの処理が行われます。正規BESユニットは停止中になります。正常状態に戻す場合は次に示す手順で再度計画系切り替えをしてください。

               
                  	〈手順〉正規BESユニットに系を切り戻す場合

                  	
                     [image: [図データ]]

                     
                        	
                           pdstart -qコマンドで正規BESユニットを待機状態にします。

                        

                        	
                           クラスタソフトウェアのコマンド（HAモニタの場合はmonswapコマンド）で計画系切り替えをしてください。このとき，代替部の待機状態が解除されます。

                        

                        	
                           pdstart -q -cコマンドで代替部を待機状態にします。

                        

                     

                  

               

            
            
               26.8.3　連動系切り替え

               ここでは，クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合の連動系切り替え方法について説明します。HAモニタ以外のクラスタソフトウェアで連動系切り替えをする場合は，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

               
                  (1)　HiRDB Datareplicatorとの連動系切り替え

                  HiRDB Datareplicatorを使用する場合，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorで連動系切り替えをする必要があります。この場合，HiRDBとHiRDB
                     DatareplicatorをHAモニタのgroupオペランドで同じサーバグループとして定義してください。連動系切り替えの定義方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ」を参照してください。HiRDB Datareplicatorの系切り替え運用については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能 HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                  
                     	自動系切り替え

                     	
                        実行系に障害が発生した場合は自動的に待機系に切り替えます。HiRDB管理者及びHiRDB Datareplicator管理者の操作は必要ありません。

                     

                     	計画系切り替え

                     	
                        HAモニタのmonswapコマンドで，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorを計画系切り替えできます。

                     

                     	HiRDBの系が切り替わった場合

                     	
                        障害によってHiRDBの系が切り替わった場合，実行系HiRDB Datareplicatorを強制終了させてHiRDB Datareplicatorの系を切り替えてください。

                     

                     	HiRDB Datareplicatorに障害が発生した場合

                     	
                        HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は実行系で再開始するため，系を切り替えません。なお，HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は，HiRDB及びHiRDB
                           Datareplicatorを連動系切り替えできません。

                     

                  

               
               
                  (2)　計画系切り替えとの関係

                  連動系切り替えの定義をしておくと，HAモニタのmonswapコマンドの計画系切り替えを連動系切り替えで行えます。

               
            
            
               26.8.4　系が切り替わった後の運用方法

               IPアドレスを引き継ぐ場合は現用系と予備系のホスト名が同じであるため，系切り替えが発生しても特に運用は変わりません。IPアドレスを引き継がない場合は現用系と予備系のホスト名が異なるため，次に示す運用が必要になります。

               
                  (1)　運用コマンド及びユティリティ

                  
                     	
                        系が切り替わった後も，運用コマンドやユティリティに指定するホスト名又はユニット識別子を変更する必要はありません。ホスト名には現用系（又は正規BESユニット）のホスト名を常に指定します。pdunitオペランドの-xオプションで指定したホスト名を指定します。

                     

                     	
                        できるだけユニット識別子を指定してください。そうすれば，ホスト名を意識する必要がありません。

                     

                     	
                        HiRDB/シングルサーバの場合は，運用上のトラブルを避けるためホスト名を省略することをお勧めします。ホスト名を指定するのはユティリティ専用ユニットを操作するときだけにしてください。

                     

                     	
                        運用コマンドの処理結果には代替BESユニットのホスト名が表示されます。

                     

                  

               
               
                  (2)　メッセージ

                  正規BESユニットに対する処理のメッセージには正規BESユニットのホスト名又はユニット識別子が表示されます。

               
               
                  (3)　統計情報の取得

                  系が切り替わった後の統計情報の取得処理については，「系が切り替わった後の統計情報の取得処理」を参照してください。

               
            
            
               26.8.5　障害発生時のHiRDB管理者の処置

               
                  (1)　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置

                  障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置を次の表に示します。

                  
                     表26‒107　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置（系切り替え機能使用時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害の種類

                              
                              	
                                 システムの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 サーバ障害が発生しました（HiRDBだけが異常終了しました）。

                              
                              	
                                 HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランド※の指定に従います。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」を参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 系障害が発生しました。

                              
                              	
                                 系を切り替えて，切り替え先の系でHiRDBを再開始します。ただし，系障害の種類によっては系を切り替えないこともあります。系を切り替えるかどうかはクラスタソフトウェアの仕様に依存します。クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」又は障害原因のマニュアルを参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの再開始処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランド※の指定に従います。

                              
                           

                           
                              	
                                 系切り替え処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 システムを停止します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        系が切り替わったときに引き継ぐ情報は，HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報と同じです。HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報については，「HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報」を参照してください。

                     

                     	注※

                     	
                        switchtypeオペランドの指定によって処理が異なります。HAモニタのswitchtypeオペランドについては，「HAモニタに関する準備」を参照してください。Hitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドについては，「Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　1：1スタンバイレス型系切り替え機能を使用している場合

                  障害対策後，計画系切り替えで正規BESユニットに系を切り戻してください（代替中から正常状態に戻してください）。計画系切り替えの方法については，「計画系切り替え」を参照してください。

               
            
            
               26.8.6　1:1スタンバイレス型系切り替え機能使用時の注意事項

               
                  (1)　代替BESユニット又は代替部を再度開始する必要がある操作

                  次の表に示す操作内容を実施したあと，実行系サーバを配置しているユニットの再起動を実施したかどうか※1で，代替部を再度開始する必要があります。代替部を再度開始しないと，系切り替えが発生したときに代替部が異常終了します。

                  
                     表26‒108　代替BESユニット又は代替部を再度開始する必要がある操作
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 分類

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 代替BESユニット（代替部）を再度開始する必要の有無

                              
                           

                           
                              	
                                 操作内容

                              
                              	
                                 実行系サーバを配置しているユニットの再起動の有無※1

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 SQLの実行

                              
                              	
                                 定義系SQLの実行

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBシステム構築後最初の抽象データ型の

                                 定義（CREATE TYPE文の実行）

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 運用コマンド

                                 又は

                                 ユティリティの

                                 実行

                              
                              	
                                 構成変更ユティリティ（pdmod）の実行

                              
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域

                                 の世代登録

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域

                                 の世代削除

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 監査人の登録

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 RDエリアの属性変更

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 監査証跡表の作成

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 上記以外の操作

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ○※2

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○※2

                              
                           

                           
                              	
                                 pddbchgコマンドの実行

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 オンライン再編成の実行

                                 （pdorbegin，pdorendコマンドの実行）

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBシステム構築後最初のpdplgrgst

                                 コマンドの実行（CREATE TYPE文の実行）

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 システム

                                 共通定義の変更

                              
                              	
                                 次のどれかの定義の変更

                                 
                                    	
                                       グローバルバッファの定義（pdbuffer）

                                    

                                    	
                                       RDエリアの最大数（pd_max_rdarea_no）

                                    

                                    	
                                       RDエリアを構成するHiRDBファイルの

                                       最大数（pd_max_file_no）

                                    

                                    	
                                       インナレプリカグループの最大数

                                       （pd_inner_replica_control）

                                    

                                    	
                                       表予約数の最低保証値

                                       （pd_assurance_table_no）

                                    

                                    	
                                       インデクス予約数の最低保証値

                                       （pd_assurance_index_no）

                                    

                                 

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                     
                        
                           	（凡例）

                           	
                              ○：代替部を再度開始する必要があります。

                              −：代替部を再度開始する必要はありません。

                           

                           	注※1

                           	
                              クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合は該当しません。HAモニタの場合は，pdstopコマンドで実行系サーバを配置しているユニットを停止すると，代替BESユニット又は代替部も連動して停止するため，”なし”を参照してください。

                           

                           	注※2

                           	
                              DSを配置しているユニットに高速系切り替え機能を適用している場合，その待機系ユニットの再起動も実施する必要があります。実施していない場合，そのユニットで系切り替えが発生すると異常終了します。

                           

                        

                     

                  
                  代替部が異常終了した場合は，pdstart -q -cコマンドで代替部を開始してください。

                  なお，代替中に前記の操作をした場合は，正規BESユニットを一度終了してから再度開始してください。正規BESユニットを再度開始しないと，系切り替え（系の切り戻し）が発生したときに正規BESユニットが異常終了します。正規BESユニットが異常終了した場合は，正規BESユニットをpdstart
                     -qコマンド又はpdstart -uコマンドで開始してください。

               
               
                  (2)　RDエリアのオープン契機について

                  1：1スタンバイレス型系切り替え機能では系の切り替え時間を最小限に抑えるため，系切り替えの発生時に全面回復で必要なRDエリアだけをオープンして，そのほかのRDエリアはオープンしません。したがって，正規BES下のRDエリアのオープン契機は次のようになります。

                  
                     	
                        系切り替えが発生した場合，系の切り戻し時に代替部の全プロセスが終了しないかぎり系を切り戻せないため，代替部のRDエリアのオープン契機はSCHEDULE属性になります。

                     

                     	
                        障害が回復して正規BESに系を切り戻した場合，正規BES下のINITIAL又はDEFER属性のRDエリアのオープン契機はDEFER属性になります。SCHEDULE属性のRDエリアはSCHEDULE属性のままです。

                     

                  

                  RDエリアのオープン契機については，「RDエリアのオープン契機を変更する方法（RDエリアの属性変更）」を参照してください。

               
               
                  (3)　運用コマンド実行時の制限

                  
                     	
                        HiRDBの停止中に運用コマンドを実行する場合は，実行系と待機系の両方のHiRDBが終了している必要があります。ただし，pdstartコマンドを除きます。

                     

                     	
                        HiRDBの稼働中に待機系HiRDBで実行できる運用コマンドはありません。

                     

                  

               
               
                  (4)　HiRDBシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更時の注意事項

                  HiRDBのシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更をする場合，クラスタソフトウェアのコマンドでHiRDBを終了しないでください。pdstopコマンドでHiRDBだけを正常終了して，HiRDBシステム定義の変更又はHiRDBの構成変更をしてください。その後，pdstartコマンドでHiRDBだけを正常開始してください。

               
               
                  (5)　共有ディスク上に作成したHiRDBファイルにアクセスできないときの対処方法

                  クラスタソフトウェアの制御によってHiRDB停止中は，両方の系から共有ディスク上に作成したHiRDBファイルを操作できなくなることがあります。この場合，OSのコマンドでディスクを活性化する必要があります。

               
               
                  (6)　Hitachi HA Toolkit Extension使用時の注意事項

                  Hitachi HA Toolkit Extensionでは待機系ユニットは実行系ユニットの開始を待ち合わせません。このため，待機系ユニットが開始していない実行系ユニットにコマンドを発行した場合，エラーとなって待機系ユニットがアボート（Phi1012）することがあります。したがって，待機系ユニットは実行系ユニットの開始完了を待ってから開始してください。実行系ユニットの開始完了を待たないで，待機系ユニットを開始すると待機系ユニットがアボート（Phi1012）することがあります。

               
               
                  (7)　UAPに関する注意事項

                  系切り替えが発生した場合，クライアントとの接続が終了してデータベースの状態はトランザクションを開始する前の状態に戻ります。必要に応じて処理を再実行してください。

               
               
                  (8)　pdsetupコマンド実行時の注意事項

                  HiRDBの強制終了中，及び異常終了中にpdsetup -dコマンドを実行するときは注意が必要です。このコマンドの応答にYを指定しないでください。Yを応答すると，その後HiRDBを開始できなくなることがあります。

               
               
                  (9)　HAモニタ使用時の注意事項

                  HAモニタ使用時の注意事項を次に示します。

                  
                     	
                        サーバ※１の起動時，現用系（HAモニタのserver定義文のinitオペランドにonlineを指定した系）を含むすべての系で実行サーバの起動待ち状態※２になった場合，HAモニタのmonactコマンドを実行し，現用系を※３実行系として起動してください。

                     

                  

                  
                     	注※１

                     	
                        1：1スタンバイレス型系切り替え機能を適用したユニットの場合は，サーバをユニットと読み替えてください。

                     

                     	注※２

                     	
                        HAモニタのmonshowコマンドを実行したとき，*SBY*と表示される状態のことです。

                     

                     	注※３

                     	
                        予備系（HAモニタのservers定義のinitオペランドにstandbyを指定した系）のサーバをmonactコマンドで実行系として起動した場合，実行系の起動が完了するまで，次に示すメッセージが現用系で繰り返し出力されることがあります。実行系の起動が完了するとこれらのメッセージは出力されなくなります。

                        
                           	
                              KFPS05608-I

                           

                           	
                              KAMN305-E

                           

                           	
                              KAMN222-I

                           

                        

                        KAMN305-E及びKAMN222-IはHAモニタが出力するメッセージです。

                     

                  

               
               
                  (10)　現用系と待機系のOSの時刻が大きくずれているときの注意事項

                  現用系マシンと待機系マシンのOSの時刻が大きくずれている（待機系マシンの時刻の遅れが系切り替えに掛かる時間よりも大きい）場合，HiRDBは，時刻を遅らせた場合に行う対処を誤ったときと同じ影響を受けます。

                  OSの時刻を変更する方法については，「OSの時刻を変更する方法」を参照してください。

               
            
            
               26.8.7　サーバ障害以外の障害が発生した場合に系を切り替える方法

               ここでは，次に示す障害が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。

               
                  	
                     サーバプロセスの異常終了が多発した場合

                  

                  	
                     RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合

                  

               

               
                  (1)　サーバプロセスの異常終了が多発した場合に系を切り替える方法

                  サーバプロセスの異常終了が多発すると，新たなサービスを受け付けられないことがあります。しかし，サーバプロセスの異常終了では，HiRDBは異常終了しませんが，実質オンライン停止状態になります。また，HiRDBが異常終了しないため，系を切り替えられません。このオンライン停止状態になったときに系を切り替える方法を説明します。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_down_watch_procオペランドを指定します

                     サーバプロセスの異常終了回数が一定時間内にpd_down_watch_procオペランドの値を超えた場合，ユニットを異常終了します。これをプロセスの異常終了回数監視機能といいます。この機能を使用して，オンライン停止状態になったときにHiRDBを異常終了させて系を切り替えます。プロセスの異常終了回数監視機能については，「サーバプロセスの異常終了回数の監視（プロセスの異常終了回数監視機能）」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　系の切り替え時間を短縮する方法

                     サーバプロセスの異常終了が多発すると，トラブルシュート情報が大量に出力されて系の切り替えに時間が掛かることがあります。次に示すオペランドを指定すると，トラブルシュート情報の出力を抑止するため，サーバプロセスの異常終了が多発したときに系の切り替え時間を短縮できます。

                     
                        	
                           pd_dump_suppress_watch_time

                        

                        	
                           pd_cancel_dump = noput

                        

                        	
                           pd_client_waittime_over_abort = N

                        

                     

                     また，pd_ha_switch_timeoutオペランドにYを指定すると，系切り替え時の実行系HiRDB（スタンバイレス型系切り替え機能の場合は正規BESユニット）の内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，実行系HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えられます。

                  
               
               
                  (2)　RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法

                  ここでは，RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。なお，ここでいう入出力エラーとは，HiRDBがファイルを操作したときにHiRDBが判別できない理由でファイル操作に失敗したエラーを意味し，HiRDBファイルシステムに対するアクセス要求から返されるエラーコードに-1544が出力されるエラーのことです。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_db_io_error_actionオペランドを指定します

                     pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定すると，RDエリアの入出力エラーが発生したときにユニットが異常終了するため，系を切り替えられます。入出力エラーの要因がパス障害の場合は，系の切り替え後に入出力処理ができるようになるため，業務をそのまま続行できます。なお，ここでいうパス障害とは，HiRDBとファイル間の通信経路が何かの要因で切断されているため，ファイルをアクセスできない状態を意味しています。

                     pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定する場合は，「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生したときの対処方法」を参照してください。

                     pd_mode_confオペランドの指定値を確認します

                     HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えるため，pd_mode_conf = MANUAL2を指定します。HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えないとき（異常終了した系でHiRDBを再開始するとき）は，pd_mode_conf
                        = MANUAL1を指定します。

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドを指定します

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドにswitchを指定します。switchを指定すると，HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えます。

                  
                  
                     (b)　運用方法

                     入出力エラーが発生してHiRDBが異常終了した場合は系を切り替えて処理を続行してください。そして，出力されたメッセージを調査して対策してください。対策後，必要に応じて再度系を切り替えるか，又はHiRDBを一度終了して再度開始してください。なお，系の切り替え後も入出力エラーが発生するとRDエリアは障害閉塞します。この場合，データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）でRDエリアを回復してください。

                  
               
            
            
               26.8.8　トランザクションキューイング機能

               スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合はトランザクションキューイング機能が使用できます。

               
                  (1)　トランザクションキューイング機能とは

                  バックエンドサーバ又はディクショナリサーバのユニットで系切り替えが発生すると，系の切り替えが完了するまでこのバックエンドサーバ又はディクショナリサーバはトランザクションを受け付けられない状態になります。そのため，系切り替え中のバックエンドサーバ又はディクショナリサーバで処理するトランザクションがエラーになります。

                  これらのトランザクションをエラーにしないで，系切り替えが完了するまでフロントエンドサーバでトランザクションをキューイングします。これをトランザクションキューイング機能といいます。これによって，系切り替え時のトランザクションエラーを少なくできます。トランザクションキューイング機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒116　トランザクションキューイング機能の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        スタンバイレス型系切り替え機能の場合は次に示すようになります。

                        
                           	
                              正常時は正規BESユニットが実行系になり，代替部が待機系になります。

                           

                           	
                              代替中は代替部が実行系になり，正規BESユニットが待機系になります。

                           

                        

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        バックエンドサーバのユニットに障害が発生して系を切り替えます。待機系ユニットが起動完了するまで，トランザクションをキューイングします。待機系ユニットが起動完了した後にトランザクションを開始します。

                     

                     	備考

                     	
                        
                           	
                              系を切り替えていない（障害が発生していない）ユニットで実行されるトランザクションはキューイングされません。通常どおり実行されます。

                           

                           	
                              マルチフロントエンドサーバを使用すると，フロントエンドサーバのユニットで系切り替えが発生した場合，トランザクションエラーを少なくできます。この場合，障害が発生したときに実行中のトランザクションだけがエラーになります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　環境設定方法

                  トランザクションキューイング機能を使用するには次の表に示すオペランドを指定します。

                  
                     表26‒109　トランザクションキューイング機能を使用するときに指定するオペランド
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オペランド名

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pd_ha_agent

                              
                              	
                                 高速系切り替え機能，1：1スタンバイレス型系切り替え機能，又は影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 standbyunit：高速系切り替え機能を使用します。

                                 server：1：1スタンバイレス型系切り替え機能を使用します。

                                 activeunits：影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_transaction

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能を使用するかどうかを指定します。

                                 クライアント環境定義のPDHATRNQUEUINGオペランドにNOを指定すると，そのHiRDBクライアントが実行するUAPはトランザクションキューイング機能の対象外になります。PDHATRNQUEUINGオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                                    UAP開発ガイド」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_queuing_wait_time

                              
                              	
                                 トランザクションのキューイング待ち時間を指定します。このオペランドに指定した待ち時間を超えても待機系ユニットが起動しない場合，キューイング中のトランザクションをエラーにします。これ以降発生するトランザクションはキューイングされないでエラーになります。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_restart_retry_time

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能使用時に系切り替えが発生すると，トランザクションをフロントエンドサーバでキューイングします。しかし，系切り替えが発生してから待機系ユニットが再開始するまでの間，フロントエンドサーバは系切り替えを検知できません。この間（系切り替えが発生してから待機系ユニットが再開始するまでの間），フロントエンドサーバは実行系ユニットに対してトランザクションの開始要求をしますが，実行系ユニットは既に異常終了しているため，このトランザクション開始要求はエラーになります。エラーになったトランザクションはフロントエンドサーバから開始要求が再度行われます（トランザクションの開始要求をリトライします）。

                                 このオペランドには，このリトライ時間の上限を指定します。このオペランドの値を超えても待機系ユニットが再開始されない場合は，リトライ中のトランザクションをエラーにします。また，これ以降発生するトランザクションはリトライされないでエラーになります。

                                 pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係を図「pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係」に示します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_queuing_initial

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能を使用する場合に，フロントエンドサーバを配置したユニットの起動直後からトランザクションキューイング機能を有効にするかどうかを指定します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図26‒117　pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        スタンバイレス型系切り替え機能の場合は次に示すようになります。

                        
                           	
                              正常時は正規BESユニットが実行系になり，代替部が待機系になります。

                           

                           	
                              代替中は代替部が実行系になり，正規BESユニットが待機系になります。

                           

                        

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	区間A，D：

                           	
                              トランザクションを開始できる状態です（正常な状態です）。

                           

                           	区間B：

                           	
                              バックエンドサーバのユニットが系切り替え中で，フロントエンドサーバがそれを検知できていない状態です。pd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドに指定した時間までトランザクション開始要求をリトライします。フロントエンドサーバが系の切り替えを検知すると，トランザクションがキューイングされます。指定した時間を過ぎても検知できない場合は，そのトランザクションをエラーにします。

                           

                           	区間C：

                           	
                              バックエンドサーバのユニットが系切り替え中で，フロントエンドサーバがそれを検知している状態です。pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドに指定した時間までトランザクションをキューイングします。指定した時間を過ぎてもトランザクションを開始できない場合は，そのトランザクションをエラーにします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　キューイングの対象になるトランザクション

                  SQLの延長で生成されるトランザクションがキューイングの対象になります。ただし，定義系SQLの延長で生成されるトランザクション，及びホールダブルカーソル機能を使用したトランザクションは対象外です。次に示すトランザクションはキューイングの対象になりません。

                  
                     	
                        定義系SQLを発行するトランザクション

                     

                     	
                        ホールダブルカーソルを開いている接続のトランザクション

                     

                     	
                        ASSIGN LIST文を発行するトランザクション

                     

                     	
                        運用コマンド又はユティリティが生成するトランザクション

                     

                  

                  ただし，タイミングによってはこれらのトランザクションがキューイングされることがあります。

               
               
                  (4)　注意事項

                  
                     (a)　時間監視関連のオペランドについて

                     トランザクションのキューイング時間は最大で，pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドの値（省略値180秒）とpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの値（省略値60秒）の合計時間になります。このため，次に示すオペランドの値に注意してください。

                     
                        	
                           クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランド

                           系切り替え中もPDCWAITTIMEが計測されているため，系の切り替えに掛かる時間を加算してオペランドの値を決めてください。

                        

                        	
                           pd_lck_wait_timeoutオペランド

                           キューイングされているトランザクションが障害の発生していないユニットで排他を確保することがあるため，系の切り替えに掛かる時間を加算してオペランドの値を決めてください。

                        

                     

                     系の切り替えに掛かる時間は，クラスタソフトウェアがsyslogfileに出力する系切り替え開始メッセージと系切り替え完了メッセージの出力時刻の差分によって求められます。系の切り替えが開始したときは次に示すどれかのメッセージが出力されます。

                     
                        	
                           KAMN200-Iメッセージ（クラスタソフトウェアの系を切り替えるコマンド入力時に出力）

                        

                        	
                           KAMN300-Eメッセージ（実行系HiRDBの異常終了時に出力）

                        

                        	
                           KAMN301-Eメッセージ（実行系HiRDBのスローダウン時に出力）

                        

                     

                     系の切り替えが完了したときはKAMN311-Iメッセージが出力されます。

                  
                  
                     (b)　リスト使用時の注意事項

                     リストを使用した検索中に系切り替えが発生した場合は注意が必要です。バックエンドサーバ又はディクショナリサーバのユニットで系切り替えが発生すると，系切り替え前のユニットで作成したリストが削除されます。そのため，系切り替え後にリストを使用した検索（キューイングされていたトランザクション）がエラーになります。この場合，リストを削除するか，又はリストを再作成してください。

                  
                  
                     (c)　最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）について

                     トランザクションのキューイング中は処理待ちのユーザ数が通常より多くなるため，最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）を超える可能性があります。最大同時接続数を超えた場合，それ以上のユーザはそのフロントエンドサーバに接続できませんが，フロントエンドサーバへの接続処理をリトライします。pd_ha_trn_queuing_wait_timeとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの合計時間だけリトライします。

                  
                  
                     (d)　系切り替え中にHiRDBに接続できないUAPについて

                     次に示す場合，系切り替え中にHiRDBに接続できないUAPが発生します。

                     
                        	
                           システムマネジャのユニットが系切り替え中の場合はフロントエンドサーバの割り当てができないため，接続するフロントエンドサーバを指定していない（PDFESHOSTオペランドの指定がない）UAPはHiRDBに接続（CONNECT）できません。

                        

                        	
                           PDFESHOSTオペランドに指定しているフロントエンドサーバのユニットが系切り替え中の場合，そのUAPはHiRDBに接続（CONNECT）できません。

                        

                     

                     この場合，UAPは自動再接続機能でHiRDBへの接続処理をリトライします。リトライ中に系の切り替えが完了すると，HiRDBに接続できるようになります。自動再接続機能については，マニュアル「HiRDB
                        UAP開発ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (e)　バックエンドサーバ接続保持機能を使用している場合

                     バックエンドサーバ接続保持機能を使用している場合の注意事項については，「クライアントの最大待ち時間の設定」を参照してください。

                  
                  
                     (f)　サーバが停止した状態でのSQL実行について

                     ユニットやサーバの終了によって停止したサーバに対してSQLを実行しても，トランザクションキューイングが行われて，エラーになるまでの時間が長くなります。

                     また，次のどちらかのメッセージを出力することがあります。

                     
                        	
                           KFPS00993-I（REQUEST=PDCWAITTIME_over）

                        

                        	
                           KFPS00612-E（reason=pd_ha_trn_restart_retry_time）

                        

                     

                  
                  
                     (g)　複数ユニットが同時に系切り替えした場合

                     トランザクションキューイング機能は，フロントエンドサーバを配置したユニットの起動後に，バックエンドサーバやディクショナリサーバを配置したユニットが稼働中又は起動し始めてから機能が有効になります。

                     フロントエンドサーバを含む複数ユニットの同時系切り替え時にも，バックエンドサーバやディクショナリサーバを配置したユニットの起動を待たないでトランザクションキューイング機能を有効にする場合は，pd_ha_trn_queuing_initialオペランドの適用を検討してください。pd_ha_trn_queuing_initialオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                        システム定義」を参照してください。

                  
               
            
         
         
            26.9　影響分散スタンバイレス型系切り替えの運用

            
               26.9.1　HiRDBの運用方法の違いは？

               系切り替え機能を使用する場合は，使用しない場合に比べて次に示す運用方法が異なります。

               
                  (1)　HiRDBの開始方法

                  
                     (a)　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合

                     HiRDBを開始するときに実行するコマンドを次の表に示します。

                     
                        表26‒110　HiRDBを開始するときに実行するコマンド（影響分散スタンバイレス型系切り替え機能使用時）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    目的

                                 
                                 	
                                    実行するコマンド

                                 
                                 	
                                    備考

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    正規ユニットの開始

                                 
                                 	
                                    pdstart -q

                                 
                                 	
                                    正規ユニットが停止している場合に起動します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    受け入れユニットの開始

                                 
                                 	
                                    pdstart -q

                                 
                                 	
                                    受け入れユニット内のゲストBESも一緒に開始します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ホストBESの開始又はゲストBESの開始

                                 
                                 	
                                    pdstart -u -s

                                 
                                 	
                                    ゲストBESが停止している場合に受け入れ可能状態になります。

                                    自動的に開始するのでバックエンドサーバ又はその待機系を明示的に停止したとき以外は，実行する必要がありません。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     システム全体の開始

                     システム全体開始の運用方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒111　システム全体開始の運用方法
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力場所

                                 
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    動作

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システムマネジャがあるユニット

                                 
                                 	
                                    pdstart

                                 
                                 	
                                    システム全体開始

                                 
                              

                           
                        

                     
                     システム全体開始時の処理を次に示します。

                     
                        	
                           サーバの開始：各ユニットのユニットの全ホストBES，及び全ゲストBESに対してサーバ開始を実行します。

                        

                     

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのシステム全体開始の例を次の図に示します。

                     システム全体を開始するためには，スタンバイ型系切り替えと同じくシステムマネジャがあるユニットからpdstartコマンドを入力します。各ユニットでは，自動的にゲストBESが受け入れ可能状態になります。

                     
                        図26‒118　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのシステム全体開始の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     システム起動の動作を次の表に示します。システム起動が完了すると，メッセージKFPS05210-Iを出力します。

                     
                        表26‒112　システム起動の動作
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    開始種別

                                 
                                 	
                                    影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用ユニット

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システム開始

                                 
                                 	
                                    全ユニット起動

                                    （全サーバ起動）

                                 
                                 	
                                    全サーバ起動

                                    （全ユニットは起動しません）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システムマネジャがあるユニットの単独開始

                                    （システムマネジャがあるユニットの単独異常終了後）

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバ，ディクショナリサーバ，バックエンドサーバの各々1サーバ起動

                                 
                                 	
                                    フロントエンドサーバ，ディクショナリサーバ，バックエンドサーバの各々1サーバ起動

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HAグループ内ユニットの単独開始

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    その他ユニットの単独開始

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                           
                        

                     
                     （凡例）　−：該当しません。

                     ユニットの開始

                     ユニット開始の運用方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒113　ユニット開始の運用方法
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力場所

                                 
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    オプション

                                 
                                 	
                                    動作

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -q

                                 
                                 	
                                    -u

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システムマネジャがあるユニット

                                 
                                 	
                                    pdstart

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    対象ユニット起動

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    対象ユニット

                                 
                                 	
                                    pdstart

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ●ユニットの開始モード

                     ユニットの開始モードを次の表に示します。ユニットの正常開始，又は再開始は前回の該当ユニットの終了モードだけで決定され，実行起動するホストBES，ゲストBESの有無，実行起動するサーバの正常開始，又は再開始は関係しません。

                     
                        表26‒114　ユニットの開始モード
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    前回のユニット終了モード

                                 
                                 	
                                    ホストBES又はゲストBES

                                 
                                 	
                                    ユニットの開始モード

                                 
                              

                              
                                 	
                                    開始サーバの起動

                                 
                                 	
                                    開始サーバ起動中に

                                    再開始サーバ起動

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    正常停止

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    正常開始

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                              

                              
                                 	
                                    計画停止／強制終了／異常終了

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    再開始

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                              

                           
                        

                     
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，再開始，正常開始の判定と処理をユーザサーバごとに実施します。このため，ユニット内サーバが強制／異常終了後，又はHAグループ内の他ユニットで稼働中であっても，ユニットは正常開始可能です。

                     なお，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合もユニットの強制／異常終了後はユニット再開始になります。再開始処理はユーザサーバごとに行うためユニットそのものに回復するリソース（DB）がありませんが，従来と同じくユニット再開始には正常開始と比べて次の表に示す動作差異があります。

                     
                        表26‒115　ユニット再開始の意味合い
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    内容

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    構成変更チェック

                                 
                                 	
                                    システムリソース（共用メモリなど）が増加となる定義変更をチェックアウトし，再開始失敗となる危険性を排除します（受け入れ可能なゲストBES数は変更可能とします）。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システム起動完了チェック

                                 
                                 	
                                    システムマネジャのあるユニット再開始時にフロントエンドサーバ，ディクショナリサーバ，バックエンドサーバが1サーバずつあればシステム起動完了としてサービスを開始します。システムマネジャのあるユニット正常開始時は全サーバ起動完了を待ち合わせますが，システムマネジャのあるユニット再開始時は待ち合わせサーバを減らしてサービスの受け付けの再開を早めます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ユニットランIDの引き継ぎ

                                 
                                 	
                                    ユニットランIDはユニットの停止前から引き継ぎます。ユニット開始時のKFPS01826-Iメッセージ出力，及びpdcspoolの定期自動実行基準として利用します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ●ユニットの開始の例

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのユニット開始の例を次の図に示します。次のようにユニットを開始します。

                     
                        	
                           システムマネジャのあるユニットからpdstart -uコマンドを入力

                        

                        	
                           該当ユニットを配置したホストにログインして，pdstart -qコマンドを入力

                        

                     

                     該当ユニットの起動に伴い，次のゲストBESの状態をシステムが変更します。

                     
                        	
                           該当ユニット内のゲストBESの受け入れ可能状態の解除（図の自動状態変更1）

                        

                        	
                           該当ユニット内のホストBESに対応するゲストBES（図の自動状態変更2）

                           
                              図26‒119　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのユニット開始の例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                     ●実行系のバックエンドサーバがないユニットの開始の例

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での実行系のバックエンドサーバがないユニットの開始の例を次の図に示します。

                     ユニットを開始するには，次の方法があります。

                     
                        	
                           システムマネジャのあるユニットからpdstart -uコマンドを入力

                        

                        	
                           該当ユニットを配置したホストにログインして，pdstart -qコマンドを入力

                        

                     

                     該当ユニットの起動に伴って該当ユニット内のゲストBESの状態をシステムが変更します（図の自動状態変更1）。

                     
                        図26‒120　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での実行系のバックエンドサーバがないユニットの開始の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     ユニット起動の完了の動作は，メッセージKFPS05110-Iが出力されることで判断できます。

                     
                        	
                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の非適用ユニットの場合は，ユニット内全サーバ起動完了時にメッセージが出力されます。

                        

                        	
                           影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用ユニットの場合は，ユニット内全実行系サーバ起動完了時にメッセージが出力されます。

                        

                     

                     サーバの開始

                     サーバ開始の運用方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒116　サーバ開始の運用方法
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力場所

                                 
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    オプション

                                 
                                 	
                                    動作

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -q

                                 
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    -s

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システムマネジャのあるユニット

                                 
                                 	
                                    pdstart

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    全稼働中HAグループ内ユニットで対象サーバ開始 ※1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ホストBESの開始（-uは省略可） ※2

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           全稼働中HAグループ内ユニットのうち，1ユニットでバックエンドサーバが実行中となり，ほかのユニットでは受け入れ可能状態となります。

                        

                        	注※2

                        	
                           対象となるバックエンドサーバが実行サーバとして起動完了した場合は，HAグループ内の稼働中のユニットは自動的に受け入れ可能状態となります。

                        

                     

                     使用するクラスタソフトウェアごとのサーバ開始時の処理結果を次の表に示します。

                     
                        表26‒117　サーバ開始時の処理結果
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    クラスタソフトウェア

                                 
                                 	
                                    サーバ種別

                                 
                                 	
                                    該当サーバ稼働中の他ユニット

                                 
                                 	
                                    該当ホストでオンライン化

                                 
                                 	
                                    サーバ開始結果

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    HAモニタ

                                 
                                 	
                                    ホストBES

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    稼働中

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ゲストBES

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    実行サーバの起動待ち ※1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能

                                 
                              

                              
                                 	
                                    Hitachi HA Toolkit Extension

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    稼働中 ※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能

                                 
                              

                           
                        

                     
                     （凡例）　−：該当しません。

                     
                        	注※1

                        	
                           HAモニタの場合，サーバ停止後は実行系，待機系という概念がなく，次回起動時に再度，実行系又は待機系を決定します。この場合，実行系がない状態での予備系（デフォルトは待機系）は実行サーバの起動待ち状態となります。このため，稼働中のゲストBESを停止後，同じユニットで開始すると，実行サーバの起動待ち状態となり，monactコマンドを実行するまで再び稼働状態になりません。

                        

                        	注※2

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extensionの場合，サーバを停止後もクラスタソフトウェアには稼働中（オンライン）を継続しているように見せています。このため，ゲストBESの場合を含めて稼働中のサーバを停止後，同じユニットで開始すると，再び稼働状態となります。

                        

                     

                     ●サーバの開始の例

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での実行系サーバの開始の例を次の図に示します。

                     実行系サーバを開始するには，次の方法があります。

                     
                        	
                           システムマネジャがあるユニットからpdstart -sコマンドを入力します。

                        

                     

                     該当サーバの起動に伴い，該当サーバに対応するゲストBESの状態をシステムが変更します（図の自動状態変更）。

                     なお，サーバが実行系かどうかは，pdls -d haコマンドで確認できます。

                     
                        図26‒121　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での実行系サーバの開始の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での待機系サーバの開始の例を次の図に示します。

                     待機系サーバを開始するには，次の方法があります。

                     
                        	
                           システムマネジャのあるユニットからpdstart -u -sコマンドを入力

                        

                     

                     指定されたホストBESは，受け入れ可能状態になります。なお，サーバが実行系かどうかは，pdls -d haコマンドで確認できます。

                     
                        図26‒122　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での待機系サーバの開始の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのゲストサーバの状態変更の例を次の図に示します。

                     ユニット内のゲストサーバを受け入れ可能状態にするには，次の方法があります。

                     
                        	
                           システムマネジャのあるユニットからpdstart -u -sコマンドを入力

                        

                     

                     指定されたゲストBESは受け入れ可能状態になります。

                     
                        図26‒123　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのゲストサーバの状態変更の例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (b)　注意事項

                     
                        	共通の注意事項

                        	
                           
                              	
                                 pdstart -qコマンドを実行する場合は，最初のバックエンドサーバを開始した時点から20分以内に全バックエンドサーバを開始するようにしてください。20分以内に全バックエンドサーバを開始できない場合はHiRDBの開始処理を中止します。なお，この20分という制限時間はpd_reduced_check_timeオペランドの値によって変わります。20分はこのオペランドの省略値です。

                              

                              	
                                 待機系HiRDBでpdstartコマンドを実行する場合はオプションの指定に制限があります。-iオプション，-rオプション，及びdbdestroyオプションを指定できません。

                              

                              	
                                 pdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行する前に共有リソースを活性化してください。なお，HAモニタによるサーバモードの系切り替え機能を使用している場合は，pdstart
                                    -r -t又はpdstart -R -tコマンドを実行すると，HiRDBの開始と同時に共有リソースを活性化できます。このとき活性化するリソースは，HAモニタのservers定義ファイルに定義している，共有ディスク，IPアドレスなどです。

                              

                              	
                                 pdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行する場合は，実行系及び待機系HiRDBを終了した後にpdstart -r又はpdstart -Rコマンドを実行してください。pdstart
                                    -r又はpdstart -RコマンドでHiRDBを開始した場合，HiRDBは系切り替えの対象になりません。データベースの回復処理などが終了した後に，一度HiRDBを終了してから実行系及び待機系HiRDBを開始してください。

                              

                           

                        

                        	Hitachi HA Toolkit Extension使用時の注意事項

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動しないでHiRDBを開始すると，両系とも待機系として開始してしまいます。この場合は次の表に示す手順で対処してください。

                           
                              表26‒118　Hitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動しないでHiRDBを開始したときの対処方法
                              
                                 
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          条件

                                       
                                       	
                                          対処方法

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用している場合

                                       
                                       	
                                          実行系，待機系の両方のサーバが待機状態となり，ユーザが操作可能な状態になります。両系とも異常終了しません。

                                          この場合，サーバを実行系とするホストでクラスタソフトウェアをオンライン化し，起動処理を完了できます（HA Toolkit Extensionのサービスプロセスを起動します）。

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                        

                        	HAモニタ使用時の注意事項

                        	
                           実行系ユニットを開始する場合，HAモニタのmonshowコマンドで待機系ユニットが停止していることを確認してから，実行系ユニットを開始してください。なお，monshowコマンドを実行すると，停止している系は表示されません。待機系の状態が表示された場合は停止していないことを示します。

                           また，実行系ユニットを停止した直後に実行系ユニットを開始すると，待機系ユニットが停止処理中のために，実行系ユニットがKFPS01878-I及びKFPS00715-Eメッセージを出力して開始できない場合があります。実行系ユニットが開始できなかった場合には，次の手順で開始してください。

                           
                              	
                                 HAモニタのmonshowコマンドで待機系ユニットが停止していることを確認してください。

                              

                              	
                                 pdrpauseコマンドを実行して，プロセスサーバプロセスを再起動してください。

                              

                              	
                                 pdstartコマンドで実行系ユニットを開始してください。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　HiRDBの終了方法

                  
                     (a)　実行系，及び待機系の両方を終了

                     実行系，及び待機系の両方を終了する場合の停止方法について説明します。

                     システム全体の停止

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのシステム全体の停止運用を次の表に示します。

                     
                        表26‒119　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのシステム全体の停止運用
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力場所

                                 
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    オプション

                                 
                                 	
                                    条件

                                 
                                 	
                                    動作

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -f

                                 
                                 	
                                    強制／異常停止サーバ

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システムマネジャのあるユニット

                                 
                                 	
                                    pdstop

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり※1

                                 
                                 	
                                    エラー（KFPS05063-Eなどを出力）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし※2

                                 
                                 	
                                    システム停止

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    システム強制停止（一部ユニットは既に停止中）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    システム強制停止

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           強制又は異常停止サーバがある場合でも，該当強制又は異常停止サーバが次の状態のときは，強制又は異常停止サーバなしとします。

                           
                              	
                                 別のユニットで再開始して稼働中

                              

                              	
                                 別のユニットで再開始後正常停止済み

                              

                           

                        

                        	注※2

                        	
                           強制又は異常停止サーバなしとは，次の状態のことです。

                           
                              	
                                 システム内に強制又は異常停止したサーバがない

                              

                              	
                                 システム内に強制又は異常停止したサーバがあり，該当サーバが別のユニットで再開始して稼働中

                              

                              	
                                 システム内に強制又は異常停止したサーバがあり，該当サーバが別のユニットで再開始後正常停止済み

                              

                           

                        

                     

                     システム停止時の処理を次の表に示します。

                     
                        表26‒120　システム停止時の処理
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    対象

                                 
                                 	
                                    処理内容

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ユニット

                                 
                                 	
                                    システムが停止する場合は，システムマネジャから全ユニットに対してユニット停止（pdstop -u UID （-f） 相当）を実行します。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    サーバ

                                 
                                 	
                                    システム停止に伴って各ユニットが停止する場合は，該当ユニットの全ホストBES，及び全ゲストBESに対してサーバ停止（pdstop -q -s サーバ名 （-f） 相当）を実行します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     システム停止時は，正常終了の場合も強制停止の場合も，自動的に受け入れユニットのゲストBESの受け入れ可能状態を解除します。あるゲストBESが稼働中であっても，停止操作は変わりません。ゲストBESの稼働状態を意識した操作は不要です。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのシステム停止時の各種バックエンドサーバに対する処理を次の表に示します。

                     
                        表26‒121　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのシステム停止時の各種バックエンドサーバに対する処理
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    バックエンドサーバの種別

                                 
                                 	
                                    処理

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ホストBES

                                 
                                 	
                                    実行中

                                 
                                 	
                                    停止

                                 
                              

                              
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態の自動解除

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ゲストBES

                                 
                                 	
                                    実行中

                                 
                                 	
                                    自動停止

                                 
                              

                              
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態の自動解除

                                 
                              

                           
                        

                     
                     システム停止の例を次の図に示します。この例では，システムを停止すると，次のサーバを停止します。

                     
                        	
                           ホストBES

                        

                        	
                           実行中ゲストBES（図の自動停止1）

                        

                     

                     また，次のサーバについて受け入れ可能状態を解除します。

                     
                        	
                           受け入れ可能状態のゲストBES（図の自動状態変更1）

                           
                              図26‒124　システム停止の例
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                     

                     ユニット単位の停止

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのユニットの停止運用を次の表に示します。

                     
                        表26‒122　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのユニットの停止運用
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力場所

                                 
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    オプション

                                 
                                 	
                                    動作

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -z

                                 
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    -f

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システムマネジャのあるユニット

                                 
                                 	
                                    pdstop

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    対象ユニットの正常停止

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    対象ユニットの強制停止

                                 
                              

                              
                                 	
                                    対象ユニット

                                 
                                 	
                                    pdstop

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    対象ユニットの強制停止

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ユニットを停止する場合は，該当ユニットの全ホストBES，及び全ゲストBESに対してサーバ停止（pdstop -q -s サーバ名 （-f） 相当）を実行します。

                     ユニット内のサーバ状態ごとのユニット正常停止の可否を次の表に示します。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，ホストBES，ゲストBESの種別に関係なくサーバの単独異常停止，強制停止中サーバがあっても，ユニットとしては正常停止できます。

                     
                        表26‒123　ユニット内のサーバ状態ごとのユニット正常停止の可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバ状態（ホストBES，ゲストBESを含む）

                                 
                                 	
                                    ユニット正常停止の可否

                                 
                              

                              
                                 	
                                    起動途中／停止途中※1

                                 
                                 	
                                    待機中

                                 
                                 	
                                    停止中※2

                                 
                                 	
                                    影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）　

                        	
                           ○：正常に停止できます。

                           ×：正常に停止できません。

                        

                        	注※1　

                        	
                           正常開始途中，再開始途中，正常停止途中，計画停止途中，強制停止途中，異常停止途中

                        

                        	注※2　

                        	
                           正常停止状態，計画停止状態，強制停止状態，異常停止状態，ゲストBES停止後未割り当てゲスト用領域となった状態

                        

                     

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのユニット停止時の各種バックエンドサーバの処理を次の表に示します。

                     
                        表26‒124　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのユニット停止時の各種バックエンドサーバの処理
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    稼働場所

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバの状態

                                 
                                 	
                                    処理

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    該当ユニット

                                 
                                 	
                                    実行中

                                 
                                 	
                                    停止

                                 
                              

                              
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態の解除

                                 
                              

                              
                                 	
                                    他ユニット

                                 
                                 	
                                    実行中

                                 
                                 	
                                    変化なし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態の自動解除

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（例1）通常時のユニットの停止の例

                        	
                           通常時のユニットの停止の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒125　通常時のユニットの停止の例
                              [image: [図データ]]

                           
                           非受け入れ中のユニットを停止すると，次のサーバを停止します。

                           
                              	
                                 該当ユニット内ホストBES

                              

                           

                           また，次のサーバについて受け入れ可能状態を解除します。

                           
                              	
                                 該当ユニット内の受け入れ可能状態のゲストBES（受け入れ可能状態の解除）

                              

                              	
                                 該当ユニット内ホストBESに対応する他ユニット内のゲストBES（受け入れ可能状態の自動解除）

                              

                           

                        

                        	（例2）受け入れ中のユニットの停止の例

                        	
                           受け入れ中のユニットの停止の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒126　受け入れ中のユニットの停止の例
                              [image: [図データ]]

                           
                           受け入れ中のユニットを停止すると，次のサーバを停止します。

                           
                              	
                                 該当ユニット内ホストBES

                              

                              	
                                 該当ユニット内で実行中のゲストBES（自動停止1）

                              

                              	
                                 該当ユニットの実行中のゲストBESに対応する他ユニット内のホストBES（自動停止2）

                              

                           

                           また，次のサーバについて受け入れ可能状態を解除します。

                           
                              	
                                 該当ユニット内の受け入れ可能状態のゲストBES（受け入れ可能状態の解除）

                              

                              	
                                 該当ユニット内のホストBESに対応する他ユニット内のゲストBES（受け入れ可能状態の自動解除）

                              

                              	
                                 該当ユニット内で実行中のゲストBESに対応する他ユニット内のゲストBES（受け入れ可能状態の自動解除）

                              

                           

                        

                        	（例3）ゲストBESだけのユニットの停止の例

                        	
                           ゲストBESだけのユニットの停止の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒127　ゲストBESだけのユニットの停止の例
                              [image: [図データ]]

                           
                           ゲストBESだけが実行中のユニットを停止すると，次のサーバを停止します。

                           
                              	
                                 該当ユニット内ホストBES

                              

                              	
                                 該当ユニット内の実行中ゲストBES（自動停止1）

                              

                              	
                                 該当ユニットで実行中のゲストBESに対応する他ユニット内のホストBES（自動停止2）

                              

                           

                           また，次のサーバについて受け入れ可能状態を解除します。

                           
                              	
                                 該当ユニット内の受け入れ可能状態のゲストBES（受け入れ可能状態の解除）

                              

                              	
                                 該当ユニット内で実行中のゲストBESに対応する他ユニット内のゲストBES（受け入れ可能状態の自動解除）

                              

                           

                        

                     

                     サーバ単位の停止

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのサーバの停止運用を次の表に示します。

                     
                        表26‒125　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのサーバの停止運用
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力場所

                                 
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    オプション

                                 
                                 	
                                    動作

                                 
                              

                              
                                 	
                                    -z

                                 
                                 	
                                    -u

                                 
                                 	
                                    -s

                                 
                                 	
                                    -f

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    システムマネジャのあるユニット

                                 
                                 	
                                    pdstop

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    対象サーバの停止※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    全稼働中HAグループ内ユニットで対象サーバの強制停止※1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    対象サーバの停止※2※3

                                 
                              

                              
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    対象サーバの強制停止※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    対象ユニット

                                 
                                 	
                                    pdstop

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    あり

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    対象サーバの強制停止（ホストBES）※4

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           HAグループ内の全稼働中ユニットでサーバ停止するのは実行ユニットだけで，ほかは受け入れ可能状態を解除します。

                        

                        	注※2

                        	
                           pdstop -s（-f）で実行サーバを停止した場合はHAグループ内全稼働中ユニットで受け入れ可能状態を自動で解除します。

                        

                        	注※3

                        	
                           サーバ状態ごとのサーバの停止結果を表「サーバ状態ごとのサーバの停止結果」に示します。

                        

                        	注※4

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extensionの場合には，pdstop -z -sで実行サーバを停止しても，HAグループ内の他ユニットでは該当サーバに対する受け入れ可能状態を自動解除しません。受け入れ可能状態を解除するには，HAグループ内の全ユニットでHitachi
                              HA Toolkit Extensionの待機系停止コマンド（hatesbystp）を入力してください。

                        

                     

                     
                        表26‒126　サーバ状態ごとのサーバの停止結果
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    サーバの状態

                                 
                                 	
                                    開始結果

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    実行系起動待ち

                                 
                                 	
                                    実行系起動待ちの解除

                                 
                              

                              
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態の解除

                                 
                              

                              
                                 	
                                    稼働中

                                 
                                 	
                                    サーバ停止

                                 
                              

                           
                        

                     
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのサーバ停止時の各種バックエンドサーバに対する処理を次の表に示します。

                     
                        表26‒127　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能でのサーバ停止時の各種バックエンドサーバに対する処理
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    稼働場所

                                 
                                 	
                                    バックエンドサーバの状態

                                 
                                 	
                                    処理

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    稼働ユニット

                                 
                                 	
                                    操作対象

                                 
                                 	
                                    停止

                                 
                              

                              
                                 	
                                    他ユニット

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態の解除

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（例1）ホストBESの停止の例

                        	
                           ホストBESの停止の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒128　ホストBESの停止の例
                              [image: [図データ]]

                           
                           ホストBESを停止すると，次のサーバを停止します。

                           
                              	
                                 該当ホストBES

                              

                           

                           また，次のサーバについて受け入れ可能状態を解除します。

                           
                              	
                                 該当ホストBESに対応する他ユニット内のゲストBES（受け入れ可能状態の解除）

                              

                           

                        

                        	（例2）ゲストBESの停止の例

                        	
                           ゲストBESの停止の例を次の図に示します。

                           
                              図26‒129　ゲストBESの停止の例
                              [image: [図データ]]

                           
                           ゲストBESを停止すると，次のサーバを停止します。

                           
                              	
                                 該当実行中ゲストBES

                              

                              	
                                 該当実行中ゲストBESに対応する他ユニット内のホストBES（自動停止）

                              

                           

                           また，次のサーバについて受け入れ可能状態を解除します。

                           
                              	
                                 該当の実行中ゲストBESに対応する他ユニット内のゲストBES（受け入れ可能状態の解除）

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (b)　待機系のバックエンドサーバだけを終了

                     待機系だけを終了する場合の停止方法について説明します。

                     スタンバイ型系切り替え機能，及び1：1スタンバイレス型系切り替え機能と同じく，HAモニタのmonsbystpコマンドによって待機系のバックエンドサーバを終了できます。影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，システムマネジャがあるユニットからの操作もできます。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での待機系の終了方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒128　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での待機系の終了方法
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    入力場所

                                 
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    操作対象

                                 
                                 	
                                    動作

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    操作対象サーバを配置したホスト

                                 
                                 	
                                    monsbystp※

                                 
                                 	
                                    受け入れ可能状態のバックエンドサーバ

                                 
                                 	
                                    ゲストBESの受け入れ可能状態の解除

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システムマネジャのあるユニット

                                 
                                 	
                                    pdstop -u -s

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※

                        	
                           Hitachi HA Toolkit Extension使用時は，hatesbystpコマンドを使用してください。

                        

                     

                     （例1）ゲストBESの受け入れ可能状態の解除の例

                     ゲストBESの受け入れ可能状態の解除の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒130　ゲストBESの受け入れ可能状態の解除の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     ゲストBESの受け入れ可能状態を解除するには，HAモニタのmonsbystpコマンドを入力します。なお，Hitachi HA Toolkit Extension使用時は，hatesbystpコマンドを入力します。

                     （例2）待機系のホストBESの停止の例

                     待機系のホストBESの停止の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒131　待機系のホストBESの停止の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     待機系のホストBESを停止するには，HAモニタのmonsbystpコマンドを入力します。なお，Hitachi HA Toolkit Extension使用時は，hatesbystpコマンドを入力します。

                  
               
               
                  (3)　状態の確認

                  
                     (a)　ユニット，及びサーバの稼働状態

                     系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒129　系切り替え機能適用時のユニット，及びサーバの稼働状態確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d svr

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          ホスト名（系切り替え後は，受け入れユニットのホスト名を表示）

                                       

                                       	
                                          ユニットの稼働状態（系切り替え後は，受け入れユニットのユニット識別子を表示）

                                       

                                       	
                                          サーバの稼働状態（系切り替え後は，受け入れユニットに属するサーバとして表示）

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (b)　系の状態確認

                     系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法を次の表に示します。

                     
                        表26‒130　系切り替え機能適用時の系の状態の確認方法
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド

                                 
                                 	
                                    出力情報

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdls -d ha

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          バックエンドサーバの配置先ユニット名，状態（実行中／待機中／停止／実行系起動待ち状態）及び定義先ユニット名

                                          バックエンドサーバの詳細な状態は，詳細表示オプション（-a）指定時だけ表示します。

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    monshow（HAモニタ使用時だけ）

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          自系のホスト名及び状態※1

                                       

                                       	
                                          他系のホスト名及び状態※2

                                       

                                    

                                 
                              

                              
                                 	
                                    hateshow（Hitachi HA Toolkit Extension使用時だけ）

                                 
                                 	
                                    
                                       	
                                          自系の状態※3

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1　次の分類で状態を表示します。

                        	
                           実行処理中／待機処理中／実行サーバとして起動中／待機サーバとして起動中／実行サーバとして停止処理中／待機サーバとして停止処理中／実行サーバとして再起動待ち中／待機サーバとして再起動待ち中／サーバ切り替え待ち中／連動サーバ切り替え待ち中

                        

                        	注※2　次の分類で状態を表示します。

                        	
                           実行処理中／待機処理中／実行サーバとして起動中／待機サーバとして起動中／実行サーバとして停止処理中／待機サーバとして停止処理中／実行サーバとして再起動待ち中

                        

                        	注※3　次の分類で状態を表示します。

                        	
                           実行サーバの起動完了／待機サーバの起動完了／実行サーバの起動中／待機サーバの起動中／実行サーバの停止処理中／待機サーバの停止処理中／実行サーバの再起動待ち状態／サーバ未起動

                        

                     

                  
               
               
                  (4)　統計ログファイルの運用

                  統計ログファイルは，二つのファイル（pdstj1，pdstj2）から構成されています。これらのファイルは現用系HiRDBシステムに一組作成されます。切り替え先では受け入れユニットの統計ログファイルを共用するため，予備系用のファイルは作成されません。したがって，HiRDB管理者は，正規ユニットのファイルと受け入れユニットのファイルで運用してください。

                  
                     (a)　アンロード統計ログファイルの作成

                     系切り替えが発生した場合，切り替わり先ホストで使用する統計ログファイルは，切り替え先の受け入れユニットが使用中のファイルです。統計ログ出力先ファイルは，それぞれのホストに分散しているので，アンロード統計ログファイルを特定のサーバマシンに作成してください。

                     アンロード統計ログファイルを作成するタイミングは，次のとおりです。

                     
                        	
                           統計ログファイルがスワップしたとき

                        

                        	
                           系切り替えが発生したとき

                        

                     

                     系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合）を次の図に示します。

                     
                        図26‒132　系切り替え機能使用時のアンロード統計ログファイルの作成例（影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	ポイント

                        	
                           統計ログファイルは各サーバマシンで同じファイル名になるので，そのまま同じ名称でアンロード統計ログファイルを作成しないようにしてください。HiRDBが提供するシェルスクリプト（pdstjacm）を使用する場合も，同じ名称にならないようにシェルスクリプトを変更して使用してください。

                           また，統計ログファイルは系が切り替わると，切り替え先のホストとして扱います。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　系が切り替わった後の統計情報の取得処理

                     系切り替えが発生した場合，切り替え前の統計ログの取得状況を引き継ぎます。つまり，系切り替え前に統計ログを取得していた場合は，システム共通定義のpd_statisticsオペランドの指定に関係なく，系切り替え後も切り替えたサーバに関する統計ログを取得します。このとき，統計ログファイルは，切り替え先の受け入れユニットと共用します。また，系切り替え前に統計ログを取得していなかった場合は，系切り替え後も統計ログを取得しません。その場合，切り替わった後でpdstbeginコマンドを入力すれば，統計ログの取得を開始できます。

                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での統計ログの取得状況を次の表に示します。

                     
                        表26‒131　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での統計ログの取得状況
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ユニット種別

                                 
                                 	
                                    取得の有無

                                 
                                 	
                                    受け入れユニット

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    正規ユニット

                                 
                                 	
                                    取得中

                                 
                                 	
                                    取得する

                                 
                              

                              
                                 	
                                    取得していない

                                 
                                 	
                                    取得しない

                                 
                              

                           
                        

                     
                     影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合の系切り替え後の統計ログの取得の例を次の図に示します。

                     
                        図26‒133　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合の系切り替え後の統計ログの取得の例
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (c)　統計解析ユティリティの実行

                     正規ユニット，及び受け入れユニットで作成したアンロード統計ログファイルを入力情報として，統計解析ユティリティを実行してください。このとき，系切り替え前のファイルはOSのコマンドなどを使用して手動でコピーする必要があります。なお，系切り替え中のサーバの統計情報は，受け入れユニットに属するサーバの情報として処理されます。

                     ただし，障害などで系が切り替わった場合，切り替わる直前の統計ログのファイルを正しく取得されていません。このため，統計解析ユティリテイを実行しても誤差が発生することがありますので，この点を考慮した上でチューニングなどに使用してください。

                  
               
            
            
               26.9.2　計画系切り替え

               ここでは計画系切り替えの方法について説明します。

               計画系切り替えには次に示す二つの方法があります。ご利用の環境に応じて方法を選択してください。

               
                  	
                     方法1

                     トランザクションキューイングを行った後に計画系切り替えを実行します。この場合，計画系切り替え中も新規トランザクションがキューイングされるため，計画系切り替え中にUAPを実行してもエラーになりません。

                     なお，この方法で計画系切り替えを行う場合，pd_ha_transactionオペランドにqueuingを指定している必要があります。

                     また，この方法で計画系切り替えを行う場合，pdtrnqingコマンドの実行から計画系切り替えが完了するまでの間，UAPのトランザクションがキューイングされて待ち状態になるため，その分レスポンス時間が長くなります。そのため，次に示す設定値が妥当かどうかを確認してください。

                     
                        	
                           クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドで指定するクライアントの最大待ち時間

                        

                     

                     このオペランドで指定した時間を経過すると，UAPがエラーになります。

                  

                  	
                     方法2

                     トランザクションキューイングを使わないで計画系切り替えを実行します。この場合，計画系切り替え中の新規トランザクションは受け付けられないため，計画系切り替え中にUAPを実行するとエラーになります。

                  

               

               
                  (1)　方法1で計画系切り替えを行う場合

                  クラスタソフトウェアの種類によって計画系切り替えの方法が異なります。

                  
                     (a)　クラスタソフトウェアがHAモニタの場合

                     計画系切り替えの手順を次に示します。

                     
                        	＜手順＞

                        	
                           
                              	
                                 pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドで次に示すことを確認してください。

                                 ・計画系切り替えの対象となるバックエンドサーバの切り替え元ユニットが稼働状態であること

                                 ・計画系切り替えの対象となるバックエンドサーバの切り替え先ユニットが待機状態であること

                              

                              	
                                 切り替え元のユニットでpdtrnqingコマンドを実行し，トランザクションキューイングを開始してください。

                                 このとき，pdtrnqingコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。リターンコードが0の場合は，トランザクションキューイングが正常に開始されています。リターンコードが0以外の場合は，トランザクションキューイングが開始されていません。この場合，原因対策後，pdtrnqingコマンドを再実行してください。

                              

                              	
                                 切り替え先が正規ユニットの場合は，HAモニタのmonswapコマンドで計画系切り替えを行ってください。その後，手順の8に進んでください。

                                 切り替え先が受け入れユニットの場合は，次の手順に進んでください。

                                 
                                    	参考

                                    	
                                       受け入れユニットが複数ある場合，HAモニタのmonswapコマンドでは切り替え先を指定できません。システム構築時に指定した優先順位に従って切り替え先が決まります。そのため，優先順位に従った結果，切り替え先が意図するユニットの場合はmonswapコマンドで計画系切り替えを行い，切り替え先が意図しないユニットの場合は手順の4〜7の方法で計画系切り替えを行います。

                                    

                                 

                              

                              	
                                 システムマネジャがあるユニットから，pdstop -f -s サーバ名コマンドを実行し，バックエンドサーバを強制終了してください。このとき，pdstopコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。

                              

                              	
                                 システムマネジャがあるユニットから，pdstart -s サーバ名 -u 切り替え先ユニットの識別子コマンドを実行してください。このとき，pdstopコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。

                              

                              	
                                 pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドで，切り替え先ユニットでのバックエンドサーバの状態を確認してください。

                                 ・バックエンドサーバが切り替え先ユニットで実行系起動待ち状態の場合は次の手順に進んでください。

                                 ・バックエンドサーバが切り替え先ユニットで稼働状態の場合は，計画系切り替えが完了しています。

                              

                              	
                                 切り替え先ユニットで，HAモニタのmonactコマンドを実行してください。このとき，monactコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。

                              

                              	
                                 pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドで，バックエンドサーバが切り替え先ユニットで稼働状態であることを確認してください。

                              

                           

                           計画系切り替えが完了すると，トランザクションキューイングは自動的に解除され，キューイングされていたトランザクションが実行されます。何らかの原因でトランザクションキューイングが解除されなかった場合は，切り替え先ユニットで，pdtrnqing -d -s サーバ名コマンドを実行し，トランザクションキューイングを解除してください。このとき，pdtrnqingコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　クラスタソフトウェアがHAモニタ以外の場合

                     計画系切り替えの手順を次に示します。

                     
                        	＜手順＞

                        	
                           
                              	
                                 pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドで次に示すことを確認してください。

                                 ・計画系切り替えの対象となるバックエンドサーバの切り替え元ユニットが稼働状態であること

                                 ・計画系切り替えの対象となるバックエンドサーバの切り替え先ユニットが待機状態であること

                              

                              	
                                 切り替え元のユニットでpdtrnqingコマンドを実行し，トランザクションキューイングを開始してください。

                                 このとき，pdtrnqingコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。リターンコードが0の場合は，トランザクションキューイングが正常に開始されています。リターンコードが0以外の場合は，トランザクションキューイングが開始されていません。この場合，原因対策後，pdtrnqingコマンドを再実行してください。

                              

                              	
                                 クラスタソフトウェアのコマンドで，計画系切り替えを行ってください。

                              

                              	
                                 pdls -d ha -s サーバ名 -aコマンドで，バックエンドサーバが切り替え先ユニットで稼働状態であることを確認してください。

                              

                           

                           計画系切り替えが完了すると，トランザクションキューイングは自動的に解除され，キューイングされていたトランザクションが実行されます。何らかの原因でトランザクションキューイングが解除されなかった場合は，切り替え先ユニットで，pdtrnqing -d -s サーバ名コマンドを実行し，トランザクションキューイングを解除してください。このとき，pdtrnqingコマンドがリターンコード0で正常終了したことを確認してください。

                        

                     

                  
               
               
                  (2)　方法2で計画系切り替えを行う場合

                  HAモニタのmonswapコマンドを実行します。

                  monswapコマンド実行後，切り替え元ユニットで該当バックエンドサーバは自動的に待機状態になります。

                  なお，Hitachi HA Toolkit Extensionの使用時は，monswapコマンドではなくクラスタソフトウェアの計画系切り替えコマンドを入力してください。

                  影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での計画系切り替えの動作を次の表に示します。

                  
                     表26‒132　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での計画系切り替えの動作
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 バックエンドサーバの種別

                              
                              	
                                 動作

                              
                              	
                                 移動先

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 ホストBES

                              
                              	
                                 最も優先度の高い切り替え先に移動します。ゲスト用領域に空きがない場合はその次に優先度の高い切り替え先に移動します。

                              
                              	
                                 ゲストBES

                              
                           

                           
                              	
                                 ゲストBES

                              
                              	
                                 ホストBES

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     (a)　ホストBESに対する計画系切り替え

                     ホストBESに対する計画系切り替えの例を次の図に示します。この例は，ホストのハードウェアメンテナンスなどのためにサーバマシン（本例ではhostA）を停止する必要がある場合の運用例です。

                     
                        図26‒134　ホストBESに対する計画系切り替えの例
                        [image: [図データ]]

                     
                     この例では，unt1上の現用BESに対して計画系切り替えをします。手順は次のとおりです。

                     
                        	
                           hostAでBES1に対してmonswapコマンドを入力し，BES1をhostBに切り替えます。

                        

                        	
                           hostAでBES2に対してmonswapコマンドを入力し，BES2をhostCに切り替えます。

                        

                     

                     なお，Hitachi HA Toolkit Extension使用時は，クラスタソフトウェアの計画系切り替えコマンドを入力します。

                  
                  
                     (b)　ゲストBESの計画系切り替え（系の切り戻し）

                     ゲストBESに対する計画系切り替え（系の切り戻し）の例を次の図に示します。この例は，障害ユニットが復旧した場合の運用例です。

                     
                        図26‒135　ゲストBESに対する計画系切り替え（系の切り戻し）の例
                        [image: [図データ]]

                     
                     この例では，unt3から移動したBES5とBES6を計画系切り替えで切り戻します。手順は次のとおりです。

                     
                        	
                           hostAでBES5に対してmonswapコマンドを入力し，BES5をhostCに切り替えます。

                        

                        	
                           hostBでBES6に対してmonswapコマンドを入力し，BES6をhostCに切り替えます。

                        

                     

                     なお，Hitachi HA Toolkit Extension使用時は，クラスタソフトウェアの計画系切り替えコマンドを入力します。

                  
               
            
            
               26.9.3　連動系切り替え

               ここでは，クラスタソフトウェアにHAモニタを使用している場合の連動系切り替え方法について説明します。HAモニタ以外のクラスタソフトウェアで連動系切り替えをする場合は，各クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

               
                  (1)　HiRDB Datareplicatorとの連動系切り替え

                  HiRDB Datareplicatorを使用する場合，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorで連動系切り替えをする必要があります。この場合，HiRDBとHiRDB
                     DatareplicatorをHAモニタのgroupオペランドで同じサーバグループとして定義してください。連動系切り替えの定義方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能
                     HAモニタ」を参照してください。HiRDB Datareplicatorの系切り替え運用については，マニュアル「HiRDBデータ連動機能 HiRDB Datareplicator」を参照してください。

                  
                     	自動系切り替え

                     	
                        実行系に障害が発生した場合は自動的に待機系に切り替えます。HiRDB管理者及びHiRDB Datareplicator管理者の操作は必要ありません。

                     

                     	計画系切り替え

                     	
                        HAモニタのmonswapコマンドで，HiRDB及びHiRDB Datareplicatorを計画系切り替えできます。

                     

                     	HiRDBの系が切り替わった場合

                     	
                        障害によってHiRDBの系が切り替わった場合，実行系HiRDB Datareplicatorを強制終了させてHiRDB Datareplicatorの系を切り替えてください。

                     

                     	HiRDB Datareplicatorに障害が発生した場合

                     	
                        HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は実行系で再開始するため，系を切り替えません。なお，HiRDB Datareplicatorが単独で異常終了した場合は，HiRDB及びHiRDB
                           Datareplicatorを連動系切り替えできません。

                     

                  

               
               
                  (2)　計画系切り替えとの関係

                  連動系切り替えの定義をしておくと，HAモニタのmonswapコマンドの計画系切り替えを連動系切り替えで行えます。

               
            
            
               26.9.4　系が切り替わった後の運用方法

               影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合も，IPアドレスを引き継ぎません。IPアドレスを引き継がない場合は現用系と予備系のホスト名が異なるため，次に示す運用が必要になります。

               また，サーバごとに切り替え先が異なるため，切り替え後は切り替え先のホスト名を使用します。

               
                  (1)　運用コマンド及びユティリティ

                  サーバが稼働中の場合は系切り替えが発生すると，障害ユニットに定義されている各サーバは受け入れユニットに属するサーバとして運用する必要があります。サーバごとに切り替え先が異なるため，系切り替えが発生すると正規ユニット単位の運用はできません。

                  このため，運用コマンドを発行する場合には，次の表に示す指定値を指定します。

                  
                     表26‒133　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での運用コマンドの指定値
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 コマンド種別

                              
                              	
                                 指定値

                              
                           

                           
                              	
                                 切り替え前

                              
                              	
                                 切り替え後

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 ホスト名指定コマンド

                              
                              	
                                 正規ユニット側のホスト名

                              
                              	
                                 受け入れユニット側ホスト名

                              
                           

                           
                              	
                                 ユニット識別子指定コマンド

                              
                              	
                                 正規ユニットのユニット識別子

                              
                              	
                                 受け入れユニットのユニット識別子

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバ名指定コマンド

                              
                              	
                                 操作対象サーバ名

                              
                              	
                                 操作対象サーバ名

                              
                           

                        
                     

                  
                  ホスト名を指定した運用，及びユニット識別子を指定した運用では系切り替え前後で処理対象が異なります。したがって，影響分散スタンバイレス型系切り替え機能ではサーバ名指定の運用を推奨します。

                  運用コマンドの処理結果にホスト名が表示される場合，受け入れユニット側のホスト名が表示されます。

                  影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での運用コマンドオプション指定時の実行対象を次の表に示します。ただし，pdstartコマンド，及びpdstopコマンドは，表とは異なります。pdstart，pdstopコマンドについては，「HiRDBの運用方法の違いは？」を参照してください。

                  
                     表26‒134　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での運用コマンドオプション指定時の実行対象
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オプション

                              
                              	
                                 条件

                              
                              	
                                 コマンドの実行対象

                              
                           

                           
                              	
                                 -u

                              
                              	
                                 -s

                              
                              	
                                 システムマネジャのあるユニット

                              
                              	
                                 対象サーバ

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 システム（又は，システム内全実行バックエンドサーバ）

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 オフライン

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 正規ユニットでの現用系のバックエンドサーバとしての指定サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 オンライン

                              
                              	
                                 オフライン

                              
                              	
                                 正規ユニットでの現用系のバックエンドサーバとしての指定サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 オンライン

                              
                              	
                                 実行ユニットでの実行バックエンドサーバとしての指定サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 指定ユニット（又は，指定ユニット内全実行バックエンドサーバ）

                              
                           

                           
                              	
                                 ホスト

                              
                              	
                                 オフライン

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 指定正規ユニットでのホストBESとしての指定サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 オンライン

                              
                              	
                                 オフライン

                              
                              	
                                 指定正規ユニットでのホストBESとしての指定サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 オンライン

                              
                              	
                                 実行ユニットでの実行BESとしての指定サーバ（-u指定を無視します）

                              
                           

                           
                              	
                                 ゲスト

                              
                              	
                                 オフライン

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 指定受け入れユニットでのゲストBESとしての指定サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 オンライン

                              
                              	
                                 オフライン

                              
                              	
                                 指定受け入れユニットでのゲストBESとしての指定サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 オンライン

                              
                              	
                                 実行ユニットでの実行バックエンドサーバとしての指定サーバ（-u指定を無視します） 

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）　−：該当しません。

               
               
                  (2)　メッセージ

                  メッセージは受け入れユニット側のホスト名が表示されます。

               
               
                  (3)　統計情報の取得

                  系が切り替わった後の統計情報の取得処理については，「系が切り替わった後の統計情報の取得処理」を参照してください。

               
            
            
               26.9.5　障害発生時のHiRDB管理者の処置

               
                  (1)　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置

                  障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置を次の表に示します。

                  
                     表26‒135　障害発生時のシステムの処理とHiRDB管理者の処置（系切り替え機能使用時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害の種類

                              
                              	
                                 システムの処理

                              
                              	
                                 HiRDB管理者の処置

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 サーバ障害が発生しました（HiRDBだけが異常終了しました）。

                              
                              	
                                 HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランド※の指定に従います。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」を参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 系障害が発生しました。

                              
                              	
                                 系を切り替えて，切り替え先の系でHiRDBを再開始します。ただし，系障害の種類によっては系を切り替えないこともあります。系を切り替えるかどうかはクラスタソフトウェアの仕様に依存します。クラスタソフトウェアのマニュアルを参照してください。

                              
                              	
                                 出力されたメッセージを参照して，障害原因を調査します。「障害が発生したときの対処方法」又は障害原因のマニュアルを参照して対策してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの再開始処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランド※の指定に従います。

                              
                           

                           
                              	
                                 系切り替え処理に失敗しました。

                              
                              	
                                 システムを停止します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注

                     	
                        系が切り替わったときに引き継ぐ情報は，HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報と同じです。HiRDBの再開始時に引き継ぐ情報については，「HiRDBが再開始するときに引き継ぐ情報」を参照してください。

                     

                     	注※

                     	
                        switchtypeオペランドの指定によって処理が異なります。HAモニタのswitchtypeオペランドについては，「HAモニタに関する準備」を参照してください。Hitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドについては，「Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用している場合

                  障害対策後，計画系切り替えで正規ユニットに系を切り戻してください（待機中から正常状態に戻してください）。計画系切り替えの方法については，「計画系切り替え」を参照してください。

               
            
            
               26.9.6　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能使用時の注意事項

               
                  (1)　RDエリアのオープン契機について

                  影響分散スタンバイレス型系切り替え機能では，系切り替え時間を最小限に抑えるため，系切り替えの発生時に全面回復で必要なRDエリアだけをオープンして，そのほかのRDエリアはオープンしません。したがって，RDエリアのオープン契機は次のようになります。

                  
                     	
                        pd_rdarea_open_attribute_useオペランドにNが指定されている場合，指定値に関係なくYが指定されているものとみなします。

                     

                     	
                        系切り替え発生時は，RDエリアオープン契機がINITIALの場合，指定値に関係なく，DEFERが指定されているものとみなします。

                     

                  

                  RDエリアオープン契機については，マニュアル「HiRDB システム定義」のpd_rdarea_open_attribute_useオペランド，及びpd_rdarea_open_attributeオペランドの説明を参照してください。

               
               
                  (2)　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能での運用コマンド実行時の制限

                  OTHER用グローバルバッファを定義している環境で次に示す運用を行った場合，システムマネジャのあるユニットからpdstop -uコマンドでのユニットの単独正常終了をしないでください。システムマネジャのあるユニットからpdstopコマンドでHiRDBシステムを終了させるか，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）で追加用RDエリアにグローバルバッファを割り当てた後，ユニットを終了させてください。OTHER用グローバルバッファについては，「グローバルバッファの定義（影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合）」を参照してください。

                  
                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の適用ユニットで，データベース構成変更ユティリティ（pdmod）のcreate rdarea文でglobalbufferオペランドを省略し，OTHER用グローバルバッファのバッファ長より大きなページ長のRDエリアを追加します。

                     

                  

               
               
                  (3)　HiRDBシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更時の注意事項

                  HiRDBのシステム定義の変更及びHiRDBの構成変更をする場合，クラスタソフトウェアのコマンドでHiRDBを終了しないでください。pdstopコマンドでHiRDBだけを正常終了して，HiRDBシステム定義の変更又はHiRDBの構成変更をしてください。その後，pdstartコマンドでHiRDBだけを正常開始してください。

               
               
                  (4)　共有ディスク上に作成したHiRDBファイルにアクセスできないときの対処方法

                  クラスタソフトウェアの制御によってHiRDB停止中は，両方の系から共有ディスク上に作成したHiRDBファイルを操作できなくなることがあります。この場合，OSのコマンドでディスクを活性化する必要があります。

               
               
                  (5)　Hitachi HA Toolkit Extension使用時の注意事項

                  Hitachi HA Toolkit Extensionでは待機系ユニットは実行系ユニットの開始を待ち合わせません。このため，待機系ユニットが開始していない実行系ユニットにコマンドを発行した場合，エラーとなって待機系ユニットがアボート（Phi1012）することがあります。したがって，待機系ユニットは実行系ユニットの開始完了を待ってから開始してください。実行系ユニットの開始完了を待たないで，待機系ユニットを開始すると待機系ユニットがアボート（Phi1012）することがあります。

               
               
                  (6)　UAPに関する注意事項

                  系切り替えが発生した場合，クライアントとの接続が終了してデータベースの状態はトランザクションを開始する前の状態に戻ります。必要に応じて処理を再実行してください。

               
               
                  (7)　pdsetupコマンド実行時の注意事項

                  HiRDBの強制終了中，及び異常終了中にpdsetup -dコマンドを実行するときは注意が必要です。このコマンドの応答にYを指定しないでください。Yを応答すると，その後HiRDBを開始できなくなることがあります。

               
               
                  (8)　HAモニタ使用時の注意事項

                  HAモニタ使用時の注意事項を次に示します。

                  
                     	
                        サーバの起動時，現用系（HAモニタのserver定義文のinitオペランドにonlineを指定した系）を含むすべての系で実行サーバの起動待ち状態※1になった場合，HAモニタのmonactコマンドを実行し，現用系を※2実行系として起動してください。

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を適用しているユニットで，起動処理中のサーバがある場合，そのユニットを強制停止しないでください。強制停止した場合，次回の現用系でサーバを起動したときに実行サーバの起動待ち状態※1になることがあります。この場合，HAモニタのmonactコマンドを実行し，現用系を※2実行系として起動してください。

                     

                  

                  
                     	注※1

                     	
                        HAモニタのmonshowコマンドを実行したとき，*SBY*と表示される状態のことです。

                     

                     	注※2

                     	
                        予備系（HAモニタのservers定義のinitオペランドにstandbyを指定した系）のサーバをmonactコマンドで実行系として起動した場合，実行系の起動が完了するまで，次に示すメッセージが現用系で繰り返し出力されることがあります。実行系の起動が完了するとこれらのメッセージは出力されなくなります。

                        
                           	
                              KFPS05608-I

                           

                           	
                              KAMN305-E

                           

                           	
                              KAMN222-I

                           

                        

                        KAMN305-E及びKAMN222-IはHAモニタが出力するメッセージです。

                     

                  

               
               
                  (9)　現用系と待機系のOSの時刻が大きくずれているときの注意事項

                  現用系マシンと待機系マシンのOSの時刻が大きくずれている（待機系マシンの時刻の遅れが系切り替えに掛かる時間よりも大きい）場合，HiRDBは，時刻を遅らせた場合に行う対処を誤ったときと同じ影響を受けます。

                  OSの時刻を変更する方法については，「OSの時刻を変更する方法」を参照してください。

               
            
            
               26.9.7　サーバ障害以外の障害が発生した場合に系を切り替える方法

               ここでは，次に示す障害が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。

               
                  	
                     サーバプロセスの異常終了が多発した場合

                  

                  	
                     RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合

                  

               

               
                  (1)　サーバプロセスの異常終了が多発した場合に系を切り替える方法

                  サーバプロセスの異常終了が多発すると，新たなサービスを受け付けられないことがあります。しかし，サーバプロセスの異常終了では，HiRDBは異常終了しませんが，実質オンライン停止状態になります。また，HiRDBが異常終了しないため，系を切り替えられません。このオンライン停止状態になったときに系を切り替える方法を説明します。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_down_watch_procオペランドを指定します

                     サーバプロセスの異常終了回数が一定時間内にpd_down_watch_procオペランドの値を超えた場合，ユニットを異常終了します。これをプロセスの異常終了回数監視機能といいます。この機能を使用して，オンライン停止状態になったときにHiRDBを異常終了させて系を切り替えます。プロセスの異常終了回数監視機能については，「サーバプロセスの異常終了回数の監視（プロセスの異常終了回数監視機能）」を参照してください。

                  
                  
                     (b)　系の切り替え時間を短縮する方法

                     サーバプロセスの異常終了が多発すると，トラブルシュート情報が大量に出力されて系の切り替えに時間が掛かることがあります。次に示すオペランドを指定すると，トラブルシュート情報の出力を抑止するため，サーバプロセスの異常終了が多発したときに系の切り替え時間を短縮できます。

                     
                        	
                           pd_dump_suppress_watch_time

                        

                        	
                           pd_cancel_dump = noput

                        

                        	
                           pd_client_waittime_over_abort = N

                        

                     

                     また，pd_ha_switch_timeoutオペランドにYを指定すると，系切り替え時の実行系HiRDB（スタンバイレス型系切り替え機能の場合は正規ユニット）の内部停止処理がサーバ障害監視時間を超えた場合に，実行系HiRDBの内部停止処理を待たないで系を切り替えられます。

                  
               
               
                  (2)　RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法

                  ここでは，RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生した場合に系を切り替える方法について説明します。なお，ここでいう入出力エラーとは，HiRDBがファイルを操作したときにHiRDBが判別できない理由でファイル操作に失敗したエラーを意味し，HiRDBファイルシステムに対するアクセス要求から返されるエラーコードに-1544が出力されるエラーのことです。

                  
                     (a)　系を切り替えるための準備作業

                     pd_db_io_error_actionオペランドを指定します

                     pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定すると，RDエリアの入出力エラーが発生したときにユニットが異常終了するため，系を切り替えられます。入出力エラーの要因がパス障害の場合は，系の切り替え後に入出力処理ができるようになるため，業務をそのまま続行できます。なお，ここでいうパス障害とは，HiRDBとファイル間の通信経路が何かの要因で切断されているため，ファイルをアクセスできない状態を意味しています。

                     pd_db_io_error_actionオペランドにunitdownを指定する場合は，「RDエリアの入出力エラー（パス障害）が発生したときの対処方法」を参照してください。

                     pd_mode_confオペランドの指定値を確認します

                     HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えるため，pd_mode_conf = MANUAL2を指定します。HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えないとき（異常終了した系でHiRDBを再開始するとき）は，pd_mode_conf
                        = MANUAL1を指定します。

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドを指定します（サーバモード限定）

                     HAモニタ又はHitachi HA Toolkit Extensionのswitchtypeオペランドにswitchを指定します。switchを指定すると，HiRDBが異常終了した場合に系を切り替えます。

                  
                  
                     (b)　運用方法

                     入出力エラーが発生してHiRDBが異常終了した場合は系を切り替えて処理を続行してください。そして，出力されたメッセージを調査して対策してください。対策後，必要に応じて再度系を切り替えるか，又はHiRDBを一度終了して再度開始してください。なお，系の切り替え後も入出力エラーが発生するとRDエリアは障害閉塞します。この場合，データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）でRDエリアを回復してください。

                  
               
            
            
               26.9.8　トランザクションキューイング機能

               スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合はトランザクションキューイング機能が使用できます。

               
                  (1)　トランザクションキューイング機能とは

                  バックエンドサーバ又はディクショナリサーバのユニットで系切り替えが発生すると，系の切り替えが完了するまでこのバックエンドサーバ又はディクショナリサーバはトランザクションを受け付けられない状態になります。そのため，系切り替え中のバックエンドサーバ又はディクショナリサーバで処理するトランザクションがエラーになります。

                  これらのトランザクションをエラーにしないで，系切り替えが完了するまでフロントエンドサーバでトランザクションをキューイングします。これをトランザクションキューイング機能といいます。これによって，系切り替え時のトランザクションエラーを少なくできます。トランザクションキューイング機能の概要を次の図に示します。

                  
                     図26‒136　トランザクションキューイング機能の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        スタンバイレス型系切り替え機能の場合は次に示すようになります。

                        
                           	
                              正常時は正規ユニットが実行系になり，代替部が待機系になります。

                           

                           	
                              代替中は代替部が実行系になり，正規ユニットが待機系になります。

                           

                        

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        バックエンドサーバのユニットに障害が発生して系を切り替えます。待機系ユニットが起動完了するまで，トランザクションをキューイングします。待機系ユニットが起動完了した後にトランザクションを開始します。

                     

                     	備考

                     	
                        
                           	
                              系を切り替えていない（障害が発生していない）ユニットで実行されるトランザクションはキューイングされません。通常どおり実行されます。

                           

                           	
                              マルチフロントエンドサーバを使用すると，フロントエンドサーバのユニットで系切り替えが発生した場合，トランザクションエラーを少なくできます。この場合，障害が発生したときに実行中のトランザクションだけがエラーになります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　環境設定方法

                  トランザクションキューイング機能を使用するには次の表に示すオペランドを指定します。

                  
                     表26‒136　トランザクションキューイング機能を使用するときに指定するオペランド
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オペランド名

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pd_ha_agent

                              
                              	
                                 高速系切り替え機能，1：1スタンバイレス型系切り替え機能，又は影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用する場合に指定します。

                                 standbyunit：高速系切り替え機能を使用します。

                                 server：1：1スタンバイレス型系切り替え機能を使用します。

                                 activeunits：影響分散スタンバイレス型系切り替え機能を使用します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_transaction

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能を使用するかどうかを指定します。

                                 クライアント環境定義のPDHATRNQUEUINGオペランドにNOを指定すると，そのHiRDBクライアントが実行するUAPはトランザクションキューイング機能の対象外になります。PDHATRNQUEUINGオペランドについては，マニュアル「HiRDB
                                    UAP開発ガイド」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_queuing_wait_time

                              
                              	
                                 トランザクションのキューイング待ち時間を指定します。このオペランドに指定した待ち時間を超えても待機系ユニットが起動しない場合，キューイング中のトランザクションをエラーにします。これ以降発生するトランザクションはキューイングされないでエラーになります。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_ha_trn_restart_retry_time

                              
                              	
                                 トランザクションキューイング機能使用時に系切り替えが発生すると，トランザクションをフロントエンドサーバでキューイングします。しかし，系切り替えが発生してから待機系ユニットが再開始するまでの間，フロントエンドサーバは系切り替えを検知できません。この間（系切り替えが発生してから待機系ユニットが再開始するまでの間），フロントエンドサーバは実行系ユニットに対してトランザクションの開始要求をしますが，実行系ユニットは既に異常終了しているため，このトランザクション開始要求はエラーになります。エラーになったトランザクションはフロントエンドサーバから開始要求が再度行われます（トランザクションの開始要求をリトライします）。

                                 このオペランドには，このリトライ時間の上限を指定します。このオペランドの値を超えても待機系ユニットが再開始されない場合は，リトライ中のトランザクションをエラーにします。また，これ以降発生するトランザクションはリトライされないでエラーになります。

                                 pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係を図「pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係」に示します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     図26‒137　pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの関係
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	注※

                     	
                        スタンバイレス型系切り替え機能の場合は次に示すようになります。

                        
                           	
                              正常時は正規ユニットが実行系になり，代替部が待機系になります。

                           

                           	
                              代替中は代替部が実行系になり，正規ユニットが待機系になります。

                           

                        

                     

                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	区間A，D：

                           	
                              トランザクションを開始できる状態です（正常な状態です）。

                           

                           	区間B：

                           	
                              バックエンドサーバのユニットが系切り替え中で，フロントエンドサーバがそれを検知できていない状態です。pd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドに指定した時間までトランザクション開始要求をリトライします。フロントエンドサーバが系の切り替えを検知すると，トランザクションがキューイングされます。指定した時間を過ぎても検知できない場合は，そのトランザクションをエラーにします。

                           

                           	区間C：

                           	
                              バックエンドサーバのユニットが系切り替え中で，フロントエンドサーバがそれを検知している状態です。pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドに指定した時間までトランザクションをキューイングします。指定した時間を過ぎてもトランザクションを開始できない場合は，そのトランザクションをエラーにします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　キューイングの対象になるトランザクション

                  SQLの延長で生成されるトランザクションがキューイングの対象になります。ただし，定義系SQLの延長で生成されるトランザクション，及びホールダブルカーソル機能を使用したトランザクションは対象外です。次に示すトランザクションはキューイングの対象になりません。

                  
                     	
                        定義系SQLを発行するトランザクション

                     

                     	
                        ホールダブルカーソルを開いている接続のトランザクション

                     

                     	
                        ASSIGN LIST文を発行するトランザクション

                     

                     	
                        運用コマンド又はユティリティが生成するトランザクション

                     

                  

                  ただし，タイミングによってはこれらのトランザクションがキューイングされることがあります。

               
               
                  (4)　注意事項

                  
                     (a)　時間監視関連のオペランドについて

                     トランザクションのキューイング時間は最大で，pd_ha_trn_queuing_wait_timeオペランドの値（省略値180秒）とpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの値（省略値60秒）の合計時間になります。このため，次に示すオペランドの値に注意してください。

                     
                        	
                           クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランド

                           系切り替え中もPDCWAITTIMEが計測されているため，系の切り替えに掛かる時間を加算してオペランドの値を決めてください。

                        

                        	
                           pd_lck_wait_timeoutオペランド

                           キューイングされているトランザクションが障害の発生していないユニットで排他を確保することがあるため，系の切り替えに掛かる時間を加算してオペランドの値を決めてください。

                        

                     

                     系の切り替えに掛かる時間は，クラスタソフトウェアがsyslogfileに出力する系切り替え開始メッセージと系切り替え完了メッセージの出力時刻の差分によって求められます。系の切り替えが開始したときは次に示すどれかのメッセージが出力されます。

                     
                        	
                           KAMN200-Iメッセージ（クラスタソフトウェアの系を切り替えるコマンド入力時に出力）

                        

                        	
                           KAMN300-Eメッセージ（実行系HiRDBの異常終了時に出力）

                        

                        	
                           KAMN301-Eメッセージ（実行系HiRDBのスローダウン時に出力）

                        

                     

                     系の切り替えが完了したときはKAMN311-Iメッセージが出力されます。

                  
                  
                     (b)　リスト使用時の注意事項

                     リストを使用した検索中に系切り替えが発生した場合は注意が必要です。バックエンドサーバ又はディクショナリサーバのユニットで系切り替えが発生すると，系切り替え前のユニットで作成したリストが削除されます。そのため，系切り替え後にリストを使用した検索（キューイングされていたトランザクション）がエラーになります。この場合，リストを削除するか，又はリストを再作成してください。

                  
                  
                     (c)　最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）について

                     トランザクションのキューイング中は処理待ちのユーザ数が通常より多くなるため，最大同時接続数（pd_max_usersオペランドの値）を超える可能性があります。最大同時接続数を超えた場合，それ以上のユーザはそのフロントエンドサーバに接続できませんが，フロントエンドサーバへの接続処理をリトライします。pd_ha_trn_queuing_wait_timeとpd_ha_trn_restart_retry_timeオペランドの合計時間だけリトライします。

                  
                  
                     (d)　バックエンドサーバ接続保持機能を使用している場合

                     バックエンドサーバ接続保持機能を使用している場合の注意事項については，「クライアントの最大待ち時間の設定」を参照してください。

                  
                  
                     (e)　サーバが停止した状態でのSQL実行について

                     ユニットやサーバの終了によって停止したサーバに対してSQLを実行しても，トランザクションキューイングが行われて，エラーになるまでの時間が長くなります。

                     また，次のどちらかのメッセージを出力することがあります。

                     
                        	
                           KFPS00993-I（REQUEST=PDCWAITTIME_over）

                        

                        	
                           KFPS00612-E（reason=pd_ha_trn_restart_retry_time）

                        

                     

                  
               
            
            
               26.9.9　パブリッククラウド環境に関する運用時の注意事項

               Amazon Web Services環境上及びMicrosoft Azure環境上にクラスタ構成を適用する場合の注意事項を次に示します。

               
                  (1)　DRBDのレプリケーションパス障害時の注意事項

                  DRBDのaddressオプションに指定したレプリケーション対象のIPアドレス（以降，レプリケーションパスといいます）で障害が発生した場合，レプリケーション対象のノード間でデータが不一致となるため，HAモニタが次の表に示す制御を行い，受け入れ可能な状態のBESを停止することがあります。

                  
                     表26‒137　レプリケーションパス障害時のHAモニタ制御
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 レプリケーションパス障害発生時の受け入れユニットの状態

                              
                              	
                                 HAモニタのマルチスタンバイ機能使用有無（multistandbyオペランド指定値）

                              
                              	
                                 HAモニタの制御

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 受け入れ可能状態

                              
                              	
                                 use

                              
                              	
                                 KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，受け入れ可能な状態のBESを異常終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 nouse

                              
                              	
                                 レプリケーション対象のセカンダリ側のディスクステータスの状態を"Outdated"に変更します。

                                 
                                    	状態変更に成功した場合：

                                    	
                                       KAMN772-Wメッセージを出力後，受け入れ可能な状態のBESの受け入れ可能状態を維持します。

                                    

                                    	状態変更に失敗した場合：

                                    	
                                       KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，受け入れ可能な状態のBESを異常終了します。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 受け入れできない状態

                              
                              	
                                 use

                              
                              	
                                 レプリケーションパスが復旧する前にBESを受け入れ可能な状態として起動しようとすると，KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，起動しようとしたBESを異常終了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 nouse

                              
                              	
                                 レプリケーションパスが復旧する前にBESを受け入れ可能な状態として起動しようとすると，レプリケーション対象のセカンダリ側のディスクステータスの状態を"Outdated"に変更します。

                                 
                                    	状態変更に成功した場合：

                                    	
                                       KAMN772-Wメッセージを出力後，受け入れ可能な状態のBESの受け入れ可能状態を維持します。

                                    

                                    	状態変更に失敗した場合：

                                    	
                                       KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力後，受け入れ可能な状態のBESを異常終了します。

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  KAMN771-E（Cause code:1）メッセージを出力して受け入れ可能な状態のBESが異常終了した場合，レプリケーションパス回復以降に「HiRDBの運用方法の違いは？」を参照して，異常終了したBESを再起動してください。

                  KAMN772-Wメッセージを出力して，かつ受け入れ可能状態を維持しているBESについては，レプリケーションパス回復以降の対処は不要です。

                  HAモニタの詳細な動作については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ パブリッククラウド編」を参照してください。

               
            
         
      
   
      
         27　MIBパフォーマンス情報監視機能の運用

         
            この章では，MIBを使用してHiRDBの稼働情報を収集するMIBパフォーマンス情報監視機能の運用方法について説明します。

         

         
            27.1　MIBパフォーマンス情報監視機能の概要

            ここでは，MIBパフォーマンス情報監視機能の概要について説明します。

            
               27.1.1　MIBパフォーマンス情報監視機能とは

               ネットワーク上の管理対象オブジェクト（ルータ，プリンタ，データベースなど）を管理するプロトコルにSNMPがあります。このSNMPを利用してHiRDBの稼働情報（パフォーマンス情報）をSNMPエージェントとMIBを使用し，一定の間隔で収集します。収集した稼働情報は管理フレームワークに送られて管理されます。これをMIBパフォーマンス情報監視機能といいます。

               管理フレームワークには，収集した稼働情報をグラフ化する機能があり，HiRDBの稼働情報を時系列に認識できます。また，監視対象の稼働情報の値が一定値を超えた場合に警告を出すなどのイベントを設定できます。これによって，HiRDBの稼働状況の変化を事前に察知でき，障害が発生する前にネットワーク管理者によって対応ができます。

               MIBにはHiRDBが提供するHiRDBの稼働情報が記述されます。また，MIBにはHiRDBの稼働情報を取得する方法が記載されていて，管理フレームワークからの要求に応じてpdbuflsコマンドなどのHiRDBのコマンド又はユティリティを実行し，HiRDBの稼働情報を取得します。

               
                  	参考

                  	
                     収集したHiRDBの稼働情報の管理，ユーザへの通知，及び原因を調査する資料の作成は，管理フレームワークが行います。

                  

               

               MIBパフォーマンス情報監視機能の概要を次の図に示します。

               
                  図27‒1　MIBパフォーマンス情報監視機能の概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     SNMPエージェントであるJP1/ESAが，MIBコマンドを使用して一定の間隔でHiRDBの稼働情報を取得します。その稼働情報を管理フレームワークで管理します。

                  

                  	MIB：

                  	
                     ASN.1表記法で書かれたテキストファイルに，SNMPでアクセス可能な情報を含む変数が記述されています。

                  

                  	MIBコマンド：

                  	
                     HiRDBの稼働情報を取得するためのコマンドです。JP1/ESAからHiRDBに対して実行されます。MIBコマンドの延長でHiRDBのコマンド又はユティリティが実行されて，コマンドの実行結果をJP1/ESAへ返します。

                  

                  	SNMP：

                  	
                     ネットワーク上の管理対象オブジェクト（ルータ，プリンタ，データベースなど）をネットワーク経由で監視・制御するためのプロトコルです。

                  

                  	SNMPエージェント：

                  	
                     管理フレームワークからの要求に従ってHiRDBの稼働情報を管理フレームワークに渡したり，HiRDBの稼働情報を取得したりするプログラムです。SNMPエージェントには次に示す製品を使用します。

                     
                        	
                           JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent

                        

                     

                  

                  	管理フレームワーク：

                  	
                     SNMP対応の管理プログラムのことです。推奨する管理フレームワークを次に示します。

                     
                        	
                           JP1/Cm2/Network Node Manager，JP1/Performance Management/SNMP System Observer，及びJP1/Performance
                              Management/SNMP System Observer for Database Server

                        

                        	
                           他社管理フレームワーク

                        

                     

                  

               

               
                  	ポイント

                  	
                     MIBを使用したパフォーマンス情報の監視以外にも，JP1/PFM-Agent for HiRDBを使用してパフォーマンス情報を監視できます。HiRDBではパフォーマンス情報監視手段としてJP1/PFM-Agent
                        for HiRDBの使用を推奨しています。

                  

               

            
            
               27.1.2　MIBパフォーマンス情報監視機能の目的

               MIBパフォーマンス情報監視機能を使用すると，次に示すことができます。

               
                  	
                     HiRDBの稼働状況を分析する

                     監視対象のHiRDBから，RDエリアの使用率やサーバプロセス数などの稼働情報を収集及び集計し，その傾向や推移をグラフィック化できるため，HiRDBの稼働状況をより分かりやすく分析できます。

                  

                  	
                     システムの問題点を早期に発見し，原因を調査する資料を作成する

                     監視対象のHiRDBで，グローバルバッファのヒット率が悪くなるなどのパフォーマンスの低下が発生した場合，その現象をHiRDB管理者にEメールなどを使用して通知できるため，問題点を早期に対策できます。また，その問題点に関連する情報をグラフィック化できるため，原因を調査する資料を作成できます。

                  

               

            
            
               27.1.3　MIB定義ファイル

               MIB定義ファイルには，SNMPでアクセスできる次に示す情報が格納されています。

               
                  	
                     変数名

                  

                  	
                     変数のオブジェクトID

                  

                  	
                     変数のデータ型

                  

                  	
                     変数のアクセス権

                  

               

            
            
               27.1.4　MIB環境定義ファイル

               MIB環境定義ファイルには監視対象のHiRDBを指定します。また，MIBコマンドの延長でHiRDBのコマンド又はユティリティを実行するために必要な情報（認可識別子など）を指定します。

            
         
         
            27.2　システム構成

            ここでは，MIBパフォーマンス情報監視機能を使用する場合のシステム構成例を説明します。

            
               27.2.1　HiRDB/シングルサーバの場合

               HiRDB/シングルサーバに適用する場合のシステム構成を次の図に示します。

               
                  図27‒2　HiRDB/シングルサーバに適用する場合のシステム構成
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     監視対象のHiRDBがあるサーバマシンにJP1/ESAをインストールします。

                  

               

            
            
               27.2.2　HiRDB/パラレルサーバの場合

               HiRDB/パラレルサーバに適用する場合のシステム構成を次の図に示します。

               
                  図27‒3　HiRDB/パラレルサーバに適用する場合のシステム構成
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     システムマネジャがあるサーバマシンでパフォーマンス情報を収集するため，JP1/ESAはシステムマネジャがあるサーバマシンにインストールします。それ以外のサーバマシンにはJP1/ESAをインストールする必要はありません。

                     MIBコマンドはシステムマネジャがあるサーバマシンで実行されます。

                  

               

            
            
               27.2.3　マルチHiRDBの場合

               HiRDB/シングルサーバのマルチHiRDB構成に適用する場合のシステム構成を次の図に示します。

               
                  図27‒4　HiRDB/シングルサーバのマルチHiRDB構成に適用する場合のシステム構成
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     マルチHiRDBの場合は，一つのMIBコマンドで複数のHiRDBを監視できます。複数のHiRDBを監視するには，MIB環境定義ファイルに複数のHiRDBを指定する必要があります。なお，必ずしもすべてのHiRDBを監視する必要はありません。複数のHiRDBのうち一つだけを監視対象にすることもできます。

                  

               

            
            
               27.2.4　系切り替え機能を使用する場合

               1:1系切り替え構成に適用する場合のシステム構成を次の図に示します。

               
                  図27‒5　1:1系切り替え構成に適用する場合のシステム構成
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     系切り替え機能を使用する場合は，待機系のサーバマシンでも監視を行うように設定してください。そうすると，系切り替えの発生時に切り替え先のサーバマシンで監視を続行できます。ただし，収集したパフォーマンス情報は，次の図に示すように連続していません。別のHiRDBを監視しているように見えます。

                     
                        図27‒6　1:1系切り替え構成に適用した場合のパフォーマンス情報の見え方
                        [image: [図データ]]

                     
                  

               

            
         
         
            27.3　環境設定

            
               27.3.1　環境設定の手順

               ここでは，MIBパフォーマンス情報監視機能を使用するときのHiRDBについての環境設定方法を説明します。(1)以降の作業を行ってください。

               
                  (1)　共通のMIB環境定義ファイル（pdmibtgt）を作成する

                  共通のMIB環境定義ファイル（pdmibtgt）を作成します。このファイルには，監視対象のHiRDBのHiRDB識別子とHiRDB運用ディレクトリ名を指定します。指定例を次に示します。

                  pdmib -a HiRDBシステム識別子 -d HiRDB運用ディレクトリ名

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              共通のMIB環境定義ファイルは，HiRDBのインストールディレクトリ/sample/pdmibtgtに作成してください。

                           

                           	
                              HiRDB/パラレルサーバの場合は，システムマネジャがあるサーバマシンに共通のMIB環境定義ファイルを作成してください。

                           

                           	
                              マルチHiRDB環境で複数のHiRDBを監視する場合は複数行指定してください。指定例を次に示します。

                           

                        

                           pdmib -a HRD1 -d /hirdb_x1
   pdmib -a HRD2 -d /hirdb_x2

                     

                  

               
               
                  (2)　個別のMIB環境定義ファイル（pdmibenv）を作成する

                  個別のMIB環境定義ファイル（pdmibenv）を作成します。このファイルには，HiRDBのユティリティ又はコマンドを実行する環境を指定します。指定例を次に示します。

                  putenv PDHOST 接続するHiRDBサーバのホスト名
putenv PDDIR 接続するHiRDBサーバのHiRDB運用ディレクトリ名
putenv PDNAMEPORT 接続するHiRDBサーバのポート番号
putenv PDUSER 認可識別子及びパスワード
putenv LANG 文字コード種別

                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              各オペランドの指定方法はクライアント環境定義と同じです。クライアント環境定義については，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

                           

                           	
                              個別のMIB環境定義ファイルは，$PDDIR/conf/pdmibenvに作成してください。$PDDIRは(1)で指定したHiRDB運用ディレクトリ名になります。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        HiRDB稼働中にpdchgconfコマンドでPDNAMEPORTを変更した場合，pdmibenvファイルも変更する必要があります。

                     

                  

               
               
                  (3)　MIB定義ファイルを登録する

                  HiRDBが提供するMIB定義ファイルをJP1/ESAに登録します。HiRDB/パラレルサーバの場合はシステムマネジャがあるサーバマシンで登録してください。JP1/ESAへの登録方法については，マニュアル「JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent」を参照してください。

                  MIB定義ファイルのパス名を次に示します。

                  
                     	
                        /opt/HiRDB_S/sample/hirdbMIB（HiRDB/シングルサーバの場合）

                     

                     	
                        /opt/HiRDB_P/sample/hirdbMIB（HiRDB/パラレルサーバの場合）

                     

                  

                  
                     	マルチHiRDBの場合の注意事項

                     	
                        
                           	
                              pdmibtgtファイルを作成したディレクトリのHiRDBのMIB定義ファイルを登録してください。

                           

                           	
                              MIB定義ファイルを登録したHiRDBをアンインストールした場合，アンインストールしていないHiRDBでMIB定義ファイルを再登録する必要があります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　リモートシェルの実行環境を設定する（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  MIBコマンドはスーパユーザ権限で実行されるため，スーパユーザがリモートシェル実行環境を設定する必要があります（rshを使用してください。sshは使用できません）。HiRDB/パラレルサーバを構成する各サーバマシンと，システムマネジャがあるサーバマシンとの間で相互にログイン可能になるように，OSの環境設定を行います。ログイン時にパスワードの入力など，プロンプトへの入力をしないでログインできるように設定してください。詳細はOSのマニュアルを参照してください。

               
               
                  (5)　環境変数を設定する

                  スーパユーザのSHLIB_PATH環境変数に，インストールディレクトリ/libを追加します。Linux版の場合は，スーパユーザのLD_LIBRARY_PATH環境変数に，AIX版の場合はスーパユーザのLIBPATH環境変数に，インストールディレクトリ/libを追加します。

               
               
                  (6)　収集するパフォーマンス情報を選択する

                  
                     (a)　JP1/SSO for Databaseを使用する場合

                     収集するパフォーマンス情報をJP1/SSO for Databaseで選択します。選択方法については，マニュアル「JP1/Performance Management/SNMP
                        System Observer 拡張リソース管理編」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           監視するHiRDBの環境及び情報収集するMIBによっては，SNMPタイムアウトエラーとなる場合があります。稼働状態によって，JP1/NNM又はJP1/ESAのSNMPタイムアウト時間を調整してください。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　他社管理フレームワークを使用する場合

                     他社管理フレームワークのマニュアルを参照してください。

                  
               
            
         
         
            27.4　MIB定義ファイル

            ここでは，MIB定義ファイルの規則とMIB定義ファイルに格納されるMIBテーブルについて説明します。

            
               27.4.1　HiRDBが提供するMIB定義ファイルの規則

               HiRDBが提供するMIB定義ファイルの規則を次の表に示します。

               
                  表27‒1　HiRDBが提供するMIB定義ファイルの規則
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項目

                           
                           	
                              HiRDBが提供するMIB定義ファイルの規則

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ファイル名

                           
                           	
                              ファイル名はhirdbMIBです。

                           
                        

                        
                           	
                              オブジェクトID

                           
                           	
                              HiRDBのオブジェクトIDは，.iso.org.dod.internet.private.enterprises.hitachi.systemExMib.hirdbMibs.HiRDBです。数値表現の場合は，1.3.6.1.4.1.116.5.24.2です。このオブジェクトIDの下位にHiRDBのパフォーマンス情報を持つオブジェクトがあります。

                           
                        

                        
                           	
                              注釈（DESCRIPTION）

                           
                           	
                              1行目にオブジェクトIDのコメントを，2行目以降にJP1/ESAの制御コマンドを記述しています。

                           
                        

                        
                           	
                              インデクス（INDEX）

                           
                           	
                              MIBオブジェクトを特定するためのインデクスです。例えば，あるRDエリアの情報を特定するには，次に示す二つのインデクスが必要です。

                              
                                 	
                                    HiRDBシステムインデクス

                                 

                                 	
                                    RDエリアインデクス

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              アクセス権（ACCESS）

                           
                           	
                              オブジェクトに対応するアクセス権です。HiRDBではテーブル，エントリを除くすべてのオブジェクトをread-onlyとし，GetRequest又はGetNextRequestは許可，SetRequestは拒否とします。テーブル及びエントリはnot-accessとし，アクセスできません。

                           
                        

                        
                           	
                              オブジェクトタイプ（SYNTAX）

                           
                           	
                              文字はDisplayString（ASCII），数値はINTEGER（−（231−1）〜231−1）又はGauge（0〜232−1）を使用します。テーブルはSEQUENCEを使用します。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               27.4.2　HiRDBが提供するMIBテーブルの一覧

               HiRDBが提供するMIBテーブルの一覧を次の表に示します。

               
                  表27‒2　HiRDBが提供するMIBテーブルの一覧
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              テーブル名

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              サーバ稼働状態テーブル（hirServerStatusTable）

                           
                           	
                              ある時点のサーバ稼働状態のパフォーマンス情報が格納されます。テーブルの内容については，「サーバ稼働状態テーブル（hirServerStatusTable）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブル（hirFileSystemTable）

                           
                           	
                              一定時間内に収集した作業表用ファイル用のHiRDBファイルシステム領域のパフォーマンス情報が格納されます。テーブルの内容については，「作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブル（hirFileSystemTable）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリアテーブル（hirRdareaStatusTable）

                           
                           	
                              一定時間内に収集したRDエリアのパフォーマンス情報が格納されます。テーブルの内容については，「RDエリアテーブル（hirRdareaStatusTable）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリア詳細テーブル（hirRdareaDetStatusTable）

                           
                           	
                              一定時間内に収集したRDエリアのパフォーマンス情報が格納されます。テーブルの内容については，「RDエリア詳細テーブル（hirRdareaDetStatusTable）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              グローバルバッファテーブル（hirBufferStatusTable）

                           
                           	
                              一定時間内に収集したグローバルバッファのパフォーマンス情報が格納されます。テーブルの内容については，「グローバルバッファテーブル（hirBufferStatusTable）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリア−HiRDBファイルシステム領域テーブル（hirRdareaFileTable）

                           
                           	
                              一定時間内に収集したRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域のパフォーマンス情報が格納されます。テーブルの内容については，「RDエリア−HiRDBファイルシステム領域テーブル（hirRdareaFileTable）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              SYS統計情報テーブル（hirStatisInfSysTable）

                           
                           	
                              システムの稼働に関する統計情報がサーバ単位に収集されます。テーブルの内容については，「SYS統計情報テーブル（hirStatisInfSysTable）」を参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
            
         
         
            27.5　サーバ稼働状態テーブル（hirServerStatusTable）

            サーバ稼働状態テーブルには，ある時点のサーバ稼働状態のパフォーマンス情報が格納されます。ユニット及びサーバごとに1インスタンス作成されます。

            
               	パフォーマンス情報収集時の注意事項

               	
                  HiRDBの性能に影響を与えないように，パフォーマンス情報の収集間隔は60秒以上に設定してください。

               

            

            サーバ稼働状態テーブルの構成を次の表に示します。

            
               表27‒3　サーバ稼働状態テーブルの構成
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ID

                        
                        	
                           オブジェクト

                        
                        	
                           説明

                        
                        	
                           タイプ

                        
                        	
                           権限

                        
                        	
                           データソース

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           1.

                        
                        	
                           hirServerStatusTable

                        
                        	
                           サーバ稼働状態テーブル

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           1.1

                        
                        	
                           hirServerStatusEntry

                        
                        	
                           サーバ稼働状態エントリ

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.1

                        
                        	
                           hirServerStatusSysIndex

                        
                        	
                           HiRDBシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.2

                        
                        	
                           hirServerStatusHostIndex

                        
                        	
                           HiRDBホスト識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.3

                        
                        	
                           hirServerStatusUnitIndex

                        
                        	
                           HiRDBユニット識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.4

                        
                        	
                           hirServerStatusServerIndex

                        
                        	
                           HiRDBサーバ識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.5

                        
                        	
                           hirServerStatusInstance

                        
                        	
                           インスタンス名

                           HiRDB識別子:ホスト名:ユニット識別子:サーバ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.6

                        
                        	
                           hirServerStatusHirID

                        
                        	
                           HiRDB識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.7

                        
                        	
                           hirServerStatusHost

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdls -d svr

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.8

                        
                        	
                           hirServerStatusServerName

                        
                        	
                           サーバ名

                           ユニット情報の場合は"********"が表示されます。

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdls -d svr

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.9

                        
                        	
                           hirServerStatusStartTime

                        
                        	
                           各サーバ又はユニットの開始時刻

                           該当サーバ又はユニットが停止中の場合は999999が表示されます。

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdls -d svr

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.10

                        
                        	
                           hirServerStatusStatus

                        
                        	
                           サーバ又はユニットの状態

                           指定できる値を次に示します。

                           1:ACTIVE

                           2:STOP

                           3:STOP（N）

                           4:STOP（F）

                           5:STOP（A）

                           6:START（I）

                           7:SUSPEND

                           8:STARTING

                           9:STOPPING

                           10:TRNPAUSE

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdls -d svr

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.11

                        
                        	
                           hirServerStatusUnitID

                        
                        	
                           ユニット識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdls -d svr

                        
                     

                     
                        	
                           1.1.12

                        
                        	
                           hirServerStatusDummy

                        
                        	
                           参照不可

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

         
         
            27.6　作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブル（hirFileSystemTable）

            作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブルには，一定時間内に収集した作業表用ファイル用のHiRDBファイルシステム領域のパフォーマンス情報が格納されます。

            
               	パフォーマンス情報収集時の注意事項

               	
                  HiRDBの性能に影響を与えないように，パフォーマンス情報の収集間隔は600秒以上に設定してください。

               

            

            作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブルの構成を次の表に示します。

            
               表27‒4　作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブルの構成
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ID

                        
                        	
                           オブジェクト

                        
                        	
                           説明

                        
                        	
                           タイプ

                        
                        	
                           権限

                        
                        	
                           データソース

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           3.

                        
                        	
                           hirFileSystemTable

                        
                        	
                           作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブル

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           3.1

                        
                        	
                           hirFileSystemEntry

                        
                        	
                           作業表用HiRDBファイルシステム領域エントリ

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.1

                        
                        	
                           hirFileSystemSysIndex

                        
                        	
                           HiRDBシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.2

                        
                        	
                           hirFileSystemFileIndex

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.3

                        
                        	
                           hirFileSystemInstance

                        
                        	
                           インスタンス名

                           HiRDB識別子:ホスト名:HiRDBファイルシステム領域名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.4

                        
                        	
                           hirFileSystemHirID

                        
                        	
                           HiRDB識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.5

                        
                        	
                           hirFileSystemAvailableExpandCount

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域の増分回数の上限値

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.6

                        
                        	
                           hirFileSystemAvailableFileSize

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域で一つのファイルとして確保できる容量の最大値（単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.7

                        
                        	
                           hirFileSystemCurrentExpandCount

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域の増分回数の合計値

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.8

                        
                        	
                           hirFileSystemCurrentFileCount

                        
                        	
                           作成したHiRDBファイル数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.9

                        
                        	
                           hirFileSystemFreeAreaCount

                        
                        	
                           不連続な空き領域の総数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.10

                        
                        	
                           hirFileSystemHiRDBFileSystemAreaName

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.11

                        
                        	
                           hirFileSystemPeakCapacity

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域中に割り当てられた領域の最大値を0にリセットした時点から現在までの期間のユーザ最大使用量※（単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.12

                        
                        	
                           hirFileSystemRemainingFileCount

                        
                        	
                           作成できるHiRDBファイル数（作成できるファイル数の上限−作成したファイル数）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.13

                        
                        	
                           hirFileSystemRemainingUserArea

                        
                        	
                           ユーザに割り当てられた領域の中で，未使用領域（HiRDBファイルとして割り当てられていない領域）の容量（単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.14

                        
                        	
                           hirFileSystemSectorSize

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域のセクタ長（単位：バイト）

                           pdfmkfsコマンドの-sオプションで指定したセクタ長です（省略時は1024）。

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.15

                        
                        	
                           hirFileSystemHost

                        
                        	
                           ホスト名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.16

                        
                        	
                           hirFileSystemUserAreacapacity

                        
                        	
                           ユーザ領域のHiRDBファイルシステム領域の容量（単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs -d -b

                        
                     

                     
                        	
                           3.1.17

                        
                        	
                           hirFileSystemDummy

                        
                        	
                           参照不可

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

            
               	注※

               	
                  該当するHiRDBファイルシステム領域に対して，pdfstatfs -cコマンドを実行するまでは，PEAK_CAPACITY値がクリアされないため，このフィールドが減少することはありません。

               

            

         
         
            27.7　RDエリアテーブル（hirRdareaStatusTable）

            RDエリアテーブルには，一定時間内に収集したRDエリアのパフォーマンス情報が格納されます。RDエリアごとに1行作成されます。

            
               	パフォーマンス情報収集時の注意事項

               	
                  
                     	
                        HiRDBの性能に影響を与えないように，パフォーマンス情報の収集間隔は600秒以上に設定してください。

                     

                     	
                        共用RDエリアの場合，更新できるバックエンドサーバのパフォーマンス情報だけが収集されます。

                     

                  

               

            

            RDエリアテーブルの構成を次の表に示します。

            
               表27‒5　RDエリアテーブルの構成
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ID

                        
                        	
                           オブジェクト

                        
                        	
                           説明

                        
                        	
                           タイプ

                        
                        	
                           権限

                        
                        	
                           データソース

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           4.

                        
                        	
                           hirRdareaStatusTable

                        
                        	
                           RDエリアテーブル

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           4.1

                        
                        	
                           hirRdareaStatusEntry

                        
                        	
                           RDエリアエントリ

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.1

                        
                        	
                           hirRdareaStatusSysIndex

                        
                        	
                           HiRDBシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.2

                        
                        	
                           hirRdareaStatusRdareaIndex

                        
                        	
                           RDエリア識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.3

                        
                        	
                           hirRdareaStatusInstance

                        
                        	
                           インスタンス名

                           HiRDB識別子:サーバ名:RDエリア名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.4

                        
                        	
                           hirRdareaStatusHirID

                        
                        	
                           HiRDB識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.5

                        
                        	
                           hirRdareaStatusBufferName

                        
                        	
                           グローバルバッファ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k def-s SERVR_NAME

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.6

                        
                        	
                           hirRdareaStatusExtensionSegmentSize

                        
                        	
                           増分セグメント数

                           RDエリアの増分指定がない場合は0になります。

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.7

                        
                        	
                           hirRdareaStatusFileCount

                        
                        	
                           HiRDBファイル数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.8

                        
                        	
                           hirRdareaStatusIndexCount

                        
                        	
                           格納インデクス数（定義数）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.9

                        
                        	
                           hirRdareaStatusPageSize

                        
                        	
                           ページ長（単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.10

                        
                        	
                           hirRdareaStatusRDAREAName

                        
                        	
                           RDエリア名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.11

                        
                        	
                           hirRdareaStatusRDAREAStatus

                        
                        	
                           RDエリアの状態

                           指定できる値を次に示します。

                           CLOSE，CLOSE HOLD，CLOSE HOLD（INQ），CLOSE HOLD（CMD），CLOSE HOLD（BU），CLOSE HOLD（BU I），CLOSE
                              HOLD（BU W），CLOSE HOLD（BU IW），CLOSE HOLD（SYNC），CLOSE HOLD（ORG），CLOSE ACCEPT-HOLD，HOLD，HOLD（INQ），HOLD（CMD），HOLD（BU），HOLD（BU I），HOLD（BU W），HOLD（BU
                              IW），HOLD（SYNC），HOLD（ORG），ACCEPT-HOLD，OPEN

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.12

                        
                        	
                           hirRdareaStatusRDAREAType

                        
                        	
                           RDエリア種別

                           指定できる値を次に示します。

                           MAST，DDIR，DDIC，DLOB，USER，ULOB，LIST，RGST，RLOB

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.13

                        
                        	
                           hirRdareaStatusSegmentSize

                        
                        	
                           セグメントサイズ（単位：ページ）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.14

                        
                        	
                           hirRdareaStatusServerName

                        
                        	
                           サーバ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.15

                        
                        	
                           hirRdareaStatusTableCount

                        
                        	
                           格納表数（定義数）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.16

                        
                        	
                           hirRdareaStatusTotalRDAREASegments

                        
                        	
                           RDエリア内の全セグメント数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.17

                        
                        	
                           hirRdareaStatusUnusedRDAREASegments

                        
                        	
                           RDエリア内の未使用セグメント数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           4.1.18

                        
                        	
                           hirRdareaStatusDummy

                        
                        	
                           参照不可

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

            
               	注※　次に示すSQL文の結果です。

               	
                  SELECT PAGE_SIZE,SEGMENT_SIZE,FILE_COUNT,N_TABLE,N_INDEX,EXTENSION_SEGMENT_SIZE
      FROM "MASTER".SQL_RDAREAS

               

            

         
         
            27.8　RDエリア詳細テーブル（hirRdareaDetStatusTable）

            RDエリア詳細テーブルには，一定時間内に収集したRDエリアのパフォーマンス情報が格納されます。RDエリアごとに1行作成されます。

            
               	パフォーマンス情報収集時の注意事項

               	
                  
                     	
                        HiRDBの性能に影響を与えないように，パフォーマンス情報の収集間隔は3600秒以上に設定してください。

                     

                     	
                        共用RDエリアの場合，更新できるバックエンドサーバのパフォーマンス情報だけが収集されます。

                     

                     	
                        pddbstコマンドが実行できない場合，pddbstコマンドからデータを取得するフィールドには，0（数値フィールドの場合）又は空白（文字列フィールドの場合）が設定されます。

                        次に示す条件をすべて満たす場合にpddbstコマンドが実行できます。

                        ・対象RDエリアがデータディクショナリ用RDエリア，ユーザ用RDエリア，LOB用RDエリア，レジストリ用RDエリア，又はレジストリLOB用RDエリアである

                        ・対象RDエリアが閉塞なしオープン状態，又は参照可能閉塞オープン状態である

                     

                  

               

            

            RDエリア詳細テーブルの構成を次の表に示します。

            
               表27‒6　RDエリア詳細テーブルの構成
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ID

                        
                        	
                           オブジェクト

                        
                        	
                           説明

                        
                        	
                           タイプ

                        
                        	
                           権限

                        
                        	
                           データソース

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           5.

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusTable

                        
                        	
                           RDエリア詳細テーブル

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           5.1

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusEntry

                        
                        	
                           RDエリア詳細エントリ

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.1

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusSysIndex

                        
                        	
                           HiRDBシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.2

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusRdareaIndex

                        
                        	
                           RDエリア識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.3

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusInstance

                        
                        	
                           インスタンス名

                           HiRDB識別子:サーバ名:RDエリア名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.4

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusHirID

                        
                        	
                           HiRDB識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.5

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusAutoExtendErrorCode

                        
                        	
                           自動増分できない場合のエラーコード

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.6

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusAutoExtendStatus

                        
                        	
                           自動増分機能の抑止状態

                           SUP：抑止されている状態。

                           NOSUP：抑止されていない状態

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.7

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusAutoExtendUse

                        
                        	
                           自動増分機能の使用状況

                           USE：自動増分機能を使用している

                           NOUSE：自動増分機能を使用していない

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.8

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusBufferName

                        
                        	
                           グローバルバッファ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k def-s SERVR_NAME

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.9

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusExtensionSegmentSize

                        
                        	
                           増分セグメント数（RDエリアの増分指定がない場合は0）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※１

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.10

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusFileCount

                        
                        	
                           HiRDBファイル数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※１

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.11

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusFreezeSpecified

                        
                        	
                           RDエリアが更新凍結されているかどうかの情報

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※２

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.12

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusFullUsedPage

                        
                        	
                           満杯ページ数の比率（単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※９

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.13

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusFullUsedPages

                        
                        	
                           満杯ページ数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※９

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.14

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusGenNumber

                        
                        	
                           該当するRDエリアの世代番号

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※４

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.15

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusHoldCode1

                        
                        	
                           該当するRDエリアの閉塞要因コード

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.16

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusHoldCode2

                        
                        	
                           Hold Status 1の一つ前の閉塞要因コード情報

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.17

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusHoldStatus1

                        
                        	
                           該当するRDエリアの閉塞種別

                           1:Error Shutdown（障害閉塞）

                           2:Command Shutdown（HiRDBの障害検知によるコマンド閉塞）

                           3:pddbstが出力した値（FLT又はCMD以外の値の場合）

                           4:空白（それ以外の場合）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.18

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusHoldStatus2

                        
                        	
                           Hold Status 1の一つ前の閉塞情報

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.19

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusHoldTime1

                        
                        	
                           該当するRDエリアの閉塞時刻

                        
                        	
                           DisplayString

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.20

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusHoldTime2

                        
                        	
                           Hold Status 1の一つ前の閉塞時刻情報

                        
                        	
                           DisplayString

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.21

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusIndexCount

                        
                        	
                           格納インデクス数（定義数）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※１

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.22

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusLastSegment

                        
                        	
                           使用されているセグメントの最後を示す位置情報

                           Segment OverがYのときは，常に最後のセグメントを示します。

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※６

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.23

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusLobmapOver

                        
                        	
                           LOB管理エントリがすべて使用されているかどうかの情報

                           Y：すべて使用されている

                           N：未使用のエントリがある

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※５

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.24

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusOriginalRDAREAName

                        
                        	
                           オリジナルRDエリア名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※３

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.25

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusPageSize

                        
                        	
                           ページ長（単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※１

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.26

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusRDAREAName

                        
                        	
                           RDエリア名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.27

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusRDAREAStatus

                        
                        	
                           RDエリアの状態

                           次に示す値を指定できます。

                           CLOSE，CLOSE HOLD，CLOSE HOLD（INQ），CLOSE HOLD（CMD），CLOSE HOLD（BU），CLOSE HOLD（BU I），CLOSE
                              HOLD（BU W），CLOSE HOLD（BU IW），CLOSE HOLD（SYNC），CLOSE HOLD（ORG），CLOSE ACCEPT-HOLD，HOLD，HOLD（INQ），HOLD（CMD），HOLD（BU），HOLD（BU I），HOLD（BU W），HOLD（BU
                              IW），HOLD（SYNC），HOLD（ORG），ACCEPT-HOLD，OPEN

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.28

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusRDAREAType

                        
                        	
                           RDエリアの種別

                           次に示す値を指定できます。

                           MAST，DDIR，DDIC，DLOB，USER，ULOB，LIST，RGST，RLOB

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.29

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusReplicaRDAREAs

                        
                        	
                           レプリカRDエリアの数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※４

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.30

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusSegmentOver

                        
                        	
                           LOB用RDエリアの格納状態が乱れているかどうかの情報

                           Y：乱れている

                           N：乱れていない

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※５

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.31

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusSegmentSize

                        
                        	
                           セグメントサイズ

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※１

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.32

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusServerName

                        
                        	
                           サーバ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.33

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusTableCount

                        
                        	
                           格納表数（定義数）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           ディクショナリ表※１

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.34

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusTotalPages

                        
                        	
                           RDエリア内のセグメント中のページ数の合計（使用中ページ数＋未使用ページ数）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※１０

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.35

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusTotalRDAREASegments

                        
                        	
                           RDエリア内の全セグメント数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.36

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusUnusedRDAREASegments

                        
                        	
                           RDエリア内の未使用セグメント数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbls -r ALL -a

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.37

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusUsed

                        
                        	
                           使用中セグメントの割合

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           0固定

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.38

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusUsedPage

                        
                        	
                           使用中ページ数の比率（単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※８

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.39

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusUsedPages

                        
                        	
                           使用中ページ数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pddbst -k phys -f※７

                        
                     

                     
                        	
                           5.1.40

                        
                        	
                           hirRdareaDetStatusDummy

                        
                        	
                           参照不可

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

            
               	注※1

               	
                  次に示すSQL文の結果です。 

                  SELECT PAGE_SIZE,SEGMENT_SIZE,FILE_COUNT,N_TABLE,N_INDEX,EXTENSION_SEGMENT_SIZE FROM "MASTER".SQL_RDAREAS

               

               	注※2

               	
                  LOB用RDエリア以外の場合は空白になります。 

               

               	注※3

               	
                  HiRDB Staticizer Optionがインストールされていない場合は空白になります。

               

               	注※4

               	
                  HiRDB Staticizer Optionがインストールされていない場合は0になります。

               

               	注※5

               	
                  LOB用RDエリア以外の場合は空白になります。

               

               	注※6

               	
                  LOB用RDエリア以外の場合は0になります。

               

               	注※7

               	
                  LOB用RDエリアの場合はUSED_AREA_SEGの値になります。

               

               	注※8

               	
                  LOB用RDエリアの場合はPERCENT_USEDの値になります。

               

               	注※9

               	
                  LOB用RDエリアの場合は0になります。

               

               	注※10

               	
                  LOB用RDエリアの場合はTOTAL_AREA_SEGの値になります。

               

            

         
         
            27.9　グローバルバッファテーブル（hirBufferStatusTable）

            グローバルバッファテーブルには，一定時間内に収集したグローバルバッファのパフォーマンス情報が格納されます。グローバルバッファごとに1行作成されます。

            
               	パフォーマンス情報収集時の注意事項

               	
                  HiRDBの性能に影響を与えないために，収集間隔は60秒以上に設定してください。

               

            

            グローバルバッファテーブルの構成を次の表に示します。

            
               表27‒7　グローバルバッファテーブルの構成
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ID

                        
                        	
                           オブジェクト

                        
                        	
                           説明

                        
                        	
                           タイプ

                        
                        	
                           権限

                        
                        	
                           データソース

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           6.

                        
                        	
                           hirBufferStatusTable

                        
                        	
                           グローバルバッファテーブル

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           6.1

                        
                        	
                           hirBufferStatusEntry

                        
                        	
                           グローバルバッファエントリ

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.1

                        
                        	
                           hirBufferStatusSysIndex

                        
                        	
                           HiRDBシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.2

                        
                        	
                           hirBufferStatusBufferIndex

                        
                        	
                           グローバルバッファ識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.3

                        
                        	
                           hirBufferStatusInstance

                        
                        	
                           インスタンス名

                           HiRDB識別子:サーバ名:グローバルバッファ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.4

                        
                        	
                           hirBufferStatusHirID

                        
                        	
                           HiRDB識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.5

                        
                        	
                           hirBufferStatusBufferName

                        
                        	
                           グローバルバッファ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.6

                        
                        	
                           hirBufferStatusBufferPoolHitRate

                        
                        	
                           グローバルバッファプールのヒット率（単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.7

                        
                        	
                           hirBufferStatusCurrentReferenceBuffers

                        
                        	
                           カレントの参照バッファ数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.8

                        
                        	
                           hirBufferStatusCurrentUpdateBuffers

                        
                        	
                           カレントの更新バッファ数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.9

                        
                        	
                           hirBufferStatusDBSyncs

                        
                        	
                           シンクポイントの発生回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.10

                        
                        	
                           hirBufferStatusLOBBufferInputPages

                        
                        	
                           LOBバッファ一括入力ページ数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.11

                        
                        	
                           hirBufferStatusLOBBufferOutputPages

                        
                        	
                           LOBバッファ一括出力ページ数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.12

                        
                        	
                           hirBufferStatusLOBBufferReadRequests

                        
                        	
                           LOBバッファREAD要求回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.13

                        
                        	
                           hirBufferStatusLOBBufferWriteRequests

                        
                        	
                           LOBバッファWRITE要求回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.14

                        
                        	
                           hirBufferStatusOutOfBuffer

                        
                        	
                           バッファ不足発生回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.15

                        
                        	
                           hirBufferStatusPrefetchBufferShortages

                        
                        	
                           プリフェッチバッファ不足発生回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.16

                        
                        	
                           hirBufferStatusPrefetchHitRate

                        
                        	
                           プリフェッチヒット率（単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.17

                        
                        	
                           hirBufferStatusPrefetchInputPages

                        
                        	
                           プリフェッチ入力ページ数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.18

                        
                        	
                           hirBufferStatusPrefetchReadRequests

                        
                        	
                           プリフェッチREAD要求回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.19

                        
                        	
                           hirBufferStatusReads

                        
                        	
                           ディスクからの実READ回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.20

                        
                        	
                           hirBufferStatusReferenceBufferFlushes

                        
                        	
                           参照バッファフラッシュ回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.21

                        
                        	
                           hirBufferStatusReferenceGets

                        
                        	
                           参照GET回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.22

                        
                        	
                           hirBufferStatusReferenceHitRate

                        
                        	
                           参照要求のヒット率

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.23

                        
                        	
                           hirBufferStatusServerName

                        
                        	
                           サーバ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.24

                        
                        	
                           hirBufferStatusUpdateBufferFlushes

                        
                        	
                           更新バッファフラッシュ回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.25

                        
                        	
                           hirBufferStatusUpdateGets

                        
                        	
                           更新GET回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.26

                        
                        	
                           hirBufferStatusUpdateHitRate

                        
                        	
                           更新要求のヒット率（単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.27

                        
                        	
                           hirBufferStatusUpdatedBufferTrigger

                        
                        	
                           デファードライトトリガ時の出力契機となる更新バッファ数

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.28

                        
                        	
                           hirBufferStatusWaits

                        
                        	
                           バッファ排他待ち発生回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.29

                        
                        	
                           hirBufferStatusWrites

                        
                        	
                           ディスクへの実WRITE回数

                        
                        	
                           Gauge

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdbufls -k sts -d

                        
                     

                     
                        	
                           6.1.30

                        
                        	
                           hirBufferStatusDummy

                        
                        	
                           参照不可

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

         
         
            27.10　RDエリア−HiRDBファイルシステム領域テーブル（hirRdareaFileTable）

            RDエリア−HiRDBファイルシステム領域テーブルには，一定時間内に収集したRDエリア用のHiRDBファイルシステム領域のパフォーマンス情報が格納されます。HiRDBファイルシステム領域とRDエリアの組み合わせごとに1行作成されます。

            
               	パフォーマンス情報収集時の注意事項

               	
                  
                     	
                        HiRDBの統計情報が取得されている場合にパフォーマンス情報が収集されます。

                        統計情報の取得の開始契機

                        ・HiRDBの稼働中に統計情報種別（-kオプション）にfilを指定してpdstbeginコマンドを実行したとき

                        ・統計情報種別（-kオプション）にfilを指定したpdstbeginオペランドを指定してHiRDBを開始したとき

                        統計情報の取得の終了契機

                        ・HiRDBの稼働中にpdstendコマンドを実行したとき

                        ・HiRDBを終了したとき

                     

                     	
                        共用RDエリアの場合，サーバごとに別の行にパフォーマンス情報を収集します。

                     

                     	
                        停止中のユニットのパフォーマンス情報は収集できません。

                     

                  

               

            

            RDエリア−HiRDBファイルシステム領域テーブルの構成を次の表に示します。

            
               表27‒8　RDエリア−HiRDBファイルシステム領域テーブルの構成
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ID

                        
                        	
                           オブジェクト

                        
                        	
                           説明

                        
                        	
                           タイプ

                        
                        	
                           権限

                        
                        	
                           データソース

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           9.

                        
                        	
                           hirRdareaFileTable

                        
                        	
                           RDエリア−HiRDBファイルシステム領域テーブル

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           9.1

                        
                        	
                           hirRdareaFileEntry

                        
                        	
                           RDエリア−HiRDBファイルシステム領域エントリ

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.1

                        
                        	
                           hirRdareaFileSysIndex

                        
                        	
                           HiRDBシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.2

                        
                        	
                           hirRdareaFileServerIndex

                        
                        	
                           サーバ識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.3

                        
                        	
                           hirRdareaFileFileIndex

                        
                        	
                           HiRDBファイル識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.4

                        
                        	
                           hirRdareaFileRdareaIndex

                        
                        	
                           RDエリア識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.5

                        
                        	
                           hirRdareaFileInstance

                        
                        	
                           インスタンス名

                           HiRDB識別子:サーバ名:HiRDBファイルシステム領域名:RDエリア

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.6

                        
                        	
                           hirRdareaFileHirID

                        
                        	
                           HiRDB識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.7

                        
                        	
                           hirRdareaFileAIORead

                        
                        	
                           システム固有情報（AIO READ）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.8

                        
                        	
                           hirRdareaFileAIOWrite

                        
                        	
                           システム固有情報（AIO WRITE）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.9

                        
                        	
                           hirRdareaFileClose

                        
                        	
                           クローズ発生回数（CLOSE）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.10

                        
                        	
                           hirRdareaFileFreeMBytes

                        
                        	
                           ユーザ領域中の未使用領域（HiRDBファイルとして割り当てられていない領域）の容量（単位：メガバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs FS_NAME

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.11

                        
                        	
                           hirRdareaFileHiRDBFileSystemAreaName

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域名（フルパス表示）（FS NAME）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※２

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.12

                        
                        	
                           hirRdareaFileHiRDBFileSystemAreaType

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域の種別（DB，DB（NOLOB），SVR）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs FS_NAME

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.13

                        
                        	
                           hirRdareaFileHost

                        
                        	
                           ホスト名（HOST）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.14

                        
                        	
                           hirRdareaFileIOError

                        
                        	
                           入出力エラー発生回数（IO ERROR）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.15

                        
                        	
                           hirRdareaFileListIO

                        
                        	
                           システム固有情報（LIST IO）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.16

                        
                        	
                           hirRdareaFileMbytes

                        
                        	
                           HiRDBファイルシステム領域中のユーザ領域の総量（単位：メガバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdfstatfs FS_NAME

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.17

                        
                        	
                           hirRdareaFileOpen

                        
                        	
                           オープン発生回数（OPEN）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.18

                        
                        	
                           hirRdareaFileRDAREAName

                        
                        	
                           RDエリア名（RDAREA NAME）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.19

                        
                        	
                           hirRdareaFileServerName

                        
                        	
                           サーバ名（SERVER NAME）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.20

                        
                        	
                           hirRdareaFileSyncRead

                        
                        	
                           同期READ発生回数（SYNC READ）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.21

                        
                        	
                           hirRdareaFileSyncWrite

                        
                        	
                           同期WRITE回数（SYNC WRITE）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（fil）※１

                        
                     

                     
                        	
                           9.1.22

                        
                        	
                           hirRdareaFileDummy

                        
                        	
                           参照不可

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

            注　pdsteditの後ろにある（　）は，統計解析ユティリティの編集項目を意味しています。

            
               	注※1

               	
                  fil_DAT内のHOST，SERVER，FILE NAMEからHiRDBファイル名を取り除いたHiRDBファイルシステム領域名，RDAREA NAMEの組でグループ分けをして，各フィールドの数値データを合計します。数値データでなく「**********」が出力されている場合はオーバフローを意味しているため，0が設定されます。

               

               	注※2

               	
                  フルパス表示のHiRDBファイル名からHiRDBファイル名を取り除いて作成します。例えば，/users/hirdb_s/area/rdsys04/rddata01の場合，/users/hirdb_s/area/rdsys04を取得します。

               

            

         
         
            27.11　SYS統計情報テーブル（hirStatisInfSysTable）

            SYS統計情報テーブルには，システムの稼働に関する統計情報がサーバ単位に収集されます。サーバごとに1行作成されます。

            
               	パフォーマンス情報収集時の注意事項

               	
                  
                     	
                        HiRDBの統計情報が取得されている場合にパフォーマンス情報が収集されます。

                        統計情報の取得の開始契機

                        ・HiRDBの稼働中に統計情報種別（-kオプション）にsysを指定してpdstbeginコマンドを実行したとき

                        ・統計情報種別（-kオプション）にsysを指定したpdstbeginオペランドを指定してHiRDBを開始したとき

                        統計情報の取得の終了契機

                        ・HiRDBの稼働中にpdstendコマンドを実行したとき

                        ・HiRDBを終了したとき

                     

                     	
                        停止中のユニットのパフォーマンス情報は収集できません。

                     

                     	
                        収集間隔とpdstbeginコマンド又はpdstbeginオペランドに指定する時間間隔（-mオプション）は同じ値にしてください。

                     

                  

               

            

            SYS統計情報テーブルの構成を次の表に示します。

            
               表27‒9　SYS統計情報テーブルの構成
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ID

                        
                        	
                           オブジェクト

                        
                        	
                           説明

                        
                        	
                           タイプ

                        
                        	
                           権限

                        
                        	
                           データソース

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           11.

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTable

                        
                        	
                           SYS統計情報テーブル

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           11.1

                        
                        	
                           hirStatisInfSysEntry

                        
                        	
                           SYS統計情報エントリ

                        
                        	
                           SEQUENCE

                        
                        	
                           not-access

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.1

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSysIndex

                        
                        	
                           HiRDBシステム識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.2

                        
                        	
                           hirStatisInfSysHostIndex

                        
                        	
                           HiRDBホスト識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.3

                        
                        	
                           hirStatisInfSysUnitIndex

                        
                        	
                           HiRDBユニット識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.4

                        
                        	
                           hirStatisInfSysServerIndex

                        
                        	
                           HiRDBサーバ識別インデクス

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.5

                        
                        	
                           hirStatisInfSysInstance

                        
                        	
                           インスタンス名

                           HiRDB識別子:ホスト名:サーバ名

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.6

                        
                        	
                           hirStatisInfSysHirID

                        
                        	
                           HiRDB識別子

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.7

                        
                        	
                           hirStatisInfSysHost

                        
                        	
                           ホスト名（HOST）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.8

                        
                        	
                           hirStatisInfSysServerName

                        
                        	
                           サーバ名（SERVER_NAME）

                        
                        	
                           Display

                           String

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.9

                        
                        	
                           hirStatisInfSysScheduleQueueLenFreq

                        
                        	
                           スケジュール待ち行列数の発生件数

                           （SCHEDULE_QUEUE_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.10

                        
                        	
                           hirStatisInfSysScheduleQueueLenMax

                        
                        	
                           スケジュール待ち行列数の最大値（SCHEDULE_QUEUE_LEN_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.11

                        
                        	
                           hirStatisInfSysScheduleQueueLenMin

                        
                        	
                           スケジュール待ち行列数の最小値（SCHEDULE_QUEUE_LEN_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.12

                        
                        	
                           hirStatisInfSysScheduleQueueLenAvg

                        
                        	
                           スケジュール待ち行列数の平均値（SCHEDULE_QUEUE_LEN_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.13

                        
                        	
                           hirStatisInfSysMessageLenFreq

                        
                        	
                           スケジュールメッセージの発生件数（MESSAGE_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.14

                        
                        	
                           hirStatisInfSysMessageLenMax

                        
                        	
                           スケジュールメッセージ長の最大値（MESSAGE_LEN_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.15

                        
                        	
                           hirStatisInfSysMessageLenMin

                        
                        	
                           スケジュールメッセージ長の最小値（MESSAGE_LEN_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.16

                        
                        	
                           hirStatisInfSysMessageLenAvg

                        
                        	
                           スケジュールメッセージ長の平均値（MESSAGE_LEN_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.17

                        
                        	
                           hirStatisInfSysServerAbort

                        
                        	
                           サーバの異常終了回数（SERVER_ABORT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.18

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSystemServerAbort

                        
                        	
                           HiRDBが使用する内部的なサーバの異常終了回数（SYSTEM_SERVER_ABORT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.19

                        
                        	
                           hirStatisInfSysProcessCountMax

                        
                        	
                           サーバプロセス生成個数の最大値（PROCESS_COUNT_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.20

                        
                        	
                           hirStatisInfSysProcessCountMin

                        
                        	
                           サーバプロセス生成個数の最小値（PROCESS_COUNT_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.21

                        
                        	
                           hirStatisInfSysProcessCountAvg

                        
                        	
                           サーバプロセス生成個数の平均値（PROCESS_COUNT_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.22

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCommit

                        
                        	
                           コミット回数（COMMIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.23

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRollback

                        
                        	
                           ロールバック回数（ROLLBACK）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.24

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockWaitTimeFreq

                        
                        	
                           排他待ち発生件数（LOCK_WAIT_TIME_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.25

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockWaitTimeMax

                        
                        	
                           排他待ち時間の最大値（LOCK_WAIT_TIME_MAX）※１

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.26

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockWaitTimeMin

                        
                        	
                           排他待ち時間の最小値（LOCK_WAIT_TIME_MIN）※２

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.27

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockWaitTimeAvg

                        
                        	
                           排他待ち時間の平均値（LOCK_WAIT_TIME_AVG）※３

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.28

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockQueueLenFreq

                        
                        	
                           排他待ちになったユーザ数（LOCK_QUEUE_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.29

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockQueueLenMax

                        
                        	
                           排他待ちになったユーザ数の最大値（LOCK_QUEUE_LEN_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.30

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockQueueLenMin

                        
                        	
                           排他待ちになったユーザ数の最小値（LOCK_QUEUE_LEN_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.31

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLockQueueLenAvg

                        
                        	
                           排他待ちになったユーザ数の平均値（LOCK_QUEUE_LEN_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.32

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDeadlock

                        
                        	
                           デッドロック件数（DEADLOCK）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.33

                        
                        	
                           hirStatisInfSysUseLockTableFreq

                        
                        	
                           排他資源管理テーブルの使用率が5%増加する事象の発生件数（USE_LOCK_TABLE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.34

                        
                        	
                           hirStatisInfSysUseLockTableMax

                        
                        	
                           排他資源管理テーブル使用率の最大値（USE_LOCK_TABLE_MAX）※１

                           （単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.35

                        
                        	
                           hirStatisInfSysUseLockTableMin

                        
                        	
                           排他資源管理テーブル使用率の最小値（USE_LOCK_TABLE_MIN）※２

                           （単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.36

                        
                        	
                           hirStatisInfSysUseLockTableAvg

                        
                        	
                           排他資源管理テーブル使用率の平均値（USE_LOCK_TABLE_AVG）※３

                           （単位：％）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.37

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSegmentSizeAvg

                        
                        	
                           サーバ用，及びHiRDBが使用する内部的なサーバ用に確保した共用メモリサイズの平均値（SEGMENT_SIZE_AVG）※３

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.38

                        
                        	
                           hirStatisInfSysStaticSizeAvg

                        
                        	
                           静的共用メモリ確保サイズの平均値（STATIC_SIZE_AVG）※３

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.39

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDyanamicSizeAvg

                        
                        	
                           動的共用メモリ確保サイズの平均値（DYNAMIC_SIZE_AVG）※３

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.40

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSizeForBufferAvg

                        
                        	
                           グローバルバッファ用共用メモリ確保サイズの平均値（SIZE_FOR_BUFFER_AVG）※３

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.41

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetIntervalTimeFreq

                        
                        	
                           シンクポイントダンプの取得件数（SYNC_GET_INTERVAL_TIME_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.42

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetIntervalTimeMax

                        
                        	
                           シンクポイントダンプ取得間隔時間の最大値（SYNC_GET_INTERVAL_TIME_MAX）※１

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.43

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetIntervalTimeMin

                        
                        	
                           シンクポイントダンプ取得間隔時間の最小値（SYNC_GET_INTERVAL_TIME_MIN）※２

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.44

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetIntervalTimeAvg

                        
                        	
                           シンクポイントダンプ取得間隔時間の平均値（SYNC_GET_INTERVAL_TIME_AVG）※３

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.45

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetTimeFreq

                        
                        	
                           シンクポイントダンプの取得件数（SYNC_GET_TIME_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.46

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetTimeMax

                        
                        	
                           シンクポイントダンプの取得所要時間の最大値（SYNC_GET_TIME_MAX）※１

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.47

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetTimeMin

                        
                        	
                           シンクポイントダンプ取得時間の最小値（SYNC_GET_TIME_MIN）※２

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.48

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSyncGetTimeAvg

                        
                        	
                           シンクポイントダンプ取得時間の平均値（SYNC_GET_TIME_AVG）※３

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.49

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogBufferFull

                        
                        	
                           ログバッファ満杯回数（LOG_BUFFER_FULL）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.50

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogWaitThread

                        
                        	
                           カレントバッファなしによるログ入出力待ち回数（LOG_WAIT_THREAD）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.51

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogOutputBlockLenFreq

                        
                        	
                           ログブロック出力回数（LOG_OUTPUT_BLOCK_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.52

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogOutputBlockLenMax

                        
                        	
                           ログ出力ブロック長の最大値（LOG_OUTPUT_BLOCK_LEN_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.53

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogOutputBlockLenMin

                        
                        	
                           ログ出力ブロック長の最小値（LOG_OUTPUT_BLOCK_LEN_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.54

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogOutputBlockLenAvg

                        
                        	
                           ログ出力ブロック長の平均値（LOG_OUTPUT_BLOCK_LEN_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.55

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogNotBusLenFreq

                        
                        	
                           非バス部分のログ出力回数（LOG_NOT_BUS_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.56

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogNotBusLenMax

                        
                        	
                           非バス部分のログブロック長の最大値（LOG_NOT_BUS_LEN_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.57

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogNotBusLenMin

                        
                        	
                           非バス部分のログブロック長の最小値（LOG_NOT_BUS_LEN_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.58

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogNotBusLenAvg

                        
                        	
                           非バス部分のログブロック長の平均値（LOG_NOT_BUS_LEN_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.59

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogWaitBufferForIOFreq

                        
                        	
                           ログ入出力完了待ち件数（LOG_WAIT_BUFFER_FOR_IO_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.60

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogWaitBufferForIOMax

                        
                        	
                           ログ入出力待ちバッファ面数の最大値（LOG_WAIT_BUFFER_FOR_IO_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.61

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogWaitBufferForIOMin

                        
                        	
                           ログ入出力待ちバッファ面数の最小値（LOG_WAIT_BUFFER_FOR_IO_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.62

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogWaitBufferForIOAvg

                        
                        	
                           ログ入出力待ちバッファ面数の平均値（LOG_WAIT_BUFFER_FOR_IO_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.63

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogWriteToFile

                        
                        	
                           システムログファイルへの書き込み回数（LOG_WRITE_TO_FILE）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.64

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogWriteError

                        
                        	
                           ログ書き込みエラー回数（LOG_WRITE_ERROR）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.65

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogFileSwapTimeFreq

                        
                        	
                           ログファイルスワップ回数（LOG_FILE_SWAP_TIME_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.66

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogFileSwapTimeMax

                        
                        	
                           ログファイルスワップ時間の最大値（LOG_FILE_SWAP_TIME_MAX）※１

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.67

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogFileSwapTimeMin

                        
                        	
                           ログファイルスワップ時間の最小値（LOG_FILE_SWAP_TIME_MIN）※２

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.68

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogFileSwapTimeAvg

                        
                        	
                           ログファイルスワップ時間の平均値（LOG_FILE_SWAP_TIME_AVG）※３

                           （単位：ミリ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.69

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogInputDataFreq

                        
                        	
                           ロールバック時のログ入力件数（LOG_INPUT_DATA_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.70

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogInputDataMax

                        
                        	
                           ロールバック時のログ入力データ長の最大値（LOG_INPUT_DATA_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.71

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogInputDataMin

                        
                        	
                           ロールバック時のログ入力データ長の最小値（LOG_INPUT_DATA_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.72

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogInputDataAvg

                        
                        	
                           ロールバック時のログ入力データ長の平均値（LOG_INPUT_DATA_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.73

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogReadFromFile

                        
                        	
                           ロールバック時のログ読み出し回数（LOG_READ_FROM_FILE）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.74

                        
                        	
                           hirStatisInfSysLogReadError

                        
                        	
                           ログ読み出しエラー回数（LOG_READ_ERROR）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.75

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicTblDEFGetReq

                        
                        	
                           表定義情報取得要求回数（DIC_TBL-DEF_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.76

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicTableCacheHit

                        
                        	
                           表定義情報用バッファヒット回数（DIC_TABLE_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.77

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCachedTblDEFFreq

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ中の定義情報数（DIC_CACHED_TBL-DEF_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.78

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCachedTblDEFMax

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ中の定義情報数の最大値（DIC_CACHED_TBL-DEF_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.79

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCachedTblDEFMin

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ中の定義情報数の最小値（DIC_CACHED_TBL-DEF_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.80

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCachedTblDEFAvg

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ中の定義情報数の平均値（DIC_CACHED_TBL-DEF_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.81

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUseTblDEFSizeFreq

                        
                        	
                           表定義情報用バッファに取得された表定義情報件数（DIC_USE_TBL-DEF_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.82

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUseTblDEFSizeMax

                        
                        	
                           表定義情報用バッファに取得した1表定義情報当たりの表定義情報用バッファ使用領域長の最大値（DIC_USE_TBL-DEF_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.83

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUseTblDEFSizeMin

                        
                        	
                           表定義情報用バッファに取得した1表定義情報当たりの表定義情報用バッファ使用領域長の最小値（DIC_USE_TBL-DEF_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.84

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUseTblDEFSizeAvg

                        
                        	
                           表定義情報用バッファに取得した1表定義情報当たりの表定義情報用バッファ使用領域長の平均値（DIC_USE_TBL-DEF_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.85

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheTblDEFSizeFreq

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ上の表定義情報件数（DIC_CACHED_TBL-DEF_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.86

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheTblDEFSizeMax

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ使用領域長の最大値（DIC_CACHED_TBL-DEF_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.87

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheTblDEFSizeMin

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ使用領域長の最小値（DIC_CACHED_TBL-DEF_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.88

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheTblDEFSizeAvg

                        
                        	
                           表定義情報用バッファ使用領域長の平均値（DIC_CACHED_TBL-DEF_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.89

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicAccessPrivCheck

                        
                        	
                           表アクセス権限情報取得回数（DIC_ACCESS_PRIV_CHECK）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.90

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicAccessCacheHit

                        
                        	
                           表アクセス権限情報用バッファヒット回数（DIC_ACCESS_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.91

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicConDbaDefGetReq

                        
                        	
                           ユーザ権限情報取得要求数（DIC_CON/DBA_DEF_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.92

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicConDbaCacheHit

                        
                        	
                           ユーザ権限情報用バッファヒット回数（DIC_CON/DBA_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.93

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicConDbaCachedUserFreq

                        
                        	
                           ユーザ権限情報用バッファ使用ユーザ数（DIC_CON/DBA_CACHED_USER_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.94

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicConDbaCachedUserMax

                        
                        	
                           ユーザ権限情報用バッファ使用ユーザ数の最大値（DIC_CON/DBA_CACHED_USER_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.95

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicConDbaCachedUserMin

                        
                        	
                           ユーザ権限情報用バッファ使用ユーザ数の最小値（DIC_CON/DBA_CACHED_USER_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.96

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicConDbaCachedUserAvg

                        
                        	
                           ユーザ権限情報用バッファ使用ユーザ数の平均値（DIC_CON/DBA_CACHED_USER_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.97

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicTransDataLenFreq

                        
                        	
                           表定義情報取得の要求件数（DIC_TRANS_DATA_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.98

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicTransDataLenMax

                        
                        	
                           ディクショナリサーバとの通信長の最大値（DIC_TRANS_DATA_LEN_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.99

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicTransDataLenMin

                        
                        	
                           ディクショナリサーバとの通信長の最小値（DIC_TRANS_DATA_LEN_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.100

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicTransDataLenAvg

                        
                        	
                           ディクショナリサーバとの通信長の平均値（DIC_TRANS_DATA_LEN_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.101

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicTrans

                        
                        	
                           ディクショナリサーバとの通信回数（DIC_TRANS）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.102

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicViewDefGetReq

                        
                        	
                           ビュー解析情報取得要求回数（DIC_VIEW_DEF_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.103

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicViewDefCacheHit

                        
                        	
                           ビュー解析情報用バッファヒット回数（DIC_VIEW_DEF_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.104

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicViewCachedDef

                        
                        	
                           ビュー解析情報用バッファ中の解析情報数（DIC_VIEW_CACHED_DEF）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.105

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUsedViewSizeFreq

                        
                        	
                           ビュー解析情報用バッファ上に取得したビュー解析情報件数（DIC_USED_VIEW_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.106

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUsedViewSizeMax

                        
                        	
                           ビュー解析情報用バッファに取得した1ビュー当たりのビュー解析情報用バッファ使用領域長の最大値（DIC_USED_VIEW_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.107

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUsedViewSizeMin

                        
                        	
                           ビュー解析情報用バッファに取得した1ビュー当たりのビュー解析情報用バッファ使用領域長の最小値（DIC_USED_VIEW_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.108

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicUsedViewSizeAvg

                        
                        	
                           ビュー解析情報用バッファに取得した1ビュー当たりのビュー解析情報用バッファ使用領域長の平均値（DIC_USED_VIEW_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.109

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicViewCacheSizeFreq

                        
                        	
                           ビュー解析情報用バッファ上にあるビュー解析情報件数（DIC_VIEW_CACHE_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.110

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicViewCacheSizeMax

                        
                        	
                           使用したビュー解析情報用バッファ長の最大値（DIC_VIEW_CACHE_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.111

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicViewCacheSizeMin

                        
                        	
                           使用したビュー解析情報用バッファ長の最小値（DIC_VIEW_CACHE_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.112

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicViewCacheSizeAvg

                        
                        	
                           使用したビュー解析情報用バッファ長の平均値（DIC_VIEW_CACHE_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.113

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheMissViewSizeFreq

                        
                        	
                           ビュー解析情報バッファミス回数（DIC_CACHE_MISS_VIEW_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.114

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheMissViewSizeMax

                        
                        	
                           バッファミスとなったビュー解析情報長の最大値（DIC_CACHE_MISS_VIEW_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.115

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheMissViewSizeMin

                        
                        	
                           バッファミスとなったビュー解析情報長の最小値（DIC_CACHE_MISS_VIEW_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.116

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDicCacheMissViewSizeAvg

                        
                        	
                           バッファミスとなったビュー解析情報長の平均値（DIC_CACHE_MISS_VIEW_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.117

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSQLOBJGetReq

                        
                        	
                           SQLオブジェクト取得要求回数（SQLOBJ_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.118

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSQLOBJCacheHit

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファヒット回数（SQLOBJ_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.119

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJFreq

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト数（CACHED_SQLOBJ_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.120

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJMax

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト数の最大値（CACHED_SQLOBJ_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.121

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJMin

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト数の最小値（CACHED_SQLOBJ_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.122

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJAvg

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト数の平均値（CACHED_SQLOBJ_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.123

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJSizeFreq

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト数（CACHED_SQLOBJ_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.124

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJSizeMax

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクトの合計長の最大値（CACHED_SQLOBJ_SIZE_MAX）※１

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.125

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJSizeMin

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクトの合計長の最小値（CACHED_SQLOBJ_SIZE_MIN）※２

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.126

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSQLOBJSizeAvg

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクトの合計長の平均値（CACHED_SQLOBJ_SIZE_AVG）※３

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.127

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSwapOutSQLOBJ

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファから出されたSQLオブジェクトの数（SWAP_OUT_SQLOBJ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.128

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSQLOBJLenFreq

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト数（SQLOBJ_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.129

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSQLOBJLenMax

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト長の最大値（SQLOBJ_LEN_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.130

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSQLOBJLenMin

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト長の最小値（SQLOBJ_LEN_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.131

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSQLOBJLenAvg

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のSQLオブジェクト長の平均値（SQLOBJ_LEN_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.132

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSTROBJGetReq

                        
                        	
                           ストアドプロシジャのオブジェクトの取得要求回数（STROBJ_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.133

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSTROBJCacheHit

                        
                        	
                           ストアドプロシジャのオブジェクトのSQLオブジェクト用バッファヒット回数（STROBJ_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.134

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJFreq

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト数（CACHED_STROBJ_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.135

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJMax

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト数の最大値（CACHED_STROBJ_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.136

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJMin

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト数の最小値（CACHED_STROBJ_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.137

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJAvg

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト数の平均値（CACHED_STROBJ_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.138

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJSizeFreq

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト数（CACHED_STROBJ_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.139

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJSizeMax

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクトの合計長の最大値（CACHED_STROBJ_SIZE_MAX）※１

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.140

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJSizeMin

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクトの合計長の最小値（CACHED_STROBJ_SIZE_MIN）※２

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.141

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedSTROBJSizeAvg

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクトの合計長の平均値（CACHED_STROBJ_SIZE_AVG）※３

                           （単位：キロバイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.142

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSwapOutSTROBJ

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファから出されたストアドプロシジャのオブジェクトの数（SWAP_OUT_STROBJ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.143

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSTROBJLenFreq

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト数（STROBJ_LEN_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.144

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSTROBJLenMax

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト長の最大値（STROBJ_LEN_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.145

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSTROBJLenMin

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト長の最小値（STROBJ_LEN_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.146

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSTROBJLenAvg

                        
                        	
                           SQLオブジェクト用バッファ中のストアドプロシジャのオブジェクト長の平均値（STROBJ_LEN_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.147

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSTROBJRecompile

                        
                        	
                           ストアドプロシジャのオブジェクトのリコンパイル回数（STROBJ_RECOMPILE）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.148

                        
                        	
                           hirStatisInfSysProcessServiceCountMax

                        
                        	
                           サービス実行中のサーバプロセス数の最大値（PROCESS_SERVICE_COUNT_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.149

                        
                        	
                           hirStatisInfSysProcessServiceCountMin

                        
                        	
                           サービス実行中のサーバプロセス数の最小値（PROCESS_SERVICE_COUNT_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.150

                        
                        	
                           hirStatisInfSysProcessServiceCountAvg

                        
                        	
                           サービス実行中のサーバプロセス数の平均値（PROCESS_SERVICE_COUNT_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.151

                        
                        	
                           hirStatisInfSysProcessRequestOver

                        
                        	
                           最大起動プロセス数を超えたサービス要求数（PROCESS_REQUEST_OVER）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.152

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseOnOwnUnitFreq

                        
                        	
                           自ユニットサーバへのサービスレスポンス回数（RESPONSE_ON_OWN_UNIT_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.153

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseOnOwnUnitMax

                        
                        	
                           自ユニットサーバへのサービスレスポンス時間の最大値（RESPONSE_ON_OWN_UNIT_MAX）※１

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.154

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseOnOwnUnitMin

                        
                        	
                           自ユニットサーバへのサービスレスポンス時間の最小値（RESPONSE_ON_OWN_UNIT_MIN）※２

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.155

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseOnOwnUnitAvg

                        
                        	
                           自ユニットサーバへのサービスレスポンス時間の平均値（RESPONSE_ON_OWN_UNIT_AVG）※３

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.156

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseToOtherUnitFreq

                        
                        	
                           他ユニットサーバへのサービスレスポンス回数（RESPONSE_TO_OTHER_UNIT_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.157

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseToOtherUnitMax

                        
                        	
                           他ユニットサーバへのサービスレスポンス時間の最大値（RESPONSE_TO_OTHER_UNIT_MAX）※１

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.158

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseToOtherUnitMin

                        
                        	
                           他ユニットサーバへのサービスレスポンス時間の最小値（RESPONSE_TO_OTHER_UNIT_MIN）※２

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.159

                        
                        	
                           hirStatisInfSysResponseToOtherUnitAvg

                        
                        	
                           他ユニットサーバへのサービスレスポンス時間の平均値（RESPONSE_TO_OTHER_UNIT_AVG）※３

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.160

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeOnOwnUnitFreq

                        
                        	
                           自ユニットサーバからの1サービス当たりの実行回数（EXEC_TIME_ON_OWN_UNIT_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.161

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeOnOwnUnitMax

                        
                        	
                           自ユニットサーバからの1サービス当たりの実行時間の最大値（EXEC_TIME_ON_OWN_UNIT_MAX）※１

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.162

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeOnOwnUnitMin

                        
                        	
                           自ユニットサーバからの1サービス当たりの実行時間の最小値（EXEC_TIME_ON_OWN_UNIT_MIN）※２

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.163

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeOnOwnUnitAvg

                        
                        	
                           自ユニットサーバからの1サービス当たりの実行時間の平均値（EXEC_TIME_ON_OWN_UNIT_AVG）※３

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.164

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeFromOtherUnitFreq

                        
                        	
                           他ユニットサーバからの1サービス当たりの実行回数（EXEC_TIME_FROM_OTHER_UNIT_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.165

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeFromOtherUnitMax

                        
                        	
                           他ユニットサーバからの1サービス当たりの実行時間の最大値（EXEC_TIME_FROM_OTHER_UNIT_MAX）※１

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.166

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeFromOtherUnitMin

                        
                        	
                           他ユニットサーバからの1サービス当たりの実行時間の最小値（EXEC_TIME_FROM_OTHER_UNIT_MIN）※２

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.167

                        
                        	
                           hirStatisInfSysExecTimeFromOtherUnitAvg

                        
                        	
                           他ユニットサーバからの1サービス当たりの実行時間の平均値（EXEC_TIME_FROM_OTHER_UNIT_AVG）※３

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.168

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSendToOwnProcs

                        
                        	
                           自プロセスへのSEND回数（SEND_TO_OWN_PRCS）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.169

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSendToOtherPrcs

                        
                        	
                           自ユニットの他プロセスへのSEND回数（SEND_TO_OTHER_PRCS）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.170

                        
                        	
                           hirStatisInfSysSendToOtherUnit

                        
                        	
                           他ユニットへのSEND回数（SEND_TO_OTHER_UNIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.171

                        
                        	
                           hirStatisInfSysReceiveFromOwnPrcs

                        
                        	
                           自プロセスからのRECEIVE回数（RECEIVE_FROM_OWN_PRCS）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.172

                        
                        	
                           hirStatisInfSysReceiveFromOtherPrcs

                        
                        	
                           自ユニットの他プロセスからのRECEIVE回数（RECEIVE_FROM_OTHER_PRCS）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.173

                        
                        	
                           hirStatisInfSysReceiveFromOtherUnit

                        
                        	
                           他ユニットからのRECEIVE回数（RECEIVE_FROM_OTHER_UNIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.174

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFGetReq

                        
                        	
                           型定義情報取得要求回数（TYPE-DEF_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.175

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheHit

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファヒット回数（TYPE-DEF_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.176

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedTypeDEFFreq

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ中の型定義情報数（CACHED_TYPE-DEF_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.177

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedTypeDEFMax

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ中の型定義情報数の最大値（CACHED_TYPE-DEF_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.178

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedTypeDEFMin

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ中の型定義情報数の最小値（CACHED_TYPE-DEF_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.179

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedTypeDEFAvg

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ中の型定義情報数の平均値（CACHED_TYPE-DEF_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.180

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheSizeFreq

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ中の型定義情報数（TYPE-DEF_CACHE_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.181

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheSizeMax

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファに取得した1型定義情報用バッファ使用領域長の最大値（TYPE-DEF_CACHE_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.182

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheSizeMin

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファに取得した1型定義情報用バッファ使用領域長の最小値（TYPE-DEF_CACHE_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.183

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheSizeAvg

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファに取得した1型定義情報用バッファ使用領域長の平均値（TYPE-DEF_CACHE_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.184

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheTotalSizeFreq

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報を取得した件数（TYPE-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.185

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheTotalSizeMax

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ総使用領域長の最大値（TYPE-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.186

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheTotalSizeMin

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ総使用領域長の最小値（TYPE-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.187

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheTotalSizeAvg

                        
                        	
                           ユーザ定義型情報用バッファ総使用領域長の平均値（TYPE-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.188

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheAllocSizeFreq

                        
                        	
                           確保したユーザ定義型情報用バッファ個数（TYPE-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.189

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheAllocSizeMax

                        
                        	
                           確保したユーザ定義型情報用バッファ長の最大値（TYPE-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.190

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheAllocSizeMin

                        
                        	
                           確保したユーザ定義型情報用バッファ長の最小値（TYPE-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.191

                        
                        	
                           hirStatisInfSysTypeDEFCacheAllocSizeAvg

                        
                        	
                           確保したユーザ定義型情報用バッファ長の平均値（TYPE-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.192

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFGetReq

                        
                        	
                           ルーチン定義情報取得要求回数（RTN-DEF_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.193

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheHit

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファヒット回数（RTN-DEF_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.194

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRtnDEFFreq

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ中のルーチン定義情報数（CACHED_RTN-DEF_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.195

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRtnDEFMax

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ中のルーチン定義情報数の最大値（CACHED_RTN-DEF_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.196

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRtnDEFMin

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ中のルーチン定義情報数の最小値（CACHED_RTN-DEF_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.197

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRtnDEFAvg

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ中のルーチン定義情報数の平均値（CACHED_RTN-DEF_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.198

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheSizeFreq

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ中のルーチン定義情報数（RTN-DEF_CACHE_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.199

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheSizeMax

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファに取得した1ルーチン定義情報当たりのルーチン定義情報用バッファ使用領域長の最大値（RTN-DEF_CACHE_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.200

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheSizeMin

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファに取得した1ルーチン定義情報当たりのルーチン定義情報用バッファ使用領域長の最小値（RTN-DEF_CACHE_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.201

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheSizeAvg

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファに取得した1ルーチン定義情報当たりのルーチン定義情報用バッファ使用領域長の平均値（RTN-DEF_CACHE_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.202

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheTotalSizeFreq

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ中のルーチン定義情報数（RTN-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.203

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheTotalSizeMax

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ総使用長の最大値（RTN-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.204

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheTotalSizeMin

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ総使用長の最小値（RTN-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.205

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheTotalSizeAvg

                        
                        	
                           ルーチン定義情報用バッファ総使用長の平均値（RTN-DEF_CACHE_TOTAL_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.206

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheAllocSizeFreq

                        
                        	
                           確保したルーチン定義情報用バッファ個数（RTN-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.207

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheAllocSizeMax

                        
                        	
                           確保したルーチン定義情報用バッファ長の最大値（RTN-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.208

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheAllocSizeMin

                        
                        	
                           確保したルーチン定義情報用バッファ長の最小値（RTN-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.209

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRtnDEFCacheAllocSizeAvg

                        
                        	
                           確保したルーチン定義情報用バッファ長の平均値（RTN-DEF_CACHE_ALLOC_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.210

                        
                        	
                           hirStatisInfSysPlgRTNGetReq

                        
                        	
                           プラグイン提供関数のルーチン定義取得要求回数（PLG-RTN_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.211

                        
                        	
                           hirStatisInfSysPlgRTNCacheHit

                        
                        	
                           プラグイン提供関数のルーチン定義情報用バッファヒット回数（PLG-RTN_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.212

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryGetReq

                        
                        	
                           レジストリ情報取得要求回数（REGISTRY_GET_REQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.213

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheHit

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファヒット回数（REGISTRY_CACHE_HIT）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.214

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRegistryDEFFreq

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ中のレジストリ情報数（CACHED_REGISTRY-DEF_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.215

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRegistryDEFMax

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ中のレジストリ情報数の最大値（CACHED_REGISTRY-DEF_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.216

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRegistryDEFMin

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ中のレジストリ情報数の最小値（CACHED_REGISTRY-DEF_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.217

                        
                        	
                           hirStatisInfSysCachedRegistryDEFAvg

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ中のレジストリ情報数の平均値（CACHED_REGISTRY-DEF_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.218

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheSizeFreq

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ中のレジストリ情報数（REGISTRY_CACHE_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.219

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheSizeMax

                        
                        	
                           1レジストリ情報当たりのレジストリ情報用バッファ長の最大値（REGISTRY_CACHE_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.220

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheSizeMin

                        
                        	
                           1レジストリ情報当たりのレジストリ情報用バッファ長の最小値（REGISTRY_CACHE_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.221

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheSizeAvg

                        
                        	
                           1レジストリ情報当たりのレジストリ情報用バッファ長の平均値（REGISTRY_CACHE_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.222

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheTotalSizeFreq

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ中のレジストリ情報数（REGISTRY_CACHE_TOTAL_SIZE_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.223

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheTotalSizeMax

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ総使用領域長の最大値（REGISTRY_CACHE_TOTAL_SIZE_MAX）※１

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.224

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheTotalSizeMin

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ総使用領域長の最小値（REGISTRY_CACHE_TOTAL_SIZE_MIN）※２

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.225

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegistryCacheTotalSizeAvg

                        
                        	
                           レジストリ情報用バッファ総使用領域長の平均値（REGISTRY_CACHE_TOTAL_SIZE_AVG）※３

                           （単位：バイト）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.226

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegisterdPortsFreq

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートの使用数（REGISTERED_PORTS_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.227

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegisterdPortsMax

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートの使用数の最大値（REGISTERED_PORTS_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.228

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegisterdPortsMin

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートの使用数の最小値（REGISTERED_PORTS_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.229

                        
                        	
                           hirStatisInfSysRegisterdPortsAvg

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートの使用数の平均値（REGISTERED_PORTS_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.230

                        
                        	
                           hirStatisInfSysAssignedPortsFreq

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートオーバー時のOS自動割り当てポート使用数（ASSIGNED_PORTS_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.231

                        
                        	
                           hirStatisInfSysAssignedPortsMax

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートオーバー時のOS自動割り当てポート使用数の最大値（ASSIGNED_PORTS_MAX）※１

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.232

                        
                        	
                           hirStatisInfSysAssignedPortsMin

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートオーバー時のOS自動割り当てポート使用数の最小値（ASSIGNED_PORTS_MIN）※２

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.233

                        
                        	
                           hirStatisInfSysAssignedPortsAvg

                        
                        	
                           HiRDB予約ポートオーバー時のOS自動割り当てポート使用数の平均値（ASSIGNED_PORTS_AVG）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.234

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDirectoryUserCheckTimeFreq

                        
                        	
                           ディレクトリ登録のユーザ認証要求回数（DIRECTORY_USER_CHECK_TIME_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.235

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDirectoryUserCheckTimeMax

                        
                        	
                           ディレクトリ登録のユーザ認証時間の最大値（DIRECTORY_USER_CHECK_TIME_MAX）※１

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.236

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDirectoryUserCheckTimeMin

                        
                        	
                           ディレクトリ登録のユーザ認証時間の最小値（DIRECTORY_USER_CHECK_TIME_MIN）※２

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.237

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDirectoryUserCheckTimeAvg

                        
                        	
                           ディレクトリ登録のユーザ認証時間の平均値（DIRECTORY_USER_CHECK_TIME_AVG）※３

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.238

                        
                        	
                           hirStatisInfSysGroupCheckTimeFreq

                        
                        	
                           グループ判定実行要求回数（GROUP_CHECK_TIME_FREQ）※３

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.239

                        
                        	
                           hirStatisInfSysGroupCheckTimeMax

                        
                        	
                           グループ判定実行時間の最大値（GROUP_CHECK_TIME_MAX）※1

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.240

                        
                        	
                           hirStatisInfSysGroupCheckTimeMin

                        
                        	
                           グループ判定実行時間の最小値（GROUP_CHECK_TIME_MIN）※２

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.241

                        
                        	
                           hirStatisInfSysGroupCheckTimeAvg

                        
                        	
                           グループ判定実行時間の平均値（GROUP_CHECK_TIME_AVG）※３

                           （単位：マイクロ秒）

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           pdstedit（sys）

                        
                     

                     
                        	
                           11.1.242

                        
                        	
                           hirStatisInfSysDummy

                        
                        	
                           参照不可

                        
                        	
                           INTEGER

                        
                        	
                           read-only

                        
                        	
                           MIBコマンド

                        
                     

                  
               

            
            （凡例）−：該当しません。

            注　pdsteditの後ろにある（　）は，統計解析ユティリティの編集項目を意味しています。

            注※1　1サーバで複数の統計情報が取得された場合は最大値を取得します。

            注※2　1サーバで複数の統計情報が取得された場合は最小値を取得します。

            注※3　1サーバで複数の統計情報が取得された場合は平均値を取得します。

         
         
            27.12　ディスク使用量

            MIBパフォーマンス情報監視機能を使用した場合のディスク使用量のうち，JP1/ESAに結果を返す領域を次の表に示します。そのほかの領域のディスク使用量については，表「そのほかの領域のディスク使用量（単位：バイト）」に示します。

            
               表27‒10　MIBテーブル用のディスク使用量（単位：バイト）
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           用途

                        
                        	
                           ディレクトリ/ファイル名

                        
                        	
                           容量

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           サーバ稼働状態テーブル用

                        
                        	
                           /opt/HiRDB_S/sample/snmptmp又は/opt/HiRDB_P/sample/snmptmp

                        
                        	
                           178×(ユニット数+サーバ数)

                        
                     

                     
                        	
                           作業表用HiRDBファイルシステム領域テーブル用

                        
                        	
                           /opt/HiRDB_S/sample/snmptmp3又は/opt/HiRDB_P/sample/snmptmp3

                        
                        	
                           2212×作業表用HiRDBファイルシステム領域数

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリアテーブル用

                        
                        	
                           /opt/HiRDB_S/sample/snmptmp4又は/opt/HiRDB_P/sample/snmptmp4

                        
                        	
                           215×RDエリア数

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア詳細テーブル用

                        
                        	
                           /opt/HiRDB_S/sample/snmptmp5又は/opt/HiRDB_P/sample/snmptmp5

                        
                        	
                           502×RDエリア数

                        
                     

                     
                        	
                           グローバルバッファテーブル用

                        
                        	
                           /opt/HiRDB_S/sample/snmptmp6又は/opt/HiRDB_P/sample/snmptmp6

                        
                        	
                           351×グローバルバッファ数

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア-HiRDBファイルシステム領域テーブル用

                        
                        	
                           /opt/HiRDB_S/sample/snmptmp9又は/opt/HiRDB_P/sample/snmptmp9

                        
                        	
                           345×RDエリア数

                        
                     

                     
                        	
                           SYS統計情報テーブル用

                        
                        	
                           /opt/HiRDB_S/sample/snmptmp11又は/opt/HiRDB_P/sample/snmptmp11

                        
                        	
                           2719×サーバ数

                        
                     

                  
               

            
            注　容量は最大値を示しています。

            
               表27‒11　そのほかの領域のディスク使用量（単位：バイト）
               
                  
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           ディレクトリ/ファイル名

                        
                        	
                           使用目的

                        
                        	
                           容量

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           $PDDIR/spool/pdmibworkディレクトリ

                        
                        	
                           pdmibwork/sys_DAT

                           pdmibwork/fil_DAT

                        
                        	
                           pdstedit実行結果※1

                        
                        	
                           マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「統計解析ユティリティ（pdstedit）実行時のファイルの容量」参照

                        
                     

                     
                        	
                           pdmibwork/new_parameter

                        
                        	
                           最終ログ情報※1

                        
                        	
                           32

                        
                     

                     
                        	
                           pdmibwork/log/stlog01

                           pdmibwork/log/stlog02

                        
                        	
                           統計ログ出力機能コマンドログ

                        
                        	
                           stlog01，stlog02各最大1M

                        
                     

                     
                        	
                           pdmibwork/stjtmp/pdstj_tmp

                        
                        	
                           統計ログ一時ファイル※1

                        
                        	
                           最大pdstj1，pdstj2の合計サイズ

                        
                     

                     
                        	
                           マネジャホストのpdmibwork/sys_DAT_copy

                           pdmibwork/fil_DAT_copy

                        
                        	
                           リモートコピー用pdstedit実行結果※2

                        
                        	
                           マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の「統計解析ユティリティ（pdstedit）実行時のファイルの容量」参照

                        
                     

                     
                        	
                           マネジャホストのpdmibwork/new_parameter_copy

                        
                        	
                           リモートコピー用最終ログ情報※2

                        
                        	
                           32

                        
                     

                     
                        	
                           pdmibwork/pdmibstm_sys.dat

                           pdmibwork/pdmibstm_fil.dat

                        
                        	
                           統計情報管理データ

                        
                        	
                           1K＋（32×ユニット数）

                        
                     

                     
                        	
                           pdmibwork/mibstrerr

                        
                        	
                           統計情報出力機能の最終標準エラー出力

                        
                        	
                           最大1K

                        
                     

                     
                        	
                           pdmibwork/pdmibidx

                        
                        	
                           インデクス値管理データ

                        
                        	
                           最大：47×ホスト数+19×ユニット数＋23×サーバ数+45×RDエリア数＋31×グローバルバッファ数+46×HiRDBファイルシステム領域数

                        
                     

                  
               

            
            注※1　pdsteditコマンドを実行して情報収集後，削除します。

            注※2　リモートコピー後，削除します。

         
      
   
      
         28　PRFトレース機能

         
            この章では，HiRDBのPRFトレース機能の環境設定，及び運用方法について説明します。

         

         
            28.1　PRFトレース機能とは

            PRFトレース機能とは，HiRDBの一連の処理に対して出力される，トラブルシュート用のトレース情報を取得する機能です。PRFトレース機能では，トラブルの原因となっているプロセスを特定しやすくするため，ディスクの入出力，プロセス間通信（送信，及び受信）など，性能ネックとなりやすい処理のプロセスについてトレースを取得します。また，複数のマシン間，複数のプロセス間の処理についてもトレースを取得できます。

            従来のトラブルシュートで使用していた統計情報は，HiRDB全体の稼働状況を確認するためのものです。一方，PRFトレース情報ではコネクションごとの稼働状況を確認できるため，サポートサービスに情報を送付することで，遅延要因の切り分けや原因特定の効率が向上し，問題の早期解決に役立ちます。また，出力されたトレース情報をCSV形式のファイルに編集出力すれば，CSV形式を扱えるツール（Excelなど）で柔軟に解析することもできます。

            
               	注意事項

               	
                  PRFトレース情報を取得する際は，処理の同時実行性を優先しているため，排他を掛けていません。そのため，一部のトレース情報が出力されなかったり，不正な情報が出力されたりすることがあります。PRFトレース情報を参照する際は，「注意事項」を参照し，正常なトレース情報であることを確認してください。

               

            

            PRFトレース機能の概要を次の図に示します。

            
               図28‒1　PRFトレース機能の概要（HiRDB/パラレルサーバの場合）
               [image: [図データ]]

            
            
               	〔説明〕

               	
                  
                     	
                        HiRDBの処理中，取得ポイントでPRFトレース情報が取得されます。このPRFトレース情報は，10秒間隔でPRFトレース情報ファイルに自動的に出力されます。このときのPRFトレース情報はバイナリ形式です。

                     

                     	
                        pdprfedコマンドを実行すると，PRFトレース情報はCSV形式に編集出力されます。

                     

                     	
                        CSV形式のファイルを扱えるツールを使用して，トラブルの原因を解析します。

                     

                  

               

            

            
               28.1.1　PRFトレース機能の取得対象となるプロセス

               PRFトレース機能は，HiRDBサーバのプロセスを取得対象としています。HiRDBクライアントのプロセスは取得しません。

            
            
               28.1.2　PRFトレース情報を取得するための設定

               PRFトレース情報は，システム共通定義のpd_prf_traceオペランドにYを指定するか，又は省略することで取得できます。

               なお，pd_prf_traceオペランドにNを指定すると，PRFトレース機能が無効となるため，PRFトレース情報は取得されません。障害発生時の原因調査が困難になるため，Nは指定しないでください。

               
                  (1)　PRFトレース機能の取得レベル

                  PRFトレース機能は，最小レベル（省略値），標準レベル，詳細レベル，保守レベル，抑止レベルから取得レベルを選択することで，PRFトレース情報ファイルに出力するPRFトレース情報の出力量を調整できます。PRFトレース取得レベルは，システム定義のpd_prf_levelオペランドで指定します。また，HiRDB稼働中に取得レベルを変更する場合は，pdprflevelコマンドを使用します。

                  取得レベル名称に対応する取得レベルを次の表に示します。取得レベルの詳細は，マニュアル「HiRDB システム定義」のpd_prf_levelオペランドを参照してください。

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 取得レベル名称

                              
                              	
                                 取得レベル

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 最小レベル（省略値）

                              
                              	
                                 00000004

                              
                           

                           
                              	
                                 標準レベル

                              
                              	
                                 00000004，00000010

                              
                           

                           
                              	
                                 詳細レベル

                              
                              	
                                 00000004，00000010，00000040

                              
                           

                           
                              	
                                 保守レベル

                              
                              	
                                 00000004，00000010，00000040，00000100

                              
                           

                           
                              	
                                 抑止レベル

                              
                              	
                                 取得しない

                              
                           

                        
                     

                  
                  取得レベルに対応するPRFトレース情報の取得ポイントについては，表「PRFトレース情報の主な取得ポイント一覧（SQL実行時）」，表「PRFトレース情報の主な取得ポイント一覧（ユティリティ実行時）」を参照してください。

               
            
            
               28.1.3　PRFトレース情報ファイルの運用

               PRFトレース情報ファイルは，次のディレクトリ下にシステム定義のpd_prf_file_countオペランドで指定した世代数分（省略値15）作成されます。

               $PDDIR/spool/pdprf/ファイル名

               ファイル名称は，「pdprf_世代番号」で作成されます。例えば，世代番号が1のファイルは，「pdprf_001」となります。PRFトレース情報をファイルに出力するときにシステム定義のpd_prf_file_sizeオペランドで指定したファイルサイズ（省略値51200キロバイト）に収まらない場合，次のファイルにスワップします。世代の最後のファイルが満杯になった場合は，最初のファイルにスワップし，ファイルを上書きします。

               PRFトレースの出力ディレクトリは，pd_prf_output_directoryオペランドで変更できます。

            
            
               28.1.4　Cosminexusと連携したPRFトレース情報の取得

               PRFトレース機能でCosminexusと連携すると，トラブルシュート時にHiRDBのPRFトレースからCosminexusのルートアプリケーション情報が得られます。そのため，問題が発生している業務を容易に特定できます。

               Cosminexusと連携したPRFトレース情報の取得例を次の図に示します。

               
                  図28‒2　Cosminexusと連携したPRFトレース情報の取得例
                  [image: [図データ]]

               
               
                  (1)　前提製品

                  PRFトレース機能でCosminexusと連携するために必要なプログラムプロダクトのバージョンを次に示します。

                  
                     	
                        Cosminexus：07-50以降

                     

                     	
                        HiRDBクライアント：09-50以降

                     

                  

               
               
                  (2)　ルートアプリケーション情報の扱い

                  CosminexusからHiRDBクライアントにルートアプリケーション情報が引き継がれた場合，SQLの実行時にHiRDBクライアントからHiRDBサーバにルートアプリケーション情報を引き継ぎます。

                  HiRDBシステム内では，ルートアプリケーション情報をPRFくくり付け情報としてトランザクション開始時（又はトランザクションブランチ開始時）に引き継ぎます。そのため，トランザクション開始以降に発生したPRFトレースにルートアプリケーション情報が出力されます。また，トランザクションの途中でルートアプリケーション情報が変化した場合でも，PRFトレースにはトランザクション開始時のルートアプリケーション情報が出力されることがあります。

               
            
         
         
            28.2　PRFトレース情報の参照手順

            PRFトレース情報を参照する手順を次に示します。

            
               	ポイント

               	
                  サポートサービスをご利用になる場合は，バイナリ形式のPRFトレース情報ファイルを送付することになるため，この手順は必要ありません。

               

            

            
               	
                  OSのコピーコマンドでPRFトレース情報ファイルを作業ディレクトリにコピーします。

                  PRFトレース情報ファイルの使用中及び参照中に，情報が上書きされるおそれがあるため，作業ディレクトリにコピーして退避してください。

               

               	
                  pdprfedコマンドを実行します。

                  PRFトレース情報がCSV形式に編集出力されます。

               

               	
                  CSV形式を扱えるツール（Excelなど）で，PRFトレース情報を参照します。

                  
                     	注意事項

                     	
                        PRFトレース情報は，10秒間隔でPRFトレース情報ファイルに出力されますが，バッファを経由してから出力されるため，最新のトレースが出力されるまでに時間が掛かります。そのため，参照したいSQLを実行してから，1分程度経過した後にpdprfedコマンドを実行してください。

                     

                  

               

            

            
               28.2.1　PRFトレース情報の取得内容

               PRFトレース情報の取得内容を次に示します。

               
                  表28‒1　PRFトレース情報の取得内容
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              項目

                           
                           	
                              取得内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              IPアドレス

                           
                           	
                              トレースを取得したサーバマシンのIPアドレス

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              プロセスID

                           
                           	
                              トレースを取得したプロセスID

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              サーバ名，プロセス名

                           
                           	
                              トレースを取得したサーバ名（ユーザサーバ名）又はプロセス名

                              プロセス名の詳細は，表「PRFトレース情報の主な取得ポイント一覧（SQL実行時）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              スレッドID

                           
                           	
                              トレースを取得したプロセス内のスレッドID

                           
                        

                        
                           	
                              5

                           
                           	
                              トレース取得時刻

                           
                           	
                              トレースを取得した時刻（マイクロ秒※1まで）

                           
                        

                        
                           	
                              6

                           
                           	
                              PRFトレース通番

                           
                           	
                              1プロセス内でのPRFトレースの通番

                           
                        

                        
                           	
                              7

                           
                           	
                              イベントID

                           
                           	
                              イベントの内容を示すID

                              イベントIDの詳細は，表「PRFトレース情報の主な取得ポイント一覧（SQL実行時）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              8

                           
                           	
                              クライアントのIPアドレス

                           
                           	
                              クライアントのIPアドレス※2

                           
                        

                        
                           	
                              9

                           
                           	
                              クライアントのプロセスID

                           
                           	
                              クライアントのプロセスID※2

                              Type4 JDBCドライバから接続している場合は，0が出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              10

                           
                           	
                              クライアントのポート番号

                           
                           	
                              クライアントの受信ポート番号※2

                           
                        

                        
                           	
                              11

                           
                           	
                              クライアントのコネクト通番

                           
                           	
                              クライアントのコネクト通番※2

                           
                        

                        
                           	
                              12

                           
                           	
                              PRFくくり付けID

                           
                           	
                              HiRDB内で一意となるID※3

                              次の形式で出力されます。

                              aaaabbbbbbbb

                              aaaa：接続したFESのあるユニット名

                              bbbbbbbb：コネクト通番（16進数）

                           
                        

                        
                           	
                              13

                           
                           	
                              PRFユーザ情報

                           
                           	
                              
                                 	Cosminexusと連携した場合：

                                 	
                                    ルートアプリケーション情報※3

                                    次の形式で出力されます。

                                    aa....aa/bb....bb/cc....cc

                                    aa....aa：識別子

                                    bb....bb：プロセスID

                                    cc....cc：通信番号

                                 

                                 	上記以外の場合：

                                 	
                                    保守情報※3

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              14

                           
                           	
                              固有データ

                           
                           	
                              保守情報

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     時刻の精度は，プラットフォームに依存します。

                  

                  	注※2

                  	
                     クライアントのアプリケーション情報がある場合に取得されます。ただし，クライアントの情報がない場合でも，取得されていないことを示す0や0.0.0.0を出力することがあります。

                  

                  	注※3

                  	
                     PRFくくり付け情報がある場合に取得されます。

                  

               

            
         
         
            28.3　注意事項

            PRFトレース機能を使用する際の注意事項を次に示します。

            
               	
                  PRFトレース機能は，処理の同時実行性を優先しているため，排他を掛けていません。そのため，一部のトレース情報が出力されなかったり，不正な情報が出力されたりすることがあります。

                  PRFトレース情報を参照する際は，トレース情報を複数回取得し，正常なトレース情報（プロセスごとのPRFトレース通番が連番で出力されている情報）であることを確認してください。

               

               	
                  PRFトレース情報の取得は，トラブルシュート情報取得プロセス（pdprfdプロセス）が行っています。HiRDB稼働中にpdprfdプロセスが異常終了した場合，KFPS05901-Wメッセージを出力してpdprfdプロセスは終了しますが，HiRDBは稼働を継続します。このときPRFトレース情報は取得されていません。PRFトレース情報の取得を再開する場合は，HiRDBを終了後，再度HiRDBを開始してください。これによって，pdprfdプロセスは再起動します。

               

               	
                  pdprfdプロセスが稼働しているかどうかは，次のどちらかの方法で確認できます。

                  ・OSのpsコマンドなどで，pdprfdプロセスの状態を確認する

                  ・pdprflevelコマンドを実行し，エラーにならないことを確認する

                  なお，pdls -d prcコマンドでは，pdprfdプロセスの稼働状態は確認できません。

               

               	
                  複数のマシン間のPRFトレース情報を参照する場合，あらかじめマシン間の時刻を一致させることを推奨します。時刻が一致していない場合は，Excelなどを利用して時刻補正をする必要があります。

               

               	
                  PRFトレース情報ファイルに出力されるPRFトレース情報は，バイナリ形式です。そのため，ftpなどでファイル転送を行う場合は，バイナリ形式に対応した転送モードを使用してください。

               

               	
                  PRFトレース情報ファイルの出力先ディレクトリには，PRFトレース情報ファイル以外のファイルを格納しないでください。例えば，PRFトレース情報ファイルのディレクトリ下で圧縮などの作業を行うと，OSコマンドなどが一時ファイルを作成することがあります。このようなことを避けるため，PRFトレース情報ファイルを参照したり，編集したりするときは，作業ディレクトリにコピーしてから行ってください。

               

            

         
         
            28.4　PRFトレース情報の詳細と取得ポイント

            PRFトレース情報は，SQL実行時やユティリティ実行時などのHiRDB処理中に，取得ポイントのタイミングで取得されます。PRFトレース情報の詳細と取得ポイントを，SQL実行時（CONNECT〜COMMIT），ユティリティ実行時（pdload，pdrorg），及び運用コマンド実行時（pdrrpref）に分けて説明します。

            
               28.4.1　SQL実行時のPRFトレース情報の詳細と取得ポイント

               SQL実行時（CONNECT〜COMMIT）のPRFトレース情報のイベント名とそのイベントに関連する情報を次の表に，PRFトレース情報の主な取得ポイントを図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（HiRDB/シングルサーバの場合）」と図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（HiRDB/パラレルサーバの場合）」に示します。

               なお，PRFトレース情報には次に示す情報以外に，HiRDBの内部情報を出力することがあります。

               
                  表28‒2　PRFトレース情報の主な取得ポイント一覧（SQL実行時）
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              イベント名

                           
                           	
                              イベントID

                           
                           	
                              取得ポイント（図中の番号）※1

                           
                           	
                              主なプロセス

                           
                           	
                              イベント種別※2

                           
                           	
                              取得レベル

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              FESノード要求受け付け

                           
                           	
                              0x11028F00

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              pdrdm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              FESノード要求応答

                           
                           	
                              0x11018F00

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              pdrdm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              CONNECT要求受け付け

                           
                           	
                              0x11028A00

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              pdrdm，pdndm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              CONNECT要求応答

                           
                           	
                              0x11018A00

                           
                           	
                              2

                           
                           	
                              pdrdm，pdndm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              5

                           
                           	
                              サーバ割り当て要求受け付け

                           
                           	
                              0x11029100

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              pdscdd

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              6

                           
                           	
                              サーバ割り当て開始

                           
                           	
                              0x11019100

                           
                           	
                              2

                           
                           	
                              pdscdd

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              7

                           
                           	
                              サーバ割り当て終了

                           
                           	
                              0x11029101

                           
                           	
                              2

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              8

                           
                           	
                              CONNECT要求受け付け（FES，SDS）

                           
                           	
                              0x11022001

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              pdfes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              9

                           
                           	
                              CONNECT要求応答（FES，SDS）

                           
                           	
                              0x11012001

                           
                           	
                              2

                           
                           	
                              pdfes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              10

                           
                           	
                              バッファ出力待ち開始

                           
                           	
                              0x10134003

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4b

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              11

                           
                           	
                              バッファ出力待ち完了

                           
                           	
                              0x10134004

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4b

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              12

                           
                           	
                              バッファ排他待ち開始

                           
                           	
                              0x13134001

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4a

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              13

                           
                           	
                              バッファ排他待ち完了

                           
                           	
                              0x13134002

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4a

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              14

                           
                           	
                              バッファフラッシュ待ち開始

                           
                           	
                              0x13134003

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4d

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              15

                           
                           	
                              バッファフラッシュ待ち完了

                           
                           	
                              0x13134004

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4d

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              16

                           
                           	
                              バッファ入力待ち開始

                           
                           	
                              0x13134005

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4c

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              17

                           
                           	
                              バッファ入力待ち完了

                           
                           	
                              0x13134006

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              4c

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              18

                           
                           	
                              排他解除待ち開始

                           
                           	
                              0x102F8700

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              19

                           
                           	
                              排他解除待ち終了

                           
                           	
                              0x102F8701

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              20

                           
                           	
                              カレントログバッファ満杯

                           
                           	
                              0x102F8601

                           
                           	
                              22，

                              23，

                              24，

                              25

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds，pdlogd，pdlogswd，pdtrnrvd，pdndmd，pdrdmd，pdrsvre

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              21

                           
                           	
                              システムログの出力先変更

                           
                           	
                              0x10118600

                           
                           	
                              22，

                              23，

                              24，

                              25

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds，pdtrnrvd，pdndmd，pdrdmd，pdrsvre

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              22

                           
                           	
                              システムログバッファ全面満杯

                           
                           	
                              0x102F8602

                           
                           	
                              22，

                              23，

                              24，

                              25

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds，pdlogd，pdlogswd，pdtrnrvd，pdndmd，pdrdmd，pdrsvre

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              23

                           
                           	
                              SQL実行要求受け付け

                           
                           	
                              0x10022002

                           
                           	
                              3，

                              13

                           
                           	
                              pdfes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              24

                           
                           	
                              サーバ割り当て要求

                           
                           	
                              0x11019101

                           
                           	
                              4，

                              8，

                              14

                           
                           	
                              pdfes，pdbes，pddic

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              25

                           
                           	
                              ディクショナリ情報取得要求

                           
                           	
                              0x10013001

                           
                           	
                              4

                           
                           	
                              pdfes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              26

                           
                           	
                              ディクショナリ情報取得要求受け付け

                           
                           	
                              0x10023002

                           
                           	
                              5

                           
                           	
                              pddic

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              27

                           
                           	
                              ディクショナリ情報送信

                           
                           	
                              0x10013003

                           
                           	
                              6

                           
                           	
                              pddic

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              28

                           
                           	
                              ディクショナリ情報受信

                           
                           	
                              0x10023004

                           
                           	
                              7

                           
                           	
                              pdfes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              29

                           
                           	
                              SQL実行要求

                           
                           	
                              0x13012503

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              pdfes，pdbes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              30

                           
                           	
                              SQL実行要求受け付け（BES）

                           
                           	
                              0x13022003

                           
                           	
                              9

                           
                           	
                              pdbes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              31

                           
                           	
                              SQL実行結果送信

                           
                           	
                              0x13012504

                           
                           	
                              10

                           
                           	
                              pdbes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              32

                           
                           	
                              SQL実行結果受信

                           
                           	
                              0x13022504

                           
                           	
                              11

                           
                           	
                              pdfes，pdbes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              33

                           
                           	
                              SQL実行要求応答

                           
                           	
                              0x10012002

                           
                           	
                              12，

                              18

                           
                           	
                              pdfes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              34

                           
                           	
                              COMMIT要求送信

                           
                           	
                              0x10019600，

                              0x10029601

                           
                           	
                              14

                           
                           	
                              pdfes，pdbes，pddic，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              35

                           
                           	
                              COMMIT要求受信

                           
                           	
                              0x10029600，

                              0x10029602，

                              0x10029603

                           
                           	
                              15

                           
                           	
                              pdbes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              36

                           
                           	
                              COMMIT結果送信

                           
                           	
                              0x10019601

                           
                           	
                              16

                           
                           	
                              pdbes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              37

                           
                           	
                              COMMIT結果受信

                           
                           	
                              0x10029601

                           
                           	
                              17

                           
                           	
                              pdfes

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000010

                           
                        

                        
                           	
                              38

                           
                           	
                              トランザクション開始

                           
                           	
                              0x11009600

                           
                           	
                              20，

                              21，

                              22

                           
                           	
                              pdfes，pdbes，pddic，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              39

                           
                           	
                              システムログバッファリング完了

                           
                           	
                              0x102F8600

                           
                           	
                              22，

                              23，

                              24，

                              25

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds，pdlogd，pdlogswd，pdtrnrvd，pdndmd，pdrdmd，pdrsvre

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              40

                           
                           	
                              システムログ出力

                           
                           	
                              0x10008600

                           
                           	
                              22，

                              23，

                              24，

                              25

                           
                           	
                              pdfes，pddic，pdbes，pdsds，pdlogd，pdlogswd，pdtrnrvd，pdndmd，pdrdmd，pdrsvre

                           
                           	
                              2c

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              41

                           
                           	
                              シンクポイント時のデータベース書き込み処理代行開始

                           
                           	
                              0x13114001

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2a

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              42

                           
                           	
                              シンクポイント時のデータベース書き込み処理代行完了

                           
                           	
                              0x13114002

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2a

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              43

                           
                           	
                              バッファ出力開始

                           
                           	
                              0x10114001

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2a

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              44

                           
                           	
                              バッファ出力完了

                           
                           	
                              0x10114002

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2a

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              45

                           
                           	
                              バッファ入力開始

                           
                           	
                              0x13114003

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2a

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              46

                           
                           	
                              バッファ入力完了

                           
                           	
                              0x13114004

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2a

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              47

                           
                           	
                              作業表用ファイルの出力開始

                           
                           	
                              0x13114101

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2b

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              48

                           
                           	
                              作業表用ファイルの出力完了

                           
                           	
                              0x13114102

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2b

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              49

                           
                           	
                              作業表用ファイルの入力開始

                           
                           	
                              0x13114103

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2b

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                        
                           	
                              50

                           
                           	
                              作業表用ファイルの入力完了

                           
                           	
                              0x13114104

                           
                           	
                              22

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              2b

                           
                           	
                              00000040

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（HiRDB/シングルサーバの場合）」，及び図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（HiRDB/パラレルサーバの場合）」中の番号と対応しています。図中の対応する番号のポイントで取得されることを意味します。

                  

                  	注※2

                  	
                     イベント種別の内容を次に示します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    イベント種別

                                 
                                 	
                                    内容

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    通信

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2a

                                 
                                 	
                                    ディスク入出力：グローバルバッファ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2b

                                 
                                 	
                                    ディスク入出力：作業表

                                 
                              

                              
                                 	
                                    2c

                                 
                                 	
                                    ディスク入出力：システムログ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4a

                                 
                                 	
                                    グローバルバッファ排他情報：バッファ排他待ち

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4b

                                 
                                 	
                                    グローバルバッファ排他情報：バッファ出力待ち

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4c

                                 
                                 	
                                    グローバルバッファ排他情報：バッファ入力待ち

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4d

                                 
                                 	
                                    グローバルバッファ排他情報：バッファフラッシュ待ち

                                 
                              

                              
                                 	
                                    8

                                 
                                 	
                                    その他

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

               

               
                  図28‒3　PRFトレースの取得ポイントの概念図（HiRDB/シングルサーバの場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：PRFトレースの取得ポイント

                     □：PRFトレースの取得ポイント間の処理内容

                  

               

               
                  図28‒4　PRFトレースの取得ポイントの概念図（HiRDB/パラレルサーバの場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：PRFトレースの取得ポイント

                     □：PRFトレースの取得ポイント間の処理内容

                  

               

            
            
               28.4.2　ユティリティ実行時のPRFトレース情報の詳細と取得ポイント

               ユティリティ実行時（pdload，pdrorg）のPRFトレース情報のイベント名とそのイベントに関連する情報を次の表に，PRFトレース情報の主な取得ポイントを図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（pdload）」，図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（pdrorg）」に示します。

               なお，PRFトレース情報には次に示す情報以外に，HiRDBの内部情報を出力することがあります。

               
                  表28‒3　PRFトレース情報の主な取得ポイント一覧（ユティリティ実行時）
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              イベント名

                           
                           	
                              イベントID

                           
                           	
                              取得ポイント（図中の番号）※1

                           
                           	
                              主なプロセス

                           
                           	
                              イベント種別※2

                           
                           	
                              取得レベル

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              行データ送信（ロード）

                           
                           	
                              0x31017000

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              pdloadm，pdrorgm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              行データ送信（アンロード）

                           
                           	
                              0x32017000

                           
                           	
                              5

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              応答データ返信（ロード）

                           
                           	
                              0x31017001

                           
                           	
                              3

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              応答データ返信（アンロード）

                           
                           	
                              0x32017001

                           
                           	
                              7

                           
                           	
                              pdrorgm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              5

                           
                           	
                              行データ受信（ロード）

                           
                           	
                              0x31027000

                           
                           	
                              2

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              6

                           
                           	
                              行データ受信（アンロード）

                           
                           	
                              0x32027000

                           
                           	
                              6

                           
                           	
                              pdrorgm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              7

                           
                           	
                              応答データ受信（ロード）

                           
                           	
                              0x31027001

                           
                           	
                              4

                           
                           	
                              pdloadm，pdrorgm

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              8

                           
                           	
                              応答データ受信（アンロード）

                           
                           	
                              0x32027001

                           
                           	
                              8

                           
                           	
                              pdbes，pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（pdload）」及び図「PRFトレースの取得ポイントの概念図（pdrorg）」中の番号と対応しています。図中の対応する番号のポイントで取得されることを意味します。

                  

                  	注※2

                  	
                     イベント種別の内容を次に示します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    イベント種別

                                 
                                 	
                                    内容

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    通信

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

               

               
                  図28‒5　PRFトレースの取得ポイントの概念図（pdload）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：PRFトレースの取得ポイント

                  

               

               
                  図28‒6　PRFトレースの取得ポイントの概念図（pdrorg）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：PRFトレースの取得ポイント

                  

               

            
            
               28.4.3　運用コマンド実行時のPRFトレース情報の詳細と取得ポイント

               運用コマンド実行時（pdrrpref）のPRFトレース情報のイベント名とそのイベントに関連する情報を次の表に，PRFトレース情報の主な取得ポイントを次の図に示します。

               なお，PRFトレース情報には次に示す情報以外に，HiRDBの内部情報を出力することがあります。

               
                  表28‒4　PRFトレース情報の主な取得ポイント一覧（運用コマンド実行時）
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項番

                           
                           	
                              イベント名

                           
                           	
                              イベントID

                           
                           	
                              取得ポイント（図中の番号）※1

                           
                           	
                              主なプロセス

                           
                           	
                              イベント種別※2

                           
                           	
                              取得レベル

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              参照DBの更新要求受付

                           
                           	
                              0x41028600

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              参照DBの更新要求応答

                           
                           	
                              0x41018600

                           
                           	
                              2

                           
                           	
                              pdsds

                           
                           	
                              1

                           
                           	
                              00000004

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     次の図中の番号と対応しています。図中の対応する番号のポイントで取得されることを意味します。

                  

                  	注※2

                  	
                     イベント種別の内容を次に示します。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    イベント種別

                                 
                                 	
                                    内容

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    1

                                 
                                 	
                                    通信

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        図28‒7　PRFトレースの取得ポイントの概念図（pdrrpref）
                        [image: [図データ]]

                     
                  

                  	（凡例）

                  	
                     ○：PRFトレースの取得ポイント

                  

               

            
         
      
   
      
         29　バッチジョブ分散実行システム使用時のHiRDBの構築と運用

         
            この章では，バッチジョブ分散実行システム使用時のHiRDBの構築と運用について説明します。

         

         
            29.1　バッチジョブ分散実行システムとHiRDB

            データ量の増大に伴い，バッチ処理時間が長くなり，バッチ処理の高速化が求められています。バッチジョブ分散実行システムは，大量の入力データを分割し，分割したデータを複数のホスト上で並列に処理することでバッチ処理を高速化します。バッチジョブ分散実行システムについては，マニュアル「uCosminexus
               Grid Processing Server　使用の手引」を参照してください。

            バッチジョブ分散実行システムが処理するデータをHiRDBに格納することで，バッチジョブ分散実行システムとHiRDBを組み合わせたシステムを構築できます。ここでは，バッチジョブ分散実行システムとHiRDBを組み合わせたシステム構成例，及びその場合に有効な運用（HiRDB稼働中にユニットを追加する運用）について説明します。

            なお，バッチジョブ分散実行システムと組み合わせ，HiRDB稼働中にユニットを追加する運用ができるのは，Linux版HiRDB/パラレルサーバです。

            
               29.1.1　バッチジョブ分散実行システムとHiRDBを組み合わせたシステム構成例

               バッチジョブ分散実行システムとHiRDBを組み合わせたシステム構成の一例を次の図に示します。

               
                  図29‒1　バッチジョブ分散実行システムとHiRDBを組み合わせたシステム構成例
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     バッチジョブ分散実行システムのグリッドジョブ管理ホスト，及び実行ノードのサーバマシンにHiRDBを配置します。バッチジョブ分散実行システムの前提プログラムやシステム構成の詳細については，マニュアル「uCosminexus
                        Grid Processing Server　使用の手引」を参照してください。

                  

               

            
            
               29.1.2　HiRDBのユニット追加によるバッチの並列実行

               バッチジョブ分散実行システムでデータを分割してバッチを実行する場合に，データを格納するユニットを追加することで並列実行数を増やし，バッチジョブをより高速に処理できます。このように並列実行数を増やす場合に，HiRDBの稼働中に追加できるユニットを拡張ユニットといいます。バッチ処理の終了後は，拡張ユニットだけ終了したり，HiRDBから削除したりできます。

               拡張ユニットを追加する前に稼働しているユニットを基本ユニットといいます。

               基本ユニットと拡張ユニットを次の図に示します。

               
                  図29‒2　基本ユニットと拡張ユニット
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     通常は基本ユニットだけで稼働し，必要に応じて拡張ユニットを開始することでHiRDBにユニットを追加できます。拡張ユニットは，あらかじめシステム共通定義のpd_system_expand_unitオペランドに定義しておき，実際に開始するまでに環境を準備します。

                     拡張ユニットを開始すると，拡張ユニットも含めてHiRDBとして扱います。

                     なお，バッチジョブ分散実行システムがグリッドジョブを実行すると，グリッドジョブ前処理プログラムによって，HiRDBに格納されたデータの配置情報を取得します。これによって，追加された拡張ユニットに対してもジョブの実行を制御できます。

                  

               

            
         
         
            29.2　バッチジョブ分散実行システムの運用手順

            稼働中に拡張ユニットを使用する場合のバッチジョブ分散実行システムの運用手順と，HiRDBに関係する作業の参照先を示します。構築フェーズと運用フェーズを次の図に示します。バッチジョブ分散実行システムのマニュアルを参照する手順については，マニュアル「uCosminexus
               Grid Processing Server　使用の手引」を参照してください。

            
               図29‒3　バッチジョブ分散実行システムの運用手順（構築フェーズ）
               [image: [図データ]]

            
            
               図29‒4　バッチジョブ分散実行システムの運用手順（運用フェーズ）
               [image: [図データ]]

            
            以降で，バッチジョブ分散実行システムで使用する場合のHiRDBの構築，及び拡張ユニットの開始と終了について説明します。

         
         
            29.3　HiRDBの構築

            拡張ユニットを使用する場合のHiRDBの構築手順を次に示します。

            
               	〈手順〉

               	
                  
                     	
                        拡張ユニットを除いたHiRDB（すべての基本ユニット）を構築します。

                        詳細は，「基本ユニットの構築」を参照してください。

                     

                     	
                        拡張ユニットを構築する場合，1.で構築したHiRDBをpdstartコマンドで開始します。この時点で拡張ユニットを構築しない場合，5.へ進んでください。

                     

                     	
                        拡張ユニットを構築します。

                        詳細は，「拡張ユニットの構築」を参照してください。

                     

                     	
                        2.で開始した，拡張ユニットを除いたHiRDBをpdstopコマンドで終了します。

                     

                     	
                        HiRDBシステムの構築が完了しました。

                     

                  

               

            

            
               	注意事項

               	
                  
                     	
                        基本ユニット及び拡張ユニットは，合わせて64ユニットまで構築できます。

                     

                     	
                        拡張ユニットは，実際に開始するまでに環境を準備しておけばよいため，システムの初期構築時に基本ユニットと同時に構築する必要はありません。ただし，システム共通定義に拡張ユニットを定義しておく必要があります。

                     

                  

               

            

            
               29.3.1　基本ユニットの構築

               拡張ユニットを除いたHiRDB（すべての基本ユニット）には，システムマネジャ，及びディクショナリサーバを含め，一つ以上のフロントエンドサーバ及びバックエンドサーバを含めてください。含めていない場合，HiRDBが開始できません。

               基本ユニットの構築手順を次に示します。作業の詳細については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
                  	参考

                  	
                     既にHiRDB/パラレルサーバを使用していて，新規にバッチジョブ分散実行システムを導入する場合，基本ユニットの構築は，2.に示すHiRDBシステム定義の変更だけでかまいません。

                  

               

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           基本ユニットがあるサーバマシンにHiRDBをインストールします。

                        

                        	
                           HiRDBシステム定義を作成します。

                           拡張ユニットを使用する場合，指定が必要なオペランド，指定値に考慮が必要なオペランドがあります。

                           拡張ユニットを使用する場合に指定が必要なオペランド

                           システム共通定義の次のオペランドに拡張ユニットを指定します。

                           
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          オペランド

                                       
                                       	
                                          指定値

                                       
                                       	
                                          指定内容

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          pdunit

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットのユニット識別子

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットのユニット識別子を指定します。

                                          次の注意点があります。

                                          
                                             	
                                                pdunitに指定するホスト名は，OSへのホスト名登録が必要になります。

                                             

                                             	
                                                pdunitに指定するホスト名に対応するIPアドレスを基本ユニット構築時に必ず活性化してください。詳細は「pdunitに指定するホスト名に対応するIPアドレスについての注意事項」を参照してください。

                                             

                                          

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          pdstart

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットのサーバ名

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットのサーバ名を指定します。

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          pd_system_expand_unit

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットのユニット識別子

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットのユニット識別子を指定します。このオペランドを指定すると，拡張ユニットを使用する設定になります。

                                          システムマネジャ，又はディクショナリサーバがあるユニットは指定しないでください。

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                           拡張ユニットを使用する場合に指定値に考慮が必要なオペランド

                           システム共通定義の次のオペランドは，拡張ユニットを使用することを考慮して指定値を設定する必要があります。

                           
                              
                                 
                                    
                                    
                                    
                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          オペランド

                                       
                                       	
                                          指定値

                                       
                                       	
                                          考慮点

                                       
                                    

                                 
                                 
                                    
                                       	
                                          pd_max_rdarea_no

                                       
                                       	
                                          RDエリアの最大数

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットで使用するRDエリアも含めて指定してください。

                                          含めていないと，拡張ユニットの構築時にRDエリアの追加ができません。その場合はHiRDBを終了し，オペランドの指定値を変更してください。

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          pd_max_file_no

                                       
                                       	
                                          RDエリアを構成するHiRDBファイルの最大数

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットで使用するHiRDBファイルも含めて指定してください。

                                          含めていないと，拡張ユニットに構築時にHiRDBファイルが追加できません。その場合はHiRDBを終了し，オペランドの指定値を変更してください。

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          pdbuffer

                                       
                                       	
                                          グローバルバッファを割り当てるRDエリアやバッファサイズ

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットで使用するRDエリア名が決まっている場合，そのRDエリアにグローバルバッファを割り当ててください。RDエリア名が決まっていない場合，-oオプション指定のグローバルバッファを拡張ユニットで使用することを考慮し，サイズを見積もってください。

                                          拡張ユニットのRDエリアに割り当てるグローバルバッファを考慮していないと，性能に影響を与えるおそれがあります。その場合は，グローバルバッファの動的変更，又はHiRDBシステム定義を変更して，グローバルバッファを割り当ててください。

                                       
                                    

                                    
                                       	
                                          pd_max_users

                                       
                                       	
                                          最大同時接続数

                                       
                                       	
                                          拡張ユニットに接続する分も含めて指定してください。

                                          含めていないと，同時接続数が制限されます。その場合はHiRDBを終了し，オペランドの指定値を変更してください。

                                       
                                    

                                 
                              

                           
                           システム定義のチェック

                           基本ユニットのシステム定義をチェックする場合，拡張ユニットの環境をまだ準備していないときは，pdconfchk -uコマンドで各基本ユニットを指定してください。-uオプションを指定しないと，準備していない拡張ユニットの定義チェックがエラーになります。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を作成します。

                        

                        	
                           システムファイルを作成します。

                        

                        	
                           システム用RDエリアを作成するための制御文ファイルを準備します。

                        

                        	
                           HiRDBを初期開始します。

                        

                        	
                           システム用RDエリアを作成します。

                        

                        	
                           各RDエリアを作成します。

                           必要に応じて，ユーザ用RDエリア，ユーザLOB用RDエリアなどを作成します。

                        

                        	
                           HiRDBを終了します。

                        

                     

                  

               

            
            
               29.3.2　拡張ユニットの構築

               拡張ユニットの構築手順を次に示します。作業の詳細については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           拡張ユニットがあるサーバマシンにHiRDBをインストールします。

                        

                        	
                           HiRDBシステム定義を作成します。

                        

                        	
                           HiRDBファイルシステム領域を作成します。

                        

                        	
                           システムファイルを作成します。

                        

                        	
                           拡張ユニットを開始します。

                           次のどちらかの方法で拡張ユニットを開始します。

                           ・システムマネジャがあるサーバマシンでpdstart -uコマンドを実行

                           ・開始する拡張ユニットがあるサーバマシンでpdstart -qコマンドを実行

                        

                        	
                           各RDエリアを作成します。

                        

                        	
                           拡張ユニットを終了します。

                           システムマネジャがあるサーバマシンでpdstop -uコマンドを実行して拡張ユニットを終了します。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            29.4　HiRDB及び拡張ユニットの開始

            
               29.4.1　HiRDBの開始

               拡張ユニットを除いたHiRDB（すべての基本ユニット）を開始する場合，システムマネジャがあるユニットでpdstartコマンドを実行します。すべての基本ユニットの開始処理が完了すると，KFPS05210-Iメッセージが出力されるため，このメッセージが出力されていることを確認します。

               
                  	HiRDB開始時の注意事項

                  	
                     HiRDB開始時，pdstartコマンドのオプション，及び前回の拡張ユニットの終了状態によって開始するユニットが異なります。pdstartコマンド実行時に開始するユニットと開始処理完了時点を次の表に示します。

                     なお，HiRDBを開始する場合，pdlsコマンドなどですべてのユニットが終了していることを確認してからpdstartコマンドを実行してください。

                     
                        表29‒1　pdstartコマンド実行時に開始するユニットと開始処理完了時点（拡張ユニット使用時）
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    pdstartのオプション

                                 
                                 	
                                    前回の拡張ユニットの終了状態※1，※2

                                 
                                 	
                                    開始するユニット

                                 
                                 	
                                    HiRDBの開始処理が完了する時点

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pdstart（オプションなし）

                                 
                                 	
                                    正常終了

                                 
                                 	
                                    基本ユニット

                                 
                                 	
                                    すべての基本ユニットの開始処理完了時点（KFPS05210-Iが出力されます）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    計画停止

                                    強制終了

                                    異常終了

                                 
                                 	
                                    基本ユニット，及び前回開始していた拡張ユニット

                                 
                                 	
                                    すべての基本ユニット，及び前回開始していた拡張ユニットの開始処理完了時点（KFPS05210-I及びKFPS05273-Iが出力されます）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdstart -r

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    基本ユニット※3

                                 
                                 	
                                    すべての基本ユニットの開始処理完了時点（KFPS05210-Iが出力されます）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdstart -i ※4，※5

                                    pdstart dbdestroy ※4

                                 
                                 	
                                    基本ユニット

                                 
                              

                           
                        

                     
                     （凡例）−：前回の拡張ユニットの終了状態は影響しません。

                     
                        	注※1

                        	
                           前回の拡張ユニットの終了状態は，KFPS05274-Iメッセージの出力有無で分かります。このメッセージが出力されている場合は正常終了，出力されていない場合は計画停止，強制終了，又は異常終了のどれかになります。

                        

                        	注※2

                        	
                           システムマネジャがあるユニットのユニット用ステータスファイルに拡張ユニットの終了状態の情報が格納されています。そのため，システムマネジャがあるユニットのユニット用ステータスファイルを再作成した後にHiRDBを開始すると，前回の拡張ユニットの終了状態に関係なく，基本ユニットだけが開始されます。

                        

                        	注※3

                        	
                           pdstart -rコマンドでは，拡張ユニットは開始しません。拡張ユニットのRDエリアのバックアップを取得したり，RDエリアを回復したりする場合は，pdstart
                              -u -rコマンドで対象となる拡張ユニットを開始してください。

                        

                        	注※4

                        	
                           pdstart -i又はpdstart dbdestroyコマンドを実行する前に，すべてのユニットが終了していることを確認してください。すべてのユニットが終了していない状態でpdstart
                              -i又はpdstart dbdestroyコマンドを実行すると，HiRDBが一部のユニットの開始を認識しないことがあります。pdls -d ustコマンドを各ユニットで実行し，ユニットが稼働している場合はpdstop
                              -zコマンドで終了してください。

                        

                        	注※5

                        	
                           拡張ユニットの構築後にpdstart -iコマンドを実行してデータベースの初期設定をした場合，「拡張ユニットの構築」の手順3.（HiRDBファイルシステム領域の作成）からやり直して，拡張ユニットを再構築してください。再構築しないで拡張ユニットを開始すると，拡張ユニットにデータベースの初期設定が反映されません。そのため，拡張ユニットにRDエリアを作成するときに矛盾を検知して，エラーになります。

                        

                     

                  

               

            
            
               29.4.2　拡張ユニットの開始

               拡張ユニットの開始手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           拡張ユニットを開始します。

                           次のどちらかの方法で，ユニットごとに拡張ユニットを開始します。

                           ・システムマネジャがあるサーバマシンでpdstart -uコマンドを実行

                           ・開始する拡張ユニットがあるサーバマシンでpdstart -qコマンドを実行

                           すべての拡張ユニットの開始処理が完了すると，KFPS05273-Iメッセージが出力されるため，このメッセージが出力されていることを確認します。

                        

                        	
                           表を再定義します。

                           拡張ユニットのRDエリアにも表データを格納するため，表を横分割するように表を再定義します。横分割表の場合は，「表の分割格納条件の変更」及び「表の分割格納条件を変更するときの運用」を参照して，表の分割格納条件を変更します。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            29.5　拡張ユニット及びHiRDBの終了

            
               29.5.1　拡張ユニットの終了

               拡張ユニットの終了手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           表を再定義します。

                           拡張ユニットを終了する前に，拡張ユニットのRDエリアを使用していた表の分割格納条件を変更して，変更前の表定義に戻します。分割格納条件を変更する前に表及びインデクスのバックアップを取得し，「表の分割格納条件の変更」及び「表の分割格納条件を変更するときの運用」を参照して，表の分割格納条件を変更します。

                        

                        	
                           拡張ユニットを終了します。

                           システムマネジャがあるサーバマシンでpdstop -uコマンドを実行して拡張ユニットを終了します。すべての拡張ユニットの終了処理が完了すると，KFPS05274-Iメッセージが出力されるため，このメッセージが出力されていることを確認します。

                           
                              	参考

                              	
                                 拡張ユニットを終了しないでpdstopコマンドを実行すると，拡張ユニットも含めてすべてのユニットが正常終了します。pdstop -fコマンドを実行すると，拡張ユニットも含めてすべてのユニットが強制終了します。拡張ユニットの終了状態によって，次回HiRDB開始時に開始するユニットが異なります。詳細は，表「pdstartコマンド実行時に開始するユニットと開始処理完了時点（拡張ユニット使用時）」を参照してください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

               バッチジョブの終了後，拡張ユニットを今後使用しない場合は，拡張ユニットを削除します。削除手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           拡張ユニットのRDエリアを削除する準備をします。

                           次の作業をしてください。

                           ・データベース構成変更ユティリティ（pdmod）のremove rdarea文を記述した制御文ファイルを作成します。

                           ・削除するRDエリアに格納されている表及びインデクスのバックアップを取得します。

                           ・表及びインデクスの分割格納条件から，拡張ユニットのRDエリアを除いて再定義します。

                           ・削除するRDエリアをpdholdコマンドで閉塞かつクローズ状態にします。

                        

                        	
                           拡張ユニットのRDエリアを削除します。

                           システムマネジャがあるユニットでデータベース構成変更ユティリティ（pdmod）を実行します。

                        

                        	
                           pdstop -uコマンドで拡張ユニットを終了します。

                           拡張ユニットが正常終了したこと（KFPS05274-Iメッセージ出力）を確認します。

                        

                        	
                           拡張ユニットがあるサーバマシンのHiRDBをOSから削除します。

                           pdsetup -dコマンドを実行し，KFPS00036-Qメッセージにyで応答をしてHiRDBをOSから削除します。

                        

                        	
                           拡張ユニットがあるサーバマシンからHiRDBをアンインストールします。

                        

                        	
                           拡張ユニットがあるサーバマシンからファイルを削除します。

                           OSのコマンドを使用して，拡張ユニットがあるサーバマシンのシステムファイルを削除します。

                           
                              	参考

                              	
                                 HiRDBシステム定義ファイルも削除してかまいませんが，再利用できるように保存しておくことをお勧めします。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               29.5.2　HiRDBの終了

               すべての拡張ユニットが終了していることを確認してから，システムマネジャがあるユニットでpdstopコマンドを実行します。HiRDBの終了処理が完了すると，KFPS01850-Iメッセージが出力されるため，このメッセージが出力されていることを確認します。

            
         
         
            29.6　障害発生時の対処方法

            
               29.6.1　障害発生時のシステム状況別の対処方法

               拡張ユニットを使用する場合，発生した障害によっては，システムマネジャが管理する状態と拡張ユニットが管理する状態が不一致になることがあります。そのような場合，再開始時に拡張ユニットが自動起動されないなど影響があるため，対処が必要になります。

               ここでは，障害発生時のシステムの状態と状況，対処について説明します。ここで説明するケース以外のデータベースの障害回復については，「障害が発生したときの対処方法」を参照してください。

               
                  表29‒2　障害発生時のシステムの状態，状況，及び対処
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害発生時のシステムの状態

                           
                           	
                              状況

                           
                           	
                              対処方法の参照先

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              HiRDB開始時（KFPS01800-IからKFPS05271-Iの間）

                           
                           	
                              システムマネジャがあるユニットが異常終了し，KFPS05276-Eが出力された場合

                           
                           	
                              対処方法1

                           
                        

                        
                           	
                              システムマネジャがあるユニットが異常終了し，KFPS04695-Iが出力され，KFPS05273-Iが出力されていない場合

                           
                           	
                              対処方法2

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDB正常終了時（KFPS05220-IからKFPS01850-Iの間）

                           
                           	
                              KFPS05275-W及びKFPS01850-Iが出力されている場合

                           
                           	
                              対処方法3

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS05275-Wが出力され，KFPS01850-Iが出力されていない場合

                           
                           	
                              対処方法4

                           
                        

                        
                           	
                              システムマネジャがあるユニットが異常終了した場合

                           
                           	
                              対処方法5

                           
                        

                        
                           	
                              拡張ユニット開始時（KFPS1800-IからKFPS05273-Iの間）

                           
                           	
                              KFPS05275-Wが出力されている場合

                           
                           	
                              対処方法6

                           
                        

                        
                           	
                              システムマネジャがあるユニットが異常終了した場合

                           
                           	
                              対処方法7

                           
                        

                        
                           	
                              システムマネジャがあるユニットが系切り替えした場合

                           
                           	
                              対処方法8

                           
                        

                        
                           	
                              拡張ユニット終了時（KFPS01840-IからKFPS05274-Iの間）

                           
                           	
                              KFPS5275-Wが出力されている場合

                           
                           	
                              対処方法9

                           
                        

                        
                           	
                              システムマネジャのあるユニットが異常終了した場合

                           
                           	
                              対処方法10

                           
                        

                        
                           	
                              拡張ユニット稼働中

                           
                           	
                              HiRDBが異常終了し，再開始する際，拡張ユニットがあるサーバマシンにハードウェア障害などが発生して開始できない場合

                           
                           	
                              対処方法11

                           
                        

                     
                  

               
               
                  (1)　対処方法1

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS05276-Eメッセージに従って，障害を回復します。

                           

                           	
                              すべての基本ユニットでpdls -d ustコマンドを実行し，そのユニットの稼働状態を確認します。ユニットの状態がSTARTING（開始途中）の場合は，pdstop
                                 -zコマンドでそのユニットを終了します。

                           

                           	
                              pdstartコマンドを再度実行して，HiRDBを開始します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　対処方法2

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS04695-Iメッセージに表示される拡張ユニットでpdls -d ustコマンドを実行し，そのユニットの稼働状態を確認します。

                           

                           	
                              ユニットの状態がSTARTING（開始途中），又はONLINE（稼働状態）の場合は，いったんpdstop -zコマンドでそのユニットを終了してからpdstart -qコマンドを実行してユニットを開始します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　対処方法3

                  KFPS05275-Wメッセージの前に出力されているメッセージを参照して障害を取り除いてください。拡張ユニットの状態は正しく管理されています。拡張ユニットに対する処置は不要です。

               
               
                  (4)　対処方法4

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS05275-Wメッセージの前に出力されているメッセージを参照して障害を取り除きます。

                           

                           	
                              KFPS05275-Wメッセージに表示された拡張ユニットでpdls -d ustコマンドを実行し，そのユニットの稼働状態を確認します。

                           

                           	
                              拡張ユニットの状態がONLINE（稼働状態），又はSTOPPING（停止途中）の場合は，いったんpdstop -zコマンドでそのユニットを終了してからpdstart
                                 -qコマンドを実行してユニットを開始します。

                           

                        

                     

                  

                  なお，次回HiRDB開始時にKFPS05275-Wメッセージに表示された拡張ユニットが開始する可能性があります。次回HiRDB開始時に拡張ユニットが開始した場合は，pdstop
                     -uコマンドで拡張ユニットを終了してください。

               
               
                  (5)　対処方法5

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS01840-Iメッセージに表示された拡張ユニットでpdls -d ustコマンドを実行し，そのユニットの稼働状態を確認します。

                           

                           	
                              拡張ユニットの状態がONLINE（稼働状態），又はSTOPPING（停止途中）の場合は，いったんpdstop -zコマンドでそのユニットを終了してからpdstart
                                 -qコマンドを実行してユニットを開始します。

                           

                        

                     

                  

                  なお，次回HiRDB開始時にKFPS01840-Iメッセージに表示された拡張ユニットが開始する可能性があります。次回HiRDB開始時に拡張ユニットが開始した場合は，pdstop
                     -uコマンドで拡張ユニットを終了してください。

               
               
                  (6)　対処方法6

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS05275-Wメッセージの前に出力されているメッセージを参照して障害を取り除きます。

                           

                           	
                              KFPS05275-Wメッセージに表示された拡張ユニットをいったんpdstop -uコマンドで終了し，pdstart -uコマンドで開始してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　対処方法7

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS01800-Iメッセージに表示された拡張ユニットでpdls -d ustコマンドを実行し，そのユニットの稼働状態を確認します。

                           

                           	
                              拡張ユニットの状態がSTARTING（開始途中），又はONLINE（稼働状態）の場合は，いったんpdstop -zコマンドでそのユニットを終了してからpdstart
                                 -qコマンドを実行してユニットを開始します。

                           

                        

                     

                  

                  なお，次回HiRDB開始時にKFPS01800-Iメッセージに表示された拡張ユニットが開始しない可能性があります。次回HiRDB開始時に拡張ユニットが開始しない場合は，pdstart
                     -uコマンドで拡張ユニットを開始してください。

               
               
                  (8)　対処方法8

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS01800-Iメッセージに表示された拡張ユニットでpdls -d ustコマンドを実行し，そのユニットの稼働状態を確認します。

                           

                           	
                              拡張ユニットの状態がSTARTING（開始途中），又はONLINE（稼働状態）の場合は，いったんpdstop -zコマンドでそのユニットを終了してからpdstart
                                 -qコマンドを実行してユニットを開始します。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (9)　対処方法9

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS05275-Wメッセージの前に出力されているメッセージを参照して障害を取り除きます。

                           

                           	
                              KFPS05275-Wメッセージに表示された拡張ユニットをいったんpdstart -uコマンドで開始し，pdstop -uコマンドで終了してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　対処方法10

                  対処手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              KFPS01840-Iメッセージに表示された拡張ユニットでpdls -d ustコマンドを実行し，そのユニットの稼働状態を確認します。

                           

                           	
                              拡張ユニットの状態がONLINE（稼働状態），又はSTOPPING（停止途中）の場合は，いったんpdstop -zコマンドでそのユニットを終了してからpdstart
                                 -qコマンドを実行してユニットを開始します。

                           

                        

                     

                  

                  なお，次回HiRDB開始時にKFPS01840-Iメッセージに表示された拡張ユニットが開始する可能性があります。次回HiRDB開始時に拡張ユニットが開始した場合は，pdstop
                     -uコマンドで拡張ユニットを終了してください。

               
               
                  (11)　対処方法11

                  拡張ユニットの稼働中にHiRDBが異常終了し，再開始する場合，前回稼働していた拡張ユニットも開始します。その際，ハードウェア障害などの何らかの原因で拡張ユニットが開始しないと，HiRDBが開始できません。このような場合，縮退起動機能を使用することで，拡張ユニットが開始しないときでもHiRDBを開始できます。

                  ただし，拡張ユニットと縮退起動を併用した場合※，次の表に示すように，HiRDBの開始処理完了時点と縮退起動完了時点が異なります。それぞれの場合の処理完了時点に留意し，運用してください。

                  
                     	注※

                     	
                        pd_start_skip_unitオペランド及びpd_system_expand_unitオペランドに同じユニットを指定した場合です。

                        
                           表29‒3　pdstartコマンド実行時に開始するユニットと，開始処理及び縮退起動完了時点
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       前回の拡張ユニットの終了状態※

                                    
                                    	
                                       開始するユニット

                                    
                                    	
                                       HiRDBの開始処理が完了する時点

                                       （KFPS05210-I出力）

                                    
                                    	
                                       縮退起動が完了する時点

                                       （KFPS05217-I出力）

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       正常終了

                                    
                                    	
                                       pd_start_skip_unitオペランドに指定しているユニット以外のすべての基本ユニット

                                    
                                    	
                                       すべての基本ユニットの開始処理完了時点

                                    
                                    	
                                       次のどちらか早い方です。

                                       
                                          	
                                             pd_start_skip_unitオペランドに指定しているユニット以外のすべての基本ユニットの開始処理完了時点

                                          

                                          	
                                             pd_reduced_check_timeオペランドに指定した値を経過した時点

                                          

                                       

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       計画停止

                                       強制終了

                                       異常終了

                                    
                                    	
                                       pd_start_skip_unitオペランドに指定しているユニット以外のすべての基本ユニット，及び拡張ユニット

                                    
                                    	
                                       すべての基本ユニット，及び拡張ユニットの開始処理完了時点

                                    
                                    	
                                       次のどちらか早い方です。

                                       
                                          	
                                             pd_start_skip_unitオペランドに指定しているユニット以外のすべての基本ユニット，及び拡張ユニットの開始処理完了時点

                                          

                                          	
                                             pd_reduced_check_timeオペランドに指定した値を経過した時点

                                          

                                       

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	注※

                     	
                        前回の拡張ユニットの終了状態は，KFPS05274-Iメッセージの出力有無で分かります。このメッセージが出力されている場合は正常終了，出力されていない場合は計画停止，強制終了，又は異常終了のどれかになります。

                     

                  

               
            
         
         
            29.7　注意事項及び制限事項

            
               29.7.1　注意事項

               
                  (1)　pdunitに指定するホスト名に対応するIPアドレスについての注意事項

                  拡張ユニットを定義している場合，定義していない場合と比較してHiRDBの開始処理完了及び系切り替えに時間が掛かります。そのため，次のようにする必要があります。

                  
                     	
                        拡張ユニットで使用するホスト名（システム共通定義のpdunitオペランドの-xオプション及び-cオプションに指定）に対応するIPアドレスを，HiRDBとは別のサーバマシンで活性化してください。このとき，pdunitオペランドに指定するポート番号をほかのアプリケーションで使用しないようにしてください。

                     

                     	
                        拡張ユニットを開始するとき，別のサーバマシンで活性化していたIPアドレスを非活性化してから，拡張ユニットを開始するサーバマシンで活性化してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　コマンド実行時の注意事項

                  拡張ユニットを定義している場合，次の表に示すコマンドはユニットごとに実行してください。システム全体に対して実行すると，コマンドの実行に時間が掛かるか，又はコマンドがエラーとなるおそれがあります。

                  
                     表29‒4　拡張ユニットを定義している場合のコマンドの実行単位
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 コマンド名

                              
                              	
                                 実行単位

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pdbufls

                              
                              	
                                 サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdbufmod※

                              
                              	
                                 RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdchprc

                              
                              	
                                 ユニット

                              
                           

                           
                              	
                                 pdclibsync

                              
                              	
                                 ホスト

                              
                           

                           
                              	
                                 pdclose

                              
                              	
                                 RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdclttrc

                              
                              	
                                 ユニット

                              
                           

                           
                              	
                                 pdconfchk

                              
                              	
                                 ユニット

                              
                           

                           
                              	
                                 pdcopy

                              
                              	
                                 サーバ又はRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pddbfrz

                              
                              	
                                 RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pddbls

                              
                              	
                                 サーバ又はRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pddbst

                              
                              	
                                 RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdhold

                              
                              	
                                 RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdjarsync

                              
                              	
                                 ホスト

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d act

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d aud

                              
                              	
                                 ユニット

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d ha

                              
                              	
                                 ユニット又はサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d lck

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d org

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d prc

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d rpl

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d scd

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d stj

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d svr

                              
                              	
                                 ユニット

                              
                           

                           
                              	
                                 pdls -d trn

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdobils

                              
                              	
                                 サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdopen

                              
                              	
                                 RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdpfresh

                              
                              	
                                 サーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrels

                              
                              	
                                 RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrstr

                              
                              	
                                 サーバ又はRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdstbegin

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdstend

                              
                              	
                                 ユニット及びサーバ

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        pdbufmodコマンドを実行すると，HiRDBはグローバルバッファの情報を取得するために，拡張ユニットを含めたすべてのサーバにアクセスします。そのため，停止中の拡張ユニットがあると，RPC通信エラーのメッセージKFPH00132-E（code
                           = -7）が出力されますが，KFPH00110-Iメッセージが出力されていれば，pdbufmodコマンドの処理は完了しています。この場合，KFPH00132-Eメッセージは無視してください。

                     

                  

               
            
            
               29.7.2　制限事項

               
                  (1)　拡張ユニットを使用する場合に使用できない機能

                  拡張ユニットを使用する場合（pd_system_expand_unitオペランドに拡張ユニットを指定している場合），次に示す機能は使用できません。

                  
                     	
                        pdchgconfコマンドによるHiRDB稼働中のシステム構成変更

                     

                     	
                        pdprgrenewコマンドによるHiRDB稼働中の修正版HiRDBへの入れ替え

                     

                     	
                        リアルタイムSANレプリケーションによるディザスタリカバリ

                     

                     	
                        HiRDB Datareplicator，又はHiRDB Dataextractorによるレプリケーション機能

                     

                     	
                        共用表

                     

                     	
                        セキュリティ監査機能

                     

                     	
                        インナレプリカ機能

                     

                     	
                        更新可能なオンライン再編成

                     

                  

               
               
                  (2)　拡張ユニットで使用できない機能

                  pd_system_expand_unitオペランドに拡張ユニットを指定している場合，次に示す機能は拡張ユニットでは使用できません。

                  
                     	
                        1：1スタンバイレス型系切り替え機能

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                     

                     	
                        回復不要FES

                     

                  

               
               
                  (3)　拡張ユニットにFESを配置する場合に使用できない機能

                  pd_system_expand_unitオペランドに拡張ユニットを指定し，かつ拡張ユニットにFESを配置する場合，X/Open XAインタフェースを使用するUAPからHiRDBに接続できません。

               
            
         
      
   
      
         30　HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の運用

         
            この章では，HiRDBシステムのセキュリティ強化を目的としたHiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の運用方法について説明します。

         

         
            30.1　HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の概要

            HiRDB接続時に，クライアントとサーバ間のネットワーク上で送受信するパスワードを秘匿化します。この機能によって，悪意のあるユーザがパケットスニファリングなどで不正にパケットを取得し，不正な電文の作成・送信することでHiRDBへ不正にアクセスし，接続することを防止します。

            この機能を使用しない場合，パスワード認証方式（PA（Password Authentication）方式）を利用し，パスワードをスクランブルしてHiRDBサーバへ送信しますが，この機能を使用する場合，チャレンジハンドシェイク認証方式（CHA（Challenge
               Handshake Authentication）方式）を使用してパスワードの秘匿化します。CHA方式では，チャレンジレスポンス方式によってパスワードを秘匿化し，ネットワークにパスワードそのものを流さないようにします。CHA方式では，HiRDBサーバへの接続ごとに生成する乱数キーを用いてパスワードを秘匿化するので，HiRDBへの不正な接続の防止を強化できます。

            この機能を使用する（CHA方式を用いて接続させる）ためには，Version 09-50-08以降のHiRDBクライアントを使用してください。

         
         
            30.2　HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の適応範囲

            秘匿化の対象となるパスワードと，対象とならないパスワードを次の表に示します。

            
               表30‒1　秘匿化の対象となるパスワードと秘匿化の対象とならないパスワード
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           秘匿化の対象となるパスワード

                        
                        	
                           秘匿化の対象とならないパスワード

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           
                              	
                                 CONNECT文実行時のパスワード

                              

                              	
                                 自動再接続機能による再接続時のパスワード

                              

                           

                        
                        	
                           
                              	
                                 GRANT文のパスワード

                              

                              	
                                 SET SESSION AUTHORIZATION文のパスワード

                              

                           

                        
                     

                  
               

            
            秘匿化対象とならないSQLは，不正にパケットを取得されないようにセキュアエリアで実行してください。

         
         
            30.3　HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の設定方法

            システム共通定義とクライアント環境定義の設定を行ってください。

            HiRDBサーバが許可する認証方式を，システム共通定義pd_connect_auth_typeオペランドに指定します。HiRDBクライアントがサーバへ接続するときの認証方式を，クライアント環境定義PDAUTHTYPEに指定します。システム共通定義pd_connect_auth_typeオペランドとクライアント環境定義PDAUTHTYPEの組み合わせによって，HiRDBクライアントがサーバへ接続するときの認証方式が決まります。システム共通定義pd_connect_auth_typeオペランドの詳細はマニュアル「HiRDB
               システム定義」の「ユーザ認証に関するオペランド」を，クライアント環境定義PDAUTHTYPEの詳細はマニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の「クライアント環境定義の設定内容」をそれぞれ参照してください。

            HiRDBサーバが許可する認証方式とHiRDBクライアントがサーバへ接続するときの認証方式が異なる場合，UAPがHiRDBサーバへ接続したときに接続不可（KFPA19525-Eで認証エラー）となります。

            なお，CHA方式をサポートしていないHiRDBサーバに対して，CHA方式を指定したHiRDBクライアントが接続した場合は，接続不可（KFPA11560-E又はKFPA19632-Eで認証エラー）となります。認証方式の組み合わせによる接続可否と認証方式を次の表に示します。

            
               表30‒2　認証方式の組み合わせによる接続可否と認証方式 
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           システム共通定義

                           pd_connect_auth_type

                           オペランド

                        
                        	
                           クライアント環境定義

                           PDAUTHTYPE

                        
                     

                     
                        	
                           PA

                           又は

                           省略時

                        
                        	
                           CHA/SHA-256

                        
                        	
                           CHA/SHA-512

                        
                        	
                           CHA

                           又は

                           CHA/SHA-256/SHA-512

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           ALL又は省略時

                        
                        	
                           ○

                           （PA）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                     

                     
                        	
                           PA

                        
                        	
                           ○

                           （PA）

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           PA，

                           CHA/SHA-256

                        
                        	
                           ○

                           （PA）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                     

                     
                        	
                           PA，

                           CHA/SHA-512

                        
                        	
                           ○

                           （PA）

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                     

                     
                        	
                           PA，

                           CHA/SHA-256/SHA-512

                        
                        	
                           ○

                           （PA）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                     

                     
                        	
                           PA，

                           CHA

                        
                        	
                           ○

                           （PA）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                     

                     
                        	
                           CHA/SHA-256

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                     

                     
                        	
                           CHA/SHA-512

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                     

                     
                        	
                           CHA又はCHA/SHA-256/SHA-512

                        
                        	
                           ×

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-256）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                        	
                           ○

                           （SHA-512）

                        
                     

                  
               

               
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○（PA）：接続できる（PA方式で認証）

                        ○（SHA-256）：接続できる（CHA方式（SHA-256）で認証）

                        ○（SHA-512）：接続できる（CHA方式（SHA-512）で認証）

                        ×：接続できない（KFPA19525-Eで認証エラー）

                     

                  

               

            
         
         
            30.4　HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の運用例

            
               	HiRDBサーバへの認証方式をCHA方式(SHA-512)に限定する場合

               	
                  セキュリティレベルを高めるために，HiRDBへの認証方式をCHA方式（SHA-512）に限定する場合は，システム共通定義pd_connect_auth_typeオペランドに「CHA/SHA-512」だけ指定してください。これによって，クライアント環境定義PDAUTHTYPEに「CHA」，「CHA/SHA-256/SHA-512」又は「CHA/SHA-512」のどれかを指定したクライアントだけがHiRDBサーバに接続できます。クライアント環境定義PDAUTHTYPEに「CHA」，「CHA/SHA-256/SHA-512」又は「CHA/SHA-512」以外を指定したクライアントからの接続は，認証エラーになります。

               

               	CHA方式に対応していないHiRDBクライアントをHiRDBサーバに接続する場合

               	
                  上位互換のために，PA方式でHiRDBに接続する場合は，システム共通定義pd_connect_auth_typeオペランドに「PA」を含めるか，「ALL」を指定するか，又は省略してください。

               

            

         
         
            30.5　HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の注意事項

            
               	
                  CHA方式に対応していないHiRDBクライアントを使用する場合，HiRDBサーバ側をPA方式での接続を許可する設定にしてください。設定しない場合，CHA方式に対応していないHiRDBクライアントがHiRDBサーバに接続できなくなります。

               

               	
                  次のユティリティを実行する場合には，「HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能の設定方法」を参照してクライアント環境定義PDAUTHTYPEの設定を行ってください。

                  
                     	
                        pddef

                     

                     	
                        pdplgrgst

                     

                     	
                        pddivinfgt

                     

                  

               

               	
                  OSログインユーザの簡易認証機能を使用しているユーザには，この機能は適用されません。OSログインユーザの簡易認証機能については，「OSログインユーザの簡易認証機能とは」を参照してください。

               

            

         
      
   
      
         31　コマンド実行権限変更機能

         
            この章では，HiRDBシステムのセキュリティ強化を目的としたコマンド実行権限変更機能の運用方法について説明します。

         

         
            31.1　コマンド実行権限変更機能の概要

            
               31.1.1　コマンド実行権限変更機能とは

               コマンド実行権限変更機能を使用すると，HiRDB管理者以外のOSログインユーザでも，HiRDB管理者権限が必要な運用コマンド・ユティリティ（以降，コマンドと呼びます）を実行できるようになります。

               通常，HiRDB管理者以外の端末操作者がHiRDB管理者権限が必要なコマンドを実行するには，一時的にHiRDB管理者のOSログインユーザに切り替えてコマンドを実行する必要がありました。この場合，複数の端末操作者でHiRDB管理者のOSログインユーザを共用するため，HiRDBの操作履歴の確認（誰が，いつ，どのような操作をしたのかを確認すること）が困難になります。

               コマンド実行権限変更機能を使用することで，端末操作者はそれぞれのOSログインユーザからコマンドを実行できるようになり，HiRDBの操作履歴の確認が容易になります。

            
            
               31.1.2　コマンド実行権限変更機能の機能概要

               コマンド実行権限変更機能は，HiRDB管理者が設定したコマンド実行権限に従ってHiRDB管理者以外のOSログインユーザがコマンドを実行する機能と，コマンドの実行状況を記録する機能を提供します。

               
                  図31‒1　コマンド実行権限変更機能の機能概要
                  [image: [図データ]]

               
               HiRDBはOSログインユーザのコマンド実行権限をコマンドアクセスリスト単位に管理します。コマンドアクセスリストは，どのOSログインユーザがどのコマンドを実行できるかを定義した情報です（以降，許可するユーザの一覧をユーザリスト，許可するコマンドの一覧をコマンドリストと呼びます）。

               HiRDB管理者は，pdcmdsetコマンドでコマンドアクセスリストを変更することによって，OSログインユーザのコマンド実行権限を設定します。

               HiRDB管理者によってコマンド実行権限を与えられたOSログインユーザは，pdcmdactコマンドを使用してHiRDBのコマンドを実行できます。このとき，実行したHiRDBのコマンドは，HiRDB管理者権限でHiRDBの資源にアクセスします。

               pdcmdsetコマンド及びpdcmdactコマンドは，コマンド実行権限の変更状況やコマンド実行状況をコマンド代行ログファイルに記録します。コマンド代行ログについては，「コマンド実行権限の変更状況やコマンドの実行状況を監視する方法」を参照してください。

            
         
         
            31.2　コマンド実行権限変更機能の規則

            コマンド実行権限変更機能の規則を次に示します。

            
               	
                  コマンドアクセスリストは16個まで作成できます。

               

               	
                  実行権限を変更できるコマンドは，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               

               	
                  1つのコマンドアクセスリストにOSログインユーザを200まで登録できます。

               

               	
                  実行権限を変更するOSログインユーザは，HiRDBグループに所属する必要があります。

               

               	
                  実行権限を変更するOSログインユーザは，すべての系・ユニットでOSに登録している必要があります。

               

               	
                  実行権限を変更するOSログインユーザとUIDは1：1で登録してください。1つのUIDに対応するユーザ名が複数登録されている場合，実行権限エラーになることがあります。

               

               	
                  実行権限を変更するOSログインユーザ名は，英字で始まる30文字以内の英数字にしてください。

               

            

         
         
            31.3　コマンド実行権限変更機能の設定方法

            
               31.3.1　コマンド実行権限変更機能を適用する方法

               コマンド実行権限変更機能を適用する方法を次に示します。

               
                  	
                     HiRDBが稼働している場合は，HiRDBを停止してください。

                  

                  	
                     HiRDBをOSに登録している場合は，pdsetup -dコマンドでHiRDBをOSから削除してください。KFPS00036-Qメッセージにyを応答してください。

                  

                  	
                     -Sオプションを指定してpdsetupコマンドを実行し，HiRDBをOSに登録してください。

                  

               

            
            
               31.3.2　コマンド実行権限変更機能の適用を解除する方法

               コマンド実行権限変更機能の適用を解除する方法を次に示します。

               
                  	
                     HiRDBが稼働している場合は，HiRDBを停止してください。

                  

                  	
                     pdsetup -dコマンドでHiRDBをOSから削除してください。KFPS00036-Qメッセージにyを応答してください。

                  

                  	
                     -Sオプションを指定しないでpdsetupコマンドを実行し，HiRDBをOSに登録してください。

                  

               

            
            
               31.3.3　pdsetupコマンド実行時の注意事項

               pdsetupコマンド実行時の注意事項を次に示します。

               
                  	
                     系切り替え構成の場合，現用系と予備系でコマンド実行権限変更機能の適用有無を一致させてください。

                  

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバの場合，すべてのユニットでコマンド実行権限変更機能の適用有無を一致させてください。

                  

                  	
                     pdsetup -dコマンド実行時にKFPS00036-Qメッセージにnを応答した後，同じ運用ディレクトリを指定してpdsetupコマンドを実行した場合，機能適用有無や設定したコマンド実行権限はpdsetup
                        -dコマンド実行前の状態を引き継ぎます。

                  

                  	
                     pdsetup -dコマンド実行時にKFPS00036-Qメッセージにyを応答すると，コマンド実行権限の設定をすべて削除します。設定を保持するには，「コマンドアクセスリストを回復する方法」に示す手順でバックアップを取得してください。

                  

               

            
         
         
            31.4　コマンド実行権限変更機能の運用方法

            
               31.4.1　新たにコマンドアクセスリストを登録する方法

               新たにコマンドアクセスリストを登録し，OSログインユーザにコマンド実行権限を与える手順を次に示します。

               
                  図31‒2　コマンド実行権限変更機能の機能概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           -Sオプションを指定してpdsetupコマンドを実行すると，HiRDBにサンプルのコマンドアクセスリスト（cmdacl01）を登録します。cmdacl01のコマンドリストには，実行権限を与えられるすべてのコマンドが登録されていて，ユーザリストを登録することでHiRDB管理者以外のOSログインユーザにコマンド実行権限を与えられます。

                        

                        	
                           新たにコマンドアクセスリストを作成する場合，pdcmdset -Cコマンドでコマンドアクセスリストを作成します。

                           pdcmdset -l コマンドアクセスリスト名 -C

                        

                        	
                           コマンドアクセスリストのコマンドリストにコマンドを登録するには，実行を許可するコマンドを列挙したコマンドリストファイルが必要です。コマンドリストファイルを作成するには，HiRDBが用意したコマンドリストのテンプレートファイルを編集する方法と，ユーザが作成したファイルを編集する方法とがあります。

                        

                        	
                           HiRDBが用意したコマンドリストのテンプレートファイルを使用する場合，pdcmdset -Tコマンドでコマンドリストのテンプレートを出力します。

                           pdcmdset -T コマンドリストのテンプレート出力先ディレクトリ名

                           指定したパスに，コマンドリストのテンプレートファイル（sample.clist）を作成します（既に同名のファイルがある場合は上書きします）。sample.clistには，実行権限を与えられるすべてのコマンドが列挙されます。

                        

                        	
                           テキストエディタなどでコマンドリストファイルを編集して，実行権限を与えるコマンドの一覧を作成します。コマンドリストファイルの例を次に示します。

                           #command list file
pdconfchk     #comment
pdbufls
pdbufmod
pdopen
pdclose
pdcopy
pdrstr
pdhold

                           コマンド実行権限を与えるコマンド名を1行に1つずつ記載します。コマンド名の前にパス名は記載しないでください。また，#以降の文字列をコメントとみなします。

                        

                        	
                           5で作成したコマンドリストをpdcmdset -E -cコマンドでコマンドアクセスリストに登録します。

                           pdcmdset -l コマンドアクセスリスト名 -E -c コマンドリストファイル名

                        

                        	
                           テキストエディタなどでユーザリストファイルを編集して，コマンド実行権限を与えるユーザの一覧を作成します。ユーザリストファイルの例を次に示します。

                           #user list file
hirusr01     #comment
hirusr02
hirusr03

                           コマンド実行権限を与えるユーザのユーザ名を1行に1つずつ記載します。また，#以降の文字列をコメントとみなします。

                        

                        	
                           7で作成したユーザリストをpdcmdset -E -uコマンドでコマンドアクセスリストに登録します。

                           pdcmdset -l コマンドアクセスリスト名 -E -u ユーザリストファイル名

                        

                        	
                           1〜8の操作でコマンド実行権限が正しく設定できたことを確認するため，pdcmdlsコマンドでコマンドアクセスリストの内容を参照します。

                           pdcmdls -l コマンドアクセスリスト名

                        

                        	
                           コマンドアクセスリストの設定は，系・ユニットごとに実施する必要があります。設定済みの系・ユニットでコマンドアクセスリストのバックアップを取得し，ほかの系・ユニットでバックアップを基にコマンドアクセスリストを登録します。

                           設定済みの系・ユニットでpdcmdset -Bコマンドを実行し，コマンドアクセスリストのバックアップを取得してください。

                           pdcmdset -B バックアップ出力先ディレクトリ名

                           指定したパスに，コマンドアクセスリストのバックアップファイル（pdcmdacl.YYYYMMDDhhmmss（YYYYMMDDhhmmss：バックアップ取得時刻））を作成します（既に同名のファイルがある場合は上書きします）。バックアップファイルには，登録済みのすべてのコマンドアクセスリストが含まれます。

                        

                        	
                           10で取得したバックアップファイルを系・ユニットごとに配置し，pdcmdset -Rコマンドでコマンドアクセスリストに登録します。

                           pdcmdset -R バックアップファイル名

                           pdcmdset -Rコマンドを実行するユニットに登録済みのコマンドアクセスリストがある場合，バックアップファイルの内容に上書きします。

                        

                     

                  

               

            
            
               31.4.2　コマンドアクセスリストを変更する方法

               登録済みのコマンドアクセスリストを変更し，OSログインユーザのコマンド実行権限を変更する手順を示します。

               
                  図31‒3　コマンド実行権限変更機能の機能概要
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           コマンドアクセスリストを変更する方法には，コマンドアクセスリストに登録された内容を変更する方法と，コマンドリストファイル，及びユーザリストファイルをユーザが用意する方法とがあります。

                        

                        	
                           コマンドアクセスリストに登録された内容を変更する場合，pdcmdls -lコマンドでコマンドアクセスリストの内容を出力します。

                           コマンドリストの内容を表示する方法：

                           pdcmdls -l コマンドアクセスリスト名 -c

                           ユーザリストの内容を表示する方法：

                           pdcmdls -l コマンドアクセスリスト名 -u

                        

                        	
                           2で出力した内容をリダイレクトなどでファイルに出力して，テキストエディタなどで編集します。

                        

                        	
                           pdcmdls -lコマンドを実行しない場合は，ユーザがコマンドリストファイルとユーザリストファイルを作成し，テキストエディタなどで編集します。

                        

                        	
                           2〜4で作成・編集したファイルを基に，pdcmdset -E -cコマンド又はpdcmdset -E -uコマンドでコマンドリスト・ユーザリストを変更します。コマンドリスト・ユーザリストの内容は，指定したファイルの内容に置き換わります。

                           コマンドリストを変更する方法：

                           pdcmdset -l コマンドアクセスリスト名 -E -c コマンドリストファイル名

                           ユーザリストを変更する方法：

                           pdcmdset -l コマンドアクセスリスト名 -E -u ユーザリストファイル名

                        

                        	
                           1〜5の操作でコマンド実行権限が正しく設定できたことを確認するため，pdcmdlsコマンドでコマンドアクセスリストの内容を参照します。

                           pdcmdls -l コマンドアクセスリスト名

                        

                        	
                           コマンドアクセスリストの設定は，系・ユニットごとに実施する必要があります。設定済みの系・ユニットでコマンドアクセスリストのバックアップを取得し，ほかの系・ユニットでバックアップを基にコマンドアクセスリストを登録します。

                           設定済みの系・ユニットでpdcmdset -Bコマンドを実行し，コマンドアクセスリストのバックアップを取得してください。

                           pdcmdset -B バックアップ出力先ディレクトリ名

                           指定したパスに，コマンドアクセスリストのバックアップファイル（pdcmdacl.YYYYMMDDhhmmss（YYYYMMDDhhmmss：バックアップ取得時刻））を作成します（既に同名のファイルがある場合は上書きします）。バックアップファイルには，登録済みのすべてのコマンドアクセスリストが含まれます。

                        

                        	
                           7で取得したバックアップファイルを系・ユニットごとに配置し，pdcmdset -Rコマンドでコマンドアクセスリストに登録します。

                           pdcmdset -R バックアップファイル

                           pdcmdset -Rコマンドを実行するユニットに登録済みのコマンドアクセスリストがある場合，バックアップファイルの内容に上書きします。

                        

                     

                  

               

            
            
               31.4.3　コマンドアクセスリストを削除する方法

               登録済みのコマンドアクセスリストを削除し，OSログインユーザのコマンド実行権限を削除する手順を示します。

               
                  	
                     pdcmdset -Dコマンドでコマンドアクセスリストを削除します。

                     pdcmdset -l コマンドアクセスリスト名 -D

                  

                  	
                     削除できたことを確認するため，pdcmdlsコマンドでコマンドアクセスリストの一覧を参照します。

                     pdcmdls

                  

                  	
                     コマンドアクセスリストの設定は，系・ユニットごとに実施する必要があります。設定済みの系・ユニットでコマンドアクセスリストのバックアップを取得し，ほかの系・ユニットでバックアップを基にコマンドアクセスリストを登録します。

                     設定済みの系・ユニットでpdcmdset -Bコマンドを実行し，コマンドアクセスリストのバックアップを取得してください。

                     pdcmdset -B バックアップ出力先ディレクトリ名

                     指定したパスに，コマンドアクセスリストのバックアップファイル（pdcmdacl.YYYYMMDDhhmmss（YYYYMMDDhhmmss：バックアップ取得時刻））を出力します（既に同名のファイルがある場合は上書きします）。バックアップファイルには，登録済みのすべてのコマンドアクセスリストが含まれます。

                  

                  	
                     3で取得したバックアップファイルを系・ユニットごとに配置し，pdcmdset -Rコマンドでコマンドアクセスリストに登録します。

                     pdcmdset -R バックアップファイル

                     pdcmdset -Rコマンドを実行するユニットに登録済みのコマンドアクセスリストがある場合，バックアップファイルの内容に上書きします。

                  

               

            
            
               31.4.4　コマンド実行権限を与えられたOSログインユーザがコマンドを実行する方法

               コマンド実行権限を与えられたOSログインユーザが，許可されたコマンドを実行するにはpdcmdactコマンドを使用します。pdcmdactコマンドの実行例を次に示します。

               pdcmdact pdcopy -m /path/mast01 -M r -p /path/list01 -b /path/backup01 -r RDAREA01
         ------ ------------------------------------------------------------------
         [1]    [2]

               
                  	〔説明〕

                  	
                     
                        	
                           実行するコマンドのコマンド名

                        

                        	
                           実行するコマンドに指定するオプション

                        

                     

                     pdcmdactコマンドに実行するコマンドのコマンドラインを指定します。pdcmdactコマンドは，コマンドを実行したOSログインユーザに指定されたコマンドの実行権限があるか判定し，実行権限がある場合に指定されたコマンドをHiRDB管理者ユーザとして実行します。実行権限がない場合は，pdcmdactコマンドが異常終了します。

                  

               

            
            
               31.4.5　コマンドアクセスリストを回復する方法

               HiRDBをOSから削除する際に，HiRDBの実行に必要なファイルを削除する場合や，ディスク障害などでHiRDB運用ディレクトリが参照できない場合は，コマンドアクセスリストの内容が失われます。コマンドアクセスリストの内容を回復できるようにするため，コマンドアクセスリストのバックアップを取得してください。

               バックアップを取得する方法と，取得したバックアップからコマンドアクセスリストを回復する方法を次に示します。

               
                  	コマンドアクセスリストのバックアップを取得する方法

                  	
                     
                        	
                           pdcmdset -Bコマンドを実行し，コマンドアクセスリストのバックアップを取得します。

                           pdcmdset -B バックアップ出力先ディレクトリ名

                           指定したパスに，コマンドアクセスリストのバックアップファイル（pdcmdacl.YYYYMMDDhhmmss（YYYYMMDDhhmmss：バックアップ取得時刻））を出力します（既に同名のファイルがある場合は上書きします）。バックアップファイルには，登録済みのすべてのコマンドアクセスリストが含まれます。

                        

                     

                  

                  	バックアップからコマンドアクセスリストを回復する方法

                  	
                     
                        	
                           HiRDBをOSから削除した場合は，HiRDBをOSに登録してください。HiRDB運用ディレクトリを回復する場合は，回復手順に従ってHiRDB運用ディレクトリを回復してください。HiRDBをOSに登録する際，-Sオプションを指定してpdsetupコマンドを実行し，コマンド実行権限変更機能を有効にしてください。

                        

                        	
                           系・ユニットごとに，pdcmdset -Rコマンドでコマンドアクセスリストを回復します。

                           pdcmdset -R バックアップファイル名

                           pdcmdset -Rコマンドを実行するユニットに登録済みのコマンドアクセスリストがある場合，バックアップファイルの内容に上書きします。

                        

                     

                  

               

            
            
               31.4.6　コマンド実行権限の変更状況やコマンドの実行状況を監視する方法

               pdcmdactコマンド及びpdcmdsetコマンドは，コマンド実行権限の変更やコマンドの実行状況をコマンド代行ログファイル（$PDDIR/spool/pdcmdact1,
                  pdcmdact2）に記録します。コマンド代行ログファイルは，HiRDB管理者だけが参照でき，テキストエディタなど（viやcatコマンドなど）で参照します。

               なお，pdcmdactコマンドで実行したコマンドの実行結果はコマンド代行ログには記録しません。

               
                  (1)　HiRDBによるコマンド代行ログの操作

                  HiRDBは，次に示す契機でコマンド代行ログファイルに情報を出力します。

                  
                     	
                        コマンド代行実行コマンド（pdcmdact）を実行した場合（指定したコマンドが実行できた場合及びエラーで実行できなかった場合に出力します）

                     

                     	
                        コマンド実行権限変更コマンド（pdcmdset）を実行した場合（コマンドアクセスリストを変更した場合及びエラーで変更できなかった場合に出力します）

                     

                  

                  また，コマンド代行ログファイルは2世代（pdcmdact1, pdcmdact2）で管理していて，規定のサイズ（100MB）を超えると世代を切り替えます。

               
               
                  (2)　コマンド代行ログの出力形式

                  コマンド代行ログの出力形式を次に示します。

                  
                     	〔出力形式〕

                     	
                        YYYY-MM-DD,hh:mm:ss,uuuuuu,"aa....a","bb....b",cc....c,ddd,(コマンド固有情報)

                        コマンド固有情報はpdcmdactコマンド又はpdcmdsetコマンド固有の情報を出力します。

                        〔pdcmdactコマンドのコマンド固有情報形式〕

                        e,"ff....f"

                        〔pdcmdsetコマンドのコマンド固有情報形式〕

                        g,h,"ii....i"

                     

                     	〔各項目の説明〕

                     	
                        各項目の内容を次の表に示します。

                        
                           表31‒1　コマンド代行ログの各項目の内容
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       形式

                                    
                                    	
                                       項目

                                    
                                    	
                                       内容

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       YYYY-MM-DD

                                    
                                    	
                                       実行年月日

                                    
                                    	
                                       pdcmdact，pdcmdsetコマンドの実行年月日

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       hh:mm:ss

                                    
                                    	
                                       実行時刻

                                    
                                    	
                                       pdcmdact，pdcmdsetコマンドの実行時刻

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       uuuuuu

                                    
                                    	
                                       実行時刻（マイクロ秒）

                                    
                                    	
                                       pdcmdact，pdcmdsetコマンドの実行時刻（マイクロ秒）

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       "aa....a"

                                    
                                    	
                                       実行ユーザ名

                                    
                                    	
                                       pdcmdact，pdcmdsetコマンドを実行したユーザのOSログインユーザ名

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       "bb....b"

                                    
                                    	
                                       実行ホスト名

                                    
                                    	
                                       pdcmdact，pdcmdsetコマンドを実行したホストのホスト名

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       cc....c

                                    
                                    	
                                       プロセスID

                                    
                                    	
                                       pdcmdact，pdcmdsetコマンドのプロセスID

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       ddd

                                    
                                    	
                                       コマンド種別

                                    
                                    	
                                       実行したコマンドの種別

                                       ACT：pdcmdact

                                       SET：pdcmdset

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       e

                                    
                                    	
                                       実行権限判定結果

                                    
                                    	
                                       pdcmdactコマンドに指定したコマンドに対する実行権限の判定結果

                                       S：実行権限あり

                                       F：実行権限なし

                                       E：判定操作でエラーが発生した

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       "ff....f"

                                    
                                    	
                                       コマンドライン

                                    
                                    	
                                       pdcmdactコマンドに指定したコマンド名とオプション

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       g

                                    
                                    	
                                       実行結果

                                    
                                    	
                                       pdcmdsetコマンドの操作に対する実行結果

                                       S：成功

                                       E：エラー

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       h

                                    
                                    	
                                       操作種別

                                    
                                    	
                                       pdcmdsetコマンドの操作種別

                                       C：コマンドアクセスリストの作成

                                       D：コマンドアクセスリストの削除

                                       E：コマンドアクセスリストの変更

                                       R：コマンドアクセスリストの回復

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       "ii....i"

                                    
                                    	
                                       コマンドアクセスリスト名

                                    
                                    	
                                       pdcmdsetコマンドの操作対象コマンドアクセスリスト名

                                       （pdcmdset -Rコマンドの場合，"-"を出力する）

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                  

               
            
         
      
   
      
         32　リードレプリカ機能の運用

         
            この章では，リードレプリカ機能の環境設定，及び運用方法について説明します。

         

         
            32.1　リードレプリカ機能の概要

            
               32.1.1　リードレプリカ機能とは

               データベースの性能向上を目的として構築する，データベースの内容を複製した参照専用のデータベースのことを，リードレプリカと呼びます。リードレプリカはデータの参照だけ行うことができます。データの追加・更新はできません。

               参照トランザクションをリードレプリカで処理することで，更新トランザクションと参照トランザクションを分離して，負荷を分散できます。これによって，システム全体のスループットを向上できます。

               HiRDBのリードレプリカ機能は，あらかじめデータベースを複製して構築したHiRDB/シングルサーバで下記の機能を提供することで，参照専用のデータベースを構築できるようにします。

               
                  	
                     更新SQLの実行を抑止する。

                  

                  	
                     複製元のデータベースに対する更新内容を複製先のデータベースに反映する。

                  

               

               また，複製元のデータベースに障害が発生した場合は，システム定義のpd_read_replica_useオペランドにNを指定するか，又は指定を省略することで，参照専用のデータベースを更新・参照可能として業務を継続することで，システムの可用性を向上できます。

               リードレプリカ機能は，Linux版HiRDB/シングルサーバに適用できます。

            
            
               32.1.2　リードレプリカ構成の構築手順

               
                  (1)　機能概要

                  リードレプリカを構築したシステムでは，複製元のHiRDBシステムを更新DBと呼び，複製先のHiRDBシステムを参照DBと呼びます。更新DBは通常のHiRDB/シングルサーバであり，参照業務・更新業務を処理します。参照DBは参照専用のHiRDB/シングルサーバで，参照業務だけを処理します。

                  リードレプリカ機能の機能概要を次の図に示します。

                  
                     図32‒1　リードレプリカ機能の機能概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  更新DBのHiRDBシステムと参照DBのHiRDBシステムからなる構成をリードレプリカ構成と呼びます。リードレプリカ構成の構築手順については，「手動反映方式のリードレプリカ構成の構築手順」を参照してください。

                  参照DBは参照SQLだけを受け付けます。更新SQL，定義系SQLを実行すると，SQLがエラーになります。各SQLの実行可否については，「参照DBでのSQLの実行可否」を参照してください。

                  また，更新DBのデータベースに対する更新内容を参照DBでも参照できるようにするために，更新DBの更新内容を参照DBに反映できます。更新内容の反映は，更新とは非同期に行い，更新DBのトランザクションに影響を与えません。また，反映はトランザクション単位で行い，参照DBでデータの一貫性を保証します。

                  更新DBの更新内容を参照DBに反映する方法として，手動反映方式と自動反映方式があります。

                  手動反映方式では，更新DBで取得したアンロードログファイルを使用して，コマンド実行によって参照DBへ反映します。

                  自動反映方式では，あらかじめ更新DBのシステムログファイルを参照DBへ共有しておくことで，HiRDBが更新情報を検知次第，自動で参照DBへ反映します。

                  参照DBへの反映方式の比較を次の表に示します。

                  
                     表32‒1　参照DBへの反映方式の比較
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 反映の流れ

                              
                              	
                                 参照DBへの反映方式※

                              
                           

                           
                              	
                                 手動反映方式

                              
                              	
                                 自動反映方式

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 更新DBの更新情報の取得

                              
                              	
                                 ユーザ操作によって，更新DB側でアンロードログファイルを取得し，参照DB側にコピーします。

                              
                              	
                                 あらかじめ更新DBのシステムログファイルを参照DBへ共有しておくことで，HiRDBが更新情報を自動検知します。

                              
                           

                           
                              	
                                 参照DBへの反映

                              
                              	
                                 pdrrprefコマンドを実行して反映します。

                              
                              	
                                 HiRDBが更新情報を検知次第，自動で反映します。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        反映方式は参照DBのシステム共通定義pd_read_replica_modeオペランドで指定できます。オペランドの詳細は「HiRDB環境設定時の考慮点」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　手動反映方式の概要

                  更新DBの更新内容を参照DBに手動で反映する手順の概要を次の図に示します。手順の詳細については，「手動反映方式の参照DBへのデータ反映手順」を参照してください。

                  
                     図32‒2　更新DBの更新内容を参照DBに手動で反映する手順の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	
                        更新DBで，データベースを更新します。

                     

                     	
                        自動ログアンロード機能又はpdlogunldコマンドによって，1.の更新内容を含むアンロードログファイルを作成します。

                     

                     	
                        アンロードログファイルを参照DBのあるサーバマシンにコピーします。

                     

                     	
                        参照DBでpdrrprefコマンドを実行して，アンロードログファイル内の更新内容を参照DBに反映します。

                     

                  

               
               
                  (3)　自動反映方式の概要

                  更新DBの更新内容を参照DBに自動で反映する手順の概要を次の図に示します。手順の詳細については，「自動反映方式のリードレプリカ構成の構築手順」を参照してください。

                  
                     図32‒3　更新DBの更新内容を参照DBに自動で反映する手順の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	
                        環境構築時に，共有ディスク又はディスクのレプリケーションを使用してシステムログファイルを共有します。

                     

                     	
                        更新DBで，データベースを更新します。

                     

                     	
                        参照DBのシステム共通定義に次のオペランドを指定することで，HiRDBが更新DBで発生した更新内容を参照DBに自動反映します。

                        
                           	
                              pd_read_replica_useオペランドにYを指定

                           

                           	
                              pd_read_replica_modeオペランドにsysを指定，又はオペランドを省略

                           

                        

                     

                  

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              反映対象システムログファイルは，更新DBから参照DBに対して更新ログを自動反映することを目的に参照DBへ共有します。そのため，既存機能を利用して参照DBから反映対象システムログファイルに対してアクセスしないでください。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               32.1.3　リードレプリカ機能の前提条件

               リードレプリカ機能の各反映方式を適用するための前提条件を次の表に示します。

               
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              前提条件

                           
                           	
                              反映方式

                           
                        

                        
                           	
                              手動反映方式

                           
                           	
                              自動反映方式

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              更新DB及び参照DBは，Linux版のHiRDB/シングルサーバとしてください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBと参照DBのバージョン，リビジョン，修正バージョンを一致させてください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBと参照DBのRDエリアを配置するディスクの物理構造（ディスク容量，ファイルパス）を一致させてください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              システムログをアンロードする運用にしてください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              アンロードログファイルは通常ファイルに出力してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              表とインデクスは異なるRDエリアに定義してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              pd_indexlock_modeオペランドにはNONEを指定するか，省略してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              一時表，監査証跡表，及び追い付き状態管理表は反映対象外です。反映対象の表・インデクスと異なるRDエリアに定義してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              OSの時刻戻しをしないでください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              環境構築時に更新DBのシステムログファイルを参照DBに共有する設定を実施してください。設定の詳細については，「ディスクの共有設定」を参照してください。

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：対象となる反映方式

                     −：該当しません。

                  

               

            
            
               32.1.4　参照DBでのSQLの実行可否

               参照DBでのSQLの実行可否を次の表に示します。

               実行不可のSQLを実行すると，SQLCODE=-1528，SQLSTATE=54024を出力してSQLがエラーになります。各SQLの実行可否については，マニュアル「HiRDB
                  SQLリファレンス」の「リードレプリカ機能使用時のSQL実行可否一覧」を参照してください。

               また，運用コマンド，ユティリティの実行可否については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」の「リードレプリカ機能使用時の運用コマンド・ユティリティの実行について」を参照してください。

               
                  表32‒2　参照DBでのSQLの実行可否
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              分類

                           
                           	
                              SQL

                           
                           	
                              実行可否

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              定義系SQL

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              操作系SQL

                           
                           	
                              INSERT文

                              DELETE文

                              UPDATE文

                              PURGE TABLE文

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              上記以外

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              制御系SQL

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行できます。

                     ×：実行できません。

                  

               

            
            
               32.1.5　更新DBで実行したUAP，トランザクション，SQLの参照DBへの反映可否

               更新DBで実行したUAP，トランザクション，SQLについて，その更新内容が参照DBへ反映されるかどうかを，それぞれ次の表に示します。

               
                  表32‒3　更新DBで実行したUAP，トランザクションの更新内容の参照DBへの反映可否
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              UAP

                           
                           	
                              トランザクション

                           
                           	
                              反映可否

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ログ取得モードのUAP

                           
                           	
                              コミットしたトランザクション

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              ロールバックしたトランザクション

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              更新前ログ取得モードのUAP

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              ログレスモードのUAP

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：反映されます。

                     ×：反映されません。

                     
                        表32‒4　更新DBで実行したSQLの参照DBへの反映可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    分類

                                 
                                 	
                                    SQL

                                 
                                 	
                                    反映可否

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    定義系SQL

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    操作系SQL

                                 
                                 	
                                    INSERT文

                                    DELETE文

                                    UPDATE文

                                    PURGE TABLE文

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    上記以外

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    制御系SQL

                                 
                                 	
                                    LOCK文

                                 
                                 	
                                    IN EXCLUSIVE MODE指定あり

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    IN EXCLUSIVE MODE指定なし

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    上記以外

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

                  	（凡例）

                  	
                     ○：反映されます。

                     ×：反映されません。

                     −：対象外です。

                  

                  	注意事項

                  	
                     
                        	
                           定義系SQLを実行した場合，更新DBと参照DBでデータベース構成に差異ができるため，参照DBの更新が行えなくなるときがあります。更新DBで定義系SQLを実行した場合は，「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成してください。

                        

                        	
                           LOB型の列及びSGML型の列に対して更新したSQLを参照DBに反映するには，列回復制約のRECOVERY ALLを指定又はpd_ddl_tbl_recoveryオペランドにALLを指定してください。参照表，被参照表，又は検査制約を定義した表に対してPURGE
                              TABLE文を実行した場合，「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成してください。

                        

                        	
                           UNTIL DISCONNECTを指定したLOCK文を参照DBに反映する場合は，トランザクション単位に反映します。LOCK文を実行したトランザクションのすべての更新内容を反映した時点で，排他を解除します。

                        

                     

                  

               

               ユティリティ実行による更新内容の反映可否については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」の「リードレプリカ機能使用時の運用コマンド・ユティリティの実行について」を参照してください。

            
            
               32.1.6　他機能との連携

               参照DBを使用するうえで注意が必要な機能を次の表に示します。

               
                  表32‒5　使用するうえで注意が必要な機能一覧
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              機能名

                           
                           	
                              注意事項

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              統計情報の取得

                           
                           	
                              更新DBの更新内容を参照DBに反映する場合，反映処理の統計情報を取得します。そのため，参照DBの統計ログには反映処理の統計情報が混在します。

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE TABLE WITHOUT ROLLBACKオプション

                           
                           	
                              反映対象表に対するSQL文やトランザクションの決着順序によって，参照DBへ更新内容を反映する際に，KFPS01384-Eメッセージが出力されるおそれがあります。

                              反映処理がエラーになった場合は，「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成する必要があります。

                              次にエラー終了する例を示します（次に示す順番で2つのトランザクションを実行した場合，反映時にエラーが発生します）。

                              
                                 	
                                    TRN1：INSERT実行

                                 

                                 	
                                    TRN2：TRN1のINSERTに対するUPDATE

                                 

                                 	
                                    TRN2：COMMIT

                                 

                                 	
                                    TRN1：COMMIT

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              データベース暗号化機能（暗号化HiRDBファイルシステム領域）

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDBデータベース暗号化機能」を参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
               リードレプリカ構成で使用できない機能を次に示します。使用できない機能については，ユーザでシステム定義等の無効化を行ってください。

               
                  	
                     系切り替え機能

                  

                  	
                     複製ディスク機能

                  

                  	
                     HiRDB Datareplicatorのデータ連動機能

                  

                  	
                     インナレプリカ機能

                  

                  	
                     リアルタイムSANレプリケーション（ログ同期方式含む）

                  

                  	
                     セキュリティ監査機能

                  

                  	
                     システムログファイルの自動拡張機能（自動反映方式の場合）

                  

               

               運用コマンド及びユティリティ実行の実行可否については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」の「リードレプリカ機能使用時の運用コマンド・ユティリティの実行について」を参照してください。

            
         
         
            32.2　リードレプリカ機能の設定方法

            
               32.2.1　HiRDB環境設定時の考慮点

               
                  (1)　更新DBと参照DBで一致させる項目

                  更新DBと参照DBの両方で一致させる項目を次に示します。HiRDBは，更新DBと参照DBで上記項目が一致するかどうかはチェックしません。また，項目が一致しない場合の動作は保証しません。なお，「リードレプリカ機能の前提条件」に示す前提条件を満たした上で更新DBと参照DBの設定を実施してください。

                  
                     	
                        HiRDB管理者の環境（ユーザID（数値），グループID（数値），環境変数）

                     

                     	
                        HiRDB運用ディレクトリの絶対パス名

                     

                     	
                        HiRDBシステム定義の内容

                        「参照DBで変更する項目」に示す項目は除きます。

                     

                     	
                        すべてのHiRDBファイルの絶対パス

                     

                     	
                        システムログファイルの総容量

                        pdrrprefコマンドによる参照DBへの更新内容の反映処理で必要な容量を示します。

                     

                  

               
               
                  (2)　参照DBで変更する項目

                  更新DBと参照DBで指定値を変更する必要がある項目を次の表に示します。

                  なお，ホスト名については，参照DBが複数ある場合は各参照DB間で指定値を変えてください。

                  その他のシステム定義の参照DBでの変更可否については，マニュアル「HiRDBシステム定義」を参照してください。

                  
                     表32‒6　更新DBと参照DBで指定値を変更する必要がある項目
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 更新DBでの指定値

                              
                              	
                                 参照DBでの指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 <システム共通定義>

                                 pd_read_replica_useオペランド

                              
                              	
                                 N（又は省略）

                              
                              	
                                 Y

                              
                           

                           
                              	
                                 <システム共通定義>

                                 pd_read_replica_modeオペランド

                              
                              	
                                 指定を省略する

                              
                              	
                                 手動反映方式の場合：unld

                                 自動反映方式の場合：sys（又は省略）

                              
                           

                           
                              	
                                 <システム共通定義>

                                 pd_read_replica_workdirオペランド

                              
                              	
                                 指定を省略する

                              
                              	
                                 作業用ディレクトリのパス名※1

                              
                           

                           
                              	
                                 <システム共通定義>

                                 pd_read_replica_max_trn_countオペランド

                              
                              	
                                 指定を省略する

                              
                              	
                                 手動反映方式の場合：指定を省略する

                                 自動反映方式の場合：トランザクション数

                              
                           

                           
                              	
                                 <システム共通定義>

                                 pdunit -xオプション

                              
                              	
                                 更新DBでHiRDB/シングルサーバを定義するサーバマシンのホスト名又はFQDN

                              
                              	
                                 参照DBでHiRDB/シングルサーバを定義するサーバマシンのホスト名又はFQDN

                              
                           

                           
                              	
                                 <システム共通定義>

                                 pdstart -xオプション

                              
                              	
                                 更新DBでHiRDB/シングルサーバを定義するサーバマシンのホスト名又はFQDN

                              
                              	
                                 参照DBでHiRDB/シングルサーバを定義するサーバマシンのホスト名又はFQDN

                              
                           

                           
                              	
                                 <システム共通定義>

                                 pdstart -mオプション

                              
                              	
                                 マルチコネクションアドレス機能を使用する場合に，HiRDBクライアントが接続する更新DBのホスト名又はFQDN

                              
                              	
                                 マルチコネクションアドレス機能を使用する場合に，HiRDBクライアントが接続する参照DBのホスト名又はFQDN

                              
                           

                           
                              	
                                 <ユニット制御情報定義>

                                 pd_hostnameオペランド

                              
                              	
                                 更新DBでHiRDB/シングルサーバを定義するサーバマシンの標準ホスト名

                              
                              	
                                 参照DBでHiRDB/シングルサーバを定義するサーバマシンの標準ホスト名

                              
                           

                           
                              	
                                 <シングルサーバ定義>

                                 pdlogadfg -d rrpオペランド

                              
                              	
                                 指定を省略する

                              
                              	
                                 手動反映方式の場合：指定を省略する

                                 自動反映方式の場合：更新DBのシステムログファイルのファイルグループ名

                              
                           

                           
                              	
                                 <シングルサーバ定義>

                                 pdlogadpf -d rrpオペランド

                              
                              	
                                 指定を省略する

                              
                              	
                                 手動反映方式の場合：指定を省略する

                                 自動反映方式の場合：更新DBのシステムログファイルのファイルグループ名，及びシステムログファイル名※2

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※1

                     	
                        詳細は，マニュアル「HiRDBシステム定義」を参照してください。

                     

                     	注※2

                     	
                        参照DB側で共有しているファイル名を指定してください。

                     

                  

                  HiRDBは，上記項目が変更されているかどうかはチェックしません。また，上記項目が守られていない場合の動作は保証しません。

               
            
            
               32.2.2　手動反映方式のリードレプリカ構成の構築手順

               手動反映方式でのリードレプリカ機能を適用するHiRDB環境の構築手順を次の表に示します。各作業の詳細については対応する節を参照してください。

               
                  表32‒7　手動反映方式でのリードレプリカ構成の構築手順
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              内容

                           
                           	
                              実行するDB

                           
                        

                        
                           	
                              更新DB

                           
                           	
                              参照DB

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ディレクトリ容量見積もりとディレクトリ作成

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB環境構築

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB構成確認

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB起動

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのデータベース作成

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB停止

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBのHiRDB環境構築

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBのHiRDB構成確認

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBへのデータベース複製

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB起動

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBのHiRDB起動

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行するHiRDBシステムを表します。

                     −：該当しません。

                  

               

               
                  (1)　ディレクトリの容量見積もりとディレクトリ作成

                  参照DBを使用するためには，アンロードログファイル格納ディレクトリ，及び作業用ディレクトリが必要になります。そのため，環境構築前にディレクトリの容量見積もりを実施し，各ディレクトリを作成してください。

                  
                     	
                        ディレクトリの容量見積もり

                        
                           	
                              アンロードログファイル格納ディレクトリ

                              「環境設定」を参照して，見積もりを行ってください。

                           

                           	
                              作業用ディレクトリ

                              マニュアル「HiRDBシステム導入・設計ガイド」の「単調増加ファイル」を参照して，pdrrprefコマンドの作業用ディレクトリについて見積もりを行ってください。

                           

                        

                     

                     	
                        ディレクトリの作成

                        アンロードログファイル格納ディレクトリ，及び作業用ディレクトリを作成してください。

                        アンロードログファイル格納ディレクトリは，参照DBへのデータベース反映時にpdrrprefコマンドのオプションに指定します。参照DBのデータベース反映手順は，「手動反映方式の参照DBへのデータ反映手順」を参照してください。pdrrprefコマンドの詳細は，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。

                        作業用ディレクトリは，システム定義のpd_read_replica_workdirオペランドに指定します。pd_read_replica_workdirオペランドの詳細は，マニュアル「HiRDBシステム定義」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　更新DBのHiRDB環境構築

                  更新DBのHiRDBシステムについて，HiRDBシステム定義の指定，及びHiRDBシステムファイルを作成して，HiRDBシステムを構築してください。なお，更新DBのHiRDBシステム定義で指定する内容については，「参照DBで変更する項目」を参照してください。

               
               
                  (3)　更新DBのHiRDB構成確認

                  更新DBのHiRDB構成チェックには，pdconfchkコマンドを用います。pdconfchkコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。更新DBでpdconfchkコマンドを実行し，HiRDB定義に誤りがあれば訂正してください。

               
               
                  (4)　更新DBのHiRDB起動

                  pdstartコマンドを使用し，更新DBを起動してください。

               
               
                  (5)　更新DBのデータベース作成

                  更新DBのデータベースを作成してください。データベースの作成方法については，マニュアル「HiRDBシステム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (6)　更新DBのHiRDB停止

                  pdstopコマンドを使用し，更新DBを停止してください。

               
               
                  (7)　参照DBのHiRDB環境構築

                  参照DBのHiRDBシステムについて，HiRDBシステム定義の指定，及びHiRDBシステムファイルを作成して，HiRDBシステムを構築してください。なお，参照DBのHiRDBシステム定義で指定する内容については「更新DBと参照DBで一致させる項目」及び「参照DBで変更する項目」を参照してください。

               
               
                  (8)　参照DBのHiRDB構成確認

                  参照DBのHiRDB構成チェックには，pdconfchkコマンドを用います。pdconfchkコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。参照DBでpdconfchkコマンドを実行し，HiRDB定義に誤りがあれば訂正してください。

               
               
                  (9)　参照DBへのデータベース複製

                  参照DBは更新DBのシステムログを使って更新するため，更新DBと参照DBのデータベースの物理構造（ページ，セグメント等）を一致させる必要があります。そのため，参照DBの初期構築時，又は再作成時には，更新DBと参照DBのRDエリアの内容を次に示す範囲で一致させてください。

                  
                     	
                        初期構築時：すべてのRDエリアを一致させてください。

                     

                     	
                        再作成時：反映対象となる表を格納するRDエリアを一致させてください。各操作で更新されるRDエリアは，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

                     

                  

                  また，更新DBと参照DBのファイルパスも一致させてください。次に，RDエリアの内容を一致させる方法の例を示します。この一致させる操作では，コピー元を更新DB，コピー先を参照DBとします。

                  
                     	＜HiRDBファイル単位で複製を行う場合＞

                     	
                        
                           	
                              HiRDBのpdfbkupコマンド，pdfrstrコマンドを使用して，HiRDBファイルをコピーします。

                           

                        

                     

                     	＜HiRDBファイルシステム領域単位で複製を行う場合＞

                     	
                        反映対象外のRDエリアもコピーされることに注意し，次のどちらかの方法で複製を行ってください。

                        
                           	
                              HiRDBのpdfbkupコマンド，pdfrstrコマンドを使用して，HiRDBファイルシステム領域をコピーしてください。この場合，コピー先の参照DB側にあらかじめHiRDBファイルシステム領域を作成し，pdfrstrコマンドを実行します。

                           

                           	
                              OSのコマンド（cpコマンド，ddコマンド）を使用して，HiRDBファイルシステム領域をコピーします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (10)　更新DBのHiRDB起動

                  pdstartコマンドを使用し，更新DBを起動します。

               
               
                  (11)　参照DBのHiRDB起動

                  pdstartコマンドを使用し，参照DBを起動します。

               
            
            
               32.2.3　自動反映方式のリードレプリカ構成の構築手順

               自動反映方式でのリードレプリカ機能を適用するHiRDB環境の構築手順を次の表に示します。各作業の詳細については対応する節を参照してください。

               
                  表32‒8　自動反映方式でのリードレプリカ構成の構築手順
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              内容

                           
                           	
                              実行するDB

                           
                        

                        
                           	
                              更新DB

                           
                           	
                              参照DB

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              ディスクの共有設定

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB環境構築

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB構成確認

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB起動

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのデータベース作成

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBの静止化と反映開始位置情報の登録

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              データベース複製に向けた更新DBの処置

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBのHiRDB環境構築

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBのHiRDB構成確認

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBへのデータベース複製

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのHiRDB起動又は静止化解除

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBのHiRDB起動

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行するHiRDBシステムを表します。

                     −：該当しません。

                  

               

               
                  (1)　ディスクの共有設定

                  自動反映方式では，更新DBのシステムログファイルを参照DBで参照し，更新情報の反映処理をします。そのため，共有ディスク又はディスクのレプリケーションソフトウェアを使用して，更新DBと参照DBの間でディスクを共有してください。

                  なお，アクセス権限は次のとおりに設定してください。

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDBシステム

                              
                              	
                                 共有ディスクに対するアクセス権限

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 更新DB

                              
                              	
                                 書き込み，及び読み込み権限

                              
                           

                           
                              	
                                 参照DB

                              
                              	
                                 読み込み権限

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　更新DBのHiRDB環境構築

                  更新DBのHiRDBシステムについて，HiRDBシステム定義の指定，及びHiRDBシステムファイルを作成して，HiRDBシステムを構築してください。更新DBのHiRDBシステム定義で指定する内容については，「参照DBで変更する項目」を参照してください。

                  なお，システムログファイルについては，(1)で設定したディスク上に作成してください。

               
               
                  (3)　更新DBのHiRDB構成確認

                  更新DBのHiRDB構成チェックには，pdconfchkコマンドを使用します。更新DBでpdconfchkコマンドを実行し，HiRDB定義に誤りがあれば訂正してください。また，pdconfchkコマンドではチェックできない項目はユーザでチェックしてください。pdconfchkコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。

               
               
                  (4)　更新DBのHiRDB起動

                  pdstartコマンドを使用し，更新DBを起動してください。

               
               
                  (5)　更新DBのデータベース作成

                  更新DBのデータベースを作成してください。データベースの作成方法については，マニュアル「HiRDBシステム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (6)　更新DBの静止化と反映開始位置情報の登録

                  参照DBへの更新ログ反映開始時に，反映対象システムログファイルの反映開始位置を特定する必要があります。そのため，次に示す手順で反映開始位置情報を登録しておくことで，参照DBデータベース複製の作業実施時に参照DB側で反映開始位置情報を取得できます。

                  
                     表32‒9　更新DBの静止化と反映位置情報の登録手順
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 フェーズ

                              
                              	
                                 内容

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 更新DBの静止化※1

                              
                              	
                                 更新ログを取得しないよう，更新DBの全RDエリアを参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）にします。

                                 （コマンド例）

                                 pdhold -r all -b -w

                              
                           

                           
                              	
                                 反映開始位置情報の登録※2

                              
                              	
                                 シンクポイント有効化時点のシステムログブロックの位置情報を，更新DBのマスタディレクトリ用RDエリアに登録します。

                                 （コマンド例）

                                 pdlogswap -d sys -w -m

                                 又は

                                 pdlogsync -d sys -w -m

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※1

                     	
                        更新DBの静止化を実施しないで反映開始位置情報の登録だけ実施した場合，登録した以降に更新ログを取得すると，更新DB側のシンクポイント有効化位置が変更されます。そのため，マスタディレクトリ用RDエリアに登録されている反映開始位置情報との整合性が失われます。

                        この場合，参照DB起動時にKFPS01267-Eメッセージ（理由コード1003）を出力して起動処理に失敗します。「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成してください。

                     

                     	注※2

                     	
                        反映開始位置情報の登録を実施しなかった場合，KFPS01267-Eメッセージ（理由コード1003）を出力して，起動処理に失敗します。「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成してください。

                     

                  

               
               
                  (7)　データベース複製に向けた更新DBの処置

                  参照DBへのデータベース複製をする場合，更新DBを停止して行う方法と，稼働中に行う方法があります。次に示すどちらかの手順で参照DBへデータベースを複製してください。

                  
                     	
                        更新DB停止中にデータベース複製を行う場合

                        pdstopコマンドを実行して，更新DBを停止してください。

                     

                     	
                        稼働中にデータベース複製を行う場合

                        特に作業は不要です。ただし，データベース複製完了後，「更新DBのHiRDB起動又は静止化解除」の手順に従って，更新DBの静止化を解除してください。

                     

                  

               
               
                  (8)　参照DBのHiRDB環境構築

                  参照DBのHiRDBシステムについて，HiRDBシステム定義，及びHiRDBシステムファイルを作成して，HiRDBシステムを構築してください。なお，参照DBのHiRDBシステム定義で指定する内容については「更新DBと参照DBで一致させる項目」及び「参照DBで変更する項目」を参照してください。

                  また，反映対象システムログファイルの配置とシステム定義の指定例と，更新DB・参照DBでのシステム定義の例を次の図に示します。

                  
                     図32‒4　反映対象システムログファイルの配置とシステム定義の指定例
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     図32‒5　更新DB・参照DBでのシステム定義の例
                     [image: [図データ]]

                  
               
               
                  (9)　参照DBのHiRDB構成確認

                  参照DBのHiRDB構成チェックには，pdconfchkコマンドを使用します。参照DBでpdconfchkコマンドを実行し，HiRDB定義に誤りがあれば訂正してください。また，pdconfchkコマンドではチェックできない項目についてはユーザでチェックしてください。pdconfchkコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。

                  なお，「ディスクの共有設定」で共有した反映対象システムログファイルが参照できることを確認するため，pdflsコマンドでHiRDBファイルの内容が表示されることを確認してください。コマンドがエラー終了する場合は出力されたエラーメッセージに従って対処してください。

               
               
                  (10)　参照DBへのデータベース複製

                  参照DBは更新DBのシステムログを使って更新するため，更新DBと参照DBのデータベースの物理構造（ページ，セグメント等）を一致させる必要があります。そのため，参照DBの初期構築時，又は再作成時には，更新DBと参照DBのRDエリアの内容を次に示す範囲で一致させてください。

                  
                     	
                        初期構築時：すべてのRDエリアを一致させてください。

                     

                     	
                        再作成時：反映対象となる表を格納するRDエリアを一致させてください。各操作で更新されるRDエリアは，「同時にバックアップを取得する必要があるRDエリア」を参照してください。

                     

                  

                  また，更新DBと参照DBのファイルパスも一致させてください。次に，RDエリアの内容を一致させる方法の例を示します。この方法では，コピー元を更新DB，コピー先を参照DBとします。

                  
                     	＜HiRDBファイル単位で複製する場合＞

                     	
                        
                           	
                              HiRDBのpdfbkupコマンド，及びpdfrstrコマンドを使用して，HiRDBファイルをコピーします。

                           

                        

                     

                     	＜HiRDBファイルシステム領域単位で複製する場合＞

                     	
                        反映対象外のRDエリアもコピーされることに注意し，次のどちらかの方法で複製してください。

                        
                           	
                              HiRDBのpdfbkupコマンド，及びpdfrstrコマンドを使用して，HiRDBファイルシステム領域をコピーしてください。この場合，コピー先の参照DB側にあらかじめHiRDBファイルシステム領域を作成し，pdfrstrコマンドを実行します。

                           

                           	
                              OSのコマンド（cpコマンド，及びddコマンド）を使用して，HiRDBファイルシステム領域をコピーします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (11)　更新DBのHiRDB起動又は静止化解除

                  更新DBが停止中の場合，pdstartコマンドを実行して起動してください。

                  更新DBが稼働中，かつ静止化状態の場合は次のコマンドを実行して，参照可能バックアップ閉塞（更新WAITモード）を解除してください。

                  （コマンド例）

                  ・pdrels -r all

                  ・pdrels -r マスタディレクトリ用RDエリア名

               
               
                  (12)　参照DBのHiRDB起動

                  pdstartコマンドを実行し，参照DBを起動します。

                  なお，参照DB起動時にエラーメッセージが出力された場合は，メッセージの内容及び理由コードに従って対処してください。

               
            
         
         
            32.3　リードレプリカ機能の運用方法

            
               32.3.1　参照DBへのアクセスについて

               参照DBにアクセスする場合は，参照DBにアクセスするクライアント環境変数を指定します。詳細はマニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

               また，参照DBで実行できるコマンド及びユティリティに関しては，参照DBを配置したホストで実行してください。参照DBで実行できるコマンド及びユティリティは，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」の「リードレプリカ機能使用時の運用コマンド・ユティリティの実行について」を参照してください。

            
            
               32.3.2　参照DBのデータベース再作成手順

               次の表のどれかの内容に該当する場合，参照DBのデータベースを再作成してください。

               
                  表32‒10　データベースの再作成が必要となる要因
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              内容

                           
                           	
                              反映方式

                           
                        

                        
                           	
                              手動反映方式

                           
                           	
                              自動反映方式

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              更新DBで，更新前ログ取得モード又はログレスモードのUAPを実行する。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBで，「更新DBで実行したSQLの参照DBへの反映可否」に示す参照DBのデータベースの再作成が必要な操作を実行する。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBで，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」の「更新DBで注意が必要な運用コマンド・ユティリティ一覧」に示す参照DBのデータベースの再作成が必要なコマンド又はユティリティを実行する。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBでpdmkekeyコマンド，及びpdchekeyコマンドを実行して暗号化HiRDBファイルシステム領域で使用する鍵情報ファイルを変更する。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              「障害発生時の対処方法について」に示す参照DBのデータベースの再作成が必要な障害が発生する。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              pdrrprefコマンドが，リターンコード16で終了する。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              pdcancelコマンド実行，pdstop -fコマンド実行，サーバプロセスダウン，又はユニットダウンの結果，pdrrprefコマンドが異常終了する（次のどちらかの方法で確認できます）。

                              ・0，8，16以外のリターンコード（コマンドを実行したシェルがbashの場合，128＋シグナル番号）でpdrrprefコマンドが終了する。

                              ・KFPS01383-Iメッセージを出力しないでpdrrprefコマンドが終了する。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01819-IメッセージのUAP識別情報に「PROGRAM=pdrrpref」が出力される。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS00988-IメッセージのUAP識別情報に「PROGRAM=pdrrpref」が出力される。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              次のメッセージが出力される。

                              ・KFPS01180-Eメッセージ

                              ・KFPS01257-Eメッセージ

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01267-Eメッセージで次のどれかの理由コードが出力される。

                              ・1001

                              ・1003

                              ・1602

                              ・1610

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01384-Eメッセージで次のどちらかの理由コードが出力される。

                              ・reflection

                              ・svprocess_down

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              KFPS01386-Eメッセージで次のどちらかの理由コードが出力される。

                              ・reflection

                              ・svprocess_down

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBで「自動反映方式の反映状態確認方法」の注意事項に示す操作を実行し，参照DBで読み込み中のシステムログファイルのファイルグループを上書きする。

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：対象となる反映方式を示します。

                     −：該当しません。

                  

               

               手動反映方式，及び自動反映方式での参照DBのデータベース再作成手順を次の表に示します。

               
                  表32‒11　手動反映方式での参照DBのデータベース再作成手順
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              フェーズ

                           
                           	
                              内容

                           
                           	
                              実施するDB

                           
                        

                        
                           	
                              更新DB

                           
                           	
                              参照DB

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              各HiRDBの停止

                           
                           	
                              更新DBの正常停止

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBの正常停止

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              データベースの複製

                           
                           	
                              更新DBから参照DBへデータベースを複製

                              （複製方法については，「参照DBへのデータベース複製」を参照してください）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              各HiRDBの開始

                           
                           	
                              更新DBの正常開始

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBの正常開始

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行するHiRDBシステムを表します。

                     −：該当しません。

                  

               

               この手順を実施した際，参照DB側のアンロードログファイル格納ディレクトリ下にある不要なアンロードログファイルは削除してください。

               
                  表32‒12　自動反映方式の参照DBのデータベース再作成手順
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              フェーズ

                           
                           	
                              内容

                           
                           	
                              実施するDB

                           
                        

                        
                           	
                              更新DB

                           
                           	
                              参照DB

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              各HiRDBの操作

                           
                           	
                              更新DBの静止化と反映開始位置情報の登録（詳細な手順については，「自動反映方式のリードレプリカ構成の構築手順」を参照してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBの正常停止

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              データベースの複製

                           
                           	
                              更新DBから参照DBへデータベースを複製

                              （複製方法については，「参照DBへのデータベース複製」を参照してください）

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              各HiRDBの開始

                           
                           	
                              更新DBの静止化解除（詳細な手順については，「自動反映方式のリードレプリカ構成の構築手順」を参照してください。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBの正常開始

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行するHiRDBシステムを表します。

                     −：該当しません。

                  

               

            
            
               32.3.3　手動反映方式の参照DBへのデータ反映手順

               手動反映方式の参照DBでデータをアクセスする際，更新DB側のデータを反映しなければ古いデータを参照し続けることになります。更新DBで更新した内容を参照DBで参照する場合は，この手順に従って更新DB側のデータを反映してください。

               手動反映方式の参照DBへのデータ反映手順を次の表に示します。

               
                  表32‒13　手動反映方式の参照DBへのデータ反映手順
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              フェーズ

                           
                           	
                              内容

                           
                           	
                              実施するDB

                           
                        

                        
                           	
                              更新DB

                           
                           	
                              参照DB

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              システムログのアンロード

                           
                           	
                              更新DBの全RDエリアを参照可能バックアップ閉塞(WAIT)にします。

                              （コマンド例）

                              pdhold -r all -b -w

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのシンクポイントを有効化して，システムログファイルをスワップします。

                              （コマンド例）

                              pdlogswap -d sys -w

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBのシステムログファイルをアンロードします。この手順は，自動ログアンロード機能を適用している（システム定義pd_log_auto_unload_pathを指定している）場合は，実行不要です。

                              （コマンド例）

                              pdlogunld -d sys -g logfg01 -o /hirdb/log/unload01

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              更新DBの全RDエリアの参照可能バックアップ閉塞(WAIT)を解除します。なお，コマンド例のRDMASTはマスタディレクトリ用RDエリア名を示します。

                              （コマンド例）

                              pdrels -r all

                              pdrels -r RDMAST

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              アンロードログファイルのコピー

                           
                           	
                              更新DBで出力したアンロードログファイルを参照DBのホストにコピーします。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              反映

                           
                           	
                              参照DBで，pdrrprefコマンドを実行し，参照DBを更新します。

                              （コマンド例）

                              pdrrpref -d /hirdb/log

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行するHiRDBシステムを表します。

                     −：該当しません。

                  

               

               各コマンドの使用方法については，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。

            
            
               32.3.4　表・インデクスのRDエリア運用

               更新DBでの更新を参照DBに反映する場合，表を格納しているRDエリアは，更新DBのページ割り当て情報を基に，更新DBと参照DBのページの状態が同じになるように反映します。インデクスを格納しているRDエリアは更新DBのインデクスキーの挿入・削除の情報を基に，参照DBでもインデクスのキーをインデクスに挿入・削除しインデクスページを割り当てます。更新DBと参照DBでインデクスキーの挿入・削除の順序等が変わると更新DBと参照DBのページの状態が異なります。そのため，参照DBの表を格納するRDエリアとインデクスを格納するRDエリアの運用が異なります。表とインデクスのRDエリア運用の差異については，次の表を参照してください。

               
                  表32‒14　表とインデクスのRDエリア運用の差異
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              RDエリアの運用

                           
                           	
                              表格納RDエリア

                           
                           	
                              インデクス格納RDエリア

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              空きページ解放ユティリティによるページ・セグメントの解放

                           
                           	
                              更新DBでpdreclaimを実行してください。その内容が参照DBに反映されます。

                           
                           	
                              更新DBと参照DBの両方でそれぞれ実施してください。

                           
                        

                        
                           	
                              使用セグメント数の監視

                           
                           	
                              更新DBで監視してください。

                              参照DBと更新DBは同じ使用量になります。

                           
                           	
                              参照DBと更新DBそれぞれでセグメント使用率・自動増分のメッセージを監視してください。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               32.3.5　障害発生時の対処方法について

               
                  (1)　更新DBで障害が発生した場合の対処方法

                  更新DBで障害が発生した場合は，「障害が発生したときの対処方法」を参照して障害を回復してください。次に示すどれかに該当する場合は，更新DBと参照DBでデータの整合性が失われるため，障害回復後に「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成してください。

                  
                     	
                        障害回復作業でデータベースの回復をした場合

                     

                     	
                        参照DBへ未反映のシステムログファイルに障害が発生した場合

                     

                     	
                        反映対象のシステムログファイルのアンロードログファイルを取得できなくなった場合（手動反映方式の場合）

                     

                  

               
               
                  (2)　参照DBで障害が発生した場合の対処方法

                  参照DBで障害が発生した場合は，次の表に示す対処を実施してください。

                  
                     表32‒15　参照DBの障害事象ごとの回復方法
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 障害事象

                              
                              	
                                 回復方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 
                                    	
                                       手動反映方式の場合

                                       pdrrprefコマンド実行時

                                    

                                 

                              
                              	
                                 再実行できるエラー

                                 （pdrrprefコマンドのリタンコードが8の場合）

                              
                              	
                                 障害を取り除いた後，pdrrprefコマンドを再度実行してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 再実行できないエラー（pdrrprefコマンドのリタンコードが16の場合，若しくは終了メッセージを出力せずに終了した場合）

                              
                              	
                                 障害を取り除いた後，「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 
                                    	
                                       自動反映方式の場合

                                       次のどちらかのメッセージが出力された場合

                                       ・KFPS01384-E

                                       ・KFPS01386-E

                                    

                                 

                              
                              	
                                 各メッセージの理由コードを確認して対処してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 上記に該当しない障害

                              
                              	
                                 データベースの障害が発生した場合

                              
                              	
                                 「更新DBで障害が発生した場合の対処方法」と同様の対処を行ってください。

                                 障害を取り除いた後，更新DBが正常に動作していて更新業務も行っている場合は，更新DBと参照DBでデータの差異があることが考えられるため，「参照DBのデータベース再作成手順」を参照して参照DBのデータベースを再作成してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 データベースの障害が発生していない場合

                              
                              	
                                 障害を取り除いた後，データの反映及び参照業務等を続行してください。

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               32.3.6　自動反映方式の反映状態確認方法

               自動反映方式では，参照DBへの更新ログ反映中にKFPS01385-Iメッセージを定期的に出力します。これによって更新ログの反映状態を確認できます。メッセージの詳細は，マニュアル「HiRDB
                  メッセージ」を参照してください。

               
                  	注意事項

                  	
                     更新DBで次に示す操作をした場合，参照DBで読み込み中のシステムログファイルのファイルグループを上書きするおそれがあります。

                     
                        	
                           pdlogrmコマンドの実行

                        

                        	
                           pdloginitコマンドの実行

                        

                        	
                           更新DBでバッチ処理等の大量データ更新によって参照DBで未反映のシステムログファイルが上書きされた場合

                        

                        	
                           参照DBでのシングルサーバ定義の，先頭の反映対象システムログファイルのファイルグループ読み込み中に，更新DBを正常停止して正常開始した場合

                        

                     

                     そのため，操作前に次に示す確認手順を実施して，操作対象のシステムログファイルのファイルグループが読み込み中のシステムログファイルのファイルグループではないことを確認してください。なお，システムログファイルのファイルグループが上書きされた場合は，「参照DBのデータベース再作成手順」の手順に従って参照DBのデータベースを再作成してください。

                     
                        	
                           更新DBでpdlogls -d sysコマンドを実行し，システムログ情報を表示して，操作対象ファイルグループの「ランID・世代番号」を確認してください。

                        

                        	
                           KFPS01385-Iメッセージに表示されるファイルグループの「ランID・世代番号」を確認してください。

                        

                        	
                           1．で確認したファイルグループの「ランID・世代番号」を順に確認し，2.で確認した値よりも小さい場合，そのファイルグループは操作可能と判断できます。

                        

                     

                  

               

            
            
               32.3.7　自動反映方式の自動反映処理停止時の復旧方法

               自動反映方式での運用中に自動反映処理でエラーが発生した場合，KFPS01384-Eメッセージを出力します。その後，更新内容の反映が停止した場合，KFPS01386-Eメッセージが自動反映処理停止中の間，定期的に出力されます。これらのメッセージが出力された場合は，各メッセージの理由コードを参照し，対策手順に従って参照DBを復旧してください。メッセージの詳細，及び理由コードはマニュアル「HiRDB
                  メッセージ」を参照してください。

            
            
               32.3.8　バージョンアップ手順

               リードレプリカ機能を適用している環境でHiRDBシステムのバージョンアップを行う場合は，更新DB，参照DBの順にバージョンアップを実施してください。

               バージョンアップ手順を次の表に示します。

               
                  表32‒16　バージョンアップ作業手順
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              フェーズ

                           
                           	
                              内容

                           
                           	
                              実施するDB

                           
                        

                        
                           	
                              更新DB

                           
                           	
                              参照DB

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              事前準備

                           
                           	
                              参照DBへの更新ログの反映

                           
                           	
                              手動反映方式の場合

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              自動反映方式の場合

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              バージョンアップ

                           
                           	
                              更新DBのHiRDBシステムのバージョンアップ

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              参照DBのHiRDBシステムのバージョンアップ

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行するHiRDBシステムを表します。

                     −：該当しません。

                  

               

               
                  (1)　参照DBへの更新ログの反映

                  
                     (a)　手動反映方式の場合

                     バージョンアップ実施前までのアンロードログファイルを使用して，更新DBから参照DBに未反映のデータをすべて反映してください。なお，バージョンアップ時に出力される更新ログは反映不要です。

                     反映後は，更新DBの更新処理が発生していない状態のままで，更新DBのバージョンアップを実施してください。

                  
                  
                     (b)　自動反映方式の場合

                     次の手順で更新ログの反映確認を実施してください。

                     
                        	
                           更新DBでpdlogls -d sysコマンドを実行し，更新DBのシステムログファイル情報を表示します。

                        

                        	
                           1．の出力結果のうち，最新のランIDかつ世代番号が最大のファイルグループ名を特定し，そのファイルグループの最終ブロック番号を確認してください。

                        

                        	
                           参照DBで定期的に出力されるKFPS01385-Iメッセージを確認し，2.で特定したファイルグループ名，世代番号，ランIDが一致しており，最終ブロック番号が"********"（すべて反映完了）であることを確認してください。

                        

                     

                     これ以降，更新DBの更新処理が発生していない状態のままで，更新DBのバージョンアップを実施してください。

                  
               
               
                  (2)　更新DBのHiRDBバージョンアップ

                  更新DBのHiRDBをバージョンアップしてください。バージョンアップ手順については，マニュアル「HiRDBシステム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  (3)　参照DBのHiRDBバージョンアップ

                  参照DBのHiRDBをバージョンアップしてください。バージョンアップ手順については，マニュアル「HiRDBシステム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  なお，バージョンアップ手順にある「データベース複写ユティリティ（-M rオプション指定）で，全RDエリアのバックアップを取得します。」の実施は任意とします（事前準備によって，更新DBから参照DBへデータの反映ができているためです）。

               
            
            
               32.3.9　注意事項

               リードレプリカの運用での注意事項を次に示します。

               
                  	
                     pdload及びpdrorgにインデクス作成方法を指定しない，若しくはインデクス作成方法にインデクス作成モード(-is)を指定して実行した場合，表のデータ反映とインデクスのデータ反映は別々に行われます。そのため，インデクスの作成が完了するまでインデクスを使用した検索は検索結果が0件になります。

                  

                  	
                     自動反映方式の場合，HiRDB起動後にpdrrprefコマンドプロセス(_pd0rrpr)がpdsdsプロセスに接続中の状態で常駐します。そのため，運用中はpdrrprefコマンドプロセス，及び接続中のpdsdsプロセスを終了させないでください。なお，pdrrprefコマンドプロセスが実行中の場合でも，pdstopコマンドは実行できます。

                  

                  	
                     自動反映方式の場合，pdstopコマンドによるシステム停止時に，参照DBへ反映中のトランザクションが反映完了するまで停止処理を待ち合わせます。反映が完了するとKFPS01383-Iメッセージを出力し，その後システムの停止処理を継続します。詳細は，マニュアル「HiRDBコマンドリファレンス」を参照してください。

                  

                  	
                     自動反映方式の場合，pdstopコマンドによる正常停止がタイムアウトしたとき（KFPS05121-Eメッセージ及びKFPS05074-Eメッセージを出力した場合），自動反映処理は停止しています。この場合，KFPS01386-Eメッセージは出力しないため，KFPS05121-Eメッセージ及びKFPS05074-Eメッセージの対処を実施してください。

                  

                  	
                     自動反映方式の場合，pdstopコマンド（正常停止や計画停止），pdchgconfコマンド，pdprgrenewコマンド実行時に，参照DBへ反映中のトランザクションが反映完了するまで，反映処理の終了の待ち合わせを最大15分行います。この15分は，HiRDB停止時に実行中のUAPやトランザクション，又はユティリティの終了を待ち合せる際の15分には含まれません。なお，この待ち合わせ処理がタイムアウトした場合はKFPS05277-Eメッセージを出力するため，メッセージの内容に従って対処してください。

                  

               

            
         
      
   
      
         付録

         
            付録A　Ｑ＆Ａ

            HiRDBの運用でよくある質問をまとめました。ここでは，次に示す項目についてのＱ＆Ａを記載しています。

            
               	
                  システムログファイルに関する質問

               

               	
                  シンクポイントダンプファイルに関する質問

               

               	
                  ステータスファイルに関する質問

               

               	
                  障害に関する質問

               

               	
                  表，及びインデクスに関する質問

               

               	
                  HiRDBの開始に関する質問

               

               	
                  HiRDBの終了に関する質問

               

               	
                  性能に関する質問

               

               	
                  バックアップに関する質問

               

               	
                  RDエリアの回復に関する質問

               

               	
                  そのほかの質問

               

            

            
               付録A.1　システムログファイルに関する質問

               
                  (1)　スワップ先にできる状態のシステムログファイルがない旨の警告メッセージ（KFPS01224-I）が出力されました

                  
                     	質問

                     	
                        HiRDBを正常開始する場合，前回稼働時の現用ファイルを続いて使用しないのですか？

                        
                           	現象1

                           	
                              HiRDBを正常開始又は強制正常開始したときに，スワップ先にできる状態のファイルがない旨の警告メッセージKFPS01224-Iが出力されました。このときのシステムログファイルの状態は次のとおりです。

                              
                                 	
                                    前回稼働時の現用ファイルに十分な空きがある

                                 

                                 	
                                    スワップ先にできる状態のファイルが一つある

                                 

                              

                           

                           	現象2

                           	
                              HiRDBを正常開始又は強制正常開始したときに，使用できるシステムログファイルがない旨のメッセージKFPS01256-Eが出力されました。その後，アボートコードPsjnf07でHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了しました。このときのシステムログファイルの状態は次のとおりです。

                              
                                 	
                                    前回稼働時の現用ファイルに十分な空きがある

                                 

                                 	
                                    スワップ先にできる状態のファイルがない

                                 

                              

                           

                        

                     

                     	お答えします

                     	
                        HiRDBを正常開始する場合は，前回稼働時の現用ファイルを続いて使用しません。HiRDBを正常開始又は強制正常開始する場合は，システムログファイルをスワップするため，現用ファイルが替わります。一つだけ残っていたスワップ先にできる状態のファイルを現用ファイルに割り当てるため，スワップ先にできる状態のファイルがなくなり，警告メッセージKFPS01256-Eが出力されました。

                        HiRDBを再開始した場合は前回稼働時の続きという形のため，システムログファイルは前回稼働時の続きから使用します（システムログファイルはスワップしません）。

                        正常開始の場合にシステムログファイルを前回稼働時の続きから使用すると，一つのシステムログファイルに前回稼働時の分と今回稼働時の分のシステムログが格納されるため，アンロードログファイルへのアンロードなどの管理が煩雑になります。したがって，正常開始以降の情報だけでシステムログが完結するように，正常開始ではシステムログファイルをスワップしています。

                        なお，pd_log_rerun_swap=Yを指定すると，再開始の場合でもシステムログファイルをスワップします。ただし，システムログファイルの容量が不足すると再開始が失敗するため，スワップ先にできる状態のファイルを増やしておいてください。

                     

                  

               
               
                  (2)　システムログファイルが不正である旨のメッセージ（KFPS01251-E）が出力されました

                  
                     	質問

                     	
                        HiRDBを強制終了（ソフトウェア障害，及びハードウェア障害などでユニットが異常終了した場合も含む）した後に，HiRDB又はユニットを強制正常開始すると，システムログファイルが不正である旨のメッセージKFPS01251-Eが出力されました。そして，このシステムログファイルがスワップ先として使用されなくなりました。原因と対策を教えてください。

                     

                     	お答えします

                     	
                        
                           	原因

                           	
                              HiRDB又はユニットが異常終了したときの現用ファイルは正常にクローズされないため，ファイルとして不完全な状態です。

                           

                           	対策

                           	
                              pdlogunldコマンドで該当するシステムログファイルの内容をアンロードしてください。システムログが不要の場合は，pdlogchgコマンドでシステムログファイルの状態を変更してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　システムログファイルの追加とHiRDBの再開始を何度か繰り返しました

                  
                     	質問

                     	
                        HiRDBを再開始した直後にスワップ先にできる状態のファイルがないため，HiRDBが異常終了しました。そこで，新規にシステムログファイルを追加してHiRDBを再開始しましたが，再度システムログファイル不足で異常終了しました。システムログファイルの追加とHiRDBの再開始を何度か繰り返しましたが，現象が解消されません。なぜでしょうか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        次に示す原因が考えられます。

                        
                           	
                              pd_log_rerun_swap=Yを指定している

                              このオペランドを指定すると，再開始のときでも現用ファイルをスワップするため，スワップ先にできる状態のファイルが一つ減ります。このため，システムログファイルを一つ追加してもこの現象を解消できません。システムログファイルを二つ以上追加してHiRDBを再開始してください。

                           

                           	
                              上書きできる状態のファイルの容量が不足している

                              HiRDBは再開始時のロールバック処理でもシステムログを取得しています。このため，再開始を繰り返しただけでもシステムログの出力量が増えて，上書きできない状態のファイルが増えます。再開始時のロールバック処理がすべて完了すると，シンクポイントが取得されるため，このシンクポイント以降にHiRDB又はユニットが異常終了した場合は，上書きできない状態のファイルは増えません。

                              したがって，上書きできる状態のファイルを一つずつ追加するのではなく，二つ以上まとめて追加してください。追加するファイルの総容量の目安は，この現象が発生し始めた最初の再開始でのシステムログの入力範囲（KFPS01262-Iメッセージで表示された箇所〜KFPS01263-Iメッセージで表示された箇所）の1.5倍以上です。

                           

                        

                     

                     	備考

                     	
                        pd_log_rerun_reserved_file_open=Yを指定し，予約のファイルを複数用意しておくと，このような現象を防げます。

                     

                  

               
            
            
               付録A.2　シンクポイントダンプファイルに関する質問

               
                  (1)　KFPS02179-Iメッセージが多発しています

                  
                     	質問

                     	
                        KFPS02179-Iメッセージ（シンクポイントダンプの取得契機を迎えたが，以前のシンクポイントダンプ取得処理が完了していないため，取得契機を無視した）が多発していますが，問題ありませんか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        このメッセージは，次の場合に出力されます。

                        
                           	
                              システムログファイルのスワップ間隔が短い

                           

                           	
                              シンクポイントダンプの取得間隔に対して，UAPのトランザクションの実行時間が長い

                           

                           	
                              デファードライト処理によってシンクポイントダンプの取得が遅延している

                           

                        

                        このメッセージが頻繁に出力される場合は，factor codeによって次の対処を行ってください。

                        
                           	
                              factor code = A01-01の場合

                              「デファードライト処理適用時のシンクポイント処理時間のチューニング」に従って対策してください。

                           

                           	
                              factor code = A01-02の場合

                              前回のシンクポイントダンプ取得時に未決着状態だったトランザクションがまだ決着していません。シンクポイントダンプの取得間隔に対してUAPのトランザクションが長いことが原因です。続いて出力されるKFPS04374-Iメッセージに従って対策してください。対策後もこのメッセージが出力される場合は，「上記以外の場合」に従って対策してください。

                           

                           	
                              上記以外の場合

                              pd_log_sdintervalオペランドの値を大きくしてください。又は，システムログファイルの容量を大きくするなどの対策を実施してください。それでも頻繁にこのメッセージが出力される場合は，UAPを見直して，実行時間が長いトランザクションを複数のトランザクションに分割し，1トランザクション当たりの実行時間を短くできないか検討してください。

                           

                        

                        なお，このメッセージが出力されても，スワップ先にできる状態のシステムログファイルが十分に用意してある場合は，オンラインの続行，及び再開始に支障はありません。ただし，HiRDBの再開始に時間が掛かることがあります。システムログファイルの数及び容量が十分でない場合は，上書きできる状態のファイルがなくなり（KFPS01256-Eメッセージが出力される），HiRDB又はユニットが異常終了することがあります。次に示す見直しをしてこのようなトラブルを防いでください。

                        
                           	データベースやディクショナリを更新してからコミットするまでの時間が長いトランザクションの場合

                           	
                              対策案を次に示します。

                              
                                 	
                                    途中でCOMMIT文を発行できないか検討してください。

                                 

                                 	
                                    更新後に大量検索をするトランザクションは，更新と大量検索の順番を入れ替えて，トランザクション内の最初の更新からコミットまでを短くできないか検討してください。

                                 

                              

                           

                           	システムログファイルの数及び容量が十分でない場合

                           	
                              対策案を次に示します。

                              
                                 	
                                    出力されるシステムログをすべて格納できるだけの総ファイル容量を用意することをお勧めします。無理な場合は，少なくともマニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」に記載してある最低容量以上は確保するようにしてください。

                                 

                                 	
                                    大量更新するトランザクションにはデータベースの更新ログを取得しないようにします。データベースの更新ログを取得するかどうかは，クライアント環境定義のPDDBLOGオペランドで指定します。ただし，データベースの更新ログを取得しない場合は，UAP実行時に障害が発生すると，バックアップ取得時点にしかデータベースを回復できないため注意してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　有効保証世代数について

                  
                     	質問

                     	
                        シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数とは何のことでしょうか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        HiRDBの再開始に備えてシステムログファイルをどの位置から読み始めればよいかなどの情報がシンクポイントダンプファイルに格納されています。シンクポイントダンプファイルに格納した位置情報以降のシステムログファイルは再開始時に使用される可能性があるため，上書きできない状態にします。

                        有効保証世代数とは，「何世代前のシンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイルを上書きできない状態にして保護するか」ということです。例えば，有効保証世代数が1の場合は，最新のシンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイルが上書きできない状態になります。有効保証世代数が2の場合は，最新のシンクポイントダンプファイル及び1世代前のシンクポイントダンプファイルに対応するシステムログファイルが上書きできない状態になります。このように有効保証世代数を2にすると，上書きできない状態のシステムログファイルが増える可能性があります。

                        シンクポイントダンプファイルの有効保証世代数はpd_spd_assurance_countオペランドで指定します。

                     

                  

               
            
            
               付録A.3　ステータスファイルに関する質問

               
                  (1)　ステータスファイルがスワップするときは？

                  
                     	質問

                     	
                        ステータスファイルがスワップするのは，ディスクの障害が発生したときだけですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        いいえ違います。次に示す場合にステータスファイルがスワップします。

                        
                           	
                              ステータスファイルに障害が発生した場合

                           

                           	
                              ステータスファイルの容量が満杯になった場合

                           

                           	
                              ステータスファイルのフラグメンテーションによって，まとまった空き領域を確保できなくなった場合

                           

                           	
                              pdstsswapコマンドを実行した場合

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　ステータスファイルの片系だけに障害が発生した場合でもステータスファイルはスワップするのですか？

                  
                     	質問

                     	
                        ステータスファイルの片系だけに障害が発生した場合でもステータスファイルはスワップするのですか？

                        それとも両系が障害になるまでスワップされないのですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        ステータスファイルの片系が障害になった時点でステータスファイルはスワップします。障害検知からスワップ完了までのHiRDBの処理を次に示します。

                        
                           	
                              両系共に正常な予備ファイルを探します。

                           

                           	
                              正常な系の内容をほかのステータスファイルの両系に複写します。このとき，むだな空き領域を詰め替えます。

                           

                           	
                              複写先のステータスファイルを現用ファイルにします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　ステータスファイルに障害が発生したときの処理について

                  
                     	質問

                     	
                        両系とも正常なステータスファイルが一つもない（A系，B系のどちらかが障害）場合の処理方式を決める次に示すオペランドがあります。

                        
                           	
                              pd_syssts_singleoperation = stop｜continue（ユニット用ステータスファイルの場合）

                           

                           	
                              pd_sts_singleoperation = stop｜continue（サーバ用ステータスファイルの場合）

                           

                        

                        このオペランドにはstopとcontinueのどちらを指定すればよいですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        stopを指定するとHiRDB又はユニットが異常終了します。continueを指定するとステータスファイルの片系運転を行います。

                        ステータスファイルは，全面回復処理のための情報を記録している重要なファイルです。continueを指定して片系運転中にステータスファイルが障害になると，両系障害でHiRDB又はユニットが異常終了します。そして，現用ファイルが両系ともアクセスできないため，全面回復処理ができなくなります。したがって，次のような考え方で判断してください。

                        
                           	
                              HiRDBの異常終了よりも，全面回復処理の保証を重視する場合はstopを指定します。

                           

                           	
                              HiRDBを停止したくない（最悪の場合，全面回復処理はあきらめ，データベースをバックアップ時点まで戻します。又はデータロードし直します）場合はcontinueを指定します。

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               付録A.4　障害に関する質問

               
                  (1)　障害発生時の調査資料は？

                  
                     	質問

                     	
                        障害発生時の調査資料としては何を取得すればよいですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        一般的には，障害情報取得コマンド（pdinfogetコマンド），OS情報取得コマンド（pdosinfoget）で資料を採取してください。なお，障害内容によっては，「障害調査のために必要な情報」に示す資料が必要となります。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBを再開始後，SPPがDBの排他待ちタイムアウトで異常終了しました

                  
                     	質問

                     	
                        HiRDBを再開始後，SPPがRDエリアの排他待ちタイムアウトで異常終了しました。

                        
                           	
                              排他が残っているようですが考えられる原因は？

                           

                           	
                              SPPが異常終了後，ロールバック中の状態のままで回復しません。考えられる原因は？

                           

                           	
                              OpenTP1をdcstopコマンド（OpenTP1のコマンド）で正常終了させようとしたが，ロールバック中のSPPがいて終了できません。考えられる原因は？

                           

                        

                     

                     	お答えします

                     	
                        
                           	
                              OpenTP1のトランザクションサービス定義（trn）に，次の指定がされていないと考えられます。

                              ・trnstring -n HiRDB_DB_SERVER -d

                              これは，OpenTP1のコミット最適化及びプリペア最適化を抑止する指定で，HiRDBがXAインタフェースでOpenTP1と連携する場合の標準です。

                           

                           	
                              OpenTP1のトランザクションサービス定義（trn）にHiRDBのクライアント環境変数の指定がないか，又は指定値に誤りがあると考えられます。次に示すクライアント環境変数を見直してください。

                              ・PDHOST

                              ・PDNAMEPORT

                              同時に，OpenTP1のユーザサービスデフォルト定義（usrrc）も見直してください。

                           

                           	
                              ２と同件と考えられます。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    上記の状態となった場合は，OpenTP1を強制停止させ，HiRDBシステム定義を修正してからOpenTP1を再起動してください。

                                 

                              

                              
                                 	参考

                                 	
                                    trnとusrrcで共通な環境変数は，envで指定することをお勧めします。

                                    envに指定する場合は，trnやusrrcと環境変数が異なるため，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」で確認してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               付録A.5　表，及びインデクスに関する質問

               
                  (1)　既存のインデクスの定義を知るには？

                  
                     	質問

                     	
                        SQLでインデクスが定義されているかどうかが分かりますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        ディクショナリ表を検索すれば可能です。次に例を示します。

                        また，ディクショナリ搬出入ユティリティ（pdexpコマンド）の定義系SQLの生成機能でも確認できます。

                        
                           	（例１）

                           	
                              インデクスが付いた表を一覧検索します。

                              SELECT TABLE_SCHEMA,TABLE_NAME,TABLE_ID
    FROM MASTER.SQL_TABLES WHERE N_INDEX >= 1

                           

                           	（例２）

                           	
                              定義した表のインデクス名，列名を表示します。

                              SELECT TABLE_SCHEMA,TABLE_NAME,INDEX_NAME,INDEX_ID,COLUMN_NAME
    FROM MASTER.SQL_INDEX_COLINF
        WHERE TABLE_SCHEMA = USER

                           

                           	（例３）

                           	
                              インデクスが付いた表の表名，表id，インデクス名，インデクスid，列名をまとめて表示します。

                              SELECT X.TABLE_SCHEMA,X.TABLE_NAME,X.TABLE_ID,
  INDEX_ID,COLUMN_NAME
    FROM MASTER.SQL_TABLES X,MASTER.SQL_INDEX_COLINF Y
        WHERE X.TABLE_SCHEMA = Y.TABLE_SCHEMA
             AND X.TABLE_SCHEMA = USER
             AND X.TABLE_NAME = Y.TABLE_NAME
             AND N_INDEX >= 1

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　既存のFIX表に列を追加するには？

                  
                     	質問

                     	
                        既にデータが格納されているFIX表に列を追加したいのですが，方法はありますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        あります。列の追加方法については，「列を追加する方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               付録A.6　HiRDBの開始に関する質問

               
                  (1)　HiRDBの開始が遅いのですが

                  
                     	質問

                     	
                        ユニットの開始に時間が掛かるのはなぜですか？

                        1時間〜2時間ぐらいしたら開始しました。pdstartコマンドを実行したときにKFPS05078-Iメッセージが出力されました。

                     

                     	お答えします

                     	
                        次に示すことを確認してください。

                        
                           	
                              KFPS00608-Wメッセージ（-314）が複数出力されている場合は，全ユニットのpdunit及びpdstartオペランドで指定したホスト名がすべて一致しているか，正しいホスト名（存在するホスト）を指定しているかを確認してください。

                           

                           	
                              HiRDBが使用するホスト及びネットワークがすべて起動しているかを確認してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　pdstartコマンドがエラーになります（reason code= TIMEOUT）

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドがKFPS01861-Eメッセージ（reason code=TIMEOUT）を出力してエラーリターンします。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        
                           	原因

                           	
                              次に示す原因が考えられます。

                              
                                 	
                                    ユニットの開始に予想以上の時間が掛かりました。

                                 

                                 	
                                    サーバ共通定義又は各サーバ定義の指定に誤りがあります。

                                 

                              

                           

                           	対策

                           	
                              次に示す対策をしてください。

                              
                                 	
                                    pd_start_time_outオペランドの指定値を大きくしてから，再度pdstartコマンドを実行してください。

                                 

                                 	
                                    syslogfileに出力されているHiRDBのメッセージを見て，間違いがある定義を修正してください。その後，pdsetup -dコマンド（KFPS00036-Q応答メッセージにyを応答）でHiRDBをOSから削除した後，再度pdsetupコマンドを実行してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　pdstartコマンドがエラーになります（RETURN_CODE=28）

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドがsemctl,semopなどセマフォ関連の関数にRETURN_CODE=28を返してエラーリターンします。原因は何ですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        資源不足です。OSのオペレーティングシステムパラメタの値をHiRDBが必要としている値に変更してください。特に，オペレーティングシステムパラメタの省略値は，HiRDBが必要としている値より小さいため注意してください。

                        なお，pdstartコマンドでTIMEOUTエラーになる場合は，セマフォ又は共用メモリ不足が考えられます。HiRDBが必要としているオペレーティングシステムパラメタの値については，マニュアル「HiRDB
                           システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                        オペレーティングシステムパラメタの値が妥当な場合は，pd_start_time_outオペランドの指定値を大きくしてから，再度pdstartコマンドを実行してください。

                     

                  

               
               
                  (4)　pdstartコマンドがエラーになります（reason code=SETUP）

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドがKFPS01801-Eメッセージ(reason code=SETUP)を出力してエラーリターンします。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        
                           	原因

                           	
                              次に示す原因が考えられます。

                              
                                 	
                                    環境変数PDDIRに設定したHiRDB運用ディレクトリをpdsetupコマンドでOSに登録していません。

                                 

                                 	
                                    カーネルのセマフォ不足によってプロセスサーバプロセスが起動できません。

                                 

                              

                           

                           	対策

                           	
                              次に示す対策をしてください。

                              
                                 	
                                    HiRDB運用ディレクトリをpdsetupコマンドで，OSに登録してください。

                                 

                                 	
                                    システムで定義するセマフォの使用数を大きくしてください。OSをリブートしないとその値は有効にならないため注意してください。

                                    
                                       	参考

                                       	
                                          この現象は，OSブート直後やinittabに登録されているほかのプログラムが応答待ちになっている場合にも発生することがあります。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　pdstartコマンドが無効になります

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドが無効になります。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        何らかの障害のためHiRDBのサーバプロセスが起動できなかった可能性があります。

                        メッセージログ($PDDIR/spool/pdlog1又はpdlog2)を見て障害原因を調査し対策してください。メッセージログの内容で原因が分からない場合は，syslogfileに出力されているHiRDBのメッセージで詳細を確認して対策してください。

                     

                  

               
               
                  (6)　pdstartコマンドでユニットが開始できません

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドを実行しましたが，セマフォ操作(semop,semctl)に失敗した旨のKFPS01815-Eメッセージ(errno=11,13,22)が出力されてユニットが開始されません。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        
                           	原因

                           	
                              次に示す原因が考えられます。

                              
                                 	
                                    HiRDBをそのサーバマシンにインストールしていません。

                                 

                                 	
                                    pdsetupコマンドでHiRDBをOSに登録していません。

                                 

                                 	
                                    インストールディレクトリを共用ディスク上にリンクしています。

                                 

                              

                           

                           	対策

                           	
                              次に示す対策をしてください。

                              
                                 	
                                    サーバマシンをリブートした後にpdsetup -dコマンドを実行し，OSからHiRDBの登録を削除した後，再度pdsetupコマンドを実行してください。

                                 

                                 	
                                    HiRDBをサーバマシンにインストールしている場合は，pdsetupコマンドを実行してください。

                                 

                                 	
                                    インストールディレクトリは，自サーバマシンのローカルディスクに作成してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (7)　pdstartコマンドの応答がありません

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドの応答が返ってきません。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        
                           	
                              フロントエンドサーバがSUSPEND状態ですか？

                              SUSPEND状態でない場合はこれが原因ではありません。ほかの原因を調査してください。SUSPEND状態の場合はフロントエンドサーバが開始したサーバマシンで「ps
                                 -ef｜grep fesact」を実行してください。マルチフロントエンドサーバの場合はすべてのホストで実行してください。

                           

                           	
                              fesactプロセスが１個以上ありますか？

                              ない場合はこれが原因ではありません。ほかの原因を調査してください。

                              ある場合はネットワークに障害が発生していると思われます。HiRDBをpdstop -fコマンドで強制終了してください。

                              ネットワーク管理者に障害の回復を依頼してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (8)　HiRDB/パラレルサーバが開始できません

                  
                     	質問

                     	
                        システムマネジャのユニットが異常終了しました。システムマネジャのユニットだけを再開始しましたが，HiRDBが開始完了になりません。

                     

                     	お答えします

                     	
                        システムマネジャのユニットの異常終了によって，システムマネジャ以外のユニットも異常終了している可能性があります。pdlsコマンドで開始していないユニットを確認してください。

                     

                  

               
               
                  (9)　システムマネジャ以外のユニットが開始しません

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドを実行しましたが，システムマネジャ以外のユニットが開始しないのはなぜですか？

                        システムマネジャ以外のユニットでps -efコマンドを実行すると，pdprcdしかいません。HiRDBのほかのプロセスが起動されていません。

                     

                     	お答えします

                     	
                        開始できなかったユニットのシステム共通定義の内容を確認してください。pdunit又はpdstartオペランドの指定値が，システムマネジャがあるサーバマシンのシステム共通定義の内容と一致していない可能性があります。

                        開始できなかったユニットのシステム共通定義を修正して，pdstart -uコマンドでユニットを再度開始してください。

                     

                  

               
               
                  (10)　フロントエンドサーバがSUSPEND状態です

                  
                     	質問

                     	
                        フロントエンドサーバのユニットの単独開始，又はフロントエンドサーバの単独開始をしたら，フロントエンドサーバのステータスがSUSPEND状態になりました。ACTIVE状態にするにはどうしたらよいですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        ディクショナリサーバが停止しているときに，フロントエンドサーバのユニット又はフロントエンドサーバを開始すると，ステータスがSUSPEND状態になります。この場合，ディクショナリサーバを開始した後に，「pdstart
                           -a -s フロントエンドサーバ名」を実行してください。

                     

                  

               
               
                  (11)　HiRDBを自動開始できますか？

                  
                     	質問

                     	
                        
                           	
                              OSの開始，終了に合わせてHiRDBを開始，終了するにはどうしたらよいですか？

                           

                           	
                              OSの開始と同時にHiRDBを開始させようとして/etc/localrcにpdstartを記述したが，うまくいかないのはなぜですか？

                           

                           	
                              同じように/etc/localshutrcにpdstopを記述したが，うまくいかないのはなぜですか？

                           

                        

                     

                     	お答えします

                     	
                        
                           	
                              OSの開始に合わせてHiRDBを開始するには，pd_mode_confオペランドにAUTOを指定してください。

                           

                           	
                              OSの終了に合わせてHiRDBを終了する手段は今のところありません。pdstopコマンドを実行してHiRDBが正常終了したのを確認してからOSを終了してください。

                           

                           	
                              OSの環境ファイル/etc/localrcや/etc/localshutrcにはpdstart及びpdstopコマンドは記述できません。OSの開始で/etc/localrcが起動されるのは/etc/rcフェーズですが，そのときはまだHiRDBのプロセスサーバプロセス(_prc)が起動されていないため，pdstartコマンドの受付可能状態になっていません。/etc/localrcにpdstartコマンドを記述した場合，pdstartコマンドは異常終了します。OSの開始に合わせてHiRDBを開始したい場合はpd_mode_confオペランドにAUTOを指定してください。また，shutdownコマンドの延長で/etc/localshutrcが起動されるのはOSの実行レベルが0の状態であり，HiRDBのプロセスサーバプロセスは既に消えています。もし/etc/localshutrcにpdstopコマンドを記述した場合，pdstopコマンドはエラーリターンし，HiRDBの次回の開始は再開始となります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (12)　/etc/localrcにpdstartコマンドを記述したが，pdstartコマンドがエラーとなりました

                  
                     	質問

                     	
                        
                           	
                              /etc/localrcにpdstartコマンドを記述しましたが，pdstartコマンドがエラーとなりました。

                           

                           	
                              HAモニタのインタフェースを使用してpdstartコマンドを実行しましたが，pdstartコマンドがエラーとなりました。

                           

                           	
                              OSブート直後にリモートログインして，すぐにpdstartコマンドを実行するとpdstartコマンドがエラーとなりました。

                           

                        

                     

                     	お答えします

                     	
                        OSのブート時にHiRDBが動作可能になるのは，ブート動作の最後の方です。このため，/etc/localrcなどにpdstartコマンドを記述してもHiRDBを開始できません。pdstartコマンドを実行するタイミングは，プロセスサーバプロセスの開始後である必要があります。

                        
                           	対策１

                           	
                              OSのブート直後にpdstartコマンドを実行しないでください。例えば，次に示す手順でpdstartコマンドを実行してください。

                              〈手順〉

                              
                                 	
                                    pdprcdが起動されていることを確認してください。

                                    ps -ef｜grep $PDDIR/lib/servers/pdprcd

                                 

                                 	
                                    数秒待ちます（プロセスサーバプロセスの起動完了を待ちます）。

                                 

                                 	
                                    pdstartコマンドを実行します。

                                 

                              

                           

                           	対策２

                           	
                              HiRDBを自動開始するようにしてください。HiRDBを自動開始するには，pd_mode_conf = AUTOを指定してください。この指定をすると，OSのブート後，自動的にHiRDBを開始します（pdstartコマンドを実行する必要がなくなります）。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (13)　pdstartコマンドを入力したウィンドウを閉じたら，HiRDBが異常終了しました

                  
                     	質問

                     	
                        pdstartコマンドを実行したがなかなか応答が返らないため，pdstartコマンドを入力したウィンドウを閉じました。この直後にHiRDBが異常終了しました。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        pdstartコマンドを強制停止すると，共用資源の整合性が保てなくなるため，HiRDBは異常終了します。同様にpdstartコマンドの応答待ちの状態でウィンドウを閉じると，HiRDBは異常終了します。

                        pdstartコマンドを入力したウィンドウはpdstartコマンドが終了するまで閉じないでください。そのほかのコマンド及びユティリティについても，応答待ち状態や実行中にウィンドウを閉じないでください。

                     

                  

               
            
            
               付録A.7　HiRDBの終了に関する質問

               
                  (1)　pdstop -fコマンドを実行したらユニットが異常終了しました

                  
                     	質問

                     	
                        pdstop -fコマンドを実行したら，アボートコードPolkcrtでHiRDB又はユニットが異常終了しました。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        強制終了処理でクリティカル状態のサーバプロセスを終了したのが原因です。運用上の問題はありません。この現象を無視してください。

                        pdstop -fコマンドの強制終了処理ではクリティカル状態のサーバプロセスの場合でも即刻停止するため，この現象が発生することがあります。しかし，次回のpdstartコマンドで再開始（システムログからデータベースを回復）するため問題はありません。

                     

                  

               
               
                  (2)　HiRDBを正常終了できません

                  
                     	質問

                     	
                        HiRDBを正常終了できません。

                     

                     	お答えします

                     	
                        未決着状態のトランザクションや接続ユーザがいると，HiRDBを正常終了できません。次に示すコマンドで，接続ユーザやトランザクションの状態を確認してから，HiRDBを正常終了させてください。

                        
                           	
                              pdls -d prcコマンドで接続ユーザを確認する

                           

                           	
                              pdls -d trnコマンドでトランザクションの状態を確認する

                           

                        

                        対処方法については，「接続中のユーザが存在するためHiRDBが終了できないときの対処方法」又は「未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　HiRDBを正常終了したら，システムサーバが異常終了しました

                  
                     	質問

                     	
                        シェルスクリプトでpdstopコマンド，shutdownコマンドと連続して実行したら，システムサーバが異常終了しました。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        pdstopコマンドが終了しても，システムサーバはまだ終了していません。システムサーバの終了処理中にshutdownコマンドが実行されると，システムサーバが異常終了します。

                        pdstopコマンドの実行後，すぐにshutdownコマンドを実行しないでください。例えば，pdstopコマンド実行後にshutdownコマンドを実行する場合は，次に示すような手順でコマンドを実行してください。

                        
                           	
                              pdstop

                           

                           	
                              sleep 60

                           

                           	
                              shutdown

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　pdstopコマンドを入力したウィンドウを閉じたら，HiRDBが異常終了しました

                  
                     	質問

                     	
                        pdstopコマンドの応答が返ってこないため，pdstopコマンドを入力したウィンドウを閉じました。この直後にHiRDBが異常終了しました。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        pdstopコマンドを強制停止すると，共用資源の整合性が保てなくなるため，HiRDBは異常終了します。同様にpdstopコマンドの応答待ちの状態でウィンドウを閉じると，HiRDBは異常終了します。

                        pdstopコマンドを入力したウィンドウはコマンドが終了するまで閉じないでください。そのほかの運用コマンド及びユティリティについても，応答待ち状態や実行中にウィンドウを閉じないでください。

                     

                  

               
            
            
               付録A.8　性能に関する質問

               
                  (1)　期待した検索性能が出ません

                  
                     	質問

                     	
                        表にインデクスを付けてインデクス経由の高速な検索を期待しているのに，期待どおりの検索性能が得られません。インデクスを使用していないように見えます。どんな原因が考えられますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        最新のデータベースの状態で最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を実行しないと，本来使用するインデクスを使用した検索がされないことがあります。最適化情報収集ユティリティの実行要否については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」を参照してください。

                        最適化情報収集ユティリティ（pdgetcstコマンド）を使用してコストベースの最適化をしている表については，次に示す要因が発生した場合，必ず再度pdgetcstコマンドを実行して最新の最適化情報を取得してください。

                        
                           	
                              大量にデータを追加，更新，又は削除した場合

                           

                           	
                              データベース作成ユティリティ（pdloadコマンド）又はデータベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）を実行した場合

                           

                           	
                              表の定義変更，又はインデクスの追加，削除をした場合

                           

                        

                     

                     	備考

                     	
                        アクセスパス表示ユティリティ（pdvwoptコマンド）で，インデクスを経由した検索になっているかどうかを確認できます。

                     

                  

               
               
                  (2)　バッファ使用状況，入出力回数の確認方法は？

                  
                     	質問

                     	
                        バッファ使用状況（ヒット率など）又は入出力回数を調べて，バッファ関係のチューニングをしたいのですが，どのような確認方法がありますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        統計解析ユティリティ（pdsteditコマンド）でグローバルバッファに関する統計情報を編集すれば，バッファのヒット率や，実READ/WRITE回数を調べられます。この場合，統計情報の出力開始コマンド（pdstbeginコマンド）で統計情報種別「buf」を指定して統計情報の取得を開始してください。ただし，シンクポイント間の差分情報のため，シンクポイントダンプが最低2回有効にならないと編集出力されません。必要に応じて，次に示すコマンドでシステムログファイルを強制的にスワップさせて，シンクポイントダンプを有効化させてください。

                        
                           	
                              pdstbegin -k buf：統計情報の取得開始

                           

                           	
                              pdlogsync：シンクポイントダンプの有効化

                           

                        

                        統計情報の取得範囲

                        
                           	
                              pdlogsync：シンクポイントダンプの有効化

                           

                           	
                              pdstedit：統計情報の編集出力

                           

                        

                     

                     	備考

                     	
                        統計解析ユティリティと同等の情報がpdbuflsコマンドで表示できます。pdbuflsコマンド入力時点間の差分情報が表示されるため，統計情報の取得範囲を挟んで2回実行してください。

                     

                  

               
            
            
               付録A.9　バックアップに関する質問

               
                  (1)　バックアップの取得単位について

                  
                     	質問１

                     	
                        表単位のバックアップはできますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        できません。しかし，次に示すどちらかの方法で代替できます。

                        
                           	
                              1RDエリアに1表だけを格納し，RDエリア単位にバックアップを取得する

                           

                           	
                              データベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）で表単位のアンロードをする

                           

                        

                     

                     	質問２

                     	
                        前回のバックアップ取得時以降の差分をバックアップの対象にできますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        できます。HiRDBでは差分バックアップ機能をサポートしています。差分バックアップ機能とは，前回のバックアップ取得時点からの差分情報だけをバックアップの対象にする機能です。このため，バックアップの取得処理時間を短縮できます。データベースの容量が多くてデータ更新量が少ない場合に，差分バックアップ機能の使用を検討してください。差分バックアップ機能の運用方法については，「差分バックアップの取得」を参照してください。

                     

                     	質問３

                     	
                        pdcopyコマンドの-aオプションで全RDエリアのバックアップを取得しています。このとき，特定のRDエリアが障害となったら，全RDエリアのバックアップを使用して特定のRDエリアだけを回復できますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        できます。pdrstrコマンドでRDエリア名称を指定すれば，特定のRDエリアだけを回復できます。

                     

                  

               
               
                  (2)　pdfbkupコマンドとpdcopyコマンドの違いについて

                  
                     	質問１

                     	
                        pdfbkupコマンドで取得したHiRDBファイルシステム領域のバックアップをpdrstrコマンドの入力ファイルとして使用できますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        できません。pdfbkupコマンドで取得したバックアップはpdfrstrコマンドでしか使用できません。

                     

                     	質問２

                     	
                        HiRDB稼働中のバックアップをpdfbkupコマンドで取得したいのですが可能ですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        できます。「バックアップ閉塞を使用してバックアップを取得する場合（pdcopyコマンド以外でバックアップを取得する場合）」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　マスタディレクトリ用RDエリアのバックアップについて

                  
                     	質問１

                     	
                        HiRDB稼働中にRDエリアのバックアップを取得できますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        できます。ただし，マスタディレクトリ用RDエリアが含まれる場合は，バックアップ取得モードが次のどちらかとなります。

                        
                           	
                              参照可能モード（-M r指定）

                           

                           	
                              更新可能モード（-M s指定）

                           

                        

                     

                     	質問２

                     	
                        pdcopyコマンドで-aオプション（全RDエリアのバックアップを取得するオプション）を指定した場合，バックアップの取得対象にマスタディレクトリ用RDエリアは含まれますか？

                        また，含まれる場合はpdstart -rコマンドでHiRDBを開始する必要がありますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        マスタディレクトリ用RDエリアは含まれます。

                        また，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始する必要がある条件はマスタディレクトリ用RDエリアのバックアップを取得する場合ではなく，次に示す条件をすべて満たす場合です。

                        
                           	
                              バックアップの取得対象RDエリアにマスタディレクトリ用RDエリアが含まれている場合

                           

                           	
                              バックアップ取得モードに参照・更新不可能モード（-M x指定）を指定する場合

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　ディスク容量に余裕があるのに，pdcopyコマンド実行時にディスク容量不足となります

                  
                     	質問

                     	
                        pdcopyコマンドの実行時，ディスク容量に余裕があるのにディスク容量不足のエラーとなります。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        次に示す原因が考えられます。

                        
                           	
                              カーネルパラメタの上限を超えている

                           

                        

                        この場合，カーネルパラメタの値を変更してください。また，バックアップファイルを複数個指定しても対応できます。ただし，ラージファイルをサポートしていないOSの場合は，ディスクのパーティションのサイズを2ギガバイト以下にしないと，複数個のファイルを扱うことはできません。

                     

                  

               
            
            
               付録A.10　RDエリアの回復に関する質問

               
                  (1)　pdrstrコマンドの仕様について

                  
                     	質問１

                     	
                        マスタディレクトリ用RDエリアと特定のユーザ用RDエリアに障害が発生したため，pdrstrコマンドの-a（全RDエリアの回復）又は-c（バックアップ中の全RDエリアの回復）オプションで全RDエリアを回復しました。この場合，正常なRDエリアの情報も置き換えられるのでしょうか？

                        回復するときに内部的に削除してからインポートしているのですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        置き換えられます。pdrstrコマンドは回復対象のRDエリアを構成するHiRDBファイルを削除してから，バックアップファイルの内容をリストアします。したがって，pdrstrコマンド実行時に回復対象として指定したRDエリアの内容はすべて置き換えられます。この場合，正常なRDエリアの情報も置き換えられます。

                     

                     	質問２

                     	
                        初期化したRDエリアをpdrstr -aコマンドで回復（全RDエリアの回復）した場合，表の実体も回復されるのでしょうか？

                        回復されないのであれば，どのタイミングでCREATE TABLEするのでしょうか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        回復されます。表の定義情報はディクショナリ上に格納されているため，ディクショナリ，データディレクトリ，及びマスタディレクトリと初期化したRDエリアの同期が取れていれば正しく回復されます。

                     

                  

               
               
                  (2)　マスタディレクトリ用RDエリアの回復について

                  
                     	質問

                     	
                        マスタディレクトリ用RDエリアはどのように回復するのでしょうか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        マスタディレクトリ用RDエリアを回復する場合，pdstart -rコマンドでHiRDBを開始する必要があります。回復方法については，「データベースの回復方法」を参照してください。

                     

                  

               
            
            
               付録A.11　そのほかの質問

               
                  (1)　ユーザ数が増えるとどのような影響がありますか？

                  
                     	質問

                     	
                        ユーザが増えるためpd_max_usersオペランドの値を大きくしたいのですが，どのような影響がありますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        pd_max_usersオペランドの値を大きくしたときの影響については，「ユーザ数を増やすときにすること」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (2)　CONNECT中のUAPがないのにユーザ識別情報が表示されます

                  
                     	質問

                     	
                        CONNECT中のUAPがないのに，pdls -d actコマンドを実行すると，ユーザ識別情報が表示されることがあります。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        サーバプロセスがアボートした後，又はHiRDBの再開始後にトランザクションのロールバックが完了していないと，ユーザ識別情報は残ったままとなります。このユーザ識別情報はトランザクションのロールバック完了後に削除されます。

                     

                  

               
               
                  (3)　時刻の変更はできますか？

                  
                     	質問

                     	
                        システム時刻を変更してテストをしたいのですが，できますか？

                        もし，日時を強制的に進めたり，遅らせたりするとどのような影響がありますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        HiRDBでは，システムログファイル，ステータスファイル，ディクショナリ，及びユティリティの作業用ファイル中に日付・時間を格納しており，HiRDBの再開始時などにその情報を利用します。そのため，システム時刻を変更する場合は，HiRDBが持つ日付・時刻情報に影響がないようにする必要があります。特に，時刻を遅らせる場合は注意が必要です。時刻の変更については，「OSの時刻を変更する方法」を参照してください。

                        なお，SNTPクライアントで時刻を変更する場合，「OSの時刻を変更する方法」の記載内容に加えて，次の点に注意してください。

                        
                           	
                              プライマリサーバとの同期合わせで，必要であれば時刻を変更するため，ユーザが意識しないタイミングで時刻が変更されることがあります。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (4)　認可識別子やパスワードが正しく認識されません

                  
                     	質問

                     	
                        認可識別子やパスワードが正しく認識されていません。なぜですか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        大文字，小文字が正しく認識されていない可能性があります。小文字を指定する場合は，引用符（"）で囲んでください。引用符で囲まないと，小文字を指定しても大文字として扱われます。

                        
                           	（例）

                           	
                              SELECT * FROM "user05".TABLE05;

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (5)　HiRDB運用ディレクトリのファイルを削除してしまった場合

                  
                     	質問

                     	
                        HiRDB運用ディレクトリ下のファイルを誤って削除してしまいました。どうすれば回復できますか？

                     

                     	お答えします

                     	
                        pdsetupコマンドで回復できます。次の手順で対処してください。

                        〈手順〉

                        
                           	
                              $PDDIR/spool下のファイルを退避します（$PDDIR/spoolの内容は，pdsetupコマンド実行時に初期化されます）。

                           

                           	
                              pdstopコマンドでHiRDBを終了します。

                           

                           	
                              pdsetup -dコマンドを実行してください。応答メッセージにはyで応答してください。

                           

                           	
                              pdsetupコマンドを再実行してください。HiRDB運用ディレクトリにファイルがコピーされます。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            付録B　DVD-RAMライブラリ装置を使用するときの運用

            ここでは，格納先デバイスとしてDVD-RAMライブラリ装置を使用するときの運用方法について説明します。

            
               付録B.1　システム共通定義の設定

               DVD-RAMライブラリ装置を使用する場合，物理的なマウント動作（ステージング）に時間が掛かるため，不当なタイムアウト検知を回避するための配慮が必要です。そのため，次に示すオペランドの指定値については，従来の見積もり値にマウント動作時間を加えた値を指定するように検討してください。

               
                  	
                     pd_lck_wait_timeout（排他待ち限界経過時間）

                  

               

            
            
               付録B.2　HiRDBファイルシステム領域の作成

               DVD-RAMライブラリ装置上の通常ファイル又はキャラクタ型スペシャルファイルにHiRDBファイルシステム領域を作成します。

               
                  	通常ファイルにHiRDBファイルシステム領域を作成する場合

                  	
                     DVD-RAMライブラリ装置上に作成したHiRDBファイルシステム領域は，磁気ディスク上に作成したHiRDBファイルシステム領域と同じように操作できます。ただし，性能及び信頼性の理由から，システムファイル用（SYS），作業表用ファイル用又はリスト用RDエリア用（WORK）のHiRDBファイルシステム領域として使用することはお勧めしません。

                  

                  	キャラクタ型スペシャルファイルにHiRDBファイルシステム領域を作成する場合

                  	
                     DVD-RAMライブラリ装置上のキャラクタ型スペシャルファイルにHiRDBファイルシステム領域を作成する場合，DVD-RAMライブラリ装置のセクタ長に注意してください。セクタ長が512又は1024バイトの場合は，磁気ディスク上のキャラクタ型スペシャルファイルに作成したHiRDBファイルシステム領域と同じように操作できます。ただし，性能及び信頼性の理由から，システムファイル用（SYS），作業表用ファイル用又はリスト用RDエリア用（WORK）のHiRDBファイルシステム領域として使用することはお勧めしません。

                  

                  	注意事項

                  	
                     セクタ長が2048又は4096バイトの場合は次に示すことに注意してください。

                     
                        	
                           ここで作成したHiRDBファイルシステム領域には，次に示すファイルだけを作成できます。

                           ・RDエリア（リスト用RDエリアを除く）を構成するHiRDBファイル

                           ・バックアップファイル

                           ・アンロードログファイル

                           ・アンロードデータファイル

                        

                        	
                           pdfmkfsコマンド実行時，-sオプションでセクタ長を指定してください。また，-kオプションでSYS，WORK，SVRを指定できません。

                        

                        	
                           データベース初期設定ユティリティ（pdinitコマンド）でRDエリアを定義するとき，ユティリティ制御文のpageオペランド（ページ長）にはセクタ長を整数倍した値を指定してください。

                        

                        	
                           データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）でRDエリアを追加，拡張，又は再初期化するとき，ユティリティ制御文のpageオペランド（ページ長）にはセクタ長を整数倍した値を指定してください。

                           なお，RDエリアの再初期化時にpageオペランドを省略する場合は注意が必要です。再初期化前のRDエリアのページ長がセクタ長の整数倍でないと再初期化できません。

                        

                        	
                           pdfrstrコマンドでHiRDBファイルをリストアする場合，リストア対象のHiRDBファイルのレコード長がリストア先のHiRDBファイルシステム領域のセクタ長の整数倍である必要があります。HiRDBファイルのレコード長はpdflsコマンドで確認できます。

                        

                        	
                           データベース回復ユティリティ（pdrstrコマンド）でRDエリアを回復する場合，回復対象RDエリアのページ長がHiRDBファイルシステム領域のセクタ長の整数倍である必要があります。整数倍でないとRDエリアを回復できません。例えば，HiRDBファイルシステム領域を作成した媒体を物理的な障害などの理由で交換する場合，HiRDBファイルシステム領域のセクタ長は交換前のHiRDBファイルシステム領域のセクタ長と同じ大きさにしてください。

                        

                     

                  

               

            
            
               付録B.3　RDエリアのオープン契機

               DVD-RAMライブラリ装置にRDエリアを定義する場合，RDエリアのオープン契機をSCHEDULE属性にしてください。INITIAL属性（省略値）の場合，RDエリアの情報をメモリ上に常駐させるため，HiRDB開始時にすべてのHiRDBファイルをオープンします。DVD-RAMライブラリ装置のオープン処理が集中すると，ディスク交換が多発してHiRDBの開始処理がタイムアウトすることがあります。DEFER属性の場合，HiRDB開始時のオープン処理の集中を回避できますが，HiRDBの正常終了時にクローズ処理が集中します。

               また，INITIAL属性及びDEFER属性で通常ファイルを使用している場合，HiRDB稼働中に電源断やリブートが発生すると，次回OSブート時にHiRDBがオープンしたすべての媒体のfsckが実行されるため，円滑な再起動ができません。

               マスタディレクトリ用RDエリア，データディレクトリ用RDエリア，データディクショナリ用RDエリア，データディクショナリLOB用RDエリア，及びレジストリ用RDエリアのオープン契機はINITIAL属性固定のため，DVD-RAMライブラリ装置の運用には適しません。これらのRDエリアは磁気ディスク上に作成してください。

               RDエリアのオープン契機をSCHEDULE属性にするには，pd_rdarea_open_attribute_use＝Yを指定した上で，SCHEDULE属性にするRDエリアの数によって次に示すどちらかの方法をとってください。

               
                  	SCHEDULE属性にするRDエリアの数が多い場合

                  	
                     pd_rdarea_open_attribute＝SCHEDULEを指定します。この指定はマスタディレクトリ用RDエリア，データディレクトリ用RDエリア，データディクショナリ用RDエリア，データディクショナリLOB用RDエリア，及びレジストリ用RDエリアを除いたシステム全体のRDエリアに対して有効になります。

                  

                  	SCHEDULE属性にするRDエリアの数が少ない場合

                  	
                     RDエリアを定義するとき，次に示すどちらかのユティリティの制御文で指定します。

                     
                        	
                           データベース初期設定ユティリティ（pdinitコマンド）のopen attributeオペランドにSCHEDULEを指定

                        

                        	
                           データベース構成変更ユティリティ（pdmodコマンド）のopen attributeオペランドにSCHEDULEを指定

                        

                     

                     この指定は指定したRDエリアに対してだけ有効になります。また，pd_rdarea_open_attributeオペランドの指定と併用した場合は，ユティリティの指定が優先されます。

                     
                        	参考

                        	
                           データベース構成変更ユティリティでRDエリアを追加した直後はオープン契機の指定が有効になりません。追加した直後はINITIAL属性になっています。オープン契機の指定を有効にするにはHiRDBを一度終了させた後に再度開始してください。開始モードに関係なく有効になります。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            付録C　障害調査のために必要な情報

            原因を調査するために必要な資料は，大別すると，OSの情報とHiRDBの情報に分かれます。OSの情報はOSのコマンドなどで採取します。HiRDBの情報はHiRDBのコマンドなどで採取します。

            サポートサービスをご利用になる場合，次の表に示す情報が必要になることがあります。トラブルの原因調査に必要な情報を次の表に示します。採取の優先順位を，性能の問題，無応答，異常終了の三つの場合に分けて説明します。最も優先順位の高い項目を1として，7段階で示しています。

            
               表C‒1　障害調査のために必要な情報（OS）
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           項番

                        
                        	
                           取得する情報

                        
                        	
                           取得方法

                        
                        	
                           性能

                        
                        	
                           無応答

                        
                        	
                           異常終了

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           OS情報

                        
                        	
                           pdosinfogetコマンドで取得します。出力情報を取得してください。

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           2

                        
                        	
                           syslogfile

                        
                        	
                           OSの機能（コマンド）で取得します。

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           1

                        
                        	
                           1

                        
                     

                     
                        	
                           3

                        
                        	
                           CPU利用率及びデバイス状況

                        
                        	
                           OSのsarコマンドで取得します。コマンドの詳細については，OSのマニュアルを参照してください。

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           3

                        
                     

                     
                        	
                           4

                        
                        	
                           プロセスのCPU稼働・メモリ状態

                        
                        	
                           OSのtopコマンドで取得します。コマンドの詳細については，OSのマニュアルを参照してください。

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           3

                        
                     

                     
                        	
                           5

                        
                        	
                           仮想メモリ情報

                        
                        	
                           OSのvmstatコマンドで取得します。コマンドの詳細については，OSのマニュアルを参照してください。

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           3

                        
                     

                     
                        	
                           6

                        
                        	
                           ネットワークステータス情報

                        
                        	
                           OSのnetstatコマンドで取得します。コマンドの詳細については，OSのマニュアルを参照してください。

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           3

                        
                     

                  
               

            
            
               表C‒2　障害調査のために必要な情報（HiRDB）
               
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           項番

                        
                        	
                           取得する情報

                        
                        	
                           取得方法

                        
                        	
                           性能

                        
                        	
                           無応答

                        
                        	
                           異常終了

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           1

                        
                        	
                           HiRDB障害情報

                        
                        	
                           pdinfogetコマンドで取得します。出力情報を取得してください。

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                     

                     
                        	
                           2

                        
                        	
                           エラーログファイル

                        
                        	
                           $PDDIR/spool/errlog下のファイルに出力されます。

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                     

                     
                        	
                           3

                        
                        	
                           コマンドログファイル

                        
                        	
                           $PDDIR/spool/cmdlog下のファイルに出力されます。

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                     

                     
                        	
                           4

                        
                        	
                           HiRDBシステム定義の情報

                        
                        	
                           $PDDIR/conf下のファイルをDATなどに取得してください。

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           4

                        
                     

                     
                        	
                           5

                        
                        	
                           表及びインデクスの定義情報

                        
                        	
                           表及びインデクスを定義したときに使用した定義系SQLを記載したファイルをDATなどに取得してください。

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           6

                        
                        	
                           PRFトレース情報ファイル

                        
                        	
                           $PDDIR/spool/pdprf下のファイルに出力されます。PRFトレースの出力ディレクトリは，pd_prf_output_directoryオペランドで変更できます。

                           オンライン性能の低下が許容できる場合，速やかに原因を切り分けられるようにするために，PRFトレース取得レベルに0000007f（詳細レベル）を指定して，資料採取することを推奨します。

                           なお，pd_prf_levelオペランドの指定値を変更しなくても，pdprflevelコマンドを使用することで，HiRDB稼働中に取得レベルを変更することができます。

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           6

                        
                     

                     
                        	
                           7

                        
                        	
                           統計情報

                        
                        	
                           統計情報の出力開始，終了コマンド（pdstbegin，pdstend）で次に示す情報を取得してください。

                           
                              	
                                 システムの稼働に関する統計情報（sys）

                                 推奨取得間隔：1分

                              

                              	
                                 グローバルバッファプールに関する統計情報（buf）

                              

                              	
                                 デファードライト処理に関する統計情報（dfw）

                              

                              	
                                 データベースの入出力に関する統計情報（dio）

                                 推奨取得間隔：1分

                              

                           

                           これらの情報は$PDDIR/spool/pdstj1及びpdstj2に出力されます。

                           統計情報の取得後，統計解析ユティリティ（pdsteditコマンド）で統計情報を編集してください。

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           8

                        
                        	
                           SQLオブジェクト情報※1

                        
                        	
                           pdobils -C -H -Rコマンドで取得します。このコマンドを60秒間隔で実行して，追加書きのリダイレクト（>>）でファイルに出力してください。

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           9

                        
                        	
                           SQLオブジェクト情報※2

                        
                        	
                           pdobilsコマンドの-NオプションにSQLオブジェクト番号を指定して取得します。

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           10

                        
                        	
                           実行中のSQL情報※3

                        
                        	
                           pdobils -U -C -Hコマンドで取得します。このコマンドを実行し，出力される情報をリダイレクト（>）でファイルに出力してください。

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           11

                        
                        	
                           使用中のSQL情報※4

                        
                        	
                           pdobils -A -C -Hコマンドで取得します。このコマンドを実行し，出力される情報をリダイレクト（>）でファイルに出力してください。

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           12

                        
                        	
                           サーバの通信制御情報

                        
                        	
                           pdls -d rpc -aコマンドで取得します。このコマンドを60秒間隔で実行して追加書きのリダイレクト（>>）でファイルに出力してください。そのファイルをDATなどに取得してください。

                           
                              	
                                 推奨取得間隔：60秒

                              

                              	
                                 情報を１回取得するのに必要なディスク容量：約62キロバイト

                              

                           

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           4

                        
                        	
                           4

                        
                     

                     
                        	
                           13

                        
                        	
                           サーバのトランザクションの状態に関する情報

                        
                        	
                           pdls -d trn -aコマンドで取得します。このコマンドを60秒間隔で実行して追加書きのリダイレクト（>>）でファイルに出力してください。そのファイルをDATなどに取得してください。

                           
                              	
                                 推奨取得間隔：60秒

                              

                              	
                                 情報を１回取得するのに必要なディスク容量：約30キロバイト

                              

                           

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           5

                        
                     

                     
                        	
                           14

                        
                        	
                           サーバのプロセスの状態に関する情報

                        
                        	
                           pdls -d prc -aコマンドで取得します。このコマンドを60秒間隔で実行して追加書きのリダイレクト（>>）でファイルに出力してください。そのファイルをDATなどに取得してください。

                           
                              	
                                 推奨取得間隔：60秒

                              

                              	
                                 情報を１回取得するのに必要なディスク容量：約28キロバイト

                              

                           

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           5

                        
                     

                     
                        	
                           15

                        
                        	
                           サーバの排他制御に関する情報

                        
                        	
                           pdls -d lck -aコマンドで取得します。このコマンドを60秒間隔で実行して追加書きのリダイレクト（>>）でファイルに出力してください。そのファイルをDATなどに取得してください。

                           
                              	
                                 推奨取得間隔：60秒

                              

                              	
                                 情報を１回取得するのに必要なディスク容量：約62キロバイト

                              

                           

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           16

                        
                        	
                           グローバルバッファ使用状況に関する情報

                        
                        	
                           pdbuflsコマンドで取得します。このコマンドを60秒間隔で実行して追加書きのリダイレクト（>>）でファイルに出力してください。そのファイルをDATなどに取得してください。

                           
                              	
                                 推奨取得間隔：60秒

                              

                              	
                                 情報を１回取得するのに必要なディスク容量：約3キロバイト

                              

                           

                        
                        	
                           5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           17

                        
                        	
                           SQLトレースファイル及びエラーログファイル

                        
                        	
                           クライアント環境定義のPDCLTPATHオペランドで指定したディレクトリ下に出力されます。PDCLTPATHオペランドを省略した場合は，APを実行しているカレントディレクトリ下に出力されます。

                           出力されたファイルをDATなどに取得してください。ファイル名はpderr又はpdsqlで始まっています。

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           5

                        
                     

                     
                        	
                           18

                        
                        	
                           システムログファイル

                        
                        	
                           pdlogunldコマンドでシステムログをアンロードします。アンロードログファイルをDATなどに取得してください。

                        
                        	
                           6

                        
                        	
                           7

                        
                        	
                           6

                        
                     

                     
                        	
                           19

                        
                        	
                           コアファイル

                        
                        	
                           ユティリティが無応答になった場合は次に示す手順でコアファイルを取得してください。

                           〈手順〉

                           
                              	
                                 pdls -d prc -aコマンドで，ユティリティのサーバプロセスIDを確認してください。

                              

                              	
                                 pdcancel -dコマンドで，1で確認したサーバプロセスをキャンセルしてください。

                              

                              	
                                 pdinfogetコマンドで，コアファイルを取得してください※5

                              

                           

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           3

                        
                        	
                           −

                        
                     

                     
                        	
                           20

                        
                        	
                           HiRDBが異常終了した場合は次に示す手順でコアファイルを取得してください。

                           〈手順〉

                           pdinfogetコマンドで，コアファイルを取得してください※5

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           −

                        
                        	
                           3

                        
                     

                     
                        	
                           21

                        
                        	
                           コマンド代行ログファイル

                        
                        	
                           コマンド実行権限変更機能を適用している場合に，$PDDIR/spool/pdcmdact1及びpdcmdact2に出力されます。

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                        	
                           2

                        
                     

                  
               

            
            
               	（凡例）

               	
                  −：情報を取得する必要はありません。

               

               	注※1　必要なディスク容量は次の計算式で算出してください。

               	
                  　　　n
1000＋Σ（2500＋SQL文長）（単位：バイト）
　　　k=1

                  n：SQLオブジェクトバッファに格納しているSQLオブジェクト数

                  SQLオブジェクトバッファに格納しているSQLオブジェクト数は，「システムの稼働に関する統計情報」のSQLオブジェクト用バッファのSQLオブジェクト数の平均値と，ストアドプロシジャのオブジェクト数の平均値を足した数を使用してください。システムの稼働に関する統計情報は，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」の「統計解析ユティリティ（pdstedit）」の説明を参照してください。

               

               	注※2　必要なディスク容量は次の計算式で算出してください。

               	
                  500＋SQLオブジェクト長（単位：バイト）

                  SQLオブジェクト長は，-Nオプション指定のpdobilsコマンドで表示される「SIZE（サイズ）」の値を使用してください。「SIZE（サイズ）」については，マニュアル「HiRDB
                     コマンドリファレンス」のpdobilsコマンドの説明を参照してください。

               

               	注※3　必要なディスク容量は次の計算式で算出してください。

               	
                  　　　n
1000＋Σ（3000＋SQL文長）（単位：バイト）
　　　k=1

                  n：SQLを実行しているUAP数

                  SQLを実行しているUAP数は，pd_max_usersオペランドの値を使用してください。

                  SQL文長は，UAP中で使用している最も長いSQL文長の値を使用してください。

               

               	注※4　必要なディスク容量は次の計算式で算出してください。

               	
                  　　　n
1000＋Σ（（3000＋SQL文長）×ｍ）（単位：バイト）
　　　k=1

                  n：SQLを使用しているUAP数

                  SQLを使用しているUAP数は，pd_max_usersオペランドの値を使用してください。

                  SQL文長は，UAP中で使用している最も長いSQL文長の値を使用してください。

                  m：UAPで使用しているSQL数

                  UAPで使用しているSQL数は，pd_max_access_tablesオペランドの値を使用してください。

               

               	注※5　LinuxでOSの設定によってcoreファイルの出力がOS管理となる場合，pdinfocoregetコマンドでcoreファイルを取得してください。

               	
                  pdinfocoregetコマンドについては，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

               

               	注

               	
                  
                     	
                        必要なディスク容量は参考値です。この値はシステム構成などによって変動します。

                     

                     	
                        リダイレクトで追加書きするファイルはファイル容量が単調増加するため，ディスク容量を圧迫します。したがって，ファイルを切り替えて一定世代で再使用する汎用シェルスクリプトを作成してください。

                     

                  

               

            

         
         
            付録D　HiRDBを24時間連続稼働するときの注意

            ここでは，HiRDBを24時間連続稼働するときにお勧めする運用方法，及び注意事項について説明します。説明する項目は次のとおりです。

            
               	
                  システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）

               

               	
                  HiRDBシステム定義の指定

               

               	
                  バックアップの取得

               

               	
                  データベースの再編成

               

               	
                  使用中空きページとページ内の空き領域の再利用

               

               	
                  RDエリアの拡張

               

               	
                  グローバルバッファの動的変更

               

               	
                  トラブルシュート情報の削除

               

               	
                  系切り替え機能

               

               	
                  プログラムメンテナンス機能（修正版レベルのバージョンアップ）

               

               	
                  回復不要FES（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               

            

            
               付録D.1　システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）

               HiRDBシステム定義（UAP環境定義を除く）を変更する場合はHiRDBを終了する必要がありますが，システム構成変更コマンドを使用すると，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できます。このため，次に示すことをHiRDBの稼働中に実行できます。

               
                  	
                     ユニットの追加，削除，及び移動

                  

                  	
                     サーバの追加，削除，及び移動

                  

                  	
                     システムファイルの追加

                  

                  	
                     グローバルバッファの追加，削除，及び変更

                  

               

               24時間連続で稼働するようなシステムにはこのシステム構成変更コマンドが非常に便利です。このコマンドの使い方については次に示す箇所を参照してください。

               
                  	
                     システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

                  

                  	
                     ユニット又はサーバの追加，削除，移動については，「システム構成を変更する方法」を参照してください。

                  

                  	
                     システムファイルの追加については，「システムログファイルを新規追加する場合」，「シンクポイントダンプファイルを新規追加する場合」，又は「ステータスファイルを新規追加する場合」を参照してください。

                  

                  	
                     グローバルバッファの追加，削除，及び変更については，「RDエリアを作成する方法（RDエリアの追加）」を参照してください。

                  

               

               なお，システム構成変更コマンドを使用する場合はHiRDB Advanced High Availabilityが必要になります。

               
                  	注意事項

                  	
                     HiRDBの稼働状況によっては，pdchgconfコマンドが実行できないことがあります。詳細については，マニュアル「HiRDBの稼働状況によっては，pdchgconfコマンドが実行できないことがあります。詳細については，マニュアル「HiRDB
                        コマンドリファレンス」のpdchgconfコマンドの説明を参照してください。

                  

               

            
            
               付録D.2　HiRDBシステム定義の指定

               HiRDBシステム定義のオペランドを変更するには，HiRDBを一度終了する必要があります。そのため，次の表に示すオペランドについては先を見越して指定値を決めてください。HiRDBを24時間連続稼働するときに指定値に留意するオペランドを次の表に示します。

               なお，HiRDB Advanced High Availabilityを導入した場合はシステム構成変更コマンドを使用できるため，HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更できます。

               
                  表D‒1　HiRDBを24時間連続稼働するときに指定値に留意するオペランド
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              オペランド名

                           
                           	
                              留意事項

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              pd_max_users

                              pd_max_server_process

                              pd_max_bes_process

                              pd_max_dic_process

                           
                           	
                              同時接続クライアント数が増える見込みがある場合は，これらのオペランドの指定値に余裕を持たせてください。また，pd_process_countオペランドの値を小さくすることで，不要な（接続していない）サーバプロセス数をできるだけ抑えられます。

                              なお，pd_max_server_processオペランドを省略すると，このオペランドの値をHiRDBが自動計算します。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_stj_file_size

                           
                           	
                              取得する統計情報によってファイル容量は異なりますが，省略値より大きい値にすることをお勧めします。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_spd_syncpoint_skip_limit

                           
                           	
                              このオペランドを指定する場合は，今後実行する予定のバッチジョブで扱うデータ量を意識してください。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_lck_pool_size

                           
                           	
                              業務の形態が変わってコミットまでに排他を掛けるリソース数が増える可能性がある場合，それを含めてこのオペランドの値を決めてください。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_lck_until_disconnect_cnt

                           
                           	
                              業務の形態が変わる可能性がある場合，それを含めてこのオペランドの値を決めてください。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_sds_shmpool_size

                              pd_dic_shmpool_size

                              pd_bes_shmpool_size

                           
                           	
                              これらのオペランドの指定値は，ほかのオペランドの指定値から算出します。したがって，ほかのオペランドの指定値を変更した場合，これらのオペランドの指定値を再計算する必要があります。どのオペランドの指定値に依存するかについては，マニュアル「HiRDB
                                 システム導入・設計ガイド」の「シングルサーバが使用する共用メモリの計算式」又は「各サーバが使用する共用メモリの計算式」を参照してください。

                              なお，これらのオペランドを省略すると，これらのオペランドの値をHiRDBが自動計算します。

                           
                        

                        
                           	
                              pdlogadfg -d sys

                              pdlogadpf -d sys

                           
                           	
                              システムログファイルの総容量は余裕を持たせるようにしてください。これらのオペランドで予約ファイルを定義しておいて，必要に応じてシステムログファイルの実体を追加できます。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_svr_castoff_size

                           
                           	
                              サーバプロセスが常駐したままだと使用メモリ量が増加するため，このオペランドの指定を検討してください。

                           
                        

                        
                           	
                              pd_log_sdinterval

                           
                           	
                              経過時間に０を指定しないでください。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               付録D.3　バックアップの取得

               インナレプリカ機能を使用することをお勧めします。インナレプリカ機能を使用すると，バックアップの取得中にデータベースを参照及び更新できます。インナレプリカ機能を使用したバックアップの取得を次の図に示します。

               
                  図D‒1　インナレプリカ機能を使用したバックアップの取得
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     レプリカのデータベースを使用してバックアップを取得します。バックアップの取得中はマスタのデータベースを参照及び更新できます。

                     マスタのデータベースに障害が発生した場合，レプリカのデータベースのバックアップを使用してマスタのデータベースを回復できます。

                  

               

               インナレプリカ機能については，マニュアル「インナレプリカ機能 HiRDB Staticizer Option」を参照してください。

               ●インナレプリカ機能を使用しない場合

               インナレプリカ機能を使用しない場合は，更新可能モード（-M s指定）でバックアップを取得することをお勧めします。この場合，次に示す注意事項があります。

               
                  	
                     バックアップの取得中に更新トランザクションとの排他待ちでpdcopyコマンドがタイムアウトする可能性があります。これを回避するには，pdcopyコマンドの排他待ち限界経過時間（-jオプション）を長くするか，又は更新トランザクションが発行されないときにpdcopyコマンドを実行するようにしてください。

                  

                  	
                     データベースをバックアップ取得時点に回復できません。バックアップ取得時点以降の任意の同期点への回復だけとなります。したがって，データベースを回復するには，バックアップ及びバックアップ取得直前のシンクポイントからのシステムログが必要になります。最新の同期点にデータベースを回復する場合，データベース複写ユティリティの処理結果出力ファイルに，RDエリアを回復するときに必要なシステムログファイルのランID及び世代番号が出力されます。それ以降のシステムログファイルをすべて管理してください。

                     なお，バックアップ取得時点以降の最初の同期点にデータベースを回復する場合は，バックアップ取得前の最後の同期点からバックアップ取得後の最初の同期点までのシステムログファイルを管理してください。

                  

               

            
            
               付録D.4　データベースの再編成

               インナレプリカ機能を使用することをお勧めします。インナレプリカ機能を使用すると，データベースの再編成中にデータベースを参照及び更新できます。これを更新可能なオンライン再編成といいます。インナレプリカ機能を使用しないと，再編成中のデータベースを参照及び更新できません。また，業務処理をレプリカのデータベースで実行するため，オンライン業務に対する影響を最小限に抑えられます。インナレプリカ機能を使用したデータベースの再編成を次の図に示します。

               
                  図D‒2　インナレプリカ機能を使用したデータベースの再編成
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	〔説明〕

                  	
                     マスタのデータベースに対してデータベース再編成ユティリティ（pdrorgコマンド）でデータベースを再編成し，レプリカのデータベースはオンライン業務に使用します。

                     再編成を行う前にデータベースの静止化及びカレントデータベースの切り替えを行います。この間はデータベースを参照及び更新できません。カレントデータベースを切り替えた後，マスタのデータベースに対して再編成を実行し，レプリカのデータベースをオンライン業務に使用します。再編成が終了した後に，レプリカのデータベースのシステムログを入力情報にして再編成中に行われた更新処理をマスタのデータベースに反映します。これを追い付き反映処理といいます。

                  

               

               インナレプリカ機能については，マニュアル「インナレプリカ機能 HiRDB Staticizer Option」を参照してください。

               ●インナレプリカ機能を使用しない場合

               インナレプリカ機能を使用しない場合，再編成中の表はEX（排他モード）で排他されるため，UAPが排他待ちとならないように再編成対象表を格納しているRDエリアをpdholdコマンドで閉塞状態にすることをお勧めします。閉塞状態のRDエリアはアクセスできないため，再編成対象表にアクセスしたUAPは排他待ちにならないですぐに終了します。再編成対象表にアクセスできない時間を設定してその間に表を再編成してください。

            
            
               付録D.5　使用中空きページとページ内の空き領域の再利用

               行の挿入及び削除を繰り返す業務では表やインデクスの格納効率が悪くなり，性能低下の一因になります。そのため，定期的にデータベース再編成ユティリティで表やインデクスを再編成する必要があります。しかし，ユティリティの実行中はほかのUAP又はユティリティからその表やインデクスをアクセスできないため，その表をアクセスする業務を停止する必要があります。業務を停止できないため表又はインデクスを再編成できない場合に，次に示す機能を使用してください。

               
                  	
                     使用中空きページ及び使用中空きセグメントの解放

                  

                  	
                     空き領域の再利用機能

                  

               

               使用中空きページ及び使用中空きセグメントを解放すると使用中空きページ及び使用中空きセグメントを再利用でき，空き領域の再利用機能を使用するとページ内の空き領域を再利用できます。これらの機能を組み合わせるとデータの格納効率が上がり，性能低下を抑えられるため，表又はインデクスを再編成するサイクルを長くできます。

               
                  (1)　使用中空きページ及び使用中空きセグメントの解放

                  バッチジョブなどで表データを大量に削除すると，その表データを格納しているページ（データページ）の一部が使用中空きページになることがあります。また，インデクスを定義している場合は，インデクスのキー値を格納しているページ（インデクスページ）の一部が使用中空きページになります。空きページ解放ユティリティ（pdreclaimコマンド）を実行すると，この使用中空きページを未使用ページ化して再利用できます。これを使用中空きページの解放といいます。また，使用中空きセグメントを未使用セグメント化して再利用できます。これを使用中空きセグメントの解放といいます。

                  使用中空きページ及び使用中空きセグメントの解放については，「使用中空きページ及び使用中空きセグメントを再利用する方法」を参照してください。

               
               
                  (2)　空き領域の再利用機能

                  INSERT，又はUPDATE処理でセグメント内にデータを格納できない場合，未使用セグメントを新たに割り当てないで，使用中セグメント内の空き領域（ページ内の空き領域）にデータを格納します。これを空き領域の再利用機能といいます。この機能を使用すると，データの削除によって発生したむだな空き領域を再利用できます。

                  空き領域の再利用機能を使用する場合は，CREATE TABLE実行時にSEGMENT REUSEを指定してください。空き領域の再利用機能については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
            
            
               付録D.6　RDエリアの拡張

               データの追加によってRDエリアの容量不足が発生する可能性があります。次に示す施策を行ってください。

               
                  (1)　RDエリアの自動増分

                  RDエリアが容量不足になったとき，HiRDBファイルシステム領域内に空き領域があれば，自動的にセグメントを追加してRDエリアの容量を拡張します。これをRDエリアの自動増分といいます。RDエリアの自動増分については，「RDエリアの自動増分」を参照してください。

                  なお，RDエリアの自動増分時に業務を停止する必要はありません。

               
               
                  (2)　RDエリアの拡張

                  (1)で説明したRDエリアの自動増分回数には限りがあります。自動増分できなくなった場合は，RDエリアを拡張してください。RDエリアの拡張方法については，「RDエリアの容量を大きくする方法（RDエリアの拡張）」を参照してください。

                  なお，RDエリアを構成するHiRDBファイル数の上限は16です。これ以上のHiRDBファイルの追加はできません。

                  また，RDエリアの拡張時に業務を停止する必要はありません。

               
               
                  (3)　RDエリアの再初期化

                  (2)で説明したRDエリアの拡張には限りがあります。拡張できなくなった場合は，RDエリアを再初期化してRDエリアの容量を大きくしてください。RDエリアの再初期化方法については，「RDエリアの容量又は属性を変更する方法（RDエリアの再初期化）」を参照してください。

                  なお，RDエリアを再初期化するときは，再初期化対象RDエリアにアクセスできなくなります。そのため，なるべく(1)(2)の方法でRDエリアを拡張してください。

               
            
            
               付録D.7　グローバルバッファの動的変更

               HiRDB Advanced High Availabilityを導入して，pd_dbbuff_modifyオペランドにYを指定することをお勧めします。そうすると，HiRDBの稼働中にグローバルバッファを追加，変更，又は削除できます。これをグローバルバッファの動的変更といいます。例えば，次に示す場合にグローバルバッファを動的変更してください。

               
                  	
                     追加したRDエリアにグローバルバッファを割り当てる場合

                  

                  	
                     RDエリアの割り当て先グローバルバッファを変更する場合

                  

                  	
                     グローバルバッファのチューニングの結果，グローバルバッファの定義を変更する場合

                  

               

               動的変更したグローバルバッファの情報はHiRDBを正常終了又は計画停止すると無効になるため，HiRDBを終了したときにpdbufferオペランドの指定値を変更してください。なお，システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用すると，HiRDBの稼働中にpdbufferオペランドの指定値を変更できます。

               グローバルバッファの動的変更については，「HiRDBの稼働中にグローバルバッファを追加，変更，又は削除する方法（グローバルバッファの動的変更）」を参照してください。システム構成変更コマンドでHiRDBシステム定義を変更する方法については，「HiRDBの稼働中にHiRDBシステム定義を変更する方法（システム構成変更コマンド）」を参照してください。

            
            
               付録D.8　トラブルシュート情報の削除

               サーバプロセス，又はクライアントの強制終了時などに，HiRDBは$PDDIR/spool下にトラブルシュート情報を出力します。また，コマンド又はユティリティを［Ctrl＋C］キーを押すなどして途中終了させると，$PDDIR/tmp下にコマンド又はユティリティが出力した作業用一時ファイルが削除されないで残ります。これらのファイルを残しておくと，HiRDB運用ディレクトリがあるディスクの容量を圧迫する原因になります。HiRDB運用ディレクトリがあるディスクの容量が不足するとHiRDBが異常終了することがあるため，HiRDBは次に示すファイルを定期的に削除します。

               
                  	
                     トラブルシュート情報ファイル（$PDDIR/spool下のファイル）

                  

                  	
                     作業用一時ファイル（$PDDIR/tmp下のファイル）

                  

                  	
                     pd_tmp_directoryオペランドに指定したディレクトリ下のファイル

                  

               

               通常は24時間ごとに削除します。この削除間隔をpd_spool_cleanup_intervalオペランドで変更できます。また，pd_spool_cleanup_interval_levelオペランドで指定した日より前に出力されたファイルだけを削除するという指定ができます。

               このほかにも，pdcspoolコマンドでトラブルシュート情報ファイルを削除できます。作業用一時ファイル（$PDDIR/tmp下のファイル）も削除できます。

               なお，pdcspoolコマンドのオプション又はpd_spool_cleanup_interval_levelオペランドの指定で，削除するトラブルシュート情報を選択できます。

               
                  	注意事項

                  	
                     
                        	
                           HiRDB管理者以外のユーザが実行したコマンド又はユティリティによって出力されたトラブルシュート情報ファイルは削除されないことがあります。この場合，トラブルシュート情報ファイルの削除権限を持つユーザがOSのrmコマンドなどでファイルを削除してください。

                        

                        	
                           pd_tmp_directoryオペランドを指定しないで，環境変数TMPDIRだけを指定している場合，HiRDBの運用コマンド又はユティリティを中断すると，HiRDBはTMPDIRに指定したディレクトリ下に"pdcmd"又は"plcmd"で始まるファイルを作成することがあります。HiRDBの運用コマンド又はユティリティが終了した後も"pdcmd"及び"plcmd"で始まるファイルが削除されない場合は，OSのrmコマンドなどでこれらのファイルを削除してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               付録D.9　系切り替え機能

               系切り替え機能を使用する場合，次に示す機能を使用することをお勧めします。これらの機能を使用すると，系の切り替え時間を短縮できるため，業務停止時間を最小限に抑えられます。

               
                  	
                     高速系切り替え機能

                  

                  	
                     スタンバイレス型系切り替え機能

                  

                  	
                     トランザクションキューイング機能（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                  

               

               
                  (1)　高速系切り替え機能

                  待機系HiRDBのサーバプロセス及びシステムサーバをあらかじめ起動しておいて，系の切り替え時にサーバプロセス及びシステムサーバの起動処理をしません。これを高速系切り替え機能といいます。系の切り替え時にサーバプロセス及びシステムサーバの起動処理がない分，系の切り替え時間を短縮できます。高速系切り替え機能については，「高速系切り替え機能」を参照してください。

               
               
                  (2)　スタンバイレス型系切り替え機能

                  待機系HiRDBを準備するスタンバイ型系切り替え機能とは異なり，スタンバイレス型系切り替え機能では待機系HiRDBを準備する必要がありません。障害が発生した場合は待機系HiRDBに系を切り替えるのではなく，稼働中のほかのユニットに処理を代行させます。これをスタンバイレス型系切り替え機能といいます。稼働中のユニットを利用するため，系の切り替え時間を短縮できます。

               
               
                  (3)　トランザクションキューイング機能

                  バックエンドサーバ又はディクショナリサーバがあるユニットで系切り替えが発生すると，系の切り替えが完了するまでこのバックエンドサーバ又はディクショナリサーバはトランザクションを受け付けられない状態になります。そのため，系切り替え中のバックエンドサーバ又はディクショナリサーバで処理するトランザクションがエラーになります。

                  これらのトランザクションをエラーにしないで，系切り替えが完了するまでフロントエンドサーバでトランザクションをキューイングします。これをトランザクションキューイング機能といいます。これによって，系切り替え時のトランザクションエラーを少なくできます。トランザクションキューイング機能については，次の箇所を参照してください。

                  
                     	
                        スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「トランザクションキューイング機能（高速系切り替え機能限定）」

                     

                     	
                        1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「トランザクションキューイング機能」

                     

                     	
                        影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「トランザクションキューイング機能」

                     

                  

                  
                     	●計画系切り替え時のトランザクションキューイング機能の利用

                     	
                        pdtrnqingコマンドでトランザクションキューイングを開始できます。計画系切り替えを行うときにpdtrnqingコマンドでトランザクションキューイングを開始しておくと，計画系切り替え中も新規トランザクションがキューイングされるため，計画系切り替え中にUAPを実行してもエラーになりません。

                        トランザクションキューイング機能を使用した計画系切り替えについては，次の箇所を参照してください。

                        ・スタンバイ型系切り替え（モニタモード）の場合：「計画系切り替え」

                        ・スタンバイ型系切り替え（サーバモード）の場合：「計画系切り替え」

                        ・1:1スタンバイレス型系切り替えの場合：「計画系切り替え」

                        ・影響分散スタンバイレス型系切り替えの場合：「計画系切り替え」

                     

                  

               
            
            
               付録D.10　プログラムメンテナンス機能（修正版レベルのバージョンアップ）

               修正版レベルのバージョンを上げる場合（これを修正版HiRDBへの入れ替えといいます）は，HiRDBを正常終了する必要はありません。プログラムメンテナンス機能を使用すると，HiRDBを稼働したまま修正版レベルのバージョンを上げられます。

               なお，ここでいう修正版レベルのバージョンとは，07-02-01のように，稼働中のHiRDBとバージョン番号及びリビジョン番号が同じで，「-mn」のコードがあるものです（下線部がコード）。07-02より前のバージョンの場合，mは/，英字（I，O，P〜Tを除く），又は数字，nはＡ〜Zのアルファベットです。07-02以降はm，nは共に数字です。例えば，07-02-01から07-02-02へのバージョンアップは，HiRDBを正常終了しなくてもできます。これによって，業務を停止することなく修正版レベルのバージョンを上げられます。プログラムメンテナンス機能については，マニュアル「HiRDB
                  システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
                  	注意事項

                  	
                     HiRDBの稼働状況によっては，pdprgrenewコマンドが実行できないことがあります。詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」のpdprgrenewコマンドの説明を参照してください。

                  

               

            
            
               付録D.11　回復不要FES（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               フロントエンドサーバのユニットが異常終了した場合，このフロントエンドサーバから実行していたトランザクションが未決着状態になることがあります。未決着状態のトランザクションはデータベースの排他を確保しているため，ほかのトランザクションのデータベースへの参照又は更新が制限されます。未決着状態のトランザクションはフロントエンドサーバから決着処理を行う必要があるため，フロントエンドサーバのユニットの障害を回復した後にユニットを再開始する必要がありました。

               回復不要FESを使用すると，フロントエンドサーバのユニットが異常終了した場合に未決着状態となっていたトランザクションを自動的に決着できます（フロントエンドサーバの再開始を待たないでトランザクションを決着できます）。これによって，フロントエンドサーバのユニットを系切り替え構成にしないアプリケーションサーバに配置して，フロントエンドサーバのユニットを縮退運用できます。

               また，pdrplstart及びpdrplstopコマンドは，すべてのユニットとサーバが稼働中の場合に実行できますが，回復不要FESを使用しているときは，回復不要FES又は回復不要FESユニットが停止していても実行できます。

               回復不要FESについては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               なお，回復不要FESを使用するにはHiRDB Non Recover FESが必要になります。

            
         
         
            付録E　性能向上機能の運用

            ここでは，性能向上を目的とした機能，及びその運用方法について説明します。

            
               付録E.1　バックエンドサーバ接続保持機能（HiRDB/パラレルサーバ限定）

               
                  (1)　バックエンドサーバ接続保持機能とは

                  HiRDB/パラレルサーバの場合，トランザクションの開始時にフロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続処理が発生するため，高トラフィック及び高スループットが求められるシステムでは，この接続処理が性能ネックになることがあります。バックエンドサーバ接続保持機能を使用すると，トランザクションの終了時にフロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続切断処理を行いません。このため，以降に実行されるトランザクションが同じバックエンドサーバを使用する場合，フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続処理が発生しなくなります。したがって，フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続処理が性能ネックになることを防げます。

                  バックエンドサーバ接続保持機能を使用する場合のトランザクションの流れを次の図に示します。

                  
                     図E‒1　バックエンドサーバ接続保持機能を使用する場合のトランザクションの流れ
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	参考

                     	
                        
                           	
                              バックエンドサーバ接続保持機能を使用すると，フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続切断処理も削減されますが，接続切断処理が削減されても性能上の効果はあまりありません。

                           

                           	
                              バックエンドサーバ接続保持機能を使用しても，フロントエンドサーバとディクショナリサーバの接続は保持されません。トランザクション終了時にフロントエンドサーバとディクショナリサーバの接続切断処理を行います。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　適用基準

                  
                     	
                        フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続処理に掛かる時間は通常数ミリ秒〜数十ミリ秒のため，トランザクションの実行時間が短い（数十ミリ秒〜2秒くらい）システムでこの機能を使用してください。トランザクションの実行時間が長いシステムでこの機能を使用した場合，性能向上は見込まれません。

                     

                     	
                        次に示すようなシステムでHiRDBに常時接続する場合は，バックエンドサーバが使用されないのにフロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続を保持することがあるため，メモリ，ソケット，通信ポートなどの資源を圧迫します（それぞれの資源が常に高負荷時の資源を確保することになります）。したがって，バックエンドサーバ接続保持機能をこの環境下で使用する場合は注意が必要です。

                        
                           	
                              トランザクションの負荷が低いシステム

                           

                           	
                              使用するバックエンドサーバに偏りがあるシステム（極端に使用頻度の低いバックエンドサーバに対しては，バックエンドサーバ接続保持機能を使用しないでください）

                           

                        

                     

                     	
                        HiRDB XAライブラリを使用している場合，使用するトランザクションマネジャによっては1接続が1トランザクションになります。この場合，バックエンドサーバ接続保持機能を使用しても効果がありません。使用できるXAライブラリ一覧については，マニュアル「HiRDB
                           UAP開発ガイド」の各トランザクションマネジャが使用するライブラリ一覧を参照してください。

                     

                  

               
               
                  (3)　環境設定

                  バックエンドサーバ接続保持機能を使用する場合は次に示す環境設定をしてください。

                  
                     	
                        バックエンドサーバ接続保持機能の設定

                     

                     	
                        バックエンドサーバ接続保持時間の設定

                     

                     	
                        クライアントの最大待ち時間の設定

                     

                     	
                        バックエンドサーバプロセス数の設定

                     

                  

                  
                     (a)　バックエンドサーバ接続保持機能の設定

                     バックエンドサーバ接続保持機能を使用する場合は，次に示すどちらかのオペランドを指定してください（両方指定してもかまいません）。

                     
                        	
                           pd_bes_connection_holdオペランド

                        

                        	
                           クライアント環境定義のPDBESCONHOLDオペランド

                        

                     

                     pd_bes_connection_holdオペランドを指定すると，全UAPに対してバックエンドサーバ接続保持機能が適用されます。クライアント環境定義のPDBESCONHOLDオペランドを指定すると，PDBESCONHOLDオペランドを指定したクライアントから実行するUAPに対してだけバックエンドサーバ接続保持機能が適用されます。なお，二つのオペランドの優先順位は2，1の順になります。オペランドの組み合わせの例を次に示します。

                     
                        	
                           pd_bes_connection_hold = Yを指定した場合

                           全UAPに対してバックエンドサーバ接続保持機能が適用されます。

                        

                        	
                           PDBESCONHOLD = YESを指定した場合

                           このオペランドを指定したクライアントから実行するUAPに対してだけバックエンドサーバ接続保持機能が適用されます。

                        

                        	
                           pd_bes_connection_hold = Y，PDBESCONHOLD = NOを指定した場合

                           PDBESCONHOLD = NOを指定したクライアントから実行するUAPに対しては，バックエンドサーバ接続保持機能を適用しません。それ以外のUAPに対してはバックエンドサーバ接続保持機能が適用されます。

                        

                     

                  
                  
                     (b)　バックエンドサーバ接続保持時間の設定

                     バックエンドサーバ接続保持機能を使用する場合は，バックエンドサーバ接続保持時間を指定してください。バックエンドサーバ接続保持時間を超えると，次に実行されるトランザクションの終了時にフロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続を切断します。

                     
                        	バックエンドサーバ接続保持時間の計測期間

                        	
                           バックエンドサーバ接続保持時間の計測開始時点と計測終了時点を次に示します。

                           
                              	
                                 計測開始時点：トランザクション処理が終了した時点

                              

                              	
                                 計測終了時点：次のトランザクション処理を開始した時点

                              

                           

                           バックエンドサーバ接続保持時間の計測期間とHiRDBの処理を次の図に示します。

                           
                              図E‒2　バックエンドサーバ接続保持時間の計測期間とHiRDBの処理
                              [image: [図データ]]

                           
                        

                        	〔説明〕

                        	
                           
                              	
                                 ［1］の期間はバックエンドサーバ接続保持時間以内のため，FESとBES1の接続を保持します。

                              

                              	
                                 ［2］の期間はバックエンドサーバ接続保持時間を超えたため，トランザクション（トランザクション3）の終了時にFESとBES2の接続を切断します。次に実行されるトランザクション（トランザクション4）の開始時に，FESとBES2の接続処理が発生します。

                              

                           

                        

                        	注意事項

                        	
                           バックエンドサーバ接続保持時間を超えた時点で，フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続切断処理が発生するわけではありません。その点を間違えないようにしてください。バックエンドサーバ接続保持時間を超えたときのHiRDBの処理についてまとめると，次のようになります。

                           
                              	
                                 バックエンドサーバ接続保持時間を超えたとき

                                 HiRDBの処理は特にありません。

                              

                              	
                                 トランザクションの開始時

                                 フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続は保持されているため，フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続処理は発生しません。

                              

                              	
                                 トランザクションの終了時

                                 フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続切断処理が発生します。

                              

                              	
                                 次回のトランザクションの開始時

                                 フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続処理が発生します。

                              

                           

                        

                        	バックエンドサーバ接続保持時間の目安

                        	
                           
                              	
                                 UAPの接続時間が短いシステムの場合は，バックエンドサーバ接続保持時間に０を指定してください。

                              

                              	
                                 常時接続，UAPの接続時間が長いシステムの場合は，バックエンドサーバ接続保持時間を指定しないで，省略値（1秒）を使用してください。

                              

                           

                        

                        	バックエンドサーバ接続保持時間に0を指定した場合の動作

                        	
                           バックエンドサーバ接続保持時間に0を指定した場合は，時間監視を行わないで，フロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続を保持し続けます。ただし，「接続保持が解除される場合」で示す場合は，接続を切断します。

                        

                        	バックエンドサーバ接続保持時間の指定方法

                        	
                           バックエンドサーバ接続保持時間は，次に示すどちらかのオペランドで指定します（両方指定してもかまいません）。

                           
                              	
                                 pd_bes_conn_hold_trn_intervalオペランド

                              

                              	
                                 クライアント環境定義のPDBESCONHTIオペランド

                              

                           

                           pd_bes_conn_hold_trn_intervalオペランドで指定したバックエンドサーバ接続保持時間は，全UAPに対して適用されます。クライアント環境定義のPDBESCONHTIオペランドで指定したバックエンドサーバ接続保持時間は，PDBESCONHTIオペランドを指定したクライアントから実行するUAPに対してだけ適用されます。なお，二つのオペランドの優先順位は2，1の順になります。オペランドの組み合わせの例を次に示します。

                           
                              	・pd_bes_conn_hold_trn_interval = 10を指定した場合

                              	
                                 全UAPに対してバックエンドサーバ接続保持時間が10秒になります。

                              

                              	・PDBESCONHTI = 10を指定した場合

                              	
                                 このオペランドを指定したクライアントから実行するUAPに対してバックエンドサーバ接続保持時間が10秒になります。

                              

                              	・pd_bes_conn_hold_trn_interval = 10，PDBESCONHTI = 20を指定した場合

                              	
                                 PDBESCONHTIオペランドを指定したクライアントから実行するUAPに対しては，バックエンドサーバ接続保持時間が20秒になります。それ以外のUAPに対してはバックエンドサーバ接続保持時間が10秒になります。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (c)　クライアントの最大待ち時間の設定

                     接続保持中のバックエンドサーバのユニットが異常終了した場合，そのバックエンドサーバで次に実行されるトランザクションがエラー，又は無応答状態になることがあります。また，トランザクションキューイング機能を使用している場合，pd_ha_trn_restart_retry_timeによるリトライ処理が行われないでエラー，又は無応答状態になることがあります（計画系切り替えのときも同様です）。このため，クライアント環境定義のPDCWAITTIMEオペランドでクライアントの最大待ち時間を指定して，トランザクションがエラー，又は無応答状態になったときに備えてください。PDCWAITTIMEオペランドの値を超えても応答がない場合はトランザクションがキャンセルされます。

                  
                  
                     (d)　バックエンドサーバプロセス数の設定

                     バックエンドサーバ接続保持機能を使用する場合，個々のバックエンドサーバプロセス数をシステム内の全フロントエンドサーバプロセス数より大きくしてください。そのためには，システム定義のオペランドの指定値を次に示す条件式を満たすように設定してください。

                     
                        	pd_max_bes_processオペランドの値≧

                        	
                           　　　　　　　　pd_max_usersオペランドの値×フロントエンドサーバ数

                        

                     

                     この条件式を満たさない場合，バックエンドサーバプロセス数が不足し，メッセージキュー監視機能によってHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了したり，SQLがエラーになったりすることがあります。

                     また，UAPが動いている状態でユティリティを実行する場合，バックエンドサーバプロセス数にはユティリティの分の余裕値を確保してください。

                  
               
               
                  (4)　注意事項

                  
                     (a)　定義系SQLを実行しないでください

                     定義系SQLを実行するUAPに対しては，バックエンドサーバ接続保持機能を使用しないでください。定義系SQLを実行するUAPに対してこの機能を使用すると，フロントエンドサーバとバックエンドサーバ間，ディクショナリサーバとバックエンドサーバ間の接続が同時に発生することがあるため，バックエンドサーバプロセス数が不足し，SQLエラーになることがあります。したがって，定義系SQLを実行するUAPのクライアント環境定義のPDBESCONHOLDオペランドにはNOを指定してください。

                  
                  
                     (b)　接続保持が解除される場合

                     バックエンドサーバ接続保持機能を使用している場合でも，次に示す場合はフロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続を切断します。

                     
                        	
                           DISCONNECT文（HiRDB XAライブラリの使用時はxa_close），PDCWAITTIMEオーバによって，フロントエンドサーバとクライアント間の接続が切断された場合

                        

                        	
                           ロールバックした場合（内部ロールバックを含む）

                        

                        	
                           サーバプロセスのメモリサイズ監視機能によって，使用したメモリの上限を超えた場合

                        

                        	
                           内部的に多量のメモリを使用した場合

                        

                        	
                           pdpfreshコマンド（-fオプションなし）を実行した場合

                        

                        	
                           ホールダブルカーソルのカーソルをクローズした場合

                        

                        	
                           SET SESSION AUTHORIZATION文を実行した場合

                        

                     

                  
                  
                     (c)　バックエンドサーバ接続保持時間を超えても接続が切断されないことがあります

                     バックエンドサーバ接続保持時間を超えても，次に示す場合はフロントエンドサーバとバックエンドサーバの接続を切断しません。

                     
                        	
                           ホールダブルカーソルを使用している場合

                        

                        	
                           UAP環境定義で指定したローカルバッファを使用している場合

                        

                     

                  
               
            
         
         
            付録F　HiRDB Control Managerとの連携

            ここでは，HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法と，管理HiRDBの登録方法について説明します。

            
               付録F.1　HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           ［スタート］−［プログラム］−［HiRDB CM - Console］−［HiRDB CM - Console］を選択し，ログイン画面を表示します。

                           ［パスワード］欄に，インストール時に設定したパスワードを入力します。

                           ［コンソールID］欄には，コンピュータ名が表示されます。

                           [image: [図データ]]

                        

                        	
                           ［OK］をクリックします。

                        

                     

                  

               

            
            
               付録F.2　管理HiRDBの登録方法

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           HiRDB Control Manager - Consoleを起動します。

                        

                        	
                           タブメニューの［管理HiRDB］−［管理HiRDBの新規登録］を選択して，［管理HiRDBの新規登録］画面を表示します。

                           管理したいHiRDBサーバに対応するHiRDB Control Manager - AgentのIPアドレスとポート番号を入力します。

                           [image: [図データ]]

                        

                        	
                           ［OK］をクリックします。

                           ［システムステータス］画面に，登録したHiRDBサーバが表示されます。

                           [image: [図データ]]

                        

                     

                  

               

            
         
         
            付録G　論理セクタ長が4096バイトのディスク使用時における運用

            ここでは，論理セクタ長が4096バイトのディスクを使用する場合の運用について説明します。

            
               付録G.1　ディスクの論理セクタ長の確認方法

               ディスクには論理的なセクタ長と物理的なセクタ長があります。HiRDBの処理に関係するのは論理セクタ長になります。以下のコマンドで確認できます。

               
                  	
                     Linuxの場合，partedコマンド又は/sys/block/デバイス名/queue/下のlogical_block_sizeで確認できます。以下は実行例で，該当デバイスの情報だけ抜粋しています。

                     # parted -l
‥‥‥
モデル: ATA Hitachi HTE72501 (scsi)
ディスク /dev/sda: 172GB
セクタサイズ (論理/物理): 4096B/4096B
パーティションテーブル: gpt
‥‥‥
 
# cat /sys/block/sda/queue/logical_block_size
4096

                  

                  	
                     AIXの場合，論理セクタ長はOSのコマンドで確認してください。

                  

               

            
            
               付録G.2　適用範囲

               論理セクタ長が4096バイトのディスクを使用する場合，次の条件に合致するときに，「運用方法」 で説明する運用が必要になります。以降の説明で「論理セクタ長が4096バイトのディスク」とは，次の条件に合致する場合です。なお，次の条件に合致しない場合には適用する必要がありませんが，適用しても問題ありません。

               
                  	
                     論理セクタ長が4096バイトのディスクにキャラクタ型スペシャルファイルを作成し，そのキャラクタ型スペシャルファイルにHiRDBファイルシステム領域を作成する。

                  

               

            
            
               付録G.3　運用方法

               論理セクタ長が4096バイトのディスクに対してHiRDBファイルシステム領域を作成し，運用する方法について説明します。

               
                  (1)　HiRDBファイルシステム領域の作成方法 

                  pdfmkfsコマンドの-sオプションに4096を指定してください。詳細はマニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してください。

                  「適用範囲」が必要になる条件に合致する場合，HiRDBファイルシステム領域のセクタ長を必ず4096バイトにする必要があります。指定しないで作成すると，KFPI21610-Eメッセージを出力し，コマンドがリターンコード12でエラー終了します。

               
               
                  (2)　HiRDBファイルの作成方法

                  
                     	
                        RDエリア

                        セクタ長が4096バイトのHiRDBファイルシステム領域にRDエリアを配置する場合，RDエリアを作成するときに指定するページ長(create rdarea制御文またはinitialize
                           rdarea制御文のpageオペランド)には4096の倍数にしてください。ページ長の最大は，28672になります。

                     

                     	
                        システムログファイル

                        セクタ長が4096バイトのHiRDBファイルシステム領域にシステムログファイルを作成する場合，レコード長は，4096バイトにしてください。システム定義 pd_log_rec_lengオペランドに4096を指定してpdloginitコマンドで作成してください。pdloginitコマンドに-lオプションを指定している場合は，4096を指定してください。

                     

                     	
                        ステータスファイル

                        セクタ長が4096バイトのHiRDBファイルシステム領域にステータスファイルを作成する場合，レコード長は，4096の倍数にしてください。pdstsinitコマンドに-lオプションを指定している場合は，4096の倍数を指定するか，指定を省略してください。

                     

                     	
                        上記以外のHiRDBファイル

                        対応は不要です。HiRDBがHiRDBファイルシステム領域のセクタ長を判断し，ページ長を決定します。

                     

                  

               
               
                  (3)　Linuxでのグローバルバッファの指定方法

                  
                     	
                        論理セクタ長が4096バイトのディスクにRDエリアを作成した場合，システム共通定義(pdsys)に以下の記述を追加してください。

                        set pd_dbbuff_dev_sector_size = 4096

                        オペランドを省略するか，又は512を指定した場合，論理セクタ長が4096バイトのディスクに作成したRDエリアへのグローバルバッファを介したI/O処理でエラーが発生し，RDエリアが障害閉塞することがあります。

                     

                     	
                        一つのグローバルバッファに，論理セクタ長が4096バイトのディスクに作成したRDエリアと，それ以外のRDエリアを混在しないように定義してください。

                        混在させた場合，論理セクタ長4096バイトのディスクに作成したRDエリアのI/O処理でエラーが発生し，RDエリアが障害閉塞することがあります。

                     

                  

               
            
            
               付録G.4　注意事項

               
                  	
                     ディスクの換装などで，pdfmkfsコマンドの-sオプションに4096を指定しないで作成したHiRDBファイルシステム領域を，論理セクタ長が4096バイトのディスクへOSのコマンドなどを使用して直接移動した場合，そのHiRDBファイルシステム領域は使用できません。

                  

                  	
                     ページ長が4096の倍数でないRDエリア及びHiRDBファイルを，論理セクタ長が4096バイトのディスクへ移動する場合，移動対象がシステムファイルのときは，pdstsinitコマンド及びpdloginitコマンドで作成し直してください。

                     RDエリアの場合，データベース再編成ユティリティ（pdrorg -k unld）でデータを退避し，データベース構成変更ユティリティ（pdmod）のinitialize
                        rdarea文でページ長を4096の倍数に変更後にデータを入れ直してください。なお，論理セクタ長が4096バイトのディスクにRDエリアを作成する場合は，RDエリアのページの最大長は28672になります。そのため，行長が28626以上の表のデータは移動できません。

                  

                  	
                     データベース複写ユティリティ（pdcopy）及びpdfbkupコマンドでのバックアップの取得と，データベース回復ユティリティ（pdrstr）及びpdfrstrコマンドでのバックアップからの回復の可否を次の表に示します。

                     
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    RDエリアのページ長

                                 
                                 	
                                    HiRDBファイルシステム領域のセクタ長

                                 
                                 	
                                    回復可否

                                 
                              

                              
                                 	
                                    バックアップ取得先

                                 
                                 	
                                    バックアップからの回復先

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    4096の倍数

                                 
                                 	
                                    512,1024

                                 
                                 	
                                    512,1024

                                 
                                 	
                                    回復できます

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4096

                                 
                                 	
                                    回復できます

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4096

                                 
                                 	
                                    512,1024

                                 
                                 	
                                    回復できます

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4096

                                 
                                 	
                                    回復できます

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4096の倍数

                                    でない

                                 
                                 	
                                    512,1024

                                 
                                 	
                                    512,1024

                                 
                                 	
                                    回復できます

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4096

                                 
                                 	
                                    回復できます

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4096

                                 
                                 	
                                    512,1024

                                 
                                 	
                                    該当しません（バックアップ先に作成できません）

                                 
                              

                              
                                 	
                                    4096

                                 
                                 	
                                    該当しません（バックアップ先に作成できません）

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

                  	
                     論理セクタ長が4096バイトのディスクでない場合に「運用方法」の操作を行っても問題はありません。

                  

                  	
                     pdworkに指定したHiRDBファイルシステム領域のセクタ長を変更する場合は，HiRDBが停止した状態で行ってください。

                  

               

            
         
      
   
      
         索引

         
            記号

            
               	-cオプション[1]

               	-Mオプション〔pdcopyコマンド〕[1]

            

         
         
            数字

            
               	1：1系切り替え構成の例〔HiRDB/シングルサーバ〕[1]、[2]

               	1：1系切り替え構成の例〔HiRDB/パラレルサーバ〕[1]、[2]

               	1：1スタンバイレス型系切り替え機能[1]

               	1:1スタンバイレス型系切り替え時のシステム用RDエリアを含む回復方法[1]

               	24時間連続稼働[1]

            

         
         
            A

            
               	actcommandオペランド〔Hitachi HA Toolkit Extension〕[1]、[2]

               	acttypeオペランド〔HAモニタ〕[1]、[2]、[3]、[4]

               	aliasオペランド〔HAモニタ〕[1]、[2]、[3]、[4]

               	alter HiRDB mode to parallel文[1]

               	ALTER INDEX〔インデクス名の変更〕[1]

               	ALTER PROCEDURE[1]

               	alter rdarea文〔RDエリアのオープン契機の変更〕[1]

               	alter rdarea文〔RDエリア名の変更〕[1]

               	ALTER ROUTINE[1]

               	ALTER TABLE〔表定義の変更〕[1]

               	ALTER TABLE〔列の削除〕[1]

               	ALTER TABLE〔列の追加〕[1]

               	ASSIGN LIST文[1]

            

         
         
            B

            
               	B-treeインデクス[1]

            

         
         
            C

            
               	CLUSTERPROに関する準備[1]

               	CONNECT/DISCONNECTに関する統計情報[1]

               	CONNECT関連セキュリティ機能の運用[1]

               	CONNECT権限[1]

               	CONNECT権限〔付与方法〕[1]、[2]

               	CONNECT権限を取り消す[1]

               	Cosminexusと連携したPRFトレース情報の取得[1]

               	CPU障害が発生したとき[1]

               	CREATE AUDIT[1]

               	create auditor文[1]

               	create audit table文[1]

               	CREATE CONNECTION SECURITY[1]、[2]

               	CREATE FUNCTION[1]

               	CREATE PROCEDURE[1]

               	create rdarea文[1]

               	Cストアドファンクション[1]

               	Cストアドプロシジャ[1]

               	Cライブラリファイルに障害が発生した場合の対処[1]

               	Cライブラリファイルの再登録[1]

               	Cライブラリファイルの削除[1]

               	Cライブラリファイルの新規登録[1]

            

         
         
            D

            
               	DBA権限[1]

               	DBA権限〔付与方法〕[1]

               	DBA権限を取り消す[1]

               	DBメンテナンス予定日[1]

               	DECIMAL型の符号正規化機能[1]

               	DECIMAL型の符号部を変換する[1]

               	DELETE権限[1]

               	DELETE文[1]

               	diskオペランド〔HAモニタ〕[1]、[2]、[3]、[4]

               	DRBDに関する設定項目〔スタンバイ型系切り替え（サーバモード）〕[1]

               	DRBDに関する設定項目〔スタンバイ型系切り替え（モニタモード）〕[1]

               	DRBDのレプリケーションパス障害時の注意事項[1]

               	DROP AUDIT[1]

               	DROP CONNECTION SECURITY[1]

               	DROP DATA TYPE[1]

               	DROP FUNCTION[1]

               	DROP INDEX[1]

               	DROP PROCEDURE[1]

               	DVD-RAMライブラリ装置の運用[1]

            

         
         
            E

            
               	EMPTYオプション[1]

               	expand rdarea文[1]

            

         
         
            F

            
               	FIXハッシュ分割〔ハッシュ関数の変更〕[1]

               	FIX表に列を追加する[1]、[2]

               	FORGETTING状態のトランザクション[1]

            

         
         
            G

            
               	Generic ARKリソースの作成〔LifeKeeper〕[1]

               	globalbufferオペランド〔create rdarea文〕[1]

               	GRANT AUDIT[1]

               	GRANT文[1]

               	groupオペランド〔HAモニタ〕[1]、[2]、[3]、[4]

            

         
         
            H

            
               	HAグループ[1]

               	HAモニタに関する準備[1]、[2]、[3]、[4]

               	HAモニタに関する設定項目（sysdef定義ファイル）〔スタンバイ型系切り替え（モニタモード）〕[1]

               	HDP機能[1]

               	HiRDB/パラレルサーバへの移行[1]

               	HiRDB Advanced High Availability[1]、[2]、[3]

               	HiRDB CM[1]

               	HiRDB Control Managerを使用してデータベースの状態解析をする場合[1]

               	HiRDB Control Manager - Consoleの起動方法[1]

               	HiRDB Datareplicator〔HiRDBシステム定義の変更〕[1]

               	HiRDB Datareplicator〔システム構成変更コマンド〕[1]

               	HiRDB Datareplicator〔システムログファイルの障害〕[1]

               	HiRDB Datareplicatorとの連動系切り替え[1]、[2]、[3]、[4]

               	HiRDB Datareplicator〔表の再編成〕[1]

               	HiRDB Non Recover FES[1]

               	HiRDB Text Search Plug-in[1]

               	HiRDB運用ディレクトリの回復方法[1]

               	HiRDB運用ディレクトリのファイルを削除してしまった場合[1]

               	HiRDBが終了できないときの対処方法〔接続中のユーザが存在するため〕[1]

               	HiRDBシステム定義の作成〔系切り替え機能〕[1]、[2]、[3]、[4]

               	HiRDBシステム定義の指定〔24時間連続稼働〕[1]

               	HiRDBシステム定義の変更[1]、[2]

               	HiRDBシステム定義の変更〔システム構成変更コマンド〕[1]

               	HiRDBシステム定義ファイルに障害が発生したとき[1]

               	HiRDB接続時のパスワード秘匿化機能[1]

               	HiRDBによる共有ディスクのアクセス制御[1]、[2]、[3]、[4]

               	HiRDBの開始及び終了方法[1]

               	HiRDBファイルシステム領域障害時の対処方法[1]

               	HiRDBファイルシステム領域に関する情報[1]

               	HiRDBファイルシステム領域の回復[1]

               	HiRDBファイルシステム領域の作成[1]

               	HiRDBファイルシステム領域の所有者[1]

               	HiRDBファイルシステム領域のバックアップ[1]

               	HiRDBファイルの削除[1]

               	HiRDBを開始するシェルスクリプト〔PowerHA〕[1]

               	HiRDBを開始するときの手順〔ステータスファイルの障害時〕[1]

               	HiRDBを終了するシェルスクリプト〔PowerHA〕[1]

               	Hitachi HA Toolkit Extensionに関する準備[1]、[2]、[3]

               	Hitachi HA Toolkit Extensionのサービスプロセス[1]、[2]、[3]

            

         
         
            I

            
               	initialize rdarea文[1]

               	initialオペランド〔HAモニタ〕[1]、[2]、[3]、[4]

               	INSERT権限[1]

               	IPアドレス[1]

               	IPアドレスによる接続制限[1]

               	IPアドレスによる接続制限の運用例[1]

               	IPアドレスによる接続制限の設定方法[1]

               	IPアドレスの構成例[1]、[2]、[3]

               	IPアドレスを切り替える[1]、[2]

               	IPリソースの作成〔LifeKeeper〕[1]

            

         
         
            J

            
               	JARファイルに障害が発生した場合[1]

               	JARファイルの操作[1]

               	JARファイルを格納するディレクトリ[1]

               	Java Runtime Environmentのルートディレクトリ[1]

               	Javaオプション[1]

               	Java仮想マシンの位置づけ[1]

               	Java仮想マシンの標準・標準エラー出力の設定先ファイル[1]

               	Java仮想マシンのライブラリディレクトリ[1]

               	Javaクラスパス[1]

               	Javaストアドファンクション[1]

               	Javaストアドプロシジャ[1]

               	Javaストアドプロシジャ，Javaストアドファンクションを使用できる環境[1]

               	Javaストアドプロシジャ及びJavaストアドファンクション〔環境設定手順〕[1]

               	JP1/AJS2-SO[1]

               	JP1/AJS3[1]

               	JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ファイル[1]

               	JP1/NETM/Audit用監査ログ出力ユティリティ[1]

               	JP1/VERITAS NetBackup Agent for HiRDB License[1]

            

         
         
            K

            
               	KFPA20009-W[1]

               	KFPS00888-W[1]

               	KFPS00889-E[1]

               	KFPS00992-E[1]

               	KFPS01861-E[1]

               	KFPS01910-I[1]

               	KFPS02179-I[1]

               	KFPS04665-W[1]

               	KFPS05120-W[1]

            

         
         
            L

            
               	lan_updownオペランド〔HAモニタ〕[1]、[2]、[3]、[4]

               	LANアダプタを切り替える[1]、[2]

               	LifeKeeperに関する準備[1]

               	LOB列構成基表〔表の再編成〕[1]

               	LVM[1]、[2]、[3]

            

         
         
            M

            
               	MIB[1]

               	MIB環境定義ファイル[1]

               	MIB環境定義ファイルを作成する[1]

               	MIBコマンド[1]
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